
摂南大学シラバス 2024 

科目名 経営学Ⅰ 科目名（英文） Introduction to Business Administration I 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 １年 クラス  

単位数 2 履修区分 必修科目 

学期 前期 授業担当者 畠山 俊宏 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎,DP2◎ 

科目ナンバリング IDS1001a0 

 

授業概要・ 

目的 

 本講義の目的は、経営学の各分野の基本的な知識を習得し、それらの知識に基づいて企業の活動を分析する能力を習得することである。本講義

では、教員による講義とマネジメント検定の過去問題の演習を通じて、経営学の基本的な内容について学習する。 

到達目標 
①企業論、経営戦略論、経営組織論の基礎的な内容を説明できる。（ＤＰ２） 

②経営理論に基づいて企業の活動を分析できる。 

授業方法と 

留意点 
授業の前半は、パワーポイントによる解説を行う。後半は、学習内容に関連したマネジメント検定の過去問題の演習を行う。 

科目学習の 

効果（資格） 
マネジメント検定、中小企業診断士、公認会計士、公務員試験 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 経営学から何を学ぶか 
本講義のガイダンスと企業の役割につ

いて学習する。 

事前：シラバスと教科書の第 1部第 1章を読んでお

くことを事前に読んでおくこと（1時間） 

事後：講義資料を読み返しておくこと（1時間） 

2 企業のかたち 企業の形態について学習する。 

事前：教科書の第 1 部第 2 章を読んでおくこと（1

時間） 

事後：講義資料を読み返しておくこと（1時間） 

3 
大規模な会社における企業

統治（1） 

株式会社の所有と経営の関係について

学習する。 

事前：教科書の第 1 部第 3 章 1・2 節を読んでおく

こと（1時間） 

事後：講義資料を読み返しておくこと（1時間） 

4 
大規模な会社における企業

統治（2） 

株式会社の様々な統治形態について学

習する。 

事前：教科書の第 1 部第 3 章 3・4 節を読んでおく

こと（1時間） 

事後：講義資料を読み返しておくこと（1時間） 

5 日本型企業システム 
日本企業の雇用慣行や企業統治につい

て学習する。 

事前：教科書の第 1 部第 4 章を読んでおくこと（1

時間） 

事後：講義資料を読み返しておくこと（1時間） 

6 企業経営と全社戦略 全社戦略について学習する。 

事前：教科書の第 2 部第 1 章を読んでおくこと（1

時間） 

事後：講義資料を読み返しておくこと（1時間） 

7 全社戦略としての成長戦略 成長戦略について学習する。 

事前：教科書の第 2 部第 2 章を読んでおくこと（1

時間） 

事後：講義資料を読み返しておくこと（1時間） 

8 全社的な経営資源の配分 
プロダクト・ポートフォリオ・マネジメ

ントについて学習する。 

事前：教科書の第 2 部第 3 章を読んでおくこと（1

時間） 

事後：講義資料を読み返しておくこと（1時間） 

9 事業戦略 事業戦略と競争戦略について学習する。 

事前：教科書の第 2 部第 4 章を読んでおくこと（1

時間） 

事後：講義資料を読み返しておくこと（1時間） 

10 経営戦略論の時代的変遷 経営戦略論の発展について学習する。 

事前：教科書の第 2 部第 5 章を読んでおくこと（1

時間） 

事後：講義資料を読み返しておくこと（1時間） 

11 機能別戦略（1） マーケティング戦略について学習する。 

事前：教科書の第 3 部第 1 章を読んでおくこと（1

時間） 

事後：講義資料を読み返しておくこと（1時間） 

12 機能別戦略（2） 
研究開発戦略・生産戦略について学習す

る。 

事前：教科書の第 3 部第 2 章を読んでおくこと（1

時間） 

事後：講義資料を読み返しておくこと（1時間） 

13 経営組織の形態（1） 

ライン組織、ファンクショナル組織、ラ

イン・アンド・スタッフ組織等の経営組

織の基本形態について学習する。 

事前：教科書の第 4 部第 2 章 1・2 節を読んでおく

こと（1時間） 

事後：講義資料を読み返しておくこと（1時間） 

14 経営組織の形態（2） 
職能部門制組織、事業部制組織等の企業

組織の様々な形態について学習する。 

事前：教科書の第 4部第 2章 2節を読んでおくこと

（1時間） 

事後：講義資料を読み返しておくこと（1時間） 

15 経営組織の形態（3） 
マトリックス組織等の企業組織の様々

な形態について学習する。 

事前：教科書の第 4 部第 2 章 2・3 節を読んでおく

こと（1時間） 

事後：講義資料を読み返しておくこと（1時間） 

 

関連科目 現代企業論、中小企業論、経営戦略論、経営組織論 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 

マネジメント検定試験公式テキストⅢ級 経営学の

基本 
一般社団法人 日本経営協会 中央経済社 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
第 14 回の講義後に Moodle で実施する小テスト 20％、期末テスト 80％で評価する。 



摂南大学シラバス 2024 

学生への 

メッセージ 
予習・復習を行い、問題演習に積極的に取り組んで欲しい。 

担当者の 

研究室等 
11 号館 8階 畠山研究室 

備考 

①小テストは、第 14 回の講義終了後から第 15 回の講義の前日 23 時までに回答しなければならない。得点は、回答終了後に Moodle で表示される

ので各自で確認すること。 

②講義資料は配布しないので各自で印刷して持参すること。講義資料の保存場所は初回の講義で説明する。 

③授業に関する質問はメールで対応する。メールアドレスは講義資料に記載する。 



摂南大学シラバス 2024 

科目名 経営学Ⅱ 科目名（英文） Introduction to Business Administration II 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 １年 クラス  

単位数 2 履修区分 必修科目 

学期 後期 授業担当者 洪 性奉 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎,DP2◎ 

科目ナンバリング IDS1002a0 

 

授業概要・ 

目的 

 この授業は、経営学を初めて学ぶ学生を対象に、経営戦略論、多国籍企業論、異文化経営、国際マーケティングなど、主なトピックスを取り上

げ、その基礎知識の習得とともに、現代企業経営の課題を発見し、解決方法を模索する力を身につけることを目指す。さらに、受講生の国際性の

涵養および実社会への応用を期待する。 

 受講生は、単なる基礎理論の習得だけではなく、疑問を持つことが非常に大切であることを認識し「あなたならどう考えるか」「あなたが経営

者となったらどうアクションをとるか」などの実践的な経営感覚と課題解決能力が身につける。 

到達目標 

・企業経営における諸理論の知識が身につく。 

・経営者の視点から企業や業界の競争環境が正しく理解できる。 

・受講生は経営学に興味を持ち、自ら発見した問題又はその解決へのプロセス、基本プレームワークが有効に活用できる。 

授業方法と 

留意点 

・講義資料（レジュメ、ワークシート）は教室で配布する。各講義資料は Moodle から事前入手可能。 

・講義の後にはワークシートを作成・提出し、次回にフィードバックを行う。 

・本授業は、講義中心であるが、質疑応答など学生同士のグループディスカッションが多いため受講生の積極的な授業参加を重視する。 

科目学習の 

効果（資格） 
 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 オリエンテーション 
講義の進め方、成績評価、注意点などに

ついて説明する。 

事前：シラバスと講義資料を事前に読んでおくこと

（1時間） 

事後：講義資料を読み返しておくこと（1時間） 

2 企業の本質 

企業が存在する理由としてローナル

ド・コースの企業の本質と取引コストに

ついて学ぶ。 

事前：講義に関連する内容およびキーワードを事前

に調べておくこと（1時間） 

事後：講義資料を読み返しておくこと（1時間） 

3 企業を取り巻く外部環境 
PESTおよび PESTEL モデルを使いマクロ

環境分析について理解する。 

事前：講義に関連する内容およびキーワードを事前

に調べておくこと（1時間） 

事後：講義資料を読み返しておくこと（1時間） 

4 
バリューチェーンの分析と

再構築 

企業の事業活動における価値連鎖を正

しく理解し、近年、さまざまなビジネス

モデルとバリューチェーンについて学

ぶ。 

事前：講義に関連する内容およびキーワードを事前

に調べておくこと（1時間） 

事後：講義資料を読み返しておくこと（1時間） 

5 業界が儲かるかを分析する 

業界の収益性に影響を与える要因を探

し、その業界の収益性を分析するプレー

ムワークについて、事例を使い演習を行

う。 

事前：講義に関連する内容およびキーワードを事前

に調べておくこと（1時間） 

事後：講義資料を読み返しておくこと（1時間） 

6 
自動車メーカーが共存でき

る理由 

状況に応じて、自社が取るべき戦略の方

向性を定めるプレームワークについて、

M・E. ポーターの３つの基本戦略を使い

考察する。 

事前：講義に関連する内容およびキーワードを事前

に調べておくこと（1時間） 

事後：講義資料を読み返しておくこと（1時間） 

7 
ブルーオーシャン戦略とフ

レームワーク 

事業の差別化と低コスト化は両立でき

るかについて、ブルーオーシャン戦略の

アクションマトリックスを使い実践的

考察を目指す。 

事前：講義に関連する内容およびキーワードを事前

に調べておくこと（1時間） 

事後：講義資料を読み返しておくこと（1時間） 

8 
商業が生産を規定するシス

テム 

大量仕入れ（生産）・大量販売など、国

際分業の生産体制について、事例を使い

考察する。 

事前：講義に関連する内容およびキーワードを事前

に調べておくこと（1時間） 

事後：講義資料を読み返しておくこと（1時間） 

9 下請け企業の新たな道 
世界的ファウンドリー企業 TSMC を事例

に半導体産業について考察する。 

事前：講義に関連する内容およびキーワードを事前

に調べておくこと（1時間） 

事後：講義資料を読み返しておくこと（1時間） 

10 
国際ビジネスにおける半導

体産業 

半 導 体 産 業 に お け る フ ァ ブ レ ス

（fabless）、ファウンドリー（foundry）

について理解する。 

事前：講義に関連する内容およびキーワードを事前

に調べておくこと（1時間） 

事後：講義資料を読み返しておくこと（1時間） 

11 まわり道の方が効率が良い 

ロジスティクス（調達や物流）業界にお

けるさまざまな競争戦略について考察

する。 

事前：講義に関連する内容およびキーワードを事前

に調べておくこと（1時間） 

事後：講義資料を読み返しておくこと（1時間） 

12 
身近なグローバリゼーショ

ン 

国際ビジネスと競争、市場のグローバル

化、生産のグローバル化について理解す

る。 

事前：講義に関連する内容およびキーワードを事前

に調べておくこと（1時間） 

事後：講義資料を読み返しておくこと（1時間） 

13 多国籍企業の参入形態 

多国籍企業の参入形態と市場参入決定

プロセスに影響を与える要因について

考察する。 

事前：講義に関連する内容およびキーワードを事前

に調べておくこと（1時間） 

事後：講義資料を読み返しておくこと（1時間） 

14 
シリコンバレー企業と成長

戦略 

近年、シリコンバレーの新たな事業形態

および成長戦略について事例を取り上

げ考察する。 

事前：講義に関連する内容およびキーワードを事前

に調べておくこと（1時間） 

事後：講義資料を読み返しておくこと（1時間） 

15 講義のまとめ 学習内容のまとめと補足。 

事前：講義に関連する内容およびキーワードを事前

に調べておくこと（1時間） 

事後：講義資料を読み返しておくこと（1時間） 

 

関連科目 競争戦略論、経営戦略論、グローバル経営論 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書  



摂南大学シラバス 2024 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 戦略経営論―競争力とグローバリゼーション 

マイケル A.ヒット、ロバート E.

ホスキソン、R.デュエーン・アイ

ルランド 

センゲージラーニング 

2 競争の戦略 マイケル・E. ポーター ダイヤモンド社 

3 国際ビジネス１－グローバル化と国による違い－ チャールズ・Ｗ・Ｌ・ヒル 楽工社 

 

評価方法 

（基準） 

・成績評価の方法：中間レポート 30%、期末レポート 40%、ワークシート 30%で評価する。 

・評価基準：授業で設定した課題への到達度を総合的に評価する。 

・中間レポートと期末レポートは授業内容への理解度をはかる。執筆要領に従うこと。詳細は、受講生の理解度に応じて授業中に提示する。 

・その他、ワークシートの提出および積極的な発表やクラスへの貢献度を重視する。 

学生への 

メッセージ 

・授業の進行状況および受講生の理解度に応じて内容が変更する場合がある。 

・授業に関する質問は、授業の後やメールで対応する。メールアドレスは講義資料に記載する。 

担当者の 

研究室等 
洪 研究室（相談時は事前に連絡ください） 

備考  



摂南大学シラバス 2024 

科目名 経営管理論 科目名（英文） Business Management 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 西之坊 穂 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎,DP2◎ 

科目ナンバリング IDS1003a0 

 

授業概要・ 

目的 

【授業概要】 

 基本的な企業経営の仕組みについての講義を行います。この講義では、組織論・管理論・戦略論の基本的な用語と概念を学び、それらを用いて

具体的な経営現象を説明していきます。 

 

 

【目的】 

 経営学の基本的な理論と概念を理解すること 

到達目標 

【到達目標】 

 企業は組織目標を達成するために多くの人が協働することが必要になる。そのために企業は組織を管理しなければならない。この講義では、組

織管理について一般的な知識を修得することを目的とする。具体的には次の 2点を修得できる。 

（１）企業における組織管理の実体を知ることができる（DP２）。 

（２）企業における組織管理を行う目的や理論について基礎知識を修得できる。（DP２） 

授業方法と 

留意点 
 教科書を中心にした講義を行います。講義の理解を促進するために、講義の最後に理解度テストを行うことがあります。 

科目学習の 

効果（資格） 
 国家公務員一般職試験および地方上級職試験における専門試験科目の「経営学」対策 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 イントロダクション  本講義のガイダンスを行います。 シラバスを事前に読んでおくこと 

2 古典的管理論 

 テイラーの科学的管理法およびファ

ヨールの管理過程論について学習しま

す。 

事前課題：配付資料および参考書を 1時間程度読む

こと 

 

事後学習：配付資料および参考書を 1時間程度読む

こと 

3 企業経営の基本的な仕組み 

 企業、経営、管理、経営資源といった

キーワードから、企業経営の基本的な仕

組みについて学習します。 

事前課題：配付資料および参考書を1時間程度読み、

前回の復習をすること 

 

事後学習：配付資料および参考書を 1時間程度読む

こと 

4 フォード・システム 

 フォード・システムおよびフォーディ

ズムについて学習し、フォード・システ

ムが世の中に与えた影響や意義につい

て検討します。 

事前課題：配付資料および参考書を1時間程度読み、

前回の復習をすること 

 

事後学習：配付資料および参考書を 1時間程度読む

こと 

5 人間関係論 
 メイヨーの人間関係論についてホー

ソン実験を通じて学習します。 

事前課題：配付資料および参考書を1時間程度読み、

前回の復習をすること 

 

事後学習：配付資料および参考書を 1時間程度読む

こと 

6 新人間関係論(1) 

 アージリスの成熟・未成熟理論、マズ

ローの欲求階層説、アルダーファーの

ERG 理論、マグレガーの X 理論・Y 理論

について学習します。 

事前課題：配付資料および参考書を1時間程度読み、

前回の復習をすること 

 

事後学習：配付資料および参考書を 1時間程度読む

こと 

7 新人間関係論(2) 

 マレーの欲求リスト、マクレランドの

達成欲求理論、ハーズバーグの二要因理

論について学習します。 

事前課題：配付資料および参考書を1時間程度読み、

前回の復習をすること 

 

事後学習：配付資料および参考書を 1時間程度読む

こと 

8 モチベーション理論(1) 

 デシの内発的動機付け理論、ロックの

目標設定理論の他にモチベーションの

内容理論である誇りの理論や目標共有

理論について学習します。 

事前課題：配付資料および参考書を1時間程度読み、

前回の復習をすること 

 

事後学習：配付資料および参考書を 1時間程度読む

こと 

9 モチベーション理論(2) 

 モチベーションのプロセス理論であ

る、アダムスの公平理論、ヒュースマン

の公平感受性理論、ブルームの期待理論

について学習します。 

事前課題：配付資料および参考書を1時間程度読み、

前回の復習をすること 

 

事後学習：配付資料および参考書を 1時間程度読む

こと 

10 中間テスト、解説 中間テストと解説を行います。 

事前課題：第 1～9 回に行った講義内容を 1 時間程

度復習しておくこと。 

 

事後課題：中間テスト内容を踏まえて第 1～9 回の

講義資料を復習すること。 

11 モチベーション向上の実践 

 TESSEI の事例を用いて、ワークを行

います。また、企業で実際に導入されて

いるモチベーション向上施策について

学習します。 

事前課題：配付資料および参考書を1時間程度読み、

前回の復習をすること 

 

事後学習：配付資料および参考書を 1時間程度読む

こと 

12 ヒトのマネジメント 

 企業の人事管理について学習します。

具体的には、人事評価制度、賃金制度、

教育制度について学習した上で、企業が

どのような人材を求めているのかを紹

事前課題：配付資料および参考書を1時間程度読み、

前回の復習をすること 

 

事後学習：配付資料および参考書を 1時間程度読む
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介します。 こと 

13 近代組織論と意思決定論(1) 
 バーナード革命とサイモンの意思決

定理論について学習します。 

事前課題：配付資料および参考書を1時間程度読み、

前回の復習をすること 

 

事後学習：配付資料および参考書を 1時間程度読む

こと 

14 近代組織論と意思決定論(2) 
 バーナード革命とサイモンの意思決

定理論について学習します。 

事前課題：配付資料および参考書を1時間程度読み、

前回の復習をすること 

 

事後学習：配付資料および参考書を 1時間程度読む

こと 

15 期末テスト、解説 期末テストと解説を行います。 

事前課題：第 1～14 回に行った講義内容を 1時間程

度復習しておくこと。 

 

事後課題：期末テスト内容を踏まえて第 1～14 回の

講義資料を復習すること。 

 

関連科目 経営学、経営管理論、経営組織論 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 経験から学ぶ経営学入門 上林憲雄他 有斐閣ブックス 

2 経営管理論 上野恭裕/馬場大治 中央経済社 

3 テキスト経営学（第 3版） 井原久光 ミネルヴァ書房 

 

評価方法 

（基準） 

中間テスト 50 点と期末テスト 50 点によって評価します。 

なお、授業態度等が望ましくない場合や出席率が 8割に満たない場合は単位を認めない場合がある。 

学生への 

メッセージ 

経営学は、社会で働く上で役立つ知識になります。理論が企業内でどのように活用されているのか等、実経営のエピソードを絡ませて解説します。 

授業の方法は講義形式になりますが、より主体的に学べるように工夫します。 

担当者の 

研究室等 
11 号館 8階 西之坊准教授室 

備考  



摂南大学シラバス 2024 

科目名 財務諸表論入門 科目名（英文） Introduction to Accounting 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 １年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 石川 徹 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎,DP2◎ 

科目ナンバリング IDS1005a0 

 

授業概要・ 

目的 

会計とは，特定の組織による経済活動を貨幣額で記録して計算し，その結果を報告するシステムである。このシステムを通じて作成された会計情

報が，社会にとってどのような役割を果たすのかを意識して，財務諸表の基本的な作成ルールとその背景にある考え方を学習する。 

到達目標 

①企業が開示する情報を理解する。 

③財務諸表の基本的な作成ルールを，その背後にある考え方を意識して学習することによって，体系的に物事を捉える能力を培う。 

②社会における会計情報の役割を理解する。 

授業方法と 

留意点 
講義資料等は Moodle 上に用意する。 

科目学習の 

効果（資格） 
日本商工会議所簿記検定、公認会計士試験、税理士試験を受験する際の基礎となる科目である。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 イントロダクション 講義概要の説明 
事前：シラバスの確認(30 分) 

事後：講義資料の復習(30 分) 

2 企業活動の会計 1 資金調達活動の会計についての説明 
事前：講義資料の予習(30 分) 

事後：練習問題の復習(30 分) 

3 企業活動の会計 2 
資金投下活動の会計，営業活動の会計に

ついての説明 

事前：講義資料の予習(30 分) 

事後：練習問題の復習(30 分) 

4 会計公準 会計公準についての説明 
事前：講義資料の予習(30 分) 

事後：練習問題の復習(30 分) 

5 企業会計原則 企業会計原則についての説明 
事前：講義資料の予習(30 分) 

事後：練習問題の復習(30 分) 

6 
現金主義会計と発生主義会

計 
認識と測定についての説明 

事前：講義資料の予習(30 分) 

事後：練習問題の復習(30 分) 

7 ディスクロージャー制度 企業に対する開示規制についての説明 
事前：講義資料の予習(30 分) 

事後：練習問題の復習(30 分) 

8 中間試験 中間試験の実施と解説 
事前：試験の準備(90 分) 

事後：試験の復習(30 分) 

9 会計基準 会計基準についての説明 
事前：講義資料の予習(30 分) 

事後：練習問題の復習(30 分) 

10 収益認識会計 収益認識の会計基準についての説明 
事前：講義資料の予習(30 分) 

事後：練習問題の復習(30 分) 

11 財務諸表の内容 1 損益計算書，貸借対照表についての説明 
事前：講義資料の予習(30 分) 

事後：練習問題の復習(30 分) 

12 財務諸表の内容 2 株主資本等変動計算書についての説明 
事前：講義資料の予習(30 分) 

事後：練習問題の復習(30 分) 

13 財務諸表の内容 3 
キャッシュフロー計算書についての説

明 

事前：講義資料の予習(30 分) 

事後：練習問題の復習(30 分) 

14 財務諸表分析入門 収益性の説明 
事前：講義資料の予習(30 分) 

事後：練習問題の復習(30 分) 

15 
講義の振り返りとまとめテ

スト 
講義の振り返りとまとめテスト 

事前：テストの準備(90 分) 

事後：テストの復習(30 分) 

 

関連科目 商業簿記，財務会計論，連結会計論，会計情報分析論 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 

1 財務会計・入門[第 14 版] 桜井久勝・須田一幸 有斐閣アルマ 

2 財務会計論 梅原秀継 白桃書房 

3 
実証会計・ファイナンス R による財務・株式データ

分析 
笠原晃恭・村宮克彦 新生社 

 

評価方法 

（基準） 
確認テスト(20%)，中間試験(40%)，まとめテスト(40%)で評価する。 

学生への 

メッセージ 
 

担当者の 

研究室等 
 

備考  
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科目名 マーケティング概論 科目名（英文） Introduction to Marketing Manegement 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 １年 クラス  

単位数 2 履修区分 必修科目 

学期 後期 授業担当者 鶴坂 貴恵 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎,DP2◎ 

科目ナンバリング IDS1006a0 

 

授業概要・ 

目的 

現在、いかなる組織においても、マネジメントを効果的に行い、目標を達成するにはマーケティング発想が不可欠である。本授業では、事例を交

えながらマーケティングの基礎知識を身につけることを目的とする。知的専門職業人として活躍するため必要なマーケティングの視点で物事をと

らえる事ができるようになることを到達目標とする。 

中小企業等の組織におけるマネジメントのコンサルティングの実践経験から、製品開発や販売など実践事例を紹介しながら解説を行う。 

到達目標 
 １）マーケティング論の基礎的な知識を習得する。（DP２） 

 ２）マーケティング論的な視点で物事をとらえ問題を発見できるようになる。（DP２） 

授業方法と 

留意点 

講義が中心だが、学生同士で議論をし、発表する機会もある。 

教科書にそって授業は進めるが、毎回、プリントを用意する。また小テスト等を行う。授業中、練習問題を考察・検討・発表してもらう。 

科目学習の 

効果（資格） 

マーケティングの基礎知識を学習し、現実の問題について考えることで、世の中で行われているマーケティング活動を身近に理解できるようにな

る。マーケティング論的発想ができるようになる。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 マーケティングの本質とは 
マーケティングとは何か、基本的な用語

について解説する。 

【事前学習】 

教科書の該当部分を予習する。（1時間） 

【事後学習】 

次回の小テストに備える（1時間） 

2 マーケティングの４P 
マーケティングを考えるときの基本と

なる４Pについて学ぶ。 

【事前学習】 

教科書の該当部分を予習する。（1時間） 

【事後学習】 

次回の小テストに備える（1時間） 

3 STP 
セグメンテーション、ターゲティング、

ポジショニングについて学ぶ。 

【事前学習】 

教科書の該当部分を予習する。（1時間） 

【事後学習】 

次回の小テストに備える（1時間） 

4 顧客満足とは 
顧客満足とは何か。満足を得るための組

織とはどのようなものかを考える。 

【事前学習】 

教科書の該当部分を予習する。（1時間） 

【事後学習】 

次回の小テストに備える（1時間） 

5 
市場での競争と自社の存在

意義 

戦略構築のために自社の置かれている

状況を把握する意義、手法について学

ぶ。 

【事前学習】 

教科書の該当部分を予習する。（1時間） 

【事後学習】 

次回の小テストに備える（1時間） 

6 競合他社について考える 
競合他社と自社との関係から戦略構築

を考える。 

【事前学習】 

教科書の該当部分を予習する（1時間）。 

【事後学習】 

次回の中間テストに備える（1時間） 

7 
中間テスト 

製品のマネジメント 

製品開発プロセスやライフサイクルか

らマネジメントを考える 

【事前学習】 

教科書の該当部分を予習する。 

【事後学習】 

次回の小テストに備える 

8 ブランドとは ブランドの意義を考える。 

【事前学習】 

教科書の該当部分を予習する。（1時間） 

【事後学習】 

次回の小テストに備える（1時間） 

9 ブランドのマネジメント 
強いブランドを構築するための戦略に

ついて考える 

【【事前学習】 

教科書の該当部分を予習する。（1時間） 

【事後学習】 

次回の小テストに備える（1時間） 

10 
流通チャネルとマネジメン

ト 

製品を顧客が手にするまでの流通チャ

ネルの果たす役割とマネジメント方法

について解説する。 

【事前学習】 

教科書の該当部分を予習する。（1時間） 

【事後学習】 

次回の小テストに備える（1時間） 

11 営業とは 

日本特有の人的販売である営業の果た

す役割や、理想の営業とは何かを考え

る。 

【事前学習】 

教科書の該当部分を予習する。（1時間） 

【事後学習】 

次回の小テストに備える（1時間） 

12 価格設定とマネジメント 
価格設定の基本的考え方と価格戦略に

ついて学ぶ。 

【【事前学習】 

教科書の該当部分を予習する。（1時間） 

【事後学習】 

次回の小テストに備える（1時間） 

13 
顧客とのコミュニケーショ

ン 

顧客との双方方向のコミュニケーショ

ンによって関係を構築する意義やそれ

を活用した戦略について考える。 

【事前学習】 

教科書の該当部分を予習する。（1時間） 

【事後学習】 

次回の小テストに備える（1時間） 

14 
サービス・マーケティングと

ソーシャルマーケティング 

サービス・マーケティングとソーシャ

ル・マーケティングの基本的な考え方に

ついて学ぶ 

【事前学習】 

教科書の該当部分を予習する。（1時間） 

【事後学習】 

学習した内容を復習する（1時間） 

15 総括 
これまで学んだことの総チェックをお

こなう。 

【事前学習】 

教科書等をよみこれまで学習した内容について復

習する。（３時間） 

【事後学習】 

総チェックした結果をふりかえる（２時間） 
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関連科目 
経営学、マーケティング戦略論、リテール・マーケティング、消費者行動論、 

マーケティング演習などマーケティングコース科目 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 マーケティング【第２版】 恩蔵直人 日経文庫 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 マーケティングをつかむ【新版】 黒岩健一郎 有斐閣 

2 １からのマーケティング【第４版】 石井淳蔵他 碩学舎 

3    

 

評価方法 

（基準） 
講義内課題の提出と小テストで 50％、総まとめテストで 50％ 

学生への 

メッセージ 

日常生活において企業がどのような製品をどのような手段で告知し、それをどのような価格でどのような方法で販売しているのかを関心を持って

講義に臨んでもらいたい。 

教科書は必ず購入すること。 

担当者の 

研究室等 
１１号館７階 鶴坂教授室 

備考  
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科目名 経済学入門 科目名（英文） Introduction to Economics 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 １年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 杉本 篤信 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎,DP2◎ 

科目ナンバリング IDS1007a0 

 

授業概要・ 

目的 

 本講義では経済に関する基礎的専門知識を学んでいただきます。大まかに言えば、財やサービスを生産し、売ったり買ったりして、儲けたり消

費したりすることを経済と言います。例えば皆さんも通学には電車やバスという交通サービスを購入（消費）し、学食の定食にもお金を払って定

食という財を消費しています。また、そのお金は皆さんのお父さん、お母さん、ないしは皆さんが自らの労働力を仕事先（バイト先）に売って入

手しています。一方、電車やバス、学食や定食はある日忽然と現れたわけではなく、原材料の生産・販売や運転手さんや食堂の方々の労働を経て、

私たちの手元に届いていている。そして不思議なことに多少差異はあれど、私たちは、まあまあ満足できる生活をしているわけです。それだけ経

済は、私たちのごく身近にある不思議な現象なのです。 

 問題は、経済を通して私たちの生活が私たちの目の届きにくい世界と密接に繋がっているということです。例えば 10 年以上前に太平洋を挟ん

だアメリカ合衆国の住宅ローン市場に問題が発生し、これが原因で多くの先輩達が就職に難儀しました。また、コロナ感染症後の世界はどうなる

のか、これも私たちの経済活動題と直結します。したがって、私たちは経済を積極的に理解し、自力で判断するための基礎的専門知識が必要なの

です。もちろん、経営学を専攻するためにも必須な知識です。 

 本講義では基礎的ながらも経済に関する重要な専門知識を学生の理解度を重視しながら進める予定です。また現実の経済の動きを知るために必

要に応じて政府、日銀などの資料を紹介し、解説します。 

到達目標 
１．経済に関する基礎的専門知識を理解できるようになる。（DP２） 

２．経済問題を初歩的ながら読み解くことができるようになる。（DP２） 

授業方法と 

留意点 

１．講義は対面式で進めます。ただし、事情を鑑みオンライン式に切り替える場合もあります。 

２．毎回の構成は、①事前学習（予習）、②対面式で受講、③事後学習（復習と小テスト）です。 

  事後学習の小テストは Moodle で行います。 

３．資料の配布は Moodle で行います。 

４．漠然と出席するのではなく、予習・復習を行い、疑問点は迷うことなく質問し解決してください。講義中でも良いし、Teams のチャネル「質

問箱」に書き込んでも結構です。質問など積極的姿勢は高い学習意欲の表れとして評価の対象でもあります。 

科目学習の 

効果（資格） 

日々のくらしの中で遭遇する経営・経済問題を深く理解し、対処するスキルを身につけることができる。また多くの社会科学系専門科目をより深

く理解するための基礎となり、資格取得・公務員試験などにも役立つ。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 イントロダクション 

経済現象と日々のくらしとの結びつき

について概説し、本講義で何を考え学ぶ

のかを解説する。 

事前：特になし、事後：復習と小テスト 

2 分業の利益 
分業、比較優位、機会費用について解説

する。 

事前：教科書（第 1章、pp.19-32）と配布資料によ

る予習・小テスト、事後：復習と小テスト（計 1時

間） 

3 需要と供給 需要曲線、供給曲線について解説する。 

事前：教科書（第 2章、pp.33-48）と配布資料によ

る予習・小テスト、事後：復習と小テスト（計 1時

間） 

4 価格メカニズム 
市場取引や価格決定のメカニズムにつ

いて解説する。 

事前：教科書（第 3章、pp.49-64）と配布資料によ

る予習、事後：復習と小テスト（計 1.5 時間） 

5 市場の効率性 
望ましい経済の基準として効率性につ

いて解説する。 

事前：教科書（第 4章、pp.65-81）と配布資料によ

る予習・小テスト、事後：復習と小テスト（計 1時

間） 

6 市場の失敗 
市場は万能ではない。市場の失敗につい

て解説する。 

事前：教科書（第 5章、pp.83-98）と配布資料によ

る予習・小テスト、事後：復習と小テスト（計 1時

間） 

7 市場の限界 

市場の失敗の原因の一つである情報の

非対称性や市場の限界について解説す

る。 

事前：教科書（第 6 章、pp.99-113）と配布資料に

よる予習・小テスト、事後：復習と小テスト（計 1

時間） 

8 中間試験 前回までの内容について試験を行う。 これまでの内容について復習し受験のこと。 

9 労働市場 
学生にとって最も身近な労働市場につ

いて解説する。 

事前：教科書（第 7章、pp.115-132）と配布資料に

よる予習・小テスト、事後：復習と小テスト（計 1

時間） 

10 ＧＤＰについて 
国の豊かさを測るＧＤＰについて解説

する。 

事前：教科書（第 8,9 章、pp.137-163）と配布資料

による予習・小テスト、事後：復習と小テスト（計

1.5 時間） 

11 消費需要と投資需要 
ＧＤＰの重要な構成要素である消費と

投資について解説する。 

事前：教科書（第 10 章、pp.165-178）と配布資料

による予習・小テスト、事後：復習と小テスト（計

1時間） 

12 貨幣と金融 
経済取引に欠かせない貨幣と経済取引

の大半を占める金融について解説する。 

事前：教科書（第 11 章、pp.179-194）と配布資料

による予習・小テスト、事後：復習と小テスト（計

1.5 時間） 

13 政府の役割 

市場は万能ではなく、政府の存在意義の

一つもそこにある。政府の経済的な役割

について解説する。 

事前：教科書（第 12 章、pp.195-212）と配布資料

による予習・小テスト、事後：復習と小テスト（計

1時間） 

14 外国貿易と為替レート 

資源小国かつ技術立国日本は海外諸国

との貿易で生計を立てている。日本の貿

易の状況や為替レートの決定について

解説する。 

事前：教科書（第 13 章、pp.213-227）と配布資料

による予習・小テスト、事後：復習と小テスト（計

1時間） 

15 経済成長と国民生活 

経済の成長は豊かさの維持と密接に関

わる。経済成長率の表し方やその分析方

法について解説する。 

事前：教科書（第 14 章、pp.229-244）と配布資料

による予習・小テスト、事後：復習と小テスト（計

1時間） 

 

関連科目 ミクロ経済学、マクロ経済学、ファイナンスⅠ・Ⅱなど 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 1 １からの経済学 中谷武、中村保 編著 碩学舎・中央経済社 

2    
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3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

１．事後学習小テスト(40%)+期中試験(30%)+全講義終了後の試験(30%)で評価します。 

２．単位取得には 2試験双方の受験が必須です。小テスト・試験は Moodle や Forms で実施します。 

３．事前・事後学習小テストへのアクセスに必要な URL やパスワードは各回教室で掲示します。 

４．学習意欲（注意：出席率ではありません）の顕著な学生には加点します。 

５．評価に係る計算方法等詳細は初回講義で説明します。 

学生への 

メッセージ 

単位取得のためではなく、自身の能力向上のために受講するんだ、という姿勢で臨んでください。疑問点は積極的に質問して、一歩ずつ着実に前

進してください。 

担当者の 

研究室等 
１１号館７階(杉本研究室) 

備考 学習小テストや中間試験の解説は講義中に行います。特に間違えた点については何故違ったのかを確認してください。 
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科目名 ミクロ経済学（水曜日配信） 科目名（英文） Micro Economics 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 岩坪 加紋 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎,DP2◎ 

科目ナンバリング IDS1008a0 

 

授業概要・ 

目的 

現代経済学の理論は体系化された科学としてミクロ経済学とマクロ経済学に大別されます。そのうちミクロ経済学は、皆が納得しうる仮定を起点

とした論理に基づく消費者と企業の行動原理を説明する理論です。本講義ではミクロ経済学を現実の経済事象と照らし合わせながら解説し、基礎

的専門知識としての使えるミクロ経済学を学んでいただきます。 

 

・この科目は 2クラスに分かれます。 

 A から Kクラスは「ミクロ経済学（火曜日配信）」、Lから Uクラスは「ミクロ経済学（水曜日配信）」です。 

 クラスを間違えると評価されませんので注意してください。 

・まず自分の所属する Teams に登録してください。そこのアプリにある「授業」をクリックすると、資料や動画がアップされた画面になります。 

到達目標 
１．経済主体の意思決定や市場について理解できるようになる。（DP２） 

２．現実の経済事象を初歩的ながら論理的に解明できるようになる。（DP２） 

授業方法と 

留意点 

・この科目は 2クラスに分かれます。 

 A から Kクラスは「ミクロ経済学（火曜日配信）」、Lから Uクラスは「ミクロ経済学（水曜日配信）」です。 

 クラスを間違えると評価されませんので注意してください。 

・まず自分の所属する Teams に登録してください。そこのアプリにある「授業」をクリックすると、資料や動画がアップされた画面になります。 

 

１．この講義は動画視聴によるオンディマンド式で進めます。状況を鑑み一部でオンライン式・対面式を採用することもあります。 

２．動画や配布資料ならびに各テスト・試験は moodle に掲載しています。 

３．【注意】動画視聴ならびに各テスト受験期間は毎回指定の１週間です。テスト受験結果を期間後に確認することはできますが、過去動画の視

聴や過去テストの受験は期間後にはできません。大学の方針ですので注意してください。 

４．毎回の構成は、①事前学習（教科書精読）、②資料を基に動画視聴と確認テスト受験、③事後学習（復習とまとめテスト受験）です。 

 ・1つの動画は 15 分程度の長さで毎回に 2～4本あります。 

 ・1つ動画を視聴したら確認テストを受験してください。確認テストに制限時間はなく期間内に 2回受験できます。 

 ・動画視聴と確認テスト受験が終わったら、復習の上、まとめテストを受験してください。まとめテストの制限時間は 20 分です。 

５．資料(pdf ファイル)は印刷しても結構ですが、できればタブレット PC を使うなどして直接ファイルに書き込むようにしてください。 

６．漠然と視聴するのではなく、教科書をよく読んだ上で、その回の到達目標を意識しながら学修してください。その方が学修効果が高くなりま

す。また質問は Teams のチャネル「質問箱」に書き込んでください。上手く説明できない場合にはオンラインで説明しますので、その旨、連絡く

ださい。 

科目学習の 

効果（資格） 

TV や新聞、インターネットから無造作に流れ出る経済事象を自らで整理し、自らで判断するための基礎的知識が身につく。さらに、教員免許状

取得・公務員試験・中小企業診断士試験など資格取得に役立つ。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
ミクロ経済学で学ぶことを

知る 

・ミクロ経済学とは何か？ 

・身近な問題をミクロ経済学で考える。 

・講義の概要 

事前：特になし 

受講：動画視聴→確認テスト受験 

事後：まとめテスト受験 

計 1.5 時間 

2 
需要の理論(1): 需要曲線

の意味、２つの満足度 

・需要曲線とは 

・需要曲線が右下がりの理由 

・市場需要曲線 

・２つの効用概念 

事前：教科書(第 2章,pp.31-36)精読 

受講：動画視聴→確認テスト受験 

事後：まとめテスト受験 

計 2時間 

3 

需要の理論(2): 需要面か

ら見た価格変化、満足度をお

金で測る 

・需要曲線のシフト要因 

・消費者余剰 

事前：教科書(第 2章,pp.36-46)精読 

受講：動画視聴→確認テスト受験 

事後：まとめテスト受験 

計 2時間 

4 
需要の理論(3):消費の組合

せには一定の法則がある 

・無差別曲線の導出 

・応用事例 

事前：教科書(第 3章,pp.51-53)精読 

受講：動画視聴→確認テスト受験 

事後：まとめテスト 

計 1.5 時間 

5 
需要の理論(4):最適な消費

の組合せ、ここまでの応用 

・予算制約線と価格や所得の変化 

・最適消費点 

・需要曲線の導出 

・基数的効用の応用 

・序数的効用の応用 

事前：教科書(第 3章,pp.49-51,53-58)精読 

受講：動画視聴→確認テスト受験 

事後：まとめテスト受験 

計 2時間 

6 

供給の理論: 供給曲線の意

味、供給面から見た価格変

化、生産者の利益をお金で測

る 

・供給は企業の話？ 

・供給曲線 

・供給曲線のシフト要因 

・生産者余剰 

・利潤は最大化されているか？ 

事前：教科書(第 4章)精読 

受講：動画視聴→確認テスト受験 

事後：まとめテスト受験 

計 2.5 時間 

7 
微分と限界概念:企業の利潤

最大化 

・企業の利潤最大化条件 

・微分の意味 

・限界~とは。微分との関係は。 

・練習してみよう 

事前：特になし 

受講：動画視聴→確認テスト受験 

事後：まとめテスト受験 

計 1.5 時間 

8 
需要曲線と弾力性: 価格を

上げていいもの悪いもの 

・弾力性とは 

・需給の価格弾力性の重要性 

・弾力性を左右する要因 

・応用事例 

事前：教科書(第 5章)精読 

受講：動画視聴→確認テスト受験 

事後：まとめテスト受験 

計 2.5 時間 

9 期中試験 ここまでの総括 復習をしておいてください。 

10 

市場の理論:市場構造の相

違、市場自由化を進める理

由、市場は万能ではない 

・完全競争市場 

・市場における価格の決定 

・社会的余剰に基づく望ましい市場とは 

・市場が不得意とすること 

・応用事例 

事前：教科書(第 6章)精読 

受講：動画視聴→確認テスト受験 

事後：まとめテスト受験 

計 2.5 時間 

11 需要と供給で解く経済問題 
・価格が上がるのに需要が増える 

・豊作貧乏の謎 

事前：教科書(第 7章,除く pp.107~110)精読 

受講：動画視聴→確認テスト受験 
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・失業 

・価格が付くモノ、付かないモノ 

事後：まとめテスト受験 

計 2.5 時間 

12 余剰分析で解く経済問題 

・余剰の復習 

・ダフ屋（転売屋）の存在 

・飲み放題戦略 

・定食戦略 

・租税負担 

事前：教科書（第 8章,pp.119-131）精読 

受講：動画視聴→確認テスト受験 

事後：まとめテスト受験 

計 2.5 時間 

13 

市場の失敗(1): 環境問題、

無料の公園と有料の公園の

違い 

・市場の失敗 

・外部効果 

・環境問題と解決方 

・公共財 

事前：教科書(第 9章)精読 

受講：動画視聴→確認テスト受験 

事後：まとめテスト受験 

計 2.5 時間 

14 
市場の失敗(2): 情報を持つ

者と持たざる者による取引 

情報の非対称性とは 

・逆選択の問題 

・モラルハザードの問題 

・これら問題への対策 

事前：教科書(第 10)精読 

受講：動画視聴→確認テスト受験 

事後：まとめテスト受験 

計 2.5 時間 

15 
市場の失敗(3): 独占の原因

と弊害 

・独占市場の特徴 

・独占企業の価格決定 

事前：教科書(第 11 章)精読 

受講：動画視聴→確認テスト受験 

事後：まとめテスト受験 

計 2.5 時間 

 

関連科目 経営学関連科目、マクロ経済学、ファイナンスⅠ・Ⅱ、コーポレート・ファイナンスⅠ・Ⅱ 等 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 ミクロ経済学の基礎 ベーシックプラス 小川光、家森信善 中央経済社 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

１．確認テスト(10%)+まとめテスト(30%)+期中試験(30%)+期末試験(30%)で評価します。 

２．各テスト・試験は Moodle で実施します。 

3．評価に係る計算方法等詳細は初回講義で説明します。 

 

※この科目は 2クラスに分かれます。 

 A から Kクラスは「ミクロ経済学（火曜日配信）」、Lから Uクラスは「ミクロ経済学（水曜日配信）」です。 

 クラスを間違えると評価されませんので注意してください。 

※まず自分の所属する Teams に登録してください。そこのアプリにある「授業」をクリックすると、資料や動画がアップされた画面になります。 

学生への 

メッセージ 

経済学の基本的な考え方を身につけておくことは、社会人としてだけでなく日常生活においても“身を守る”という意味で極めて重要です。疑問点

は積極的に質問して、一歩ずつ着実に前進してください。 

担当者の 

研究室等 
11 号館 8階岩坪教授室 

備考 

各テストや試験の解説は Moodle 経由で行います。間違えた点については何故違ったのかを確認してください。 

・この科目は 2クラスに分かれます。 

 A から Kクラスは「ミクロ経済学（火曜日配信）」、Lから Uクラスは「ミクロ経済学（水曜日配信）」です。 

 クラスを間違えると評価されませんので注意してください。 

・まず自分の所属する Teams に登録してください。そこのアプリにある「授業」をクリックすると、資料や動画がアップされた画面になります。 
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科目名 経営史 科目名（英文） Business History 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 花木 完爾 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎,DP2◎ 

科目ナンバリング IDD1009a0 

 

授業概要・ 

目的 

本講義では、主にアメリカの経営史について、経営学の発達および経営史学の視座から検討することを課題とします。受講生は、「企業」という

ものが誕生してくるの歴史の経緯や、他国と比較した時の日本の企業の特徴を学ぶことができます。 

到達目標 1. 経営史に関する基礎的専門知識を理解できるようになる。（DP３） 

授業方法と 

留意点 
講義形式と演習形式を一部併用して授業を進めます。 

科目学習の 

効果（資格） 
 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 ガイダンス 
授業の進め方について概説します。最終

的な成績評価についても説明します。 

事前学習：シラバスを読んでくる（３０分）、事後

学習：配布資料を読み返す（６０分）。 

2 アメリカ経営史（１） 
アメリカにおける「標準化生産」の系譜

について学習します。 

事前学習：配布資料を読んでくる（６０分）、事後

学習：配布資料を読み返す（６０分）。 

3 アメリカ経営史（２） 
テイラーによる生産管理のはじまりに

ついて学習します。 

事前学習：配布資料を読んでくる（６０分）、事後

学習：配布資料を読み返す（６０分）。 

4 アメリカ経営史（３） 
フォードによる大量生産、大量消費のシ

ステムについて学習します。 

事前学習：配布資料を読んでくる（６０分）、事後

学習：配布資料を読み返す（６０分）。 

5 アメリカ経営史（４） 

アメリカとドイツが主導した第二次産

業革命（化学と電気）について学習しま

す。 

事前学習：配布資料を読んでくる（６０分）、事後

学習：配布資料を読み返す（６０分）。 

6 アメリカ経営史（５） 
アメリカの経済恐慌と戦争経済による

経済復活について学習します。 

事前学習：配布資料を読んでくる（６０分）、事後

学習：配布資料を読み返す（６０分）。 

7 戦後の外国経営史 
戦後アメリカの経営手法のグローバル

化と各国への普及について学習します。 

事前学習：配布資料を読んでくる（６０分）、事後

学習：配布資料を読み返す（６０分）。 

8 事例分析：鉄鋼産業 
戦前戦後から発展した鉄鋼産業とベー

スとなる技術について学習します。 

事前学習：配布資料を読んでくる（６０分）、事後

学習：配布資料を読み返す（６０分）。 

9 事例分析：電力産業 
戦前戦後から発展した電力産業とベー

スとなる技術について学習します。 

事前学習：配布資料を読んでくる（６０分）、事後

学習：配布資料を読み返す（６０分）。 

10 事例分析：石油化学産業 
戦前戦後から発展した化学産業とベー

スとなる技術について学習します。 

事前学習：配布資料を読んでくる（６０分）、事後

学習：配布資料を読み返す（６０分）。 

11 
オイルショック以後の外国

経営史 

オイルショック以後、1900 年代から隆

盛を誇った「重厚長大型産業」の斜陽産

業化について学習します。 

事前学習：配布資料を読んでくる（６０分）、事後

学習：配布資料を読み返す（６０分）。 

12 
事例分析：オイルショック後

の自動車産業 

オイルショックから変化する自動車産

業とベースとなる生産技術について学

習します。 

事前学習：配布資料を読んでくる（６０分）、事後

学習：配布資料を読み返す（６０分）。 

13 
事例分析：オイルショック後

の家電産業 

オイルショックから変化する家電産業

とベースとなる生産技術について学習

します。 

事前学習：配布資料を読んでくる（６０分）、事後

学習：配布資料を読み返す（６０分）。 

14 現代の外国経営史 

1990 年代以後、「日本的経営：トヨタシ

ステム」がアメリカで分析され、アメリ

カの中でトヨタシステムが育っていく

過程について学習します。 

事前学習：配布資料を読んでくる（６０分）、事後

学習：配布資料を読み返す（６０分）。 

15 
事例分析：プラットフォーム

産業の誕生 

1990 年代から生まれてきた新たなビジ

ネスモデルとしてのプラットフォーム

産業について学習します。 

事前学習：配布資料を読んでくる（６０分）、事後

学習：配布資料を読み返す（６０分）。 

 

関連科目 日本経営史 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
小テスト（1-12 回講義終了後に提出）40％、演習レポート（13-15 回の授業に関するもの）60％で評価する。 

学生への 

メッセージ 
 

担当者の 

研究室等 
 

備考  



摂南大学シラバス 2024 

科目名 ビジネス情報処理Ⅰ 科目名（英文） Business Information Processing I 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 １年 クラス ＡＢＣ 

単位数 2 履修区分 必修科目 

学期 前期 授業担当者 藤木 健史 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎,DP2◎ 

科目ナンバリング IDS1010a0 

 

授業概要・ 

目的 

企業社会で活躍・貢献できる幅広い教養をもつビジネス・パーソンとしてのスキルを身につけるため、コンピュータとネットワークを利用して、

課題やレポートを作成するために必要となる情報活用能力を修得する。 

本科目では、Windows パソコンとビジネスアプリケーションを用いた演習を通して、情報を表現・発信する能力や情報セキュリティに関するさま

ざまな知識・技術を学び、ビジネスの場面で求められる情報・データの活用を通した表現力など、情報処理に関する実践力を身につけることを目

指す。 

到達目標 

コンピュータの動作を制御するオペレーティング・システムについて理解し、知的専門職業人として活躍するための基盤となる、コンピュータを

目的に応じて利用できる基礎的な知識と技術を修得することができる。（ＤＰ２） 

本授業では、コンピュータの機能を知るとともに、情報セキュリティ、Word を用いた文書作成、Excel を用いた表計算、PowerPoint を用いたプ

レゼンテーション資料作成に関する技能を身につけることができる。 

授業方法と 

留意点 

授業は、パソコンによる課題作成を通した演習が中心となる。授業は、教科書に沿った説明と演習で構成する。履修に際してパソコン活用に関す

る予備知識は特に必要としないが、習熟度にはかなりの個人差があるので、授業時間外の予・復習等、主体的な学修が求められる。教科書の持参

が必要であるが、補助教材の配付や、課題の提出に Moodle を使用する。 

科目学習の 

効果（資格） 
IT パスポート試験、基本情報処理技術者試験などの IT 系の資格に関わる基本的事項について学ぶことができる。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 イントロダクション 
基礎的な技術の確認、パソコン、OS の

概要と日本語変換 

タイピング練習（5分） 

授業の内容をまとめた演習問題に解答する（60 分） 

テキストの該当箇所を読んでおく（30 分） 

2 
インターネットの活用とセ

キュリティ（１） 
インターネット環境と情報検索 

タイピング練習（5分） 

授業の内容をまとめた演習問題に解答する（60 分） 

テキストの該当箇所を読んでおく（30 分） 

3 
インターネットの活用とセ

キュリティ（２） 

情報漏洩等によるセキュリティ事故の

事例紹介 

タイピング練習（5分） 

授業の内容をまとめた演習問題に解答する（60 分） 

テキストの該当箇所を読んでおく（30 分） 

4 パソコンの活用 
ファイルとフォルダーの操作、Windows

アプリケーションの利用 

タイピング練習（5分） 

授業中に課した課題を進めておく（60 分） 

テキストの該当箇所を読んでおく（30 分） 

5 文書作成（１） 
Word の基礎知識、文字の書式設定・保

存 

タイピング練習（5分） 

授業中に課した課題を進めておく（60 分） 

テキストの該当箇所を読んでおく（30 分） 

6 文書作成（２） 
文書の作成、箇条書き、タブとインデン

ト 

タイピング練習（5分） 

授業中に課した課題を進めておく（60 分） 

テキストの該当箇所を読んでおく（30 分） 

7 文書作成（３） 表の作成、画像、図形の挿入と編集 

タイピング練習（5分） 

授業中に課した課題を進めておく（60 分） 

テキストの該当箇所を読んでおく（30 分） 

8 文書作成（４） 
表現力アップのための応用技術、アウト

ライン、レポート作成に活用できる機能 

タイピング練習（5分） 

授業中に課した課題を進めておく（60 分） 

テキストの該当箇所を読んでおく（30 分） 

9 
前半のまとめ、中間レポート

課題 

前半のまとめと振り返り、中間レポート

課題 

タイピング練習（5分） 

前半の内容を復習しておく（90 分） 

10 表計算（１） 
表の作成と編集、セルの書式設定、デー

タの集計（和、平均） 

タイピング練習（5分） 

授業中に課した課題を進めておく（60 分） 

テキストの該当箇所を読んでおく（30 分） 

11 表計算（２） 
データ表現（棒グラフ、折線グラフ、散

布図等） 

タイピング練習（5分） 

授業中に課した課題を進めておく（60 分） 

テキストの該当箇所を読んでおく（30 分） 

12 プレゼンテーション（１） 
PowerPoint の概要、スライド作成の基

本 

タイピング練習（5分） 

授業中に課した課題を進めておく（60 分） 

テキストの該当箇所を読んでおく（30 分） 

13 プレゼンテーション（２） 図表の活用、スライドの視覚効果 

タイピング練習（5分） 

授業中に課した課題を進めておく（60 分） 

テキストの該当箇所を読んでおく（30 分） 

14 プレゼンテーション応用 
表計算で作成したグラフの活用、テーマ

別スライド作成 

タイピング練習（5分） 

授業中に課した課題を進めておく（60 分） 

テキストの該当箇所を読んでおく（30 分） 

15 
後半のまとめ、最終レポート

課題 

後半のまとめと振り返り、最終レポート

課題 

タイピング練習（5分） 

後半の内容を復習しておく（90 分） 

 

関連科目 ＩＣＴビジネス入門、ビジネス情報処理Ⅱ 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 Office2019 で学ぶコンピュータリテラシー 小野目如快 実教出版 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    



摂南大学シラバス 2024 

 

評価方法 

（基準） 

授業中の演習課題（50%）、レポート課題（50%）をもとに総合的に評価します。 

この授業は演習中心であるため、単位修得には 8割以上の課題提出が必要となります。 

学生への 

メッセージ 
質問はいつでも歓迎します。目的意識を持ち積極的に授業に出席して下さい。 

担当者の 

研究室等 
11 号館 8階 橋本研究室 

備考  



摂南大学シラバス 2024 

科目名 ビジネス情報処理Ⅰ 科目名（英文） Business Information Processing I 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 １年 クラス ＤＥＦＧＨ 

単位数 2 履修区分 必修科目 

学期 前期 授業担当者 小林 正樹 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎,DP2◎ 

科目ナンバリング IDD1010a0 

 

授業概要・ 

目的 

企業社会で活躍・貢献できる幅広い教養をもつビジネス・パーソンとしてのスキルを身につけるため、コンピュータとネットワークを利用して、

課題やレポートを作成するために必要となる情報活用能力を修得する。 

本科目では、Windows パソコンとビジネスアプリケーションを用いた演習を通して、情報を表現・発信する能力や情報セキュリティに関するさま

ざまな知識・技術を学び、ビジネスの場面で求められる情報・データの活用を通した表現力など、情報処理に関する実践力を身につけることを目

指す。 

到達目標 

コンピュータの動作を制御するオペレーティング・システムについて理解し、知的専門職業人として活躍するための基盤となる、コンピュータを

目的に応じて利用できる基礎的な知識と技術を修得することができる。（ＤＰ２） 

本授業では、コンピュータの機能を知るとともに、情報セキュリティ、Word を用いた文書作成、Excel を用いた表計算、PowerPoint を用いたプ

レゼンテーション資料作成に関する技能を身につけることができる。 

授業方法と 

留意点 

授業は、パソコンによる課題作成を通した演習が中心となる。授業は、教科書に沿った説明と演習で構成する。履修に際してパソコン活用に関す

る予備知識は特に必要としないが、習熟度にはかなりの個人差があるので、授業時間外の予・復習等、主体的な学修が求められる。教科書の持参

が必要であるが、補助教材の配付や、課題の提出に Moodle を使用する。 

科目学習の 

効果（資格） 
IT パスポート試験、基本情報処理技術者試験などの IT 系の資格に関わる基本的事項について学ぶことができる。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 イントロダクション 
基礎的な技術の確認、パソコン、OS の

概要と日本語変換 

タイピング練習（5分） 

授業の内容をまとめた演習問題に解答する（60 分） 

テキストの該当箇所を読んでおく（30 分） 

2 
インターネットの活用とセ

キュリティ（１） 
インターネット環境と情報検索 

タイピング練習（5分） 

授業の内容をまとめた演習問題に解答する（60 分） 

テキストの該当箇所を読んでおく（30 分） 

3 
インターネットの活用とセ

キュリティ（２） 

情報漏洩等によるセキュリティ事故の

事例紹介 

タイピング練習（5分） 

授業の内容をまとめた演習問題に解答する（60 分） 

テキストの該当箇所を読んでおく（30 分） 

4 パソコンの活用 
ファイルとフォルダーの操作、Windows

アプリケーションの利用 

タイピング練習（5分） 

授業中に課した課題を進めておく（60 分） 

テキストの該当箇所を読んでおく（30 分） 

5 文書作成（１） 
Word の基礎知識、文字の書式設定・保

存 

タイピング練習（5分） 

授業中に課した課題を進めておく（60 分） 

テキストの該当箇所を読んでおく（30 分） 

6 文書作成（２） 
文書の作成、箇条書き、タブとインデン

ト 

タイピング練習（5分） 

授業中に課した課題を進めておく（60 分） 

テキストの該当箇所を読んでおく（30 分） 

7 文書作成（３） 表の作成、画像、図形の挿入と編集 

タイピング練習（5分） 

授業中に課した課題を進めておく（60 分） 

テキストの該当箇所を読んでおく（30 分） 

8 文書作成（４） 
表現力アップのための応用技術、アウト

ライン、レポート作成に活用できる機能 

タイピング練習（5分） 

授業中に課した課題を進めておく（60 分） 

テキストの該当箇所を読んでおく（30 分） 

9 
前半のまとめ、中間レポート

課題 

前半のまとめと振り返り、中間レポート

課題 

タイピング練習（5分） 

前半の内容を復習しておく（90 分） 

10 表計算（１） 
表の作成と編集、セルの書式設定、デー

タの集計（和、平均） 

タイピング練習（5分） 

授業中に課した課題を進めておく（60 分） 

テキストの該当箇所を読んでおく（30 分） 

11 表計算（２） 
データ表現（棒グラフ、折線グラフ、散

布図等） 

タイピング練習（5分） 

授業中に課した課題を進めておく（60 分） 

テキストの該当箇所を読んでおく（30 分） 

12 プレゼンテーション（１） 
PowerPoint の概要、スライド作成の基

本 

タイピング練習（5分） 

授業中に課した課題を進めておく（60 分） 

テキストの該当箇所を読んでおく（30 分） 

13 プレゼンテーション（２） 図表の活用、スライドの視覚効果 

タイピング練習（5分） 

授業中に課した課題を進めておく（60 分） 

テキストの該当箇所を読んでおく（30 分） 

14 プレゼンテーション応用 
表計算で作成したグラフの活用、テーマ

別スライド作成 

タイピング練習（5分） 

授業中に課した課題を進めておく（60 分） 

テキストの該当箇所を読んでおく（30 分） 

15 
後半のまとめ、最終レポート

課題 

後半のまとめと振り返り、最終レポート

課題 

タイピング練習（5分） 

後半の内容を復習しておく（90 分） 

 

関連科目 ＩＣＴビジネス入門、ビジネス情報処理Ⅱ 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 Office2019 で学ぶコンピュータリテラシー 小野目如快 実教出版 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    



摂南大学シラバス 2024 

 

評価方法 

（基準） 

授業中の演習課題（50%）、レポート課題（50%）をもとに総合的に評価します。 

この授業は演習中心であるため、単位修得には 8割以上の課題提出が必要となります。 

学生への 

メッセージ 
質問はいつでも歓迎します。目的意識を持ち積極的に授業に出席して下さい。 

担当者の 

研究室等 
11 号館 8階 (小林研究室） 

備考  



摂南大学シラバス 2024 

科目名 ビジネス情報処理Ⅱ 科目名（英文） Business Information Processing II 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 １年 クラス ＡＢＣ 

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 橋本 はる美 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎,DP2◎ 

科目ナンバリング IDS1011a0 

 

授業概要・ 

目的 

企業社会で活躍・貢献できる幅広い教養をもつビジネス・パーソンとしてのスキルを身につけるため、コンピュータとネットワークを利用して、

課題やレポートを作成するために必要となる情報活用能力を修得する。 

本科目では、Excel を用いたデータ処理とデータ分析の基礎となる演習を通して、ビジネスの場面で求められる情報・データの活用を通した表現

力を身につけることを目指す。 

また、プログラミングの入門部分の演習を通して、論理的思考を身につけることを目指す。 

到達目標 

Excel を用いた表計算の応用的な使い方から実践に活用できるデータ分析、プログラミング入門の知識と技術を修得することができる。知的専門

職業人として活躍するための基盤となる、コンピュータを目的に応じて利用できる基礎的な知識と技術を修得することができる。（ＤＰ２） 

本授業では、Excel の演習を通して、実践的技能を修得し、ビジュアルプログラミングを通して論理的思考の手続きを理解することができる。 

授業方法と 

留意点 

授業は、パソコンによる課題作成を通した演習が中心となる。授業は、教科書に沿った説明と演習で構成する。履修に際してパソコン活用に関す

る予備知識は特に必要としないが、習熟度にはかなりの個人差があるので、授業時間外の予・復習等、主体的な学修が求められる。1回目～10 回

目は教科書の持参が必要であるが、補助教材の配付や、課題の提出に Moodle を使用する。11 回目以降は教科書は不要である。 

科目学習の 

効果（資格） 
IT パスポート試験、基本情報処理技術者試験などの IT 系の資格に関わる基本的事項について学ぶことができる。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 

イントロダクション 

表計算（ビジネス情報処理Ⅰ

の復習） 

授業の進め方、評価方法、Excel の基礎

知識、データの入力・編集、データの集

計（和、平均） 

タイピング練習（5分） 

授業の内容を復習しておく（30 分） 

テキストの該当箇所を読んでおく（30 分） 

2 表計算（１） 様々な関数の利用、相対参照と絶対参照 

タイピング練習（5分） 

授業の内容をまとめた演習問題に解答する（60 分） 

テキストの該当箇所を読んでおく（30 分） 

3 表計算（２） 
様々な関数を使ったデータ処理 

データの並び替え、ランキング 

タイピング練習（5分） 

授業の内容をまとめた演習問題に解答する（60 分） 

テキストの該当箇所を読んでおく（30 分） 

4 表計算（３） データの抽出、検索と置換 

タイピング練習（5分） 

授業中に課した課題を進めておく（60 分） 

テキストの該当箇所を読んでおく（30 分） 

5 表計算（４） 
ピボットテーブル 

クロス集計表、分割表の作成 

タイピング練習（5分） 

授業の内容をまとめた演習問題に解答する（60 分） 

ピボットテーブルを使ってどのような集計が可能

か調べる（30 分） 

6 データ分析（１） 

データの分布(ヒストグラム)と代表値

（平均値、中央値、最頻値） 

代表値の性質の違い（実社会では平均値

＝最頻値でないことが多い） 

データのばらつき（分散、標準偏差、偏

差値） 

タイピング練習（5分） 

授業の内容をまとめた演習問題に解答する（60 分） 

代表値、度数分布、ヒストグラムについて予習する

（30 分） 

7 データ分析（２） 
相関と因果（相関係数、擬似相関、交絡）、

相関係数行列 

タイピング練習（5分） 

授業の内容をまとめた演習問題に解答する（60 分） 

相関、相関係数について予習する（30 分） 

8 データ分析（３） 回帰分析の方法 

タイピング練習（5分） 

授業の内容をまとめた演習問題に解答する（60 分） 

回帰分析について予習する（30 分） 

9 データ分析応用 統計データを使った分析 

タイピング練習（5分） 

授業の内容をまとめた演習問題に解答する（60 分） 

総務省統計局のサイトにどのようなデータがある

か調べる（30 分） 

10 前半のまとめ、確認テスト 確認テストと解説 
後半の内容を復習しておく（60 分） 

タイピング練習（5分） 

11 
ビジュアルプログラミング

（１） 
言語の概要と特徴、プログラミング環境 

タイピング練習（5分） 

授業中に課した課題を進めておく（60 分） 

Scratch について調べる（30 分） 

12 
ビジュアルプログラミング

（２） 
繰り返し、分岐を使った処理 

タイピング練習（5分） 

授業中に課した課題を進めておく（60 分） 

前回授業の振り返り（30 分） 

13 
ビジュアルプログラミング

（３） 
変数、イベントの処理 

タイピング練習（5分） 

授業中に課した課題を進めておく（60 分） 

前回授業の振り返り（30 分） 

14 
ビジュアルプログラミング

（４） 
オリジナル作品の制作 

タイピング練習（5分） 

授業中に課した課題を進めておく（60 分） 

前回授業の振り返り（30 分） 

15 後半のまとめ、確認テスト 確認テストと解説 
後半の内容を復習しておく（60 分） 

タイピング練習（5分） 

 

関連科目 ＩＣＴビジネス入門、ビジネス情報処理Ⅰ 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 Office2019 で学ぶコンピュータリテラシー 小野目如快 実教出版 

2    

3    

 

参考書 
 

 番号 書籍名 著者名 出版社名  



摂南大学シラバス 2024 

1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

授業中の演習課題（50%）、確認テスト（50%）をもとに総合的に評価する。 

この授業は演習中心であるため、単位修得には 8割以上の課題提出が必要となります。 

学生への 

メッセージ 
質問はいつでも歓迎します。目的意識を持ち積極的に授業に出席して下さい。 

担当者の 

研究室等 
11 号館 8階 橋本研究室 

備考 確認テストは回収後、解答の解説を行います。また、授業中の課題は適宜コメントを返します。 



摂南大学シラバス 2024 

科目名 ビジネス情報処理Ⅱ 科目名（英文） Business Information Processing II 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 １年 クラス ＤＥＦＧＨ 

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 金 政芸 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎,DP2◎ 

科目ナンバリング IDD1011a0 

 

授業概要・ 

目的 

企業社会で活躍・貢献できる幅広い教養をもつビジネス・パーソンとしてのスキルを身につけるため、コンピュータとネットワークを利用して、

課題やレポートを作成するために必要となる情報活用能力を修得する。 

本科目では、Excel を用いたデータ処理とデータ分析の基礎となる演習を通して、ビジネスの場面で求められる情報・データの活用を通した表現

力を身につけることを目指す。 

また、プログラミングの入門部分の演習を通して、論理的思考を身につけることを目指す。 

到達目標 

Excel を用いた表計算の応用的な使い方から実践に活用できるデータ分析、プログラミング入門の知識と技術を修得することができる。知的専門

職業人として活躍するための基盤となる、コンピュータを目的に応じて利用できる基礎的な知識と技術を修得することができる。（ＤＰ２） 

本授業では、Excel の演習を通して、実践的技能を修得し、ビジュアルプログラミングを通して論理的思考の手続きを理解することができる。 

授業方法と 

留意点 

授業は、パソコンによる課題作成を通した演習が中心となる。授業は、教科書に沿った説明と演習で構成する。履修に際してパソコン活用に関す

る予備知識は特に必要としないが、習熟度にはかなりの個人差があるので、授業時間外の予・復習等、主体的な学修が求められる。 

科目学習の 

効果（資格） 
IT パスポート試験、基本情報処理技術者試験などの IT 系の資格に関わる基本的事項について学ぶことができる。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 

イントロダクション 

表計算（ビジネス情報処理Ⅰ

の復習） 

授業の進め方、評価方法、Excel の基礎

知識、データの入力・編集、データの集

計（和、平均） 

タイピング練習（5分） 

授業の内容を復習しておく（30 分） 

テキストの該当箇所を読んでおく（30 分） 

2 表計算（１） 様々な関数の利用、相対参照と絶対参照 

タイピング練習（5分） 

授業の内容をまとめた演習問題に解答する（60 分） 

テキストの該当箇所を読んでおく（30 分） 

3 表計算（２） 
様々な関数を使ったデータ処理 

データの並び替え、ランキング 

タイピング練習（5分） 

授業の内容をまとめた演習問題に解答する（60 分） 

テキストの該当箇所を読んでおく（30 分） 

4 表計算（３） データの抽出、検索と置換 

タイピング練習（5分） 

授業中に課した課題を進めておく（60 分） 

テキストの該当箇所を読んでおく（30 分） 

5 表計算（４） 
ピボットテーブル 

クロス集計表、分割表の作成 

タイピング練習（5分） 

授業の内容をまとめた演習問題に解答する（60 分） 

ピボットテーブルを使ってどのような集計が可能

か調べる（30 分） 

6 データ分析（１） 

データの分布(ヒストグラム)と代表値

（平均値、中央値、最頻値） 

代表値の性質の違い（実社会では平均値

＝最頻値でないことが多い） 

データのばらつき（分散、標準偏差、偏

差値） 

タイピング練習（5分） 

授業の内容をまとめた演習問題に解答する（60 分） 

代表値、度数分布、ヒストグラムについて予習する

（30 分） 

7 データ分析（２） 
相関と因果（相関係数、擬似相関、交絡）、

相関係数行列 

タイピング練習（5分） 

授業の内容をまとめた演習問題に解答する（60 分） 

相関、相関係数について予習する（30 分） 

8 データ分析（３） 回帰分析の方法 

タイピング練習（5分） 

授業の内容をまとめた演習問題に解答する（60 分） 

回帰分析について予習する（30 分） 

9 データ分析応用 統計データを使った分析 

タイピング練習（5分） 

授業の内容をまとめた演習問題に解答する（60 分） 

総務省統計局のサイトにどのようなデータがある

か調べる（30 分） 

10 前半のまとめ、確認テスト 確認テストと解説 
後半の内容を復習しておく（60 分） 

タイピング練習（5分） 

11 
ビジュアルプログラミング

（１） 
言語の概要と特徴、プログラミング環境 

タイピング練習（5分） 

授業中に課した課題を進めておく（60 分） 

Scratch について調べる（30 分） 

12 
ビジュアルプログラミング

（２） 
繰り返し、分岐を使った処理 

タイピング練習（5分） 

授業中に課した課題を進めておく（60 分） 

前回授業の振り返り（30 分） 

13 
ビジュアルプログラミング

（３） 
変数、イベントの処理 

タイピング練習（5分） 

授業中に課した課題を進めておく（60 分） 

前回授業の振り返り（30 分） 

14 
ビジュアルプログラミング

（４） 
オリジナル作品の制作 

タイピング練習（5分） 

授業中に課した課題を進めておく（60 分） 

前回授業の振り返り（30 分） 

15 後半のまとめ、確認テスト 確認テストと解説 
後半の内容を復習しておく（60 分） 

タイピング練習（5分） 

 

関連科目 ＩＣＴビジネス入門、ビジネス情報処理Ⅰ 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 Office2021 で学ぶコンピュータリテラシー 小野目如快 実教出版 

2    

3    

 

参考書 

 

 
番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    



摂南大学シラバス 2024 

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

授業中の演習課題（50%）、確認テスト（50%）をもとに総合的に評価する。 

この授業は演習中心であるため、単位修得には 8割以上の課題提出が必要となります。 

学生への 

メッセージ 
質問はいつでも歓迎します。目的意識を持ち積極的に授業に出席して下さい。 

担当者の 

研究室等 
 

備考  



摂南大学シラバス 2024 

科目名 ＩＣＴ概論 科目名（英文） 
Introduction to Information and Communications 

Technology 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 １年 クラス  

単位数 2 履修区分 必修科目 

学期 前期 授業担当者 梅原 喜政 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎,DP2◎ 

科目ナンバリング IDD1012a0 

 

授業概要・ 

目的 

インターネットやソーシャルメディアの利活用が、組織や個人の活動に浸透する今日において、ICT（情報通信技術）がどのような社会課題の解

決を支援するのかを考察する。ICT の効果的な適用により、企業の経営や個人の活動が、いかに変化し、どのような価値創造が可能になるかを、

主要業界の事例を通して学習する。 

到達目標 

経営課題の解決を支援する ICT の役割と位置づけを理解する（DP２）。 

インターネットを中心とする ICT の利活用について、自主学習を進め、課題・視点を発見する。 

ICT の役割と組織・個人との関係について自分の『気づき』を表現し、自ら発信できる。 

授業方法と 

留意点 

授業資料（PDF）は、各回の授業日までに Web Folder にアップロードする。 

毎回の授業でテーマに関する演習課題を課す。提出期限が設定されているため、毎週必ず取り組むこと。 

また、ランダムに指名し各自の意見を求めた際には、積極的・建設的な発言等で授業への参画に励むよう努めること。 

適宜、最新の業界トピック、適用されているテクノロジーを取り上げる。 

民間企業の経営者を招いて講演を行う場合もある。 

科目学習の 

効果（資格） 

・新聞や Web が提供する ICT 関連テーマの記事の骨格を理解することができる。 

・同僚・先輩学生と意見交換を図るための基礎知識や素養を身につけることができる。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 イントロダクション 
授業の進め方、ICT（情報通信技術）、

Society 5.0 とは何か 

シラバスの確認（１０分） 

配布資料の指定頁の予復習（３０分） 

2 コンピュータと情報化社会 
データと情報、コンピュータの歴史と仕

組み 
配布資料の指定頁の予復習（４０分） 

3 
ハードウェアとソフトウェ

ア 

ハードウェアとソフトウェアの種類と

役割、データの種類 
配布資料の指定頁の予復習（４０分） 

4 
ハードウェアとソフトウェ

ア２ 

ソフトウェアの台頭、プラットフォーマ

ーの誕生 
配布資料の指定頁の予復習（４０分） 

5 コンピュータの未来 
コンピュータとデータ通信技術の進化

と未来 
配布資料の指定頁の予復習（４０分） 

6 e-commerce（電子商取引） 

流通、製造、金融、サービス、インフラ、

公共、ヘルスケア等におけるデータ・AI

利活用事例紹介 

配布資料の指定頁の予復習（４０分） 

7 顧客インターフェースのICT 

フロントオフィス（Front Office）、バ

ックオフィス（Back Office）、サービス

業（金融、観光等）情報化 

配布資料の指定頁の予復習（４０分） 

8 仲介機能の ICT 

ミドルオフィス（Middle Office）、ソフ

トウェア・エージェント、流通業（小売

り、物流等）情報化 

配布資料の指定頁の予復習（４０分） 

9 AI（人工知能）が変える社会 
AI の歴史と種類（特化型 AI と汎用 AI）、

データ・AI 活用領域の広がり 
配布資料の指定頁の予復習（４０分） 

10 
クラウドコンピューティン

グと IoT 

クラウドコンピューティングサービス、

グ ロ ー バ ル 企 業 の ICT 事 例

（Google/Amazon/Uber/Airbnb/Walmart

等） 

・グループワーク・発表 

配布資料の指定頁の予復習（４０分） 

11 シェアリングエコノミー 
AI 等を活用した新しいビジネスモデル

とその影響 
配布資料の指定頁の予復習（４０分） 

12 ビッグデータ 
ビッグデータを取り巻く ICT の進展、ビ

ッグデータの質的側面、量的側面、 
配布資料の指定頁の予復習（４０分） 

13 オープンデータ 
オープンデータの意義と目的、日本と世

界の相違点、事例紹介 
配布資料の指定頁の予復習（４０分） 

14 ICT とマネジメント 
社会や企業が求める人材、ICT を用いた

問題解決のプロセス、実践 
配布資料の指定頁の予復習（４０分） 

15 まとめ 総括 授業内容の見直し（９０分） 

 

関連科目  

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
レポートの提出（40%）、定期試験（60%）による総合評価を行う。 

学生への 

メッセージ 

教科書は使用しません。教員作成のスライドを使用します。 

欠席した場合は、必ず Web Folder から授業資料を取得し、自習により追いついてください。 

友達同士で教え合って、それでも解決できなければ遠慮なく質問に来てください。 

担当者の 

研究室等 
11 号館７階 梅原講師室 



摂南大学シラバス 2024 

備考 初回の授業ガイダンスでは、シラバス説明、成績評価基準の説明を説明するので、必ず出席すること。 



摂南大学シラバス 2024 

科目名 情報倫理 科目名（英文） Information and Morals 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 堀井 千夏 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎,DP2◎ 

科目ナンバリング IDS1013a0 

 

授業概要・ 

目的 

社会における情報化は非常に速いスピードで浸透し、情報技術は我々の生活の中で欠かせないものとなっている。その一方で、インターネットを

使用した犯罪や事件は後を絶たたず、利用者は被害者となるだけでなく、巧妙な手口から意図しないまま加害者となってしまうことさえある。こ

うした情報化社会における影の部分を踏まえて、さまざまなトラブル事例から組織や個人としてどのように情報倫理を考えるかを学び、インター

ネット犯罪に対して防止・対応できる能力を養っていく。 

到達目標 
インターネットやソーシャルメディアなどを使用するなかで、情報に接する際の倫理的な思考を養い、組織や個人としての行動規範を修得する（DP

２）。 

授業方法と 

留意点 

この授業では、ICT を活用しながら講義とワークをセットで行う。講義を受けた後に事例研究を行い、ワークで課題を発見する。更に、この課題

に対する倫理観、防止・対応策を考え、レポートとしてまとめる。また、情報倫理についての理解度を確認するまとめのテストを実施する。 

科目学習の 

効果（資格） 
IT パスポート試験 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 ガイダンス 

・授業方法 

・情報倫理の概要 

・グラフィックレコーディング手法 

事前学習：なし 

事後学習：レポート課題を完成する(1 時間) 

2 
情報セキュリティとサイバ

ー犯罪 

・不正アクセス・なりすまし 

・情報の改ざん 

・機密性、完全性、可用性 

・クラウドサービスのリスク 

・ネットウィルス・マルウェア 

・レポート課題（講義内容穴埋め） 

事前学習：次回の指定教材を通読し、要点を整理し

ておく（30 分） 

事後学習：レポート課題を完成する(1 時間) 

3 事例研究(1) 
・課題発見、防止・対応策の調査 

・レポート課題（討論・まとめ） 

事前学習：要点を整理しておく（30分） 

事後学習：レポート課題を完成する(1 時間) 

4 ソーシャルメディアと情報 

・ネット時代のコミュニケーション 

・ブログ・SNS・電子メール 

・拡散と炎上 

・ネット依存・誹謗・中傷 

・ソーシャルゲーム 

・レポート課題（講義内容穴埋め） 

事前学習：次回の指定教材を通読し、要点を整理し

ておく（30 分） 

事後学習：レポート課題を完成する(1 時間) 

5 事例研究(2) 
・課題発見、防止・対応策の調査 

・レポート課題（討論・まとめ） 

事前学習：要点を整理しておく（30分） 

事後学習：レポート課題を完成する(1 時間) 

6 
個人情報管理とプライバシ

ー保護 

・個人情報の漏えい 

・個人情報保護 

・プライバシー侵害 

・忘れられる権利 

・組織と個人の守秘義務 

・レポート課題（講義内容穴埋め） 

事前学習：次回の指定教材を通読し、要点を整理し

ておく（30 分） 

事後学習：レポート課題を完成する(1 時間) 

7 事例研究(3) 
・課題発見、防止・対応策の調査 

・レポート課題（討論・まとめ） 

事前学習：要点を整理しておく（30分） 

事後学習：レポート課題を完成する(1 時間) 

8 
理解の確認テストと質疑応

答 

・理解の確認テスト 

・質疑応答 

事前学習：テストの準備（2時間） 

事後学習：テスト問題の復習（1時間） 

9 
E-commerce（電子商取引）と

セキュリティ 

・電子決済・取引 

・個人情報のためのネット認証 

・ネット広告 

・ネットオークション・ショッピング 

・売買トラブル（悪徳商法・詐欺） 

・レポート課題（講義内容穴埋め） 

事前学習：要点を整理しておく（30分） 

事後学習：レポート課題を完成する(1 時間) 

10 事例研究(4) 
・課題発見、防止・対応策の調査 

・レポート課題（討論・まとめ） 

事前学習：次回の指定教材を通読し、要点を整理し

ておく（30 分） 

事後学習：レポート課題を完成する(1 時間) 

11 知的財産権と著作権 

・知的財産の侵害 

・データの捏造、改ざん、盗用 

・著作物と著作権 

・参考文献と引用 

・マルチメディアコンテンツの複製 

・レポート課題（講義内容穴埋め） 

事前学習：要点を整理しておく（30分） 

事後学習：レポート課題を完成する(1 時間) 

12 事例研究(5) 
・課題発見、防止・対応策の調査 

・レポート課題（討論・まとめ） 

事前学習：次回の指定教材を通読し、要点を整理し

ておく（30 分） 

事後学習：レポート課題を完成する(1 時間) 

13 

コンプライアンスと法令遵

守、企業倫理 

事例研究(6) 

・ネット炎上対策 

・企業における情報倫理 

・IT システムと企業倫理 

・課題発見、防止・対応策の調査 

・レポート課題（討論・まとめ） 

事前学習：要点を整理しておく（30分） 

事後学習：レポート課題を完成する(1 時間) 

14 
理解の確認テストと質疑応

答 

・理解の確認テスト 

・質疑応答 

事前学習：テストの準備（2時間） 

事後学習：テスト問題の復習（1時間） 

15 授業のまとめ 
・総括 

・振り返り 

事前学習：これまでの授業の復習（2時間） 

事後学習：なし 

 

関連科目 情報処理関連の基礎科目 

教科書 

 

 
番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 超スマート社会を生きるための情報のセキュリティ 佐藤 万寿美、高橋 参吉、坂井 貴 実教出版 



摂南大学シラバス 2024 

と倫理 行、橋本 正隆、長谷川 友彦、村

山 佳之、高野 将弘 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 ネット炎上対策の教科書 小林 直樹 日経 BP 社 

2 情報倫理 ネット時代のソーシャル・リテラシー 高橋慈子、原田隆史ほか 技術評論社 

3    

 

評価方法 

（基準） 
この授業はレポート課題 80％、理解の確認テスト 20％で評価する。 

学生への 

メッセージ 
毎回の課題を期日までに必ず提出すること。 

担当者の 

研究室等 
11 号館 8階 堀井教授室 

備考  



摂南大学シラバス 2024 

科目名 経営統計学 科目名（英文） Business Statistics 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 １年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 杉本 篤信 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎,DP2◎ 

科目ナンバリング IDS1014a0 

 

授業概要・ 

目的 

「統計学」という言葉を聞くと、多くの学生は難しいのではないかという印象を持つであろうが、手元にあるデータからその特徴を見つけ出すた

めに必要となる学問で ある。統計学の考え方は、企業における意思決定支援のためのデータ解析手法として多くの場面で利用されている。本科

目では、初めて統計学を学ぶ学生を対象に、統計学の基本的な考え方を学び、統計データの解析に必要となる基礎的知識を身につける。 

到達目標 

１．経営諸科学に関する統計データを整理し、適切な表・グラフで表現できる。（DP２） 

２．基本統計量および 2変量間の関係性を理解し、数値で表現することができる。（DP２） 

３．知的専門職業人として企業社会で活躍するために、実際の情報やデータを活用し、その結果を適切に表現できる。（DP２） 

授業方法と 

留意点 
配布資料をもとに説明を行い、演習を取り入れつつ授業を進める。配布資料に含まれる演習問題を解くことで理解を深める。 

科目学習の 

効果（資格） 

実用的な学問であるため、将来様々な分野の仕事で生かすことができる。 

社会調査士資格の取得に必要となる科目である。 

統計検定３級の出題範囲表（一部を除く）に対応している。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 イントロダクション 
授業の進め方、評価方法、統計学とはど

のような学問か 
配付資料を読んでおく（30 分） 

2 統計学の基礎的発想（１） 変数、尺度水準 
事後課題に取り組む（60 分） 

配布資料を読んでおく（30 分） 

3 統計学の基礎的発想（２） 標本空間と事象、確率分布 
事後課題に取り組む（60 分） 

配布資料を読んでおく（30 分） 

4 統計資料の整理（１） 統計資料の収集と読み方、時系列データ 
事後課題に取り組む（60 分） 

配布資料を読んでおく（30 分） 

5 統計資料の整理（２） 統計資料のまとめ方、提示の方法 
事後課題に取り組む（60 分） 

配布資料を読んでおく（30 分） 

6 データの集計（１） 
代表値について、平均値、分散、標準偏

差 

事後課題に取り組む（60 分） 

配布資料を読んでおく（30 分） 

7 データの集計（２） 
度数分布、ヒストグラム、各種グラフと

図、標準化 

事後課題に取り組む（60 分） 

配布資料を読んでおく（30 分） 

8 前半のまとめ・中間試験 前半部分の振り返りとまとめ、中間試験 前半部分の内容を見直しておく（90分） 

9 データの集約（１） クロス表とクロス集計 
事後課題に取り組む（60 分） 

配布資料を読んでおく（30 分） 

10 データの集約（２） クロス集計の実践 
事後課題に取り組む（60 分） 

配布資料を読んでおく（30 分） 

11 データの相関関係（１） 散布図と相関関係、相関関係と因果関係 
事後課題に取り組む（60 分） 

配布資料を読んでおく（30 分） 

12 データの相関関係（２） 
共分散と相関係数、相関係数の解釈、擬

似相関 

事後課題に取り組む（60 分） 

配布資料を読んでおく（30 分） 

13 統計と確率 条件的確率、ベイズの定理 
事後課題に取り組む（60 分） 

配布資料を読んでおく（30 分） 

14 統計学の応用 
母集団と標本 

統計的検定・推定について 

事後課題に取り組む（60 分） 

配布資料を読んでおく（30 分） 

15 全体のまとめ・最終試験 全体の振り返りとまとめ、最終試験 全体の内容を見直しておく（120 分） 

 

関連科目 数学基礎 I、数学基礎 II、ビジネス情報処理Ⅱ、マーケティングリサーチⅡ 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

授業中の提出課題（50%）、中間・最終試験（50%）をもとに総合的に評価します。 

授業中の課題提出状況が単位取得に大きく影響しますので、計画的に受講してください。 

学生への 

メッセージ 

経営統計学は、数学的な思考が必要となる学問ですので、数学が苦手な学生については、予習・復習が不可欠となります。積極的な取り組みを期

待します。 

担当者の 

研究室等 
11 号館７階（杉本研究室） 

備考 Moodle で資料を配布します。事前に登録しておいて下さい。 



摂南大学シラバス 2024 

科目名 市場調査入門 科目名（英文） Introduction to Marketing Research 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 １年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 牧野 幸志 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎,DP2◎ 

科目ナンバリング IDS1015a0 

 

授業概要・ 

目的 

社会調査(市場調査)の意義やその歴史、調査倫理、調査類型など、社会調査全般に関して講義を行う。さまざまな種類の社会調査によってなされ

た代表的研究を紹介しつつ、それぞれの調査の特徴や相違点について学んでいく。 

 情報・データの収集・分析の能力を身につける。 

SDGs-8, 9 

到達目標 
社会調査(市場調査)の基礎知識を得ることができる。社会調査(市場調査)の基礎を知り、簡単な調査をすることができる。 

問題発見能力、問題解決能力、分析力を身につける(DP2) 

授業方法と 

留意点 

授業は予習をもとに進めるので、毎回予習をしておくこと。 

その後、担当者がパワーポイントによるプレゼンテーション形式で解説する。資料は事前に DL し、ノートを必ず取ること。 

対面授業ではあるが、新型コロナが完全に終息している場合には、学生同士の話し合いなどを行う。 

授業の後半では、実際に web 調査票を作って、実践してみる。 

教科書を持参すること、忘れた場合、自己責任でどうにかすること(事前にコピーするなど)。 

資料は moodle で配布する、毎週必ずチェックすること。 

また、小テスト、課題の提出はすべて Moodle で行うのでスマホを持参すること。 

科目学習の 

効果（資格） 
社会調査士資格の取得に履修が必要な科目のうち「【 A 】 社会調査の基本的事項に関する科目」に対応。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
ガイダンス 

市場調査とは？ 
授業の概要について 

事前学習課題：市場調査とは何か？事前に調べてお

くこと(1 時間) 

事後学習課題：授業終了時に出す課題についてレポ

ートを作成すること(1 時間) 

2 社会調査とは 
社会調査とは何か。なぜ社会調査が必要

なのか。 

事前学習課題：社会調査の必要性について事前に調

べておくこと(1 時間) 

事後学習課題：授業終了時に出す課題についてレポ

ートを作成すること(1 時間) 

3 社会調査の歴史 
社会調査はいつからおこなわれ、どのよ

うに発展してきたか。 

事前学習課題：社会調査の歴史について調べまとめ

ておくこと(1 時間) 

事後学習課題：授業終了時に出す課題についてレポ

ートを作成すること(1 時間) 

4 社会調査の種類 
さまざまな社会調査の種類について。市

場調査、世論調査など。 

事前学習課題：社会調査の種類とその内容について

調べておくこと(1時間) 

事後学習課題：授業終了時に出す課題についてレポ

ートを作成すること(1 時間) 

5 調査倫理 
調査をおこなう際の心得について。ラポ

ールなど。 

事前学習課題：ラポールとは何か？事前に調べてお

くこと(1 時間) 

事後学習課題：授業終了時に出す課題についてレポ

ートを作成すること(1 時間) 

6 
量的調査と質的調査――それ

ぞれの特徴 

量的調査と質的調査の特徴と違いにつ

いて。 

事前学習課題：量的調査と質的調査の違いについて

まとめておくこと(1 時間) 

事後学習課題：授業終了時に出す課題についてレポ

ートを作成すること(1 時間) 

7 
官庁統計 1――官庁統計の利

用と統計法 

行政機関がおこなう社会調査には何が

あるか。統計法とは何か。 

事前学習課題：官庁統計とは何か？事前に調べてお

くこと(1 時間) 

事後学習課題：授業終了時に出す課題についてレポ

ートを作成すること(1 時間) 

8 
官庁統計 2――官庁統計によ

る諸研究/ 1～8回のまとめ 

官庁統計のデータを用いた研究の紹介。

/中間テストの実施と解説 

事前学習課題：官庁統計を使った研究の事例を調べ

ておくこと(1 時間) 

事後学習課題：授業終了時に出す課題についてレポ

ートを作成すること(1 時間) 

9 
量的調査 1――統計学と質問

紙調査（1） 

質問紙調査の概要について。統計学との

関係。 

事前学習課題：質問紙調査とは何か？事前に調べて

おくこと(1 時間) 

事後学習課題：授業終了時に出す課題についてレポ

ートを作成すること(1 時間) 

10 
量的調査 2――統計学と質問

紙調査（2） 

質問紙調査の方法について。 

統計的手法 

事前学習課題：調査で使う統計の知識について調べ

ておくこと(1 時間) 

事後学習課題：授業終了時に出す課題についてレポ

ートを作成すること(1 時間) 

11 
量的調査 3――質問紙調査に

よる諸研究 

質問紙調査のデータを用いた研究を紹

介する。 

事前学習課題：質問紙調査を利用した研究を見つけ

て読むこと(1 時間) 

事後学習課題：授業終了時に出す課題についてレポ

ートを作成すること(1 時間) 

12 質的調査 1――聞き取り調査 
聞き取り調査の方法について。聞き取り

調査をおこなった研究の紹介。 

事前学習課題：聞き取り調査とは何か？事前に調べ

ておくこと(1 時間) 

事後学習課題：授業終了時に出す課題についてレポ

ートを作成すること(1 時間) 

13 質的調査 2――参与観察 
参与観察の方法について。参与観察をお

こなった研究の紹介。 

事前学習課題：参与観察とは何か？事前に調べてお

くこと(1 時間) 

事後学習課題：授業終了時に出す課題についてレポ

ートを作成すること(1 時間) 

14 
質的調査 3――ドキュメント

分析 

ドキュメント分析の方法について。ドキ

ュメント分析をおこなった研究の紹介。 

事前学習課題：ドキュメント分析の研究論文を探し

て読んでおくこと(1 時間) 

事後学習課題：授業終了時に出す課題についてレポ

ートを作成すること(1 時間) 
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15 全体のまとめ 

社会調査の基礎的な知識を身につける

ことができたかを確認。/期末テストの

実施と解説 

事前学習課題：社会調査の基礎について総復習して

おくこと(1 時間) 

事後学習課題：授業終了時に出す課題について最終

レポートを作成すること(1 時間) 

 

関連科目 「市場調査法」，「市場調査実習Ⅰ・Ⅱ」 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 入門・社会調査法―2 ステップで基礎から学ぶ 轟亮・杉野勇 法律文化社 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

毎回の小テストと授業課題の提出の累積点(10％）、中間テスト(40％)、期末テスト(40％)、web 調査票の提出(10％)の合計(100％)の割合で、総

合的に判断する。 

遅刻(10 分まで)は減点の対象となる。 

出席点などはない。 

学生への 

メッセージ 

 市場調査を含む社会調査全般について学ぶ基礎的な講義です。 

アクティブ・ラーニングを取り入れているので、課題に対しては積極的・主体的に取り組むこと。 

 他人の迷惑となる行為(遅刻，私語，居眠り，内職，不必要な教室への出入り、無許可のスマホなどの使用など)はすべて禁止とします。許可の

ないスマホなどの使用に対しては退室してもらうことがあります。 

遅刻は減点(10 分まで)の対象となります。 

このことを承知したうえで受講すること。 

 

 授業内に課した課題については，授業中あるいは次週の授業で解説してフ 

担当者の 

研究室等 
11 号館 7階(牧野(幸)准教授室) 

備考 

授業に参加した学生のみ、毎回の小テストの受験、授業課題の提出を実施することができます。 

毎回の授業課題(小テスト、授業課題)には締切があります。 

必ず厳守してください。 

 締切以降の受験、提出はいっさい認めません。 

事前学習には毎回 1時間以上、事後学習には毎回 1時間以上をかけること。 

授業内で課された課題については，授業内、または、次週以降の授業で解説してフィードバックを行う。 



摂南大学シラバス 2024 

科目名 マネジメントサイエンス 科目名（英文） Management Science 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 小林 正樹 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎,DP2◎ 

科目ナンバリング IDS1016a0 

 

授業概要・ 

目的 

マネジメントサイエンス（経営科学，オペレーションズ・リサーチ）とは，経営活動にかかわる種々の課題をモデル化して数学的に解析を行うこ

とにより，経営の意思決定を科学的な方法で支援するための知識の体系である。本科目では，回帰分析，重回帰分析や AHP 法，日程計画，線形計

画法，待ち行列や意思決定理論等を中心とした，基本的な知識と技法（解法）について修得することが目的である。 

到達目標 
経営における諸問題を，自らどの手法で分析すれば良いか理解し，電卓等を使った数値計算などで最適な答えを導き出すことができる。またその

結果についてどう意思決定すれば良いかを経営的視点から判断することが出来る。（DP2) 

授業方法と 

留意点 

事前に Moodle にて資料を配付しますので，必ず予修してください。授業内では配付資料の説明は最小限に留め，手法や理論の裏側にある点や実

際での利用状況等を解説し，ゲームやシミュレーション形式の例題を用いた課題を解くことで理解を深めます。その課題に取り組んでいく中で，

経営における問題の発見や，その構造のあらましを把握する能力を養って欲しいと考えます。 

また実際の現場で活躍する人材をお呼びし，話を聞く機会も設けます。 

科目学習の 

効果（資格） 
ＩＴパスポート，基本情報技術者などの情報系の資格試験をはじめ，販売士や中小企業診断士などの経営関係の資格試験にも関連する。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 イントロダクション 
授業の進め方，評価方法，マネジメント

サイエンスの概要 

配付資料の該当箇所を読んでおく（30 分） 

演習問題を解き理解する（30 分） 

2 
マネジメントサイエンスの

現状 

ゲストスピーカーによる現況の説明と

質疑応答，教員による解説 

配付資料の該当箇所を読んでおく（30 分） 

演習問題を解き理解する（30 分） 

3 
経営科学と経営工学，経営管

理と経営分析 

OR，経営科学，コンピュータ，経営工学，

経営管理，意思決定，収益性，安全性，

生産性，成長性 

配付資料の該当箇所を読んでおく（30 分） 

演習問題を解き理解する（30 分） 

4 
経営計画，システムズアプロ

ーチ，意思決定 

利益計画，販売計画，生産計画，資金計

画，システム，システム工学，意思決定，

意思決定支援システム 

配付資料の該当箇所を読んでおく（30 分） 

演習問題を解き理解する（30 分） 

5 線形計画法（1） 線形計画法，図的開放 
配付資料の該当箇所を読んでおく（30 分） 

演習問題を解き理解する（30 分） 

6 線形計画法（2） シンプレックス法 
配付資料の該当箇所を読んでおく（30 分） 

演習問題を解き理解する（30 分） 

7 日程計画法（1） 順序づけ，アローダイヤグラム，PERT 
配付資料の該当箇所を読んでおく（30 分） 

演習問題を解き理解する（30 分） 

8 日程計画法（2） PERT，CPM，PDM 
配付資料の該当箇所を読んでおく（30 分） 

演習問題を解き理解する（30 分） 

9 在庫問題（1） ABC 分析，ABC 分析 
配付資料の該当箇所を読んでおく（30 分） 

演習問題を解き理解する（30 分） 

10 在庫問題（2） 定期発注法，発注点法，2瓶法 
配付資料の該当箇所を読んでおく（30 分） 

演習問題を解き理解する（30 分） 

11 ゲーム理論（1） 
ゲーム理論，純粋戦略，混合戦略，優位

性の原理 

配付資料の該当箇所を読んでおく（30 分） 

演習問題を解き理解する（30 分） 

12 ゲーム理論（2） 
非ゼロ和ゲーム，囚人のジレンマ，交互

ゲーム 

配付資料の該当箇所を読んでおく（30 分） 

演習問題を解き理解する（30 分） 

13 意思決定法 一対比較，AHP，ファジイ 
配付資料の該当箇所を読んでおく（30 分） 

演習問題を解き理解する（30 分） 

14 
全体のまとめ，今後の展開，

最終レポート課題 
全体のまとめ 

配付資料の該当箇所を読んでおく（30 分） 

演習問題を解き理解する（30 分） 

15 最終試験 記述式試験 試験勉強（180 分以上） 

 

関連科目 数学基礎 I，数学基礎 II，経営統計学 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 Basic 経営科学 西田俊夫 現代数学社 

2 経営科学 経営工学 第 3版 古殿幸雄 中央経済社 

3    

 

評価方法 

（基準） 

授業中の課題（50%）、最終試験（50%）をもとに総合的に評価します。 

授業中の課題提出状況が単位取得に大きく影響しますので、計画的に受講してください。 

学生への 

メッセージ 

予修と演習を中心とした内容になります。数学が苦手な人には辛いかもしれませんが，すべては四則演算の組み合わせです。乗り越えましょう。 

学生と教員は対立関係ではありません。同じ方を向いて進んでいきます。前進してください。うしろから見守ります。 

担当者の 

研究室等 
11 号館 8階(小林研究室) 

備考 

１）ノートパソコンもしくはタブレットがあれば授業が受けやすいと思います。また試験の際には電子機器類は持込不可にしますので，電卓を用

意ください。 

２）数学に弱い学生さんは，他の学生以上に学修してください。 

３）受講生の状況により，授業進度を変更することがあります。 
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科目名 消費者行動論 科目名（英文） Consumer Behavior 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 武居 奈緒子 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎,DP2◎ 

科目ナンバリング IDS2017a0 

 

授業概要・ 

目的 

近年、マーケティングの中で、消費行動研究の重要性が高まっています。この講義では、マーケティングの視角から、消費行動について基本的知

識を身につけ体系的な理解を与えることを目的としています。日常の消費行動も、マーケティング的にみると新しい発見があるかもしれません。 

到達目標 
消費者行動論に関する基本的知識を、幅広く修得することができる。（ＤＰ３） 

消費者行動論やマーケティングのスキルを理解し、活用することができる。（ＤＰ３） 

授業方法と 

留意点 

講義形式 

『消費行動』のテキストは、第 3版を準備して下さい。 

科目学習の 

効果（資格） 
消費行動をマーケティング的発想で考えることができます。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 イントロダクション 消費者行動論の全体像を示します。 

あらかじめ授業の下調べをしておきましょう。事後

学習として、文献や新聞で、消費者行動に関連する

内容を読みましょう。(所要時間１時間) 

2 マーケティングとは 
マーケティングの内容について、説明し

ていきます。 

あらかじめ授業の下調べをしておきましょう。事後

学習として、文献や新聞で、マーケティングに関連

する内容を読みましょう。（所要時間１時間） 

3 マーケティング志向 
企業のマーケティング志向について、説

明していきます。 

あらかじめ授業の下調べをしておきましょう。事後

学習として、文献や新聞で、マーケティング志向に

関連する内容を読みましょう。（所要時間１時間） 

4 マーケティングと消費行動 
マーケティングにおける消費行動の位

置づけについて、説明していきます。 

あらかじめ授業の下調べをしておきましょう。事後

学習として、文献や新聞で、マーケティングと消費

行動に関連する内容を読みましょう。（所要時間１

時間） 

5 
消費行動の心理学的アプロ

ーチ 

消費者行動を心理学的に考察していき

ます。 

あらかじめ授業の下調べをしておきましょう。事後

学習として、文献や新聞で、消費行動の心理学的ア

プローチに関連する内容を読みましょう。（所要時

間１時間） 

6 
消費行動の社会学的アプロ

ーチ 

消費者行動を社会学的に考察していき

ます。 

あらかじめ授業の下調べをしておきましょう。事後

学習として、文献や新聞で、消費行動の社会学的ア

プローチに関連する内容を読みましょう。（所要時

間１時間） 

7 消費行動とプロセス 
消費者の購買意思決定過程について、考

えていきます。 

あらかじめ授業の下調べをしておきましょう。事後

学習として、文献や新聞で、消費行動とプロセスに

関連する内容を読みましょう。（所要時間１時間） 

8 マーケティング・リサーチ 
マーケティング・リサーチから、消費者

のニーズを探る方策を考えていきます。 

あらかじめ授業の下調べをしておきましょう。事後

学習として、文献や新聞で、マーケティング・リサ

ーチに関連する内容を読みましょう。（所要時間１

時間） 

9 顧客満足 
企業の顧客満足への対応について取り

上げます。 

あらかじめ授業の下調べをしておきましょう。事後

学習として、文献や新聞で、顧客満足に関連する内

容を読みましょう。（所要時間１時間） 

10 STP アプローチと消費行動 
消費者のニーズと STP アプローチにつ

いて、考察していきます。 

あらかじめ授業の下調べをしておきましょう。事後

学習として、文献や新聞で、ＳＴＰアプローチに関

連する内容を読みましょう。（所要時間１時間） 

11 高付加価値化と消費行動 
高付加価値化と消費行動の関連につい

て取り上げます。 

あらかじめ授業の下調べをしておきましょう。事後

学習として、文献や新聞で、高付加価値商品と消費

行動に関連する内容を読みましょう。（所要時間１

時間） 

12 市場細分化と消費行動 
市場細分化と消費行動の関係について

取り上げます。 

あらかじめ授業の下調べをしておきましょう。事後

学習として、文献や新聞で、市場細分化に関連する

内容を読みましょう。（所要時間１時間） 

13 
製品ライフサイクルと消費

行動 

製品ライフサイクルと消費行動の関係

について考えます。 

あらかじめ授業の下調べをしておきましょう。事後

学習として、文献や新聞で、製品ライフサイクルに

関連する内容を読みましょう。（所要時間１時間） 

14 消費行動の歴史的変遷 
消費行動の歴史的変遷過程をマクロの

視点から考察していきます。 

あらかじめ授業の下調べをしておきましょう。事後

学習として、文献や新聞で、消費行動の歴史的変遷

に関連する内容を読みましょう。（所要時間１時間） 

15 まとめ 全体のまとめをします。 

あらかじめ授業の下調べをしておきましょう。事後

学習として、文献や新聞で、消費者行動全般に関連

する内容を読みましょう。（所要時間１時間） 

 

関連科目  

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 消費行動 第３版 武居 奈緒子 晃洋書房 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 1    

2    



摂南大学シラバス 2024 

3    

 

評価方法 

（基準） 
期末レポート（80％）、中間レポート（20％） 

学生への 

メッセージ 
 

担当者の 

研究室等 
１１号館８階 武居教授室 

備考  



摂南大学シラバス 2024 

科目名 リテールマーケティング 科目名（英文） Retail Marketing 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 武居 奈緒子 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎,DP2◎ 

科目ナンバリング IDS2018a0 

 

授業概要・ 

目的 

マーケティングとは、企業の対市場活動です。このようにマーケティングを捉えると、マーケティングの領域は幅広くなります。この講義では、

その中でも、小売業に焦点を当て、リテールマーケティングの基本的知識を身につけ、基本的概念・分析枠組みについて理解を深めることを目的

とします。 

到達目標 リテールマーケティングの基本的知識を修得し、基本的フレームワークや概念を理解できる。（DP３） 

授業方法と 

留意点 
対面授業 

科目学習の 

効果（資格） 

小売業をマーケティングの視点から考察することができます。 

リテールマーケティング（販売士）検定 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 イントロダクション 
リテールマーケティングの全体像を示

します。 

あらかじめ授業の下調べをしておきましょう。事後

学習として、文献や新聞で、リテールマーケティン

グに関連する内容を読みましょう。（所要時間１時

間） 

2 マーケティングとは？ 
マーケティングについて、説明していき

ます。 

あらかじめ授業の下調べをしておきましょう。事後

学習として、文献や新聞で、マーケティングについ

て関連する内容を読みましょう。（所要時間１時間） 

3 流通とは 
流通の役割について、考察していきま

す。 

あらかじめ授業の下調べをしておきましょう。事後

学習として、文献や新聞で、流通の役割に関連する

内容を読みましょう。（所要時間１時間） 

4 実務家の先生をお招きして 
実務家の先生をお招きしての講義にな

ります。 

あらかじめ授業の下調べをしておきましょう。事後

学習として、文献や新聞で、流通の役割に関連する

内容を読みましょう。（所要時間１時間） 

5 小売業とは（１） 
小売業の内容と役割について考えてい

きます。 

あらかじめ授業の下調べをしておきましょう。事後

学習として、文献や新聞で、小売業の内容と役割に

関連する内容を読みましょう。（所要時間１時間） 

6 小売業とは（２） 
小売業の役割について、企業の具体的事

例を取り上げて考えていきます。 

あらかじめ授業の下調べをしておきましょう。事後

学習として、文献や新聞で、小売業の役割に関連す

る内容を読みましょう。（所要時間１時間） 

7 小売業の革新 
小売業の革新的行動について、考えてい

きます。 

あらかじめ授業の下調べをしておきましょう。事後

学習として、文献や新聞で、小売業の革新的行動に

関連する内容を読みましょう。（所要時間１時間） 

8 百貨店のマーケティング 
百貨店のマーケティング戦略について

考えていきます。 

あらかじめ授業の下調べをしておきましょう。事後

学習として、文献や新聞で、百貨店のマーケティン

グ戦略に関連する内容を読みましょう。（所要時間

１時間） 

9 
スーパーマーケットのマー

ケティング（１） 

スーパーマーケットのマーケティング

戦略について、取り上げます。 

あらかじめ授業の下調べをしておきましょう。事後

学習として、文献や新聞で、スーパーマーケットの

戦略に関連する内容を読みましょう。（所要時間１

時間） 

10 
スーパーマーケットのマー

ケティング（２） 

スーパーマーケットのマーケティング

戦略の具体的な事例を取り上げて、検討

していきます。 

あらかじめ授業の下調べをしておきましょう。事後

学習として、文献や新聞で、スーパーマーケットの

取り組みに関連する内容を読みましょう。（所要時

間１時間） 

11 
コンビニエンス・ストアのマ

ーケティング 

コンビニエンス・ストアのマーケティン

グ戦略について、考察してきます。 

あらかじめ授業の下調べをしておきましょう。事後

学習として、文献や新聞で、コンビニエンス・スト

アのマーケティング戦略に関連する内容を読みま

しょう。（所要時間１時間） 

12 中小小売商問題 
中小小売商問題について、考察していき

ます。 

あらかじめ授業の下調べをしておきましょう。事後

学習として、文献や新聞で、中小小売商問題に関連

する内容を読みましょう。（所要時間１時間） 

13 
ナショナルブランドとプラ

イベートブランド 

ナショナルブランドとプライベートブ

ランドの相違点について、考えていきま

す。 

あらかじめ授業の下調べをしておきましょう。事後

学習として、文献や新聞で、ナショナルブランドや

プライベートブランドに関連する内容を読みまし

ょう。（所要時間１時間） 

14 流通系列化 
流通系列化の現実的問題について考え

ていきます。 

あらかじめ授業の下調べをしておきましょう。事後

学習として、文献や新聞で、流通系列化に関連する

内容を読みましょう。（所要時間１時間） 

15 まとめ 全体のまとめをします。 

あらかじめ授業の下調べをしておきましょう。事後

学習として、リテールマーケティングの総復習をし

ておきましょう。（所要時間１時間） 

 

関連科目  

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 1    

2    



摂南大学シラバス 2024 

3    

 

評価方法 

（基準） 
期末レポート（80％）、中間レポート（20％） 

学生への 

メッセージ 
 

担当者の 

研究室等 
１１号館８階 武居教授室 

備考  



摂南大学シラバス 2024 

科目名 流通情報システム論 科目名（英文） Distribution Information Systems 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 久保 貞也 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎,DP2◎ 

科目ナンバリング IDS2019a0 

 

授業概要・ 

目的 

流通は消費と生産を結びつける活動であり、流通によって社会経済の動きが活性化する。以前は企業の生産活動と販売活動の周辺にある物流活動

は支援的な業務と見られていた。しかし、情報社会の進展と合わせて物流活動の重要性が高まり、現在ではモノやサービスを届ける活動や戦略が

経営活動で大きな意味を持つようになった。 

 

本講義では重要性を増している流通システムとそれを支える情報システムについて、基礎的な理論から実際の実例までを取り扱う。そして、地域

活性化や情報社会でのモノ以外の流通についても解説を行う。 

 

 

 

SDGs-8,9,12 

到達目標 

（１）身近にある流通システムの概要を説明できる 

（２）経営戦略としての流通の重要性を理解できる 

（３）物流システムの要素を説明できる 

（４）流通システムにおける情報技術の必要性を理解できる 

DP3 

授業方法と 

留意点 

授業では受講生が主体的に学ぶために質問力の養成を図る。サブテーマ３回のうち１回を反転授業として受講生の予習を前提としたグループディ

スカッションを計画している。積極的な授業参加と主体的な学習を期待する。 

企業、公的団体の実務者による情報提供も行う場合がある。 

なお、大学構内での対面授業が困難な場合は、課題提供型授業とオンライン型授業（一方向・双方向）などを組み合わせて実施する。 

科目学習の 

効果（資格） 
・販売士検定３級試験の流通関連の知識 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 イントロダクション 
・授業の進め方 

・受講者の自己紹介 

事前：シラバスを読んでくる（３０分） 

事後：課題提出日の確認（３０分） 

2 身近にある流通（１） 
・コンビニエンスストア 

・ファーストフード 

事前：授業内容に関連するストアを調べる（１時間） 

事後：授業内容に関連するニュースや記事を探す

（３０分） 

3 身近にある流通（２） 
・ショッピングセンター 

・アウトレットパーク 

事前：授業内容に関連するショッピングセンターを

調べる（１時間） 

事後：授業内容に関連するニュースや記事を探す

（３０分） 

4 身近にある流通（３） 
・反転授業 

・グループディスカッション 

事前：事例報告の準備（２時間） 

事後：前回授業で提案した質問に対する回答を作る

（１時間） 

5 人が動く流通（１） 
・購買行動 

・出店計画 

事前：授業内容のキーワードについて調べる（１時

間） 

事後：授業内容に関連するニュースや記事を探す

（３０分） 

6 人が動く流通（２） 
・町おこし（観光政策） 

・都市計画 

事前：授業内容のキーワードについて調べる（１時

間） 

事後：授業内容に関連するニュースや記事を探す

（３０分） 

7 人が動く流通（３） 
・反転授業 

・グループディスカッション 

事前：事例報告の準備（２時間） 

事後：前回授業で提案した質問に対する回答を作る

（１時間） 

8 物流システム（１） 
・物流センタ 

・配送計画 

事前：授業内容のキーワードについて調べる（１時

間） 

事後：授業内容に関連するニュースや記事を探す

（３０分） 

9 物流システム（２） 
・共同配送 

・個別配送 

事前：授業内容のキーワードについて調べる（１時

間） 

事後：授業内容に関連するニュースや記事を探す

（３０分） 

10 物流システム（３） 
・反転授業 

・グループディスカッション 

事前：事例報告の準備（２時間） 

事後：前回授業で提案した質問に対する回答を作る

（１時間） 

11 情報と流通システム（１） 
・情報技術と流通システム 

・流通システムの情報インフラ 

事前：授業内容のキーワードについて調べる（１時

間） 

事後：授業内容に関連するニュースや記事を探す

（３０分） 

12 情報と流通システム（２） 
・ロジスティクスシステム 

・Web 流通システム 

事前：授業内容のキーワードについて調べる（１時

間） 

事後：授業内容に関連するニュースや記事を探す

（３０分） 

13 情報と流通システム（３） 
・反転授業 

・グループディスカッション 

事前：事例報告の準備（２時間） 

事後：前回授業で提案した質問に対する回答を作る

（１時間） 

14 ケーススタディ 
・事例紹介 

・外部講師（調整によって変更あり） 

事前：事例に関する予習（１時間） 

事後：事例に関する復習（３０分） 

15 本講義のまとめ 総復習 
事前：ノートのまとめ（２時間） 

事後：必要な部分の復習（１時間） 

 



摂南大学シラバス 2024 

関連科目 「経営情報システムⅠ」、「経営情報システムⅡ」、「ビジネスシミュレーション」 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
期末レポート（５０％）、授業中の課題やミニレポート（２０％）、反転授業やグループディスカッションでの発表（３０％） 

学生への 

メッセージ 

流通情報システムは「経営情報」によって大きく飛躍した分野です。身近にもたくさんの事例がありますから、興味を持って楽しみながら学びま

しょう。 

担当者の 

研究室等 
11 号館 7階 久保准教授室 

備考 事前・事後学習課題について授業の冒頭に Moodle やミニッツペーパーなどで確認を行うので、遅刻せずに出席すること。 



摂南大学シラバス 2024 

科目名 マーケティング戦略論 科目名（英文） Marketing Strategy 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 鶴坂 貴恵 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎,DP2◎ 

科目ナンバリング IDS2020a0 

 

授業概要・ 

目的 

マーケティング概論で学んだことをさらに発展させ、「戦略」という視点からマーケティングを捉え、学んでいきます。 

知的専門職業人として活躍するために必要なマーケティング戦略論の考え方や基礎知識について学びます。 

中小企業の経営革新や創業の支援を行った担当教員の経験を活かして、事例を使った実践的教育を行います。 

到達目標 
・知的専門職業人として活躍するために必要なマーケティング戦略の考え方について理解する。（DP３） 

・身近な事例をマーケティング戦略に結び付けて考えることができる。（ＤＰ３） 

授業方法と 

留意点 
講義が中心です。教科書を利用し毎回プリントを配布します。また授業内容から小テストを行います。 

科目学習の 

効果（資格） 
リテール・マーケティング（販売士） 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 競争環境をとらえる 
競争環境とは何か。いかに対処すべきか

を考察します 

【事前学習】マーケティング論の復習、教科書第 1

章の読解（２時間） 

【事後学習】教科書を読み直し、事前に分からなか

った内容や用語が理解できているか確認をする（1

時間） 

2 市場環境をとらえる 消費者行動の理解を図ります。 

【事前学習】教科書第 2章の読解（１時間） 

【事後学習】教科書を読み直し、事前に分からなか

った内容や用語が理解できているか確認をする（1

時間） 

3 流通環境をとらえる 
小売業者や卸売業者の役割、インアーネ

ットの影響などを考えます。 

【事前学習】教科書第 3章の読解（1時間） 

【事後学習】教科書を読み直し、事前に分からなか

った内容や用語が理解できているか確認をする（1

時間） 

4 市場機会の探索と評価 
事業機会を探し出し、評価するための枠

組みを紹介します。 

【事前学習】教科書第 4章の読解（1時間） 

【事後学習】教科書を読み直し、事前に分からなか

った内容や用語が理解できているか確認をする（1

時間） 

5 需要多様性への対応 
探しだされた市場機会への対応方法に

ついて考察します。 

【事前学習】教科書第 5章の読解（1時間） 

【事後学習】教科書を読み直し、事前に分からなか

った内容や用語が理解できているか確認をする（1

時間） 

6 価値提供と競争優位 

競争相手に対して有利な立場に立てる

ようなやり方で顧客に価値を提供する

ための枠組みについて考察します。 

【事前学習】教科書第 6章の読解（1時間） 

【事後学習】教科書を読み直し、事前に分からなか

った内容や用語が理解できているか確認をする（1

時間） 

7 新製品開発戦略 
新製品開発課程とマーケティング戦略

構築とを関連づけて考察します。 

【事前学習】教科書第 7章の読解（1時間） 

【事後学習】教科書を読み直し、事前に分からなか

った内容や用語が理解できているか確認をする（1

時間） 

8 
製品ライフサイクルとマー

ケティング戦略 

製品ライフサイクルの各段階でどのよ

うなマーケティング施策を必要とする

かを考えます。 

【事前学習】教科書第 8章の読解（1時間） 

【事後学習】教科書を読み直し、事前に分からなか

った内容や用語が理解できているか確認をする（1

時間） 

9 製品戦略 

提供価値と提供方法をどのような製品

で実現し、どのようなサービスを付加す

るのかを考えます。 

【事前学習】教科書第 9章の読解（1時間） 

【事後学習】教科書を読み直し、事前に分からなか

った内容や用語が理解できているか確認をする（1

時間） 

10 ブランド戦略 ブランディングについて考えます。 

【事前学習】教科書第 10 章の読解（1時間） 

【事後学習】教科書を読み直し、事前に分からなか

った内容や用語が理解できているか確認をする（1

時間） 

11 価格戦略 
価格設定に影響を与える要因や価格の

使い分けなどについて考えます。 

【事前学習】教科書第 11 章の読解（1時間） 

【事後学習】教科書を読み直し、事前に分からなか

った内容や用語が理解できているか確認をする（1

時間） 

12 プロモーション戦略 

消費者とのコミュニケーションを図る

方法であるプロモーション手段の組み

合わせなどを考察します。 

【事前学習】教科書第 12 章の読解（1時間） 

【事後学習】教科書を読み直し、事前に分からなか

った内容や用語が理解できているか確認をする（1

時間） 

13 流通チャネル戦略 

標的市場に提供価値を届けるための最

適な流通チャネルの選択と管理につい

て考察します。 

【事前学習】教科書第 13 章の読解（1時間） 

【事後学習】教科書を読み直し、次回小テストに備

える（1時間） 

14 事例研究１ 
企業事例を通じて、マーケティング戦略

の実際を学びます。 

【事前学習】事例の読解（1時間） 

【事後学習】事例を読み直し、事前に分からなかっ

た内容や用語が理解できているか確認をする（1 時

間） 

15 総括 
これまで学習した内容の総チェック行

います。 

【事前学習】これまで学習した内容の復習（３時間） 

【事後学習】総チェックの結果をふりかえる（２時

間） 

 

関連科目 マーケティング概論、消費者行動論、リテールマーケティング、マーケティング演習等マーケティング関連科目 

教科書  
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番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 入門マーケティング戦略［新版］ 池尾恭一 有斐閣 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 わかりやすいマーケティング戦略【新版】 沼上幹 有斐閣 

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
提出物と小テストで 50％、総まとめテスト 50％ 

学生への 

メッセージ 

教科書の予習、復習を図ることで、マーケティング知識の定着が図れます。将来、仕事でマーケティングを活かしたい人はしっかりと学んでくだ

さい。 

担当者の 

研究室等 
１１号館７階（鶴坂研究室） 

備考  
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科目名 メディアと社会 科目名（英文） Media and Sociaty 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 横山 孝文 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎,DP2◎ 

科目ナンバリング IDS2021a0 

 

授業概要・ 

目的 

本講義では、マス・メディアからインターネットに代表されるメディアと情報通信技術の発展が近代社会の成り立ちにどのように影響を及ぼして

きたかについて、メディア研究の理論及びケース事例を参照しつつ多角的に考察する。 

到達目標 

各種メディアの機能、社会的役割を説明できる。 

インターネットがつながる仕組みと問題について説明できる。（ＤＰ３） 

メディアリテラシーを身につけ、メディアが発するメッセージに対して客観性を持った評価を行うことができるようになる。 

授業方法と 

留意点 

・事前学習として、映像や資料を teams に掲載します。それらを必ず見るようにしてください。 

・授業当日は、teams クイズ→講義・演習→振り返り・課題の流れを基本とします。 

科目学習の 

効果（資格） 

・メディア変遷と産業および文化としてのメディアを理解できる 

・情報メディアを介して、潜在するネット事象への関心を高め、社会的な課題が理解できる 

・Web/SNS 等デジタルな手段が提供する役割・特性の相違にもとづき、デバイスやネットを使い分ける判断力が養成できる 

・同僚・先輩学生と意見交換を図るためのメディアリテラシーの基礎的な素養を身につけることができる 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 イントロダクション 

授業ガイダンス 

「コミュニケーション」とは何か 

データ・情報・知識・理論の違い 

事後学習：イントロダクション内容をまとめる（標

準学習時間：1.5 時間） 

2 情報社会 

情報社会論 

マスメディア論 

マクルーハン 

事前学習：teams による資料共有による予習（標準

学習時間：1時間） 

事後学習：まとめと振り返り（標準学習時間：1.5

時間） 

3 情報通信ネットワーク 

情報通信の歴史 

モバイル通信の仕組み 

次世代通信「ケータイ 5G」 

事前学習：teams による資料共有による予習（標準

学習時間：1時間） 

事後学習：まとめと振り返り（標準学習時間：1.5

時間） 

4 マス・メディア（１） 

最近の公開データから読み解く、メディ

ア事情 

情報通信白書／電通白書などから 

事前学習：teams による資料共有による予習（標準

学習時間：1時間） 

事後学習：まとめと振り返り（標準学習時間：1.5

時間） 

5 マス・メディア（２） 

新聞 

映画／音楽 

放送（テレビ・ラジオ） 

インターネット 

情報の信頼と信用 

事前学習：teams による資料共有による予習（標準

学習時間：1時間） 

事後学習：まとめと振り返り（標準学習時間：1.5

時間） 

6 著作権（１） 

知的財産権とは、TPP（環太平洋経済連

携協定）知財分野、著作権保護期間の延

長 

事前学習：teams による資料共有による予習（標準

学習時間：1時間） 

事後学習：まとめと振り返り（標準学習時間：1.5

時間） 

7 著作権（２） 

著作隣接権、著作人格権、肖像権、フェ

アユース、日本の n次創作文化（コミッ

クマーケットと同人誌）、JASRAC、改正

著作権法、同一性保持権 

事前学習：teams による資料共有による予習（標準

学習時間：1時間） 

事後学習：まとめと振り返り（標準学習時間：1.5

時間） 

8 広告・キャンペーン 

広告とは、マス・メディアと広告 

インターネット広告（バナー広告／検索

連動型広告／行動ターゲティング広告） 

クチコミとインフルエンサー 

キャンペーン 

事前学習：teams による資料共有による予習（標準

学習時間：1時間） 

事後学習：まとめと振り返り（標準学習時間：1.5

時間） 

9 
ネットメディア（１）インタ

ーネットの変化 

Web3.0 とは 

リアル空間／サイバー空間 

NFT 

事前学習：teams による資料共有による予習（標準

学習時間：1時間） 

事後学習：まとめと振り返り（標準学習時間：1.5

時間） 

10 

ネットメディア（２）シェア

リングとサブスクリプショ

ン 

ロングテール、ソーシャルキャピタル、

ダイナミックプライシング、サブスクリ

プション（継続課金） 

事前学習：teams による資料共有による予習（標準

学習時間：1時間） 

事後学習：まとめと振り返り（標準学習時間：1.5

時間） 

11 
ネットメディア（３）IoT 社

会とビッグデータ、AI 

すべてのモノがインターネットにつな

がる 

IoT 製品／IoT 社会 

次世代通信「ケータイ 5G」ビッグデー

タの活用 

人工知能 

事前学習：teams による資料共有による予習（標準

学習時間：1時間） 

事後学習：まとめと振り返り（標準学習時間：1.5

時間） 

12 
情報リテラシー（１）デマ・

ネット炎上 

災害時・コロナ禍における社会不安 

インフォデミック 

ネット炎上 

事前学習：teams による資料共有による予習（標準

学習時間：1時間） 

事後学習：まとめと振り返り（標準学習時間：1.5

時間） 

13 
情報リテラシー（２）ネット

空間における規範と秩序 

誹謗中傷／炎上 

法規制 

情報リテラシー 

事前学習：teams による資料共有による予習（標準

学習時間：1時間） 

事後学習：まとめと振り返り（標準学習時間：1.5

時間） 

14 
これからのメディアを考え

る 

メディアの事業変化 

メディアの多角化戦略 

事前学習：teams による資料共有による予習（標準

学習時間：1時間） 

事後学習：まとめと振り返り（標準学習時間：1.5

時間） 

15 総括 メディアと社会に関する講義総括 事前学習：これまでの講義内容を見直し質問があれ
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ばを Web フォーム入力する。（標準学習時間：1時間） 

 

関連科目  

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 プロデュースの基本 木﨑賢治 インターナショナル新書 

2 入門メディア社会学 井川充雄・木村忠正 ミネルヴァ書房 

3 正しいコピペのすすめ 宮武久佳 岩波ジュニア新書 

 

評価方法 

（基準） 
各回課題（３０％）、平常点（１５％）、期末レポート（５５％）を総合的に評価する。 

学生への 

メッセージ 

デジタルメディアの登場によりメディアが個人の活動や社会とどのように変化したか、今後どのように進化していくか私たちの生活にどのような

効果と影響を及ぼすのかを学習します。 

またメディアの変遷として新聞・放送といったマス・メディアから学ぶことで、その違いを多様な視点から考察します。 

担当者の 

研究室等 
横山孝文（３号館３階） 

備考 

・初回授業で、講義および課題の進め方の詳細の説明、学習支援ツール（Web フォーム・質問共有システムなど）の使用方法を説明するので、必

ず出席してください。 

・出席は、IC 管理および teams 参加により総合的に判断します。 
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科目名 メディア戦略論 科目名（英文） Media Strategy 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 針尾 大嗣 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎,DP2◎ 

科目ナンバリング IDS2022a0 

 

授業概要・ 

目的 

本講義では、企業のマーケティング政策における IT 導入戦略（メディア戦略）の立案・策定から導入・評価に取り組むうえで必要となる概念、

フレームワーク、戦術的手法およびテクノロジーについて学ぶ。これまで IT 導入戦略の立案・策定においては、様々なアプローチや方法論が提

唱されているが、ここでは企業価値及び競争優位性の向上を図ることを目指した中長期的な IT 導入戦略を重視し、主に競争戦略論で取り上げら

れる概念、フレームワークを中心に解説する。また IT 導入戦略の導入・評価においては、情報通信技術を導入した先進的な企業のマーケティン

グ取り組み事例のほか、当該技術の導入効果を評価する際に用いられている評価モデルや指標についても取り上げる。 

到達目標 

・競争戦略論の代表的な概念、フレームワークについて説明ができる。 

・近年のマーケティング政策で導入されている代表的な情報通信技術・サービス、その動作原理について説明ができる。 

・企業のメディア戦略の概要を説明できる。 

・企業が直面する問題に関心をもち、それらの問題解決に主体的に取り組む姿勢を身につける。（DP３） 

授業方法と 

留意点 

・授業は、教材を用いた「講義」形式で進める。 

・教材は、配布資料を使用する。 

・教材は、講義開始 1週間前に WebFolder にアップロードしておく。 

科目学習の 

効果（資格） 

身近な情報サービスを例に、それらがビジネスとして成り立つ仕組みについて理解することができる。 

IT パスポート試験・基本情報技術者試験など IT 系の資格を取得するのに関連する科目である。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
企業の競争環境と経営戦略

（１） 

主に以下について取り上げる。 

・本講義の進め方 

・経営戦略の考え方 

・経営戦略のフレームワーク 

予習：事前に配布した資料の空欄箇所について調べ

穴埋めしておくこと。 

復習：講義終了時に科した課題について、講義内容

を踏まえてまとめておくこと。次回、指名回答させ

る。 

（学習時間目安予習 60 分、復習 30 分程度） 

2 
企業の競争環境と経営戦略

（２） 

主に以下について取り上げる。 

・プロダクトライフサイクル 

・イノベータ理論 

・価格戦略 

予習：事前に配布した資料の空欄箇所について調べ

穴埋めしておくこと。 

復習：講義終了時に科した課題について、講義内容

を踏まえてまとめておくこと。次回、指名回答させ

る。 

（学習時間目安予習 60 分、復習 30 分程度） 

3 
企業の競争環境と経営戦略

（３） 

主に以下について取り上げる。 

・戦略策定のパターン 

・プロダクトライルサイクル 

・イノベーション理論 

予習：事前に配布した資料の空欄箇所について調べ

穴埋めしておくこと。 

復習：講義終了時に科した課題について、講義内容

を踏まえてまとめておくこと。次回、指名回答させ

る。 

（学習時間目安予習 60 分、復習 30 分程度） 

4 
企業の競争環境と経営戦略

（４） 

主に以下について取り上げる。 

・コモディティ化 

・戦略策定のパターン 

・後発企業の戦略 

予習：事前に配布した資料の空欄箇所について調べ

穴埋めしておくこと。 

復習：講義終了時に科した課題について、講義内容

を踏まえてまとめておくこと。次回、指名回答させ

る。 

（学習時間目安予習 60 分、復習 30 分程度） 

5 メディア戦略の理論（１） 

主に以下について取り上げる。 

・顧客とは 

・顧客顧客化戦略 

・顧客分析のフレームワーク 

予習：事前に配布した資料の空欄箇所について調べ

穴埋めしておくこと。 

復習：講義終了時に科した課題について、講義内容

を踏まえてまとめておくこと。次回、指名回答させ

る。 

（学習時間目安予習 60 分、復習 30 分程度） 

6 メディア戦略の理論（２） 

主に以下について解説する。 

・現代マーケティングとテクノロジー 

・メディア戦略のフレームワーク 

・消費者行動モデル 

予習：事前に配布した資料の空欄箇所について調べ

穴埋めしておくこと。 

復習：講義終了時に科した課題について、講義内容

を踏まえてまとめておくこと。次回、指名回答させ

る。 

（学習時間目安予習 60 分、復習 30 分程度） 

7 メディア戦略の理論（３） 

主に以下について取り上げる。 

・パーチェスファネルの構造 

・マーケティングメディアミックス 

・テスト 

予習：事前に配布した資料の空欄箇所について調べ

穴埋めしておくこと。 

復習：講義終了時に科した課題について、講義内容

を踏まえてまとめておくこと。次回、指名回答させ

る。 

（学習時間目安予習 60 分、復習 30 分程度） 

8 
メディア戦略を支える技術

（１） 

主に以下について取り上げる。 

・インターネット広告 

・インターネット広告と配信の仕組み 

・パーチェスファネルと広告配信 

予習：事前に配布した資料の空欄箇所について調べ

穴埋めしておくこと。 

復習：講義終了時に科した課題について、講義内容

を踏まえてまとめておくこと。次回、指名回答させ

る。 

（学習時間目安予習 60 分、復習 30 分程度） 

9 
メディア戦略を支える技術

（２） 

主に以下について取り上げる。 

・媒体と広告の評価指標 

・広告効果の測定 

・広告効果改善の計画立案 

予習：事前に配布した資料の空欄箇所について調べ

穴埋めしておくこと。 

復習：講義終了時に科した課題について、講義内容

を踏まえてまとめておくこと。次回、指名回答させ

る。 

（学習時間目安予習 60 分、復習 30 分程度） 

10 
メデイア戦略を支える技術

（３） 

主に以下について取り上げる。 

・ターゲティング広告の種類と方法 

・ターゲティング広告を支える技術 

予習：事前に配布した資料の空欄箇所について調べ

穴埋めしておくこと。 

復習：講義終了時に科した課題について、講義内容
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・顧客情報の活用と重要基盤技術 を踏まえてまとめておくこと。次回、指名回答させ

る。 

（学習時間目安予習 60 分、復習 30 分程度） 

11 
メディア戦略の設計と立案

（１） 

主に以下について取り上げる。 

・環境分析と戦略立案 

・外部環境分析 

・内部環境分析 

予習：事前に配布した資料の空欄箇所について調べ

穴埋めしておくこと。 

復習：講義終了時に科した課題について、講義内容

を踏まえてまとめておくこと。次回、指名回答させ

る。 

（学習時間目安予習 60 分、復習 30 分程度） 

12 
メディア戦略の設計と立案

（２） 

主に以下について取り上げる。 

・顧客分析 

・ペルソナ 

・カスタマージャーニーマップ 

予習：事前に配布した資料の空欄箇所について調べ

穴埋めしておくこと。 

復習：講義終了時に科した課題について、講義内容

を踏まえてまとめておくこと。次回、指名回答させ

る。 

（学習時間目安予習 60 分、復習 30 分程度） 

13 
メディア戦略の設計と立案

（３） 

主に以下について取り上げる。 

・カスタマージャーニーマップ作成方法 

・ペルソナの作成 

・カスタマージャーニーマップの作成 

予習：事前に配布した資料の空欄箇所について調べ

穴埋めしておくこと。 

復習：講義終了時に科した課題について、講義内容

を踏まえてまとめておくこと。次回、指名回答させ

る。 

（学習時間目安予習 60 分、復習 30 分程度） 

14 
メディア戦略の設計と立案

（４） 

主に以下について取り上げる。 

・カスタマージャーニーマップの発表 

・テスト 

予習：事前に配布した資料の空欄箇所について調べ

穴埋めしておくこと。 

復習：講義終了時に科した課題について、講義内容

を踏まえてまとめておくこと。次回、指名回答させ

る。 

（学習時間目安予習 60 分、復習 30 分程度） 

15 総括 
主に以下について取り上げる 

・第 1-14 回のまとめ 

予習：事前に配布した資料の空欄箇所について調べ

穴埋めしておくこと。 

復習：講義終了時に科した課題について、講義内容

を踏まえてまとめておくこと。次回、指名回答させ

る。 

（学習時間目安予習 60 分、復習 30 分程度） 

 

関連科目 経営情報システム、コンテンツビジネスなど 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 配布資料   

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 ウェブ解析士 2020  

一般社団法人ウェブ解析士協

会 

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
テスト（70~80%）、レポートもしくは小テスト（20~30%）で評価する。 

学生への 

メッセージ 
 

担当者の 

研究室等 
11 号館 7階（針尾教授室） 

備考 
テストや出席に関する不正については厳しく対応します。またテスト実施日および各回テーマについては、講義の進行状況によって変更する場合

があります。 
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科目名 市場調査法 科目名（英文） Marketing Research 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 金 政芸 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎,DP2◎ 

科目ナンバリング IDS2023a0 

 

授業概要・ 

目的 

現代社会では、市場調査（マーケティングリサーチ）を含む多種多様な社会調査が行われている。社会調査は調査の目的によってその方法も異な

る。この講義では、調査の目的にあわせて調査方法を決定する方法から、調査の企画と実施、調査データの作成、分析と報告の方法を、実践的な

例を取りあげつつ解説していく。 

到達目標 

社会調査の種類と調査目的に合った社会調査の方法を説明できる。（DP3） 

社会調査の全体的な流れを理解する。 

質問紙調査の具体的な方法を理解する。 

授業方法と 

留意点 
基本的に講義形式で行われるが、ディスカッションやグループワークも適宜取り入れる。 

科目学習の 

効果（資格） 

社会調査の全体の流れを理解できるようになる。 

「社会調査士」資格取得に必要な科目（B科目）である。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 社会調査の基礎（１） 社会調査の定義と必要性 

（事後）前回の講義内容を、配布資料をもとに復習

する 

※事前学習時間＋事後学習時間＝1 時間を目安とす

る 

2 社会調査の基礎（２） 社会調査の種類 

（事前）事前に指示されている内容について下調べ

をしておく 

（事後）前回の講義内容を、配布資料をもとに復習

する 

※事前学習時間＋事後学習時間＝1 時間を目安とす

る 

3 社会調査の基礎（３） 量的調査と質的調査、社会調査と統計学 

（事前）事前に指示されている内容について下調べ

をしておく 

（事後）前回の講義内容を、配布資料をもとに復習

する 

※事前学習時間＋事後学習時間＝1 時間を目安とす

る 

4 社会調査の企画（１） 社会調査の全体的な流れ 

（事前）事前に指示されている内容について下調べ

をしておく 

（事後）前回の講義内容を、配布資料をもとに復習

する 

※事前学習時間＋事後学習時間＝1 時間を目安とす

る 

5 社会調査の企画（２） 
変数の定義と尺度水準、ものごとを変数

として捉えること 

（事前）事前に指示されている内容について下調べ

をしておく 

（事後）前回の講義内容を、配布資料をもとに復習

する 

※事前学習時間＋事後学習時間＝1 時間を目安とす

る 

6 社会調査の企画（３） 問と仮説の立て方 

（事前）事前に指示されている内容について下調べ

をしておく 

（事後）前回の講義内容を、配布資料をもとに復習

する 

※事前学習時間＋事後学習時間＝1 時間を目安とす

る 

7 調査票の作成（１） サンプリング①：無作為抽出 

（事前）事前に指示されている内容について下調べ

をしておく 

（事後）前回の講義内容を、配布資料をもとに復習

する 

※事前学習時間＋事後学習時間＝1 時間を目安とす

る 

8 調査票の作成（２） サンプリング②：サンプリングの実際 

（事前）事前に指示されている内容について下調べ

をしておく 

（事後）前回の講義内容を、配布資料をもとに復習

する 

※事前学習時間＋事後学習時間＝1 時間を目安とす

る 

9 調査票の作成（３） ワーディング①：設問の構成、回答方法 

（事前）事前に指示されている内容について下調べ

をしておく 

（事後）前回の講義内容を、配布資料をもとに復習

する 

※事前学習時間＋事後学習時間＝1 時間を目安とす

る 

10 調査票の作成（４） ワーディング②：ワーディングの注意点 

（事前）事前に指示されている内容について下調べ

をしておく 

（事後）前回の講義内容を、配布資料をもとに復習

する 

※事前学習時間＋事後学習時間＝1 時間を目安とす

る 

11 調査票の作成（５） 調査票全体の構成 

（事前）事前に指示されている内容について下調べ

をしておく 

（事後）前回の講義内容を、配布資料をもとに復習
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する 

※事前学習時間＋事後学習時間＝1 時間を目安とす

る 

12 調査の実施 調査実施の方法、調査時の注意点 

（事前）事前に指示されている内容について下調べ

をしておく 

（事後）前回の講義内容を、配布資料をもとに復習

する 

※事前学習時間＋事後学習時間＝1 時間を目安とす

る 

13 データの作成（１） エディティング、コーディング 

（事前）事前に指示されている内容について下調べ

をしておく 

（事後）前回の講義内容を、配布資料をもとに復習

する 

※事前学習時間＋事後学習時間＝1 時間を目安とす

る 

14 データの作成（２） アフターコーディング、エラーチェック 

（事前）事前に指示されている内容について下調べ

をしておく 

（事後）前回の講義内容を、配布資料をもとに復習

する 

※事前学習時間＋事後学習時間＝1 時間を目安とす

る 

15 データの保存と報告 
データの保存方法、コードブックの作

成、調査結果の報告時の注意点 

（事前）事前に指示されている内容について下調べ

をしておく 

（事後）前回の講義内容を、配布資料をもとに復習

する 

※事前学習時間＋事後学習時間＝1 時間を目安とす

る 

 

関連科目 調査実践演習 I、調査実践演習 II 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
受講態度 20％、課題と試験 80％ 

学生への 

メッセージ 
社会調査士資格の取得に必要な科目です。資格の取得を考えている人は必ず受講してください。 

担当者の 

研究室等 
11 号館 8階 共同研究室 （5） 

備考  
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科目名 ビジネスデータ分析 科目名（英文） Business Data Analysis 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 樋口 友紀 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎,DP2◎ 

科目ナンバリング IDS2024a0 

 

授業概要・ 

目的 

計量的データをもちいた分析は、統計学的な裏づけによって支えられている。この講義は、計量的な調査データを用いた実証研究に必要な統計的

知識を学ぶものである。具体的に取り上げる内容は、変数の種類、代表値、Σ、分散と標準偏差、相関係数、回帰直線、確率変数、確率分布、正

規分布、t分布、χ2 分布、母平均・母分散の推定、帰無仮説、平均の差の検定、母相関係数の検定、独立性の検定、エラボレーションなどで、こ

れらを体系的に習得することが本講義の目的である。 

到達目標 

１．経営諸科学に関する統計データを整理し、適切な表・グラフで表現できる。 

２．基本統計量および 2変量間の関係性を理解し、数値で表現することができる。 

３．検定・推定の基本的な考え方を理解し、計算及び結果の読み取りができる。 

４．Excel 等を使用した統計分析の能力を身につける。（DP３） 

５．知的専門職業人として企業社会で活躍するために、実際の情報やデータを活用し、その結果を適切に表現できる。 

授業方法と 

留意点 

配布資料をもとに説明を行い、演習を取り入れつつ授業を進める。講義内容に関連する演習問題を解くことで理解を深める。講義では適宜 Excel

を利用する。 

科目学習の 

効果（資格） 

実用的な学問であるため、将来様々な分野の仕事で生かすことができる。 

社会調査士資格の取得に必要となる科目（D科目）である。 

統計検定３級の出題範囲表（一部）に対応している。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 イントロダクション 
授業の進め方、評価方法 

変数と尺度水準 
配付資料を読んでおく（30 分） 

2 記述統計（１） 基本統計量のおさらい 
事後課題に取り組む（60 分） 

配布資料を読んでおく（30 分） 

3 記述統計（２） 
データの読み取り 

グラフの作成 

事後課題に取り組む（60 分） 

配布資料を読んでおく（30 分） 

4 相関と回帰（１） 
相関係数 

回帰分析（１） 

事後課題に取り組む（60 分） 

配布資料を読んでおく（30 分） 

5 相関と回帰（２） 
回帰分析（２） 

標準化 

事後課題に取り組む（60 分） 

配布資料を読んでおく（30 分） 

6 確率分布（１） 
確率論の基礎 

同時確率変数 

事後課題に取り組む（60 分） 

配布資料を読んでおく（30 分） 

7 確率分布（２） 
二項分布 

正規分布 

事後課題に取り組む（60 分） 

配布資料を読んでおく（30 分） 

8 推測統計（１） 
母集団と標本 

信頼区間 

事後課題に取り組む（60 分） 

配布資料を読んでおく（30 分） 

9 推測統計（２） 
統計的仮説検定の考え方 

無相関検定 

事後課題に取り組む（60 分） 

配布資料を読んでおく（30 分） 

10 推測統計（３） 平均値差の検定 
事後課題に取り組む（60 分） 

配布資料を読んでおく（30 分） 

11 推測統計（４） 
SPSS の使い方 

さまざまな検定 

事後課題に取り組む（60 分） 

配布資料を読んでおく（30 分） 

12 ２変量と多変量 
SPSS による２変量解析の練習 

多変量解析とは 

事後課題に取り組む（60 分） 

配布資料を読んでおく（30 分） 

13 期末課題（１） 期末レポート（１） 
事後課題に取り組む（60 分） 

配布資料を読んでおく（30 分） 

14 期末課題（２） 期末レポート（２） 
事後課題に取り組む（60 分） 

配布資料を読んでおく（30 分） 

15 全体のまとめと復習 全体の振り返りと復習 全体の内容を見直しておく（120 分） 

 

関連科目 経営統計学、データサイエンスⅠ（マーケティング情報解析）、調査実践演習ⅠⅡ（市場調査実習ⅠⅡ） 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
講義時の課題 70%、期末レポート 30% 

学生への 

メッセージ 

理解できないところを、理解できないままにしておかないこと。 

わからないところは、遠慮なく質問してください。 

担当者の 

研究室等 
11 号館 8階 樋口研究室 

備考 
毎回の課題（演習問題）については次週の講義で解説を行う。 

毎週の事前・事後学習にかける時間の目安は 4～5時間程度とする。 
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科目名 マーケティング情報解析 科目名（英文） Marketing Information Analysis 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 樋口 友紀 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎,DP2◎ 

科目ナンバリング IDS2025a0 

 

授業概要・ 

目的 

近年、マーケティング戦略の立案などに際し、市場調査が頻繁に利用されている。市場調査により収集されたマーケティング・データは、企業の

意思決定において様々な形で利用される。ただし、これらのデータはそのままの形では有効に利用することが難しい。よって、種々の分析手法を

もって、まずは有益な情報に変換されることとなる。本講義では、このようなマーケティング・データを扱うためのデータ分析手法について、多

変量解析を中心に学習する。 

到達目標 

１．経営諸科学に関する統計データに対し、統計的仮説検定の考え方や 2変量および多変量解析の手法を学習することで、情報の収集・分析の能

力を身につける。（DP３） 

２．企業社会における諸問題に対し、データを分析することで得られた客観的な事実をもって対処する、問題解決力を身につける。 

３．データの特徴を理解し、適切な分析手法の適用から得られた結果や情報を、正しく相手に伝える表現力を身につける。 

授業方法と 

留意点 

本講義では Excel および SPSS を使用します。 

毎回の講義時に、講義内容に関連する課題を課します（Moodle からの提出）。 

また、授業の連絡等には Teams を利用します。 

科目学習の 

効果（資格） 

実用的な学問であるため、将来様々な分野の仕事で生かすことができる。 

社会調査士資格の取得に必要となる科目（E科目）である。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 イントロダクション 
マーケティング・リサーチとデータ分析

の関係について 
事後学習：配布レジュメの見直し 

2 
リサーチの流れとデータの

役割 

マーケティング・リサーチの基本知識、

実行手順などについて 

事前学習：前回配布レジュメの見直し 

事後学習：配布レジュメを見直し、課題を解くこと 

3 基礎統計 記述統計、グラフなど 
事前学習：前回配布レジュメの見直し 

事後学習：配布レジュメを見直し、課題を解くこと 

4 仮説検定(1) 無相関検定 
事前学習：前回配布レジュメの見直し 

事後学習：配布レジュメを見直し、課題を解くこと 

5 仮説検定(2) カイ二乗検定 
事前学習：前回配布レジュメの見直し 

事後学習：配布レジュメを見直し、課題を解くこと 

6 仮説検定(3) 平均値の差による検定 
事前学習：前回配布レジュメの見直し 

事後学習：配布レジュメを見直し、課題を解くこと 

7 多変量解析(1) 回帰・重回帰分析 
事前学習：前回配布レジュメの見直し 

事後学習：配布レジュメを見直し、課題を解くこと 

8 多変量解析(2) 重回帰分析を使用した需要予測 

事前学習：前回配布レジュメの見直し 

事後学習：配布レジュメを見直し、課題を解くこと 

8 回目以降対面での授業実施 

9 多変量解析(3) 時系列解析手法 
事前学習：前回配布レジュメの見直し 

事後学習：配布レジュメを見直し、課題を解くこと 

10 多変量解析(4) 分散分析・数量化理論Ⅰ類 
事前学習：前回配布レジュメの見直し 

事後学習：配布レジュメを見直し、課題を解くこと 

11 多変量解析(5) SPSS を使用した多変量解析の計算手法 
事前学習：前回配布レジュメの見直し 

事後学習：配布レジュメを見直し、課題を解くこと 

12 多変量解析(6) 判別分析・数量化理論Ⅱ類 
事前学習：前回配布レジュメの見直し 

事後学習：配布レジュメを見直し、課題を解くこと 

13 多変量解析(7) クラスター分析・コレスポンデンス分析 
事前学習：前回配布レジュメの見直し 

事後学習：配布レジュメを見直し、課題を解くこと 

14 多変量解析(8) 主成分分析・因子分析 
事前学習：前回配布レジュメの見直し 

事後学習：配布レジュメを見直し、課題を解くこと 

15 講義まとめ 
半年間の講義のまとめと復習、質問への

対応など 

講義で扱った内容を見直し、しっかりと理解するこ

と。これまでの課題を解きなおす。質問したい事項

があればまとめておく。 

 

関連科目 経営統計学、マーケティングリサーチⅡ（ビジネスデータ分析）、調査実践演習ⅠⅡ（市場調査実習ⅠⅡ） 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
講義時の課題 70%、期末レポート 30% 

学生への 

メッセージ 

理解できないところを、理解できないままにしておかないこと。 

わからないところは、遠慮なく質問してください。 

担当者の 

研究室等 
11 号館 8階、樋口研究室 

備考 
毎回の課題（演習問題）については次週の講義で解説を行う。 

毎週の事前・事後学習にかける時間の目安は 4～5時間程度とする。 
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科目名 ビジネスシミュレーション 科目名（英文） Business Simulation 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 大月 庄治 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎,DP2◎ 

科目ナンバリング IDS2026a0 

 

授業概要・ 

目的 

シミュレーションとはコンピュータを用いて現象をモデル化して実験する方法です。コンピュータの発展にともなって地球規模のシミュレーショ

ンも行えるようになってきました。 

この授業ではシミュレーションの基礎を学び、その上でビジネスの現場でシミュレーションがどのように使えるかについて学びます。 

到達目標 

この授業での到達目標は次のとおりです。 

（１）シミュレーションを構成する要素が説明できる 

（２）シミュレーションの有効性と限界を説明できる 

（３）ビジネスにおけるシミュレーションモデルの提案ができる 

授業方法と 

留意点 

コンピュータを用いた体験を含めた学習を行う。課題を多く出すため、授業への出席は必須である。 

授業内ではシミュレーションの活用についてのグループディスカッションやシミュレーション自体を製作する演習なども行う。 

企業・団体等の実務者によるレクチャーも検討している。 

科目学習の 

効果（資格） 
基本情報処理技術者や中小企業診断士などの情報技術と経営の実践に関する知識 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 オリエンテーション 
この授業の進め方、必要とする関連知識

の説明 

事前：シラバスを読む（３０分） 

事後：関連知識のキーワードを調べる（１時間） 

2 シミュレーション概論 シミュレーションとは何かを知る 

事前：シミュレーションについて過去に習った内容

を見直す（１時間） 

事後：購買行動について分枝限定法を試す（３０分） 

3 品質情報基礎（１） 

経営情報で扱う基礎的な分析技法、ＱＣ

７つ道具、ヒストグラム、散布図などに

ついて総合的に概要を整理 

事前：前回の講義ノートを読んでくる（３０分） 

事後：今回の講義ノートを読み返して理解を深めて

おく（３０分） 

4 品質情報基礎（２） 

経営情報で扱う基礎的な分析技法、ＱＣ

７つ道具、ヒストグラム、散布図などに

ついて総合的に概要を整理 

事前：前回の講義ノートを読んでくる（３０分） 

事後：今回の講義ノートを読み返して理解を深めて

おく（３０分） 

5 販売情報分析（１） 

販売動向によるデータの加工および分

析、さらに今後の戦略を考えるための技

法の活用方法 

事前：前回の講義ノートを読んでくる（３０分） 

事後：今回の講義ノートを読み返して理解を深めて

おく（３０分） 

6 販売情報分析（２） 

販売動向によるデータの加工および分

析、さらに今後の戦略を考えるための技

法の活用方法 

事前：前回の講義ノートを読んでくる（３０分） 

事後：今回の講義ノートを読み返して理解を深めて

おく（３０分） 

7 中間グループワーク 
反転授業 

グループディスカッション 

事前：事例報告の準備（２時間） 

事後：事例に関する復習（３０分） 

8 投資経済性分析（１） 

原価情報と経済性分析、利益情報分析、

投資プロジェクトの経済性分析などと、

さまざまなシミュレーションによる問

題解決の方法 

事前：前回の講義ノートを読んでくる（３０分） 

事後：今回の講義ノートを読み返して理解を深めて

おく（３０分） 

9 投資経済性分析（２） 

原価情報と経済性分析、利益情報分析、

投資プロジェクトの経済性分析などと、

さまざまなシミュレーションによる問

題解決の方法 

事前：前回の講義ノートを読んでくる（３０分） 

事後：今回の講義ノートを読み返して理解を深めて

おく（３０分） 

10 経営シミュレーション（１） 

問題解決のためにシミュレーションに

よって最適解を求める技法である発注

シミュレーション、日程計画シミュレー

ション、待ち行列シミュレーションなど 

事前：前回の講義ノートを読んでくる（３０分） 

事後：今回の講義ノートを読み返して理解を深めて

おく（３０分） 

11 経営シミュレーション（２） 

問題解決のためにシミュレーションに

よって最適解を求める技法である発注

シミュレーション、日程計画シミュレー

ション、待ち行列シミュレーションなど 

事前：前回の講義ノートを読んでくる（３０分） 

事後：今回の講義ノートを読み返して理解を深めて

おく（３０分） 

12 モデリング演習（１） 任意の方法でシミュレーションを作る 

事前：シミュレートしたいものを複数用意する（２

時間） 

事後：シミュレーションを試す（１時間） 

13 モデリング演習（２） 任意の方法でシミュレーションを作る 
事前：シミュレーションの作成（２時間） 

事後：発表のポイントをまとめる（３０分） 

14 モデリング演習（３） 
グループ発表 

作成したシミュレーションの説明 

事前：プレゼンテーションの準備を行う（１時間） 

事後：聴講した発表についてまとめる（３０分） 

15 本授業のまとめ 授業で習ったことの体系化を行う 
事前：これまで習ったことの確認（２時間） 

事後：ノートをまとめる（１時間） 

 

関連科目  

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 意思決定のための経営情報シミュレーション 飯島 正樹他 同文舘出版 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    
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評価方法 

（基準） 

期末レポート 40％ 

授業中の課題 40％ 

発表などの成果物 20％ 

学生への 

メッセージ 

シミュレーションはビジネスでも日常生活でも使える有用な手法です。コンピュータの利便性を活かせるシミュレーションについて理解して、経

営情報学の面白さに触れて下さい。 

担当者の 

研究室等 
 

備考  
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科目名 マーケティングサイエンス 科目名（英文） Marketing Science 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 針尾 大嗣 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎,DP2◎ 

科目ナンバリング IDS2027a0 

 

授業概要・ 

目的 

これからのマーケッターは、データを読む力、データを扱う力、データを分類する力、データから予測する力、そしてデータに基づいて説明する

力、いわゆるデータサイエンスの力が求められる。そこで本講義では、消費者のニーズや消費行動を科学的に理解するための統計理論及び各種デ

ータ分析技法について、実習を通して実践的に学んでいく。 

到達目標 

・基本統計量の意味を十分理解し、実際の統計分析において利用できる。 

・SPSS/Excel を使用して基本的な統計処理・分析ができる。具体的には、基本統計量の出力、散布図等グラフ類の作表、相関分析について 

・検定・推定の基本的な考え方を理解し、SPSS/Excel および手計算にて算出できる。 

・ビジネス・パーソンとして活躍するための前提となる ICT 活用能力を身につける。 

・問題発見能力、情報の収集・選別・分析力を身につける。（DP１・DP２） 

授業方法と 

留意点 

・授業は、「演習」形式で進める。 

・教材は、指定教科書および配布資料を使用する。 

・指定教科書は、受講前に購入しておくこと。 

科目学習の 

効果（資格） 
 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 イントロダクション 

・講義の進め方、評価について説明 

・SPSS 基本操作の確認 

・統計学基礎力テスト 

予習：事前に配布した資料の空欄箇所について調べ

穴埋めしておくこと。 

復習：講義終了時に科した課題について、講義内容

を踏まえてまとめておくこと。次回、指名回答させ

る。 

（学習時間目安予習 60 分、復習 30 分程度） 

2 相関と回帰① 

・相関係数 

・相関分析 

・SPSS での操作 

予習：事前に配布した資料の空欄箇所について調べ

穴埋めしておくこと。 

復習：講義終了時に科した課題について、講義内容

を踏まえてまとめておくこと。次回、指名回答させ

る。 

（学習時間目安予習 60 分、復習 30 分程度） 

3 相関と回帰② 

・回帰係数 

・回帰分析 

・SPSS での操作 

予習：事前に配布した資料の空欄箇所について調べ

穴埋めしておくこと。 

復習：講義終了時に科した課題について、講義内容

を踏まえてまとめておくこと。次回、指名回答させ

る。 

（学習時間目安予習 60 分、復習 30 分程度） 

4 相関と回帰③ 
・重回帰分析 

・分析を行う上での留意事項 

予習：事前に配布した資料の空欄箇所について調べ

穴埋めしておくこと。 

復習：講義終了時に科した課題について、講義内容

を踏まえてまとめておくこと。次回、指名回答させ

る。 

（学習時間目安予習 60 分、復習 30 分程度） 

5 類型化と分類① 

・判別分析 

・クラスター分析 

・SPSS での操作 

予習：事前に配布した資料の空欄箇所について調べ

穴埋めしておくこと。 

復習：講義終了時に科した課題について、講義内容

を踏まえてまとめておくこと。次回、指名回答させ

る。 

（学習時間目安予習 60 分、復習 30 分程度） 

6 類型化と分類② 
・判別分析と重回帰分析 

・分析を行う上での留意事項 

予習：事前に配布した資料の空欄箇所について調べ

穴埋めしておくこと。 

復習：講義終了時に科した課題について、講義内容

を踏まえてまとめておくこと。次回、指名回答させ

る。 

（学習時間目安予習 60 分、復習 30 分程度） 

7 
変数の縮約と潜在因子の発

見① 

・主成分 

・主成分析の考え方 

・SPSS での操作 

予習：事前に配布した資料の空欄箇所について調べ

穴埋めしておくこと。 

復習：講義終了時に科した課題について、講義内容

を踏まえてまとめておくこと。次回、指名回答させ

る。 

（学習時間目安予習 60 分、復習 30 分程度） 

8 
変数の縮約と潜在因子の発

見② 

・因子 

・因子分析の考え方 

・SPSS での操作 

予習：事前に配布した資料の空欄箇所について調べ

穴埋めしておくこと。 

復習：講義終了時に科した課題について、講義内容

を踏まえてまとめておくこと。次回、指名回答させ

る。 

（学習時間目安予習 60 分、復習 30 分程度） 

9 前半まとめとテスト 
・前半まとめと 

・中間テスト 

予習：事前に配布した資料の空欄箇所について調べ

穴埋めしておくこと。 

復習：講義終了時に科した課題について、講義内容

を踏まえてまとめておくこと。次回、指名回答させ

る。 

（学習時間目安予習 60 分、復習 30 分程度） 

10 
変数の縮約と潜在因子の発

見③ 

・主成分分析と因子分析 

・分析を行う上での留意事項 

予習：事前に配布した資料の空欄箇所について調べ

穴埋めしておくこと。 

復習：講義終了時に科した課題について、講義内容

を踏まえてまとめておくこと。次回、指名回答させ
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る。 

（学習時間目安予習 60 分、復習 30 分程度） 

11 検定① 

・検定の考え方と種類 

・独立性の検定 

・SPSS での操作 

予習：事前に配布した資料の空欄箇所について調べ

穴埋めしておくこと。 

復習：講義終了時に科した課題について、講義内容

を踏まえてまとめておくこと。次回、指名回答させ

る。 

（学習時間目安予習 60 分、復習 30 分程度） 

12 検定② 

・1サンプルの t検定 

・対応のあるサンプルの t検定 

・SPSS での操作 

予習：事前に配布した資料の空欄箇所について調べ

穴埋めしておくこと。 

復習：講義終了時に科した課題について、講義内容

を踏まえてまとめておくこと。次回、指名回答させ

る。 

（学習時間目安予習 60 分、復習 30 分程度） 

13 検定③ ・分析を行う上での留意事項 

予習：事前に配布した資料の空欄箇所について調べ

穴埋めしておくこと。 

復習：講義終了時に科した課題について、講義内容

を踏まえてまとめておくこと。次回、指名回答させ

る。 

（学習時間目安予習 60 分、復習 30 分程度） 

14 後半まとめとテスト 
・後半まとめと 

・期末テスト 

予習：事前に配布した資料の空欄箇所について調べ

穴埋めしておくこと。 

復習：講義終了時に科した課題について、講義内容

を踏まえてまとめておくこと。次回、指名回答させ

る。 

（学習時間目安予習 60 分、復習 30 分程度） 

15 総括 
主に以下について取り上げる 

・まとめ 

予習：事前に配布した資料の空欄箇所について調べ

穴埋めしておくこと。 

復習：講義終了時に科した課題について、講義内容

を踏まえてまとめておくこと。次回、指名回答させ

る。 

（学習時間目安予習 60 分、復習 30 分程度） 

 

関連科目 経営統計学、ビジネス情報処理 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
テスト（80%）、レポートもしくは小テスト（20%） 

学生への 

メッセージ 
 

担当者の 

研究室等 
11 号館 7階（針尾教授室） 

備考 

新型コロナの感染被害状況により、対面からオンラインに切り替える場合もあります。その場合、在宅での受講条件として Excel を必要とします

ので、履修登録前に確認をしておいてください。 

 

テストや出席に関する不正については厳しく対応します。またテスト実施日及び各回で取り扱うテーマについては、進行状況によって変更する場

合があります。 
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科目名 プログラミングⅠ 科目名（英文） Programming I 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 大月 庄治 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎,DP2◎ 

科目ナンバリング IDS2028a0 

 

授業概要・ 

目的 

当授業では、プログラミングに必要な基礎知識と Python を用いたプログラムの書き方について学習します。授業内容や課題の難易度は、プログ

ラミングの初学者を対象としています。アルゴリズムを考えて、フローチャートを理解し、Python で簡単なプログラムが作成できる能力の獲得

を目的とします。 

到達目標 

（１）アルゴリズムを考えてフローチャートを書くことができる（DP３） 

（２）Python の文法が理解できる 

（３）プログラミング言語を独習できる知識が身につく（DP３） 

授業方法と 

留意点 

授業資料（PDF）は、各回の授業日までに Web Folder のプログラミングⅠまたはプログラミングⅡのクラスにアップロードします。毎回の授業

でテーマに関する演習課題を課します。提出期限が設定されているため、毎週必ず取り組みましょう。 

科目学習の 

効果（資格） 
基本情報技術者試験 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 イントロダクション 
経営学部でプログラミングを学ぶ意義、

授業の進め方、評価について 

事前：シラバスを確認（20 分） 

事後：授業内容見直し（30 分） 

2 プログラミングの理解（１） ビジュアルプログラミング 

事前：「ビジュアルプログラミング」について調べ

る（20 分） 

事後：授業内容見直し（30 分） 

3 プログラミングの理解（２） アルゴリズム、制御構造 

事前：「アルゴリズム、制御構造」について調べる

（20 分） 

事後：授業内容見直し（30 分） 

4 プログラミングの理解（３） フローチャート、変数 

事前：「フローチャート、変数」について調べる（20

分） 

事後：授業内容見直し（30 分） 

5 
ゲーム制作を通してプログ

ラミングを学ぶ（１） 
倍数の判定、素数の判定 

事前：「倍数判定、素数判定」について調べる（20

分） 

事後：授業内容見直し（30 分） 

6 
ゲーム制作を通してプログ

ラミングを学ぶ（２） 
簡単なゲームの作成 

事前：ビジュアルプログラミングを用いたゲームデ

ザインについて調べる（20 分） 

事後：授業内容見直し（30 分） 

7 
Python によるプログラミン

グ（１） 
プログラミングの基本ルール、画面出力 

事前：Python の「画面出力」について調べる（20

分） 

事後：授業内容見直し（30 分） 

8 
Python によるプログラミン

グ（２） 
式と演算、変数 

事前：Python の「式と演算、変数」について調べる

（30 分） 

事後：授業内容見直し（30 分） 

9 
Python によるプログラミン

グ（３） 
変数、データ型 

事前：Python の「変数、データ型」について調べる

（20 分） 

事後：授業内容見直し（30 分） 

10 
Python によるプログラミン

グ（４） 
コンテナ 

事前：Python の「コンテナ」について調べる（20

分） 

事後：授業内容見直し（30 分） 

11 
Python によるプログラミン

グ（５） 
条件分岐 

事前：Python の「条件分岐」について調べる（20

分） 

事後：授業内容見直し（30 分） 

12 
Python によるプログラミン

グ（６） 
分岐構文 

事前：Python の「分岐構文」について調べる（20

分） 

事後：授業内容見直し（30 分） 

13 
Python によるプログラミン

グ（７） 
繰り返し 

事前：Python の「繰り返し」について調べる（20

分） 

事後：授業内容見直し（30 分） 

14 総括 総復習、テスト対策 
事前：これまでの内容の確認（60 分） 

事後：テスト勉強（60 分） 

15 期末テスト、質疑応答 期末テスト、質疑応答 
事前：これまでの内容の確認（60 分） 

事後：テストの振り返り（60 分） 

 

関連科目  

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 新・明解 Python 入門 第 2版 柴田 望洋 SB クリエイティブ 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

期末試験 50％、授業中の課題 50％をもとに総合的に評価します。 

この授業は演習中心であるため、出席が単位取得の必要条件となります。 

学生への 

メッセージ 

事前学習については、授業計画を確認して予習に努めましょう。事後学習では、わからないところの理解に努めましょう。 

欠席した場合は、必ず Web Folder から授業資料を取得し、自習により追いついてください。 
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友達同士で教え合って、それでも解決できなければ遠慮なく質問に来てください。 

担当者の 

研究室等 
 

備考 
Windows 操作（キーボード入力、テキストのコピー＆ペースト、ファイルの扱い）がスムーズにできると、授業に取り組みやすいのでパソコンに

慣れていない人は、「ミカタイプ」や「すし打」等でタイピング練習をしておいてください。 
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科目名 プログラミングⅡ 科目名（英文） Programming II 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 大月 庄治 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎,DP2◎ 

科目ナンバリング IDS2029a0 

 

授業概要・ 

目的 

当授業では、Python の基礎知識を持っていることを前提にして、経営分析に役立つプログラミング処理を学びます。 

企業の財務統計データを読み込み、収益性分析、安全性分析、生産性分析、成長性分析等の計算をプログラムで実装できる能力の獲得を目的とし

ます。 

到達目標 

（１）プログラミングの構成要素を説明できる 

（２）ファイルの入出力処理を理解できる 

（３）実務に応用できるプログラミング能力が身につく（DP３） 

授業方法と 

留意点 

対面授業とする。教材配布及び課題提出には Web Folder を使用する。 

毎回の授業でテーマに関する演習課題を課します。提出期限が設定されているため、毎週必ず取り組みましょう。 

科目学習の 

効果（資格） 
基本情報技術者試験 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 イントロダクション 授業の進め方、統合開発環境 

事前学習：シラバスを読む（30 分） 

事後学習：プログラミング環境の構築手順の復習

（40 分） 

2 
プログラミングの基礎知識

（１） 
プログラミングの考え方、画面出力 

事前学習：Python の「画面出力」について調べる（20

分） 

事後学習：授業内容見直し（30 分） 

3 
プログラミングの基礎知識

（２） 
変数とデータ型 

事前学習：Python の「変数とデータ型」について調

べる（20 分） 

事後学習：授業内容見直し（30 分） 

4 
プログラミングの基礎知識

（３） 
コンテナ 

事前学習：Python の「コンテナ」について調べる（20

分） 

事後学習：授業内容見直し（30 分） 

5 
プログラミングの基礎知識

（４） 
条件分岐 

事前学習：Python の「条件分岐」について調べる（20

分） 

事後学習：授業内容見直し（30 分） 

6 
プログラミングの基礎知識

（５） 
繰り返し 

事前学習：Python の「繰り返し」について調べる（20

分） 

事後学習：授業内容見直し（60 分） 

7 中間テスト 中間テスト 
事前学習：これまでのおさらい（120 分） 

事後学習：中間テストの振り返り（40 分） 

8 中間テストの復習 中間テストの復習 
事前学習：これまでのおさらい（60分） 

事後学習：授業内容見直し（40 分） 

9 プログラミングの応用（１） 関数 

事前学習：Python の「関数」について調べる（30

分） 

事後学習：授業内容見直し（30 分） 

10 プログラミングの応用（２） オブジェクト 

事前学習：Python の「オブジェクト」について調べ

る（60 分） 

事後学習：授業内容見直し（30 分） 

11 プログラミングの応用（３） モジュール 

事前学習：Python の「モジュール」について調べる

（120 分） 

事後学習：授業内容見直し（60 分） 

12 プログラミングの応用（４） 財務統計データ処理１ 

事前学習：財務統計データの計算方法とその実装方

法について調べる（120 分） 

事後学習：授業内容見直し（60 分） 

13 プログラミングの応用（５） 財務統計データ処理２ 

事前学習：財務統計データの計算方法とその実装方

法について調べる（120 分） 

事後学習：授業内容見直し（60 分） 

14 総復習 これまでのおさらい 
事前学習：これまでのおさらい（120 分） 

事後学習：授業内容見直し（60 分） 

15 期末テスト、質疑応答 期末テスト、質疑応答 
事前学習：これまでの内容の確認（120 分） 

事後学習：テストの振り返り（60 分） 

 

関連科目 プログラミング I 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 新・明解 Python 入門 第 2版 柴田 望洋 SB クリエティブ 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

期末試験 50％、授業中の課題 50％をもとに総合的に評価します。 

課題を期限内に提出できなかった場合は、大幅に減点されます。 

学生への 

メッセージ 

プログラムは数をこなさなければ身につきません。 

皆さん一人一人がプログラムを学ぶ目的を見出し、積極的に予習・復習することを期待します。 

担当者の  
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研究室等 

備考  
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科目名 情報ネットワーク 科目名（英文） Information Networks 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 針尾 大嗣 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎,DP2◎ 

科目ナンバリング IDS2030a0 

 

授業概要・ 

目的 

本講義では、社会、産業の重要なインフラストラクチャーであり、さまざまな分野で欠かせないコンピュータネットワークについて学習する。特

に、ネットワークを構成する基本的な技術を整理し、どのようにして相互にデータのやりとりができるのか、それらの技術がどのように活用され

ているのかについて平易に解説する。また、LAN やインターネットはもとより、モバイル通信およびネットワークセキュリティの基本的考え方に

ついても、最新の技術動向やトピックスを交えて講義する。 

到達目標 

・ネットワークを構成する基本的な技術とその活用について学ぶことができる。 

・セキュリティ・インシデントと基本対策について学ぶことができる。 

・企業が直面する問題に関心をもち、それらの問題解決に主体的に取り組む姿勢を身につける。（DP3） 

授業方法と 

留意点 

・授業は、教材を用いた「講義」形式で進める。 

・教材は、配布資料を使用する。 

・教材は、講義開始 1週間前に WebFolder にアップロードしておく。 

科目学習の 

効果（資格） 

身近な情報サービスを例に、それらがビジネスとして成り立つ仕組みについて理解することができる。 

IT パスポート、基本情報技術者、情報セキュリティマネジメントなど IT 系の資格を取得するのに関連する科目である。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 情報ネットワークとは 

主に以下について取り上げる。 

・ネットワークの分類 

・OSI 参照モデル 

・通信方式等 

予習：事前に配布した資料の空欄箇所について調べ

穴埋めしておくこと。 

復習：講義終了時に科した課題について、講義内容

を踏まえてまとめておくこと。次回、指名回答させ

る。 

（学習時間目安予習 60 分、復習 30 分程度） 

2 TCP/IP の基礎（１） 

主に以下について取り上げる。 

・TCP/IP 

・IP、TCP、UDP 

・IP アドレス等 

予習：事前に配布した資料の空欄箇所について調べ

穴埋めしておくこと。 

復習：講義終了時に科した課題について、講義内容

を踏まえてまとめておくこと。次回、指名回答させ

る。 

（学習時間目安予習 60 分、復習 30 分程度） 

3 TCP/IP の基礎（２） 

主に以下について取り上げる。 

・ポート 

・ARP 

・ルータ、デフォルトゲートウェイ等 

予習：事前に配布した資料の空欄箇所について調べ

穴埋めしておくこと。 

復習：講義終了時に科した課題について、講義内容

を踏まえてまとめておくこと。次回、指名回答させ

る。 

（学習時間目安予習 60 分、復習 30 分程度） 

4 有線・無線 LAN の基礎 

主に以下について取り上げる。 

・無線通信の構成、方式 

・周波数、帯域 

・無線 LAN の規格等 

予習：事前に配布した資料の空欄箇所について調べ

穴埋めしておくこと。 

復習：講義終了時に科した課題について、講義内容

を踏まえてまとめておくこと。次回、指名回答させ

る。 

（学習時間目安予習 60 分、復習 30 分程度） 

5 
インターネットとサービス

（１） 

主に以下について取り上げる。 

・インターネットの構成と接続 

・ドメイン 

・DNS 等 

予習：事前に配布した資料の空欄箇所について調べ

穴埋めしておくこと。 

復習：講義終了時に科した課題について、講義内容

を踏まえてまとめておくこと。次回、指名回答させ

る。 

（学習時間目安予習 60 分、復習 30 分程度） 

6 
インターネットとサービス

（２） 

主に以下について取り上げる。 

・認証 

・Cookie 

・メール配送の仕組み等 

予習：事前に配布した資料の空欄箇所について調べ

穴埋めしておくこと。 

復習：講義終了時に科した課題について、講義内容

を踏まえてまとめておくこと。次回、指名回答させ

る。 

（学習時間目安予習 60 分、復習 30 分程度） 

7 
インターネットとサービス

（３） 

主に以下について取り上げる。 

・DHCP 

・IP 到達性 

・ルーティングテーブル等 

・中間テスト 

予習：事前に配布した資料の空欄箇所について調べ

穴埋めしておくこと。 

復習：講義終了時に科した課題について、講義内容

を踏まえてまとめておくこと。次回、指名回答させ

る。 

（学習時間目安予習 60 分、復習 30 分程度） 

8 セキュリティの概念と対策 

主に以下について取り上げる。 

・情報セキュリティの定義と要素 

・各種セキュリティガイドライン 

・情報資産等 

予習：事前に配布した資料の空欄箇所について調べ

穴埋めしておくこと。 

復習：講義終了時に科した課題について、講義内容

を踏まえてまとめておくこと。次回、指名回答させ

る。 

（学習時間目安予習 60 分、復習 30 分程度） 

9 サイバー攻撃の手法（１） 

主に以下について取り上げる。 

・不正のメカニズム 

・代表的なサイバー攻撃 

・攻撃者のタイプ等 

予習：事前に配布した資料の空欄箇所について調べ

穴埋めしておくこと。 

復習：講義終了時に科した課題について、講義内容

を踏まえてまとめておくこと。次回、指名回答させ

る。 

（学習時間目安予習 60 分、復習 30 分程度） 

10 サイバー攻撃の手法（２） 
主に以下について取り上げる。 

・サイバー攻撃の手口、メカニズム等 

予習：事前に配布した資料の空欄箇所について調べ

穴埋めしておくこと。 

復習：講義終了時に科した課題について、講義内容

を踏まえてまとめておくこと。次回、指名回答させ

る。 
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（学習時間目安予習 60 分、復習 30 分程度） 

11 サイバー攻撃の手法（３） 
主に以下について取り上げる。 

・サイバー攻撃の手口、メカニズム等 

予習：事前に配布した資料の空欄箇所について調べ

穴埋めしておくこと。 

復習：講義終了時に科した課題について、講義内容

を踏まえてまとめておくこと。次回、指名回答させ

る。 

（学習時間目安予習 60 分、復習 30 分程度） 

12 
情報セキュリティの基礎技

術と対策（１） 

主に以下について取り上げる。 

・暗号化の考え方 

・暗号化の技術と種類 

・認証等 

予習：事前に配布した資料の空欄箇所について調べ

穴埋めしておくこと。 

復習：講義終了時に科した課題について、講義内容

を踏まえてまとめておくこと。次回、指名回答させ

る。 

（学習時間目安予習 60 分、復習 30 分程度） 

13 
情報セキュリティの基礎技

術と対策（２） 

主に以下について取り上げる。 

・多層防御 

・プロキシサーバ 

・DMZ 等 

予習：事前に配布した資料の空欄箇所について調べ

穴埋めしておくこと。 

復習：講義終了時に科した課題について、講義内容

を踏まえてまとめておくこと。次回、指名回答させ

る。 

（学習時間目安予習 60 分、復習 30 分程度） 

14 情報セキュリティの管理 

主に以下について取り上げる。 

・情報セキュリティポリシー 

・リスクアセスメント 

・情報セキュリティガバナンス 

・期末テスト 

予習：事前に配布した資料の空欄箇所について調べ

穴埋めしておくこと。 

復習：講義終了時に科した課題について、講義内容

を踏まえてまとめておくこと。次回、指名回答させ

る。 

（学習時間目安予習 60 分、復習 30 分程度） 

15 総括 
主に以下について取り上げる。 

・第 1-14 回のまとめ 

予習：事前に配布した資料の空欄箇所について調べ

穴埋めしておくこと。 

復習：講義終了時に科した課題について、講義内容

を踏まえてまとめておくこと。次回、指名回答させ

る。 

（学習時間目安予習 60 分、復習 30 分程度） 

 

関連科目 情報処理関連の基礎科目 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 ネットワークがよくわかる本 福永勇二 SB クリエイティブ 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
中間・期末テスト（70~80%）、レポートもしくは小テスト（20~30%）で評価する。 

学生への 

メッセージ 
 

担当者の 

研究室等 
11 号館 7階（針尾教授室） 

備考 テストや出席に関する不正については厳しく対応します。またテスト実施日については、講義の進行状況によって変更する場合があります。 
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科目名 マルチメディア処理Ⅰ 科目名（英文） Multimedia Processing I 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 堀井 千夏 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎,DP2◎ 

科目ナンバリング IDS2031a0 

 

授業概要・ 

目的 

デジタルコンテンツの作成技術は、教育、医療、経営など、我々の生活に関わるさまざまな分野で活用されている。本講義では、その基礎技術と

してデジタル画像処理とコンピュータグラフィックスをとりあげ、その利用技術と生成手法について学んでいく。更に、プログラミング演習を行

うことで授業内容の理解を深める。 

到達目標 デジタル画像処理とコンピュータグラフィックスの利用技術と生成手法について学び、情報技術を活用した多彩な表現力について習得する。 

授業方法と 

留意点 

初回に授業の説明を行うので、必ず出席すること。理由無く欠席した場合は受講する意思がないとみなす。私語等で授業の邪魔となる場合は退場

並びにそれ以降の受講を遠慮してもらうので注意すること。また、この授業では、ICT を活用しながら実施する。講義資料はすべて Moodle を通

じて配布する。配布期間以外の再配布はないので、必ずダウンロードして授業を受けるように。プロダクトデザインＩＩはプロダクトデザインＩ

を履修していないと合格しない。プロダクトデザインＩＩの履修を予定している者は、必ずこの科目を履修すること。 

科目学習の 

効果（資格） 
マルチメディア検定、CG クリエイター検定のための基礎知識を習得する。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
マルチメディアを用いた応

用技術 

ガイダンス、CG 映画、ビデオゲーム、

マルチメディア通信応用システム、仮想

現実感 

事前学習：なし 

事後学習：練習課題を解く(1 時間) 

2 CG の基本演習 
CG 作成手順、簡単な立体形状の作成、

CG 画像の実例紹介 

事前学習：次回の指定教材を通読し、要点を整理し

ておく（30 分） 

事後学習：練習課題を解く(1 時間) 

3 
基本的なシーンファイルの

設定 
座標系、カメラと照明の設定 

事前学習：次回の指定教材を通読し、要点を整理し

ておく（30 分） 

事後学習：練習課題を解く(1 時間) 

4 基本的な立体形状の作成 立体形状の作成方法 

事前学習：次回の指定教材を通読し、要点を整理し

ておく（30 分） 

事後学習：練習課題を解く(1 時間) 

5 物体の背景 図と地、物体背景のデザイン 

事前学習：次回の指定教材を通読し、要点を整理し

ておく（30 分） 

事後学習：練習課題を解く(1 時間) 

6 
物体の移動・回転・縮小・拡

大 
移動・回転・縮小・拡大の設定と見え方 

事前学習：次回の指定教材を通読し、要点を整理し

ておく（30 分） 

事後学習：練習課題を解く(1 時間) 

7 人間の知覚特性 
感覚と知覚による認知、視覚の特性、空

間の認識、恒常性、錯視、立体視 

事前学習：次回の指定教材を通読し、要点を整理し

ておく（30 分） 

事後学習：練習課題を解く(1 時間) 

8 
理解の確認テストと質疑応

答 

理解の確認テスト、質疑応答、前半のま

とめ 

事前学習：テストの準備（2時間） 

事後学習：テスト問題の復習（1時間） 

9 色彩表現 
加法混色、減法混色、RGB/XYZ 表示系、

マンセル表色系 

事前学習：次回の指定教材を通読し、要点を整理し

ておく（30 分） 

事後学習：練習課題を解く(1 時間) 

10 色彩デザイン演習 立体の色彩表現 

事前学習：次回の指定教材を通読し、要点を整理し

ておく（30 分） 

事後学習：練習課題を解く(1 時間) 

11 ２次元画像処理の基礎 

画像の標本化と量子化、2値化処理、合

成と変換、コントラストの変換、モザイ

ク処理、特殊効果 

事前学習：次回の指定教材を通読し、要点を整理し

ておく（30 分） 

事後学習：練習課題を解く(1 時間) 

12 物体の質感 さまざまな物体の質感 

事前学習：次回の指定教材を通読し、要点を整理し

ておく（30 分） 

事後学習：練習課題を解く(1 時間) 

13 物体の模様とデザイン テクスチャマッピング、模様とデザイン 

事前学習：次回の指定教材を通読し、要点を整理し

ておく（30 分） 

事後学習：練習課題を解く(1 時間) 

14 
理解の確認テストと質疑応

答 
理解の確認テスト、質疑応答 

事前学習：テストの準備（2時間） 

事後学習：テスト問題の復習（1時間） 

15 授業のまとめ 総括、振り返り 
事前学習：これまでの授業の復習（2時間） 

事後学習：なし 

 

関連科目 プロダクトデザイン II、情報処理関連の基礎科目 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
毎回の提出物 80％、理解の確認テスト 20％で評価する。 

学生への 

メッセージ 

後期にプロダクトデザイン II を履修する場合は、必ず事前にプロダクトデザイン Iを履修すること。プロダクトデザイン II だけを受講すること

はできない。また、オンラインでの出席は認めない。必ず授業に出席すること。 
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担当者の 

研究室等 
11 号館 8階 堀井教授室 

備考  
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科目名 コンピュータサイエンス 科目名（英文） Computer Science 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 梅原 喜政 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎,DP2◎ 

科目ナンバリング IDS2032a0 

 

授業概要・ 

目的 

 ソフトウェアの基本的な仕組みとデータベースについて理解し、要件定義・設計・開発・検証・評価までの一連のソフトウェア開発工程を学ぶ

と同時に、最新の AI について OSS を活用した開発をグループワークで体験する。 

到達目標 

 本授業は、コンピュータ・ソフトウェアに関する理解を深め、ノンプログラミングツールを用いて日常生活の不便や地域課題の解決に役立つア

プリケーションを実装する考え方や手順を習得する。 

（１）ソフトウェアの種類と仕組み、データ表現について理解する 

（２）データベースの基本的な仕組みと操作方法について理解する 

（３）最新の AI の開発と試行を体験し、それらの活用方法について理解する 

（４）ソフトウェアの開発を通して論理的思考を身につけ、問題を発見する能力の基礎を構築する（ＤＰ3） 

授業方法と 

留意点 

 本授業は、前半を講義形式、後半を実習形式として実施する。講義資料は、各回の授業日までに Web Folder にアップロードする。また、授業

内にてテーマに関する演習課題を課す。提出期限が設定されているため、必ず取り組むこと。実習は、グループワークにて取り組むものとし、成

果物を授業内にて発表する。 

科目学習の 

効果（資格） 

・世の中で活躍するソフトウェアの仕組みが理解できる。 

・ノンプログラミングツールによるソフトウェアの開発技術が身につく。 

・一連のソフトウェア開発手順を理解できる。 

・AI が身近なものであることを理解できる。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 オリエンテーション 
授業の進め方、コンピュターサイエンス

とは 

・シラバスの確認（１５分） 

・配布資料の予復習（１時間） 

2 ソフトウェア（１） 
OS、ファイルシステム、アプリケーショ

ン、ソフトウェア 

・配布資料の予復習（１時間） 

・授業内容の見直し（１時間） 

3 ソフトウェア（２） 
データと情報、検索システム、広告、ク

ラウドシステム 

・配布資料の予復習（１時間） 

・授業内容の見直し（１時間） 

4 ソフトウェア（３） 
開発方法、ライブラリ、API、知的財産、

オープンソース 

・配布資料の予復習（１時間） 

・授業内容の見直し（１時間） 

5 データベース（１） 関係データベース、正規化、SQL 
・配布資料の予復習（１時間） 

・授業内容の見直し（１時間） 

6 データベース（２） SQL を用いたデータ検索、データ結合 
・配布資料の予復習（１時間） 

・授業内容の見直し（１時間） 

7 データベース（３） SQL を用いたデータ集計 
・配布資料の予復習（１時間） 

・授業内容の見直し（１時間） 

8 データベース（４） 
NoSQL データベース、CAP 定理、データ

モデル 

・配布資料の予復習（１時間） 

・授業内容の見直し（１時間） 

9 アプリ開発（１） 要件定義（グループワーク） ・要件定義書の作成（１時間） 

10 アプリ開発（２） アプリ設計（グループワーク） ・設計書類の作成（１時間） 

11 アプリ開発（３） アプリ開発・検証（グループワーク） ・アプリケーションの実装（１時間） 

12 AI 実践（１） AI の仕組みと試行 
・配布資料の予復習（１時間） 

・授業内容の見直し（１時間） 

13 AI 実践（２） AI の独自データ学習 ・学習データの収集と整備（２時間） 

14 AI 実践（３） AI 活用方法の発表 ・発表資料の作成（１時間） 

15 総括 総復習 ・授業内容の振り返り（１時間） 

 

関連科目  

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 教養としてのコンピューターサイエンス ブライアン・カーニハン 日経 BP 

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

 授業中の課題（50％）、グループワークとアプリの出来栄え（50％）をもとに総合的に評価する。この授業は演習中心であるため、出席が単位

取得の必要条件となる。 

学生への 

メッセージ 
 質問はいつでも歓迎します。目的意識を持ち積極的に授業に参加して下さい。 

担当者の 

研究室等 
11 号館 7階（梅原講師室） 

備考  
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科目名 経営情報システムⅠ 科目名（英文） Management Information Systems I 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 久保 貞也 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎,DP2◎ 

科目ナンバリング IDS2033a0 

 

授業概要・ 

目的 

組織の経営において、経営情報システムはもっとも重要な要素の一つである。現在の情報社会を構築し、また、発展させ続けているのは情報シス

テムを効果的に活用している組織や団体などである。 

本講義では、経営情報システムの利点に関する基本的な知識や発展の経緯を学ぶとともに、最新の技術動向についても紹介する。 

 

 

 

 

 

 

SDGs-9,12 

到達目標 

（１）経営情報システムの重要性を説明できる 

（２）経営情報システムを支える技術について知識を持っている 

（３）経営情報システムの構築と運用における課題について説明できる 

DP3 

授業方法と 

留意点 

スライド資料を使いながら、事例や理論について説明する。学生が講義中に最新動向を調べて発表したり、グループによるディスカッション、デ

ィベートなども行う。 

科目学習の 

効果（資格） 

企業経営において情報技術がどのように活用されているかについての理解が深まる。 

IT パスポートをはじめとする情報処理技術者試験を受験する援助となる。 

中小企業診断士試験を受験する援助となる。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 イントロダクション 
授業の進め方、評価方法、情報社会と経

営情報システム 

予習：シラバスを読んでおく（３０分） 

復習：ディスカッションの準備（１時間） 

2 経営情報システムの知名度 

ディスカッション 

テーマ「情報システムを見たことありま

すか？」 

予習：ディスカッションの準備（１時間） 

復習：ディスカッションで出た意見のまとめ（３０

分） 

3 

企業の経営情報システム

（１） 

ものづくりと経営情報シス

テム 

生産情報、生産管理システム、品質管理 

予習：なし 

復習：授業中に出てきた用語やキーワードをテレビ

やインターネットで探す（３０分） 

4 

企業の経営情報システム

（２） 

「最強」の販売員と経営情報

システム 

POS、需要予測、在庫管理 

予習：最近の購買行動を振り返る（３０分） 

復習：授業中に出てきた用語やキーワードをテレビ

やインターネットで探す（３０分） 

5 

企業の経営情報システム

（３） 

身近にある経営応報システ

ム 

反転授業 

グループディスカッション 

予習：ディスカッションの準備（１時間） 

復習：ディスカッションで出た意見の分 

類（１時間） 

6 

経営情報システムの技術

（１） 

経営情報システムの科学 

シミュレーション、モデリング 

予習：シミュレーション、モデリングと名のつくも

のを調べる（１時間） 

復習：授業中に出てきた用語やキーワードをテレビ

やインターネットで探す（３０分） 

7 

経営情報システムの技術

（２） 

経営情報システムの限界 

集合知、人工知能、ビッグデータ 

予習：IT の負の面を調べる（１時間） 

復習：授業中に出てきた用語やキーワードをテレビ

やインターネットで探す（３０分） 

8 

経営情報システムの技術

（３） 

経営情報システムの最新ト

ピック 

反転授業 

グループディスカッション 

予習：ディスカッションの準備（１時間） 

復習：ディスカッションで出た意見の分類（１時間） 

9 

経営情報システムと組織

（１） 

経営情報システムを活性化

させる組織 

ナレッジマネジメント、BPR、SNS、プロ

ジェクト管理 

予習：組織的な IT 利用の例を調べる（１時間） 

復習：授業中に出てきた用語やキーワードをテレビ

やインターネットで探す（３０分） 

10 

経営情報システムと組織

（２） 

サイバー犯罪と経営情報シ

ステム 

サイバーテロ、情報セキュリティ、クラ

ウド 

予習：サイバー犯罪について調べる（１時間） 

復習：授業中に出てきた用語やキーワードをテレビ

やインターネットで探す（３０分） 

11 

経営情報システムと組織

（３） 

経営情報システムは必要か

否か？ 

反転授業 

グループディスカッション 

予習：ディスカッションの準備（１時間） 

復習：ディスカッションで出た意見の分類（１時間） 

12 

これからの経営情報システ

ム（１） 

経営情報システムを駆使で

きる人材へ 

CIO、e-ラーニング、資格情報、国の方

針など 

予習：経営情報に関する資格や職業を調べる（１時

間） 

復習：授業中に出てきた用語やキーワードをテレビ

やインターネットで探す（３０分） 

13 

これからの経営情報システ

ム（２） 

生活の豊かさと経営情報シ

ステム 

RESAS 

医療情報、自治体情報システム 

予習：RESAS を触る（１時間） 

復習：授業中に出てきた用語やキーワードをテレビ

やインターネットで探す（３０分） 

14 

これからの経営情報システ

ム（３） 

経営情報システムのこれか

らの価値 

反転授業 

グループディスカッション 

予習：ディスカッションの準備（１時間） 

復習：ディスカッションで出た意見の分類（１時間） 
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15 まとめ 講義に関する質問への回答 予習：これまでの授業内容をまとめる（２時間） 

 

関連科目 経営情報システムⅡ、プログラミング、ビジネスデータ分析、ビジネス IT 演習、ビジネスシミュレーション、流通情報システム 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 

ビジネス・キャリア検定試験標準テキスト 経営情報

システム３級 （第２版） 
久保貞也 社会保険研究所 

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

期末レポート（50%）、課題やミニレポート（30%）、授業への参加度（20%）により総合的に評価する。 

私語、遅刻など講義の進行を妨げる者については厳しく対処するので注意すること。 

学生への 

メッセージ 

経営情報は 21 世紀の経営を支える先端学問分野です。経営情報システムの重要性や面白さ、奥深さに触れて、多様な科目に興味を持ってもらい

たいと思っています。 

担当者の 

研究室等 
11 号館 7階（久保准教授室） 

備考 

事前・事後の学習課題については授業冒頭に Moodle やミニペーパーなどで提出する場合があるので授業に遅刻しないこと。 

授業では受講生が主体的に学ぶために質問力の養成を図る。サブテーマ３回のうち１回を反転授業として受講生の予習を前提としたグループディ

スカッションを計画している。積極的な授業参加と主体的な学習を期待する。 
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科目名 経営情報システムⅡ 科目名（英文） Management Information Systems II 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 小林 正樹 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎,DP2◎ 

科目ナンバリング IDS2034a0 

 

授業概要・ 

目的 

企業経営において経営情報システムは，戦略的システムとして業務遂行に欠かせない要素の一つとなっており，組織との関わりに着目しながら理

解することが求められている。この授業では，経営情報システムⅠで学習した知識を活かしながら，様々な分析手法を実際に excel によって分析

を行ない，トータルとして経営情報システム構築の一端を知ることで，その理解を深める。 

到達目標 
経営情報システムについて，事例を通して総合的に学ぶことで社会における経営情報システムの役割について知り，経営情報システムの課題や期

待について理解することができる。また，データベースを設計，開発するための知識・技能を身につけることができる。（DP3) 

授業方法と 

留意点 

ｅｘｃｅｌで演習を行ないながら授業を進める。授業では Windows の環境で進めるので，他の OS 利用者は各自で補完しておくこと。単にテキス

トと同じ結果が出て満足するだけでなく，それをどう活かせば経営的に良い方向へ動くのか，常に「経営者」の視点で問題を考えながら受講して

欲しい。 

科目学習の 

効果（資格） 

企業経営で情報技術がどのように活用されているかについての理解が深まると共に，情報システムの設計，開発に関する知識を身につけることが

できる。 

中小企業診断士試験を受験する援助となる。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 イントロダクション 本授業の方法等の確認，システムとは テキスト第 1，2章をを読んでおく（30 分） 

2 分析リテラシー 分析とは，データの捉え方 
テキスト第 3章を読んで理解する（30 分） 

テキストの例題を解く（60 分） 

3 データの所在と取り込み 
データの所在，データの取り込み，POS

システム 

テキスト第 4章を読んで理解する（30 分） 

テキストの例題を解く（60 分） 

4 データベース（1） ソート，検索，抽出 
テキスト第 5章の前半を読んで理解する（30 分） 

テキストの例題を解く（60 分） 

5 データベース（2） 

ピボットテーブル，単純集計，クロス集

計，フィルター，構成比，累計，複数集

計，ドリルダウン集計，スライサー，ピ

ボットグラフ 

テキスト第 5章の後半を読んで理解する（30 分） 

テキストの例題を解く（60 分） 

6 販売データの分析と活用（1） Z チャート，傾向変動，季節変動 
テキスト第 9章の前半を読んで理解する（30 分） 

テキストの例題を解く（60 分） 

7 販売データの分析と活用（2） 
販売計画の作成と評価，商品や部門の評

価，ABC 分析，パレート分析 

テキスト第 9章の後半を読んで理解する（30 分） 

テキストの例題を解く（60 分） 

8 生産データの分析と活用（1） 在庫管理，定期発注方式，定量発注方式 
テキスト第 10 章の前半を読んで理解する（30 分） 

テキストの例題を解く（60 分） 

9 生産データの分析と活用（2） 
線形計画法，生産計画，輸送計画，人員

配置計画 

テキスト第 10 章の後半を読んで理解する（30 分） 

テキストの例題を解く（60 分） 

10 会計データの分析と活用（1） 各種経営指標 
テキスト第 11 章の前半を読んで理解する（30 分） 

テキストの例題を解く（60 分） 

11 会計データの分析と活用（2） 損益分岐点分析，キャッシュフロー分析 
テキスト第 11 章の後半を読んで理解する（30 分） 

テキストの例題を解く（60 分） 

12 
設備投資に関する分析と活

用 
正味現在価値，投資シミュレーション 

テキスト第 12 章を読んで理解する（30 分） 

テキストの例題を解く（60 分） 

13 POS データの分析と活用（1） デシル分析，RFM 分析 
テキスト第 13 章の前半を読んで理解する（30 分） 

テキストの例題を解く（60 分） 

14 
POS データの分析と活用（2）

とまとめ 

バスケット分析，トータルとしてのシス

テム 

テキスト第 13 章の後半を読んで理解する（30 分） 

テキストの例題を解く（60 分） 

15 
全体のまとめ，最終レポート

課題 
全体復習，最終レポート課題 全体の内容を復習しておく（120 分） 

 

関連科目 経営情報システムⅠ，プログラミング，ビジネスデータ分析 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 ビジネスデータの分析リテラシーと活用 寺島 和夫 同文舘出版 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

授業中の課題・成果物（50%），最終レポート課題（50%）をもとに総合的に評価します。 

この授業は演習中心であるため，単位修得には 8割以上の課題提出が必要となります。 

学生への 

メッセージ 

パソコンを使った演習を取り入れながら進めますので，継続的な授業への参加を期待します。 

また，授業の中で生じた疑問等の自己解決に努めるなど，積極的な参加を心がけて下さい。 

学生と教員は対立関係ではありません。同じ方を向いて進んでいきます。前進してください。うしろから見守ります。 

担当者の 

研究室等 
11 号館 8階（小林研究室） 

備考  
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科目名 プロジェクトマネジメント 科目名（英文） Project Management 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 梅原 喜政 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎,DP2◎ 

科目ナンバリング IDS2035a0 

 

授業概要・ 

目的 

コンピュータの機能と利用法の基礎的な事柄について学ぶ。コンピュータの基礎分野に関する知識の修得は、今後の情報系の科目を修得する上で

の基盤となる。コンピュータによる数値、文字、画像、音声の表現方法、およびコンピュータの主要構成要素である論理回路、コンピュータの構

成要素について学ぶ。また、コンピュータシステム、コンピュータを制御するオペレーティングシステム、ファイル処理、高水準プログラミング

言語の特徴、プログラミングの基礎、アルゴリズム、ネットワーク等について学ぶ。 

到達目標 

 本授業は、コンピュータ・ソフトウェアに関する理解を深め、コンピュータの構成要素であるハードウェアと基本ソフトウェアを中心に、コン

ピュータの機能と利用する上で理解しておくべき基礎的事項について理解する。 

（１）コンピュータの仕組み、データ表現について理解する 

（２）アルゴリズムの基本概念について理解する 

（３）コンピュータの論理的構造の理解を通して論理的思考を身につけ、問題を発見する能力の基礎を構築する（ＤＰ3） 

授業方法と 

留意点 

 本授業は、前半を講義形式、後半を実習形式として実施する。講義資料は、各回の授業日までに Web Folder にアップロードする。また、授業

内にてテーマに関する演習課題を課す。提出期限が設定されているため、必ず取り組むこと。実習は、グループワークにて取り組むものとし、成

果物を授業内にて発表する。 

科目学習の 

効果（資格） 

・普段何気なく利用しているコンピュータの仕組みが理解できる。 

・様々なデータ処理アルゴリズムを理解できる。 

・プログラミングに必要な基礎的な力が修得できる。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 オリエンテーション 授業の進め方、情報科学とは 
・シラバスの確認（１５分） 

・配布資料の予復習（１時間） 

2 数値の表現 ２進数、１０進数、１６進数 
・配布資料の予復習（１時間） 

・授業内容の見直し（１時間） 

3 数値の計算と変換 ｎ進数の計算と補数表現 
・配布資料の予復習（１時間） 

・授業内容の見直し（１時間） 

4 文字・画像・音声の表現 データの表現方法とデータ量 
・配布資料の予復習（１時間） 

・授業内容の見直し（１時間） 

5 
ハードウェアとソフトウェ

ア 
プログラムの実行と管理 

・配布資料の予復習（１時間） 

・授業内容の見直し（１時間） 

6 プログラミング（１） 

プログラムの基本概念、プロセス管理、

メモリ管理、入出力管理、 

ファイル管理 

・配布資料の予復習（１時間） 

・授業内容の見直し（１時間） 

7 プログラミング（２） プログラムの作成手順とその性質 
・配布資料の予復習（１時間） 

・授業内容の見直し（１時間） 

8 プログラミング（３） プログラムの開発技法 
・配布資料の予復習（１時間） 

・授業内容の見直し（１時間） 

9 アルゴリズム（１） 
アルゴリズムの基本、アルゴリズム記述

練習 

・配布資料の予復習（１時間） 

・授業内容の見直し（１時間） 

10 アルゴリズム（２） 整列アルゴリズム 
・配布資料の予復習（１時間） 

・授業内容の見直し（１時間） 

11 アルゴリズム（３） 探索アルゴリズム 
・配布資料の予復習（１時間） 

・授業内容の見直し（１時間） 

12 アルゴリズム（４） その他のアルゴリズム 
・配布資料の予復習（１時間） 

・授業内容の見直し（１時間） 

13 システムの開発と運用 システム開発の運用手順と運用方法 
・配布資料の予復習（１時間） 

・授業内容の見直し（１時間） 

14 データベース ファイルの種類、データ構造 
・配布資料の予復習（１時間） 

・授業内容の見直し（１時間） 

15 総括 総復習、これからの情報化社会と課題 ・授業内容の振り返り（１時間） 

 

関連科目  

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 

令和05年 イメージ＆クレバー方式でよくわかる 栢

木先生の基本情報技術者教室 
栢木 厚 技術評論社 

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

 授業中の課題（50％）、グループワークとアプリの出来栄え（50％）をもとに総合的に評価する。この授業は演習中心であるため、出席が単位

取得の必要条件となる。 

学生への 

メッセージ 
 質問はいつでも歓迎します。目的意識を持ち積極的に授業に参加して下さい。 

担当者の 

研究室等 
11 号館 7階（梅原講師室） 

備考  
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科目名 コンテンツビジネス 科目名（英文） Content Business 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 針尾 大嗣 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎,DP2◎ 

科目ナンバリング IDS2036a0 

 

授業概要・ 

目的 

本講義では、IT の急速な進展を背景として、今後高い成長が見込まれるコンテンツ（クリエイティブ）産業について学ぶ。コンテンツ産業とは、

映像、音楽、ゲーム、書籍などのコンテンツの制作や流通に携わる産業の総称であり、近年、これらコンテンツ流通のグローバル化が加速する中

で、その潜在力と波及効果の大きさから、我が国の主要な成長分野として強化・育成に取り組まれている。そこで、この講義では、代表的なコン

テンツ業界（放送、映画、広告、出版、音楽）の産業構造、市場動向、関連法、ビジネスモデル、コンテンツ制作・流通、イノベーションについ

て解説する。また後半は、非コンテンツ業界（主にメーカー）によるコンテンツビジネスに向けた取り組みの最新情勢について取り上げる。 

到達目標 

・代表的なコンテンツ（クリエイティブ）業界の構造とビジネスモデルを説明できる。 

・日米のコンテンツ産業政策の違いについて説明できる。 

・製造業、サービス業で取り組まれているコンテンツ開発の事例を取り上げ説明できる。 

・企業が直面する問題に関心をもち、それらの問題解決に主体的に取り組む姿勢を身につける。（DP3） 

授業方法と 

留意点 

・授業は、「講義中心」形式で進める。 

・教材は、配布資料を使用する。 

・教材は、講義開始 1週間前に WebFolder にアップロードしておく。 

科目学習の 

効果（資格） 
身近な情報サービスを例に、それらがビジネスとして成り立つ仕組みについて理解することができる。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 イントロダクション 

主に以下について取り上げる 

・コンテンツ（クリエイティブ）ビジネ

スとは 

・本講義で取り上げるコンテンツ（クリ

エイティブ）産業について 

予習：事前に配布した資料の空欄箇所について調べ

穴埋めしておくこと。 

復習：講義終了時に科した課題について、講義内容

を踏まえてまとめておくこと。次回、指名回答させ

る。 

（学習時間目安予習 60 分、復習 30 分程度） 

2 放送業界（１） 

主に以下について取り上げる 

・産業構造 

・市場動向 

・ビジネスモデル 

・放送法等 

予習：事前に配布した資料の空欄箇所について調べ

穴埋めしておくこと。 

復習：講義終了時に科した課題について、講義内容

を踏まえてまとめておくこと。次回、指名回答させ

る。 

（学習時間目安予習 60 分、復習 30 分程度） 

3 放送業界（２） 
主に以下について取り上げる 

・放送業界（１）の続き 

予習：事前に配布した資料の空欄箇所について調べ

穴埋めしておくこと。 

復習：講義終了時に科した課題について、講義内容

を踏まえてまとめておくこと。次回、指名回答させ

る。 

（学習時間目安予習 60 分、復習 30 分程度） 

4 映画業界（１） 

主に以下について取り上げる 

・産業構造 

・市場動向 

・ビジネスモデル 

・映画製作等 

予習：事前に配布した資料の空欄箇所について調べ

穴埋めしておくこと。 

復習：講義終了時に科した課題について、講義内容

を踏まえてまとめておくこと。次回、指名回答させ

る。 

（学習時間目安予習 60 分、復習 30 分程度） 

5 映画業界（２） 
主に以下について取り上げる 

・映画業界（１）の続き 

予習：事前に配布した資料の空欄箇所について調べ

穴埋めしておくこと。 

復習：講義終了時に科した課題について、講義内容

を踏まえてまとめておくこと。次回、指名回答させ

る。 

（学習時間目安予習 60 分、復習 30 分程度） 

6 広告業界（１） 

主に以下について取り上げる 

・産業構造 

・市場動向 

・マス広告とインターネット広告 

・ネット広告の仕組み等 

予習：事前に配布した資料の空欄箇所について調べ

穴埋めしておくこと。 

復習：講義終了時に科した課題について、講義内容

を踏まえてまとめておくこと。次回、指名回答させ

る。 

（学習時間目安予習 60 分、復習 30 分程度） 

7 広告業界（２） 

主に以下について取り上げる 

・広告業界（１）の続き 

・中間テスト 

予習：事前に配布した資料の空欄箇所について調べ

穴埋めしておくこと。 

復習：講義終了時に科した課題について、講義内容

を踏まえてまとめておくこと。次回、指名回答させ

る。 

（学習時間目安予習 60 分、復習 30 分程度） 

8 出版業界（１） 

主に以下について取り上げる 

・産業構造 

・市場動向 

・関連法 

・電子書籍流通等 

予習：事前に配布した資料の空欄箇所について調べ

穴埋めしておくこと。 

復習：講義終了時に科した課題について、講義内容

を踏まえてまとめておくこと。次回、指名回答させ

る。 

（学習時間目安予習 60 分、復習 30 分程度） 

9 出版業界（２） 
主に以下について取り上げる 

・出版業界（１）の続き 

予習：事前に配布した資料の空欄箇所について調べ

穴埋めしておくこと。 

復習：講義終了時に科した課題について、講義内容

を踏まえてまとめておくこと。次回、指名回答させ

る。 

（学習時間目安予習 60 分、復習 30 分程度） 

10 音楽業界（１） 

主に以下について取り上げる 

・産業構造 

・市場動向 

予習：事前に配布した資料の空欄箇所について調べ

穴埋めしておくこと。 

復習：講義終了時に科した課題について、講義内容
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・関連法 

・音楽 SNS 等 

を踏まえてまとめておくこと。次回、指名回答させ

る。 

（学習時間目安予習 60 分、復習 30 分程度） 

11 音楽業界（２） 
主に以下について取り上げる 

・音楽業界（１）の続き 

予習：事前に配布した資料の空欄箇所について調べ

穴埋めしておくこと。 

復習：講義終了時に科した課題について、講義内容

を踏まえてまとめておくこと。次回、指名回答させ

る。 

（学習時間目安予習 60 分、復習 30 分程度） 

12 他業界（１） 

主に以下について取り上げる 

・自動車業界を取り巻く IT 環境 

・日米中の自動車市場 

・MaaS 

・スマートカー等 

予習：事前に配布した資料の空欄箇所について調べ

穴埋めしておくこと。 

復習：講義終了時に科した課題について、講義内容

を踏まえてまとめておくこと。次回、指名回答させ

る。 

（学習時間目安予習 60 分、復習 30 分程度） 

13 他業界（２） 

主に以下について取り上げる 

・時計業界を取り巻く IT 環境 

・時計のイノベーション史 

・スマートウォッチ等 

予習：事前に配布した資料の空欄箇所について調べ

穴埋めしておくこと。 

復習：講義終了時に科した課題について、講義内容

を踏まえてまとめておくこと。次回、指名回答させ

る。 

（学習時間目安予習 60 分、復習 30 分程度） 

14 他業界（３） 

主に以下について取り上げる 

・飲料食品業界を取り巻く IT 環境 

・飲料食品メーカーによるコンテンツ開

発と目的等 

・期末テスト 

予習：事前に配布した資料の空欄箇所について調べ

穴埋めしておくこと。 

復習：講義終了時に科した課題について、講義内容

を踏まえてまとめておくこと。次回、指名回答させ

る。 

（学習時間目安予習 60 分、復習 30 分程度） 

15 総括 
主に以下について取り上げる 

・全体のまとめ 

予習：事前に配布した資料の空欄箇所について調べ

穴埋めしておくこと。 

復習：講義終了時に科した課題について、講義内容

を踏まえてまとめておくこと。次回、指名回答させ

る。 

（学習時間目安予習 60 分、復習 30 分程度） 

 

関連科目 メディア戦略論 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 配布資料   

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 初回講義にて指定   

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
中間・期末テスト（70~80%）、レポートもしくは小テスト（20~30%）で評価する。 

学生への 

メッセージ 

ウィルスの感染被害状況がどの程度のものになるか全く予想がつきませんが、おそらく健康不安を抱えたままの大学生活になることでしょう。そ

うした不安からくる負担を少しでも解消できるようこの授業では出来る限り策を講じて進めていきたいと思っています。そのためには受講生の協

力も必要です。お互いに協力しあって進めていきましょう。 

担当者の 

研究室等 
11 号館 7階（針尾教授室） 

備考 
テストや出席に関する不正については厳しく対応します。またテスト実施日および各回テーマについては、講義の進行状況によって変更する場合

があります。 
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科目名 知的財産管理論 科目名（英文） Intellectual Properties Management 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 林 正浩 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎,DP2◎ 

科目ナンバリング IDS2037a0 

 

授業概要・ 

目的 

近年、知的財産の戦略的な創造と活用が企業経営の機能として占める意義がますます高まっています。効率的な企画・開発プロセスにより高収益

体質のビジネスモデルを作り上げるためには、知的財産を成長戦略の軸として活用することが必要不可欠となっています。 

戦略的且つ、組織的な研究開発の推進により創出される企業の新たな価値（知の潜在成長力）である知的財産権の活用方法、管理体系について学

びます。 

【SDGs-９】（産業と技術革新の基盤をつくろう） 

 

【担当教員実務経歴】 

①地域金融機関（本店営業部 ベンチャー新規事業融資審査担当） 

②新日本監査法人（ベンチャー等、事業会社の無形資産価値評価） 

③ベンチャー投資財団（株式公開準備企業における特許等無形資産の戦略的管理指導） 

④静岡大学（知的財産本部副本部長 研究シーズ、特許等の出願、管理に係る指導業務） 

到達目標 

知的財産の代表格である特許権の他、著作権、製品企画・販売戦略に必要な商標権、コンテンツビジネスに係わる価値（知財権）の戦略的活用法

の基礎的知識を会得し、将来、企業における無形資産管理専門人材としての育成を目指します。（ＤＰ４） 

社会活動における知的財産権の法的効力を理解した企業人を目指します。（ＤＰ４） 

授業方法と 

留意点 

当該授業内容に関する資料を Teams のチャネル「日付」のファイルに、授業回の前週金曜日に格納しておきますので、各自、印刷準備の上、授業

に参加して下さい。 

毎回、講義内容に関する質問（小レポート）を提示します。指定時限までに提出してもらいます。 

毎回授業の最終で次回の予習項目を提示しますので、各自、事前に学習してきて下さい。 

科目学習の 

効果（資格） 

文科系分野の人材であっても、技術、発明等による製品、商品の活用手法、および法令遵守による事業遂行に係る留意すべき点を認識し、将来の

企業での業務に役立てることができます。 

特に、身の回りにある製品や商品の販売戦略、海外への進出等に必要な管理手法を会得できます。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
講座ガイダンス 

知的財産とは？ 

講座ガイダンス（勉強方法・評価方法） 

社会で活躍する知財人材とは？ 

小レポート設問による授業内容の再確

認。 

＜事後＞Teams 録画聴講による授業内容の再確認と

事例等の検索・学習（30 分） 

2 
知的財産制度 

知的財産の種類と機能 

制度としての必要性と消費生活におけ

る知的財産の役割 

小レポート設問による授業内容の再確

認。 

＜事前＞次回授業の用語についてネットや新聞等

を活用した事前学習（30 分）。 

＜事後＞Teams 録画聴講による授業内容の再確認と

事例等の検索・学習（３０分）。 

3 
知的財産制度 

知財権の法的保護 

企業における知的財産の活用手法と企

業内戦略組織の組立 

小レポート設問による授業内容の再確

認 

＜事前＞次回授業の用語についてネットや新聞等

を活用した事前学習（30 分）。 

＜事後＞Teams 録画聴講による授業内容の再確認と

事例等の検索・学習（３０分）。 

4 
知的資産の流出防止と企業

戦略 

ニーズ志向での知財戦略 

知的活用での知財戦略 

小レポート設問による授業内容の再確

認 

＜事前＞次回授業の用語についてネットや新聞等

を活用した事前学習（30 分）。 

＜事後＞Teams 録画聴講による授業内容の再確認と

事例等の検索・学習（３０分）。 

5 
文科系色の知的財産権創出

の考え方 

ビジネスモデルと差別化知財戦略にお

ける留意点 

小レポート設問による授業内容の再確

認 

＜事前＞次回授業の用語についてネットや新聞等

を活用した事前学習（30 分）。 

＜事後＞Teams 録画聴講による授業内容の再確認と

事例等の検索・学習（３０分）。 

6 
ノウハウの管理手法と企業

内知財の取扱法務 

営業秘密（不正競争防止法）と 

職務発明（事例研究）の考え方。 

小レボート設問による授業内容の再確

認 

＜事前＞次回授業の用語についてネットや新聞等

を活用した事前学習（30 分）。 

＜事後＞Teams 録画聴講による授業内容の再確認と

事例等の検索・学習（３０分）。 

7 
知的財産権の法的効力と活

用 

独占禁止法と知的財産法との関係性 

小レポート設問による授業内容の再確

認 

＜事前＞次回授業の用語についてネットや新聞等

を活用した事前学習（30 分）。 

＜事後＞Teams 録画聴講による授業内容の再確認と

事例等の検索・学習（３０分）。 

8 
知的財産権創出における知

財市場調査手法 

知的財産権調査の考え方 

知的財産権調査の実践（目的別） 

小レポート設問による授業内容の再確

認 

＜事前＞次回授業の用語についてネットや新聞等

を活用した事前学習（30 分）。 

＜事後＞Teams 録画聴講による授業内容の再確認と

事例等の検索・学習（３０分）。 

9 
企業財務における知的財産

権の位置づけ 

知財価値評価説明のための財務基礎知

識 

小レポート設問による授業内容の再確

認 

＜事前＞次回授業の用語についてネットや新聞等

を活用した事前学習（30 分）。 

＜事後＞Teams 録画聴講による授業内容の再確認と

事例等の検索・学習（３０分）。 

10 知的財産の経済的価値評価 

知財価値評価のための考え方とその必

要意義 

小レポート設問による授業内容の再確

認 

＜事前＞次回授業の用語についてネットや新聞等

を活用した事前学習（30 分）。 

＜事後＞Teams 録画聴講による授業内容の再確認と

事例等の検索・学習（３０分）。 

11 
知財ファイナンスのための

金融投資手法の基礎 

金融投資基礎知識と知財ファイナンス

の基礎 

小レポート設問による授業内容の再確

認 

＜事前＞次回授業の用語についてネットや新聞等

を活用した事前学習（30 分）。 

＜事後＞Teams 録画聴講による授業内容の再確認と

事例等の検索・学習（３０分）。 

12 
知的財産権の侵害行為と防

御手法 

侵害訴訟の考え方と法的対応策 

小レポート設問による授業内容の再確

認 

＜事前＞次回授業の用語についてネットや新聞等

を活用した事前学習（30 分）。 

＜事後＞Teams 録画聴講による授業内容の再確認と

事例等の検索・学習（３０分）。 

13 知財出願実務と契約手法 
出願実務および契約実務の留意点 

小レポート設問による授業内容の再確

＜事前＞次回授業の用語についてネットや新聞等

を活用した事前学習（30 分）。 
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認 ＜事後＞Teams 録画聴講による授業内容の再確認と

事例等の検索・学習（３０分）。 

14 
国際ライセンス手法と法務 

国際標準規格の考え方 

国際ライセンス条約と国際標準化 

小レポート設問による授業内容の再確

認 

＜事前＞次回授業の用語についてネットや新聞等

を活用した事前学習（30 分）。 

＜事後＞Teams 録画聴講による授業内容の再確認と

事例等の検索・学習（３０分）。 

15 

総論 

アニメ著作権における事業

活動 

知財立国としての知財の考え方（まと

め） 

小レポート設問による授業内容の再確

認 

＜事前＞次回授業内容についてネットや新聞等を

活用した用語等の習得（30 分）。 

＜事後＞事前学習で調べた内容の再確認と事例等

の検索・学習（３０分）。 

 

関連科目  

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 知的創造活動と知的財産 工業所有権情報・研修館 工業所有権情報・研修館 

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

①毎回の小レポート内の［設問１］に対する回答評価（評価割合：50％） 

 授業内容のお復習いとして設定してある設問について、授業から学んだ手法を用いた自身の考え方を評価し 

 ます。また小レポート内の［設問２］（授業内容に関する質問および要望）について、積極的に質問または提案 

 した場合、および予習項目について事前に調べてきた方は加点評価とします。なお、当該質問や要望については、 

 次回授業時に解説文を付けて一覧表にして学習者全員に資料配付します。 

②期末試験（評価割合：50％） 

 知的財産権の基本的な戦略的考え方を習得した知識から知恵として活用する学習効果を測定するため、総括 

 的評価として実施します。 

学生への 

メッセージ 

将来企業人の一員となるために必要な産業界（実務）の知識を習得してください。 

知的財産に関する政策や企業活動等の記事は、日々、新聞等に掲載されていますので、普段より新聞を読む習慣を身に付けてください。 

担当者の 

研究室等 
１１号館７階 林研究室 

備考 

工業所有権情報・研修館のホームページ「知的財産人材の育成」カテゴリーにある「知的創造活動と知的財産」のテキスト（無料）をダウンロー

ドし、参考資料として活用してください。 

毎回の講義資料を Teams からダウンロードして講義に臨んで下さい。講義資料は毎週金曜日に次回資料と入れ替えますので、承知して下さい。期

末定期試験てせは、講義資料（紙ベース）での持ち込みは可です。 
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科目名 情報と職業 科目名（英文） Information and Career 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 梅原 喜政 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎,DP2◎ 

科目ナンバリング IDS2038a0 

 

授業概要・ 

目的 

 情報と職業の関係について、国の政策、企業の戦略、個人の職業観の変化などの視点をもとに学修する。情報技術を専門とする職業だけでなく、

一般的な職業において、情報通信技術がいかに活用されているのか、導入する際に考慮すべき点などについて考える。そして、情報化の進展に伴

うビジネス構造の変化、変化しつつある人間の役割の変化について考え、情報化社会における情報と職業の関係を見直す。 

到達目標 

 社会において、コンピュータやインターネットなどの情報通信技術の活用が不可欠となっている。これまでとは異なる新たなビジネスが登場し、

ビジネスの構造も変化してきている。そのため、情報処理技術を用いて情報・データを収集・分析し、論理的思考のもとに様々な問題に対応する

力が求められている。そこで、情報通信技術の進展が、社会にどのような影響を及ぼしているのか、ビジネスの構造がどのように変化しているの

かについて理解する。また、職業観や仕事に対する価値観の変化、社会で求められる職務能力、職業倫理や社会的責任について知り 

授業方法と 

留意点 

 授業は、前半を講義形式、後半を個人授業課題または、グループワークにて実施する。講義資料は、各回の授業日までに Web Folder にアップ

ロードする。また、グループワークは、ディスカッションやプレゼンテーションの課題を指示する。また、実際に情報を活用したビジネスを考案

し、コンテストへの申請も検討します。 

科目学習の 

効果（資格） 

・情報と職業に関係する課題や業界・企業等への関心を高め、より容易に理解できる。 

・情報と職業に関する理解を深め、関連したニュースの基礎的な思考力・判断力が養成できる。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 イントロダクション 授業の進め方、情報技術の進展と役割 
・シラバスの確認（１５分） 

・配布資料の予復習（１時間） 

2 
情報化社会の進展とビジネ

ス人材の変化 

情報化社会のビジネス人材の要件、ビジ

ネス人材に期待されるスキル 

・配布資料の予復習（１時間） 

・授業内容の見直し（１時間） 

3 経営資源としての情報 
経営資源としての情報の収集、分析、活

用のプロセス 

・配布資料の予復習（１時間） 

・授業内容の見直し（１時間） 

4 
企業における情報の活用

（１） 
製造業における情報化 

・配布資料の予復習（１時間） 

・授業内容の見直し（１時間） 

5 
企業における情報の活用

（２） 
小売業における情報化 

・配布資料の予復習（１時間） 

・授業内容の見直し（１時間） 

6 
企業における情報の活用

（３） 
流通業における情報化 

・配布資料の予復習（１時間） 

・授業内容の見直し（１時間） 

7 
企業における情報の活用

（４） 
その他の業種における情報化 

・配布資料の予復習（１時間） 

・授業内容の見直し（１時間） 

8 インターネットビジネス 
インターネットの進展、インターネット

による新たなビジネスモデル 

・配布資料の予復習（１時間） 

・授業内容の見直し（１時間） 

9 
情報産業の発展と社会的責

任 

情報通信技術を活用する企業の社会的

責任 

・配布資料の予復習（１時間） 

・授業内容の見直し（１時間） 

10 
情報化社会におけるリスク

マネジメント（１） 

情報化社会における犯罪、職業人として

の情報倫理 

・配布資料の予復習（１時間） 

・授業内容の見直し（１時間） 

11 
情報化社会におけるリスク

マネジメント（２） 

企業の情報セキュリティ、リスク管理と

その手法 

・配布資料の予復習（１時間） 

・授業内容の見直し（１時間） 

12 
情報化社会における職業観

や価値観の変化 

情報化社会の進展に伴う職業観、価値観

の変化 

・配布資料の予復習（１時間） 

・授業内容の見直し（１時間） 

13 
人間と情報システムの関わ

り（１） 

仕事の量・質の変化、人間とシステムの

関係、企業内の情報化と求められる資

質・職務能力の変化 

・配布資料の予復習（１時間） 

・授業内容の見直し（１時間） 

14 
人間と情報システムの関わ

り（２） 

AI／サービスロボットの浸透に伴う人

材市場の動向、ヒトとシステムの共創モ

デル 

・配布資料の予復習（１時間） 

・授業内容の見直し（１時間） 

15 まとめ 総括 ・授業内容の見直し（１時間） 

 

関連科目  

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 

1 情報と職業 駒谷昇一、辰己丈夫 オーム社 

2 
超 AI 入門―ディープラーニングはどこまで進化する

のか 
松尾豊 NHK 出版 

3 コンピュータが仕事を奪う 新井紀子 日本経済新聞出版社 

 

評価方法 

（基準） 
 受講姿勢（５０％）と小レポート（５０％）をもとに総合的に評価する。 

学生への 

メッセージ 
 質問はいつでも歓迎します。目的意識を持ち積極的に授業に参加して下さい。 

担当者の 

研究室等 
11 号館 7階（梅原研究室） 

備考  
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科目名 ベンチャービジネス論 科目名（英文） Venture Business 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 林 正浩 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎,DP2◎ 

科目ナンバリング IDS3039a0 

 

授業概要・ 

目的 

新規事業の着想から，ビジネスモデルの構築，そして実際の起業に至るまでの諸課題や実務についての講義，並びに各界における起業経験者の体

験談を聞き，起業の実際，事業の維持・継続と発展に不可欠な諸要素について学びます。 

 

【担当教員実務経歴】 

・金融機関勤務（本部企画部・本店営業部与信業務） 

・ベンチャー投資財団（投資業務） 

・監査法人（ＶＢ株式上場コンサルティング） 

・ベンチャー企業監査役（複数社） 

・静岡大学大学院教授（ベンチャー創出支援事業） 

到達目標 
「起業」そのものを自身の将来の照準として身近に捉えられるよう、新規ビジネスの必要性について学び、将来の選択肢として自身のアイデアを

ビジネスに転換するための知恵を習得する起業家育成を目指します。 

授業方法と 

留意点 

授業時における小レポートについて 

 ◆毎回提示する小レポートにおける［設問１］（授業内容に関する設問）により、当日の授業内容を整理し理解を深 

  めること。 

 ◆小レポートの［設問２］（授業内容についての質問事項および要望）は、回答を付け一覧表にして次回以降での授 

  業時に資料配付するので、情報共有として疑問点と回答を読み再整理すること。 

科目学習の 

効果（資格） 
自身が取り組むべき課題の明確化により、将来、取得すべき専門知識としての資格について整理し、計画的な取得が望めます。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 講座ガイダンス 
講座ガイダンス（勉強方法・評価方法） 

起業家教育を受ける理由 

＜事後＞ 

Team 録画視聴による復習と授業で学んだキーワー

ドを調べることによる再認識（1時間） 

＜事前＞ 

授業で提示した次回予習項目について、ネット等を

活用した事前学習（30 分） 

2 
起業家を取り巻く社会シス

テム 

社会ステークホルダーとの関係と戦

略・戦術の基本的考え方 

＜事前＞ 

授業で提示した次回予習項目について、ネット等を

活用した事前学習（30 分） 

＜事後＞ 

Teams 録画視聴による復習と授業で学んだキーワー

ドを調べることによる再認識（1時間） 

3 
起業家としての経営的視点

と意思決定 

起業家に求められる資質と法人組織の

役割 

＜事前＞ 

授業で提示した次回予習項目について、ネット等を

活用した事前学習（30 分） 

＜事後＞ 

Teams 録画視聴による復習と授業で学んだキーワー

ドを調べることによる再認識（1時間） 

4 
ベンチャー企業における組

織体制 

株主との関係と戦略的医師決定手法の

考え方 

＜事前＞ 

授業で提示した次回予習項目について、ネット等を

活用した事前学習（30 分） 

＜事後＞ 

Teams 録画視聴による復習と授業で学んだキーワー

ドを調べることによる再認識（1時間） 

5 
市場参入における環境分析

能力 

事業ドメインの設定と経営資源の有効

活用 

＜事前＞ 

授業で提示した次回予習項目について、ネット等を

活用した事前学習（30 分） 

＜事後＞ 

Teams 録画視聴による復習と授業で学んだキーワー

ドを調べることによる再認識（1時間） 

6 事業における知財戦略 
事業の核となる知財の有効活用とさの

仕組みに関する基本的考え方 

＜事前＞ 

授業で提示した次回予習項目について、ネット等を

活用した事前学習（30 分） 

＜事後＞ 

Teams 録画視聴による復習と授業で学んだキーワー

ドを調べることによる再認識（1時間） 

7 
企業成長に必要な収益モデ

リング 

財務の基本的考え方と起業成功事例研

究 

＜事前＞ 

授業で提示した次回予習項目について、ネット等を

活用した事前学習（30 分） 

＜事後＞ 

Teams 録画視聴による復習と授業で学んだキーワー

ドを調べることによる再認識（1時間） 

8 事業プランニング 
起業計画に必要な基本的整理事項の理

解 

＜事前＞ 

授業で提示した次回予習項目について、ネット等を

活用した事前学習（30 分） 

＜事後＞ 

Teams 録画視聴による復習と授業で学んだキーワー

ドを調べることによる再認識（1時間） 

9 

＜非常勤講師＞① 

ベンチャー起業家による実

務体験 

ベンチャー立ち上げの動機から事業展

開に至るまでの課題とその解決の考え

方。 

＜事前＞ 

非常勤講師に関する情報をネット等で調査した上

で、質問事項の検討（30 分） 

＜事後＞ 

Teams 録画視聴による復習と授業で学んだキーワー

ドを調べることによる再認識（1時間） 
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10 

＜非常勤講師＞② 

ベンチャー起業家による実

務体験 

ベンチャー立ち上げの動機から事業展

開に至るまでの課題とその解決の考え

方。 

＜事前＞ 

非常勤講師に関する情報をネット等で調査した上

で、質問事項の検討（30 分） 

＜事後＞ 

Tems 録画視聴による復習と授業で学んだキーワー

ドを調べることによる再認識（1時間） 

11 

＜非常勤講師＞③ 

ベンチャー起業家による実

務体験 

ベンチャー立ち上げの動機から事業展

開に至るまでの課題とその解決の考え

方。 

＜事前＞ 

非常勤講師に関する情報をネット等で調査した上

で、質問事項の検討（30 分） 

＜事後＞ 

Teams 録画視聴による復習と授業で学んだキーワー

ドを調べることによる再認識（1時間） 

12 

＜非常勤講師＞④ 

ベンチャー起業家支援機関

による実務 

業家支援の立場で求められる起業家像

について、対談方式にて説明。 

＜事前＞ 

非常勤講師に関する情報をネット等で調査した上

で、質問事項の検討（30 分） 

＜事後＞ 

Teams 録画視聴による復習と授業で学んだキーワー

ドを調べることによる再認識（1時間） 

13 
ベンチャー起業家における

リスク認識 

起業家に伴う様々なリスクをどのよう

に認識し、低減させるかについての考え

方 

＜事前＞ 

授業で提示した次回予習項目について、ネット等を

活用した事前学習（30 分） 

＜事後＞ 

Teams 録画視聴による復習と授業で学んだキーワー

ドを調べることによる再認識（1時間） 

14 事業管理の考え方 
起業家に必要な資質である企業管理者

としての役割 

＜事前＞ 

授業で提示した次回予習項目について、ネット等を

活用した事前学習（30 分） 

＜事後＞ 

Teams 録画視聴による復習と授業で学んだキーワー

ドを調べることによる再認識（1時間） 

15 事業継続ノウハウ 事業継続と成長に向けての考え方 

＜事前＞ 

授業で提示した次回予習項目について、ネット等を

活用した事前学習（30 分） 

＜事後＞ 

Teams 録画視聴による復習と授業で学んだキーワー

ドを調べることによる再認識（1時間） 

 

関連科目 ビジネスプランニング 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

①毎回の小レポートによる評価（50％） 

 毎回の授業後に提示する小レポートの設問１について、自身の考えに基づく回答を評価する。また、設問２の質問 

 事項については、質問者を匿名にて次回の授業に全員に質問内容とその回答票を提示します。更に事前予習項目 

 の提出をもって加点評価とします。 

②期末定期試験（50％） 

 講義全般についての設問を提示します。全て記述式により自身の回答を記載してもらいます。 

 

学生への 

メッセージ 

①毎回の小レポート設問の考え方 

  次回授業の冒頭にて解説をします。なお、設問に対する回答は「正解」「不正解」を問うものではなく、小レポート 

  に記載した自身の考えを評価します。 

②非常勤講師について 

  担当する非常勤講師については、講師の都合や調整により前後する場合があります。 

 

担当者の 

研究室等 
11 号館 7階 林研究室 

備考 
毎回の講義資料は Teams にアップしますので、授業回翌週の火曜日までに各自、ダウンロードしておくようにして下さい。期末定期試験では当該

講義資料（紙ベース）での持ち込みは可です。なお、講義資料は毎週火曜日に次回の講義資料と入れ替えますので承知して下さい。 
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科目名 ビジネスプランニング 科目名（英文） Business Planning 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 林 正浩 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎,DP2◎ 

科目ナンバリング IDS3040a0 

 

授業概要・ 

目的 

企業における戦略的経営手法、事業成長施策の基本的プロセスの考え方を学ぶと共に、チーム制による起業化シミュレーションを行います。 

シミュレーション（成果物）は、「創業事業計画書」と「資金繰り計画表（４期分）の作成です。最終回にて各チームのプレゼン発表を開催しま

す。 

 

【担当教員実務経歴】 

①金融機関（本部企画部経営企画・本店営業部融資与信審査業務） 

②ベンチャー投資財団（企業投資業務） 

③監査法人（株式上場コンサルティング） 

④ベンチャー企業監査役兼務（複数社） 

【SDGs－.9】（産業と技術革新の基盤を作る） 

⑤ベンチャービジネスプラン審査員（複数機関） 

⑤文部科学省「EDGE-NEXT（ベンチャー創出）事業 実務担当者 

到達目標 
将来、企業におけるプロジェクトリーダー、プロジェクトデベロッパーを目指します。特に、昨今多く見られる企業内ベンチャーの創出、または

新規事業プロジェクトの企画業務、製品企画等のノウハウとして役立ちます。（ＤＰ４） 

授業方法と 

留意点 

【授業形態】演習講座（チームディスカッション） 

チームを編成し、チーム別にベンチャー企業設立シミュレーション（演習）を行ういます。 

各自、チーム内での役割に従い、チーム自治でディスカッションによる演習作業を進めてもらいます。したがって、欠席が事前に見込まれる学生

は、チームメンバーへ負荷が掛かりますので履修は避けて下さい（全回出席を原則とします）。 

科目学習の 

効果（資格） 

ニーズ嗜好での製品・商品企画力の養成。 

販売市場分析能力。 

組織の一員としての役割認識と遂行能力。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
講座ガイダンス 

事業プランニングとは？ 

講座ガイダンス（演習方法・評価方法） 

事業計画策定の留意点および考え方。 

授業聴講でのポイントをメモ。 

設問による授業内容の再確認 

＜事後＞ビジネスアイデアの提示（身の回りにある

不具合を改善するための提案等）（1時間） 

2 
ビジネスアイデア、コアコン

ピタンスの選定 

チーム単位で検討するビジネスアイデ

ア、コアコンピタンスの決定とチーム編

成。 

チーム内での各自役割分担。 

＜事前＞ビジネスアイデアの提示（身の回りにある

不具合を改善するための提案等）（1時間） 

＜事後＞チーム内での自身の役割に基づく考え方

の整理（30 分） 

3 
事業プランニングシミュレ

ーション演習実施 

チーム単位での事業化ディスカッショ

ン。 

＜事前＞ネットや新聞等を活用したアイデアの事

業化調査（30 分）。 

＜事後＞ディスカッションの内容整理と次回まで

の各自分担作業（1時間）。 

4 
事業プランニングシミュレ

ーション演習実施 

チーム単位での事業化ディスカッショ

ン。 

＜事前＞ネットや新聞等を活用したアイデアの事

業化調査（30 分）。 

＜事後＞ディスカッションの内容整理と次回まで

の各自分担作業（1時間）。 

5 
事業プランニングシミュレ

ーション演習実施 

チーム単位での事業化ディスカッショ

ン。 

＜事前＞ネットや新聞等を活用したアイデアの事

業化調査（30 分）。 

＜事後＞ディスカッションの内容整理と次回まで

の各自分担作業（1時間）。 

6 
事業プランニングシミュレ

ーション演習実施 

チーム単位での事業化ディスカッショ

ン。 

＜事前＞ネットや新聞等を活用したアイデアの事

業化調査（30 分）。 

＜事後＞ディスカッションの内容整理と次回まで

の各自分担作業（1時間）。 

7 
事業プランニングシミュレ

ーション演習実施 

チーム単位での事業化ディスカッショ

ン。 

＜事前＞ネットや新聞等を活用したアイデアの事

業化調査（30 分）。 

＜事後＞ディスカッションの内容整理と次回まで

の各自分担作業（1時間）。 

8 
事業プランニングシミュレ

ーション演習実施 

チーム単位での事業化ディスカッショ

ン。 

＜事前＞ネットや新聞等を活用したアイデアの事

業化調査（30 分）。 

＜事後＞ディスカッションの内容整理と次回まで

の各自分担作業（1時間）。 

9 
事業プランニングシミュレ

ーション演習実施 

チーム単位での事業化ディスカッショ

ン。 

＜事前＞ネットや新聞等を活用したアイデアの事

業化調査（30 分）。 

＜事後＞ディスカッションの内容整理と次回まで

の各自分担作業（1時間）。 

10 
事業プランニングシミュレ

ーション演習実施 

チーム単位での事業化ディスカッショ

ン。 

＜事前＞ネットや新聞等を活用したアイデアの事

業化調査（30 分）。 

＜事後＞ディスカッションの内容整理と次回まで

の各自分担作業（1時間）。 

11 
事業プランニングシミュレ

ーション演習実施 

チーム単位での事業化ディスカッショ

ン。 

＜事前＞ネットや新聞等を活用したアイデアの事

業化調査（30 分）。 

＜事後＞ディスカッションの内容整理と次回まで

の各自分担作業（1時間）。 

12 
事業プランニングシミュレ

ーション演習実施 

チーム単位での事業化ディスカッショ

ン。 

「創業事業計画書」・「資金繰り計画表」

の提出・修正 

＜事前＞チームでの成果物（創業事業計画書、資金

繰り表）の提出（１時間：チーム単位） 

＜事後＞プレゼンテーションデータの作成（１時

間：チーム単位） 

13 
事業プランニングシミュレ

ーション演習実施 

チーム単位でのプレゼンテーションデ

ータの作成および修正 

＜事前＞プレゼンデータの確認（１時間） 

＜事後＞プレゼン発表練習（各自担当部分）（１時
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プレゼンテーション事前練

習 

間） 

14 
プレゼン発表（１） 

（3～4チーム） 

各チーム単位でのベンチャー企業の事

業プレゼンを実施 

他チームプレゼン発表に対する質疑お

よび相互評価 

＜事前＞プレゼン練習（1時間）。 

＜事後＞審査による指摘点の検討（1時間）］。 

15 
プレゼン発表（２） 

（3～4チーム） 

各チーム単位でのベンチャー企業の事

業プレゼンを実施 

他チームプレゼン発表に対する質疑お

よび相互評価 

＜事前＞プレゼン練習（1時間）。 

＜事後＞審査による指摘点の検討（1時間）］。 

 

関連科目 ベンチャービジネス論 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

①プレゼン発表によるチーム単位での評価（評価割合：80％） 

  「事業計画書」「資金繰り表」「プレゼンデータ」等の提出期限厳守を基準として評価します。 

  なお、他チームの発表後、積極的に質問し自らも理解を深める者は加点評価とします。 

②期末レポート（評価割合：20％） 

  チーム単位での自身における役割の遂行度の自己評価、および当該演習（シミュレーション）により企業内人材 

  として何を得られたのか、など授業習得度に対する評価。 

学生への 

メッセージ 

通常の大学講義では得られない貴重な体験をしてもらいたい。 

就活の面接時における有効な武器（履修実績）として活用してもらいたい。 

なお、欠席が事前に見込まれる学生については、チーム単位での演習に付き、チームメンバーに迷惑等が生じますので、履修は避けて下さい（全

回出席が原則）。 

担当者の 

研究室等 
１１号館７階 林研究室 

備考 

自身のパソコンでの履修が可能な学生（各自、自身のＰＣノートを持ち込んでディスカッションしてもらいます）。 

「簿記」を履修した学生の参加を多く望みます。 

定員制ではありませんが、演習講座に付き毎回 の出席が難しい方は履修を避けて下さい。欠席があると評価対象から外れます。 
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科目名 市場調査実習Ⅰ 科目名（英文） Practice in Marketing Research I 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 樋口 友紀.金 政芸.西岡 暁廣 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎,DP2◎ 

科目ナンバリング IDS3041a0 

 

授業概要・ 

目的 

 本講義は、量的な社会調査の企画から報告書作成までの全過程を経験し、社会調査を実施する際に必要となる知識・技能を学習するものである。

受講生は、各自の関心に基づいた仮説を設定して質問項目を考え、質問項目をまとめて調査票を構成し、データの収集とデータセットの作成をお

こなう。その後、各自の仮説をもとにデータ分析をおこない、分析結果を報告書にまとめる。以上の作業を経験して受講生が独力で社会調査を実

施できるようになることが、本講義の目標である。調査のテーマは「大学生の社会生活と職業意識」を予定している。 

 市場調査実習Ⅰでは、各自の関心に基づいて仮説を設定し、調査票・コードブックを完成させるまでの作業が中心になる。 

到達目標 

計量的調査をおこなう際に必要となる知識を獲得する。 

データ分析をおこなうためのスキルを獲得する。 

計量的なデータを用いた論文が書ける（DP4）。 

授業方法と 

留意点 

本講義は、以下の 2つの形態で実施される。 

1）講義形式 2）学生が作業をおこなう実習形式 

科目学習の 

効果（資格） 

社会調査を実施する際の全過程を体験する。 

「社会調査士」資格取得に必要な科目（G科目）である。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 イントロダクション 授業の全体的な流れ、授業の進め方など 配布資料に基づく予習 

2 基本的な統計量 平均値・中央値・分散・標準偏差 

（事前）事前に指示されている内容について下調べ

をしておく（0.5 時間） 

（事後）授業内容について、自分なりの説明をまと

めておく（0.5 時間） 

3 2 変数間の関係を探る 相関係数・クロス表・平均の差 

（事前）事前に指示されている内容について下調べ

をしておく（0.5 時間） 

（事後）授業内容について、自分なりの説明をまと

めておく（0.5 時間） 

4 推測統計の考え方 推測統計の基本的な発想 

（事前）事前に指示されている内容について下調べ

をしておく（0.5 時間） 

（事後）授業内容について、自分なりの説明をまと

めておく（0.5 時間） 

5 統計的仮説検定 カイ 2乗検定、相関係数の検定、Ｔ検定 

（事前）事前に指示されている内容について下調べ

をしておく（0.5 時間） 

（事後）授業内容について、自分なりの説明をまと

めておく（0.5 時間） 

6 多変量解析 1 分散分析、重回帰分析 

（事前）事前に指示されている内容について下調べ

をしておく（0.5 時間） 

（事後）授業内容について、自分なりの説明をまと

めておく（0.5 時間） 

7 多変量解析 2 主成分分析 

（事前）事前に指示されている内容について下調べ

をしておく（0.5 時間） 

（事後）授業内容について、自分なりの説明をまと

めておく（0.5 時間） 

8 
調査テーマ・サブテーマの検

討 1 
問いと仮説の設定 

（事前・事後）各自で問いや仮説を検討する（1 時

間） 

9 
調査テーマ・サブテーマの検

討 2 
問いと仮説の設定 

（事前・事後）各自で問いや仮説を検討する（1 時

間） 

10 調査項目・質問文案の検討 1 
各自の仮説に対応した質問項目、質問文

案の作成 

（事前・事後）各自で質問項目・質問文案を検討す

る（1時間） 

11 調査項目・質問文案の検討 2 
各自の仮説に対応した質問項目、質問文

案の作成 

（事前・事後）各自で質問項目・質問文案を検討す

る（1時間） 

12 調査項目・質問文案の検討 3 質問項目、質問文案の全体での調整 
（事前・事後）各自で質問項目・質問文案を検討す

る（1時間） 

13 
データ収集方法・作業分担の

検討 
調査対象者・サンプリング方法の選定 

（事前）各自で実施案を検討する（0.5 時間） 

（事後）検討の経緯についてまとめておく（0.5 時

間） 

14 プリテスト 
仮調査票を用いたプリテストと調査票

の修正 

（事前）各自で調査票の問題点を確認しておく（0.5

時間） 

（事後）検討の経緯についてまとめておく（0.5 時

間） 

15 調査票・コードブックの作成 調査票・コードブックを完成させる 

（事前）各自で調査票の問題点を確認しておく（0.5

時間） 

（事後）検討の経緯についてまとめておく（0.5 時

間） 

 

関連科目 
市場調査入門、マーケティングリサーチⅠ（市場調査法）、経営統計学、マーケティングリサーチⅡ（ビジネスデータ分析）、データサイエンスⅠ

（マーケティング情報解析）、社会学Ⅰ、社会学Ⅱ 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 1    

2    
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3    

 

評価方法 

（基準） 
授業への取り組み度 20％、課題等 80％ 

学生への 

メッセージ 

特定の単位を取得していないと履修できませんので注意してください。また、出席が大前提になるので、よほどの事情がない限り欠席は認めませ

ん。 

担当者の 

研究室等 

樋口：11 号館 8階 樋口研究室 

金：11 号館 8階 金研究室 

備考  
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科目名 市場調査実習Ⅱ 科目名（英文） Practice in Marketing Research II 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 樋口 友紀.金 政芸.西岡 暁廣 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎,DP2◎ 

科目ナンバリング IDS3042a0 

 

授業概要・ 

目的 

 本講義は、量的な社会調査の企画から報告書作成までの全過程を経験し、社会調査を実施する際に必要となる知識・技能を学習するものである。

受講生は、各自の関心に基づいた仮説を設定して質問項目を考え、質問項目をまとめて調査票を構成し、データの収集とデータセットの作成をお

こなう。その後、各自の仮説をもとにデータ分析をおこない、分析結果を報告書にまとめる。以上の作業を経験して受講生が独力で社会調査を実

施できるようになることが、本講義の目標である。調査のテーマは「大学生の社会生活と職業意識」を予定している。 

 市場調査実習Ⅱでは、調査票の配布・回収、データセットの作成、データ分析、報告書の執筆といった作業が中心になる。 

到達目標 

計量的調査をおこなう際に必要となる知識を獲得する。 

データ分析をおこなうためのスキルを獲得する。 

計量的なデータを用いた論文が書けるようになる（DP4）。 

授業方法と 

留意点 

授業は、学生が実際に作業をおこなう実習形式でおこなわれる。成果物に関して、学生相互にディスカッションを行い問題点の把握と改善をおこ

なう。 

科目学習の 

効果（資格） 

社会調査を実施する際の全過程を体験する。 

「社会調査士」資格取得に必要な科目（G科目）である。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 実査 調査票の配布・回収 

（事前）各自で調査票配布時の注意点を確認してお

く（0.5 時間） 

（事後）実施時の問題点についてまとめておく（0.5

時間） 

2 データ入力・コーディング 1 データの入力とコーディング 

（事前）各自でデータ入力方法について復習してお

く（1時間） 

（事後）入力時の不具合について問題点をまとめて

おく（0.5 時間） 

3 データ入力・コーディング 2 データの入力とコーディング 

（事前）各自でデータ入力に関する作業の確認をし

ておく（0.5 時間） 

（事後）入力時の不具合について問題点をまとめて

おく（0.5 時間） 

4 エラーチェック 
入力ミスのチェック、ロジカルエラーチ

ェック 

（事前）各自でエラーチェックの方法について復習

しておく（1時間） 

（事後）作業時の不具合について問題点をまとめて

おく（0.5 時間） 

5 
統計処理ソフトを用いたデ

ータ分析方法 1 

SPSS を用いて単純集計、クロス表、カ

イ 2乗検定をおこなう 

（事前）各自で分析方法について復習しておく（1

時間） 

（事後）分析をおこない、結果をまとめておく（1.5

時間） 

6 
統計処理ソフトを用いたデ

ータ分析方法 2 

SPSS を用いて相関係数の検定、Ｔ検定

をおこなう 

（事前）各自で分析をおこなっておく（1時間） 

（事後）分析と結果まとめ、次回の方針について確

認しておく（1.5 時間） 

7 
統計処理ソフトを用いたデ

ータ分析方法 3 

SPSS を用いて分散分析、重回帰分析を

おこなう 

（事前）各自で分析をおこなっておく（1時間） 

（事後）分析と結果まとめ、次回の方針について確

認しておく（1.5 時間） 

8 
統計処理ソフトを用いたデ

ータ分析方法 4 

SPSS を用いて主成分分析、尺度構成を

おこなう 

（事前）各自で分析をおこなっておく（1時間） 

（事後）分析と結果まとめ、次回の方針について確

認しておく（1.5 時間） 

9 基礎集計 基礎集計項目の検討、基礎集計表の作成 基礎集計表の作成 

10 データ分析と仮説の再検討1 
データ分析と仮説検証、その結果をふま

えた仮説の再検討 

（事前）各自で分析をおこなっておく（1時間） 

（事後）分析と結果まとめ、次回の方針について確

認しておく（1.5 時間） 

11 データ分析と仮説の再検討2 
データ分析と仮説検証、その結果をふま

えた仮説の再検討 

（事前）各自で分析をおこなっておく（1時間） 

（事後）分析と結果まとめ、次回の方針について確

認しておく（1.5 時間） 

12 データ分析と仮説の再検討3 
データ分析と仮説検証、その結果をふま

えた仮説の再検討 

（事前）各自で分析をおこなっておく（1時間） 

（事後）分析と結果まとめ、次回の方針について確

認しておく（1.5 時間） 

13 データ分析と仮説の再検討4 
データ分析と仮説検証、その結果をふま

えた仮説の再検討 

（事前）各自で分析をおこなっておく（1時間） 

（事後）分析と結果まとめ、次回の方針について確

認しておく（1.5 時間） 

14 報告書執筆 1 分析結果をまとめた報告書の作成 

（事前）報告書執筆に関する問題点を確認しておく

（0.5 時間） 

（事後）報告書を執筆しておく（1.5 時間） 

15 報告書執筆 2 報告書の完成 

（事前）報告書執筆に関する問題点を確認しておく

（0.5 時間） 

（事後）報告書を執筆しておく（1.5 時間） 

 

関連科目 
市場調査入門、マーケティングリサーチⅠ（市場調査法）、経営統計学、マーケティングリサーチⅡ（ビジネスデータ分析）、データサイエンスⅠ

（マーケティング情報解析）、社会学Ⅰ、社会学Ⅱ 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 
 

 番号 書籍名 著者名 出版社名  
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1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
作業の進捗（20％）・成果報告書（80％） 

学生への 

メッセージ 

特定の単位を取得していないと履修できませんので注意してください。また、実習科目という性格上出席が大前提になるので、よほどの事情がな

い限り欠席は認めません。 

※本科目は「市場調査実習Ⅰ」とセットで履修することを前提としています。「市場調査実習Ⅰ」を履修せず「市場調査実習Ⅱ」のみ履修するこ

とは原則として認めていません。 

担当者の 

研究室等 

樋口：11 号館 8階 樋口研究室 

金：11 号館 8階 金研究室 

備考  
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科目名 マーケティング演習 科目名（英文） Practice in Marketing 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 田中 祥司 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎,DP2◎ 

科目ナンバリング IDS3043a0 

 

授業概要・ 

目的 

企業が直面する問題に関心をもち、その問題を解決するために必要な知識を身につけます。 

とりわけ、ケース課題に取り組むことで実践的なマーケティングを身に付けることを目的とします。 

グループでケース課題に取り組み、議論や発表を通してマーケティングへの理解を深めます。 

なお、授業担当者の旅行会社での経験から、「モノ」だけでなく「サービス」に関するマーケティングについても解説します。 

到達目標 

・企業あるいは消費者を中心とした複数のケースに取り組むことで、企業のマーケティング活動についてマーケティング・マネジメントの視点だ

けではなく、消費者の視点で説明することができる。 

・複数のケース課題に取り組むことで、企業間のマーケティング戦略を比較・分析することができる。 

・自らマーケティング戦略を策定できる問題解決力、実践力を身につける。（DP４） 

授業方法と 

留意点 

・グループワークを中心に授業を進めます(毎回の出席は必須条件です。欠席は 3 回まで認めます。欠席が 4 回以上の場合、採点の対象になりま

せん)。 

・グループは初回の授業時に決定します。初回は必ず出席してください。 

・1つのケースにつき、2回の授業(180 分)で準備を行います。その後、各グループによる発表を行います。 

・授業時間外にグループ発表の準備等を行ってもらいます。グループのメンバーと協力して取り組んでください。 

・受講人数によっては、進め方を変更する可能性があります。具体的な進め方等については、授業時にお伝えします。 

科目学習の 

効果（資格） 
実践的なマーケティングを遂行する知識が身につきます。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 講義Ⅰ 
マーケティングの概要についての復習

を行う。 

【事前学習】(30 分) 

マーケティング戦略論の復習を行うこと。 

【事後学習】(30 分) 

マーケティング戦略構築から実行までの流れを説

明できるようにする。 

グループのメンバー間で連絡がとれるようにして

おくこと。 

2 講義Ⅱ 消費者行動の概要について復習を行う。 

【事前学習】(30 分) 

消費者行動論の復習を行うこと。 

【事後学習】(30 分) 

消費者の視点からマーケティング戦略について説

明できるようにする。 

3 
事例研究Ⅰ 

問題読解とグループワーク 

ケースを考察する上で必要な理論の解

説を行う。その後、ケースについてグル

ープのメンバーと協力しながら理解を

深める。 

【事前学習】(30 分) 

前回授業で示した事例について書籍や HP を用いて

その概要について理解する。 

【事後学習】(30 分) 

議論の整理を個々人で行う。 

4 
事例研究Ⅰ 

議論とグループ案の検討 

ケースで求められている問についてグ

ループで議論し、パワーポイントにまと

める。 

【事前学習】(30 分) 

ケース課題について自分の意見をまとめる。 

【事後学習】(30 分) 

グループ案をパワーポイントでまとめ、完成させ

る。 

5 
事例研究Ⅰ 

グループ案の発表 

グループ毎に発表し、それについて議論

を行います。 

【事前学習】(30 分) 

グループ発表の準備を行う。 

【事後学習】(30 分) 

他のグループとの比較を通して、自グループの発表

を振り返る。 

6 
事例研究Ⅱ 

問題読解とグループワーク 

ケースを考察する上で必要な理論の解

説を行う。その後、ケースについてグル

ープのメンバーと協力しながら理解を

深める。 

【事前学習】(30 分) 

前回授業で示した事例について書籍や HP を用いて

その概要について理解する。 

【事後学習】(30 分) 

議論の整理を個々人で行う。 

7 
事例研究Ⅱ 

議論とグループ案の検討 

ケースで求められている問についてグ

ループで議論し、パワーポイントにまと

める。 

【事前学習】(30 分) 

ケース課題について自分の意見をまとめる。 

【事後学習】(30 分) 

グループ案をパワーポイントでまとめ、完成させ

る。 

8 
事例研究Ⅱ 

グループ案の発表 

グループ毎に発表し、それについて議論

を行います。 

【事前学習】(30 分) 

グループ発表の準備を行う。 

【事後学習】(30 分) 

他のグループとの比較を通して、自グループの発表

を振り返る。 

9 
事例研究Ⅲ 

問題読解とグループワーク 

ケースを考察する上で必要な理論の解

説を行う。その後、ケースについてグル

ープのメンバーと協力しながら理解を

深める。 

【事前学習】(30 分) 

前回授業で示した事例について書籍や HP を用いて

その概要について理解する。 

【事後学習】(30 分) 

議論の整理を個々人で行う。 

10 
事例研究Ⅲ 

議論とグループ案の検討 

ケースで求められている問についてグ

ループで議論し、パワーポイントにまと

める。 

【事前学習】(30 分) 

ケース課題について自分の意見をまとめる。 

【事後学習】(30 分) 

グループ案をパワーポイントでまとめ、完成させ

る。 

11 
事例研究Ⅲ 

グループ案の発表 

グループ毎に発表し、それについて議論

を行います。 

【事前学習】(30 分) 

グループ発表の準備を行う。 

【事後学習】(30 分) 
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他のグループとの比較を通して、自グループの発表

を振り返る。 

12 
事例研究Ⅳ 

問題読解とグループワーク 

ケースを考察する上で必要な理論の解

説を行う。その後、ケースについてグル

ープのメンバーと協力しながら理解を

深める。 

【事前学習】(30 分) 

前回授業で示した事例について書籍や HP を用いて

その概要について理解する。 

【事後学習】(30 分) 

議論の整理を個々人で行う。 

13 
事例研究Ⅳ 

議論とグループ案の検討 

ケースで求められている問についてグ

ループで議論し、パワーポイントにまと

める。 

【事前学習】(30 分) 

ケース課題について自分の意見をまとめる。 

【事後学習】(30 分) 

グループ案をパワーポイントでまとめ、完成させ

る。 

14 
事例研究Ⅳ 

グループ案の発表 

グループ毎に発表し、それについて議論

を行います。 

【事前学習】(30 分) 

グループ発表の準備を行う。 

【事後学習】(30 分) 

他のグループとの比較を通して、自グループの発表

を振り返る。 

15 まとめ 

これまでのグループ発表を振り返りな

がら、企業のマーケティングについて企

業視点・消費者視点で全体的なまとめを

行う。 

【事前学習】(30 分) 

これまでのグループの発表を振り返る。 

【事後学習】(30 分) 

全体を通しての成果と反省についてまとめる。 

 

関連科目 マーケティング、消費者行動論、リテールマーケティングなどマーケティングコース科目 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 その都度指示します。   

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 その都度指示します。   

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
グループワークの成果物（60％） 発表（40％） 

学生への 

メッセージ 

授業時間外のグループワークは、オンラインを用いるなど工夫してください。 

毎回の出席が必須です。遅刻は認めておりません。欠席が 4回以上の場合、採点の対象になりません。 

担当者の 

研究室等 
田中研究室 11 号館 8階 

備考 

・予習・復習に少なくとも 1時間はかけてください。 

・また発表の準備にはそれ以上の時間がかかります。スケジュールを予め調整してください。 

・Teams を用いた授業を行う場合、事前に連絡致します。 
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科目名 ネットワーク運用管理 科目名（英文） Network Operations and Management 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 堀井 千夏 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎,DP2◎ 

科目ナンバリング IDS3044a0 

 

授業概要・ 

目的 

本講義では、ネットワークの運用・管理に関する基礎知識を学び、社会にとって必要不可欠なインターネットを用いたコミュニケーションを題材

にクライアント/サーバシステムの仕組みやプロトコルなどについて理解を深めていく。 

到達目標 ネットワークを構成する基本的な技術とその活用について習得する。 

授業方法と 

留意点 
講義資料はすべて Moodle を通じて配布する。配布期間以外の再配布はないので，必ずダウンロードして授業を受けるように。 

科目学習の 

効果（資格） 
IT パスポート試験や基本情報技術者試験 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 ガイダンス、通信技術の概要 

情報化社会の基盤システム、コンピュー

タネットワークの発展と役割、クライア

ント・サーバシステム 

事前学習：次回の指定教材を通読し、要点を整理し

ておく（30 分） 

事後学習：練習課題を解く(1 時間) 

2 通信の基礎 

伝送路の接続形態、ネットワークトポロ

ジ―、データ伝送方式、同期方式、多重

化と分離、交換方式、伝送媒体 

事前学習：次回の指定教材を通読し、要点を整理し

ておく（30 分） 

事後学習：練習課題を解く(1 時間) 

3 通信プロトコル 
通信プロトコルの役割、ネットワークア

ーキテクチャ、OSI 参照モデル、TCP/IP 

事前学習：次回の指定教材を通読し、要点を整理し

ておく（30 分） 

事後学習：練習課題を解く(1 時間) 

4 LANのネットワーク構成要素 

LAN と WAN、ネットワークの構成規模、

イーサネット、LAN ケーブル、リピータ

ハブ、スイッチ、MAC アドレス、ルーテ

ィング機能 

事前学習：次回の指定教材を通読し、要点を整理し

ておく（30 分） 

事後学習：練習課題を解く(1 時間) 

5 TCP の特徴と役割(1) 

プロトコルフォーマット、コネクション

の確立、TCP ヘッダ、シーケンス番号と

応答番号 

事前学習：次回の指定教材を通読し、要点を整理し

ておく（30 分） 

事後学習：練習課題を解く(1 時間) 

6 TCP の特徴と役割(2) 
ウィンドウ制御、再送制御、輻輳制御、

アプリケーションとの仲介、TCP と UDP 

事前学習：次回の指定教材を通読し、要点を整理し

ておく（30 分） 

事後学習：練習課題を解く(1 時間) 

7 IP の特徴と役割(1) 
転送先、IP パケット、IP ヘッダ、IP ア

ドレス 

事前学習：次回の指定教材を通読し、要点を整理し

ておく（30 分） 

事後学習：練習課題を解く(1 時間) 

8 IP の特徴と役割(2) 
経路 MTU 探索、チェックサム、動的ルー

ティング、ICMP 

事前学習：次回の指定教材を通読し、要点を整理し

ておく（30 分） 

事後学習：練習課題を解く(1 時間) 

9 電子メール(1) 

電子メールの仕組み、メールクライアン

トとメールサーバ、メールヘッダー、

SMTP、DNS サーバ 

事前学習：次回の指定教材を通読し、要点を整理し

ておく（30 分） 

事後学習：練習課題を解く(1 時間) 

10 電子メール(2) 
POP、IMAP、Web メール、MIME の役割と

機能 

事前学習：次回の指定教材を通読し、要点を整理し

ておく（30 分） 

事後学習：練習課題を解く(1 時間) 

11 Web ブラウザの仕組み 

Webクライアントとサーバシステム、DNS

サーバ、HTTP、FQDN、リクエストとレス

ポンスメッセージ 

事前学習：次回の指定教材を通読し、要点を整理し

ておく（30 分） 

事後学習：練習課題を解く(1 時間) 

12 
Webブラウザの拡張機能、Web

解析 

プラグイン・インタフェース、Cookie

管理、プロキシサーバ暗号化・認証、Web

コンサルティング 

事前学習：次回の指定教材を通読し、要点を整理し

ておく（30 分） 

事後学習：練習課題を解く(1 時間) 

13 Web デザインの基本 

サイトの目的、ターゲットユーザ、ユー

ザビリティ、アクセシビリティ、ライカ

ビリティ、ホワイト・グレースペース、

HTML、JavaScript 

事前学習：次回の指定教材を通読し、要点を整理し

ておく（30 分） 

事後学習：練習課題を解く(1 時間) 

14 
理解の確認テストと質疑応

答 
理解の確認テスト、質疑応答 

事前学習：テストの準備（2時間） 

事後学習：テスト問題の復習（1時間） 

15 授業のまとめ 総括、振り返り 
事前学習：これまでの授業の復習（2時間） 

事後学習：なし 

 

関連科目 情報ネットワーク、情報処理関連の基礎科目 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
毎回の提出物 80％、理解の確認テスト 20％で評価する。 

学生への 

メッセージ 
オンラインでの出席は認めない。必ず授業に出席すること。 



摂南大学シラバス 2024 

担当者の 

研究室等 
11 号館 8階 堀井教授室 

備考  



摂南大学シラバス 2024 

科目名 マルチメディア処理Ⅱ 科目名（英文） Multimedia Processing II 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 堀井 千夏 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎,DP2◎ 

科目ナンバリング IDS3045a0 

 

授業概要・ 

目的 

デジタルコンテンツの作成技術は、教育、医療、経営など、我々の生活に関わるさまざまな分野で活用されている。本講義では、その基礎技術と

してデジタル画像処理とコンピュータグラフィックスをとりあげ、その利用技術と生成手法について学んでいく。更に、プログラミング演習を行

うことで授業内容の理解を深める。 

到達目標 デジタル画像処理とコンピュータグラフィックスの利用技術と生成手法について学び、情報技術を活用した多彩な表現力について習得する。 

授業方法と 

留意点 

講義資料はすべて Moodle を通じて配布する。配布期間以外の再配布はないので，必ずダウンロードして授業を受けるように。プロダクトデザイ

ンＩＩを履修する場合は、必ず事前にプロダクトデザインＩを履修していること。プロダクトデザインＩＩだけを受講することはできない。また、

この授業は、情報関連分野の専門科目として情報処理の基礎科目やプログラミング演習を習得した中級者向けに講義を行っていくため、他学科の

学生は授業の内容をよく確認してから受講すること。 

科目学習の 

効果（資格） 
マルチメディア検定、CG クリエイター検定のための基礎知識を習得する。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
ガイダンス、CG の基本演習

の復習 

プログラムの書き方と実行、ワールド座

標とローカル座標 

事前学習：なし 

事後学習：練習課題を解く(1 時間) 

2 模様と凹凸表現 
テクスチャマッピング、バンプマッピン

グ 

事前学習：次回の指定教材を通読し、要点を整理し

ておく（30 分） 

事後学習：練習課題を解く(1 時間) 

3 
カメラワークとライティン

グ 
カメラや光源の種類と設定 

事前学習：次回の指定教材を通読し、要点を整理し

ておく（30 分） 

事後学習：練習課題を解く(1 時間) 

4 繰り返し処理 
プログラミング言語の構文（while 文、

if 文） 

事前学習：次回の指定教材を通読し、要点を整理し

ておく（30 分） 

事後学習：練習課題を解く(1 時間) 

5 物体の立体表現 モデリング手法 レンダリング手法 

事前学習：次回の指定教材を通読し、要点を整理し

ておく（30 分） 

事後学習：練習課題を解く(1 時間) 

6 物体の CSG 表現 複雑な立体形状の作成 

事前学習：次回の指定教材を通読し、要点を整理し

ておく（30 分） 

事後学習：練習課題を解く(1 時間) 

7 立体表現の応用 正多面体、半多面体、トーラス 

事前学習：次回の指定教材を通読し、要点を整理し

ておく（30 分） 

事後学習：練習課題を解く(1 時間) 

8 立体表現のデザイン 
スィープ表現、曲線表現（スプライン曲

線、ベジェ曲線）、立体文字 

事前学習：次回の指定教材を通読し、要点を整理し

ておく（30 分） 

事後学習：練習課題を解く(1 時間) 

9 CG アニメーション 
アニメーションの原理、仮現運動、カメ

ラワーク、動きの生成、CGA の実例紹介 

事前学習：次回の指定教材を通読し、要点を整理し

ておく（30 分） 

事後学習：練習課題を解く(1 時間) 

10 CGA の制作演習 CG アニメーションの作成 

事前学習：次回の指定教材を通読し、要点を整理し

ておく（30 分） 

事後学習：練習課題を解く(1 時間) 

11 
理解の確認テストと質疑応

答 
理解の確認テスト、質疑応答 

事前学習：テストの準備（2時間） 

事後学習：テスト問題の復習（1時間） 

12 作品制作(1) 最終課題の制作演習、これまでの復習 
事前学習：作品制作の準備をしておく（30 分） 

事後学習：これまでの復習(30 分) 

13 作品制作(2) 最終課題の制作演習、これまでの復習 

事前学習：作品制作の計画・準備をしておく（30

分） 

事後学習：これまでの復習(30 分) 

14 作品制作(3) 最終課題の制作演習、これまでの復習 

事前学習：作品制作の計画・準備をしておく（30

分） 

事後学習：これまでの復習(30 分) 

15 授業のまとめ 総括、振り返り 
事前学習：これまでの授業の復習（2時間） 

事後学習：なし 

 

関連科目 プロダクトデザイン I、情報処理関連の基礎科目 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
毎回の提出物 59％、理解の確認テスト 10％、最終課題 31％で評価する。 

学生への 

メッセージ 

プロダクトデザイン II を履修する場合は、必ず事前にプロダクトデザイン Iを履修していること。プロダクトデザイン II だけを受講することは

できない。また、オンラインでの出席は認めない。必ず授業に出席すること。 

担当者の 11 号館 8階 堀井教授室 



摂南大学シラバス 2024 

研究室等 

備考  



摂南大学シラバス 2024 

科目名 ビジネスⅠT演習 科目名（英文） Practice in Business IT 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 久保 貞也 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎,DP2◎ 

科目ナンバリング IDS3046a0 

 

授業概要・ 

目的 

情報社会の重要なビジネススタイルである IT を駆使したビジネスについて、前半はネットショップに着目して、その設計、構築、さらに運用に

関する調査・分析の演習を行う。具体的には、実際のネットショップの分析をデータベースソフトや統計ソフトウェアを用いて行い、次に、仮想

店舗のコンセプトの提案、商品ページの設計、ウェブサイト全体のデザインを実習する。後半はデータベースソフトウェアを利用して各自で設計

するアプリケーションの制作を行う。 

 

 

 

 

 

SDGs-12 

到達目標 

この講義によって以下の事柄を達成することが目標です。 

（１）ネットショップを構成する技術の説明ができる 

（２）経営情報化戦略から現場の情報活用の連携について理解する 

（３）自分がイメージする効率化を IT の活用で実現する方法を見つけ出せる 

DP4 

授業方法と 

留意点 

演習は毎時間、情報処理室に導入されているソフトウェアを前提として行う。ただし、状況によって自宅において無料で導入できるものだけで演

習課題を実施できるように調整する。演習課題を実行しながら、現在の ICT 環境の理解を進める。実践的な調査活動や分析、および提案や発表を

行うため、積極的な授業参加を心がけて欲しい。 

実務者による講演、情報提供を入れる予定である。 

科目学習の 

効果（資格） 
情報技術を活用した経営の総合的な理解 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 オリエンテーション 

本演習の狙い、評価方法についてなど 

自習課題（データベースソフトウェア）

の説明 

事前：シラバスを読んでおくこと（３０分） 

事後：学修環境のセットアップ（１時間） 

2 調査の設計 

実在するネットショップの調査項目を

検討する。 

FileMaker Pro（データベースソフトウ

ェア）を用いた調査ノートを作成する。 

事前：データベースソフトウェアに関する自習（１

時間） 

事後：調査候補となる事例を集める（１時間） 

3 調査の実施 
ネットショップの必要事項を把握する。 

調査ノートの機能を向上させる。 

事前：データベースソフトウェアに関する自習（１

時間） 

事後：調査ノートの更新（１時間） 

4 調査の実施、報告内容の検討 

調査結果を整理し、報告書の構成を検討

する。 

構築するネットショップのコンセプト

を明確にする。 

事前：データベースソフトウェアに関する自習（１

時間） 

事後：既存のネットショップに対する位置付けを確

認する（３０分） 

5 調査報告 

調査報告書を作成する。 

全体発表もしくはグループ内発表を行

う。 

事前：データベースソフトウェアに関する自習（１

時間） 

事後：他者の発表内容を利用して学修過程を見直す

（１時間） 

6 分析の方向検討 

エビデンスベースドの考え方を実践す

るために収集データに整合する分析方

法を確認する。 

データベースのエクスポート機能の活

用方法を知る。 

事前：データベースソフトウェアに関する自習（１

時間） 

事後：統計分析の手法確認（１時間） 

7 統計分析 
統計ソフトウェアを利用して、収集した

データの分析を行う。 

事前：データベースソフトウェアに関する自習（１

時間） 

事後：分析結果の妥当性の検討（１時間） 

8 分析結果の報告 
分析結果の共有を行う。 

調査対象の関係を図示化する。 

事前：データベースソフトウェアに関する自習（１

時間） 

事後：経営戦略関連の学び直し（１時間） 

9 戦略の立案 

分析結果から経営情報化に向けた戦略

を立案する。 

戦略の実現のために必要なデータベー

ス技術を検討し、学修計画を見直す。 

事前：データベースソフトウェアに関する自習（１

時間） 

事後：他の経営戦略を用いた検討（１時間） 

10 構築実習（１） データベースの設計（正規化）を行う。 

事前：データベースソフトウェアに関する自習（１

時間） 

事後：設計内容の見直し（１時間） 

11 構築実習（２） 
画面遷移を設計する。 

自動化機能を実装する。 

事前：データベースソフトウェアに関する自習（１

時間） 

事後：画面機能の修正（１時間） 

12 構築実習（３） 
ユーザーインタフェースの検討を行う。 

ユーザーテストの有効性を知る。 

事前：データベースソフトウェアに関する自習（１

時間） 

事後：構築実習内容のデバッグ（１時間） 

13 構築実習（４） デバッグの実践を行う。 

事前：データベースソフトウェアに関する自習（３

０分） 

事後：構築実習の仕上げ（１時間） 

14 全体発表会 
構築したアプリに関するプレゼンテー

ション（選抜者）を実施する。 

事前：構築実習の報告資料作成（１時間） 

事後：技術動向の調査（１時間） 

15 個別報告会、最新動向の把握 
学修成果の報告（全員）を行う。 

実務者の講演を実施する（予定）。 

事前：学修成果の報告資料作成（１時間） 

事後：学修成果を振り返る（１時間） 

 



摂南大学シラバス 2024 

関連科目 プログラミング、マルチメディア処理Ⅰ・Ⅱ、情報ネットワーク 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
学修レポート 50%、提出物や発表等 50%で評価する。 

学生への 

メッセージ 

この演習では、情報技術をいかに効果的に活用して新しいビジネスを立ち上げるかを体験しようと思っています。プログラミングが苦手でも大丈

夫ですので、楽しく受講してください。 

統計ソフトの Rや FileMaker Pro を活用した個人利用のデータベースと企業の現場でも利用できる分析やデーターベースシステム（仮想店舗や社

内アプリ）の製作を導入します。国内でも珍しい取り組みです。積極的に学んで成果を上げてください。 

担当者の 

研究室等 
１１号館７階久保准教授室 

備考 
事前・事後の学習課題については授業冒頭に Moodle やミニペーパーなどで提出する場合があるので授業に遅刻しないこと。 

FileMaker Pro の学修はオンライン教材を活用して行うこと。 



摂南大学シラバス 2024 

科目名 民法 科目名（英文） Civil Law 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 大川 謙蔵 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IDS2051a0 

 

授業概要・ 

目的 

法律は、社会において生じる問題を解決するために使われるものが多い。そのような法律も、いくつかの形に分類がなされる。本講義で扱う民法

とは、私人（一般の市民）の間の問題等を規律するための法律であり、特に財産問題と家族問題を扱っている。すなわち、財産と家族の問題を扱

う一番基本となる法律が民法である。 

本講義では、この民法を理解するために、まず概論として、法律学とはどのような学問であるのか、そして、その法律学の中で民法がどのように

扱われているのかなど、法学を概観し、その後に、具体的な民法の中身を簡単にではあるが把握していくことを予定している。 

到達目標 
この講義を通じて、学生には民法全般および民事法と呼ばれる、私人間に問題について適用される法律の概観をつかむことができることを目的と

している。また、社会における法的問題がいかなることであるかを理解できるようになることが期待される。（DP1) 

授業方法と 

留意点 

講義に関連する、レジュメまたは資料を配布する予定である。以下の点に留意すること。 

・レジュメは Teams でデータ配信する。それゆえ、レジュメは「各自で」情報処理室または自宅等で印刷すること。 

・講義内での PC 資料は可能のため、データ上で記載等することで印刷に代替することは可能。 

・講義は「対面方式」であり、「いかなる理由であれ出席しない人欠席扱い」とする。 

・講義は、録画のうえ、Teams にアップロードを行う。欠席者はこれにより勉強・復習を行うこと。あくまで資料の一つであり録画の品質等は担

保できない。 

・成績は下記参照。 

科目学習の 

効果（資格） 

社会生活の基本法である民法の学習方法を知ることができ、民事法（民法、民事訴訟法、破産法等）が出題科目となっている各種資格試験の基礎

となる知識を習得できる。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 法律学および民法 

法律科目というもののガイダンス、法律

一般および民法の概要について確認す

る予定です。 

予習：新聞などから、目次も含め、教科書から興味

を持てる部分を見つけ、整理すること。 

復習：講義部分の教科書を確認すること。 

予習・復習それぞれにつき、90 分を確保して学習を

すること。 

2 民法と財産法総論 

法律というものが対象としているもの

などを大きく捉え、その中で民法典の役

割を確認し、さらに財産法の内容を確認

していく予定です。 

予習：1 回目の内容から、自分の周りに存在する財

産法と関連する問題を考えること。 

復習：財産法と家族法の役割の違いを整理するこ

と。 

予習・復習それぞれにつき、90 分を確保して学習を

すること。 

3 民法と契約という制度 
契約という制度を通して、社会における

法律関係を確認していく予定です。 

予習：現実の生活の中で、どのような契約をしてい

るのかなどを検討すること。 

復習：契約成立と申し込み・承諾お関係を整理する

こと。 

予習・復習それぞれにつき、90 分を確保して学習を

すること。 

4 民法における人という存在 

契約をすることができるのは誰なのか、

また単独では契約ができない人がいる

のかなどを確認する予定です。 

予習：これまでの経験から、法的に自分が置かれて

きた立場を整理すること。 

復習：親の同意を必要とする契約がいかなるもので

あるのかを見直すこと。 

予習・復習それぞれにつき、90 分を確保して学習を

すること。 

5 代理・時効 

契約も単独でできない場合があります。

その場合に、代わりに契約を行ってくれ

る人などの代理についてを確認し、また

時効制度も確認する。 

予習：他人が自分のために契約をしてくれる場面を

確認すること。 

復習：法的な意味における代理と、日常用語に言う

代理の違いを整理すること。 

予習・復習それぞれにつき、90 分を確保して学習を

すること。 

6 契約の締結 
契約を締結するとはどのようなことな

のかを確認する予定です。 

予習：友達との約束についての法的意味を検討・議

論すること。 

復習：契約内容に違反した場合における損害の意味

を整理すること。 

予習・復習それぞれにつき、90 分を確保して学習を

すること。 

7 所有権を通しての物権 

人が物を所持すること、すなわち支配す

ることを、法律はどのように考えている

のかを見ていく予定です。 

予習：他人が自分の物を返さないという場合を法的

に考えてみること。 

復習：物的担保がいかなる意味を有し、どのような

種類があるのかを整理すること。 

予習・復習それぞれにつき、90 分を確保して学習を

すること。 

8 不法行為① 

他人に損害を与えてしまい、賠償をしな

ければならないことを、法的に見ていき

ます。 

予習：交通事故や約束違反によって生じた損害は、

いかなる賠償により回復することができるのかを

検討すること。 

復習：損害の意味を、判例を通じて整理すること。 

予習・復習それぞれにつき、90 分を確保して学習を

すること。 

9 不法行為② 

現代社会は進歩が激しく、法律も新しい

局面に向かいあう必要が生じています。

そこで、不法行為の制度をより多角的に

見ていく予定です。 

予習：他人に損害賠償を請求するために必要となる

事情・要件を整理すること。 

復習：特別な場合における不法行為制度を整理する

こと。 

予習・復習それぞれにつき、90 分を確保して学習を

すること。 

10 事務管理・不当利得 
契約や不法行為とは異なった形で、他人

との間で法的な関係が生じる場合をみ

予習：人情を法律でとらえることや、契約終了後の

関係について検討すること。 
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ます。 復習：不当利得の形を判例を通じせて入りするこ

と。 

予習・復習それぞれにつき、90 分を確保して学習を

すること。 

11 婚姻 

婚姻がどのようにすると成立し、その結

果どのような義務が生じるのかなどを

見ていく予定です。 

予習：誰とでも婚姻できるのか、婚姻する意味を考

えること。 

復習：婚姻とそれと類似する形を整理すること。 

予習・復習それぞれにつき、90 分を確保して学習を

すること。 

12 離婚 
離婚原因を確認し、離婚の際に生じる問

題を確認していく。 

予習：国家が認める婚姻関係を解消することの重大

性を今一度確認すること。 

復習：離婚の形と要件を整理すること。 

予習・復習それぞれにつき、90 分を確保して学習を

すること。 

13 親子関係 

親子は互いにどのような権利義務関係

があるのか、また、子の扱いが異なる現

状を確認する。 

予習：非嫡出子には法的にいかなる取扱いの違いが

あるのかを確認すること。 

復習：親子関係が形成される場面を整理すること。 

予習・復習それぞれにつき、90 分を確保して学習を

すること。 

14 相続 
相続の意義や誰が相続できるのかにつ

いて確認する。 

予習：法律がどのような範囲で相続を認めているの

かを確認すること。 

復習：相続できる範囲はいかなるものかを整理する

こと。 

予習・復習それぞれにつき、90 分を確保して学習を

すること。 

15 遺言および講義のまとめ 
相続における被相続人の意思を遺す方

法やその問題点を確認する。 

予習：遺言の形を整理すること。 

復習：全体の確認を行うこと。 

予習・復習それぞれにつき、90 分を確保して学習を

すること。 

 

関連科目 憲法、商法、会社法など、法律に関連する科目。 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

以下の点を必ず留意すること。 

・Teams を使った配信型の小テスト（70～80％：講義状況により変化する）。未提出者のそのテストの成績は 0点となる。 

・Teams 上での小テストは自宅で、資料を見ながらでも解答可能。ただし、適当に解答して合格するほど簡単なテストとはしておりません。 

・教室での小テスト（10～20％：講義状況により変化する）。いかなる理由であれ、未受験者のそのテストの成績は 0点となる。 

それらの合計 100 点満点で計算を行う予定である。 

学生への 

メッセージ 

5 時間目講義のため、欠席する者、途中で帰宅する者等が多数発生します。 

いかなる理由であれ、欠席者は採点対象外です。出席する意思のない者は、受講しないでください。 

担当者の 

研究室等 
11 号館 9階 大川研究室 

備考 

大学の講義は、予習・講義・復習の３つから成り立っている。それぞれにつき、90 分を確保して学習をする必要がある。しかし、予習・復習に

ついては、各講義の内容により多少の違いが出てくるため、必ず講義でそれらの対象を聞くこと。 

近年、受講態度のひどい学生が散見されることから、受講の登録後であっても、そのような学生に対しては採点対象から外す予定である。 
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科目名 会社法 科目名（英文） Corporate Law 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 本多 康作 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IDS3052a0 

 

授業概要・ 

目的 

会社は、企業活動の担い手であり、会社法の知識は、社会人として当然に知っておくべき知識である。会社の種類は、会社法上、４種類ある。す

なわち、合名会社、合資会社、合同会社、株式会社である。そのうち、日本の経済において最も重要な役割を果たしている形態は、株式会社であ

る。そこで本授業では、株式会社に対する法規制を中心に講義する予定である。本授業は、会社法全体を概観する入門的な授業である。 

到達目標 この授業を通じて学生は、会社法の全体構造を理解し、かつ基礎的知識を修得することができるようになることが期待される。 

授業方法と 

留意点 

・講義形式で行う（社会情勢上、その変更が必要な場合は遅滞なく連絡する）。 

・本講義は、ICT ツールとして Microsoft 社の teams を用いる。 

・課題提示や資料配布などは Microsoft 社 teams を通じて行う。 

・教員からの一方通行的な講義にならないよう、学生との質疑応答を交えつつ、教員と受講者による双方向理解につとめたい。 

・最新の六法（有斐閣『ポケット六法』や『判例六法』、または、三省堂『デイリー六法』もしくは『模範小六法』の最新版がのぞましい）を必

ず持参すること。 

科目学習の 

効果（資格） 
会社に就職する者にとって、有用な知識を身に着けることができる。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
授業ルールの説明と、会社法

総論・会社法総則 

最初に、本授業を受講する際のルールつ

いて理解する。そのうえで、会社法の現

代化、会社法の歴史、会社の意義と能力、

会社の種類と分類、会社法の法源、会社

法の規制理念、会社法総則について学

ぶ。 

事前に教科書２ページ～４０ページを読む（2 時

間）。 

事後に教科書２ページ～４０ページを読む（2 時

間）。 

2 
株式会社序説・株式会社の設

立 

株式会社序説、株式会社の設立の総説、

定款の作成、出資、設立時役員等の選

任・解任等、募集設立の場合、株式会社

の成立、発起人等の責任、設立の無効に

ついて学ぶ。 

事前に４２ページ～６５ページを読む（2時間）。 

事後に４２ページ～６５ページを読む（2時間）。 

3 株式と株主（１） 
株式の概念、株主の権利および義務、株

券、株主名簿について学ぶ。 

事前に６６ページ～８６ページを読む（2時間）。  

事後に６６ページ～８６ページを読む（2時間）。 

4 株式と株主（２） 

株式の譲渡、自己株式の取得、株式の担

保化、株式の消却・併合・分割・無償割

当て、単元株制度について学ぶ。 

事前に８６ページ～１０7ページを読む（2時間）。 

事後に８６ページ～１０7ページを読む（2時間）。 

5 
募集株式の発行等・新株予約

権 

総説、募集株式の発行の態様、募集株式

の発行等の手続、違法な募集株式の発行

等の是正、新株予約権について学ぶ。 

事前に１０５ページ～１３２ページを読む（2 時

間）。 

事後に１０５ページ～１３２ページを読む（2 時

間）。 

6 機関・株主総会 

機関の意義と機関設計、株主総会の権

限・招集・議事、株主の議決権、決議、

決議の瑕疵、種類株主総会について学

ぶ。 

事前に１３３ページ～１５０ページを読む（2 時

間）。 

事後に１３３ページ～１５０ページを読む（2 時

間）。 

7 取締役・取締役会（１） 総説・取締役について学ぶ。 

事前に１５０ページ～１５５ページを読む（2 時

間）。 

事後に１５０ページ～１５５ページを読む（2 時

間）。 

8 取締役・取締役会（２） 
取締役会、代表取締役、取締役と会社と

の関係について学ぶ。 

事前に１５５ページ～１６４ページを読む（2 時

間）。 

事後に１５５ページ～１６４ページを読む（2 時

間）。 

9 
会計参与、監査役・監査役会、

会計監査人、委員会・執行役 

会計参与の権限・職務、監査役、監査役

会、会計監査人の権限・職務、委員会、

執行役について学ぶ。 

事前に１６４ページ～１８０ページを読む（2 時

間）。 

事後に１６４ページ～１８０ページを読む（2 時

間）。 

10 
役員等の損害賠償責任、株主

による経営の監督是正 

役員等の会社に対する責任、役員等の第

三者に対する責任、違法行為の差止請求

権、代表訴訟提起権について学ぶ。 

事前に１８０ページ～１９２ページを読む（2 時

間）。 

事後に１８０ページ～１９２ページを読む（2 時

間）。 

11 
計算、定款の変更、事業の譲

渡等 

計算規定の目的と原則、計算書類等の作

成と承認、剰余金の配当等、資本金・準

備金の額の変動、定款の変更、事業の譲

渡等について学ぶ。 

事前に１９３ページ～２１６ページを読む（2 時

間）。 

事後に１９３ページ～２１６ページを読む（2 時

間）。 

12 持分会社 
合同会社、合名会社、合資会社について

学ぶ。 

事前に２１７ページ～２２３ページを読む（2 時

間）。 

事後に２１７ページ～２２３ページを読む（2 時

間）。 

13 社債 
社債の意義、社債の種類、社債の発行、

社債の管理について学ぶ。 

事前に２２５ページ～２３６ページを読む（2 時

間）。 

事後に２２５ページ～２３６ページを読む（2 時

間）。 

14 組織再編行為 

企業の結合と組織再編序説、組織変更、

合併、会社分割、株式交換・株式移転、

合併、会社分割、株式交換・株式移転の

手続について学ぶ。 

合併、会社分割、株式交換・株式移転の

無効 

事前に２３７ページ～２９０ページを読む（2 時

間）。 

事後に２３７ページ～２９０ページを読む（2 時

間）。 

15 会社の消滅と倒産処理、外国 更生、解散、通常清算、特別清算、外国 事前に２９１ページ～３１４ページを読む（2 時
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会社 会社について学ぶ。 間）。 

事後に２９１ページ～３１４ページを読む（2 時

間）。 

 

関連科目 金融商品取引法 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 プライマリー会社法(最新版） 藤田勝利・北村雅史 法律文化社 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

形成的評価を行うため、各回講義後に、Microsoft 社 teams を通じて Microsoft forms から課題を配信し、その回答内容を合算して評価対象と

する（課題の得点 100％）。 

学生への 

メッセージ 

私語は認めない。私語をはじめ、授業態度が悪い場合は、単位を認定しない。こうした本授業を履修する際の注意事項を含む授業ルールは、初回

の授業で説明する。 

担当者の 

研究室等 
本多研究室（11 号館 9階） 

備考  
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科目名 労働法 科目名（英文） Labor Law 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 寺山 洋一 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IDS3053a0 

 

授業概要・ 

目的 

 雇用・労働関係の法律については、大別して、 

① 労働者の保護を主眼とする個別的な労働関係の法律 

② 労働組合が主体となる集団的な労使関係の法律 

③ 労働市場に関する法律 

に分けることができます。 

 本講義では、上記①を中心として、②を補足的に取り扱います。 

 法学の基礎知識を土台として、労働契約法（解雇、雇止め等）、労働基準法（賃金、労働時間等）などの雇用・労働関係の法律について、代表

的な最高裁判決を紹介しつつ、立法政策的な観点も含め、説明を行います。 

到達目標 
 個別的な労働関係及び集団的な労使関係の法律に関する基本的な知識や知見、実務の在り方を理解した上で、就職に向けて、また、就職（起業）

後において、実際に起きている雇用・労働関係をめぐる諸問題について、法的視点から考察できる能力を身につけることを目標とします。（DP1) 

授業方法と 

留意点 

 初回（第１回）のガイダンスで、授業の進め方を説明します。履修を希望される方は、必ず出席してください。 

 ガイダンスの内容に従って、基本的に、出席した授業ごとに持ち点が積み上がる方式となります。 

 毎回の授業中において、リアクションペーパー（RP、記述式）やプチテスト（PT、レベルチェック）が行われます。 

 履修者自ら主体的に習得すべき情報が多い授業ですので、日頃から着実にたゆまず取り組んでください。 

 座席指定や私語の禁止、無断欠席による単位不認定などの決まり事があります。履修に際して、特にご注意ください。 

科目学習の 

効果（資格） 
労働基準監督官試験などの公務員試験や、社会保険労務士の資格取得のためにも、有益な内容となります。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
雇用・労働関係の法律の座標 

～ガイダンス～ 

・ 憲法との関連 

・ 雇用契約の当事者 

・ 法的責任の在り方 

番号１の教科書の該当箇所について、授業前の下調

べ、授業後の振返りを行う。（計２時間） 

2 多様な働き方に応じた法制 

・ 雇用契約 

・ 請負契約 

・ 委任契約 

番号１の教科書の該当箇所について、授業前の下調

べ、授業後の振返りを行う。（計２時間） 

3 非正規雇用労働者 

・ 契約社員 

・ パート社員 

・ 派遣労働者等 

番号１の教科書の該当箇所について、授業前の下調

べ、授業後の振返りを行う。（計２時間） 

4 募集・採用 

・ 募集・採用 

・ インターンシップ 

・ 内定 

番号１の教科書の該当箇所について、授業前の下調

べ、授業後の振返りを行う。（計２時間） 

5 整理解雇 
・ 整理解雇 

・ 退職勧奨 

番号１の教科書の該当箇所について、授業前の下調

べ、授業後の振返りを行う。（計２時間） 

6 解雇 
・ 懲戒処分 

・ 雇止め 

番号１の教科書の該当箇所について、授業前の下調

べ、授業後の振返りを行う。（計２時間） 

7 定年 ・ 定年退職 
番号１の教科書の該当箇所について、授業前の下調

べ、授業後の振返りを行う。（計２時間） 

8 その他の離職 
・ 自主退職 

・ 倒産 

番号１の教科書の該当箇所について、授業前の下調

べ、授業後の振返りを行う。（計２時間） 

9 賃金 

・ 賃金の構成 

・ 賃金の支払いの５原則 

・ 賞与・休業手当 

番号１の教科書の該当箇所について、授業前の下調

べ、授業後の振返りを行う。（計２時間） 

10 割増賃金 

・ 割増率 

・ 算定基礎から除外される手当 

・ 最低賃金 

番号１の教科書の該当箇所について、授業前の下調

べ、授業後の振返りを行う。（計２時間） 

11 労働時間と時間外労働 

・ 法定労働時間 

・ ３６協定 

・ 上限規制 

番号１の教科書の該当箇所について、授業前の下調

べ、授業後の振返りを行う。（計２時間） 

12 休憩・休日・年次有給休暇 

・ 休憩 

・ 休日・休息 

・ 年次有給休暇 

番号１の教科書の該当箇所について、授業前の下調

べ、授業後の振返りを行う。（計２時間） 

13 団体交渉と労働協約 

・ 労働組合の現状 

・ 労働委員会 

・ 労働協約の締結 

・ チェック・オフ 

番号２の教科書の該当箇所について、授業前の下調

べ、授業後の振り返りを行う。（計２時間） 

14 不当労働行為救済制度 

・ 団体交渉の拒否 

・ 不利益取扱い 

・ 支配・介入 

番号２の教科書の該当箇所について、授業前の下調

べ、授業後の振り返りを行う。（計２時間） 

15 締めくくり考査と総括 
・ 既習した知識や知見が定着している

かを評定するために実施 

講義内容の振返り、教科書や例題等の総ざらいを行

う。（２時間） 

 

関連科目 日本国憲法 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 

1 【電子】 人事労務関係法 令和６年度版 テラボ 斉家書房 

2 
【電子】 小規模企業のための労使関係法 令和６年

度版 
テラボ 斉家書房 

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 1 【電子】 振り返り例題 労働法 令和６年度版 テラボ 斉家書房 

2 【電子】 振り返り例題 労使関係法 令和６年度版 テラボ 斉家書房 
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3    

 

評価方法 

（基準） 

 原則として、授業への取組姿勢（RP や PT を含む。）〔８０％〕により、成績を判断します。 

 併せて、終盤に、締めくくり考査〔２０％〕を実施し、授業への取組姿勢を総合的に考慮して評価します。 

 コロナウイルス感染症対策等の特別な事情により、上記内容の割合を変更することがあります。 

 なお、講義の内容が、その当日の RP や PT に必ずしも出題されるわけではありません。 

学生への 

メッセージ 

 初回のガイダンス及び Teams を通じて、授業に必要な情報をお伝えします。ガイダンス時に、教科書等の購入方法を説明します。 

 毎回の講義では、レジュメを使用せず、各自が購入した教科書等を使用します。 

 基本的に、講義で重要な基礎的事項を説明し、その後、自ら進んで教科書や参考書を通じて関係条文や裁判例などを学んでいただき、PT で、

主体的に習得した法的知識のレベルチェックを行うという流れとなります。 

 RP や PT の内容は、おおむね教科書や参考書から出題され、事前・事後の学修として２時間程度を要します。 

 

担当者の 

研究室等 

11 号館 9階 寺山教授室 

 

備考 

 講義では、民法（債権法）の特別法である労働契約法、強行法規としての労働基準法その他の雇用・労働関係の法律という幅広い範囲を扱うと

ともに、関連条項も多岐にわたります。 

 履修に当たって、法律の条項や裁判例の読み方をひと通り学習しておくことが望まれます。 

 なお、必要に応じて、ゲストスピーカーを招聘する場合があります。 



摂南大学シラバス 2024 

科目名 英語Ⅰａ 科目名（英文） English Ia 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 １年 クラス ① 

単位数 1 履修区分 選択必修科目 

学期 前期 授業担当者 西谷 継治 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IEN1301c1 

 

授業概要・ 

目的 

比較的平易な英文を用い、「読む」「聴く」だけでなく「書く」「話す」活動を取り入れた 4 技能統合型の演習授業を 行う。4 技能の基礎力を固

めること、ICT を駆使した自律的英語学習の技能と習慣を身につけること、学内で提供 

される様々な授業時間外の英語学習機会に親しむことを目的とする。 

到達目標 

(1) 大学生にとって身近な話題についての平易なパッセージを読んで理解できるようになる。また、ゆっくり、はっ きりと発声(再生)されれば

音声だけでも理解できるようになる。同じ話題について、基本的な語彙や表現を用いた英文を書けるようになる。また、前もって用意すれば同じ

内容を口頭で発話できるようになる。 

(2) PC やスマートフォンを用いた e-learning による自律的英語学習法に親しむ。 

(3) 学内で提供される各種の授業時間外の英語学習機会に親しむ。 

授業方法と 

留意点 

演習型の授業を行うので、授業内の学習活動に積極的に参加、貢献する姿勢が重要な評価項目となる。e- learning 課題や、その他の授業外学習

課題については、指示されたペースや期限を守り、必ず完了すること。3 回を超える欠席のあった者には原則として単位を認めない。 

科目学習の 

効果（資格） 
TOEIC, 英検等 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 オリエンテーション 
授業内容・方法・評価方法・ABAX LMS

についての説明 

事前学習：本科目のシラバスを読んでくること（0.5

時間） 

事後学習：ABAX LMS の登録方法について確認するこ

と(0.5 時間） 

2 
Theme 1 Places Part A 

Yakushima 

1.Warming-Up 2.Main Reading 

3.Understanding the Story 

事前学習：Theme 1 Part A の内容を予習してくるこ

と（0.5 時間） 

事後学習：ABAX LMS にて学習した内容を復習するこ

と (0.5 時間） 

3 
Theme 1 Places Part A 

Yakushima 

4.Summary 5.Words 6. Critical Reading 

7.Critical Thinking 

事前学習：Theme 1 Part A の内容を予習してくるこ

と（0.5 時間） 

事後学習：ABAX LMS にて学習した内容を復習するこ

と (0.5 時間） 

4 
Theme 1 Places Part A 

Yakushima 

8.Learing Language Patterns 

9.Secoond Reading 10.Output 

事前学習：Theme 1 Part A の内容を予習してくるこ

と（0.5 時間） 

事後学習：ABAX LMS にて学習した内容を復習するこ

と (0.5 時間） 

5 
Theme 1 Places Part B 

Tioman Island, Malaysia 

1.Warming-Up 2.Main Reading 

3.Understanding the Story 4.Summary 

事前学習：Theme 1 Part B の内容を予習してくるこ

と（0.5 時間） 

事後学習：ABAX LMS にて学習した内容を復習するこ

と (0.5 時間） 

6 
Theme 1 Places Part B 

Tioman Island, Malaysia 

5.Words 6. Critical Reading 

7.Critical Thinking  8.Learing 

Language Patterns 9.Secoond Reading 

10.Output 

事前学習：Theme 1 Part B の内容を予習してくるこ

と（0.5 時間） 

事後学習：ABAX LMS にて学習した内容を復習するこ

と (0.5 時間） 

7 
Theme 2 Culture Part A 

Intercultural Differences 

1.Warming-Up 2.Main Reading 

3.Understanding the Story 

事前学習：Theme 2 Part A の内容を予習してくるこ

と（0.5 時間） 

事後学習：ABAX LMS にて学習した内容を復習するこ

と (0.5 時間） 

8 
Theme 2 Culture Part A 

Intercultural Differences 

4.Summary 5.Words 6. Critical Reading 

7.Critical Thinking 

事前学習：Theme 2 Part A の内容を予習してくるこ

と（0.5 時間） 

事後学習：ABAX LMS にて学習した内容を復習するこ

と (0.5 時間） 

9 
Theme 2 Culture Part A 

Intercultural Differences 

8.Learing Language Patterns 

9.Secoond Reading 10.Output 

事前学習：Theme 2 Part A の内容を予習してくるこ

と（0.5 時間） 

事後学習：ABAX LMS にて学習した内容を復習するこ

と (0.5 時間） 

10 
Theme 2 Culture Part B 

Cultural Similarities 

1.Warming-Up 2.Main Reading 

3.Understanding the Story 4.Summary 

事前学習：Theme 2 Part B の内容を予習してくるこ

と（0.5 時間） 

事後学習：ABAX LMS にて学習した内容を復習するこ

と (0.5 時間） 

11 
Theme 2 Culture Part B 

Cultural Similarities 

5.Words 6. Critical Reading 

7.Critical Thinking  8.Learing 

Language Patterns 9.Secoond Reading 

10.Output 

事前学習：Theme 2 Part B の内容を予習してくるこ

と（0.5 時間） 

事後学習：ABAX LMS にて学習した内容を復習するこ

と (0.5 時間） 

12 
Theme 3 Seasons Part A The 

Rainy Season 

1.Warming-Up 2.Main Reading 

3.Understanding the Story 

事前学習：Theme 3 Part A の内容を予習してくるこ

と（0.5 時間） 

事後学習：ABAX LMS にて学習した内容を復習するこ

と (0.5 時間） 

13 
Theme 3 Seasons Part A The 

Rainy Season 

4.Summary 5.Words 6. Critical Reading 

7.Critical Thinkingー10.Output 

事前学習：Theme 3 Part A の内容を予習してくるこ

と（0.5 時間） 

事後学習：ABAX LMS にて学習した内容を復習するこ

と (0.5 時間） 

14 
Theme 3 Seasons Part B 

Autumn Colors 

1.Warming-Up 2.Main Reading 

3.Understanding the Story 4.Summary 

事前学習：Theme 3 Part B の内容を予習してくるこ

と（0.5 時間） 

事後学習：ABAX LMS にて学習した内容を復習するこ

と (0.5 時間） 

15 まとめ & 復習テスト 到達度確認テスト 

事前学習：Theme 1 から 3までの内容を総復習する

こと（0.5 時間） 

事後学習：ABAX LMS にて学習した内容を復習するこ



摂南大学シラバス 2024 

と (0.5 時間） 

 

関連科目 基礎英語Ⅱａ 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 Asian Issues 1 Alastair Graham-Marr Abax 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
学期途中や学期末に行う復習テスト・課題・提出物・クラスへの参加及び貢献度・発表 100% 

学生への 

メッセージ 
 

担当者の 

研究室等 
７号館２階（非常勤講師室） 

備考  



摂南大学シラバス 2024 

科目名 英語Ⅰａ 科目名（英文） English Ia 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 １年 クラス ② 

単位数 1 履修区分 選択必修科目 

学期 前期 授業担当者 田村 康子 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IEN1301c1 

 

授業概要・ 

目的 

比較的平易な英文を用い、「読む」「聴く」だけでなく「書く」「話す」活動を取り入れた 4 技能統合型の演習授業を行う。4 技能の基礎力を固め

ること、ICT を駆使した自律的英語学習の技能と習慣を身につけること、学内で提供される様々な授業時間外の英語学習機会に親しむことを目的

とする。 

到達目標 

(1) 大学生にとって身近な話題についての平易なパッセージを読んで理解できるようになる。また、ゆっくり、はっきりと発声（再生）されれば

音声だけでも理解できるようになる。同じ話題について、基本的な語彙や表現を用いた英文を書けるようになる。また、前もって用意すれば同じ

内容を口頭で発話できるようになる。 

(2) PC やスマートフォンを用いた e-learning による自律的英語学習法に親しむ。 

(3) 学内で提供される各種の授業時間外の英語学習機会に親しむ。 

授業方法と 

留意点 

演習型の授業を行うので、授業内の学習活動に積極的に参加、貢献する姿勢が重要な評価項目となる。e-learning 課題や、その他の授業外学習

課題については、指示されたペースや期限を守り、必ず完了すること。3回を超える欠席のあった者には原則として単位を認めない。 

科目学習の 

効果（資格） 
TOEIC, 英検等 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 オリエンテーション 
授業内容・方法・評価方法・ABAX LMS

についての説明 

事前学習：本科目のシラバスを読んでくること（0.5

時間） 

事後学習：ABAX LMS の登録方法について確認するこ

と(0.5 時間） 

2 
Theme 1 Places Part A 

Yakushima 

1.Warming-Up 2.Main Reading 

3.Understanding the Story 

事前学習：Theme 1 Part A の内容を予習してくるこ

と（0.5 時間） 

事後学習：ABAX LMS にて学習した内容を復習するこ

と (0.5 時間） 

3 
Theme 1 Places Part A 

Yakushima 

4.Summary 5.Words 6. Critical Reading 

7.Critical Thinking 

事前学習：Theme 1 Part A の内容を予習してくるこ

と（0.5 時間） 

事後学習：ABAX LMS にて学習した内容を復習するこ

と (0.5 時間） 

4 
Theme 1 Places Part A 

Yakushima 

8.Learing Language Patterns 

9.Secoond Reading 10.Output 

事前学習：Theme 1 Part A の内容を予習してくるこ

と（0.5 時間） 

事後学習：ABAX LMS にて学習した内容を復習するこ

と (0.5 時間） 

5 
Theme 1 Places Part B 

Tioman Island, Malaysia 

1.Warming-Up 2.Main Reading 

3.Understanding the Story 4.Summary 

事前学習：Theme 1 Part B の内容を予習してくるこ

と（0.5 時間） 

事後学習：ABAX LMS にて学習した内容を復習するこ

と (0.5 時間） 

6 
Theme 1 Places Part B 

Tioman Island, Malaysia 

5.Words 6. Critical Reading 

7.Critical Thinking  8.Learing 

Language Patterns 9.Secoond Reading 

10.Output 

事前学習：Theme 1 Part B の内容を予習してくるこ

と（0.5 時間） 

事後学習：ABAX LMS にて学習した内容を復習するこ

と (0.5 時間） 

7 
Theme 2 Culture Part A 

Intercultural Differences 

1.Warming-Up 2.Main Reading 

3.Understanding the Story 

事前学習：Theme 2 Part A の内容を予習してくるこ

と（0.5 時間） 

事後学習：ABAX LMS にて学習した内容を復習するこ

と (0.5 時間） 

8 
Theme 2 Culture Part A 

Intercultural Differences 

4.Summary 5.Words 6. Critical Reading 

7.Critical Thinking 

事前学習：Theme 2 Part A の内容を予習してくるこ

と（0.5 時間） 

事後学習：ABAX LMS にて学習した内容を復習するこ

と (0.5 時間） 

9 
Theme 2 Culture Part A 

Intercultural Differences 

8.Learing Language Patterns 

9.Secoond Reading 10.Output 

事前学習：Theme 2 Part A の内容を予習してくるこ

と（0.5 時間） 

事後学習：ABAX LMS にて学習した内容を復習するこ

と (0.5 時間） 

10 
Theme 2 Culture Part B 

Cultural Similarities 

1.Warming-Up 2.Main Reading 

3.Understanding the Story 4.Summary 

事前学習：Theme 2 Part B の内容を予習してくるこ

と（0.5 時間） 

事後学習：ABAX LMS にて学習した内容を復習するこ

と (0.5 時間） 

11 
Theme 2 Culture Part B 

Cultural Similarities 

5.Words 6. Critical Reading 

7.Critical Thinking  8.Learing 

Language Patterns 9.Secoond Reading 

10.Output 

事前学習：Theme 2 Part B の内容を予習してくるこ

と（0.5 時間） 

事後学習：ABAX LMS にて学習した内容を復習するこ

と (0.5 時間） 

12 
Theme 3 Seasons Part A The 

Rainy Season 

1.Warming-Up 2.Main Reading 

3.Understanding the Story 

事前学習：Theme 3 Part A の内容を予習してくるこ

と（0.5 時間） 

事後学習：ABAX LMS にて学習した内容を復習するこ

と (0.5 時間） 

13 
Theme 3 Seasons Part A The 

Rainy Season 

4.Summary 5.Words 6. Critical Reading 

7.Critical Thinking 

10.Output 

事前学習：Theme 3 Part A の内容を予習してくるこ

と（0.5 時間） 

事後学習：ABAX LMS にて学習した内容を復習するこ

と (0.5 時間） 

14 
Theme 3 Seasons Part B 

Autumn Colors 

1.Warming-Up 2.Main Reading 

3.Understanding the Story 4.Summary 

事前学習：Theme 3 Part B の内容を予習してくるこ

と（0.5 時間） 

事後学習：ABAX LMS にて学習した内容を復習するこ

と (0.5 時間） 

15 まとめ & 復習テスト 到達度確認テスト 

事前学習：Theme 1 から 3までの内容を総復習する

こと（0.5 時間） 

事後学習：ABAX LMS にて学習した内容を復習するこ



摂南大学シラバス 2024 

と (0.5 時間） 

 

関連科目 基礎英語Ⅱａ 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 Asian Issues 1 Alastair Graham-Marr Abax 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
学期途中や学期末に行う復習テスト・課題・提出物・クラスへの参加及び貢献度・発表 100% 

学生への 

メッセージ 
毎回の授業に必ず出席するとともに、予習・復習を必ず行ってください。 

担当者の 

研究室等 
７号館２階（非常勤講師室） 

備考  



摂南大学シラバス 2024 

科目名 英語Ⅰａ 科目名（英文） English Ia 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 １年 クラス ③ 

単位数 1 履修区分 選択必修科目 

学期 前期 授業担当者 中野 華子 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IEN1301c1 

 

授業概要・ 

目的 

比較的平易な英文を用い、「読む」「聴く」だけでなく「書く」「話す」活動を取り入れた 4 技能統合型の演習授業を行う。4 技能の基礎力を固め

ること、ICT を駆使した自律的英語学習の技能と習慣を身につけること、学内で提供される様々な授業時間外の英語学習機会に親しむことを目的

とする。 

到達目標 

(1) 大学生にとって身近な話題についての平易なパッセージを読んで理解できるようになる。また、ゆっくり、はっきりと発声（再生）されれば

音声だけでも理解できるようになる。同じ話題について、基本的な語彙や表現を用いた英文を書けるようになる。また、前もって用意すれば同じ

内容を口頭で発話できるようになる。 

(2) PC やスマートフォンを用いた e-learning による自律的英語学習法に親しむ。 

(3) 学内で提供される各種の授業時間外の英語学習機会に親しむ。 

授業方法と 

留意点 

演習型の授業を行うので、授業内の学習活動に積極的に参加、貢献する姿勢が重要な評価項目となる。e-learning 課題や、その他の授業外学習

課題については、指示されたペースや期限を守り、必ず完了すること。3回を超える欠席のあった者には原則として単位を認めない。 

科目学習の 

効果（資格） 
TOEIC, 英検等 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 オリエンテーション 
授業内容・方法・評価方法・Online 

Workbook についての説明 

事前学習：本科目のシラバスを読んでくること（0.5

時間） 

事後学習：Online Workbook にアクセスし登録をす

ること(0.5 時間） 

2 Unit 1 People Reading 1 

事前学習：Unit 1 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：Online Workbook にて学習した内容を復

習すること(0.5 時間） 

3 Unit 1 People Reading 2 

事前学習：Unit 1 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：Online Workbook にて学習した内容を復

習すること(0.5 時間） 

4 Unit 1 People 
Language Development / Watch and 

Listen 

事前学習：Unit 1 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：Online Workbook にて学習した内容を復

習すること(0.5 時間） 

5 Unit 2 Climate Reading 1 

事前学習：Unit 2 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：Online Workbook にて学習した内容を復

習すること(0.5 時間） 

6 Unit 2 Climate Reading 2 

事前学習 Unit 2 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：Online Workbook にて学習した内容を復

習すること(0.5 時間） 

7 Unit 2 Climate 
Language Development / Watch and 

Listen 

事前学習：Unit 2 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：Online Workbook にて学習した内容を復

習すること(0.5 時間） 

8 Unit 3 Lifestyle Reading 1 

事前学習：Unit 3 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：Online Workbook にて学習した内容を復

習すること(0.5 時間） 

9 Unit 3 Lifestyle Reading 2 

事前学習：Unit 3 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：Online Workbook にて学習した内容を復

習すること(0.5 時間） 

10 Unit 3 Lifestyle 
Language Development / Watch and 

Listen 

事前学習：Unit 3 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：Online Workbook にて学習した内容を復

習すること(0.5 時間） 

11 Unit 4 Places Reading 1 

事前学習：Unit 4 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：Online Workbook にて学習した内容を復

習すること(0.5 時間） 

12 Unit 4 Places Reading 2 

事前学習：Unit 4 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：Online Workbook にて学習した内容を復

習すること(0.5 時間） 

13 Unit 4 Places 
Language Development / Watch and 

Listen 

事前学習：Unit 4 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：Online Workbook にて学習した内容を復

習すること(0.5 時間） 

14 Unit 1 - 4 Online Workbook による総復習 

事前学習：Online Workbook にて学習した内容を復

習すること（0.5 時間） 

事後学習：Online Workbook にて学習した内容を復

習すること(0.5 時間） 

15 まとめ & 復習テスト 到達度確認テスト 

事前学習：Unit 1-4 まで復習すること（0.5 時間） 

事後学習：Online Workbook にて学習した内容を復

習すること(0.5 時間） 



摂南大学シラバス 2024 

 

関連科目 基礎英語Ⅱａ 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 Prism Reading Intro SB with Digital Pack Kate Adams Cambridge University Press 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
学期途中や学期末に行う復習テスト・課題・提出物・クラスへの参加及び貢献度・発表 100% 

学生への 

メッセージ 
授業に出席し、積極的に参加して下さい。中高で学習した英語を活用し、さらに自分で発信できるようになりましょう。 

担当者の 

研究室等 
７号館２階（非常勤講師室） 

備考  



摂南大学シラバス 2024 

科目名 英語Ⅰａ 科目名（英文） English Ia 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 １年 クラス ④ 

単位数 1 履修区分 選択必修科目 

学期 前期 授業担当者 西原 菜月 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IEN1301c1 

 

授業概要・ 

目的 

比較的平易な英文を用い、「読む」「聴く」だけでなく「書く」「話す」活動を取り入れた 4 技能統合型の演習授業を行う。4 技能の基礎力を固め

ること、ICT を駆使した自律的英語学習の技能と習慣を身につけること、学内で提供される様々な授業時間外の英語学習機会に親しむことを目的

とする。 

到達目標 

(1) 大学生にとって身近な話題についての平易なパッセージを読んで理解できるようになる。また、ゆっくり、はっきりと発声（再生）されれば

音声だけでも理解できるようになる。同じ話題について、基本的な語彙や表現を用いた英文を書けるようになる。また、前もって用意すれば同じ

内容を口頭で発話できるようになる。 

(2) PC やスマートフォンを用いた e-learning による自律的英語学習法に親しむ。 

(3) 学内で提供される各種の授業時間外の英語学習機会に親しむ。 

授業方法と 

留意点 

演習型の授業を行うので、授業内の学習活動に積極的に参加、貢献する姿勢が重要な評価項目となる。e-learning 課題や、その他の授業外学習

課題については、指示されたペースや期限を守り、必ず完了すること。3回を超える欠席のあった者には原則として単位を認めない。 

科目学習の 

効果（資格） 
TOEIC, 英検等 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 オリエンテーション 
授業内容・方法・評価方法・Online 

Workbook についての説明 

事前学習：本科目のシラバスを読んでくること（0.5

時間） 

事後学習：Online Workbook にアクセスし登録をす

ること(0.5 時間） 

2 Unit 1 People Reading 1 

事前学習：Unit 1 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：Online Workbook にて学習した内容を復

習すること(0.5 時間） 

3 Unit 1 People Reading 2 

事前学習：Unit 1 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：Online Workbook にて学習した内容を復

習すること(0.5 時間） 

4 Unit 1 People 
Language Development / Watch and 

Listen 

事前学習：Unit 1 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：Online Workbook にて学習した内容を復

習すること(0.5 時間） 

5 Unit 2 Climate Reading 1 

事前学習：Unit 2 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：Online Workbook にて学習した内容を復

習すること(0.5 時間） 

6 Unit 2 Climate Reading 2 

事前学習 Unit 2 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：Online Workbook にて学習した内容を復

習すること(0.5 時間） 

7 Unit 2 Climate 
Language Development / Watch and 

Listen 

事前学習：Unit 2 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：Online Workbook にて学習した内容を復

習すること(0.5 時間） 

8 Unit 3 Lifestyle Reading 1 

事前学習：Unit 3 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：Online Workbook にて学習した内容を復

習すること(0.5 時間） 

9 Unit 3 Lifestyle Reading 2 

事前学習：Unit 3 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：Online Workbook にて学習した内容を復

習すること(0.5 時間） 

10 Unit 3 Lifestyle 
Language Development / Watch and 

Listen 

事前学習：Unit 3 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：Online Workbook にて学習した内容を復

習すること(0.5 時間） 

11 Unit 4 Places Reading 1 

事前学習：Unit 4 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：Online Workbook にて学習した内容を復

習すること(0.5 時間） 

12 Unit 4 Places Reading 2 

事前学習：Unit 4 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：Online Workbook にて学習した内容を復

習すること(0.5 時間） 

13 Unit 4 Places 
Language Development / Watch and 

Listen 

事前学習：Unit 4 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：Online Workbook にて学習した内容を復

習すること(0.5 時間） 

14 Unit 1 ~ 4 Online Workbook による総復習 

事前学習：Online Workbook にて学習した内容を復

習すること（0.5 時間） 

事後学習：Online Workbook にて学習した内容を復

習すること(0.5 時間） 

15 まとめ & 復習テスト 到達度確認テスト 

事前学習：Unit 1~4 まで復習すること（0.5 時間） 

事後学習：Online Workbook にて学習した内容を復

習すること(0.5 時間） 



摂南大学シラバス 2024 

 

関連科目 基礎英語Ⅱａ 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 Prism Reading Intro SB with Digital Pack Kate Adams Cambridge University Press 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
学期途中や学期末に行う復習テスト・課題・提出物・クラスへの参加及び貢献度・発表 100% 

学生への 

メッセージ 

英語が身に付くことで、自身の知見が広がるだけでなく、将来の可能性も飛躍的に広がります。外国語は一朝一夕には習得することはできません

が、日々学習を重ねることで必ず使いこなせるようになりますので一緒に頑張っていきましょう。 

担当者の 

研究室等 
７号館２階（非常勤講師室） 

備考  



摂南大学シラバス 2024 

科目名 英語Ⅰｂ 科目名（英文） English Ib 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 １年 クラス ① 

単位数 1 履修区分 選択必修科目 

学期 前期 授業担当者 東野 厚子 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IEN1302c1 

 

授業概要・ 

目的 

比較的平易な英文を用い、「読む」「聴く」だけでなく「書く」「話す」活動を取り入れた 4 技能統合型の演習授業を行う。4 技能の基礎力を固め

ること、ICT を駆使した自律的英語学習の技能と習慣を身につけることを目的とする。 

到達目標 

(1) 大学生にとって身近な話題についての平易なパッセージを読んで理解できるようになる。また、ゆっくり、はっきりと発声（再生）されれば

音声だけでも理解できるようになる。同じ話題について、基本的な語彙や表現を用いた英文を書けるようになる。また、前もって用意すれば同じ

内容を口頭で発話できるようになる。 

(2) PC やスマートフォンを用いた e-learning による自律的英語学習法に親しむ。 

(3) 前期は CEFR-J [A1.1-A1.2]、後期は CEFR-J [A1.3]に英語力が到達することを目標とす 

授業方法と 

留意点 

演習型の授業を行うので、授業内の学習活動に積極的に参加、貢献する姿勢が重要な評価項目となる。e-learning 課題等の授業外学習課題につ

いては、指示されたペースや期限を守り、必ず完了すること。3回を超える欠席のあった者には原則として単位を認めない。 

科目学習の 

効果（資格） 
TOEIC,英検等 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 オリエンテーション 
授業内容・方法・評価方法・リンガポル

タについての説明 

事前学習：本科目のシラバスを読んでくること（0.5

時間） 

事後学習：テキストの指示 p.139 に従い StreamLine

にアクセスする(0.5 時間） 

2 Unit 1 Meeting New People Warm-up/Conversation/Grammar 

事前学習：Unit 1 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

3 Unit 1 Meeting New People Reading/Writing/Challenge Yourself 

事前学習：Unit 1 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

4 Unit 2 School Life Warm-up/Conversation/Grammar 

事前学習：Unit 2 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

5 Unit 2 School Life Reading/Writing/Challenge Yourself 

事前学習：Unit 2 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

6 Unit 3 Seeing a Doctor Warm-up/Conversation/Grammar 

事前学習：Unit 3 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

7 Unit 3 Seeing a Doctor Reading/Writing/Challenge Yourself 

事前学習：Unit 3 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

8 Unit 4 Expressing Yourself Warm-up/Conversation/Grammar 

事前学習：Unit 4 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

9 Unit 4 Expressing Yourself Reading/Writing/Challenge Yourself 

事前学習：Unit 4 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

10 Unit 5 Getting Around Warm-up/Conversation/Grammar 

事前学習：Unit 5 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

11 Unit 5 Getting Around Reading/Writing/Challenge Yourself 

事前学習：Unit 5 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

12 
Unit 6 Talking about the 

Time 
Warm-up/Conversation/Grammar 

事前学習：Unit 6 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

13 
Unit 6 Talking about the 

Time 
Reading/Writing/Challenge Yourself 

事前学習：Unit 6 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

14 Review 1 Part I から Part VII 

事前学習：Unit 1-6 の内容を復習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した全ての項目を復

習すること (0.5 時間） 

15 まとめ & 復習テスト Unit 1 から Unit 6 の総復習 

事前学習：Unit 1-6 の内容を復習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した全ての項目を総

復習すること(0.5 時間） 



摂南大学シラバス 2024 

 

関連科目 基礎英語Ⅱｂ 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 Live Escalate Book 1: Base Camp 角山照彦 成美堂 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
学期途中や学期末に行う復習テスト・課題・提出物・クラスへの参加及び貢献度・発表  100% 

学生への 

メッセージ 

第 1回の授業で、授業の進め方・評価等に関して説明します。受講予定者は、必ず教科書を準備して初回から出席してください。 

積極的に授業に参加することを期待しています。 

担当者の 

研究室等 
７号館２階（非常勤講師室） 

備考  



摂南大学シラバス 2024 

科目名 英語Ⅰｂ 科目名（英文） English Ib 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 １年 クラス ② 

単位数 1 履修区分 選択必修科目 

学期 前期 授業担当者 マーティン オイクル 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IEN1302c1 

 

授業概要・ 

目的 

比較的平易な英文を用い、「読む」「聴く」だけでなく「書く」「話す」活動を取り入れた 4 技能統合型の演習授業を行う。4 技能の基礎力を固め

ること、ICT を駆使した自律的英語学習の技能と習慣を身につけることを目的とする。 

到達目標 

(1) 大学生にとって身近な話題についての平易なパッセージを読んで理解できるようになる。また、ゆっくり、はっきりと発声（再生）されれば

音声だけでも理解できるようになる。同じ話題について、基本的な語彙や表現を用いた英文を書けるようになる。また、前もって用意すれば同じ

内容を口頭で発話できるようになる。 

(2) PC やスマートフォンを用いた e-learning による自律的英語学習法に親しむ。 

(3) 前期は CEFR-J [A1.1-A1.2]、後期は CEFR-J [A1.3]に英語力が到達することを目標とす 

授業方法と 

留意点 

演習型の授業を行うので、授業内の学習活動に積極的に参加、貢献する姿勢が重要な評価項目となる。e-learning 課題等の授業外学習課題につ

いては、指示されたペースや期限を守り、必ず完了すること。3回を超える欠席のあった者には原則として単位を認めない。 

科目学習の 

効果（資格） 
TOEIC,英検等 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 オリエンテーション 
授業内容・方法・評価方法・リンガポル

タについての説明 

事前学習：本科目のシラバスを読んでくること（0.5

時間） 

事後学習：テキストの指示 p.139 に従い StreamLine

にアクセスする(0.5 時間） 

2 Unit 1 Meeting New People Warm-up/Conversation/Grammar 

事前学習：Unit 1 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

3 Unit 1 Meeting New People Reading/Writing/Challenge Yourself 

事前学習：Unit 1 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

4 Unit 2 School Life Warm-up/Conversation/Grammar 

事前学習：Unit 2 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

5 Unit 2 School Life Reading/Writing/Challenge Yourself 

事前学習：Unit 2 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

6 Unit 3 Seeing a Doctor Warm-up/Conversation/Grammar 

事前学習：Unit 3 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

7 Unit 3 Seeing a Doctor Reading/Writing/Challenge Yourself 

事前学習：Unit 3 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

8 Unit 4 Expressing Yourself Warm-up/Conversation/Grammar 

事前学習：Unit 4 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

9 Unit 4 Expressing Yourself Reading/Writing/Challenge Yourself 

事前学習：Unit 4 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

10 Unit 5 Getting Around Warm-up/Conversation/Grammar 

事前学習：Unit 5 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

11 Unit 5 Getting Around Reading/Writing/Challenge Yourself 

事前学習：Unit 5 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

12 
Unit 6 Talking about the 

Time 
Warm-up/Conversation/Grammar 

事前学習：Unit 6 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

13 
Unit 6 Talking about the 

Time 
Reading/Writing/Challenge Yourself 

事前学習：Unit 6 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

14 Review 1 Part I から Part VII 

事前学習：Unit 1-6 の内容を復習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した全ての項目を復

習すること (0.5 時間） 

15 まとめ & 復習テスト Unit 1 から Unit 7 の総復習 

事前学習：Unit 1-6 の内容を復習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した全ての項目を総

復習すること(0.5 時間） 



摂南大学シラバス 2024 

 

関連科目 基礎英語 IIb 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 Live Escalate Book 1: Base Camp 角山照彦 成美堂 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
中間テストと期末テスト 60%、授業中の学習、態度、参加状況（授業での呼応状況など)40%。 

学生への 

メッセージ 
良い成績を取るためには、参加することと良い授業態度が大切です。 5回欠席した場合、本コースの合格は極めて難しくなります。 

担当者の 

研究室等 
7 号館 2階 非常勤講師室 

備考  



摂南大学シラバス 2024 

科目名 英語Ⅰｂ 科目名（英文） English Ib 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 １年 クラス ③ 

単位数 1 履修区分 選択必修科目 

学期 前期 授業担当者 ジェフリー ベル 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IEN1302c1 

 

授業概要・ 

目的 

比較的平易な英文を用い、「読む」「聴く」だけでなく「書く」「話す」活動を取り入れた 4 技能統合型の演習授業を行う。4 技能の基礎力を固め

ること、ICT を駆使した自律的英語学習の技能と習慣を身につけることを目的とする。 

到達目標 

(1) 大学生にとって身近な話題についての平易なパッセージを読んで理解できるようになる。また、ゆっくり、はっきりと発声（再生）されれば

音声だけでも理解できるようになる。同じ話題について、基本的な語彙や表現を用いた英文を書けるようになる。また、前もって用意すれば同じ

内容を口頭で発話できるようになる。 

(2) PC やスマートフォンを用いた e-learning による自律的英語学習法に親しむ。 

(3) 前期は CEFR-J [A1.1-A1.2]、後期は CEFR-J [A1.3]に英語力が到達することを目標とす 

授業方法と 

留意点 

演習型の授業を行うので、授業内の学習活動に積極的に参加、貢献する姿勢が重要な評価項目となる。e-learning 課題等の授業外学習課題につ

いては、指示されたペースや期限を守り、必ず完了すること。3回を超える欠席のあった者には原則として単位を認めない。 

科目学習の 

効果（資格） 
TOEIC,英検等 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 オリエンテーション 
授業内容・方法・評価方法・リンガポル

タについての説明 

事前学習：本科目のシラバスを読んでくること（0.5

時間） 

事後学習：テキストの指示 p.139 に従い StreamLine

にアクセスする(0.5 時間） 

2 Unit 1 Meeting New People Warm-up/Conversation/Grammar 

事前学習：Unit 1 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

3 Unit 1 Meeting New People Reading/Writing/Challenge Yourself 

事前学習：Unit 1 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

4 Unit 2 School Life Warm-up/Conversation/Grammar 

事前学習：Unit 2 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

5 Unit 2 School Life Reading/Writing/Challenge Yourself 

事前学習：Unit 2 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

6 Unit 3 Seeing a Doctor Warm-up/Conversation/Grammar 

事前学習：Unit 3 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

7 Unit 3 Seeing a Doctor Reading/Writing/Challenge Yourself 

事前学習：Unit 3 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

8 Unit 4 Expressing Yourself Warm-up/Conversation/Grammar 

事前学習：Unit 4 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

9 Unit 4 Expressing Yourself Reading/Writing/Challenge Yourself 

事前学習：Unit 4 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

10 Unit 5 Getting Around Warm-up/Conversation/Grammar 

事前学習：Unit 5 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

11 Unit 5 Getting Around Reading/Writing/Challenge Yourself 

事前学習：Unit 5 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

12 
Unit 6 Talking about the 

Time 
Warm-up/Conversation/Grammar 

事前学習：Unit 6 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

13 
Unit 6 Talking about the 

Time 
Reading/Writing/Challenge Yourself 

事前学習：Unit 6 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

14 Review 1 Part I から Part VII 

事前学習：Unit 1-6 の内容を復習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した全ての項目を復

習すること (0.5 時間） 

15 まとめ & 復習テスト Unit 1 から Unit 7 の総復習 

事前学習：Unit 1-6 の内容を復習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した全ての項目を総

復習すること(0.5 時間） 



摂南大学シラバス 2024 

 

関連科目 基礎英語Ⅱｂ 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 Live Escalate Book 1: Base Camp 角山照彦 成美堂 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
学期途中や学期末に行う復習テスト・課題・提出物・クラスへの参加及び貢献度・発表 100% 

学生への 

メッセージ 
Let's have fun learning English conversation! 

担当者の 

研究室等 
７号館２階（非常勤講師室） 

備考  



摂南大学シラバス 2024 

科目名 英語Ⅰｂ 科目名（英文） English Ib 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 １年 クラス ④ 

単位数 1 履修区分 選択必修科目 

学期 前期 授業担当者 片岡 晴美 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IEN1302c1 

 

授業概要・ 

目的 

比較的平易な英文を用い、「読む」「聴く」だけでなく「書く」「話す」活動を取り入れた 4 技能統合型の演習授業を行う。4 技能の基礎力を固め

ること、ICT を駆使した自律的英語学習の技能と習慣を身につけることを目的とする。 

到達目標 

(1) 大学生にとって身近な話題についての平易なパッセージを読んで理解できるようになる。また、ゆっくり、はっきりと発声（再生）されれば

音声だけでも理解できるようになる。同じ話題について、基本的な語彙や表現を用いた英文を書けるようになる。また、前もって用意すれば同じ

内容を口頭で発話できるようになる。 

(2) PC やスマートフォンを用いた e-learning による自律的英語学習法に親しむ。 

(3) 前期は CEFR-J [A1.1-A1.2]、後期は CEFR-J [A1.3]に英語力が到達することを目標とす 

授業方法と 

留意点 

演習型の授業を行うので、授業内の学習活動に積極的に参加、貢献する姿勢が重要な評価項目となる。e-learning 課題等の授業外学習課題につ

いては、指示されたペースや期限を守り、必ず完了すること。3回を超える欠席のあった者には原則として単位を認めない。 

科目学習の 

効果（資格） 
TOEIC、英検等 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 オリエンテーション 
授業内容・方法・評価方法・リンガポル

タについての説明 

事前学習：本科目のシラバスを読んでくること（0.5

時間） 

事後学習：テキストの指示 p.139 に従い StreamLine

にアクセスする(0.5 時間） 

2 Unit 1 Meeting New People Warm-up/Conversation/Grammar 

事前学習：Unit 1 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

3 Unit 1 Meeting New People Reading/Writing/Challenge Yourself 

事前学習：Unit 1 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

4 Unit 2 School Life Warm-up/Conversation/Grammar 

事前学習：Unit 2 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

5 Unit 2 School Life Reading/Writing/Challenge Yourself 

事前学習：Unit 2 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

6 Unit 3 Seeing a Doctor Warm-up/Conversation/Grammar 

事前学習：Unit 3 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

7 Unit 3 Seeing a Doctor Reading/Writing/Challenge Yourself 

事前学習：Unit 3 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

8 Unit 4 Expressing Yourself Warm-up/Conversation/Grammar 

事前学習：Unit 4 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

9 Unit 4 Expressing Yourself Reading/Writing/Challenge Yourself 

事前学習：Unit 4 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

10 Unit 5 Getting Around Warm-up/Conversation/Grammar 

事前学習：Unit 5 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

11 Unit 5 Getting Around Reading/Writing/Challenge Yourself 

事前学習：Unit 5 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

12 
Unit 6 Talking about the 

Time 
Warm-up/Conversation/Grammar 

事前学習：Unit 6 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

13 
Unit 6 Talking about the 

Time 
Reading/Writing/Challenge Yourself 

事前学習：Unit 6 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

14 Review 1 Part I から Part VII 

事前学習：Unit 1-6 の内容を復習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した全ての項目を復

習すること (0.5 時間） 

15 まとめ & 復習テスト Unit 1 から Unit 7 の総復習 

事前学習：Unit 1-6 の内容を復習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した全ての項目を総

復習すること(0.5 時間） 



摂南大学シラバス 2024 

 

関連科目 基礎英語Ⅱｂ 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 Live Escalate Book 1: Base Camp 角山照彦 成美堂 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
学期途中や学期末に行う復習テスト・課題・提出物・クラスへの参加及び貢献度・発表 100% 

学生への 

メッセージ 

英語の 4技能 5領域〔Reading, Listening, Writing, Speaking（やり取り・発表）〕を育成する学習活動を行います。 

英語を使うことを楽しみましょう。 

担当者の 

研究室等 
非常勤講師室（7号館 2階） 

備考  



摂南大学シラバス 2024 

科目名 英語Ⅰｃ 科目名（英文） English Ic 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 １年 クラス ① 

単位数 1 履修区分 選択必修科目 

学期 後期 授業担当者 西谷 継治 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IEN1303c1 

 

授業概要・ 

目的 

比較的平易な英文を用い、「読む」「聴く」だけでなく「書く」「話す」活動を取り入れた 4 技能統合型の演習授業を行う。4 技能の基礎力を固め

ること、ICT を駆使した自律的英語学習の技能と習慣を身につけること、学内で提供される様々な授業時間外の英語学習機会に親しむことを目的

とする。 

到達目標 

(1) 大学生にとって身近な話題についての平易なパッセージを読んで理解できるようになる。また、ゆっくり、はっきりと発声（再生）されれば

音声だけでも理解できるようになる。同じ話題について、基本的な語彙や表現を用いた英文を書けるようになる。また、前もって用意すれば同じ

内容を口頭で発話できるようになる。 

(2) PC やスマートフォンを用いた e-learning による自律的英語学習法に親しむ。 

(3) 学内で提供される各種の授業時間外の英語学習機会に親しむ。 

授業方法と 

留意点 

演習型の授業を行うので、授業内の学習活動に積極的に参加、貢献する姿勢が重要な評価項目となる。e-learning 課題や、その他の授業外学習

課題については、指示されたペースや期限を守り、必ず完了すること。3回を超える欠席のあった者には原則として単位を認めない。 

科目学習の 

効果（資格） 
TOEIC, 英検等 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 オリエンテーション 
授業内容・方法・評価方法・ABAX LMS

についての説明 

事前学習：本科目のシラバスを読んでくること（0.5

時間） 

事後学習：ABAX LMS の登録方法について確認するこ

と(0.5 時間） 

2 
Theme 4 Cities Part A 

Megacities 

1.Warming-Up 2.Main Reading 

3.Understanding the Story 

事前学習：Theme 4 Part A の内容を予習してくるこ

と（0.5 時間） 

事後学習：ABAX LMS にて学習した内容を復習するこ

と (0.5 時間） 

3 
Theme 4 Cities Part A 

Megacities 

4.Summary 5.Words 6. Critical Reading 

7.Critical Thinking 

事前学習：Theme 4 Part A の内容を予習してくるこ

と（0.5 時間） 

事後学習：ABAX LMS にて学習した内容を復習するこ

と (0.5 時間） 

4 
Theme 4 Cities Part A 

Megacities 

8.Learing Language Patterns 

9.Secoond Reading 10.Output 

事前学習：Theme 4 Part A の内容を予習してくるこ

と（0.5 時間） 

事後学習：ABAX LMS にて学習した内容を復習するこ

と (0.5 時間） 

5 
Theme 4 Cities Part B 

Megacities: Problems 

1.Warming-Up 2.Main Reading 

3.Understanding the Story 4.Summary 

事前学習：Theme 4 Part B の内容を予習してくるこ

と（0.5 時間） 

事後学習：ABAX LMS にて学習した内容を復習するこ

と (0.5 時間） 

6 
Theme 4 Cities Part B 

Megacities: Problems 

5.Words 6. Critical Reading 

7.Critical Thinking  8.Learing 

Language Patterns 9.Secoond Reading 

10.Output 

事前学習：Theme 4 Part B の内容を予習してくるこ

と（0.5 時間） 

事後学習：ABAX LMS にて学習した内容を復習するこ

と (0.5 時間） 

7 
Theme 5 Travel Part A 

Tourism: Advantages 

1.Warming-Up 2.Main Reading 

3.Understanding the Story 

事前学習：Theme 5 Part A の内容を予習してくるこ

と（0.5 時間） 

事後学習：ABAX LMS にて学習した内容を復習するこ

と (0.5 時間） 

8 
Theme 5 Travel Part A 

Tourism: Advantages 

4.Summary 5.Words 6. Critical Reading 

7.Critical Thinking 

事前学習：Theme 5 Part A の内容を予習してくるこ

と（0.5 時間） 

事後学習：ABAX LMS にて学習した内容を復習するこ

と (0.5 時間） 

9 
Theme 5 Travel Part A 

Tourism: Advantages 

8.Learing Language Patterns 

9.Secoond Reading 10.Output 

事前学習：Theme 5 Part A の内容を予習してくるこ

と（0.5 時間） 

事後学習：ABAX LMS にて学習した内容を復習するこ

と (0.5 時間） 

10 
Theme 5 Travel Part B 

Tourism: Disadvantages 

1.Warming-Up 2.Main Reading 

3.Understanding the Story 4.Summary 

事前学習：Theme 5 Part B の内容を予習してくるこ

と（0.5 時間） 

事後学習：ABAX LMS にて学習した内容を復習するこ

と (0.5 時間） 

11 
Theme 5 Travel Part B 

Tourism: Disadvantages 

5.Words 6. Critical Reading 

7.Critical Thinking  8.Learing 

Language Patterns 9.Secoond Reading 

10.Output 

事前学習：Theme 5 Part B の内容を予習してくるこ

と（0.5 時間） 

事後学習：ABAX LMS にて学習した内容を復習するこ

と (0.5 時間） 

12 Theme 6 Food Part A Hot Pot 
1.Warming-Up 2.Main Reading 

3.Understanding the Story 

事前学習：Theme 6 Part A の内容を予習してくるこ

と（0.5 時間） 

事後学習：ABAX LMS にて学習した内容を復習するこ

と (0.5 時間） 

13 Theme 6 Food Part A Hot Pot 
4.Summary 5.Words 6. Critical Reading 

7.Critical Thinking-10.Output 

事前学習：Theme 6 Part A の内容を予習してくるこ

と（0.5 時間） 

事後学習：ABAX LMS にて学習した内容を復習するこ

と (0.5 時間） 

14 
Theme 6 Food Part B East 

Asian Food 

1.Warming-Up 2.Main Reading 

3.Understanding the Story 4.Summary 

事前学習：Theme 6 Part B の内容を予習してくるこ

と（0.5 時間） 

事後学習：ABAX LMS にて学習した内容を復習するこ

と (0.5 時間） 

15 まとめ & 復習テスト 到達度確認テスト 

事前学習：Theme 4 から 6までの内容を総復習する

こと（0.5 時間） 

事後学習：ABAX LMS にて学習した内容を復習するこ



摂南大学シラバス 2024 

と (0.5 時間） 

 

関連科目 基礎英語Ⅰａ 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 Asian Issues 1 Alastair Graham-Marr Abax 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
学期途中や学期末に行う復習テスト・課題・提出物・クラスへの参加及び貢献度・発表 100% 

学生への 

メッセージ 
 

担当者の 

研究室等 
７号館２階（非常勤講師室） 

備考  



摂南大学シラバス 2024 

科目名 英語Ⅰｃ 科目名（英文） English Ic 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 １年 クラス ② 

単位数 1 履修区分 選択必修科目 

学期 後期 授業担当者 田村 康子 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IEN1303c1 

 

授業概要・ 

目的 

比較的平易な英文を用い、「読む」「聴く」だけでなく「書く」「話す」活動を取り入れた 4 技能統合型の演習授業を行う。4 技能の基礎力を固め

ること、ICT を駆使した自律的英語学習の技能と習慣を身につけること、学内で提供される様々な授業時間外の英語学習機会に親しむことを目的

とする。 

到達目標 

(1) 大学生にとって身近な話題についての平易なパッセージを読んで理解できるようになる。また、ゆっくり、はっきりと発声（再生）されれば

音声だけでも理解できるようになる。同じ話題について、基本的な語彙や表現を用いた英文を書けるようになる。また、前もって用意すれば同じ

内容を口頭で発話できるようになる。 

(2) PC やスマートフォンを用いた e-learning による自律的英語学習法に親しむ。 

(3) 学内で提供される各種の授業時間外の英語学習機会に親しむ。 

授業方法と 

留意点 

演習型の授業を行うので、授業内の学習活動に積極的に参加、貢献する姿勢が重要な評価項目となる。e-learning 課題や、その他の授業外学習

課題については、指示されたペースや期限を守り、必ず完了すること。3回を超える欠席のあった者には原則として単位を認めない。 

科目学習の 

効果（資格） 
TOEIC, 英検等 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 オリエンテーション 
授業内容・方法・評価方法・ABAX LMS

についての説明 

事前学習：本科目のシラバスを読んでくること（0.5

時間） 

事後学習：ABAX LMS の登録方法について確認するこ

と(0.5 時間） 

2 
Theme 4 Cities Part A 

Megacities 

1.Warming-Up 2.Main Reading 

3.Understanding the Story 

事前学習：Theme 4 Part A の内容を予習してくるこ

と（0.5 時間） 

事後学習：ABAX LMS にて学習した内容を復習するこ

と (0.5 時間） 

3 
Theme 4 Cities Part A 

Megacities 

4.Summary 5.Words 6. Critical Reading 

7.Critical Thinking 

事前学習：Theme 4 Part A の内容を予習してくるこ

と（0.5 時間） 

事後学習：ABAX LMS にて学習した内容を復習するこ

と (0.5 時間） 

4 
Theme 4 Cities Part A 

Megacities 

8.Learing Language Patterns 

9.Secoond Reading 10.Output 

事前学習：Theme 4 Part A の内容を予習してくるこ

と（0.5 時間） 

事後学習：ABAX LMS にて学習した内容を復習するこ

と (0.5 時間） 

5 
Theme 4 Cities Part B 

Megacities: Problems 

1.Warming-Up 2.Main Reading 

3.Understanding the Story 4.Summary 

事前学習：Theme 4 Part B の内容を予習してくるこ

と（0.5 時間） 

事後学習：ABAX LMS にて学習した内容を復習するこ

と (0.5 時間） 

6 
Theme 4 Cities Part B 

Megacities: Problems 

5.Words 6. Critical Reading 

7.Critical Thinking  8.Learing 

Language Patterns 9.Secoond Reading 

10.Output 

事前学習：Theme 4 Part B の内容を予習してくるこ

と（0.5 時間） 

事後学習：ABAX LMS にて学習した内容を復習するこ

と (0.5 時間） 

7 
Theme 5 Travel Part A 

Tourism: Advantages 

1.Warming-Up 2.Main Reading 

3.Understanding the Story 

事前学習：Theme 5 Part A の内容を予習してくるこ

と（0.5 時間） 

事後学習：ABAX LMS にて学習した内容を復習するこ

と (0.5 時間） 

8 
Theme 5 Travel Part A 

Tourism: Advantages 

4.Summary 5.Words 6. Critical Reading 

7.Critical Thinking 

事前学習：Theme 5 Part A の内容を予習してくるこ

と（0.5 時間） 

事後学習：ABAX LMS にて学習した内容を復習するこ

と (0.5 時間） 

9 
Theme 5 Travel Part A 

Tourism: Advantages 

8.Learing Language Patterns 

9.Secoond Reading 10.Output 

事前学習：Theme 5 Part A の内容を予習してくるこ

と（0.5 時間） 

事後学習：ABAX LMS にて学習した内容を復習するこ

と (0.5 時間） 

10 
Theme 5 Travel Part B 

Tourism: Disadvantages 

1.Warming-Up 2.Main Reading 

3.Understanding the Story 4.Summary 

事前学習：Theme 5 Part B の内容を予習してくるこ

と（0.5 時間） 

事後学習：ABAX LMS にて学習した内容を復習するこ

と (0.5 時間） 

11 
Theme 5 Travel Part B 

Tourism: Disadvantages 

5.Words 6. Critical Reading 

7.Critical Thinking  8.Learing 

Language Patterns 9.Secoond Reading 

10.Output 

事前学習：Theme 5 Part B の内容を予習してくるこ

と（0.5 時間） 

事後学習：ABAX LMS にて学習した内容を復習するこ

と (0.5 時間） 

12 Theme 6 Food Part A Hot Pot 
1.Warming-Up 2.Main Reading 

3.Understanding the Story 

事前学習：Theme 6 Part A の内容を予習してくるこ

と（0.5 時間） 

事後学習：ABAX LMS にて学習した内容を復習するこ

と (0.5 時間） 

13 Theme 6 Food Part A Hot Pot 

4.Summary 5.Words 6. Critical Reading 

7.Critical Thinking 

10.Output 

事前学習：Theme 6 Part A の内容を予習してくるこ

と（0.5 時間） 

事後学習：ABAX LMS にて学習した内容を復習するこ

と (0.5 時間） 

14 
Theme 6 Food Part B East 

Asian Food 

1.Warming-Up 2.Main Reading 

3.Understanding the Story 4.Summary 

事前学習：Theme 6 Part B の内容を予習してくるこ

と（0.5 時間） 

事後学習：ABAX LMS にて学習した内容を復習するこ

と (0.5 時間） 

15 まとめ & 復習テスト 到達度確認テスト 

事前学習：Theme 4 から 6までの内容を総復習する

こと（0.5 時間） 

事後学習：ABAX LMS にて学習した内容を復習するこ



摂南大学シラバス 2024 

と (0.5 時間） 

 

関連科目 基礎英語Ⅰａ 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 Asian Issues 1 Alastair Graham-Marr Abax 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
学期途中や学期末に行う復習テスト・課題・提出物・クラスへの参加及び貢献度・発表 100% 

学生への 

メッセージ 
毎回の授業に必ず出席するとともに、予習・復習を必ず行ってください。 

担当者の 

研究室等 
７号館２階（非常勤講師室） 

備考  



摂南大学シラバス 2024 

科目名 英語Ⅰｃ 科目名（英文） English Ic 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 １年 クラス ③ 

単位数 1 履修区分 選択必修科目 

学期 後期 授業担当者 中野 華子 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IEN1303c1 

 

授業概要・ 

目的 

比較的平易な英文を用い、「読む」「聴く」だけでなく「書く」「話す」活動を取り入れた 4 技能統合型の演習授業を行う。4 技能の基礎力を固め

ること、ICT を駆使した自律的英語学習の技能と習慣を身につけること、学内で提供される様々な授業時間外の英語学習機会に親しむことを目的

とする。 

到達目標 

(1) 大学生にとって身近な話題についての平易なパッセージを読んで理解できるようになる。また、ゆっくり、はっきりと発声（再生）されれば

音声だけでも理解できるようになる。同じ話題について、基本的な語彙や表現を用いた英文を書けるようになる。また、前もって用意すれば同じ

内容を口頭で発話できるようになる。 

(2) PC やスマートフォンを用いた e-learning による自律的英語学習法に親しむ。 

(3) 学内で提供される各種の授業時間外の英語学習機会に親しむ。 

授業方法と 

留意点 

演習型の授業を行うので、授業内の学習活動に積極的に参加、貢献する姿勢が重要な評価項目となる。e-learning 課題や、その他の授業外学習

課題については、指示されたペースや期限を守り、必ず完了すること。3回を超える欠席のあった者には原則として単位を認めない。 

科目学習の 

効果（資格） 
TOEIC, 英検等 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 オリエンテーション 
授業内容・方法・評価方法・Online 

Workbook についての説明 

事前学習：本科目のシラバスを読んでくること（0.5

時間） 

事後学習：Online Workbook にアクセスし登録をす

ること(0.5 時間） 

2 Unit 5 JOBS Reading 1 

事前学習：Unit 5 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：Online Workbook にて学習した内容を復

習すること(0.5 時間） 

3 Unit 5 JOBS Reading 2 

事前学習：Unit 5 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：Online Workbook にて学習した内容を復

習すること(0.5 時間） 

4 Unit 5 JOBS 
Language Development / Watch and 

Listen 

事前学習：Unit 5 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：Online Workbook にて学習した内容を復

習すること(0.5 時間） 

5 Unit 6 HOMES AND BUILDINGS Reading 1 

事前学習：Unit 6 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：Online Workbook にて学習した内容を復

習すること(0.5 時間） 

6 Unit 6 HOMES AND BUILDINGS Reading 2 

事前学習：Unit 6 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：Online Workbook にて学習した内容を復

習すること(0.5 時間） 

7 Unit 6 HOMES AND BUILDINGS 
Language Development / Watch and 

Listen 

事前学習：Unit 6 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：Online Workbook にて学習した内容を復

習すること(0.5 時間） 

8 Unit 7 FOOD AND CULTURE Reading 1 

事前学習：Unit 7 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：Online Workbook にて学習した内容を復

習すること(0.5 時間） 

9 Unit 7 FOOD AND CULTURE Reading 2 

事前学習：Unit 7 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：Online Workbook にて学習した内容を復

習すること(0.5 時間） 

10 Unit 7 FOOD AND CULTURE 
Language Development / Watch and 

Listen 

事前学習：Unit 7 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：Online Workbook にて学習した内容を復

習すること(0.5 時間） 

11 Unit 8 TRANSPORTATION Reading 1 

事前学習：Unit 8 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：Online Workbook にて学習した内容を復

習すること(0.5 時間） 

12 Unit 8 TRANSPORTATION Reading 2 

事前学習：Unit 8 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：Online Workbook にて学習した内容を復

習すること(0.5 時間） 

13 Unit 8 TRANSPORTATION 
Language Development / Watch and 

Listen 

事前学習：Unit 8 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：Online Workbook にて学習した内容を復

習すること(0.5 時間）） 

14 Unit 5 - 8 Online Workbook による総復習 

事前学習：Online Workbook にて学習した内容を復

習すること（0.5 時間） 

事後学習：Online Workbook にて学習した内容を復

習すること(0.5 時間） 

15 まとめ & 復習テスト Unit 5 から Unit 8 の総復習 

事前学習：Unit 5-8 まで復習すること（0.5 時間） 

事後学習：Online Workbook にて学習した内容を復

習すること(0.5 時間） 



摂南大学シラバス 2024 

 

関連科目 基礎英語Ⅰａ 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 Prism Reading Intro SB with Digital Pack Kate Adams Cambridge University Press 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
学期途中や学期末に行う復習テスト・課題・提出物・クラスへの参加及び貢献度・発表 100% 

学生への 

メッセージ 
授業に出席し、積極的に参加して下さい。中高で学習した英語を活用し、さらに自分で発信できるようになりましょう。 

担当者の 

研究室等 
７号館２階（非常勤講師室） 

備考  



摂南大学シラバス 2024 

科目名 英語Ⅰｃ 科目名（英文） English Ic 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 １年 クラス ④ 

単位数 1 履修区分 選択必修科目 

学期 後期 授業担当者 西原 菜月 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IEN1303c1 

 

授業概要・ 

目的 

比較的平易な英文を用い、「読む」「聴く」だけでなく「書く」「話す」活動を取り入れた 4 技能統合型の演習授業を行う。4 技能の基礎力を固め

ること、ICT を駆使した自律的英語学習の技能と習慣を身につけること、学内で提供される様々な授業時間外の英語学習機会に親しむことを目的

とする。 

到達目標 

(1) 大学生にとって身近な話題についての平易なパッセージを読んで理解できるようになる。また、ゆっくり、はっきりと発声（再生）されれば

音声だけでも理解できるようになる。同じ話題について、基本的な語彙や表現を用いた英文を書けるようになる。また、前もって用意すれば同じ

内容を口頭で発話できるようになる。 

(2) PC やスマートフォンを用いた e-learning による自律的英語学習法に親しむ。 

(3) 学内で提供される各種の授業時間外の英語学習機会に親しむ。 

授業方法と 

留意点 

演習型の授業を行うので、授業内の学習活動に積極的に参加、貢献する姿勢が重要な評価項目となる。e-learning 課題や、その他の授業外学習

課題については、指示されたペースや期限を守り、必ず完了すること。3回を超える欠席のあった者には原則として単位を認めない。 

科目学習の 

効果（資格） 
TOEIC, 英検等 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 オリエンテーション 
授業内容・方法・評価方法・Online 

Workbook についての説明 

事前学習：本科目のシラバスを読んでくること（0.5

時間） 

事後学習：Online Workbook にアクセスし登録をす

ること(0.5 時間） 

2 Unit 5 JOBS Reading 1 

事前学習：Unit 5 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：Online Workbook にて学習した内容を復

習すること(0.5 時間） 

3 Unit 5 JOBS Reading 2 

事前学習：Unit 5 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：Online Workbook にて学習した内容を復

習すること(0.5 時間） 

4 Unit 5 JOBS 
Language Development / Watch and 

Listen 

事前学習：Unit 5 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：Online Workbook にて学習した内容を復

習すること(0.5 時間） 

5 Unit 6 HOMES AND BUILDINGS Reading 1 

事前学習：Unit 6 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：Online Workbook にて学習した内容を復

習すること(0.5 時間） 

6 Unit 6 HOMES AND BUILDINGS Reading 2 

事前学習：Unit 6 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：Online Workbook にて学習した内容を復

習すること(0.5 時間） 

7 Unit 6 HOMES AND BUILDINGS 
Language Development / Watch and 

Listen 

事前学習：Unit 6 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：Online Workbook にて学習した内容を復

習すること(0.5 時間） 

8 Unit 7 FOOD AND CULTURE Reading 1 

事前学習：Unit 7 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：Online Workbook にて学習した内容を復

習すること(0.5 時間） 

9 Unit 7 FOOD AND CULTURE Reading 2 

事前学習：Unit 7 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：Online Workbook にて学習した内容を復

習すること(0.5 時間） 

10 Unit 7 FOOD AND CULTURE 
Language Development / Watch and 

Listen 

事前学習：Unit 7 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：Online Workbook にて学習した内容を復

習すること(0.5 時間） 

11 Unit 8 TRANSPORTATION Reading 1 

事前学習：Unit 8 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：Online Workbook にて学習した内容を復

習すること(0.5 時間） 

12 Unit 8 TRANSPORTATION Reading 2 

事前学習：Unit 8 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：Online Workbook にて学習した内容を復

習すること(0.5 時間） 

13 Unit 8 TRANSPORTATION 
Language Development / Watch and 

Listen 

事前学習：Unit 8 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：Online Workbook にて学習した内容を復

習すること(0.5 時間）） 

14 Unit 5 ~ 8 Online Workbook による総復習 

事前学習：Online Workbook にて学習した内容を復

習すること（0.5 時間） 

事後学習：Online Workbook にて学習した内容を復

習すること(0.5 時間） 

15 まとめ & 復習テスト Unit 5 から Unit 8 の総復習 

事前学習：Unit 5~8 まで復習すること（0.5 時間） 

事後学習：Online Workbook にて学習した内容を復

習すること(0.5 時間） 



摂南大学シラバス 2024 

 

関連科目 基礎英語Ⅰａ 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 Prism Reading Intro SB with Digital Pack Kate Adams Cambridge University Press 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
学期途中や学期末に行う復習テスト・課題・提出物・クラスへの参加及び貢献度・発表 100% 

学生への 

メッセージ 

英語が身に付くことで、自身の知見が広がるだけでなく、将来の可能性も飛躍的に広がります。外国語は一朝一夕には習得することはできません

が、日々学習を重ねることで必ず使いこなせるようになりますので一緒に頑張っていきましょう。 

担当者の 

研究室等 
７号館２階（非常勤講師室） 

備考  



摂南大学シラバス 2024 

科目名 英語Ⅰｄ 科目名（英文） English Id 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 １年 クラス ① 

単位数 1 履修区分 選択必修科目 

学期 後期 授業担当者 東野 厚子 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IEN1304c1 

 

授業概要・ 

目的 

比較的平易な英文を用い、「読む」「聴く」だけでなく「書く」「話す」活動を取り入れた 4 技能統合型の演習授業を行う。4 技能の基礎力を固め

ること、ICT を駆使した自律的英語学習の技能と習慣を身につけることを目的とする。 

到達目標 

(1) 大学生にとって身近な話題についての平易なパッセージを読んで理解できるようになる。また、ゆっくり、はっきりと発声（再生）されれば

音声だけでも理解できるようになる。同じ話題について、基本的な語彙や表現を用いた英文を書けるようになる。また、前もって用意すれば同じ

内容を口頭で発話できるようになる。 

(2) PC やスマートフォンを用いた e-learning による自律的英語学習法に親しむ。 

(3) 前期は CEFR-J [A1.1-A1.2]、後期は CEFR-J [A1.3]に英語力が到達することを目標とす 

授業方法と 

留意点 

演習型の授業を行うので、授業内の学習活動に積極的に参加、貢献する姿勢が重要な評価項目となる。e-learning 課題等の授業外学習課題につ

いては、指示されたペースや期限を守り、必ず完了すること。3回を超える欠席のあった者には原則として単位を認めない。 

科目学習の 

効果（資格） 
TOEIC,英検等 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 オリエンテーション 
授業内容・方法・評価方法・リンガポル

タについての説明 

事前学習：本科目のシラバスを読んでくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで英語 Ib で学んだ内容を

復習すること (0.5 時間） 

2 Unit 7 Eating Out Warm-up/Conversation/Grammar 

事前学習：Unit 7 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

3 Unit 7 Eating Out Reading/Writing/Challenge Yourself 

事前学習：Unit 7 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

4 Unit 8 At the Supermarket Warm-up/Conversation/Grammar 

事前学習：Unit 8 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

5 Unit 8 At the Supermarket Reading/Writing/Challenge Yourself 

事前学習：Unit 8 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

6 Unit 9 Hobbies Warm-up/Conversation/Grammar 

事前学習：Unit 9 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

7 Unit 9 Hobbies Reading/Writing/Challenge Yourself 

事前学習：Unit 9 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

8 Unit 10 Shop Till You Drop Warm-up/Conversation/Grammar 

事前学習：Unit 10 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

9 Unit 10 Shop Till You Drop Reading/Writing/Challenge Yourself 

事前学習：Unit 10 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

10 Unit 11 Going on Vacation Warm-up/Conversation/Grammar 

事前学習：Unit 11 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

11 Unit 11 Going on Vacation Reading/Writing/Challenge Yourself 

事前学習：Unit 11 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

12 Unit 12 Sports Warm-up/Conversation/Grammar 

事前学習：Unit 12 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

13 Unit 12 Sports Reading/Writing/Challenge Yourself 

事前学習：Unit 12 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

14 Review 2 Unit 7 から Unit 12 の Review 

事前学習：Unit 7-12 の内容を復習してくること

（0.5 時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した全ての項目を復

習すること (0.5 時間） 

15 -まとめ & 復習テスト Unit 7 から Unit 12 の総復習 

事前学習：Unit 7-12 の内容を復習してくること

（0.5 時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した全ての項目を総

復習すること(0.5 時間） 



摂南大学シラバス 2024 

 

関連科目 基礎英語Ⅰｂ 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 Live Escalate Book 1: Base Camp 角山照彦 成美堂 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
学期途中や学期末に行う復習テスト・課題・提出物・クラスへの参加及び貢献度・発表 100% 

学生への 

メッセージ 

第 1回の授業で授業内容・評価方法等に関して説明します。受講予定者は、教科書を準備して必ず初回から出席してください。 

積極的に授業に参加することを期待しています。 

担当者の 

研究室等 
７号館２階（非常勤講師室） 

備考  



摂南大学シラバス 2024 

科目名 英語Ⅰｄ 科目名（英文） English Id 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 １年 クラス ② 

単位数 1 履修区分 選択必修科目 

学期 後期 授業担当者 マーティン オイクル 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IEN1304c1 

 

授業概要・ 

目的 

比較的平易な英文を用い、「読む」「聴く」だけでなく「書く」「話す」活動を取り入れた 4 技能統合型の演習授業を行う。4 技能の基礎力を固め

ること、ICT を駆使した自律的英語学習の技能と習慣を身につけることを目的とする。 

到達目標 

(1) 大学生にとって身近な話題についての平易なパッセージを読んで理解できるようになる。また、ゆっくり、はっきりと発声（再生）されれば

音声だけでも理解できるようになる。同じ話題について、基本的な語彙や表現を用いた英文を書けるようになる。また、前もって用意すれば同じ

内容を口頭で発話できるようになる。 

(2) PC やスマートフォンを用いた e-learning による自律的英語学習法に親しむ。 

(3) 前期は CEFR-J [A1.1-A1.2]、後期は CEFR-J [A1.3]に英語力が到達することを目標とす 

授業方法と 

留意点 

演習型の授業を行うので、授業内の学習活動に積極的に参加、貢献する姿勢が重要な評価項目となる。e-learning 課題等の授業外学習課題につ

いては、指示されたペースや期限を守り、必ず完了すること。3回を超える欠席のあった者には原則として単位を認めない。 

科目学習の 

効果（資格） 
TOEIC,英検等 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 オリエンテーション 
授業内容・方法・評価方法・リンガポル

タについての説明 

事前学習：本科目のシラバスを読んでくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで英語 Ib で学んだ内容を

復習すること (0.5 時間） 

2 Unit 7 Eating Out Warm-up/Conversation/Grammar 

事前学習：Unit 7 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

3 Unit 7 Eating Out Reading/Writing/Challenge Yourself 

事前学習：Unit 7 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

4 Unit 8 At the Supermarket Warm-up/Conversation/Grammar 

事前学習：Unit 8 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

5 Unit 8 At the Supermarket Reading/Writing/Challenge Yourself 

事前学習：Unit 8 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

6 Unit 9 Hobbies Warm-up/Conversation/Grammar 

事前学習：Unit 9 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

7 Unit 9 Hobbies Reading/Writing/Challenge Yourself 

事前学習：Unit 9 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

8 Unit 10 Shop Till You Drop Warm-up/Conversation/Grammar 

事前学習：Unit 10 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

9 Unit 10 Shop Till You Drop Reading/Writing/Challenge Yourself 

事前学習：Unit 10 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

10 Unit 11 Going on Vacation Warm-up/Conversation/Grammar 

事前学習：Unit 11 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

11 Unit 11 Going on Vacation Reading/Writing/Challenge Yourself 

事前学習：Unit 11 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

12 Unit 12 Sports Warm-up/Conversation/Grammar 

事前学習：Unit 12 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

13 Unit 12 Sports Reading/Writing/Challenge Yourself 

事前学習：Unit 12 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

14 Review 2 Unit 7 から Unit 12 の Review 

事前学習：Unit 7-12 の内容を復習してくること

（0.5 時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した全ての項目を復

習すること (0.5 時間） 

15 まとめ & 復習テスト Unit 7 から Unit 12 の総復習 

事前学習：Unit 7-12 の内容を復習してくること

（0.5 時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した全ての項目を総

復習すること(0.5 時間） 



摂南大学シラバス 2024 

 

関連科目 基礎英語 Ib 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 Live Escalate Book 1: Base Camp 角山照彦 成美堂 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
中間テストと期末テスト 60%、授業中の学習、態度、参加状況（授業での呼応状況など)40%。 

学生への 

メッセージ 
良い成績を取るためには、参加することと良い授業態度が大切です。5回の欠席で合格することは困難である。 

担当者の 

研究室等 
7 号館 2階 非常勤講師室 

備考  



摂南大学シラバス 2024 

科目名 英語Ⅰｄ 科目名（英文） English Id 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 １年 クラス ③ 

単位数 1 履修区分 選択必修科目 

学期 後期 授業担当者 ジェフリー ベル 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IEN1304c1 

 

授業概要・ 

目的 

比較的平易な英文を用い、「読む」「聴く」だけでなく「書く」「話す」活動を取り入れた 4 技能統合型の演習授業を行う。4 技能の基礎力を固め

ること、ICT を駆使した自律的英語学習の技能と習慣を身につけることを目的とする。 

到達目標 

(1) 大学生にとって身近な話題についての平易なパッセージを読んで理解できるようになる。また、ゆっくり、はっきりと発声（再生）されれば

音声だけでも理解できるようになる。同じ話題について、基本的な語彙や表現を用いた英文を書けるようになる。また、前もって用意すれば同じ

内容を口頭で発話できるようになる。 

(2) PC やスマートフォンを用いた e-learning による自律的英語学習法に親しむ。 

(3) 前期は CEFR-J [A1.1-A1.2]、後期は CEFR-J [A1.3]に英語力が到達することを目標とす 

授業方法と 

留意点 

演習型の授業を行うので、授業内の学習活動に積極的に参加、貢献する姿勢が重要な評価項目となる。e-learning 課題等の授業外学習課題につ

いては、指示されたペースや期限を守り、必ず完了すること。3回を超える欠席のあった者には原則として単位を認めない。 

科目学習の 

効果（資格） 
TOEIC,英検等 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 オリエンテーション 
授業内容・方法・評価方法・リンガポル

タについての説明 

事前学習：本科目のシラバスを読んでくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで英語 Ib で学んだ内容を

復習すること (0.5 時間） 

2 Unit 7 Eating Out Warm-up/Conversation/Grammar 

事前学習：Unit 7 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

3 Unit 7 Eating Out Reading/Writing/Challenge Yourself 

事前学習：Unit 7 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

4 Unit 8 At the Supermarket Warm-up/Conversation/Grammar 

事前学習：Unit 8 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

5 Unit 8 At the Supermarket Reading/Writing/Challenge Yourself 

事前学習：Unit 8 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

6 Unit 9 Hobbies Warm-up/Conversation/Grammar 

事前学習：Unit 9 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

7 Unit 9 Hobbies Reading/Writing/Challenge Yourself 

事前学習：Unit 9 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

8 Unit 10 Shop Till You Drop Warm-up/Conversation/Grammar 

事前学習：Unit 10 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

9 Unit 10 Shop Till You Drop Reading/Writing/Challenge Yourself 

事前学習：Unit 10 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

10 Unit 11 Going on Vacation Warm-up/Conversation/Grammar 

事前学習：Unit 11 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

11 Unit 11 Going on Vacation Reading/Writing/Challenge Yourself 

事前学習：Unit 11 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

12 Unit 12 Sports Warm-up/Conversation/Grammar 

事前学習：Unit 12 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

13 Unit 12 Sports Reading/Writing/Challenge Yourself 

事前学習：Unit 12 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

14 Review 2 Unit 7 から Unit 12 の Review 

事前学習：Unit 7-12 の内容を復習してくること

（0.5 時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した全ての項目を復

習すること (0.5 時間） 

15 まとめ & 復習テスト Unit 7 から Unit 12 の総復習 

事前学習：Unit 7-12 の内容を復習してくること

（0.5 時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した全ての項目を総

復習すること(0.5 時間） 



摂南大学シラバス 2024 

 

関連科目 基礎英語Ⅰｂ 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 Live Escalate Book 1: Base Camp 角山照彦 成美堂 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
学期途中や学期末に行う復習テスト・課題・提出物・クラスへの参加及び貢献度・発表 100% 

学生への 

メッセージ 
Let's continue having fun learning English conversation! 

担当者の 

研究室等 
７号館２階（非常勤講師室） 

備考  



摂南大学シラバス 2024 

科目名 英語Ⅰｄ 科目名（英文） English Id 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 １年 クラス ④ 

単位数 1 履修区分 選択必修科目 

学期 後期 授業担当者 ｽﾀﾝｼｭｰ ｱﾚｻﾝﾄﾞﾛ 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IEN1304c1 

 

授業概要・ 

目的 

比較的平易な英文を用い、「読む」「聴く」だけでなく「書く」「話す」活動を取り入れた 4 技能統合型の演習授業を行う。4 技能の基礎力を固め

ること、ICT を駆使した自律的英語学習の技能と習慣を身につけることを目的とする。 

到達目標 

(1) 大学生にとって身近な話題についての平易なパッセージを読んで理解できるようになる。また、ゆっくり、はっきりと発声（再生）されれば

音声だけでも理解できるようになる。同じ話題について、基本的な語彙や表現を用いた英文を書けるようになる。また、前もって用意すれば同じ

内容を口頭で発話できるようになる。 

(2) PC やスマートフォンを用いた e-learning による自律的英語学習法に親しむ。 

(3) 前期は CEFR-J [A1.1-A1.2]、後期は CEFR-J [A1.3]に英語力が到達することを目標とす 

授業方法と 

留意点 

演習型の授業を行うので、授業内の学習活動に積極的に参加、貢献する姿勢が重要な評価項目となる。e-learning 課題等の授業外学習課題につ

いては、指示されたペースや期限を守り、必ず完了すること。3回を超える欠席のあった者には原則として単位を認めない。 

科目学習の 

効果（資格） 
TOEIC,英検等 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 オリエンテーション 
授業内容・方法・評価方法・リンガポル

タについての説明 

事前学習：本科目のシラバスを読んでくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで英語 Ib で学んだ内容を

復習すること (0.5 時間） 

2 Unit 7 Eating Out Warm-up/Conversation/Grammar 

事前学習：Unit 7 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

3 Unit 7 Eating Out Reading/Writing/Challenge Yourself 

事前学習：Unit 7 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

4 Unit 8 At the Supermarket Warm-up/Conversation/Grammar 

事前学習：Unit 8 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

5 Unit 8 At the Supermarket Reading/Writing/Challenge Yourself 

事前学習：Unit 8 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

6 Unit 9 Hobbies Warm-up/Conversation/Grammar 

事前学習：Unit 9 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

7 Unit 9 Hobbies Reading/Writing/Challenge Yourself 

事前学習：Unit 9 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

8 Unit 10 Shop Till You Drop Warm-up/Conversation/Grammar 

事前学習：Unit 10 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

9 Unit 10 Shop Till You Drop Reading/Writing/Challenge Yourself 

事前学習：Unit 10 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

10 Unit 11 Going on Vacation Warm-up/Conversation/Grammar 

事前学習：Unit 11 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

11 Unit 11 Going on Vacation Reading/Writing/Challenge Yourself 

事前学習：Unit 11 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

12 Unit 12 Sports Warm-up/Conversation/Grammar 

事前学習：Unit 12 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

13 Unit 12 Sports Reading/Writing/Challenge Yourself 

事前学習：Unit 12 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

14 Review 2 Unit 7 から Unit 12 の Review 

事前学習：Unit 7-12 の内容を復習してくること

（0.5 時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した全ての項目を復

習すること (0.5 時間） 

15 まとめ & 復習テスト Unit 7 から Unit 12 の総復習 

事前学習：Unit 7-12 の内容を復習してくること

（0.5 時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した全ての項目を総

復習すること(0.5 時間） 



摂南大学シラバス 2024 

 

関連科目 基礎英語Ⅰｂ 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 Live Escalate Book 1: Base Camp 角山照彦 成美堂 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
学期途中や学期末に行う復習テスト・課題・提出物・クラスへの参加及び貢献度・発表 100% 

学生への 

メッセージ 
 

担当者の 

研究室等 
７号館２階（非常勤講師室） 

備考 

原則として、出席率 80%以上(12 回以上出席)の受講者のみを成績評価の対象とします。4 回以上休んだ場合(正式な証明が可能な公休および大学

指定の伝染病による欠席は除く) 単位が取得できる見込みはありません。 

テキスト(教科書)を忘れた場合、また、携帯電話の使用、私語などの授業妨害行為、許可のない途中退室などの行為があった場合は、当該の授業

における評価点をゼロとして扱います。 

その他の詳細は、第 1回目の授業で詳しく説明します。受講予定者は必ず出席してください。 



摂南大学シラバス 2024 

科目名 英語Ⅱａ 科目名（英文） English IIa 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ２年 クラス ① 

単位数 1 履修区分 選択必修科目 

学期 前期 授業担当者 村田 幸一 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IEN2305c1 

 

授業概要・ 

目的 

１年次に身につけた英語力を向上させるために、より高度な 4技能統合型の授業を行う。インプット活動のみならず、アウトプット活動を取り入

れ、各技能の基礎力および応用力を養う。この講義ではビジネス・経営に関する内容を扱う。 

到達目標 
「読解力」としては、CEFR-J[A2-2]を目標とし、「リスニング力」としては、CEFR-J[A2.1]を目標とする。また「会話・ライティング力」として

は、 CEFR-J[A2.1]を目標とする。 

授業方法と 

留意点 

演習型の授業を行うので、授業内の学習活動に積極的に参加、貢献する姿勢が重要な評価項目となる。e-learning 課題や、その他の授業外学習

課題については、指示されたペースや期限を守り、必ず完了すること。4回を超える欠席のあった者には原則として単位を認めない。 

・毎回授業の始めに前回の授業の復習小テスト（3～5分）を行う。 

科目学習の 

効果（資格） 
TOEIC, 英検等 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 オリエンテーション 
授業の進め方、出欠の扱い、評価方法な

どの説明 
 

2 
Chapter1 Business and our 

lives 

①講義 

②問題 

③ペアワーク 

④グループワーク 

講義の復習(1 時間) 

3 
Chapter1 Business and our 

lives 

①講義 

②問題 

③ペアワーク 

④グループワーク 

講義の復習(1 時間) 

4 
Chapter2 Enterprises and 

companies 

①講義 

②問題 

③ペアワーク 

④グループワーク 

講義の復習(1 時間) 

5 
Chapter2 Enterprises and 

companies 

①講義 

②問題 

③ペアワーク 

④グループワーク 

講義の復習(1 時間) 

6 Chapter3 The PEST analysis 

①講義 

②問題 

③ペアワーク 

④グループワーク 

講義の復習(1 時間) 

7 Chapter3 The PEST analysis 

①講義 

②問題 

③ペアワーク 

④グループワーク 

講義の復習(1 時間) 

8 臨時試験①   

9 Chapter4 The SWOT analysis 

①講義 

②問題 

③ペアワーク 

④グループワーク 

講義の復習(1 時間) 

10 Chapter4 The SWOT analysis 

①講義 

②問題 

③ペアワーク 

④グループワーク 

講義の復習(1 時間) 

11 
Chapter5 Resource 

management 

①講義 

②問題 

③ペアワーク 

④グループワーク 

講義の復習(1 時間) 

12 
Chapter5 Resource 

management 

①講義 

②問題 

③ペアワーク 

④グループワーク 

講義の復習(1 時間) 

13 Chapter6 Team management 

①講義 

②問題 

③ペアワーク 

④グループワーク 

講義の復習(1 時間) 

14 Chapter6 Team management 

①講義 

②問題 

③ペアワーク 

④グループワーク 

講義の復習(1 時間) 

15 臨時試験②   

 

関連科目  

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 CLIL Business Management Ikuko Ueno SANSHUSHA 

2    

3    

 

参考書 
 

 番号 書籍名 著者名 出版社名  



摂南大学シラバス 2024 

1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

平常点（発言、課題、提出物） 40％ 

臨時試験 60％（臨時試験 1 30％、臨時試験 2 30％） 

学生への 

メッセージ 
 

担当者の 

研究室等 
非常勤講師室 (7 号館 2階） 

備考  



摂南大学シラバス 2024 

科目名 英語Ⅱａ 科目名（英文） English IIa 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ２年 クラス ② 

単位数 1 履修区分 選択必修科目 

学期 前期 授業担当者 ﾘﾁｬｰﾄﾞ ﾀﾞｨｱｰｽ 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IEN2305c1 

 

授業概要・ 

目的 

１年次に身につけた英語力を向上させるために、より高度な 4 技能統合型の授業を行う。インプット活動のみなら 

ず、アウトプット活動を取り入れ、各技能の基礎力および応用力を養う。 

到達目標 

「読解力」としては、英文を速読するためのリーディングスキルを修得する。CEFR-J[A2-2]を目標とし、生活、趣味、スポーツなど、日常的なト

ピックを扱った文章の要点を理解したり、必要な情報を取り出したりすることができる。 

「リスニング力」としては、CEFR-J[A2.1]を目標とし、自分に関連する内容（日常生活、学校生活など）の英文に関する基本的な情報を理解でき

るようになる。 

「会話・ライティング力」としては、 CEFR-J[A2.1]を目標とし、海外研修、留学、ホームステイ、観光、あるいは海外から 

授業方法と 

留意点 

演習型の授業を行うので、授業内の学習活動に積極的に参加、貢献する姿勢が重要な評価項目となる。e learning 課題や、その他の授業外学習

課題については、指示されたペースや期限を守り、必ず完了すること。3 

回を超える欠席のあった者には原則として単位を認めない。 

科目学習の 

効果（資格） 
TOEIC Test の得点アップにつなげる。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 Introduction 授業内容の詳しい解説 事前事後学習には，毎回 1時間以上かけること 

2 
読解、文法、語彙  

  品詞 

TOEIC 文法・読解演習 

  主要品詞 

単語小テスト No.0001-0040 

事前事後学習には，毎回 1時間以上かけること 

3 
読解、文法、語彙  

  動詞の形 1 

TOEIC 文法・読解演習 

  時制 

単語小テスト No.0041-0080 

事前事後学習には，毎回 1時間以上かけること 

4 

読解、文法、語彙 

  動詞の形 2 

 

TOEIC 文法・読解演習 

  能動態と受動態 

単語小テスト No.0081-0120  

事前事後学習には，毎回 1時間以上かけること 

5 
読解、文法、語彙  

  前置詞 

TOEIC 文法・読解演習 

  前置詞の役割 

単語小テスト No.0121-0160  

事前事後学習には，毎回 1時間以上かけること 

6 
読解、文法、語彙  

  接続詞 

TOEIC 文法・読解演習 

  接続詞の役割 

単語小テスト No.0161-0200  

事前事後学習には，毎回 1時間以上かけること 

7 Review 前半の復習 
単語小テスト No.0201-0240 

事前事後学習には，毎回 1時間以上かけること 

8 臨時試験 前半の試験 事前事後学習には，毎回 1時間以上かけること 

9 臨時試験評価 臨時試験の解説及び評 事前事後学習には，毎回 1時間以上かけること 

10 
読解、文法、語彙  

  可算名詞と不可算名詞 

TOEIC 文法・読解演習 

  名詞の数について 

単語小テスト No.0241-0280  

事前事後学習には，毎回 1時間以上かけること 

11 
読解、文法、語彙  

  主語・動詞の呼応 

TOEIC 文法・読解演習 

  主語と動詞の一致について 

単語小テスト No.0281-0320  

事前事後学習には，毎回 1時間以上かけること 

12 
読解、文法、語彙  

  関係詞 

TOEIC 文法・読解演習 

  関係代名詞の用法 

単語小テスト No.0321-0360  

事前事後学習には，毎回 1時間以上かけること 

13 
読解、文法、語彙 

  名詞節 

TOEIC 文法・読解演習 

  名詞節の用法 

単語小テスト No.0361-0438  

事前事後学習には，毎回 1時間以上かけること 

14 
読解、文法、語彙  

  副詞節 

TOEIC 文法・読解演習 

  副詞節の用法 

教科書 P.55-60 

事前事後学習には，毎回 1時間以上かけること 

15 Review 後半の復習 
Unit 16- 20 質問準備 

事前事後学習には，毎回 1時間以上かけること 

 

関連科目 TOEIC，英検ほか、英語関連の資格一般 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 Seize the Essence of the TOEIC Test Masako Yasumaru et al. KINSEIDO 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
授業への参加、貢献（小テスト、まとめテスト等も含む） 100% 

学生への 

メッセージ 
図書館や PC 等を利用し日頃から英語に親しんでください。 

担当者の 

研究室等 
7 号館 2階 非常勤講師室 

備考 

毎回の授業のための資料やテキストの読み込み、各担当者からの課題、発表やレポートの準備、宿題などに要する事前・事後学習総時間をおおよ

そ 30 時間程度とする。テストやレポートに関するフィードバックは翌週以降の授業内で行う。その他の質問等は出講時に非常勤講師室にて対応

する。 



摂南大学シラバス 2024 

科目名 英語Ⅱａ 科目名（英文） English IIa 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ２年 クラス ③ 

単位数 1 履修区分 選択必修科目 

学期 前期 授業担当者 西谷 継治 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IEN2305c1 

 

授業概要・ 

目的 

１年次に身につけた英語力を向上させるために、より高度な 4 技能統合型の授業を行う。インプット活動のみなら 

ず、アウトプット活動を取り入れ、各技能の基礎力および応用力を養う。 

到達目標 

「読解力」としては、英文を速読するためのリーディングスキルを修得する。CEFR-J[A2-2]を目標とし、生活、趣味、スポーツなど、日常的なト

ピックを扱った文章の要点を理解したり、必要な情報を取り出したりすることができる。 

「リスニング力」としては、CEFR-J[A2.1]を目標とし、自分に関連する内容（日常生活、学校生活など）の英文に関する基本的な情報を理解でき

るようになる。 

「会話・ライティング力」としては、 CEFR-J[A2.1]を目標とし、海外研修、留学、ホームステイ、観光、あるいは海外から 

授業方法と 

留意点 

演習型の授業を行うので、授業内の学習活動に積極的に参加、貢献する姿勢が重要な評価項目となる。e learning 課題や、その他の授業外学習

課題については、指示されたペースや期限を守り、必ず完了すること。3 

回を超える欠席のあった者には原則として単位を認めない。 

科目学習の 

効果（資格） 
TOEIC Test の得点アップにつなげる。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 Introduction 授業内容の詳しい解説 事前事後学習には，毎回 1時間以上かけること 

2 
読解、文法、語彙  

  品詞 

TOEIC 文法・読解演習 

  主要品詞 

単語小テスト No.0001-0040 

事前事後学習には，毎回 1時間以上かけること 

3 
読解、文法、語彙  

  動詞の形 1 

TOEIC 文法・読解演習 

  時制 

単語小テスト No.0041-0080 

事前事後学習には，毎回 1時間以上かけること 

4 

読解、文法、語彙 

  動詞の形 2 

 

TOEIC 文法・読解演習 

  能動態と受動態 

単語小テスト No.0081-0120  

事前事後学習には，毎回 1時間以上かけること 

5 
読解、文法、語彙  

  前置詞 

TOEIC 文法・読解演習 

  前置詞の役割 

単語小テスト No.0121-0160  

事前事後学習には，毎回 1時間以上かけること 

6 
読解、文法、語彙  

  接続詞 

TOEIC 文法・読解演習 

  接続詞の役割 

単語小テスト No.0161-0200  

事前事後学習には，毎回 1時間以上かけること 

7 Review 前半の復習 
単語小テスト No.0201-0240 

事前事後学習には，毎回 1時間以上かけること 

8 臨時試験 前半の試験 事前事後学習には，毎回 1時間以上かけること 

9 臨時試験評価 臨時試験の解説及び評 事前事後学習には，毎回 1時間以上かけること 

10 
読解、文法、語彙  

  可算名詞と不可算名詞 

TOEIC 文法・読解演習 

  名詞の数について 

単語小テスト No.0241-0280  

事前事後学習には，毎回 1時間以上かけること 

11 
読解、文法、語彙  

  主語・動詞の呼応 

TOEIC 文法・読解演習 

  主語と動詞の一致について 

単語小テスト No.0281-0320  

事前事後学習には，毎回 1時間以上かけること 

12 
読解、文法、語彙  

  関係詞 

TOEIC 文法・読解演習 

  関係代名詞の用法 

単語小テスト No.0321-0360  

事前事後学習には，毎回 1時間以上かけること 

13 
読解、文法、語彙 

  名詞節 

TOEIC 文法・読解演習 

  名詞節の用法 

単語小テスト No.0361-0438  

事前事後学習には，毎回 1時間以上かけること 

14 
読解、文法、語彙  

  副詞節 

TOEIC 文法・読解演習 

  副詞節の用法 

教科書 P.55-60 

事前事後学習には，毎回 1時間以上かけること 

15 Review 後半の復習 
Unit 16- 20 質問準備 

事前事後学習には，毎回 1時間以上かけること 

 

関連科目 TOEIC，英検ほか、英語関連の資格一般 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 Seize the Essence of the TOEIC Test Masako Yasumaru et al. KINSEIDO 

2 The 1500 Core Vocabulary for the TOEIC Test NISHIYA Koji 成美堂 

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

全学共通英語課題                                   20% 

授業への参加、貢献（小テスト、まとめテスト等も含む） 80% 

学生への 

メッセージ 
図書館や PC 等を利用し日頃から英語に親しんでください。 

担当者の 

研究室等 
7 号館 2階 非常勤講師室 

備考 

毎回の授業のための資料やテキストの読み込み、各担当者からの課題、発表やレポートの準備、宿題などに要する事前・事後学習総時間をおおよ

そ 30 時間程度とする。テストやレポートに関するフィードバックは翌週以降の授業内で行う。その他の質問等は出講時に非常勤講師室にて対応

する。 



摂南大学シラバス 2024 

科目名 英語Ⅱａ 科目名（英文） English IIa 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ２年 クラス ④ 

単位数 1 履修区分 選択必修科目 

学期 前期 授業担当者 田儀 勇樹 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IEN2305c1 

 

授業概要・ 

目的 

１年次に身につけた英語力を向上させるために、より高度な 4技能統合型の授業を行う。インプット活動のみならず、アウトプット活動を取り入

れ、各技能の基礎力および応用力を養う。 

到達目標 

「読解力」としては、英文を速読するためのリーディングスキルを修得する。CEFR-J[A2-2]を目標とし、生活、趣味、スポーツなど、日常的なト

ピックを扱った文章の要点を理解したり、必要な情報を取り出したりすることができる。 

「リスニング力」としては、CEFR-J[A2.1]を目標とし、自分に関連する内容（日常生活、学校生活など）の英文に関する基本的な情報を理解でき

るようになる。 

「会話・ライティング力」としては、 CEFR-J[A2.1]を目標とし、海外研修、留学、ホームステイ、観光、あるいは海外から 

授業方法と 

留意点 

演習型の授業を行うので、授業内の学習活動に積極的に参加、貢献する姿勢が重要な評価項目となる。e-learning 課題や、その他の授業外学習

課題については、指示されたペースや期限を守り、必ず完了すること。3回を超える欠席のあった者には原則として単位を認めない。 

科目学習の 

効果（資格） 
TOEIC, 英検等 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 Orientation 授業の進め方の説明 
テキストにさっと目を通しておくこと 

1.5 時間 

2 
Chapter 1  Joys of 

Anticipation 
単語学習・読解・英作 

テキストの予習と単語の学習 

1.5 時間 

3 
Chapter 1  Joys of 

Anticipation 
単語学習・読解・英作 

テキストの予習と単語の学習 

1.5 時間 

4 
Chapter 2 How Long Does It 

Take to Make a Friend? 
単語学習・読解・英作 

テキストの予習と単語の学習 

1.5 時間 

5 
Chapter 2 How Long Does It 

Take to Make a Friend? 
単語学習・読解・英作 

テキストの予習と単語の学習 

1.5 時間 

6 
Chapter 3 How to Form Good 

Habits 
単語学習・読解・英作 

テキストの予習と単語の学習 

1.5 時間 

7 
Chapter 3 How to Form Good 

Habits 
単語学習・読解・英作 

テキストの予習と単語の学習 

1.5 時間 

8 
Chapter 4 How to Beome More 

Productive 
単語学習・読解・英作 

テキストの予習と単語の学習 

1.5 時間 

9 
Chapter 4 How to Beome More 

Productive 
単語学習・読解・英作 

テキストの予習と単語の学習 

1.5 時間 

10 
Chapter 5 Introverts and 

Extroverts 
単語学習・読解・英作 

テキストの予習と単語の学習 

1.5 時間 

11 
Chapter 5 Introverts and 

Extroverts 
単語学習・読解・英作 

テキストの予習と単語の学習 

1.5 時間 

12 Oral Presentation スピーキング・リスニング 

前期の内容からトピックを選んでのプレゼンテー

ション 

1.5 時間 

13 Oral Presentation スピーキング・リスニング 

前期の内容からトピックを選んでのプレゼンテー

ション 

1.5 時間 

14 前期の総復習 質疑応答 

前期の範囲で分からなかった点などをまとめてお

く 

1.5 時間 

15 まとめのテスト これまでの内容の総復習 
テキストのこれまでの内容の復習 

1.5 時間 

 

関連科目 他の英語科目 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 

Life Topics: Changing Views 総合英語ライフトピ

ックス 5 
Jonathan Berman 南雲堂 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
授業への参加、貢献（小テスト、まとめテスト等も含む） 100％ 

学生への 

メッセージ 
英語の学習は地道な努力が必要です。授業中にだす指示に従って、積極的に参加してください。 

担当者の 

研究室等 
8 号館 2階 非常勤講師室 

備考 

毎回の授業のための資料やテキストの読み込み、各担当者からの課題、発表やレポートの準備、宿題などに要する事前・事後学習総時間をおおよ

そ１５時間程度とする。テストやレポートに関するフィードバックは翌週以降の授業内で行う。その他の質問等は出講時に非常勤講師室にて対応

する。 



摂南大学シラバス 2024 

科目名 英語Ⅱｂ 科目名（英文） English IIb 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ２年 クラス ① 

単位数 1 履修区分 選択必修科目 

学期 前期 授業担当者 梅田 尋道 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IEN2306c1 

 

授業概要・ 

目的 

１年次に身につけた英語力を向上させるために、より高度な 4技能統合型の授業を行う。インプット活動のみならず、アウトプット活動を取り入

れ、各技能の基礎力および応用力を養う。 

到達目標 

「読解力」としては、英文を速読するためのリーディングスキルを修得する。CEFR-J[A2-2]を目標とし、生活、趣味、スポーツなど、日常的なト

ピックを扱った文章の要点を理解したり、必要な情報を取り出したりすることができる。 

「リスニング力」としては、CEFR-J[A2.1]を目標とし、自分に関連する内容（日常生活、学校生活など）の英文に関する基本的な情報を理解でき

るようになる。 

「会話・ライティング力」としては、 CEFR-J[A2.1]を目標とし、海外研修、留学、ホームステイ、観光、あるいは海外から 

授業方法と 

留意点 

演習型の授業を行うので、授業内の学習活動に積極的に参加、貢献する姿勢が重要な評価項目となる。e-learning 課題や、その他の授業外学習

課題については、指示されたペースや期限を守り、必ず完了すること。3回を超える欠席のあった者には原則として単位を認めない。 

科目学習の 

効果（資格） 
TOEIC, 英検等 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 オリエンテーション 
授業の進め方・評価方法などについて説

明する。 

第２週目の授業に間に合うように教科書を購入す

る。 

2 

Week 2: Grammar, 

Vocabulary, Listening and 

Reading 

読解・リスニング・会話練習を中心に授

業を行う。 

Summary作成・単語の復習を各自で行う。 

事前学習として Vocabulary Quiz の準備をする。事

後学習としてその週に学習したパートの英文を２，

３回音読する。(90 分) 

3 

Week 3: Grammar, 

Vocabulary, Listening and 

Reading 

読解・リスニング・会話練習を中心に授

業を行う。 

Summary作成・単語の復習を各自で行う。 

事前学習として Vocabulary Quiz の準備をする。事

後学習としてその週に学習したパートの英文を２，

３回音読する。(90 分) 

4 

Week 4: Grammar, 

Vocabulary, Listening and 

Reading 

読解・リスニング・会話練習を中心に授

業を行う。 

Summary作成・単語の復習を各自で行う。 

事前学習として Vocabulary Quiz の準備をする。事

後学習としてその週に学習したパートの英文を２，

３回音読する。(90 分) 

5 

Week 5: Grammar, 

Vocabulary, Listening and 

Reading 

読解・リスニング・会話練習を中心に授

業を行う。 

Summary作成・単語の復習を各自で行う。 

事前学習として Vocabulary Quiz の準備をする。事

後学習としてその週に学習したパートの英文を２，

３回音読する。(90 分) 

6 

Week 6: Grammar, 

Vocabulary, Listening and 

Reading 

読解・リスニング・会話練習を中心に授

業を行う。 

Summary作成・単語の復習を各自で行う。 

事前学習として Vocabulary Quiz の準備をする。事

後学習としてその週に学習したパートの英文を２，

３回音読する。(90 分) 

7 

Week 7: Grammar, 

Vocabulary, Listening and 

Reading 

読解・リスニング・会話練習を中心に授

業を行う。 

Summary作成・単語の復習を各自で行う。 

事前学習として Vocabulary Quiz の準備をする。事

後学習としてその週に学習したパートの英文を２，

３回音読する。(90 分) 

8 Midterm Exam これまでの復習を併せて行う。 Midterm Exam の準備(90 分) 

9 

Week 9: Grammar, 

Vocabulary, Listening and 

Reading 

読解・リスニング・会話練習を中心に授

業を行う。 

Summary作成・単語の復習を各自で行う。 

事前学習として Vocabulary Quiz の準備をする。事

後学習としてその週に学習したパートの英文を２，

３回音読する。(90 分) 

10 

Week 10: Grammar, 

Vocabulary, Listening and 

Reading 

読解・リスニング・会話練習を中心に授

業を行う。 

Summary作成・単語の復習を各自で行う。 

事前学習として Vocabulary Quiz の準備をする。事

後学習としてその週に学習したパートの英文を２，

３回音読する。(90 分) 

11 

Week 11: Grammar, 

Vocabulary, Listening and 

Reading 

読解・リスニング・会話練習を中心に授

業を行う。 

Summary作成・単語の復習を各自で行う。 

事前学習として Vocabulary Quiz の準備をする。事

後学習としてその週に学習したパートの英文を２，

３回音読する。(90 分) 

12 

Week 12: Grammar, 

Vocabulary, Listening and 

Reading 

読解・リスニング・会話練習を中心に授

業を行う。 

Summary作成・単語の復習を各自で行う。 

事前学習として Vocabulary Quiz の準備をする。事

後学習としてその週に学習したパートの英文を２，

３回音読する。(90 分) 

13 

Week 13: Grammar, 

Vocabulary, Listening and 

Reading 

読解・リスニング・会話練習を中心に授

業を行う。 

Summary作成・単語の復習を各自で行う。 

事前学習として Vocabulary Quiz の準備をする。事

後学習としてその週に学習したパートの英文を２，

３回音読する。(90 分) 

14 

Week 14: Grammar, 

Vocabulary, Listening and 

Reading 

読解・リスニング・会話練習を中心に授

業を行う。 

Summary作成・単語の復習を各自で行う。 

事前学習として Vocabulary Quiz の準備をする。事

後学習としてその週に学習したパートの英文を２，

３回音読する。(90 分) 

15 まとめのテスト これまでの復習を併せて行う。 テストの準備(90 分) 

 

関連科目 他の英語科目 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 Stretch 2 S. Stempleski Oxford 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

まとめのテスト１(Midterm Exam) 20％ 

まとめのテスト２(Final Exam) 20％ 

授業活動(Vocabulary test、提出物、授業活動への積極参加など) 60％ 

学生への 

メッセージ 

“Failure is instructive. The person who really thinks learns quite as much from his failures as from his successes.” ― John Dewey 

失敗を重ねて成長してください！ 



摂南大学シラバス 2024 

担当者の 

研究室等 
7 号館 2階 非常勤講師室 

備考 

やむを得ない欠席は 3回までしか認められません。遅刻・早退・中抜けは、累積三回で一回の欠席になります。 

毎回の授業のための資料やテキストの読み込み、各担当者からの課題、発表やレポートの準備、宿題などに要する事前・事後学習総時間をおおよ

そ 30 時間程度とする。テストやレポートに関するフィードバックは翌週以降の授業内で行う。その他の質問等は出講時に非常勤講師室にて対応

する。 

教科書を持ってこない、居眠りをする、スマホを使う、私語をする、途中退出するなどして授業参加しない場合、各授業で３～５点減点します。 



摂南大学シラバス 2024 

科目名 英語Ⅱｂ 科目名（英文） English IIb 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ２年 クラス ② 

単位数 1 履修区分 選択必修科目 

学期 前期 授業担当者 ﾘﾁｬｰﾄﾞ ﾀﾞｨｱｰｽ 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IEN2306c1 

 

授業概要・ 

目的 

１年次に身につけた英語力を向上させるために、より高度な 4技能統合型の授業を行う。インプット活動のみならず、アウトプット活動を取り入

れ、各技能の基礎力および応用力を養う。 

到達目標 

「読解力」としては、英文を速読するためのリーディングスキルを修得する。CEFR-J[A2-2]を目標とし、生活、趣味、スポーツなど、日常的なト

ピックを扱った文章の要点を理解したり、必要な情報を取り出したりすることができる。 

「リスニング力」としては、CEFR-J[A2.1]を目標とし、自分に関連する内容（日常生活、学校生活など）の英文に関する基本的な情報を理解でき

るようになる。 

「会話・ライティング力」としては、 CEFR-J[A2.1]を目標とし、海外研修、留学、ホームステイ、観光、あるいは海外から 

授業方法と 

留意点 

演習型の授業を行うので、授業内の学習活動に積極的に参加、貢献する姿勢が重要な評価項目となる。授業外学習課題については、指示されたペ

ースや期限を守り、必ず完了すること。3回を超える欠席のあった者には原則として単位を認めない。 

科目学習の 

効果（資格） 
TOEIC, 英検等 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 

Introduction 

Unit1 Suntory University 

Preps Workers for Global 

Growth 

講義の進め方、評価方法の説明。 

単語ワーク、リスニング 

ワークシート 読解演習 

シラバスを読んでおくこと。1時間 

2 

Unit3 Japanese office 

Worker's Stunning iPhone 

Sketches 

単語ワーク、リスニング 

ワークシート 読解演習 

辞書を丁寧に引いて予習・復習を行うこと。 リス

ニングもオンラインサイトから聞いておくこと。1

時間 

3 

Unit4 Perceptions of 

Space, from Japan to the 

World 

単語ワーク、リスニング 

ワークシート 読解演習 

辞書を丁寧に引いて予習・復習を行うこと。リスニ

ングもオンラインサイトから聞いておくこと。1 時

間 

4 
Unit5 Robots to Descend on 

Haneda Airport 

単語ワーク、リスニング 

ワークシート 読解演習 

辞書を丁寧に引いて予習・復習を行うこと。リスニ

ングもオンラインサイトから聞いておくこと。1 時

間 

5 

第一回チェックテスト 

Unit2 Japan Productivity 

Gains Key to Staving off 

Decline 

第一回チェックテスト 

単語ワーク、リスニング 

ワークシート 読解演習 

辞書を丁寧に引いて予習・復習を行うこと。リスニ

ングもオンラインサイトから聞いておくこと。スク

リプトもよく読み込んでおくこと。1時間 

6 

Unit6 Japanese Scientists 

Go High-tech to Repair 

Ancient Indonesian Temple 

単語ワーク、リスニング 

ワークシート 読解演習 

辞書を丁寧に引いて予習・復習を行うこと。リスニ

ングもオンラインサイトから聞いておくこと。1 時

間 

7 

Unit 8 

Multi-lingualization in 

Progress at Kyoto Station 

単語ワーク、リスニング 

ワークシート 読解演習 

辞書を丁寧に引いて予習・復習を行うこと。リスニ

ングもオンラインサイトから聞いておくこと。1 時

間 

8 

Unit11 Things Japanese 

People Should Not Say to 

Westerners 

単語ワーク、リスニング 

ワークシート 読解演習 

辞書を丁寧に引いて予習・復習を行うこと。リスニ

ングもオンラインサイトから聞いておくこと。1 時

間 

9 
Unit12 If Addressed by a 

Westerner.. 

単語ワーク、リスニング 

ワークシート 読解演習 

辞書を丁寧に引いて予習・復習を行うこと。リスニ

ングもオンラインサイトから聞いておくこと。1 時

間 

10 

第二回チェックテスト 

Unit9 Englishnization 

Advances at Rakuten 

第二回チェックテスト 

単語ワーク、リスニング 

ワークシート 読解演習 

辞書を丁寧に引いて予習・復習を行うこと。リスニ

ングのスクリプトもよく読み込んでおくこと。1 時

間 

11 
Unit15 University Survival 

Strategy 

単語ワーク、リスニング 

ワークシート 読解演習 

辞書を丁寧に引いて予習・復習を行うこと。リスニ

ングもオンラインサイトから聞いておくこと。1 時

間 

12 

Unit16 Universities, NPOs 

Beef up Safety for Students 

Going Abroad 

単語ワーク、リスニング 

ワークシート 読解演習 

辞書を丁寧に引いて予習・復習を行うこと。リスニ

ングもオンラインサイトから聞いておくこと。1 時

間 

13 

Unit18 Foreign-studies 

Universities to Train 

Volunteer Army of 

Interpreters 

単語ワーク、リスニング 

ワークシート 読解演習 

辞書を丁寧に引いて予習・復習を行うこと。リスニ

ングもオンラインサイトから聞いておくこと。1 時

間 

14 
Unit19 How to Overcome the 

GAIJIN Complex 

単語ワーク、リスニング 

ワークシート 読解演習 

既習の学習内容を整理し、復習を行うこと。リスニ

ングもオンラインサイトから聞いておくこと。1 時

間 

15 チェックテスト第三回 第三回チェックテスト 

既習の学習内容を整理、補足、復習を行うこと。リ

スニングのスクリプトもよく読み込んでおくこと。

1時間 

 

関連科目 ビジネスイングリッシュ 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 Global Leadership Adventures Peter Nagano 松柏社 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 1    

2    



摂南大学シラバス 2024 

3    

 

評価方法 

（基準） 
授業への参加、貢献（小テスト、まとめテスト等も含む） 100% 

学生への 

メッセージ 
積極性を重視します。積極的に授業に参加してください。 

担当者の 

研究室等 
7 号館 2階 非常勤講師室 （木曜２限） 

備考 

毎回の授業のための資料やテキストの読み込み、各担当者からの課題、発表やレポートの準備、宿題などに要する事前・事後学習総時間をおおよ

そ 30 時間程度とする。テストやレポートに関するフィードバックは翌週以降の授業内で行う。その他の質問等は出講時に非常勤講師室にて対応

する。 



摂南大学シラバス 2024 

科目名 英語Ⅱｂ 科目名（英文） English IIb 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ２年 クラス ③ 

単位数 1 履修区分 選択必修科目 

学期 前期 授業担当者 久田 歩 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IEN2306c1 

 

授業概要・ 

目的 

１年次に身につけた英語力を向上させるために、より高度な 4技能統合型の授業を行う。インプット活動のみならず、アウトプット活動を取り入

れ、各技能の基礎力および応用力を養う。 

到達目標 

「読解力」としては、英文を速読するためのリーディングスキルを修得する。CEFR-J[A2-2]を目標とし、生活、趣味、スポーツなど、日常的なト

ピックを扱った文章の要点を理解したり、必要な情報を取り出したりすることができる。 

「リスニング力」としては、CEFR-J[A2.1]を目標とし、自分に関連する内容（日常生活、学校生活など）の英文に関する基本的な情報を理解でき

るようになる。 

「会話・ライティング力」としては、 CEFR-J[A2.1]を目標とし、海外研修、留学、ホームステイ、観光、あるいは海外から 

授業方法と 

留意点 

演習型の授業を行うので、授業内の学習活動に積極的に参加、貢献する姿勢が重要な評価項目となる。e-learning 課題や、その他の授業外学習

課題については、指示されたペースや期限を守り、必ず完了すること。3回を超える欠席のあった者には原則として単位を認めない。 

科目学習の 

効果（資格） 
TOEIC テスト、TOEIC Bridge テスト、TOEFL テスト、英検 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 

オリエンテーション 

Unit1 There is More than 

One Way to Be a Leader 

語彙 設問 ポイント文と

文法 

授業の内容、方法、評価基準、課題につ

いて説明 

ユニット１ 

ユニット１予習 

（１時間以上） 

2 

Unit1 There is More than 

One Way to Be a Leader 

語彙 設問 ポイント文と

文法 

語彙演習、内容読解、文法問題、音読 

ユニット１ 

 

単語テスト１ 

テキスト内の単語、ポイント文法などユニット 1復

習 

ユニット 14 予習（１時間以上） 

3 

Unit14 Two Great Painters 

語彙 設問 ポイント文と

文法 

語彙演習、内容読解、文法問題、音読 

ユニット１4 

 

単語テスト２ 

テキスト内の単語、ポイント文法などユニット 1復

習 

ユニット 1４予習（１時間以上） 

4 

Unit14 Two Great Painters 

語彙 設問 ポイント文と

文法 

語彙演習、内容読解、文法問題、音読 

ユニット１４ 

 

単語テスト３ 

テキスト内の単語、ポイント文法などユニット１４

復習 

ユニット 14 予習（１時間以上） 

5 
チェックテスト第一回 

採点 講評/解説 

ユニット 1,１4,復習 

復習テスト・採点・質問受付・解説 

テキスト内の単語、ポイント文法などユニット 1,14

復習、テスト対策 

（１時間以上） 

6 

Unit2 A Cool Response to 

Food Waste 

語彙 設問 ポイント文と

文法 

語彙演習、内容読解、文法問題、音読 

ユニット２ 

 

単語テスト 4 

テキスト内の単語、ポイント文法などユニット 2復

習 

ユニット 2予習（１時間以上） 

7 

Unit2 A Cool Response to 

Food Waste 

語彙 設問 ポイント文と

文法 

語彙演習、内容読解、文法問題、音読 

ユニット２ 

 

単語テスト 5 

テキスト内の単語、ポイント文法などユニット 2復

習 

ユニット 9予習（１時間以上） 

8 

Unit9 Currying Favor in 

Britain and Japan 

語彙 設問 ポイント文と

文法 

語彙演習、内容読解、文法問題、音読 

ユニット９ 

 

単語テスト 6 

テキスト内の単語、ポイント文法などユニット 9復

習 

ユニット 9予習（１時間以上） 

9 

Unit9 Currying Favor in 

Britain and Japan 

語彙 設問 ポイント文と

文法 

語彙演習、内容読解、文法問題、音読 

ユニット９  

単語テスト 7 

テキスト内の単語、ポイント文法などユニット 9復

習 

ユニット 9予習（１時間以上） 

10 
チェックテスト第二回 

採点 講評/解説 

ユニット２，９復習 

テスト・採点・質問受付・解説 

テキスト内の単語、ポイント文法など 

ユニット 2，9復習（１時間以上） 

11 

Unit12 The Age of Innocence 

語彙 設問 ポイント文と

文法 

語彙演習、内容読解、文法問題、音読 

ユニット 12 

単語テスト 8 

テキスト内の単語、ポイント文法など 

ユニット１2予習（１時間以上） 

12 

Unit12 The Age of Innocence 

語彙 設問 ポイント文と

文法 

語彙演習、内容読解、文法問題、音読 

ユニット 12 

単語テスト 9 

テキスト内の単語、ポイント文法などユニット１2

復習 

ユニット１2予習（１時間以上） 

13 

Unit4 Could Your Face Cost 

You Your Privacy? 

語彙 設問 ポイント文と

文法 

語彙演習、内容読解、文法問題、音読 

ユニット４ 

単語テスト 10 

テキスト内の単語、ポイント文法などユニット１2

復習 

ユニット４予習（１時間以上） 

14 

Unit4 Could Your Face Cost 

You Your Privacy? 

語彙 設問 ポイント文と

文法 

語彙演習、内容読解、文法問題、音読 

ユニット４ 

単語テスト 11 

テキスト内の単語、ポイント文法などユニット 4 

復習 

ユニット 4予習（１時間以上） 

15 
チェックテスト第三回 

採点 講評/解説 

ユニット 4、12 復習 

テスト 

テキスト内の単語、ポイント文法などユニット 4,12

復習（１時間以上） 

 

関連科目 実践英語入門、実践英語初級 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 Pleasure in Reading Aloud and Retelling 

Anthony P Newell, Takane 

Yamaguchi 
金星堂 



摂南大学シラバス 2024 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

小テスト、チェックテスト 積極的参加評価 など 100％ 

欠席 4回未満の学生のみを成績評価の対象とする。 

学生への 

メッセージ 
ゆっくりしたペースで進みますので、わからないところがあれば質問してください。 

担当者の 

研究室等 
非常勤講師室 7号館２F 

備考 事前事後学習には、毎回 1時間以上かけること。 



摂南大学シラバス 2024 

科目名 英語Ⅱｂ 科目名（英文） English IIb 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ２年 クラス ④ 

単位数 1 履修区分 選択必修科目 

学期 前期 授業担当者 谷口 永里子 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IEN2306c1 

 

授業概要・ 

目的 

１年次に身につけた英語力を向上させるために、より高度な 4 技能統合型の授業を行う。インプット活動のみならず、アウトプット活動を取り

入れ、各技能の基礎力および応用力を養う。 

到達目標 

「読解力」としては、英文を速読するためのリーディングスキルを修得する。 CEFR J[A2 2] を目標とし、生活、趣味、スポーツなど、日常的な

トピックを扱った文章の要点を理解したり、必要な情報を取り出したりすることができる。 

「リスニング力」としては、 CEFR J[A2.1] を目標とし、自分に関連する内容（日常生活、学校生活など）の英文に関する基本的な情報を理解で

きるようになる。 

「会 話・ライティング力」としては、 CEFR J[A2.1] を目標とし、海外研修、留学、ホームステイ、観光、ある 

授業方法と 

留意点 

演習型の授業を行うので、授業内の学習活動に積極的に参加、貢献する姿勢が重要な評価項目となる。 e-learning 課題や、その他の授 業外学

習課題については、指示されたペースや期限を守り、必ず完了すること。 3 回を超える欠席のあった者には原則として単位を認めない。 

科目学習の 

効果（資格） 
TOEIC, 英検等 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 Introduction 

授業の説明。 

テキストに沿って、リスニング、会話練

習、読解を行う。 

テキストを読み、知らない単語は調べる。音声を聞

いて発音練習をする。事前・事後学習には 1時間以

上かけること。 

2 
Unit 1 

Occupations 

テキストに沿って、リスニング、会話練

習、読解を行う。 

テキストを読み、知らない単語は調べる。音声を聞

いて発音練習をする。事前・事後学習には 1時間以

上かけること。 

3 
Unit 1 

Occupations 

テキストに沿って、リスニング、会話練

習、読解を行う。 

テキストを読み、知らない単語は調べる。音声を聞

いて発音練習をする。事前・事後学習には 1時間以

上かけること。 

4 
Unit 2 

At the Dinner Table 

テキストに沿って、リスニング、会話練

習、読解を行う。 

テキストを読み、知らない単語は調べる。音声を聞

いて発音練習をする。事前・事後学習には 1時間以

上かけること。 

5 
Unit 2 

At the Dinner Table 

テキストに沿って、リスニング、会話練

習、読解を行う。 

テキストを読み、知らない単語は調べる。音声を聞

いて発音練習をする。事前・事後学習には 1時間以

上かけること。 

6 
Unit 3 

Sports 

テキストに沿って、リスニング、会話練

習、読解を行う。 

テキストを読み、知らない単語は調べる。音声を聞

いて発音練習をする。事前・事後学習には 1時間以

上かけること。 

7 
Unit 3 

Sports 

テキストに沿って、リスニング、会話練

習、読解を行う。 

テキストを読み、知らない単語は調べる。音声を聞

いて発音練習をする。事前・事後学習には 1時間以

上かけること。 

8 
Unit 4 

Health 

テキストに沿って、リスニング、会話練

習、読解を行う。 

テキストを読み、知らない単語は調べる。音声を聞

いて発音練習をする。事前・事後学習には 1時間以

上かけること。 

9 
Unit 4 

Health 

テキストに沿って、リスニング、会話練

習、読解を行う。 

テキストを読み、知らない単語は調べる。音声を聞

いて発音練習をする。事前・事後学習には 1時間以

上かけること。 

10 
Unit 5 

What’s on Your Playlist? 

テキストに沿って、リスニング、会話練

習、読解を行う。 

テキストを読み、知らない単語は調べる。音声を聞

いて発音練習をする。事前・事後学習には 1時間以

上かけること。 

11 
Unit 5 

What’s on Your Playlist? 

テキストに沿って、リスニング、会話練

習、読解を行う。 

テキストを読み、知らない単語は調べる。音声を聞

いて発音練習をする。事前・事後学習には 1時間以

上かけること。 

12 
Unit 6 

At the Movies 

テキストに沿って、リスニング、会話練

習、読解を行う。 

テキストを読み、知らない単語は調べる。音声を聞

いて発音練習をする。事前・事後学習には 1時間以

上かけること。 

13 
Unit 6 

At the Movies 

テキストに沿って、リスニング、会話練

習、読解を行う。 

テキストを読み、知らない単語は調べる。音声を聞

いて発音練習をする。事前・事後学習には 1時間以

上かけること。 

14 Review 1 
テキストに沿って、リスニング、会話練

習、読解を行う。 

テキストを読み、知らない単語は調べる。音声を聞

いて発音練習をする。事前・事後学習には 1時間以

上かけること。 

15 Review 2 期末テスト 
テキストの後半を振り返る。事前・事後学習には 1

時間以上かけること。 

 

関連科目  

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 Live Escalate Book 2: Trekking 角山 照彦 / LiveABC editors 成美堂 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 期末テスト（40%) 



摂南大学シラバス 2024 

（基準） 小テスト（30％） 

その他授業中の態度や課題の提出（30％） 

学生への 

メッセージ 
 

担当者の 

研究室等 
7 号館 2階 非常勤講師室 

備考  



摂南大学シラバス 2024 

科目名 英語Ⅱｃ 科目名（英文） English IIc 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ２年 クラス ① 

単位数 1 履修区分 選択必修科目 

学期 後期 授業担当者 村田 幸一 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IEN2307c1 

 

授業概要・ 

目的 

１年次に身につけた英語力を向上させるために、より高度な 4技能統合型の授業を行う。インプット活動のみならず、アウトプット活動を取り入

れ、各技能の基礎力および応用力を養う。この講義ではビジネス・経営に関する内容を扱う。 

到達目標 
「読解力」としては、CEFR-J[A2-2]を目標とし、「リスニング力」としては、CEFR-J[A2.1]を目標とする。また「会話・ライティング力」として

は、 CEFR-J[A2.1]を目標とする。 

授業方法と 

留意点 

演習型の授業を行うので、授業内の学習活動に積極的に参加、貢献する姿勢が重要な評価項目となる。e-learning 課題や、その他の授業外学習

課題については、指示されたペースや期限を守り、必ず完了すること。4回を超える欠席のあった者には原則として単位を認めない。 

科目学習の 

効果（資格） 
TOEIC, 英検等 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 オリエンテーション 
授業の進め方、出欠の扱い、評価方法な

どの説明 
 

2 
Chapter7 The Japanese HRM 

systems 

①講義 

②問題 

③ペアワーク 

④グループワーク 

講義の復習(1 時間) 

3 
Chapter7 The Japanese HRM 

systems 

①講義 

②問題 

③ペアワーク 

④グループワーク 

講義の復習(1 時間) 

4 
Chapter8 What is 

marketing? 

①講義 

②問題 

③ペアワーク 

④グループワーク 

講義の復習(1 時間) 

5 
Chapter8 What is 

marketing? 

①講義 

②問題 

③ペアワーク 

④グループワーク 

講義の復習(1 時間) 

6 Chapter9 The marketing mix 

①講義 

②問題 

③ペアワーク 

④グループワーク 

講義の復習(1 時間) 

7 Chapter9 The marketing mix 

①講義 

②問題 

③ペアワーク 

④グループワーク 

講義の復習(1 時間) 

8 臨時試験①   

9 
Chapter10 Financial 

statements 

①講義 

②問題 

③ペアワーク 

④グループワーク 

講義の復習(1 時間) 

10 
Chapter10 Financial 

statements 

①講義 

②問題 

③ペアワーク 

④グループワーク 

講義の復習(1 時間) 

11 
Chapter11 Digital 

technology and business 

①講義 

②問題 

③ペアワーク 

④グループワーク 

講義の復習(1 時間) 

12 
Chapter11 Digital 

technology and business 

①講義 

②問題 

③ペアワーク 

④グループワーク 

講義の復習(1 時間) 

13 
Chapter12 Including SDGs 

in business 

①講義 

②問題 

③ペアワーク 

④グループワーク 

講義の復習(1 時間) 

14 
Chapter12 Including SDGs 

in business 

①講義 

②問題 

③ペアワーク 

④グループワーク 

講義の復習(1 時間) 

15 臨時試験②   

 

関連科目  

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 CLIL Business Management Ikuko Ueno SANSHUSHA 

2    

3    

 

参考書 

 

 
番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    



摂南大学シラバス 2024 

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

平常点（発言、課題、提出物） 40％ 

臨時試験 60％（臨時試験 1 30％、臨時試験 2 30％） 

学生への 

メッセージ 
できるだけペアワーク、グループワークをベースにした講義にしたいと思っています。英語が苦手な学生も、まずは参加しましょう。 

担当者の 

研究室等 
非常勤講師室 (7 号館 2階） 

備考  



摂南大学シラバス 2024 

科目名 英語Ⅱｃ 科目名（英文） English IIc 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ２年 クラス ② 

単位数 1 履修区分 選択必修科目 

学期 後期 授業担当者 ﾘﾁｬｰﾄﾞ ﾀﾞｨｱｰｽ 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IEN2307c1 

 

授業概要・ 

目的 

１年次に身につけた英語力を向上させるために、より高度な 4技能統合型の授業を行う。インプット活動のみならず、アウトプット活動を取り入

れ、各技能の基礎力および応用力を養う。 

到達目標 

「読解力」としては、英文を速読するためのリーディングスキルを修得する。CEFR-J[A2-2]を目標とし、生活、趣味、スポーツなど、日常的なト

ピックを扱った文章の要点を理解したり、必要な情報を取り出したりすることができる。 

「リスニング力」としては、CEFR-J[A2.1]を目標とし、自分に関連する内容（日常生活、学校生活など）の英文に関する基本的な情報を理解でき

るようになる。 

「会話・ライティング力」としては、 CEFR-J[A2.1]を目標とし、海外研修、留学、ホームステイ、観光、あるいは海外から 

授業方法と 

留意点 

演習型の授業を行うので、授業内の学習活動に積極的に参加、貢献する姿勢が重要な評価項目となる。e-learning 課題や、その他の授業外学習

課題については、指示されたペースや期限を守り、必ず完了すること。3回を超える欠席のあった者には原則として単位を認めない。 

科目学習の 

効果（資格） 
理工系英語の基本を固め、専門英語と TOEIC Test の得点アップにつなげる。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 Introduction 授業内容の詳しい解説 
教科書の Unit 構成を把握しておく。事前事後学習

には，毎回 1時間以上かけること 

2 読解、文法、語彙 TOEIC 文法・読解演習 
単語小テスト NO.0809-0880 

事前事後学習には，毎回 1時間以上かけること 

3 読解、文法、語彙 TOEIC 文法・読解演習 
単語小テスト NO.0881-0950 

事前事後学習には，毎回 1時間以上かけること 

4 読解、文法、語彙 TOEIC 文法・読解演習 
単語小テスト NO.0951-1020 

事前事後学習には，毎回 1時間以上かけること 

5 読解、文法、語彙 TOEIC 文法・読解演習 
単語小テスト NO.1021-1090 

事前事後学習には，毎回 1時間以上かけること 

6 読解、文法、語彙 TOEIC 文法・読解演習 
単語小テスト NO.1091-1160 

事前事後学習には，毎回 1時間以上かけること 

7 Review 前半の復習 事前事後学習には，毎回 1時間以上かけること 

8 前半のまとめ 前半のまとめも文法・読解演習 事前事後学習には，毎回 1時間以上かけること 

9 前半試験返却及び解説 前半試験返却及び解説 事前事後学習には，毎回 1時間以上かけること 

10 読解、文法、語彙 TOEIC 文法・読解演習 
単語小テスト NO.1161-1230 

事前事後学習には，毎回 1時間以上かけること 

11 読解、文法、語彙 TOEIC 文法・読解演習 
単語小テスト NO.1231-1300 

事前事後学習には，毎回 1時間以上かけること 

12 読解、文法、語彙 TOEIC 文法・読解演習 
単語小テスト NO.1301-1370 

事前事後学習には，毎回 1時間以上かけること 

13 読解、文法、語彙 TOEIC 文法・読解演習 
単語小テスト NO.1371-1440 

事前事後学習には，毎回 1時間以上かけること 

14 読解、文法、語彙 TOEIC 文法・読解演習 
単語小テスト NO.1441-1500 

事前事後学習には，毎回 1時間以上かけること 

15 Review 後半復習 事前事後学習には，毎回 1時間以上かけること 

 

関連科目 TOEIC，英検ほか、英語関連の資格一般 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 

New Steps to Success in the TOEIC Test Grammar & 

Reading 550 
David E.Bramley／中井弘一 松柏社 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
課題提出状況及び課題の正解率 100% 

学生への 

メッセージ 
図書館や PC 等を利用し日頃から英語に親しんでください。 

担当者の 

研究室等 
7 号館 2階 非常勤講師室 

備考 

毎回の授業のための資料やテキストの読み込み、各担当者からの課題、発表やレポートの準備、宿題などに要する事前・事後学習総時間をおおよ

そ 30 時間程度とする。テストやレポートに関するフィードバックは翌週以降の授業内で行う。その他の質問等は出講時に非常勤講師室にて対応

する。 



摂南大学シラバス 2024 

科目名 英語Ⅱｃ 科目名（英文） English IIc 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ２年 クラス ③ 

単位数 1 履修区分 選択必修科目 

学期 後期 授業担当者 西谷 継治 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IEN2307c1 

 

授業概要・ 

目的 

１年次に身につけた英語力を向上させるために、より高度な 4技能統合型の授業を行う。インプット活動のみならず、アウトプット活動を取り入

れ、各技能の基礎力および応用力を養う。 

到達目標 

「読解力」としては、英文を速読するためのリーディングスキルを修得する。CEFR-J[A2-2]を目標とし、生活、趣味、スポーツなど、日常的なト

ピックを扱った文章の要点を理解したり、必要な情報を取り出したりすることができる。 

「リスニング力」としては、CEFR-J[A2.1]を目標とし、自分に関連する内容（日常生活、学校生活など）の英文に関する基本的な情報を理解でき

るようになる。 

「会話・ライティング力」としては、 CEFR-J[A2.1]を目標とし、海外研修、留学、ホームステイ、観光、あるいは海外から 

授業方法と 

留意点 

演習型の授業を行うので、授業内の学習活動に積極的に参加、貢献する姿勢が重要な評価項目となる。e-learning 課題や、その他の授業外学習

課題については、指示されたペースや期限を守り、必ず完了すること。3回を超える欠席のあった者には原則として単位を認めない。 

科目学習の 

効果（資格） 
理工系英語の基本を固め、専門英語と TOEIC Test の得点アップにつなげる。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 Introduction 授業内容の詳しい解説 
教科書の Unit 構成を把握しておく。事前事後学習

には，毎回 1時間以上かけること 

2 読解、文法、語彙 TOEIC 文法・読解演習 
単語小テスト NO.0809-0880 

事前事後学習には，毎回 1時間以上かけること 

3 読解、文法、語彙 TOEIC 文法・読解演習 
単語小テスト NO.0881-0950 

事前事後学習には，毎回 1時間以上かけること 

4 読解、文法、語彙 TOEIC 文法・読解演習 
単語小テスト NO.0951-1020 

事前事後学習には，毎回 1時間以上かけること 

5 読解、文法、語彙 TOEIC 文法・読解演習 
単語小テスト NO.1021-1090 

事前事後学習には，毎回 1時間以上かけること 

6 読解、文法、語彙 TOEIC 文法・読解演習 
単語小テスト NO.1091-1160 

事前事後学習には，毎回 1時間以上かけること 

7 Review 前半の復習 事前事後学習には，毎回 1時間以上かけること 

8 前半のまとめ 前半のまとめも文法・読解演習 事前事後学習には，毎回 1時間以上かけること 

9 前半試験返却及び解説 前半試験返却及び解説 事前事後学習には，毎回 1時間以上かけること 

10 読解、文法、語彙 TOEIC 文法・読解演習 
単語小テスト NO.1161-1230 

事前事後学習には，毎回 1時間以上かけること 

11 読解、文法、語彙 TOEIC 文法・読解演習 
単語小テスト NO.1231-1300 

事前事後学習には，毎回 1時間以上かけること 

12 読解、文法、語彙 TOEIC 文法・読解演習 
単語小テスト NO.1301-1370 

事前事後学習には，毎回 1時間以上かけること 

13 読解、文法、語彙 TOEIC 文法・読解演習 
単語小テスト NO.1371-1440 

事前事後学習には，毎回 1時間以上かけること 

14 読解、文法、語彙 TOEIC 文法・読解演習 
単語小テスト NO.1441-1500 

事前事後学習には，毎回 1時間以上かけること 

15 Review 後半復習 事前事後学習には，毎回 1時間以上かけること 

 

関連科目 TOEIC，英検ほか、英語関連の資格一般 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 

1 
New Steps to Success in the TOEIC Test Grammar & 

Reading 550 
David E.Bramley／中井弘一 松柏社 

2 
The 1500 Core Vocabulary for the TOEIC Test 

Revised Edition 
NISHIYA Koji 成美堂 

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

全学共通英語課題                                   20% 

課題提出状況及び課題の正解率 80% 

学生への 

メッセージ 
図書館や PC 等を利用し日頃から英語に親しんでください。 

担当者の 

研究室等 
7 号館 2階 非常勤講師室 

備考 

毎回の授業のための資料やテキストの読み込み、各担当者からの課題、発表やレポートの準備、宿題などに要する事前・事後学習総時間をおおよ

そ 30 時間程度とする。テストやレポートに関するフィードバックは翌週以降の授業内で行う。その他の質問等は出講時に非常勤講師室にて対応

する。 



摂南大学シラバス 2024 

科目名 英語Ⅱｃ 科目名（英文） English IIc 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ２年 クラス ④ 

単位数 1 履修区分 選択必修科目 

学期 後期 授業担当者 田儀 勇樹 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IEN2307c1 

 

授業概要・ 

目的 

１年次に身につけた英語力を向上させるために、より高度な 4技能統合型の授業を行う。インプット活動のみならず、アウトプット活動を取り入

れ、各技能の基礎力および応用力を養う。 

到達目標 

「読解力」としては、英文を速読するためのリーディングスキルを修得する。CEFR-J[A2-2]を目標とし、生活、趣味、スポーツなど、日常的なト

ピックを扱った文章の要点を理解したり、必要な情報を取り出したりすることができる。 

「リスニング力」としては、CEFR-J[A2.1]を目標とし、自分に関連する内容（日常生活、学校生活など）の英文に関する基本的な情報を理解でき

るようになる。 

「会話・ライティング力」としては、 CEFR-J[A2.1]を目標とし、海外研修、留学、ホームステイ、観光、あるいは海外から 

授業方法と 

留意点 

演習型の授業を行うので、授業内の学習活動に積極的に参加、貢献する姿勢が重要な評価項目となる。e-learning 課題や、その他の授業外学習

課題については、指示されたペースや期限を守り、必ず完了すること。3回を超える欠席のあった者には原則として単位を認めない。 

科目学習の 

効果（資格） 
TOEIC, 英検等 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 Orientation 
テキスト前期の内容の確認と後期の進

め方の説明 

テキストの予習 

1.5 時間 

2 
Chapter 6 Social Media and 

Loneliness 
英語学習・読解・英作 

テキストの予習と単語の学習 

1.5 時間 

3 
Chapter 6 Social Media and 

Loneliness 
英語学習・読解・英作 

テキストの予習と単語の学習 

1.5 時間 

4 
Chapter 7 Five Healthy 

Habits 
英語学習・読解・英作 

テキストの予習と単語の学習 

1.5 時間 

5 
Chapter 7 Five Healthy 

Habits 
英語学習・読解・英作 

テキストの予習と単語の学習 

1.5 時間 

6 
Chapter 8 Are Humans 

Outdated Machines? Part I 
英語学習・読解・英作 

テキストの予習と単語の学習 

1.5 時間 

7 
Chapter 8 Are Humans 

Outdated Machines? Part I 
英語学習・読解・英作 

テキストの予習と単語の学習 

1.5 時間 

8 

Chapter 9 Are Humans 

Outdated Machines? Part 

II: Controlling Stress 

英語学習・読解・英作 
テキストの予習と単語の学習 

1.5 時間 

9 

Chapter 9 Are Humans 

Outdated Machines? Part 

II: Controlling Stress 

英語学習・読解・英作 
テキストの予習と単語の学習 

1.5 時間 

10 
Chapter 10 The Happiness 

Set Point 
英語学習・読解・英作 

テキストの予習と単語の学習 

1.5 時間 

11 
Chapter 10 The Happiness 

Set Point 
英語学習・読解・英作 

テキストの予習と単語の学習 

1.5 時間 

12 Oral Presentation スピーキング・リスニング 

後期の内容からトピックを選んでのプレゼンテー

ション 

1.5 時間 

13 Oral Presentation スピーキング・リスニング 

後期の内容からトピックを選んでのプレゼンテー

ション 

1.5 時間 

14 後期の総復習 質疑応答 
後期の範囲で分からなかった点をまとめておく 

1.5 時間 

15 まとめのテスト これまでの内容の復習 
テキストのこれまでの内容の復習 

1.5 時間 

 

関連科目 他の英語科目 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 

Life Topics: Changing Views 総合英語ライフトピ

ックス 5 
Jonathan Berman 南雲堂 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
授業への参加、貢献（小テスト、まとめテスト等も含む） 100% 

学生への 

メッセージ 
英語学習は地道な努力が必要です。授業中に出される指示に従い、積極的に参加してください。 

担当者の 

研究室等 
8 号館 2階 非常勤講師室 

備考 

毎回の授業のための資料やテキストの読み込み、各担当者からの課題、発表やレポートの準備、宿題などに要する事前・事後学習総時間をおおよ

そ 15 時間程度とする。テストやレポートに関するフィードバックは翌週以降の授業内で行う。その他の質問等は出講時に非常勤講師室にて対応

する。 



摂南大学シラバス 2024 

科目名 英語Ⅱｄ 科目名（英文） English IId 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ２年 クラス ① 

単位数 1 履修区分 選択必修科目 

学期 後期 授業担当者 梅田 尋道 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IEN2308c1 

 

授業概要・ 

目的 

１年次に身につけた英語力を向上させるために、より高度な 4技能統合型の授業を行う。インプット活動のみならず、アウトプット活動を取り入

れ、各技能の基礎力および応用力を養う。 

到達目標 

「読解力」としては、英文を速読するためのリーディングスキルを修得する。CEFR-J[A2-2]を目標とし、生活、趣味、スポーツなど、日常的なト

ピックを扱った文章の要点を理解したり、必要な情報を取り出したりすることができる。 

「リスニング力」としては、CEFR-J[A2.1]を目標とし、自分に関連する内容（日常生活、学校生活など）の英文に関する基本的な情報を理解でき

るようになる。 

「会話・ライティング力」としては、 CEFR-J[A2.1]を目標とし、海外研修、留学、ホームステイ、観光、あるいは海外から 

授業方法と 

留意点 

演習型の授業を行うので、授業内の学習活動に積極的に参加、貢献する姿勢が重要な評価項目となる。e-learning 課題や、その他の授業外学習

課題については、指示されたペースや期限を守り、必ず完了すること。3回を超える欠席のあった者には原則として単位を認めない。 

科目学習の 

効果（資格） 
TOEIC, 英検等 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 オリエンテーション 
授業の進め方・評価方法などについて説

明する。 

第２週目の授業に間に合うように教科書を購入す

る。 

2 

Week 2: Grammar, 

Vocabulary, Listening and 

Reading 

読解・リスニング・会話練習を中心に授

業を行う。 

Summary作成・単語の復習を各自で行う。 

事前学習として Vocabulary Quiz の準備をする。事

後学習としてその週に学習したパートの英文を２，

３回音読する。(90 分) 

3 

Week 3: Grammar, 

Vocabulary, Listening and 

Reading 

読解・リスニング・会話練習を中心に授

業を行う。 

Summary作成・単語の復習を各自で行う。 

事前学習として Vocabulary Quiz の準備をする。事

後学習としてその週に学習したパートの英文を２，

３回音読する。(90 分) 

4 

Week 4: Grammar, 

Vocabulary, Listening and 

Reading 

読解・リスニング・会話練習を中心に授

業を行う。 

Summary作成・単語の復習を各自で行う。 

事前学習として Vocabulary Quiz の準備をする。事

後学習としてその週に学習したパートの英文を２，

３回音読する。(90 分) 

5 

Week 5: Grammar, 

Vocabulary, Listening and 

Reading 

読解・リスニング・会話練習を中心に授

業を行う。 

Summary作成・単語の復習を各自で行う。 

事前学習として Vocabulary Quiz の準備をする。事

後学習としてその週に学習したパートの英文を２，

３回音読する。(90 分) 

6 

Week 6: Grammar, 

Vocabulary, Listening and 

Reading 

読解・リスニング・会話練習を中心に授

業を行う。 

Summary作成・単語の復習を各自で行う。 

事前学習として Vocabulary Quiz の準備をする。事

後学習としてその週に学習したパートの英文を２，

３回音読する。(90 分) 

7 

Week 7: Grammar, 

Vocabulary, Listening and 

Reading 

読解・リスニング・会話練習を中心に授

業を行う。 

Summary作成・単語の復習を各自で行う。 

事前学習として Vocabulary Quiz の準備をする。事

後学習としてその週に学習したパートの英文を２，

３回音読する。(90 分) 

8 Midterm Exam これまでの復習を併せて行う。 Midterm Exam の準備(90 分) 

9 

Week 9: Grammar, 

Vocabulary, Listening and 

Reading 

読解・リスニング・会話練習を中心に授

業を行う。 

Summary作成・単語の復習を各自で行う。 

事前学習として Vocabulary Quiz の準備をする。事

後学習としてその週に学習したパートの英文を２，

３回音読する。(90 分) 

10 

Week 10: Grammar, 

Vocabulary, Listening and 

Reading 

読解・リスニング・会話練習を中心に授

業を行う。 

Summary作成・単語の復習を各自で行う。 

事前学習として Vocabulary Quiz の準備をする。事

後学習としてその週に学習したパートの英文を２，

３回音読する。(90 分) 

11 

Week 11: Grammar, 

Vocabulary, Listening and 

Reading 

読解・リスニング・会話練習を中心に授

業を行う。 

Summary作成・単語の復習を各自で行う。 

事前学習として Vocabulary Quiz の準備をする。事

後学習としてその週に学習したパートの英文を２，

３回音読する。(90 分) 

12 

Week 12: Grammar, 

Vocabulary, Listening and 

Reading 

読解・リスニング・会話練習を中心に授

業を行う。 

Summary作成・単語の復習を各自で行う。 

事前学習として Vocabulary Quiz の準備をする。事

後学習としてその週に学習したパートの英文を２，

３回音読する。(90 分) 

13 

Week 13: Grammar, 

Vocabulary, Listening and 

Reading 

読解・リスニング・会話練習を中心に授

業を行う。 

Summary作成・単語の復習を各自で行う。 

事前学習として Vocabulary Quiz の準備をする。事

後学習としてその週に学習したパートの英文を２，

３回音読する。(90 分) 

14 

Week 14: Grammar, 

Vocabulary, Listening and 

Reading 

読解・リスニング・会話練習を中心に授

業を行う。 

Summary作成・単語の復習を各自で行う。 

事前学習として Vocabulary Quiz の準備をする。事

後学習としてその週に学習したパートの英文を２，

３回音読する。(90 分) 

15 まとめのテスト これまでの復習を併せて行う。 テストの準備(90 分) 

 

関連科目 他の英語科目 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 Stretch 2 S. Stempleski Oxford 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

まとめのテスト１(Midterm Exam) 20％ 

まとめのテスト２(Final Exam) 20％ 

授業活動(Vocabulary test、提出物、授業活動への積極参加など) 60％ 

学生への 

メッセージ 

“Failure is instructive. The person who really thinks learns quite as much from his failures as from his successes.” ― John Dewey 

失敗を重ねて成長してください！ 



摂南大学シラバス 2024 

担当者の 

研究室等 
7 号館 2階 非常勤講師室 

備考 

やむを得ない欠席は 3回までしか認められません。遅刻・早退・中抜けは、累積三回で一回の欠席になります。 

毎回の授業のための資料やテキストの読み込み、各担当者からの課題、発表やレポートの準備、宿題などに要する事前・事後学習総時間をおおよ

そ 30 時間程度とする。テストやレポートに関するフィードバックは翌週以降の授業内で行う。その他の質問等は出講時に非常勤講師室にて対応

する。 

教科書を持ってこない、居眠りをする、スマホを使う、私語をする、途中退出するなどして授業参加しない場合、各授業で３～５点減点します。 



摂南大学シラバス 2024 

科目名 英語Ⅱｄ 科目名（英文） English IId 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ２年 クラス ② 

単位数 1 履修区分 選択必修科目 

学期 後期 授業担当者 ﾘﾁｬｰﾄﾞ ﾀﾞｨｱｰｽ 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IEN2308c1 

 

授業概要・ 

目的 

１年次に身につけた英語力を向上させるために、より高度な 4技能統合型の授業を行う。インプット活動のみならず、アウトプット活動を取り入

れ、各技能の基礎力および応用力を養う。 

到達目標 

「読解力」としては、英文を速読するためのリーディングスキルを修得する。CEFR-J[A2-2]を目標とし、生活、趣味、スポーツなど、日常的なト

ピックを扱った文章の要点を理解したり、必要な情報を取り出したりすることができる。 

「リスニング力」としては、CEFR-J[A2.1]を目標とし、自分に関連する内容（日常生活、学校生活など）の英文に関する基本的な情報を理解でき

るようになる。 

「会話・ライティング力」としては、 CEFR-J[A2.1]を目標とし、海外研修、留学、ホームステイ、観光、あるいは海外から 

授業方法と 

留意点 

演習型の授業を行うので、授業内の学習活動に積極的に参加、貢献する姿勢が重要な評価項目となる。e-learning 課題や、その他の授業外学習

課題については、指示されたペースや期限を守り、必ず完了すること。3回を超える欠席のあった者には原則として単位を認めない。 

科目学習の 

効果（資格） 
TOEIC, 英検等 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 

オリエンテーション  

品詞の認識 品詞とは 語

彙発展 

ＴＯＥＩＣとは コース説明 

リスニング 

Unit１  品詞分けプリントで品詞解

説 

文法問題  単語 

左記範囲の単語演習、文法問題予習 

（1時間） 

単語は解説を授業で聴いたのち演習を自宅で行う。

丁寧に書くこと。品詞を意識して書くこと。 

文法は丸覚えではなく授業のポイントを押さえて

応用が効くように綺麗にまとめる。文章題は教科書

だけでなくプリントも見ておくこと。 

2 

品詞の観点をもって文法問

題を解く 

語彙発展 文章題に慣れる 

単語テスト１ 

リスニング 

Unit２ 文法問題 文章問題 単語 

文法「接続詞」 

左記範囲の単語演習、文章、文法問題予習復習（２

時間） 

単語は解説を授業で聴いたのち演習を自宅で行う。

丁寧に書くこと。品詞を意識して書くこと。文法は

答えを覚えるのではなく応用が効くように解説を

聞いた後はわかりやすくポイントをまとめておく

こと。 

3 

オリエンテーション  

品詞の認識 品詞とは 語

彙発展 

単語テスト２ リスニング 

Unit３ 文法問題 文章問題 単語 文

法「前置詞」 

左記範囲の単語演習、文章、文法問題予習復習（２

時間）  

単語演習は雑に書かないこと。意味と発音を意識し

ながら丁寧にやること。 

文章題は形式によって素早く解く物と間違わず正

確に読み取るパターンの物の違いを意識して予習

すること。 

4 

オリエンテーション  

品詞の認識 品詞とは 語

彙発展 

  

単語テスト３ リスニング 

Unit４ 文法文章問題 単語 

文法「分詞１」 

左記範囲の単語演習、文章、文法問題予習復習（２

時間） 

今回の範囲である分詞については苦手な人が多い

ので授業の解説のあと調べてまとめておく事。過去

分詞を過去形と勘違いしない事。 

5 

テスト一回め 

語彙発展 

文章形式の文法問題を解く 

総合テスト第１回 Unit５  

文章文法問題 

文法「分詞２」 

テスト勉強、左記範囲の単語演習、文章、文法問題

予習復習 

（２時間） 

テストに出そうな問題は解説を必ずしているので

特に文法事項は復習しておくこと。応用問題を想定

して丸覚えしない事。 

6 

品詞の観点をもって文法問

題を解く 

文章題から適切な情報を取

り出す 

語彙発展 

テスト返却 フィードバック 単語テ

スト４ リスニング 

Unit ６ 文法問題 単語 

文法「関係代名詞１」 

左記範囲の単語演習、文章、文法問題予習復習（２

時間） 

テストは、授業での解説を聴いて必ず何故間違えた

のかメモをちゃんと書き入れて復習しておくこと。 

文章題は他人の答えを丸覚えするのではなく自分

の言葉でも回答ができるように練習すること。 

7 

品詞の観点をもって文法問

題を解く 

文章題から適切な情報を取

り出す 

語彙発展 

 単語テスト 5 リスニング 

Unit ７ 文法文章問題 単語 文法「関

係代名詞２」 

左記範囲の単語演習、文章、文法問題予習復習（２

時間） 

単語ワークシートは溜めずに出すこと。雑に書いて

いる物には指導があるので書き方を工夫すること。 

関係代名詞についてよく分からないところは教科

書問題をやるだけでなく基礎に戻ってまとめてお

く事。 

8 

品詞の観点をもって文法問

題を解く 

文章題から適切な情報を取

り出す 

語彙発展 

 単語テスト６ リスニング 

Unit ８ 文法文章問題 単語 文法「不

定詞」 

左記範囲の単語演習、文章、文法問題予習復習（２

時間） 

不定詞の用法に応じて文の意味が正確に取れるよ

うにしておく。やや特殊な用法についても説明する

のでメモをとりきちんとまとめて分かるようにお

くこと。 

9 

品詞の観点をもって文法問

題を解く 

文章題から適切な情報を取

り出す 

語彙発展 

単語テスト７ リスニング 

Unit ９ 文法文章問題 単語 文法「不

定詞動名詞」 

テスト勉強、左記範囲の単語演習、文章、文法問題

予習復習（２時間） 

応用力をつけるために、意識して不定詞をとる動詞

と動名詞を取る動詞を区別して覚えること。決まっ

た動詞しか出ないので適当に勘でやらない事。文章

題はプリントもよく見て内容把握をしておく事。 

10 

テスト第２回 語彙発展 

文章形式の文法問題を解く 

品詞の観点をもって文法問

チェックテスト第２回フィードバック 

Unit １０ 

 文法問題 単語    単語テスト７ 

左記範囲の単語演習、文章、文法問題予習復習（２

時間） 

答え合わせの後、過去形と完了形の使い分けについ
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題を解く 文法「過去形と現在完了形」 て分からない者が多いので、解説をちゃんと聴いて

書き込んでおく事。文章題の中の時制にも注目して

復習する事。テストにも出る。 

11 

品詞の観点をもって文法問

題を解く 

文章題の問いの傾向を知り

読み解く 

語彙発展 

単語テスト８ リスニング 

Unit１１ 文法文章問題 単語 文法

「現在完了形と完了進行形」 

左記範囲の単語演習、文章、文法問題予習復習（２

時間） 

完了進行形については馴染みのない者もいるので

きちんと解説を聞いてどんな時に使うのか例を探

してみる事。教科書の文章問題から引用してまとめ

るのも良い。 

12 

品詞の観点をもって文法問

題を解く 

文章題の問いの傾向を知り

読み解く 

語彙発展 

単語テスト９ リスニング 

Unit 1２ 文法問題 単語 

文法「受身形１」 

左記範囲の単語演習、文章、文法問題予習復習 （２

時間） 

単純な受け身形だけではなく完了形受け身や進行

形受け身形について説明するので授業の後良くま

とめておく事。 

単語ワークを溜めている者、遅れてもちゃんと出す

こと。 

13 

品詞の観点をもって文法問

題を解く 

文章題の問いの傾向を知り

読み解く 

語彙発展 

単語テスト１０ リスニング 

Unit1３ 文章文法問題 単語 

「受身形２」 

左記範囲の単語演習、文章、文法問題予習復習 （２

時間） 

基本的な事であるが基本的な動詞の不規則活用を

きちんと覚える事。受け身形に関しては単純な物で

も間違える者が多いので選択型だけでなく実際に

書いて変換する練習をすると定着して良い。 

14 

品詞の観点をもって文法問

題を解く 

文章題の問いの傾向を知り

読み解く 

語彙発展 

単語テスト１１ リスニング 

Unit1４ 文章文法問題 単語 

「副詞修飾」 

左記範囲の単語演習、文章、文法問題予習復習 （２

時間） 

基本的な事であるが基本的な動詞の不規則活用を

きちんと覚える事。受け身形に関しては単純な物で

も間違える者が多いので選択型だけでなく実際に

書いて変換する練習をすると定着して良い。 

15 

テスト第三回 

品詞の観点をもって文法問

題を解く 

文章題の問いの傾向を知り

読み解く 

語彙発展 

チェックテスト第３回 

フィードバック 

試験範囲の単語演習、文章文法問題予習復習 

（２時間） 

 

関連科目 他の英語科目 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 

STEP-UP SKILLS FOR THE TOEIC LISTENING AND READING 

TEST１ 
Yasuyuki Kitao 他 朝日出版社 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
授業への参加、貢献（小テスト、まとめテスト等も含む） 100% 

学生への 

メッセージ 

e-learning 課題や、その他の授業外学習課題については、指示されたペースや期限を守り、必ず完了すること。 

3 回を超える欠席のあった者には原則として単位を認めない。 

毎回の課題を有効に利用し、基礎から少しづつ英語力をつけていってください。 

少しでも疑問に思う点や不明な点があれば、そのつど質問してください。 

担当者の 

研究室等 
非常勤講師室 7 号館 2 階 (木曜午前中） 

備考 
毎回の授業のための資料やテキストの読み込み、各担当者からの課題の準備、宿題などに要する事前・事後学習総時間をおおよそ１５時間程度と

する。テストやレポートに関するフィードバックは翌週以降の授業内で行う。その他の質問等は出講時に非常勤講師室にて対応する。 
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科目名 英語Ⅱｄ 科目名（英文） English IId 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ２年 クラス ③ 

単位数 1 履修区分 選択必修科目 

学期 後期 授業担当者 久田 歩 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IEN2308c1 

 

授業概要・ 

目的 

１年次に身につけた英語力を向上させるために、より高度な 4技能統合型の授業を行う。インプット活動のみならず、アウトプット活動を取り入

れ、各技能の基礎力および応用力を養う。 

到達目標 

「読解力」としては、英文を速読するためのリーディングスキルを修得する。CEFR-J[A2-2]を目標とし、生活、趣味、スポーツなど、日常的なト

ピックを扱った文章の要点を理解したり、必要な情報を取り出したりすることができる。 

「リスニング力」としては、CEFR-J[A2.1]を目標とし、自分に関連する内容（日常生活、学校生活など）の英文に関する基本的な情報を理解でき

るようになる。 

「会話・ライティング力」としては、 CEFR-J[A2.1]を目標とし、海外研修、留学、ホームステイ、観光、あるいは海外から 

授業方法と 

留意点 

演習型の授業を行うので、授業内の学習活動に積極的に参加、貢献する姿勢が重要な評価項目となる。e-learning 課題や、その他の授業外学習

課題については、指示されたペースや期限を守り、必ず完了すること。3回を超える欠席のあった者には原則として単位を認めない。 

科目学習の 

効果（資格） 
TOEIC, 英検等 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 

オリエンテーション  

品詞の認識 品詞とは 語

彙発展 

ＴＯＥＩＣとは コース説明 

リスニング 

Unit１  品詞分けプリントで品詞解

説 

文法問題  単語 

左記範囲の単語演習、文法問題予習 

（1時間） 

単語は解説を授業で聴いたのち演習を自宅で行う。

丁寧に書くこと。品詞を意識して書くこと。 

文法は丸覚えではなく授業のポイントを押さえて

応用が効くように綺麗にまとめる。文章題は教科書

だけでなくプリントも見ておくこと。 

2 

品詞の観点をもって文法問

題を解く 

語彙発展 文章題に慣れる 

単語テスト１ 

リスニング 

Unit２ 文法問題 文章問題 単語 

文法「接続詞」 

左記範囲の単語演習、文章、文法問題予習復習（２

時間） 

単語は解説を授業で聴いたのち演習を自宅で行う。

丁寧に書くこと。品詞を意識して書くこと。文法は

答えを覚えるのではなく応用が効くように解説を

聞いた後はわかりやすくポイントをまとめておく

こと。 

3 

オリエンテーション  

品詞の認識 品詞とは 語

彙発展 

単語テスト２ リスニング 

Unit３ 文法問題 文章問題 単語 文

法「前置詞」 

左記範囲の単語演習、文章、文法問題予習復習（２

時間）  

単語演習は雑に書かないこと。意味と発音を意識し

ながら丁寧にやること。 

文章題は形式によって素早く解く物と間違わず正

確に読み取るパターンの物の違いを意識して予習

すること。 

4 

オリエンテーション  

品詞の認識 品詞とは 語

彙発展 

  

単語テスト３ リスニング 

Unit４ 文法文章問題 単語 

文法「分詞１」 

左記範囲の単語演習、文章、文法問題予習復習（２

時間） 

今回の範囲である分詞については苦手な人が多い

ので授業の解説のあと調べてまとめておく事。過去

分詞を過去形と勘違いしない事。 

5 

テスト一回め 

語彙発展 

文章形式の文法問題を解く 

総合テスト第１回 Unit５  

文章文法問題 

文法「分詞２」 

テスト勉強、左記範囲の単語演習、文章、文法問題

予習復習 

（２時間） 

テストに出そうな問題は解説を必ずしているので

特に文法事項は復習しておくこと。応用問題を想定

して丸覚えしない事。 

6 

品詞の観点をもって文法問

題を解く 

文章題から適切な情報を取

り出す 

語彙発展 

テスト返却 フィードバック 単語テ

スト４ リスニング 

Unit ６ 文法問題 単語 

文法「関係代名詞１」 

左記範囲の単語演習、文章、文法問題予習復習（２

時間） 

テストは、授業での解説を聴いて必ず何故間違えた

のかメモをちゃんと書き入れて復習しておくこと。 

文章題は他人の答えを丸覚えするのではなく自分

の言葉でも回答ができるように練習すること。 

7 

品詞の観点をもって文法問

題を解く 

文章題から適切な情報を取

り出す 

語彙発展 

 単語テスト 5 リスニング 

Unit ７ 文法文章問題 単語 文法「関

係代名詞２」 

左記範囲の単語演習、文章、文法問題予習復習（２

時間） 

単語ワークシートは溜めずに出すこと。雑に書いて

いる物には指導があるので書き方を工夫すること。 

関係代名詞についてよく分からないところは教科

書問題をやるだけでなく基礎に戻ってまとめてお

く事。 

8 

品詞の観点をもって文法問

題を解く 

文章題から適切な情報を取

り出す 

語彙発展 

 単語テスト６ リスニング 

Unit ８ 文法文章問題 単語 文法「不

定詞」 

左記範囲の単語演習、文章、文法問題予習復習（２

時間） 

不定詞の用法に応じて文の意味が正確に取れるよ

うにしておく。やや特殊な用法についても説明する

のでメモをとりきちんとまとめて分かるようにお

くこと。 

9 

品詞の観点をもって文法問

題を解く 

文章題から適切な情報を取

り出す 

語彙発展 

単語テスト７ リスニング 

Unit ９ 文法文章問題 単語 文法「不

定詞動名詞」 

テスト勉強、左記範囲の単語演習、文章、文法問題

予習復習（２時間） 

応用力をつけるために、意識して不定詞をとる動詞

と動名詞を取る動詞を区別して覚えること。決まっ

た動詞しか出ないので適当に勘でやらない事。文章

題はプリントもよく見て内容把握をしておく事。 

10 

テスト第２回 語彙発展 

文章形式の文法問題を解く 

品詞の観点をもって文法問

チェックテスト第２回フィードバック 

Unit １０ 

 文法問題 単語    単語テスト７ 

左記範囲の単語演習、文章、文法問題予習復習（２

時間） 

答え合わせの後、過去形と完了形の使い分けについ
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題を解く 文法「過去形と現在完了形」 て分からない者が多いので、解説をちゃんと聴いて

書き込んでおく事。文章題の中の時制にも注目して

復習する事。テストにも出る。 

11 

品詞の観点をもって文法問

題を解く 

文章題の問いの傾向を知り

読み解く 

語彙発展 

単語テスト８ リスニング 

Unit１１ 文法文章問題 単語 文法

「現在完了形と完了進行形」 

左記範囲の単語演習、文章、文法問題予習復習（２

時間） 

完了進行形については馴染みのない者もいるので

きちんと解説を聞いてどんな時に使うのか例を探

してみる事。教科書の文章問題から引用してまとめ

るのも良い。 

12 

品詞の観点をもって文法問

題を解く 

文章題の問いの傾向を知り

読み解く 

語彙発展 

単語テスト９ リスニング 

Unit 1２ 文法問題 単語 

文法「受身形１」 

左記範囲の単語演習、文章、文法問題予習復習 （２

時間） 

単純な受け身形だけではなく完了形受け身や進行

形受け身形について説明するので授業の後良くま

とめておく事。 

単語ワークを溜めている者、遅れてもちゃんと出す

こと。 

13 

品詞の観点をもって文法問

題を解く 

文章題の問いの傾向を知り

読み解く 

語彙発展 

単語テスト１０ リスニング 

Unit1３ 文章文法問題 単語 

「受身形２」 

左記範囲の単語演習、文章、文法問題予習復習 （２

時間） 

基本的な事であるが基本的な動詞の不規則活用を

きちんと覚える事。受け身形に関しては単純な物で

も間違える者が多いので選択型だけでなく実際に

書いて変換する練習をすると定着して良い。 

14 

品詞の観点をもって文法問

題を解く 

文章題の問いの傾向を知り

読み解く 

語彙発展 

単語テスト１１ リスニング 

Unit1４ 文章文法問題 単語 

「副詞修飾」 

左記範囲の単語演習、文章、文法問題予習復習 （２

時間） 

基本的な事であるが基本的な動詞の不規則活用を

きちんと覚える事。受け身形に関しては単純な物で

も間違える者が多いので選択型だけでなく実際に

書いて変換する練習をすると定着して良い。 

15 

テスト第三回 

品詞の観点をもって文法問

題を解く 

文章題の問いの傾向を知り

読み解く 

語彙発展 

チェックテスト第３回 

フィードバック 

試験範囲の単語演習、文章文法問題予習復習 

（２時間） 

 

関連科目 他の英語科目 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 

STEP-UP SKILLS FOR THE TOEIC LISTENING AND READING 

TEST１ 
Yasuyuki Kitao 他 朝日出版社 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

       

小テスト、まとめテスト等 100% 

学生への 

メッセージ 

e-learning 課題や、その他の授業外学習課題については、指示されたペースや期限を守り、必ず完了すること。 

3 回を超える欠席のあった者には原則として単位を認めない。 

毎回の課題を有効に利用し、基礎から少しづつ英語力をつけていってください。 

少しでも疑問に思う点や不明な点があれば、そのつど質問してください。 

担当者の 

研究室等 
非常勤講師室 7 号館 2 階 (木曜 1,3 時間目） 

備考 
毎回の授業のための資料やテキストの読み込み、各担当者からの課題の準備、宿題などに要する事前・事後学習総時間をおおよそ１５時間程度と

する。テストやレポートに関するフィードバックは翌週以降の授業内で行う。その他の質問等は出講時に非常勤講師室にて対応する。 
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科目名 英語Ⅱｄ 科目名（英文） English IId 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ２年 クラス ④ 

単位数 1 履修区分 選択必修科目 

学期 後期 授業担当者 谷口 永里子 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IEN2308c1 

 

授業概要・ 

目的 

１年次に身につけた英語力を向上させるために、より高度な 4 技能統合型の授業を行う。インプット活動のみならず、アウトプット活動を取り

入れ、各技能の基礎力および応用力を養う。 

到達目標 

「読解力」としては、英文を速読するためのリーディングスキルを修得する。 CEFR J[A2 2] を目標とし、生活、趣味、スポーツなど、日常的な

トピックを扱った文章の要点を理解したり、必要な情報を取り出したりすることができる。 

「リスニング力」としては、 CEFR J[A2.1] を目標とし、自分に関連する内容（日常生活、学校生活など）の英文に関する基本的な情報を理解で

きるようになる。 

「会 話・ライティング力」としては、 CEFR J[A2.1] を目標とし、海外研修、留学、ホームステイ、観光、ある 

授業方法と 

留意点 

演習型の授業を行うので、授業内の学習活動に積極的に参加、貢献する姿勢が重要な評価項目となる。 e-learning 課題や、その他の授 業外学

習課題については、指示されたペースや期限を守り、必ず完了すること。 3 回を超える欠席のあった者には原則として単位を認めない。 

科目学習の 

効果（資格） 
TOEIC, 英検等 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 Introduction 

授業の説明。 

テキストに沿って、リスニング、会話練

習、読解を行う。 

テキストを読み、知らない単語は調べる。音声を聞

いて発音練習をする。事前・事後学習には 1時間以

上かけること。 

2 
Unit 7 

Technology in Daily Life 

テキストに沿って、リスニング、会話練

習、読解を行う。 

テキストを読み、知らない単語は調べる。音声を聞

いて発音練習をする。事前・事後学習には 1時間以

上かけること。 

3 
Unit 7 

Technology in Daily Life 

テキストに沿って、リスニング、会話練

習、読解を行う。 

テキストを読み、知らない単語は調べる。音声を聞

いて発音練習をする。事前・事後学習には 1時間以

上かけること。 

4 
Unit 8 

Social Network 

テキストに沿って、リスニング、会話練

習、読解を行う。 

テキストを読み、知らない単語は調べる。音声を聞

いて発音練習をする。事前・事後学習には 1時間以

上かけること。 

5 
Unit 8 

Social Network 

テキストに沿って、リスニング、会話練

習、読解を行う。 

テキストを読み、知らない単語は調べる。音声を聞

いて発音練習をする。事前・事後学習には 1時間以

上かけること。 

6 
Unit 9 

Looking on the Bright Side 

テキストに沿って、リスニング、会話練

習、読解を行う。 

テキストを読み、知らない単語は調べる。音声を聞

いて発音練習をする。事前・事後学習には 1時間以

上かけること。 

7 
Unit 9 

Looking on the Bright Side 

テキストに沿って、リスニング、会話練

習、読解を行う。 

テキストを読み、知らない単語は調べる。音声を聞

いて発音練習をする。事前・事後学習には 1時間以

上かけること。 

8 
Unit 10 

Love Affairs 

テキストに沿って、リスニング、会話練

習、読解を行う。 

テキストを読み、知らない単語は調べる。音声を聞

いて発音練習をする。事前・事後学習には 1時間以

上かけること。 

9 
Unit 10 

Love Affairs 

テキストに沿って、リスニング、会話練

習、読解を行う。 

テキストを読み、知らない単語は調べる。音声を聞

いて発音練習をする。事前・事後学習には 1時間以

上かけること。 

10 
Unit 11 

Storytelling 

テキストに沿って、リスニング、会話練

習、読解を行う。 

テキストを読み、知らない単語は調べる。音声を聞

いて発音練習をする。事前・事後学習には 1時間以

上かけること。 

11 
Unit 11 

Storytelling 

テキストに沿って、リスニング、会話練

習、読解を行う。 

テキストを読み、知らない単語は調べる。音声を聞

いて発音練習をする。事前・事後学習には 1時間以

上かけること。 

12 
Unit 12 

The Power of Words 

テキストに沿って、リスニング、会話練

習、読解を行う。 

テキストを読み、知らない単語は調べる。音声を聞

いて発音練習をする。事前・事後学習には 1時間以

上かけること。 

13 
Unit 12 

The Power of Words 

テキストに沿って、リスニング、会話練

習、読解を行う。 

テキストを読み、知らない単語は調べる。音声を聞

いて発音練習をする。事前・事後学習には 1時間以

上かけること。 

14 Review 2 
テキストに沿って、リスニング、会話練

習、読解を行う。 

テキストを読み、知らない単語は調べる。音声を聞

いて発音練習をする。 

テキストの後半を振り返る。事前・事後学習には 1

時間以上かけること。 

15 Review 期末テスト 
テキストの後半を振り返る。事前・事後学習には 1

時間以上かけること。 

 

関連科目  

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 Live Escalate Book 2: Trekking 角山 照彦 / LiveABC editors 成美堂 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 



摂南大学シラバス 2024 

評価方法 

（基準） 

期末テスト（40%) 

小テスト（30％） 

その他授業中の態度や課題の提出（30％） 

学生への 

メッセージ 
 

担当者の 

研究室等 
7 号館 2階 非常勤講師室 

備考  
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科目名 ビジネスイングリッシュⅠ 科目名（英文） Business English I 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 1 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 松本 裕也 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IEN3331c1 

 

授業概要・ 

目的 

ビジネス分野で必要となるような専門性の高い単語や表現を学ぶ。また、様々なビジネスシーンを想定した文書や会話などを教材とし、実践的な

英語力を養う。 

到達目標 
(1) 日本のビジネスシーンに留まらず、国際ビジネスの現状にも触れることで多角的な視点を養う。 

(2) 前期は CEFR-J [B1.1]、後期は CEFR-J [B1.2]に英語力が到達することを目標とする。 

授業方法と 

留意点 

演習型の授業を行うので、授業内の学習活動に積極的に参加、貢献する姿勢が重要な評価項目となる。授業外学習課題については、指示されたペ

ースや期限を守り、必ず完了すること。3回を超える欠席のあった者には原則として単位を認めない。 

科目学習の 

効果（資格） 
TOEIC、英検等 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 オリエンテーション 

・今後の授業の進め方、及び評価方法な

どの具体的な説明 

 

・クラスメートと打ち解けるためのアク

ティビティ 

事前学習（1時間）： 

・英語で自己紹介ができるように考えてくる。 

 

事後学習（1時間）： 

 ・シラバスを熟読しておく。 

2 Unit 1：簡単な挨拶 

・"Job hunting"をテーマに Speaking, 

または Activity 

 

・自分を表現するにふさわしい英単語の

発見 

 

・単語テスト 

事前学習（1時間）： 

・p.10 の Reading 問題にチャレンジする。分からな

い語彙や文章は、授業で質問できるように準備して

おくこと。 

 

・単語テストへの準備 

 

事後学習（1時間）： 

・単語テストの復習 

 

・授業で学んだ内容をノートにまとめる。 

3 
マーケティングへの挑戦 

(1) 

・「便利、もしくは不便だと感じるもの、

サービス」の共有 

 

・グループワークとしてマーケティング

を行う。（この回では、チームを作りま

す）。 

 

・チームメンバーの長所を見つけて、今

後の課題への取り組みに備えます。 

 

・単語テスト 

事前学習（1時間）： 

・生活をしていて「便利、もしくは不便だと感じる

もの、サービス」を 5つ見つけて、その理由を紙に

書き出す。英語で簡単に説明できるように準備して

おくこと。 

 

・単語テストへの準備。 

 

事後学習（1時間）： 

・単語テストの復習 

 

・授業で学んだ内容をノートにまとめる。 

4 Unit 2：言葉の意味を尋ねる 

・「和製英語」をテーマに Speaking, ま

たは Activity 

 

・単語テスト 

事前学習（1時間）： 

・p. 16 の Reading 問題にチャレンジする。分から

ない語彙や文章は、授業で質問できるように準備し

ておくこと。 

 

・単語テストへの準備 

 

事後学習（1時間）： 

・単語テストの復習 

 

・授業で学んだ内容をノートにまとめる。 

5 
マーケティングへの挑戦 

(2) 

・"Shopping"をテーマに Speaking, ま

たは Activity 

 

・グループワークとしてマーケティング

を行う。（需要のある製品、サービスを

考え、ビジネスプランを立てます） 

 

・単語テスト 

事前学習（1時間）： 

・需要のある製品、サービスを３つ考える。またビ

ジネスプランとは何か、クラスメートに説明できる

ように事前に調査しておくこと。 

 

・単語テストへの準備 

 

事後学習（1時間）： 

・単語テストの復習 

 

・授業で学んだ内容をノートにまとめる。 

6 Unit 3：電話での会話 

・数字を使用した Speaking, または

Activity 

 

・単語テスト 

事前学習（1時間）： 

・p. 22 の Reading 問題にチャレンジする。分から

ない語彙や文章は、授業で質問できるように準備し

ておくこと。 

 

・単語テストへの準備 

 

事後学習（1時間）： 

・単語テストの復習 

 

・授業で学んだ内容をノートにまとめる。 

7 
マーケティングへの挑戦 

(3) 

・「働き方」をテーマに Speaking, また

は Activity 

 

事前学習（1時間）： 

・SWOT 分析、４Pとは何か事前に調べておくこと。 
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・グループワークとしてマーケティング

を行う。（生み出した製品、サービスの

可能性を探りましょう） 

 

・単語テスト 

・単語テストへの準備 

 

事後学習（1時間）： 

・単語テストの復習 

 

・授業で学んだ内容をノートにまとめる。 

8 Unit 4：電話での会話 

・「伝言」をテーマに Speaking, または

Activity 

 

・単語テスト 

事前学習（1時間）： 

・p. 28 の Reading 問題にチャレンジする。分から

ない語彙や文章は、授業で質問できるように準備し

ておくこと。 

 

・単語テストへの準備 

 

事後学習（1時間）： 

・単語テストの復習 

 

・授業で学んだ内容をノートにまとめる。 

9 
マーケティングへの挑戦 

(4) 

・"外食"をテーマに Speaking, または

Activity 

 

・グループワークとしてマーケティング

を行う。（前回生み出した需要のある製

品、サービスを他のグループと共有して

頂きます） 

 

・単語テスト 

事前学習（1時間）： 

・SWOT 分析、４Pとは何か事前に調べておくこと。 

 

・単語テストへの準備 

 

事後学習（1時間）： 

・単語テストの復習 

 

・授業で学んだ内容をノートにまとめる。 

10 Unit 5：体調を伝える 

・"Email"をテーマに Speaking, または

Activity 

 

・単語テスト 

事前学習（1時間）： 

・p.34 の Reading 問題にチャレンジする。分からな

い語彙や文章は、授業で質問できるように準備して

おくこと。 

 

・単語テストへの準備 

 

事後学習（1時間）： 

・単語テストの復習 

 

・授業で学んだ内容をノートにまとめる。 

11 
マーケティングへの挑戦 

(5) 

・"Crowdfunding"をテーマに Speaking, 

または Activity 

 

・「マーケティング」をグループワーク

として行ってみます。（この回では、生

み出した製品やサービスを宣伝するた

めの Power Point（最低 6枚）を作成し

ます。翌回も同様のアクティビティを行

います。 

 

・単語テスト 

事前学習（1時間）： 

・Power Point 作成の為に、アウトラインを作成す

ること。 

 

・単語テストへの準備 

 

事後学習（1時間）： 

・単語テストの復習 

 

・授業で学んだ内容をノートにまとめる。 

12 
Unit 6：スケジュールの組み

立て 

・「スケジュール」をテーマに Speaking, 

または Activity 

 

・単語テスト 

事前学習（1時間）： 

・p.40 の Reading 問題にチャレンジする。分からな

い語彙や文章は、授業で質問できるように準備して

おくこと。 

 

・単語テストへの準備 

 

事後学習（1時間）： 

・単語テストの復習 

 

・授業で学んだ内容をノートにまとめる。 

13 
マーケティングへの挑戦 

(6) 

・「モチベーション」をテーマに

Speaking, または Activity 

 

・「マーケティング」をグループワーク

として行ってみます。（この回では、生

み出した製品やサービスを宣伝するた

めの広告を作成します。翌回も同様のア

クティビティを行います） 

 

・単語テスト 

事前学習（1時間）： 

・Power Point を最低 3枚は完成させておくこと。 

 

・単語テストへの準備 

 

事後学習（1時間）： 

・単語テストの復習 

 

・授業で学んだ内容をノートにまとめる。 

14 
マーケティングへの挑戦 

(7) 

・Power Point を使用してマーケティン

グの結果発表をプレゼンテーションと

して行います。 

事前学習（1時間）： 

・プレゼンテーションの準備。チームメンバー全員

が、必ず一人一回スピーチを行い、スピーチの長さ

は統一すること。 

 

・単語テストへの準備 

 

事後学習（1時間）： 

・単語テストの復習 

 

・授業で学んだ内容をノートにまとめる。 

15 
復習テスト 

Unit 7：好みを尋ねる 

・復習テスト（Unit１～６） 

 

事前学習（1時間）： 

・復習テストへの準備 
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・"Preference"をテーマにSpeaking, ま

たは Activity 

 

・p.46 の Reading 問題にチャレンジする。分からな

い語彙や文章は、授業で質問できるように準備して

おくこと。 

 

事後学習（1時間）： 

・単語テストの復習 

 

・授業で学んだ内容をノートにまとめる。 

 

関連科目  

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 First Steps to Office English Tae Kudo Cengage Learning K.K 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

・単語テスト：20％ 

・復習テスト：30％ 

・授業内外での課題への取り組み：50％（教員からの質問に積極的に回答する姿勢や授業への集中度、ペア・グループワークへの参加度、ノート

やメモを取っているか、課題を提出しているか等） 

 

注意： 

1. 原則として出席率 80％以上の学生のみを成績評価の対象とする（3回を超える欠席は単位不可/遅刻は 3回で 1回の欠席）。 

2. 課題の提出が１週間遅れることに、付与される点数は、半減。 

学生への 

メッセージ 

・テストの点数だけを基準に成績はつけません。アクティビティへの積極的な参加、講義に対する質問など、努力する姿勢が評価対象の中心です。 

 

 

・授業に関係のない行為（下記参照）は欠席、減点扱いの対象です。欠席や減点扱いとなった場合、成績の低下と単位取得の両方に影響します。 

 

① 私語など授業を妨害する行為は自動的に欠席とみなす。 

② 居眠り、携帯電話の使用は減点対象。 

③ 許可のない途中退席、テキスト忘れは、原則欠席とみなす。 

（原則として欠席をレポートの提出でカバーすることはできない。） 

 

担当者の 

研究室等 
7 号館 2階 非常勤講師室 

備考 

毎回の授業のための資料やテキストの読み込み、課題、発表やレポートの準備、宿題などに要する事前・事後学習総時間をおおよそ 30 時間程度

とする。テストやレポートに関するフィードバックは翌週以降の授業内で行う。その他の質問等は出講時に非常勤講師室（メールにて要予約）に

て対応する。 
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科目名 ビジネスイングリッシュⅡ 科目名（英文） Business English II 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 1 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 松本 裕也 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IEN3332c1 

 

授業概要・ 

目的 

ビジネス分野で必要となるような専門性の高い単語や表現を学ぶ。また、様々なビジネスシーンを想定した文書や会話などを教材とし、実践的な

英語力を養う。 

到達目標 
(1) 日本のビジネスシーンに留まらず、国際ビジネスの現状にも触れることで多角的な視点を養う。 

(2) 前期は CEFR-J [B1.1]、後期は CEFR-J [B1.2]に英語力が到達することを目標とする。 

授業方法と 

留意点 

演習型の授業を行うので、授業内の学習活動に積極的に参加、貢献する姿勢が重要な評価項目となる。授業外学習課題については、指示されたペ

ースや期限を守り、必ず完了すること。3 回を超える欠席のあった者には原則として単位を認めない。 

科目学習の 

効果（資格） 
TOEIC、英検等 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 オリエンテーション 

・ "Summer Vacation" を テ ー マ に

Speaking, または Activity 

 

・前期に達成できたこと、できなかった

ことを振り返って、新しい目標を立て

る。 

事前学習（1時間）： 

・夏休み中の出来事を英語で説明できるように準備

しておく 

 

事後学習（1時間）： 

 ・シラバスを熟読しておく 

2 
Unit 8：誘うとき、誘われる

ときの対応 

・"Invitation"をテーマにSpeaking, ま

たは Activity 

 

・単語テスト 

事前学習（1時間）： 

・p.52 の Reading 問題にチャレンジする。分からな

い語彙や文章は、授業で質問できるように準備して

おくこと。 

 

・単語テストへの準備 

 

事後学習（1時間）： 

・単語テストの復習 

 

・授業で学んだ内容をノートにまとめる。 

3 Cover Letter Workshop (1) 

・英語での自己 PR 方法を、日本文化と

の違い等にも言及しながら学びます。 

 

・Quote（名言や格言）をリサーチ 

 

・教員から配布する Worksheet を使っ

て、自己分析 

 

・単語テスト 

事前学習（1時間）： 

・卒業後に応募してみたい企業、もしくは、いまチ

ャレンジしてみたいアルバイトを探しておくこと。 

 

・単語テストへの準備 

 

事後学習（1時間）： 

 

・授業内で完成させられなかった課題を完成させる 

 

・単語テストの復習 

 

・授業で学んだ内容をノートにまとめる。 

4 Unit 9：スモールトーク 

・「会話を楽しむ」をテーマに Speaking, 

または Activity 

 

・単語テスト 

事前学習（1時間）： 

・p.58 の Reading 問題にチャレンジする。分からな

い語彙や文章は、授業で質問できるように準備して

おくこと。 

 

・単語テストへの準備 

 

事後学習（1時間）： 

・単語テストの復習 

 

・授業で学んだ内容をノートにまとめる。 

5 Cover Letter Workshop (2) 

・性格診断テストの内容をグループにな

って確認 

 

・性格診断テストをグループワークとし

て行う 

 

・これまでの取り組みで発見した新しい

ご自身の側面にも言及して、Cover 

Letter の draft を作成 

 

・単語テスト 

事前学習（1時間）： 

・性格診断テストに関する資料を熟読しておくこと

（教員から配布します）。 

 

・単語テストへの準備 

 

事後学習（1時間）： 

・単語テストの復習 

 

・授業で学んだ内容をノートにまとめる。 

6 Unit 10：場所を尋ねる 

・「地図」をテーマに Speaking, または

Activity 

 

・単語テスト 

事前学習（1時間）： 

・p.64 の Reading 問題にチャレンジする。分からな

い語彙や文章は、授業で質問できるように準備して

おくこと。 

 

・単語テストへの準備 

 

事後学習（1時間）： 

・単語テストの復習 

 

・授業で学んだ内容をノートにまとめる。 

7 Cover Letter Workshop (3) ・Cover Letter をペアになって発表の 事前学習（1時間）： 
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練習 

 

・練習が終わったグループは、Power 

Point（最低 6枚）を使って Cover Letter 

Video を作成 

 

・単語テスト 

・Cover Letter を完成させ、内容を覚えておくこと。 

 

・単語テストへの準備 

 

事後学習（1時間）： 

・単語テストの復習 

 

・授業で学んだ内容をノートにまとめる。 

8 Unit 11：道順を尋ねる 

・「道順」をテーマに Speaking, または

Activity 

 

・単語テスト 

事前学習（1時間）： 

・p.70 の Reading 問題にチャレンジする。分からな

い語彙や文章は、授業で質問できるように準備して

おくこと。 

 

・単語テストへの準備 

 

事後学習（1時間）： 

・授業で学んだ内容をノートにまとめる 

 

・単語テストの復習 

9 Cover Letter Workshop (4) 

・Cover Letter Video を完成させる 

 

・単語テスト 

事前学習（1時間）： 

・Cover Letter Video を授業内で完成させられるよ

うに準備しておくこと（Power Point は最低 3枚）。 

 

・単語テストへの準備 

 

事後学習（1時間）： 

・授業で学んだ内容をノートにまとめる 

 

・単語テストの復習 

10 
Unit 12：モノの使い方を尋

ねる 

・「オフィス機器」をテーマに Speaking, 

または Activity 

 

・単語テスト 

事前学習（1時間）： 

・p.76 の Reading 問題にチャレンジする。分からな

い語彙や文章は、授業で質問できるように準備して

おくこと。 

 

・単語テストへの準備 

 

事後学習（1時間）： 

・授業で学んだ内容をノートにまとめる 

 

・単語テストの復習 

11 Unit 13：ホテルでの会話 

・"Hotel"をテーマに Speaking, または

Activity 

 

・単語テスト 

事前学習（1時間）： 

・p.82 の Reading 問題にチャレンジする。分からな

い語彙や文章は、授業で質問できるように準備して

おくこと。 

 

・単語テストへの準備 

 

事後学習（1時間）： 

・授業で学んだ内容をノートにまとめる 

 

・単語テストの復習 

12 Unit 14：値段を尋ねる 

・"Price"をテーマに Speaking, または

Activity 

 

・単語テスト 

事前学習（1時間）： 

・p.88 の Reading 問題にチャレンジする。分からな

い語彙や文章は、授業で質問できるように準備して

おくこと。 

 

・単語テストへの準備 

 

事後学習（1時間）： 

・授業で学んだ内容をノートにまとめる 

 

・単語テストの復習 

13 
Unit 15：レストランでの会

話 

・"レストラン"をテーマにSpeaking, ま

たは Activity 

 

・単語テスト 

事前学習（1時間）： 

・p.94 の Reading 問題にチャレンジする。分からな

い語彙や文章は、授業で質問できるように準備して

おくこと。 

 

・単語テストへの準備 

 

事後学習（1時間）： 

・授業で学んだ内容をノートにまとめる 

 

・単語テストの復習 

14 総復習 

・「秋学期」をテーマに Speaking, また

は Activity 

 

・Cover Letter Video の鑑賞 

 

・単語テスト 

事前学習（1時間）： 

・これまで学んだ内容で理解出来ていない点がない

か、確認しておく 

 

・単語テストへの準備 

 

事後学習（1時間）： 

・授業で学んだ内容をノートにまとめる 
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・単語テストの復習 

15 
復習テスト&次年度のゴール

設定 

・復習テストを行い、授業の内容で理解

できていない箇所を明確にする 

 

・次年度に向けて、語学習得における新

しい目標設定を行う 

事前学習（1時間）： 

・これまで学んだ内容(Unit 8～15)を復習する 

 

事後学習（1時間）： 

・授業で学んだ内容をノートにまとめる 

 

関連科目  

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 First Steps to Office English Tae Kudo Cengage Learning K.K 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

・単語テスト：20％ 

・復習テスト：30％ 

・授業内外での課題への取り組み：50％（教員からの質問に積極的に回答する姿勢や授業への集中度、ペア・グループワークへの参加度、ノート

やメモを取っているか、課題を提出しているか等） 

 

注意： 

1. 原則として出席率 80％以上の学生のみを成績評価の対象とする（3回を超える欠席は単位不可/遅刻は 3回で 1回の欠席）。 

2. 課題の提出が１週間遅れることに、付与される点数は、半減。 

学生への 

メッセージ 

・テストの点数だけを基準に成績はつけません。アクティビティへの積極的な参加、講義に対する質問など、努力する姿勢が評価対象の中心です。 

 

 

・授業に関係のない行為（下記参照）は欠席、減点扱いの対象です。欠席や減点扱いとなった場合、成績の低下と単位取得の両方に影響します。 

 

① 私語など授業を妨害する行為は自動的に欠席とみなす。 

② 居眠り、携帯電話の使用は減点対象。 

③ 許可のない途中退席、テキスト忘れは、原則欠席とみなす。 

（原則として欠席をレポートの提出でカバーすることはできない。） 

 

担当者の 

研究室等 
7 号館 2階 非常勤講師室 

備考 

毎回の授業のための資料やテキストの読み込み、課題、発表やレポートの準備、宿題などに要する事前・事後学習総時間をおおよそ 30 時間程度

とする。テストやレポートに関するフィードバックは翌週以降の授業内で行う。その他の質問等は出講時に非常勤講師室（メールにて要予約）に

て対応する。 
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科目名 英語コミュニケーションⅠ 科目名（英文） English Conversation I 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 1 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 ｱｰｻｰ ﾛﾘﾝｸﾞｽﾝ 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IEN3333c1 

 

授業概要・ 

目的 

海外研修、留学、ホームステイ、観光、あるいは海外からの訪問客への対応など、日本の大学生が英語を使用する現実的かつ具体的な場面と相手

を想定しながら、複数の英文を連続して発話できるスピーキング力を身につけるためのトレーニングを行う。 

到達目標 
（１）実践的な英文の暗唱とその応用練習という学習技法により、単文にとどまらず複数の文を発話することができるようになる。 

（２）前期は CEFR-J[A2.1]、後期は CEFR-J[A2.2]に英語力が到達することを目標とする。（DP1) 

授業方法と 

留意点 

演習型の授業を行うので、授業内の学習活動に積極的に参加、貢献する姿勢が重要な評価項目となる。授業外学習課題については、指示されたペ

ースや期限を守り、必ず完了すること。３回を超える欠席のあった者には原則として単位を認めない。 

科目学習の 

効果（資格） 
総合的な英語力の向上 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 Class introducation ガイダンス 課題、小テスト対策 

2 Cerf Topic #1 リーディング、英作文演習 課題、小テスト対策 

3 Cerf Topic #2 リーディング、英作文演習 課題、小テスト対策 

4 Cerf Topic #3 リーディング、英作文演習 課題、小テスト対策 

5 Cerf Topic #4 リーディング、英作文演習 課題、小テスト対策 

6 Presentation Prep リーディング、英作文演習 課題、小テスト対策 

7 Cerf Topic #5 リーディング、英作文演習 課題、小テスト対策 

8 Presentation Presentation 課題、小テスト対策 

9 Group Game Activity リーディング、英作文演習 課題、小テスト対策 

10 Cerf Topic #6 リーディング、英作文演習 課題、小テスト対策 

11 Cerf Topic #7 リーディング、英作文演習 課題、小テスト対策 

12 Cerf Topic #8 リーディング、英作文演習 課題、小テスト対策 

13 Presentation Prep prep 課題、小テスト対策 

14 Cerf Topic #9 リーディング、英作文演習 課題、小テスト対策 

15 Presentation presentation 試験対策 

 

関連科目 英語科目全般 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

Presentations 30 

Attendance 50 

Participation 20 

学生への 

メッセージ 

語学学習は「継続は力なり」です。苦手な人も多いかもしれませんが、就職活動の際にも英語は重要な科目です。こつこつ続けることによって徐々

にスコアアップを狙いましょう。 

また、授業には辞書を持参するようにして下さい。 

担当者の 

研究室等 
7 号館 2階 非常勤講師室 

備考 

毎回の授業のための資料やテキストの読み込み、各担当者からの課題、発表やレポートの準備、宿題などに要する事前・事後学習総時間をおおよ

そ 30 時間程度とする。テストやレポートに関するフィードバックは翌週以降の授業内で行う。その他の質問等は出講時に非常勤講師室にて対応

する。 
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科目名 英語コミュニケーションⅡ 科目名（英文） English Conversation II 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 1 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 ｱｰｻｰ ﾛﾘﾝｸﾞｽﾝ 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IEN3334c1 

 

授業概要・ 

目的 

海外研修、留学、ホームステイ、観光、あるいは海外からの訪問客への対応など、日本の大学生が英語を使用する現実的かつ具体的な場面と相手

を想定しながら、複数の英文を連続して発話できるスピーキング力を身につけるためのトレーニングを行う。 

到達目標 
（１）実践的な英文の暗唱とその応用練習という学習技法により、単文にとどまらず複数の文を発話することができるようになる。 

（２）前期は CEFR-J[A2.1]、後期は CEFR-J[A2.2]に英語力が到達することを目標とする。（DP1) 

授業方法と 

留意点 

演習型の授業を行うので、授業内の学習活動に積極的に参加、貢献する姿勢が重要な評価項目となる。授業外学習課題については、指示されたペ

ースや期限を守り、必ず完了すること。３回を超える欠席のあった者には原則として単位を認めない。 

科目学習の 

効果（資格） 
総合的な英語力の向上 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 Class introducation ガイダンス 課題、小テスト対策 

2 Cerf Topic #1 リーディング、英作文演習 課題、小テスト対策 

3 Cerf Topic #2 リーディング、英作文演習 課題、小テスト対策 

4 Cerf Topic #3 リーディング、英作文演習 課題、小テスト対策 

5 Cerf Topic #4 リーディング、英作文演習 課題、小テスト対策 

6 Presentation Prep リーディング、英作文演習 課題、小テスト対策 

7 Cerf Topic #5 リーディング、英作文演習 課題、小テスト対策 

8 Presentation Presentation 課題、小テスト対策 

9 Group Game Activity リーディング、英作文演習 課題、小テスト対策 

10 Cerf Topic #6 リーディング、英作文演習 課題、小テスト対策 

11 Cerf Topic #7 リーディング、英作文演習 課題、小テスト対策 

12 Cerf Topic #8 リーディング、英作文演習 課題、小テスト対策 

13 Presentation Prep prep 課題、小テスト対策 

14 Cerf Topic #9 リーディング、英作文演習 課題、小テスト対策 

15 Presentation presentation 試験対策 

 

関連科目 英語科目全般 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

Presentations 30 

Attendance 50 

Participation 20 

学生への 

メッセージ 

語学学習は「継続は力なり」です。苦手な人も多いかもしれませんが、就職活動の際にも英語は重要な科目です。こつこつ続けることによって徐々

にスコアアップを狙いましょう。 

また、授業には辞書を持参するようにして下さい。 

担当者の 

研究室等 
7 号館 2階 非常勤講師室 

備考 

毎回の授業のための資料やテキストの読み込み、各担当者からの課題、発表やレポートの準備、宿題などに要する事前・事後学習総時間をおおよ

そ 30 時間程度とする。テストやレポートに関するフィードバックは翌週以降の授業内で行う。その他の質問等は出講時に非常勤講師室にて対応

する。 
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科目名 ビジネス中国語基礎ａ 科目名（英文） Basic Chinese for Business a 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 １年 クラス  

単位数 1 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 段 飛虹 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング ICH1336e1 

 

授業概要・ 

目的 

正確な発音と中国語文法の基礎を学習し、読む・聴く・話す・書くの四つの力を総合的にバランスよく習得する。一年間の学習を通じて初級中国

語がマスターできる。 

到達目標 単語を覚え、基礎文法を学び、簡単な文型を運用して、会話や作文ができるなど、基礎的な中国語能力の習得を目指す。（DP1) 

授業方法と 

留意点 
中国語の発音に慣れるように、口語練習を重視する。 

科目学習の 

効果（資格） 
中国語検定試験準 4級受験可能。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 発音篇 

発音 

①中国語の音節，ピンイン、声調 

②単母音 

事前にテキストを目を通す、 

練習問題を解答し、習った発音を繰り返して読むこ

と。 

2 発音篇 

発音 

③複母音 

④鼻母音 

前回まで習った部分を覚えているかどうか確認す

る。 

練習問題を解答し、習った発音を繰り返して読むこ

と。 

3 発音篇 

発音  

⑤子音 

⑥音節のつづり 

⑦声調記号について 

前回まで習った部分を覚えているかどうか確認す

る。 

練習問題を解答し、習った発音を繰り返して読むこ

と。 

4 発音篇 
発音復習・練習 

発音テスト 

前回まで習った部分を覚えているかどうか確認す

る。 

練習問題も解答し、習った会話や例文を繰り返して

読むこと。 

5 
第 1課  

お名前は何ですか？ 

①本文の「基本表現」 

②文法のポイント 

   人称代名詞 

 名前の聞き方を答え方 

 「是」の述語文の使い方 

   「?」の疑問文 

③ドリル 

前回まで習った部分を覚えているかどうか確認す

る。 

練習問題も解答し、習った会話や例文を繰り返して

読むこと。 

6 
第 2課  

これは私のパソコンです。 

①本文の「基本表現」 

②文法のポイント 

    指示代名詞 

  疑問詞疑問文 

  「的」の使い方 

  副詞「也」 

③ドリル 

前回まで習った部分を覚えているかどうか確認す

る。 

練習問題も解答し、習った会話や例文を繰り返して

読むこと。 

7 
第 3課 

こちらの冬は寒いです。 

①本文の「基本表現」 

②文法のポイント 

  場所代名詞 

  形容詞述語文 

   疑問文 

③ドリル 

前回まで習った部分を覚えているかどうか確認す

る。 

練習問題も解答し、習った会話や例文を繰り返して

読むこと。 

8 

第 4課  

私は毎日七時に起きます。 

☆単元テスト① 

☆単元テスト①（第 1～3課） 

①本文の「基本表現」 

②文法のポイント 

   動詞述語文 

  時間詞の置く場所 

   省略疑問文 

③ドリル 

事前に、第 1～3 課復習すること、単元テスト①の

準備をする 

練習問題も解答し、習った会話や例文を繰り返して

読むこと。 

9 
第 5課  

私の家は学校から遠いです。 

①本文の「基本表現」 

②文法のポイント 

  動詞「在」  

   介詞「離」 

  反復疑問文 

  方位詞の使い方 

③ドリル 

前回まで習った部分を覚えているかどうか確認す

る。 

練習問題を解答し、習った会話や例文を繰り返して

読むこと。 

10 

第 6課 

あなたは週に何コマの授業

がありますか？ 

①本文の「基本表現」 

②文法のポイント 

 量詞 

  「所有」を表現する「有」の文 

 疑問詞「几」と「多少」 

③ ドリル 

前回まで習った部分を覚えているかどうか確認す

る。 

練習問題を解答し、習った会話や例文を繰り返して

読むこと。 

11 ☆単元テスト② 
第 4～6課復習 

☆単元テスト② 

事前に、第 4～6 課復習すること、単元テスト②の

準備をする。 

12 

第 7課  

あなたは今年いくつです

か？ 

①本文の「基本表現」 

②文法のポイント 

 「存在」を表現する「有」の文 

  年齢の聞き方 

 親族の名称 

③ ドリル 

前回まで習った部分を覚えているかどうか確認す

る。 

練習問題を解答し、習った会話や例文を繰り返して

読むこと。 

13 第 8課  ①本文の「基本表現」 前回まで習った部分を覚えているかどうか確認す
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私たちは図書館で勉強して

います。 

②文法のポイント 

  介詞「在」の表現 

  連動文  

  疑問詞 

③ドリル 

る。 

練習問題を解答し、習った会話や例文を繰り返して

読むこと。 

14 

第 9課  

あなたは昨日どこに行きま

したか？ 

①本文の「基本表現」 

②文法のポイント 

 「完了」の表現 

 原因「なぜ」の表現 

 「Aと Bは同じだ」の表現 

③ドリル 

前回まで習った部分を覚えているかどうか確認す

る。 

練習問題を解答し、習った会話や例文を繰り返して

読むこと。 

15 
 おさらい 

☆単元テスト③ 

☆第 7～9課復習  

☆単元テスト③ 

事前に、第 7～9 課復習すること、単元テスト③の

準備をする。 

 

関連科目  

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 やさしい中国語（基礎編） 張慧娟  王武雲  朱藝 郁文堂 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 日中辞典   

2 中日辞典   

3    

 

評価方法 

（基準） 

出席と課題の提出 40％ 

テスト 60％で評価する。 

学生への 

メッセージ 

★水曜日のビジネス中国語ｂを同時に履修することが可能です。教材は同一教材です。 

 

★教科書は必ず購入してください。購入していない者には単位が認定できません。 

授業中の私語は他の受講生の迷惑になりますので、控えてください。 

事前・事後学習に 1時間すること。 

担当者の 

研究室等 
7 号館 2階 非常勤講師室 

備考 水曜日のビジネス中国語ｂを同時に履修することが可能です。教材は同一教材です。 
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科目名 ビジネス中国語基礎ｂ 科目名（英文） Basic Chinese for Business b 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 １年 クラス  

単位数 1 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 曹 櫻 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング ICH1337e1 

 

授業概要・ 

目的 

正確な発音と中国語文法の基礎を学習し、読む・聴く・話す・書くの四つの力を総合的にバランスよく習得する。一年間の学習を通じて初級中国

語がマスターできる。 

到達目標 単語を覚え、基礎文法を学び、簡単な文型を運用して、会話や作文ができるなど、基礎的な中国語能力の習得を目指す。（DP1) 

授業方法と 

留意点 

毎回出席し、課題を提出すること。 

テストを受けること。 

科目学習の 

効果（資格） 
中国語検定試験準 4級受験可能。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 発音篇 
発音１ 中国語の音節，声調 

   2 単母音 

事前にテキストを目を通す、 

授業後、練習問題を解答し、習った発音を繰り返し

て読むこと。 

2 発音篇 
発音 3 複母音 

   4 鼻母音 

前回まで習った部分を覚えているかどうか確認す

る。 

授業後、練習問題を解答し、習った発音を繰り返し

て読むこと。 

3 発音篇 発音 5 子音 

前回まで習った部分を覚えているかどうか確認す

る。 

授業後、練習問題を解答し、習った発音を繰り返し

て読むこと。 

4 発音篇 
発音復習・練習 

発音テスト 

前回まで習った部分を覚えているかどうか確認す

る。 

授業後、練習問題を解答し、習った発音を繰り返し

て読むこと。 

5 第 1課 お名前は何ですか 

動詞「是」の使い方。 

姓の言い方と尋ね方，フルネームの言い

方と尋ね方。 

 

短文・練習題・発音練習 

前回まで習った部分を覚えているかどうか確認す

る。 

授業後、練習問題を解答し、習った会話や例文を繰

り返して読む。 

6 
第 2 課 これは私のパソコ

ンです 

指示代名詞 

疑問詞・副詞「也」 

 

短文・練習題・発音練習 

前回まで習った部分を覚えているかどうか確認す

る。 

授業後、練習問題を解答し、習った会話や例文を繰

り返して読むこと。 

7 
第 3 課 こちらの冬は寒い

です」 

場所代名詞 

形容詞述語文 

 

短文・練習題・発音練習 

前回まで習った部分を覚えているかどうか確認す

る。 

授業後、練習問題を解答し、習った会話や例文を繰

り返して読むこと。 

8 

第 4 課 私は毎日七時に起

きます 

 

☆単元テスト① 

動詞述語文 

動作の時点を表す文 

省略疑問文 

 

短文・練習題・発音練習 

事前に、テスト１の準備をする。 

授業後、練習問題を解答し、習った会話や例文を繰

り返して読むこと。 

9 
第 5 課 私の家は学校から

遠いです 

所在表現「在」・介詞「離」 

反復疑問文 

方位詞 

 

短文・練習題・発音練習 

前回まで習った部分を覚えているかどうか確認す

る。 

授業後、練習問題を解答し、習った会話や例文を繰

り返して読むこと。 

10 
第 6 課 あなたは週に何コ

マの授業がありますか 

所有表現「有」 

 

量詞・疑問詞「几」「多少」 

 

短文・練習題・発音練習 

前回まで習った部分を覚えているかどうか確認す

る。 

授業後、練習問題を解答し、習った会話や例文を繰

り返して読むこと。 

11 ☆単元テスト② 第 4～6課の復習 

事前に、テスト 2の準備をする。 

前回まで習った部分を覚えているかどうか確認す

る。 

 

授業後、練習問題を解答し、習った会話や例文を繰

り返して読むこと。 

12 
第 7 課 あなたは今年いく

つですか② 

存在表現「有」 

年齢の聞き方・親族の名称 

 

短文・練習題・発音練習 

前回まで習った部分を覚えているかどうか確認す

る。 

授業後、練習問題を解答し、習った会話や例文を繰

り返して読むこと。 

13 
第 8 課 私たちは図書館で

勉強しています 

介詞「在」 

連動文 1 疑問詞「怎 me」 

 

短文・練習題・発音練習 

前回まで習った部分を覚えているかどうか確認す

る。 

授業後、練習問題を解答し、習った会話や例文を繰

り返して読むこと。 

14 
第 9 課 あなたは昨日どこ

に行きましたか 

完了の「了」・原因の「怎 me」 

「A 跟 B 一様」 

 

短文・練習題・発音練習 

前回まで習った部分を覚えているかどうか確認す

る。 

授業後、練習問題を解答し、習った会話や例文を繰

り返して読むこと。 

15 
おさらい 

☆単元テスト③ 
第 7～9課の復習 

事前に、テスト 3の準備をする。 

 

授業後、いままで習った部分の総復習をすること。 
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関連科目  

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 やさしい中国語（基礎編） 張慧娟  王武雲  朱藝 郁文堂 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
参加度・受講態度・課題 50％   テスト 50％ 

学生への 

メッセージ 

教科書は必ず購入してください。月曜日の「ビジネス中国語基礎 a」と同一教科書を使用する。 

月曜日の「ビジネス中国語基礎 a」を同時に履修することが可能です。 

 

授業中の私語は他の受講生の迷惑になりますので、控えてください。 

事前・事後学習に 1時間ずつ要します。 

担当者の 

研究室等 
7 号館 2階 非常勤講師室 

備考 月曜日の「ビジネス中国語基礎ａ」を同時に履修することが可能、同一教科書です。 
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科目名 ビジネス中国語基礎ｃ 科目名（英文） Basic Chinese for Business c 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 １年 クラス  

単位数 1 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 欒 玉璽 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング ICH1338e1 

 

授業概要・ 

目的 

正確な発音と中国語文法の基礎を学習し、読む・聴く・話す・書くの四つの力を総合的にバランスよく習得する。一年間の学習を通じて初級中国

語がマスターできる。 

到達目標 単語を覚え、基礎文法を学び、簡単な文型を運用して、会話や作文ができるなど、基礎的な中国語能力の習得を目指す。（DP1) 

授業方法と 

留意点 
中国語の発音に慣れるように、口語練習を重視する。 

科目学習の 

効果（資格） 
中国語検定試験準 4級受験可能。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
第 10 課  

私はパンを食べたいです。 

①本文の「基本表現」 

②文法のポイント 

 助動詞「想」 

 選択疑問文 

 提案の表現 

③ドリル 

練習問題を解答し、習った発音を繰り返して読むこ

と。 

2 
第 11 課  

母は私より背が高い。 

①本文の「基本表現」 

②文法のポイント 

  比較の表現 

 「喜歓」の表現 

 「越 A越 B」 

③ドリル 

前回まで習った部分を覚えているかどうか確認す

る。 

練習問題を解答し、習った発音を繰り返して読むこ

と。 

3 

第 12 課  

彼女は中国に行ったことが

ある。 

①本文の「基本表現」 

②文法のポイント 

 過去の経験を表現する「過」の       

文 

 助動詞「打算」 

  変化を現す「了」 

③ドリル 

前回まで習った部分を覚えているかどうか確認す

る。 

練習問題を解答し、習った発音を繰り返して読むこ

と。 

4 
第 13 課  

私は手紙を書いている。 

①本文の「基本表現」 

② 文法のポイント 

  動作の進行を表現する 

 連動文 

  推量・確認の表現 

③ドリル 

前回まで習った部分を覚えているかどうか確認す

る。 

練習問題を解答し、習った会話や例文を繰り返して

読むこと。 

5 
第 14 課  

私は英語を話せます。 

①本文の「基本表現」 

②文法のポイント 

  助動詞「会」「能」「可以」 

  動詞の重ね型 

  要請の表現 

③ドリル 

前回まで習った部分を覚えているかどうか確認す

る。 

練習問題を解答し、習った会話や例文を繰り返して

読むこと。 

6 

第 15 課  

あなたはいつ来たのです

か？ 

①本文の「基本表現」 

② 文法のポイント 

 「是～.的」の構文 

 人民元の数え方 

③ドリル 

前回まで習った部分を覚えているかどうか確認す

る。 

練習問題を解答し、習った会話や例文を繰り返して

読むこと。 

7 読む・書く復習② 
第 10 課～第 15 課の読む・書く復習の練

習 

事前に、第 10 課～第 15 課の読む・書く復習、準備

をすること。 

8 ☆テスト① ☆テスト①（第 10 課～第 15 課） 
事前に、第 10 課～第 15 課の読む・書く復習、準備

をすること。 

9 
第 16 課  

十五課を習い終えました。 

①本文の「基本表現」 

②文法のポイント 

  兼語文「請」 

  結果補語 

  介詞「用」 

③ドリル 

前回まで習った部分を覚えているかどうか確認す

る。 

練習問題を解答し、習った会話や例文を繰り返して

読むこと。 

10 

第 17 課  

母が私に生活用品を送って

くれました。 

①本文の「基本表現」 

②文法のポイント 

  方向補語「来」「去」 

  介詞「給」 

 「从 A到 B」の使い方 

③ドリル 

前回まで習った部分を覚えているかどうか確認す

る。 

練習問題を解答し、習った会話や例文を繰り返して

読むこと。 

11 

第 18 課  

私は中国語を聞いて分かり

ます。 

①本文の「基本表現」 

②文法のポイン 

  可能補語 

  動詞＋「得/不＋了」 

 「先 A，然后 B」の使い方 

③ドリル 

前回まで習った部分を覚えているかどうか確認す

る。 

練習問題を解答し、習った会話や例文を繰り返して

読むこと。 

12 
第 19 課  

兄が走るのが早い。 

①本文の「基本表現」 

②文法のポイン 

 様態補語 

  時量の表現 

  数量表現 

③ドリル 

前回まで習った部分を覚えているかどうか 確認

する。 

練習問題を解答し、習った会話や例文を繰り返して

読むこと。 
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13 

第 20 課  

鈴木先生は私たちにフラン

ス語を教えます。 

①本文の「基本表現」 

②文法のポイント 

  二重目的語の構文 

  助動詞「得」 

③ドリル 

前回まで習った部分を覚えているかどうか確認す

る。 

練習問題を解答し、習った会話や例文を繰り返して

読むこと。 

14 読む・書く復習② 
第 1６課～第 20 課の読む・書く復習の

練習 

事前に、第 1６～20 課の読む・書く復習、準備をす

ること。 

15 ☆テスト② ☆テスト②（第 1６課～第 20 課） 
事前に、第 1６～20 課の読む・書く復習、準備をす

ること。 

 

関連科目  

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 やさしい中国語（基礎編） 張慧娟  王武雲  朱藝 郁文堂 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 日中辞典   

2 中日辞典   

3    

 

評価方法 

（基準） 

出席と課題の提出 40％ 

テスト 60％で評価する。 

学生への 

メッセージ 

★水曜日のビジネス中国語ｂを同時に履修することが可能です。教材は同一教材です。 

 

★教科書は必ず購入してください。購入していない者には単位が認定できません。 

授業中の私語は他の受講生の迷惑になりますので、控えてください。 

事前・事後学習に 1時間すること。 

担当者の 

研究室等 
7 号館 2階 非常勤講師室 

備考 水曜日のビジネス中国語ｄを同時に履修することが可能です。 



摂南大学シラバス 2024 

科目名 ビジネス中国語基礎ｄ 科目名（英文） Basic Chinese for Business d 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 １年 クラス  

単位数 1 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 曹 櫻 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング ICH1339e1 

 

授業概要・ 

目的 

正確な発音と中国語文法の基礎を学習し、読む・聴く・話す・書くの四つの力を総合的にバランスよく習得する。一年間の学習を通じて初級中国

語がマスターできる。 

到達目標 単語を覚え、基礎文法を学び、簡単な文型を運用して、会話や作文ができるなど、基礎的な中国語能力の習得を目指す。（DP1) 

授業方法と 

留意点 

毎回課題を提出すること。 

テストを必ず受けること。 

科目学習の 

効果（資格） 
中国語検定試験準 4級受験可能。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
第 10 課 

私はパンを食べたいです 

助動詞「想」 

選択疑問文 

 

短文・練習題・発音練習 

事前にテキストを目を通す、 

授業後、習った発音を繰り返して読むこと。練習問

題を解答し、課題を提出すること。 

2 
第 11 課  

母は私より背が高い 

比較表現 

「越 A越 B」 

 

短文・練習題・発音練習 

事前にテキストを目を通す、 

授業後、習った発音を繰り返して読むこと。練習問

題を解答し、課題を提出すること。 

3 

第 12 課  

彼女は中国に行ったことが

ある 

過去の経験を表す表現 

助動詞「打算」 

変化の「了」 

 

短文・練習題・発音練習 

文法練習問題 

事前にテキストを目を通す、 

授業後、習った発音を繰り返して読むこと。練習問

題を解答し、課題を提出すること。 

4 
第 13 課  

私は手紙を書いている 

進行形「在」 

連動文 2 

 

短文・練習題・発音練習 

事前にテキストを目を通す、 

授業後、習った発音を繰り返して読むこと。練習問

題を解答し、課題を提出すること。 

5 
第 14 課  

私は英語を話せます 

助動詞「会」「能」「可以」 

動詞の重ね方 

 

短文・練習題・発音練習 

事前にテキストを目を通す、 

授業後、習った発音を繰り返して読むこと。練習問

題を解答し、課題を提出すること。 

6 
第 15 課  

あなたはいつ来たのですか 

「是......的」の構文 

人民元の数え方 

 

短文・練習題・発音練習 

事前にテキストを目を通す、 

授業後、習った発音を繰り返して読むこと。練習問

題を解答し、課題を提出すること。 

7 復習 第 10～15 課文法練習 練習問題を解答し、課題を提出すること。 

8 ☆ 中間テスト 第 10～15 課復習 事前に第 10～１5課を復習する。 

9 
第 16 課  

十五課を習い終えました 

兼語文・結果補語 

介詞「用」 

 

短文・練習題・発音練習 

事前にテキストを目を通す、 

授業後、習った発音を繰り返して読むこと。練習問

題を解答し、課題を提出すること。 

10 

第 17 課  

母が私に生活用品を送って

くれました 

方向補語・介詞「給」 

「从 A到 B」の使い方 

 

短文・練習題・発音練習 

事前にテキストを目を通す、 

授業後、習った発音を繰り返して読むこと。練習問

題を解答し、課題を提出すること。 

11 

第 18 課  

私は中国語を聞いて分かり

ます 

可能補語 

「先 A，然后 B」の使い方 

 

短文・練習題・発音練習 

事前にテキストを目を通す、 

授業後、習った発音を繰り返して読むこと。練習問

題を解答し、課題を提出すること。 

12 
第 19 課  

兄が走るのが早い 

完了の「了」・原因を表す表現 

様態補語・時量の表現 

数量表現 

 

短文・練習題・発音練習 

事前にテキストを目を通す、 

授業後、習った発音を繰り返して読むこと。練習問

題を解答し、課題を提出すること。 

13 

第 20 課  

鈴木先生は私たちにフラン

ス語を教えています 

二重目的語の構文 

助動詞「得」の使い方 

 

短文・練習題・発音練習 

事前にテキストを目を通す、 

授業後、習った発音を繰り返して読むこと。練習問

題を解答し、課題を提出すること。 

14 第 16～20 課 復習 第 16～20 課の復習・練習 
事前にテキストを目を通す、 

練習問題を解答し、課題を提出すること。 

15 まとめ 
後期文法復習・練習 

発音練習 

事前に第 16～20 課を復習する。 

発音を練習すること。 

 

関連科目  

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 やさしい中国語（基礎編） 張慧娟  王武雲  朱藝 郁文堂 

2    

3    

 

参考書 

 

 
番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    
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2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
参加度・受講態度・課題 50％ テスト 50％ 

学生への 

メッセージ 

教科書は必ず買ってください。月曜日の「ビジネス中国語基礎 c」を同時に履修することが可能、同一教科書です。 

 

事前・事後学習に 1時間ずつ要します。 

担当者の 

研究室等 
7 号館 2階 非常勤講師室 

備考 月曜日の「ビジネス中国語基礎 c」を同時に履修することが可能、同一教科書です。 
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科目名 中国語を聞くａ 科目名（英文） Chinese Listening a 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 1 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 欒 玉璽 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング ICH2340e1 

 

授業概要・ 

目的 

これまでに学んだ中国語を基礎に、読む・聞く・話す・書くの四つの力をさらに総合的にバランスよく学習する。中国語の運用能力の準中級レベ

ル、中国語検定試験４級レベルに達することを目指す。 

到達目標 中国への旅行や買い物などに困らないレベルの聞く力、話す力を身につけることができる。 

授業方法と 

留意点 

講義形式で授業を行う。新出単語や文法を解説するとともに、対話文や例文を繰り返し練習することによって、中国語の活用や表現能力を習得す

る。 

科目学習の 

効果（資格） 
中国語検定試験４級受験可能。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
第１課 キャンパスで（1） 

対話文１ ・文法 ・ 練習 

1．進行表現 

2．可能補語１ 

会話文をノートに書き写しておく(事前と事後にそ

れぞれ１時間の学習を行う)。 

2 
第１課 キャンパスで（2） 

対話文２ ・文法 ・ 練習 

3．可能補語２ 

4．「…… ， 好不好？」 

授業までに練習問題を解答しておく(事前と事後に

それぞれ１時間の学習を行う)。 

3 
第２課 アルバイト仲間 

対話文１ ・文法 ・ 練習 

1．様態補語 

2．可能補語と様態補語 

会話文をノートに書き写しておく(事前と事後にそ

れぞれ１時間の学習を行う)。 

4 

第２課 ３人で京劇を見終

わって 

対話文２ ・文法 ・ 練習 

3．比較表現１ 

4．比較表現２ 

授業までに練習問題を解答しておく(事前と事後に

それぞれ１時間の学習を行う)。 

5 

☆単元テスト① 

 

（第１～２課の習熟度確認） 

第１～２課の復習 / 質問と解答 
テスト範囲の語彙，文法項目を確認しておく(事前

と事後にそれぞれ１時間の学習を行う)。 

6 

第３課 程君がアルバイト

をしているレストランへ Ⅰ

（1） 

対話文１ ・文法 ・ 練習 

1．状態持続 

2．「着」を用いた存現文 

3．「（正）在 V……」 と 「V着」の違い 

会話文をノートに書き写しておく(事前と事後にそ

れぞれ１時間の学習を行う)。 

7 

第３課 程君がアルバイト

をしているレストランへ Ⅰ

（２） 

対話文２ ・文法 ・ 練習 

4．「有点儿」 

5．V 1 着（+ O 2 ） V 2 （ + O 2 ） 

授業までに練習問題を解答しておく(事前と事後に

それぞれ１時間の学習を行う)。 

8 

第４課 程君がアルバイト

をしているレストランへ Ⅱ

（１） 

対話文１ ・文法 ・ 練習 

1．「把」構文 

  ① 「把」 O + V + 方向補語 

  ② 「把」 O + V + 結果補語 

会話文をノートに書き写しておく(事前と事後にそ

れぞれ１時間の学習を行う)。 

9 

第４課 程君がアルバイト

をしているレストランへ Ⅱ

（2） 

対話文２ ・文法 ・ 練習 

  ③  「把」 O + V V 

       「把」 O + 「一下」 

  ④  「把」 O + V + 「給」 + 人 

       「把」 O + V + 「到」 + 場

所 

       「把」 O + V + 「在」 + 場

所 

授業までに練習問題を解答しておく(事前と事後に

それぞれ１時間の学習を行う)。 

10 

☆単元テスト② 

 

（第３～４課の習熟度確認） 

第３～４課の復習 / 質問と解答 
テスト範囲の語彙、文法項目を確認しておく(事前

と事後にそれぞれ１時間の学習を行う)。 

11 
第５課 キャンパスで（1） 

対話文１ ・文法 ・ 練習 

1．名詞の重ね型 

2．「下来」の派生義 

3．受身文 １ 

4．可能性の「会」 

会話文をノートに書き写しておく(事前と事後にそ

れぞれ１時間の学習を行う)。 

12 
第５課 キャンパスで（2） 

対話文２ ・文法 ・ 練習 
5．受身文 ２ 

授業までに練習問題を解答しておく(事前と事後に

それぞれ１時間の学習を行う)。 

13 
第１課～第５課 基本文型

まとめ 

1．文法練習 

2．会話文の朗読練習 

全部の動詞フレーズをノートに書き写しておく(事

前と事後にそれぞれ１時間の学習を行う)。 

14 
第１課～第５課 総合復習

と練習 

3．総合復習・練習 

4．質問と解答 

授業までに練習問題を解答しておく(事前と事後に

それぞれ１時間の学習を行う)。 

15 

☆単元テスト③ 

 

（前期第１～５課の習熟度

確認） 

第１～５課 日文中訳復習 
テスト範囲の語彙，文法項目を確認しておく(事前

と事後にそれぞれ１時間の学習を行う)。 

 

関連科目 「中国語を話す a」 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 いつでも中国語 ２ 成田静香・藤野真子ほか 朝日出版社 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 中日辞典   

2    

3    

 

評価方法 授業への参加度や課題：50％ 
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（基準） 単元テスト：50％ 

学生への 

メッセージ 

授業前・授業後の学習に１時間ずつ要します。 

授業中の私語は他の受講生の迷惑になりますので、控えてください。 

担当者の 

研究室等 
7 号館 2階 非常勤講師室 

備考 
授業は、1 年生の「ビジネス中国語基礎 a、ｃ」または「ビジネス中国語基礎ｂ、ｄ」を履修しているか、これと同等レベルの中国語能力を備え

ていることを前提として進める。 
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科目名 中国語を聞くｂ 科目名（英文） Chinese Listening b 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 1 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 欒 玉璽 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング ICH2341e1 

 

授業概要・ 

目的 

前期の「中国語を聞く a」に続き、読む・聴く・話す・書く－四つの力をさらに総合的にバランスよく学習する。中国語の運用能力の中級レベル、

中国語検定試験４級レベルに達することを目指す。 

到達目標 中国語を聞く aで学んだ事項を定着させるとともに発展させ、比較的優しい新聞記事などを辞書を使って読める能力を身につけることができる。 

授業方法と 

留意点 

講義形式で授業を行う。新出単語や文法を詳しく解説すると共に、対話文を繰り返し練習することによって、中国語の活用や表現能力を習得する。 

試験や課題に対して用紙上または次回授業で必ずフィードバックを行う。 

科目学習の 

効果（資格） 
中国語検定試験４級受験可能。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
第６課 北京国際空港で（1） 

対話文・文法・練習 

1．「不用」 + 述語フレーズ 

2．「……的話, （就）～」 

3．「有 / 没（有）」 + 名詞 ＋ 動詞 

対話文・短文をノートに書き写しておく（事前と事

後にそれぞれ１時間の学習を行う）。 

2 
第６課 北京国際空港で（2） 

短文・文法・練習 

4．跟……相比 

5．听説、听……説 

6．「値得」 + 「一」 +  Ｖ 

7．打算 

授業までに練習問題を解答しておく（事前と事後に

それぞれ１時間の学習を行う）。 

3 
第７課 キャンパスで（1） 

対話文・文法・練習 

1．「這  那  」と量詞 

2．動詞フレーズ + 「的」 

3．「起来」の派生義 

対話文・短文をノートに書き写しておく（事前と事

後にそれぞれ１時間の学習を行う）。 

4 
第７課 キャンパスで（2） 

短文・文法・練習 

4．～極了 

5．終于 

6．一辺…… 一辺…… 

7．雖然…… 但是…… 

授業までに練習問題を解答しておく（事前と事後に

それぞれ１時間の学習を行う）。 

5 

☆単元テスト① 

 

（第６～７課の習熟度確認） 

第６～７課の復習 / 質問と解答 
テスト範囲の語彙、文法項目を確認しておく（事前

と事後にそれぞれ１時間の学習を行う）。 

6 
第８課 中華料理店で（1） 

対話文・文法・練習 

1．「怪不得」 

2．「要」 

3．「愛」 + 動詞フレーズ 

対話文・短文をノートに書き写しておく（事前と事

後にそれぞれ１時間の学習を行う）。 

7 
第８課 中華料理店で（2） 

短文・文法・練習 

4．又…… 又…… 

5．不僅…… 還…… 

6．只好 

7．向 

授業までに練習問題を解答しておく（事前と事後に

それぞれ１時間の学習を行う）。 

8 

第９課 チャイナドレス店

で（1） 

対話文・文法・練習 

1．主述述語文 

2．疑問詞 + 「也 / 都」…… 

3．「是」を用いた譲歩構文 

対話文・短文をノートに書き写しておく（事前と事

後にそれぞれ１時間の学習を行う）。 

本日（11/08（月））から対面授業に切り替えた。 

9 

第９課 チャイナドレス店

で（2） 

短文・文法・練習 

4．V成…… 

5．対……来説 

6．越来越…… 

授業までに練習問題を解答しておく（事前と事後に

それぞれ１時間の学習を行う）。 

10 

☆単元テスト② 

 

（第８～９課の習熟度確認） 

第８～９課の復習 / 質問と解答 
テスト範囲の語彙、文法項目を確認しておく（事前

と事後にそれぞれ１時間の学習を行う）。 

11 
第 10 課 帰国のあいさつ（1）  

対話文・文法・練習 

1．「就」 

2．「才」 

3．「就」と「才」 

対話文・短文をノートに書き写しておく（事前と事

後にそれぞれ１時間の学習を行う）。 

12 
第 10 課 帰国のあいさつ（2） 

短文・文法・練習 

4．戴上 / 穿上 

5．准備 

6．需要 

7．像……這様 / 那様 

授業までに練習問題を解答しておく（事前と事後に

それぞれ１時間の学習を行う）。 

13 
第６～10 課 基本文型まと

め 

1．文法練習 

2．会話文の朗読練習 

全部の動詞フレーズをノートに書き写しておく（事

前と事後にそれぞれ１時間の学習を行う）。 

14 
第６～10 課 総合復習と練

習 

3．総合復習と練習 

4．質問と解答 

授業までに練習問題を解答しておく（事前と事後に

それぞれ１時間の学習を行う）。 

15 

☆単元テスト③ 

 

（後期第６～10 課の習熟度

確認） 

第６～10 課 日文中訳復習 
テスト範囲の語彙、文法項目を確認しておく（事前

と事後にそれぞれ１時間の学習を行う）。 

 

関連科目 「中国語を聞く a」 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 いつでも中国語 ２ 成田静香・藤野真子ほか 朝日出版社 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 中日辞典   

2    

3    

 

評価方法 授業への参加度や課題： 50％ 



摂南大学シラバス 2024 

（基準） 単元テスト： 50％ 

学生への 

メッセージ 

授業前・授業後の学習に１時間ずつ要します。 

授業中の私語は他の受講生の迷惑になりますので、控えてください。 

担当者の 

研究室等 
7 号館 2階 非常勤講師室 

備考 

「中国語を聞く a」を履修したうえ、「中国語を聞く b」を履修するのが望ましい。 

 

授業は、1 年生の「ビジネス中国語基礎 a、ｃ」または「ビジネス中国語基礎ｂ、ｄ」を履修しているか、これと同等レベルの中国語能力を備え

ていることを前提として進める。 



摂南大学シラバス 2024 

科目名 中国語を話すａ 科目名（英文） Chinese Speaking a 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 1 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 段 飛虹 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング ICH2342e1 

 

授業概要・ 

目的 

基礎中国語科目で学習した内容を復習しつつ、日頃の会話でよく見られるワンランク上の表現を習得する。読む、聴く、書くと言う総合的な学習

をバランスよく行います。 

到達目標 中国語を使って日常会話ができるレベルを目指します。（DP1) 

授業方法と 

留意点 
中国語を「話す」、「使う」ことを重視する。大体、前の週に新しい文法と語彙を習い、次の週に完全に覚えるように指導する。 

科目学習の 

効果（資格） 
 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
第１課 

再会する 

文法 

①反語文の表現 

②積極的な姿勢を示す「来」 

事前に、第１課の単語を覚える。 

練習問題を解答し、習った会話や例文を繰り返して

読むこと。 

2 
第 2課 

入学する手続き 

文法 

①兼語文 

②介詞「跟～」 

前回まで習った部分を覚えているかどうか確認す

る。 

練習問題を解答し、習った会話や例文を繰り返して

読むこと。 

3 
第３課 

リスニング授業 

文法 

①形容詞の重ね型 

②助動詞「会」 

前回まで習った部分を覚えているかどうか確認す

る。 

練習問題を解答し、習った会話や例文を繰り返して

読むこと。 

4 
第４課 

朝市を見物する 

文法 

①存現文（場所詞＋動詞＋名詞） 

②複文「除了 A～還 B」 

前回まで習った部分を覚えているかどうか確認す

る。 

練習問題を解答し、習った会話や例文を繰り返して

読むこと。 

5 
第５課 

動物園 

文法 

①様態補語「得」 

②副詞「再」と「又」 

前回まで習った部分を覚えているかどうか確認す

る。 

練習問題を解答し、習った会話や例文を繰り返して

読むこと。 

6 
第６課 

中秋の名月 

文法 

①「快要～了」 

②複文「一辺 A～一辺 B」 

前回まで習った部分を覚えているかどうか確認す

る。 

練習問題を解答し、習った会話や例文を繰り返して

読むこと。 

7 
復習課 

単元テスト１ 

・第１課～第６課の復習 

・単元テスト１ 
第１課～第 6課の復習すること。 

8 
第７課 

国慶節 

文法 

①複文「因為 A～所以 B」 

②可能補語 

前回まで習った部分を覚えているかどうか確認す

る。 

練習問題を解答し、習った会話や例文を繰り返して

読むこと 

9 
第８課 

京劇を見る 

文法 

①「没想到～」 

②動詞「像」 

前回まで習った部分を覚えているかどうか確認す

る。 

練習問題を解答し、習った会話や例文を繰り返して

読むこと 

10 
第９課 

本を借りる 

文法 

①副詞「剛剛」 

②複文「一 A～就 B」 

前回まで習った部分を覚えているかどうか確認す

る。 

練習問題を解答し、習った会話や例文を繰り返して

読むこと 

11 
第１０課 

助け合い 

文法 

①動詞「覚得」 

②指示代名詞 

前回まで習った部分を覚えているかどうか確認す

る。 

練習問題を解答し、習った会話や例文を繰り返して

読むこと 

12 
第１１課 

ホテルを探す 

文法 

①量詞「～宿」 

②複合方向補語「～出来」 

前回まで習った部分を覚えているかどうか確認す

る。 

練習問題を解答し、習った会話や例文を繰り返して

読むこと 

13 
第１２課 

端午の節句 

文法 

①複文「雖然 A～但是 B」 

②助詞「什麼的」 

前回まで習った部分を覚えているかどうか確認す

る。 

練習問題を解答し、習った会話や例文を繰り返して

読むこと 

14 
第１３課 

日の出を見る 

文法 

①動詞「打算」 

②複文「即使 A，也 B」 

前回まで習った部分を覚えているかどうか確認す

る。 

練習問題を解答し、習った会話や例文をじょ繰り返

して読むこと 

15 
復習課 

単元テスト２ 
単元テスト２ 事前に、第 7課～第 13 課の復習すること。 

 

関連科目 「中国語を聞く a」 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 We Can 中国語 徐 送迎 朝日出版社 

2    

3    

 

参考書  



摂南大学シラバス 2024 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 中日辞典 第 3版 北京商務印書館・小学館 小学館 

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

参加度と課題：50％ 

テスト：50％で評価する 

学生への 

メッセージ 

教科書は必ず購入してください。購入していない者には単位が認定できません。 

授業中の私語は他の受講生の迷惑になりますので、控えてください。 

前・事後の学習に１時間ずつ要します。 

担当者の 

研究室等 
7 号館 2階 非常勤講師室 

備考  



摂南大学シラバス 2024 

科目名 中国語を話すｂ 科目名（英文） Chinese Speaking b 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 1 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 段 飛虹 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング ICH2343e1 

 

授業概要・ 

目的 

基礎中国語科目で学習した内容を復習しつつ、日頃の会話でよく見られるワンランク上の表現を習得する。読む、聴く、書くと言う総合的な学習

をバランスよく行います。 

到達目標 中国語を使って日常会話ができるレベルを目指します。（DP1) 

授業方法と 

留意点 
中国語を「話す」、「使う」ことを重視する。大体、前の週に新しい文法と語彙を習い、次の週に完全に覚えるように指導する。 

科目学習の 

効果（資格） 
 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
第１４課 

ボランティア 

文法 

①複文「如果 A，就 B」 

②助動詞「願意」 

前回まで習った部分を覚えているかどうか確認す

る。 

練習問題を解答し、習った会話や例文を繰り返して

読むこと 

2 
第１５課 

運動会 

文法 

①介詞「為了～」「為～」 

②助動詞「応該」 

前回まで習った部分を覚えているかどうか確認す

る。 

練習問題を解答し、習った会話や例文を繰り返して

読むこと 

3 
第１６課 

孔子廟を参拝する 

文法 

①複文「既是Ａ～又是Ｂ」 

②挿入語「据説～」 

前回まで習った部分を覚えているかどうか確認す

る。 

練習問題を解答し、習った会話や例文を繰り返して

読むこと 

4 
第１７課 

スピーチコンクール 

文法 

①受身文「被～」 

②接続詞「可是」 

前回まで習った部分を覚えているかどうか確認す

る。 

練習問題を解答し、習った会話や例文を繰り返して

読むこと 

5 
第１８課 

農家を訪問する 

文法 

①「把」構文 

②「連Ａ都（也）Ｂ」 

前回まで習った部分を覚えているかどうか確認す

る。 

練習問題を解答し、習った会話や例文を繰り返して

読むこと 

6 
第１９課 

試験 

文法 

①複合方向補語「～起来」 

②助詞「地」 

前回まで習った部分を覚えているかどうか確認す

る。 

練習問題を解答し、習った会話や例文を繰り返して

読むこと 

7 
復習課 

単元テスト１ 

・第１４課～第１９課の復習 

・単元テスト１ 
事前に、第 14 課～第 19 課を復習すること 

8 
第２０課 

コートを買う 

文法 

①複文「既Ａ、又Ｂ」 

②動量補語「一下児」 

前回まで習った部分を覚えているかどうか確認す

る。 

練習問題を解答し、習った会話や例文を繰り返して

読むこと 

9 
第２１課 

懇親会 

文法 

①副詞「早就」 

②介詞「向～」 

前回まで習った部分を覚えているかどうか確認す

る。 

練習問題を解答し、習った会話や例文を繰り返して

読むこと 

10 第２２課道を尋ねる 

文法 

①「去～怎麼走？」 

②介詞「往～」 

前回まで習った部分を覚えているかどうか確認す

る。 

練習問題を解答し、習った会話や例文を繰り返して

読むこと 

11 
第２３課 

九寨溝 

文法 

①「就像～一様」 

②助動詞「得」 

前回まで習った部分を覚えているかどうか確認す

る。 

練習問題を解答し、習った会話や例文を繰り返して

読むこと 

12 
第２４課 

兵馬俑 

文法 

①動詞「建議」 

②介詞「通過～」 

前回まで習った部分を覚えているかどうか確認す

る。 

練習問題を解答し、習った会話や例文を繰り返して

読むこと 

13 
第２５課 

仕事を探す 

文法 

①指示代名詞「這様」 

②「不知道～」 

前回まで習った部分を覚えているかどうか確認す

る。 

練習問題を解答し、習った会話や例文を繰り返して

読むこと 

14 
第２６課 

見送り 

文法 

①可能補語 

②「対～来説」 

前回まで習った部分を覚えているかどうか確認す

る。 

練習問題を解答し、習った会話や例文を繰り返して

読むこと 

15 
復習課 

単元テスト２ 

・第２０課～第２６課の復習 

・単元テスト２ 
事前に、第 20 課～第 26 課の復習すること。 

 

関連科目 「中国語を聞く a」 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 We Can 中国語 徐 送迎 朝日出版社 

2    

3    

 



摂南大学シラバス 2024 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 中日辞典 第 3版 北京商務印書館・小学館 小学館 

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

出席と課題の提出 50％ 

テスト 50％で評価する。 

学生への 

メッセージ 

教科書は必ず購入してください。購入していない者には単位が認定できません。 

授業中の私語は他の受講生の迷惑になりますので、控えてください。 

前・事後の学習に１時間ずつ要します。 

担当者の 

研究室等 
7 号館 2階 非常勤講師室 

備考  



摂南大学シラバス 2024 

科目名 日本語表現法Ⅰ 科目名（英文） Japanese Reading and Writing I 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 １年 クラス ＡＢＣＤ 

単位数 1 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 澤野 加奈 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IJA1322a1 

 

授業概要・ 

目的 

文章表現の基礎を習得し、日本語表現力を高めることを目的とする。 

大学でのレポート・論文の作成、また社会に出てからの文書の作成に必要な、「事実を客観的に説明する」、「意見を論理的に記述する力」を養成

することに重点を置く。 

考えや経験をどうまとめるか、他人に読んでもらう文章をどう書くか、など、文章化する際の基礎を実践的にトレーニングする。 

到達目標 適切な方法を用いて、1000 字程度の論理的な文章を書くことができる。（DP1) 

授業方法と 

留意点 
講義にもとづいて、練習問題や課題に取り組む。 

科目学習の 

効果（資格） 
授業でのレポート作成や卒業後の文章作成に役立つ。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
導入 

文章の書き方１ 

授業の目的、進め方の説明 

レポート・論文の基本事項を学ぶ 
1 時間の事前事後学習を目安とする 

2 文章の書き方２ わかりやすい文章の書き方を学ぶ 1 時間の事前事後学習を目安とする 

3 事実と意見 
事実と意見の書き分け、論理的に説明す

る方法を学ぶ 
1 時間の事前事後学習を目安とする 

4 【課題１】説明文 
ある事物について、論理的に説明する文

章を書く 

これまでの復習 

1 時間の事前事後学習を目安とする 

5 構成・要約 レポートなどの文章構成・要約を学ぶ 1 時間の事前事後学習を目安とする 

6 フィードバック 課題１のフィードバック 
1 時間の事前事後学習を目安とする 

課題１のフィードバック 

7 文章を引用する 文章引用の方法を学ぶ 1 時間の事前事後学習を目安とする 

8 文章の引用を練習する 文章を引用を練習する 1 時間の事前事後学習を目安とする 

9 図表を引用する 図表を引用する方法を学ぶ 1 時間の事前事後学習を目安とする 

10 
引用の復習 

意見を述べる 

考察に基づいて意見を述べる方法を学

ぶ 
1 時間の事前事後学習を目安とする 

11 【課題２】論説文 
資料を引用して意見を述べる文章を書

く 

これまでの復習 

1 時間の事前事後学習を目安とする 

12 レポートの書き方 1・２ 
レポートの体裁について学ぶ 

レポート課題の説明 
1 時間の事前事後学習を目安とする 

13 フィードバック 課題２のフィードバック 
課題２を見直す 

1 時間の事前事後学習を目安とする 

14 【 レポート 】 レポートを提出する 
レポートを作成する 

1 時間の事前事後学習を目安とする 

15 
レポートの講評 

小テストの復習 

レポートについて講評する 

小テストの復習テスト 

1 時間の事前事後学習を目安とする 

小テストの復習 

 

関連科目 すべての授業の日本語による課題作成 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 大学生の日本語文章表現 摂南大学 日本語文章表現の会 和泉書院 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

課題２回（20％×2）、レポート（30％）、授業に取り組む姿勢・小テスト（30％）により総合的に評価する。 

課題、レポートを一度でも提出しない場合は不合格となる。 

学生への 

メッセージ 

日常会話で使っている日本語と、レポートなどで書く日本語は区別しなくてはなりません。これからの大学生活、社会生活のためにも、真面目に

日本語と向き合ってください。 

担当者の 

研究室等 
7 号館 2階 非常勤講師室 

備考 
事前・事後学習の総時間の目安は、１５時間。 

提出課題については、個別にフィードバックをする。 



摂南大学シラバス 2024 

科目名 日本語表現法Ⅰ 科目名（英文） Japanese Reading and Writing I 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 １年 クラス ＥＦＧＨ 

単位数 1 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 上島 誠司 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IJA1322a1 

 

授業概要・ 

目的 

文章表現の基礎を習得し、日本語表現力を高めることを目的とする。 

大学でのレポート・論文の作成、また社会に出てからの文書の作成に必要な、「事実を客観的に説明する」、「意見を論理的に記述する」力を養成

することに重点を置く。 

考えや経験をどうまとめるか、他人に読んでもらう文章をどう書くか、など、文章化する際の基礎を実践的にトレーニングする。 

到達目標 適切な方法を用いて、１０００字程度の論理的な文章を書くことができる。（DP1) 

授業方法と 

留意点 

講義に基づいて、練習問題や課題に取り組む。 

原則毎回、語彙力・表現力を養成するテストを行う。 

毎回の授業は教科書に沿って講義を進める。 

科目学習の 

効果（資格） 
授業でのレポート作成や卒業後の文章作成に役立つ。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
導入 

文章の書き方１ 

授業の目的、進め方の説明 

レポート・論文の基本事項を学ぶ 
１時間 

2 文章の書き方２ わかりやすい文章の書き方を学ぶ 
前回の復習 

事前事後あわせて１時間 

3 事実と意見 
事実と意見の書き分け、論理的に説明す

る方法を学ぶ 

前回の復習 

事前事後あわせて１時間 

4 【課題１】説明文 
ある事物について、論理的に説明する文

章を書く 

前回の復習 

事前事後あわせて１時間 

5 構成 レポートなどの文章構成を学ぶ 
これまでの復習 

事前事後あわせて１時間 

6 要約 要旨の要約の作成方法を学ぶ 
前回の復習 

事前事後あわせて１時間 

7 フィードバック 課題１のフィードバック 
課題１を見直す 

事前事後あわせて１時間 

8 文章を引用する 文章を引用する方法を学ぶ 
前回の復習 

事前事後あわせて１時間 

9 
図表を引用する 

意見を述べる 

図表を引用する方法を学ぶ 

考察に基づいて意見を述べる方法を学

ぶ 

前回の復習 

事前事後あわせて１時間 

10 【課題２】論説文 
資料を引用して意見を述べる文章を書

く 

前回の復習 

事前事後あわせて１時間 

11 レポートの書き方１ 

レポート作成の方法と体裁について学

ぶ 

【課題３】レポートの説明 

これまでの復習 

事前事後あわせて１時間 

12 フィードバック 課題２のフィードバック 
前回の復習 

事前事後あわせて１時間 

13 レポートの書き方２ 
レポート作成の方法と体裁について学

ぶ 

課題２を見直す 

事前事後あわせて１時間 

14 
【課題３】レポートの提出 

小テストの復習テスト 

提出レポートのチェック 

小テスト全体の講評 

小テストの復習 

事前事後あわせて１時間 

15 レポートの講評 
【課題３】レポートについて具体的にフ

ィードバック 

課題レポートの復習 

事前事後あわせて１時間 

 

関連科目 すべての授業の日本語による課題作成 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 大学生の日本語文章表現 

摂南大学教育イノベーションセ

ンター編 
 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

課題２回(２０％×２)、レポート(３０％)、授業に取り組む姿勢・小テスト(３０％)により評価する。 

 

課題、レポート計３回を一度でも提出しない場合は不合格となる。 

学生への 

メッセージ 

日常会話で使っている日本語と、レポートなどで書く日本語は区別しなくてはなりません。これからの大学生活、社会生活のためにも、真面目に

日本語と向き合ってください。 

 

※授業中は教員を含む他人に迷惑をかける行為はやめてください。たとえば、私語や携帯電話は厳禁、寝るなどというのはもってのほかです。真

面目に学ぼうとする人の学習権を侵害する行為はやめてください。注意してもやめない場合はそれなりの措置をとることがあります。他人に迷惑

をかけない、という最低限の大人のマナーは守ってください。 

担当者の 

研究室等 
非常勤講師室  学習支援センター 

備考 
事前事後学習の総時間の目安は１５時間。 

課題提出については、授業中にフィードバックをします。 



摂南大学シラバス 2024 

科目名 日本語表現法Ⅱ 科目名（英文） Japanese Reading and Writing II 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 １年 クラス ＡＢＣＤ 

単位数 1 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 澤野 加奈 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IJA1323a1 

 

授業概要・ 

目的 

文章表現の基礎を習得し、日本語表現力を全般的に高めることを目的とする。 

大学生活、就職活動、社会人生活で必要な文章力を身に付ける。すなわち、考えや経験をどうまとめるか、他人に読んでもらう文章をどう書くか、

他人に納得してもらうためにはどのような話し方が適切か、などについて実践的に取り組む。 

到達目標 
適切な方法を用いて、論理的な文章を書くことができる。 

グループで話し合い、まとめた内容を整理して、論理的に表現することができる。（DP1) 

授業方法と 

留意点 
講義にもとづいて、グループワークや文章作成等の課題に取り組む。 

科目学習の 

効果（資格） 
授業でのレポート作成や卒業後の文章作成に役立つ。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
導入 

レポートの書き方（１） 

授業の目的、進め方の説明 

レポートの基本的ルール・構成の復習 
1 時間の事前事後学習を目安とする。 

2 レポートの書き方（２） 
資料引用の復習（文章の引用） 

考察・意見の述べ方を確認する 
1 時間の事前事後学習を目安とする。 

3 レポートの書き方（３） 資料引用の復習（図表の引用） 1 時間の事前事後学習を目安とする。 

4 【課題１】レポート 
資料を引用して意見を述べる文章を書

く 
1 時間の事前事後学習を目安とする。 

5 
課題１のフィードバック 

ディスカッションの準備 

課題１のフィードバック 

ディスカッション資料の要約や問題点

の整理を行う。 

ディスカッションの準備。 

1 時間の事前事後学習を目安とする。 

6 ディスカッション（１） 
グループ分けをしてディスカッション

を行う 

ディスカッションの準備。 

1 時間の事前事後学習を目安とする。 

7 ディスカッション（２） グループでディスカッションを行う 
ディスカッションの準備。 

1 時間の事前事後学習を目安とする。 

8 
課題 2 

中間報告文 

ディスカッションした内容を報告文に

まとめる。 

報告文の準備。 

1 時間の事前事後学習を目安とする。 

9 
フィードバック 

レジュメの作成 

報告文のフィードバック 

レジュメの作成を行なう 
1 時間の事前事後学習を目安とする。 

10 リハーサル グループごとにリハーサルを行う 1 時間の事前事後学習を目安とする。 

11 プレゼンテーション（１） 
グループ単位でプレゼンテーションを

行う 
1 時間の事前事後学習を目安とする。 

12 プレゼンテーション（２） 
グループ単位でプレゼンテーションを

行う 
1 時間の事前事後学習を目安とする。 

13 課題３報告文 発表内容を報告文にまとめる １時間の事前事後学習を目安とする。 

14 
課題３のフィードバック 

メールの書き方 

課題３のフィードバック 

メールの書き方の練習 
１時間の事前事後学習を目安とする。 

15 【復習テスト】 小テストの復習テスト 
1 時間の事前事後学習を目安とする。小テストの復

習 

 

関連科目 すべての授業の日本語による課題作成 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 大学生の日本語文章表現 摂南大学 日本語文章表現の会 和泉書院 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

課題 3 回（20％、20％、30％）、授業に取り組む姿勢・小テスト（30％）により総合的に評価する。課題を一度でも提出しない場合は不合格とな

る。 

学生への 

メッセージ 

日常会話で使っている日本語（話し言葉）と、レポートなどで書く日本語（書き言葉）は区別しなくてはなりません。また、人前で話す日本語と

日常の話し言葉も異なります。これからの大学生活、就職活動、社会人生活のためにも、真面目に日本語（話し言葉、書き言葉）と向き合ってく

ださい。 

担当者の 

研究室等 
7 号館 2階 非常勤講師室 

備考 
事前・事後学習は、配布プリントの予習・復習を中心に、毎回１時間程度はかけること。 

フィードバックは、授業内で行う。 



摂南大学シラバス 2024 

科目名 日本語表現法Ⅱ 科目名（英文） Japanese Reading and Writing II 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 １年 クラス ＥＦＧＨ 

単位数 1 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 中村 梨恵子 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IJA1323a1 

 

授業概要・ 

目的 

 文章表現の基礎を習得し、日本語表現力を全般的に高めることを目的とする。 

 大学生活、就職活動、社会生活で必要な表現力を身に付ける。すなわち、考えや経験をどうまとめるか、他人に読んでもらう文章をどう書くか、

他人に納得してもらうためにはどのような話し方が適切か、などについて実践的に取り組む。 

到達目標 
 適切な方法を用いて、論理的な文章を書くことができる。 

 グループで話し合い発表した内容を整理して、論理的に表現することができる。 

授業方法と 

留意点 
 講義にもとづいて、グループワーク、プレゼンテーション等の課題に取り組む。 

科目学習の 

効果（資格） 
授業でのレポート作成や卒業後の文章作成に役立つ。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 はじめに 講義の説明 教科書を読み返す（60 分） 

2 前期の復習（前半） 前期の内容を復習する プリント資料を読む（60 分） 

3 前期の復習（後半） 前期の内容を復習する 
プリント資料を読み、課題①を作成する準備を行う

（150 分） 

4 課題①「論説文」の作成 課題①論説文を作成する ── 

5 ディスカッションについて 
本授業におけるディスカッションのや

り方についての説明、グループ分けなど 
ディスカッションの準備を行う（60分） 

6 ディスカッションの解説 
ディスカッションの素材・テーマ等に関

する解説 
ディスカッションの準備を行う（60分） 

7 ディスカッション① ディスカッションを行う 

【書記】 

担当回のディスカッションについて、課題②「議事

録」を作成する（60 分） 

【それ以外】 

ディスカッションの準備をする（60分） 

8 ディスカッション② ディスカッションを行う 

【書記】 

担当回のディスカッションについて、課題②「議事

録」を作成する（60 分） 

【それ以外】 

ディスカッションの準備をする（60分） 

9 ディスカッション③ ディスカッションを行う 

【書記】 

担当回のディスカッションについて、課題②「議事

録」を作成する（60 分） 

【それ以外】 

ディスカッションの準備をする（60分） 

10 
プレゼンテーションについ

て 

本授業におけるプレゼンテーションの

やり方について 
プレゼンテーション資料の作成準備を行う（60 分） 

11 
プレゼンテーションに向け

て 
資料の作成についてなど 

プレゼンテーション資料の作成・推敲やリハーサル

を行う（150 分） 

12 プレゼンテーション① グループによる発表・質疑を行う 

【発表者】 

 質疑の内容や今後の課題をまとめ、課題③の準備

を行う（60 分） 

【それ以外】 

 プレゼンテーション時の当番役の準備を行う（60

分） 

13 プレゼンテーション② グループによる発表・質疑を行う 課題③の準備を行う（60 分） 

14 
課題③「プレゼンテーション

要旨」の作成 

各人で発表内容をまとめた文章（要旨）

を作成する 
── 

15 おわりに 課題③の返却・講評など ── 

 

関連科目 すべての授業の日本語による課題作成 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 大学生の日本語文章表現 

摂南大学教育イノベーションセ

ンター編 
 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

 課題 3回（20％、20％、30％）、授業態度（呼応状態・積極性）・小テスト（30％）により評価する。課題を一度でも提出しない場合は不合格と

なる。 

学生への 

メッセージ 
 前期の内容に加え、ディスカッションやプレゼンテーションという新たな日本語表現に挑戦してみましょう。 

担当者の 

研究室等 
7 号館 2階 非常勤講師室 

備考 
 事前事後学習の総時間の目安は 15 時間となる。 

 提出課題については、添削および授業中のコメントを通して、フィードバックを行う。 



摂南大学シラバス 2024 

 質問等は、出講時および非常勤講師室において対応する。 



摂南大学シラバス 2024 

科目名 数学基礎Ⅰ 科目名（英文） Basic Mathematics I 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 １年 クラス  

単位数 1 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 早石 典史 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IMA1347a1 

 

授業概要・ 

目的 

高校でのカリキュラムの多岐化、大学入学以前の教育課程の多面化、さらに入学選抜試験も様々にわたることから、入学時点での数学習熟度には

かなりのバラツキが認められる。 一方で経営・経済系科目、情報系科目の多くでは、かなりの数学的知識、力量を前提にして授業が進められる。

この間隙を埋めるため、最低限必要な数学的素養を大学初年度前期で確実に身につけることをこの授業の目標とする。 

到達目標 基礎的な問題、具体的には指定教科書に掲載されている程度の難易度の問題を、自力で解けるようになること。（DP1) 

授業方法と 

留意点 
テキストに基づいた講義が中心。理解の促進と達成の度合いをみるため演習を適時行う。 

科目学習の 

効果（資格） 
問題を定式化すること、定式化できれば論理的に解けることを体得する。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 整式の計算(1) 
・計算の法則 

・因数分解 

事前に第 1 章の問に 30 分以上目を通し、課題レポ

ート返却後に 30 分以上その復習をする。 

2 整式の計算(2) 
・整式の割り算 

・剰余，因数の定理 

事前に第 1 章の問に 30 分以上目を通し、課題レポ

ート返却後に 30 分以上その復習をする。 

3 分数式・無理式(1) ・通分の規則 
事前に第 2 章の問に 30 分以上目を通し、課題レポ

ート返却後に 30 分以上その復習をする。 

4 分数式・無理式(2) 
・平方根，立方根 

・有理化の計算 

事前に第 2 章の問に 30 分以上目を通し、課題レポ

ート返却後に 30 分以上その復習をする。 

5 1 次方程式(1) ・等式の基本法則 
事前に第 3 章の問に 30 分以上目を通し、課題レポ

ート返却後に 30 分以上その復習をする。 

6 1 次方程式(2) 
・方程式の導き方 

・解き方 

事前に第 3 章の問に 30 分以上目を通し、課題レポ

ート返却後に 30 分以上その復習をする。 

7 1 次不等式(1) ・不等式の基本法則 
事前に第 3 章の問に 30 分以上目を通し、課題レポ

ート返却後に 30 分以上その復習をする。 

8 1 次不等式(2) 
・不等式の導き方 

・解き方 

事前に第 3 章の問に 30 分以上目を通し、課題レポ

ート返却後に 30 分以上その復習をする。 

9 連立 1次方程式(1) ・連立方程式の導き方 
事前に第 4 章の問に 30 分以上目を通し、課題レポ

ート返却後に 30 分以上その復習をする。 

10 連立 1次方程式(2) 
・解き方 

・基本法則 

事前に第 4 章の問に 30 分以上目を通し、課題レポ

ート返却後に 30 分以上その復習をする。 

11 連立 1次方程式(3) ・消去法 
事前に第 4 章の問に 30 分以上目を通し、課題レポ

ート返却後に 30 分以上その復習をする。 

12 場合の数(1) ・数え上げの原則 
事前に第 5 章の問に 30 分以上目を通し、課題レポ

ート返却後に 30 分以上その復習をする。 

13 場合の数(2) 
・並べ方，選び方 

・順列，組み合わせ 

事前に第 5 章の問に 30 分以上目を通し、課題レポ

ート返却後に 30 分以上その復習をする。 

14 確率(1) ・確率の計算 
事前に第 6 章の問に 30 分以上目を通し、課題レポ

ート返却後に 30 分以上その復習をする。 

15 確率(2) ・くりかえす試行の確率 
事前に第 6 章の問に 30 分以上目を通し、課題レポ

ート返却後に 30 分以上その復習をする。 

 

関連科目 数学基礎 II、経営統計学、ビジネス数学基礎 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 数学基礎 摂南大学数学教室 学術図書出版社 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
各回の課題（演習）30%、期末試験期間中に課す定期試験 70%の配分で成績評価する。 

学生への 

メッセージ 

数学については各自様々な思いを持っているでしょうが、あらためて出発する新鮮な気分で授業に参加して下さい。どのような些細なことでもか

まいませんから、遠慮することなくいつでも質問してください。 

担当者の 

研究室等 
5 号館 1階(数学準備室) 

備考 事前事後学習は毎回 30 分以上の時間をかけてください。課題は採点して、重要な箇所は講義中に解説します。 



摂南大学シラバス 2024 

科目名 数学基礎Ⅱ 科目名（英文） Basic Mathematics II 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 １年 クラス  

単位数 1 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 早石 典史 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IMA1348a1 

 

授業概要・ 

目的 

高校でのカリキュラムの多岐化、大学入学以前の教育課程の多面化、さらに入学選抜試験も様々にわたることから、入学時点での数学習熟度には

かなりのバラツキが認められる。 一方で経営・経済系科目、情報系科目の多くでは、かなりの数学的知識、力量を前提にして授業が進められる。

この間隙を埋めるため、最低限必要な数学的素養を大学初年度前期で確実に身につけることをこの授業の目標とする。具体的には、１次関数、2

次関数のグラフの復習を出発点として、様々な関数の変化の様子をとらえられることを目標とする。 

到達目標 基礎的な問題、具体的には指定教科書に掲載されている程度の難易度の問題を、自力で解けるようになること。（DP1) 

授業方法と 

留意点 
テキストに基づいた講義が中心。理解の促進と達成の度合いをみるため演習を適時行う。 

科目学習の 

効果（資格） 
数学基礎 I に引き続き、筋道をたてた論理的思考と計算技量を習得する。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 関数とグラフ 
・座標平面 

・点の表し方 

事前に第 7 章の問に 30 分以上目を通し、課題レポ

ート返却後に 30 分以上その復習をする。 

2 1 次関数 
・グラフの書き方 

・傾き，切片 

事前に第 7 章の問に 30 分以上目を通し、課題レポ

ート返却後に 30 分以上その復習をする。 

3 2 次関数(1) 
・グラフの書き方 

・頂点，対称軸 

事前に第 7 章の問に 30 分以上目を通し、課題レポ

ート返却後に 30 分以上その復習をする。 

4 2 次関数(2) 
・最大値，最小値 

・応用例 

事前に第 7 章の問に 30 分以上目を通し、課題レポ

ート返却後に 30 分以上その復習をする。 

5 無理関数 
・逆関数 

・定義域 

事前に第 7 章の問に 30 分以上目を通し、課題レポ

ート返却後に 30 分以上その復習をする。 

6 数列(1) 
・等差数列 

・和の公式 

事前に第 8 章の問に 30 分以上目を通し、課題レポ

ート返却後に 30 分以上その復習をする。 

7 数列(2) 
・等比数列 

・和の公式 

事前に第 8 章の問に 30 分以上目を通し、課題レポ

ート返却後に 30 分以上その復習をする。 

8 整関数の微分(1) 
・変化率 

・微分係数，接線 

事前に第 9 章の問に 30 分以上目を通し、課題レポ

ート返却後に 30 分以上その復習をする。 

9 整関数の微分(2) 
・導関数 

・極大値，極小値 

事前に第 9 章の問に 30 分以上目を通し、課題レポ

ート返却後に 30 分以上その復習をする。 

10 整関数の微分(3) 
・関数の増加，減少 

・関数のグラフ 

事前に第 9 章の問に 30 分以上目を通し、課題レポ

ート返却後に 30 分以上その復習をする。 

11 整関数の微分(4) 
・最大値，最小値 

・応用問題 

事前に第 9 章の問に 30 分以上目を通し、課題レポ

ート返却後に 30 分以上その復習をする。 

12 積分(1) 
・不定積分                             

・原始関数 

事前に第 10 章の問に 30 分以上目を通し、課題レポ

ート返却後に 30 分以上その復習をする。 

13 積分(2) 
・区分求積法 

・定積分 

事前に第 10 章の問に 30 分以上目を通し、課題レポ

ート返却後に 30 分以上その復習をする。 

14 積分(3) 
・微積分の基本定理                        

・定積分の計算 

事前に第 10 章の問に 30 分以上目を通し、課題レポ

ート返却後に 30 分以上その復習をする。 

15 積分(4) 
・面積，体積 

・応用問題 

事前に第 10 章の問に 30 分以上目を通し、課題レポ

ート返却後に 30 分以上その復習をする。 

 

関連科目 数学基礎Ⅰ、統計学、経営数学 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 数学基礎 摂南大学数学教室 学術図書出版社 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
各回の課題（演習）30%、期末試験期間中に課す定期試験 70%の配分で成績評価する。 

学生への 

メッセージ 

数学については各自様々な思いを持っているでしょうが、あらためて出発する新鮮な気分で授業に参加して下さい。どのような些細なことでもか

まいませんから、遠慮することなくいつでも質問してください。 

担当者の 

研究室等 
5 号館 1階(数学準備室) 

備考 事前事後学習は毎回 30 分以上かけてください。重要な項目は講義中に解説します。 



摂南大学シラバス 2024 

科目名 スポーツ科学実習Ⅰ 科目名（英文） Practicum in Sports Science I 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 １年 クラス  

単位数 1 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 横山 喬之.竹澤 健介.中尾 千晶 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IPH1357a1 

 

授業概要・ 

目的 

生涯を通じて明るく活力のある生活を営むために、スポーツ・身体運動は極めて重要な役割を果たす。本科目では、スポーツ活動を通じて基礎的

な運動技術の修得を目指し、規律・規範を重んじる心を修養し、スポーツの楽しさを理解することを目的としている。 

本科目担当者は、学内外において性別や年代を問わず、一般的な指導から専門的な指導の実務経験を有し、基本から応用まで幅広い指導を学生に

提供する。 

SDGs-3、4、5 

到達目標 
この授業を通じて学生には、①健康・体力の維持増進、②技能を向上させることができる、③スポーツのルールやマナーを理解することができる、

④コミュニケーション能力やリーダーシップ、リーダーを支援する能力を培うことができるようになることが期待される。（DP1） 

授業方法と 

留意点 

実技形式で行う。 

開講種目は、以下のとおりである。 

・屋内種目（バドミントン、バレーボール、バスケットボール、卓球、ニュースポーツなど） 

・屋外種目（サッカー、ミニサッカー、ソフトボール、テニス、タグラグビー、ニュースポーツなど） 

※１ 各種目の人数が多過ぎる場合や少な過ぎる場合は、他の種目に移動もしくは開講しないことがある。 

※２ 第１回目の授業はガイダンスの他、各種目のコース分けを行なうので必ず出席すること。 

※３ 悪天候の場合は、授業計画とは異なる内容になる場合がある。 

科目学習の 

効果（資格） 
基礎体力の養成、健康の保持・増進および運動技術を修得できる。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 ・ガイダンス ・履修上の注意やコース種目分け 
事前：授業概要・目的などを学習する（30 分） 

事後：本実習の理解を深める（30 分） 

2 ・体力測定① ・屋外種目 
事前：運動を行い体力測定に備える（30 分） 

事後：自身の体力についての振り返り（30 分） 

3 ・体力測定② ・屋内種目 
事前：運動を行い体力測定に備える（30 分） 

事後：自身の体力についての振り返り（30 分） 

4 
・種目の概要 

・基礎知識について 
・種目の概要、基礎知識の説明 

事前：基礎知識を学習しておく（30分） 

事後：新しく学んだ基礎知識について振り返る（30

分） 

5 
・基本技術（導入編） 

・簡易ゲーム 

・種目におけるルール・マナーの説明 

・種目の導入につながる運動 

・簡易ゲーム 

事前：ルールについて学習しておく（30 分） 

事後：内容の振り返り（30 分） 

6 
・基本技術（基礎編 1） 

・簡易ゲーム 

・体力・技術の向上に必要な基礎運動 

・簡易ゲーム 

事前：基礎技術に関する情報収集をする（30 分） 

事後：内容の振り返り（30 分） 

7 
・基本技術（基礎編 2） 

・簡易ゲーム 

・体力・技術の向上に必要な基礎運動 

・簡易ゲーム 

事前：基礎技術に関する情報収集をする（30 分） 

事後：内容の振り返り（30 分） 

8 
・基本技術（応用編 1） 

・簡易ゲーム 

・体力の向上に必要な基礎運動 

・基礎技術を応用した運動 

・簡易ゲーム 

事前：基礎・応用技術に関する情報収集をする（30

分） 

事後：内容の振り返り（30 分） 

9 
・基本技術（応用編 2） 

・簡易ゲーム 

・体力の向上に必要な基礎運動 

・基礎技術を応用した運動 

・簡易ゲーム 

事前：基礎・応用技術に関する情報収集をする（30

分） 

事後：内容の振り返り（30 分） 

10 ・ゲーム 
・ゲームを計画し、協調性、リーダーシ

ップ、チームワークを育む 

事前：ルール・技術等の確認と健康管理（30 分） 

事後：内容の振り返り（30 分） 

11 ・ゲーム 
・ゲームを計画し、協調性、リーダーシ

ップ、チームワークを育む 

事前：ルール・技術等の確認と健康管理（30 分） 

事後：内容の振り返り（30 分） 

12 ・ゲーム 
・ゲームを計画し、協調性、リーダーシ

ップ、チームワークを育む 

事前：ルール・技術等の確認と健康管理（30 分） 

事後：内容の振り返り（30 分） 

13 ・ゲーム 
・ゲームを計画し、協調性、リーダーシ

ップ、チームワークを育む 

事前：ルール・技術等の確認と健康管理（30 分） 

事後：内容の振り返り（30 分） 

14 ・ゲーム 
・ゲームを計画し、協調性、リーダーシ

ップ、チームワークを育む 

事前：ルール・技術等の確認と健康管理（30 分） 

事後：内容の振り返り（30 分） 

15 ・ゲーム 
・ゲームを計画し、協調性、リーダーシ

ップ、チームワークを育む 

事前：ルール・技術等の確認と健康管理（30 分） 

事後：全授業の総括（30 分） 

 

関連科目 

生涯スポーツ実習、スポーツと健康、健康論、スポーツ科学概論、保健論、スポーツ指導者入門、スポーツ文化論、スポーツプログラミング、発

育発達論、ヘルスエクササイズの理論と実際、スポーツ教育学、スポーツの歴史、スポーツトレーニングの基礎、フィットネストレーニングの理

論と実際、スポーツ医学の基礎、体力測定とスポーツ相談、スポーツ栄養学、スポーツ医学の理論と実際 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

対面授業：活動点５０％、技能点２５％、態度点２５％ 

 ※ なお活動点とは授業への参加意欲とする。態度点とは積極性・集中度を示し、授業態度が悪い場合は減点する。 

学生への 

メッセージ 

授業１回目（ガイダンス）は、総合体育館２階アリーナに集合してください。（更衣不要） 

実習の際は、必ず健康保険証を持参してください。（コピー不可） 



摂南大学シラバス 2024 

担当者の 

研究室等 
総合体育館１F 体育館事務室 

備考 トレーニングウェア、スポーツシューズ（コースに適したもの）を準備する 



摂南大学シラバス 2024 

科目名 スポーツ科学実習Ⅱ 科目名（英文） Practicum in Sports Science II 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 １年 クラス  

単位数 1 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 近藤 潤.中尾 千晶.横山 喬之 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IPH1358a1 

 

授業概要・ 

目的 

本科目では、スポーツ科学実習Ⅰで培った基礎的な技術を応用し、高度なスポーツ技術の獲得を目指す。またスポーツを通じてさらなる人間力の

向上を目指し、自らの生活行動の中にスポーツ・身体運動を実践する能力を育成することを目的としている。 

本科目担当者は、学内外において性別や年代を問わず、一般的な指導から専門的な指導の実務経験を有し、基本から応用まで幅広い指導を学生に

提供する。 

到達目標 
この授業を通じて学生には、①健康・体力の維持増進、②技能を向上させることができる、③スポーツのルールやマナーを理解することができる、

④コミュニケーション能力やリーダーシップ、リーダーを支援する能力を培うことができるようになることが期待される。 

授業方法と 

留意点 

実技形式で行う。 

開講種目は、以下のとおりである。 

・屋内種目（バドミントン、バレーボール、バスケットボール、卓球、ニュースポーツなど） 

・屋外種目（サッカー、ミニサッカー、ソフトボール、テニス、タグラグビー、ニュースポーツなど） 

※１ 各種目の人数が多過ぎる場合や少な過ぎる場合は、他の種目に移動もしくは開講しないことがある。 

※２ 第１回目の授業はガイダンスの他、各種目のコース分けを行なうので必ず出席すること。 

※３ 悪天候の場合は、授業計画とは異なる内容になる場合がある。 

科目学習の 

効果（資格） 
基礎体力の養成、健康の保持・増進および運動技術を修得できる。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 ・ガイダンス 
・ガイダンス（履修上の注意やコース種

目分け） 

事前：授業概要・目的などを学習する（３０分） 

事後：本実習の理解を深める（３０分） 

2 
・種目の概要 

・基礎知識について 
・種目の概要、基礎知識の説明 

事前：基礎知識を学習しておく（３０分） 

事後：新しく学んだ基礎知識について振り返る（３

０分） 

3 
・基本技術（導入編） 

・簡易ゲーム 

・種目におけるルール・マナーの説明 

・種目の導入につながる運動 

・簡易ゲーム 

事前：ルールについて学習しておく（３０分） 

事後：内容の振り返り（３０分） 

4 
・基本技術（基礎編 1） 

・簡易ゲーム 

・体力・技術の向上に必要な基礎運動 

・簡易ゲーム 

事前：基礎技術に関する情報収集をする（３０分） 

事後：内容の振り返り（３０分） 

5 
・基本技術（基礎編 2） 

・簡易ゲーム 

・体力の向上に必要な基礎運動 

・基礎技術を応用した運動 

・簡易ゲーム 

事前：基礎技術に関する情報収集をする（３０分） 

事後：内容の振り返り（３０分） 

6 
・基本技術（応用編 1） 

・簡易ゲーム 

・体力の向上に必要な基礎運動 

・基礎技術を応用した運動 

・簡易ゲーム 

事前：基礎・応用技術に関する情報収集をする（３

０分） 

事後：内容の振り返り（３０分） 

7 
・基本技術（応用編 2） 

・簡易ゲーム 

・体力の向上に必要な基礎運動 

・基礎技術を応用した運動 

・簡易ゲーム 

事前：基礎・応用技術に関する情報収集をする（３

０分） 

事後：内容の振り返り（３０分） 

8 ・ゲーム 
・ゲームを計画し、協調性、リーダーシ

ップ、チームワークを育む 

事前：ルール・技術等の確認と健康管理（３０分） 

事後：内容の振り返り（３０分） 

9 ・ゲーム 
・ゲームを計画し、協調性、リーダーシ

ップ、チームワークを育む 

事前：ルール・技術等の確認と健康管理（３０分） 

事後：内容の振り返り（３０分） 

10 ・ゲーム 
・ゲームを計画し、協調性、リーダーシ

ップ、チームワークを育む 

事前：ルール・技術等の確認と健康管理（３０分） 

事後：内容の振り返り（３０分） 

11 ・ゲーム 
・ゲームを計画し、協調性、リーダーシ

ップ、チームワークを育む 

事前：ルール・技術等の確認と健康管理（３０分） 

事後：内容の振り返り（３０分） 

12 ・ゲーム 
・ゲームを計画し、協調性、リーダーシ

ップ、チームワークを育む 

事前：ルール・技術等の確認と健康管理（３０分） 

事後：内容の振り返り（３０分） 

13 ・ゲーム 
・ゲームを計画し、協調性、リーダーシ

ップ、チームワークを育む 

事前：ルール・技術等の確認と健康管理（３０分） 

事後：内容の振り返り（３０分） 

14 ・ゲーム 
・ゲームを計画し、協調性、リーダーシ

ップ、チームワークを育む 

事前：ルール・技術等の確認と健康管理（３０分） 

事後：内容の振り返り（３０分） 

15 
・ゲーム 

・2年次ガイダンス等 

・ゲームを計画し、協調性、リーダーシ

ップ、チームワークを育む 

・2年次ガイダンス等を行う 

事前：ルール・技術等の確認と健康管理（３０分） 

事後：全授業の総括（３０分） 

 

関連科目 

生涯スポーツ実習、健康論、スポーツ科学概論、保健論、スポーツ指導者入門、スポーツ文化論、スポーツプログラミング、発育発達論、ヘルス

エクササイズの理論と実際、スポーツ教育学、スポーツの歴史、スポーツトレーニングの基礎、フィットネストレーニングの理論と実際、スポー

ツ医学の基礎、体力測定とスポーツ相談、スポーツ栄養学、スポーツ医学の理論と実際 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

対面授業：活動点５０％、技能点２５％、態度点２５％ 

※ なお、活動点とは授業への参加意欲とする。態度点とは積極性・集中度を示し、授業態度が悪い場合は減点する。 

学生への 授業１回目（ガイダンス）は、総合体育館２階アリーナに集合してください。（更衣不要） 



摂南大学シラバス 2024 

メッセージ 実習の際は、必ず健康保険証を持参してください。（コピー不可） 

担当者の 

研究室等 
総合体育館 １F 体育館事務室 

備考 トレーニングウェア、スポーツシューズ（コースに適したもの）を準備する 



摂南大学シラバス 2024 

科目名 生涯スポーツ実習（ゴルフ） 科目名（英文） Lifetime Sports 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 1 履修区分 選択科目 

学期 前期集中 授業担当者 近藤 潤 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IPH1359a1 

 

授業概要・ 

目的 

ゴルフというスポーツを通して生涯スポーツへの参加意識向上と自信を深めることを目的にする。 

短期間の練習で最後に実際にコースに出てラウンドするという、ハードスケジュールではあるが、コースでラウンドする経験は、テレビなどで見

るだけのゴルフとは違う楽しさや、難しさを体験できる。 

また、社会人になってもコミュニケーションツールとしてゴルフをするための基礎となる。 

ゴルフを通じて、打つ技術だけではなく、人と人とのコミュニケーションや社会人としてのルール・マナーを身につける。 

SDGs-3,4,5 

到達目標 

①健康の保持増進ができる 

②運動技能を向上させることができる 

③競技ルール、ラウンドマナーを理解することができる 

④学生相互のコミュニケーション能力やリーダーシップを培うことができる 

 

学科の学習・教育目標との対応：[A] 

（DP1） 

授業方法と 

留意点 

事前ガイダンス（９０分）と集中授業４日間（午前、午後、最終日は午後のみ）合わせて５日間で行う。 

日程は、事前ガイダンス（詳細はポータルで連絡）、９月９日（月）～１２日（木） 

５日間すべて受講できること。 

事前の申し込みが受け付けられることが必要。 

申込用紙は履修ガイダンス時に配布。 

科目学習の 

効果（資格） 

ゴルフを実践する最低限の打球技術、ルール、マナーを習得できる。 

ゴルフを通じて人と人のコミュニケーションを図ることができる。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 事前ガイダンス 
目的、内容、準備について 

ゴルフの概要 
事後：ゴルフの概要を確認(１時間） 

2 ゴルフの基礎知識 ゴルフのルール、マナーについて 
事前：ルールの再確認（１時間） 

事後：授業内容を実習ノートにまとめる（１時間） 

3 ゴルフの基礎技術（１） グリップ、スウィング 

事前：午前中のルール・マナーについて確認（１時

間） 

事後：技術の反復練習 タオルスイングなど 授業

内容を実習ノートにまとめる（１時間） 

4 ゴルフの基礎技術（２） 
打球練習場での練習 

アイアン 

事前：前日の技術練習のポイント再確認（１時間） 

事後：授業内容を実習ノートにまとめる（１時間） 

5 ゴルフの基礎技術（３） アプローチ、パター練習 
事前：前日の技術練習のポイント再確認（１時間） 

事後：技術の反復練習 ルールの再確認（１時間） 

6 ゴルフの応用技術（１） 
打球練習場での練習 

ドライバー 

事前：前日までの技術練習のポイント再確認（１時

間） 

事後：技術の反復練習 ルールの再確認（１時間） 

7 ゴルフの応用技術（２） ミニラウンド 

事前：前日までの技術練習のポイント再確認（１時

間） 

事後：ラウンド時のルール・マナーの再確認 

授業内容を実習ノートにまとめる（１時間） 

8 ゴルフの実践 ラウンド（９Ｈ） 
事前：ラウンドのイメージトレーニング（１時間） 

事後：授業内容を実習ノートにまとめる（１時間） 

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

 

関連科目 スポーツ科学実習Ⅰ，Ⅱ 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
活動点（態度点含む）５０％、技能点２５％および実習ノート２５％を総合評価する。 

学生への 

メッセージ 

履修までの質問は、総合体育館のスポーツ振興センター事務室に来てください。 

 

事前ガイダンスは７月に行う予定です。ガイダンスの連絡はポータルを通して行います。 

担当者の 

研究室等 
総合体育館１階 

備考 ラウンド時の服装は襟付きポロシャツ、スラックス（半ズボンの場合はハイソックス着用）、運動靴（スパイク類は禁止） 



摂南大学シラバス 2024 

ゴルフクラブは大学が用意しますが、ラウンド用のボール、ゴルフ用手袋は各自で用意してください。シューズは運動に適したものかスニーカー

で大丈夫です。 

雨天でも行いますので、着替えは多めに準備することと、体育館内でも行うことがあるので体育館シューズも用意してください。 

本学東グラウンドに移動する際は、交通量の多い公道を横断する必要があります。事故防止のため、また自動車・バイクや近隣住人の迷惑にな 



摂南大学シラバス 2024 

科目名 生涯スポーツ実習 科目名（英文） Lifetime Sports 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 1 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 近藤 潤.今浦 千信.竹澤 健介 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IPH1359a1 

 

授業概要・ 

目的 

スポーツの基礎知識をベースに、より応用的な内容に発展させ、スポーツライフ形成の大切さを学ぶ。スポーツ活動の楽しさや身体活動の重要性

を自覚するとともに、生涯スポーツ参加への意識向上と自信を深めることを目的とする。 

本科目担当者は、学内外において性別や年代を問わず、一般的な指導から専門的な指導の実務経験を有し、基本から応用まで幅広い指導を学生に

提供する。 

SDGs-3、4、5 

到達目標 
この授業を通じて学生には、①健康・体力の維持増進、②技能を向上させることができる、③スポーツのルールやマナーを理解することができる、

④コミュニケーション能力やリーダーシップ、リーダーを支援する能力を培うことができるようになることが期待される。 

授業方法と 

留意点 

実技形式で行う。 

開講種目は、以下のとおりである。 

・屋内種目（バドミントン、バレーボール、バスケットボール、卓球、ニュースポーツなど） 

・屋外種目（サッカー、ミニサッカー、ソフトボール、テニス、タグラグビー、ニュースポーツなど） 

※１ 各種目の人数が多過ぎる場合や少な過ぎる場合は、他の種目に移動もしくは開講しないことがある。 

※２ 第１回目の授業はガイダンスの他、各種目のコース分けを行なうので必ず出席すること。 

※３ 悪天候の場合は、授業計画とは異なる内容になる場合がある。 

科目学習の 

効果（資格） 
基礎体力の養成、健康の保持・増進および運動技術を修得できる。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 ・ガイダンス 
・ガイダンス（履修上の注意やコース種

目分け） 

事前：授業概要・目的などを学習する 

事後：本実習の理解を深める 

2 
・種目の概要 

・基礎知識について 
・種目の概要、基礎知識の説明 

事前：基礎知識を学習しておく 

事後：新しく学んだ基礎知識について振り返る 

3 
・基本技術（導入編） 

・簡易ゲーム 

・種目におけるルール・マナーの説明 

・種目の導入につながる運動 

・簡易ゲーム 

事前：ルールについて学習しておく 

事後：内容の振り返り 

4 
・基本技術（基礎編 1） 

・簡易ゲーム 

・体力・技術の向上に必要な基礎運動 

・簡易ゲーム 

事前：基礎技術に関する情報収集をする 

事後：内容の振り返り 

5 
・基本技術（基礎編 2） 

・簡易ゲーム 

・体力の向上に必要な基礎運動 

・基礎技術を応用した運動 

・簡易ゲーム 

事前：基礎技術に関する情報収集をする 

事後：内容の振り返り 

6 
・基本技術（応用編 1） 

・簡易ゲーム 

・体力の向上に必要な基礎運動 

・基礎技術を応用した運動 

・簡易ゲーム 

事前：基礎・応用技術に関する情報収集をする 

事後：内容の振り返り 

7 
・基本技術（応用編 2） 

・簡易ゲーム 

・体力の向上に必要な基礎運動 

・基礎技術を応用した運動 

・簡易ゲーム 

事前：基礎・応用技術に関する情報収集をする 

事後：内容の振り返り 

8 ・ゲーム 
・ゲームを計画し、協調性、リーダーシ

ップ、チームワークを育む 

事前：ルール・技術等の確認と健康管理 

事後：内容の振り返り 

9 ・ゲーム 
・ゲームを計画し、協調性、リーダーシ

ップ、チームワークを育む 

事前：ルール・技術等の確認と健康管理 

事後：内容の振り返り 

10 ・ゲーム 
・ゲームを計画し、協調性、リーダーシ

ップ、チームワークを育む 

事前：ルール・技術等の確認と健康管理 

事後：内容の振り返り 

11 ・ゲーム 
・ゲームを計画し、協調性、リーダーシ

ップ、チームワークを育む 

事前：ルール・技術等の確認と健康管理 

事後：内容の振り返り 

12 ・ゲーム 
・ゲームを計画し、協調性、リーダーシ

ップ、チームワークを育む 

事前：ルール・技術等の確認と健康管理 

事後：内容の振り返り 

13 ・ゲーム 
・ゲームを計画し、協調性、リーダーシ

ップ、チームワークを育む 

事前：ルール・技術等の確認と健康管理 

事後：内容の振り返り 

14 ・ゲーム 
・ゲームを計画し、協調性、リーダーシ

ップ、チームワークを育む 

事前：ルール・技術等の確認と健康管理 

事後：内容の振り返り 

15 
・ゲーム 

・授業アンケート等 

・ゲームを計画し、協調性、リーダーシ

ップ、チームワークを育む 

・授業の振り返りのためにアンケートを

行う 

事前：ルール・技術等の確認と健康管理 

事後：全授業の総括 

 

関連科目 

生涯スポーツ実習、健康論、スポーツ科学概論、保健論、スポーツ指導者入門、スポーツ文化論、スポーツプログラミング、発育発達論、ヘルス

エクササイズの理論と実際、スポーツ教育学、スポーツの歴史、スポーツトレーニングの基礎、フィットネストレーニングの理論と実際、スポー

ツ医学の基礎、体力測定とスポーツ相談、スポーツ栄養学、スポーツ医学の理論と実際 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

対面授業：活動点５０％、技能点２５％、態度点２５％ 

※ なお、活動点とは授業への参加意欲とする。態度点とは積極性・集中度を示し、授業態度が悪い場合は減点する。 



摂南大学シラバス 2024 

学生への 

メッセージ 

授業１回目（ガイダンス）は、総合体育館２階アリーナに集合してください。（更衣不要） 

実習の際は、必ず健康保険証を持参してください。（コピー不可） 

担当者の 

研究室等 
総合体育館 １F 体育館事務室 

備考 トレーニングウェア、スポーツシューズ（コースに適したもの） 



摂南大学シラバス 2024 

科目名 保健論 科目名（英文） Theory of Health 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 今浦 千信 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IPH2329a1 

 

授業概要・ 

目的 

健康課題について考えるとともに、自らの健康づくりや疾病予防に積極的に取り組むことが求められている。 

本講義では、生涯を通した健康・スポーツのあり方の重要性について学習し、健康保持増進について実践することができる基礎的な知識を身につ

ける。 

到達目標 

【準備学習について】 

健康に関する記事や映像などから事前に情報を得るようにしておく。 

また、スポーツや運動で興味や関心または問題点をあらかじめ見つけておくこと。 

 

【到達目標について】 

（１） 健康課題について理解し、豊かなスポーツライフの実現について考えることができる。 

（２） スポーツの楽しみ方を知る｛する」「見る」「支える」 

（３） 健康とスポーツの関わりに対してその見方、考え方を働かせ課題を挙げ検討することができる。 

授業方法と 

留意点 

講義形式で授業を進める。  

資料配布、パワーポイント等を用いる。グループディスカッションを通して他人の意見を聞きいれ、自分の考えを他人に伝えたりする。 

科目学習の 

効果（資格） 
自分の健康について考えることができる。スポーツの楽しみ方を知ることができる。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
ガイダンス 

健康とは 

授業内容 

評価方法について 

 

健康の概念について 

事前：シラバスの確認（30 分） 

事後：講義のふりかえり（30 分） 

2 ヘルスプロモーション 
日本や海外における健康政策について

知る 

事前：事前資料の確認（30 分） 

事後：講義のふりかえり（30 分） 

3 スポーツと体力 
体力とはなにか 

自分の今の体力を考えてみよう 

事前：事前資料の確認（30 分） 

事後：講義のふりかえり（30 分） 

4 食事と健康 

私たちのからだを構成する骨、筋肉、内

臓、神経などについて知りそれらを作る

栄養素について考える 

事前：事前資料の確認（30 分） 

事後：講義のふりかえり（30 分） 

5 睡眠と健康 生活のリズムを整える 
事前：事前資料の確認（30 分） 

事後：講義のふりかえり（30 分） 

6 生活習慣病について メタボリックシンドローム 
事前：事前資料の確認（30 分） 

事後：講義のふりかえり（30 分） 

7 スポーツと安全 
心肺蘇生法 

熱中症対策など 

事前：事前資料の確認（30 分） 

事後：講義のふりかえり（30 分） 

8 フェアプレーの精神 ドーピングと健康、薬物と健康 
事前：事前資料の確認（30 分） 

事後：講義のふりかえり（30 分） 

9 競技スポーツ アスリートと健康 
事前：事前資料の確認（30 分） 

事後：講義のふりかえり（30 分） 

10 
スポーツはもっとオモシロ

イ 

スポーツの楽しみ方を知り、積極的に健

康について考える。地域とスポーツの関

わり方について考える 

事前：事前資料の確認（30 分） 

事後：講義のふりかえり（30 分） 

11 スポーツボランティア 支えるスポーツ 
事前：事前資料の確認（30 分） 

事後：講義のふりかえり（30 分） 

12 
パリ 2024 夏季オリンピック

について 

オ リ ン ピ ッ ク の 歴 史               

興味のある種目についてグループディ

スカッションをし、意見をまとめて発表

する 

事前：事前資料の確認（30 分） 

事後：講義のふりかえり（30 分） 

13 
パリ 2024 夏季オリンピック

について 

興味のある種目についてグループディ

スカッションをし、意見をまとめて発表

する 

事前：事前資料の確認（30 分） 

事後：講義のふりかえり（30 分） 

14 生涯スポーツ 

生涯にわたって自分が取り組んでいけ

そうな運動についてグループディスカ

ッションにより、意見をまとめて発表す

る 

事前：事前資料の確認（30 分） 

事後：講義のふりかえり（30 分） 

15 
 レポート課題 

まとめ 
スポーツと健康に関するまとめ 

事前：事前資料の確認（30 分） 

事後：今後についての検討（30 分） 

 

関連科目 スポーツ科学実習Ⅰ・Ⅱ 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

毎回の小レポート（５０％） 

グループワーク（２０％） 
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授業まとめのレポート（３０％） 

で評価し、60％以上で合格とする。 

学生への 

メッセージ 
 

担当者の 

研究室等 
総合体育館１F 体育館事務室 

備考 
初めのガイダンスには必ず出席のこと。 

欠席を 5回以上した際の単位取得は認めない。 



摂南大学シラバス 2024 

科目名 心理学Ⅰ 科目名（英文） Psychology I 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 １年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 山本 雅代 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IHU1301a1 

 

授業概要・ 

目的 

心理学とは、我々が周囲のさまざまな環境とのかかわりの中で行う行動やその背景にある心を客観的に理解しようとする学問である。 

授業では人間の心と行動に関して科学的に認められる傾向性や法則性について検討し、心理学における専門的基礎知識を学習することを目的とす

る。特に心理学Ⅰでは、個人に焦点をあて、かつ社会的現実と対比した日常での問題を取り上げ人間の理解を目指す。 

到達目標 

 １）心理学についての基礎知識を習得する。（DP1） 

 ２）人間の行動を理解する。 

 ３）社会の中の自己を確認する。 

 ４）実生活と心理学のかかわりを理解し、日常生活に生かす。 

授業方法と 

留意点 

基本的に講義形式。より理解を深めるため必要に応じて VTR を使用する。 

簡単な心理学実験や自己分析などを行い、ディスカッション、課題の提出やレポートの提出を求める場合がある。 

講義資料は Moodle に提示する。 

講義の中で、課題の回答や、意見を求める場合は、Moodle・Google forms・QR コードを用いる。 

回答を回収した上で、心理学の問題について解説する。携帯を忘れたり、充電が切れている場合は、紙での回答ができるので申し出て提出するこ

と。 

科目学習の 

効果（資格） 

教養としての心理学を学ぶ。 

人間の行動を科学的に理解することによって現実社会でおこる問題に適応的に行動できるようになる。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
心理学とはどのような学問

か 

授業の進め方、注意点について説明す

る。心理学、心理学研究の考え方、今ま

での歩みについて概説する。 

事前：心理学の印象について自分なりの考えをまと

めておくこと 

学期末に向けての注意点は覚えておく（1時間） 

事後：課題作成（1時間） 

2 生物学的基礎 

他の動物が行う行動と比較しながら、生

得的行動とは何か、初期経験が人間に与

える影響について説明する。 

前回の授業での VTR について課題を提出する。 

事前：実験手続き・関連文献・を紹介するので読ん

でおくこと（1時間） 

事後：授業についてまとめ、ノートを作成（1時間） 

3 初期学習 
人間はいかに学ぶのか、また愛着につい

て説明する。 

前回の授業の課題を提出する。 

事前：実験手続き・関連文献を紹介するので読んで

おくこと（1時間） 

事後：授業についてまとめノート作成する（1時間） 

4 条件づけ 
条件づけとは何か、古典的条件づけ、オ

ペラント条件づけについて説明する。 

事前：関連文献等を紹介するのでよんでおくこと（1

時間） 

事後：授業についてまとめノート作成する（1時間） 

5 社会的学習（１） 

学習とは学校での勉強のことではなく、

経験のことをいう。人間における経験

や、環境がいかに大切であるかまた学習

効果について説明する。 

事前：関連文献等を紹介するのでよんでおくこと（1

時間） 

事後：授業についてまとめノート作成する（1時間） 

6 社会的学習（２） 

子どもたちは様々な社会・環境から影響

を受け経験を積んでいく。事実に基づい

た出来事を紹介し、社会的学習について

考察する。 

事前：関連文献等を紹介するのでよんでおくこと（1

時間） 

事後：授業についてまとめノート作成する（1時間） 

7 
ポジティブな学習とネガテ

ィブな学習 

実験結果から読み取れる問題、人間の傾

向についての検討。学習全般のまとめを

行なう。 

事前：関連文献等を紹介するのでよんでおくこと（1

時間） 

事後：授業についてまとめノート作成する 

実験結果についてレポート作成する（２時間） 

8 動機づけ（１） 
人間が行動に駆り立てられる状況、様々

な動機、動機の階層について説明する。 

事前：関連文献等を紹介するのでよんでおくこと（1

時間） 

事後：授業についてまとめノート作成する（1時間） 

9 動機づけ（２） 
生物的動機、内発的動機の違いについて

説明する。 

事前：関連文献等を紹介するのでよんでおくこと（1

時間） 

事後：授業についてまとめノート作成すること 

授業の中で紹介した人物の動機について自分なり

の考えをまとめ提出する。（2時間） 

10 動機づけ（３） 

社会的動機について説明する。人間がど

のような動機を持つか、社会環境に影響

受ける動機について事例や実験を通し

て解説する。 

事前：関連文献等を紹介するのでよんでおくこと（1

時間） 

事後：授業についてまとめノート作成する（1時間） 

11 パーソナリティ（１） 
パーソナリティがどのようなものであ

るのか概説する。 

事前：関連文献等を紹介するのでよんでおくこと（1

時間） 

事後：授業についてまとめノート作成する（1時間） 

12 パーソナリティ（２） 
パーソナリティのとらえ方。パーソナリ

ティの形成について説明する。 

事前：関連文献等を紹介するのでよんでおくこと（1

時間） 

事後：授業についてまとめノート作成する（1時間） 

13 パーソナリティ（３） 
実際に使用されている様々なパーソナ

リティテストについて解説する。 

事前：関連文献等を紹介するのでよんでおくこと（1

時間） 

事後：授業についてまとめノート作成する（1時間） 

14 パーソナリティ（４） 
パーソナリティについて自己分析を行

う。 

事前：関連文献等を紹介するのでよんでおくこと（1

時間） 

事後：授業についてまとめノート作成する（1時間） 

15 まとめ 授業全体のまとめを行う。 

事前：授業全般、分からない部分についてまとめて

おくこと（1時間） 

事後：授業についてまとめノート作成する（1時間） 

 

関連科目 心理学Ⅱと併せて履修することが望ましい。 
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教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

講義内で行う確認テスト・小テスト・課題・レポート等を総合的に評価する。 

【確認テスト 50％、小テスト・課題・レポート等 50％】 

学生への 

メッセージ 

心理学は、みなさんが大学で初めて学ぶ学問の一つです。講義では、今まで想像していた心理学へのイメージとは違う印象を持たれることでしょ

う。 

心理学は科学であり、扱う研究対象は様々です。その中から、理解を深められるようできるだけ実例をあげて解説していきます。 

講義を通じ、自己の行動を振り返り、取り巻く社会と自己を結びつけ、適応的に社会で生きていく手段について理解を深めて下さい。 

私語、他の授業の勉強、授業への回答以外で携帯を触る、他の学生へ迷惑が及ぶような場合、教員がそのように判断した場合は退出を求める場 

担当者の 

研究室等 
11 号館 6階 経営学部非常勤講師室 

備考 

提出課題等は、その都度、指示に従い回答、提出して下さい。それらの課題やレポートは評価の対象となります。 

授業内で、携帯や PC を使用し課題を提出して頂きます。デヴァイスは十分充電を行っておいて下さい。忘れたり、充電が切れた場合は、用紙で

の提出も可能なので、申し出てください。 
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科目名 心理学Ⅱ 科目名（英文） Psychology II 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 １年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 山本 雅代 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IHU1302a1 

 

授業概要・ 

目的 

心理学とは、我々が周囲のさまざまな環境とのかかわりの中で行う行動やその背景にある心を客観的に理解しようとする学問である。講義では人

間の心と行動に関して科学的に認められる傾向性や法則性について検討し、心理学における専門的基礎知識を学習することを目的とする。特に心

理学Ⅱでは、日常での問題を多く取り上げ現実社会における対人間、集団関係でおこる心理状況の理解を目指す。 

到達目標 
 １）心理学の知識を幅広く習得する（DP1）。２）社会と個人の関係を理解する。３）集団におけるコミュニケーションの特質を理解する。４）

状況に左右される人間の心理や意思決定について理解する。 

授業方法と 

留意点 

基本的に講義形式。より理解を深めるため必要に応じて VTR を使用する。 

簡単な心理学実験や自己分析などを行い、ディスカッション、課題の提出やレポートの提出を求める場合がある。 

講義資料はムードルに提示する。 

講義の中で、課題の回答や、意見を求める場合は、Moodle・Google forms・QR コードを用いる。 

回答を回収した上で、心理学の問題について解説する。携帯を忘れたり、充電が切れている場合は、紙での回答ができるので申し出て提出するこ

と。 

科目学習の 

効果（資格） 

教養としての心理学を学ぶ。 

人間の行動を科学的に理解することによって現実社会でおこる問題に適応的に行動できるようになる。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
心理学とは何か、社会・集団

の中の心理について 

授業の進め方、注意点について説明す

る。心理学、心理学研究についての考え

方について説明する。後期において取り

扱うトピックの概要説明。 

 

【初回授業の実施方法】 

授業は、オンライン（オンデマンド）で

実施。 

１回目は、Teams にアクセスし、その後、

ムードルの第１回目授業を閲覧するこ

と。 

【Teams コード】【ムードル登録キー】

は、シラバス下部に表記しています。 

事前：心理学はどのような学問かまとめておく（1

時間） 

事後：授業についてまとめノート作成する（1時間） 

2 知覚（１） 
人間理解につながる「見えのしくみ」に

ついて説明する。 

事前：関連文献等を紹介するのでよんでおくこと（1

時間） 

事後：授業についてまとめノート作成する（1時間） 

3 知覚（２） 
知覚の種類、特徴、見えに及ぼす社会的

影響について説明する。 

事前：関連文献等を紹介するのでよんでおくこと（1

時間） 

事後：授業についてまとめノート作成する（1時間） 

4 知覚（３） 
知覚と消費行動。見る行為と消費がどの

ようにつながっているのか、説明する。 

事前：実験について事前に紹介するので関連文献を

読んでおくこと（1時間） 

事後：授業についてまとめノート作成する 

実験についてまとめる（２時間） 

5 対人関係（１） 

人はどのように他者を認知し自分を呈

示していくものなのか、対人認知や印象

形成について説明する。 

事前：関連文献等を紹介するのでよんでおくこと（1

時間） 

事後：授業についてまとめノート作成する（1時間） 

6 対人関係（２） 

人はどのような事をきっかけに親しく

なっていくのか、実験によって科学的に

証明された「対人魅力」について説明す

る。 

事前：関連文献等を紹介するのでよんでおくこと（1

時間） 

事後：授業についてまとめノート作成する（1時間） 

7 対人関係（３） 
「対人魅力」について説明する。親しく

なっていく要因について更に解説する。 

事前：関連文献等を紹介するのでよんでおくこと（1

時間） 

事後：授業についてまとめノート作成する（1時間） 

8 対人関係（４） 

「対人魅力」の分野における、好きと愛

の行動パターンについての研究を紹介

する。自己の愛のタイプについて実際に

考えてみる。 

 

第８回より対面授業 

事前：関連文献等を紹介するのでよんでおくこと（1

時間） 

事後：授業についてまとめノート作成する（1時間） 

9 集団（１） 
「集団」についての心理学的視点・これ

までの研究を紹介する。 

事前：関連文献等を紹介するのでよんでおくこと（1

時間） 

事後：授業についてまとめノート作成する（1時間） 

10 集団（２） 「集団討議」について考えてみる。 

事前：関連文献等を紹介するのでよんでおくこと（1

時間） 

事後：授業についてまとめノート作成する（1時間） 

11 集団（３） 
集団のもつ持つ影響力として「同調」と

「服従」について説明する。 

事前：関連文献等を紹介するのでよんでおくこと（1

時間） 

事後：授業についてまとめノート作成する（1時間） 

12 集団（４） 
ジンバルド―が行った「監獄実験」につ

いて説明する。 

事前：うわさの実験について紹介するのでよんでお

くこと（1時間） 

事後：授業についてまとめノート作成する（1時間） 

13 集団（５） 

「情報伝搬」「うわさ」によるパニック

行動、うわさの分類、社会的機能、発生、

消滅のメカニズム等について、実際に世

界でおきた事件を例に説明する。 

事前：どのような援助が考えられるか考えておくこ

と（1時間） 

事後：授業についてまとめノート作成する（1時間） 

14 集団と援助行動 

集団の中に個人が埋没すると、援助行動

が行われない場合がある。援助行動が行

われない状況とはどのような状況か、意

事前：関連文献等を紹介するのでよんでおくこと（1

時間） 

事後：授業についてまとめノート作成する（1時間） 
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思決定はどのように行われるのか、実際

のニュースなどを例に説明する。援助行

動と対人ネットワークの重要性につい

て説明する。 

15 まとめ・確認テスト 授業全体のまとめ・確認テストを行う。 
事前：疑問点がどこにあるのか考えておく（1時間） 

事後：授業についてまとめノート作成する（1時間） 

 

関連科目 心理学Ⅰ 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

講義内で行う確認テストやレポート、課題提出等を総合的に評価する。 

【授業内で行う小テスト・確認テスト 50％  課題・レポート提出 50％】 

学生への 

メッセージ 

心理学は、みなさんが大学で初めて学ぶ学問の一つです。講義では、今まで想像していた心理学へのイメージとは違う印象を持たれることでしょ

う。 

心理学は科学であり、扱う研究対象は様々です。その中から、理解を深められるようできるだけ実例をあげて解説していきます。講義を通じ、自

己の行動を振り返り、取り巻く社会と自己を結びつけ、適応的に社会で生きていく手段について理解を深めて下さい。 

私語、他の授業の勉強、授業への回答以外で携帯を触る、他の学生へ迷惑が及ぶような場合、教員がそのように判断した場合は退出を求める場合

が 

担当者の 

研究室等 
11 号館 6階 経営学部非常勤講師室 

備考 

提出課題等は、その都度、指示に従い回答、提出して下さい。それらの課題やレポートは評価の対象となります。 

授業内で、携帯や PC を使用し課題を提出して頂きます。デヴァイスは十分充電を行っておいて下さい。忘れたり、充電が切れた場合は、用紙で

の提出も可能なので、申し出てください。 
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科目名 哲学Ⅰ 科目名（英文） Philosophy I 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 田中 俊 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IHU1303a1 

 

授業概要・ 

目的 

ある事柄が「科学的に正しい」と言われたら、私たちはつい、それが絶対的に正しいのだと思ってしまいがちです。ところがそれにもかかわらず、

私たちは日常生活の上では、「科学的に」正しいだけではなく、「将来的に」「倫理的に」「文脈的に」等々、様々な正しさの中で自分の行動を決定

しなければなりません。つまり私たちは、科学を唯一絶対の基準として生活することはできないのです。しかもその一方で、複数の基準は互いに

相容れないこともあります。そのため、人生においては正しいか間違っているのか、一概には言えない場面にぶつかることになります。こうした

割り切れない状況に向き合うために人間は「様々な見方同士がどのようにして関わり合っているのか」ということを考えてきました。この営みは

「哲学」と呼ばれています。本講義では、その哲学において登場する問題と考え方のいくつかを学びます。 

到達目標 
１．一つの物事には多様な見方が存在するということを学ぶ 

２．哲学の歴史と学説に関する基礎的な知識を学ぶ（DP1） 

授業方法と 

留意点 

配布資料を教科書として用いる。 

授業終わりにコメントを提出してもらい（方法は初回授業で指示する）、次回の授業冒頭でそれに対する応答を行う。 

科目学習の 

効果（資格） 
哲学的思考を用いて物事を立体的に理解することができるようになる。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 イントロダクション 講義の進め方や評価基準等を確認する 
予習：シラバスに目を通しておく 

復習：哲学について考える（30 分） 

2 なぜ「哲学」をするのか？ 古代ギリシアの考え方を学ぶ 

予習：主題となる人物と時代について調べておく

（30 分） 

復習：講義ノートを見直す（30 分） 

3 「知る」とは何か？ プラトンの考え方を学ぶ 

予習：主題となる人物と時代について調べておく

（30 分） 

復習：講義ノートを見直す（30 分） 

4 
「絶対に疑えないもの」は何

か？ 
デカルトの考え方を学ぶ 

予習：主題となる人物と時代について調べておく

（30 分） 

復習：講義ノートを見直す（30 分） 

5 
物事を「経験」するとはどう

いうことか？ 
ロックの考え方を学ぶ 

予習：主題となる人物と時代について調べておく

（30 分） 

復習：講義ノートを見直す（30 分） 

6 
世界は本当に「存在」するの

か？ 
バークリの考え方を学ぶ 

予習：主題となる人物と時代について調べておく

（30 分） 

復習：講義ノートを見直す（30 分） 

7 
実は「私」しか存在していな

いのではないか？ 
独我論を学ぶ 

予習：主題となる議論について調べておく（30 分） 

復習：講義ノートを見直す（30 分） 

8 
「理性」はどこまで考えられ

るのか？ 
カントの考え方を学ぶ 

予習：主題となる人物と時代について調べておく

（30 分） 

復習：講義ノートを見直す（30 分） 

9 「自由」とは何か？ 
近代哲学における自由概念の変遷を学

ぶ 

予習：主題となる人物と時代について調べておく

（30 分） 

復習：講義ノートを見直す（30 分） 

10 
存在しないものに「感情」を

抱くか？ 
フィクションについての考え方を学ぶ 

予習：主題となる人物と時代について調べておく

（30 分） 

復習：講義ノートを見直す（30 分） 

11 

どうすれば「人間の生きる世

界」を観察することができる

のか？ 

フッサールの考え方を学ぶ 

予習：主題となる人物と時代について調べておく

（30 分） 

復習：講義ノートを見直す（30 分） 

12 
「言葉」は「意味」を伝える

ためだけのものか？ 
サールの考え方を学ぶ 

予習：主題となる人物と時代について調べておく

（30 分） 

復習：講義ノートを見直す（30 分） 

13 
「他者」とはどういうもの

か？ 
レヴィナスの考え方を学ぶ 

予習：主題となる人物と時代について調べておく

（30 分） 

復習：講義ノートを見直す（30 分） 

14 
「客観性」とはどのようなこ

とか？ 
正しさの多様性について考える 

予習：主題となる議論について調べておく（30 分） 

復習：講義ノートを見直す（30 分） 

15 まとめ 
講義全体を振り返り、哲学の意義を考え

る 
予習・復習：講義ノートを見直す（計 1時間） 

 

関連科目  

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 

観念論ってなに？ オックスフォードより愛をこめ

て 
冨田恭彦 講談社現代新書 

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
授業内課題８０％、毎回の授業コメント２０％の割合で評価する。 
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学生への 

メッセージ 

一見して奇妙に見える意見も、必ず発言者なりの見方や考え方に基づいています。これは親しい友人でもはるか昔の哲学者でも同じことことです。

見慣れない考え方に粘り強く接することによって、人生の可能性（生きている間にできること）が広がります。 

担当者の 

研究室等 
7 号館 2階 非常勤講師室 

備考 講義に関する質問等は授業前後に教室で対応する。 
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科目名 哲学Ⅱ 科目名（英文） Philosophy II 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 濱 良祐 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IHU1304a1 

 

授業概要・ 

目的 

「哲学」と聞くとひどく難しい学問であると感じられるかもしれないし、ひとによっては役に立たない、自分には関係ない、と思うかもしれない。

しかし、私たち人間は人生において誰もが必ず「私とは何か」，「他者とは何か」，「幸せとは何か」など，人間存在・人間関係に根本的に関わる難

問に出会うことになる。 

 

この授業は，そうした人生における難問に自ら向き合えるようになるための準備である。そのためにこの授業では古今の哲学思想をもとにして人

間存在や社会に関わる諸問題に取り組み，さらに現代という時代を生きる私たち自身のあり方について考察していく。 

到達目標 

（１）哲学に関する基礎的な知識を習得すること。（DP1） 

（２）人間存在や現代社会の問題に対する哲学的な洞察力と、主体的な思考力を身につけること。 

（３）自らの思考を適切に伝えるための論理的表現力を高めること。 

授業方法と 

留意点 

講義形式 

教科書の内容を中心に授業を行う。加えて、授業時に講義内容に関するプリントを配布する。教科書は遅くとも３回目の講義までには入手するこ

と。その他の参考文献などは必要に応じて授業中に適宜紹介する。 

 

受講者には、授業で紹介される哲学思想を単に学習するだけではなく、それらについて自らで思考し、批判的に吟味するように求めたい。授業内

では口頭説明や板書を自分の判断でノート等に書き残し、授業後にまとめなおしておくこと。授業内容について調べたり、他の受講者とディスカ

ッションなどを行うことを推奨する。不明な点があれば、授業前後に担当教員に積極的に質問すること。 

 

病気などやむをえない事情で欠席した場合には、その回の資料を入手し、目を通しておくこと。 

 

授業の理解度を試す小レポートを数回実施する。小レポートと期末レポートの提出は Moodle 上で行ってもらう。 

 

問い合わせ、質問等には授業前後の時間、E-mail および Teams で対応することができる。 

科目学習の 

効果（資格） 
現代社会の一員として主体的に生きるための、思考力と幅広い見識と教養を身につけることができる。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
オリエンテーションとイン

トロダクション 

授業の進め方、ねらいについて説明す

る。「哲学」することの意義について考

察する。 

〈復習〉ノート・資料の整理。授業内容についての

調査。他の受講者とのディスカッション。（１時間

程度） 

2 経験の貧困 
教科書の序章をもとに、現代社会におけ

る「経験の貧困」について考察する。 

〈予習〉ノート・資料の読み直し。（１時間程度）〈復

習〉授業後のノート・資料の整理。授業内容につい

ての調査。他の受講者とのディスカッション。（１

時間程度） 

3 象徴の貧困 
教科書の序章をもとに、現代社会におけ

る「象徴の貧困」について考察する。 

〈予習〉ノート・資料の読み直し。（１時間程度）〈復

習〉授業後のノート・資料の整理。授業内容につい

ての調査。他の受講者とのディスカッション。（１

時間程度） 

4 教育の貧困 
教科書の第４章をもとに、現代社会にお

ける「教育の貧困」について考察する。 

〈予習〉ノート・資料の読み直し。（１時間程度）〈復

習〉授業後のノート・資料の整理。授業内容につい

ての調査。他の受講者とのディスカッション。（１

時間程度） 

5 大衆とは何か 
教科書の第４章をもとに、現代社会にお

ける「大衆」とは何かについて考察する。 

〈予習〉ノート・資料の読み直し。（１時間程度）〈復

習〉授業後のノート・資料の整理。授業内容につい

ての調査。他の受講者とのディスカッション。（１

時間程度） 

6 ポピュリズムとは何か 
教科書の第５章をもとに、現代社会にお

ける「ポピュリズム」について考察する。 

〈予習〉ノート・資料の読み直し。（１時間程度）〈復

習〉授業後のノート・資料の整理。授業内容につい

ての調査。他の受講者とのディスカッション。（１

時間程度） 

7 現代民主主義とルソー 

教科書の第５章をもとに、現代社会にお

ける現代民主主義のあり方とルソーの

思想の意義について考察する。 

〈予習〉ノート・資料の読み直し。（１時間程度）〈復

習〉授業後のノート・資料の整理。授業内容につい

ての調査。他の受講者とのディスカッション。（１

時間程度） 

8 現代のテクノロジーと政治 

教科書の第５章をもとに、現代社会にお

けるテクノロジーと政治の関係につい

て考察する。 

〈予習〉ノート・資料の読み直し。（１時間程度）〈復

習〉授業後のノート・資料の整理。授業内容につい

ての調査。他の受講者とのディスカッション。（１

時間程度） 

9 
現代的な欲求のあり方につ

いて 

教科書の第１章をもとに、現代社会にお

ける欲求のあり方について考察する。 

〈予習〉ノート・資料の読み直し。（１時間程度）〈復

習〉授業後のノート・資料の整理。授業内容につい

ての調査。他の受講者とのディスカッション。（１

時間程度） 

10 
現代的な性愛のあり方につ

いて 

教科書の第７章をもとに、現代社会にお

ける性愛のあり方について考察する。 

〈予習〉ノート・資料の読み直し。（１時間程度）〈復

習〉授業後のノート・資料の整理。授業内容につい

ての調査。他の受講者とのディスカッション。（１

時間程度） 

11 マクルーハンのメディア論 
教科書の第３章をもとに、マクルーハン

のメディア論について考察する。 

〈予習〉ノート・資料の読み直し。（１時間程度）〈復

習〉授業後のノート・資料の整理。授業内容につい

ての調査。他の受講者とのディスカッション。（１

時間程度） 

12 現代メディア論 

教科書の第３章をもとに、現代社会にお

けるメディアと人間のあり方について

考察する。 

〈予習〉ノート・資料の読み直し。（１時間程度）〈復

習〉授業後のノート・資料の整理。授業内容につい

ての調査。他の受講者とのディスカッション。（１

時間程度） 
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13 
人間の野蛮化と部族化につ

いて 

教科書の第３章をもとに、現代社会にお

ける人間の「野蛮化」と「部族化」につ

いて考察する。 

〈予習〉ノート・資料の読み直し。（１時間程度）〈復

習〉授業後のノート・資料の整理。授業内容につい

ての調査。他の受講者とのディスカッション。（１

時間程度） 

14 
未来の世界と自己のあり方

について 

教科書の第３章をもとに、未来の世界と

そこでの自己のあり方について考察す

る。 

〈予習〉ノート・資料の読み直し。（１時間程度）〈復

習〉授業後のノート・資料の整理。授業内容につい

ての調査。他の受講者とのディスカッション。（１

時間程度） 

15 総括と展望 

これまでの学習内容を概観し、その成果

を確認すると同時に残された課題につ

いての展望を示唆する。 

〈予習〉ノート・資料の読み直し。（１時間程度）〈復

習〉授業後のノート・資料の整理。授業内容につい

ての調査。他の受講者とのディスカッション。（１

時間程度） 

 

関連科目 哲学 I、社会学、社会と人権 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 曲がり角の向こう-現代社会への問いかけ 庭田茂吉ほか編 萌書房 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
授業内での小レポート等を４０％、期末レポートを６０％として、総合的に評価する。 

学生への 

メッセージ 

授業前に教科書の指定された箇所を読んでおくこと。 

 

提出物は期限内に出すこと。特別な事情があって遅れる場合はその旨を連絡すること。 

担当者の 

研究室等 
7 号館 2階 非常勤講師室 

備考 

質問・相談等には、授業前後の時間、学内メールおよび Teams で対応することができる。 

 

授業外学習は授業期間全体で 60 時間程度と定められている。内訳は以下の通り。 

 ・ノート等の整理、配布資料の読み直し（毎回１時間程度。計１５時間） 

 ・授業内容についての調査、受講者同士のディスカッション（毎回１時間程度。計１５時間） 

 ・小レポート、期末レポートの準備・作成（計３０時間） 
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科目名 日本の歴史 科目名（英文） History of Japan 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 １年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 山本 康司 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IHU1306a1 

 

授業概要・ 

目的 

歴史学とは、過去の諸事象を研究する学問である。物事を長期的な視野からみるという姿勢を持つことや、現在とは異なる政治・社会・文化等を

知ることは、現代社会を見つめ直す際に重要な手段となる。 

そのなかで、本授業では、日本の歴史の基本的な流れを理解することを目的とする。 

古代から近現代まで、毎回テーマを設定し、講義を行う。 

随時、最新の研究成果を紹介するとともに、歴史学の手法や考え方についても紹介する。 

到達目標 本授業を通じて日本の歴史に関する正しい知識を得るとともに、歴史学的な考え方について理解するようになることを目標とする（DP１）。 

授業方法と 

留意点 
授業ごとにプリントを配付する。 

科目学習の 

効果（資格） 
 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 オリエンテーション 
本授業の進め方や評価方法、歴史学を学

ぶ意義について説明します。 
シラバスを一読してくること（所要時間２０分）。 

2 古代１：古代国家の形成 
農耕社会の成立から、ヤマト政権の誕

生、律令国家の形成までを学びます。 

予習：高校教科書の該当する記述を一読しておくこ

と（所要時間６０分）。 

復習：レジュメやノートで授業を振り返っておくこ

と（所要時間６０分）。 

3 古代 2：摂関政治から院政へ 

摂関政治や院政について学びます。ま

た、仏教や新たな文化の発達についても

説明します。 

予習：高校教科書の該当する記述を一読しておくこ

と（所要時間６０分）。 

復習：レジュメやノートで授業を振り返っておくこ

と（所要時間６０分）。 

4 古代３：武士の登場 
武士の誕生と貴族社会の関係について

学びます。 

予習：高校教科書の該当する記述を一読しておくこ

と（所要時間６０分）。 

復習：レジュメやノートで授業を振り返っておくこ

と（所要時間６０分）。 

5 
中世１：武家政権の成立と展

開 

武家政権である平氏政権や鎌倉幕府に

ついて学びます。特に、鎌倉幕府の成立

過程について説明を加えます。 

予習：高校教科書の該当する記述を一読しておくこ

と（所要時間６０分）。 

復習：レジュメやノートで授業を振り返っておくこ

と（所要時間６０分）。 

6 
中世２：元寇から南北朝内乱

へ 

鎌倉幕府の制度や承久の乱、元寇につい

て学び、鎌倉幕府滅亡の要因について考

えます。 

予習：高校教科書の該当する記述を一読しておくこ

と（所要時間６０分）。 

復習：レジュメやノートで授業を振り返っておくこ

と（所要時間６０分）。 

7 
中世３：室町幕府の成立と展

開 

室町幕府の成立や、南北朝の動乱につい

て学びます。 

予習：高校教科書の該当する記述を一読しておくこ

と（所要時間６０分）。 

復習：レジュメやノートで授業を振り返っておくこ

と（所要時間６０分）。 

8 中世４：戦国時代へ 
戦国大名の登場から天下統一までの動

向を学びます。 

予習：高校教科書の該当する記述を一読しておくこ

と（所要時間６０分）。 

復習：レジュメやノートで授業を振り返っておくこ

と（所要時間６０分）。 

9 
近世１：江戸幕府の成立と展

開 

江戸幕府の成立過程や制度、対外政策に

ついて学びます。 

予習：高校教科書の該当する記述を一読しておくこ

と（所要時間６０分）。 

復習：レジュメやノートで授業を振り返っておくこ

と（所要時間６０分）。 

10 近世２：江戸幕府の動揺 

幕藩体制や江戸幕府の諸政策・改革につ

いて学びます。また、江戸時代の村につ

いても説明をします。 

予習：高校教科書の該当する記述を一読しておくこ

と（所要時間６０分）。 

復習：レジュメやノートで授業を振り返っておくこ

と（所要時間６０分）。 

11 近世３：江戸幕府の終焉 
倒幕運動の広まりや、江戸幕府の対外政

策・開港について学びます。 

予習：高校教科書の該当する記述を一読しておくこ

と（所要時間６０分）。 

復習：レジュメやノートで授業を振り返っておくこ

と（所要時間６０分）。 

12 
近現代１：明治政府の成立と

近代国家への歩み 

明治政府の諸政策を学び、近代国家への

歩みについて考えます。 

予習：高校教科書の該当する記述を一読しておくこ

と（所要時間６０分）。 

復習：レジュメやノートで授業を振り返っておくこ

と（所要時間６０分）。 

13 
近現代２：日清・日露戦争と

日本 

日清・日露戦争や国際関係、当時の日本

政治について学びます。 

予習：高校教科書の該当する記述を一読しておくこ

と（所要時間６０分）。 

復習：レジュメやノートで授業を振り返っておくこ

と（所要時間６０分）。 

14 近現代３：第二次世界大戦 
第二次世界大戦と日本の関わりについ

て学びます。 

予習：高校教科書の該当する記述を一読しておくこ

と（所要時間６０分）。 

復習：レジュメやノートで授業を振り返っておくこ

と（所要時間６０分）。 

15 
近現代４：戦後日本と現代社

会 

敗戦後の復興と現代社会への繋がりに

ついて学びます。 

予習：高校教科書の該当する記述を一読しておくこ

と（所要時間６０分）。 

復習：レジュメやノートで授業を振り返っておくこ

と（所要時間６０分）。 

 

関連科目  

教科書  



摂南大学シラバス 2024 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

授業ごとのコメントペーパー 30％ 

期末試験 70％ 

 

コメントペーパーでは、授業の内容を理解しているかを評価する。 

期末試験では、授業全体を通じて日本の歴史の流れを理解したかを評価する。 

学生への 

メッセージ 

積極的に学ぶ意欲を持つ学生の受講を希望します。 

わからないことがあれば、放置せず、自分で調べたり、質問をする癖をつけましょう。 

担当者の 

研究室等 
7 号館 2階 非常勤講師室 

備考 質問等は出講時に非常勤講師室にて対応する。 



摂南大学シラバス 2024 

科目名 世界の歴史 科目名（英文） History of the World 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 １年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 村上 司樹 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IHU1307a1 

 

授業概要・ 

目的 

講義するのは、都市から見た世界史（特に中国史とヨーロッパ史）です。なお歴史（の学び）とは、年代や事件の、単なる暗記ではありません（も

ちろん知識は、ないより、あった方がいいですが）。本質的には、昔を知ることで、今を知る。つまり異文化理解です（異文化理解≒自文化理解）。

大学は、知性や教養を磨くには、このうえなくすばらしい場。ただ、それも自分しだい。せっかく受講するのなら、単位以上の何かを手に入れて

ほしいと思います。 

到達目標 
都市という視点から世界史（特に中国とヨーロッパの歴史）の概要を説明できるようになる。歴史的視野をもって、現在を見たり、未来を考えた

りできるようになる。具体的・論理的な考え方、語り方を身に着ける。偏見から脱け出す。(DP1) 

授業方法と 

留意点 

教科書は使わない。プリントを配布し、パワーポイントを使って講義する。単位を取る方法は２つ。第１は、こつこつ授業に出てノートを取り（プ

リントにメモして）、毎回のレスポンス・ペーパーで点数を稼ぐ方法。第２は、一発勝負の、レポートにすべてを賭ける方法。（この授業では出席

を取らないから）第２の方法にも可能性はある、が、全 15 回の授業内容に匹敵するレポートの材料を集めるには、それなりの本を何冊も、自分

で読まなければならない（なお、ネットからのコピペは、やめたほうがいい。大学教員にはすぐに見抜かれるし、カンニング扱いで得点は０点、

下手すれば学期の全単位剥奪… 危険きわまりない）。つまらない結論だが、第１の方法が、もっとも簡単かつ安全だろう。王道とは、そんなもの

である。急がば回れ。Festina lente（ゆっくり急げ）。 

科目学習の 

効果（資格） 

都市という視点から世界史（特に中国とヨーロッパの歴史）の概要を説明できるようになる。歴史的視野をもって、現在を見たり、未来を考えた

りできるようになる。具体的・論理的な考え方、語り方を身に着ける。偏見から脱け出せる。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 歴史を学ぶにあたって 

歴史は異文化理解／ 手で食べる文化は

劣っている？／ 知らないうちは否定か

ら入るな 

プリントの読み返しと先読み（1時間）／ レスポン

ス・ペーパー（1時間） 

2 歴史を学ぶにあたって 

なぜ昔は恋愛結婚がめずらしかったの

か？／ 乳幼児のおよそ半分が死んでし

まう／ 戦争と出産は命がけの仕事 

プリントの読み返しと先読み（1時間）／ レスポン

ス・ペーパー（1時間） 

3 歴史を学ぶにあたって 
政略結婚にも親心／ 就活や通勤がない

世界／ 家は職場、家族はチーム 

プリントの読み返しと先読み（1時間）／ レスポン

ス・ペーパー（1時間） 

4 歴史を学ぶにあたって 

結婚は仕事／ 恋愛結婚させるのは「言

語道断、残忍な親」／ Love is blind 

（恋は盲目） 

プリントの読み返しと先読み（1時間）／ レスポン

ス・ペーパー（1時間） 

5 歴史を学ぶにあたって 

「長靴をはいた猫」は結婚できない男の

夢／ 男尊女卑になる社会構造／ それ

でも、勝ち負けはっきりした結婚（また

は人生）などない 

プリントの読み返しと先読み（1時間）／ レスポン

ス・ペーパー（1時間） 

6 都市を窓に世界史を見る 

日本史（１国の歴史）だけでも大変なの

に／ 都市という視点／ 人間社会が集

約される場所 

プリントの読み返しと先読み（1時間）／ レスポン

ス・ペーパー（1時間） 

7 都市を窓に世界史を見る 

世界史の流れが分かる場所／ 歴史らし

い歴史の始まり／ 文明は都市と共にあ

る 

プリントの読み返しと先読み／ レスポンス・ペー

パー 

8 都市を窓に世界史を見る 

ヒト（人類）はどうやって動物的生活か

ら脱け出したか／ 農業革命そして都市

革命／ ヒトの偉さと醜さが集約される

場所 

プリントの読み返しと先読み（1時間）／ レスポン

ス・ペーパー（1時間）／ レポート準備（1時間） 

9 都市を窓に中国史を見る 

中国の歴史は政治的な都市を軸として

展開／ 「中国」の原義は「中心の都市」

／ 領域国家の大統合（天下統一） 

プリントの読み返しと先読み（1時間）／ レスポン

ス・ペーパー（1時間）／ レポート準備（1時間） 

10 都市を窓に中国史を見る 

多文化・多民族を統べる巨大国家、中国

の歴史が本格的にスタート／ 都市は大

帝国の行政拠点／ 都市も大帝国の統治

方針と共に変わる 

プリントの読み返しと先読み（1時間）／ レスポン

ス・ペーパー（1時間）／ レポート準備（1時間） 

11 都市を窓に中国史を見る 

巨大インフラ大運河と中国都市の変容

／ ナイトライフ、ファストフード、エ

ンターテインメント産業／ それでも、

何よりまず行政拠点であった 

プリントの読み返しと先読み（1時間）／ レスポン

ス・ペーパー（1時間）／ レポート準備（1時間） 

12 都市を窓に中国史を見る 

中国全体で見れば農村的な社会が続い

た／ 西洋との関係、日本との違い／ 始

まった本格的な都市化 

プリントの読み返しと先読み（1時間）／ レスポン

ス・ペーパー（1時間）／ レポート準備（1時間） 

13 
都市を窓にヨーロッパ史を

見る 

ヨーロッパの歴史は小さな都市を軸と

して展開／ 決して豊かとは言えない自

然／ ユーラシアの辺境と言う位置 

プリントの読み返しと先読み（1時間）／ レスポン

ス・ペーパー（1時間） 

14 
都市を窓にヨーロッパ史を

見る 

農業経済と宗教組織がヨーロッパ都市

を育てた／ 政治的分裂が都市の自治を

育てた／ ヨーロッパ都市が大きくなっ

たのは近代 

プリントの読み返しと先読み／ レスポンス・ペー

パー 

15 
都市を窓にヨーロッパ史を

見る 

近代への反省が現代の出発点／ ヨーロ

ッパで見られる小さな都市への回帰の

試み／ 手がかりは、ヒューマンスケー

ルのコンパクトさ、住民自身による都市

コントロールの可能性 

プリントの読み返し（1時間）／ レスポンス・ペー

パー（1時間） 

 

関連科目  

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 1    

2    



摂南大学シラバス 2024 

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

レスポンス・ペーパー（50％）、レポート（50％）。レポートは授業内容から出題（だから、授業のプリントとノートがあれば書ける問題で、あら

ためて文献を読む必要はない）。授業に出ているだけでは１点も付けない（出席点はない）が、やる気がある人には最大限チャンスを与える（こ

の点は、これまでの受講生にも定評がある）。 

学生への 

メッセージ 
 

担当者の 

研究室等 
7 号館 2階 非常勤講師室 

備考  



摂南大学シラバス 2024 

科目名 地誌学 科目名（英文） Regional Geography 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 １年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 渡邉 英明 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IHU1308a1 

 

授業概要・ 

目的 

地誌学は，地域を構成する諸要素を体系的に捉え，その特色を解明しようとする分野である。本講義では，世界各地における自然環境と人間生活

との関わりを通して，地域の特色を学習する。 

到達目標 
地誌学の基本的な考え方について，具体的な事例を通して理解できるようになる（DP1）。 

さまざまな地域における固有の人間生活とその重要性を理解し，自らが生きる社会について相対的に捉える視点を身につける。 

授業方法と 

留意点 
教科書を用いて講義形式で進める。 

科目学習の 

効果（資格） 
中学校社会教員免許 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 ガイダンス 小中高の地理と大学の地誌学 講義ノートを復習しておくこと（事後学習 3時間） 

2 熱帯気候と住民生活（1） 熱帯雨林の変化 
教科書の該当ページを読み、講義ノートを復習する

こと（事前学習 1.5 時間、事後学習 1.5 時間） 

3 熱帯気候と住民生活（2） タンザニアのコーヒー生産 
教科書の該当ページを読み、講義ノートを復習する

こと（事前学習 1.5 時間、事後学習 1.5 時間） 

4 熱帯気候と住民生活（3） 熱帯雨林の狩猟採集民 
教科書の該当ページを読み、講義ノートを復習する

こと（事前学習 1.5 時間、事後学習 1.5 時間） 

5 熱帯気候と住民生活（4） 発展途上国の都市問題 
教科書の該当ページを読み、講義ノートを復習する

こと（事前学習 1.5 時間、事後学習 1.5 時間） 

6 
乾燥・半乾燥気候と住民生活

（1） 
季節河川と地域住民 

教科書の該当ページを読み、講義ノートを復習する

こと（事前学習 1.5 時間、事後学習 1.5 時間） 

7 
乾燥・半乾燥気候と住民生活

（2） 
乾燥地帯で生きる人々（1） 

教科書の該当ページを読み、講義ノートを復習する

こと（事前学習 1.5 時間、事後学習 1.5 時間） 

8 
乾燥・半乾燥気候と住民生活

（3） 
乾燥地帯で生きる人々（2） 

教科書の該当ページを読み、講義ノートを復習する

こと（事前学習 1.5 時間、事後学習 1.5 時間） 

9 
寒帯・冷帯気候と住民生活

（1） 
冷涼地域の農業 

教科書の該当ページを読み、講義ノートを復習する

こと（事前学習 1.5 時間、事後学習 1.5 時間） 

10 
寒帯・冷帯気候と住民生活

（2） 
極北の狩猟民・イヌイット 

教科書の該当ページを読み、講義ノートを復習する

こと（事前学習 1.5 時間、事後学習 1.5 時間） 

11 
寒帯・冷帯気候と住民生活

（3） 
山岳地帯の牧畜 

教科書の該当ページを読み、講義ノートを復習する

こと（事前学習 1.5 時間、事後学習 1.5 時間） 

12 温帯気候と住民生活（1） ヨーロッパの自然と住民生活 
教科書の該当ページを読み、講義ノートを復習する

こと（事前学習 1.5 時間、事後学習 1.5 時間） 

13 温帯気候と住民生活（2） 先進国の都市問題 
教科書の該当ページを読み、講義ノートを復習する

こと（事前学習 1.5 時間、事後学習 1.5 時間） 

14 温帯気候と住民生活（3） 日本の自然と住民生活 
教科書の該当ページを読み、講義ノートを復習する

こと（事前学習 1.5 時間、事後学習 1.5 時間） 

15 まとめ 総括と期末試験の説明 
教科書の該当ページを読み、講義ノートを復習する

こと（事前学習 3時間） 

 

関連科目 人文地理学，自然地理学 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 

世界がわかる地理学入門：気候・地形・動植物と人

間生活 
水野一晴 筑摩書房 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 

1 イヌイット：「極北の狩猟民」のいま 岸上伸啓 中央公論新社 

2 
おいしいコーヒーの経済論：「キリマンジャロ」の苦

い現実＜増補版＞ 
辻村英之 太田出版 

3 アンデス自然学 水野一晴編 古今書院 

 

評価方法 

（基準） 

期末試験 60%，授業内課題 30%，中間試験 10% 

授業内課題は，各回の授業内容に関する穴埋め問題等である。また，中間試験は授業内で実施し，論述形式で出題する。授業内で実施する中間試

験については，翌週以降の授業で解説を行う。 

学生への 

メッセージ 

高校で地理を履修していない人も問題なく受講できます。授業内容を正しく理解するため，毎回きちんと出席し，ノートを取りながら集中して受

講してください。また，簡単な質問等は授業内課題の余白部分に記入してください。翌週の授業内で回答します。 

担当者の 

研究室等 
7 号館 2階 非常勤講師室 

備考  



摂南大学シラバス 2024 

科目名 人文地理学 科目名（英文） Human Geography 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 小林 基 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IHU1309a1 

 

授業概要・ 

目的 

 この授業では人文地理学という学問分野の基礎知識について学びます。 

 

 人文地理学は、空間・地域・環境といった視点から、私たち人類が住む世界の成り立ちを理解し、説明しようとする学問です。様々な学問分野

の間の境界領域に位置し、研究対象も方法も多岐にわたっているという特徴を持ちます。 

 

 本講義では、こうした人文地理学の基本的な見方、考え方を身につけることを目的とします。 

到達目標 

・人文地理学の基本となる考え方について説明できること。 

 

・特定の問題について人文地理学的な視点から捉えることができること。 

授業方法と 

留意点 

・主に ①人文地理学がカバーする諸領域、②現代社会を理解するうえで重要と考えられる理論・学説、③人文地理学の歴史と現代的諸課題につ

いて講義します。 

 

・学生の皆さんには、理解度を問うための授業内小課題（理解度チェックなど）と期末レポートに取り組んでもらいます。授業内課題ではディス

カッションや自分なりの意見を発表してもらう場合もあります。 

科目学習の 

効果（資格） 

 担当教員は、人文地理学を学ぶことに以下のような利点があると考えています。少し難しいですが、授業を最後まで受講することで理解できる

でしょう。 

 

 （１）一つの見方や方法論に縛られない複眼的思考が身につく。 

 

 （２）さまざまな事象が地域・場所によって異なることを理解し、比較する視点を持つことができる。 

 

 （３）個人、地域社会、都市、国家、世界とスケールを変えて物事をみることができる。 

 

 （４）距離や空間の広がり／狭まりが社会にどんな影響を及ぼすか考えることができる。 

 

 （５）人と 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
人文地理学とはどのような

学問か？ 

この授業の概要を理解し、人文地理学と

いう分野の範囲と見方の特徴について

学びます。 

授業後に講義資料やノートを見直し、内容について

復習すること（2時間）。 

2 地図の発達史 
地図の歴史、地図の製作・利用等につい

て学びます。 

授業後に講義資料やノートを見直し、内容について

復習すること（2時間）。 

3 自然環境と人類 
自然環境と人類との関係を捉える視点

について学びます。 

授業後に講義資料やノートを見直し、内容について

復習すること（2時間）。 

4 人口動態を捉える 
人口の増減や人口移動のメカニズムに

ついて学びます。 

授業後に講義資料やノートを見直し、内容について

復習すること（2時間）。 

5 家族形態の地域的多様性 
家族が地域的に多様であり、歴史的にも

変動してきたことを学びます。 

授業後に講義資料やノートを見直し、内容について

復習すること（2時間）。 

6 都市空間の発達と構造 
都市の発達と構造をとらえる視点につ

いて学びます。 

授業後に講義資料やノートを見直し、内容について

復習すること（2時間）。 

7 産業からみた都市の変遷 
産業の変化に伴い、都市がどのように変

遷してきたかを学びます。 

授業後に講義資料やノートを見直し、内容について

復習すること（2時間）。 

8 人口減少と日本の地域課題 
人口減少、経済停滞期において日本の諸

地域が抱える問題について学びます。 

授業後に講義資料やノートを見直し、内容について

復習すること（2時間）。 

9 日本の農村と社会 
日本の農村とその社会について学びま

す。 

授業後に講義資料やノートを見直し、内容について

復習すること（2時間）。 

10 農と食をめぐる諸問題 
世界の農業および食料供給の多様性と

課題について学びます。 

授業後に講義資料やノートを見直し、内容について

復習すること（2時間）。 

11 
グローバルサプライチェー

ン 

グローバルサプライチェーンの発展と

その背景、リスク等について理解しま

す。 

授業後に講義資料やノートを見直し、内容について

復習すること（2時間）。 

12 ツーリズムの発展と課題 

地域・空間の視点から観光を捉えるため

の方法やその成果と課題について学び

ます。 

授業後に講義資料やノートを見直し、内容について

復習すること（2時間）。 

13 これからのツーリズム 
パンデミックを経た後の今後のツーリ

ズムの在り方について考えます。 

授業後に講義資料やノートを見直し、内容について

復習すること（2時間）。 

14 感染症と地理学 
感染症についての地理学的な知見につ

いて学びます。 

授業後に講義資料やノートを見直し、内容について

復習すること（2時間）。 

15 
これからの社会と地理学：総

括 

授業の総括と、今後の社会を考えるうえ

で必要な視点について考えます。 

授業後に講義資料やノートを見直し、内容について

復習すること（2時間）。 

 

関連科目  

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 1 現代人文地理学 佐藤廉也・宮澤仁編 放送大学教育振興会 

2    



摂南大学シラバス 2024 

3    

 

評価方法 

（基準） 
レポート 70%、授業内の小課題 30% 

学生への 

メッセージ 

 大学の地理学は、以下の点で高校までの地理とはまったく違います。 

 

  （１）扱うテーマが多岐に及ぶこと。さらに他分野との相互交流があること。 

 

  （２）試験のための勉強ではなく、自分の関心事について探索したり、深めるための学問であること。 

 

 この授業をみなさん自身の学びのために活用してもらえることを切に願います。 

担当者の 

研究室等 

寝屋川キャンパス 7号館５階小林研究室。 

 

※用事がある場合は、かならず先にメールで用件を伝えてください（hajime.kobayashi@setsunan.ac.jp）。 

備考 
 提出物へのコメントや質問への回答などのフィードバックは、基本的に授業時間内に行う。それが困難な場合には休み時間や教員オフィスアワ

ー等に、教員の研究室、またはメール等にて行う。 



摂南大学シラバス 2024 

科目名 文学から学ぶ 科目名（英文） Literature 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 古矢 篤史 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IHU1310a1 

 

授業概要・ 

目的 

 日本の近現代（明治時代から現代まで）の文学作品を講読し、日本文学の基本的な教養を身につけることを目的とする。単に作品を鑑賞するだ

けでなく、一つのテーマに基づいて体系的に文学の流れを辿り、読解・批評する力を養うことを大事にしたい。 

 

 本年度は、「私小説（わたくし・しょうせつ）」をテーマとする。近代に「私」を語ることを主眼とした小説群が誕生して以降、「私小説」は現

代に至るまで日本文学の主要なジャンルとして成立し続けている。多様な「私小説」の諸相を辿りながら、履修者自身の「私」を見つめ直す機会

にできればと考えている。 

 

 授業は「文学を読んでいない」「活字を読むのが苦手」の人も楽しめるよう、映像や漫画などを用いながら分かりやすく進めていく。この授業

をきっかけに、本を読む習慣を身につけてほしい。 

到達目標 

①文学作品を読解する力を身につける 

②日本文学の特徴や歴史について理解する 

③文学作品を通じて自身の所属する「日本」を捉えなおす観点を養う 

（DP1) 

授業方法と 

留意点 

 講義を中心に行う。小説を読むことが中心となるが、映画化作品を鑑賞することもある。教材はプリントで配布する。 

 

 授業語、授業内容についてのコメントを記載してもらう。次回授業時に、コメントの内容を共有し、教員からフィードバックを行う。教員が一

方的に話すのではなく、履修者との対話的な授業を心がけたい。 

 

 授業計画は、履修者の関心や理解度に応じて、柔軟に変更しながら進める。 

科目学習の 

効果（資格） 
 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 オリエンテーション 
本講義の概要、目標、評価方法について

説明する 

配布プリントの確認 

興味を持った作品を読む 

2 リアリズムの形成 

日本の近代においてリアリズムがどの

ように成立したかを学修する 

 

坪内逍遥「小説神髄」、二葉亭四迷「浮

雲」、森鴎外「舞姫」、島崎藤村「破戒」

などの作品を解説する 

配布プリントの確認 

興味を持った作品を読む 

3 私小説の起源（１） 田山花袋「蒲団」を読む 
配布プリントの確認 

興味を持った作品を読む 

4 私小説の起源（２） 
近松秋江「別れたる妻に送る手紙」を読

む 

配布プリントの確認 

興味を持った作品を読む 

5 私小説の起源（３） 葛西善蔵「子をつれて」を読む 
配布プリントの確認 

興味を持った作品を読む 

6 私小説の流行（１） 徳田秋声「黴」を読む 
配布プリントの確認 

興味を持った作品を読む 

7 私小説の流行（２） 志賀直哉「城之崎にて」を読む 
配布プリントの確認 

興味を持った作品を読む 

8 私小説の流行（３） 
『奇跡』同人の作品、芥川龍之介、谷崎

潤一郎の作品などを読む 

配布プリントの確認 

興味を持った作品を読む 

9 私小説批判（１） 横光利一「春は馬車に乗つて」を読む 
配布プリントの確認 

興味を持った作品を読む 

10 私小説批判（２） 川端康成「伊豆の踊子」を読む 
配布プリントの確認 

興味を持った作品を読む 

11 私小説批判（３） 梶井基次郎「檸檬」を読む 
配布プリントの確認 

興味を持った作品を読む 

12 戦後の私小説（１） 三島由紀夫「仮面の告白」を読む 
配布プリントの確認 

興味を持った作品を読む 

13 戦後の私小説（２） 
安岡章太郎「陰気な愉しみ」など（第三

の新人）を読む 

配布プリントの確認 

興味を持った作品を読む 

14 戦後の私小説（３） 

現代までの私小説について概括する 

 

また、この回で試験の案内をする 

配布プリントの確認 

興味を持った作品を読む 

15 総括・試験（レポート） 試験（レポート）を実施する これまでの授業の振り返り 

 

関連科目  

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 履修者が多数の場合（80 人以上を目安とする） 



摂南大学シラバス 2024 

（基準）   試験９０％ 

  平常点（コメントシートの内容）１０％ 

 

上記以外の場合 

  平常点（コメントシートの内容）60% 

  レポート 40% 

学生への 

メッセージ 
 

担当者の 

研究室等 
古矢研究室（7号館 4階） 

備考 
提出されたコメントに対するフィードバックは、次の授業内で行う。 

事前事後学習時間は 60 時間（事前 2時間、事後 2時間）を目安とする。 



摂南大学シラバス 2024 

科目名 社会学Ⅰ 科目名（英文） Sociology I 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 １年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 小池 高史 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IHU1311a1 

 

授業概要・ 

目的 

私たちの生きる社会は、どのような仕組みで動いているのか。社会にはどのような問題があり、それはなぜ生じているのか。本講義では、さまざ

まな社会問題を発見しそれを解決するために必要な、社会学の基本的な認識枠組みについて解説する。具体的には、地域・都市、医療・福祉、世

代・人口といったテーマをとりあげ、それにかかわる社会学の諸研究を解説していく。これらを通して、受講生自身が知的専門職業人として上記

の問いに向きあえるようになることを目的とする。 

到達目標 

授業で説明した社会学の基本的な知識・考え方が説明できる（DP1）。 

社会問題を発見し、社会学的な発想をもとに考察できる。 

社会問題について、社会学の知識に基づいた解決策を考えることができる。 

授業方法と 

留意点 
講義形式を基本とするが、学生どうしでのディスカッションなども適宜おこなう。 

科目学習の 

効果（資格） 
社会生活を送る上で何かと直面することになるであろう「人と人」「人と集団」「集団と集団」に関わる問題に対する、幅広い視点を養う。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 イントロダクション 
講義へのオリエンテーション 

集団とは何か 

（事前）シラバスの理解（2時間） 

（事後）資料に基づく内容の復習（2時間） 

2 1 社会学の基礎 
社会学のはじまり 

デュルケームとヴェーバー 

（事前）事前に指示されている内容について下調べ

をしておく（2時間） 

（事後）資料に基づく内容の復習（2時間） 

3 1 社会学の基礎 社会的行為と役割 

（事前）事前に指示されている内容について下調べ

をしておく（2時間） 

（事後）資料に基づく内容の復習（2時間） 

4 1 社会学の基礎 機能と予言 

（事前）事前に指示されている内容について下調べ

をしておく（0.5 時間） 

（事後）資料に基づく内容の復習（0.5 時間） 

5 2 地域と都市 コミュニティとは何か 

（事前）事前に指示されている内容について下調べ

をしておく（2時間） 

（事後）資料に基づく内容の復習（2時間） 

6 2 地域と都市 町内会・自治会 

（事前）事前に指示されている内容について下調べ

をしておく（2時間） 

（事後）資料に基づく内容の復習（2時間） 

7 2 地域と都市 団地コミュニティ 

（事前）事前に指示されている内容について下調べ

をしておく（2時間） 

（事後）資料に基づく内容の復習（2時間） 

8 3 医療と福祉 認知症 

（事前）事前に指示されている内容について下調べ

をしておく（2時間） 

（事後）資料に基づく内容の復習（2時間） 

9 3 医療と福祉 ケアと援助拒否 

（事前）事前に指示されている内容について下調べ

をしておく（2時間） 

（事後）資料に基づく内容の復習（2時間） 

10 4 世代と人口 人口の高齢化 

（事前）事前に指示されている内容について下調べ

をしておく（2時間） 

（事後）資料に基づく内容の復習（2時間） 

11 4 世代と人口 人口転換と人口減少 

（事前）事前に指示されている内容について下調べ

をしておく（2時間） 

（事後）資料に基づく内容の復習（2時間） 

12 4 世代と人口 少子化 

（事前）事前に指示されている内容について下調べ

をしておく（2時間） 

（事後）資料に基づく内容の復習（2時間） 

13 4 世代と人口 未婚化・晩婚化 

（事前）事前に指示されている内容について下調べ

をしておく（2時間） 

（事後）資料に基づく内容の復習（2時間） 

14 4 世代と人口 世代効果と加齢効果 

（事前）事前に指示されている内容について下調べ

をしておく（2時間） 

（事後）資料に基づく内容の復習（2時間） 

15 まとめ 講義を終えるにあたって 

（事前）事前に指示されている内容について下調べ

をしておく（2時間） 

（事後）資料に基づく内容の復習（2時間） 

 

関連科目 社会学Ⅱ 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 授業内の課題 100％で評価する。 



摂南大学シラバス 2024 

（基準） 

学生への 

メッセージ 

現代社会の課題となっているテーマを取り上げます。テーマに関心をもったやる気のある学生は受講してください。大事なのは「正解のない問題」

と向き合う際の姿勢です。 

担当者の 

研究室等 
3 号館 3階 小池准教授室 

備考  



摂南大学シラバス 2024 

科目名 社会学Ⅱ 科目名（英文） Sociology II 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 １年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 須藤 遙子.稲生 勝.平山 洋介 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IHU1312a1 

 

授業概要・ 

目的 

私たちの生きる社会は、どのような仕組みで動いているのか。社会にはどのような問題があり、それはなぜ生じているのか。 

本講義では、さまざまな社会問題を発見しそれを解決するために必要な、社会学の基本的な認識枠組みについて解説する。 

具体的には、３人の担当教員の専門からメディア、都市、環境というテーマをとりあげ、それにかかわる社会学の諸研究を解説していく。 

これらを通して、受講生自身が知的専門職業人として上記の問いに向きあえるようになることを目的とする。 

到達目標 

授業で説明した社会学の基本的な知識・考え方が説明できる（DP1）。 

社会問題を発見し、社会学的な発想をもとに考察できる。 

社会問題について、社会学の知識に基づいた解決策を考えることができる。 

授業方法と 

留意点 

本講義は、3名の教員により５回ずつのオムニバス形式で開講される。 

講義形式を基本とするが、学生どうしでのディスカッション、映像資料の視聴なども適宜おこなう。 

科目学習の 

効果（資格） 
現代社会における「メディア」「都市」「環境思想」に関わる問題に対し、幅広い視点を養う。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
イントロダクション、メディ

ア１：メディアとは 

講義へのオリエンテーション 

メディア、コミュニケーション、情報と

は 

（事前）シラバスの理解（0.5 時間） 

（事後）資料に基づく内容の復習（0.5 時間） 

2 
メディア２：マス・コミュニ

ケーションとは 

マスコミ４媒体、大衆（マス）、インタ

ーネットとの比較 

（事前）事前に指示されている内容について下調べ

をしておく（0.5 時間） 

（事後）資料に基づく内容の復習（0.5 時間） 

3 メディア３：ジャーナリズム 
グーテンベルクの活版印刷、新聞、権力

の番犬 

（事前）事前に指示されている内容について下調べ

をしておく（0.5 時間） 

（事後）資料に基づく内容の復習（0.5 時間） 

4 メディア４：インターネット WWW、地球村、SNS 

（事前）事前に指示されている内容について下調べ

をしておく（0.5 時間） 

（事後）資料に基づく内容の復習（0.5 時間） 

5 
メディア５：ファクトチェッ

ク 
フェイクニュース、「いいね！」、AI 

（事前）事前に指示されている内容について下調べ

をしておく（0.5 時間） 

（事後）資料に基づく内容の復習（0.5 時間） 

6 都市再生１ ホットスポットを発明する 

（事前）事前に指示されている内容について下調べ

をしておく（0.5 時間） 

（事後）資料に基づく内容の復習（0.5 時間） 

7 都市再生２ ファンタジー・シティ 

（事前）事前に指示されている内容について下調べ

をしておく（0.5 時間） 

（事後）資料に基づく内容の復習（0.5 時間） 

8 都市再生３ 若者のライフコースと住まい 

（事前）事前に指示されている内容について下調べ

をしておく（0.5 時間） 

（事後）資料に基づく内容の復習（0.5 時間） 

9 都市再生４ 女性のライフコースと住まい 

（事前）事前に指示されている内容について下調べ

をしておく（0.5 時間） 

（事後）資料に基づく内容の復習（0.5 時間） 

10 都市再生５ 大災害からの地域再建 

（事前）事前に指示されている内容について下調べ

をしておく（0.5 時間） 

（事後）資料に基づく内容の復習（0.5 時間） 

11 
社会思想１：社会と社会構成

体 

意識は社会的存在、生活に規定されてい

る… 

（事前）事前に指示されている内容について下調べ

をしておく（0.5 時間） 

（事後）資料に基づく内容の復習（0.5 時間） 

12 社会思想２：資本主義とは？ 
資本主義の特徴；①製品→商品 ②労働

力も商品 ③自己増殖する資本 

（事前）事前に指示されている内容について下調べ

をしておく（0.5 時間） 

（事後）資料に基づく内容の復習（0.5 時間） 

13 社会思想３：資本主義の問題 疎外、搾取、環境破壊 

（事前）事前に指示されている内容について下調べ

をしておく（0.5 時間） 

（事後）資料に基づく内容の復習（0.5 時間） 

14 
社会思想４：資本主義から帝

国主義へ 
戦前型帝国主義と現代帝国主義の相違 

（事前）事前に指示されている内容について下調べ

をしておく（0.5 時間） 

（事後）資料に基づく内容の復習（0.5 時間） 

15 
社会思想５：世界規模で広が

る帝国主義への抵抗運動 
貧困、飢餓の訴え、環境保全運動 

（事前）事前に指示されている内容について下調べ

をしておく（0.5 時間） 

（事後）資料に基づく内容の復習（0.5 時間） 

 

関連科目 社会学Ⅰ 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 



摂南大学シラバス 2024 

評価方法 

（基準） 

各教員の配分 30％（内訳は、平常点５0％、課題５0％）×３人＝90% 

出席を加味した全体の授業参加度 10% 

学生への 

メッセージ 

現代社会の課題となっているテーマを取り上げます。 

テーマに関心をもった「やる気のある学生」は受講してください。 

大事なのは「正解のない問題」と向き合う際の姿勢です。 

担当者の 

研究室等 
3 号館 3階 稲生研究室、平山研究室、須藤研究室 

備考  



摂南大学シラバス 2024 

科目名 倫理学 科目名（英文） Ethics 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 有馬 善一 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IHU1305a1 

 

授業概要・ 

目的 

科学技術の急速な発達、宗教的権威の低下、資本主義と市場原理主義の支配を背景として、現代社会における倫理的な問題は、複雑さを増し、ま

た、解決が難しいものとなっている。この講義では、倫理と倫理学の基本的な知識を学ぶとともに、現代の倫理的な問題に対するアプローチを試

みる。 

到達目標 

倫理と倫理学の基本を学び、理解する。 

倫理学のさまざまな立場の特長を理解する。 

現代社会における倫理的な問題がどうして生じているのかを理解する。 

倫理的な問題に対して、各自で考え、解決の方向を探っていく。（DP1) 

授業方法と 

留意点 

マイケル・サンデル著『これからの「正義」の話をしよう』をテキスト（基本資料）として用いる。 

事前学習はサンデルの著書の該当箇所をあらかじめ読んでくること。また、事前学習、レポート課題もこの著書の事例について考えてもらう。一

つのテーマにつき一度は授業時間内でディスカッションをする予定。 

講義そのものは、こちらの計画に沿って進める。 

サンデルの扱っていない問題など、適宜資料を配付する。 

科目学習の 

効果（資格） 
 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 授業への導入 

・倫理と倫理学の区別 

・倫理学の立場の違いについて 

・倫理学の扱う領域について 

倫理についての自分なりの考えをまとめる。 

2 功利主義（1） 

・功利主義とは何か 

・最大多数の最大幸福 

・幸福とは何か 

・ベンサムとミルの立場 

サンデル 第 1章を参照 

3 功利主義（2） 
・選好功利主義（ヘア） 

・トロッコ問題の解決策はあるのか 
サンデル 第 2章を参照 

4 功利主義（3） 
・功利主義への批判と功利主義の応答 

・幸福（快楽）か義務か 

功利主義の問題についてまとめる 

レポート課題 

5 義務論（1） 
・カントの義務論 

・ヒュームのカント批判 
サンデル 第 5章を参照 

6 義務論（2） 
・機会の平等をめぐる学説 

・ロールズの思想 
サンデル 第 6章を参照 

7 市場と道徳（1） 

・リバタリアニズムの主張 

・リバタリアニズムとコミュニタリアニ

ズム 

サンデル 第 4章を参照 

8 市場と道徳（2） 

・金で買えるもの、買えないもの 

・インセンティブの問題 

・経営の倫理 

サンデル 第 7章を参照 

レポート課題 

9 徳倫理学の復権 
・古代ギリシアの徳倫理学 

・現代の徳倫理学 
サンデル 第 8章 

10 良心と悪の問題 
・良心とは何か 

・根源悪の問題 
良心と悪について自分の考えをまとめる。 

11 自由と決定論 
・人間的自由とは何か 

・自由と責任 

人間の自由と責任について自分の考えをまとめる。 

レポート課題 

12 現代の倫理的問題（１） 
・現代の倫理的状況 

・脳死と臓器移植の問題 

配付資料を参照 

臓器移植についての自分の考えをまとめる。 

13 現代の倫理的問題（2） ・安楽死・自殺の権利をめぐる問題 
配付資料を参照 

安楽死についての自分の考えをまとめる。 

14 現代の倫理的問題（3） 

・自然に「権利」はあるのか 

・動物に「権利」はあるのか 

・地球全体主義について 

配付資料を参照 

レポート課題 

15 まとめ ・講義全体のまとめ これまでの講義ノートをまとめておく。 

 

関連科目  

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 これからの「正義」の話をしよう サンデル ハヤカワ文庫 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

授業内のレポート・平常点（35％）、授業後のレポート（65％） 

出席は評価対象としない。 

学生への 

メッセージ 
 

担当者の 

研究室等 
7 号館 4階（有馬研究室） 

備考 事前学習に 22 時間半（1回あたり 90分） 



摂南大学シラバス 2024 

事後学習とレポート課題を合わせて 37 時間半 



摂南大学シラバス 2024 

科目名 法学入門 科目名（英文） Jurisprudence 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 １年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 團野 正浩 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IHU1313a1 

 

授業概要・ 

目的 

 私たちは社会の中で生きており、社会の構成メンバーの利害を調整し、また、秩序を維持するためのルール（規範）が法です。法を学ぶことは

社会の仕組みを知るだけでなく、自分の身を守ることにもつながります。この講義では、法の基本的な知識と考え方を学ぶこととしており、特に、

基本的な法である憲法と民法を中心的に説明します。 

到達目標 

 この授業を通じて学生には、次の目標を達成することが期待されます。 

 ① 法学の基本的な考え方を理解し、法令の読み方を身に着ける 

 ② 憲法の理念を理解し、そこで規定されている人権や統治に対する考え方についての知識を身に着ける 

 ③ 民法の基本事項を理解する 

授業方法と 

留意点 

 原則として、対面方式による講義を行います。決まった教科書は使用しませんので、出席者は、基本的にノートを取るようにしてください。授

業の中でレジュメを配付する場合がありますが、これはノートを整理する助けとするために配付するものです。 

 理解度を確認するために、授業の中で小テストを実施します。タイミング等については、授業の中でお伝えします。 

科目学習の 

効果（資格） 

 法律的な考え方が身につくことで、社会をより深く理解できるようになります。 

 また、公務員試験、教員採用試験、各種資格試験を目指す人にとって参考になると考えられます。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 法とは何か 
法を学ぶことの意味、法とは何か、法源、

法律の学び方 

配付資料を読み直して、ノートを整理すること（約

３時間） 

2 法令の読み方と解釈 
法令及び条文の構成、法令用語の基礎知

識、法令解釈の方法 

配付資料を読み直して、ノートを整理すること（約

３時間） 

第２回までの講義内容を配付資料及びノートから

見直し、理解を確実にすること（約３時間） 

3 憲法とは何か 
憲法とは、近代的な憲法の発展、日本国

憲法の概要と特徴 

配付資料を読み直して、ノートを整理すること（約

３時間） 

4 人権と法（Ⅰ） 

人権の歴史、基本的人権の一般原則、人

権の体系、人権の保障範囲、基本的人権

の制限、人権を享有する主体、法の下の

平等 

配付資料を読み直して、ノートを整理すること（約

３時間） 

5 人権と法（Ⅱ） 
自由権の内容と種類、精神的自由権、経

済的自由権、人身（身体）の自由 

配付資料を読み直して、ノートを整理すること（約

３時間） 

6 人権と法（Ⅲ） 
社会権、受益権、参政権、幸福追求権及

び新しい人権 

配付資料を読み直して、ノートを整理すること（約

３時間） 

第６回までの講義内容を配付資料及びノートから

見直し、理解を確実にすること（約３時間） 

7 国家と法 
国民主権、三権分立、国会、内閣、裁判

所、地方自治、憲法の保障 

配付資料を読み直して、ノートを整理すること（約

３時間） 

8 平和と法 
日本国憲法と平和主義、憲法９条の法的

性格と解釈 

配付資料を読み直して、ノートを整理すること（約

３時間） 

第８回までの講義内容を配付資料及びノートから

見直し、理解を確実にすること（約３時間） 

9 民法の概要・財産法（Ⅰ） 民法の概要、財産法の概要、権利と義務、 
配付資料を読み直して、ノートを整理すること（約

３時間） 

10 財産法（Ⅱ） 
法律行為、権利能力・意思能力・行為能

力、 

配付資料を読み直して、ノートを整理すること（約

３時間） 

11 財産法（Ⅲ） 代理、時効、契約 
配付資料を読み直して、ノートを整理すること（約

３時間） 

12 財産法（Ⅳ） 
物権、所有権、不法行為、事務管理、不

当利得、債務の担保 

配付資料を読み直して、ノートを整理すること（約

３時間） 

第 12 回までの講義内容を配付資料及びノートから

見直し、理解を確実にすること（約３時間） 

13 家族法（Ⅰ） 

家族法の概要、親族、夫婦、親子関係、

未成年者と父母の親権、親族間の扶養義

務 

配付資料を読み直して、ノートを整理すること（約

３時間） 

14 家族法（Ⅱ） 相続、相続人と相続分、遺言 
配付資料を読み直して、ノートを整理すること（約

３時間） 

15 裁判制度/まとめ 
裁判所の役割と機能、事件の種類と裁判

の流れ、裁判例と判例/まとめ 

授業での配付資料を読み直して、ノートを整理する

こと（約３時間） 

これまでの講義内容を配付資料及びノートから見

直し、理解を確実にすること。（約３時間） 

 

関連科目  憲法、民法、労働法、刑法など 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 憲法入門 伊藤正己 有斐閣 

2 民事法入門 野村豊弘 有斐閣 

3 民法 我妻榮 勁草書房 

 

評価方法  期末試験の点数（６０％）と小テストの点数（４０％）の合計点で評価します。 
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（基準） 

学生への 

メッセージ 

 学生時代には、いろいろなことに興味を持ち、専門分野以外の勉強をすることも、将来何かの役に立つと思います。法の世界もその一つです。

授業が進めば新たな世界が見えてくると思います。 

担当者の 

研究室等 
 11 号館 10 階 團野研究室 

備考 

 講義の内容は、憲法と民法を中心とする基本的なものであり、初学者を対象としていますので、復習に重点を置いていただくようにお願いしま

す。特に、講義はレジュメに書いていない事柄も少なからず含まれますので、講義内容のノートを取るようにしてください。 

 また、資格試験のために法律を勉強しようと考えている方は、ご自分に合った参考書（入門書）を適宜選んで、講義内容に相当するところを講

義の前後に読むことを心掛けると、理解が進むと思われます。 
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科目名 日本国憲法 科目名（英文） Japanese Constitution 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 １年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 團野 正浩 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IHU1314a1 

 

授業概要・ 

目的 

 憲法は、国家の最高法規として、国家組織を規定し、国のあり方を提示しています。 

 憲法を学ぶことは、私たちの人権はどのようなメカニズムで守られているのかについて理解を深めたり、社会や経済が変化していく中で日本は

どうあるべきかを考える契機になったりします。 

 この授業では、日本国憲法の成り立ち、基本的考え方、憲法をめぐる様々な議論に関して学習するとともに、個別事例（判例）の検討を通じて

重要事項への理解を深めることとしています。 

到達目標 

 この授業を通じて学生は次の目標を達成することを目指します。 

 ① 憲法の成り立ちや基本的な理念を理解できること 

 ② 憲法をめぐる様々な論点を理解し、自分なりの見解を持つこと 

授業方法と 

留意点 

 原則として、対面方式による講義を行います。決まった教科書は使用しませんので、出席者は、基本的にノートを取るようにしてください。授

業の中でレジュメを配付する場合がありますが、これはノートを整理する助けとするために配付するものです。 

 理解度を確認するために、授業の中で小テストを実施します。タイミング等については、授業の中でお伝えします。 

科目学習の 

効果（資格） 

 憲法の知識を身に着けることで、社会における様々な問題をより深く理解できるようになります。 

 また、公務員試験、教員採用試験、各種資格試験を目指す人にとって参考になると考えられます。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 憲法の意義 
憲法の意義、日本国憲法の成立、憲法の

解釈適用など 

配付資料を見直すとともに、ノートを整理すること

（約３時間） 

2 国民主権 国民主権、三権分立、選挙制度など 
配付資料を見直すとともに、ノートを整理すること

（約３時間） 

3 平和主義 
平和主義の意義、憲法９条の解釈と運用

など 

配付資料を見直すとともに、ノートを整理すること

（約３時間） 

第３回までの講義内容を配付資料及びノートから

見直し、理解を確実にすること（約３時間） 

4 基本的人権の保障 
人権の歴史、人権の類型、人権の主体、

人権保障の限界など 

配付資料を見直すとともに、ノートを整理すること

（約３時間） 

5 包括的基本権 
個人の尊重、法の下の平等、幸福追求権

など 

配付資料を見直すとともに、ノートを整理すること

（約３時間） 

6 精神的自由権（Ⅰ） 思想・良心の自由、信教の自由 
配付資料を見直すとともに、ノートを整理すること

（約３時間） 

7 精神的自由権（Ⅱ） 表現の自由、学問・教育の自由 

配付資料を見直すともに、ノートを整理すること

（約３時間） 

第７回までの講義内容を配付資料及びノートから

見直し、理解を確実にすること（約３時間） 

8 経済的自由権 職業選択の自由、居住・移転の自由など 
配付資料を見直すとともに、ノートを整理すること

（約３時間） 

9 身体的自由権 適正手続の保障など 
配付資料を見直すととともに、ノートを整理するこ

と（約３時間） 

10 社会権・受益権・参政権 
社会権の内容、受益権の内容、参政権の

内容など 

配付資料を見直すとともに、ノートを整理すること

（約３時間） 

第 10 回までの講義内容を配付資料及びノートから

見直し、理解を確実にすること（約３時間） 

11 統治機構（国会） 国会の地位、国会議員など 
配付資料を見直すとともに、ノートを整理すること

（約３時間） 

12 統治機構（内閣） 行政権と内閣、議院内閣制など 
配付資料を見直すとともに、ノートを整理すること

（約３時間） 

13 統治機構（裁判所） 司法権の意義、裁判所の組織など 
配付資料を見直すとともに、ノートを整理すること

（約３時間） 

14 統治機構（財政） 財政民主主義、租税法律主義など 
配付資料を見直すとともに、ノートを整理すること

（約３時間） 

15 統治機構（地方自治） 地方自治の意義など 

配付資料を見直すとともに、ノートを整理すること

（約３時間） 

これまでの講義内容を配付資料及びノートから見

直し、理解を確実にすること。（約３時間） 

 

関連科目 法学入門 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 憲法入門 伊藤正己 有斐閣 

2 憲法 辻村みよ子 日本評論社 

3    

 

評価方法 

（基準） 
 小テスト（40 点）と定期試験（60点）の得点合計で評価します。 

学生への 

メッセージ 

 日本国憲法の知識は社会に出た際に有益なものです。この機会に基本事項を学んでおくことで、皆さんの進路や社会との関わり方が広がると思

いますので、ぜひ積極的な学習をお願いします。 

担当者の  11 号館 10 階 團野研究室 
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研究室等 

備考 

 講義はレジュメに書いていない事柄も少なからず含まれますので、講義内容のノートを必ずとるとともに、復習を欠かさずに行って下さい。 

 講義の内容は基本事項が中心ですが、将来目指す進路によってはもっと深い知識が必要な場合もあります。その場合、ご自分に合った入門書を

適宜選んで、講義内容に相当するところを講義の前後に読み、予習・復習を心がけるようにして下さい。 
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科目名 政治学概論Ⅰ 科目名（英文） Introduction to Politics I 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 和田 泰一 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング ISO2415a2 

 

授業概要・ 

目的 

政治の主要な領域としては、①予算の決定・執行という配分に関わる領域と、②法の制定・施行という立法に関わる領域の二つがあります。これ

ら二つの領域は、紀元前の政治学者アリストテレスの正義の区分に由来するものです。アリストテレスは、配分的正義・矯正的正義という二つの

正義を実現するために政治活動は行われなければならないと考えました。 

現代の日本の政治でも、配分的正義を実現するために予算の決定・執行を行い、矯正的正義を実現するために法の制定・執行を行っていることに

変わりはありません。主権者である私たちは、デモクラシーに参加すべき市民の一人として、また法の下の平等のもとに一票を与えられた有権者

の一人として、こうした正義を実現してより良い日本を創造するために政治に関与し続けねばなりません。 

しかし主権者である私たちが一市民・一有権者として正しい政治的選択を行うためには、日本の政治の仕組みや歴史について基本的な知識・教養

をあらかじめ知っておくことが必要不可欠です。したがってこの授業では、政治学原論、日本の政治体制論、日本政治史にあたる内容を授業しま

す。また時間があれば、学生の皆さんが最近のニュースを理解できるように、政治・社会に関わる時事問題についても紹介、解説することもあり

ます。 

到達目標 

この授業を通じて学生の皆さんは、日本の政治の仕組み・歴史について基本的な知識・教養を獲得することができます。またそうした知識・教養

に基づき、実際の政治活動において①正しい政治的配分や法とは何かを思考することができ、②支持すべきより正しい政治的アクターや政策・法

を判断することができ、③投票など政治活動を通じて自分の政治的意見を正しく表現することができます。（DP１） 

授業方法と 

留意点 

レジュメや資料を配布しながら、講義形式で行います。また必要に応じて映像資料を見せる場合もあります。アクティブラーニングの一環として、

リアクションペーパーにある政治問題について自問自答・議論した上で自分の意見を論理的に書いてもらったり、小テストに答えてもらったりす

ることもあります。 

科目学習の 

効果（資格） 

公務員試験や就職活動において、日本の政治の知識・教養が一般常識として問われる場合があります。また一主権者として実際に政治活動すると

きには、そうした知識・教養について知っておく必要があります。そうした状況に上手く対応するために、日本の政治について正しい知識・教養

を獲得し、個々の具体的な政策・法のメリット・デメリットを正しく判断し、最終的に自分の意見を政治活動を通じて正しく表現することができ

ます。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
イントロダクション―政治

とは何か？ 

イントロダクションとして、本講義の内

容と政治―国家の必要性について授業

します。 

事前学習：政治・政治学について文献を収集し、、

授業に積極的に参加するモチベーションを高める

（30 分）。 

事後学習：授業中に配布したレジュメ・資料をもう

一度熟読し、小テストを解く（30 分）。 

2 
政治と権力①政治の条件と

は何か？ 

身近な日常生活で現れる政治について

授業します。 

事前学習：参考書の該当箇所（第五章）を読み、マ

スメディアのニュースから政治の知識・情報を獲得

する（30 分）。 

事後学習：授業中に配布したレジュメ・資料をもう

一度熟読し、小テストを解く（30 分）。 

3 
政治と権力②正当な権力と

は何か？ 

マックス・ウェーバーの権力観を理解

し、政治・経済における近代性について

授業します。 

事前学習：参考書の該当箇所（第五章）を読み、マ

スメディアのニュースから政治の知識・情報を獲得

する（30 分）。 

事後学習：授業中に配布したレジュメ・資料をもう

一度熟読し、小テストを解く（30 分）。 

4 
日本の政治システム①民主

主義（デモクラシー） 

日本の政治が現在採用している民主主

義（デモクラシー）について授業します。 

事前学習：参考書の該当箇所（第十八章）を読み、

マスメディアのニュースから政治の知識・情報を獲

得する（30 分）。 

事後学習：授業中に配布したレジュメ・資料をもう

一度熟読し、小テストを解く（30 分）。 

5 
日本の政治システム②選挙

制度と国会 

日本の選挙制度や国会について授業し

ます。 

事前学習：参考書の該当箇所（第二十二章）を読み、

マスメディアのニュースから政治の知識・情報を獲

得する（30 分）。 

事後学習：授業中に配布したレジュメ・資料をもう

一度熟読し、小テストを解く（30 分）。 

6 日本の政治システム③内閣 
日本の内閣と今世紀の行政改革につい

て授業します。 

事前学習：参考書の該当箇所（第十一章）を読み、

マスメディアのニュースから政治の知識・情報を獲

得する（30 分）。 

事後学習：授業中に配布したレジュメ・資料をもう

一度熟読し、小テストを解く（30 分）。 

7 戦前の日本の政治システム 
戦前の日本の政治システムについて授

業します。 

事前学習：事前配布したレジュメの該当箇所（第七

回）を読み、マスメディアのニュースから政治の知

識・情報を獲得する（30 分）。 

事後学習：授業中に配布したレジュメ・資料をもう

一度熟読し、小テストを解く（30 分）。 

8 
戦後の日本政治①GHQ占領下

の日本政治 

戦後の GHQ 占領下である 1940 年代後半

の日本政治について授業します。 

事前学習：事前配布したレジュメの該当箇所（第八

回）を読み、マスメディアのニュースから政治の知

識・情報を獲得する（30 分）。 

事後学習：授業中に配布したレジュメ・資料をもう

一度熟読し、小テストを解く（30 分）。 

9 

戦後の日本政治②サンフラ

ンシスコ平和条約、日米安全

保障条約、55 年体制の成立 

日本独立期である 1950 年代の日本政治

について授業します。 

事前学習：事前配布したレジュメの該当箇所（第九

回）を読み、マスメディアのニュースから政治の知

識・情報を獲得する（30 分）。 

事後学習：授業中に配布したレジュメ・資料をもう

一度熟読し、小テストを解く（30 分）。 

10 

戦後の日本政治③日米安保

闘争、高度経済成長、沖縄返

還 

安保闘争から高度経済成長へと入って

いく 1960 年代の日本政治について授業

します。 

事事前学習：事前配布したレジュメの該当箇所（第

十回）を読み、マスメディアのニュースから政治の

知識・情報を獲得する（30 分）。 

事後学習：授業中に配布したレジュメ・資料をもう

一度熟読し、小テストを解く（30 分）。 

11 戦後の日本政治④自民党の 自民党の中で田中派支配が行われてい 事前学習：事前配布したレジュメの該当箇所（第十
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派閥の興隆 た 1970 年代、80 年代の日本政治につい

て授業します。 

一回）を読み、マスメディアのニュースから政治の

知識・情報を獲得する（30 分）。 

事後学習：授業中に配布したレジュメ・資料をもう

一度熟読し、小テストを解く（30 分）。 

12 
戦後の日本政治⑤政治改革

と 55 年体制の終焉 

日本で政治改革が吹き荒れた 1980 年代

末から 1990 年代前半にかけての日本政

治について授業します。 

事前学習：事前配布したレジュメの該当箇所（第十

二回）を読み、マスメディアのニュースから政治の

知識・情報を獲得する（30 分）。 

事後学習：授業中に配布したレジュメ・資料をもう

一度熟読し、小テストを解く（30 分）。 

13 
戦後の日本政治⑥自民党を

中心とした連立政権の展開 

自民党が連立政権を組むようになった

1990 年代の日本政治について授業しま

す。 

事前学習：事前配布したレジュメの該当箇所（第十

三回）を読み、マスメディアのニュースから政治の

知識・情報を獲得する（30 分）。 

事後学習：授業中に配布したレジュメ・資料をもう

一度熟読し、小テストを解く（30 分）。 

14 戦後の日本政治⑦小泉劇場 
新自由主義の傾向が強くなった 2000 年

代前半の日本政治について授業します。 

事前学習：事前配布したレジュメの該当箇所（第十

四回）を読み、マスメディアのニュースから政治の

知識・情報を獲得する（30 分）。 

事後学習：授業中に配布したレジュメ・資料をもう

一度熟読し、小テストを解く（30 分）。 

15 まとめ 

講義の重要箇所についてまとめ、わから

ない点や難しい点があればもう一度解

説します。 

事前学習：来るべき試験に備えるべく、授業中に配

布したレジュメ・資料を熟読し、わからない点があ

れば最後の授業に質問できるようにまとめておく

（30 分）。 

事後学習：授業中に配布したレジュメ・資料をもう

一度熟読し、小テストを解く（30 分）。試験に向け

て教科書やノート、レジュメを読み直す（時間の許

す限り）。 

 

関連科目 中学・高校の公民、日本史など。大学の政治学原論、日本政治史など。 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 政治学 久米郁男・川出良枝ほか 有斐閣 

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
レポート（50％）と授業中ないし授業後に行う小テスト（50％）で評価します。 

学生への 

メッセージ 

新聞・TV・ネットなどマスメディアのニュースに日常的に触れるようにして、政治・政治学についての関心を高めてください。またわからない点

や疑問点があれば、積極的に質問してください。 

担当者の 

研究室等 
寝屋川キャンパス 11 号館 10 階 和田研究室 

備考  
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科目名 政治学概論Ⅱ 科目名（英文） Introduction to Politics II 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 和田 泰一 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング ISO2416a2 

 

授業概要・ 

目的 

世界の政治の主要な考え方としては、リアリズム（現実主義）とアイデアリズム（理想主義）という二つの対照的な考え方がよく知られています。

基本的に前者は、国際関係を国家が合理的に権力を行使する場と考えており、後者は、国際関係を国家内の理性的な法秩序が拡大された場と考え

ています。また前者は、ときに戦争に訴えつつ、国家は物理的な力の行使・圧力によって財・利益の独占を図りがちであると、後者は、戦争を回

避しつつ、国家は正しい国際法・国際秩序によって財・利益の l公正な配分を行いがちであると考えています。 

現代の世界の政治でも、リアリズムとアイデアリズムという二つの考え方は、例えば日本でも「対話と圧力」という言葉が用いられたように、い

まだに国家という政治的アクターが活動する際の行動指針となっています。国家の主権者である私たちは、戦争という最悪の事態を避けつつも、

国際法・国際秩序の理性的な枠組みのなかで、自国の財・利益を最大化しうるような政権を選ばねばなりません。 

しかし主権者である私たちが正しい外交選択を行いうる政権を選出するためには、世界の政治の仕組みや歴史について基本的な知識・教養をあら

かじめ知っておくことが必要不可欠です。したがってこの授業では、国際政治、日本外交史にあたる内容だけでなく、西洋政治思想史において国

家観やアイデアリズム・リベラリズムの思想的基礎に関わる部分を授業します。また時間があれば、学生の皆さんが最近のニュースを理解できる

ように、政治・社会に関わる時事問題についても紹介、解説することもあります。 

到達目標 

この授業を通じて学生の皆さんは、世界の政治の仕組み・歴史、日本外交の歴史と現状、西洋政治思想史について基本的な知識・教養を獲得する

ことができます。またそうした知識・教養に基づき、実際の政治活動において①正しい国際関係とは何かを思考することができ、②外交・政治思

想の観点から支持すべきより正しい政治的アクターや政策・法を判断することができ、③投票など政治活動を通じて自分の対外的意見を正しく表

現することができます。（DP１） 

授業方法と 

留意点 

レジュメや資料を配布しながら、講義形式で行います。また必要に応じて映像資料を見せる場合もあります。アクティブラーニングの一環として、

リアクションペーパーにある政治問題について自問自答・議論した上で自分の意見を論理的に書いてもらったり、小テストに答えてもらったりす

ることもあります。また文章の読解能力・作成能力を高めるため、政治学に関する文献を読み、レポートを提出してもらいます。 

科目学習の 

効果（資格） 

公務員試験や就職活動において、世界の政治の知識・教養が一般常識として問われる場合があります。また一主権者として実際に政治活動すると

きには、そうした知識・教養について知っておく必要があります。そうした状況に上手く対応するために、世界の政治について正しい知識・教養

を獲得し、個々の具体的な政策・法のメリット・デメリットを正しく判断し、最終的に自分の意見を政治活動を通じて正しく表現することができ

ます。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
イントロダクションー国際

政治とは何か？ 

イントロダクションとして、講義の内容

と国際政治の基本的な考え方について

授業します。 

事前学習：今まで勉強してきた歴史の教科書などを

再読し、授業に積極的に参加するモチベーションを

高める（30 分）。 

事後学習：授業中に配布したレジュメ・資料をもう

一度熟読し、小テストを解く（30 分）。 

2 
国際政治の歴史①主権国家

の形成とアイデアリズム 

主権国家の誕生から平和的な超国家機

構の構築に至る国際関係の歴史をアイ

デアリズムの観点から授業します。 

事前学習：参考書の該当箇所（『国際政治学』第二

章）を読み、マスメディアのニュースから政治の知

識・情報を獲得する（30 分）。 

事後学習：授業中に配布したレジュメ・資料をもう

一度熟読し、小テストを解く（30 分）。 

3 
国際政治の歴史②冷戦の勃

発 

第二次世界大戦後の冷戦の構造と歴史

について授業します。 

事前学習：参考書の該当箇所（『国際政治学』第二

章）を読み、マスメディアのニュースから政治の知

識・情報を獲得する（30 分）。 

事後学習：授業中に配布したレジュメ・資料をもう

一度熟読し、小テストを解く（30 分）。 

4 
対外政策―リアリズムの諸

理論 

モーゲンソーの理論を中心に、対外政策

をリアリズムの観点から授業します。 

事前学習：参考書の該当箇所（『国際政治学』第三

章）を読み、マスメディアのニュースから政治の知

識・情報を獲得する（30 分）。 

事後学習：授業中に配布したレジュメ・資料をもう

一度熟読し、小テストを解く（30 分）。 

5 

日本外交の歴史①日米安全

保障条約と冷戦下の日本外

交 

日米安全保障条約や新日米安全保障条

約の内容、冷戦下の日本外交について授

業します。 

事前学習：参考書の該当箇所（『国際政治学』第五

章）を読み、マスメディアのニュースから政治の知

識・情報を獲得する（30 分）。 

事後学習：授業中に配布したレジュメ・資料をもう

一度熟読し、小テストを解く（30 分）。 

6 
日本外交の歴史②冷戦の終

結と湾岸戦争 

冷戦の終結と湾岸戦争の勃発によって

日本外交がいかなる転換を求められた

のかについて授業します。 

事前学習：参考書の該当箇所（『国際政治学』第五

章）を読み、マスメディアのニュースから政治の知

識・情報を獲得する（30 分）。 

事後学習：授業中に配布したレジュメ・資料をもう

一度熟読し、小テストを解く（30 分）。 

7 
日本外交の歴史③今世紀の

日本外交 

米国同時多発テロ、アフガニスタン戦

争、イラク戦争、有事法制によって生じ

た日本外交の転換について授業します。 

事前学習：参考書の該当箇所（『国際政治学』第五

章）を読み、マスメディアのニュースから政治の知

識・情報を獲得する（30 分）。 

事後学習：授業中に配布したレジュメ・資料をもう

一度熟読し、小テストを解く（30 分）。 

8 

日本外交の歴史④安倍晋三

政権における日本の安全保

障 

安倍晋三政権における日本の安全保障

の転換について授業します。 

事前学習：参考書の該当箇所（『国際政治学』第五

章）を読み、マスメディアのニュースから政治の知

識・情報を獲得する（30 分）。 

事後学習：授業中に配布したレジュメ・資料をもう

一度熟読し、小テストを解く（30 分）。 

9 

日本外交の歴史⑤岸田文雄

政権における日本の安全保

障 

岸田文雄政権における日本の安全保障

の転換について授業します。 

事前学習：参考書の該当箇所（『国際政治学』第五

章）を読み、マスメディアのニュースから政治の知

識・情報を獲得する（30 分）。 

事後学習：授業中に配布したレジュメ・資料をもう

一度熟読し、小テストを解く（30 分）。 

10 
国家観の歴史的起源―プラ

トン、アリストテレス 

国際政治で前提にしている国家という

政治的アクターについて考えるため、国

家観の起源について授業します。 

事前学習：事前配布したレジュメの該当箇所（第八

回）を読み、マスメディアのニュースから政治の知

識・情報を獲得する（30 分）。 

事後学習：授業中に配布したレジュメ・資料をもう
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一度熟読し、小テストを解く（30 分）。 

11 
国家理性とリアリズム―マ

キアヴェッリ 

マキアヴェッリ『君主論』を中心に、国

際政治のリアリズムの起源としての国

家理性の理論について授業します。 

事前学習：参考書の該当箇所（『政治思想の知恵』

第一章）を読み、マスメディアのニュースから政治

の知識・情報を獲得する（30 分）。 

事後学習：授業中に配布したレジュメ・資料をもう

一度熟読し、小テストを解く（30 分）。 

12 戦争状態と国家―ホッブズ 

ホッブズ『リヴァイアサン』を中心に、

国内外の戦争状態と主権国家の諸理論

について授業します。 

事前学習：参考書の該当箇所（『政治思想の知恵』

第二章）を読み、マスメディアのニュースから政治

の知識・情報を獲得する（30 分）。 

事後学習：授業中に配布したレジュメ・資料をもう

一度熟読し、小テストを解く（30 分）。 

13 
民主的な国家観―ロック・ル

ソー 

ロック『統治二論』、ルソー『社会契約

論』を中心に、民主的な国家観について

授業します。 

事前学習：参考書の該当箇所（『政治思想の知恵』

第三章・第四章）を読み、マスメディアのニュース

から政治の知識・情報を獲得する（30 分）。 

事後学習：授業中に配布したレジュメ・資料をもう

一度熟読し、小テストを解く（30 分） 

14 
アイデアリズムの起源―カ

ント 

カント『永遠平和のために』を中心に、

国際政治のアイデアリズムの起源とし

てのカントの道徳観・国際秩序観につい

て授業します。 

事前学習：参考書の該当箇所（『政治思想の知恵』

第六章）を読み、マスメディアのニュースから政治

の知識・情報を獲得する（30 分）。 

事後学習：授業中に配布したレジュメ・資料をもう

一度熟読し、小テストを解く（30 分）。 

15 まとめ 

講義の重要箇所についてまとめ、わから

ない点や難しい点があればもう一度解

説します。 

事前学習：来るべき試験に備えるべく、授業中に配

布したレジュメ・資料を熟読し、わからない点があ

れば最後の授業に質問できるようにまとめておく

（30 分）。 

事後学習：授業中に配布したレジュメ・資料をもう

一度熟読し、小テストを解く（30 分）。試験に向け

て教科書やノート、レジュメを読み直す（時間の許

す限り）。 

 

関連科目 中学・高校の公民、日本史、世界史など。大学の日本外交史、国際政治、西洋政治思想史など。 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 政治思想と啓蒙（2023 年春出版予定) 和田泰一・高山裕二編 ナカニシヤ出版 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 国際政治学 中西寛他 有斐閣 

2 政治思想の知恵―マキャベリからサンデルまで― 仲正昌樹編 法律文化社 

3    

 

評価方法 

（基準） 

レポート（50％）、授業中ないし授業後に行う小テスト（50％）で評価します。 

レポートは教科書から出題しますので、必ず購入すること。 

学生への 

メッセージ 

新聞・TV・ネットなどマスメディアのニュースに日常的に触れるようにして、現代の世界の政治についての関心を高めてください。またわからな

い点や疑問点があれば、積極的に質問してください。 

担当者の 

研究室等 
寝屋川キャンパス 11 号館 10 階 和田研究室 

備考  
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科目名 住まいとデザイン 科目名（英文） Design and Living Environment 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 １年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 出口 寛子 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング INA1317a1 

 

授業概要・ 

目的 

この授業では、最も身近な空間である住居について、その歴史の中で生み出された住まいの工夫やデザインについて学び、快適な住生活について

考える力を身につけることを目的としています。また、後半に「リノベーション」に関する実習に取り組むことによって、快適な住空間を具体的

に計画し表現する手法を身につけます。 

到達目標 住空間の質を高めるために必要となる、住まいのデザインに関する基礎知識を身につけることが目標である。 （DP1） 

授業方法と 

留意点 
毎回のテーマに沿った、パワーポイント資料及び板書にて講義を行なう。随時資料を配付する。 

科目学習の 

効果（資格） 
インテリアや住空間のデザインに関する知識と、図面の読み取り方や表現手法の基礎が身につく。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
ガイダンス・住まいとデザイ

ンの概要 

講義の進め方や受講上の注意点などの

ガイダンスと、住まいとデザインの概要

について説明する。 

講義で学んだ知識をもとに、身近な住環境を観察

し、その評価および問題点を発見する。また問題解

決に向けて、資料収集を積極的に行う。（1時間程度） 

授業内で設けた予習復習課題について、授業内容を

確認しながら行う。（1時間程度） 

2 
インテリアの構成要素 1：人

間と空間 

人体の寸法や感覚などの特性を学び、人

間の空間認知の法則を理解する。 

講義で学んだ知識をもとに、身近な住環境を観察

し、その評価および問題点を発見する。また問題解

決に向けて、資料収集を積極的に行う。（1時間程度） 

授業内で設けた予習復習課題について、授業内容を

確認しながら行う。（1時間程度） 

3 

インテリアの構成要素 2：家

具・インテリアファブリック

ス 

住空間を構成する家具やウィンドウト

リートメントなどのインテリアファブ

リックスのデザインについて学ぶ。 

講義で学んだ知識をもとに、身近な住環境を観察

し、その評価および問題点を発見する。また問題解

決に向けて、資料収集を積極的に行う。（1時間程度） 

授業内で設けた予習復習課題について、授業内容を

確認しながら行う。（1時間程度） 

4 
インテリアの構成要素 3：内

装のデザイン 

住空間を構成する床・壁・天井の内装材

の種類と特性について学ぶ。 

講義で学んだ知識をもとに、身近な住環境を観察

し、その評価および問題点を発見する。また問題解

決に向けて、資料収集を積極的に行う。（1時間程度） 

授業内で設けた予習復習課題について、授業内容を

確認しながら行う。（1時間程度） 

5 キッチン・水廻りのデザイン 
キッチンや浴室などの水廻りの形状・素

材・機能について学ぶ。 

講義で学んだ知識をもとに、身近な住環境を観察

し、その評価および問題点を発見する。また問題解

決に向けて、資料収集を積極的に行う。（1時間程度） 

授業内で設けた予習復習課題について、授業内容を

確認しながら行う。（1時間程度） 

6 インテリアの色彩計画 
インテリア計画におけるカラーコーデ

ィネートについて学ぶ。 

講義で学んだ知識をもとに、身近な住環境を観察

し、その評価および問題点を発見する。また問題解

決に向けて、資料収集を積極的に行う。（1時間程度） 

授業内で設けた予習復習課題について、授業内容を

確認しながら行う。（1時間程度） 

7 インテリアの照明計画 
インテリア計画における照明器具の種

類・機能・プランニングについて学ぶ。 

講義で学んだ知識をもとに、身近な住環境を観察

し、その評価および問題点を発見する。また問題解

決に向けて、資料収集を積極的に行う。（1時間程度） 

授業内で設けた予習復習課題について、授業内容を

確認しながら行う。（1時間程度） 

8 
インテリアスタイルのデザ

イン 

住空間全体のイメージを決定するイン

テリアスタイルのパターンについて紹

介する。 

講義で学んだ知識をもとに、身近な住環境を観察

し、その評価および問題点を発見する。また問題解

決に向けて、資料収集を積極的に行う。（1時間程度） 

授業内で設けた予習復習課題について、授業内容を

確認しながら行う。（1時間程度） 

9 住まいと生活環境 

住宅デザインと気候・風土の関係性や住

まいの現状について学び、未来の住宅の

あり方について考える。 

講義で学んだ知識をもとに、身近な住環境を観察

し、その評価および問題点を発見する。また問題解

決に向けて、資料収集を積極的に行う。（1時間程度） 

授業内で設けた予習復習課題について、授業内容を

確認しながら行う。（1時間程度） 

10 
住まいの歴史：日本の住宅デ

ザイン 

ライフスタイルの変化に適応してきた

日本の住宅デザインの変遷について紹

介する。 

講義で学んだ知識をもとに、身近な住環境を観察

し、その評価および問題点を発見する。また問題解

決に向けて、資料収集を積極的に行う。（1時間程度） 

授業内で設けた予習復習課題について、授業内容を

確認しながら行う。（1時間程度） 

11 
「団地のリノベーション」

1：課題説明 

課題の提示および図面を描くための基

礎知識を学ぶ。各自でコンセプトを設定

する。 

提案のために必要な情報を収集する。提案を複数検

討する。（2時間程度） 

12 
「団地のリノベーション」

2：提案内容の検討 

プレゼンテーションシートの表現方法

について学ぶ。各自の提案内容を確認し

ブラッシュアップさせる。 

提案内容をまとめてプレゼンテーションシートの

表現方法を検討する。(2 時間程度） 

13 
「団地のリノベーション」

3：提案内容のまとめ 

提案内容をプレゼンテーションシート

にまとめる。 

プレゼンテーションシートをまとめて完成させる。

(2 時間程度） 

14 
「団地のリノベーション」

4：提案の発表と評価 
各自がまとめた提案を発表し評価する。 

他者の提案・発表から自分の提案を振り返りまとめ

る。(２時間程度） 

15 住まいとデザインのまとめ 
講義を通して習得した知識を整理し、ま

とめる。 

講義で配布した資料の整理および復習(２時間程

度） 

 



摂南大学シラバス 2024 

関連科目 特になし 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
期末テスト：50%、授業での提出物：20％、実習課題：30％を、合わせて評価する。 

学生への 

メッセージ 
 

担当者の 

研究室等 
7 号館 2階 非常勤講師室 

備考 

(1)原則、3分の 2以上の出席およびリノベーション実習課題の提出を必須とする。これを満たさない場合は期末テスト受験不可とする。 

(2)毎回の事前・事後学習は、①身近な住環境を観察しその評価および問題点を発見する、そしてその問題解決に向けて授業の復習や資料収集等

を行う、②授業内容を確認しながら予習復習課題を実施する、とする。なお、これらの学習時間の目安は、合計 2時間程度とする。 



摂南大学シラバス 2024 

科目名 自然地理学 科目名（英文） Physical Geography 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 大谷 侑也 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング INA1318a1 

 

授業概要・ 

目的 

人類は地球上に形作られた自然環境を利用しながら日々の生活を営んでいます。 

しかしその自然環境の成り立ち：ストーリーをきちんと理解している人はどれくらいいるでしょうか？例えば、山脈はどのように形成されるの

か？や、毎日飲む水はどこから来ているのか？など。自然地理学はそうした私達をとりまく自然環境の諸要素（山、水、土、地形等）を理解する

学問分野です。今後、旅行したい場所はありますか？もしあればその場所の自然地理を理解していれば、旅はもっと面白いものになります。 

 

とはいえ自然地理学に触れたことのない人も多いと思うので、なるべく分かりやすく、取っ付き易い講義にします。具体的には、身近な自然環境

からアプローチをしたり、自然を忠実に表現しているジブリ作品等を使って説明します。そして日本のみならず世界の人々が地域固有の自然の上

でどのような生活を営んでいるのかについて概観し、自然⇔人類との繋がりを自ら考察できる能力の獲得を目指します。 

到達目標 

【本授業における到達目標】 

・この講義では「自然地理学」の視点から地域の自然と人との関わり合いを考察・説明できることが最終目標です。 

その目標を到達するための KPI（Key Performance Indicator）を以下のように設定します。 

→「日本あるいは世界の中で、任意の地域における自然の成り立ちとそれを利用した人々の営みを説明できる。」（DP1) 

授業方法と 

留意点 
毎回の授業後に Forms から感想、質問、コメント等のリアクションペーパーを記述してもらいます。 

科目学習の 

効果（資格） 
自然⇔人との相互関係の理解。地震等自然災害に対する認識の強化、環境に対する意識の向上 。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
第 1回 ガイダンス（授業の

進め方、到達目標の説明） 
授業の進め方、評価方法等について説明 

事前・事後：身近な自然や環境問題等に関わるニュ

ースをチェックする。通学途中などに地形や植物に

目を向ける。 

2 

第 2 回 地理学のなかの自

然地理学の位置付けとその

役割 

地理学の中の自然地理学の内容 

事前・事後：身近な自然や環境問題等に関わるニュ

ースをチェックする。通学途中などに地形や植物に

目を向ける。 

3 
第 3 回 地形の成り立ちと

自然資源 
日本列島の成り立ちと地形 

事前・事後：身近な自然や環境問題等に関わるニュ

ースをチェックする。通学途中などに地形や植物に

目を向ける。 

4 
第 4 回 山に支えられる地

域の水環境 
山麓の水資源 

事前・事後：身近な自然や環境問題等に関わるニュ

ースをチェックする。通学途中などに地形や植物に

目を向ける。 

5 
第 5 回 世界の水環境と

人々の暮らし 
水環境と人 

事前・事後：身近な自然や環境問題等に関わるニュ

ースをチェックする。通学途中などに地形や植物に

目を向ける。 

6 

第 6 回 ジブリで学ぶ自然

地理学入門①「天空の城ラピ

ュタ」ー炭鉱と炭住の形成ー 

炭鉱と人々のくらし 

事前・事後：身近な自然や環境問題等に関わるニュ

ースをチェックする。通学途中などに地形や植物に

目を向ける。 

7 

第 7 回 ジブリで学ぶ自然

地理学入門②「もののけ姫」

ーたたら場の形成と山と人

との関わり合いー 

「たたら場」から学ぶ自然と人との相互

関係 

事前・事後：身近な自然や環境問題等に関わるニュ

ースをチェックする。通学途中などに地形や植物に

目を向ける。 

8 

第 8 回 ジブリで学ぶ自然

地理学入門③「となりのトト

ロ」ー日本の里山形成と人々

の生活ー 

日本の里山 

事前・事後：身近な自然や環境問題等に関わるニュ

ースをチェックする。通学途中などに地形や植物に

目を向ける。 

9 

第 9 回 ジブリで学ぶ自然

地理学入門④「平成狸合戦ぽ

んぽこ」「耳をすませば」ー

丘陵地帯とニュータウン開

発ー 

日本の里山と開発 

事前・事後：身近な自然や環境問題等に関わるニュ

ースをチェックする。通学途中などに地形や植物に

目を向ける。 

10 

第 10 回 ジブリで学ぶ自然

地理学入門⑤「千と千尋の神

隠し」ー温泉のメカニズムと

温泉街の形成ーと、日本の自

然環境を知る（関西編） 

日本の温泉とその成り立ち 

事前・事後：身近な自然や環境問題等に関わるニュ

ースをチェックする。通学途中などに地形や植物に

目を向ける。 

11 第 11 回 世界の山岳氷河 山岳氷河と温暖化、水資源 

事前・事後：身近な自然や環境問題等に関わるニュ

ースをチェックする。通学途中などに地形や植物に

目を向ける。 

12 
第 12 回 日本の自然環境を

知るー沖縄編ー 
沖縄の水環境と人々の暮らし 

事前・事後：身近な自然や環境問題等に関わるニュ

ースをチェックする。通学途中などに地形や植物に

目を向ける。 

13 
第 13 回 世界の自然環境を

知るーアフリカ編ー 
アフリカの自然環境 

事前・事後：身近な自然や環境問題等に関わるニュ

ースをチェックする。通学途中などに地形や植物に

目を向ける。 

14 

第 14 回 自然地理学の活か

し方ービジネスの観点から

ー 

自然地理学をビジネスへと活かす 

事前・事後：身近な自然や環境問題等に関わるニュ

ースをチェックする。通学途中などに地形や植物に

目を向ける。 

15 第 15 回 授業のまとめ まとめ 

事前・事後：身近な自然や環境問題等に関わるニュ

ースをチェックする。通学途中などに地形や植物に

目を向ける。 

 

関連科目  

教科書 
 

 番号 書籍名 著者名 出版社名  
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1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
毎回の授業後に Forms から提出してもらうコメント、感想、質問(60%)と、期末に提出を求めるレポート(40%)をもとに評価する。 

学生への 

メッセージ 
高校地理・高校地学を学んでいない人でも理解できるような内容を扱い、難しい部分はフォローアップしながら授業を進めていく予定です。 

担当者の 

研究室等 
7 号館 5階（大谷研究室） 

備考 
事前事後学習時間の目安は全体で 10 時間。 

毎回の授業終了後や授業開始時には不明点や質問等に関してフィードバックをおこないます。 



摂南大学シラバス 2024 

科目名 環境と現代社会 科目名（英文） Environment and Modern Sociaty 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 井上 尚之 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング INA2319a1 

 

授業概要・ 

目的 

日本における環境経営を歴史的に辿ると、「環境経営」⇒「ＣＳＲ経営」⇒「サステナビリティ経営」という系譜である。本講義では、この歴史

的流れを追うと共に、サステナビリティ経営とは何かを探る。 

到達目標 サステナビリティ経営に関して自分なりの意見が言え、プレゼンテーションするレベルを目指す。（DP１） 

授業方法と 

留意点 
授業中に教科書を読ませ、意見を聞き、ディスカッションを行う双方向の授業を目指す。 

科目学習の 

効果（資格） 
サステナビリティ経営を学ぶことによって、経営の基礎及び企業の CSR 部門における必須知識の獲得を目指す。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
第 1 回 日米の環境政策の

歴史 

教科書を読ませ、意見を聞き、ディスカ

ッションを行う。 

予習：その日の講義の授業範囲の教科書を読む。（９

０分） 

復習：その日の講義の板書を整理する。（９０分） 

2 

第 2 回 日本における環境

経 営 の 本 格 開 始

―ISO14001:1996 発行 

教科書を読ませ、意見を聞き、ディスカ

ッションを行う。 

予習：その日の講義の授業範囲の教科書を読む。（９

０分） 

復習：その日の講義の板書を整理する。（９０分） 

3 第 3回 トヨタの環境経営 
教科書を読ませ、意見を聞き、ディスカ

ッションを行う。 

予習：その日の講義の授業範囲の教科書を読む。（９

０分） 

復習：その日の講義の板書を整理する。（９０分） 

4 
第 4 回 ３Ｒからゼロエミ

ッションへ 

教科書を読ませ、意見を聞き、ディスカ

ッションを行う。 

予習：その日の講義の授業範囲の教科書を読む。（９

０分） 

復習：その日の講義の板書を整理する。（９０分） 

5 
第 5 回 環境経営とサステ

ィナビリティ経営の相違 

教科書を読ませ、意見を聞き、ディスカ

ッションを行う。 

予習：その日の講義の授業範囲の教科書を読む。（９

０分） 

復習：その日の講義の板書を整理する。（９０分） 

6 

第 6 回 社会的な影響に配

慮するとはどういうことか

―トリプルボトムラインの

登場 

教科書を読ませ、意見を聞き、ディスカ

ッションを行う。 

予習：その日の講義の授業範囲の教科書を読む。（９

０分） 

復習：その日の講義の板書を整理する。（９０分） 

7 
第 7 回 2003 年は日本のＣ

ＳＲ元年 

教科書を読ませ、意見を聞き、ディスカ

ッションを行う。 

予習：その日の講義の授業範囲の教科書を読む。（９

０分） 

復習：その日の講義の板書を整理する。（９０分） 

8 

第 8 回 ISO26000 とサステ

ナビリティ経営―ＣＳＲの

国際規格 ISO26000 の発行 

教科書を読ませ、意見を聞き、ディスカ

ッションを行う。 

予習：その日の講義の授業範囲の教科書を読む。（９

０分） 

復習：その日の講義の板書を整理する。（９０分） 

9 

第 9 回 ISO26000 の社会的

責任を果たすための 7 つの

原則 

教科書を読ませ、意見を聞き、ディスカ

ッションを行う。 

予習：その日の講義の授業範囲の教科書を読む。（９

０分） 

復習：その日の講義の板書を整理する。（９０分） 

10 
第 10 回 社会的責任の 7 つ

の中核主題 

教科書を読ませ、意見を聞き、ディスカ

ッションを行う。 

予習：その日の講義の授業範囲の教科書を読む。（９

０分） 

復習：その日の講義の板書を整理する。（９０分） 

11 

第 11 回 組織にとっての

ISO26000 を順守するメリッ

トは何か？ 

教科書を読ませ、意見を聞き、ディスカ

ッションを行う。 

予習：その日の講義の授業範囲の教科書を読む。（９

０分） 

復習：その日の講義の板書を整理する。（９０分） 

12 第 12回 ISO26000の具体例 
教科書を読ませ、意見を聞き、ディスカ

ッションを行う。 

予習：その日の講義の授業範囲の教科書を読む。（９

０分） 

復習：その日の講義の板書を整理する。（９０分） 

13 

第 13 回  中 小 企 業 に

ISO26000 を広め、定着させ

る企業市民制度 

教科書を読ませ、意見を聞き、ディスカ

ッションを行う。 

予習：その日の講義の授業範囲の教科書を読む。（９

０分） 

復習：その日の講義の板書を整理する。（９０分） 

14 第 14 回 ＧＲＩとは何か？ 
教科書を読ませ、意見を聞き、ディスカ

ッションを行う。 

予習：その日の講義の授業範囲の教科書を読む。（９

０分） 

復習：その日の講義の板書を整理する。（９０分） 

15 
第 15 回 国連主導のＣＳＲ 

―ＳＤＧｓ 

教科書を読ませ、意見を聞き、ディスカ

ッションを行う。 

予習：その日の講義の授業範囲の教科書を読む。（９

０分） 

復習：その日の講義の板書を整理する（９０分）。 

 

関連科目  

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 サステナビリティ経営 井上尚之 大阪公立大学出版会 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

積極的授業参加度・発表（45 点） 

定期試験（55 点）、定期試験等が実施できない時はレポートに変える場合がある。 

学生への サステナビリティ経営・環境経営は今や企業の常識となっています。この講義で環境経営の概要を知ることが重要です。 



摂南大学シラバス 2024 

メッセージ 

担当者の 

研究室等 
 

備考  



摂南大学シラバス 2024 

科目名 公衆衛生学 科目名（英文） Public Health Science 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 小堀 栄子 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング INA2320a1 

 

授業概要・ 

目的 

授業では、まず基礎編として、健康の観点からみた人類史に始まり、公衆衛生の歴史、日本の人口の現在と将来、人々の健康を守るための方法論

（疫学）、予防医学の考え方とその具体例（感染症、生活習慣病）について学ぶ。また応用編として、人の健康が社会から受ける影響について移

民（外国人）を事例に解説する。さらに人の健康に関する研究の倫理について、過去の歴史から学ぶ。 

到達目標 公衆衛生学が扱う内容の全体像とその方法論の概要を把握するとともに、私たちの健康が社会や環境から受ける影響について理解する。 

授業方法と 

留意点 
講義を中心とするが、各回の最新の話題に関する視聴覚教材や時事ニュースなどを随時活用し、身近な話題から専門的な話へとつなげていく。 

科目学習の 

効果（資格） 
 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 人口転換と疫学転換 人類史と人の健康 

・予習をすること（教科書第 1 章 p8-10, 第 2 章

p23-26）（30 分） 

・わからない点をまとめ、疑問をもちながら授業に

臨み、質問すること （30 分） 

2 公衆衛生とは 日本の公衆衛生の歴史 

・予習をすること（教科書第 1章 p1-8, 10-12 分） 

・わからない点をまとめ、疑問をもちながら授業に

臨み、質問すること（30 分） 

3 人口統計（1） 人口静態統計 

・予習をすること（教科書第 2章 p19, 26-28）（30

分） 

・わからない点をまとめ、疑問をもちながら授業に

臨み、質問すること （30 分） 

4 人口統計（2） 人口動態統計、生命表 

・予習をすること（教科書第 2章 p19-30）（30 分） 

・わからない点をまとめ、疑問をもちながら授業に

臨み、質問すること （30 分） 

5 疫学（１） 疫学の歴史と指標 

・予習をすること（教科書第 3章 p33-42）（30 分） 

・わからない点をまとめ、疑問をもちながら授業に

臨み、質問すること （30 分） 

6 疫学（２） 因果推論 

・予習をすること（教科書第 3章 p42-54）（30 分） 

・わからない点をまとめ、疑問をもちながら授業に

臨み、質問すること （30 分） 

7 疾病予防 予防医学の考え方 

・予習をすること（教科書第 4章 p55-59）（30 分） 

・わからない点をまとめ、疑問をもちながら授業に

臨み、質問すること （30 分） 

8 感染症と予防（1） 感染症の疫学と予防 

・予習をすること（教科書第 5章 p87-104, 171-182）

（30 分） 

・わからない点をまとめ、疑問をもちながら授業に

臨み、質問すること （30 分） 

9 感染症と予防（2） 感染症流行拡大の事例 

・予習をすること（教科書第 5章 p87-104, 171-182）

（30 分） 

・わからない点をまとめ、疑問をもちながら授業に

臨み、質問すること （30 分） 

10 生活習慣病と予防 生活習慣病の疫学と予防 

・予習をすること（教科書第 5章 p104-117, 79-86）

（30 分） 

・わからない点をまとめ、疑問をもちながら授業に

臨み、質問すること （30 分） 

11 環境保健 地球規模の環境問題と取り組み 

・予習をすること（教科書第6章p145-154, 207-213, 

216-221）（30 分） 

・わからない点をまとめ、疑問をもちながら授業に

臨み、質問すること （30 分） 

12 国際保健 世界の健康・日本の健康 

・予習をすること（教科書第 13 章 p351-365）（30

分） 

・わからない点をまとめ、疑問をもちながら授業に

臨み、質問すること （30 分） 

13 移民と健康（1） 移民の健康と社会 

・予習をすること（前前回配布の課題に取り組むこ

と）（30 分） 

・わからない点をまとめ、疑問をもちながら授業に

臨み、質問すること （30 分） 

14 移民と健康（2） 日本在住外国人の健康 

・予習をすること（前回配布の課題に取り組むこと）

（30 分） 

・わからない点をまとめ、疑問をもちながら授業に

臨み、質問すること （30 分） 

15 研究の倫理 人体実験の歴史と研究の倫理 

・予習をすること（教科書第 1章 p15-17）（30 分） 

・わからない点をまとめ、疑問をもちながら授業に

臨み、質問すること （30 分） 

 

関連科目 なし 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 シンプル衛生公衆衛生学 2024 辻一郎他 南江堂 

2    

3    

 

参考書  



摂南大学シラバス 2024 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 国民衛生の動向 2023/2024 厚生労働統計協会 厚生労働統計協会 

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

課題および/または小テスト(100％)で評価する。 

60％以上を合格とする。 

4/5 以上の出席を成績評価の対象とする. 

学生への 

メッセージ 

・授業資料と教科書をよく勉強すること。 

・授業資料は電子ファイルで事前に Moodle にて配布する。必要に応じて各自印刷して授業に臨むこと。 

・わからない点を次回授業までに解決するため、質問をすること。 

・授業中の私語、教室の出入りは厳禁。 

・授業中にあてられたとき教室にいなかった場合は欠席扱いとする。 

担当者の 

研究室等 
枚方キャンパス 看護学部 3階 24 

備考 必要に応じて課題および/または小テストについて授業で解説する。 



摂南大学シラバス 2024 

科目名 科学技術教養（Ｖ） 科目名（英文） Scientific and Technological Literacy 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 湯浅 恵造 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング INA3322a1 

 

授業概要・ 

目的 

本講義では，病気・くすりの発見や原因解明の歴史，微生物の単離・殺菌技術や化粧品の開発、バイオエネルギー生産などのバイオテクテクノロ

ジー、環境リスクがヒトに与える影響の評価など、生命科学の分野における最新の研究事例を取り上げ、幅広く解説する。また、製薬企業や化学

メーカーで商品開発等に実務経験を有する教員が、その経験を活かしてバイオテクノロジー応用、薬剤開発に関する教育も行う。 

到達目標 

(1) 病気・くすり、醗酵・腐敗の歴史、遺伝子組換え技術、バイオエネルギー、機能性食品などに関する知識を習得し、新聞やテレビのニュー

スを理解できるようになる。 

(2) 病気の原因解明や治療法・くすりの開発における生命科学研究の意義を理解できるようになる。 

授業方法と 

留意点 

一話完結型のオムニバス形式で講義を行い、配付する資料とパワーポイントなどを用いて解説する。講義ごとに講義メモの提出を求める。その他、

レポート・小論文・演習問題などの課題を課す。 

科目学習の 

効果（資格） 
生命科学に関するニュースがより身近になり、遺伝子組換え技術などのバイオテクテクノロジーと、我々のくらしや健康との関わりが理解できる。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
バイオ医薬品（抗体医薬品）

（湯浅） 

抗体医薬品は，これまでの低分子医薬品

と比較して，高い治療効果と副作用の軽

減が期待できるため，近年，注目が高ま

っている。本講義では，抗体とは何か，

そしてこれまでに開発された抗体医薬

品について概説する。 

予習としてテキストの該当する項目を熟読し、講義

後に配布資料を復習する（1時間）。 

2 病気と遺伝子（船越） 

我々が持つ DNA は日常生活で頻繁に「傷

（変異）」を受けている。しかしながら、

ヒトの体内には傷を発見して治療する

安全システムが備わっており、「がん」

を未然に防いでいる。本講義では、がん

の発症に密接に関わる「遺伝子の傷」と

体を守る安全システムの仕組みについ

て概説する。 

予習としてテキストの該当する項目を熟読し、講義

後に配布資料を復習する（1時間）。 

3 
認知症～その原因と治療法

（宮崎） 

我が国は超高齢化社会へと進行し続け

おり、2025 年には高齢者の 5 人に 1 人

が認知症患者になると推定されている。

そのため、認知症の発症率の低下や進行

抑制のための有効な手立てが見つから

なければ、社会的な負担が著しく増加す

ると懸念されている。認知症の原因や治

療薬の開発など最新の知見を踏まえて

解説する。 

予習としてテキストの該当する項目を熟読し、講義

後に配布資料を復習する（1時間）。 

4 
免疫が引き起こす病気のし

くみ（尾山） 

外敵や内なる敵から自らを守るために

つくられた免疫システムの概要と、が

ん、ウイルス感染(インフルエンザ、HIV、

肝炎)、アレルギー疾患などとの関連に

ついて紹介する。 

予習としてテキストの該当する項目を熟読し、講義

後に配布資料を復習する（1時間）。 

5 
薬物乱用と依存性薬物（居

場） 

社会のルールからはずれた方法や目的

で、薬物を使うことを薬物乱用という。

薬物依存というと、その人の性格や人格

の問題と思われがちであるが、脳内報酬

系の異常という生物学的基盤があるこ

とを理解する必要がある。本講義では、

薬物依存の形成機構および各種の依存

性薬物について説明する。 

予習としてテキストの該当する項目を熟読し、講義

後に配布資料を復習する（1時間）。 

6 
ミトコンドリアと病気（井

尻） 

太古の昔にヒトの細胞に侵入した細菌

が由来のミトコンドリアであるが、我々

の生と死はそのミトコンドリアに支配

されている。本講義では、ミトコンドリ

アの特徴、役割およびミトコンドリアに

関連した病気について概説する。 

予習としてテキストの該当する項目を熟読し、講義

後に配布資料を復習する（1時間）。 

7 
くすりとタンパク質のかた

ち（中嶋） 

タンパク質構造決定の意義と構造決定

法のひとつである X 線結晶構造解析の

概要から、インフルエンザ治療薬を例に

医薬品開発への応用について述べる。 

予習としてテキストの該当する項目を熟読し、講義

後に配布資料を復習する（1時間）。 

8 機能性糖質（大橋） 

食品や産業などに利用されている機能

性の糖質の具体例を紹介し、人の健康や

産業にとってどのような機能性がある

のかを解説する。 

予習としてテキストの該当する項目を熟読し、講義

後に配布資料を復習する（1時間）。 

9 不妊のしくみ（西村） 

日本人夫婦（カップル）は 10 組のうち

1組は不妊と言われており、実際に治療

を受けている人が多い。しかし、なぜ不

妊になるのかはっきりしない場合も多

い。本講義では受精の仕組みから考えら

れる不妊の原因と現在の治療法につい

て概説する。 

予習としてテキストの該当する項目を熟読し、講義

後に配布資料を復習する（1時間）。 

10 
化粧品とバイオテクノロジ

ー（西矢） 

バイオテクノロジーを化粧品開発に応

用した事例を紹介し、実際の商品をとり

上げてバイオテクノロジーのメリット

を解説する。 

予習としてテキストの該当する項目を熟読し、講義

後に配布資料を復習する（1時間）。 
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11 

エネルギーの創生と生物・環

境に及ぼす影響およびバイ

オエネルギー技術（松尾） 

近年、エネルギーの枯渇化問題や生物と

これを取りまく環境との共生の問題を

解決する新規エネルギーの創生が強く

望まれている。また、21 世紀に入り、

エネルギー枯渇問題、環境負荷低減の要

請から、生物の持つエネルギーを新しい

代替エネルギーとして利用する試みが

急速に発展している。 本講義では、こ

れまでに使用されてきたエネルギーか

ら最先端のエネルギーまでの特徴を、生

物と環境へ及ぼす影響といった観点か

ら、また、 バイオエネルギーの概要か

ら最先端のバイオエネルギー技術まで、

現在のエネルギーとの比較や生態系・環

境との共生の立場 

予習としてテキストの該当する項目を熟読し、講義

後に配布資料を復習する（1時間）。 

12 
機能性食品などの新しい食

品の形態（青笹) 

食品の一次機能（栄養素）、二次機能（味，

触感など）および三次機能（生体機能の

調節などの新規機能）について解説し、

保健機能食品制度、特定保健用食品、栄

養機能食品など新しい食品の形態を講

述する。 

予習としてテキストの該当する項目を熟読し、講義

後に配布資料を復習する（1時間）。 

13 担当：新任教員、内容：未定  
予習としてテキストの該当する項目を熟読し、講義

後に配布資料を復習する（1時間）。 

14 
遺伝子組換え植物とその将

来（長田） 

代表的な遺伝子組換え植物の創生方法

について簡単に紹介し、世界における遺

伝子組換え植物の実際、遺伝子組換え作

物の環境への影響、また、日本における

組換え作物の安全審査について説明す

る。さらに、遺伝子組換え賛成派と反対

派の主な意見についても触れる。 

予習としてテキストの該当する項目を熟読し、講義

後に配布資料を復習する（1時間）。 

15 感染症とその予防（見坂） 

感染症をめぐる日本と外国の今日の問

題、法令上の感染症の分類、病原体の管

理、感染症の発生動向、予防接種につい

て概説する。 

予習としてテキストの該当する項目を熟読し、講義

後に配布資料を復習する（1時間）。 

 

関連科目  

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

講義メモ 50%およびレポート・小論文・演習問題などの課題 50%の総合点で評価する。 

講義メモを含む課題未提出の場合は欠席１日とする。 

原則として出席率 80%以上の学生のみを成績評価の対象とする。 

学生への 

メッセージ 

本講義では病気やくすりについて、遺伝子組換え技術、バイオエネルギー、機能性食品など、我々の健康とくらしを支えている生命科学について、

具体的な事例を取り上げ、分かりやすく解説します。本講義は生物・薬・エネルギー・環境を中心とした幅広い分野を含んでおり、各自の専門と

関連する講義内容もあります。毎回レポート・課題があるので、毎回出席して各自の専門とのつながりを見つけ、幅広い教養を身につけてくださ

い。 

担当者の 

研究室等 

1 号館 8階 松尾、青笹、見坂、長田、大橋研究室 

1 号館 9階 尾山、西矢、西村、中嶋、宮崎、湯浅、船越、井尻、居場研究室 

備考 欠席・遅刻の扱いは理工学部の規則に従って処理する（遅刻 2回で欠席 1回とみなす）。 



摂南大学シラバス 2024 

科目名 科学技術教養（Ｒ） 科目名（英文） Scientific and Technological Literacy 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 坂本 淳二 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング INA3322a1 

 

授業概要・ 

目的 

古来より人間は、自然の力をかりてこの地球上に暮らしてきたが、祖先が自然と共生するために凝らしたさまざまな工夫は、それぞれの場所での

気候風土、地形、材料を活用したものであり、そこには多くの知恵と技術の歴史を見ることができる。このような背景にもとづく、住環境の成り

立ちについて、さまざまな事例を紹介しながら講義する。また、それらを踏まえて、具体的な空間やもののデザインに応用するための工夫や実践

につながる知識を学ぶ。 

オムニバス形式の中で、建築設計や都市計画の実務経験を持つ教員が、建築やまち・都市がどのように創られているかについて実践的な授業を行

う回がある。 

到達目標 
住環境の成り立ち、空間やもののデザインの実践的な技法を理解し、建築都市インテリアなどの空間を対象とする住環境デザイン全般の基礎を理

解できる。 

授業方法と 

留意点 

ICT ツールを使用または活用する。オムニバス形式の講義中心授業である。場合によって、担当教員の順番を入れ替えることがある。 

毎回、課題を出すので、教科書、ネットで調べるなどして、自主的に学習してください。 

必ず、期日までに課題を提出すること。 

最終回には、まとめテストを行う。   

担当者によっては、講義時間内に小テストを行う場合があるので、注意すること。 

提出された課題や小テストの中で誤解や不正解の多かった点は授業内で解説する。理解できない時は疑問点を質問してほしい。 

科目学習の 

効果（資格） 
身近な住環境から地球環境まで、デザイン、環境工学、暮らし、に関する知識と考え方、手法が身につく。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 

（オリエンテーション） 

自然の力をかりる住住環境

デザイン 

（科目の内容、授業の進め方、評価基準

等の説明） 

古代より人間は自然と共生するために

住環境にさまざまな工夫をこらした。世

界各地におけるそれらの事例と現代の

建築・空間デザインの事例を学ぶ。 

配布資料の講義部分の予習(45 分以上)，復習(45 分

以上)を十分に行う。 

2 環境配慮の空間デザイン 

従来から着目されている省エネルギー

建物から ZEB（ゼロエネルギー建築）へ

の展開と、近年着目されている県境配

慮、知的生産性向上建物の現状について

学ぶ。 

また、均質で不満の少ない環境から、変

化と刺激を感じる環境の提供へのパラ

ダイムシフトによる、多様性がある人中

心の環境設計の考え方について学ぶ。 

配布資料の講義部分の予習(45 分以上)，復習(45 分

以上)を十分に行う。 

3 
スマートウェルネスなまち

づくり 

環境配慮型まちづくりの世界の事例、お

よびスマートグリッド・スマートコミュ

ニティや健康に配慮したまちづくりに

対する、日本での取り組みを知り、今後

のまちづくりについて考える。 

配布資料の講義部分の予習(45 分以上)，復習(45 分

以上)を十分に行う。 

4 住環境とパッシブデザイン 

住環境におけるパッシブデザインを建

築家（藤井厚二、小玉祐一郎）の作品を

通して学ぶ。 

配布資料の講義部分の予習(45 分以上)，復習(45 分

以上)を十分に行う。 

5 
省エネルギーとパッシブデ

ザイン 

住宅、オフィスビル等の先進のパッシブ

デザイン技術を学ぶ。 

配布資料の講義部分の予習(45 分以上)，復習(45 分

以上)を十分に行う。 

6 
省エネルギーとアクティブ

デザイン 

住宅、オフィスビル等の先進のアクティ

ブデザイン技術を学ぶ。 

配布資料の講義部分の予習(45 分以上)，復習(45 分

以上)を十分に行う。 

7 学びと遊びの環境デザイン 

発達段階にある子どもたちが多くの時

間を過ごす学校の新しい 

デザイン事例を知り、人と空間との密接

な関係を学ぶ。 

配布資料の講義部分の予習(45 分以上)，復習(45 分

以上)を十分に行う。 

8 住環境における換気 

換気の考え方の歴史や法などの基準の

はなしを基に、住宅における換気の重要

性について学ぶ。 

配布資料の講義部分の予習(45 分以上)，復習(45 分

以上)を十分に行う。 

9 生活におけるにおい･かおり 

住空間におけるにおい対策、かおりの活

用をはじめとした感覚に基づく環境デ

ザインについて学ぶ。 

配布資料の講義部分の予習(45 分以上)，復習(45 分

以上)を十分に行う。 

10 
地球共生デザインから考え

るモノとコトのデザイン 

社会問題や環境問題、人と生態系の両方

に「コト」と「モノ」両方からアプロー

チする地球共生デザインの 在り方を

実践例を通して考える。 

配布資料の講義部分の予習(45 分以上)，復習(45 分

以上)を十分に行う。 

11 家族の変化と住まい 

家族の変化と住要求の関係、時代の変化

による世帯構造及び住まいの変容につ

いて学ぶ。 

配布資料の講義部分の予習(45 分以上)，復習(45 分

以上)を十分に行う。 

12 高齢者のための生活空間 

高齢者の外出行動、生活環境の広がり

と、求められる支援の仕組みについて事

例を通して学ぶ。 

配布資料の講義部分の予習(45 分以上)，復習(45 分

以上)を十分に行う。 まとめておくこと（1 時間） 

13 地域と景観 

地域に居住・生活する人間と景観との関

係を、日本の伝統的コミュニティ、景観

保護の事例を通して学ぶ。 

配布資料の講義部分の予習(45 分以上)，復習(45 分

以上)を十分に行う。 

14 
野生動物との共存のデザイ

ン 

近年増加する獣害問題及び野生動物と

人間が共存するための方策を、具体的事

例を通して学ぶ。 

配布資料の講義部分の予習(45 分以上)，復習(45 分

以上)を十分に行う。 

15 
解説 

まとめテスト 
解説およびまとめテストを実施する。 

予習：講義内容の復習をして、 

まとめテストを受けること（1 時間） 



摂南大学シラバス 2024 

 

関連科目 なし 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 科学技術教養（Ｒ） 住環境デザイン学科 教科書 

摂南大学理工学部住環境デザイ

ン学科 
 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
毎回の課題 15％、まとめテスト 85％で評価する。 

学生への 

メッセージ 

毎回の課題提出をもって出席とします。初回の授業および 15 回目のまとめテストは、対面で行う予定です。状況によって対面が不可能な場合は

オンラインに変更します。Teams の投稿欄において周知するので、注意してください。 

担当者の 

研究室等 

住環境デザイン学科共通準備室 

12 号館 7階 樋口教授室、山根講師室、川上教授室、久冨教授室、大橋教授室、稲地准教授室、榊准教授室、白鳥准教授室、竹村准教授室、  

12 号館 6階 坂本教授室 

備考 場合によって、担当教員の順番を入れ替えることがある。講義に係る予習・復習などの学習時間は、毎回１.5 時間程度を目安とする。 



摂南大学シラバス 2024 

科目名 科学技術教養（Ａ） 科目名（英文） Scientific and Technological Literacy 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 池内 淳子 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング INA3322a1 

 

授業概要・ 

目的 

広範な社会や人間生活の場面における現状と課題から、建築学に関わる学問体系のおおよそについて紹介し、社会や人間生活環境のあり方を考え

る基本的な教養を身につける。なお、本授業は建築学科専任教員全員で担当する。（SDGs-11） 

到達目標 

インテリアから都市空間にいたるまで、広範な建築技術、建築デザイン、建築文化における現状と課題を通して、建築がどの様に考え出され、社

会、生活、文化にどのような影響を及ぼすものかを理解する。その上で、身近な生活環境から公共的な都市空間にいたるまで、そのあり方を的確

に考察することができる基本的な教養を身につけることを目標とする。 

授業方法と 

留意点 

教科書・資料等は、Moodle に掲載あるいは各講義時に配布する。 

Teams や Moodle 等を活用する授業があるため、詳細について初回授業で説明する。 

各講で用意する教材や資料の理解に努め、課題を通して、建築と社会の繋がりを考えられるようになることを重視する。各講の内容に沿った演習

課題を毎回実施する。 

科目学習の 

効果（資格） 
身近な建築と生活や環境、都市環境に関するデザインの知識と手法が身に付く。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 環境共生の建築物 太陽・風の有効利用、CASBEE の考え方 
講義で知り得た情報について、身近な場面からそれ

らを見つけて評価してみよう 

2 建築と人間生活 

建築の種類と計画空間、 

ライフスタイルからみた多様性、民族・

地域からみた多様性 

講義で知り得た情報について、身近な場面からそれ

らを見つけて評価してみよう 

3 住む建築 住宅、住むことの工夫 
講義で知り得た情報について、身近な場面からそれ

らを見つけて評価してみよう 

4 商業の建築 商業施設、商店街の歴史と再生 
講義で知り得た情報について、身近な場面からそれ

らを見つけて評価してみよう 

5 交通の建築 陸・海・空の交通にかかわる建築の特徴 
講義で知り得た情報について、身近な場面からそれ

らを見つけて評価してみよう 

6 福祉医療の建築 建築と福祉医療 
講義で知り得た情報について、身近な場面からそれ

らを見つけて評価してみよう 

7 建築の外装・外構 
外装材とは 

エクステリア、造園 

講義で知り得た情報について、身近な場面からそれ

らを見つけて評価してみよう 

8 建築の歴史 
歴史的建築から建築における多様な「技

術」について理解を深める 

講義で知り得た情報について、身近な場面からそれ

らを見つけて評価してみよう 

9 建築物のかたちと力の流れ 

目に見える建築と目に見えない力がど

のように関係しているのかを理解する

視点を養う 

講義で知り得た情報について、身近な場面からそれ

らを見つけて評価してみよう 

10 建築の骨組み 構造と力の流れ、構造材料の性能 
講義で知り得た情報について、身近な場面からそれ

らを見つけて評価してみよう 

11 建築の材料 構造と仕上げ材料 
講義で知り得た情報について、身近な場面からそれ

らを見つけて評価してみよう 

12 快適な温熱環境 
建築空間における温熱環境を理解する

視点を培う 

講義で知り得た情報について、身近な場面からそれ

らを見つけて評価してみよう 

13 建築をつくる 構造、材料、施工の新技術 
講義で知り得た情報について、身近な場面からそれ

らを見つけて評価してみよう 

14 建築の保存活用 

建築と社会の結びつきについて、建築の

ストック活用事例、保存手法、コンバー

ションといった建築保存の視点から見

る 

講義で知り得た情報について、身近な場面からそれ

らを見つけて評価してみよう 

15 建築と防災 災害、避難、防災教育 
講義で知り得た情報について、身近な場面からそれ

らを見つけて評価してみよう 

 

関連科目 なし 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 

教科書・資料等は、授業で配布あるいは Moodle に掲

載予定 
  

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

計 15 回の課題（各回、課題レート・講義メモ・小テスト・グループワーク・ディスカッション等により構成され、それぞれの割合の合計が 100%

となる）により評価する。期末試験は行わない。原則として、課題提出の割合が 80％以上の履修者を成績評価の対象とする。 

学生への 

メッセージ 
授業で得た建築学に関する基礎的な知見を、日常生活や社会で起こっている様々な事象に照らして、自ら考え判断することを心がけてください。 

担当者の 

研究室等 
８号館３階・各授業担当者の研究室 

備考 

出席および遅刻・欠席の扱いは、原則として、理工学部における出席および遅刻・欠席の扱いに準ずる（出席率 80%以上を成績評価の対象／30 分

以上の遅刻は欠席扱いとする／遅刻は 2回で欠席 1回とみなす）。 

事前あるいは事後学習として、教科書の当該回の範囲または指定した資料等を読み、関連する情報収集を行うなどし、授業 1回あたり 1.5 時間以

上をかける必要がある。 



摂南大学シラバス 2024 

科目名 科学技術教養（Ｍ） 科目名（英文） Scientific and Technological Literacy 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 池田 周之 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング INA3322a1 

 

授業概要・ 

目的 

 機械工学とは "ヒトが活動する上での効率化と合理化，自動化を図る機械" の原理，性能，製作，利用と保守を科学的に体系化した学問である。

機械工学は，機械力学，材料力学，熱力学，流体力学の４力学を基軸とし、その応用分野は多岐にわたる。 

 本講義は，機械工学を象徴する代表的な学問分野を科学技術教養の視点で学習することにより，機械工学の全体像を俯瞰しつつ，履修生が所属

する機械工学以外の分野と機械工学のかかわりに気づき，機械工学の基本的な考え方や役割を理解することを目的とする。 

到達目標 
・機械技術とものづくり技術の全般的な基礎知識を知り，機械工学と実社会への関わりを理解することができる。 

・機械工学と他分野の関わりに気づき，機械工学の基本的な考え方や役割を理解する。 

授業方法と 

留意点 

・各テーマごとにその歴史、基本原理、最先端の話題を提供する。 

・Web 上で配布するテキスト（PDF）に目を通し，ポイントをまとめておく。 

・講義前に課題を配布し，スライド資料を用いた講義を行う。（60 分） 

・講義メモと課題を作成し，指示に従って提出する。（30 分） 

 

・状況に応じてオンライン方式に切り替える場合がある。 

・切り替える日時や受講方法の連絡には Teams を使うので，注意しておくこと。 

科目学習の 

効果（資格） 

・機械工学科の基本的な知識をを俯瞰的に知ることことができる。 

・機械工学と他分野との関わりに気づき，受講者の興味や知識の幅を広げることができる。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 機械工学の概要 

・人類の歩みと機械の歴史 

・ものづくりの原点 

・科学技術と機械工学 

・これからの社会への機械工学の役割 

M1 テキスト第 1章に目を通し，ポイントをまとめて

おくこと（2時間） 

関連事項について調べる（2時間） 

2 いろいろな機械材料 

・金属材料 

・高強度・機能性材料 

・新素材と高度産業社会 

M1 テキスト第 3～5章に目を通し，ポイントをまと

めておくこと（2時間） 

関連事項について調べる（2時間） 

3 道具と機械 

・道具の歴史：ヒトの手の動作を補う 

道具から労働としての道具へ 

・農具 漁具 大工道具 手動工具 電 

動工具 

M1 テキスト第２章に目を通し，ポイントをまとめて

おくこと（2時間） 

関連事項について調べる（2時間） 

4 空間を移動する 

・空を飛ぶ原理と飛行機の機械技術 

・深海に潜る原理と深海艇の機械技術 

・宇宙に飛び立つ原理とロケットの機械

技術 

M2 テキスト第 6～8章に目を通し，ポイントをまと

めておくこと（2時間） 

関連事項について調べる（2時間） 

5 精密に加工する 

・ものの大きさと精密さ 

・精密・超精密加工の発展 

・超精密加工の応用事例 

・超精密加工と超精密工作機械 

M1 テキスト第 7章に目を通し，ポイントをまとめて

おくこと（2時間） 

関連事項について調べる（2時間） 

6 ものづくりの科学と技術 

・溶かして作る 

・変形させて作る 

・削って作る 

・積み上げて作る 

・工場を科学する 

M1 テキスト第 6、8章に目を通し，ポイントをまと

めておくこと（2時間） 

関連事項について調べる（2時間） 

7 作業を補助する機械 

・人間の作業と機械 

・移動と運搬の補助 

・動力源・移動のためのメカニズム 

・力を伝えるための仕組みと手段 

・シャフトとベアリング 

M1 テキスト第 9・10 章に目を通し，ポイントをまと

めておくこと（2時間） 

関連事項について調べる（2時間） 

8 機械をかしこくする 

・機械の操作と知能化技術 

・知能化のための機械設計 

・パワーアシストスーツ 

・人工知能技術 

M1 テキスト第 11 章に目を通し，ポイントをまとめ

ておくこと（2時間） 

関連事項について調べる（2時間） 

9 ミクロの機械 

・小型化への取り組み 

・小さくなることで変わる物理特性 

・半導体製造技術 

・マイクロロボット 

M1 テキスト第 12～14 章に目を通し，ポイントをま

とめておくこと（2時間） 

関連事項について調べる（2時間） 

10 流れを利用する 

・動力と流体機械 

・流体機械の歴史 

・発電のための流体機械 

・自然エネルギーの利用 

M2 テキスト第 2・3章に目を通し，ポイントをまと

めておくこと（2時間） 

関連事項について調べる（2時間） 

11 陸上を移動する 

・エンジンと機械工学 

・動力機械としてのエンジン 

・熱エネルギー 

・旅客輸送と貨物輸送 

M2 テキスト第 4・5章に目を通し，ポイントをまと

めておくこと（2時間） 

関連事項について調べる（2時間） 

12 計測する 

・度量衡と政治 

・ものの大きさと精密さ 

・センサで測る 

・センシング技術 

M2 テキスト第 9・10 章に目を通し，ポイントをまと

めておくこと（2時間） 

関連事項について調べる（2時間） 

13 制御する 

・制御工学の世界 

・制御の方式 

・さまざまな機械制御技術 

M2 テキスト第 11・12 章に目を通し，ポイントをま

とめておくこと（2時間） 

関連事項について調べる（2時間） 

14 生命・生体にならう 1 
・バイオエンジニアリングの世界 

・人間を救う・支援する機械 

M2 テキスト第 13・14 章に目を通し，ポイントをま

とめておくこと（2時間） 

関連事項について調べる（2時間） 

15 生命・生体にならう 2 ・健康とスポーツのための機械 M2 テキスト第 14・15 章に目を通し，ポイントをま
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・人間工学 とめておくこと（2時間） 

関連事項について調べる（2時間） 

 

関連科目  

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

・毎回提出する課題（各回 10 点満点）に基づき成績評価をする。 

・満点は 150 点（講義 15 回分）で、これを 100 点満点に換算する。 

学生への 

メッセージ 

本講義を受講することにより，機械工学が対象とする学問・専門分野や，機械工学と実社会との関わりを理解することができます。現代社会では，

あらゆる分野で機械が働いています。受講者それぞれの分野と機械工学の関わりを知ることで，知識や視野を広げることができます． 

担当者の 

研究室等 
担当教員の居室〔1号館の 3階・4階・5階〕 

備考  



摂南大学シラバス 2024 

科目名 科学技術教養（Ｅ） 科目名（英文） Scientific and Technological Literacy 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 井上 雅彦 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング INA3322a1 

 

授業概要・ 

目的 

電気・情報に関する学問分野には，電気工学，電子工学，通信工学，情報工学などがある．電気工学は，発変電や送電，動力や照明といった電気

をエネルギーとして利用する分野，電子工学は，電気の高速応答性を活かした電気信号の取得・制御や半導体などの材料開発分野，通信工学は，

有線や無線通信，通信ネットワークなど様々な通信技術を学ぶ分野，情報工学はコンピュータのハードウェアとソフトウェアや各種データの処

理・利用に関する分野である．これらは，全て「電気」という共通項があり，「情報」が深くかかわる．しかし，それぞれの分野が特化し，かつ

高度化したことにより，これらを全て網羅して理解することが難しくなってきている． 

本講義では，これらの電気と情報に関する学問分野を全般的に少しずつ学ぶことで，その全体像とそれぞれの関連性をつかむと共に，多岐にわた

る応用技術を学習することを目的とする． 

到達目標 
電気情報工学全般を学ぶことで，電気・情報・電子・通信に関連した学問にはどのような分野があり，どの様な応用があるかを理解することが目

標である． 

授業方法と 

留意点 

・電気電子工学科の教員が各授業テーマを順番に担当する。 

・講義 13 回分はパワーポイントを用いた口述講義の動画を Moodle で視聴。各回で出される課題に解答し，Moodle で提出する。 

・講義 2回分では研究室紹介動画視聴後にレポートを Moodle で提出する。 

 

教科書が必要となるので，入手しておくこと． 

科目学習の 

効果（資格） 

電気工学以外の分野でも電気を使った機器はいたるところで使われている． 

また，どの分野においても情報の知識は欠かせない．これらの原理や特性を知ることで， 

自分の専門分野が電気・情報とどのように繋がっているかを理解することができる． 

国家資格で電気や情報の基礎の出題がある場合には、その基礎勉強にもなる。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
電気の基本法則とその発見

の歴史 

科学技術教養の意義 

電気に関する学問の変遷と電気に関す

る基礎方程式 

第１回課題 約 1時間 

教科書 Chapter1 

2 電気をつくって送る 
発電の原理と発電機の構造，発変電，送

電のしくみ 

第２回課題 約 1時間 

教科書 Chapter2 

3 半導体による技術革新 
半導体とは何か，半導体の機能，集積回

路の作成技術 

第３回課題 約 1時間 

教科書 Chapter4 

4 地球にやさしい照明技術 
電気を用いた照明器具の発展，照明器具

と消費電力，照明器具の応用 

第４回課題 約 1時間 

教科書 Chapter7 

5 さまざまな電子回路 
電気回路と電子回路，能動回路と受動回

路，集積回路，身近な製品の電子回路 

第５回課題 約 1時間 

教科書 Chapter8 

6 計算するデジタル回路 
アナログとデジタル，２進数とは，論理

回路入門 

第６回課題 約 1時間 

教科書 Chapter9 

7 コンピュータの世界 
コンピュータのしくみ，パソコンの内部

構造，スーパーコンピュータ 

第７回課題 約 1時間 

教科書 Chapter10 

8 
家電製品を制御するマイコ

ン 

マイコンとは，家電製品に組み込まれた

マイコン，プログラミングの基礎 

第８回課題 約 1時間 

教科書 Chapter11 

9 画像処理 
3 原色と画像の表現・表示、画像処理の

基礎技術入門 

第９回課題 約 1時間 

教科書 Chapter12 

10 人工知能 
人工知能の歴史、深層学習の発展とその

実社会応用 
第 10 回課題 約 1時間 

11 電波と放送 
電波と応用分野，変調と復調，衛星放送

からデジタル放送へ 

第 11 回課題 約 1時間 

教科書 Chapter13 

12 通信機器の発展 
電気通信の歴史，携帯電話，通信のこれ

から 

第１2回課題 約 1時間 

教科書 Chapter14 

13 インターネットのつなぎ方 
インターネットのしくみ，歴史，接続方

法，危険性 

第１3回課題 約 1時間 

教科書 Chapter15 

14 研究室紹介 1 
・研究室紹介(資料配信型)を視聴する 

（6つの研究室） 
第 14 回レポート 約 2時間 

15 研究室紹介 2 
・研究室紹介(資料配信型)を視聴する 

（5つの研究室） 
第 15 回レポート 約 2時間 

 

関連科目 各自の学科で並行して開設されている数学，物理系科目も履修しておくことが望ましい． 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 基礎から学ぶ電気電子・情報通信工学 田口俊弘，堀内利一，鹿間信介 講談社 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

授業では課題とレポートがある。課題の点数によって各講義回の評価点を付ける。各講義の評価点 13 回とレポート 2 回の点数で総合し、本講義

の成績とする。評価点の合計を 90％、レポートの評価点を 10％とする。 

ただし、課題とレポート提出率 80％以上を成績評価の対象とする。 

学生への 

メッセージ 

身の回りの電気製品と情報技術は日々進化しています。これらを便利な道具として使うだけではなく、そのしくみを知って使うことでさらに活用

することができます。そういったしくみに興味を持って受講して下さい。 

担当者の 

研究室等 

１号館４階および５階の電気電子工学科教員室 

授業担当責任者 井上雅彦教授室(１号館４階) 



摂南大学シラバス 2024 

備考 

課題提供は Moodle 上で行い、課題&レポート提出はすべて Moodle 上で行う。 

課題&レポートには提出期日がある。 

期日までの課題＆レポートの提出をもって出席とする。 

課題&レポートの結果は Moodle 上で個別に通知する。 
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科目名 科学技術教養（Ｃ） 科目名（英文） Scientific and Technological Literacy 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 寺本 俊太郎 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング INA3322a1 

 

授業概要・ 

目的 

授業の目的は，受講者に私たちの生活を支える土木技術に対する興味を持つとともに技術の基本原理を知ってもらうことである．第 1回の授業で

は，身の回りの土木技術の例を取り上げ，それらが技術者によってどのように守られているのかを説明する．第 2・3 回は現在にまでつながる国

土開発の歴史をそれに従事した人々にも注目して講義する．第 4～7回は「土木」の由来となる基本的な材料，第 8～11 回は設計方法，第 12～15

回は計画と環境問題について講義する． 

到達目標 土木技術全般の基礎知識を有し，土木技術と社会や経済活動，生活との関りを理解できる． 

授業方法と 

留意点 

・基本的にパワーポイントを用いた講義形式．授業中はメモを取らせ授業終了時もしくは終了後に提出する． 

・歴史と人物と基本原理をセットとして取り扱う．第 4回以降は材料や設計の基本原理を扱う．基本的に古くからの基礎的な技術と現在の技術を

セットで取り扱う． 

・講義だけではイメージを伝えることが困難な場合には，サンプルや簡単な実験を併用する． 

科目学習の 

効果（資格） 

産業・経済活動や私たちの生活を支える道路・鉄道・上下水道などの社会基盤施設に関する基礎的な知識が得られ，安全安心な社会システム構築

への興味関心が深まる． 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
私たちの日常生活と土木技

術 

私たちの身の回りの土木技術：・鉄道・

道路網，上下水道，エネルギー施設，防

災施設，憩い．・私たちの生活にどう関

わっているのか？・技術を支える人たち

（建設会社，設計コンサルタント，公務

員，メーカー・・・） 

配布資料講義部分の予習と復習 

2 

国土は先人たちによってど

のように形作られてきたの

か① 

国土建設の歴史 

・古墳時代～江戸時代 

・明治～第二次大戦，敗戦以降 

配布資料講義部分の予習と復習 

3 

国土は先人たちによってど

のように形作られてきたの

か② 

国土建設を行った人々 

・古墳時代～江戸時代 

・明治～第二次大戦，敗戦以降 

配布資料講義部分の予習と復習 

4 

都市をつくる材料の話① 

-土木技術は土から始まった

- 

最も古い材料，土と人類，土と木 

締固めて使う，事例1（古くからの技術），

事例 2（近代以降の技術） 

配布資料講義部分の予習と復習 

5 

都市をつくる材料の話② 

-セメントコンクリートの発

明- 

セメントの発見・発明 

耐久性，品質管理 
配布資料講義部分の予習と復習 

6 
都市をつくる材料の話③ 

-鋼は文明を支える- 

産業革命による鉄利用の拡大 

鋼構造 
配布資料講義部分の予習と復習 

7 
都市をつくる材料の話④ 

-循環型社会と土木材料- 

新材料，リサイクル材料 

産業廃棄物の利用 
配布資料講義部分の予習と復習 

8 国土を測る技術 
広い国土をどうやって測るのか． 

歩測から GPS まで，原理，応用 
配布資料講義部分の予習と復習 

9 
都市の造り方① 

-橋を設計する- 

橋はなぜ必要か？橋はどうやって重力

に抵抗しているのか． 

構造力学の基礎 

配布資料講義部分の予習と復習 

10 
都市の造り方② 

-川を設計する- 

治水は国を治める．水と波の力を計算す

る．川，ダムと港の設計へ． 

水理学の基礎 

配布資料講義部分の予習と復習 

11 

都市の造り方③ 

-地盤とトンネルを設計する

- 

都市を支える地盤の役割，地下空間． 

地盤力学の基礎 
配布資料講義部分の予習と復習 

12 
安全で安心な都市へ① 

-未来の都市を計画する- 

都市地域計画 

（計画学の基礎） 
配布資料講義部分の予習と復習 

13 
安全で安心な都市へ② 

-持続可能な都市を- 

地球規模環境問題，循環型社会 

（環境工学） 
配布資料講義部分の予習と復習 

14 
安全で安心な都市へ③ 

-命の水を守る- 

衛生工学 

（上下水道学の基礎） 
配布資料講義部分の予習と復習 

15 
安全で安心な都市へ④ 

-水害から守る- 
防災・減災、流域治水 配布資料講義部分の予習と復習 

 

関連科目 特になし 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 配布資料：科学技術教養 C 都市環境工学科全教員  

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 特になし   

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
受講メモ 50%，レポート 50%の総合点で評価する．※レポートは，授業のまとめとして毎回提出すること．期末試験は行わない． 

学生への 

メッセージ 

豊かな自然に恵まれた日本は世界で最も厳しい自然災害にさらされる国土でもあります．この講義を通じて，自然災害の防災・減災や産業・経済

活動支える社会基盤施設に関する基礎知識を身につけていただければ幸いです． 
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担当者の 

研究室等 
講義担当者居室 1 号館 3階および４階 

備考 事前・事後学習にかける学習時間は授業外の課題や小テストの学習時間も含めは，毎回 1時間程度としてください． 
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科目名 科学技術教養（T） 科目名（英文） Scientific and Technological Literacy 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 東 武大 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング INA3322a1 

 

授業概要・ 

目的 

「情念や宗教」においては，時代を超えて人々に事物を伝えるために，「すごくたくさん」「山より大きい」といった抽象的な表現方法が用いられ

ていた。「科学」によって数や式を発明したことで，誤解無く誰でも客観的に量や概念を伝えることに成功し，人類は大きく飛躍することが出来

た。本講義では，科学技術を支える数学や物理学の内容を，時代背景を交えながら最新科学に至るまで講述する。数や形状を正確に記述するため

のさまざまな手法を概観し，それが最新技術にどのように用いられているかを知る。 

SDGs-9 

到達目標 
科学の歴史的な流れを，基礎的事項を踏まえながら説明できる。 

科学という学問の背景にある考え方について，各自が意見を持つことができる。 

授業方法と 

留意点 
テキスト及び毎回の配布資料に基づく講義主体の授業とする。講義ごとに講義メモの提出を求めるとともに、レポート等の課題を課す。 

科目学習の 

効果（資格） 
数学・物理の発展に関する幅広い知識を得て知見を広めることができる。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 人類にとっての数(1) 

太古の昔、物を数えるための道具として

「自然数」は生まれた。やがて「自然数」

から「分数」へと数の世界は広がってい

ったが、どのような経緯を経たのか？人

類の歴史と共に探る。 

教科書 1章の予習復習(1 時間) 

2 人類にとっての数(2) 

「小数」、「無理数」、「ゼロの数」、「負の

数」と数の世界は更に広がっていった。

これらの歴史を当時の文化や考え方を

交えながら紹介する。 

教科書 1章の予習復習(1 時間) 

3 人類にとっての数(3) 

更に「実数」から「虚数」、「複素数」へ

と広がった数の世界。ガウス平面、オイ

ラーの公式など「複素数」に関する先人

たちの功績。また「複素数」の登場によ

って発展した科学について紹介する。 

教科書 1章の予習復習、レポート課題(1 時間) 

4 三角形から始める幾何学 

ピタゴラスの定理や三角形の合同と相

似、三角比について振り返ることから始

め、それらを用いて、私達の身の回りの

ものを測ってみる。 

教科書 2章の予習復習(1 時間) 

5 平行線の公理 

高校までの幾何では扱われていない平

行線の公理について、その内容と意義を

紹介し、平面とは異なる世界はどのよう

なものか、想像してみる。 

教科書 2章の予習復習(1 時間) 

6 身近にある曲面 

平行線の公理を検討することにより現

れてきた、平面とは異なる曲面は結構身

近にある。そのような曲面を通して、曲

がっている世界を体験してもらう。 

教科書 2章の予習復習、レポート課題(1 時間) 

7 コペルニクス以前の天動説 

惑星の運動の法則を考えるうえで、コペ

ルニクス以前の天動説に ついて概観す

る。 

教科書 5章の予習復習(1 時間) 

8 コペルニクスの地動説 

天動説から地動説へ、惑星運行の法則、

実験で物理法則を実証す る近代自然科

学の萌芽を考える。 

教科書 5章の予習復習(1 時間) 

9 ガリレイの天文学 

望遠鏡を発明した技術が自然観察であ

る天体観測を精密化し宇宙 を理解した

い知的好奇心が科学革命を導く過程を

考える。 

教科書 5章の予習復習、レポート課題(1 時間) 

10 波の数理(音と光の基礎) 

身近な「波」を表現するために、「振幅」、

「波長」、「位相」という新たな概念を導

入し、波の現象について紹介する。さら

に、波の性質をもつ音波と光についても

概観する。 

教科書 3,4 章の予習復習(1 時間) 

11 波としての光 

光は粒子の性質と波の性質をあわせ持

つ。しかし、この認識は科学者達の長年

の研究と論争を経て得られたものであ

る。本講では光が波であることの根拠を

示す。そして写真やホログラフィーなど

の、波の性質を利用した光の記録方法に

ついて述べる。 

教科書 3,4 章の予習復習(1 時間) 

12 電磁波 

光は波である．弦を伝わる波は，弦の振

れが大きいところと小さいところが繰

り返し現れて波になっている．光が波な

らば，いったい何の振動なのだろうか．

マックスウェルは理論的に電磁波とい

う波の存在を予言し、さらに光が電磁波

の一種であることをつきとめた。本講で

は電磁波、そして光の正体について述べ

る。 

教科書 3,4 章の予習復習(1 時間) 

13 レーザー光 

光を発するもの（光源）には様々なのが

ある。太陽は最も明るい光源である。人

口の光源としては、電球、蛍光灯がある。

教科書 3,4 章の予習復習、レポート課題(1 時間) 
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近年では省エネルギーな発光ダイオー

ド（LED）が急速に普及している。本講

では人が創りだした「最も高機能な光」

を発生するレーザーについて、発振の原

理及び応用について述べる。 

14 X 線の発見から利用 

X 線の発見から発生の原理、さらに X線

の利用について概観する。医療機器とし

てよく知られているレントゲンや X 線

CT がなぜ体内を見透かすことができる

のかなどについても説明する。また、X

線の欠点と安全性についても簡単に紹

介する。 

教科書 3,4 章の予習復習(1 時間) 

15 放射光と未来の光 

科学技術の発展によりシンクロトロン

放射光という次世代の光を生み出した。

放射光の発生原理と科学等への利用を

紹介する。さらに、近年の利用されてき

ている次世代の放射光である自由電子

レーザーの特性についても簡単に紹介

する。 

教科書 3,4 章の予習復習、レポート課題(1 時間) 

 

関連科目 数学・物理の全科目 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 科学技術教養 T(教科書は初回講義時に配布) 基礎理工学機構  

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
講義メモ 45%、レポート 55%の総合点で評価する。 

学生への 

メッセージ 

科学は現代社会で不可欠な学問の一つです。周囲を見渡せば、皆さんの生活が科学抜きには成立しないことがわかるでしょう。科学は近代になっ

て急速に発展しましたが、古くから人々が自然現象や数に興味を持って考察を進めたことが基礎になっています。本講義で科学の歴史や重大な発

見・発明の概要を学び、科学という学問をどう考えるか、さらに、これから科学や人間の活動はどう進んでいくべきか、各自で意見を持てるよう

になりましょう。 

担当者の 

研究室等 
担当教員の居室〔1号館 2階(東谷)， 5 号館 1階(友枝・小林・東)， 8 号館 2階(長島)〕 

備考 
遅刻・欠席の扱いは、理工学部専門科目の出席および遅刻・欠席と同じ扱いとする。事前事後学習は、毎回 1時間以上かけること。講義メモは毎

回採点して返却する。 
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科目名 キャリアデザイン 科目名（英文） Introduction to Career Design 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 １年 クラス  

単位数 2 履修区分 必修科目 

学期 前期 授業担当者 水野 武.加野 佑弥 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング ICA1501a3 

 

授業概要・ 

目的 

この授業を通じて学生には 

１）就職や人生設計の前提として、「大学生」として大学生活をプランニングする。 

２）基礎ゼミと連携しつつ、「摂南大学」の学生として必要な知識や技能を習得する。 

３)専門の学びとの接続となるよう基本的なスタディスキルを習得する。 

４）講義と並行して、グループワークを実施し、課題やメンバー構成などの所与の条件に対してグループとして処していく力を養成する。 

 

ようになることが期待される。 

なお、講義は担当講師の人材業界での業務及び起業経験を活かした内容も含まれる。 

 

SDGs.4-4 

SDGs.8-6 

到達目標 

１）摂南大学への理解を深め、自らの大学生活を充実させる方法を考えられるようになる。 

２）社会の変化を知り、これから身につけたい力について考えられるようになる。 

３）調べる・考える・発表するための技能についての理解を深めることを講義目標とする。 

授業方法と 

留意点 

講義には積極的な態度で受講すること。 

課題により提出方法が異なることもあるので注意すること。 

課題ついては授業内にフィードバックする。 

科目学習の 

効果（資格） 

社会と自分の接点を考えるきっかけとなる。 

「大学生活を充実させる」きっかけになる。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 ようこそ、摂南大学へ 

・授業のオリエンテーション 

・キャリアデザインとは何か？何故必要

なのか？  

・公と私について考える 

・自分にとって“キャリアデザイン”とは何かを考え

ること(事前：0.5 時間) 

2 さぁ始めよう！大学生活を 

・大学で学ぶということを理解する 

・「学修」の意味を学ぶ 

・学ぶためのスキルを身につける 

・大学で学ぶ意味について考えること(事前：0.5

時間) 

3 
社会化と大学-摂南大学を知

る- 

・摂南大学の建学の精神と教育理念を理

解する  

・摂南大学の中にある「機会」について

知る 

・社会化について考える 

・摂大生として、建学の精神と教育理念を理解する

こと(0.5 時間) 

・大学の中にある「機会」の活用の仕方を考えるこ

と(事後：0.5 時間) 

・大学生活での目標を考えること(0.5 時間) 

4 自己効力感を高めよう 

・学生生活において目標とすることを考

える 

・自己効力感を高めることの意味を知る 

・個人ワークのインストラクション 

・設定された個人ワークに取り組むこと(事後：２

時間) 

5 
SDGs について考えよう 

グループ課題の設定 

・SDGs に対する理解を深める 

・グループワーク 

・グループで工程管理を考える 

・SDGs とは何かについて予習をしておくこと(事

前：0/5 時間) 

・グループで課題に取り組むこと(2時間) 

6 社会は君を待っている 

・日本の労働事情の推移を知る 

・社会で求められている力について考え

る 

・社会で求められる人材について考えること(事

後：0.5 時間) 

7 社会の仕組み① 

・GDP から見る社会の仕組み  

・労働と貨幣 

・税金について考える 

・経済・金融と私たちの生活の結びつきを考えるこ

と(事後：0.5 時間) 

8 社会の仕組み② 
・税金について考える 

・社会の問題についてディスカッション 

・配布資料を熟読し、社会の仕組みについて考える

こと(事後：0.5 時間) 

9 自分づくり① 
・自分の良いところを 20 個挙げる 

・ペアワーク 

・自分の長所や短所について考え、周囲の人にも聴

くこと(事前：0.5 時間) 

10 自分づくり② 

・ワークシート記入 

・ペアワーク 

・大学４年間の目標設定 

・大学へ入学した目的と学生としての自分の目標を

再確認すること(事後：0.5 時間) 

11 スケジューリング術 

・社会人基礎力を理解する  

・PDCA サイクルを身につける  

・入学から今までの大学生活を振り返る 

・未来履歴書を書いてみる 

・社会人基礎力を実践する方法を考えること(事

後：0.5 時間) 

12 ビブリオバトル 
・ビブリオバトルで発表をする準備 

・グループ内で発表する 

・他者に紹介したい本を選び、発表の準備を行うこ

と(事前：１時間) 

13 グループ課題の発表会 グループ課題の発表会 

・プレゼンテーションの準備をすること(事前：0.5

時間) 

・他グループのプレゼンテーションの内容を復習す

ること(事後：0.5 時間) 

14 グループ課題の発表会 ・グループごとのプレゼンテーション 

・プレゼンテーションの準備をすること(0.5 時間) 

・他グループのプレゼンテーションの内容を復習す

ること(事後：0.5 時間) 

15 講義のおさらい 
・講義４で行った個人ワークの振り返り 

・講義の振り返り 

・夏休み以降の大学生活の目標を考えること(0.5

時間) 

・期末レポートを作成すること(1.5 時間) 

 

関連科目 
キャリアデザインⅡ 、キャリアデザインⅢ 、インターンシップ 

エンプロイメントデザイン Ⅰ、エンプロイメントデザインⅡ 

教科書  
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番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
平常点（30%）、グループ課題(20%) 、最終レポート（50%）で総合的に評価する。 

学生への 

メッセージ 
自分の将来を考える授業であると認識し、能動的に参加すること。 

担当者の 

研究室等 

水野 武（７号館３階） 

加野  佑弥（７号館５階） 

備考 
必要に応じて授業内でレジュメを配布する。 

なお、課題の提出方法は教員により異なる（Moodle か Web フォルダー等）ので各教員の指示に従うこと。 
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科目名 インターンシップ基礎 科目名（英文） Introduction to  Internship 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 １年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 坂口 有芸.加野 佑弥 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング ICA1502a3 

 

授業概要・ 

目的 

この授業を通じて学生には、現代社会で生じているさまざまな事象を氾濫する情報から的確にとらえ、それらを起点に思考し、自らの活かし方、

伸ばすべきポイントについて考えるようになることが期待される。 

講義は担当者の実務経験を元にした話題提供から議論を進行することもある。  

 

SDGs.4-4 

SDGs.8-6 

到達目標 将来、就きたい職業を模索し、そのために今何を行うべきかを自ら考え、宣言できるようになることである。 

授業方法と 

留意点 
講義だけでなく、グループワークや個人で考えるワークを織り交ぜて進行するので、能動的な態度で受講すること。 

科目学習の 

効果（資格） 
来るべき就職活動に向けて、自分に必要な能力を自覚し、計画的に実行に移すことができる。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 オリエンテーション 
・講義の目的・内容の解説 

・評価の方法 

・大学生活１年目で経験したことを思い出しておく

こと(事前：１時間) 

・配布したレジュメを見直すこと(事後：0.5 時間) 

2 社会を知る① 

・なぜ仕事をするのか 

・仕事観について考える 

・仕事の成果とは他者への貢献であるこ

とを学ぶ 

・人はなぜ働くのかについて仕事をしている一にイ

ンタビューしててまとめ、グループ討議の準備をし

ておくこと(事後：２時間) 

3 社会を知る② 
・課題「働く人を取材してレポート」の

グループ討議とプレゼンテーション 
・グループ討議の内容を振り返ること(0.5 時間) 

4 社会を知る③ 

・視点/視座/視野の使い方事例を知る 

・業種・職種の概念を理解する 

・川上～川下の概念の理解 

・配布資料を読み返し、どのような業種・業界があ

るか調べること(事後：0.5 時間) 

5 社会を知る④ 
・会社・業種・職種を理解する 

・付加価値について考える 

・配布資料を見直し、どのような職種・会社がある

のか調べること(0.5 時間) 

6 自分を知る① 
・特性と心がけ、自己 PR の組み立て方

を学ぶ 

・自身の特性について考えること(事前：0.5 時間) 

・配布資料を見直し、自らの強みについて考えるこ

と(事後 1時間) 

7 自分を知る② 

・学生生活を振り返る 

・学生生活で自分を高めるための方法を

考える 

・自身の学生生活を振り返ること(事前：0.5 時間) 

・配布資料を見直し、今後の学生生活の過ごし方を

考えること(0.5 時間) 

8 自分を高める① 
・今までの習慣を見直し、自分を高める

必要性を認識する 

・講義を踏まえ、これからの大学生活における自身

の習慣について振り返ること(事後：0.5 時間) 

9 自分を高める② 
・今までの習慣を見直し、自分を高める

必要性を認識する 

・講義を踏まえ、これからの大学生活における自身

の取り組むべきことについて考えること(事後：0.5

時間) 

10 自分を高める③ 

・リーダーシップ開発 

・リーダーシップのタイプを知る 

・リーダーシップコミュニケ―ションを

学ぶ 

・講義の内容を日常生活で実践すること(1.5 時間) 

11 自分を知る③ 
・モチベーションについて理解する 

・自身のやる気の源泉を理解する 

・自身の「やる気が出る時と出ない時」の差につい

て考える(事前：0.5 時間) 

・自身の「やる気の源泉」を言語化すること(0.5

時間) 

12 社会を知る⑤ 
・ライフイベントを考える 

・ライフイベントにかかる費用を知る。 

・配付資料を見直し、自らの将来について考えるこ

と(0.5 時間) 

13 自分を高める④ ・講義⑨⑩⑪の実践報告の共有と発表 
・発表及びグループ討議の準備をしておくこと(事

前：１時間) 

14 社会を知る⑥ 
・ニッポンの課題について考える 

・未来の働き方を考える 

・日本を取り巻く課題につて調べること(事前：0.5

時間) 

15 授業のおさらい ・講義のおさらい 
・課題の出し忘れ等がないか確認しておくこと(0.5

時間) 

 

関連科目 キャリアデザインⅠ・Ⅲ、インターンシップ 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
グループワーク（20%）、授業参加度（30%）、レポート（50%）を総合的に評価する。 

学生への 

メッセージ 

来たるべき就職活動に向けて日々の生活を振り返り、準備することを第一とし授業を行うので、卒業後の「あなた」になるために積極的に参加す

ること。 



摂南大学シラバス 2024 

担当者の 

研究室等 

水野武（７号館３階） 

加野研究室（７号館５階） 

備考  



摂南大学シラバス 2024 

科目名 エンプロイメントデザインⅠ 科目名（英文） Employment Design I 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 １年 クラス  

単位数 1 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 坂口 有芸.加野 佑弥 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング ICA1352a1 

 

授業概要・ 

目的 

この科目は学生が「協働作業」「創造的志向」「探求」など、エンプロイアビリティ（将来社会に出て仕事をする際に必要な能力）の獲得の必要性

を認識するための科目である。 

また、大教室での多くの学生と共に話を聴き、理解しようとする態度を養い、グループに分かれて他者との意見の交換を行うことで、自分には思

いつかなかった考え方に気づくようになることが期待される。 

到達目標 講義、個人ワーク、グループワークを通じて、目標と手段、意思決定や探求に向けて試行錯誤することができるようになることが目標である。 

授業方法と 

留意点 

「学びを通じて学び方を学ぶ」姿勢をもつことを心がける。また、講義で出た課題を実践し、振り返ることが課題となることもあるため、メモを

取る習慣を身につける。 

課題ついては授業内にフィードバックする。 

この科目は１年生向けの科目で、2024 年度入学生のみ履修ができる。 

科目学習の 

効果（資格） 
 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 オリエンテーション 

・科目の趣旨・目的と評価について 

・受講上の注意ならびに大教室でのマナ

ーについて 

・エンプロイアビリティとレポートにつ

いて 

・講義内容を振り返ること(0.5 時間) 

2 私が NO.1 プロジェクト① 

・今、自分が属しているコミュニティに

おいて、何かで「NO.1 になる」ための

計画を立て、実践する 

・設定した課題を実践すること(２時間) 

3 
私が NO.1 プロジェクト② 

中間振り返り 

・講義 2で設定した個別の課題の経過、

結果をグループで共有する 

・グループワークでメンバーから 

得た知見を振り返ること(0.5 時間) 

4 
私が NO.1 プロジェクト③ 

最終振り返り 

・講義 2で設定した個別の課題の結果を

振り返り、共有する 

・グループワークでメンバーから 

得た知見を振り返ること(0.5 時間) 

・第 1回課題「NO.1 プロジェクトの振り返り」レポ

ートを作成すること(２時間) 

5 
自身の意見を発信すること

を学ぶ 

・意見と他者に同意する・反対すること

のみとの違いを理解する 

・自分の意見を発信するためのスキルを

学ぶ 

・講義の内容を振り返り、 

日常生活で活かせる場面を考えること(0.5 時間） 

6 
議論を進めるファシリテー

ションの基本① 

・グループで議論する際の基本的なスキ

ルを学ぶ 

・講義の内容を振り返り、学生生 

活で活かす場面を考えること(0.5 時間) 

7 
議論を進めるファシリテー

ションの基本② 

・グループで議論する際の基本的なスキ

ルを学ぶ 

・講義の内容を振り返り、学生生 

活で活かす場面を考えること（0.5 時間） 

8 
就職活動の現状を知る①－

就職部 
・昨今の就職活動の事情について知る ・講義内容を振り返ること(0.5 時間) 

9 
就職活動の現状を知る②－

就職部 
・昨今の就職活動の事情について知る 

・講義内容を振り返ること(0.5 時間) 

・第 2回課題（就職活動を想定して、自身が今取り

組まなければならないこと）をレポートにまとめる

(1 時間) 

10 

グループでリサーチプロポ

ーザル 

（研究計画書）を作ろう 

・グループワーク「グループで課題研究

のためのリサーチプロポーザル 

（研究計画書）の作成」 

・グループで課題に取り組むこと(２時間) 

11 
担当講師のキャリアについ

て① 

・担当講師の研究内容、仕事の経歴など

についての話をきく 
・講義の内容を振り返ること(0.5 時間) 

12 
担当講師のキャリアについ

て② 

・担当講師の研究内容、仕事の経歴など

についての話をきく 
・講義の内容を振り返ること(0.5 時間) 

13 自身の履歴について考える 
・自身のここまでの人生を振り返り「節

目になった出来事」について考える 

・講義全体を振り返ること 

・第 3 回課題「人生すごろく」を作成すること(２

時間) 

14 
グループで研究計画書を発

表 

・講義 10 から取り組んだ課題をグルー

プごとに発表する 

・自グループ、及び他グループの 

発表内容を振り返ること 

・グループ課題「グループレポート」提出（0.5 時

間) 

15 講義のまとめ 
・エンプロイメントデザインⅠの振り返

り 
・講義を振り返ること(0.5 時間) 

 

関連科目 キャリアデザインⅠ・キャリアデザインⅡ・エンプロイメントデザインⅡ 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 毎回のミニッツペーパー（30%）、グループ課題（20%）、個人レポート 3回（50%）を総合的に判断する。 



摂南大学シラバス 2024 

（基準） 

学生への 

メッセージ 

自身の学生生活について考えるために、様々な内容を真摯な態度で聴いてほしい。 

また、自ら考え、選択し、決定していくプロセスを大切にし、行動へ繋ぐ大切さを学んでほしい。 

担当者の 

研究室等 

坂口有芸（７号館５F） 

加野研究室（７号館５階） 

備考 

教科書：各回、必要に応じ、プリント配布。 

参考書：各回、必要に応じ、授業中に示す。 

講師・内容は都合により変更することもある。 

課題の評価基準・書き方に関する注意事項は、講義内またはポータルサイト/Teams で伝達する。 



摂南大学シラバス 2024 

科目名 エンプロイメントデザインⅡ 科目名（英文） Employment Design II 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 1 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 水野 武.石井 三恵.加野 佑弥 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング ICA1353a1 

 

授業概要・ 

目的 

外部講師（本学卒業生を含む）をお招きし、仕事・職業観・人生経験やキャリア・パス等についてのお話を聴く。質疑応答の時間を設けているの

で、勇気を持って講師に質問をするだけでなく、質問時の態度や表現の仕方を学ぶ。 

 

この科目を通じて、学生はさまざまな職業について理解し、多様な仕事術についての知識を得ること、さらには仕事観や人生観の涵養に役立てる

とが期待される。 

到達目標 さまざまな職業についての知識を得て、多様な仕事術を理解できるようになることを講義の目標とする。（DP1） 

授業方法と 

留意点 
話を聴くことが主となるため、社会人としての真摯な態度での話の聴き方、メモの取り方、積極的に質問すること等の習慣を身に付けること。 

科目学習の 

効果（資格） 
人や社会に関わること、仕事力の伸ばし方について考えるきっかけとなる。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
オリエンテーション（教育イ

ノベーションセンター） 

・講義のオリエンテーション 

・ゲスト講義の際の注意点（特に聴く態

度）について 

・事前学修：シラバスを熟読すること(１時間) 

・事後学修：講義の内容を振り返ること(0.5 時間) 

2 

警察官として、生きていく。 

大阪府警察は、この街を、人

を、そしてキミの人生を、全

力で守り続ける。 

（警察官） 

・採用担当者が大阪府警察の仕事、働く

上でのやりがいなどを紹介いたします。 
・事後学修：講義の内容を振り返ること(0.5 時間) 

3 

ホームレス状態を生み出さ

ない日本を目指して(NPO 法

人事務局長) 

・大阪市で活動をする NPO法人 Homedoor

の実践を通じて、 

ホームレス問題や NPO の運営の方法を

学ぶ。 

年間 1000 名以上の生活相談に対応する

なかで見えてきた 

ホームレス問題の課題や今後の展望に

ついても触れる。 

・事後学修：講義の内容を振り返ること(0.5 時間) 

4 
お坊さんから後輩のみなさ

んへ(摂大 OB/住職) 

・一人の学生が僧侶として歩みだすまで

の過程を自身の学生生活の経験談を交

えながらお話します。 

・事後学修：講義の内容を振り返ること(0.5 時間) 

5 

「公務員がハブになり市

民・企業と協力して子どもを

救う。」 

～公務員に向いていない人

間が公務員になった結果～ 

・門真市の現状、降雨員としてのキャリ

アいついて自らの体験を踏まえてお話

します。 

・事後学修：講義の内容を振り返ること(0.5 時間) 

6 

プログラマを目指して摂南

大学に入学してから NPO 代

表になるまで（摂大 OB/NPO

法人代表） 

・理系学部でプログラマーを目指しなが

らもスタープログラマーになれなかっ

た男が、“公共性“を武器に NPO 法人を設

立するまでのキャリア構築の過程をお

話します。 

・事後学修：講義の内容を振り返ること(0.5 時間) 

7 

しあわせのまちづくり ～主

役は地域住民！『こどもから

おとしよりまで笑顔あふれ

る地域づくり』の支え方～ 

（社会福祉協議会職員） 

・地域住民にもっとも近い社会福祉法人

である社会福祉 

協議会の仕事と理念についてお話しし

ます 

・事後学修：講義の内容を振り返ること(0.5 時間) 

8 
講義の中間まとめと就職活

動の現状について 

・講義の中間まとめ 

・就職活動について(就職部) 
・事後学修：講義の内容を振り返ること(0.5 時間) 

9 
「ビジネス創造に必要な力」 

を実例から学ぶ（IT/役員） 

・現役のビジネスパーソンが日々実践し

ている「ビジネスに必要な力」を事例を

通じて解説します。 

・事前学修：講義全体を振り返り、ノートにまとめ

ること(2 時間) 

・事後学修：中間レポートを作成すること(2 時間) 

10 

働くことってどんなこと？

日本で働くことと SDGs、み

んなで持続可能な働き方を

探していこう！(デジタルサ

ービス) 

・日本を取り巻く環境、仕事と必要なス

キル、SDGs との繋がり、キャリアを自

分ごととして考えるという内容をお話

しします。 

・事後学修：講義の内容を振り返ること(0.5 時間) 

11 

信用金庫の仕事と期待され

る人財 

(金融/人材開発） 

・仕事のやりがいとキャリアを学生の皆

さんにイメージしていただけるよう、講

義します。 

・事後学修：講義の内容を振り返ること(0.5 時間) 

12 

ともに強いまちを創る～公

務員という選択～ 

（摂南大学ＯＢ／市役所職

員） 

・仕事を通して社会や地域に貢献ができ

る、自らが成長できる、公務員のやりが

いについて熱くお話します。 

・事後学修：講義の内容を振り返ること(0.5 時間) 

13 

先人(企業家)に学ぶ仕事へ

の心構え 

（商工会議所/職員） 

・企業家から学ぶ、仕事の心構えについ

てお話します。 
・事後学修：講義の内容を振り返ること(0.5 時間) 

14 

社会人になって学んだこと

と、企業経営で大切にしてい

るモノ 

（摂南大学 OB/経営者) 

・社会人となる学生へ、体験談を通じて

企業の中で誠実に生き抜くことを伝え

ます。 

・事後学修：講義の内容を振り返ること(0.5 時間) 

15 講義のおさらい ・講義全体のおさらい 
・事前学修：講義の全体を振り返ること(0.5 時間) 

・事後学修：最終課題を作成すること(1.5 時間) 

 



摂南大学シラバス 2024 

関連科目 キャリアデザインⅠ、キャリアデザインⅡ、エンプロイメントデザインⅠ 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
毎回の感想レポート（30%）、中間レポート１回（30%）、期末レポート１回(40%)を総合的に判断する。 

学生への 

メッセージ 

講師の多様な仕事に対する意識や成果の上げ方等を聴くことで、職業観の形成に役立ててほしい。また、摂大生として誠実な態度で質疑応答に臨

んでほしい。 

担当者の 

研究室等 

石井三恵（７号館５F） 

水野武（７号館３F） 

加野研究室（７号館５階） 

備考 

講師・内容は事情により変更することもある。 

教科書：各回の講師が必要に応じ、プリント配布する。 

参考書：各回の講師が必要に応じ、授業中に示す。 



摂南大学シラバス 2024 

科目名 ビジネスインターンシップⅠ 科目名（英文） Business Internship I 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 石井 三恵.加野 佑弥 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング ICA2505a3 

 

授業概要・ 

目的 

主に就職活動を中心とした進路選択行動を視野に入れた講義である。 

この科目を通じて、学生は、実際の仕事現場の一員として業務を担当させていただくことで社会人の方々がどのような考え方で働かれているのか、

特に １）仕事の社会における役割 ２）仕事の成果とは ３）仕事の責任と充実感 を直接肌で感じること が期待される。 

前期の講義では事前学修として、ビジネス組織のあり方、ビジネス研究、マナーや常識を習得するなどの内容となるので講義を通じてインターン

シップに参加する学生はもちろん、夏季休暇中に自身で 1day 仕事体験等に参加する学生にとっても意義のある科目である。 

 

なお、講義では担当者の実務経験に基づいて議論を進めることもある。 

 

SDGｓ4-4 

SDGｓ8-6 

到達目標 

就職活動の流れとインターンシプの位置づけ、意義について説明することができる。 

インターンシップへ意欲的に自信を持って参加するためのマナーと心がまえを身につける。 

インターンシップ先出の実習参加の機会を最大限に活用し、自分や社会をより理解し、将来の選択しや可能性について主体的に考えることができ

る。 

講義や実習を通じて、職業観を形成し、それを他者に伝えることができる。 

授業方法と 

留意点 
インターンシップの現場につながる講義（演習を含む）であることから、能動的に、真摯に参加することを求める。 

科目学習の 

効果（資格） 

インターンシップへ行く目的を理解し、その準備ができる。 

企業等、実務の現場で実習を行うことで、自らの職業観の形成ができる。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 インターンシップとは 

・授業オリエンテーション 

・講義委でのインターンシップと民間企 

業が行う 1day 仕事体験の違いを理解す

る 

・学生と社会人の違いを理解する 

・インターンシップの目的を考える 

・事前学修：インターンシップとは何かについて考

えること(0.5 時間) 

・事後学修：配付した資料を見直して講義を振り返

ること（0.5 時間) 

2 企業組織・ビジネスの理解 
・組織の形態を知る 

・ビジネスへの理解を深める 

・事前学修：自らの興味のあるビジネスについて調

べておくこと(0.5 時間) 

・事後学修：配付した資料を見直して講義を振り返

ること(0.5 時間) 

3 実習参加企業について 

・産業の分類を知る 

・業種、内容、インターン時期等、イン

ターン受入企業等の組織について知る 

・事前学修：興味のある会社や自治体などの組織に

ついて調べること（0.5 時間） 

・事後学修：インターン受入企業等の組織のリスト

に目を通し、希望する実習先を吟味すること(0.5

時間) 

4 
企業研究を志望動機に結び

付ける 

・志望動機を組み立て方について考える 

・企業研究を志望動機に結び付ける 

・事前学修：自身の興味のある企業について調べる

こと(0.5 時間) 

・事後学修：配付された資料を見直し講義を振り返

ること(0.5 時間) 

5 社会人のマナー① 
・社会人としての心構えを知る 

・身だしなみ 

・事前学修：マナーがなぜ大切なのかを考えること

(0.5 時間) 

・事後学修：配付されたテキストを精読すること

(0.5 時間) 

6 社会人のマナー② ・文書でのコミュニケーション 

・事前学修：効果的なコミュニケーションについて

考えること(0.5 時間) 

・事後学修：授業以降は丁寧なメールを心がけ、文

書での適切な発信方法を試みること（0.5 時間) 

7 社会人のマナー③ ・口頭でのコミュニケーション 

・事前学修：効果的なコミュニケーションについて

考えること(0.5 時間) 

・事後学修：マナーの大切さを再度考えること(0.5

時間) 

8 
履歴書・エントリーシートに

ついて考える① 

・エントリーシートとは何かを知る 

・エントリーシートを書くための前準備

を行う 

・事前学修：エントリーシートを書く準備をしてお

くこと(0.5 時間) 

・事後学修：講義を振り返り、エントリーシートを

下書きすること(0.5 時間) 

9 
履歴書・エントリーシートに

ついて考える② 

・インターンシップ用の履歴書を記入す

る 

・事前学修：履歴書を書く準備をしておくこと(0.5

時間) 

・事後学修：講義を振り返り、履歴書を下書きする

こと(0.5 時間) 

10 
グループディスカッション

① 

・企業はなぜグループディスカッション

を行うのかについて考える 

・実際にグループディスカッションに取

り組む 

・事前学修：グループ内の自分の役割を考えること

(0.5 時間) 

・事後学修：グループディスカッション時の自身の

行動を振り返る(0.5 時間) 

11 
グループディスカッション

② 

・議論を前に進めるためのファシリテー

ション術を学ぶ 

・事前学修：グループ内の自分の役割を考えること

(0.5 時間) 

・事後学修：自グループ及び他グループの発表を振

り返ること(0.5 時間) 

12 事前訪問について ・事前訪問のマナーと準備について 

・事前学修：インターン先の企業等の組織のことを

もう一度調べること(0.5 時間) 

・事後学修：訪問時のマナーについておさらいをす

ること(0.5 時間) 

13 課題のプレゼンテーション ・インターン先を調べて、インターンシ ・事前学修：プレゼンテーションの準備をすること
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② ップで何を学びたいかをプレゼンテー

ション 

(0.5 時間) 

・事後学修：プレゼンテーションの内容を内省する

こと(0.5 時間) 

14 
課題のプレゼンテーション

③ 

・インターン先を調べて、インターンシ

ップで何を学びたいかをプレゼンテー

ション 

・事前学修：プレゼンテーションの準備をすること

(0.5 時間) 

・事後学修：プレゼンテーションの内容を内省する

こと(0.5 時間) 

15 振り返りとまとめ 
・授業を振り返る 

・インターンシップの目的を再考する 

・事前学修：インターンシップⅠで学んだことをま

とめること（0.5 時間） 

・事後学修：インターンシップで何を身につけたい

かをもう一度考えること(0.5 時間) 

 

関連科目 キャリアデザインⅠ・キャリアデザインⅡ・キャリアデザインⅢ 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

平常点(ミニッツペーパーおよび授業態度)30％、提出物・プレゼンテーション等 60％、企業からの評価表等 10％の合計点で評価する。 

※授業態度とは授業中の質問に対する回答状況、授業への集中度を示す。 

学生への 

メッセージ 

インターシップの流れは以下のとおりである。 

※４月下旬にリスト公開→５月上旬に希望企業等の組織の絞り込み→５月下旬に就職部から受け入れ可否の回答→６月末頃に事前訪問→８月上

旬からインターンシップ開始（予定） 

なお、インターンシップ先の都合により、日程等スケジュールが変更する場合もある。 

COVID-19 などのパンデミックの影響や天候の問題により、先方都合で実習が中止になることもある。 

担当者の 

研究室等 

石井研究室（７号館５階） 

加野研究室（７号館５階） 

備考 

教科書・・・必要に応じてレジュメを配布 

参考書・・・必要に応じて推薦図書を提示 

服  装・・・立ち居振る舞いを学ぶために、原則、スーツ着用が好ましい。 

予習・復習に毎回２時間以上取り組むこと。グループワーク、レポート作成のための学習時間を含め、総時間数で 60 時間程度を目安とする。 

※インターンシップ先の都合により、インターンシップ参加期間等の日程が変更される場合もある。 
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科目名 ビジネスインターンシップⅡ 科目名（英文） Business Internship II 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 後期集中 授業担当者 石井 三恵.加野 佑弥 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング ICA3506a3 

 

授業概要・ 

目的 

インターンシップの目的は、実際の仕事現場の一員として業務を担当させていただくことで社会人の方々がどのような考え方で働かれているの

か、特に社会における仕事の役割、仕事の成果、仕事に対する責任と充実感を肌で感じることである。 

到達目標 
インターンシップ先での実習参加の機会を最大限に活用し、自分や社会をより理解し、将来の選択肢や可能性について主体的に考えることができ

る。講義での学び、経験を通じて、職業観を涵養し、それを他者に伝えることができる。 

授業方法と 

留意点 

「事前学修→インターンシップ実習→事後学修」という流れで実施するので、必ず日程を確認しておくこと。 

実習中は、大学の代表、そして実習先の一員としての意識を持って参加すること。 

事前学修・事後学修はすべてスーツ着用のこと。 

受講態度や規則等を著しく逸脱し、注意しても改善が見られない場合は、実習参加を許可しない場合もあることを理解しておく。 

Covid-19 の影響により、実習が中止になることもある。 

科目学習の 

効果（資格） 
就職活動や将来を考えるうえでの貴重な出会いや気づきを得ることができる。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 

直前学修① 

６月２２日（土） ３限目（予

定） 

・インターンシップの心構え 

・今後のスケジュールの確認 

＊スーツ着用のこと 

・事前学習：社会人を意識したスーツ着用し、身だ

しなみを自分なりに整えてくること(１時間) 

2 

直前学修② 

６月２２日（土） ４限目（予

定） 

・報告書の書き方、注意点/マナー 

・身だしなみの最終確認 

・グループワークとプレゼンテーション 

・事前学習：マナーについて考えること(0.5 時間) 

・事後学修：講義の内容を振り返ること(0.5 時間) 

3 インターンシップ実習 ・夏季休暇中に１０日間以上（原則） 

・事前学修：実習先からの指示がある場合はそれに

沿うこと 

・事後学修：実習中は毎日日誌をつけ、実習内容を

振り返ること(1.5 時間) 

4 インターンシップ実習 ・夏季休暇中に１０日間以上（原則） 

・事前学修：実習先からの指示がある場合はそれに

沿うこと 

・事後学修：実習中は毎日日誌をつけ、実習内容を

振り返ること(1.5 時間) 

5 インターンシップ実習 ・夏季休暇中に１０日間以上（原則） 

・事前学修：実習先からの指示がある場合はそれに

沿うこと 

・事後学修：実習中は毎日日誌をつけ、実習内容を

振り返ること(1.5 時間) 

6 インターンシップ実習 ・夏季休暇中に１０日間以上（原則） 

・事前学修：実習先からの指示がある場合はそれに

沿うこと 

・事後学修：実習中は毎日日誌をつけ、実習内容を

振り返ること(1.5 時間) 

7 インターンシップ実習 ・夏季休暇中に１０日間以上（原則） 

・事前学修：実習先からの指示がある場合はそれに

沿うこと 

・事後学修：実習中は毎日日誌をつけ、実習内容を

振り返ること(1.5 時間) 

8 インターンシップ実習 ・夏季休暇中に１０日間以上（原則） 

・事前学修：実習先からの指示がある場合はそれに

沿うこと 

・事後学修：実習中は毎日日誌をつけ、実習内容を

振り返ること(1.5 時間) 

9 
体験報告書の作成・提出・指

導 

・報告書提出/ゼミ教員 

・インターンシップ担当教員における報

告書のチェックと指導 

（担当教員への提出と教務課へ電子デ

ータを提出） 

・事後学修：事前学修②の通りに報告書を作成する

が、提出前に必ず推敲を行い、提出期限を厳守する

こと(２時間) 

10 

事後学修① 

９月 1４日（土） ３限目（予

定） 

・体験報告会に向けたプレゼン指導及び

個人発表 

・事前学修：個人発表用のレジュメを準備し、プレ

ゼンテーションができるように練習し、準備するこ

と 

(1.5 時間) 

11 

事後学修② 

９月 1４日（土） ４限目（予

定） 

・体験報告会に向けたプレゼン指導及び

個人発表 

・事前学修：個人発表用のレジュメを準備し、プレ

ゼンテーションができるように練習し、準備するこ

と(1.5 時間) 

12 

事後学修③ 

９月２８日（土） ３限目（予

定） 

・体験報告会に向けたプレゼン指導及び

個人発表 

・事前学習：代表者はスライドを作成し、プレゼン

テーションの準備をすること(1.5 時間) 

・事後学修：聴講者は他者の発表を振り返ること

(1.5 時間) 

13 

事後学修④ 

９月２８日（土） ４限目（予

定） 

・体験報告会に向けたプレゼン指導及び

個人発表 

・事前学修：代表者はスライドを作成し、プレゼン

テーションの準備をすること(1.5 時間) 

・事後学修：聴講者は他者の発表を振り返ること

(1.5 時間) 

14 

事後学修⑤ 

１０月５日（土） ３限目（予

定） 

・インターンシップを振り返る 

（実習記録簿の提出） 

・事前学習：実習記録簿を見直してくること(１時

間) 

15 

事後学修⑥ 

１０月５日（土） ４限目（予

定） 

・インターンシップを振り返る 
・事後学修：インターンシップの講義の全体を振り

返ること(１時間) 

 

関連科目 インターンシップⅠ 

教科書 
 

 番号 書籍名 著者名 出版社名  
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1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

企業による報告書（20％）、体験報告書など提出物（40％）、発表を含む授業態度（投げかける質問に対する発言、呼応状態、積極性、グループワ

ークの参加姿勢など）（40％）を総合的に評価する。 

学生への 

メッセージ 
「インターンシップⅠ」を必ず履修すること。 

担当者の 

研究室等 

石井研究室（７号館５階） 

加野研究室（７号館５階） 

備考 

教科書・・・必要に応じてレジュメを配布する。 

参考書・・・必要に応じて推薦図書を提示する。 

 

なお、振り返りの課題（体験報告書、報告プレゼンテーションのためのスライド作成など）は 3時間以上かけて仕上げること。 

事前事後学修に出席する際は、必ずスーツを着用すること。 
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科目名 キャリアプラン 科目名（英文） Career Plan 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 1 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 水野 武 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング ICA1507a3 

 

授業概要・ 

目的 

本講義は就職活動に関する知識と実践技法も学ぶための講義である。 

この科目を通じて、学生は、学生生活での学びを活かし、社会で求められ、活躍できる人材（人財）になるために何をすべきかを考えられるよう

になることが期待される。 

なお、授業担当者の人材業界での業務経験・起業経験を講義に活かす講義の内容となる。 

到達目標 
自分を振り返り、社会をよく知り、選択肢を発見し、自分の特性や強みについて、他者に伝えられることができる。 

その結果、満足のいく就職活動、進路選択ができるようになる。 

授業方法と 

留意点 
講義では教員と学生、学生同士で対話をしながら進行をするので、能動的な姿勢が求められる。 

科目学習の 

効果（資格） 
授業を通して自分の成長に気づき、他者に自分の意志が伝えられるようになる。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 オリエンテーション 
・講義の目標、進め方、評価方法の解説 

・就職活動のスケジュールを知る 
事後学習：配付資料を熟読すること(１時間) 

2 ビジネス研究① ・業界・会社・職種を知る 
事後学習：配付資料を熟読し、どんな業界があるの

かを調べること(１時間) 

3 ビジネス研究② 
・成長企業のキーワード 

・会社研究について 

事後学習：配付資料を熟読し、どんな会社があるの

かを調べること(１時間) 

4 ビジネス研究④ 

・会社の経営理念について考える 

・ブラック企業問題について考える 

・いい会社とは何かについて考える 

事後学習：配付資料を熟読し、自分のワークスタイ

ルを考えること(１時間) 

5 ビジネス研究⑤ 
・事業立案のフレームを学ぶ 

・グループでビジネスプランを立てる 

事後学習：配付資料を熟読氏、グループワークに取

り組むこと(２時間) 

6 営業思考を身につける 
・どのような仕事に従事するでも役に立

つ営業思考の基本を身につける 

事前学習：プレゼンテーションの準備をしておくこ

と(１時間) 

7 ビジネス研究⑦ ・グループでプレゼンテーションを行う 

事前学習：プレゼンテーションの準備をしておくこ

と(１時間) 

事後学習：他グループのプレゼンテーションを振り

返ること(0.5 時間) 

8 自分を知る① ・自分の将来を描いてみる 
事後学習：配付資料を熟読し、自分の未来について

考えること(１時間) 

9 自分を知る② ・自分の強み、学生生活を振り返る 
事後学習：配付資料を熟読し、自分について振り返

ること(0.5 時間) 

10 自分を知る③ 
・ワークシートを使って自分の特性を確

認する 

事後学習：配付資料を熟読し、自分の特性について

考えること(0.5 時間) 

11 自分のことを伝える 
・エントリーシートとは何かを知る 

・読み手の着眼点を理解する 

事後学習エントリーシートを作成する準備をして

おくこと(1 時間) 

12 
グループでのコミュニケー

ション① 

・グループディスカッションの種類を知

る 

・グループディスカッションを実際に体

験してみる 

事後学習：配付資料を熟読し、自身のグループへの

貢献の仕方を考えること(1 時間) 

13 
グループでのコミュニケー

ション② 

・議論を進めるためのファシリテーショ

ン術を学ぶ 

事後学習：配付資料を熟読し、グループへの貢献の

仕方を考えること(1 時間) 

14 
面接における対人コミュニ

ケーション 

・面接における対人コミュニケーション

について考える 

・面接のメカニズムを知る 

事後学習：配付資料を熟読し、対面での対人コミュ

ニケーションについて考えること(1時間) 

15 講義のまとめ 
・成果を上げるための行動計画立案 

・講義のまとめ 

・提出物など、出し忘れが無いか確認すること(１

時間) 

 

関連科目 
・キャリアデザイン、インターンシップ基礎、ビジネスマナーⅠ・Ⅱ、インターンシップⅠ・Ⅱ、数的能力開発、コミュニケーション能力開発、

エンプロイメントデザインⅠ・Ⅱ 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
講義での提出物（30％）、グループ課題(20%)、期末レポート（50％）を総合的に評価する。 

学生への 

メッセージ 

みなさんの将来のことを一緒に考えましょう。なお、履修人数の増減に伴うグループワーク時のグループ数により講義内容の一部に変更が生ずる

可能性があるので注意すること。 

担当者の 

研究室等 
水野講師室（７号館３階） 

備考 
参考文献・書籍は必要に応じて適宜提示する。 

なお、各回の課題および小レポートへのフィードバックは全体に対して行う。 
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科目名 職業能力開発 科目名（英文） Human Resources Development 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 水野 武 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング ICA1356a1 

 

授業概要・ 

目的 

この科目を通じて、学生は 

【目的】社会生活およびビジネスに必要な社会的基礎力の向上を目指す。 

社会人・職業人に求められる社会的基礎力＜論理的な思考力、新しいアイディアを生み出す発想力、チームワーク力の向上を目指すことが期待さ

れる。 

 

【概要】 

日本の産業の変遷の視点からビジネスパーソンに求められる能力の変化について理解し、その能力の獲得方法について考える。 

 

SDGs.4-4 

SDGs.8-6 

到達目標 

１．日本の産業の変遷を理解する 

２．ビジネスにおいて求めらえる力を理解し、その獲得のために行動変容を起こせるようになる 

３．チームで成果物を創出する 

４．自らのやる気の源泉を考えられるようになる 

（DP1） 

授業方法と 

留意点 
配布資料とスライドに基づいて講義を行う。授業ではグループワークを多用するので能動的に自ら考えて意見を出すように心掛けること。 

科目学習の 

効果（資格） 
ビジネス社会で必要な能力を習得し、活用することができる。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
講義ガイダンス：講義概要と

講義の進め方 

・講義目的と講義内容を説明し、講義の

進め方、成績評価の方法について解説す

る。 

・職業の定義を知る 

事前学習：シラバスを熟読すること(0.5 時間) 

事後学修：講義の内容、進行方法を理解すること

(0.5 時間) 

2 キャリア理論を学ぶ ・キャリアに関する様々な理論を知る 

・事前学習：自身のキャリアいついて考えておくこ

と(0.5 時間) 

・事後学修：多数ある理論から興味を持ったものに

ついて調べること(0.5 時間) 

3 
グループワークのウォーミ

ングアップ 

・グループ分け 

・グループで企画を考える 

事前学習：自らのグループを確認し、グループへの

貢献の仕方を考えておくこと(0.5 時間) 

事後学修：グループで課題に取り組むこと(0.5 時

間) 

4 
社会的ネットワーク-自身を

取り巻く人的環境の分析- 

・社会的ネットワークとは何か理解する 

・自身を取り巻く人的ネットワークを分

析してみる 

事前学習：自身が普段良く相談する相手について思

い出しておくこと(0.5 時間) 

事後学修：配布レジュメと講義で行ったワークを振

り返り、自身を取り巻く人的ネットワークについて

考えること(0.5 時間) 

5 グループワークの提示 
・グループワークの提示 

・グループで工程管理を考える 

事前学習：リサーチプロポーザルとは何かを調べて

おくこと(0.5 時間) 

事後学修：グループで課題に取り組むこと(2.5 時

間) 

6 
マーケット感覚を身につけ

る 
・市場化する社会について考える 

事前学習：第 5 回ででる課題に取り組むこと(0.5

時間) 

事後学修：配付資料を見直し、市場化する社会の中

で自分の出来ることについて考えること(0.5 時間) 

7 営業力向上計画 
・「営業力とは何か」について個々で考

える 

事前学習：営業職について調べておくこと(0.5 時

間) 

事後学修：「営業力とは何か」について個々で考え

ること(0.5 時間) 

8 グループ発表 ・講義④の課題のグループ発表 
事前学修：発表の準備をしておくこと(0.5 時間) 

事後学習：自らの発表を内省すること(0.5 時間) 

9 
ワークモティベーション研

究の歴史を学ぶ① 

・ワークモティベーション研究の歴史と

その内容を知る 

事前学習：自らのやる気の源泉について考えておく

こと(0.5 時間) 

事後学修：講義の内容を踏まえ、自分のやる気の源

泉について考えること(0.5 時間) 

10 
ワークモティベーション研

究の歴史を学ぶ② 

・ワークモティベーション研究の歴史と

その内容を知る 

事前学習：他者はどんな時にやる気が出ると思うの

か考えること(0.5 時間) 

事後学修：講義の内容を踏まえ、自分のやる気の源

泉について考えること(0.5 時間) 

11 ライフデザイン① ・自らのライフデザインを考える 

事前学習：自らの学生生活を内省すること(0.5 時

間) 

事後学修：講義内で出された課題を作成すること

(0.5 時間) 

12 ライフデザイン② ・自らのライフデザインを考える 

事前学習：自らの将来について考えること(0.5 時

間) 

事後学修：配付された資料を見直し、講義を振り返

ること(0.5 時間時間) 

13 問題解決の事例を学ぶ 
・実社会で起こった問題の解決事例とそ

の対処について知る 

事前学習：「問題」とは何か考えること(0.5 時間) 

事後学修：講義で扱った内容以外でも実ビジネスの

事例を収集すること(0.5 時間) 

14 内省する技術 
・今までの学生生活を振り返って今後に

活かす方法を知る 

事前学修：今までの学生生活を振り返り、他者に伝

えられるようにまとめておくこと(0.5 時間) 
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事後学習：講義内容を踏まえ、自らの学生生活を内

省すること(0.5 時間) 

15 講義のまとめ ・講義の振り返り 

最終課題作成：課題を作成すること。提出物等、出

し忘れが無いか確認すること(0.5 時間) 

事後学習：講義内容を振り返ること(0.5 時間) 

 

関連科目 キャリアデザインⅠ・Ⅱ、エンプロイメントデザインⅠ・Ⅱ、インターンシップ 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
平常点・ミニッツペーパー（30％）、グループワーク等の提出課題（30％）、期末レポート（40％）を総合的に評価する。 

学生への 

メッセージ 

私語厳禁。遅刻厳禁。授業中の入退室禁止。飲食等の禁止。スマホ・携帯の使用禁止。居眠り禁止。これらに違反した学生には退室を命ずること

がある。 

講義では自ら考えて意見を出すこと。そのためにはまず自分の頭で考えることを心がけることで、皆さんの就業力を伸ばすの方法を共に考える。 

担当者の 

研究室等 
水野講師室（７号館３階） 

備考 講義に関する質問には積極的に対応します。 
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科目名 数的能力開発 科目名（英文） Development of Arithmetic Ability 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 1 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 津村 忠 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング ICA1509a3 

 

授業概要・ 

目的 

数的分野（算数・数学）を学習します。数的能力は社会に出てから活用する場面が多くあります。また数的能力を高めることは、論理的思考力を

高めることにも繋がります。よってこの授業では、将来のキャリア形成に活かせるよう数的能力を高めることを目的とします。講師陣は様々な実

務経験を有しています。仕事上で数学を活用してきた経験を元に数的能力を高めていくことを目指します。 

前期は、数的能力の基礎を中心に学習します。算数・数学の基礎知識、公式など、使わないと忘れがちな内容にも取り組みます。中学や高校の授

業で数学が嫌い・苦手だったという人の学び直しにも適しています。 

到達目標 この授業を通して、授業で取り組んだ数的問題を概ね解けるようになっていることが求められる。 

授業方法と 

留意点 

まずは自力で解く→講師による解説→類題を解くという流れで、問題を確実に理解し、解けるようにしていきます。授業に集中して臨むことで、

社会で必要とされる算数・数学の力が向上するでしょう。 

毎回異なる内容に取り組むため、講義で取り扱った問題の復習を必ず行い、学んだことを確実に定着させるようにしてください。 

科目学習の 

効果（資格） 
大学生・社会人として必要最低限の数学の素養を身につける。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
オリエンテーション 

実力テスト 
講義概要説明、実力テストの実施 実力テストの復習 

2 計数問題① 割合と比 
事前にテキストの問題を読んでおくこと（10 分）・

講義で取り扱った問題の復習（1時間） 

3 計数問題② 割合の応用問題 
事前にテキストの問題を読んでおくこと（10 分）・

講義で取り扱った問題の復習（1時間） 

4 計数問題③ 損益算 
事前にテキストの問題を読んでおくこと（10 分）・

講義で取り扱った問題の復習（1時間） 

5 計数問題④ 速度算① 
事前にテキストの問題を読んでおくこと（10 分）・

講義で取り扱った問題の復習（1時間） 

6 計数問題⑤ 速度算② 
事前にテキストの問題を読んでおくこと（10 分）・

講義で取り扱った問題の復習（1時間） 

7 総復習① 計数問題復習 今まで学習した問題全てを事前に復習（2時間） 

8 中間テスト 中間テスト 今まで学習した問題全てを事前に復習（2時間） 

9 論理問題① 集合 
事前にテキストの問題を読んでおくこと（10 分）・

講義で取り扱った問題の復習（1時間） 

10 論理問題② 場合の数 
事前にテキストの問題を読んでおくこと（10 分）・

講義で取り扱った問題の復習（1時間） 

11 論理問題③ 確率 
事前にテキストの問題を読んでおくこと（10 分）・

講義で取り扱った問題の復習（1時間） 

12 論理問題④ 表の読み取り 
事前にテキストの問題を読んでおくこと（10 分）・

講義で取り扱った問題の復習（1時間） 

13 論理問題⑤ 推論① 
事前にテキストの問題を読んでおくこと（10 分）・

講義で取り扱った問題の復習（1時間） 

14 論理問題⑥ 推論② 
事前にテキストの問題を読んでおくこと（10 分）・

講義で取り扱った問題の復習（1時間） 

15 総復習② 論理問題復習 全ての問題を事前に復習（2時間） 

 

関連科目 就職実践基礎・コミュニケーション能力開発 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 厳選！数学的リテラシー問題集 PS 出版事業部 PS 出版事業部 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
小テスト 40%、中間テスト・最終テスト 50%、SmartSPI 10% 

学生への 

メッセージ 

社会で使うことのできる算数や数学を身につけていただければと思います。また、質問はどんなことでも遠慮なく質問してください。 

毎回の復習なくして数的能力の向上はありえません。毎週 1時間程度の予習復習を必ず行ってください。 

担当者の 

研究室等 
7 号館 3階 教育イノベーションセンター 

備考 

Teams コードは、コピー＆ペーストでの入力を推奨します。 

実施した小テスト、中間テストのフィードバック（解答・解説）は moodle に掲示、あるいは次回授業内で実施する予定です。 

テキストのほか、一冊ノートを作ることを奨励します。 
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科目名 コミュニケーション能力開発 科目名（英文） Development of Communication Ability 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 津村 忠.橋本 朗子 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング ICA1510a3 

 

授業概要・ 

目的 

社会で必要なコミュニケーションスキルを習得するための授業です。読む・書く・話す・聴くの４技能は常に求められるスキルですが、それらは

「技術」として認識し、訓練することによってより実践的なものに高めることが可能です。この授業では毎回「こちらの意図を的確に伝える」技

術や「相手の意図を十分に理解する」技術、すなわち「話す」「聴く」技術を高める練習をします。普段、ディスカッションをしたり、プレゼン

テーションを練習する機会はあまりありません。講義を通じてこれら社会で求められる力を身につけたい人は受講をお勧めします。 講師陣はそ

れぞれが、人材採用・社会人教育の前線で長年実務を経験したり、航空業界で多種多様な価値観触れた経験や、様々な業界で実務経験を持ち、「話

す」「聴く」技術を活用してきました。そういう経験も活かして、社会で使えるコミュニケーション能力の獲得を目指します。 

到達目標 

この授業を通じて学生には、高度なコミュニケーションスキルにより社会活動において自らが望む相応の結果を出せるようになることが期待され

る。 

SDGs4 

SDGs10 

授業方法と 

留意点 

授業は理論と実践で構成されています。コミュニケーション能力は理論を知ったうえで、アウトプットする訓練が必要です。実践については授業

の性質上、ペアワーク、グループワーク、プレゼンテーションになることもあります。対面時は必ずマスク着用、適度な距離を保つことに留意し

てください。 

社会状況によってはオンラインになることもあります。情報は Microsoft Teams にて発信しますので、必ず確認するようにしてください。 

科目学習の 

効果（資格） 
 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 コミュニケーションとは コミュニケーションの本質を考える。 

事前にシラバスを熟読しておくこと。 

講義内容を復習し、理解しておくこと。 

(目安：30 分) 

2 傾聴力、質問力を高める 

聴くための技術の基本的な方法と聞い

た内容を深めるための質問方法につい

て学ぶ。 

事前にコミュニケーションの本質を理解しておく

こと。 

講義内容を復習し、実践すること。 

(目安：30 分) 

3 
ロジカルコミュニケーショ

ン 
論理的に会話するための基礎を学ぶ。 

事前に論理的思考方法の概略を理解しておくこと。 

講義内容を復習し、実践すること。 

(目安：1時間) 

4 コミュニケーションの技法 
相手により伝わるための非言語コミュ

ニケーションについて学ぶ。 

事前に非言語コミュニケーションの概略を調査・確

認しておくこと。 

講義内容を復習し、実践すること。 

(目安：1時間) 

5 プレゼンテーション① 
プレゼンテーションの基礎について学

ぶ。 

事前にプレゼンテーションの概略を調査・確認して

おくこと。 

講義内容を復習し、実践すること。 

(目安：1時間) 

6 プレゼンテーション② 
プレゼンテーション（個人プレゼンの準

備） 

事前に前回講義に基づく実践成果を整理しておく

こと。 

講義内容を復習し、実践すること。 

(目安：1時間) 

7 プレゼンテーション③ 

プレゼンテーション（個人プレゼン完

成） 

※評定あり 

事前に前回講義に基づく実践成果を整理しておく

こと。 

講義内容を復習し、各自プレゼンテーションの準備

とシナリオ作成を行うこと。 

(目安：2時間) 

8 言語理解① 
社会で必要とされる言語理解の基礎に

ついて学ぶ。 

事前に各種言語問題に目を通しておくこと。 

学習範囲を復習しておくこと。 

(目安：1時間) 

9 言語理解② 
社会で必要とされる言語理解の応用に

ついて学ぶ。 

事前に各種言語問題に目を通しておくこと。 

学習範囲を復習しておくこと。 

(目安：1時間) 

10 言語理解③ 

社会で必要とされる言語理解の基礎と

応用の演習問題を解く。 

※評定あり 

事前に各種言語問題に目を通しておくこと。 

学習範囲を復習しておくこと。 

(目安：1時間) 

11 
グループディスカッション

① 

グループディスカッションの基礎につ

いて学ぶ。 

事前にディスカッションの概略を調査・確認してお

くこと。 

講義内容を復習し、実践すること。 

(目安：1時間) 

12 
グループディスカッション

② 

グループディスカッションの演習（基本

編）で学ぶ。 

事前に前回講義に基づく実践成果を整理しておく

こと。 

講義内容を復習し、実践すること。 

(目安：1時間) 

13 
グループディスカッション

③ 

グループディスカッション実践演習（模

擬選考） 

※評定あり 

事前に前回講義に基づく実践成果を整理しておく

こと。 

講義内容を復習し、実践すること。 

(目安：1時間) 

14 
ダイバーシティ・コミュニケ

ーション 

多様性社会の中、望まれるコミュニケー

ションスキルを学ぶ。 

事前にダイバーシティの概略を調査・確認しておく

こと。 

講義内容を復習し、実践すること。 

(目安：2時間) 

15 総合演習 

これまで実施した授業の内容を踏まえ、

自分を的確に且つ効果的に表現するこ

と学び、実践する。 

事前に全ての範囲を復習しておくこと。 

(目安：2時間) 
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※評定あり 

 

関連科目 キャリアデザインⅡ、数的能力開発、就職実践基礎 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
毎回の小レポート 30 点、プレゼンテーション 15 点、言語理解 20 点、グループデイスカッション 10 点、総合演習レポート 25 点 

学生への 

メッセージ 

人間は「社会的動物」です。他者との関係の中で生きていかねばなりません。他者との関係性を良好に保つことは、豊かな人生を送るための重要

な条件になります。そのために求められるものが「コミュニケーション能力」と言われており、これはビジネスシーンにおいても同様です。コミ

ュニケーションを楽しみながら、適切に行えるようになっていきましょう。 

担当者の 

研究室等 
7 号館 3階 全学教育機構 

備考  
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科目名 ビジネスマナーⅠ 科目名（英文） Business Manners I 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 1 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 奥田 和子 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング ICA1511a3 

 

授業概要・ 

目的 

ビジネス活動という場とそこで働く人間のビジネスワークについて概説し、企業等のビジネス組織において求められる資質・能力・技術について

考察を深める。企業等のビジネス組織において積極的なビジネス・コミュニケーションの必要性とそれを駆使しての人間関係調整の重要性につい

て学ぶことを目的とする。ホテル実務経験者として、対人技能やコミュニケーションスキルの重要性を伝え、またキャリア支援デザイナーとして

の観点から人間関係について話をします。 

到達目標 
クリエイティブなビジネスパースンとして求められる実務能力の開発とキャリア形成について探求し、「わかることからできること」への一致を

目標とする。（DP1） 

授業方法と 

留意点 

テキストは Web 上にアップロードするので、各自で事前に準備すること。授業は、講義中心で進めるが、ペアワーク、グループワークも実施する。

毎回、学修課題の提出があるのできちんと取り組むこと。提出した課題については、授業内にてフィードバックを行う。質問等は授業中に受け付

ける。 

科目学習の 

効果（資格） 
社会人としての第一歩を踏み出すための素養が身に付く。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 

オリエンテーション 

－あいさつの重要性（理論と

実践） 

・授業のオリエンテーション 

・授業のルール 

・あいさつの真の意味とは 

・正しい基本姿勢を学ぶ 

・事前学修：ビジネスマナーとは何かを考えること

(30 分） 

・事後学修：ビジネスマナーとは何か、400 字でま

とめること(60 分） 

2 仕事の進め方と組織活動 

・定型業務と非定型業務 

・コスト意識とエコ活動 

・仕事の基本の 8つの意識 

・話し方と聞き方 

・事前学修：企業のエコ活動について調べること(30

分） 

・事後学修：仕事とは何か、まとめること(60 分） 

3 目標設定と PDCA サイクル 

・目標設定（MBO) 

・PDCA とは 

・チームと個人の役割 

・事前学修：PDCA について調べること(30 分） 

・事後学修：あなたの日常生活における MBO とと

PDCA を考え、まとめること(60 分） 

4 スケジュールと出張業務 
・スケジュールの作り方 

・業務としての出張-YTT 方式- 

・事前学修：あなたの 1週間予定表を作成すること

(30 分） 

・事後学修：あなたの予定表作成について振り返り、

まとめること(60 分） 

5 ビジネスの場での敬語表現 

・基本的な敬語表現の復習 

・ビジネスの場での使用方法-TPO をも

とに- 

・事前学修：敬語プリント①をすること(30 分） 

・事後学修：ケーススタディプリントをすること(60

分） 

6 電話応対 

・ビジネスフォンの扱い方 

・5W2H から 6W3H へ 

・簡潔メモの作り方 

・不在処理と伝言 

・事前学修：電話応対プリントをすること(30 分） 

・事後学修：ロールプレイングを繰り返すこと(60

分） 

7 来客応対 

・組織図と対応 

・簡単な応対から不在処理や重複処理ま

で 

・名刺交換 

※対面授業に切り替え 

・事前学修：来客応対プリント①をすること(30 分） 

・事後学修：来客対応プリント②をすること(60 分） 

8 ホウ・レン・ソウ 

・ビジネスにおける「報連相」 

・指示の受け方 

・業務の優先順位 

・事前学修：報告・連絡・相談の重要性について調

べること(30 分） 

・事後学修：ロールプレイングを繰り返す。敬語プ

リント②をすること(60 分） 

9 ビジネス文書の基本① 

・社外文書が基本 

・商取引文書と社交文書の相違 

・社内文書と社外文書の種類 

・ファイリング 

・事前学修：ビジネス文書始める前にをすること(30

分） 

・事後学修：ビジネス文書②をすること(60 分） 

10 ビジネス文書の基本② ・実践 
・事前学修：ビジネス文書③をすること(30 分） 

・事後学修：ビジネス文書④をすること(60 分） 

11 ビジネス通信の基本 

・通信手段（電子メール、ファックス等）

の選択 

・作成上の注意点 

・郵便・宅配便の知識 

・事前学修：郵便の知識プリント①をすること(30

分） 

・事後学修：メール文書を作成すること(60 分） 

12 法的業務 

・押印と印鑑の意味 

・内容証明 

・個人情報保護（Pマーク） 

・コンプライアンス 

・事前学習：コンプライアンスについて調べること

(30 分） 

・事後学修：個人情報保護法についてレポートを作

成すること(60 分） 

13 設営の基本 

・YTT 方式からの業務遂行 

・確認の必要性 

・他部署とのコミュニケーションの必要

性 

・事前学修：同窓会幹事として同窓会を開くことを

想定し、おこなうべきことをまとめること(30 分） 

・事後学修：設営事例をまとめること(60 分） 

14 慶弔と贈答 

・慶弔時の基本的マナー 

・「式」について 

・業務としての贈答 

・事前学修：慶弔・贈答プリント①をすること(30

分） 

・事後学修：弔・贈答プリント②をすること(60 分） 

15 協働とコミュニケーション 

・外国人同僚・異文化への対応 

・働き方とキャリア開発 

・公共の場でのマナー 

・事前学修：グローバル社会へ対応するためには何

が必要かについて考えること(30 分） 

・事後学修：共生関係について自らの考えをまとめ

ること(60 分） 

 

関連科目 キャリアデザインⅠ・Ⅱ、インターンシップⅠ・Ⅱ 

教科書 
 

 番号 書籍名 著者名 出版社名  
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1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

定期試験 40％、ワーク・授業内課題等 30%、複数回のレポート課題 30%を総合的に判断する。 

ただし、出席不良者（欠席６回以上）は評価できないことがある。 

学生への 

メッセージ 

近年、企業等のビジネス組織では、かつての新入社員研修のような研修制度を充実できるほどの経済的・時間的余裕がなくなった。しかしながら、

企業等のビジネス組織ではみなさんの「ビジネス実務能力」が問われている。それは一時的な能力ではなく、学生時代から培うことのできる能力

や資質であり、みなさんが意識を変え、学ぶことによって、「わかることからできること」の一致の重要性が理解され、社会人としての第一歩を

築くことも可能となる。 

担当者の 

研究室等 
７号館５階 全学教育機構（石井） 

備考 
予習・復習に毎回２時間以上取り組むこと。レポート作成ならびに定期試験前の学習時間を含め、総時間数で 60 時間程度を目安とする。質問等

は、メールやチャットにて受け付けます。 



摂南大学シラバス 2024 

科目名 日本の政治 科目名（英文） Japanese Politics 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 和田 泰一 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング ISO2315a1 

 

授業概要・ 

目的 

政治の主要な領域としては、①予算の決定・執行という配分に関わる領域と、②法の制定・施行という立法に関わる領域の二つがあります。これ

ら二つの領域は、紀元前の政治学者アリストテレスの正義の区分に由来するものです。アリストテレスは、配分的正義・矯正的正義という二つの

正義を実現するために政治活動は行われなければならないと考えました。 

現代の日本の政治でも、配分的正義を実現するために予算の決定・執行を行い、矯正的正義を実現するために法の制定・執行を行っていることに

変わりはありません。主権者である私たちは、デモクラシーに参加すべき市民の一人として、また法の下の平等のもとに一票を与えられた有権者

の一人として、こうした正義を実現してより良い日本を創造するために政治に関与し続けねばなりません。 

しかし主権者である私たちが一市民・一有権者として正しい政治的選択を行うためには、日本の政治の仕組みや歴史について基本的な知識・教養

をあらかじめ知っておくことが必要不可欠です。したがってこの授業では、政治学原論、日本の政治体制論、日本政治史にあたる内容を授業しま

す。また時間があれば、学生の皆さんが最近のニュースを理解できるように、政治・社会に関わる時事問題についても紹介、解説することもあり

ます。 

到達目標 

この授業を通じて学生の皆さんは、日本の政治の仕組み・歴史について基本的な知識・教養を獲得することができます。またそうした知識・教養

に基づき、実際の政治活動において①正しい政治的配分や法とは何かを思考することができ、②支持すべきより正しい政治的アクターや政策・法

を判断することができ、③投票など政治活動を通じて自分の政治的意見を正しく表現することができます。（DP１） 

授業方法と 

留意点 

レジュメや資料を配布しながら、講義形式で行います。また必要に応じて映像資料を見せる場合もあります。アクティブラーニングの一環として、

リアクションペーパーにある政治問題について自問自答・議論した上で自分の意見を論理的に書いてもらったり、小テストに答えてもらったりす

ることもあります。 

科目学習の 

効果（資格） 

公務員試験や就職活動において、日本の政治の知識・教養が一般常識として問われる場合があります。また一主権者として実際に政治活動すると

きには、そうした知識・教養について知っておく必要があります。そうした状況に上手く対応するために、日本の政治について正しい知識・教養

を獲得し、個々の具体的な政策・法のメリット・デメリットを正しく判断し、最終的に自分の意見を政治活動を通じて正しく表現することができ

ます。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
イントロダクション―政治

とは何か？ 

イントロダクションとして、本講義の内

容と政治―国家の必要性について授業

します。 

事前学習：政治・政治学について文献を収集し、、

授業に積極的に参加するモチベーションを高める

（30 分）。 

事後学習：授業中に配布したレジュメ・資料をもう

一度熟読し、小テストを解く（30 分）。 

2 
政治と権力①政治の条件と

は何か？ 

身近な日常生活で現れる政治について

授業します。 

事前学習：参考書の該当箇所（第五章）を読み、マ

スメディアのニュースから政治の知識・情報を獲得

する（30 分）。 

事後学習：授業中に配布したレジュメ・資料をもう

一度熟読し、小テストを解く（30 分）。 

3 
政治と権力②正当な権力と

は何か？ 

マックス・ウェーバーの権力観を理解

し、政治・経済における近代性について

授業します。 

事前学習：参考書の該当箇所（第五章）を読み、マ

スメディアのニュースから政治の知識・情報を獲得

する（30 分）。 

事後学習：授業中に配布したレジュメ・資料をもう

一度熟読し、小テストを解く（30 分）。 

4 
日本の政治システム①民主

主義（デモクラシー） 

日本の政治が現在採用している民主主

義（デモクラシー）について授業します。 

事前学習：参考書の該当箇所（第十八章）を読み、

マスメディアのニュースから政治の知識・情報を獲

得する（30 分）。 

事後学習：授業中に配布したレジュメ・資料をもう

一度熟読し、小テストを解く（30 分）。 

5 
日本の政治システム②選挙

制度と国会 

日本の選挙制度や国会について授業し

ます。 

事前学習：参考書の該当箇所（第二十二章）を読み、

マスメディアのニュースから政治の知識・情報を獲

得する（30 分）。 

事後学習：授業中に配布したレジュメ・資料をもう

一度熟読し、小テストを解く（30 分）。 

6 日本の政治システム③内閣 
日本の内閣と今世紀の行政改革につい

て授業します。 

事前学習：参考書の該当箇所（第十一章）を読み、

マスメディアのニュースから政治の知識・情報を獲

得する（30 分）。 

事後学習：授業中に配布したレジュメ・資料をもう

一度熟読し、小テストを解く（30 分）。 

7 戦前の日本の政治システム 
戦前の日本の政治システムについて授

業します。 

事前学習：事前配布したレジュメの該当箇所（第七

回）を読み、マスメディアのニュースから政治の知

識・情報を獲得する（30 分）。 

事後学習：授業中に配布したレジュメ・資料をもう

一度熟読し、小テストを解く（30 分）。 

8 
戦後の日本政治①GHQ占領下

の日本政治 

戦後の GHQ 占領下である 1940 年代後半

の日本政治について授業します。 

事前学習：事前配布したレジュメの該当箇所（第八

回）を読み、マスメディアのニュースから政治の知

識・情報を獲得する（30 分）。 

事後学習：授業中に配布したレジュメ・資料をもう

一度熟読し、小テストを解く（30 分）。 

9 

戦後の日本政治②サンフラ

ンシスコ平和条約、日米安全

保障条約、55 年体制の成立 

日本独立期である 1950 年代の日本政治

について授業します。 

事前学習：事前配布したレジュメの該当箇所（第九

回）を読み、マスメディアのニュースから政治の知

識・情報を獲得する（30 分）。 

事後学習：授業中に配布したレジュメ・資料をもう

一度熟読し、小テストを解く（30 分）。 

10 

戦後の日本政治③日米安保

闘争、高度経済成長、沖縄返

還 

安保闘争から高度経済成長へと入って

いく 1960 年代の日本政治について授業

します。 

事事前学習：事前配布したレジュメの該当箇所（第

十回）を読み、マスメディアのニュースから政治の

知識・情報を獲得する（30 分）。 

事後学習：授業中に配布したレジュメ・資料をもう

一度熟読し、小テストを解く（30 分）。 

11 戦後の日本政治④自民党の 自民党の中で田中派支配が行われてい 事前学習：事前配布したレジュメの該当箇所（第十
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派閥の興隆 た 1970 年代、80 年代の日本政治につい

て授業します。 

一回）を読み、マスメディアのニュースから政治の

知識・情報を獲得する（30 分）。 

事後学習：授業中に配布したレジュメ・資料をもう

一度熟読し、小テストを解く（30 分）。 

12 
戦後の日本政治⑤政治改革

と 55 年体制の終焉 

日本で政治改革が吹き荒れた 1980 年代

末から 1990 年代前半にかけての日本政

治について授業します。 

事前学習：事前配布したレジュメの該当箇所（第十

二回）を読み、マスメディアのニュースから政治の

知識・情報を獲得する（30 分）。 

事後学習：授業中に配布したレジュメ・資料をもう

一度熟読し、小テストを解く（30 分）。 

13 
戦後の日本政治⑥自民党を

中心とした連立政権の展開 

自民党が連立政権を組むようになった

1990 年代の日本政治について授業しま

す。 

事前学習：事前配布したレジュメの該当箇所（第十

三回）を読み、マスメディアのニュースから政治の

知識・情報を獲得する（30 分）。 

事後学習：授業中に配布したレジュメ・資料をもう

一度熟読し、小テストを解く（30 分）。 

14 戦後の日本政治⑦小泉劇場 
新自由主義の傾向が強くなった 2000 年

代前半の日本政治について授業します。 

事前学習：事前配布したレジュメの該当箇所（第十

四回）を読み、マスメディアのニュースから政治の

知識・情報を獲得する（30 分）。 

事後学習：授業中に配布したレジュメ・資料をもう

一度熟読し、小テストを解く（30 分）。 

15 まとめ 

講義の重要箇所についてまとめ、わから

ない点や難しい点があればもう一度解

説します。 

事前学習：来るべき試験に備えるべく、授業中に配

布したレジュメ・資料を熟読し、わからない点があ

れば最後の授業に質問できるようにまとめておく

（30 分）。 

事後学習：授業中に配布したレジュメ・資料をもう

一度熟読し、小テストを解く（30 分）。試験に向け

て教科書やノート、レジュメを読み直す（時間の許

す限り）。 

 

関連科目 中学・高校の公民、日本史など。大学の政治学原論、日本政治史など。 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 政治学 久米郁男・川出良枝ほか 有斐閣 

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
レポート（50％）と授業中ないし授業後に行う小テスト（50％）で評価します。 

学生への 

メッセージ 

新聞・TV・ネットなどマスメディアのニュースに日常的に触れるようにして、政治・政治学についての関心を高めてください。またわからない点

や疑問点があれば、積極的に質問してください。 

担当者の 

研究室等 
寝屋川キャンパス 11 号館 10 階 和田研究室 

備考  
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科目名 世界の政治 科目名（英文） World Politics 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 和田 泰一 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング ISO2316a1 

 

授業概要・ 

目的 

世界の政治の主要な考え方としては、リアリズム（現実主義）とアイデアリズム（理想主義）という二つの対照的な考え方がよく知られています。

基本的に前者は、国際関係を国家が合理的に権力を行使する場と考えており、後者は、国際関係を国家内の理性的な法秩序が拡大された場と考え

ています。また前者は、ときに戦争に訴えつつ、国家は物理的な力の行使・圧力によって財・利益の独占を図りがちであると、後者は、戦争を回

避しつつ、国家は正しい国際法・国際秩序によって財・利益の l公正な配分を行いがちであると考えています。 

現代の世界の政治でも、リアリズムとアイデアリズムという二つの考え方は、例えば日本でも「対話と圧力」という言葉が用いられたように、い

まだに国家という政治的アクターが活動する際の行動指針となっています。国家の主権者である私たちは、戦争という最悪の事態を避けつつも、

国際法・国際秩序の理性的な枠組みのなかで、自国の財・利益を最大化しうるような政権を選ばねばなりません。 

しかし主権者である私たちが正しい外交選択を行いうる政権を選出するためには、世界の政治の仕組みや歴史について基本的な知識・教養をあら

かじめ知っておくことが必要不可欠です。したがってこの授業では、国際政治、日本外交史にあたる内容だけでなく、西洋政治思想史において国

家観やアイデアリズム・リベラリズムの思想的基礎に関わる部分を授業します。また時間があれば、学生の皆さんが最近のニュースを理解できる

ように、政治・社会に関わる時事問題についても紹介、解説することもあります。 

到達目標 

この授業を通じて学生の皆さんは、世界の政治の仕組み・歴史、日本外交の歴史と現状、西洋政治思想史について基本的な知識・教養を獲得する

ことができます。またそうした知識・教養に基づき、実際の政治活動において①正しい国際関係とは何かを思考することができ、②外交・政治思

想の観点から支持すべきより正しい政治的アクターや政策・法を判断することができ、③投票など政治活動を通じて自分の対外的意見を正しく表

現することができます。（DP１） 

授業方法と 

留意点 

レジュメや資料を配布しながら、講義形式で行います。また必要に応じて映像資料を見せる場合もあります。アクティブラーニングの一環として、

リアクションペーパーにある政治問題について自問自答・議論した上で自分の意見を論理的に書いてもらったり、小テストに答えてもらったりす

ることもあります。また文章の読解能力・作成能力を高めるため、政治学に関する文献を読み、レポートを提出してもらいます。 

科目学習の 

効果（資格） 

公務員試験や就職活動において、世界の政治の知識・教養が一般常識として問われる場合があります。また一主権者として実際に政治活動すると

きには、そうした知識・教養について知っておく必要があります。そうした状況に上手く対応するために、世界の政治について正しい知識・教養

を獲得し、個々の具体的な政策・法のメリット・デメリットを正しく判断し、最終的に自分の意見を政治活動を通じて正しく表現することができ

ます。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
イントロダクションー国際

政治とは何か？ 

イントロダクションとして、講義の内容

と国際政治の基本的な考え方について

授業します。 

事前学習：今まで勉強してきた歴史の教科書などを

再読し、授業に積極的に参加するモチベーションを

高める（30 分）。 

事後学習：授業中に配布したレジュメ・資料をもう

一度熟読し、小テストを解く（30 分）。 

2 
国際政治の歴史①主権国家

の形成とアイデアリズム 

主権国家の誕生から平和的な超国家機

構の構築に至る国際関係の歴史をアイ

デアリズムの観点から授業します。 

事前学習：参考書の該当箇所（『国際政治学』第二

章）を読み、マスメディアのニュースから政治の知

識・情報を獲得する（30 分）。 

事後学習：授業中に配布したレジュメ・資料をもう

一度熟読し、小テストを解く（30 分）。 

3 
国際政治の歴史②冷戦の勃

発 

第二次世界大戦後の冷戦の構造と歴史

について授業します。 

事前学習：参考書の該当箇所（『国際政治学』第二

章）を読み、マスメディアのニュースから政治の知

識・情報を獲得する（30 分）。 

事後学習：授業中に配布したレジュメ・資料をもう

一度熟読し、小テストを解く（30 分）。 

4 
対外政策―リアリズムの諸

理論 

モーゲンソーの理論を中心に、対外政策

をリアリズムの観点から授業します。 

事前学習：参考書の該当箇所（『国際政治学』第三

章）を読み、マスメディアのニュースから政治の知

識・情報を獲得する（30 分）。 

事後学習：授業中に配布したレジュメ・資料をもう

一度熟読し、小テストを解く（30 分）。 

5 

日本外交の歴史①日米安全

保障条約と冷戦下の日本外

交 

日米安全保障条約や新日米安全保障条

約の内容、冷戦下の日本外交について授

業します。 

事前学習：参考書の該当箇所（『国際政治学』第五

章）を読み、マスメディアのニュースから政治の知

識・情報を獲得する（30 分）。 

事後学習：授業中に配布したレジュメ・資料をもう

一度熟読し、小テストを解く（30 分）。 

6 
日本外交の歴史②冷戦の終

結と湾岸戦争 

冷戦の終結と湾岸戦争の勃発によって

日本外交がいかなる転換を求められた

のかについて授業します。 

事前学習：参考書の該当箇所（『国際政治学』第五

章）を読み、マスメディアのニュースから政治の知

識・情報を獲得する（30 分）。 

事後学習：授業中に配布したレジュメ・資料をもう

一度熟読し、小テストを解く（30 分）。 

7 
日本外交の歴史③今世紀の

日本外交 

米国同時多発テロ、アフガニスタン戦

争、イラク戦争、有事法制によって生じ

た日本外交の転換について授業します。 

事前学習：参考書の該当箇所（『国際政治学』第五

章）を読み、マスメディアのニュースから政治の知

識・情報を獲得する（30 分）。 

事後学習：授業中に配布したレジュメ・資料をもう

一度熟読し、小テストを解く（30 分）。 

8 

日本外交の歴史④安倍晋三

政権における日本の安全保

障 

安倍晋三政権における日本の安全保障

の転換について授業します。 

事前学習：参考書の該当箇所（『国際政治学』第五

章）を読み、マスメディアのニュースから政治の知

識・情報を獲得する（30 分）。 

事後学習：授業中に配布したレジュメ・資料をもう

一度熟読し、小テストを解く（30 分）。 

9 

日本外交の歴史⑤岸田文雄

政権における日本の安全保

障 

岸田文雄政権における日本の安全保障

の転換について授業します。 

事前学習：参考書の該当箇所（『国際政治学』第五

章）を読み、マスメディアのニュースから政治の知

識・情報を獲得する（30 分）。 

事後学習：授業中に配布したレジュメ・資料をもう

一度熟読し、小テストを解く（30 分）。 

10 
国家観の歴史的起源―プラ

トン、アリストテレス 

国際政治で前提にしている国家という

政治的アクターについて考えるため、国

家観の起源について授業します。 

事前学習：事前配布したレジュメの該当箇所（第八

回）を読み、マスメディアのニュースから政治の知

識・情報を獲得する（30 分）。 

事後学習：授業中に配布したレジュメ・資料をもう
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一度熟読し、小テストを解く（30 分）。 

11 
国家理性とリアリズム―マ

キアヴェッリ 

マキアヴェッリ『君主論』を中心に、国

際政治のリアリズムの起源としての国

家理性の理論について授業します。 

事前学習：参考書の該当箇所（『政治思想の知恵』

第一章）を読み、マスメディアのニュースから政治

の知識・情報を獲得する（30 分）。 

事後学習：授業中に配布したレジュメ・資料をもう

一度熟読し、小テストを解く（30 分）。 

12 戦争状態と国家―ホッブズ 

ホッブズ『リヴァイアサン』を中心に、

国内外の戦争状態と主権国家の諸理論

について授業します。 

事前学習：参考書の該当箇所（『政治思想の知恵』

第二章）を読み、マスメディアのニュースから政治

の知識・情報を獲得する（30 分）。 

事後学習：授業中に配布したレジュメ・資料をもう

一度熟読し、小テストを解く（30 分）。 

13 
民主的な国家観―ロック・ル

ソー 

ロック『統治二論』、ルソー『社会契約

論』を中心に、民主的な国家観について

授業します。 

事前学習：参考書の該当箇所（『政治思想の知恵』

第三章・第四章）を読み、マスメディアのニュース

から政治の知識・情報を獲得する（30 分）。 

事後学習：授業中に配布したレジュメ・資料をもう

一度熟読し、小テストを解く（30 分） 

14 
アイデアリズムの起源―カ

ント 

カント『永遠平和のために』を中心に、

国際政治のアイデアリズムの起源とし

てのカントの道徳観・国際秩序観につい

て授業します。 

事前学習：参考書の該当箇所（『政治思想の知恵』

第六章）を読み、マスメディアのニュースから政治

の知識・情報を獲得する（30 分）。 

事後学習：授業中に配布したレジュメ・資料をもう

一度熟読し、小テストを解く（30 分）。 

15 まとめ 

講義の重要箇所についてまとめ、わから

ない点や難しい点があればもう一度解

説します。 

事前学習：来るべき試験に備えるべく、授業中に配

布したレジュメ・資料を熟読し、わからない点があ

れば最後の授業に質問できるようにまとめておく

（30 分）。 

事後学習：授業中に配布したレジュメ・資料をもう

一度熟読し、小テストを解く（30 分）。試験に向け

て教科書やノート、レジュメを読み直す（時間の許

す限り）。 

 

関連科目 中学・高校の公民、日本史、世界史など。大学の日本外交史、国際政治、西洋政治思想史など。 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 政治思想と啓蒙（2023 年春出版予定) 和田泰一・高山裕二編 ナカニシヤ出版 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 国際政治学 中西寛他 有斐閣 

2 政治思想の知恵―マキャベリからサンデルまで― 仲正昌樹編 法律文化社 

3    

 

評価方法 

（基準） 

レポート（50％）、授業中ないし授業後に行う小テスト（50％）で評価します。 

レポートは教科書から出題しますので、必ず購入すること。 

学生への 

メッセージ 

新聞・TV・ネットなどマスメディアのニュースに日常的に触れるようにして、現代の世界の政治についての関心を高めてください。またわからな

い点や疑問点があれば、積極的に質問してください。 

担当者の 

研究室等 
寝屋川キャンパス 11 号館 10 階 和田研究室 

備考  
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科目名 基礎英語Ⅰａ 科目名（英文） Basic English Ia 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 １年 クラス ① 

単位数 1 履修区分 選択必修科目 

学期 前期 授業担当者 西谷 継治 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IEN1323c1 

 

授業概要・ 

目的 

比較的平易な英文を用い、「読む」「聴く」だけでなく「書く」「話す」活動を取り入れた 4 技能統合型の演習授業を 行う。4 技能の基礎力を固

めること、ICT を駆使した自律的英語学習の技能と習慣を身につけること、学内で提供 

される様々な授業時間外の英語学習機会に親しむことを目的とする。 

到達目標 

(1) 大学生にとって身近な話題についての平易なパッセージを読んで理解できるようになる。また、ゆっくり、はっ きりと発声(再生)されれば

音声だけでも理解できるようになる。同じ話題について、基本的な語彙や表現を用いた英文を書けるようになる。また、前もって用意すれば同じ

内容を口頭で発話できるようになる。 

(2) PC やスマートフォンを用いた e-learning による自律的英語学習法に親しむ。 

(3) 学内で提供される各種の授業時間外の英語学習機会に親しむ。 

授業方法と 

留意点 

演習型の授業を行うので、授業内の学習活動に積極的に参加、貢献する姿勢が重要な評価項目となる。e- learning 課題や、その他の授業外学習

課題については、指示されたペースや期限を守り、必ず完了すること。3 回を超える欠席のあった者には原則として単位を認めない。 

科目学習の 

効果（資格） 
TOEIC, 英検等 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 オリエンテーション 
授業内容・方法・評価方法・ABAX LMS

についての説明 

事前学習：本科目のシラバスを読んでくること（0.5

時間） 

事後学習：ABAX LMS の登録方法について確認するこ

と(0.5 時間） 

2 
Theme 1 Places Part A 

Yakushima 

1.Warming-Up 2.Main Reading 

3.Understanding the Story 

事前学習：Theme 1 Part A の内容を予習してくるこ

と（0.5 時間） 

事後学習：ABAX LMS にて学習した内容を復習するこ

と (0.5 時間） 

3 
Theme 1 Places Part A 

Yakushima 

4.Summary 5.Words 6. Critical Reading 

7.Critical Thinking 

事前学習：Theme 1 Part A の内容を予習してくるこ

と（0.5 時間） 

事後学習：ABAX LMS にて学習した内容を復習するこ

と (0.5 時間） 

4 
Theme 1 Places Part A 

Yakushima 

8.Learing Language Patterns 

9.Secoond Reading 10.Output 

事前学習：Theme 1 Part A の内容を予習してくるこ

と（0.5 時間） 

事後学習：ABAX LMS にて学習した内容を復習するこ

と (0.5 時間） 

5 
Theme 1 Places Part B 

Tioman Island, Malaysia 

1.Warming-Up 2.Main Reading 

3.Understanding the Story 4.Summary 

事前学習：Theme 1 Part B の内容を予習してくるこ

と（0.5 時間） 

事後学習：ABAX LMS にて学習した内容を復習するこ

と (0.5 時間） 

6 
Theme 1 Places Part B 

Tioman Island, Malaysia 

5.Words 6. Critical Reading 

7.Critical Thinking  8.Learing 

Language Patterns 9.Secoond Reading 

10.Output 

事前学習：Theme 1 Part B の内容を予習してくるこ

と（0.5 時間） 

事後学習：ABAX LMS にて学習した内容を復習するこ

と (0.5 時間） 

7 
Theme 2 Culture Part A 

Intercultural Differences 

1.Warming-Up 2.Main Reading 

3.Understanding the Story 

事前学習：Theme 2 Part A の内容を予習してくるこ

と（0.5 時間） 

事後学習：ABAX LMS にて学習した内容を復習するこ

と (0.5 時間） 

8 
Theme 2 Culture Part A 

Intercultural Differences 

4.Summary 5.Words 6. Critical Reading 

7.Critical Thinking 

事前学習：Theme 2 Part A の内容を予習してくるこ

と（0.5 時間） 

事後学習：ABAX LMS にて学習した内容を復習するこ

と (0.5 時間） 

9 
Theme 2 Culture Part A 

Intercultural Differences 

8.Learing Language Patterns 

9.Secoond Reading 10.Output 

事前学習：Theme 2 Part A の内容を予習してくるこ

と（0.5 時間） 

事後学習：ABAX LMS にて学習した内容を復習するこ

と (0.5 時間） 

10 
Theme 2 Culture Part B 

Cultural Similarities 

1.Warming-Up 2.Main Reading 

3.Understanding the Story 4.Summary 

事前学習：Theme 2 Part B の内容を予習してくるこ

と（0.5 時間） 

事後学習：ABAX LMS にて学習した内容を復習するこ

と (0.5 時間） 

11 
Theme 2 Culture Part B 

Cultural Similarities 

5.Words 6. Critical Reading 

7.Critical Thinking  8.Learing 

Language Patterns 9.Secoond Reading 

10.Output 

事前学習：Theme 2 Part B の内容を予習してくるこ

と（0.5 時間） 

事後学習：ABAX LMS にて学習した内容を復習するこ

と (0.5 時間） 

12 
Theme 3 Seasons Part A The 

Rainy Season 

1.Warming-Up 2.Main Reading 

3.Understanding the Story 

事前学習：Theme 3 Part A の内容を予習してくるこ

と（0.5 時間） 

事後学習：ABAX LMS にて学習した内容を復習するこ

と (0.5 時間） 

13 
Theme 3 Seasons Part A The 

Rainy Season 

4.Summary 5.Words 6. Critical Reading 

7.Critical Thinkingー10.Output 

事前学習：Theme 3 Part A の内容を予習してくるこ

と（0.5 時間） 

事後学習：ABAX LMS にて学習した内容を復習するこ

と (0.5 時間） 

14 
Theme 3 Seasons Part B 

Autumn Colors 

1.Warming-Up 2.Main Reading 

3.Understanding the Story 4.Summary 

事前学習：Theme 3 Part B の内容を予習してくるこ

と（0.5 時間） 

事後学習：ABAX LMS にて学習した内容を復習するこ

と (0.5 時間） 

15 まとめ & 復習テスト 到達度確認テスト 

事前学習：Theme 1 から 3までの内容を総復習する

こと（0.5 時間） 

事後学習：ABAX LMS にて学習した内容を復習するこ



摂南大学シラバス 2024 

と (0.5 時間） 

 

関連科目 基礎英語Ⅱａ 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 Asian Issues 1 Alastair Graham-Marr Abax 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
学期途中や学期末に行う復習テスト・課題・提出物・クラスへの参加及び貢献度・発表 100% 

学生への 

メッセージ 
 

担当者の 

研究室等 
７号館２階（非常勤講師室） 

備考  



摂南大学シラバス 2024 

科目名 基礎英語Ⅰａ 科目名（英文） Basic English Ia 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 １年 クラス ② 

単位数 1 履修区分 選択必修科目 

学期 前期 授業担当者 田村 康子 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IEN1323c1 

 

授業概要・ 

目的 

比較的平易な英文を用い、「読む」「聴く」だけでなく「書く」「話す」活動を取り入れた 4 技能統合型の演習授業を行う。4 技能の基礎力を固め

ること、ICT を駆使した自律的英語学習の技能と習慣を身につけること、学内で提供される様々な授業時間外の英語学習機会に親しむことを目的

とする。 

到達目標 

(1) 大学生にとって身近な話題についての平易なパッセージを読んで理解できるようになる。また、ゆっくり、はっきりと発声（再生）されれば

音声だけでも理解できるようになる。同じ話題について、基本的な語彙や表現を用いた英文を書けるようになる。また、前もって用意すれば同じ

内容を口頭で発話できるようになる。 

(2) PC やスマートフォンを用いた e-learning による自律的英語学習法に親しむ。 

(3) 学内で提供される各種の授業時間外の英語学習機会に親しむ。 

授業方法と 

留意点 

演習型の授業を行うので、授業内の学習活動に積極的に参加、貢献する姿勢が重要な評価項目となる。e-learning 課題や、その他の授業外学習

課題については、指示されたペースや期限を守り、必ず完了すること。3回を超える欠席のあった者には原則として単位を認めない。 

科目学習の 

効果（資格） 
TOEIC, 英検等 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 オリエンテーション 
授業内容・方法・評価方法・ABAX LMS

についての説明 

事前学習：本科目のシラバスを読んでくること（0.5

時間） 

事後学習：ABAX LMS の登録方法について確認するこ

と(0.5 時間） 

2 
Theme 1 Places Part A 

Yakushima 

1.Warming-Up 2.Main Reading 

3.Understanding the Story 

事前学習：Theme 1 Part A の内容を予習してくるこ

と（0.5 時間） 

事後学習：ABAX LMS にて学習した内容を復習するこ

と (0.5 時間） 

3 
Theme 1 Places Part A 

Yakushima 

4.Summary 5.Words 6. Critical Reading 

7.Critical Thinking 

事前学習：Theme 1 Part A の内容を予習してくるこ

と（0.5 時間） 

事後学習：ABAX LMS にて学習した内容を復習するこ

と (0.5 時間） 

4 
Theme 1 Places Part A 

Yakushima 

8.Learing Language Patterns 

9.Secoond Reading 10.Output 

事前学習：Theme 1 Part A の内容を予習してくるこ

と（0.5 時間） 

事後学習：ABAX LMS にて学習した内容を復習するこ

と (0.5 時間） 

5 
Theme 1 Places Part B 

Tioman Island, Malaysia 

1.Warming-Up 2.Main Reading 

3.Understanding the Story 4.Summary 

事前学習：Theme 1 Part B の内容を予習してくるこ

と（0.5 時間） 

事後学習：ABAX LMS にて学習した内容を復習するこ

と (0.5 時間） 

6 
Theme 1 Places Part B 

Tioman Island, Malaysia 

5.Words 6. Critical Reading 

7.Critical Thinking  8.Learing 

Language Patterns 9.Secoond Reading 

10.Output 

事前学習：Theme 1 Part B の内容を予習してくるこ

と（0.5 時間） 

事後学習：ABAX LMS にて学習した内容を復習するこ

と (0.5 時間） 

7 
Theme 2 Culture Part A 

Intercultural Differences 

1.Warming-Up 2.Main Reading 

3.Understanding the Story 

事前学習：Theme 2 Part A の内容を予習してくるこ

と（0.5 時間） 

事後学習：ABAX LMS にて学習した内容を復習するこ

と (0.5 時間） 

8 
Theme 2 Culture Part A 

Intercultural Differences 

4.Summary 5.Words 6. Critical Reading 

7.Critical Thinking 

事前学習：Theme 2 Part A の内容を予習してくるこ

と（0.5 時間） 

事後学習：ABAX LMS にて学習した内容を復習するこ

と (0.5 時間） 

9 
Theme 2 Culture Part A 

Intercultural Differences 

8.Learing Language Patterns 

9.Secoond Reading 10.Output 

事前学習：Theme 2 Part A の内容を予習してくるこ

と（0.5 時間） 

事後学習：ABAX LMS にて学習した内容を復習するこ

と (0.5 時間） 

10 
Theme 2 Culture Part B 

Cultural Similarities 

1.Warming-Up 2.Main Reading 

3.Understanding the Story 4.Summary 

事前学習：Theme 2 Part B の内容を予習してくるこ

と（0.5 時間） 

事後学習：ABAX LMS にて学習した内容を復習するこ

と (0.5 時間） 

11 
Theme 2 Culture Part B 

Cultural Similarities 

5.Words 6. Critical Reading 

7.Critical Thinking  8.Learing 

Language Patterns 9.Secoond Reading 

10.Output 

事前学習：Theme 2 Part B の内容を予習してくるこ

と（0.5 時間） 

事後学習：ABAX LMS にて学習した内容を復習するこ

と (0.5 時間） 

12 
Theme 3 Seasons Part A The 

Rainy Season 

1.Warming-Up 2.Main Reading 

3.Understanding the Story 

事前学習：Theme 3 Part A の内容を予習してくるこ

と（0.5 時間） 

事後学習：ABAX LMS にて学習した内容を復習するこ

と (0.5 時間） 

13 
Theme 3 Seasons Part A The 

Rainy Season 

4.Summary 5.Words 6. Critical Reading 

7.Critical Thinking 

10.Output 

事前学習：Theme 3 Part A の内容を予習してくるこ

と（0.5 時間） 

事後学習：ABAX LMS にて学習した内容を復習するこ

と (0.5 時間） 

14 
Theme 3 Seasons Part B 

Autumn Colors 

1.Warming-Up 2.Main Reading 

3.Understanding the Story 4.Summary 

事前学習：Theme 3 Part B の内容を予習してくるこ

と（0.5 時間） 

事後学習：ABAX LMS にて学習した内容を復習するこ

と (0.5 時間） 

15 まとめ & 復習テスト 到達度確認テスト 

事前学習：Theme 1 から 3までの内容を総復習する

こと（0.5 時間） 

事後学習：ABAX LMS にて学習した内容を復習するこ



摂南大学シラバス 2024 

と (0.5 時間） 

 

関連科目 基礎英語Ⅱａ 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 Asian Issues 1 Alastair Graham-Marr Abax 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
学期途中や学期末に行う復習テスト・課題・提出物・クラスへの参加及び貢献度・発表 100% 

学生への 

メッセージ 
毎回の授業に必ず出席するとともに、予習・復習を必ず行ってください。 

担当者の 

研究室等 
７号館２階（非常勤講師室） 

備考  



摂南大学シラバス 2024 

科目名 基礎英語Ⅰａ 科目名（英文） Basic English Ia 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 １年 クラス ③ 

単位数 1 履修区分 選択必修科目 

学期 前期 授業担当者 中野 華子 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IEN1323c1 

 

授業概要・ 

目的 

比較的平易な英文を用い、「読む」「聴く」だけでなく「書く」「話す」活動を取り入れた 4 技能統合型の演習授業を行う。4 技能の基礎力を固め

ること、ICT を駆使した自律的英語学習の技能と習慣を身につけること、学内で提供される様々な授業時間外の英語学習機会に親しむことを目的

とする。 

到達目標 

(1) 大学生にとって身近な話題についての平易なパッセージを読んで理解できるようになる。また、ゆっくり、はっきりと発声（再生）されれば

音声だけでも理解できるようになる。同じ話題について、基本的な語彙や表現を用いた英文を書けるようになる。また、前もって用意すれば同じ

内容を口頭で発話できるようになる。 

(2) PC やスマートフォンを用いた e-learning による自律的英語学習法に親しむ。 

(3) 学内で提供される各種の授業時間外の英語学習機会に親しむ。 

授業方法と 

留意点 

演習型の授業を行うので、授業内の学習活動に積極的に参加、貢献する姿勢が重要な評価項目となる。e-learning 課題や、その他の授業外学習

課題については、指示されたペースや期限を守り、必ず完了すること。3回を超える欠席のあった者には原則として単位を認めない。 

科目学習の 

効果（資格） 
TOEIC, 英検等 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 オリエンテーション 
授業内容・方法・評価方法・Online 

Workbook についての説明 

事前学習：本科目のシラバスを読んでくること（0.5

時間） 

事後学習：Online Workbook にアクセスし登録をす

ること(0.5 時間） 

2 Unit 1 People Reading 1 

事前学習：Unit 1 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：Online Workbook にて学習した内容を復

習すること(0.5 時間） 

3 Unit 1 People Reading 2 

事前学習：Unit 1 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：Online Workbook にて学習した内容を復

習すること(0.5 時間） 

4 Unit 1 People 
Language Development / Watch and 

Listen 

事前学習：Unit 1 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：Online Workbook にて学習した内容を復

習すること(0.5 時間） 

5 Unit 2 Climate Reading 1 

事前学習：Unit 2 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：Online Workbook にて学習した内容を復

習すること(0.5 時間） 

6 Unit 2 Climate Reading 2 

事前学習 Unit 2 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：Online Workbook にて学習した内容を復

習すること(0.5 時間） 

7 Unit 2 Climate 
Language Development / Watch and 

Listen 

事前学習：Unit 2 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：Online Workbook にて学習した内容を復

習すること(0.5 時間） 

8 Unit 3 Lifestyle Reading 1 

事前学習：Unit 3 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：Online Workbook にて学習した内容を復

習すること(0.5 時間） 

9 Unit 3 Lifestyle Reading 2 

事前学習：Unit 3 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：Online Workbook にて学習した内容を復

習すること(0.5 時間） 

10 Unit 3 Lifestyle 
Language Development / Watch and 

Listen 

事前学習：Unit 3 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：Online Workbook にて学習した内容を復

習すること(0.5 時間） 

11 Unit 4 Places Reading 1 

事前学習：Unit 4 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：Online Workbook にて学習した内容を復

習すること(0.5 時間） 

12 Unit 4 Places Reading 2 

事前学習：Unit 4 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：Online Workbook にて学習した内容を復

習すること(0.5 時間） 

13 Unit 4 Places 
Language Development / Watch and 

Listen 

事前学習：Unit 4 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：Online Workbook にて学習した内容を復

習すること(0.5 時間） 

14 Unit 1 - 4 Online Workbook による総復習 

事前学習：Online Workbook にて学習した内容を復

習すること（0.5 時間） 

事後学習：Online Workbook にて学習した内容を復

習すること(0.5 時間） 

15 まとめ & 復習テスト 到達度確認テスト 

事前学習：Unit 1-4 まで復習すること（0.5 時間） 

事後学習：Online Workbook にて学習した内容を復

習すること(0.5 時間） 



摂南大学シラバス 2024 

 

関連科目 基礎英語Ⅱａ 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 Prism Reading Intro SB with Digital Pack Kate Adams Cambridge University Press 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
学期途中や学期末に行う復習テスト・課題・提出物・クラスへの参加及び貢献度・発表 100% 

学生への 

メッセージ 
授業に出席し、積極的に参加して下さい。中高で学習した英語を活用し、さらに自分で発信できるようになりましょう。 

担当者の 

研究室等 
７号館２階（非常勤講師室） 

備考  



摂南大学シラバス 2024 

科目名 基礎英語Ⅰａ 科目名（英文） Basic English Ia 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 １年 クラス ④ 

単位数 1 履修区分 選択必修科目 

学期 前期 授業担当者 西原 菜月 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IEN1323c1 

 

授業概要・ 

目的 

比較的平易な英文を用い、「読む」「聴く」だけでなく「書く」「話す」活動を取り入れた 4 技能統合型の演習授業を行う。4 技能の基礎力を固め

ること、ICT を駆使した自律的英語学習の技能と習慣を身につけること、学内で提供される様々な授業時間外の英語学習機会に親しむことを目的

とする。 

到達目標 

(1) 大学生にとって身近な話題についての平易なパッセージを読んで理解できるようになる。また、ゆっくり、はっきりと発声（再生）されれば

音声だけでも理解できるようになる。同じ話題について、基本的な語彙や表現を用いた英文を書けるようになる。また、前もって用意すれば同じ

内容を口頭で発話できるようになる。 

(2) PC やスマートフォンを用いた e-learning による自律的英語学習法に親しむ。 

(3) 学内で提供される各種の授業時間外の英語学習機会に親しむ。 

授業方法と 

留意点 

演習型の授業を行うので、授業内の学習活動に積極的に参加、貢献する姿勢が重要な評価項目となる。e-learning 課題や、その他の授業外学習

課題については、指示されたペースや期限を守り、必ず完了すること。3回を超える欠席のあった者には原則として単位を認めない。 

科目学習の 

効果（資格） 
TOEIC, 英検等 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 オリエンテーション 
授業内容・方法・評価方法・Online 

Workbook についての説明 

事前学習：本科目のシラバスを読んでくること（0.5

時間） 

事後学習：Online Workbook にアクセスし登録をす

ること(0.5 時間） 

2 Unit 1 People Reading 1 

事前学習：Unit 1 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：Online Workbook にて学習した内容を復

習すること(0.5 時間） 

3 Unit 1 People Reading 2 

事前学習：Unit 1 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：Online Workbook にて学習した内容を復

習すること(0.5 時間） 

4 Unit 1 People 
Language Development / Watch and 

Listen 

事前学習：Unit 1 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：Online Workbook にて学習した内容を復

習すること(0.5 時間） 

5 Unit 2 Climate Reading 1 

事前学習：Unit 2 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：Online Workbook にて学習した内容を復

習すること(0.5 時間） 

6 Unit 2 Climate Reading 2 

事前学習 Unit 2 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：Online Workbook にて学習した内容を復

習すること(0.5 時間） 

7 Unit 2 Climate 
Language Development / Watch and 

Listen 

事前学習：Unit 2 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：Online Workbook にて学習した内容を復

習すること(0.5 時間） 

8 Unit 3 Lifestyle Reading 1 

事前学習：Unit 3 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：Online Workbook にて学習した内容を復

習すること(0.5 時間） 

9 Unit 3 Lifestyle Reading 2 

事前学習：Unit 3 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：Online Workbook にて学習した内容を復

習すること(0.5 時間） 

10 Unit 3 Lifestyle 
Language Development / Watch and 

Listen 

事前学習：Unit 3 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：Online Workbook にて学習した内容を復

習すること(0.5 時間） 

11 Unit 4 Places Reading 1 

事前学習：Unit 4 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：Online Workbook にて学習した内容を復

習すること(0.5 時間） 

12 Unit 4 Places Reading 2 

事前学習：Unit 4 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：Online Workbook にて学習した内容を復

習すること(0.5 時間） 

13 Unit 4 Places 
Language Development / Watch and 

Listen 

事前学習：Unit 4 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：Online Workbook にて学習した内容を復

習すること(0.5 時間） 

14 Unit 1 ~ 4 Online Workbook による総復習 

事前学習：Online Workbook にて学習した内容を復

習すること（0.5 時間） 

事後学習：Online Workbook にて学習した内容を復

習すること(0.5 時間） 

15 まとめ & 復習テスト 到達度確認テスト 

事前学習：Unit 1~4 まで復習すること（0.5 時間） 

事後学習：Online Workbook にて学習した内容を復

習すること(0.5 時間） 



摂南大学シラバス 2024 

 

関連科目 基礎英語Ⅱａ 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 Prism Reading Intro SB with Digital Pack Kate Adams Cambridge University Press 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
学期途中や学期末に行う復習テスト・課題・提出物・クラスへの参加及び貢献度・発表 100% 

学生への 

メッセージ 

英語が身に付くことで、自身の知見が広がるだけでなく、将来の可能性も飛躍的に広がります。外国語は一朝一夕には習得することはできません

が、日々学習を重ねることで必ず使いこなせるようになりますので一緒に頑張っていきましょう。 

担当者の 

研究室等 
７号館２階（非常勤講師室） 

備考  



摂南大学シラバス 2024 

科目名 基礎英語Ⅰｂ 科目名（英文） Basic English Ib 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 １年 クラス ① 

単位数 1 履修区分 選択必修科目 

学期 前期 授業担当者 東野 厚子 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IEN1324c1 

 

授業概要・ 

目的 

比較的平易な英文を用い、「読む」「聴く」だけでなく「書く」「話す」活動を取り入れた 4 技能統合型の演習授業を行う。4 技能の基礎力を固め

ること、ICT を駆使した自律的英語学習の技能と習慣を身につけることを目的とする。 

到達目標 

(1) 大学生にとって身近な話題についての平易なパッセージを読んで理解できるようになる。また、ゆっくり、はっきりと発声（再生）されれば

音声だけでも理解できるようになる。同じ話題について、基本的な語彙や表現を用いた英文を書けるようになる。また、前もって用意すれば同じ

内容を口頭で発話できるようになる。 

(2) PC やスマートフォンを用いた e-learning による自律的英語学習法に親しむ。 

(3) 前期は CEFR-J [A1.1-A1.2]、後期は CEFR-J [A1.3]に英語力が到達することを目標とす 

授業方法と 

留意点 

演習型の授業を行うので、授業内の学習活動に積極的に参加、貢献する姿勢が重要な評価項目となる。e-learning 課題等の授業外学習課題につ

いては、指示されたペースや期限を守り、必ず完了すること。3回を超える欠席のあった者には原則として単位を認めない。 

科目学習の 

効果（資格） 
TOEIC,英検等 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 オリエンテーション 
授業内容・方法・評価方法・リンガポル

タについての説明 

事前学習：本科目のシラバスを読んでくること（0.5

時間） 

事後学習：テキストの指示 p.139 に従い StreamLine

にアクセスする(0.5 時間） 

2 Unit 1 Meeting New People Warm-up/Conversation/Grammar 

事前学習：Unit 1 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

3 Unit 1 Meeting New People Reading/Writing/Challenge Yourself 

事前学習：Unit 1 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

4 Unit 2 School Life Warm-up/Conversation/Grammar 

事前学習：Unit 2 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

5 Unit 2 School Life Reading/Writing/Challenge Yourself 

事前学習：Unit 2 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

6 Unit 3 Seeing a Doctor Warm-up/Conversation/Grammar 

事前学習：Unit 3 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

7 Unit 3 Seeing a Doctor Reading/Writing/Challenge Yourself 

事前学習：Unit 3 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

8 Unit 4 Expressing Yourself Warm-up/Conversation/Grammar 

事前学習：Unit 4 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

9 Unit 4 Expressing Yourself Reading/Writing/Challenge Yourself 

事前学習：Unit 4 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

10 Unit 5 Getting Around Warm-up/Conversation/Grammar 

事前学習：Unit 5 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

11 Unit 5 Getting Around Reading/Writing/Challenge Yourself 

事前学習：Unit 5 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

12 
Unit 6 Talking about the 

Time 
Warm-up/Conversation/Grammar 

事前学習：Unit 6 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

13 
Unit 6 Talking about the 

Time 
Reading/Writing/Challenge Yourself 

事前学習：Unit 6 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

14 Review 1 Part I から Part VII 

事前学習：Unit 1-6 の内容を復習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した全ての項目を復

習すること (0.5 時間） 

15 まとめ & 復習テスト Unit 1 から Unit 6 の総復習 

事前学習：Unit 1-6 の内容を復習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した全ての項目を総

復習すること(0.5 時間） 



摂南大学シラバス 2024 

 

関連科目 基礎英語Ⅱｂ 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 Live Escalate Book 1: Base Camp 角山照彦 成美堂 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
学期途中や学期末に行う復習テスト・課題・提出物・クラスへの参加及び貢献度・発表  100% 

学生への 

メッセージ 

第 1回の授業で、授業の進め方・評価等に関して説明します。受講予定者は、必ず教科書を準備して初回から出席してください。 

積極的に授業に参加することを期待しています。 

担当者の 

研究室等 
７号館２階（非常勤講師室） 

備考  



摂南大学シラバス 2024 

科目名 基礎英語Ⅰｂ 科目名（英文） Basic English Ib 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 １年 クラス ② 

単位数 1 履修区分 選択必修科目 

学期 前期 授業担当者 マーティン オイクル 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IEN1324c1 

 

授業概要・ 

目的 

比較的平易な英文を用い、「読む」「聴く」だけでなく「書く」「話す」活動を取り入れた 4 技能統合型の演習授業を行う。4 技能の基礎力を固め

ること、ICT を駆使した自律的英語学習の技能と習慣を身につけることを目的とする。 

到達目標 

(1) 大学生にとって身近な話題についての平易なパッセージを読んで理解できるようになる。また、ゆっくり、はっきりと発声（再生）されれば

音声だけでも理解できるようになる。同じ話題について、基本的な語彙や表現を用いた英文を書けるようになる。また、前もって用意すれば同じ

内容を口頭で発話できるようになる。 

(2) PC やスマートフォンを用いた e-learning による自律的英語学習法に親しむ。 

(3) 前期は CEFR-J [A1.1-A1.2]、後期は CEFR-J [A1.3]に英語力が到達することを目標とす 

授業方法と 

留意点 

演習型の授業を行うので、授業内の学習活動に積極的に参加、貢献する姿勢が重要な評価項目となる。e-learning 課題等の授業外学習課題につ

いては、指示されたペースや期限を守り、必ず完了すること。3回を超える欠席のあった者には原則として単位を認めない。 

科目学習の 

効果（資格） 
TOEIC,英検等 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 オリエンテーション 
授業内容・方法・評価方法・リンガポル

タについての説明 

事前学習：本科目のシラバスを読んでくること（0.5

時間） 

事後学習：テキストの指示 p.139 に従い StreamLine

にアクセスする(0.5 時間） 

2 Unit 1 Meeting New People Warm-up/Conversation/Grammar 

事前学習：Unit 1 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

3 Unit 1 Meeting New People Reading/Writing/Challenge Yourself 

事前学習：Unit 1 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

4 Unit 2 School Life Warm-up/Conversation/Grammar 

事前学習：Unit 2 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

5 Unit 2 School Life Reading/Writing/Challenge Yourself 

事前学習：Unit 2 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

6 Unit 3 Seeing a Doctor Warm-up/Conversation/Grammar 

事前学習：Unit 3 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

7 Unit 3 Seeing a Doctor Reading/Writing/Challenge Yourself 

事前学習：Unit 3 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

8 Unit 4 Expressing Yourself Warm-up/Conversation/Grammar 

事前学習：Unit 4 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

9 Unit 4 Expressing Yourself Reading/Writing/Challenge Yourself 

事前学習：Unit 4 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

10 Unit 5 Getting Around Warm-up/Conversation/Grammar 

事前学習：Unit 5 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

11 Unit 5 Getting Around Reading/Writing/Challenge Yourself 

事前学習：Unit 5 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

12 
Unit 6 Talking about the 

Time 
Warm-up/Conversation/Grammar 

事前学習：Unit 6 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

13 
Unit 6 Talking about the 

Time 
Reading/Writing/Challenge Yourself 

事前学習：Unit 6 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

14 Review 1 Part I から Part VII 

事前学習：Unit 1-6 の内容を復習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した全ての項目を復

習すること (0.5 時間） 

15 まとめ & 復習テスト Unit 1 から Unit 7 の総復習 

事前学習：Unit 1-6 の内容を復習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した全ての項目を総

復習すること(0.5 時間） 



摂南大学シラバス 2024 

 

関連科目 基礎英語 IIb 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 Live Escalate Book 1: Base Camp 角山照彦 成美堂 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
中間テストと期末テスト 60%、授業中の学習、態度、参加状況（授業での呼応状況など)40%。 

学生への 

メッセージ 
良い成績を取るためには、参加することと良い授業態度が大切です。 5回欠席した場合、本コースの合格は極めて難しくなります。 

担当者の 

研究室等 
7 号館 2階 非常勤講師室 

備考  



摂南大学シラバス 2024 

科目名 基礎英語Ⅰｂ 科目名（英文） Basic English Ib 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 １年 クラス ③ 

単位数 1 履修区分 選択必修科目 

学期 前期 授業担当者 ジェフリー ベル 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IEN1324c1 

 

授業概要・ 

目的 

比較的平易な英文を用い、「読む」「聴く」だけでなく「書く」「話す」活動を取り入れた 4 技能統合型の演習授業を行う。4 技能の基礎力を固め

ること、ICT を駆使した自律的英語学習の技能と習慣を身につけることを目的とする。 

到達目標 

(1) 大学生にとって身近な話題についての平易なパッセージを読んで理解できるようになる。また、ゆっくり、はっきりと発声（再生）されれば

音声だけでも理解できるようになる。同じ話題について、基本的な語彙や表現を用いた英文を書けるようになる。また、前もって用意すれば同じ

内容を口頭で発話できるようになる。 

(2) PC やスマートフォンを用いた e-learning による自律的英語学習法に親しむ。 

(3) 前期は CEFR-J [A1.1-A1.2]、後期は CEFR-J [A1.3]に英語力が到達することを目標とす 

授業方法と 

留意点 

演習型の授業を行うので、授業内の学習活動に積極的に参加、貢献する姿勢が重要な評価項目となる。e-learning 課題等の授業外学習課題につ

いては、指示されたペースや期限を守り、必ず完了すること。3回を超える欠席のあった者には原則として単位を認めない。 

科目学習の 

効果（資格） 
TOEIC,英検等 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 オリエンテーション 
授業内容・方法・評価方法・リンガポル

タについての説明 

事前学習：本科目のシラバスを読んでくること（0.5

時間） 

事後学習：テキストの指示 p.139 に従い StreamLine

にアクセスする(0.5 時間） 

2 Unit 1 Meeting New People Warm-up/Conversation/Grammar 

事前学習：Unit 1 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

3 Unit 1 Meeting New People Reading/Writing/Challenge Yourself 

事前学習：Unit 1 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

4 Unit 2 School Life Warm-up/Conversation/Grammar 

事前学習：Unit 2 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

5 Unit 2 School Life Reading/Writing/Challenge Yourself 

事前学習：Unit 2 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

6 Unit 3 Seeing a Doctor Warm-up/Conversation/Grammar 

事前学習：Unit 3 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

7 Unit 3 Seeing a Doctor Reading/Writing/Challenge Yourself 

事前学習：Unit 3 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

8 Unit 4 Expressing Yourself Warm-up/Conversation/Grammar 

事前学習：Unit 4 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

9 Unit 4 Expressing Yourself Reading/Writing/Challenge Yourself 

事前学習：Unit 4 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

10 Unit 5 Getting Around Warm-up/Conversation/Grammar 

事前学習：Unit 5 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

11 Unit 5 Getting Around Reading/Writing/Challenge Yourself 

事前学習：Unit 5 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

12 
Unit 6 Talking about the 

Time 
Warm-up/Conversation/Grammar 

事前学習：Unit 6 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

13 
Unit 6 Talking about the 

Time 
Reading/Writing/Challenge Yourself 

事前学習：Unit 6 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

14 Review 1 Part I から Part VII 

事前学習：Unit 1-6 の内容を復習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した全ての項目を復

習すること (0.5 時間） 

15 まとめ & 復習テスト Unit 1 から Unit 7 の総復習 

事前学習：Unit 1-6 の内容を復習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した全ての項目を総

復習すること(0.5 時間） 



摂南大学シラバス 2024 

 

関連科目 基礎英語Ⅱｂ 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 Live Escalate Book 1: Base Camp 角山照彦 成美堂 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
学期途中や学期末に行う復習テスト・課題・提出物・クラスへの参加及び貢献度・発表 100% 

学生への 

メッセージ 
Let's have fun learning English conversation! 

担当者の 

研究室等 
７号館２階（非常勤講師室） 

備考  



摂南大学シラバス 2024 

科目名 基礎英語Ⅰｂ 科目名（英文） Basic English Ib 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 １年 クラス ④ 

単位数 1 履修区分 選択必修科目 

学期 前期 授業担当者 片岡 晴美 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IEN1324c1 

 

授業概要・ 

目的 

比較的平易な英文を用い、「読む」「聴く」だけでなく「書く」「話す」活動を取り入れた 4 技能統合型の演習授業を行う。4 技能の基礎力を固め

ること、ICT を駆使した自律的英語学習の技能と習慣を身につけることを目的とする。 

到達目標 

(1) 大学生にとって身近な話題についての平易なパッセージを読んで理解できるようになる。また、ゆっくり、はっきりと発声（再生）されれば

音声だけでも理解できるようになる。同じ話題について、基本的な語彙や表現を用いた英文を書けるようになる。また、前もって用意すれば同じ

内容を口頭で発話できるようになる。 

(2) PC やスマートフォンを用いた e-learning による自律的英語学習法に親しむ。 

(3) 前期は CEFR-J [A1.1-A1.2]、後期は CEFR-J [A1.3]に英語力が到達することを目標とす 

授業方法と 

留意点 

演習型の授業を行うので、授業内の学習活動に積極的に参加、貢献する姿勢が重要な評価項目となる。e-learning 課題等の授業外学習課題につ

いては、指示されたペースや期限を守り、必ず完了すること。3回を超える欠席のあった者には原則として単位を認めない。 

科目学習の 

効果（資格） 
TOEIC、英検等 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 オリエンテーション 
授業内容・方法・評価方法・リンガポル

タについての説明 

事前学習：本科目のシラバスを読んでくること（0.5

時間） 

事後学習：テキストの指示 p.139 に従い StreamLine

にアクセスする(0.5 時間） 

2 Unit 1 Meeting New People Warm-up/Conversation/Grammar 

事前学習：Unit 1 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

3 Unit 1 Meeting New People Reading/Writing/Challenge Yourself 

事前学習：Unit 1 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

4 Unit 2 School Life Warm-up/Conversation/Grammar 

事前学習：Unit 2 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

5 Unit 2 School Life Reading/Writing/Challenge Yourself 

事前学習：Unit 2 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

6 Unit 3 Seeing a Doctor Warm-up/Conversation/Grammar 

事前学習：Unit 3 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

7 Unit 3 Seeing a Doctor Reading/Writing/Challenge Yourself 

事前学習：Unit 3 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

8 Unit 4 Expressing Yourself Warm-up/Conversation/Grammar 

事前学習：Unit 4 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

9 Unit 4 Expressing Yourself Reading/Writing/Challenge Yourself 

事前学習：Unit 4 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

10 Unit 5 Getting Around Warm-up/Conversation/Grammar 

事前学習：Unit 5 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

11 Unit 5 Getting Around Reading/Writing/Challenge Yourself 

事前学習：Unit 5 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

12 
Unit 6 Talking about the 

Time 
Warm-up/Conversation/Grammar 

事前学習：Unit 6 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

13 
Unit 6 Talking about the 

Time 
Reading/Writing/Challenge Yourself 

事前学習：Unit 6 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

14 Review 1 Part I から Part VII 

事前学習：Unit 1-6 の内容を復習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した全ての項目を復

習すること (0.5 時間） 

15 まとめ & 復習テスト Unit 1 から Unit 7 の総復習 

事前学習：Unit 1-6 の内容を復習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した全ての項目を総

復習すること(0.5 時間） 



摂南大学シラバス 2024 

 

関連科目 基礎英語Ⅱｂ 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 Live Escalate Book 1: Base Camp 角山照彦 成美堂 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
学期途中や学期末に行う復習テスト・課題・提出物・クラスへの参加及び貢献度・発表 100% 

学生への 

メッセージ 

英語の 4技能 5領域〔Reading, Listening, Writing, Speaking（やり取り・発表）〕を育成する学習活動を行います。 

英語を使うことを楽しみましょう。 

担当者の 

研究室等 
非常勤講師室（7号館 2階） 

備考  



摂南大学シラバス 2024 

科目名 基礎英語Ⅱａ 科目名（英文） Basic English IIa 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 １年 クラス ① 

単位数 1 履修区分 選択必修科目 

学期 後期 授業担当者 西谷 継治 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IEN1325c1 

 

授業概要・ 

目的 

比較的平易な英文を用い、「読む」「聴く」だけでなく「書く」「話す」活動を取り入れた 4 技能統合型の演習授業を行う。4 技能の基礎力を固め

ること、ICT を駆使した自律的英語学習の技能と習慣を身につけること、学内で提供される様々な授業時間外の英語学習機会に親しむことを目的

とする。 

到達目標 

(1) 大学生にとって身近な話題についての平易なパッセージを読んで理解できるようになる。また、ゆっくり、はっきりと発声（再生）されれば

音声だけでも理解できるようになる。同じ話題について、基本的な語彙や表現を用いた英文を書けるようになる。また、前もって用意すれば同じ

内容を口頭で発話できるようになる。 

(2) PC やスマートフォンを用いた e-learning による自律的英語学習法に親しむ。 

(3) 学内で提供される各種の授業時間外の英語学習機会に親しむ。 

授業方法と 

留意点 

演習型の授業を行うので、授業内の学習活動に積極的に参加、貢献する姿勢が重要な評価項目となる。e-learning 課題や、その他の授業外学習

課題については、指示されたペースや期限を守り、必ず完了すること。3回を超える欠席のあった者には原則として単位を認めない。 

科目学習の 

効果（資格） 
TOEIC, 英検等 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 オリエンテーション 
授業内容・方法・評価方法・ABAX LMS

についての説明 

事前学習：本科目のシラバスを読んでくること（0.5

時間） 

事後学習：ABAX LMS の登録方法について確認するこ

と(0.5 時間） 

2 
Theme 4 Cities Part A 

Megacities 

1.Warming-Up 2.Main Reading 

3.Understanding the Story 

事前学習：Theme 4 Part A の内容を予習してくるこ

と（0.5 時間） 

事後学習：ABAX LMS にて学習した内容を復習するこ

と (0.5 時間） 

3 
Theme 4 Cities Part A 

Megacities 

4.Summary 5.Words 6. Critical Reading 

7.Critical Thinking 

事前学習：Theme 4 Part A の内容を予習してくるこ

と（0.5 時間） 

事後学習：ABAX LMS にて学習した内容を復習するこ

と (0.5 時間） 

4 
Theme 4 Cities Part A 

Megacities 

8.Learing Language Patterns 

9.Secoond Reading 10.Output 

事前学習：Theme 4 Part A の内容を予習してくるこ

と（0.5 時間） 

事後学習：ABAX LMS にて学習した内容を復習するこ

と (0.5 時間） 

5 
Theme 4 Cities Part B 

Megacities: Problems 

1.Warming-Up 2.Main Reading 

3.Understanding the Story 4.Summary 

事前学習：Theme 4 Part B の内容を予習してくるこ

と（0.5 時間） 

事後学習：ABAX LMS にて学習した内容を復習するこ

と (0.5 時間） 

6 
Theme 4 Cities Part B 

Megacities: Problems 

5.Words 6. Critical Reading 

7.Critical Thinking  8.Learing 

Language Patterns 9.Secoond Reading 

10.Output 

事前学習：Theme 4 Part B の内容を予習してくるこ

と（0.5 時間） 

事後学習：ABAX LMS にて学習した内容を復習するこ

と (0.5 時間） 

7 
Theme 5 Travel Part A 

Tourism: Advantages 

1.Warming-Up 2.Main Reading 

3.Understanding the Story 

事前学習：Theme 5 Part A の内容を予習してくるこ

と（0.5 時間） 

事後学習：ABAX LMS にて学習した内容を復習するこ

と (0.5 時間） 

8 
Theme 5 Travel Part A 

Tourism: Advantages 

4.Summary 5.Words 6. Critical Reading 

7.Critical Thinking 

事前学習：Theme 5 Part A の内容を予習してくるこ

と（0.5 時間） 

事後学習：ABAX LMS にて学習した内容を復習するこ

と (0.5 時間） 

9 
Theme 5 Travel Part A 

Tourism: Advantages 

8.Learing Language Patterns 

9.Secoond Reading 10.Output 

事前学習：Theme 5 Part A の内容を予習してくるこ

と（0.5 時間） 

事後学習：ABAX LMS にて学習した内容を復習するこ

と (0.5 時間） 

10 
Theme 5 Travel Part B 

Tourism: Disadvantages 

1.Warming-Up 2.Main Reading 

3.Understanding the Story 4.Summary 

事前学習：Theme 5 Part B の内容を予習してくるこ

と（0.5 時間） 

事後学習：ABAX LMS にて学習した内容を復習するこ

と (0.5 時間） 

11 
Theme 5 Travel Part B 

Tourism: Disadvantages 

5.Words 6. Critical Reading 

7.Critical Thinking  8.Learing 

Language Patterns 9.Secoond Reading 

10.Output 

事前学習：Theme 5 Part B の内容を予習してくるこ

と（0.5 時間） 

事後学習：ABAX LMS にて学習した内容を復習するこ

と (0.5 時間） 

12 Theme 6 Food Part A Hot Pot 
1.Warming-Up 2.Main Reading 

3.Understanding the Story 

事前学習：Theme 6 Part A の内容を予習してくるこ

と（0.5 時間） 

事後学習：ABAX LMS にて学習した内容を復習するこ

と (0.5 時間） 

13 Theme 6 Food Part A Hot Pot 
4.Summary 5.Words 6. Critical Reading 

7.Critical Thinking-10.Output 

事前学習：Theme 6 Part A の内容を予習してくるこ

と（0.5 時間） 

事後学習：ABAX LMS にて学習した内容を復習するこ

と (0.5 時間） 

14 
Theme 6 Food Part B East 

Asian Food 

1.Warming-Up 2.Main Reading 

3.Understanding the Story 4.Summary 

事前学習：Theme 6 Part B の内容を予習してくるこ

と（0.5 時間） 

事後学習：ABAX LMS にて学習した内容を復習するこ

と (0.5 時間） 

15 まとめ & 復習テスト 到達度確認テスト 

事前学習：Theme 4 から 6までの内容を総復習する

こと（0.5 時間） 

事後学習：ABAX LMS にて学習した内容を復習するこ



摂南大学シラバス 2024 

と (0.5 時間） 

 

関連科目 基礎英語Ⅰａ 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 Asian Issues 1 Alastair Graham-Marr Abax 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
学期途中や学期末に行う復習テスト・課題・提出物・クラスへの参加及び貢献度・発表 100% 

学生への 

メッセージ 
 

担当者の 

研究室等 
７号館２階（非常勤講師室） 

備考  



摂南大学シラバス 2024 

科目名 基礎英語Ⅱａ 科目名（英文） Basic English IIa 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 １年 クラス ② 

単位数 1 履修区分 選択必修科目 

学期 後期 授業担当者 田村 康子 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IEN1325c1 

 

授業概要・ 

目的 

比較的平易な英文を用い、「読む」「聴く」だけでなく「書く」「話す」活動を取り入れた 4 技能統合型の演習授業を行う。4 技能の基礎力を固め

ること、ICT を駆使した自律的英語学習の技能と習慣を身につけること、学内で提供される様々な授業時間外の英語学習機会に親しむことを目的

とする。 

到達目標 

(1) 大学生にとって身近な話題についての平易なパッセージを読んで理解できるようになる。また、ゆっくり、はっきりと発声（再生）されれば

音声だけでも理解できるようになる。同じ話題について、基本的な語彙や表現を用いた英文を書けるようになる。また、前もって用意すれば同じ

内容を口頭で発話できるようになる。 

(2) PC やスマートフォンを用いた e-learning による自律的英語学習法に親しむ。 

(3) 学内で提供される各種の授業時間外の英語学習機会に親しむ。 

授業方法と 

留意点 

演習型の授業を行うので、授業内の学習活動に積極的に参加、貢献する姿勢が重要な評価項目となる。e-learning 課題や、その他の授業外学習

課題については、指示されたペースや期限を守り、必ず完了すること。3回を超える欠席のあった者には原則として単位を認めない。 

科目学習の 

効果（資格） 
TOEIC, 英検等 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 オリエンテーション 
授業内容・方法・評価方法・ABAX LMS

についての説明 

事前学習：本科目のシラバスを読んでくること（0.5

時間） 

事後学習：ABAX LMS の登録方法について確認するこ

と(0.5 時間） 

2 
Theme 4 Cities Part A 

Megacities 

1.Warming-Up 2.Main Reading 

3.Understanding the Story 

事前学習：Theme 4 Part A の内容を予習してくるこ

と（0.5 時間） 

事後学習：ABAX LMS にて学習した内容を復習するこ

と (0.5 時間） 

3 
Theme 4 Cities Part A 

Megacities 

4.Summary 5.Words 6. Critical Reading 

7.Critical Thinking 

事前学習：Theme 4 Part A の内容を予習してくるこ

と（0.5 時間） 

事後学習：ABAX LMS にて学習した内容を復習するこ

と (0.5 時間） 

4 
Theme 4 Cities Part A 

Megacities 

8.Learing Language Patterns 

9.Secoond Reading 10.Output 

事前学習：Theme 4 Part A の内容を予習してくるこ

と（0.5 時間） 

事後学習：ABAX LMS にて学習した内容を復習するこ

と (0.5 時間） 

5 
Theme 4 Cities Part B 

Megacities: Problems 

1.Warming-Up 2.Main Reading 

3.Understanding the Story 4.Summary 

事前学習：Theme 4 Part B の内容を予習してくるこ

と（0.5 時間） 

事後学習：ABAX LMS にて学習した内容を復習するこ

と (0.5 時間） 

6 
Theme 4 Cities Part B 

Megacities: Problems 

5.Words 6. Critical Reading 

7.Critical Thinking  8.Learing 

Language Patterns 9.Secoond Reading 

10.Output 

事前学習：Theme 4 Part B の内容を予習してくるこ

と（0.5 時間） 

事後学習：ABAX LMS にて学習した内容を復習するこ

と (0.5 時間） 

7 
Theme 5 Travel Part A 

Tourism: Advantages 

1.Warming-Up 2.Main Reading 

3.Understanding the Story 

事前学習：Theme 5 Part A の内容を予習してくるこ

と（0.5 時間） 

事後学習：ABAX LMS にて学習した内容を復習するこ

と (0.5 時間） 

8 
Theme 5 Travel Part A 

Tourism: Advantages 

4.Summary 5.Words 6. Critical Reading 

7.Critical Thinking 

事前学習：Theme 5 Part A の内容を予習してくるこ

と（0.5 時間） 

事後学習：ABAX LMS にて学習した内容を復習するこ

と (0.5 時間） 

9 
Theme 5 Travel Part A 

Tourism: Advantages 

8.Learing Language Patterns 

9.Secoond Reading 10.Output 

事前学習：Theme 5 Part A の内容を予習してくるこ

と（0.5 時間） 

事後学習：ABAX LMS にて学習した内容を復習するこ

と (0.5 時間） 

10 
Theme 5 Travel Part B 

Tourism: Disadvantages 

1.Warming-Up 2.Main Reading 

3.Understanding the Story 4.Summary 

事前学習：Theme 5 Part B の内容を予習してくるこ

と（0.5 時間） 

事後学習：ABAX LMS にて学習した内容を復習するこ

と (0.5 時間） 

11 
Theme 5 Travel Part B 

Tourism: Disadvantages 

5.Words 6. Critical Reading 

7.Critical Thinking  8.Learing 

Language Patterns 9.Secoond Reading 

10.Output 

事前学習：Theme 5 Part B の内容を予習してくるこ

と（0.5 時間） 

事後学習：ABAX LMS にて学習した内容を復習するこ

と (0.5 時間） 

12 Theme 6 Food Part A Hot Pot 
1.Warming-Up 2.Main Reading 

3.Understanding the Story 

事前学習：Theme 6 Part A の内容を予習してくるこ

と（0.5 時間） 

事後学習：ABAX LMS にて学習した内容を復習するこ

と (0.5 時間） 

13 Theme 6 Food Part A Hot Pot 

4.Summary 5.Words 6. Critical Reading 

7.Critical Thinking 

10.Output 

事前学習：Theme 6 Part A の内容を予習してくるこ

と（0.5 時間） 

事後学習：ABAX LMS にて学習した内容を復習するこ

と (0.5 時間） 

14 
Theme 6 Food Part B East 

Asian Food 

1.Warming-Up 2.Main Reading 

3.Understanding the Story 4.Summary 

事前学習：Theme 6 Part B の内容を予習してくるこ

と（0.5 時間） 

事後学習：ABAX LMS にて学習した内容を復習するこ

と (0.5 時間） 

15 まとめ & 復習テスト 到達度確認テスト 

事前学習：Theme 4 から 6までの内容を総復習する

こと（0.5 時間） 

事後学習：ABAX LMS にて学習した内容を復習するこ



摂南大学シラバス 2024 

と (0.5 時間） 

 

関連科目 基礎英語Ⅰａ 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 Asian Issues 1 Alastair Graham-Marr Abax 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
学期途中や学期末に行う復習テスト・課題・提出物・クラスへの参加及び貢献度・発表 100% 

学生への 

メッセージ 
毎回の授業に必ず出席するとともに、予習・復習を必ず行ってください。 

担当者の 

研究室等 
７号館２階（非常勤講師室） 

備考  



摂南大学シラバス 2024 

科目名 基礎英語Ⅱａ 科目名（英文） Basic English IIa 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 １年 クラス ③ 

単位数 1 履修区分 選択必修科目 

学期 後期 授業担当者 中野 華子 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IEN1325c1 

 

授業概要・ 

目的 

比較的平易な英文を用い、「読む」「聴く」だけでなく「書く」「話す」活動を取り入れた 4 技能統合型の演習授業を行う。4 技能の基礎力を固め

ること、ICT を駆使した自律的英語学習の技能と習慣を身につけること、学内で提供される様々な授業時間外の英語学習機会に親しむことを目的

とする。 

到達目標 

(1) 大学生にとって身近な話題についての平易なパッセージを読んで理解できるようになる。また、ゆっくり、はっきりと発声（再生）されれば

音声だけでも理解できるようになる。同じ話題について、基本的な語彙や表現を用いた英文を書けるようになる。また、前もって用意すれば同じ

内容を口頭で発話できるようになる。 

(2) PC やスマートフォンを用いた e-learning による自律的英語学習法に親しむ。 

(3) 学内で提供される各種の授業時間外の英語学習機会に親しむ。 

授業方法と 

留意点 

演習型の授業を行うので、授業内の学習活動に積極的に参加、貢献する姿勢が重要な評価項目となる。e-learning 課題や、その他の授業外学習

課題については、指示されたペースや期限を守り、必ず完了すること。3回を超える欠席のあった者には原則として単位を認めない。 

科目学習の 

効果（資格） 
TOEIC, 英検等 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 オリエンテーション 
授業内容・方法・評価方法・Online 

Workbook についての説明 

事前学習：本科目のシラバスを読んでくること（0.5

時間） 

事後学習：Online Workbook にアクセスし登録をす

ること(0.5 時間） 

2 Unit 5 JOBS Reading 1 

事前学習：Unit 5 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：Online Workbook にて学習した内容を復

習すること(0.5 時間） 

3 Unit 5 JOBS Reading 2 

事前学習：Unit 5 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：Online Workbook にて学習した内容を復

習すること(0.5 時間） 

4 Unit 5 JOBS 
Language Development / Watch and 

Listen 

事前学習：Unit 5 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：Online Workbook にて学習した内容を復

習すること(0.5 時間） 

5 Unit 6 HOMES AND BUILDINGS Reading 1 

事前学習：Unit 6 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：Online Workbook にて学習した内容を復

習すること(0.5 時間） 

6 Unit 6 HOMES AND BUILDINGS Reading 2 

事前学習：Unit 6 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：Online Workbook にて学習した内容を復

習すること(0.5 時間） 

7 Unit 6 HOMES AND BUILDINGS 
Language Development / Watch and 

Listen 

事前学習：Unit 6 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：Online Workbook にて学習した内容を復

習すること(0.5 時間） 

8 Unit 7 FOOD AND CULTURE Reading 1 

事前学習：Unit 7 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：Online Workbook にて学習した内容を復

習すること(0.5 時間） 

9 Unit 7 FOOD AND CULTURE Reading 2 

事前学習：Unit 7 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：Online Workbook にて学習した内容を復

習すること(0.5 時間） 

10 Unit 7 FOOD AND CULTURE 
Language Development / Watch and 

Listen 

事前学習：Unit 7 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：Online Workbook にて学習した内容を復

習すること(0.5 時間） 

11 Unit 8 TRANSPORTATION Reading 1 

事前学習：Unit 8 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：Online Workbook にて学習した内容を復

習すること(0.5 時間） 

12 Unit 8 TRANSPORTATION Reading 2 

事前学習：Unit 8 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：Online Workbook にて学習した内容を復

習すること(0.5 時間） 

13 Unit 8 TRANSPORTATION 
Language Development / Watch and 

Listen 

事前学習：Unit 8 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：Online Workbook にて学習した内容を復

習すること(0.5 時間）） 

14 Unit 5 - 8 Online Workbook による総復習 

事前学習：Online Workbook にて学習した内容を復

習すること（0.5 時間） 

事後学習：Online Workbook にて学習した内容を復

習すること(0.5 時間） 

15 まとめ & 復習テスト Unit 5 から Unit 8 の総復習 

事前学習：Unit 5-8 まで復習すること（0.5 時間） 

事後学習：Online Workbook にて学習した内容を復

習すること(0.5 時間） 



摂南大学シラバス 2024 

 

関連科目 基礎英語Ⅰａ 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 Prism Reading Intro SB with Digital Pack Kate Adams Cambridge University Press 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
学期途中や学期末に行う復習テスト・課題・提出物・クラスへの参加及び貢献度・発表 100% 

学生への 

メッセージ 
授業に出席し、積極的に参加して下さい。中高で学習した英語を活用し、さらに自分で発信できるようになりましょう。 

担当者の 

研究室等 
７号館２階（非常勤講師室） 

備考  



摂南大学シラバス 2024 

科目名 基礎英語Ⅱａ 科目名（英文） Basic English IIa 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 １年 クラス ④ 

単位数 1 履修区分 選択必修科目 

学期 後期 授業担当者 西原 菜月 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IEN1325c1 

 

授業概要・ 

目的 

比較的平易な英文を用い、「読む」「聴く」だけでなく「書く」「話す」活動を取り入れた 4 技能統合型の演習授業を行う。4 技能の基礎力を固め

ること、ICT を駆使した自律的英語学習の技能と習慣を身につけること、学内で提供される様々な授業時間外の英語学習機会に親しむことを目的

とする。 

到達目標 

(1) 大学生にとって身近な話題についての平易なパッセージを読んで理解できるようになる。また、ゆっくり、はっきりと発声（再生）されれば

音声だけでも理解できるようになる。同じ話題について、基本的な語彙や表現を用いた英文を書けるようになる。また、前もって用意すれば同じ

内容を口頭で発話できるようになる。 

(2) PC やスマートフォンを用いた e-learning による自律的英語学習法に親しむ。 

(3) 学内で提供される各種の授業時間外の英語学習機会に親しむ。 

授業方法と 

留意点 

演習型の授業を行うので、授業内の学習活動に積極的に参加、貢献する姿勢が重要な評価項目となる。e-learning 課題や、その他の授業外学習

課題については、指示されたペースや期限を守り、必ず完了すること。3回を超える欠席のあった者には原則として単位を認めない。 

科目学習の 

効果（資格） 
TOEIC, 英検等 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 オリエンテーション 
授業内容・方法・評価方法・Online 

Workbook についての説明 

事前学習：本科目のシラバスを読んでくること（0.5

時間） 

事後学習：Online Workbook にアクセスし登録をす

ること(0.5 時間） 

2 Unit 5 JOBS Reading 1 

事前学習：Unit 5 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：Online Workbook にて学習した内容を復

習すること(0.5 時間） 

3 Unit 5 JOBS Reading 2 

事前学習：Unit 5 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：Online Workbook にて学習した内容を復

習すること(0.5 時間） 

4 Unit 5 JOBS 
Language Development / Watch and 

Listen 

事前学習：Unit 5 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：Online Workbook にて学習した内容を復

習すること(0.5 時間） 

5 Unit 6 HOMES AND BUILDINGS Reading 1 

事前学習：Unit 6 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：Online Workbook にて学習した内容を復

習すること(0.5 時間） 

6 Unit 6 HOMES AND BUILDINGS Reading 2 

事前学習：Unit 6 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：Online Workbook にて学習した内容を復

習すること(0.5 時間） 

7 Unit 6 HOMES AND BUILDINGS 
Language Development / Watch and 

Listen 

事前学習：Unit 6 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：Online Workbook にて学習した内容を復

習すること(0.5 時間） 

8 Unit 7 FOOD AND CULTURE Reading 1 

事前学習：Unit 7 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：Online Workbook にて学習した内容を復

習すること(0.5 時間） 

9 Unit 7 FOOD AND CULTURE Reading 2 

事前学習：Unit 7 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：Online Workbook にて学習した内容を復

習すること(0.5 時間） 

10 Unit 7 FOOD AND CULTURE 
Language Development / Watch and 

Listen 

事前学習：Unit 7 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：Online Workbook にて学習した内容を復

習すること(0.5 時間） 

11 Unit 8 TRANSPORTATION Reading 1 

事前学習：Unit 8 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：Online Workbook にて学習した内容を復

習すること(0.5 時間） 

12 Unit 8 TRANSPORTATION Reading 2 

事前学習：Unit 8 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：Online Workbook にて学習した内容を復

習すること(0.5 時間） 

13 Unit 8 TRANSPORTATION 
Language Development / Watch and 

Listen 

事前学習：Unit 8 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：Online Workbook にて学習した内容を復

習すること(0.5 時間）） 

14 Unit 5 ~ 8 Online Workbook による総復習 

事前学習：Online Workbook にて学習した内容を復

習すること（0.5 時間） 

事後学習：Online Workbook にて学習した内容を復

習すること(0.5 時間） 

15 まとめ & 復習テスト Unit 5 から Unit 8 の総復習 

事前学習：Unit 5~8 まで復習すること（0.5 時間） 

事後学習：Online Workbook にて学習した内容を復

習すること(0.5 時間） 



摂南大学シラバス 2024 

 

関連科目 基礎英語Ⅰａ 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 Prism Reading Intro SB with Digital Pack Kate Adams Cambridge University Press 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
学期途中や学期末に行う復習テスト・課題・提出物・クラスへの参加及び貢献度・発表 100% 

学生への 

メッセージ 

英語が身に付くことで、自身の知見が広がるだけでなく、将来の可能性も飛躍的に広がります。外国語は一朝一夕には習得することはできません

が、日々学習を重ねることで必ず使いこなせるようになりますので一緒に頑張っていきましょう。 

担当者の 

研究室等 
７号館２階（非常勤講師室） 

備考  



摂南大学シラバス 2024 

科目名 基礎英語Ⅱｂ 科目名（英文） Basic English IIb 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 １年 クラス ① 

単位数 1 履修区分 選択必修科目 

学期 後期 授業担当者 東野 厚子 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IEN1326c1 

 

授業概要・ 

目的 

比較的平易な英文を用い、「読む」「聴く」だけでなく「書く」「話す」活動を取り入れた 4 技能統合型の演習授業を行う。4 技能の基礎力を固め

ること、ICT を駆使した自律的英語学習の技能と習慣を身につけることを目的とする。 

到達目標 

(1) 大学生にとって身近な話題についての平易なパッセージを読んで理解できるようになる。また、ゆっくり、はっきりと発声（再生）されれば

音声だけでも理解できるようになる。同じ話題について、基本的な語彙や表現を用いた英文を書けるようになる。また、前もって用意すれば同じ

内容を口頭で発話できるようになる。 

(2) PC やスマートフォンを用いた e-learning による自律的英語学習法に親しむ。 

(3) 前期は CEFR-J [A1.1-A1.2]、後期は CEFR-J [A1.3]に英語力が到達することを目標とす 

授業方法と 

留意点 

演習型の授業を行うので、授業内の学習活動に積極的に参加、貢献する姿勢が重要な評価項目となる。e-learning 課題等の授業外学習課題につ

いては、指示されたペースや期限を守り、必ず完了すること。3回を超える欠席のあった者には原則として単位を認めない。 

科目学習の 

効果（資格） 
TOEIC,英検等 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 オリエンテーション 
授業内容・方法・評価方法・リンガポル

タについての説明 

事前学習：本科目のシラバスを読んでくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで英語 Ib で学んだ内容を

復習すること (0.5 時間） 

2 Unit 7 Eating Out Warm-up/Conversation/Grammar 

事前学習：Unit 7 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

3 Unit 7 Eating Out Reading/Writing/Challenge Yourself 

事前学習：Unit 7 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

4 Unit 8 At the Supermarket Warm-up/Conversation/Grammar 

事前学習：Unit 8 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

5 Unit 8 At the Supermarket Reading/Writing/Challenge Yourself 

事前学習：Unit 8 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

6 Unit 9 Hobbies Warm-up/Conversation/Grammar 

事前学習：Unit 9 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

7 Unit 9 Hobbies Reading/Writing/Challenge Yourself 

事前学習：Unit 9 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

8 Unit 10 Shop Till You Drop Warm-up/Conversation/Grammar 

事前学習：Unit 10 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

9 Unit 10 Shop Till You Drop Reading/Writing/Challenge Yourself 

事前学習：Unit 10 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

10 Unit 11 Going on Vacation Warm-up/Conversation/Grammar 

事前学習：Unit 11 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

11 Unit 11 Going on Vacation Reading/Writing/Challenge Yourself 

事前学習：Unit 11 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

12 Unit 12 Sports Warm-up/Conversation/Grammar 

事前学習：Unit 12 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

13 Unit 12 Sports Reading/Writing/Challenge Yourself 

事前学習：Unit 12 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

14 Review 2 Unit 7 から Unit 12 の Review 

事前学習：Unit 7-12 の内容を復習してくること

（0.5 時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した全ての項目を復

習すること (0.5 時間） 

15 -まとめ & 復習テスト Unit 7 から Unit 12 の総復習 

事前学習：Unit 7-12 の内容を復習してくること

（0.5 時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した全ての項目を総

復習すること(0.5 時間） 



摂南大学シラバス 2024 

 

関連科目 基礎英語Ⅰｂ 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 Live Escalate Book 1: Base Camp 角山照彦 成美堂 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
学期途中や学期末に行う復習テスト・課題・提出物・クラスへの参加及び貢献度・発表 100% 

学生への 

メッセージ 

第 1回の授業で授業内容・評価方法等に関して説明します。受講予定者は、教科書を準備して必ず初回から出席してください。 

積極的に授業に参加することを期待しています。 

担当者の 

研究室等 
７号館２階（非常勤講師室） 

備考  



摂南大学シラバス 2024 

科目名 基礎英語Ⅱｂ 科目名（英文） Basic English IIb 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 １年 クラス ② 

単位数 1 履修区分 選択必修科目 

学期 後期 授業担当者 マーティン オイクル 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IEN1326c1 

 

授業概要・ 

目的 

比較的平易な英文を用い、「読む」「聴く」だけでなく「書く」「話す」活動を取り入れた 4 技能統合型の演習授業を行う。4 技能の基礎力を固め

ること、ICT を駆使した自律的英語学習の技能と習慣を身につけることを目的とする。 

到達目標 

(1) 大学生にとって身近な話題についての平易なパッセージを読んで理解できるようになる。また、ゆっくり、はっきりと発声（再生）されれば

音声だけでも理解できるようになる。同じ話題について、基本的な語彙や表現を用いた英文を書けるようになる。また、前もって用意すれば同じ

内容を口頭で発話できるようになる。 

(2) PC やスマートフォンを用いた e-learning による自律的英語学習法に親しむ。 

(3) 前期は CEFR-J [A1.1-A1.2]、後期は CEFR-J [A1.3]に英語力が到達することを目標とす 

授業方法と 

留意点 

演習型の授業を行うので、授業内の学習活動に積極的に参加、貢献する姿勢が重要な評価項目となる。e-learning 課題等の授業外学習課題につ

いては、指示されたペースや期限を守り、必ず完了すること。3回を超える欠席のあった者には原則として単位を認めない。 

科目学習の 

効果（資格） 
TOEIC,英検等 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 オリエンテーション 
授業内容・方法・評価方法・リンガポル

タについての説明 

事前学習：本科目のシラバスを読んでくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで英語 Ib で学んだ内容を

復習すること (0.5 時間） 

2 Unit 7 Eating Out Warm-up/Conversation/Grammar 

事前学習：Unit 7 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

3 Unit 7 Eating Out Reading/Writing/Challenge Yourself 

事前学習：Unit 7 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

4 Unit 8 At the Supermarket Warm-up/Conversation/Grammar 

事前学習：Unit 8 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

5 Unit 8 At the Supermarket Reading/Writing/Challenge Yourself 

事前学習：Unit 8 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

6 Unit 9 Hobbies Warm-up/Conversation/Grammar 

事前学習：Unit 9 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

7 Unit 9 Hobbies Reading/Writing/Challenge Yourself 

事前学習：Unit 9 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

8 Unit 10 Shop Till You Drop Warm-up/Conversation/Grammar 

事前学習：Unit 10 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

9 Unit 10 Shop Till You Drop Reading/Writing/Challenge Yourself 

事前学習：Unit 10 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

10 Unit 11 Going on Vacation Warm-up/Conversation/Grammar 

事前学習：Unit 11 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

11 Unit 11 Going on Vacation Reading/Writing/Challenge Yourself 

事前学習：Unit 11 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

12 Unit 12 Sports Warm-up/Conversation/Grammar 

事前学習：Unit 12 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

13 Unit 12 Sports Reading/Writing/Challenge Yourself 

事前学習：Unit 12 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

14 Review 2 Unit 7 から Unit 12 の Review 

事前学習：Unit 7-12 の内容を復習してくること

（0.5 時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した全ての項目を復

習すること (0.5 時間） 

15 まとめ & 復習テスト Unit 7 から Unit 12 の総復習 

事前学習：Unit 7-12 の内容を復習してくること

（0.5 時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した全ての項目を総

復習すること(0.5 時間） 



摂南大学シラバス 2024 

 

関連科目 基礎英語 Ib 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 Live Escalate Book 1: Base Camp 角山照彦 成美堂 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
中間テストと期末テスト 60%、授業中の学習、態度、参加状況（授業での呼応状況など)40%。 

学生への 

メッセージ 
良い成績を取るためには、参加することと良い授業態度が大切です。5回の欠席で合格することは困難である。 

担当者の 

研究室等 
7 号館 2階 非常勤講師室 

備考  



摂南大学シラバス 2024 

科目名 基礎英語Ⅱｂ 科目名（英文） Basic English IIb 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 １年 クラス ③ 

単位数 1 履修区分 選択必修科目 

学期 後期 授業担当者 ジェフリー ベル 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IEN1326c1 

 

授業概要・ 

目的 

比較的平易な英文を用い、「読む」「聴く」だけでなく「書く」「話す」活動を取り入れた 4 技能統合型の演習授業を行う。4 技能の基礎力を固め

ること、ICT を駆使した自律的英語学習の技能と習慣を身につけることを目的とする。 

到達目標 

(1) 大学生にとって身近な話題についての平易なパッセージを読んで理解できるようになる。また、ゆっくり、はっきりと発声（再生）されれば

音声だけでも理解できるようになる。同じ話題について、基本的な語彙や表現を用いた英文を書けるようになる。また、前もって用意すれば同じ

内容を口頭で発話できるようになる。 

(2) PC やスマートフォンを用いた e-learning による自律的英語学習法に親しむ。 

(3) 前期は CEFR-J [A1.1-A1.2]、後期は CEFR-J [A1.3]に英語力が到達することを目標とす 

授業方法と 

留意点 

演習型の授業を行うので、授業内の学習活動に積極的に参加、貢献する姿勢が重要な評価項目となる。e-learning 課題等の授業外学習課題につ

いては、指示されたペースや期限を守り、必ず完了すること。3回を超える欠席のあった者には原則として単位を認めない。 

科目学習の 

効果（資格） 
TOEIC,英検等 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 オリエンテーション 
授業内容・方法・評価方法・リンガポル

タについての説明 

事前学習：本科目のシラバスを読んでくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで英語 Ib で学んだ内容を

復習すること (0.5 時間） 

2 Unit 7 Eating Out Warm-up/Conversation/Grammar 

事前学習：Unit 7 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

3 Unit 7 Eating Out Reading/Writing/Challenge Yourself 

事前学習：Unit 7 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

4 Unit 8 At the Supermarket Warm-up/Conversation/Grammar 

事前学習：Unit 8 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

5 Unit 8 At the Supermarket Reading/Writing/Challenge Yourself 

事前学習：Unit 8 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

6 Unit 9 Hobbies Warm-up/Conversation/Grammar 

事前学習：Unit 9 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

7 Unit 9 Hobbies Reading/Writing/Challenge Yourself 

事前学習：Unit 9 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

8 Unit 10 Shop Till You Drop Warm-up/Conversation/Grammar 

事前学習：Unit 10 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

9 Unit 10 Shop Till You Drop Reading/Writing/Challenge Yourself 

事前学習：Unit 10 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

10 Unit 11 Going on Vacation Warm-up/Conversation/Grammar 

事前学習：Unit 11 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

11 Unit 11 Going on Vacation Reading/Writing/Challenge Yourself 

事前学習：Unit 11 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

12 Unit 12 Sports Warm-up/Conversation/Grammar 

事前学習：Unit 12 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

13 Unit 12 Sports Reading/Writing/Challenge Yourself 

事前学習：Unit 12 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

14 Review 2 Unit 7 から Unit 12 の Review 

事前学習：Unit 7-12 の内容を復習してくること

（0.5 時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した全ての項目を復

習すること (0.5 時間） 

15 まとめ & 復習テスト Unit 7 から Unit 12 の総復習 

事前学習：Unit 7-12 の内容を復習してくること

（0.5 時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した全ての項目を総

復習すること(0.5 時間） 



摂南大学シラバス 2024 

 

関連科目 基礎英語Ⅰｂ 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 Live Escalate Book 1: Base Camp 角山照彦 成美堂 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
学期途中や学期末に行う復習テスト・課題・提出物・クラスへの参加及び貢献度・発表 100% 

学生への 

メッセージ 
Let's continue having fun learning English conversation! 

担当者の 

研究室等 
７号館２階（非常勤講師室） 

備考  



摂南大学シラバス 2024 

科目名 基礎英語Ⅱｂ 科目名（英文） Basic English IIb 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 １年 クラス ④ 

単位数 1 履修区分 選択必修科目 

学期 後期 授業担当者 ｽﾀﾝｼｭｰ ｱﾚｻﾝﾄﾞﾛ 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IEN1326c1 

 

授業概要・ 

目的 

比較的平易な英文を用い、「読む」「聴く」だけでなく「書く」「話す」活動を取り入れた 4 技能統合型の演習授業を行う。4 技能の基礎力を固め

ること、ICT を駆使した自律的英語学習の技能と習慣を身につけることを目的とする。 

到達目標 

(1) 大学生にとって身近な話題についての平易なパッセージを読んで理解できるようになる。また、ゆっくり、はっきりと発声（再生）されれば

音声だけでも理解できるようになる。同じ話題について、基本的な語彙や表現を用いた英文を書けるようになる。また、前もって用意すれば同じ

内容を口頭で発話できるようになる。 

(2) PC やスマートフォンを用いた e-learning による自律的英語学習法に親しむ。 

(3) 前期は CEFR-J [A1.1-A1.2]、後期は CEFR-J [A1.3]に英語力が到達することを目標とす 

授業方法と 

留意点 

演習型の授業を行うので、授業内の学習活動に積極的に参加、貢献する姿勢が重要な評価項目となる。e-learning 課題等の授業外学習課題につ

いては、指示されたペースや期限を守り、必ず完了すること。3回を超える欠席のあった者には原則として単位を認めない。 

科目学習の 

効果（資格） 
TOEIC,英検等 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 オリエンテーション 
授業内容・方法・評価方法・リンガポル

タについての説明 

事前学習：本科目のシラバスを読んでくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで英語 Ib で学んだ内容を

復習すること (0.5 時間） 

2 Unit 7 Eating Out Warm-up/Conversation/Grammar 

事前学習：Unit 7 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

3 Unit 7 Eating Out Reading/Writing/Challenge Yourself 

事前学習：Unit 7 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

4 Unit 8 At the Supermarket Warm-up/Conversation/Grammar 

事前学習：Unit 8 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

5 Unit 8 At the Supermarket Reading/Writing/Challenge Yourself 

事前学習：Unit 8 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

6 Unit 9 Hobbies Warm-up/Conversation/Grammar 

事前学習：Unit 9 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

7 Unit 9 Hobbies Reading/Writing/Challenge Yourself 

事前学習：Unit 9 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

8 Unit 10 Shop Till You Drop Warm-up/Conversation/Grammar 

事前学習：Unit 10 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

9 Unit 10 Shop Till You Drop Reading/Writing/Challenge Yourself 

事前学習：Unit 10 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

10 Unit 11 Going on Vacation Warm-up/Conversation/Grammar 

事前学習：Unit 11 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

11 Unit 11 Going on Vacation Reading/Writing/Challenge Yourself 

事前学習：Unit 11 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

12 Unit 12 Sports Warm-up/Conversation/Grammar 

事前学習：Unit 12 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

13 Unit 12 Sports Reading/Writing/Challenge Yourself 

事前学習：Unit 12 の内容を予習してくること（0.5

時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した項目を復習する

こと (0.5 時間） 

14 Review 2 Unit 7 から Unit 12 の Review 

事前学習：Unit 7-12 の内容を復習してくること

（0.5 時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した全ての項目を復

習すること (0.5 時間） 

15 まとめ & 復習テスト Unit 7 から Unit 12 の総復習 

事前学習：Unit 7-12 の内容を復習してくること

（0.5 時間） 

事後学習：リンガポルタで学習した全ての項目を総

復習すること(0.5 時間） 



摂南大学シラバス 2024 

 

関連科目 基礎英語Ⅰｂ 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 Live Escalate Book 1: Base Camp 角山照彦 成美堂 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
学期途中や学期末に行う復習テスト・課題・提出物・クラスへの参加及び貢献度・発表 100% 

学生への 

メッセージ 
 

担当者の 

研究室等 
７号館２階（非常勤講師室） 

備考 

原則として、出席率 80%以上(12 回以上出席)の受講者のみを成績評価の対象とします。4 回以上休んだ場合(正式な証明が可能な公休および大学

指定の伝染病による欠席は除く) 単位が取得できる見込みはありません。 

テキスト(教科書)を忘れた場合、また、携帯電話の使用、私語などの授業妨害行為、許可のない途中退室などの行為があった場合は、当該の授業

における評価点をゼロとして扱います。 

その他の詳細は、第 1回目の授業で詳しく説明します。受講予定者は必ず出席してください。 



摂南大学シラバス 2024 

科目名 実践英語Ⅰａ 科目名（英文） Practical English Ia 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ２年 クラス ① 

単位数 1 履修区分 選択必修科目 

学期 前期 授業担当者 村田 幸一 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IEN2327c1 

 

授業概要・ 

目的 

１年次に身につけた英語力を向上させるために、より高度な 4技能統合型の授業を行う。インプット活動のみならず、アウトプット活動を取り入

れ、各技能の基礎力および応用力を養う。この講義ではビジネス・経営に関する内容を扱う。 

到達目標 
「読解力」としては、CEFR-J[A2-2]を目標とし、「リスニング力」としては、CEFR-J[A2.1]を目標とする。また「会話・ライティング力」として

は、 CEFR-J[A2.1]を目標とする。 

授業方法と 

留意点 

演習型の授業を行うので、授業内の学習活動に積極的に参加、貢献する姿勢が重要な評価項目となる。e-learning 課題や、その他の授業外学習

課題については、指示されたペースや期限を守り、必ず完了すること。4回を超える欠席のあった者には原則として単位を認めない。 

・毎回授業の始めに前回の授業の復習小テスト（3～5分）を行う。 

科目学習の 

効果（資格） 
TOEIC, 英検等 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 オリエンテーション 
授業の進め方、出欠の扱い、評価方法な

どの説明 
 

2 
Chapter1 Business and our 

lives 

①講義 

②問題 

③ペアワーク 

④グループワーク 

講義の復習(1 時間) 

3 
Chapter1 Business and our 

lives 

①講義 

②問題 

③ペアワーク 

④グループワーク 

講義の復習(1 時間) 

4 
Chapter2 Enterprises and 

companies 

①講義 

②問題 

③ペアワーク 

④グループワーク 

講義の復習(1 時間) 

5 
Chapter2 Enterprises and 

companies 

①講義 

②問題 

③ペアワーク 

④グループワーク 

講義の復習(1 時間) 

6 Chapter3 The PEST analysis 

①講義 

②問題 

③ペアワーク 

④グループワーク 

講義の復習(1 時間) 

7 Chapter3 The PEST analysis 

①講義 

②問題 

③ペアワーク 

④グループワーク 

講義の復習(1 時間) 

8 臨時試験①   

9 Chapter4 The SWOT analysis 

①講義 

②問題 

③ペアワーク 

④グループワーク 

講義の復習(1 時間) 

10 Chapter4 The SWOT analysis 

①講義 

②問題 

③ペアワーク 

④グループワーク 

講義の復習(1 時間) 

11 
Chapter5 Resource 

management 

①講義 

②問題 

③ペアワーク 

④グループワーク 

講義の復習(1 時間) 

12 
Chapter5 Resource 

management 

①講義 

②問題 

③ペアワーク 

④グループワーク 

講義の復習(1 時間) 

13 Chapter6 Team management 

①講義 

②問題 

③ペアワーク 

④グループワーク 

講義の復習(1 時間) 

14 Chapter6 Team management 

①講義 

②問題 

③ペアワーク 

④グループワーク 

講義の復習(1 時間) 

15 臨時試験②   

 

関連科目  

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 CLIL Business Management Ikuko Ueno SANSHUSHA 

2    

3    

 

参考書 
 

 番号 書籍名 著者名 出版社名  



摂南大学シラバス 2024 

1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

平常点（発言、課題、提出物） 40％ 

臨時試験 60％（臨時試験 1 30％、臨時試験 2 30％） 

学生への 

メッセージ 
 

担当者の 

研究室等 
非常勤講師室 (7 号館 2階） 

備考  



摂南大学シラバス 2024 

科目名 実践英語Ⅰａ 科目名（英文） Practical English Ia 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ２年 クラス ② 

単位数 1 履修区分 選択必修科目 

学期 前期 授業担当者 ﾘﾁｬｰﾄﾞ ﾀﾞｨｱｰｽ 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IEN2327c1 

 

授業概要・ 

目的 

１年次に身につけた英語力を向上させるために、より高度な 4 技能統合型の授業を行う。インプット活動のみなら 

ず、アウトプット活動を取り入れ、各技能の基礎力および応用力を養う。 

到達目標 

「読解力」としては、英文を速読するためのリーディングスキルを修得する。CEFR-J[A2-2]を目標とし、生活、趣味、スポーツなど、日常的なト

ピックを扱った文章の要点を理解したり、必要な情報を取り出したりすることができる。 

「リスニング力」としては、CEFR-J[A2.1]を目標とし、自分に関連する内容（日常生活、学校生活など）の英文に関する基本的な情報を理解でき

るようになる。 

「会話・ライティング力」としては、 CEFR-J[A2.1]を目標とし、海外研修、留学、ホームステイ、観光、あるいは海外から 

授業方法と 

留意点 

演習型の授業を行うので、授業内の学習活動に積極的に参加、貢献する姿勢が重要な評価項目となる。e learning 課題や、その他の授業外学習

課題については、指示されたペースや期限を守り、必ず完了すること。3 

回を超える欠席のあった者には原則として単位を認めない。 

科目学習の 

効果（資格） 
TOEIC Test の得点アップにつなげる。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 Introduction 授業内容の詳しい解説 事前事後学習には，毎回 1時間以上かけること 

2 
読解、文法、語彙  

  品詞 

TOEIC 文法・読解演習 

  主要品詞 

単語小テスト No.0001-0040 

事前事後学習には，毎回 1時間以上かけること 

3 
読解、文法、語彙  

  動詞の形 1 

TOEIC 文法・読解演習 

  時制 

単語小テスト No.0041-0080 

事前事後学習には，毎回 1時間以上かけること 

4 

読解、文法、語彙 

  動詞の形 2 

 

TOEIC 文法・読解演習 

  能動態と受動態 

単語小テスト No.0081-0120  

事前事後学習には，毎回 1時間以上かけること 

5 
読解、文法、語彙  

  前置詞 

TOEIC 文法・読解演習 

  前置詞の役割 

単語小テスト No.0121-0160  

事前事後学習には，毎回 1時間以上かけること 

6 
読解、文法、語彙  

  接続詞 

TOEIC 文法・読解演習 

  接続詞の役割 

単語小テスト No.0161-0200  

事前事後学習には，毎回 1時間以上かけること 

7 Review 前半の復習 
単語小テスト No.0201-0240 

事前事後学習には，毎回 1時間以上かけること 

8 臨時試験 前半の試験 事前事後学習には，毎回 1時間以上かけること 

9 臨時試験評価 臨時試験の解説及び評 事前事後学習には，毎回 1時間以上かけること 

10 
読解、文法、語彙  

  可算名詞と不可算名詞 

TOEIC 文法・読解演習 

  名詞の数について 

単語小テスト No.0241-0280  

事前事後学習には，毎回 1時間以上かけること 

11 
読解、文法、語彙  

  主語・動詞の呼応 

TOEIC 文法・読解演習 

  主語と動詞の一致について 

単語小テスト No.0281-0320  

事前事後学習には，毎回 1時間以上かけること 

12 
読解、文法、語彙  

  関係詞 

TOEIC 文法・読解演習 

  関係代名詞の用法 

単語小テスト No.0321-0360  

事前事後学習には，毎回 1時間以上かけること 

13 
読解、文法、語彙 

  名詞節 

TOEIC 文法・読解演習 

  名詞節の用法 

単語小テスト No.0361-0438  

事前事後学習には，毎回 1時間以上かけること 

14 
読解、文法、語彙  

  副詞節 

TOEIC 文法・読解演習 

  副詞節の用法 

教科書 P.55-60 

事前事後学習には，毎回 1時間以上かけること 

15 Review 後半の復習 
Unit 16- 20 質問準備 

事前事後学習には，毎回 1時間以上かけること 

 

関連科目 TOEIC，英検ほか、英語関連の資格一般 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 Seize the Essence of the TOEIC Test Masako Yasumaru et al. KINSEIDO 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
授業への参加、貢献（小テスト、まとめテスト等も含む） 100% 

学生への 

メッセージ 
図書館や PC 等を利用し日頃から英語に親しんでください。 

担当者の 

研究室等 
7 号館 2階 非常勤講師室 

備考 

毎回の授業のための資料やテキストの読み込み、各担当者からの課題、発表やレポートの準備、宿題などに要する事前・事後学習総時間をおおよ

そ 30 時間程度とする。テストやレポートに関するフィードバックは翌週以降の授業内で行う。その他の質問等は出講時に非常勤講師室にて対応

する。 



摂南大学シラバス 2024 

科目名 実践英語Ⅰａ 科目名（英文） Practical English Ia 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ２年 クラス ③ 

単位数 1 履修区分 選択必修科目 

学期 前期 授業担当者 西谷 継治 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IEN2327c1 

 

授業概要・ 

目的 

１年次に身につけた英語力を向上させるために、より高度な 4 技能統合型の授業を行う。インプット活動のみなら 

ず、アウトプット活動を取り入れ、各技能の基礎力および応用力を養う。 

到達目標 

「読解力」としては、英文を速読するためのリーディングスキルを修得する。CEFR-J[A2-2]を目標とし、生活、趣味、スポーツなど、日常的なト

ピックを扱った文章の要点を理解したり、必要な情報を取り出したりすることができる。 

「リスニング力」としては、CEFR-J[A2.1]を目標とし、自分に関連する内容（日常生活、学校生活など）の英文に関する基本的な情報を理解でき

るようになる。 

「会話・ライティング力」としては、 CEFR-J[A2.1]を目標とし、海外研修、留学、ホームステイ、観光、あるいは海外から 

授業方法と 

留意点 

演習型の授業を行うので、授業内の学習活動に積極的に参加、貢献する姿勢が重要な評価項目となる。e learning 課題や、その他の授業外学習

課題については、指示されたペースや期限を守り、必ず完了すること。3 

回を超える欠席のあった者には原則として単位を認めない。 

科目学習の 

効果（資格） 
TOEIC Test の得点アップにつなげる。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 Introduction 授業内容の詳しい解説 事前事後学習には，毎回 1時間以上かけること 

2 
読解、文法、語彙  

  品詞 

TOEIC 文法・読解演習 

  主要品詞 

単語小テスト No.0001-0040 

事前事後学習には，毎回 1時間以上かけること 

3 
読解、文法、語彙  

  動詞の形 1 

TOEIC 文法・読解演習 

  時制 

単語小テスト No.0041-0080 

事前事後学習には，毎回 1時間以上かけること 

4 

読解、文法、語彙 

  動詞の形 2 

 

TOEIC 文法・読解演習 

  能動態と受動態 

単語小テスト No.0081-0120  

事前事後学習には，毎回 1時間以上かけること 

5 
読解、文法、語彙  

  前置詞 

TOEIC 文法・読解演習 

  前置詞の役割 

単語小テスト No.0121-0160  

事前事後学習には，毎回 1時間以上かけること 

6 
読解、文法、語彙  

  接続詞 

TOEIC 文法・読解演習 

  接続詞の役割 

単語小テスト No.0161-0200  

事前事後学習には，毎回 1時間以上かけること 

7 Review 前半の復習 
単語小テスト No.0201-0240 

事前事後学習には，毎回 1時間以上かけること 

8 臨時試験 前半の試験 事前事後学習には，毎回 1時間以上かけること 

9 臨時試験評価 臨時試験の解説及び評 事前事後学習には，毎回 1時間以上かけること 

10 
読解、文法、語彙  

  可算名詞と不可算名詞 

TOEIC 文法・読解演習 

  名詞の数について 

単語小テスト No.0241-0280  

事前事後学習には，毎回 1時間以上かけること 

11 
読解、文法、語彙  

  主語・動詞の呼応 

TOEIC 文法・読解演習 

  主語と動詞の一致について 

単語小テスト No.0281-0320  

事前事後学習には，毎回 1時間以上かけること 

12 
読解、文法、語彙  

  関係詞 

TOEIC 文法・読解演習 

  関係代名詞の用法 

単語小テスト No.0321-0360  

事前事後学習には，毎回 1時間以上かけること 

13 
読解、文法、語彙 

  名詞節 

TOEIC 文法・読解演習 

  名詞節の用法 

単語小テスト No.0361-0438  

事前事後学習には，毎回 1時間以上かけること 

14 
読解、文法、語彙  

  副詞節 

TOEIC 文法・読解演習 

  副詞節の用法 

教科書 P.55-60 

事前事後学習には，毎回 1時間以上かけること 

15 Review 後半の復習 
Unit 16- 20 質問準備 

事前事後学習には，毎回 1時間以上かけること 

 

関連科目 TOEIC，英検ほか、英語関連の資格一般 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 Seize the Essence of the TOEIC Test Masako Yasumaru et al. KINSEIDO 

2 The 1500 Core Vocabulary for the TOEIC Test NISHIYA Koji 成美堂 

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

全学共通英語課題                                   20% 

授業への参加、貢献（小テスト、まとめテスト等も含む） 80% 

学生への 

メッセージ 
図書館や PC 等を利用し日頃から英語に親しんでください。 

担当者の 

研究室等 
7 号館 2階 非常勤講師室 

備考 

毎回の授業のための資料やテキストの読み込み、各担当者からの課題、発表やレポートの準備、宿題などに要する事前・事後学習総時間をおおよ

そ 30 時間程度とする。テストやレポートに関するフィードバックは翌週以降の授業内で行う。その他の質問等は出講時に非常勤講師室にて対応

する。 



摂南大学シラバス 2024 

科目名 実践英語Ⅰａ 科目名（英文） Practical English Ia 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ２年 クラス ④ 

単位数 1 履修区分 選択必修科目 

学期 前期 授業担当者 田儀 勇樹 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IEN2327c1 

 

授業概要・ 

目的 

１年次に身につけた英語力を向上させるために、より高度な 4技能統合型の授業を行う。インプット活動のみならず、アウトプット活動を取り入

れ、各技能の基礎力および応用力を養う。 

到達目標 

「読解力」としては、英文を速読するためのリーディングスキルを修得する。CEFR-J[A2-2]を目標とし、生活、趣味、スポーツなど、日常的なト

ピックを扱った文章の要点を理解したり、必要な情報を取り出したりすることができる。 

「リスニング力」としては、CEFR-J[A2.1]を目標とし、自分に関連する内容（日常生活、学校生活など）の英文に関する基本的な情報を理解でき

るようになる。 

「会話・ライティング力」としては、 CEFR-J[A2.1]を目標とし、海外研修、留学、ホームステイ、観光、あるいは海外から 

授業方法と 

留意点 

演習型の授業を行うので、授業内の学習活動に積極的に参加、貢献する姿勢が重要な評価項目となる。e-learning 課題や、その他の授業外学習

課題については、指示されたペースや期限を守り、必ず完了すること。3回を超える欠席のあった者には原則として単位を認めない。 

科目学習の 

効果（資格） 
TOEIC, 英検等 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 Orientation 授業の進め方の説明 
テキストにさっと目を通しておくこと 

1.5 時間 

2 
Chapter 1  Joys of 

Anticipation 
単語学習・読解・英作 

テキストの予習と単語の学習 

1.5 時間 

3 
Chapter 1  Joys of 

Anticipation 
単語学習・読解・英作 

テキストの予習と単語の学習 

1.5 時間 

4 
Chapter 2 How Long Does It 

Take to Make a Friend? 
単語学習・読解・英作 

テキストの予習と単語の学習 

1.5 時間 

5 
Chapter 2 How Long Does It 

Take to Make a Friend? 
単語学習・読解・英作 

テキストの予習と単語の学習 

1.5 時間 

6 
Chapter 3 How to Form Good 

Habits 
単語学習・読解・英作 

テキストの予習と単語の学習 

1.5 時間 

7 
Chapter 3 How to Form Good 

Habits 
単語学習・読解・英作 

テキストの予習と単語の学習 

1.5 時間 

8 
Chapter 4 How to Beome More 

Productive 
単語学習・読解・英作 

テキストの予習と単語の学習 

1.5 時間 

9 
Chapter 4 How to Beome More 

Productive 
単語学習・読解・英作 

テキストの予習と単語の学習 

1.5 時間 

10 
Chapter 5 Introverts and 

Extroverts 
単語学習・読解・英作 

テキストの予習と単語の学習 

1.5 時間 

11 
Chapter 5 Introverts and 

Extroverts 
単語学習・読解・英作 

テキストの予習と単語の学習 

1.5 時間 

12 Oral Presentation スピーキング・リスニング 

前期の内容からトピックを選んでのプレゼンテー

ション 

1.5 時間 

13 Oral Presentation スピーキング・リスニング 

前期の内容からトピックを選んでのプレゼンテー

ション 

1.5 時間 

14 前期の総復習 質疑応答 

前期の範囲で分からなかった点などをまとめてお

く 

1.5 時間 

15 まとめのテスト これまでの内容の総復習 
テキストのこれまでの内容の復習 

1.5 時間 

 

関連科目 他の英語科目 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 

Life Topics: Changing Views 総合英語ライフトピ

ックス 5 
Jonathan Berman 南雲堂 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
授業への参加、貢献（小テスト、まとめテスト等も含む） 100％ 

学生への 

メッセージ 
英語の学習は地道な努力が必要です。授業中にだす指示に従って、積極的に参加してください。 

担当者の 

研究室等 
8 号館 2階 非常勤講師室 

備考 

毎回の授業のための資料やテキストの読み込み、各担当者からの課題、発表やレポートの準備、宿題などに要する事前・事後学習総時間をおおよ

そ１５時間程度とする。テストやレポートに関するフィードバックは翌週以降の授業内で行う。その他の質問等は出講時に非常勤講師室にて対応

する。 



摂南大学シラバス 2024 

科目名 実践英語Ⅰｂ 科目名（英文） Practical English Ib 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ２年 クラス ① 

単位数 1 履修区分 選択必修科目 

学期 前期 授業担当者 梅田 尋道 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IEN2328c1 

 

授業概要・ 

目的 

１年次に身につけた英語力を向上させるために、より高度な 4技能統合型の授業を行う。インプット活動のみならず、アウトプット活動を取り入

れ、各技能の基礎力および応用力を養う。 

到達目標 

「読解力」としては、英文を速読するためのリーディングスキルを修得する。CEFR-J[A2-2]を目標とし、生活、趣味、スポーツなど、日常的なト

ピックを扱った文章の要点を理解したり、必要な情報を取り出したりすることができる。 

「リスニング力」としては、CEFR-J[A2.1]を目標とし、自分に関連する内容（日常生活、学校生活など）の英文に関する基本的な情報を理解でき

るようになる。 

「会話・ライティング力」としては、 CEFR-J[A2.1]を目標とし、海外研修、留学、ホームステイ、観光、あるいは海外から 

授業方法と 

留意点 

演習型の授業を行うので、授業内の学習活動に積極的に参加、貢献する姿勢が重要な評価項目となる。e-learning 課題や、その他の授業外学習

課題については、指示されたペースや期限を守り、必ず完了すること。3回を超える欠席のあった者には原則として単位を認めない。 

科目学習の 

効果（資格） 
TOEIC, 英検等 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 オリエンテーション 
授業の進め方・評価方法などについて説

明する。 

第２週目の授業に間に合うように教科書を購入す

る。 

2 

Week 2: Grammar, 

Vocabulary, Listening and 

Reading 

読解・リスニング・会話練習を中心に授

業を行う。 

Summary作成・単語の復習を各自で行う。 

事前学習として Vocabulary Quiz の準備をする。事

後学習としてその週に学習したパートの英文を２，

３回音読する。(90 分) 

3 

Week 3: Grammar, 

Vocabulary, Listening and 

Reading 

読解・リスニング・会話練習を中心に授

業を行う。 

Summary作成・単語の復習を各自で行う。 

事前学習として Vocabulary Quiz の準備をする。事

後学習としてその週に学習したパートの英文を２，

３回音読する。(90 分) 

4 

Week 4: Grammar, 

Vocabulary, Listening and 

Reading 

読解・リスニング・会話練習を中心に授

業を行う。 

Summary作成・単語の復習を各自で行う。 

事前学習として Vocabulary Quiz の準備をする。事

後学習としてその週に学習したパートの英文を２，

３回音読する。(90 分) 

5 

Week 5: Grammar, 

Vocabulary, Listening and 

Reading 

読解・リスニング・会話練習を中心に授

業を行う。 

Summary作成・単語の復習を各自で行う。 

事前学習として Vocabulary Quiz の準備をする。事

後学習としてその週に学習したパートの英文を２，

３回音読する。(90 分) 

6 

Week 6: Grammar, 

Vocabulary, Listening and 

Reading 

読解・リスニング・会話練習を中心に授

業を行う。 

Summary作成・単語の復習を各自で行う。 

事前学習として Vocabulary Quiz の準備をする。事

後学習としてその週に学習したパートの英文を２，

３回音読する。(90 分) 

7 

Week 7: Grammar, 

Vocabulary, Listening and 

Reading 

読解・リスニング・会話練習を中心に授

業を行う。 

Summary作成・単語の復習を各自で行う。 

事前学習として Vocabulary Quiz の準備をする。事

後学習としてその週に学習したパートの英文を２，

３回音読する。(90 分) 

8 Midterm Exam これまでの復習を併せて行う。 Midterm Exam の準備(90 分) 

9 

Week 9: Grammar, 

Vocabulary, Listening and 

Reading 

読解・リスニング・会話練習を中心に授

業を行う。 

Summary作成・単語の復習を各自で行う。 

事前学習として Vocabulary Quiz の準備をする。事

後学習としてその週に学習したパートの英文を２，

３回音読する。(90 分) 

10 

Week 10: Grammar, 

Vocabulary, Listening and 

Reading 

読解・リスニング・会話練習を中心に授

業を行う。 

Summary作成・単語の復習を各自で行う。 

事前学習として Vocabulary Quiz の準備をする。事

後学習としてその週に学習したパートの英文を２，

３回音読する。(90 分) 

11 

Week 11: Grammar, 

Vocabulary, Listening and 

Reading 

読解・リスニング・会話練習を中心に授

業を行う。 

Summary作成・単語の復習を各自で行う。 

事前学習として Vocabulary Quiz の準備をする。事

後学習としてその週に学習したパートの英文を２，

３回音読する。(90 分) 

12 

Week 12: Grammar, 

Vocabulary, Listening and 

Reading 

読解・リスニング・会話練習を中心に授

業を行う。 

Summary作成・単語の復習を各自で行う。 

事前学習として Vocabulary Quiz の準備をする。事

後学習としてその週に学習したパートの英文を２，

３回音読する。(90 分) 

13 

Week 13: Grammar, 

Vocabulary, Listening and 

Reading 

読解・リスニング・会話練習を中心に授

業を行う。 

Summary作成・単語の復習を各自で行う。 

事前学習として Vocabulary Quiz の準備をする。事

後学習としてその週に学習したパートの英文を２，

３回音読する。(90 分) 

14 

Week 14: Grammar, 

Vocabulary, Listening and 

Reading 

読解・リスニング・会話練習を中心に授

業を行う。 

Summary作成・単語の復習を各自で行う。 

事前学習として Vocabulary Quiz の準備をする。事

後学習としてその週に学習したパートの英文を２，

３回音読する。(90 分) 

15 まとめのテスト これまでの復習を併せて行う。 テストの準備(90 分) 

 

関連科目 他の英語科目 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 Stretch 2 S. Stempleski Oxford 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

まとめのテスト１(Midterm Exam) 20％ 

まとめのテスト２(Final Exam) 20％ 

授業活動(Vocabulary test、提出物、授業活動への積極参加など) 60％ 

学生への 

メッセージ 

“Failure is instructive. The person who really thinks learns quite as much from his failures as from his successes.” ― John Dewey 

失敗を重ねて成長してください！ 



摂南大学シラバス 2024 

担当者の 

研究室等 
7 号館 2階 非常勤講師室 

備考 

やむを得ない欠席は 3回までしか認められません。遅刻・早退・中抜けは、累積三回で一回の欠席になります。 

毎回の授業のための資料やテキストの読み込み、各担当者からの課題、発表やレポートの準備、宿題などに要する事前・事後学習総時間をおおよ

そ 30 時間程度とする。テストやレポートに関するフィードバックは翌週以降の授業内で行う。その他の質問等は出講時に非常勤講師室にて対応

する。 

教科書を持ってこない、居眠りをする、スマホを使う、私語をする、途中退出するなどして授業参加しない場合、各授業で３～５点減点します。 



摂南大学シラバス 2024 

科目名 実践英語Ⅰｂ 科目名（英文） Practical English Ib 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ２年 クラス ② 

単位数 1 履修区分 選択必修科目 

学期 前期 授業担当者 ﾘﾁｬｰﾄﾞ ﾀﾞｨｱｰｽ 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IEN2328c1 

 

授業概要・ 

目的 

１年次に身につけた英語力を向上させるために、より高度な 4技能統合型の授業を行う。インプット活動のみならず、アウトプット活動を取り入

れ、各技能の基礎力および応用力を養う。 

到達目標 

「読解力」としては、英文を速読するためのリーディングスキルを修得する。CEFR-J[A2-2]を目標とし、生活、趣味、スポーツなど、日常的なト

ピックを扱った文章の要点を理解したり、必要な情報を取り出したりすることができる。 

「リスニング力」としては、CEFR-J[A2.1]を目標とし、自分に関連する内容（日常生活、学校生活など）の英文に関する基本的な情報を理解でき

るようになる。 

「会話・ライティング力」としては、 CEFR-J[A2.1]を目標とし、海外研修、留学、ホームステイ、観光、あるいは海外から 

授業方法と 

留意点 

演習型の授業を行うので、授業内の学習活動に積極的に参加、貢献する姿勢が重要な評価項目となる。授業外学習課題については、指示されたペ

ースや期限を守り、必ず完了すること。3回を超える欠席のあった者には原則として単位を認めない。 

科目学習の 

効果（資格） 
TOEIC, 英検等 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 

Introduction 

Unit1 Suntory University 

Preps Workers for Global 

Growth 

講義の進め方、評価方法の説明。 

単語ワーク、リスニング 

ワークシート 読解演習 

シラバスを読んでおくこと。1時間 

2 

Unit3 Japanese office 

Worker's Stunning iPhone 

Sketches 

単語ワーク、リスニング 

ワークシート 読解演習 

辞書を丁寧に引いて予習・復習を行うこと。 リス

ニングもオンラインサイトから聞いておくこと。1

時間 

3 

Unit4 Perceptions of 

Space, from Japan to the 

World 

単語ワーク、リスニング 

ワークシート 読解演習 

辞書を丁寧に引いて予習・復習を行うこと。リスニ

ングもオンラインサイトから聞いておくこと。1 時

間 

4 
Unit5 Robots to Descend on 

Haneda Airport 

単語ワーク、リスニング 

ワークシート 読解演習 

辞書を丁寧に引いて予習・復習を行うこと。リスニ

ングもオンラインサイトから聞いておくこと。1 時

間 

5 

第一回チェックテスト 

Unit2 Japan Productivity 

Gains Key to Staving off 

Decline 

第一回チェックテスト 

単語ワーク、リスニング 

ワークシート 読解演習 

辞書を丁寧に引いて予習・復習を行うこと。リスニ

ングもオンラインサイトから聞いておくこと。スク

リプトもよく読み込んでおくこと。1時間 

6 

Unit6 Japanese Scientists 

Go High-tech to Repair 

Ancient Indonesian Temple 

単語ワーク、リスニング 

ワークシート 読解演習 

辞書を丁寧に引いて予習・復習を行うこと。リスニ

ングもオンラインサイトから聞いておくこと。1 時

間 

7 

Unit 8 

Multi-lingualization in 

Progress at Kyoto Station 

単語ワーク、リスニング 

ワークシート 読解演習 

辞書を丁寧に引いて予習・復習を行うこと。リスニ

ングもオンラインサイトから聞いておくこと。1 時

間 

8 

Unit11 Things Japanese 

People Should Not Say to 

Westerners 

単語ワーク、リスニング 

ワークシート 読解演習 

辞書を丁寧に引いて予習・復習を行うこと。リスニ

ングもオンラインサイトから聞いておくこと。1 時

間 

9 
Unit12 If Addressed by a 

Westerner.. 

単語ワーク、リスニング 

ワークシート 読解演習 

辞書を丁寧に引いて予習・復習を行うこと。リスニ

ングもオンラインサイトから聞いておくこと。1 時

間 

10 

第二回チェックテスト 

Unit9 Englishnization 

Advances at Rakuten 

第二回チェックテスト 

単語ワーク、リスニング 

ワークシート 読解演習 

辞書を丁寧に引いて予習・復習を行うこと。リスニ

ングのスクリプトもよく読み込んでおくこと。1 時

間 

11 
Unit15 University Survival 

Strategy 

単語ワーク、リスニング 

ワークシート 読解演習 

辞書を丁寧に引いて予習・復習を行うこと。リスニ

ングもオンラインサイトから聞いておくこと。1 時

間 

12 

Unit16 Universities, NPOs 

Beef up Safety for Students 

Going Abroad 

単語ワーク、リスニング 

ワークシート 読解演習 

辞書を丁寧に引いて予習・復習を行うこと。リスニ

ングもオンラインサイトから聞いておくこと。1 時

間 

13 

Unit18 Foreign-studies 

Universities to Train 

Volunteer Army of 

Interpreters 

単語ワーク、リスニング 

ワークシート 読解演習 

辞書を丁寧に引いて予習・復習を行うこと。リスニ

ングもオンラインサイトから聞いておくこと。1 時

間 

14 
Unit19 How to Overcome the 

GAIJIN Complex 

単語ワーク、リスニング 

ワークシート 読解演習 

既習の学習内容を整理し、復習を行うこと。リスニ

ングもオンラインサイトから聞いておくこと。1 時

間 

15 チェックテスト第三回 第三回チェックテスト 

既習の学習内容を整理、補足、復習を行うこと。リ

スニングのスクリプトもよく読み込んでおくこと。

1時間 

 

関連科目 ビジネスイングリッシュ 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 Global Leadership Adventures Peter Nagano 松柏社 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 1    

2    
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評価方法 

（基準） 
授業への参加、貢献（小テスト、まとめテスト等も含む） 100% 

学生への 

メッセージ 
積極性を重視します。積極的に授業に参加してください。 

担当者の 

研究室等 
7 号館 2階 非常勤講師室 （木曜２限） 

備考 

毎回の授業のための資料やテキストの読み込み、各担当者からの課題、発表やレポートの準備、宿題などに要する事前・事後学習総時間をおおよ

そ 30 時間程度とする。テストやレポートに関するフィードバックは翌週以降の授業内で行う。その他の質問等は出講時に非常勤講師室にて対応

する。 



摂南大学シラバス 2024 

科目名 実践英語Ⅰｂ 科目名（英文） Practical English Ib 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ２年 クラス ③ 

単位数 1 履修区分 選択必修科目 

学期 前期 授業担当者 久田 歩 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IEN2328c1 

 

授業概要・ 

目的 

１年次に身につけた英語力を向上させるために、より高度な 4技能統合型の授業を行う。インプット活動のみならず、アウトプット活動を取り入

れ、各技能の基礎力および応用力を養う。 

到達目標 

「読解力」としては、英文を速読するためのリーディングスキルを修得する。CEFR-J[A2-2]を目標とし、生活、趣味、スポーツなど、日常的なト

ピックを扱った文章の要点を理解したり、必要な情報を取り出したりすることができる。 

「リスニング力」としては、CEFR-J[A2.1]を目標とし、自分に関連する内容（日常生活、学校生活など）の英文に関する基本的な情報を理解でき

るようになる。 

「会話・ライティング力」としては、 CEFR-J[A2.1]を目標とし、海外研修、留学、ホームステイ、観光、あるいは海外から 

授業方法と 

留意点 

演習型の授業を行うので、授業内の学習活動に積極的に参加、貢献する姿勢が重要な評価項目となる。e-learning 課題や、その他の授業外学習

課題については、指示されたペースや期限を守り、必ず完了すること。3回を超える欠席のあった者には原則として単位を認めない。 

科目学習の 

効果（資格） 
TOEIC テスト、TOEIC Bridge テスト、TOEFL テスト、英検 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 

オリエンテーション 

Unit1 There is More than 

One Way to Be a Leader 

語彙 設問 ポイント文と

文法 

授業の内容、方法、評価基準、課題につ

いて説明 

ユニット１ 

ユニット１予習 

（１時間以上） 

2 

Unit1 There is More than 

One Way to Be a Leader 

語彙 設問 ポイント文と

文法 

語彙演習、内容読解、文法問題、音読 

ユニット１ 

 

単語テスト１ 

テキスト内の単語、ポイント文法などユニット 1復

習 

ユニット 14 予習（１時間以上） 

3 

Unit14 Two Great Painters 

語彙 設問 ポイント文と

文法 

語彙演習、内容読解、文法問題、音読 

ユニット１4 

 

単語テスト２ 

テキスト内の単語、ポイント文法などユニット 1復

習 

ユニット 1４予習（１時間以上） 

4 

Unit14 Two Great Painters 

語彙 設問 ポイント文と

文法 

語彙演習、内容読解、文法問題、音読 

ユニット１４ 

 

単語テスト３ 

テキスト内の単語、ポイント文法などユニット１４

復習 

ユニット 14 予習（１時間以上） 

5 
チェックテスト第一回 

採点 講評/解説 

ユニット 1,１4,復習 

復習テスト・採点・質問受付・解説 

テキスト内の単語、ポイント文法などユニット 1,14

復習、テスト対策 

（１時間以上） 

6 

Unit2 A Cool Response to 

Food Waste 

語彙 設問 ポイント文と

文法 

語彙演習、内容読解、文法問題、音読 

ユニット２ 

 

単語テスト 4 

テキスト内の単語、ポイント文法などユニット 2復

習 

ユニット 2予習（１時間以上） 

7 

Unit2 A Cool Response to 

Food Waste 

語彙 設問 ポイント文と

文法 

語彙演習、内容読解、文法問題、音読 

ユニット２ 

 

単語テスト 5 

テキスト内の単語、ポイント文法などユニット 2復

習 

ユニット 9予習（１時間以上） 

8 

Unit9 Currying Favor in 

Britain and Japan 

語彙 設問 ポイント文と

文法 

語彙演習、内容読解、文法問題、音読 

ユニット９ 

 

単語テスト 6 

テキスト内の単語、ポイント文法などユニット 9復

習 

ユニット 9予習（１時間以上） 

9 

Unit9 Currying Favor in 

Britain and Japan 

語彙 設問 ポイント文と

文法 

語彙演習、内容読解、文法問題、音読 

ユニット９  

単語テスト 7 

テキスト内の単語、ポイント文法などユニット 9復

習 

ユニット 9予習（１時間以上） 

10 
チェックテスト第二回 

採点 講評/解説 

ユニット２，９復習 

テスト・採点・質問受付・解説 

テキスト内の単語、ポイント文法など 

ユニット 2，9復習（１時間以上） 

11 

Unit12 The Age of Innocence 

語彙 設問 ポイント文と

文法 

語彙演習、内容読解、文法問題、音読 

ユニット 12 

単語テスト 8 

テキスト内の単語、ポイント文法など 

ユニット１2予習（１時間以上） 

12 

Unit12 The Age of Innocence 

語彙 設問 ポイント文と

文法 

語彙演習、内容読解、文法問題、音読 

ユニット 12 

単語テスト 9 

テキスト内の単語、ポイント文法などユニット１2

復習 

ユニット１2予習（１時間以上） 

13 

Unit4 Could Your Face Cost 

You Your Privacy? 

語彙 設問 ポイント文と

文法 

語彙演習、内容読解、文法問題、音読 

ユニット４ 

単語テスト 10 

テキスト内の単語、ポイント文法などユニット１2

復習 

ユニット４予習（１時間以上） 

14 

Unit4 Could Your Face Cost 

You Your Privacy? 

語彙 設問 ポイント文と

文法 

語彙演習、内容読解、文法問題、音読 

ユニット４ 

単語テスト 11 

テキスト内の単語、ポイント文法などユニット 4 

復習 

ユニット 4予習（１時間以上） 

15 
チェックテスト第三回 

採点 講評/解説 

ユニット 4、12 復習 

テスト 

テキスト内の単語、ポイント文法などユニット 4,12

復習（１時間以上） 

 

関連科目 実践英語入門、実践英語初級 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 Pleasure in Reading Aloud and Retelling 

Anthony P Newell, Takane 

Yamaguchi 
金星堂 



摂南大学シラバス 2024 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

小テスト、チェックテスト 積極的参加評価 など 100％ 

欠席 4回未満の学生のみを成績評価の対象とする。 

学生への 

メッセージ 
ゆっくりしたペースで進みますので、わからないところがあれば質問してください。 

担当者の 

研究室等 
非常勤講師室 7号館２F 

備考 事前事後学習には、毎回 1時間以上かけること。 



摂南大学シラバス 2024 

科目名 実践英語Ⅰｂ 科目名（英文） Practical English Ib 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ２年 クラス ④ 

単位数 1 履修区分 選択必修科目 

学期 前期 授業担当者 谷口 永里子 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IEN2328c1 

 

授業概要・ 

目的 

１年次に身につけた英語力を向上させるために、より高度な 4 技能統合型の授業を行う。インプット活動のみならず、アウトプット活動を取り

入れ、各技能の基礎力および応用力を養う。 

到達目標 

「読解力」としては、英文を速読するためのリーディングスキルを修得する。 CEFR J[A2 2] を目標とし、生活、趣味、スポーツなど、日常的な

トピックを扱った文章の要点を理解したり、必要な情報を取り出したりすることができる。 

「リスニング力」としては、 CEFR J[A2.1] を目標とし、自分に関連する内容（日常生活、学校生活など）の英文に関する基本的な情報を理解で

きるようになる。 

「会 話・ライティング力」としては、 CEFR J[A2.1] を目標とし、海外研修、留学、ホームステイ、観光、ある 

授業方法と 

留意点 

演習型の授業を行うので、授業内の学習活動に積極的に参加、貢献する姿勢が重要な評価項目となる。 e-learning 課題や、その他の授 業外学

習課題については、指示されたペースや期限を守り、必ず完了すること。 3 回を超える欠席のあった者には原則として単位を認めない。 

科目学習の 

効果（資格） 
TOEIC, 英検等 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 Introduction 

授業の説明。 

テキストに沿って、リスニング、会話練

習、読解を行う。 

テキストを読み、知らない単語は調べる。音声を聞

いて発音練習をする。事前・事後学習には 1時間以

上かけること。 

2 
Unit 1 

Occupations 

テキストに沿って、リスニング、会話練

習、読解を行う。 

テキストを読み、知らない単語は調べる。音声を聞

いて発音練習をする。事前・事後学習には 1時間以

上かけること。 

3 
Unit 1 

Occupations 

テキストに沿って、リスニング、会話練

習、読解を行う。 

テキストを読み、知らない単語は調べる。音声を聞

いて発音練習をする。事前・事後学習には 1時間以

上かけること。 

4 
Unit 2 

At the Dinner Table 

テキストに沿って、リスニング、会話練

習、読解を行う。 

テキストを読み、知らない単語は調べる。音声を聞

いて発音練習をする。事前・事後学習には 1時間以

上かけること。 

5 
Unit 2 

At the Dinner Table 

テキストに沿って、リスニング、会話練

習、読解を行う。 

テキストを読み、知らない単語は調べる。音声を聞

いて発音練習をする。事前・事後学習には 1時間以

上かけること。 

6 
Unit 3 

Sports 

テキストに沿って、リスニング、会話練

習、読解を行う。 

テキストを読み、知らない単語は調べる。音声を聞

いて発音練習をする。事前・事後学習には 1時間以

上かけること。 

7 
Unit 3 

Sports 

テキストに沿って、リスニング、会話練

習、読解を行う。 

テキストを読み、知らない単語は調べる。音声を聞

いて発音練習をする。事前・事後学習には 1時間以

上かけること。 

8 
Unit 4 

Health 

テキストに沿って、リスニング、会話練

習、読解を行う。 

テキストを読み、知らない単語は調べる。音声を聞

いて発音練習をする。事前・事後学習には 1時間以

上かけること。 

9 
Unit 4 

Health 

テキストに沿って、リスニング、会話練

習、読解を行う。 

テキストを読み、知らない単語は調べる。音声を聞

いて発音練習をする。事前・事後学習には 1時間以

上かけること。 

10 
Unit 5 

What’s on Your Playlist? 

テキストに沿って、リスニング、会話練

習、読解を行う。 

テキストを読み、知らない単語は調べる。音声を聞

いて発音練習をする。事前・事後学習には 1時間以

上かけること。 

11 
Unit 5 

What’s on Your Playlist? 

テキストに沿って、リスニング、会話練

習、読解を行う。 

テキストを読み、知らない単語は調べる。音声を聞

いて発音練習をする。事前・事後学習には 1時間以

上かけること。 

12 
Unit 6 

At the Movies 

テキストに沿って、リスニング、会話練

習、読解を行う。 

テキストを読み、知らない単語は調べる。音声を聞

いて発音練習をする。事前・事後学習には 1時間以

上かけること。 

13 
Unit 6 

At the Movies 

テキストに沿って、リスニング、会話練

習、読解を行う。 

テキストを読み、知らない単語は調べる。音声を聞

いて発音練習をする。事前・事後学習には 1時間以

上かけること。 

14 Review 1 
テキストに沿って、リスニング、会話練

習、読解を行う。 

テキストを読み、知らない単語は調べる。音声を聞

いて発音練習をする。事前・事後学習には 1時間以

上かけること。 

15 Review 2 期末テスト 
テキストの後半を振り返る。事前・事後学習には 1

時間以上かけること。 

 

関連科目  

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 Live Escalate Book 2: Trekking 角山 照彦 / LiveABC editors 成美堂 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 期末テスト（40%) 



摂南大学シラバス 2024 

（基準） 小テスト（30％） 

その他授業中の態度や課題の提出（30％） 

学生への 

メッセージ 
 

担当者の 

研究室等 
7 号館 2階 非常勤講師室 

備考  



摂南大学シラバス 2024 

科目名 実践英語Ⅱａ 科目名（英文） Practical English IIa 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ２年 クラス ① 

単位数 1 履修区分 選択必修科目 

学期 後期 授業担当者 村田 幸一 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IEN2329c1 

 

授業概要・ 

目的 

１年次に身につけた英語力を向上させるために、より高度な 4技能統合型の授業を行う。インプット活動のみならず、アウトプット活動を取り入

れ、各技能の基礎力および応用力を養う。この講義ではビジネス・経営に関する内容を扱う。 

到達目標 
「読解力」としては、CEFR-J[A2-2]を目標とし、「リスニング力」としては、CEFR-J[A2.1]を目標とする。また「会話・ライティング力」として

は、 CEFR-J[A2.1]を目標とする。 

授業方法と 

留意点 

演習型の授業を行うので、授業内の学習活動に積極的に参加、貢献する姿勢が重要な評価項目となる。e-learning 課題や、その他の授業外学習

課題については、指示されたペースや期限を守り、必ず完了すること。4回を超える欠席のあった者には原則として単位を認めない。 

科目学習の 

効果（資格） 
TOEIC, 英検等 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 オリエンテーション 
授業の進め方、出欠の扱い、評価方法な

どの説明 
 

2 
Chapter7 The Japanese HRM 

systems 

①講義 

②問題 

③ペアワーク 

④グループワーク 

講義の復習(1 時間) 

3 
Chapter7 The Japanese HRM 

systems 

①講義 

②問題 

③ペアワーク 

④グループワーク 

講義の復習(1 時間) 

4 
Chapter8 What is 

marketing? 

①講義 

②問題 

③ペアワーク 

④グループワーク 

講義の復習(1 時間) 

5 
Chapter8 What is 

marketing? 

①講義 

②問題 

③ペアワーク 

④グループワーク 

講義の復習(1 時間) 

6 Chapter9 The marketing mix 

①講義 

②問題 

③ペアワーク 

④グループワーク 

講義の復習(1 時間) 

7 Chapter9 The marketing mix 

①講義 

②問題 

③ペアワーク 

④グループワーク 

講義の復習(1 時間) 

8 臨時試験①   

9 
Chapter10 Financial 

statements 

①講義 

②問題 

③ペアワーク 

④グループワーク 

講義の復習(1 時間) 

10 
Chapter10 Financial 

statements 

①講義 

②問題 

③ペアワーク 

④グループワーク 

講義の復習(1 時間) 

11 
Chapter11 Digital 

technology and business 

①講義 

②問題 

③ペアワーク 

④グループワーク 

講義の復習(1 時間) 

12 
Chapter11 Digital 

technology and business 

①講義 

②問題 

③ペアワーク 

④グループワーク 

講義の復習(1 時間) 

13 
Chapter12 Including SDGs 

in business 

①講義 

②問題 

③ペアワーク 

④グループワーク 

講義の復習(1 時間) 

14 
Chapter12 Including SDGs 

in business 

①講義 

②問題 

③ペアワーク 

④グループワーク 

講義の復習(1 時間) 

15 臨時試験②   

 

関連科目  

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 CLIL Business Management Ikuko Ueno SANSHUSHA 

2    

3    

 

参考書 

 

 
番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    



摂南大学シラバス 2024 

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

平常点（発言、課題、提出物） 40％ 

臨時試験 60％（臨時試験 1 30％、臨時試験 2 30％） 

学生への 

メッセージ 
できるだけペアワーク、グループワークをベースにした講義にしたいと思っています。英語が苦手な学生も、まずは参加しましょう。 

担当者の 

研究室等 
非常勤講師室 (7 号館 2階） 

備考  



摂南大学シラバス 2024 

科目名 実践英語Ⅱａ 科目名（英文） Practical English IIa 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ２年 クラス ② 

単位数 1 履修区分 選択必修科目 

学期 後期 授業担当者 ﾘﾁｬｰﾄﾞ ﾀﾞｨｱｰｽ 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IEN2329c1 

 

授業概要・ 

目的 

１年次に身につけた英語力を向上させるために、より高度な 4技能統合型の授業を行う。インプット活動のみならず、アウトプット活動を取り入

れ、各技能の基礎力および応用力を養う。 

到達目標 

「読解力」としては、英文を速読するためのリーディングスキルを修得する。CEFR-J[A2-2]を目標とし、生活、趣味、スポーツなど、日常的なト

ピックを扱った文章の要点を理解したり、必要な情報を取り出したりすることができる。 

「リスニング力」としては、CEFR-J[A2.1]を目標とし、自分に関連する内容（日常生活、学校生活など）の英文に関する基本的な情報を理解でき

るようになる。 

「会話・ライティング力」としては、 CEFR-J[A2.1]を目標とし、海外研修、留学、ホームステイ、観光、あるいは海外から 

授業方法と 

留意点 

演習型の授業を行うので、授業内の学習活動に積極的に参加、貢献する姿勢が重要な評価項目となる。e-learning 課題や、その他の授業外学習

課題については、指示されたペースや期限を守り、必ず完了すること。3回を超える欠席のあった者には原則として単位を認めない。 

科目学習の 

効果（資格） 
理工系英語の基本を固め、専門英語と TOEIC Test の得点アップにつなげる。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 Introduction 授業内容の詳しい解説 
教科書の Unit 構成を把握しておく。事前事後学習

には，毎回 1時間以上かけること 

2 読解、文法、語彙 TOEIC 文法・読解演習 
単語小テスト NO.0809-0880 

事前事後学習には，毎回 1時間以上かけること 

3 読解、文法、語彙 TOEIC 文法・読解演習 
単語小テスト NO.0881-0950 

事前事後学習には，毎回 1時間以上かけること 

4 読解、文法、語彙 TOEIC 文法・読解演習 
単語小テスト NO.0951-1020 

事前事後学習には，毎回 1時間以上かけること 

5 読解、文法、語彙 TOEIC 文法・読解演習 
単語小テスト NO.1021-1090 

事前事後学習には，毎回 1時間以上かけること 

6 読解、文法、語彙 TOEIC 文法・読解演習 
単語小テスト NO.1091-1160 

事前事後学習には，毎回 1時間以上かけること 

7 Review 前半の復習 事前事後学習には，毎回 1時間以上かけること 

8 前半のまとめ 前半のまとめも文法・読解演習 事前事後学習には，毎回 1時間以上かけること 

9 前半試験返却及び解説 前半試験返却及び解説 事前事後学習には，毎回 1時間以上かけること 

10 読解、文法、語彙 TOEIC 文法・読解演習 
単語小テスト NO.1161-1230 

事前事後学習には，毎回 1時間以上かけること 

11 読解、文法、語彙 TOEIC 文法・読解演習 
単語小テスト NO.1231-1300 

事前事後学習には，毎回 1時間以上かけること 

12 読解、文法、語彙 TOEIC 文法・読解演習 
単語小テスト NO.1301-1370 

事前事後学習には，毎回 1時間以上かけること 

13 読解、文法、語彙 TOEIC 文法・読解演習 
単語小テスト NO.1371-1440 

事前事後学習には，毎回 1時間以上かけること 

14 読解、文法、語彙 TOEIC 文法・読解演習 
単語小テスト NO.1441-1500 

事前事後学習には，毎回 1時間以上かけること 

15 Review 後半復習 事前事後学習には，毎回 1時間以上かけること 

 

関連科目 TOEIC，英検ほか、英語関連の資格一般 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 

New Steps to Success in the TOEIC Test Grammar & 

Reading 550 
David E.Bramley／中井弘一 松柏社 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
課題提出状況及び課題の正解率 100% 

学生への 

メッセージ 
図書館や PC 等を利用し日頃から英語に親しんでください。 

担当者の 

研究室等 
7 号館 2階 非常勤講師室 

備考 

毎回の授業のための資料やテキストの読み込み、各担当者からの課題、発表やレポートの準備、宿題などに要する事前・事後学習総時間をおおよ

そ 30 時間程度とする。テストやレポートに関するフィードバックは翌週以降の授業内で行う。その他の質問等は出講時に非常勤講師室にて対応

する。 



摂南大学シラバス 2024 

科目名 実践英語Ⅱａ 科目名（英文） Practical English IIa 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ２年 クラス ③ 

単位数 1 履修区分 選択必修科目 

学期 後期 授業担当者 西谷 継治 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IEN2329c1 

 

授業概要・ 

目的 

１年次に身につけた英語力を向上させるために、より高度な 4技能統合型の授業を行う。インプット活動のみならず、アウトプット活動を取り入

れ、各技能の基礎力および応用力を養う。 

到達目標 

「読解力」としては、英文を速読するためのリーディングスキルを修得する。CEFR-J[A2-2]を目標とし、生活、趣味、スポーツなど、日常的なト

ピックを扱った文章の要点を理解したり、必要な情報を取り出したりすることができる。 

「リスニング力」としては、CEFR-J[A2.1]を目標とし、自分に関連する内容（日常生活、学校生活など）の英文に関する基本的な情報を理解でき

るようになる。 

「会話・ライティング力」としては、 CEFR-J[A2.1]を目標とし、海外研修、留学、ホームステイ、観光、あるいは海外から 

授業方法と 

留意点 

演習型の授業を行うので、授業内の学習活動に積極的に参加、貢献する姿勢が重要な評価項目となる。e-learning 課題や、その他の授業外学習

課題については、指示されたペースや期限を守り、必ず完了すること。3回を超える欠席のあった者には原則として単位を認めない。 

科目学習の 

効果（資格） 
理工系英語の基本を固め、専門英語と TOEIC Test の得点アップにつなげる。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 Introduction 授業内容の詳しい解説 
教科書の Unit 構成を把握しておく。事前事後学習

には，毎回 1時間以上かけること 

2 読解、文法、語彙 TOEIC 文法・読解演習 
単語小テスト NO.0809-0880 

事前事後学習には，毎回 1時間以上かけること 

3 読解、文法、語彙 TOEIC 文法・読解演習 
単語小テスト NO.0881-0950 

事前事後学習には，毎回 1時間以上かけること 

4 読解、文法、語彙 TOEIC 文法・読解演習 
単語小テスト NO.0951-1020 

事前事後学習には，毎回 1時間以上かけること 

5 読解、文法、語彙 TOEIC 文法・読解演習 
単語小テスト NO.1021-1090 

事前事後学習には，毎回 1時間以上かけること 

6 読解、文法、語彙 TOEIC 文法・読解演習 
単語小テスト NO.1091-1160 

事前事後学習には，毎回 1時間以上かけること 

7 Review 前半の復習 事前事後学習には，毎回 1時間以上かけること 

8 前半のまとめ 前半のまとめも文法・読解演習 事前事後学習には，毎回 1時間以上かけること 

9 前半試験返却及び解説 前半試験返却及び解説 事前事後学習には，毎回 1時間以上かけること 

10 読解、文法、語彙 TOEIC 文法・読解演習 
単語小テスト NO.1161-1230 

事前事後学習には，毎回 1時間以上かけること 

11 読解、文法、語彙 TOEIC 文法・読解演習 
単語小テスト NO.1231-1300 

事前事後学習には，毎回 1時間以上かけること 

12 読解、文法、語彙 TOEIC 文法・読解演習 
単語小テスト NO.1301-1370 

事前事後学習には，毎回 1時間以上かけること 

13 読解、文法、語彙 TOEIC 文法・読解演習 
単語小テスト NO.1371-1440 

事前事後学習には，毎回 1時間以上かけること 

14 読解、文法、語彙 TOEIC 文法・読解演習 
単語小テスト NO.1441-1500 

事前事後学習には，毎回 1時間以上かけること 

15 Review 後半復習 事前事後学習には，毎回 1時間以上かけること 

 

関連科目 TOEIC，英検ほか、英語関連の資格一般 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 

1 
New Steps to Success in the TOEIC Test Grammar & 

Reading 550 
David E.Bramley／中井弘一 松柏社 

2 
The 1500 Core Vocabulary for the TOEIC Test 

Revised Edition 
NISHIYA Koji 成美堂 

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

全学共通英語課題                                   20% 

課題提出状況及び課題の正解率 80% 

学生への 

メッセージ 
図書館や PC 等を利用し日頃から英語に親しんでください。 

担当者の 

研究室等 
7 号館 2階 非常勤講師室 

備考 

毎回の授業のための資料やテキストの読み込み、各担当者からの課題、発表やレポートの準備、宿題などに要する事前・事後学習総時間をおおよ

そ 30 時間程度とする。テストやレポートに関するフィードバックは翌週以降の授業内で行う。その他の質問等は出講時に非常勤講師室にて対応

する。 



摂南大学シラバス 2024 

科目名 実践英語Ⅱａ 科目名（英文） Practical English IIa 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ２年 クラス ④ 

単位数 1 履修区分 選択必修科目 

学期 後期 授業担当者 田儀 勇樹 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IEN2329c1 

 

授業概要・ 

目的 

１年次に身につけた英語力を向上させるために、より高度な 4技能統合型の授業を行う。インプット活動のみならず、アウトプット活動を取り入

れ、各技能の基礎力および応用力を養う。 

到達目標 

「読解力」としては、英文を速読するためのリーディングスキルを修得する。CEFR-J[A2-2]を目標とし、生活、趣味、スポーツなど、日常的なト

ピックを扱った文章の要点を理解したり、必要な情報を取り出したりすることができる。 

「リスニング力」としては、CEFR-J[A2.1]を目標とし、自分に関連する内容（日常生活、学校生活など）の英文に関する基本的な情報を理解でき

るようになる。 

「会話・ライティング力」としては、 CEFR-J[A2.1]を目標とし、海外研修、留学、ホームステイ、観光、あるいは海外から 

授業方法と 

留意点 

演習型の授業を行うので、授業内の学習活動に積極的に参加、貢献する姿勢が重要な評価項目となる。e-learning 課題や、その他の授業外学習

課題については、指示されたペースや期限を守り、必ず完了すること。3回を超える欠席のあった者には原則として単位を認めない。 

科目学習の 

効果（資格） 
TOEIC, 英検等 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 Orientation 
テキスト前期の内容の確認と後期の進

め方の説明 

テキストの予習 

1.5 時間 

2 
Chapter 6 Social Media and 

Loneliness 
英語学習・読解・英作 

テキストの予習と単語の学習 

1.5 時間 

3 
Chapter 6 Social Media and 

Loneliness 
英語学習・読解・英作 

テキストの予習と単語の学習 

1.5 時間 

4 
Chapter 7 Five Healthy 

Habits 
英語学習・読解・英作 

テキストの予習と単語の学習 

1.5 時間 

5 
Chapter 7 Five Healthy 

Habits 
英語学習・読解・英作 

テキストの予習と単語の学習 

1.5 時間 

6 
Chapter 8 Are Humans 

Outdated Machines? Part I 
英語学習・読解・英作 

テキストの予習と単語の学習 

1.5 時間 

7 
Chapter 8 Are Humans 

Outdated Machines? Part I 
英語学習・読解・英作 

テキストの予習と単語の学習 

1.5 時間 

8 

Chapter 9 Are Humans 

Outdated Machines? Part 

II: Controlling Stress 

英語学習・読解・英作 
テキストの予習と単語の学習 

1.5 時間 

9 

Chapter 9 Are Humans 

Outdated Machines? Part 

II: Controlling Stress 

英語学習・読解・英作 
テキストの予習と単語の学習 

1.5 時間 

10 
Chapter 10 The Happiness 

Set Point 
英語学習・読解・英作 

テキストの予習と単語の学習 

1.5 時間 

11 
Chapter 10 The Happiness 

Set Point 
英語学習・読解・英作 

テキストの予習と単語の学習 

1.5 時間 

12 Oral Presentation スピーキング・リスニング 

後期の内容からトピックを選んでのプレゼンテー

ション 

1.5 時間 

13 Oral Presentation スピーキング・リスニング 

後期の内容からトピックを選んでのプレゼンテー

ション 

1.5 時間 

14 後期の総復習 質疑応答 
後期の範囲で分からなかった点をまとめておく 

1.5 時間 

15 まとめのテスト これまでの内容の復習 
テキストのこれまでの内容の復習 

1.5 時間 

 

関連科目 他の英語科目 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 

Life Topics: Changing Views 総合英語ライフトピ

ックス 5 
Jonathan Berman 南雲堂 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
授業への参加、貢献（小テスト、まとめテスト等も含む） 100% 

学生への 

メッセージ 
英語学習は地道な努力が必要です。授業中に出される指示に従い、積極的に参加してください。 

担当者の 

研究室等 
8 号館 2階 非常勤講師室 

備考 

毎回の授業のための資料やテキストの読み込み、各担当者からの課題、発表やレポートの準備、宿題などに要する事前・事後学習総時間をおおよ

そ 15 時間程度とする。テストやレポートに関するフィードバックは翌週以降の授業内で行う。その他の質問等は出講時に非常勤講師室にて対応

する。 



摂南大学シラバス 2024 

科目名 実践英語Ⅱｂ 科目名（英文） Practical English IIb 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ２年 クラス ① 

単位数 1 履修区分 選択必修科目 

学期 後期 授業担当者 梅田 尋道 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IEN2330c1 

 

授業概要・ 

目的 

１年次に身につけた英語力を向上させるために、より高度な 4技能統合型の授業を行う。インプット活動のみならず、アウトプット活動を取り入

れ、各技能の基礎力および応用力を養う。 

到達目標 

「読解力」としては、英文を速読するためのリーディングスキルを修得する。CEFR-J[A2-2]を目標とし、生活、趣味、スポーツなど、日常的なト

ピックを扱った文章の要点を理解したり、必要な情報を取り出したりすることができる。 

「リスニング力」としては、CEFR-J[A2.1]を目標とし、自分に関連する内容（日常生活、学校生活など）の英文に関する基本的な情報を理解でき

るようになる。 

「会話・ライティング力」としては、 CEFR-J[A2.1]を目標とし、海外研修、留学、ホームステイ、観光、あるいは海外から 

授業方法と 

留意点 

演習型の授業を行うので、授業内の学習活動に積極的に参加、貢献する姿勢が重要な評価項目となる。e-learning 課題や、その他の授業外学習

課題については、指示されたペースや期限を守り、必ず完了すること。3回を超える欠席のあった者には原則として単位を認めない。 

科目学習の 

効果（資格） 
TOEIC, 英検等 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 オリエンテーション 
授業の進め方・評価方法などについて説

明する。 

第２週目の授業に間に合うように教科書を購入す

る。 

2 

Week 2: Grammar, 

Vocabulary, Listening and 

Reading 

読解・リスニング・会話練習を中心に授

業を行う。 

Summary作成・単語の復習を各自で行う。 

事前学習として Vocabulary Quiz の準備をする。事

後学習としてその週に学習したパートの英文を２，

３回音読する。(90 分) 

3 

Week 3: Grammar, 

Vocabulary, Listening and 

Reading 

読解・リスニング・会話練習を中心に授

業を行う。 

Summary作成・単語の復習を各自で行う。 

事前学習として Vocabulary Quiz の準備をする。事

後学習としてその週に学習したパートの英文を２，

３回音読する。(90 分) 

4 

Week 4: Grammar, 

Vocabulary, Listening and 

Reading 

読解・リスニング・会話練習を中心に授

業を行う。 

Summary作成・単語の復習を各自で行う。 

事前学習として Vocabulary Quiz の準備をする。事

後学習としてその週に学習したパートの英文を２，

３回音読する。(90 分) 

5 

Week 5: Grammar, 

Vocabulary, Listening and 

Reading 

読解・リスニング・会話練習を中心に授

業を行う。 

Summary作成・単語の復習を各自で行う。 

事前学習として Vocabulary Quiz の準備をする。事

後学習としてその週に学習したパートの英文を２，

３回音読する。(90 分) 

6 

Week 6: Grammar, 

Vocabulary, Listening and 

Reading 

読解・リスニング・会話練習を中心に授

業を行う。 

Summary作成・単語の復習を各自で行う。 

事前学習として Vocabulary Quiz の準備をする。事

後学習としてその週に学習したパートの英文を２，

３回音読する。(90 分) 

7 

Week 7: Grammar, 

Vocabulary, Listening and 

Reading 

読解・リスニング・会話練習を中心に授

業を行う。 

Summary作成・単語の復習を各自で行う。 

事前学習として Vocabulary Quiz の準備をする。事

後学習としてその週に学習したパートの英文を２，

３回音読する。(90 分) 

8 Midterm Exam これまでの復習を併せて行う。 Midterm Exam の準備(90 分) 

9 

Week 9: Grammar, 

Vocabulary, Listening and 

Reading 

読解・リスニング・会話練習を中心に授

業を行う。 

Summary作成・単語の復習を各自で行う。 

事前学習として Vocabulary Quiz の準備をする。事

後学習としてその週に学習したパートの英文を２，

３回音読する。(90 分) 

10 

Week 10: Grammar, 

Vocabulary, Listening and 

Reading 

読解・リスニング・会話練習を中心に授

業を行う。 

Summary作成・単語の復習を各自で行う。 

事前学習として Vocabulary Quiz の準備をする。事

後学習としてその週に学習したパートの英文を２，

３回音読する。(90 分) 

11 

Week 11: Grammar, 

Vocabulary, Listening and 

Reading 

読解・リスニング・会話練習を中心に授

業を行う。 

Summary作成・単語の復習を各自で行う。 

事前学習として Vocabulary Quiz の準備をする。事

後学習としてその週に学習したパートの英文を２，

３回音読する。(90 分) 

12 

Week 12: Grammar, 

Vocabulary, Listening and 

Reading 

読解・リスニング・会話練習を中心に授

業を行う。 

Summary作成・単語の復習を各自で行う。 

事前学習として Vocabulary Quiz の準備をする。事

後学習としてその週に学習したパートの英文を２，

３回音読する。(90 分) 

13 

Week 13: Grammar, 

Vocabulary, Listening and 

Reading 

読解・リスニング・会話練習を中心に授

業を行う。 

Summary作成・単語の復習を各自で行う。 

事前学習として Vocabulary Quiz の準備をする。事

後学習としてその週に学習したパートの英文を２，

３回音読する。(90 分) 

14 

Week 14: Grammar, 

Vocabulary, Listening and 

Reading 

読解・リスニング・会話練習を中心に授

業を行う。 

Summary作成・単語の復習を各自で行う。 

事前学習として Vocabulary Quiz の準備をする。事

後学習としてその週に学習したパートの英文を２，

３回音読する。(90 分) 

15 まとめのテスト これまでの復習を併せて行う。 テストの準備(90 分) 

 

関連科目 他の英語科目 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 Stretch 2 S. Stempleski Oxford 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

まとめのテスト１(Midterm Exam) 20％ 

まとめのテスト２(Final Exam) 20％ 

授業活動(Vocabulary test、提出物、授業活動への積極参加など) 60％ 

学生への 

メッセージ 

“Failure is instructive. The person who really thinks learns quite as much from his failures as from his successes.” ― John Dewey 

失敗を重ねて成長してください！ 
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担当者の 

研究室等 
7 号館 2階 非常勤講師室 

備考 

やむを得ない欠席は 3回までしか認められません。遅刻・早退・中抜けは、累積三回で一回の欠席になります。 

毎回の授業のための資料やテキストの読み込み、各担当者からの課題、発表やレポートの準備、宿題などに要する事前・事後学習総時間をおおよ

そ 30 時間程度とする。テストやレポートに関するフィードバックは翌週以降の授業内で行う。その他の質問等は出講時に非常勤講師室にて対応

する。 

教科書を持ってこない、居眠りをする、スマホを使う、私語をする、途中退出するなどして授業参加しない場合、各授業で３～５点減点します。 
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科目名 実践英語Ⅱｂ 科目名（英文） Practical English IIb 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ２年 クラス ② 

単位数 1 履修区分 選択必修科目 

学期 後期 授業担当者 ﾘﾁｬｰﾄﾞ ﾀﾞｨｱｰｽ 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IEN2330c1 

 

授業概要・ 

目的 

１年次に身につけた英語力を向上させるために、より高度な 4技能統合型の授業を行う。インプット活動のみならず、アウトプット活動を取り入

れ、各技能の基礎力および応用力を養う。 

到達目標 

「読解力」としては、英文を速読するためのリーディングスキルを修得する。CEFR-J[A2-2]を目標とし、生活、趣味、スポーツなど、日常的なト

ピックを扱った文章の要点を理解したり、必要な情報を取り出したりすることができる。 

「リスニング力」としては、CEFR-J[A2.1]を目標とし、自分に関連する内容（日常生活、学校生活など）の英文に関する基本的な情報を理解でき

るようになる。 

「会話・ライティング力」としては、 CEFR-J[A2.1]を目標とし、海外研修、留学、ホームステイ、観光、あるいは海外から 

授業方法と 

留意点 

演習型の授業を行うので、授業内の学習活動に積極的に参加、貢献する姿勢が重要な評価項目となる。e-learning 課題や、その他の授業外学習

課題については、指示されたペースや期限を守り、必ず完了すること。3回を超える欠席のあった者には原則として単位を認めない。 

科目学習の 

効果（資格） 
TOEIC, 英検等 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 

オリエンテーション  

品詞の認識 品詞とは 語

彙発展 

ＴＯＥＩＣとは コース説明 

リスニング 

Unit１  品詞分けプリントで品詞解

説 

文法問題  単語 

左記範囲の単語演習、文法問題予習 

（1時間） 

単語は解説を授業で聴いたのち演習を自宅で行う。

丁寧に書くこと。品詞を意識して書くこと。 

文法は丸覚えではなく授業のポイントを押さえて

応用が効くように綺麗にまとめる。文章題は教科書

だけでなくプリントも見ておくこと。 

2 

品詞の観点をもって文法問

題を解く 

語彙発展 文章題に慣れる 

単語テスト１ 

リスニング 

Unit２ 文法問題 文章問題 単語 

文法「接続詞」 

左記範囲の単語演習、文章、文法問題予習復習（２

時間） 

単語は解説を授業で聴いたのち演習を自宅で行う。

丁寧に書くこと。品詞を意識して書くこと。文法は

答えを覚えるのではなく応用が効くように解説を

聞いた後はわかりやすくポイントをまとめておく

こと。 

3 

オリエンテーション  

品詞の認識 品詞とは 語

彙発展 

単語テスト２ リスニング 

Unit３ 文法問題 文章問題 単語 文

法「前置詞」 

左記範囲の単語演習、文章、文法問題予習復習（２

時間）  

単語演習は雑に書かないこと。意味と発音を意識し

ながら丁寧にやること。 

文章題は形式によって素早く解く物と間違わず正

確に読み取るパターンの物の違いを意識して予習

すること。 

4 

オリエンテーション  

品詞の認識 品詞とは 語

彙発展 

  

単語テスト３ リスニング 

Unit４ 文法文章問題 単語 

文法「分詞１」 

左記範囲の単語演習、文章、文法問題予習復習（２

時間） 

今回の範囲である分詞については苦手な人が多い

ので授業の解説のあと調べてまとめておく事。過去

分詞を過去形と勘違いしない事。 

5 

テスト一回め 

語彙発展 

文章形式の文法問題を解く 

総合テスト第１回 Unit５  

文章文法問題 

文法「分詞２」 

テスト勉強、左記範囲の単語演習、文章、文法問題

予習復習 

（２時間） 

テストに出そうな問題は解説を必ずしているので

特に文法事項は復習しておくこと。応用問題を想定

して丸覚えしない事。 

6 

品詞の観点をもって文法問

題を解く 

文章題から適切な情報を取

り出す 

語彙発展 

テスト返却 フィードバック 単語テ

スト４ リスニング 

Unit ６ 文法問題 単語 

文法「関係代名詞１」 

左記範囲の単語演習、文章、文法問題予習復習（２

時間） 

テストは、授業での解説を聴いて必ず何故間違えた

のかメモをちゃんと書き入れて復習しておくこと。 

文章題は他人の答えを丸覚えするのではなく自分

の言葉でも回答ができるように練習すること。 

7 

品詞の観点をもって文法問

題を解く 

文章題から適切な情報を取

り出す 

語彙発展 

 単語テスト 5 リスニング 

Unit ７ 文法文章問題 単語 文法「関

係代名詞２」 

左記範囲の単語演習、文章、文法問題予習復習（２

時間） 

単語ワークシートは溜めずに出すこと。雑に書いて

いる物には指導があるので書き方を工夫すること。 

関係代名詞についてよく分からないところは教科

書問題をやるだけでなく基礎に戻ってまとめてお

く事。 

8 

品詞の観点をもって文法問

題を解く 

文章題から適切な情報を取

り出す 

語彙発展 

 単語テスト６ リスニング 

Unit ８ 文法文章問題 単語 文法「不

定詞」 

左記範囲の単語演習、文章、文法問題予習復習（２

時間） 

不定詞の用法に応じて文の意味が正確に取れるよ

うにしておく。やや特殊な用法についても説明する

のでメモをとりきちんとまとめて分かるようにお

くこと。 

9 

品詞の観点をもって文法問

題を解く 

文章題から適切な情報を取

り出す 

語彙発展 

単語テスト７ リスニング 

Unit ９ 文法文章問題 単語 文法「不

定詞動名詞」 

テスト勉強、左記範囲の単語演習、文章、文法問題

予習復習（２時間） 

応用力をつけるために、意識して不定詞をとる動詞

と動名詞を取る動詞を区別して覚えること。決まっ

た動詞しか出ないので適当に勘でやらない事。文章

題はプリントもよく見て内容把握をしておく事。 

10 

テスト第２回 語彙発展 

文章形式の文法問題を解く 

品詞の観点をもって文法問

チェックテスト第２回フィードバック 

Unit １０ 

 文法問題 単語    単語テスト７ 

左記範囲の単語演習、文章、文法問題予習復習（２

時間） 

答え合わせの後、過去形と完了形の使い分けについ
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題を解く 文法「過去形と現在完了形」 て分からない者が多いので、解説をちゃんと聴いて

書き込んでおく事。文章題の中の時制にも注目して

復習する事。テストにも出る。 

11 

品詞の観点をもって文法問

題を解く 

文章題の問いの傾向を知り

読み解く 

語彙発展 

単語テスト８ リスニング 

Unit１１ 文法文章問題 単語 文法

「現在完了形と完了進行形」 

左記範囲の単語演習、文章、文法問題予習復習（２

時間） 

完了進行形については馴染みのない者もいるので

きちんと解説を聞いてどんな時に使うのか例を探

してみる事。教科書の文章問題から引用してまとめ

るのも良い。 

12 

品詞の観点をもって文法問

題を解く 

文章題の問いの傾向を知り

読み解く 

語彙発展 

単語テスト９ リスニング 

Unit 1２ 文法問題 単語 

文法「受身形１」 

左記範囲の単語演習、文章、文法問題予習復習 （２

時間） 

単純な受け身形だけではなく完了形受け身や進行

形受け身形について説明するので授業の後良くま

とめておく事。 

単語ワークを溜めている者、遅れてもちゃんと出す

こと。 

13 

品詞の観点をもって文法問

題を解く 

文章題の問いの傾向を知り

読み解く 

語彙発展 

単語テスト１０ リスニング 

Unit1３ 文章文法問題 単語 

「受身形２」 

左記範囲の単語演習、文章、文法問題予習復習 （２

時間） 

基本的な事であるが基本的な動詞の不規則活用を

きちんと覚える事。受け身形に関しては単純な物で

も間違える者が多いので選択型だけでなく実際に

書いて変換する練習をすると定着して良い。 

14 

品詞の観点をもって文法問

題を解く 

文章題の問いの傾向を知り

読み解く 

語彙発展 

単語テスト１１ リスニング 

Unit1４ 文章文法問題 単語 

「副詞修飾」 

左記範囲の単語演習、文章、文法問題予習復習 （２

時間） 

基本的な事であるが基本的な動詞の不規則活用を

きちんと覚える事。受け身形に関しては単純な物で

も間違える者が多いので選択型だけでなく実際に

書いて変換する練習をすると定着して良い。 

15 

テスト第三回 

品詞の観点をもって文法問

題を解く 

文章題の問いの傾向を知り

読み解く 

語彙発展 

チェックテスト第３回 

フィードバック 

試験範囲の単語演習、文章文法問題予習復習 

（２時間） 

 

関連科目 他の英語科目 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 

STEP-UP SKILLS FOR THE TOEIC LISTENING AND READING 

TEST１ 
Yasuyuki Kitao 他 朝日出版社 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
授業への参加、貢献（小テスト、まとめテスト等も含む） 100% 

学生への 

メッセージ 

e-learning 課題や、その他の授業外学習課題については、指示されたペースや期限を守り、必ず完了すること。 

3 回を超える欠席のあった者には原則として単位を認めない。 

毎回の課題を有効に利用し、基礎から少しづつ英語力をつけていってください。 

少しでも疑問に思う点や不明な点があれば、そのつど質問してください。 

担当者の 

研究室等 
非常勤講師室 7 号館 2 階 (木曜午前中） 

備考 
毎回の授業のための資料やテキストの読み込み、各担当者からの課題の準備、宿題などに要する事前・事後学習総時間をおおよそ１５時間程度と

する。テストやレポートに関するフィードバックは翌週以降の授業内で行う。その他の質問等は出講時に非常勤講師室にて対応する。 
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科目名 実践英語Ⅱｂ 科目名（英文） Practical English IIb 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ２年 クラス ③ 

単位数 1 履修区分 選択必修科目 

学期 後期 授業担当者 久田 歩 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IEN2330c1 

 

授業概要・ 

目的 

１年次に身につけた英語力を向上させるために、より高度な 4技能統合型の授業を行う。インプット活動のみならず、アウトプット活動を取り入

れ、各技能の基礎力および応用力を養う。 

到達目標 

「読解力」としては、英文を速読するためのリーディングスキルを修得する。CEFR-J[A2-2]を目標とし、生活、趣味、スポーツなど、日常的なト

ピックを扱った文章の要点を理解したり、必要な情報を取り出したりすることができる。 

「リスニング力」としては、CEFR-J[A2.1]を目標とし、自分に関連する内容（日常生活、学校生活など）の英文に関する基本的な情報を理解でき

るようになる。 

「会話・ライティング力」としては、 CEFR-J[A2.1]を目標とし、海外研修、留学、ホームステイ、観光、あるいは海外から 

授業方法と 

留意点 

演習型の授業を行うので、授業内の学習活動に積極的に参加、貢献する姿勢が重要な評価項目となる。e-learning 課題や、その他の授業外学習

課題については、指示されたペースや期限を守り、必ず完了すること。3回を超える欠席のあった者には原則として単位を認めない。 

科目学習の 

効果（資格） 
TOEIC, 英検等 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 

オリエンテーション  

品詞の認識 品詞とは 語

彙発展 

ＴＯＥＩＣとは コース説明 

リスニング 

Unit１  品詞分けプリントで品詞解

説 

文法問題  単語 

左記範囲の単語演習、文法問題予習 

（1時間） 

単語は解説を授業で聴いたのち演習を自宅で行う。

丁寧に書くこと。品詞を意識して書くこと。 

文法は丸覚えではなく授業のポイントを押さえて

応用が効くように綺麗にまとめる。文章題は教科書

だけでなくプリントも見ておくこと。 

2 

品詞の観点をもって文法問

題を解く 

語彙発展 文章題に慣れる 

単語テスト１ 

リスニング 

Unit２ 文法問題 文章問題 単語 

文法「接続詞」 

左記範囲の単語演習、文章、文法問題予習復習（２

時間） 

単語は解説を授業で聴いたのち演習を自宅で行う。

丁寧に書くこと。品詞を意識して書くこと。文法は

答えを覚えるのではなく応用が効くように解説を

聞いた後はわかりやすくポイントをまとめておく

こと。 

3 

オリエンテーション  

品詞の認識 品詞とは 語

彙発展 

単語テスト２ リスニング 

Unit３ 文法問題 文章問題 単語 文

法「前置詞」 

左記範囲の単語演習、文章、文法問題予習復習（２

時間）  

単語演習は雑に書かないこと。意味と発音を意識し

ながら丁寧にやること。 

文章題は形式によって素早く解く物と間違わず正

確に読み取るパターンの物の違いを意識して予習

すること。 

4 

オリエンテーション  

品詞の認識 品詞とは 語

彙発展 

  

単語テスト３ リスニング 

Unit４ 文法文章問題 単語 

文法「分詞１」 

左記範囲の単語演習、文章、文法問題予習復習（２

時間） 

今回の範囲である分詞については苦手な人が多い

ので授業の解説のあと調べてまとめておく事。過去

分詞を過去形と勘違いしない事。 

5 

テスト一回め 

語彙発展 

文章形式の文法問題を解く 

総合テスト第１回 Unit５  

文章文法問題 

文法「分詞２」 

テスト勉強、左記範囲の単語演習、文章、文法問題

予習復習 

（２時間） 

テストに出そうな問題は解説を必ずしているので

特に文法事項は復習しておくこと。応用問題を想定

して丸覚えしない事。 

6 

品詞の観点をもって文法問

題を解く 

文章題から適切な情報を取

り出す 

語彙発展 

テスト返却 フィードバック 単語テ

スト４ リスニング 

Unit ６ 文法問題 単語 

文法「関係代名詞１」 

左記範囲の単語演習、文章、文法問題予習復習（２

時間） 

テストは、授業での解説を聴いて必ず何故間違えた

のかメモをちゃんと書き入れて復習しておくこと。 

文章題は他人の答えを丸覚えするのではなく自分

の言葉でも回答ができるように練習すること。 

7 

品詞の観点をもって文法問

題を解く 

文章題から適切な情報を取

り出す 

語彙発展 

 単語テスト 5 リスニング 

Unit ７ 文法文章問題 単語 文法「関

係代名詞２」 

左記範囲の単語演習、文章、文法問題予習復習（２

時間） 

単語ワークシートは溜めずに出すこと。雑に書いて

いる物には指導があるので書き方を工夫すること。 

関係代名詞についてよく分からないところは教科

書問題をやるだけでなく基礎に戻ってまとめてお

く事。 

8 

品詞の観点をもって文法問

題を解く 

文章題から適切な情報を取

り出す 

語彙発展 

 単語テスト６ リスニング 

Unit ８ 文法文章問題 単語 文法「不

定詞」 

左記範囲の単語演習、文章、文法問題予習復習（２

時間） 

不定詞の用法に応じて文の意味が正確に取れるよ

うにしておく。やや特殊な用法についても説明する

のでメモをとりきちんとまとめて分かるようにお

くこと。 

9 

品詞の観点をもって文法問

題を解く 

文章題から適切な情報を取

り出す 

語彙発展 

単語テスト７ リスニング 

Unit ９ 文法文章問題 単語 文法「不

定詞動名詞」 

テスト勉強、左記範囲の単語演習、文章、文法問題

予習復習（２時間） 

応用力をつけるために、意識して不定詞をとる動詞

と動名詞を取る動詞を区別して覚えること。決まっ

た動詞しか出ないので適当に勘でやらない事。文章

題はプリントもよく見て内容把握をしておく事。 

10 

テスト第２回 語彙発展 

文章形式の文法問題を解く 

品詞の観点をもって文法問

チェックテスト第２回フィードバック 

Unit １０ 

 文法問題 単語    単語テスト７ 

左記範囲の単語演習、文章、文法問題予習復習（２

時間） 

答え合わせの後、過去形と完了形の使い分けについ
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題を解く 文法「過去形と現在完了形」 て分からない者が多いので、解説をちゃんと聴いて

書き込んでおく事。文章題の中の時制にも注目して

復習する事。テストにも出る。 

11 

品詞の観点をもって文法問

題を解く 

文章題の問いの傾向を知り

読み解く 

語彙発展 

単語テスト８ リスニング 

Unit１１ 文法文章問題 単語 文法

「現在完了形と完了進行形」 

左記範囲の単語演習、文章、文法問題予習復習（２

時間） 

完了進行形については馴染みのない者もいるので

きちんと解説を聞いてどんな時に使うのか例を探

してみる事。教科書の文章問題から引用してまとめ

るのも良い。 

12 

品詞の観点をもって文法問

題を解く 

文章題の問いの傾向を知り

読み解く 

語彙発展 

単語テスト９ リスニング 

Unit 1２ 文法問題 単語 

文法「受身形１」 

左記範囲の単語演習、文章、文法問題予習復習 （２

時間） 

単純な受け身形だけではなく完了形受け身や進行

形受け身形について説明するので授業の後良くま

とめておく事。 

単語ワークを溜めている者、遅れてもちゃんと出す

こと。 

13 

品詞の観点をもって文法問

題を解く 

文章題の問いの傾向を知り

読み解く 

語彙発展 

単語テスト１０ リスニング 

Unit1３ 文章文法問題 単語 

「受身形２」 

左記範囲の単語演習、文章、文法問題予習復習 （２

時間） 

基本的な事であるが基本的な動詞の不規則活用を

きちんと覚える事。受け身形に関しては単純な物で

も間違える者が多いので選択型だけでなく実際に

書いて変換する練習をすると定着して良い。 

14 

品詞の観点をもって文法問

題を解く 

文章題の問いの傾向を知り

読み解く 

語彙発展 

単語テスト１１ リスニング 

Unit1４ 文章文法問題 単語 

「副詞修飾」 

左記範囲の単語演習、文章、文法問題予習復習 （２

時間） 

基本的な事であるが基本的な動詞の不規則活用を

きちんと覚える事。受け身形に関しては単純な物で

も間違える者が多いので選択型だけでなく実際に

書いて変換する練習をすると定着して良い。 

15 

テスト第三回 

品詞の観点をもって文法問

題を解く 

文章題の問いの傾向を知り

読み解く 

語彙発展 

チェックテスト第３回 

フィードバック 

試験範囲の単語演習、文章文法問題予習復習 

（２時間） 

 

関連科目 他の英語科目 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 

STEP-UP SKILLS FOR THE TOEIC LISTENING AND READING 

TEST１ 
Yasuyuki Kitao 他 朝日出版社 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

       

小テスト、まとめテスト等 100% 

学生への 

メッセージ 

e-learning 課題や、その他の授業外学習課題については、指示されたペースや期限を守り、必ず完了すること。 

3 回を超える欠席のあった者には原則として単位を認めない。 

毎回の課題を有効に利用し、基礎から少しづつ英語力をつけていってください。 

少しでも疑問に思う点や不明な点があれば、そのつど質問してください。 

担当者の 

研究室等 
非常勤講師室 7 号館 2 階 (木曜 1,3 時間目） 

備考 
毎回の授業のための資料やテキストの読み込み、各担当者からの課題の準備、宿題などに要する事前・事後学習総時間をおおよそ１５時間程度と

する。テストやレポートに関するフィードバックは翌週以降の授業内で行う。その他の質問等は出講時に非常勤講師室にて対応する。 
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科目名 実践英語Ⅱｂ 科目名（英文） Practical English IIb 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ２年 クラス ④ 

単位数 1 履修区分 選択必修科目 

学期 後期 授業担当者 谷口 永里子 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IEN2330c1 

 

授業概要・ 

目的 

１年次に身につけた英語力を向上させるために、より高度な 4 技能統合型の授業を行う。インプット活動のみならず、アウトプット活動を取り

入れ、各技能の基礎力および応用力を養う。 

到達目標 

「読解力」としては、英文を速読するためのリーディングスキルを修得する。 CEFR J[A2 2] を目標とし、生活、趣味、スポーツなど、日常的な

トピックを扱った文章の要点を理解したり、必要な情報を取り出したりすることができる。 

「リスニング力」としては、 CEFR J[A2.1] を目標とし、自分に関連する内容（日常生活、学校生活など）の英文に関する基本的な情報を理解で

きるようになる。 

「会 話・ライティング力」としては、 CEFR J[A2.1] を目標とし、海外研修、留学、ホームステイ、観光、ある 

授業方法と 

留意点 

演習型の授業を行うので、授業内の学習活動に積極的に参加、貢献する姿勢が重要な評価項目となる。 e-learning 課題や、その他の授 業外学

習課題については、指示されたペースや期限を守り、必ず完了すること。 3 回を超える欠席のあった者には原則として単位を認めない。 

科目学習の 

効果（資格） 
TOEIC, 英検等 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 Introduction 

授業の説明。 

テキストに沿って、リスニング、会話練

習、読解を行う。 

テキストを読み、知らない単語は調べる。音声を聞

いて発音練習をする。事前・事後学習には 1時間以

上かけること。 

2 
Unit 7 

Technology in Daily Life 

テキストに沿って、リスニング、会話練

習、読解を行う。 

テキストを読み、知らない単語は調べる。音声を聞

いて発音練習をする。事前・事後学習には 1時間以

上かけること。 

3 
Unit 7 

Technology in Daily Life 

テキストに沿って、リスニング、会話練

習、読解を行う。 

テキストを読み、知らない単語は調べる。音声を聞

いて発音練習をする。事前・事後学習には 1時間以

上かけること。 

4 
Unit 8 

Social Network 

テキストに沿って、リスニング、会話練

習、読解を行う。 

テキストを読み、知らない単語は調べる。音声を聞

いて発音練習をする。事前・事後学習には 1時間以

上かけること。 

5 
Unit 8 

Social Network 

テキストに沿って、リスニング、会話練

習、読解を行う。 

テキストを読み、知らない単語は調べる。音声を聞

いて発音練習をする。事前・事後学習には 1時間以

上かけること。 

6 
Unit 9 

Looking on the Bright Side 

テキストに沿って、リスニング、会話練

習、読解を行う。 

テキストを読み、知らない単語は調べる。音声を聞

いて発音練習をする。事前・事後学習には 1時間以

上かけること。 

7 
Unit 9 

Looking on the Bright Side 

テキストに沿って、リスニング、会話練

習、読解を行う。 

テキストを読み、知らない単語は調べる。音声を聞

いて発音練習をする。事前・事後学習には 1時間以

上かけること。 

8 
Unit 10 

Love Affairs 

テキストに沿って、リスニング、会話練

習、読解を行う。 

テキストを読み、知らない単語は調べる。音声を聞

いて発音練習をする。事前・事後学習には 1時間以

上かけること。 

9 
Unit 10 

Love Affairs 

テキストに沿って、リスニング、会話練

習、読解を行う。 

テキストを読み、知らない単語は調べる。音声を聞

いて発音練習をする。事前・事後学習には 1時間以

上かけること。 

10 
Unit 11 

Storytelling 

テキストに沿って、リスニング、会話練

習、読解を行う。 

テキストを読み、知らない単語は調べる。音声を聞

いて発音練習をする。事前・事後学習には 1時間以

上かけること。 

11 
Unit 11 

Storytelling 

テキストに沿って、リスニング、会話練

習、読解を行う。 

テキストを読み、知らない単語は調べる。音声を聞

いて発音練習をする。事前・事後学習には 1時間以

上かけること。 

12 
Unit 12 

The Power of Words 

テキストに沿って、リスニング、会話練

習、読解を行う。 

テキストを読み、知らない単語は調べる。音声を聞

いて発音練習をする。事前・事後学習には 1時間以

上かけること。 

13 
Unit 12 

The Power of Words 

テキストに沿って、リスニング、会話練

習、読解を行う。 

テキストを読み、知らない単語は調べる。音声を聞

いて発音練習をする。事前・事後学習には 1時間以

上かけること。 

14 Review 2 
テキストに沿って、リスニング、会話練

習、読解を行う。 

テキストを読み、知らない単語は調べる。音声を聞

いて発音練習をする。 

テキストの後半を振り返る。事前・事後学習には 1

時間以上かけること。 

15 Review 期末テスト 
テキストの後半を振り返る。事前・事後学習には 1

時間以上かけること。 

 

関連科目  

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 Live Escalate Book 2: Trekking 角山 照彦 / LiveABC editors 成美堂 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    
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評価方法 

（基準） 

期末テスト（40%) 

小テスト（30％） 

その他授業中の態度や課題の提出（30％） 

学生への 

メッセージ 
 

担当者の 

研究室等 
7 号館 2階 非常勤講師室 

備考  
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科目名 日本語表現Ⅰ 科目名（英文） Japanese Expression I 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 １年 クラス ＡＢＣＤ 

単位数 1 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 澤野 加奈 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IJA1344a1 

 

授業概要・ 

目的 

文章表現の基礎を習得し、日本語表現力を高めることを目的とする。 

大学でのレポート・論文の作成、また社会に出てからの文書の作成に必要な、「事実を客観的に説明する」、「意見を論理的に記述する力」を養成

することに重点を置く。 

考えや経験をどうまとめるか、他人に読んでもらう文章をどう書くか、など、文章化する際の基礎を実践的にトレーニングする。 

到達目標 適切な方法を用いて、1000 字程度の論理的な文章を書くことができる。（DP1) 

授業方法と 

留意点 
講義にもとづいて、練習問題や課題に取り組む。 

科目学習の 

効果（資格） 
授業でのレポート作成や卒業後の文章作成に役立つ。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
導入 

文章の書き方１ 

授業の目的、進め方の説明 

レポート・論文の基本事項を学ぶ 
1 時間の事前事後学習を目安とする 

2 文章の書き方２ わかりやすい文章の書き方を学ぶ 1 時間の事前事後学習を目安とする 

3 事実と意見 
事実と意見の書き分け、論理的に説明す

る方法を学ぶ 
1 時間の事前事後学習を目安とする 

4 【課題１】説明文 
ある事物について、論理的に説明する文

章を書く 

これまでの復習 

1 時間の事前事後学習を目安とする 

5 構成・要約 レポートなどの文章構成・要約を学ぶ 1 時間の事前事後学習を目安とする 

6 フィードバック 課題１のフィードバック 
1 時間の事前事後学習を目安とする 

課題１のフィードバック 

7 文章を引用する 文章引用の方法を学ぶ 1 時間の事前事後学習を目安とする 

8 文章の引用を練習する 文章を引用を練習する 1 時間の事前事後学習を目安とする 

9 図表を引用する 図表を引用する方法を学ぶ 1 時間の事前事後学習を目安とする 

10 
引用の復習 

意見を述べる 

考察に基づいて意見を述べる方法を学

ぶ 
1 時間の事前事後学習を目安とする 

11 【課題２】論説文 
資料を引用して意見を述べる文章を書

く 

これまでの復習 

1 時間の事前事後学習を目安とする 

12 レポートの書き方 1・２ 
レポートの体裁について学ぶ 

レポート課題の説明 
1 時間の事前事後学習を目安とする 

13 フィードバック 課題２のフィードバック 
課題２を見直す 

1 時間の事前事後学習を目安とする 

14 【 レポート 】 レポートを提出する 
レポートを作成する 

1 時間の事前事後学習を目安とする 

15 
レポートの講評 

小テストの復習 

レポートについて講評する 

小テストの復習テスト 

1 時間の事前事後学習を目安とする 

小テストの復習 

 

関連科目 すべての授業の日本語による課題作成 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 大学生の日本語文章表現 摂南大学 日本語文章表現の会 和泉書院 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

課題２回（20％×2）、レポート（30％）、授業に取り組む姿勢・小テスト（30％）により総合的に評価する。 

課題、レポートを一度でも提出しない場合は不合格となる。 

学生への 

メッセージ 

日常会話で使っている日本語と、レポートなどで書く日本語は区別しなくてはなりません。これからの大学生活、社会生活のためにも、真面目に

日本語と向き合ってください。 

担当者の 

研究室等 
7 号館 2階 非常勤講師室 

備考 
事前・事後学習の総時間の目安は、１５時間。 

提出課題については、個別にフィードバックをする。 



摂南大学シラバス 2024 

科目名 日本語表現Ⅰ 科目名（英文） Japanese Expression I 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 １年 クラス ＥＦＧＨ 

単位数 1 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 上島 誠司 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IJA1344a1 

 

授業概要・ 

目的 

文章表現の基礎を習得し、日本語表現力を高めることを目的とする。 

大学でのレポート・論文の作成、また社会に出てからの文書の作成に必要な、「事実を客観的に説明する」、「意見を論理的に記述する」力を養成

することに重点を置く。 

考えや経験をどうまとめるか、他人に読んでもらう文章をどう書くか、など、文章化する際の基礎を実践的にトレーニングする。 

到達目標 適切な方法を用いて、１０００字程度の論理的な文章を書くことができる。（DP1) 

授業方法と 

留意点 

講義に基づいて、練習問題や課題に取り組む。 

原則毎回、語彙力・表現力を養成するテストを行う。 

毎回の授業は教科書に沿って講義を進める。 

科目学習の 

効果（資格） 
授業でのレポート作成や卒業後の文章作成に役立つ。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
導入 

文章の書き方１ 

授業の目的、進め方の説明 

レポート・論文の基本事項を学ぶ 
１時間 

2 文章の書き方２ わかりやすい文章の書き方を学ぶ 
前回の復習 

事前事後あわせて１時間 

3 事実と意見 
事実と意見の書き分け、論理的に説明す

る方法を学ぶ 

前回の復習 

事前事後あわせて１時間 

4 【課題１】説明文 
ある事物について、論理的に説明する文

章を書く 

前回の復習 

事前事後あわせて１時間 

5 構成 レポートなどの文章構成を学ぶ 
これまでの復習 

事前事後あわせて１時間 

6 要約 要旨の要約の作成方法を学ぶ 
前回の復習 

事前事後あわせて１時間 

7 フィードバック 課題１のフィードバック 
課題１を見直す 

事前事後あわせて１時間 

8 文章を引用する 文章を引用する方法を学ぶ 
前回の復習 

事前事後あわせて１時間 

9 
図表を引用する 

意見を述べる 

図表を引用する方法を学ぶ 

考察に基づいて意見を述べる方法を学

ぶ 

前回の復習 

事前事後あわせて１時間 

10 【課題２】論説文 
資料を引用して意見を述べる文章を書

く 

前回の復習 

事前事後あわせて１時間 

11 レポートの書き方１ 

レポート作成の方法と体裁について学

ぶ 

【課題３】レポートの説明 

これまでの復習 

事前事後あわせて１時間 

12 フィードバック 課題２のフィードバック 
前回の復習 

事前事後あわせて１時間 

13 レポートの書き方２ 
レポート作成の方法と体裁について学

ぶ 

課題２を見直す 

事前事後あわせて１時間 

14 
【課題３】レポートの提出 

小テストの復習テスト 

提出レポートのチェック 

小テスト全体の講評 

小テストの復習 

事前事後あわせて１時間 

15 レポートの講評 
【課題３】レポートについて具体的にフ

ィードバック 

課題レポートの復習 

事前事後あわせて１時間 

 

関連科目 すべての授業の日本語による課題作成 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 大学生の日本語文章表現 

摂南大学教育イノベーションセ

ンター編 
 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

課題２回(２０％×２)、レポート(３０％)、授業に取り組む姿勢・小テスト(３０％)により評価する。 

 

課題、レポート計３回を一度でも提出しない場合は不合格となる。 

学生への 

メッセージ 

日常会話で使っている日本語と、レポートなどで書く日本語は区別しなくてはなりません。これからの大学生活、社会生活のためにも、真面目に

日本語と向き合ってください。 

 

※授業中は教員を含む他人に迷惑をかける行為はやめてください。たとえば、私語や携帯電話は厳禁、寝るなどというのはもってのほかです。真

面目に学ぼうとする人の学習権を侵害する行為はやめてください。注意してもやめない場合はそれなりの措置をとることがあります。他人に迷惑

をかけない、という最低限の大人のマナーは守ってください。 

担当者の 

研究室等 
非常勤講師室  学習支援センター 

備考 
事前事後学習の総時間の目安は１５時間。 

課題提出については、授業中にフィードバックをします。 



摂南大学シラバス 2024 

科目名 日本語表現Ⅱ 科目名（英文） Japanese Expression II 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 １年 クラス ＡＢＣＤ 

単位数 1 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 澤野 加奈 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IJA1345a1 

 

授業概要・ 

目的 

文章表現の基礎を習得し、日本語表現力を全般的に高めることを目的とする。 

大学生活、就職活動、社会人生活で必要な文章力を身に付ける。すなわち、考えや経験をどうまとめるか、他人に読んでもらう文章をどう書くか、

他人に納得してもらうためにはどのような話し方が適切か、などについて実践的に取り組む。 

到達目標 
適切な方法を用いて、論理的な文章を書くことができる。 

グループで話し合い、まとめた内容を整理して、論理的に表現することができる。（DP1) 

授業方法と 

留意点 
講義にもとづいて、グループワークや文章作成等の課題に取り組む。 

科目学習の 

効果（資格） 
授業でのレポート作成や卒業後の文章作成に役立つ。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
導入 

レポートの書き方（１） 

授業の目的、進め方の説明 

レポートの基本的ルール・構成の復習 
1 時間の事前事後学習を目安とする。 

2 レポートの書き方（２） 
資料引用の復習（文章の引用） 

考察・意見の述べ方を確認する 
1 時間の事前事後学習を目安とする。 

3 レポートの書き方（３） 資料引用の復習（図表の引用） 1 時間の事前事後学習を目安とする。 

4 【課題１】レポート 
資料を引用して意見を述べる文章を書

く 
1 時間の事前事後学習を目安とする。 

5 
課題１のフィードバック 

ディスカッションの準備 

課題１のフィードバック 

ディスカッション資料の要約や問題点

の整理を行う。 

ディスカッションの準備。 

1 時間の事前事後学習を目安とする。 

6 ディスカッション（１） 
グループ分けをしてディスカッション

を行う 

ディスカッションの準備。 

1 時間の事前事後学習を目安とする。 

7 ディスカッション（２） グループでディスカッションを行う 
ディスカッションの準備。 

1 時間の事前事後学習を目安とする。 

8 
課題 2 

中間報告文 

ディスカッションした内容を報告文に

まとめる。 

報告文の準備。 

1 時間の事前事後学習を目安とする。 

9 
フィードバック 

レジュメの作成 

報告文のフィードバック 

レジュメの作成を行なう 
1 時間の事前事後学習を目安とする。 

10 リハーサル グループごとにリハーサルを行う 1 時間の事前事後学習を目安とする。 

11 プレゼンテーション（１） 
グループ単位でプレゼンテーションを

行う 
1 時間の事前事後学習を目安とする。 

12 プレゼンテーション（２） 
グループ単位でプレゼンテーションを

行う 
1 時間の事前事後学習を目安とする。 

13 課題３報告文 発表内容を報告文にまとめる １時間の事前事後学習を目安とする。 

14 
課題３のフィードバック 

メールの書き方 

課題３のフィードバック 

メールの書き方の練習 
１時間の事前事後学習を目安とする。 

15 【復習テスト】 小テストの復習テスト 
1 時間の事前事後学習を目安とする。小テストの復

習 

 

関連科目 すべての授業の日本語による課題作成 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 大学生の日本語文章表現 摂南大学 日本語文章表現の会 和泉書院 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

課題 3 回（20％、20％、30％）、授業に取り組む姿勢・小テスト（30％）により総合的に評価する。課題を一度でも提出しない場合は不合格とな

る。 

学生への 

メッセージ 

日常会話で使っている日本語（話し言葉）と、レポートなどで書く日本語（書き言葉）は区別しなくてはなりません。また、人前で話す日本語と

日常の話し言葉も異なります。これからの大学生活、就職活動、社会人生活のためにも、真面目に日本語（話し言葉、書き言葉）と向き合ってく

ださい。 

担当者の 

研究室等 
7 号館 2階 非常勤講師室 

備考 
事前・事後学習は、配布プリントの予習・復習を中心に、毎回１時間程度はかけること。 

フィードバックは、授業内で行う。 



摂南大学シラバス 2024 

科目名 日本語表現Ⅱ 科目名（英文） Japanese Expression II 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 １年 クラス ＥＦＧＨ 

単位数 1 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 中村 梨恵子 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IJA1345a1 

 

授業概要・ 

目的 

 文章表現の基礎を習得し、日本語表現力を全般的に高めることを目的とする。 

 大学生活、就職活動、社会生活で必要な表現力を身に付ける。すなわち、考えや経験をどうまとめるか、他人に読んでもらう文章をどう書くか、

他人に納得してもらうためにはどのような話し方が適切か、などについて実践的に取り組む。 

到達目標 
 適切な方法を用いて、論理的な文章を書くことができる。 

 グループで話し合い発表した内容を整理して、論理的に表現することができる。 

授業方法と 

留意点 
 講義にもとづいて、グループワーク、プレゼンテーション等の課題に取り組む。 

科目学習の 

効果（資格） 
授業でのレポート作成や卒業後の文章作成に役立つ。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 はじめに 講義の説明 教科書を読み返す（60 分） 

2 前期の復習（前半） 前期の内容を復習する プリント資料を読む（60 分） 

3 前期の復習（後半） 前期の内容を復習する 
プリント資料を読み、課題①を作成する準備を行う

（150 分） 

4 課題①「論説文」の作成 課題①論説文を作成する ── 

5 ディスカッションについて 
本授業におけるディスカッションのや

り方についての説明、グループ分けなど 
ディスカッションの準備を行う（60分） 

6 ディスカッションの解説 
ディスカッションの素材・テーマ等に関

する解説 
ディスカッションの準備を行う（60分） 

7 ディスカッション① ディスカッションを行う 

【書記】 

担当回のディスカッションについて、課題②「議事

録」を作成する（60 分） 

【それ以外】 

ディスカッションの準備をする（60分） 

8 ディスカッション② ディスカッションを行う 

【書記】 

担当回のディスカッションについて、課題②「議事

録」を作成する（60 分） 

【それ以外】 

ディスカッションの準備をする（60分） 

9 ディスカッション③ ディスカッションを行う 

【書記】 

担当回のディスカッションについて、課題②「議事

録」を作成する（60 分） 

【それ以外】 

ディスカッションの準備をする（60分） 

10 
プレゼンテーションについ

て 

本授業におけるプレゼンテーションの

やり方について 
プレゼンテーション資料の作成準備を行う（60 分） 

11 
プレゼンテーションに向け

て 
資料の作成についてなど 

プレゼンテーション資料の作成・推敲やリハーサル

を行う（150 分） 

12 プレゼンテーション① グループによる発表・質疑を行う 

【発表者】 

 質疑の内容や今後の課題をまとめ、課題③の準備

を行う（60 分） 

【それ以外】 

 プレゼンテーション時の当番役の準備を行う（60

分） 

13 プレゼンテーション② グループによる発表・質疑を行う 課題③の準備を行う（60 分） 

14 
課題③「プレゼンテーション

要旨」の作成 

各人で発表内容をまとめた文章（要旨）

を作成する 
── 

15 おわりに 課題③の返却・講評など ── 

 

関連科目 すべての授業の日本語による課題作成 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 大学生の日本語文章表現 

摂南大学教育イノベーションセ

ンター編 
 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

 課題 3回（20％、20％、30％）、授業態度（呼応状態・積極性）・小テスト（30％）により評価する。課題を一度でも提出しない場合は不合格と

なる。 

学生への 

メッセージ 
 前期の内容に加え、ディスカッションやプレゼンテーションという新たな日本語表現に挑戦してみましょう。 

担当者の 

研究室等 
7 号館 2階 非常勤講師室 

備考 
 事前事後学習の総時間の目安は 15 時間となる。 

 提出課題については、添削および授業中のコメントを通して、フィードバックを行う。 



摂南大学シラバス 2024 

 質問等は、出講時および非常勤講師室において対応する。 



摂南大学シラバス 2024 

科目名 キャリアデザインⅠ 科目名（英文） Career Planning I 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 １年 クラス  

単位数 1 履修区分 必修科目 

学期 前期 授業担当者 水野 武.加野 佑弥 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング ICA1349a1 

 

授業概要・ 

目的 

この授業を通じて学生には 

１）就職や人生設計の前提として、「大学生」として大学生活をプランニングする。 

２）基礎ゼミと連携しつつ、「摂南大学」の学生として必要な知識や技能を習得する。 

３)専門の学びとの接続となるよう基本的なスタディスキルを習得する。 

４）講義と並行して、グループワークを実施し、課題やメンバー構成などの所与の条件に対してグループとして処していく力を養成する。 

 

ようになることが期待される。 

なお、講義は担当講師の人材業界での業務及び起業経験を活かした内容も含まれる。 

 

SDGs.4-4 

SDGs.8-6 

到達目標 

１）摂南大学への理解を深め、自らの大学生活を充実させる方法を考えられるようになる。 

２）社会の変化を知り、これから身につけたい力について考えられるようになる。 

３）調べる・考える・発表するための技能についての理解を深めることを講義目標とする。 

授業方法と 

留意点 

講義には積極的な態度で受講すること。 

課題により提出方法が異なることもあるので注意すること。 

課題ついては授業内にフィードバックする。 

科目学習の 

効果（資格） 

社会と自分の接点を考えるきっかけとなる。 

「大学生活を充実させる」きっかけになる。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 ようこそ、摂南大学へ 

・授業のオリエンテーション 

・キャリアデザインとは何か？何故必要

なのか？  

・公と私について考える 

・自分にとって“キャリアデザイン”とは何かを考え

ること(事前：0.5 時間) 

2 さぁ始めよう！大学生活を 

・大学で学ぶということを理解する 

・「学修」の意味を学ぶ 

・学ぶためのスキルを身につける 

・大学で学ぶ意味について考えること(事前：0.5

時間) 

3 
社会化と大学-摂南大学を知

る- 

・摂南大学の建学の精神と教育理念を理

解する  

・摂南大学の中にある「機会」について

知る 

・社会化について考える 

・摂大生として、建学の精神と教育理念を理解する

こと(0.5 時間) 

・大学の中にある「機会」の活用の仕方を考えるこ

と(事後：0.5 時間) 

・大学生活での目標を考えること(0.5 時間) 

4 自己効力感を高めよう 

・学生生活において目標とすることを考

える 

・自己効力感を高めることの意味を知る 

・個人ワークのインストラクション 

・設定された個人ワークに取り組むこと(事後：２

時間) 

5 
SDGs について考えよう 

グループ課題の設定 

・SDGs に対する理解を深める 

・グループワーク 

・グループで工程管理を考える 

・SDGs とは何かについて予習をしておくこと(事

前：0/5 時間) 

・グループで課題に取り組むこと(2時間) 

6 社会は君を待っている 

・日本の労働事情の推移を知る 

・社会で求められている力について考え

る 

・社会で求められる人材について考えること(事

後：0.5 時間) 

7 社会の仕組み① 

・GDP から見る社会の仕組み  

・労働と貨幣 

・税金について考える 

・経済・金融と私たちの生活の結びつきを考えるこ

と(事後：0.5 時間) 

8 社会の仕組み② 
・税金について考える 

・社会の問題についてディスカッション 

・配布資料を熟読し、社会の仕組みについて考える

こと(事後：0.5 時間) 

9 自分づくり① 
・自分の良いところを 20 個挙げる 

・ペアワーク 

・自分の長所や短所について考え、周囲の人にも聴

くこと(事前：0.5 時間) 

10 自分づくり② 

・ワークシート記入 

・ペアワーク 

・大学４年間の目標設定 

・大学へ入学した目的と学生としての自分の目標を

再確認すること(事後：0.5 時間) 

11 スケジューリング術 

・社会人基礎力を理解する  

・PDCA サイクルを身につける  

・入学から今までの大学生活を振り返る 

・未来履歴書を書いてみる 

・社会人基礎力を実践する方法を考えること(事

後：0.5 時間) 

12 ビブリオバトル 
・ビブリオバトルで発表をする準備 

・グループ内で発表する 

・他者に紹介したい本を選び、発表の準備を行うこ

と(事前：１時間) 

13 グループ課題の発表会 グループ課題の発表会 

・プレゼンテーションの準備をすること(事前：0.5

時間) 

・他グループのプレゼンテーションの内容を復習す

ること(事後：0.5 時間) 

14 グループ課題の発表会 ・グループごとのプレゼンテーション 

・プレゼンテーションの準備をすること(0.5 時間) 

・他グループのプレゼンテーションの内容を復習す

ること(事後：0.5 時間) 

15 講義のおさらい 
・講義４で行った個人ワークの振り返り 

・講義の振り返り 

・夏休み以降の大学生活の目標を考えること(0.5

時間) 

・期末レポートを作成すること(1.5 時間) 

 

関連科目 
キャリアデザインⅡ 、キャリアデザインⅢ 、インターンシップ 

エンプロイメントデザイン Ⅰ、エンプロイメントデザインⅡ 

教科書  
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番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
平常点（30%）、グループ課題(20%) 、最終レポート（50%）で総合的に評価する。 

学生への 

メッセージ 
自分の将来を考える授業であると認識し、能動的に参加すること。 

担当者の 

研究室等 

水野 武（７号館３階） 

加野  佑弥（７号館５階） 

備考 
必要に応じて授業内でレジュメを配布する。 

なお、課題の提出方法は教員により異なる（Moodle か Web フォルダー等）ので各教員の指示に従うこと。 
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科目名 キャリアデザインⅡ 科目名（英文） Career Planning II 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 １年 クラス  

単位数 1 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 坂口 有芸.加野 佑弥 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング ICA1350a1 

 

授業概要・ 

目的 

この授業を通じて学生には、現代社会で生じているさまざまな事象を氾濫する情報から的確にとらえ、それらを起点に思考し、自らの活かし方、

伸ばすべきポイントについて考えるようになることが期待される。 

講義は担当者の実務経験を元に議論を進行することもある。  

 

SDGs.4-4 

SDGs.8-6 

到達目標 
将来、就きたい職業を模索し、そのために今何を行うべきかを自ら考え、宣言できるようになることである。 

講義内で行われるグループディスカッションを通じて、他者理解及びコミュニケーションの必要性を理解する。（DP1） 

授業方法と 

留意点 
講義だけでなく、グループワークや個人で考えるワークを織り交ぜて進行するので、能動的な態度で受講すること。 

科目学習の 

効果（資格） 
来るべき就職活動に向けて、自分に必要な能力を自覚し、計画的に実行に移すことができる。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 オリエンテーション 
・講義の目的・内容の解説 

・評価の方法 

・大学生活１年目で経験したことを思い出しておく

こと(事前：１時間) 

・配布したレジュメを見直すこと(事後：0.5 時間) 

2 社会を知る① 

・なぜ仕事をするのか 

・仕事観について考える 

・仕事の成果とは他者への貢献であるこ

とを学ぶ 

・人はなぜ働くのかについて仕事をしている一にイ

ンタビューしててまとめ、グループ討議の準備をし

ておくこと(事後：２時間) 

3 社会を知る② 
・課題「働く人を取材してレポート」の

グループ討議とプレゼンテーション 
・グループ討議の内容を振り返ること(0.5 時間) 

4 社会を知る③ 

・視点/視座/視野の使い方事例を知る 

・業種・職種の概念を理解する 

・川上～川下の概念の理解 

・配布資料を読み返し、どのような業種・業界があ

るか調べること(事後：0.5 時間) 

5 社会を知る④ 
・会社・業種・職種を理解する 

・付加価値について考える 

・配布資料を見直し、どのような職種・会社がある

のか調べること(0.5 時間) 

6 自分を知る① 
・特性と心がけ、自己 PR の組み立て方

を学ぶ 

・自身の特性について考えること(事前：0.5 時間) 

・配布資料を見直し、自らの強みについて考えるこ

と(事後 1時間) 

7 自分を知る② 

・学生生活を振り返る 

・学生生活で自分を高めるための方法を

考える 

・自身の学生生活を振り返ること(事前：0.5 時間) 

・配布資料を見直し、今後の学生生活の過ごし方を

考えること(0.5 時間) 

8 自分を高める① 
・今までの習慣を見直し、自分を高める

必要性を認識する 

・講義を踏まえ、これからの大学生活における自身

の習慣について振り返ること(事後：0.5 時間) 

9 自分を高める② 
・今までの習慣を見直し、自分を高める

必要性を認識する 

・講義を踏まえ、これからの大学生活における自身

の取り組むべきことについて考えること(事後：0.5

時間) 

10 自分を高める③ 

・リーダーシップ開発 

・リーダーシップのタイプを知る 

・リーダーシップコミュニケ―ションを

学ぶ 

・講義の内容を日常生活で実践すること(1.5 時間) 

11 自分を知る③ 
・モチベーションについて理解する 

・自身のやる気の源泉を理解する 

・自身の「やる気が出る時と出ない時」の差につい

て考える(事前：0.5 時間) 

・自身の「やる気の源泉」を言語化すること(0.5

時間) 

12 社会を知る⑤ 
・ライフイベントを考える 

・ライフイベントにかかる費用を知る。 

・配付資料を見直し、自らの将来について考えるこ

と(0.5 時間) 

13 自分を高める④ ・講義⑨⑩⑪の実践報告の共有と発表 
・発表及びグループ討議の準備をしておくこと(事

前：１時間) 

14 社会を知る⑥ 
・ニッポンの課題について考える 

・未来の働き方を考える 

・日本を取り巻く課題につて調べること(事前：0.5

時間) 

15 授業のおさらい ・講義のおさらい 
・課題の出し忘れ等がないか確認しておくこと(0.5

時間) 

 

関連科目 キャリアデザインⅠ・Ⅲ、インターンシップ 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
グループワーク（20%）、授業参加度（30%）、レポート（50%）を総合的に評価する。 

学生への 来たるべき就職活動に向けて日々の生活を振り返り、準備することを第一とし授業を行うので、卒業後の「あなた」になるために積極的に参加す
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メッセージ ること。 

担当者の 

研究室等 

坂口有芸（7号館 5階） 

加野佑弥（７号館５階） 

備考 
必要に応じて授業内でレジュメを配布する。 

なお、課題の提出方法（Moodle、Teams、Web フォルダー等）は教員の指示に従うこと。 



摂南大学シラバス 2024 

科目名 スポーツと健康 科目名（英文） Sports and Health 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 今浦 千信 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IPH2360a1 

 

授業概要・ 

目的 

健康課題について考えるとともに、自らの健康づくりや疾病予防に積極的に取り組むことが求められている。 

本講義では、生涯を通した健康・スポーツのあり方の重要性について学習し、健康保持増進について実践することができる基礎的な知識を身につ

ける。 

到達目標 

【準備学習について】 

健康に関する記事や映像などから事前に情報を得るようにしておく。 

また、スポーツや運動で興味や関心または問題点をあらかじめ見つけておくこと。 

 

【到達目標について】 

（１） 健康課題について理解し、豊かなスポーツライフの実現について考えることができる。 

（２） スポーツの楽しみ方を知る｛する」「見る」「支える」 

（３） 健康とスポーツの関わりに対してその見方、考え方を働かせ課題を挙げ検討することができる。 

授業方法と 

留意点 

講義形式で授業を進める。  

資料配布、パワーポイント等を用いる。グループディスカッションを通して他人の意見を聞きいれ、自分の考えを他人に伝えたりする。 

科目学習の 

効果（資格） 
自分の健康について考えることができる。スポーツの楽しみ方を知ることができる。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
ガイダンス 

健康とは 

授業内容 

評価方法について 

 

健康の概念について 

事前：シラバスの確認（30 分） 

事後：講義のふりかえり（30 分） 

2 ヘルスプロモーション 
日本や海外における健康政策について

知る 

事前：事前資料の確認（30 分） 

事後：講義のふりかえり（30 分） 

3 スポーツと体力 
体力とはなにか 

自分の今の体力を考えてみよう 

事前：事前資料の確認（30 分） 

事後：講義のふりかえり（30 分） 

4 食事と健康 

私たちのからだを構成する骨、筋肉、内

臓、神経などについて知りそれらを作る

栄養素について考える 

事前：事前資料の確認（30 分） 

事後：講義のふりかえり（30 分） 

5 睡眠と健康 生活のリズムを整える 
事前：事前資料の確認（30 分） 

事後：講義のふりかえり（30 分） 

6 生活習慣病について メタボリックシンドローム 
事前：事前資料の確認（30 分） 

事後：講義のふりかえり（30 分） 

7 スポーツと安全 
心肺蘇生法 

熱中症対策など 

事前：事前資料の確認（30 分） 

事後：講義のふりかえり（30 分） 

8 フェアプレーの精神 ドーピングと健康、薬物と健康 
事前：事前資料の確認（30 分） 

事後：講義のふりかえり（30 分） 

9 競技スポーツ アスリートと健康 
事前：事前資料の確認（30 分） 

事後：講義のふりかえり（30 分） 

10 
スポーツはもっとオモシロ

イ 

スポーツの楽しみ方を知り、積極的に健

康について考える。地域とスポーツの関

わり方について考える 

事前：事前資料の確認（30 分） 

事後：講義のふりかえり（30 分） 

11 スポーツボランティア 支えるスポーツ 
事前：事前資料の確認（30 分） 

事後：講義のふりかえり（30 分） 

12 
パリ 2024 夏季オリンピック

について 

オ リ ン ピ ッ ク の 歴 史               

興味のある種目についてグループディ

スカッションをし、意見をまとめて発表

する 

事前：事前資料の確認（30 分） 

事後：講義のふりかえり（30 分） 

13 
パリ 2024 夏季オリンピック

について 

興味のある種目についてグループディ

スカッションをし、意見をまとめて発表

する 

事前：事前資料の確認（30 分） 

事後：講義のふりかえり（30 分） 

14 生涯スポーツ 

生涯にわたって自分が取り組んでいけ

そうな運動についてグループディスカ

ッションにより、意見をまとめて発表す

る 

事前：事前資料の確認（30 分） 

事後：講義のふりかえり（30 分） 

15 
 レポート課題 

まとめ 
スポーツと健康に関するまとめ 

事前：事前資料の確認（30 分） 

事後：今後についての検討（30 分） 

 

関連科目 スポーツ科学実習Ⅰ・Ⅱ 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

毎回の小レポート（５０％） 

グループワーク（２０％） 
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授業まとめのレポート（３０％） 

で評価し、60％以上で合格とする。 

学生への 

メッセージ 
 

担当者の 

研究室等 
総合体育館１F 体育館事務室 

備考 
初めのガイダンスには必ず出席のこと。 

欠席を 5回以上した際の単位取得は認めない。 
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科目名 数的能力開発Ⅰ 科目名（英文） Development of Arithmetic Ability I 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 1 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 津村 忠 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IKY2369a1 

 

授業概要・ 

目的 

数的分野（算数・数学）を学習します。数的能力は社会に出てから活用する場面が多くあります。また数的能力を高めることは、論理的思考力を

高めることにも繋がります。よってこの授業では、将来のキャリア形成に活かせるよう数的能力を高めることを目的とします。講師陣は様々な実

務経験を有しています。仕事上で数学を活用してきた経験を元に数的能力を高めていくことを目指します。 

前期は、数的能力の基礎を中心に学習します。算数・数学の基礎知識、公式など、使わないと忘れがちな内容にも取り組みます。中学や高校の授

業で数学が嫌い・苦手だったという人の学び直しにも適しています。 

到達目標 この授業を通して、授業で取り組んだ数的問題を概ね解けるようになっていることが求められる。 

授業方法と 

留意点 

まずは自力で解く→講師による解説→類題を解くという流れで、問題を確実に理解し、解けるようにしていきます。授業に集中して臨むことで、

社会で必要とされる算数・数学の力が向上するでしょう。 

毎回異なる内容に取り組むため、講義で取り扱った問題の復習を必ず行い、学んだことを確実に定着させるようにしてください。 

科目学習の 

効果（資格） 
大学生・社会人として必要最低限の数学の素養を身につける。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
オリエンテーション 

実力テスト 
講義概要説明、実力テストの実施 実力テストの復習 

2 計数問題① 割合と比 
事前にテキストの問題を読んでおくこと（10 分）・

講義で取り扱った問題の復習（1時間） 

3 計数問題② 割合の応用問題 
事前にテキストの問題を読んでおくこと（10 分）・

講義で取り扱った問題の復習（1時間） 

4 計数問題③ 損益算 
事前にテキストの問題を読んでおくこと（10 分）・

講義で取り扱った問題の復習（1時間） 

5 計数問題④ 速度算① 
事前にテキストの問題を読んでおくこと（10 分）・

講義で取り扱った問題の復習（1時間） 

6 計数問題⑤ 速度算② 
事前にテキストの問題を読んでおくこと（10 分）・

講義で取り扱った問題の復習（1時間） 

7 総復習① 計数問題復習 今まで学習した問題全てを事前に復習（2時間） 

8 中間テスト 中間テスト 今まで学習した問題全てを事前に復習（2時間） 

9 論理問題① 集合 
事前にテキストの問題を読んでおくこと（10 分）・

講義で取り扱った問題の復習（1時間） 

10 論理問題② 場合の数 
事前にテキストの問題を読んでおくこと（10 分）・

講義で取り扱った問題の復習（1時間） 

11 論理問題③ 確率 
事前にテキストの問題を読んでおくこと（10 分）・

講義で取り扱った問題の復習（1時間） 

12 論理問題④ 表の読み取り 
事前にテキストの問題を読んでおくこと（10 分）・

講義で取り扱った問題の復習（1時間） 

13 論理問題⑤ 推論① 
事前にテキストの問題を読んでおくこと（10 分）・

講義で取り扱った問題の復習（1時間） 

14 論理問題⑥ 推論② 
事前にテキストの問題を読んでおくこと（10 分）・

講義で取り扱った問題の復習（1時間） 

15 総復習② 論理問題復習 全ての問題を事前に復習（2時間） 

 

関連科目 就職実践基礎・コミュニケーション能力開発 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 厳選！数学的リテラシー問題集 PS 出版事業部 PS 出版事業部 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
小テスト 40%、中間テスト・最終テスト 50%、SmartSPI 10% 

学生への 

メッセージ 

社会で使うことのできる算数や数学を身につけていただければと思います。また、質問はどんなことでも遠慮なく質問してください。 

毎回の復習なくして数的能力の向上はありえません。毎週 1時間程度の予習復習を必ず行ってください。 

担当者の 

研究室等 
7 号館 3階 教育イノベーションセンター 

備考 

Teams コードは、コピー＆ペーストでの入力を推奨します。 

実施した小テスト、中間テストのフィードバック（解答・解説）は moodle に掲示、あるいは次回授業内で実施する予定です。 

テキストのほか、一冊ノートを作ることを奨励します。 
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科目名 産業技術史 科目名（英文） History of Industrial Technology 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 照元 弘行 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング INA3321a1 

 

授業概要・ 

目的 

様々な産業で用いられる技術を「産業技術」という。この「産業技術」は、どのような経路をたどりながら、何を原動力として発展してきたかと

いう問題について考える。本講義では、様々な「産業技術」の変遷を体系的に捉え、地球規模での産業技術の役割について考え、これまでに築か

れてきた技術を学習・理解することで、今後、独創的な技術を生み出していく手がかりを提供する。 

到達目標 

幅広い教養と地球的視野をもった技術者になるための基礎を身につけることである。具体的には、それぞれの産業技術の歴史を学習・理解するこ

とで、技術者として幅広い教養を、また、情報社会の世界情勢や地球環境問題を学ぶことで、物事を地球的視点から多面的に捉える能力と素養を

身につけることを到達目標とする。 

授業方法と 

留意点 

講義の資料・レポートなどは全て「moodle」を利用して入手してください。レポートの提出も同様です。産業技術をできるだけわかりやすく理解

してもらうために、可能な限りできるだげ多くの資料と視聴覚教材を用いて解説する予定である。 

科目学習の 

効果（資格） 

現在の産業技術社会は、膨大な情報と知識の専門化が進んでおり、この産業技術の世界を系統的に学ぶ機会は、一般教養科目を学ぶ以外の時期に

は少なくなる傾向にあり、他分野の知識の吸収には、自分自身で常に努力していく必要がある。それゆえ、できるだけ早い時期に産業技術の源を

学んでおくことは、多くの分野に興味をもつための一助になると考えている。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 

産業技術史を学ぶにあたっ

て／特許から見た産業発展

史 

産業技術史を学ぶ意味を考える。 

明治時代の近代日本創生から現代のプ

ロパテント時代まで、日本の産業発展に

特許制度が果たした役割を理解し、我が

国の歴史から産業発展と特許制度の関

係を学ぶ。 

課題レポート提出① 

2 
製鉄・鉄鋼産業の技術史①：

たたら製鉄の技術 

金属材料の基礎について学ぶ。 

伝統の日本製鉄法「たたら」について学

ぶ。 

課題レポート提出② 

3 
製鉄・鉄鋼産業の技術史②：

近代製鋼法の技術 

製鉄・鉄鋼産業の技術発展史とその公

害・環境対策について学ぶ。 
課題レポート提出③ 

4 
製鉄・鉄鋼産業の技術史③：

高炉の技術 

製鉄所のシンボルである高炉について

学ぶ。 
課題レポート提出④ 

5 
製鉄・鉄鋼産業の技術史④：

新素材の技術 

国産技術で育てた画期的な次世代の鉄

「超鉄鋼」、「超電導材料」などについて

学ぶ。 

課題レポート提出⑤ 

6 
自動車産業の歴史①：自動車

産業のあけぼの 

国産自動車トヨダ AA 型の開発を事例に

して、日本の自動車産業を学ぶ。 
課題レポート提出⑥ 

7 
自動車産業の歴史②：自動車

産業の基礎技術 

自動車産業の生産技術およびエンジン、

ブレーキ、タイヤなどの基本技術を学

ぶ。 

課題レポート提出⑦ 

8 

自動車産業の歴史③：低公害

自動車「CVCC エンジン」の

技術 

自動車産業の公害・環境問題について学

ぶ。 

ここでは、低公害エンジン「CVCC」を事

例にして学ぶ。 

課題レポート提出⑧ 

9 

自動車産業の歴史④：ハイブ

リットカー・電気自動車の技

術 

自動車産業の公害・環境問題について学

ぶ。 

ここでは、「ハイブリッドカー」、「電気

自動車」を事例にして学ぶ。 

課題レポート提出⑨ 

10 
自動車産業の歴史⑤：燃料電

池自動車の技術 

自動車産業の公害・環境問題について学

ぶ。 

ここでは、燃料電池の技術と「究極のエ

コカー」である燃料電池自動車について

学ぶ。 

課題レポート提出⑩ 

11 
鉄道産業の歴史①：高速鉄道

のかかえる社会的問題 

国と地方の問題から「新幹線問題」につ

いて学ぶ。 
課題レポート提出⑪ 

12 
鉄道産業の歴史②：新幹線の

技術 

高速鉄道「新幹線」の開発の歴史とその

主要技術について学ぶ。 

新幹線を作る様々な技術（町工場がもつ

アナログ的な技術）を学ぶ。 

課題レポート提出⑫ 

13 
鉄道産業の歴史③：リニアモ

ーターカーの技術 

未来の高速鉄道「リニアモーターカー」

について学ぶ。 

また、これからの鉄道の公害・環境対策

技術、安全対策技術について学ぶ。 

課題レポート提出⑬ 

14 公害・環境対策の技術史 

産業競争力強化の重要な柱の１つであ

る「ISO14001」の認証取得の事例を解説

する。 

題レポート提出⑭ 

15 世界の産業技術 
産業技術の未来への取り組みについて、

子どもたちへの活動を通して考える。 
課題レポート提出⑮ 

 

関連科目 産業技術史は、多面的で複合的な科目であることから、大学において、できるだけ数多くの科目を習得すれば、必ず役立つと思います。 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 
番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    
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2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

各授業毎の課題レポート（全 15 枚）を 100 点配分で評価する。なお、評価の基準は、すべての課題レポートを提出し、それぞれのレポートの内

容について、題意把握・内容理解、論理構成・考察力、表現・文字の正確さなどから総合的に評価し、60 点以上を合格とする。なお、課題レポ

ートのフィードバックは、「moodle」を利用する予定である。上記に加えて後期期末試験を 100 点配分で実施し、60 点以上を合格とする。最終評

価は、レポートが 50％、後期期末試験が 50％配分の 100 点満点で総合評価し、60 点以上を合格とする。 

学生への 

メッセージ 

各授業毎の課題レポートは、全て期限内に提出してください。レポートの作成においては、レポート課題の理解、課題に沿った解答、内容の正確

な理解、専門用語の正確な理解、論理的でわかりやすい展開、自分なりの視点で課題を考察、独創性の芽が感じられる内容を書けるように整理し、

文章にまとめる力をつけてください。 

担当者の 

研究室等 
7 号館 2階 非常勤講師室 

備考 
講義のキーワードとして、「特許」、「公害・環境問題」、「アナログ的な技術・デジタル的な技術」などを示しておく。 

事前事後学習時間は、毎講義当たり、レポート作成、予習、復習の学習時間として 2時間程度である。 
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科目名 コミュニケーションⅠ 科目名（英文） Communication I 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 1 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 津村 忠.橋本 朗子 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IJA2346a1 

 

授業概要・ 

目的 

社会で必要なコミュニケーションスキルを習得するための授業です。読む・書く・話す・聴くの４技能は常に求められるスキルですが、それらは

「技術」として認識し、訓練することによってより実践的なものに高めることが可能です。この授業では毎回「こちらの意図を的確に伝える」技

術や「相手の意図を十分に理解する」技術、すなわち「話す」「聴く」技術を高める練習をします。普段、ディスカッションをしたり、プレゼン

テーションを練習する機会はあまりありません。講義を通じてこれら社会で求められる力を身につけたい人は受講をお勧めします。 講師陣はそ

れぞれが、人材採用・社会人教育の前線で長年実務を経験したり、航空業界で多種多様な価値観触れた経験や、様々な業界で実務経験を持ち、「話

す」「聴く」技術を活用してきました。そういう経験も活かして、社会で使えるコミュニケーション能力の獲得を目指します。 

到達目標 

この授業を通じて学生には、高度なコミュニケーションスキルにより社会活動において自らが望む相応の結果を出せるようになることが期待され

る。 

SDGs4 

SDGs10 

授業方法と 

留意点 

授業は理論と実践で構成されています。コミュニケーション能力は理論を知ったうえで、アウトプットする訓練が必要です。実践については授業

の性質上、ペアワーク、グループワーク、プレゼンテーションになることもあります。対面時は必ずマスク着用、適度な距離を保つことに留意し

てください。 

社会状況によってはオンラインになることもあります。情報は Microsoft Teams にて発信しますので、必ず確認するようにしてください。 

科目学習の 

効果（資格） 
 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 コミュニケーションとは コミュニケーションの本質を考える。 

事前にシラバスを熟読しておくこと。 

講義内容を復習し、理解しておくこと。 

(目安：30 分) 

2 傾聴力、質問力を高める 

聴くための技術の基本的な方法と聞い

た内容を深めるための質問方法につい

て学ぶ。 

事前にコミュニケーションの本質を理解しておく

こと。 

講義内容を復習し、実践すること。 

(目安：30 分) 

3 
ロジカルコミュニケーショ

ン 
論理的に会話するための基礎を学ぶ。 

事前に論理的思考方法の概略を理解しておくこと。 

講義内容を復習し、実践すること。 

(目安：1時間) 

4 コミュニケーションの技法 
相手により伝わるための非言語コミュ

ニケーションについて学ぶ。 

事前に非言語コミュニケーションの概略を調査・確

認しておくこと。 

講義内容を復習し、実践すること。 

(目安：1時間) 

5 プレゼンテーション① 
プレゼンテーションの基礎について学

ぶ。 

事前にプレゼンテーションの概略を調査・確認して

おくこと。 

講義内容を復習し、実践すること。 

(目安：1時間) 

6 プレゼンテーション② 
プレゼンテーション（個人プレゼンの準

備） 

事前に前回講義に基づく実践成果を整理しておく

こと。 

講義内容を復習し、実践すること。 

(目安：1時間) 

7 プレゼンテーション③ 

プレゼンテーション（個人プレゼン完

成） 

※評定あり 

事前に前回講義に基づく実践成果を整理しておく

こと。 

講義内容を復習し、各自プレゼンテーションの準備

とシナリオ作成を行うこと。 

(目安：2時間) 

8 言語理解① 
社会で必要とされる言語理解の基礎に

ついて学ぶ。 

事前に各種言語問題に目を通しておくこと。 

学習範囲を復習しておくこと。 

(目安：1時間) 

9 言語理解② 
社会で必要とされる言語理解の応用に

ついて学ぶ。 

事前に各種言語問題に目を通しておくこと。 

学習範囲を復習しておくこと。 

(目安：1時間) 

10 言語理解③ 

社会で必要とされる言語理解の基礎と

応用の演習問題を解く。 

※評定あり 

事前に各種言語問題に目を通しておくこと。 

学習範囲を復習しておくこと。 

(目安：1時間) 

11 
グループディスカッション

① 

グループディスカッションの基礎につ

いて学ぶ。 

事前にディスカッションの概略を調査・確認してお

くこと。 

講義内容を復習し、実践すること。 

(目安：1時間) 

12 
グループディスカッション

② 

グループディスカッションの演習（基本

編）で学ぶ。 

事前に前回講義に基づく実践成果を整理しておく

こと。 

講義内容を復習し、実践すること。 

(目安：1時間) 

13 
グループディスカッション

③ 

グループディスカッション実践演習（模

擬選考） 

※評定あり 

事前に前回講義に基づく実践成果を整理しておく

こと。 

講義内容を復習し、実践すること。 

(目安：1時間) 

14 
ダイバーシティ・コミュニケ

ーション 

多様性社会の中、望まれるコミュニケー

ションスキルを学ぶ。 

事前にダイバーシティの概略を調査・確認しておく

こと。 

講義内容を復習し、実践すること。 

(目安：2時間) 

15 総合演習 

これまで実施した授業の内容を踏まえ、

自分を的確に且つ効果的に表現するこ

と学び、実践する。 

事前に全ての範囲を復習しておくこと。 

(目安：2時間) 



摂南大学シラバス 2024 

※評定あり 

 

関連科目 キャリアデザインⅡ、数的能力開発、就職実践基礎 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
毎回の小レポート 30 点、プレゼンテーション 15 点、言語理解 20 点、グループデイスカッション 10 点、総合演習レポート 25 点 

学生への 

メッセージ 

人間は「社会的動物」です。他者との関係の中で生きていかねばなりません。他者との関係性を良好に保つことは、豊かな人生を送るための重要

な条件になります。そのために求められるものが「コミュニケーション能力」と言われており、これはビジネスシーンにおいても同様です。コミ

ュニケーションを楽しみながら、適切に行えるようになっていきましょう。 

担当者の 

研究室等 
7 号館 3階 全学教育機構 

備考  



摂南大学シラバス 2024 

科目名 キャリアデザインⅢ 科目名（英文） Career Planning III 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 1 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 水野 武 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング ICA3351a1 

 

授業概要・ 

目的 

本講義は就職活動に関する知識と実践技法も学ぶための講義である。 

この科目を通じて、学生は、学生生活での学びを活かし、社会で求められ、活躍できる人材（人財）になるために何をすべきかを考えられるよう

になることが期待される。 

なお、授業担当者の人材業界での業務経験・起業経験を講義に活かす講義の内容となる。 

到達目標 
自分を振り返り、社会をよく知り、選択肢を発見し、自分の特性や強みについて、他者に伝えられることができる。 

その結果、満足のいく就職活動、進路選択ができるようになる。 

授業方法と 

留意点 
講義では教員と学生、学生同士で対話をしながら進行をするので、能動的な姿勢が求められる。 

科目学習の 

効果（資格） 
授業を通して自分の成長に気づき、他者に自分の意志が伝えられるようになる。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 オリエンテーション 
・講義の目標、進め方、評価方法の解説 

・就職活動のスケジュールを知る 
事後学習：配付資料を熟読すること(１時間) 

2 ビジネス研究① ・業界・会社・職種を知る 
事後学習：配付資料を熟読し、どんな業界があるの

かを調べること(１時間) 

3 ビジネス研究② 
・成長企業のキーワード 

・会社研究について 

事後学習：配付資料を熟読し、どんな会社があるの

かを調べること(１時間) 

4 ビジネス研究④ 

・会社の経営理念について考える 

・ブラック企業問題について考える 

・いい会社とは何かについて考える 

事後学習：配付資料を熟読し、自分のワークスタイ

ルを考えること(１時間) 

5 ビジネス研究⑤ 
・事業立案のフレームを学ぶ 

・グループでビジネスプランを立てる 

事後学習：配付資料を熟読氏、グループワークに取

り組むこと(２時間) 

6 営業思考を身につける 
・どのような仕事に従事するでも役に立

つ営業思考の基本を身につける 

事前学習：プレゼンテーションの準備をしておくこ

と(１時間) 

7 ビジネス研究⑦ ・グループでプレゼンテーションを行う 

事前学習：プレゼンテーションの準備をしておくこ

と(１時間) 

事後学習：他グループのプレゼンテーションを振り

返ること(0.5 時間) 

8 自分を知る① ・自分の将来を描いてみる 
事後学習：配付資料を熟読し、自分の未来について

考えること(１時間) 

9 自分を知る② ・自分の強み、学生生活を振り返る 
事後学習：配付資料を熟読し、自分について振り返

ること(0.5 時間) 

10 自分を知る③ 
・ワークシートを使って自分の特性を確

認する 

事後学習：配付資料を熟読し、自分の特性について

考えること(0.5 時間) 

11 自分のことを伝える 
・エントリーシートとは何かを知る 

・読み手の着眼点を理解する 

事後学習エントリーシートを作成する準備をして

おくこと(1 時間) 

12 
グループでのコミュニケー

ション① 

・グループディスカッションの種類を知

る 

・グループディスカッションを実際に体

験してみる 

事後学習：配付資料を熟読し、自身のグループへの

貢献の仕方を考えること(1 時間) 

13 
グループでのコミュニケー

ション② 

・議論を進めるためのファシリテーショ

ン術を学ぶ 

事後学習：配付資料を熟読し、グループへの貢献の

仕方を考えること(1 時間) 

14 
面接における対人コミュニ

ケーション 

・面接における対人コミュニケーション

について考える 

・面接のメカニズムを知る 

事後学習：配付資料を熟読し、対面での対人コミュ

ニケーションについて考えること(1時間) 

15 講義のまとめ 
・成果を上げるための行動計画立案 

・講義のまとめ 

・提出物など、出し忘れが無いか確認すること(１

時間) 

 

関連科目 
・キャリアデザイン、インターンシップ基礎、ビジネスマナーⅠ・Ⅱ、インターンシップⅠ・Ⅱ、数的能力開発、コミュニケーション能力開発、

エンプロイメントデザインⅠ・Ⅱ 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
講義での提出物（30％）、グループ課題(20%)、期末レポート（50％）を総合的に評価する。 

学生への 

メッセージ 

みなさんの将来のことを一緒に考えましょう。なお、履修人数の増減に伴うグループワーク時のグループ数により講義内容の一部に変更が生ずる

可能性があるので注意すること。 

担当者の 

研究室等 
水野講師室（７号館３階） 

備考 
参考文献・書籍は必要に応じて適宜提示する。 

なお、各回の課題および小レポートへのフィードバックは全体に対して行う。 



摂南大学シラバス 2024 

科目名 ビジネス実務 科目名（英文） Practical Business Studies 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 奥田 和子 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング ICA3355a1 

 

授業概要・ 

目的 

ビジネス活動という場とそこで働く人間のビジネスワークについて概説し、企業等のビジネス組織において求められる資質・能力・技術について

考察を深める。企業等のビジネス組織において積極的なビジネス・コミュニケーションの必要性とそれを駆使しての人間関係調整の重要性につい

て学ぶことを目的とする。ホテル実務経験者として、対人技能やコミュニケーションスキルの重要性を伝え、またキャリア支援デザイナーとして

の観点から人間関係について話をします。 

到達目標 
クリエイティブなビジネスパースンとして求められる実務能力の開発とキャリア形成について探求し、「わかることからできること」への一致を

目標とする。（DP1） 

授業方法と 

留意点 

テキストは Web 上にアップロードするので、各自で事前に準備すること。授業は、講義中心で進めるが、ペアワーク、グループワークも実施する。

毎回、学修課題の提出があるのできちんと取り組むこと。提出した課題については、授業内にてフィードバックを行う。質問等は授業中に受け付

ける。 

科目学習の 

効果（資格） 
社会人としての第一歩を踏み出すための素養が身に付く。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 

オリエンテーション 

－あいさつの重要性（理論と

実践） 

・授業のオリエンテーション 

・授業のルール 

・あいさつの真の意味とは 

・正しい基本姿勢を学ぶ 

・事前学修：ビジネスマナーとは何かを考えること

(30 分） 

・事後学修：ビジネスマナーとは何か、400 字でま

とめること(60 分） 

2 仕事の進め方と組織活動 

・定型業務と非定型業務 

・コスト意識とエコ活動 

・仕事の基本の 8つの意識 

・話し方と聞き方 

・事前学修：企業のエコ活動について調べること(30

分） 

・事後学修：仕事とは何か、まとめること(60 分） 

3 目標設定と PDCA サイクル 

・目標設定（MBO) 

・PDCA とは 

・チームと個人の役割 

・事前学修：PDCA について調べること(30 分） 

・事後学修：あなたの日常生活における MBO とと

PDCA を考え、まとめること(60 分） 

4 スケジュールと出張業務 
・スケジュールの作り方 

・業務としての出張-YTT 方式- 

・事前学修：あなたの 1週間予定表を作成すること

(30 分） 

・事後学修：あなたの予定表作成について振り返り、

まとめること(60 分） 

5 ビジネスの場での敬語表現 

・基本的な敬語表現の復習 

・ビジネスの場での使用方法-TPO をも

とに- 

・事前学修：敬語プリント①をすること(30 分） 

・事後学修：ケーススタディプリントをすること(60

分） 

6 電話応対 

・ビジネスフォンの扱い方 

・5W2H から 6W3H へ 

・簡潔メモの作り方 

・不在処理と伝言 

・事前学修：電話応対プリントをすること(30 分） 

・事後学修：ロールプレイングを繰り返すこと(60

分） 

7 来客応対 

・組織図と対応 

・簡単な応対から不在処理や重複処理ま

で 

・名刺交換 

※対面授業に切り替え 

・事前学修：来客応対プリント①をすること(30 分） 

・事後学修：来客対応プリント②をすること(60 分） 

8 ホウ・レン・ソウ 

・ビジネスにおける「報連相」 

・指示の受け方 

・業務の優先順位 

・事前学修：報告・連絡・相談の重要性について調

べること(30 分） 

・事後学修：ロールプレイングを繰り返す。敬語プ

リント②をすること(60 分） 

9 ビジネス文書の基本① 

・社外文書が基本 

・商取引文書と社交文書の相違 

・社内文書と社外文書の種類 

・ファイリング 

・事前学修：ビジネス文書始める前にをすること(30

分） 

・事後学修：ビジネス文書②をすること(60 分） 

10 ビジネス文書の基本② ・実践 
・事前学修：ビジネス文書③をすること(30 分） 

・事後学修：ビジネス文書④をすること(60 分） 

11 ビジネス通信の基本 

・通信手段（電子メール、ファックス等）

の選択 

・作成上の注意点 

・郵便・宅配便の知識 

・事前学修：郵便の知識プリント①をすること(30

分） 

・事後学修：メール文書を作成すること(60 分） 

12 法的業務 

・押印と印鑑の意味 

・内容証明 

・個人情報保護（Pマーク） 

・コンプライアンス 

・事前学習：コンプライアンスについて調べること

(30 分） 

・事後学修：個人情報保護法についてレポートを作

成すること(60 分） 

13 設営の基本 

・YTT 方式からの業務遂行 

・確認の必要性 

・他部署とのコミュニケーションの必要

性 

・事前学修：同窓会幹事として同窓会を開くことを

想定し、おこなうべきことをまとめること(30 分） 

・事後学修：設営事例をまとめること(60 分） 

14 慶弔と贈答 

・慶弔時の基本的マナー 

・「式」について 

・業務としての贈答 

・事前学修：慶弔・贈答プリント①をすること(30

分） 

・事後学修：弔・贈答プリント②をすること(60 分） 

15 協働とコミュニケーション 

・外国人同僚・異文化への対応 

・働き方とキャリア開発 

・公共の場でのマナー 

・事前学修：グローバル社会へ対応するためには何

が必要かについて考えること(30 分） 

・事後学修：共生関係について自らの考えをまとめ

ること(60 分） 

 

関連科目 キャリアデザインⅠ・Ⅱ、インターンシップⅠ・Ⅱ 

教科書 
 

 番号 書籍名 著者名 出版社名  
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1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

定期試験 40％、ワーク・授業内課題等 30%、複数回のレポート課題 30%を総合的に判断する。 

ただし、出席不良者（欠席６回以上）は評価できないことがある。 

学生への 

メッセージ 

近年、企業等のビジネス組織では、かつての新入社員研修のような研修制度を充実できるほどの経済的・時間的余裕がなくなった。しかしながら、

企業等のビジネス組織ではみなさんの「ビジネス実務能力」が問われている。それは一時的な能力ではなく、学生時代から培うことのできる能力

や資質であり、みなさんが意識を変え、学ぶことによって、「わかることからできること」の一致の重要性が理解され、社会人としての第一歩を

築くことも可能となる。 

担当者の 

研究室等 
７号館５階 全学教育機構（石井） 

備考 
予習・復習に毎回２時間以上取り組むこと。レポート作成ならびに定期試験前の学習時間を含め、総時間数で 60 時間程度を目安とする。質問等

は、メールやチャットにて受け付けます。 



摂南大学シラバス 2024 

科目名 北河内を知る 科目名（英文） Introduction to Kita-kawachi Studies 

学部 学部共通 学科 地域志向系 

配当年次 １年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 増田 知也.小林 基 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：A○,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：DP8△,J 科：DP1◎,DP6◎,DP7◎,W

科：DP1◎,DP7◎,N 科：DP1◎N：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R科・A科・M科・E科・C科：TLO1453a1,L 科：LLO1355a1,D 科・S科：ILO1362a1,P 科：YLO1418a2,J 科：JLO1364a1,W 科：WLO1343a1,N

科：NLO1344a1 

 

授業概要・ 

目的 

 摂南大学と大学が立地する「北河内」に焦点をあて、この地域の市町村の「まち・ひと・しごと創生総合戦略」から、地方自治体の現状と課題

をグループディスカッションを行いながら学び、地域との関わり方を考える。 

 授業では、自らが問題意識や疑問をもちながら地域の現状を分析し、多くの疑問点（質問）をだすこと。さらに疑問点（質問）に優先順位をつ

け、それに基づいた学修・調査・研究を行うことのトレーニングを行う。 

 またグループワークで互いに議論しながら、ひとつの方向性を見出す大切さを経験する。 

 この授業は授業担当者として、北河内７市の「行政実務者」が担当する。 

到達目標 
北河内地域の歴史、文化、産業、まちづくりを知り、地域に対する愛着を醸成し、社会の一員として地域とのかかわりの大切さを認識する。 

さらに地域おける課題を発見し解決できる能力に必要な「考える力、判断する力、表現する力」を身につける。 

授業方法と 

留意点 

北河内地域の市町村の行政実務者をを学外講師とするオムニバス講義である。授業は、土曜日に集中的に実施し、毎回の授業で「自己学習・グル

ープ学習」「質疑」「グループワーク・成果物のプレゼンテーション」を行う。 

科目学習の 

効果（資格） 

ソーシャルイノベーション副専攻の必須科目である。「北河内を知る」を通じて、地域の課題を発見して解決する能力を身につけることに努力す

る。さらに、外部講師の方々と交流を深め、地域貢献活動に参画し、自ら考え行動することで、生涯にわたり学習する基盤が培われる。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
オリエンテーション 

1 限 

授業の進め方、成績評価方法 

グループワークの進め方等を学ぶ 

チームをつくり、相互理解を深める。 

事前課題：北河内地域の概要について調べる（1 時

間） 

事後課題：授業の進め方について確認する（1時間） 

2 
北河内地域に関する質疑 

2 限 

北河内地域（守口市、枚方市、寝屋川市、

大東市、門真市、四條畷市、交野市）行

政実務者との質疑応答により、地域課題

を発見する。 

事前課題：学修する市の総合戦略等について調べ、

質問をまとめる（2時間） 

3 

グループワーク・プレゼンテ

ーション 

3 限 

北河内地域の活性化・課題解決の対応策

を策定し、発表する 

事後課題：討議内容をもとに、自分の考えや意見を

まとめる。グループワークの成果物をまとめる（2

時間） 

4 
北河内地域に関する質疑 

1 限 

北河内地域（守口市、枚方市、寝屋川市、

大東市、門真市、四條畷市、交野市）行

政実務者との質疑応答により、地域課題

を発見する。 

事前課題：学修する市の総合戦略等について調べ、

質問をまとめる（2時間） 

5 
北河内地域に関する質疑 

2 限 

北河内地域（守口市、枚方市、寝屋川市、

大東市、門真市、四條畷市、交野市）行

政実務者との質疑応答により、地域課題

を発見する。 

事前課題：学修する市の総合戦略等について調べ、

質問をまとめる（2時間） 

6 

グループワーク・プレゼンテ

ーション 

3 限 

北河内地域の活性化・課題解決の対応策

を策定し、発表する 

事後課題：討議内容をもとに、自分の考えや意見を

まとめる。グループワークの成果物をまとめる（2

時間） 

7 
北河内地域に関する質疑 

1 限 

北河内地域（守口市、枚方市、寝屋川市、

大東市、門真市、四條畷市、交野市）行

政実務者との質疑応答により、地域課題

を発見する。 

事前課題：学修する市の総合戦略等について調べ、

質問をまとめる（2時間） 

8 
北河内地域に関する質疑 

2 限 

北河内地域（守口市、枚方市、寝屋川市、

大東市、門真市、四條畷市、交野市）行

政実務者との質疑応答により、地域課題

を発見する。 

事前課題：学修する市の総合戦略等について調べ、

質問をまとめる（2時間） 

9 

グループワーク・プレゼンテ

ーション 

3 限 

北河内地域の活性化・課題解決の対応策

を策定し、発表する 

事後課題：討議内容をもとに、自分の考えや意見を

まとめる。グループワークの成果物をまとめる（2

時間） 

10 
北河内地域に関する質疑 

1 限 

北河内地域（守口市、枚方市、寝屋川市、

大東市、門真市、四條畷市、交野市）行

政実務者との質疑応答により、地域課題

を発見する。 

事前課題：学修する市の総合戦略等について調べ、

質問をまとめる（2時間） 

11 
北河内地域に関する質疑 

2 限 

北河内地域（守口市、枚方市、寝屋川市、

大東市、門真市、四條畷市、交野市）行

政実務者との質疑応答により、地域課題

を発見する。 

事前課題：学修する市の総合戦略等について調べ、

質問をまとめる（2時間） 

12 

グループワーク・プレゼンテ

ーション 

3 限 

北河内地域の活性化・課題解決の対応策

を策定し、発表する 

事後課題：討議内容をもとに、自分の考えや意見を

まとめる。グループワークの成果物をまとめる（2

時間） 

13 
ワークショップ 

1 限 

ワークショップにより、より深い学びを

行う 

事前課題：学習成果を振り返り、北河内地域の特徴

や課題についてまとめる（2時間） 

14 
ワークショップ 

2 限 

ワークショップにより、より深い学びを

行う 

事前課題：学習成果を振り返り、北河内地域の特徴

や課題についてまとめる（2時間） 

15 
ワークショップ 

3 限 

ワークショップにより、より深い学びを

行う 
事後課題：授業で学んだことを復習する（2時間） 

 

関連科目 ソーシャルイノベーション副専攻科目 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    
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参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

個人課題の評価（40％）、グループごとのルーブリック評価（30％）、グループワークの成果物（30％） 

 

グループワークを行うため、毎回の出席が前提となります。 

学生への 

メッセージ 
地域創生の第一歩を踏み出してみませんか？ 

担当者の 

研究室等 
増田知也（法学部・法律学科） 寝屋川キャンパス 11 号館 10 階 

備考 
学外講師のご都合により、授業計画の内容や実施日、順序等を変更すること、学外の方が聴講すること、授業の様子をカメラ・ビデオで撮影する

ことがあります。ご了解下さい。 
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科目名 ソーシャル・イノベーション実務総論 科目名（英文） Social Innovation Studies 

学部 学部共通 学科 地域志向系 

配当年次 １年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 石井 三恵 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：A○,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：DP8△,J 科：DP1◎,DP6◎,DP7◎,W

科：DP1◎,DP7◎,N 科：DP1◎N：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R科・A科・M科・E科・C科：TLO1454a1,L 科：LLO1356a1,D 科・S科：ILO1363a1,P 科：YLO1419a2,J 科：JLO1365a1,W 科：WLO1344a1,N

科：NLO1345a1 

 

授業概要・ 

目的 

この授業を通じて学生には、以下の４点のようになることが期待される。 

 

１）ICT 部門が急速な発展を遂げているビジネス社会にあって、ビジネスパーソン自身のあり方も大きく変わってきていることを理解する。 

２）ライフスタイルの変化は、単にキャリアパスを視野に入れるのではなく、個として生きる視点を組み込む必要性を意識せざるを得ないことと、

Well-being を理解する。 

３）グローバル社会において必要とされるビジネス実務なならびにビジネス実務能力とは何かを学ぶ。 

４）変化するビジネス環境の現状と課題について考察し、社会に貢献し、革新を起こすクリエイティビティを発揮する自らの職業観を確立する。 

 

 

なお、講義は担当講師の民間企業、自治体、NPO 法人での業務及び高等教育での教育ならびに経営の経験を活かした内容も含まれる。 

 

SDGs-8.9 

到達目標 

１）ビジネスに必要なビジネス実務能力を理解し、計画的に身につける必要性を学ぶ。 

２）社会に貢献するためのビジネスという概念から、「異世代・異文化（多様性）を主体的に理解する力」、「地域社会の課題を主体的に発見する

力」、「主体的に課題を解決し、新しい価値を生み出す力」（３つの力）を理解できる。 

３）Well-being を理解し、実践するよう努める。 

授業方法と 

留意点 

第一に学問的探究をもち、偏見なく学ぶ姿勢が必要であり、第二に積極的に参画する意識を持つことを求める。 

また、座学の後、グループワークを通して課題を議論し、もしくは事前に与えた課題に関してのプレゼンテーションを行うこともある。 

科目学習の 

効果（資格） 
最終的に、初歩的なビジネスプランを立てることができる。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 オリエンテーション 

・ソーシャル・イノベーション実務総論

の概要を説明する。 

・グループワークならびにプレゼンテー

ションに関して説明する。 

・自己紹介後、グループ形成をする。 

・事前学修：自己紹介の原案を考えること（２時間） 

・事後学修：「ビジネスのイメージは？」というテ

ーマでルールを守って自由に書くこと（２時間） 

2 ビジネスの定義 

・ビジネスとは何かを考察する。 

・イノベーションが繰り返し唱えられる

理由について考察する。 

・事前学修：テキストの指定個所を熟読し、ノート

にまとめること（２時間） 

・事後学修：ソーシャルイノベーションカンパニー

の実例を調べる（２時間） 

3 
組織の種類 －営利組織と

非営利組織－ 

・阪神淡路大震災後、急速に進化した

NPO 組織について考える。 

・営利組織と非営利組織について、ディ

ベートを行う。 

・事前学修：NPO について調べること（２時間） 

・事後学修として、営利・非営利組織の対照表を作

成すること（２時間） 

4 

ビジネス環境をとらえる① 

－経済のグローバル化と高

度情報化－ 

・グローバル化の明暗について考察す

る。 

・事前学修：グローバル化とは何か、新聞記事等の

情報を集めること（２時間） 

・事後学修：日本のグローバル化に関する小レポー

トを作成すること（２時間） 

5 

ビジネス環境をとらえる②

－地球環境問題と少子高齢

社会－ 

・地球環境問題とジェンダーエンパワー

メント指数について考察する。 

・事前学修：ジェンダーエンパワーメント指数を調

べ、そこから考えたことをまとめること（２時間） 

・事後学修：地球市民として考えたことをまとめる

こと（２時間） 

6 

ビジネス現場をとらえる 

－オフィスからワークプレ

イスへ－ 

・「四角いオフィスから無限大の空間」

というテーマで自由に考える。 

・事前学修：将来の働き方をイメージし、まとめる

こと（２時間） 

・事後学修：グループで話し合ったことを主に、個

人の意見をまとめたレポートを作成すること（２時

間） 

7 ビジネス実務能力 
・「働くために必要な能力とは」、という

テーマで考える。 

・事前学習：働くために必要な知識・スキルはどの

ようなもので、   どのように身につけるかを自

身の優先順位、番号をつけた   個条書きにする

こと（２時間） 

・事後学修 ：・自分に必要な「ビジネス実務能力」

をノートにまとめること（２時間） 

8 
ビジネス実務の基本①－仕

事の進め方－ 

・企業等のビジネス組織で必要とされて

いる「ビジネス実務能力」とは何かを理

解する。 

・優先順位の付け方等、具体的な進め方

や対応の科学的対処法を学ぶ。 

・事前学修：働くために必要な知識・スキルはどの

ようなもので、どのように身につけるかをまとめる

こと。問題プリント①を解くこと（２時間） 

・事後学修：自分に必要な「ビジネス実務能力」を

まとめること。問題プリント②を解くこと（２時間） 

9 
ビジネス実務の基本②－ビ

ジネスと諸活動－ 

・自己を取り巻く環境の中で、企業等の

ビジネス組織が展開している諸活動を

理解する。 

・事前学修：CSR について調べ、まとめること（２

時間） 

・事後学修：一企業の CSR を選び、レポートを作成

すること（２時間） 

10 
ビジネス実務の基本③－ビ

ジネスと経営資源－ 

・経営資源としての人的資源を中心に学

ぶ。 

・事前学修：男女共同参画社会に関して調べ、まと

めること（２時間） 

・事後学修：・人的資源としてのヒト、あなたの目

標を書いてみること（２時間） 

11 

自己実現とキャリアプラン

ニング －セルフマネジメ

ントと自己啓発－ 

・自己啓発の必要性を理解し、ライフデ

ザインの中のキャリアデザインを考え

る。 

・社会の中における自己を位置づける。 

・事前学修：・テキストの指定個所（pp.164-174）

を熟読し、ノートにまとめること（２時間） 

・事後学修：再度自己振り返りシートを作成し直し、

職業を通した自己意識をレポートにまとめる。 
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と（２時間） 

12 

ビジネス実務の基本④－ビ

ジネスと PDCA サイクル/マ

ーケティング活動とコスト

パフォーマンスー 

・PDCA サイクルを理解する。 

・マーケティングとコストの関係につい

て理解する。 

・事前学修：業界内の２社の CM を比較し、その特

徴をノートにまとめること（２時間） 

・事後学修：次回のグループワークのために、3 つ

の NPO の資料（スライド 12～13）をしっかり読み込

むこと（２時間） 

13 
ビジネスプラン①－起業へ

の意識と「寄付の教室」－ 
・寄付行為の意味を考える。 

・事前学修：寄付の意味を考え、まとめること（２

時間） 

・事後学修：寄付行為を行う基準を考えること（２

時間） 

14 
ビジネスプラン②－プレゼ

ンテーション 

・作成したビジネスプランに基づいて発

表する。 

・事前学修：各自がテーマを見つけ、企画書を作成

し、発表練習すること（２時間） 

・事後学修：ビジネスプランの再考をする（２時間） 

15 

ビジネスプラン②－プレゼ

ンテーション発表と授業の

総まとめ 

・イノベーションの意味を再考する。 

・VUCA の時代において、新たなビジネ

スの創出について考える。 

・事前学修：この授業の学びをまとめること（２時

間） 

・事後学修を：新たな発見をすること（２時間） 

 

関連科目  

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 ビジネス実務総論 全国大学実務教育協会 紀伊国屋書店 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 

1 20 歳のときに知っておきたかったこと ティナ・シーリグ 阪急コミュニケーションズ 

2 イノベーションと企業家精神 P.F.ドラッカー ダイヤモンド社 

3 「デザイン思考」を超えるデザイン思考 
DIAMOND ハーバード・ビジネス・

レビュー編集部 
ダイヤモンド社 

 

評価方法 

（基準） 

・グループワーク（30%）、プレゼンテーション（30%）、レポート（40％）を総合的に評価する。 

・毎回、座学ののち、グループワークとプレゼンを繰り返す予定であるので、準備を怠ることがないように注意する。 

学生への 

メッセージ 

私たちが生きている社会を「ビジネス」という視点で見つめなおしたとき、異なったものが見えてきます。私たちの生活を豊かにしてくれる企業

等のビジネス組織へただ何となく参加するのではなく、その実態を理解し、自ら参画することを選びませんか。さまざまな組織ではさまざまな働

き方がありますが、基本はビジネス実務能力が求められています。それを理解したうえで、従来の社会の上に新しい視点を作り上げていきましょ

う。 

担当者の 

研究室等 
石井研究室（寝屋川キャンパス、７号館５階） 

備考 

予習・復習に毎回２時間以上取り組むこと。ロールプレイ、プレゼンテーション、レポート作成のための学習時間を含め、総時間数で 60 時間程

度を目安とする。 

学生のワークの進捗状況により、内容が前後することもある。 
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科目名 社会科・地歴科教育法Ⅰ 科目名（英文） Geography and History Education Method I 

学部 学部共通 学科 教職科目 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択必修科目 

学期 前期 授業担当者 田中 曜次 

ディプロマポリシー(DP)  

科目ナンバリング  

 

授業概要・ 

目的 

社会科教育の意義や目的、課題について、歴史的な経緯をふまえて理解する。そのうえで、中学校社会科で扱う地理的分野・歴史的分野の授業を

行うために必要な知識・授業構成方法・教育方法を学び、学習指導案を作成し、模擬授業を行う。 

模擬授業について、参加者全員で討議・批評を行うことを通して、授業者が自ら授業を改善していくための基礎的な力量を身に付ける。 

到達目標 

・学習指導要領に示されている社会科の目標や内容を理解する。 

・情報通信技術の活用も含めて、適切な教材や教育方法、評価方法を考え、それを指導案として表現し、中学校における具体的な授業場面を想定

ながら授業を行うことができる。 

・授業の実施と振り返りや共同的に行われる授業研究を通して、授業改善に取り組むことができる。 

授業方法と 

留意点 

模擬授業やグループ・ワーク、討論を多く行うので、とくに積極的な発言及び講義参加姿勢が望まれる。 

『中学校学習指導要領(平成 29 年告示) 解説 社会編』『中学校学習指導要領(平成 29 年告示) 解説 社会編』は購入もしくは文部科学省 HP よ

りダウンロードし、手元ですぐに確認できるようにしておくこと。 

中学生のときの社会科教科書・資料集・地図帳やノートをなるべく手元に置いておくこと。 

教科書は指定しない。必要な資料については授業ごとに Teams 上で共有する。 

科目学習の 

効果（資格） 

中学校教員免許（社会科） 

【免許法施行規則に定める科目区分】 

科目：教科及び教科の指導法に関する科目 

各科目に含める必要事項：各教科の指導法（情報機器及び教材の活用を含む。） 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 オリエンテーション 
授業の概要と評価方法について 

社会科で育てたい資質・能力について 

事前に既修の「教師論」「教育原理」を復習してお

く（3時間）。事後学習については授業終了時に指示

する（1時間）。 

2 よい授業とはどんな授業か 
江戸末期以降から現代までの教育制度

の変遷について学ぶ。 

事前にこれまで自分が経験した社会科の授業につ

いてまとめておく（1時間）。事後に興味をもった構

成要素に関連する実践資料を読む（3時間） 

3 社会科教育の歴史(1) 
戦後の学力観の変化と指導要領改訂の

変遷を学ぶ。 

事前に指示された資料を読み、発問を考えておく（3

時間）。事後については授業終了時に指示する（1

時間）。 

4 社会科教育の歴史(2) 
地理・歴史科学習指導案作成の基礎を身

に付け、授業への活用方法を学ぶ。 

事前に社会科学習指導要領の変遷について調べ、ま

とめておく（2時間）。事後については授業終了時に

指示する（1時間）。 

5 
歴史的分野の授業とその構

成方法 

地理・歴史科学習指導案作成の基礎を身

に付け、授業への活用方法を学ぶ。 

事前に「学習指導要領 解説」を熟読しておく（1

時間）。 

事後に、学習指導案例を自ら探して検討する（2 時

間）。 

6 
地理的分野の授業とその構

成方法 

模擬授業を実施し、その問題点や改善点

を話し合うことにより授業力の向上を

図る 

事前に「学習指導要領 解説」を通読しておく（1

時間）。 

事後に、学習指導案例を自ら探して検討する（2 時

間）。 

7 社会科の評価方法 

模擬授業を実施し、その問題点や改善点

を話し合うことにより授業力の向上を

図る 

事前に定期テスト問題や入試問題についての情報

を集めつつ、社会科・地歴科におけるテストについ

て振り返っておく（1時間）。 

事後、興味を持った実践について調べる（2時間）。 

8 模擬授業(1) 
歴史的分野「原始・古代の日本と世界」

の模擬授業の実施と検討 

全員が指定範囲の学習指導要領および教科書を予

習して臨む（2時間）。模擬授業担当者は指導案を作

成する（6時間程度）。全員が事後に当日の授業の振

り返りを行う（2時間）。 

9 模擬授業(2) 
歴史的分野「中世の日本と世界」の模擬

授業の実施と検討 

全員が指定範囲の学習指導要領および教科書を予

習して臨む（2時間）。模擬授業担当者は指導案を作

成する（6時間程度）。全員が事後に当日の授業の振

り返りを行う（2時間）。 

10 模擬授業(3) 
歴史的分野「近世の世界」の模擬授業の

実施と検討 

全員が指定範囲の学習指導要領および教科書を予

習して臨む（2時間）。模擬授業担当者は指導案を作

成する（6時間程度）。全員が事後に当日の授業の振

り返りを行う（2時間）。 

11 模擬授業(4) 
歴史的分野「近世の日本」の模擬授業の

実施と検討 

全員が指定範囲の学習指導要領および教科書を予

習して臨む（2時間）。模擬授業担当者は指導案を作

成する（6時間程度）。全員が事後に当日の授業の振

り返りを行う（2時間）。 

12 模擬授業(5) 
地理的分野「日本の地域構成」の模擬授

業の実施と検討 

全員が指定範囲の学習指導要領および教科書を予

習して臨む（2時間）。模擬授業担当者は指導案を作

成する（6時間程度）。全員が事後に当日の授業の振

り返りを行う（2時間）。 

13 模擬授業(6) 
地理的分野「九州地方／中国・四国地方」

の模擬授業の実施と検討 

全員が指定範囲の学習指導要領および教科書を予

習して臨む（2時間）。模擬授業担当者は指導案を作

成する（6時間程度）。全員が事後に当日の授業の振

り返りを行う（2時間）。 

14 模擬授業(7) 
地理的分野「近畿地方」の模擬授業の実

施と検討 

全員が指定範囲の学習指導要領および教科書を予

習して臨む（2時間）。模擬授業担当者は指導案を作

成する（6時間程度）。全員が事後に当日の授業の振

り返りを行う（2時間）。 

15 模擬授業(8) 
地理的分野「中部地方／関東地方」の模

擬授業の実施と検討 

全員が指定範囲の学習指導要領および教科書を予

習して臨む（2時間）。模擬授業担当者は指導案を作

成する（6時間程度）。全員が事後に当日の授業の振
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り返りを行う（2時間）。 

 

関連科目 社会科教育法Ⅱ 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 中学校学習指導要領(平成 29 年告示) 文部科学省 東山書房 

2 中学校学習指導要領(平成29年告示) 解説 社会編 文部科学省 東洋館出版社 

3    

 

評価方法 

（基準） 

成果物としての指導案（50%）とコメントカードなどの授業内で指示する提出課題（50％）で評価を行う。 

提出されたコメントカードの記述に対しては、次回授業内でコメントもしくはプリントにてフィードバックを行う。 

出席回数が 2/3 以上の者を評価の対象とする。 

学生への 

メッセージ 

皆さんのお手本になるような優れた授業が先人たちによって開発されてたくさんあるということと、一方で絶対的に優れた授業というものはない

ということを知ってもらいたいと思っています。 

担当者の 

研究室等 
7 号館 2階 非常勤講師室 

備考  
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科目名 社会科・地歴科教育法Ⅱ 科目名（英文） Geography and History Education Method II 

学部 学部共通 学科 教職科目 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択必修科目 

学期 後期 授業担当者 田中 曜次 

ディプロマポリシー(DP)  

科目ナンバリング  

 

授業概要・ 

目的 

中学校社会科で扱う地理的分野・歴史的分野の授業を行うために必要な知識・授業構成方法・教育方法を学び、学習指導案を作成し、模擬授業を

行う。 

模擬授業について、参加者全員で討議・批評を行うことを通して、授業者が自ら授業を改善していくための基礎的な力量を身に付ける。 

到達目標 

・学習指導要領に示されている社会科の目標や内容を理解する。 

・カリキュラム・マネジメントの観点から社会科の学習を捉えることができる。 

・情報通信技術の活用も含めて、適切な教材や教育方法、評価方法を考え、それを指導案として表現し、中学校における具体的な授業場面を想定

ながら授業を行うことができる。 

・授業の実施と振り返りや共同的に行われる授業研究を通して、授業改善に取り組むことができる。 

授業方法と 

留意点 

模擬授業やグループ・ワーク、討論を多く行うので、とくに積極的な発言及び講義参加姿勢が望まれる。 

『中学校学習指導要領(平成 29 年告示) 解説 社会編』『中学校学習指導要領(平成 29 年告示) 解説 社会編』は購入もしくは文部科学省 HP よ

りダウンロードし、手元ですぐに確認できるようにしておくこと。 

中学生のときの社会科教科書・資料集・地図帳やノートをなるべく手元に置いておくこと。 

教科書は指定しない。必要な資料については授業ごとに Teams 上で共有する。 

科目学習の 

効果（資格） 

中学校教員免許（社会科） 

【免許法施行規則に定める科目区分】 

科目区分：教科及び教科の指導法に関する科目 

各科目に含めることが必要な事項：各教科の指導法（情報機器及び教材の活用を含む。） 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 オリエンテーション 

授業の概要と評価方法について 

社会科の特性を生かした教材・教具、発

問の検討 

事前に社会科教育法Ⅰの第7回目までの学習内容を

復習しておく（2時間）。事後学習については授業終

了時に指示する（1時間）。 

2 授業実践検討 優れた授業を言語化する 

事前にこれまで自分が経験した授業についてまと

めておく（1時間）。事後課題については授業内で指

示する（1時間）。 

3 概念中心カリキュラム 国際バカロレアの教育方法の検討 
事前課題なし。事後課題については授業内で指示す

る（2時間）。 

4 教科横断的な学びのあり方 他教科や総合的な学習の時間との連携 

事前に「カリキュラム・マネジメント」と「教科横

断的な学び」について調べておく（2時間）。事後課

題については授業内で指示する（1時間）。 

5 模擬授業(1) 
地理的分野「東北地方／北海道地方」の

模擬授業の実施と検討 

全員が指定範囲の学習指導要領および教科書を予

習して臨む（2時間）。模擬授業担当者は指導案を作

成する（6時間程度）。全員が事後に当日の授業の振

り返りを行う（2時間）。 

6 模擬授業(2) 
地理的分野「アジア／アフリカ」の模擬

授業の実施と検討 

全員が指定範囲の学習指導要領および教科書を予

習して臨む（2時間）。模擬授業担当者は指導案を作

成する（6時間程度）。全員が事後に当日の授業の振

り返りを行う（2時間）。 

7 模擬授業(3) 
地理的分野「ヨーロッパ」の模擬授業の

実施と検討 

全員が指定範囲の学習指導要領および教科書を予

習して臨む（2時間）。模擬授業担当者は指導案を作

成する（6時間程度）。全員が事後に当日の授業の振

り返りを行う（2時間）。 

8 模擬授業(4) 
地理的分野「北アメリカ」の模擬授業の

実施と検討 

全員が当該分野の学習指導要領および教科書を予

習して臨む（2時間）。模擬授業担当者は指導案を作

成する（6時間程度）。全員が事後に当日の授業の振

り返りを行う（2時間）。 

9 模擬授業(5) 
地理的分野「南アメリカ／オセアニア」

の模擬授業の実施と検討 

全員が指定範囲の学習指導要領および教科書を予

習して臨む（2時間）。模擬授業担当者は指導案を作

成する（6時間程度）。全員が事後に当日の授業の振

り返りを行う（2時間）。 

10 模擬授業(6) 
歴史的分野「近代の世界」の模擬授業の

実施と検討 

全員が指定範囲の学習指導要領および教科書を予

習して臨む（2時間）。模擬授業担当者は指導案を作

成する（6時間程度）。全員が事後に当日の授業の振

り返りを行う（2時間）。 

11 模擬授業(7) 
歴史的分野「近代の日本」の模擬授業の

実施と検討 

全員が指定範囲の学習指導要領および教科書を予

習して臨む（2時間）。模擬授業担当者は指導案を作

成する（6時間程度）。全員が事後に当日の授業の振

り返りを行う（2時間）。 

12 模擬授業(8) 
歴史的分野「現代の世界」の模擬授業の

実施と検討 

全員が指定範囲の学習指導要領および教科書を予

習して臨む（2時間）。模擬授業担当者は指導案を作

成する（6時間程度）。全員が事後に当日の授業の振

り返りを行う（2時間）。 

13 模擬授業(9) 
歴史的分野「現代の日本」の模擬授業の

実施と検討 

全員が指定範囲の学習指導要領および教科書を予

習して臨む（2時間）。模擬授業担当者は指導案を作

成する（6時間程度）。全員が事後に当日の授業の振

り返りを行う（2時間）。 

14 模擬授業(10) 
歴史的分野「文化史」の模擬授業の実施

と検討 

全員が指定範囲の学習指導要領および教科書を予

習して臨む（2時間）。模擬授業担当者は指導案を作

成する（6時間程度）。全員が事後に当日の授業の振

り返りを行う（2時間）。 

15 授業の振り返り 
補足的事項の解説及び授業全体の振り

返り 

事後、各自において本授業全体の振り返りを行う（4

時間）。 
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関連科目 社会科教育法Ⅰ 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 中学校学習指導要領(平成 29 年告示)』 文部科学省 東山書房 

2 中学校学習指導要領(平成29年告示) 解説 社会編 文部科学省 東洋館出版社 

3    

 

評価方法 

（基準） 

成果物としての指導案（50%）とコメントカードなどの授業内で指示する提出課題（50％）で評価を行う。 

提出されたコメントカードの記述に対しては、次回授業内でコメントもしくはプリントにてフィードバックを行う。 

出席回数が 2/3 以上の者を評価の対象とする。 

学生への 

メッセージ 
自ら教材を見つけることで、社会科の授業の可能性の広がりや面白さを共有できたらと思っています。 

担当者の 

研究室等 
7 号館 2階 非常勤講師室 

備考  
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科目名 社会科・公民科教育法Ⅰ 科目名（英文） Civic Education Method I 

学部 学部共通 学科 教職科目 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択必修科目 

学期 前期 授業担当者 田中 曜次 

ディプロマポリシー(DP)  

科目ナンバリング  

 

授業概要・ 

目的 

本講義は、中学校社会科、及び、高校公民科の学習指導ができるようになるための基礎的素養を学ぶことを目的としています。そのため、できる

かぎり実践的な観点から授業を進めていきます。まず、中学社会科、高校公民科の学習指導要領の内容を理解し、授業展開のポイントを解説しま

す。また、わかりやすい授業を行うためのさまざまな授業方法を実践的に考えます。具体的には指導案の書き方の指導、可能な方法・範囲での模

擬授業の実践を行い、皆さん自身が教師としての心構えを磨き上げていけるようにしていきます。まずは「教育実習」で生徒を失望させないきち

んとした授業ができるよう、知識と意欲、そして責任をもって授業に参加してください。 

到達目標 

本講義の到達目標は以下の通りです。 

（１）中学社会科（地理、歴史、公民分野）、高校公民科の教師として必要な「知識」「技術・スキル」を確実に身につける。 

（２）中学社会科、高校公民科の教師として、高い「授業実践力」をつける。 

（３）社会科・公民科の授業を実践していくうえで最も重要な「教材研究」をするための力をつける。 

授業方法と 

留意点 

まず本授業では社会科、公民科教育の理論の整理、そして、可能な範囲・方法で履修者全員に模擬授業を行ってもらうよう「実践的な授業」を目

指します。模擬授業の実践では、授業準備、指導案の作成、教材研究は必ず行ってもらいます。本講義では教師としての自覚もあわせて養成する

ため、授業への積極的な参加、そして各々の模擬授業の準備やそのふりかえりに積極的に取り組んでください。 

科目学習の 

効果（資格） 

中学校１種「社会」、高校１種「公民」の教育職員免許を取得するために必要である。 

【免許法施行規則に定める科目区分】 

科目：教科及び教科の指導法に関する科目 

各科目に含める必要事項：各教科の指導法（情報機器及び教材の活用を含む。） 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
ガイダンス：社会科・公民科

教育の意義 

日本における社会科教育の歴史と現状

について学び、社会科・公民科教育の意

義について考える。 

社会科・公民科教育の課題について考えてくるこ

と。 

※それぞれの学習指導要領の総則部分を読んでお

く。 

2 

中学校指導要領（社会）、高

校指導要領（公民）にみる授

業の目的 

学習指導要領の概要について学ぶ。 

各自事前に入手及びダウンロードした学習指導要

領（中学：社会科、高校：公民科）の事前読了。 

※指導要領の要約 

3 
中学校社会科、高校公民科の

授業展開のポイント（１） 

中学社会科・高校公民科での優れた授業

実践の解説と批評。 
※前時の事前授業まとめと配布資料の要約 

4 
中学校社会科、高校公民科の

授業展開のポイント（２） 

中学社会科・高校公民科での優れた授業

実践の解説と批評。 
※事前配布資料の要約 

5 
中学校社会科、高校公民科の

授業展開のポイント（３） 

中学社会科・高校公民科での優れた授業

実践の解説と批評。 
※事前配布資料の要約 

6 
教育方法と技術（１）：ミニ

模擬授業案作成 

板書の方法・話し方・参考資料の作り

方・新聞記事の利用のしかたなど、教育

実践の基本的技術について。コンピュー

ター（パワーポイントやインターネッ

ト）を用いた授業のやり方。パワーポイ

ントを用いた授業のミニ模擬授業案の

作成 

新聞記事の検索、及びミニ模擬授業案の作成 

7 
教育方法と技術（２）：ミニ

模擬授業案作成案作成 

ディベートを取り入れた授業の工夫に

ついて。公民に関わるテーマで模擬ディ

ベートを行いながら学ぶ。調査の意義と

方法、研究発表の指導について。ディベ

ートを取りれたミニ模擬授業案を作成

する。 

ディベート準備。ミニ模擬授業案の作成 

8 
学習指導案の書き方（１）：

ミニ模擬授業 

学習指導案の作成指導（１）：各自が作

成した学習指導案をもとに、作成のヒン

トを説明する。 

学習指導案の作成。 

9 
学習指導案の書き方（２）：

ミニ模擬授業 

学習指導案の作成指導（２）：各自が作

成した学習指導案をもとに、作成する上

での留意点について説明する。 

学習指導案の作成。 

10 模擬授業（１） 模擬授業の実践と指導（１） 模擬授業の準備。 

11 模擬授業（２） 模擬授業の実践と指導（２） 模擬授業の準備。 

12 模擬授業（３） 模擬授業の実践と指導（３） 模擬授業の準備。 

13 模擬授業（４） 模擬授業の実践と指導（４） 模擬授業の準備。 

14 
成績評価の方法、及び社会科

試験の作成について 

成績評価にあたって重要となる事柄の

概要を知り、さまざまな成績評価の方法

を学ぶ。また、定期試験作成についても

学ぶ。 

※事前配布資料の要約、及び、定期試験問題作成の

シュミレーションを行う（事前課題）。 

15 
総括ー社会科、公民科の指導

について 

授業全体をふりかえって討論し、社会科

教師としての課題と責務を確認する。 

各自、社会科教師としての自分の課題について考

え、まとめてくること。 

 

関連科目 社会科・公民科教育法Ⅰ、社会科・公民科教育法Ⅱは「Ⅰ→Ⅱ」と連続して受講することが望ましい。 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 中学校学習指導要領解説社会編 文部科学省 日本文教出版 

2 高等学校学習指導要領解説公民編 文部科学省 日本文教出版 

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 1    

2    



摂南大学シラバス 2024 

3    

 

評価方法 

（基準） 
事前学習課題の提出（30％）、模擬授業（50％）、各種課題（20％）等により、総合的に評価する。 

学生への 

メッセージ 

中学社会科学習指導要領（最新年度版）を第一回目の授業開始までに購入あるいは文部科学省ホームページよりダウンロードし印刷しておくこと。

これがないと授業参加や事前学習課題等に取り組むことができません。購入方法については書店、オンライン書店等を利用してください。購入に

ついての質問等はメールアドレスまで。 

担当者の 

研究室等 
7 号館 2階 非常勤講師室 

備考 
授業計画・内容は、授業の進捗状況等により変更することがあります。あらかじめご了承ください。 

事前・事後学習総時間数はおおよそ 60 時間程度とする。 
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科目名 社会科・公民科教育法Ⅱ 科目名（英文） Civic Education Method II 

学部 学部共通 学科 教職科目 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択必修科目 

学期 後期 授業担当者 田中 曜次 

ディプロマポリシー(DP)  

科目ナンバリング  

 

授業概要・ 

目的 

本講義は、中学校社会科、及び、高校公民科の学習指導ができるようになるための基礎的素養を学ぶことを目的としています。そのため、できる

かぎり実践的な観点から授業を進めていきます。まず、学習指導要領の内容を理解し、授業展開のポイントを解説します。また、わかりやすい授

業を行うためのさまざまな方法を実践的に考えます。具体的には指導案の書き方の指導、模擬授業の実践を中心に参加型の授業法を取り入れて、

皆さん自身が教師としての心構えを磨き上げていけるよう、互いに刺激し、批評しあう機会をもうけます。また、近年、選挙年齢が 18 歳に引き

下げられたことによる子どもたちへの政治教育（主権者教育）の重要性が改めて問われています。とりわけ公民科では政治や経済問題を取り扱う

ことが多く、子どもたちに政治の主体として意識を涵養するための教育（市民性教育、シティズンシップ教育）をどのように実践できるのかにつ

いても考えていきます。具体的には政府が作成した政治教育副教材の分析や学校現場での実践例の分析などを行います。 

到達目標 

本講義の到達目標は以下の通りです。 

（１）中学社会科（地理、歴史、公民分野）、高校公民科の教師として必要な「知識」を確実に身につける。 

（２）中学社会科、高校公民科の教師として、高い「授業実践力」をつける。 

（３）授業を実践していくうえで最も重要な「教材研究」の力をつける。 

（４）政治教育、市民性教育（シティズンシップ教育）についての理解を深め、指導案を作成し、授業実践ができるようになる。 

授業方法と 

留意点 

まず社会科、公民科教育の理論の整理、そして、可能な範囲で履修者全員に模擬授業を実践してもらうような「実践型・参加型の授業」を目指し

ます。また模擬授業の実践では、それぞれの模擬授業終了後は必ず全員で意見交換を行い、授業内容に対する問題点と課題点を整理します。ここ

でのコメント力を鍛えることも重要な目標です。指示した授業準備は必ず行ってください。教師としての自覚もあわせて養成するため、遅刻・無

断欠席については厳しく対応します。 

科目学習の 

効果（資格） 

中学校１種「社会」、高校１種「公民」の教育職員免許を取得するために必要である。 

【免許法施行規則に定める科目区分】 

科目：教科及び教科の指導法に関する科目 

各科目に含める必要事項：各教科の指導法（情報機器及び教材の活用を含む。） 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
ガイダンス：社会科・公民科

教育の意義 

日本における社会科教育の歴史と現状

について学び、社会科・公民科教育の意

義について考える。 

社会科教育の課題について考えてくること。 

2 

中学校指導要領（社会）、高

校指導要領（公民）にみる授

業の目的 

学習指導要領の概要について学ぶ。 

各自事前に入手した学習指導要領（中学：社会科、

高校：公民科）の事前読了。 

※指導要領の要約 

3 
中学校社会科、高校公民科の

授業展開のポイント（１） 

中学社会科・高校公民科での優れた授業

実践の解説と批評。 
※事前配布資料の要約 

4 
中学校社会科、高校公民科の

授業展開のポイント（２） 

中学社会科・高校公民科での優れた授業

実践の解説と批評。 
※事前配布資料の要約 

5 
中学校社会科、高校公民科の

授業展開のポイント（３） 

中学社会科・高校公民科での優れた授業

実践の解説と批評。 
※事前配布資料の要約 

6 
教育方法と技術（１）：ミニ

模擬授業 

板書・話し方・参考資料の作り方・新聞

記事の利用のしかたなど、教育実践の基

本的技術について。コンピューター（パ

ワーポイントやインターネット）を用い

た授業のやり方。パワーポイントを用い

た授業をミニ模擬授業で実演する。 

新聞記事の検索。 

7 
教育方法と技術（２）：ミニ

模擬授業 

ディベートを取り入れた授業の工夫に

ついて。公民に関わるテーマで模擬ディ

ベートを行いながら学ぶ。調査の意義と

方法、研究発表の指導について。ディベ

ートを取りれたミニ模擬授業を実演す

る。 

ディベート準備。 

8 
学習指導案の書き方（１）：

ミニ模擬授業 

学習指導案の作成指導（１）：各自が作

成した学習指導案のうち、もっとも力を

入れるべき箇所をミニ模擬授業として

実演する。 

学習指導案の作成。 

9 
学習指導案の書き方（２）：

ミニ模擬授業 

学習指導案の作成指導（２）：各自が作

成した学習指導案のうち、もっとも力を

入れるべき箇所をミニ模擬授業として

実演する。 

学習指導案の作成。 

10 模擬授業（１） 模擬授業の実践と指導（１） 模擬授業の準備。 

11 模擬授業（２） 模擬授業の実践と指導（２） 模擬授業の準備。 

12 政治教育（市民性教育）（１） 政治教育副教材の分析 
各自、政治教育副教材を分担し、担当箇所を要約す

る。 

13 政治教育（市民性教育）（２） 実践事例分析 政治教育実践例についてまとめ、発表。 

14 
成績評価の方法、及び試験問

題の作成について 

成績評価にあたって重要となる事柄の

概要を知り、さまざまな成績評価の方法

を学ぶ。また、定期試験問題作成につい

て学ぶ。 

※事前配布資料の要約、及び定期試験問題作成（事

前課題） 

15 
総括ー社会科・公民科の指導

について 

授業全体をふりかえって討論し、社会科

教師としての課題と責務を確認する。 

社会科教師としての自分の課題について考えてく

ること。 

 

関連科目 原則として社会科・公民科教育法Ⅰを既に履修していること。 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 中学校学習指導要領解説社会編 文部科学省 日本文教出版 

2 高等学校学習指導要領解説公民編 文部科学省 日本文教出版 

3    
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参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

課題・レポート（３０％）、模擬授業（５０％）、平常点：授業への貢献度等（20％）。 

出席については全体の 80％以上の出席（15 回中 12 回以上）が必須。 

出席率が 80％に満たない者は成績評価の対象外となる場合があります。 

学生への 

メッセージ 

本講義は学生の皆さんの主体的な授業への関与が求められます。一般的な講義に見られるような、教員が一方的に授業を進めていくスタイルでは

ありません。学生の皆さんが授業をつくっていくことになります。ですので、宿題やレポート作成など、授業運営に欠かせない作業を怠ると自分

自身はもちろんのこと、周囲に多大な迷惑がかかります。毎時間予習・復習を怠ることなく、責任と意欲を持って講義に出席して下さい。 

担当者の 

研究室等 
7 号館 2階 非常勤講師室 

備考 

授業計画・内容は、授業の進捗状況等により変更することがあります。あらかじめご了承ください。 

中学社会科、高校公民科の学習指導要領の入手方法については改めて説明します（前期社会科公民科教育法Ⅰで購入済みの者は購入の必要なし）。 

事前・事後学習総時間をおおよそ 60 時間程度とする。 



摂南大学シラバス 2024 

科目名 道徳教育の研究 科目名（英文） Studies of Moral Education 

学部 学部共通 学科 教職科目 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 必修科目 

学期 前期 授業担当者 谷口 雄一 

ディプロマポリシー(DP)  

科目ナンバリング  

 

授業概要・ 

目的 

 この授業では、中学校において「特別の教科 道徳」（以下、道徳科）の授業を行うために必要な基本的な知識を習得した上で、生徒の実態や

教材の特性に応じた適切な指導法を選択して学習指導案を作成できるようになることを目的としています。 

 授業担当者は小学校での約 15 年の教諭経験を有しています。経験を活かした実践的な授業を行いますので、授業を受ける」立場からではなく

「作る」立場から能動的な学びを期待します。 

到達目標 
  受講者が、道徳教育の必要性や歴史、現状と課題等についての基本的な知識を身に付け、中学校の道徳科の様々な指導法の特徴と課題につい

て理解し、適切な発問を構成し、学習指導案を作成できるようになることを目標とします。 

授業方法と 

留意点 

 本授業は道徳科の授業づくりについて実践的に学ぶ内容のため対面で行います。具体的には、毎回、ペアや小グループ、全体での対話を通して

道徳教育や道徳科の授業についての学びを進めていきます。また、後半には、学習指導案作成等の演習や受講者のみなさんによる模擬授業等を適

宜取り入れます。 

 そして、毎回の授業の終わりに受講者にコメントペーパーを書いてもらいます。その中からいくつかを次の授業の最初に紹介することで、自分

とは異なる他の人の考えも参考にしながら、道徳科の授業づくりについて多面的・多角的に考えることができるように配慮します。 

科目学習の 

効果（資格） 

 中学校教諭１種免許状の取得に必要です。 

【免許法施行規則に定める科目区分】 

科目：道徳、総合的な学習の時間等の指導法及び生徒指導、教育相談等に関する科目 

各科目に含める必要事項：道徳の理論及び指導法 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 

ガイダンス： 

道徳科の授業について考え

る 

・現在、我が国においてどのような道徳

教育が行われているかを確認する。 

・正しさを決める４つのアプローチにつ

いて概観する。 

（事前）自身が学校教育においてが受けてきた道徳

教育がどのようなものであったかを思い出してお

く。 

（事後）テキスト 2.の P.8～17 を精読しておく。 

2 日本の道徳教育の歴史 

・明治から現在に至るまでの我が国の道

徳教育の歴史を概観する。 

・道徳教育に存在する信念対立について

考える。 

（事前）テキスト 1.の P.6～12 を精読しておく。 

（事後）日本の道徳教育の歴史や信念対立について

整理しておく。 

3 よい道徳教育とは何か 

・よい道徳教育について、生徒の道徳性

の発達や教師の職能成長という観点か

ら考える。 

（事前）テキスト 1.の P.12～25 を精読しておく。 

（事後）道徳科の授業や道徳教育の方法と生徒の道

徳性の発達、教師自身の成長との関係について整理

しておく。 

4 
道徳の授業の多様な指導方

法の特徴 

・道徳科の授業のねらいに基づく８類型

について概観し、多様な指導方法の特徴

について考える。 

（事前）テキスト 1.の P.26～35 及びテキスト 2.の

P.26～29 を精読しておく。 

（事後）道徳科の授業のねらいに基づく８類型につ

いて整理しておく。 

5 道徳の授業の発問の構成法 

・「特別の教科 道徳」の目標や内容に

ついて確認し、ねらいに基づく発問の構

成法について考える。 

（事前）テキスト 1.の P.36～48 及びテキスト 2.の

P.30～33 を精読しておく。 

（事後）ねらいに基づく発問の構成法について整理

しておく。 

6 
道徳の授業の学習指導案の

作成法 

・「特別の教科 道徳」のねらいに沿っ

た授業を計画的に進めるための学習指

導案の作成方法について考える。 

（事前）テキスト 1.の P.49～58 及びテキスト 2.の

P.34～37 を精読しておく。 

（事後）道徳科の授業の学習指導案の作成方法につ

いて整理しておく。 

7 道徳の授業の評価 
・「特別の教科 道徳」における評価の

内容や方法について考える。 

（事前）テキスト 1.の P.59～68 及びテキスト 2.の

P.38～41 を精読しておく。 

（事後）道徳科の授業の評価の内容や方法について

整理しておく。 

8 
各授業類型のねらいと発問

の特徴 

・教材の特性を踏まえた教材分析の方法

について概観し、授業類型のそれぞれの

ねらいと特徴について考える。 

（事前）テキスト 1.の P.71～85 及びテキスト 2.の

P.42～45 を精読しておく。 

（事後）教材分析の方法や授業構成について度整理

しておく。 

9 教材分析の視点 

・教材に描かれている人物や事象等を図

式化することで道徳的な問題を明確化

する教材分析の方法について概観する。 

（事前）テキスト 1.の P.86～95 及びテキスト 2.の

P.46～49 を精読しておく。 

（事後）教材分析の方法について整理するととも

に、自身が選択した教材について分析しておく。 

10 
発問分析による授業づくり

の視点 

・発問の特徴について概観し、発問分析

に基づく授業改善の方法について考え

る。 

（事前）テキスト 1.の P.96～106 及びテキスト 2.

の P.50～53 を精読しておく。 

（事後）問題解決的な学習や発問分析に基づく授業

改善の方法について整理しておく。 

11 

授業づくりの実際①： 

いじめを扱った教材の授業

実践 

・いじめを扱った教材を使用する道徳科

の授業動画を視聴し、授業づくりの実際

について学ぶ。 

（事前）テキスト 1.の P.107～130 及びテキスト 2.

の P.54～57 を精読しておく。 

（事後）授業づくりの実際について整理しておく。 

12 

授業づくりの実際②： 

SNS上のトラブルを扱った教

材の授業実践 

・SNS 上のトラブルを扱った教材の授業

動画を視聴し、授業づくりの実際につい

て学ぶ。 

（事前）テキスト 1.の P.131～152 及びテキスト 2.

の P.58～61 を精読しておく。 

（事後）授業づくりの実際について整理しておく。 

13 学習指導案の作成 

・これまでの学修をふまえ、第 9回で選

択し教材分析した教材を用いた道徳科

の授業について、学習指導案を作成す

る。 

（事前）テキスト 2.の P.62～65 を精読しておく。 

（事後）模擬授業と事後検討会の準備をしておく。 

14 模擬授業と事後検討会① 
・模擬授業を行い、授業改善のための事

後検討会を行う。 

（事前）テキスト 2.の P.66～69 を精読しておく。 

（事後）模擬授業と事後検討会の準備をしておく。 

15 

模擬授業と事後検討会② 

まとめ： 

道徳科の授業について再び

考える 

・模擬授業を行い、授業改善のための検

討を行う。 

・道徳科の授業づくりについてまとめ

る。 

（事前）模擬授業と事後検討会の準備をしておく。 

（事後）「よい道徳科の授業」について考えをまと

める。 



摂南大学シラバス 2024 

 

関連科目 教職科目全体と関連がありますので、他の授業で学習した内容と関連づけて考えてみることが大切です。 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 

1 道徳科 初めての授業づくり 吉田誠・木原一彰 編著 大学教育出版 

2 
中学校学習指導要領（平成 29 年告示）解説 特別の

教科 道徳編 
文部科学省 教育出版 

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 

1 
小学校学習指導要領（平成 29 年告示）解説 特別の

教科 道徳編 
文部科学省 廣済堂あかつき 

2 
『道徳教育』PLUS 考え、議論する道徳をつくる新

発問パターン大全集 
『道徳教育』編集部 明治図書出版 

3    

 

評価方法 

（基準） 

 毎回の授業の終わりに書いてもらう OPP シート（One Page Portfolio シート）の記述内容や授業中の学修の様子（60％）、作成した道徳科学習

指導案や模擬授業の内容（40％）等をもとに、総合的に評価します。 

 また、授業に参加するにあたって不適切な態度を取る方に対しては厳正に対処します。教職を志す人間としての自覚を胸に授業に参加してくだ

さい。 

学生への 

メッセージ 

 授業の中でペアや小グループでの話し合い、グループワーク、模擬授業等を適宜取り入れます。受講者の皆さんの積極的な参加を期待していま

す。 

担当者の 

研究室等 
７号館４階(谷口研究室) 

備考 事前・事後学習総時間をおおよそ 60 時間程度とする。 



摂南大学シラバス 2024 

科目名 特別活動の理論と方法 科目名（英文） Theories and Methods for Special Activities 

学部 学部共通 学科 教職科目 

配当年次 １年 クラス  

単位数 2 履修区分 必修科目 

学期 後期 授業担当者 松浦 正典 

ディプロマポリシー(DP)  

科目ナンバリング  

 

授業概要・ 

目的 

 特別活動の理論と指導法については、学校における様々な構成・場面での集団活動を通して、課題の発見や解決を行い、よりよい学級生活・学

校生活の実現を目指す特別活動の意義、目標及び内容を理解し、特別活動の特質を踏まえた指導に必要な知識や素養を身に付ける。 

 総合的な学習（探求）の時間の理論と指導法については、探究的な見方・考え方を働かせ、横断的・総合的な学習を探求的な学びの過程を通し

て行い、よりよく課題を解決し、自己の生き方について考えていくための資質・能力の育成をめざし、指導計画の作成、学習指導や評価の考え方、

留意点を理解する。 

到達目標 

1 教育課程における特別活動の位置付けと各教科等との関連、学習指導要領における特別活動の目標及び主な内容を理解している。 

2 特別活動における取組の評価・改善活動の重要性、家庭・地域住民や関係機関との連携の在り方を理解している。 

3 合意形成に向けた学級での話合い活動、意思決定につながる指導及び集団活動の意義や指導の在り方を例示することができる。 

4  総合的な学習（探求）の時間の意義と教育課程において果たす役割、目標並びに各学校において目標及び内容を定める際の考え方や留意点、

年間指導計画を作成する 

授業方法と 

留意点 

 講義はテキストやプリント教材、視聴覚教材をもとにすすめるが、ソロワーク、グループワークを取り入れる。「為すことによって学ぶ」こと

が求められる特別活動や自ら問いを見いだし、課題を立て、情報を整理分析して、まとめ表現することが求められる総合的な学習の時間を指導し

なければならない教員の立場に立って、集団をファシリテートできるよう、自身の「自己理解」「他者理解」「共感的な人間関係」の充実も図りな

がら、グループでのディスカション・コーディネーション・プレゼンテーションへの積極的な参加を求める。 

科目学習の 

効果（資格） 
教職科目 特別活動・総合的な学習の時間の理論と指導法は、 教員免許（中学校・高等学校）取得上必修科目である。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 

オリエンテーション・特別活

動及び総合的な学習（探求）

の時間の意義と課題 

学校教育活動のなかでの特別活動の意

義と課題、総合的な学習の時間の意義と

教育課程の中で果たす役割、指導する上

で教師に求められる力量 

特別活動テキスト第 1章、講義資料を事前に読んで

おく（2時間）。講義資料を参考に復習をする（2時

間）。 

2 特別活動の目標・内容・方法 

教科外活動としての位置づけ、特別活動

の３つの内容、方法としての集団活動・

体験活動 

特別活動テキスト第 2章、講義資料、ワーク資料を

事前に読んでおく（2時間）。講義資料を参考に復習

する（2時間）。 

3 
学級活動・ホームルーム活動 

１ 

学級とは何か、特別活動の実践的基盤と

しての学級、教師と子どもの関係づくり 

個人ワーク：学級活動の年間計画の作成 

特別活動テキスト第 3章第 1節、講義資料、ワーク

資料を事前に読んでおく（2時間）。講義資料、ワー

ク資料を参考に復習をする（2時間）。 

4 
学級活動・ホームルーム活動 

２ 

学級活動の実際と合意形成 

グループワーク：学級開きと年間計画の

作成 

特別活動テキスト第 3章第 1節、講義資料、ワーク

資料を事前に読んでおく（2時間）。講義資料、ワー

ク資料を参考に復習をする（2時間）。 

5 生徒会活動・児童会活動 

生徒会（児童会）活動の歴史・目標・内

容。 

学級経営に役立つワーク 

特別活動テキスト第 3章第 2節、講義資料、ワーク

資料を事前に読んでおく（2時間）。講義資料を参考

に復習をするをする（2時間）。 

6 学校行事 
学校行事の歴史・種類・内容・観点 

グループワーク：学校行事の思い出 

特別活動テキスト第3章第３節を事前に読んでおく

（2時間）。講義資料、ワーク資料を参考に復習をす

る（2時間）。 

7 
特別活動の指導計画の作成

にあたっての配慮事項 

グループに分かれ、担当の箇所について

まとめ、プレゼンをする。（ABD による） 

教科書第４章第１節を事前に読んでおく（2時間）。

講義資料、ワーク資料を参考に復習をする（2時間）。 

8 
特別活動の内容の取扱いに

ついての配慮事項 

グループに分かれ、担当の箇所について

まとめ、プレゼンをする。（ABD による） 

教科書第４章第２節を事前に読んでおく（2時間）。

講義資料、ワーク資料を参考に復習をする（2時間）。 

9 特別活動の歴史 

学習指導要領における位置づけの変遷、

課題の変化、目標の変化、時代背景のと

関係 

個別ワーク：戦後の特別活動の歴史をま

とめる 

講義資料、ワーク資料を事前に読んでおく（2時間）。

講義資料、ワーク資料を参考に復習をする（2時間）。 

10 

外国における特別活動 

特別活動の指導を担当する

教師 

諸外国ではどのような特別活動が行わ

れているか理解する。 

個別ワーク：特別活動を指導する教師に

必要な力 

特別活動テキスト第 4章第４節、講義資料、ワーク

資料を事前に読んでおく（2時間）。講義資料、ワー

ク資料を参考に復習をする（2時間）。 

11 
総合的な学習（探求）の時間

の目標・内容・原理 

総合的な学習（探求）の時間の目標の構

成、各学校において定める目標及び内

容、方法的原理 

グループワーク：総合的な学習の思い出 

総合的な学習の時間のテキスト第 1・2･3 章、講義

資料、ワーク資料を事前に読んでおく（2時間）。講

義資料、ワーク資料を参考に復習をする（2時間）。 

12 
総合的な学習（探求）の時間

の指導計画 

全体計画、年間計画、単元計画の作成 

学校現場で役立つワーク１ 

総合的な学習の時間のテキスト第５章、講義資料、

ワーク資料を事前に読んでおく（2時間）。講義資料、

ワーク資料を参考に復習をする（2時間）。 

13 
探求的な学習の過程につい

て 

生徒の主体性を重視した学習指導、探究

的な学習の過程における主体的で対話

的で深い学び 

学校現場で役立つワーク２ 

総合的な学習の時間のテキスト第2･7章、講義資料、

ワーク資料を事前に読んでおく（2時間）。講義資料、

ワーク資料を参考に復習をする（2時間）。 

14 
総合的な学習（探求）の時間

の評価 

カリキュラムマネージメントの考え方

による全体計画、年間計画、単元計画の

評価、生徒の学習状況の評価 

学校現場で役立つワーク３ 

総合的な学習の時間のテキスト第 5･6・8 章、講義

資料、ワーク資料を事前に読んでおく（2時間）。講

義資料、ワーク資料を参考に復習をする（2時間）。 

15 
補足とまとめ／最終レポー

トについて 

補足を行うとともに全学習事項につい

て再度振り返り整理する。 

個別ワーク：総合的な学習の時間を指導

する教師に必要な力 

・第１回目から１４回目までの配布資料に目を通し

て全体を復習しておく。 

・課題に沿ったレポートを作成する。 

 

関連科目 
 すべての教職科目と関連するが、特に、教師論、教育心理学で学習したことと関連づけるともに、教育方法論、生徒指導論、道徳教育論、教育

社会学などの学習につなげることが大切である。 

教科書  



摂南大学シラバス 2024 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 

1 
中学校学習指導要領解説 特別活動編 平成２９年

告示 
文部科学省 東山書房 

2 
中学校学習指導要領解説 総合的な学習の時間編 

平成２９年告示 
文部科学省 東山書房 

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 

1 
高等学校学習指導要領解説 特別活動編 平成２９

年告示 
文部科学省 東京書籍 

2 
高等学校学習指導要領 総合的な探求の時間編 平

成２９年告示 
文部科学省 学校図書 

3    

 

評価方法 

（基準） 
授業への参加状況及び課題（40％）、中間レポート（30％）、最終レポート（30％）を総合的に評価する。 

学生への 

メッセージ 

 学級はもともと「ある」ものではなく、つくって「なる」ものだということが言われる。子どもどうしがつながりあって、心地よい関係の中で

育つことができる環境をつくり、維持するために努力するということに尽きる。それは、どのような時代にあっても教師であることの醍醐味であ

る。 

担当者の 

研究室等 
寝屋川キャンパス 7号館３F松浦研究室 

備考 授業外学習総時間を 60 時間とする。 



摂南大学シラバス 2024 

科目名 教育社会学 科目名（英文） Sociology of Education 

学部 学部共通 学科 教職科目 

配当年次 非正規生 クラス  

単位数 2 履修区分 選択必修科目 

学期 後期 授業担当者 竹中 祐二 

ディプロマポリシー(DP)  

科目ナンバリング  

 

授業概要・ 

目的 

生物としてのヒトが社会の一員としての人間になる過程を理解する上で欠くことのできない、極めて重要な概念が「社会化」であるが、E.デュル

ケムは方法的社会化・系統的社会化作用として教育を位置付けている。人間にとって、「社会化としての教育」が本質的なものである一方、「制度

としての教育」は、時代や文化による影響を色濃く受けるものでもある。この授業では、教育というものの、そもそも、あるいは今、「あるべき

姿」というものについて、社会との関わりから捉え直すことを目的とする。 

到達目標 

①「近代化」との関わりから、「教育」とは何かという問いに対して、社会学の基礎理論や基本的概念を組み合わせた上で、文章によって解答す

ることができる。 

②時代や文化を超えて普遍的である特徴を押さえて、「教育」とは何かという問いに対して、社会学の基礎理論や基本的概念を組み合わせた上で、

文章によって解答することができる。 

③今日的な特徴を押さえて、「教育」とは何かという問いに対して、社会学の基礎理論や基本的概念を組み合わせた上で、文章によって解答する

ことができる。 

④教育制度の歴史的変遷や、今日の学校と地域 

授業方法と 

留意点 

・本授業では指定している教科書を購入し、事前に講義で扱うテーマに該当する部分（章）を読み、内容を理解した上で授業に臨んで下さい（教

科書に記載のない事項の場合、別途資料を配付します）。 

・授業では、教科書（および配付資料）に記載のない事柄についての追加説明や、記載のある事柄を掘り下げる説明を行います。 

・授業後には、教科書に記載している問題を中心に、復習課題を配信します。 

・各回授業の初めに、復習課題と前回授業に対する振り返り・質疑応答を行います。 

・いずれかの回で、（予告した上で）収録済講義動画を視聴した上で、ワークシート課題に充てる、反転授業を行うこと場合があります。 

科目学習の 

効果（資格） 

（１）高等学校教諭１種免許状  （２）中学校教諭１種免許状の取得に必要です。 

【免許法施行規則に定める科目区分】 

科目：教育の基礎的理解に関する科目 

各科目に含める必要事項：教育に関する社会的、制度的又は経営的事項 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 制度としての教育① 

教育内容や教育方法の変遷を学び、それ

らが社会と深く関わっていることにつ

いて学習する。 

事前課題：教科書（および配付資料）の該当頁を読

み、内容を理解した上で、疑問点についてまとめて

くる。（1時間） 

事後課題：配信する復習課題に回答する。（1.5 時間） 

授業内で気になった点について追加学習をする。

（1.5 時間） 

2 制度としての教育② 

階層再生産のメカニズムといった、近代

化の所産と教育のあり方について学習

する。 

事前課題：教科書（および配付資料）の該当頁を読

み、内容を理解した上で、疑問点についてまとめて

くる。（1時間） 

事後課題：配信する復習課題に回答する。（1.5 時間） 

授業内で気になった点について追加学習をする。

（1.5 時間） 

3 制度としての教育③ 

主に義務教育課程について、その概要に

ついて学ぶと共に、教育をめぐる平等に

ついて学習する。 

事前課題：教科書（および配付資料）の該当頁を読

み、内容を理解した上で、疑問点についてまとめて

くる。（1時間） 

事後課題：配信する復習課題に回答する。（1.5 時間） 

授業内で気になった点について追加学習をする。

（1.5 時間） 

4 制度としての教育④ 
高校ならびに大学への進学率上昇と、そ

の背後に潜む諸問題について学習する。 

事前課題：教科書（および配付資料）の該当頁を読

み、内容を理解した上で、疑問点についてまとめて

くる。（1時間） 

事後課題：配信する復習課題に回答する。（1.5 時間） 

授業内で気になった点について追加学習をする。

（1.5 時間） 

5 
社会における教育者の意義

① 

重要な他者／一般化された他者として

の教育者の役割、あるいはそのオルタナ

ティブについて学習する。 

事前課題：教科書（および配付資料）の該当頁を読

み、内容を理解した上で、疑問点についてまとめて

くる。（1時間） 

事後課題：配信する復習課題に回答する。（1.5 時間） 

授業内で気になった点について追加学習をする。

（1.5 時間） 

6 
社会における教育者の意義

② 

今日の子どもの権利をめぐる諸議論に

関わって教育が果たすべき役割につい

て考察すると共に、非対称的な関係が構

造的にもたらす教育の逆機能について

も学習する。 

事前課題：教科書（および配付資料）の該当頁を読

み、内容を理解した上で、疑問点についてまとめて

くる。（1時間） 

事後課題：配信する復習課題に回答する。（1.5 時間） 

授業内で気になった点について追加学習をする。

（1.5 時間） 

7 
社会における教育者の意義

③ 

子どもにとっての学校が持つ意味を踏

まえながら、教師と子どもの関係および

学校現場における両者の相互作用につ

いて学習する。 

事前課題：教科書（および配付資料）の該当頁を読

み、内容を理解した上で、疑問点についてまとめて

くる。（1時間） 

事後課題：配信する復習課題に回答する。（1.5 時間） 

授業内で気になった点について追加学習をする。

（1.5 時間） 

8 
日本における教育環境の変

遷① 

学校現場への理解から、非行・不登校・

いじめ問題について学習する。 

事前課題：教科書（および配付資料）の該当頁を読

み、内容を理解した上で、疑問点についてまとめて

くる。（1時間） 

事後課題：配信する復習課題に回答する。（1.5 時間） 

授業内で気になった点について追加学習をする。

（1.5 時間） 

9 
日本における教育環境の変

遷② 

トラッキングやメリトクラシーの問題

から、日本におけるキャリア教育につい

て学習する。 

事前課題：教科書（および配付資料）の該当頁を読

み、内容を理解した上で、疑問点についてまとめて

くる。（1時間） 
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事後課題：配信する復習課題に回答する。（1.5 時間） 

授業内で気になった点について追加学習をする。

（1.5 時間） 

10 
日本における教育環境の変

遷③ 

特別活動や部活動の検討を通して、教師

と子どもそれぞれが今日置かれている

教育環境について学習する。 

事前課題：教科書（および配付資料）の該当頁を読

み、内容を理解した上で、疑問点についてまとめて

くる。（1時間） 

事後課題：配信する復習課題に回答する。（1.5 時間） 

授業内で気になった点について追加学習をする。

（1.5 時間） 

11 
日本における教育環境の変

遷④ 

今日的な課題のうち、マイノリティ教育

に対する教育の意義や実践例について

考察する。 

事前課題：教科書（および配付資料）の該当頁を読

み、内容を理解した上で、疑問点についてまとめて

くる。（1時間） 

事後課題：配信する復習課題に回答する。（1.5 時間） 

授業内で気になった点について追加学習をする。

（1.5 時間） 

12 
日本における教育環境の変

遷⑤ 

今日的な課題のうち、ジェンダー教育に

対する教育の意義や実践例について考

察する。 

事前課題：教科書（および配付資料）の該当頁を読

み、内容を理解した上で、疑問点についてまとめて

くる。（1時間） 

事後課題：配信する復習課題に回答する。（1.5 時間） 

授業内で気になった点について追加学習をする。

（1.5 時間） 

13 
学級経営における多機関連

携① 

「チーム学校」論の概要について学び、

子どもが安全・安心に学ぶことのできる

権利を多角的に保障することの意義と

方向性、それらが提起されてきた今日の

社会背景について学ぶ。 

事前課題：配付資料を読み、内容を理解した上で、

疑問点についてまとめてくる。（1時間） 

事後課題：配信する復習課題に回答する。（1.5 時間） 

授業内で気になった点について追加学習をする。

（1.5 時間） 

14 
学級経営における多機関連

携② 

スクールソーシャルワーク実践を軸と

する「チーム学校」論の視点から、「登

下校の見守り活動」等の具体例を通し

て、子どもの安全・安心を制度的に保障

することの意義やポイントについて学

ぶと共に、主体である子ども自身の関わ

り方について学ぶ。 

事前課題：配付資料を読み、内容を理解した上で、

疑問点についてまとめてくる。（1時間） 

事後課題：配信する復習課題に回答する。（1.5 時間） 

授業内で気になった点について追加学習をする。

（1.5 時間） 

15 総括 

本科目を通じて学習した内容について

振り返り、専門職をはじめとするそれぞ

れの立場から社会の中で教育を達成す

ることの意義について再考し、理解を深

める。 

事前課題：配付資料を読み、内容を理解した上で、

疑問点についてまとめてくる。（1時間） 

事後課題：授業内で気になった点について追加学習

をする。（1.5 時間） 

期末課題に備えて、先行研究渉猟やデータ収集等の

追加学習をする。（1.5 時間） 

 

関連科目 
「教育原理」「教育社会学」「道徳教育の研究」「教育心理学」「生徒指導論」「教育相談」「教育経営論」「教育実習Ⅰ」「教職実践演習」「各教科教

育法」 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 現場で使える教育社会学 中村高康・松岡亮二 ミネルヴァ書房 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 

1 現代教育社会学 岩井八郎・近藤博之 有斐閣 

2 新・教育の社会学 
苅谷剛彦・濱名陽子・木村涼子・

酒井朗 
有斐閣 

3 これからの教育社会学 
相澤真一・伊佐夏実・内田良・徳

永智子 
有斐閣 

 

評価方法 

（基準） 

授業後課題（45％）・期末レポート課題（55％） 

※試験は実施しない予定ではあるが状況により変更する場合がある。 

学生への 

メッセージ 
 

担当者の 

研究室等 
3 号館 3階・竹中研究室 

備考  
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科目名 教育心理学 科目名（英文） Educational Psychology 

学部 学部共通 学科 教職科目 

配当年次 １年 クラス  

単位数 2 履修区分 必修科目 

学期 前期 授業担当者 吉田 佐治子 

ディプロマポリシー(DP)  

科目ナンバリング  

 

授業概要・ 

目的 

 学校での教育活動において教師の果たす役割は大きい。学習の質を高めるために，教師が学習者を理解し，さまざまな形で援助していくために

はどうすればよいのか。それを考えていくにあたって必要な基礎的な知識を身につけ，日常生活の中で行われている学習活動や学校等における問

題について，心理学的に説明し，考えることができるようになることを目標とする。 

到達目標 

① 幼児、児童及び生徒の心身の発達及び学習の過程について、基礎的な知識を身につける。 

② 各発達段階における心理的特性を踏まえた学習活動を支える指導の基礎となる考え方を理解する。 

③ 教育心理学の基本的な考え方、基礎的な知識を得ることができる。 

④ 日常生活の中で行われている学習活動や学校等における問題について、心理学的に説明し、考えることができる。 

授業方法と 

留意点 

講義中心で行う。事前に資料を moodle 上で配付するので，各自入手しておくこと。 

必要に応じて，簡易実験やグループディスカッション等を行う。 

科目学習の 

効果（資格） 

教員免許状取得上必修，免許法施行規則に定められた「教育の基礎的理解に関する科目」１０単位のうち２単位を充足。 

【免許法施行規則に定める科目区分】 

科目：教育の基礎的理解に関する科目 

各科目に含める必要事項：幼児、児童及び生徒の心身の発達及び学習の過程 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 発達と教育と心理学と 
教育に対して心理学ができること，発達

と教育 

テキスト第 0章１・第 8章，配付資料による本時の

予習と復習 

2 こどもの発達１ 
乳幼児期……運動発達・言語発達・認知

発達・社会性の発達 
テキスト第 9章，配付資料による本時の予習と復習 

3 こどもの発達２ 
児童期……運動発達・言語発達・認知発

達・社会性の発達 

テキスト第 10 章・第 11 章，配付資料による本時の

予習と復習 

4 こどもの発達３ 
青年期①……運動発達・言語発達・認知

発達 

テキスト第 10 章・第 11 章・第 12 章，配付資料に

よる本時の予習と復習 

5 こどもの発達４ 青年期②……社会性の発達 
テキスト第 10 章・第 11 章・第 12 章，配付資料に

よる本時の予習と復習 

6 学習を支える認知機能１ 
思考……人間の思考の特徴，メタ認知の

機能と発達 

テキスト第 7章１，配付資料による本時の予習と復

習 

7 学習を支える認知機能２ 
言語……言語の機能，言語理解・言語産

出とその発達 

テキスト第 11 章，配付資料による本時の予習と復

習 

8 学習を支える認知機能３ 記憶……記憶のメカニズムと発達 
テキスト第４章・第５章，配付資料による本時の予

習と復習 

9 こどもの学び１ 
さまざまな学習①……学習とは何か，主

な学習理論の概観，条件づけ 
テキスト第１章，配付資料による本時の予習と復習 

10 こどもの学び２ 
さまざまな学習②……観察学習，自己制

御学習 

テキスト第１章・第６章，配付資料による本時の予

習と復習 

11 学習を支える動機づけ１ 
意欲とは何か……動機づけ過程，動機づ

け理論 

テキスト第２章・第３章，配付資料による本時の予

習と復習 

12 学習を支える動機づけ２ 

さまざまな意欲……外発的動機づけ・内

発的動機づけ，その他の視点，意欲の発

達 

テキスト第２章・第３章，配付資料による本時の予

習と復習 

13 学習を支える動機づけ３ 
意欲を育む……こどもの発達と意欲，意

欲を育む教育のあり方，学習と評価 

テキスト第２章・第３章，配付資料による本時の予

習と復習 

14 学校における人間関係 
教師-生徒の関係，生徒-生徒の関係，教

師-教師の関係，集団としての学級 

テキスト第０章２・第１０章，配付資料による本時

の予習と復習 

15 個に応じた教育 
個人差の理解と教育……ＡＴＩ，学習方

略 

テキスト第 0章３・第６章・第７章２，配付資料に

よる本時の予習と復習 

 

関連科目 教職課程におけるすべての科目 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 絶対役立つ教育心理学―実践の理論，理論を実践― 藤田哲也（編著） ミネルヴァ書房 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
小テスト 30％，期末試験 70％ 

学生への 

メッセージ 

これまで受けてきた教育を思い出してください。また心理学の用語の中には、日常的に遣われているのとやや異なる意味で用いられるものがある

ことに留意してください。 

担当者の 

研究室等 
７号館 3階（吉田研究室） 

備考 

Teams コード 

  火曜５限： o3hr1s8 

  木曜１限： 9oex0u1 

  木曜５限： j4uz0u4 

  金曜５限： 8h3rwzd 
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Moodle コース名と登録キー 

  火曜５限：2024 教育心理学（火５） あるいは 24 教心（火５） 2024EPTUE5 

  木曜１限：2024 教育心理学（木１） あるいは 24 教心（木１） 2024EPTHU1 

  木曜５限：2024 教育心理学（木５） あるいは 24 教心（木５） 2024EPTHU5 

  金曜５限：2024 教育心理学（ 
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科目名 特別支援教育論 科目名（英文） Studies of Special Needs Education 

学部 学部共通 学科 教職科目 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 2 履修区分 必修科目 

学期 前期 授業担当者 松浦 正典 

ディプロマポリシー(DP)  

科目ナンバリング  

 

授業概要・ 

目的 

通常の学級にも在籍している発達障害や知的障害をはじめとする様々な障害者等により特別な支援を必要とする子ども達が授業において学習活

動に参加している。学実感・達成感をもちながら学び、生きる力を身につけていけるよう、子どもの学習上または生活上の困難を理解し、個別の

教育的ニーズに対して、他の職員や関係機関と連携しながら組織的に対応していくために必要な知識や支援方法を理解する。 

到達目標 

①インクルーシブ教育システムにおける特別支援教育に関する理念や仕組みについて理解する。 

②視覚障害・聴覚障害・知的障害・肢体不自由・病弱・発達障害を含むさまざまな障害のある幼児、児童及び生徒の学習上又は生活上の困難につ

いて理解する。 

③発達障害や知的障害をはじめとする特別の支援を必要とする児童・生徒の心身の発達、心理的特性、障害の場合はその特性について理解する。 

④個別の教育支援計画及び個別の指導計画を作成する意義と方法について理解する。 

⑤管理職・特別支援教育コーディネーターをはじめとするチーム 

授業方法と 

留意点 

１ 授業は対面式で行う。状況によってはオンラインで行うこともありうる。ICT ツールは Teams を使用する。 

２ 講義資料等は「ファイル」に各授業回別のフォルダをつくり、そこに掲載する。プリントアウトするなどして各自で管理すること。 

３ Teams で「課題」の提出を求めるので遅滞なく提出すること。 

科目学習の 

効果（資格） 
教職科目 特別支援教育論は、教員免許（小学校・中学校・高等学校）取得上必修科目である。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
特別支援教育を学ぶ意義と

本授業のガイダンス 

・なぜ特別支援教育学を学ばなければな

らないか理解する。・クループ学習のや

り方について説明を聞き、グループ分け

を行う。 

・授業計画及び教科書第１章を読み、今後の学習に

ついて見通しを持つ（２時間）・グループでの役割

に応じて４回目授業での発表準備を進める（２時

間） 

2 
特別支援教育の歴史と現行

制度について 

・特殊教育・特別支援教育の歴史の概要

を知る。 

・特別支援教育を支える仕組みについて

理解する。 

・ICF モデル・特別支援教育への転換に

ついて知る。 

・教科書第２章をよく読み、質問をまとめておく。

（２時間）・グループでの役割に応じて４回目の授

業での発表準備を進める（２時間） 

3 
支援システムの構築と法的

整備 

・校内支援システムの構築や他職種等の

連携を知り、チーム学校について理解す

る。 

・教科書第３章をよく読み、質問をまとめておく。

（２時間）・ペアでの役割に応じて、4回目の授業で

の発表の資料をＡ４一枚程度(両面可）にまとめる。

（２時間） 

4 視覚障害・聴覚障害について 

・視覚障害・聴覚障害の概要・必要な支

援・教育について教えあう。 

・見え方紹介アプリの活用 

・教科書第１１章をよく読むとともに、自分の担当

部分をペアに説明する準備を行う。（２時間）・講義

やペア学習、教科書を元に学習内容をまとめる。（２

時間） 

5 
肢体不自由・病弱・身体虚

弱・重度重複について 

・肢体不自由・病弱・身体虚弱・重度重

複の概要・必要な支援・教育について理

解する。 

・教科書第１０章をよく読み、疑問点をまとめてお

く。（２時間）・グループでの役割に応じて、７回目

の授業での発表資料をＡ４二枚以内（両面可）にま

とめる。（２時間） 

6 情緒障害・言語障害について 
・情緒障害・言語障害の概要及びタイプ、

指導・支援方法等について学ぶ。 

・教科書第８章をよく読み、疑問点をまとめておく。

（２時間）・講義や教科書を元に学習内容をまとめ

る（２時間） 

7 
知的障害・発達障害について

（１） 

・知的障害・発達障害についてグループ

で発表を行い、質疑応答をする。・障害

別に担当者が集まり、お互いの内容を補

完し、疑問点を解決する。 

・教科書６・７・９章などを参考に自分の担当部分

についてよく伝わるようにまとめておく。担当以外

の部分についても教科書を読んで概要を理解して

おく。（２時間）授業で学んだことを整理し、発表

資料を訂正しておく。（２時間） 

8 
知的障害・発達障害について

（２） 

・資料をもとにグループ発表を行う。代

表者にまとめの発表をしてもらい、感想

をまとめる。 

・学習支援アプリの操作・体験 

・自分の発表部分について、よく伝わるように練習

をしておく。教科書を読んで概要を理解しておく。

（２時間）授業で学んだことを整理し、教科書を再

読する。（２時間） 

9 

LGBT 等特別な教育的支援が

必要な子どもの理解と指

導・支援 

・学習困難・ギフテッド・ＬＧＢＴ・不

登校・いじめなど教育的支援が必要な児

童ついて学び、学級での支援の方法につ

いて理解する。 

・教科書第１２章をよく読み、疑問点をまとめてお

く。（２時間）・講義や教科書を元に学習内容をまと

める（２時間） 

10 
個別の指導計画と個別の教

育支援計画 

・合理的配慮と個別の支援計画・個別の

指導計画について理解し、実際に個別の

指導計画を作成してみる。 

・教科書第５章をよく読み、疑問点をまとめておく。

（２時間）・講義や教科書を元に学習内容をまとめ

る（２時間） 

11 
通常学級での特別支援教育

（小・中学校） 

・授業のユニバーサルデザインで目指す

ものとユニバーサルデザインの概要に

ついて理解する。 

・通級指導の概要を理解する 

・第２回の授業内容について教科書やノートで復習

しておく（２時間）・講義や教科書を元に学習内容

をまとめる（２時間） 

12 
通常学級での特別支援教育

（高等学校） 

・通級指導の概要を理解する 

・京都府や大阪府にある高等学校で行わ

れている先進的な特別支援教育につい

て理解する。 

・京都府や大阪府にある高等学校で行われている先

進的な特別支援教育についてネット等で調べる（２

時間）・講義を元に学習内容をまとめる（２時間） 

13 
保護者との連携・専門機関・

地域との連携 

・特別な教育的支援を必要とする子ども

や親を支える専門機関の種類と役割を

理解する 

・地域での生活を送るうえでの支援と課

題を理解する。 

・教科書第１３章・１４章をよく読み、疑問点をま

とめておく。（２時間）・教科書と講義を元に学習内

容をまとめる（２時間） 

14 早期支援と就労支援 

・早期発見システムについて学び、早期

支援について考える。 

・進路支援・就労支援の実際を知り、問

・教科書第１５・第１６章をよく読み、疑問点をま

とめておく。（２時間）・講義や教科書を元に学習内

容をまとめる（２時間） 
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題点を明らかにする。 

15 
発達障害等に対する指導技

法 まとめ 

・特別支援教育学の講義全体を見直し、

課題と解決方法について、自分なりの考

えを持つ。 

・配布した資料に目を通しておく。今まで学習した

内容を教科書やノートで振り返る。（2時間） 

・今までの学修をふりかえる（２時間）・当日出題

される課題に取り組み、提出する。 

 

関連科目 
教職科目全般と関連性をもつ。特に、教師論、教育心理学、特別活動・総合的な学習の時間の理論と指導法、教育方法論、教育課程論、教育社会

学、教育相談での学習内容と関連させて理解を深めることが大切である。 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 

はじめての特別支援教育 教職を目指す大学生のた

めに 
柘植雅義他 有斐閣アルマ 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 

1 やさしく学ぶ教職課程特別支援教育 是永かな子他 学文社 

2 
特別支援学校幼稚部教育要領小学校・中学部学習指

導要領 平成２９年４月告示 
文部科学省 海文堂出版 

3 中学校学習指導要領（平成２９年告示）総則編 文部科学省 海文堂出版 

 

評価方法 

（基準） 
授業への参加状況【課題等】（40％）、中間レポート（30%）、最終レポート（30％）を総合的に評価する。 

学生への 

メッセージ 

本科目を受講することで、障害のある児童生徒をはじめ、特別な支援を必要とする児童生徒への理解が進み、1人ひとりの教育ニーズに応じた教

育が展開できるようになってほしい。 

担当者の 

研究室等 
寝屋川キャンパス７号館３階松浦研究室 

備考 授業外総学習時間を 60 時間とする。 
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科目名 教育課程論 科目名（英文） Studies of Curriculum Development 

学部 学部共通 学科 教職科目 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 必修科目 

学期 前期 授業担当者 鎌田 祥輝 

ディプロマポリシー(DP)  

科目ナンバリング  

 

授業概要・ 

目的 

教育課程（カリキュラム）は、「子どもたちの成長と発達に必要な文化を組織した、全体的な計画とそれに基づく実践と評価を統合した営み」と

される。カリキュラムは、学習指導要領や教科書に示された教育内容を組織したものであるのみならず、子どもたちが実際に獲得した内容を含む

概念である。そのため、子どもたちの学習経験を見取り、学習改善を行うために教育評価も欠かせない。本講義では、学習指導要領の変遷につい

ての知識を修得するのみならず、カリキュラム編成を行う上で基盤となる原理や方法を理解することを求める。これらの理解を踏まえ、各自が取

得を目指す免許教科の単元計画を構想できるようになることを目指す。 

到達目標 

（1）教育課程やカリキュラムをめぐる基礎的な知識を修得している。 

（2）カリキュラム編成の基本原理・編成方法を踏まえ、関連する他の教科・領域・学年の系統性を意識したカリキュラム編成を行うことができ

る。 

授業方法と 

留意点 

（1）配布資料を中心に進める講義形式を基本とする。例外的に、各自が作成したカリキュラム編成レポートを持ち寄り、相互批評を行うグルー

プワークを実施する回がある。その際には事前の準備が求められる。 

（2）期末課題の準備として、各自が取得を目指す免許教科の教科書を少なくとも 1 冊は入手すること（栄養教諭の場合は、関連する教科の教科

書に目を通すこと）。 

（3）現行学習指導要領（本文・解説）は文部科学省 HP からダウンロードすること。 

（4）授業資料は印刷して配布するほか、オンライン上で共有する。 

科目学習の 

効果（資格） 

教員免許取得上必修科目である。 

【免許法施行規則に定める科目区分】 

科目：教育の基礎的理解に関する科目 

各科目に含める必要事項：教育課程の意義及び編成の方法（カリキュラム・マネジメントを含む。） 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
オリエンテーション：教育課

程・カリキュラムとは何か 

教育課程（カリキュラム）とは何かを理

解するとともに、カリキュラムをめぐる

論点を概観する。 

授業終了時に示す文献を読む（1時間） 

2 教育評価とは何か 
教育評価の歴史を概観し、評定（成績づ

け）とは異なる教育評価の意義を学ぶ。 
授業終了時に示す文献を読む（1時間） 

3 教育評価と教育目標 
カリキュラム編成の要となる教育目標

にまつわる論点を概観する。 
授業終了時に示す文献を読む（1時間） 

4 学力評価の方法論 
学力を把握するための様々な方法につ

いて学ぶ。 
授業終了時に示す文献を読む（1時間） 

5 

現行学習指導要領の特質を

ふまえたカリキュラム編成

の方法 

現行学習指導要領の特徴、および、今求

められているカリキュラムのあり方と

その編成の方法を学ぶ。 

授業終了時に示す文献を読む（1時間） 

6 
カリキュラム編成原理 1：経

験主義 

経験主義カリキュラムの思想と実例を

扱い、経験主義の特徴と課題を考察す

る。 

授業終了時に示す文献を読む（1時間） 

7 
カリキュラム編成原理 2：系

統主義 

系統主義カリキュラムの思想と実例を

扱い、系統主義の特徴と課題を考察す

る。 

授業終了時に示す文献を読む（1時間） 

8 
日本における学習指導要領

の歴史 1 

本講義の前半で学習したカリキュラム

編成原理と結びつけながら、戦後～1980

年代の学習指導要領の歴史と特徴を概

観する。 

授業終了時に示す文献を読む（1時間） 

9 
日本における学習指導要領

の歴史 2 

本講義の前半で学習したカリキュラム

編成原理と結びつけながら、1990 年代

～現在の学習指導要領の歴史と特徴を

概観する。 

授業終了時に示す文献を読む（1時間） 

10 
教育課程の思想と構造：領域

論、履修原理 

教育課程を領域化する際に問われる問

題、教育課程の履修原理に関する問題を

学ぶ。 

授業終了時に示す文献を読む（1時間） 

11 
カリキュラム編成レポート

の相互批評会 

各自が作成したカリキュラム編成レポ

ートを持ち寄り、相互批評を行おこな

う。 

授業終了時に示す文献を読む（1時間） 

カリキュラム編成レポートを作成する（20 時間） 

12 
総合的な学習（探究）の時間

のカリキュラム 

領域としての「総合的な学習（探究）の

時間」の意義とカリキュラムの事例を紹

介する。 

授業終了時に示す文献を読む（1時間） 

13 
カリキュラム・マネジメント

の意義と評価 

カリキュラム・マネジメントの意義や重

要性を確認する。カリキュラム評価の基

礎的な考え方を概観する。 

授業終了時に示す文献を読む（1時間） 

14 
カリキュラム・マネジメント

の具体例：同和・人権教育 

同和・人権教育や外国につながる子ども

たちへの取り組みを取り上げ、現前の問

題に取り組む学校のカリキュラムを学

ぶ。 

授業終了時に示す文献を読む（1時間） 

カリキュラム編成レポートを改稿し提出する（10

時間） 

15 総括：教育課程をめぐる論点 

教育課程をめぐる論点をあらためて取

り上げ、講義全体の振り返りをおこな

う。 

授業終了時に示す文献を読む（1時間） 

定期試験に向けた準備をする（15 時間） 

 

関連科目 
同時期開講の教育方法論と密接にリンクしている。教育課程論では一単元のカリキュラム編成を、教育方法論ではその単元に含まれる一時間の授

業の指導案作成を求める。 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    
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参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 

1 新しい時代の教育課程（第 5版） 
田中耕治・水原克敏・三石初雄・

西岡加名恵 
有斐閣 

2 新しい教育評価入門（増補版） 
西岡加名恵・石井英真・田中耕治

編 
有斐閣 

3 新訂学習指導要領は国民形成の設計書 
水原克敏・髙田文子・遠藤宏美・

八木美保子 
東北大学出版会 

 

評価方法 

（基準） 

（1）期末試験（50％）：教育課程にまつわる基礎的知識の修得を問う。 

（2）授業内課題：カリキュラム編成レポート（50％）：各自が選んだ単元のカリキュラム編成を行う。現在求められるカリキュラムの在り方を踏

まえているかどうか、教育目標と評価課題の妥当性、相互批評で出された意見を踏まえた改善を規準として評価する。 

評価基準（ルーブリック）の詳細は講義内で提示する。 

学生への 

メッセージ 
 

担当者の 

研究室等 
7 号館 3階 鎌田研究室 

備考 
事前・事後学習総時間をおおよそ 60 時間程度とする。 

授業計画に記載している授業テーマは、授業の進捗状況や学生の関心に応じて変更することがある。 
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科目名 道徳教育論 科目名（英文） Studies of Moral Education 

学部 学部共通 学科 教職科目 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 2 履修区分 必修科目 

学期 前期 授業担当者 谷口 雄一 

ディプロマポリシー(DP)  

科目ナンバリング  

 

授業概要・ 

目的 

 この授業では、中学校において「特別の教科 道徳」（以下、道徳科）の授業を行うために必要な基本的な知識を習得した上で、生徒の実態や

教材の特性に応じた適切な指導法を選択して学習指導案を作成できるようになることを目的としています。 

 授業担当者は小学校での約 15 年の教諭経験を有しています。経験を活かした実践的な授業を行いますので、授業を受ける」立場からではなく

「作る」立場から能動的な学びを期待します。 

到達目標 
  受講者が、道徳教育の必要性や歴史、現状と課題等についての基本的な知識を身に付け、中学校の道徳科の様々な指導法の特徴と課題につい

て理解し、適切な発問を構成し、学習指導案を作成できるようになることを目標とします。 

授業方法と 

留意点 

 本授業は道徳科の授業づくりについて実践的に学ぶ内容のため対面で行います。具体的には、毎回、ペアや小グループ、全体での対話を通して

道徳教育や道徳科の授業についての学びを進めていきます。また、後半には、学習指導案作成等の演習や受講者のみなさんによる模擬授業等を適

宜取り入れます。 

 そして、毎回の授業の終わりに受講者にコメントペーパーを書いてもらいます。その中からいくつかを次の授業の最初に紹介することで、自分

とは異なる他の人の考えも参考にしながら、道徳科の授業づくりについて多面的・多角的に考えることができるように配慮します。 

科目学習の 

効果（資格） 

 中学校教諭１種免許状の取得に必要です。 

【免許法施行規則に定める科目区分】 

科目：道徳、総合的な学習の時間等の指導法及び生徒指導、教育相談等に関する科目 

各科目に含める必要事項：道徳の理論及び指導法 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 

ガイダンス： 

道徳科の授業について考え

る 

・現在、我が国においてどのような道徳

教育が行われているかを確認する。 

・正しさを決める４つのアプローチにつ

いて概観する。 

（事前）自身が学校教育においてが受けてきた道徳

教育がどのようなものであったかを思い出してお

く。 

（事後）テキスト 2.の P.8～17 を精読しておく。 

2 日本の道徳教育の歴史 

・明治から現在に至るまでの我が国の道

徳教育の歴史を概観する。 

・道徳教育に存在する信念対立について

考える。 

（事前）テキスト 1.の P.6～12 を精読しておく。 

（事後）日本の道徳教育の歴史や信念対立について

整理しておく。 

3 よい道徳教育とは何か 

・よい道徳教育について、生徒の道徳性

の発達や教師の職能成長という観点か

ら考える。 

（事前）テキスト 1.の P.12～25 を精読しておく。 

（事後）道徳科の授業や道徳教育の方法と生徒の道

徳性の発達、教師自身の成長との関係について整理

しておく。 

4 
道徳の授業の多様な指導方

法の特徴 

・道徳科の授業のねらいに基づく８類型

について概観し、多様な指導方法の特徴

について考える。 

（事前）テキスト 1.の P.26～35 及びテキスト 2.の

P.26～29 を精読しておく。 

（事後）道徳科の授業のねらいに基づく８類型につ

いて整理しておく。 

5 道徳の授業の発問の構成法 

・「特別の教科 道徳」の目標や内容に

ついて確認し、ねらいに基づく発問の構

成法について考える。 

（事前）テキスト 1.の P.36～48 及びテキスト 2.の

P.30～33 を精読しておく。 

（事後）ねらいに基づく発問の構成法について整理

しておく。 

6 
道徳の授業の学習指導案の

作成法 

・「特別の教科 道徳」のねらいに沿っ

た授業を計画的に進めるための学習指

導案の作成方法について考える。 

（事前）テキスト 1.の P.49～58 及びテキスト 2.の

P.34～37 を精読しておく。 

（事後）道徳科の授業の学習指導案の作成方法につ

いて整理しておく。 

7 道徳の授業の評価 
・「特別の教科 道徳」における評価の

内容や方法について考える。 

（事前）テキスト 1.の P.59～68 及びテキスト 2.の

P.38～41 を精読しておく。 

（事後）道徳科の授業の評価の内容や方法について

整理しておく。 

8 
各授業類型のねらいと発問

の特徴 

・教材の特性を踏まえた教材分析の方法

について概観し、授業類型のそれぞれの

ねらいと特徴について考える。 

（事前）テキスト 1.の P.71～85 及びテキスト 2.の

P.42～45 を精読しておく。 

（事後）教材分析の方法や授業構成について度整理

しておく。 

9 教材分析の視点 

・教材に描かれている人物や事象等を図

式化することで道徳的な問題を明確化

する教材分析の方法について概観する。 

（事前）テキスト 1.の P.86～95 及びテキスト 2.の

P.46～49 を精読しておく。 

（事後）教材分析の方法について整理するととも

に、自身が選択した教材について分析しておく。 

10 
発問分析による授業づくり

の視点 

・発問の特徴について概観し、発問分析

に基づく授業改善の方法について考え

る。 

（事前）テキスト 1.の P.96～106 及びテキスト 2.

の P.50～53 を精読しておく。 

（事後）問題解決的な学習や発問分析に基づく授業

改善の方法について整理しておく。 

11 

授業づくりの実際①： 

いじめを扱った教材の授業

実践 

・いじめを扱った教材を使用する道徳科

の授業動画を視聴し、授業づくりの実際

について学ぶ。 

（事前）テキスト 1.の P.107～130 及びテキスト 2.

の P.54～57 を精読しておく。 

（事後）授業づくりの実際について整理しておく。 

12 

授業づくりの実際②： 

SNS上のトラブルを扱った教

材の授業実践 

・SNS 上のトラブルを扱った教材の授業

動画を視聴し、授業づくりの実際につい

て学ぶ。 

（事前）テキスト 1.の P.131～152 及びテキスト 2.

の P.58～61 を精読しておく。 

（事後）授業づくりの実際について整理しておく。 

13 学習指導案の作成 

・これまでの学修をふまえ、第 9回で選

択し教材分析した教材を用いた道徳科

の授業について、学習指導案を作成す

る。 

（事前）テキスト 2.の P.62～65 を精読しておく。 

（事後）模擬授業と事後検討会の準備をしておく。 

14 模擬授業と事後検討会① 
・模擬授業を行い、授業改善のための事

後検討会を行う。 

（事前）テキスト 2.の P.66～69 を精読しておく。 

（事後）模擬授業と事後検討会の準備をしておく。 

15 

模擬授業と事後検討会② 

まとめ： 

道徳科の授業について再び

考える 

・模擬授業を行い、授業改善のための検

討を行う。 

・道徳科の授業づくりについてまとめ

る。 

（事前）模擬授業と事後検討会の準備をしておく。 

（事後）「よい道徳科の授業」について考えをまと

める。 



摂南大学シラバス 2024 

 

関連科目 教職科目全体と関連がありますので、他の授業で学習した内容と関連づけて考えてみることが大切です。 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 

1 道徳科 初めての授業づくり 吉田誠・木原一彰 編著 大学教育出版 

2 
中学校学習指導要領（平成 29 年告示）解説 特別の

教科 道徳編 
文部科学省 教育出版 

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 

1 
小学校学習指導要領（平成 29 年告示）解説 特別の

教科 道徳編 
文部科学省 廣済堂あかつき 

2 
『道徳教育』PLUS 考え、議論する道徳をつくる新

発問パターン大全集 
『道徳教育』編集部 明治図書出版 

3    

 

評価方法 

（基準） 

 毎回の授業の終わりに書いてもらう OPP シート（One Page Portfolio シート）の記述内容や授業中の学修の様子（60％）、作成した道徳科学習

指導案や模擬授業の内容（40％）等をもとに、総合的に評価します。 

 また、授業に参加するにあたって不適切な態度を取る方に対しては厳正に対処します。教職を志す人間としての自覚を胸に授業に参加してくだ

さい。 

学生への 

メッセージ 

 授業の中でペアや小グループでの話し合い、グループワーク、模擬授業等を適宜取り入れます。受講者の皆さんの積極的な参加を期待していま

す。 

担当者の 

研究室等 
７号館４階(谷口研究室) 

備考 事前・事後学習総時間をおおよそ 60 時間程度とする。 



摂南大学シラバス 2024 

科目名 特別活動・総合的な学習の時間の理論と指導法 科目名（英文） Methodolgy of Special Activities and Integrated Studies 

学部 学部共通 学科 教職科目 

配当年次 １年 クラス  

単位数 2 履修区分 必修科目 

学期 後期 授業担当者 松浦 正典 

ディプロマポリシー(DP)  

科目ナンバリング  

 

授業概要・ 

目的 

 特別活動の理論と指導法については、学校における様々な構成・場面での集団活動を通して、課題の発見や解決を行い、よりよい学級生活・学

校生活の実現を目指す特別活動の意義、目標及び内容を理解し、特別活動の特質を踏まえた指導に必要な知識や素養を身に付ける。 

 総合的な学習（探求）の時間の理論と指導法については、探究的な見方・考え方を働かせ、横断的・総合的な学習を探求的な学びの過程を通し

て行い、よりよく課題を解決し、自己の生き方について考えていくための資質・能力の育成をめざし、指導計画の作成、学習指導や評価の考え方、

留意点を理解する。 

到達目標 

1 教育課程における特別活動の位置付けと各教科等との関連、学習指導要領における特別活動の目標及び主な内容を理解している。 

2 特別活動における取組の評価・改善活動の重要性、家庭・地域住民や関係機関との連携の在り方を理解している。 

3 合意形成に向けた学級での話合い活動、意思決定につながる指導及び集団活動の意義や指導の在り方を例示することができる。 

4  総合的な学習（探求）の時間の意義と教育課程において果たす役割、目標並びに各学校において目標及び内容を定める際の考え方や留意点、

年間指導計画を作成する 

授業方法と 

留意点 

 講義はテキストやプリント教材、視聴覚教材をもとにすすめるが、ソロワーク、グループワークを取り入れる。「為すことによって学ぶ」こと

が求められる特別活動や自ら問いを見いだし、課題を立て、情報を整理分析して、まとめ表現することが求められる総合的な学習の時間を指導し

なければならない教員の立場に立って、集団をファシリテートできるよう、自身の「自己理解」「他者理解」「共感的な人間関係」の充実も図りな

がら、グループでのディスカション・コーディネーション・プレゼンテーションへの積極的な参加を求める。 

科目学習の 

効果（資格） 
教職科目 特別活動・総合的な学習の時間の理論と指導法は、 教員免許（中学校・高等学校）取得上必修科目である。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 

オリエンテーション・特別活

動及び総合的な学習（探求）

の時間の意義と課題 

学校教育活動のなかでの特別活動の意

義と課題、総合的な学習の時間の意義と

教育課程の中で果たす役割、指導する上

で教師に求められる力量 

特別活動テキスト第 1章、講義資料を事前に読んで

おく（2時間）。講義資料を参考に復習をする（2時

間）。 

2 特別活動の目標・内容・方法 

教科外活動としての位置づけ、特別活動

の３つの内容、方法としての集団活動・

体験活動 

特別活動テキスト第 2章、講義資料、ワーク資料を

事前に読んでおく（2時間）。講義資料を参考に復習

する（2時間）。 

3 
学級活動・ホームルーム活動 

１ 

学級とは何か、特別活動の実践的基盤と

しての学級、教師と子どもの関係づくり 

個人ワーク：学級活動の年間計画の作成 

特別活動テキスト第 3章第 1節、講義資料、ワーク

資料を事前に読んでおく（2時間）。講義資料、ワー

ク資料を参考に復習をする（2時間）。 

4 
学級活動・ホームルーム活動 

２ 

学級活動の実際と合意形成 

グループワーク：学級開きと年間計画の

作成 

特別活動テキスト第 3章第 1節、講義資料、ワーク

資料を事前に読んでおく（2時間）。講義資料、ワー

ク資料を参考に復習をする（2時間）。 

5 生徒会活動・児童会活動 

生徒会（児童会）活動の歴史・目標・内

容。 

学級経営に役立つワーク 

特別活動テキスト第 3章第 2節、講義資料、ワーク

資料を事前に読んでおく（2時間）。講義資料を参考

に復習をするをする（2時間）。 

6 学校行事 
学校行事の歴史・種類・内容・観点 

グループワーク：学校行事の思い出 

特別活動テキスト第3章第３節を事前に読んでおく

（2時間）。講義資料、ワーク資料を参考に復習をす

る（2時間）。 

7 
特別活動の指導計画の作成

にあたっての配慮事項 

グループに分かれ、担当の箇所について

まとめ、プレゼンをする。（ABD による） 

教科書第４章第１節を事前に読んでおく（2時間）。

講義資料、ワーク資料を参考に復習をする（2時間）。 

8 
特別活動の内容の取扱いに

ついての配慮事項 

グループに分かれ、担当の箇所について

まとめ、プレゼンをする。（ABD による） 

教科書第４章第２節を事前に読んでおく（2時間）。

講義資料、ワーク資料を参考に復習をする（2時間）。 

9 特別活動の歴史 

学習指導要領における位置づけの変遷、

課題の変化、目標の変化、時代背景のと

関係 

個別ワーク：戦後の特別活動の歴史をま

とめる 

講義資料、ワーク資料を事前に読んでおく（2時間）。

講義資料、ワーク資料を参考に復習をする（2時間）。 

10 

外国における特別活動 

特別活動の指導を担当する

教師 

諸外国ではどのような特別活動が行わ

れているか理解する。 

個別ワーク：特別活動を指導する教師に

必要な力 

特別活動テキスト第 4章第４節、講義資料、ワーク

資料を事前に読んでおく（2時間）。講義資料、ワー

ク資料を参考に復習をする（2時間）。 

11 
総合的な学習（探求）の時間

の目標・内容・原理 

総合的な学習（探求）の時間の目標の構

成、各学校において定める目標及び内

容、方法的原理 

グループワーク：総合的な学習の思い出 

総合的な学習の時間のテキスト第 1・2･3 章、講義

資料、ワーク資料を事前に読んでおく（2時間）。講

義資料、ワーク資料を参考に復習をする（2時間）。 

12 
総合的な学習（探求）の時間

の指導計画 

全体計画、年間計画、単元計画の作成 

学校現場で役立つワーク１ 

総合的な学習の時間のテキスト第５章、講義資料、

ワーク資料を事前に読んでおく（2時間）。講義資料、

ワーク資料を参考に復習をする（2時間）。 

13 
探求的な学習の過程につい

て 

生徒の主体性を重視した学習指導、探究

的な学習の過程における主体的で対話

的で深い学び 

学校現場で役立つワーク２ 

総合的な学習の時間のテキスト第2･7章、講義資料、

ワーク資料を事前に読んでおく（2時間）。講義資料、

ワーク資料を参考に復習をする（2時間）。 

14 
総合的な学習（探求）の時間

の評価 

カリキュラムマネージメントの考え方

による全体計画、年間計画、単元計画の

評価、生徒の学習状況の評価 

学校現場で役立つワーク３ 

総合的な学習の時間のテキスト第 5･6・8 章、講義

資料、ワーク資料を事前に読んでおく（2時間）。講

義資料、ワーク資料を参考に復習をする（2時間）。 

15 
補足とまとめ／最終レポー

トについて 

補足を行うとともに全学習事項につい

て再度振り返り整理する。 

個別ワーク：総合的な学習の時間を指導

する教師に必要な力 

・第１回目から１４回目までの配布資料に目を通し

て全体を復習しておく。 

・課題に沿ったレポートを作成する。 

 

関連科目 
 すべての教職科目と関連するが、特に、教師論、教育心理学で学習したことと関連づけるともに、教育方法論、生徒指導論、道徳教育論、教育

社会学などの学習につなげることが大切である。 

教科書  



摂南大学シラバス 2024 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 

1 
中学校学習指導要領解説 特別活動編 平成２９年

告示 
文部科学省 東山書房 

2 
中学校学習指導要領解説 総合的な学習の時間編 

平成２９年告示 
文部科学省 東山書房 

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 

1 
高等学校学習指導要領解説 特別活動編 平成２９

年告示 
文部科学省 東京書籍 

2 
高等学校学習指導要領 総合的な探求の時間編 平

成２９年告示 
文部科学省 学校図書 

3    

 

評価方法 

（基準） 
授業への参加状況及び課題（40％）、中間レポート（30％）、最終レポート（30％）を総合的に評価する。 

学生への 

メッセージ 

 学級はもともと「ある」ものではなく、つくって「なる」ものだということが言われる。子どもどうしがつながりあって、心地よい関係の中で

育つことができる環境をつくり、維持するために努力するということに尽きる。それは、どのような時代にあっても教師であることの醍醐味であ

る。 

担当者の 

研究室等 
寝屋川キャンパス 7号館３F松浦研究室 

備考 授業外学習総時間を 60 時間とする。 



摂南大学シラバス 2024 

科目名 教育方法論 科目名（英文） Studies of Educational Method 

学部 学部共通 学科 教職科目 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 必修科目 

学期 前期 授業担当者 鎌田 祥輝 

ディプロマポリシー(DP)  

科目ナンバリング  

 

授業概要・ 

目的 

教育方法の基礎的な知識・技術を修得し、今求められる教育・学びのあり方を踏まえた授業をデザインし、実践できるようになることを目的とす

る。受講生には学習指導案を作成するとともに、10 分間の模擬授業の実施を求める。模擬授業の相互批評を体験することで、模擬授業による効

果的なリフレクションの方法を学ぶ。これにより今後、受講生が自主的・主体的に授業を構想・実践し省察することを通して、教師として授業の

力量を高めていけるようになることを目指す。 

到達目標 

（1）教育方法の基礎的な知識・技術を修得している。 

（2）今求められる教育・学びのあり方を踏まえ、授業をデザインし、実践することができる。 

（3）模擬授業で起きた出来事をもとに省察し、授業を改善することができる。 

授業方法と 

留意点 

（1）講義は対面で実施する。 

（2）前半は講義を中心とするが、受講生に発言を求めることがある。また、模擬授業検討会のあり方や授業観察の方法論を、授業記録・授業映

像を用いて実践しながら学ぶ。後半は、受講生全員に学習指導案の作成と 10 分間の模擬授業の実施を求める。模擬授業は教師役として実施する

だけでなく、生徒役として授業を受けて疑問や感想を出し、振り返ることも大切である。 

（3）授業資料は印刷して配布するほか、オンライン上で共有する。 

科目学習の 

効果（資格） 

教員免許取得上必修科目である。 

【免許法施行規則に定める科目区分】 

科目：教育の基礎的理解に関する科目 

各科目に含める必要事項：教育の方法及び技術術（情報機器及び教材の活用を含む。） 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
オリエンテーション：授業と

は何か 

授業という営みの本質や、教師として授

業の力量を高める方法論を概観する。 

授業終了時に示す小課題・コメントカードを記入す

る（1時間） 

2 
今求められる教育・学びの在

り方とは 

社会の変化や教育政策の動向などを踏

まえ、これからの社会を担う子どもたち

に求められる学力や授業・学びのあり方

を概観する。 

授業終了時に示す小課題・コメントカードを記入す

る（1時間） 

3 
教育目標の明確化と教育評

価 

教育目標を明確化する意味、目標に対応

させた評価を指導や学習に活かす方法

を学ぶ。 

授業終了時に示す小課題・コメントカードを記入す

る（1時間） 

4 教材研究の方法論 
教材研究とは何か、すぐれた教材とはど

のようなものかを、実例を通して学ぶ。 

授業終了時に示す小課題・コメントカードを記入す

る（1時間） 

5 学習のための空間作り 

教室空間のデザインや ICT 活用を含む

学習ツールの活用など、学習のための空

間作りについて概観する。 

授業終了時に示す小課題・コメントカードを記入す

る（1時間） 

6 技とテクノロジーの活用 

板書、ノート指導、情報機器活用といっ

た指導技術や、情報活用能力育成を志向

する指導のあり方について学ぶ。 

授業終了時に示す小課題・コメントカードを記入す

る（1時間） 

7 
学習指導案の意義と指導案

作成 

学習指導案を作成する意義や授業の構

想力を高める指導案のあり方を学ぶ。ま

た、指導案作成を書く際のポイントを紹

介する。 

授業終了時に示す小課題・コメントカードを記入す

る（1時間） 

模擬授業に向けて指導案作成と授業の練習を行う

（10 時間） 

8 模擬授業・検討会のあり方 

授業で起きた出来事をもとに省察し、授

業づくりの考え方を学ぶような模擬授

業検討会のあり方を学び、実際に体験す

る。 

授業終了時に示す小課題・コメントカードを記入す

る（1時間） 

模擬授業に向けて指導案作成と授業の練習を行う

（10 時間） 

9 
授業観察の方法と授業をみ

る視点 

授業観察の際、授業をどのような視点で

検討すれば良いか、またどのような記録

を残せばよいのかを学ぶ。授業ビデオを

用いて授業記録をとる練習を行う。 

授業終了時に示す小課題・コメントカードを記入す

る（1時間） 

模擬授業に向けて指導案作成と授業の練習を行う

（10 時間） 

10 
模擬授業・検討会：教育目

標・評価に着目して 

模擬授業とリフレクションを実施する。

特に目標と評価の対応に着目した振り

返りを行う。 

授業終了時に示す小課題・コメントカードを記入す

る（1時間） 

11 
模擬授業・検討会：教材に着

目して 

模擬授業とリフレクションを実施する。

特に教材の活用（デジタル教材を含む）

に着目した振り返りを行う。 

授業終了時に示す小課題・コメントカードを記入す

る（1時間） 

12 
模擬授業・検討会：学習空間

に着目して 

模擬授業とリフレクションを実施する。

特に学習のための空間作りに着目した

振り返りを行う。 

授業終了時に示す小課題・コメントカードを記入す

る（1時間） 

13 
模擬授業・検討会：技とテク

ノロジーの活用に着目して 

模擬授業とリフレクションを実施する。

特に指導技術や ICT 活用に着目した振

り返りを行う。 

授業終了時に示す小課題・コメントカードを記入す

る（1時間） 

14 実践記録と力量形成 

実践記録を読むこと・書くことを通し

て、教師として授業の力量を高めるため

の方法を学ぶ。実践記録を読み、考察す

る。 

授業終了時に示す小課題・コメントカードを記入す

る（1時間） 

15 総括：教師としての力量形成 

教師として授業の力量を高める方法論

を、これまでの講義を振り返りながら総

括する。 

授業終了時に示す小課題・コメントカードを記入す

る（1時間） 

模擬授業の振り返りを踏まえて指導案を改稿する

（15 時間） 

 

関連科目 
同時期開講の教育課程論と密接にリンクしている。教育課程論では 1単元のカリキュラム編成を、教育方法論ではその単元に含まれる一時間の授

業の指導案作成を求める。 

教科書 

 

 
番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    
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2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 授業づくりの深め方 石井英真 ミネルヴァ書房 

2 授業づくりの考え方 渡辺貴裕 くろしお出版 

3 時代を拓いた教師たち 田中耕治編著 日本標準 

 

評価方法 

（基準） 

（1）模擬授業（学習指導案作成を含む）（50%）：学習指導案作成、および 10 分間の模擬授業を実施する。 

（2）コメントカード・小課題（20%）：講義・模擬授業・検討会の振り返りを毎回の講義後に記入する。 

（3）授業内課題（30%）：模擬授業でうけた意見をもとに、学習指導案を改稿し提出する。 

※評価基準・規準（ルーブリック）は講義内で提示する。 

学生への 

メッセージ 
授業のお知らせは Teams を通して連絡します。必ず Teams に登録してください。 

担当者の 

研究室等 
７号館３階(鎌田研究室) 

備考 
事前・事後学習総時間を 60 時間とする。 

受講生の人数により、模擬授業・検討会の実施日が増減する可能性がある。 
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科目名 生徒指導論（進路指導を含む） 科目名（英文） Studies of Guidance and Counceling 

学部 学部共通 学科 教職科目 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 必修科目 

学期 後期 授業担当者 西村 晃一 

ディプロマポリシー(DP)  

科目ナンバリング  

 

授業概要・ 

目的 

昨今，子どもたちを取り巻く環境は大きく変化し続けている。いじめ・暴力行為・不登校・中途退学・自殺など多岐にわたり，課題が山積してい

る。本講義では，生徒指導および進路指導について理解を深める。理論と実践の往還を重視し，具体的な事象を取り上げながら授業を展開するこ

とで，生徒指導の諸課題に対応し，進路指導を通したキャリア教育の実現に寄与する。 

到達目標 

本講義を通して，生徒指導および進路指導の意義を理解する。児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題について研鑽を重ね，学校現場

の問題点について主体的に考える素養を養う。また，進路指導では広くキャリア発達の視点から学び，将来教員になった際，子どもたちの社会的・

職業的自立に向け，必要な基盤となる能力や態度を育てる力を培うことを目標とする。 

授業方法と 

留意点 

授業は対面形式で行う。PowerPoint を用いながら授業を展開し，毎時間課題を提示する。また，Teams のファイルより，各資料を共有する。本講

義は，アクティブ・ラーニングを採用しているため，ディスカッションや KJ 法，ロールプレイを通して理論と実践の往還を目指す。加えて，授

業では教科書を使用するため，毎時間持参すること。 

科目学習の 

効果（資格） 

教員免許取得上必修 

【免許法施行規則に定める科目区分】 

科目：道徳、総合的な学習の時間等の指導法及び生徒指導、教育相談等に関する科目 

各科目に含める必要事項：生徒指導の理論及び方法、進路指導及びキャリア教育の理論及び方法 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
オリエンテーション 

生徒指導の基礎 

・生徒指導の定義と目的 

・生徒指導の構造（２軸３類４層構造） 

・チーム支援による組織的対応 

教科書 P.１２～３８ 

学習課題：子どもの権利条約 

2 生徒指導と教育課程 

・児童生徒の発達を支える教育課程 

・教科，道徳科，総合的な学習（探求）

の時間，特別活動の各領域と生徒指導と

の関連 

教科書 P.３９～６７ 

学習課題：探求学習の４STEP 

3 
チーム学校による生徒指導

体制 

・チーム学校における学校組織と生徒指

導体制 

・生徒指導と教育相談が一体となったチ

ーム支援 

教科書 P.６８～１１８ 

学習課題：チーム学校 

4 
個別の課題に対する生徒指

導：いじめ 

・いじめ防止対策推進法 

・いじめに関する生徒指導の重層的支援

構造 

・関係機関等との連携体制 

教科書 P.１１９～１４０ 

学習課題：いじめの定義と関係法規 

5 
個別の課題に対する生徒指

導：暴力行為 

・暴力行為に対する対応指針 

・暴力行為に関する生徒指導の重層的支

援構造 

・関係機関等との連携体制 

教科書 P.１４１～１５２ 

学習課題：暴力行為の定義 

6 
個別の課題に対する生徒指

導：少年非行 

・少年法と児童福祉法 

・少年非行の基本的な対応 

・喫煙，飲酒，薬物乱用 

・特定少年 

教科書 P.１５３～１７０ 

学習課題：犯罪白書 

7 
個別の課題に対する生徒指

導：児童虐待 

・児童福祉法，児童虐待の防止に関する

法律 

・学校の体制 

・虐待対応に対するアセスメント 

教科書 P.１７１～１８８ 

学習課題：児童虐待の定義と虐待事例 

8 
個別の課題に対する生徒指

導：自殺 

・自殺対策基本法 

・自殺防止のための学校の組織体制と計

画 

・関係機関との連携に基づく自殺予防の

体制 

教科書 P.１８９～２０８ 

学習課題：自殺の動向 

9 

個別の課題に対する生徒指

導：中途退学，インターネッ

トに関わる問題 

・中途退学の関係法規と基本方針 

・インターネット問題への組織的取組 

・各課題に対する重層的支援構造 

教科書 P.２０９～２２０，P.２４０～２５４ 

学習課題：インターネットトラブル 

10 
個別の課題に対する生徒指

導：不登校 

・不登校に関する関係法規と基本方針 

・不登校対応に求められる学校の組織的

体制と計画 

・関係機関との連携体制 

教科書 P.２２１～２３９ 

学習課題：不登校の定義，教育機会確保法 

11 

個別の課題に対する生徒指

導：多様な背景を持つ児童生

徒 

・性に関する課題 

・発達障害に関する課題 

・支援を要する家庭状況 

・外国人児童生徒 

教科書 P.２５５～２８９ 

学習課題：性的マイノリティ 

12 進路指導とキャリア教育 
・キャリア教育とは何か 

・進路指導とキャリア教育の歴史的背景 

キャリア教育の手引き（配布資料） 

学習課題：４領域８能力 

13 

進路指導：キャリア教育を通

して育成すべき「４領域８能

力」 

・４領域８能力 

・基礎的，汎用的能力 

キャリア教育の手引き（配布資料） 

学習課題：キャリア教育 

14 
進路指導：中学校・高等学校

における実践 

・中学校におけるキャリア発達 

・高等学校におけるキャリア発達 

・校種間連携 

キャリア教育の手引き（配布資料） 

学習課題：生徒指導と進路指導 

15 生徒指導と進路指導 

・生徒指導の諸課題 

・進路指導とキャリア教育の結び付き 

・総括 

学習課題：第１～１４回で最も関心のあるトピック

を１つ挙げて論述 

 

関連科目 「教育の基礎的理解に関する科目」全般に関連する。 

教科書 
 

 番号 書籍名 著者名 出版社名  
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1 生徒指導提要 文部科学省 東洋館出版社 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 中学校学習指導要領（平成 29 年告示） 文部科学省  

2 高等学校学習指導要領（平成 30 年告示） 文部科学省  

3 生徒指導提要 文部科学省  

 

評価方法 

（基準） 
期末試験 60％，毎時間の課題・レポート 40％とする。 

学生への 

メッセージ 

生徒指導とは，児童生徒が，社会の中で自分らしく生きることができる存在へと，自発的・主体的に成長や発達する過程を支える教育活動のこと

である。ゆえに，学生自身が自発的・主体的に学び，豊かな人間性を養う必要がある。本講義では，双方向の学習を取り入れている。積極的な参

加を期待している。 

担当者の 

研究室等 
7 号館 3階 西村研究室 

備考 
本講義は，複数の曜日時限が設けられている。必ず，自身が履修登録をしている曜日時限の Teams コードに登録すること。 

事前・事後学習総時間はおおよそ 60 時間程度である。 
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科目名 教育相談（カウンセリングの基礎を含む） 科目名（英文） School Counseling 

学部 学部共通 学科 教職科目 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 2 履修区分 必修科目 

学期 後期 授業担当者 吉田 佐治子 

ディプロマポリシー(DP)  

科目ナンバリング  

 

授業概要・ 

目的 

 教育相談は，幼児児童生徒が自己理解を深めたり好ましい人間関係を築いたりしながら，集団の中で適応的に生活する力を育み，個性の伸長や

人格の成長を支援する教育活動である。幼児児童生徒の発達の状況に即しつつ，個々の心理的特質や教育的課題を適切に捉え，支援するために必

要な基礎的知識（カウンセリングの意義，理論や技法に関する基礎的知識を含む）を身に付ける。 

 特に，学校における教育相談に焦点を当て，教師が行う教育相談活動の基本的な考え方や教育相談に必要なスキルを身につけるために，教育相

談のもつ今日的な意義を解説し，カウンセリングの基礎知識及びその実践的な手法を紹介する。併せて生徒理解と“問題”への対応について，実践

的な取り組み方を考える。 

到達目標 

① 幼児児童生徒の発達の状況に即しつつ、個々の心理的特質や教育的課題を適切に捉え、支援するために必要な基礎的知識（カウンセリングの

意義、理論や技法に関する基礎的知識を含む）を身に付ける。 

② 教育相談の基本的な考え方、カウンセリングの基礎、生徒理解と「問題」への対応についての知識を得ることができる。 

③ その上で、生徒を支援するための具体的な方法について考えることができる。 

授業方法と 

留意点 

講義と演習を組み合わせて行う。講義の資料は，事前に Moodle で配付するので，各自入手しておくこと。演習は，グループごとに取り組んだ課

題について発表するものとする。 

科目学習の 

効果（資格） 

教員免許状取得上必修、免許法施行規則に定められた「生徒指導、教育相談及び進路指導等に関する科目」４単位のうち２単位を充足。 

【免許法施行規則に定める科目区分】 

科目：道徳、総合的な学習の時間等の指導法及び生徒指導、教育相談等に関する科目 

各科目に含める必要事項：教育相談（カウンセリングに関する基礎的な知識を含む。）の理論及び方法 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 教育相談とは何か 
教育相談の意義，教師としての立場，カ

ウンセリングマインド 
テキスト第１講，配付資料を用いた予習・復習 

2 カウンセリングの基礎 
カウンセリングの基本的な考え方，カウ

ンセリングの技法 

テキスト第２講・第３講，配付資料を用いた予習・

復習 

3 チームビルディング グループワーク（アイスブレイク含む） 
検討したいテーマについてよく考えておく 

グループ発表の準備 

4 教育相談の体制 
教育相談の構造，チーム支援の意義，チ

ームの作り方 

テキスト第１講・第 10 講，配付資料を用いた予習・

復習 

グループ発表の準備 

5 教育相談の実際１ チーム支援のプロセス，アセスメント 

テキスト第１講・第 10 講・第 11 講・第 12 講，配

付資料を用いた予習・復習 

グループ発表の準備 

6 教育相談の実際 2 チーム支援の実際 

テキスト第１講・第 10 講，配付資料を用いた予習・

復習 

グループ発表の準備 

7 パーソナリティ理解 
パーソナリティを理解するために，パー

ソナリティ理解をゆがめるもの 

テキスト第 11 講・第 12 講，配付資料を用いた予習・

復習 

グループ発表の準備 

8 “問題”の理解と対応 1 
“問題”とは何か，その原因・背景と対応，

適応過程 

テキスト第９講，配付資料を用いた予習・復習 

グループ発表の準備 

9 “問題”の理解と対応 2 ストレス，欲求不満，葛藤 
テキスト第９講，配付資料を用いた予習・復習 

グループ発表の準備 

10 心の発達と危機 
認知の発達、自己意識の発達、道徳性の

発達、仲間関係の発達 

テキスト第９講，配付資料を用いた予習・復習 

教育心理学の復習 

グループ発表の準備 

11 
学校における諸課題とその

対応① 

不登校……その理解と対応（グループ発

表） 
テキスト第５講，配付資料を用いた予習・復習 

12 
学校における諸課題とその

対応② 

いじめ……その理解と対応（グループ発

表） 
テキスト第４講，配付資料を用いた予習・復習 

13 
学校における諸課題とその

対応③ 

授業崩壊・学級崩壊……その理解と対応

（グループ発表） 
配付資料を用いた予習・復習 

14 
学校における諸課題とその

対応④ 

反社会的行動……その理解と対応（グル

ープ発表） 
テキスト第７講，配付資料を用いた予習・復習 

15 これからの教育相談 
新たな課題，教師のメンタルヘルス，さ

らなる連携 

テキスト第 13 講・第 15 講，配付資料を用いた予習・

復習 

 

関連科目 教職課程の科目全般 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 

よくわかる！ 教職エクササイズ３ 教育相談［第２

版］ 
森田健宏・吉田佐治子（編著） ミネルヴァ書房 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
グループ発表 50％，期末試験 50％ 

学生への 

メッセージ 
これまでの学校での「困った」経験を思い出してみてください。 



摂南大学シラバス 2024 

担当者の 

研究室等 
７号館３階（吉田研究室） 

備考 

グループ発表について，他の受講者からの評価をまとめたものを次回授業時に配付します。 

グループ内ではピア評価を行います。 

事前・事後学習総時間をおおよそ 60 時間程度とする。 

 

Teams コード 

 月曜 2限：xfdelyw 

 火曜 2限：mi255ww 

 木曜 1限：irmdqxv 

 木曜 4限：ui2p7a7 

 

Moodle コース名と登録キー 

 月曜 2限：2024 教育相談（月 2）あるいは 24 教育相談（月 2） 2024ECMON2 

 火曜 2限：2024 教育相談（火 2）あるいは 24 教育相談 



摂南大学シラバス 2024 

科目名 工業科教育法Ⅰ 科目名（英文） Engineering Education I 

学部 学部共通 学科 教職科目 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 2 履修区分 必修科目 

学期 前期 授業担当者 福岡 優 

ディプロマポリシー(DP)  

科目ナンバリング  

 

授業概要・ 

目的 

工業科教育法Ⅰでは、工業教育の意義・役割・目標や教育関連法規、歴史と現状などについて学び、工業高等学校教員として必要な基礎的知識の

修得と課題対応能力の向上を図る。 

授業担当者の工業高等学校教諭･校長、教育センター指導主事の経験を活かし、実践力を育成する授業を行う。 

到達目標 工業高等学校において教育を行うために必要な基礎的知識や技能を得ることができる。 

授業方法と 

留意点 

パワーポイントを併用した講義を行い、レポートの提出を求める。質疑応答等についても対面講義の中で行い、実践的な能力の向上を図る。また、

小テストも実施する。 

科目学習の 

効果（資格） 

高等学校教諭一種免許状(工業)を得るために必要。 

【免許法施行規則に定める科目区分】 

科目：教科及び教科の指導法に関する科目 

各科目に含める必要事項：各教科の指導法（情報機器及び教材の活用を含む。） 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 

工業教育の意義・歴史・法令

関係 

<意義・役割・目標・内容等> 

オリエンテーション。 

工業教育の意義・役割について解説す

る。 

参考書等による事前学修（2時間） 

授業終了時に示す課題についてレポートの作成（2

時間） 

2 

工業教育の意義・歴史・法令

関係 

<意義・役割・目標・内容等> 

工業教育の目標やその内容、適正年齢等

について解説する。 

参考書等による事前学修（2時間） 

授業終了時に示す課題についてレポートの作成（2

時間） 

3 

工業教育の意義・歴史・法令

関係 

<意義・役割・目標・内容等> 

工業教育における技術者倫理の育成に

ついて解説する。 

参考書等による事前学修（2時間） 

授業終了時に示す課題についてレポートの作成（2

時間） 

4 

工業教育の意義・歴史・法令

関係 

<教育関係法令> 

教育関係法令の種類と法令のおもな部

分について解説する（日本国憲法、教育

基本法等）。 

参考書等による事前学修（2時間） 

授業終了時に示す課題についてレポートの作成（2

時間） 

5 

工業教育の意義・歴史・法令

関係 

<教育関係法令> 

教育関係法令の種類と法令のおもな部

分について解説する（新旧教育基本法の

比較等）。 

参考書等による事前学修（2時間） 

授業終了時に示す課題についてレポートの作成（2

時間） 

6 

工業教育の意義・歴史・法令

関係 

<教育関係法令> 

教育関係法令の種類と法令のおもな部

分について解説する（学校教育法等）。 

参考書等による事前学修（2時間） 

授業終了時に示す課題についてレポートの作成（2

時間） 

7 

工業教育の意義・歴史・法令

関係 

<教育関係法令> 

教育関係法令の種類と法令のおもな部

分について解説する（学校教育法施行規

則、地教行法等）。 

参考書等による事前学修（2時間） 

授業終了時に示す課題についてレポートの作成（2

時間） 

8 

工業教育の意義・歴史・法令

関係 

<教育関係法令> 

教育関係法令の種類と法令のおもな部

分について解説する。（高等学校学習指

導要領総則関係）。 

参考書等による事前学修（2時間） 

授業終了時に示す課題についてレポートの作成（2

時間） 

9 

工業教育の意義・歴史・法令

関係 

<教育関係法令> 

教育関係法令の種類と法令のおもな部

分について解説する（工業高等学校の目

標等）。 

参考書等による事前学修（2時間） 

授業終了時に示す課題についてレポートの作成（2

時間） 

10 

工業教育の意義・歴史・法令

関係 

<工業高校発展の歴史と現状

> 

教育関係法令の種類と法令のおもな部

分について解説する（高等学校学習指導

要領解説工業編）。 

参考書等による事前学修（2時間） 

授業終了時に示す課題についてレポートの作成（2

時間） 

11 

工業教育の意義・歴史・法令

関係 

<工業高校発展の歴史と現状

> 

日本の工業高校歴史と現在の状況につ

いて解説する（明治時代初期の工業の教

育等）。 

参考書等による事前学修（2時間） 

授業終了時に示す課題についてレポートの作成（2

時間） 

12 

工業教育の意義・歴史・法令

関係 

<工業高校発展の歴史と現状

> 

日本の工業高校歴史と現在の状況につ

いて解説する（明治時代中期以降の工業

の教育等）。 

参考書等による事前学修（2時間） 

授業終了時に示す課題についてレポートの作成（2

時間） 

13 

工業教育の意義・歴史・法令

関係 

<工業高校発展の歴史と現状

> 

日本の工業高校歴史と現在の状況につ

いて解説する（大正時代以降の工業の教

育の歴史、現在の状況等）。 

参考書等による事前学修（2時間） 

授業終了時に示す課題についてレポートの作成（2

時間） 

14 

工業教育の意義・歴史・法令

関係 

<工業高校発展の歴史と現状

> 

工業高等学校の学科の種類とその特徴

を解説し、専門高校の全体像を把握す

る。 

参考書等による事前学修（2時間） 

授業終了時に示す課題についてレポートの作成（2

時間） 

15 
教科・工業の内容関係 

<教科・工業の共通科目> 

工業技術基礎および課題研究の指導内

容・方法について解説し、教材等につい

て研究協議を行う。 

工業科教育法Ⅰで学習したことをまと

める。 

参考書等による事前学修（2時間） 

授業終了時に示す課題についてレポートの作成（2

時間） 

 

関連科目 教職に関連する科目 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書  



摂南大学シラバス 2024 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 高等学校学習指導要領 文部科学省  

2 高等学校学習指導要領解説工業編 文部科学省  

3 新しい観点と実践に基づく工業科教育法の研究 池守滋、佐藤弘幸、中村豊久 実教出版株式会社 

 

評価方法 

（基準） 
提出物 70％、小テスト 30％により評価する。 

学生への 

メッセージ 
工業教育に必要な科目です。主体的な学びを期待します。 

担当者の 

研究室等 
非常勤講師室、図書館 

備考 連絡は 3号館 1F 教務課へ 



摂南大学シラバス 2024 

科目名 工業科教育法Ⅱ 科目名（英文） Engineering Education II 

学部 学部共通 学科 教職科目 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 2 履修区分 必修科目 

学期 後期 授業担当者 福岡 優 

ディプロマポリシー(DP)  

科目ナンバリング  

 

授業概要・ 

目的 

工業科教育法Ⅱでは外国や専門学校における工業教育、さらに、工業高等学校における学習指導・学習指導計画の作成から授業の進め方と成績評

価・授業改善、進路指導等について学び、工業高等学校教員として必要な基礎的知識の修得を図る。 

授業担当者の工業高等学校教諭･校長、教育センター指導主事の経験を活かし、実践力を育成する授業を行う。 

到達目標 工業高等学校において教育を行うために必要な基礎的知識や技能を得ることができる。 

授業方法と 

留意点 
パワーポイントを併用した講義を行い、模擬授業も行う。 

科目学習の 

効果（資格） 

高等学校教諭一種免許状(工業)を得るために必要。 

【免許法施行規則に定める科目区分】 

科目：教科及び教科の指導法に関する科目 

各科目に含める必要事項：各教科の指導法（情報機器及び教材の活用を含む。） 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
外国の技術・工業教育につい

て 

外国の技術・工業教育の具体例を説明す

る（韓国）。 

参考書等による事前学修（2時間） 

授業終了時に示す課題についてのレポート作成（2

時間） 

2 
外国の技術・工業教育につい

て 

外国の技術・工業教育の具体例を説明す

る（アメリカ）。 

参考書等による事前学修（2時間） 

授業終了時に示す課題についてのレポート作成（2

時間） 

3 
外国の技術・工業教育につい

て 

外国の技術・工業教育の具体例を説明す

る（ドイツ）。 

参考書等による事前学修（2時間） 

授業終了時に示す課題についてのレポート作成（2

時間） 

4 専修学校について 
専修学校等などの工業教育の内容につ

いて説明する。 

参考書等による事前学修（2時間） 

授業終了時に示す課題についてのレポート作成（2

時間） 

5 教材・教具と報告書について 
工業高等学校における教材・教具と報告

書について解説する。 

参考書等による事前学修（2時間） 

授業終了時に示す課題についてのレポート作成（2

時間） 

6 安全教育について 
工業高等学校における安全教育につい

て解説する。 

参考書等による事前学修（2時間） 

授業終了時に示す課題についてのレポート作成（2

時間） 

7 授業と学習指導案について 
工業高等学校における授業と学習指導

案について解説する。 

参考書等による事前学修（2時間） 

授業終了時に示す課題についてのレポート作成（2

時間） 

8 
学習指導案の作成、評価規

準、教材の活用について 

工業高等学校における学習指導案の作

成、評価規準、教材の活用について解説

する。 

参考書等による事前学修（2時間） 

学習指導案の作成（2時間） 

9 
模擬授業１と評価および意

見交換 

工業各分野に関する科目の模擬授業を

実施し、研究協議を行う。 
模擬授業の研究協議について事後学修（4時間） 

10 
模擬授業２と評価および意

見交換 

工業各分野に関する科目の模擬授業を

実施し、研究協議を行う。 
模擬授業の研究協議について事後学修（4時間） 

11 
模擬授業３と評価および意

見交換 

工業各分野に関する科目の模擬授業を

実施し、研究協議を行う。 
模擬授業の研究協議について事後学修（4時間） 

12 
模擬授業４と評価および意

見交換 

工業各分野に関する科目の模擬授業を

実施し、研究協議を行う。 
模擬授業の研究協議について事後学修（4時間）） 

13 
模擬授業５と評価および意

見交換 

工業各分野に関する科目の模擬授業を

実施し、研究協議を行う。 
模擬授業の研究協議について事後学修（4時間） 

14 
模擬授業６と評価および意

見交換 

工業各分野に関する科目の模擬授業を

実施し、研究協議を行う。 
模擬授業の研究協議について事後学修（4時間） 

15 工業科教育法Ⅱのまとめ 
工業高校における工業教育について研

究協議を行う。 
参考書等で事前学習（4時間） 

 

関連科目 教職に関連する科目 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 高等学校学習指導要領 文部科学省  

2 高等学校学習指導要領解説工業編 文部科学省  

3 「新しい観点と実践に基づく工業科教育法の研究」 池守滋、佐藤弘幸、中村豊久 実教出版株式会社 

 

評価方法 

（基準） 
提出物 50％、模擬授業 50％により評価する。 

学生への 

メッセージ 
工業科教育に必要な科目です。主体的な学びを期待します。 

担当者の 

研究室等 
非常勤講師室、図書館 

備考 連絡は３号館 1F 教務課へ 



摂南大学シラバス 2024 

科目名 数学科教育法Ⅰ 科目名（英文） Method of Mathematics Teaching I 

学部 学部共通 学科 教職科目 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 必修科目 

学期 後期 授業担当者 小林 俊公 

ディプロマポリシー(DP)  

科目ナンバリング  

 

授業概要・ 

目的 

数学科教育法Ⅰでは、高等学校数学科教員を目指す学生の意識を高め、実際に教育を担当できうるための基礎的な実践能力の育成をめざす。「カ

リキュラム・教育目標・目的・方法・内容・評価・教授及び学習に関する理論」をとらえ、数学教育における教育の方法や技術の修得に重点を置

く。また、問題発見力と解決のための「情報活用法」を体得するべく、グループ学習を重視し、マイクロティーチング・プレゼンテーションを通

して「教えるもの」と「学ぶもの」の相互の立場を経験し、自己の教育観・教育力の基礎的基盤の確立を目指す。 

到達目標 

（１）現行の学習指導要領を踏まえて、学習目標をたて、指導案を作成し、高等学校数学科の科目内容に関する３０分程度のマイクロティーチン

グを行うことができる。 

（２）相互評価・自己評価を通じて、現在の自分を見つめ直し、教育観・教育力を育むことができる。 

授業方法と 

留意点 

講義形式の授業だけでなく、15 回の授業の後半でのマイクロティーチングにおいてはグループ学習・活動を実施する。 

自らが発見した課題に積極的に取り組むことにより学ぶ「メタ学習」を根本におく。 

加えて、レポートの提出を求める。ビデオ、教材提示装置等視聴覚器材を用いた講義も行う。 

課題の提出と返却に Moodle を利用するので、Moodle のコースへの登録を忘れず行うこと。 

科目学習の 

効果（資格） 

「創造型人材育成教育（数学教育）を実践しうる教育者」となるための基礎・基本の確立ができる。（高等学校一種免許（数学）） 

数学科教育法Ⅰの内容は数学科教育法Ⅱへつながる。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 本授業のねらいと展開 

本教科科目の内容、特徴、 

学び方、ガイダンス、 

全体の展望、学習の進め方 

課題レポート 

2 教育と評価(1) 

「評価」観の変遷から新しい「学力」観

におけるメタ認知・メタ学習における評

価について考える。 

課題レポート 

3 教育と評価(2) 

教育における指導と評価を一体化させ

る方法を考え、「教育改善のための評価

法」に統合する。 

課題レポート 

4 数学教育の目的と目標 

教授の概念を学び、教授論の歴史的展開

から教授メディアの発展及び学習理論

について学ぶ。 

課題レポート 

5 新しい学力観 

数学的な見方・考え方に関わる教授法に

関する知識を、学習理論に結びつけ、新

しい「学力」観について考える。 

課題レポート 

6 生きる力(1) 

近接校種等の総合的な学習の時間にお

ける教育のあり方を学び、先進的な実践

校の内容と、その分析をおこなう。 

課題レポート 

7 生きる力(2) 

教授法・学習理論をメタ学習・数学教育

の観点から教育の現場で役立つ力とす

る。 

課題レポート 

8 学級崩壊・学力崩壊 

近接校種の教育の現場の状況を知り、各

自の目指す校種に至るまでの現状を知

る。特に小学校低学年における学級崩壊

の実状を考察して、各自の教育観をたて

る。 

課題レポート 

9 学習指導要領(1) 

学習指導要領制定の経緯、変遷の経過

に、それぞれの時代の求められた教育観

がいかに反映されたかを学ぶ。 

課題レポート 

10 学習指導要領(2) 

高等学校の学習指導要領について学び、

その目標や内容について知り、教科書の

分析法や、授業・指導の組織化の方法に

ついて学ぶ。 

課題レポート 

11 数学科教授計画 

授業の設計法を体系的に学ぶ。目標の分

析法や、授業・指導の組織化の方法につ

いて学び、その知識を援用して学習指導

案にまとめる。 

課題レポート 

12 
マイクロティーチングの方

法 

教育機器と教授メデイア、 

教授メデイアの発展と現状、 

チャート・カード・OHP などの活用につ

いて。 

課題レポート 

13 

マイクロティーチング（プレ

ゼンテーション）・グループ

学習(1) 

各自の求める数学教育について、「30 分

間のマイクロティーチング」にまとめ、

実践する。 

課題レポート 

14 

マイクロティーチング（プレ

ゼンテーション）・グループ

学習(2) 

グループ員各々のマイクロティーチン

グを「学ぶものの立場」、「同僚（教える

もの）としての立場」で相互評価し、「教

えるもの」としての自己評価を加えて総

合的にまとめる。 

課題レポート 

15 

マイクロティーチング（プレ

ゼンテーション）・グループ

学習(3) 

マイクロティーチングの相互評価と自

己評価の発表と検討により、自己の教育

力・評価力育成のための方法を体得す

る。 

課題レポート 

 

関連科目 本科目を学ぶまでに開講されている他の教職関連科目、一般教養科目をあらかじめ履修しておくことが望ましい。 

教科書 

 

 
番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 高等学校学習指導要領（平成３０年告示）解説 数  学校図書 
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学編 理数編 

2 
高等学校学習指導要領（平成３０年告示）解説 総

則編 
 東洋館出版社 

3 
中学校学習指導要領（平成２９年告示）解説 数学

編 
 日本文教出版 

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

バズ式セッションを中心に展開(グループ員との連携が必須・特に欠席時)。マイクロティーチング(模擬授業)は必須。レポートの提出を求める。

マイクロティーチングと評価のまとめで 50％、レポートと日常学習状況(出席状況を含む)の評価を 50％とする。 

学生への 

メッセージ 

将来教員をめざす学生の切磋琢磨の場として、プレゼンテーション能力の育成をはかり、グループ活動においては、新しい教材開発など積極的な

活動を求める。 

担当者の 

研究室等 
５号館１階 数学研究室 

備考 事前・事後学習には、それぞれ毎回２時間を目安に、十分時間をかけて取り組むこと。 
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科目名 数学科教育法Ⅱ 科目名（英文） Method of Mathematics Teaching II 

学部 学部共通 学科 教職科目 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 2 履修区分 必修科目 

学期 前期 授業担当者 小林 俊公 

ディプロマポリシー(DP)  

科目ナンバリング  

 

授業概要・ 

目的 

数学科教育法 II では、高等学校数学科教員を目指す学生が実際に教育を担当できうるための基盤となる実践力の育成をめざす。数学科教育法 I 

でまとめあげた各自の「教える立場に立ったときの心構え・知識」と、体験したマイクロティーチングを礎にして、生きる力を知的な側面から支

える「確かな学力」を育成し、生徒の学習意欲を高め、自ら学び自ら考える力などを育成できるプロジェクトをたて、教育コースウェアを研究・

開発し、バズ式セッション・グループ活動・他者評価・自己評価、相互評価などで実践的な学びを展開する。 

到達目標 
高等学校数学科の科目内容に関して、学習目標・内容・評価を含む指導計画を立て、学習指導案（指導細案）を作成し、約５０分のマイクロティ

ーチング（模擬授業）を行うことができる。 

授業方法と 

留意点 

授業では、講義だけでなくグループ学習・活動を取り入れ、学ぶ意欲を維持し自分で課題を見つけ、自ら学び、主体的に判断し、行動し、よりよ

く問題解決し、プレゼンテーションする資質や能力を涵養する。 

課題の提出と返却に Moodle を利用するので、Moodle のコースへの登録を忘れず行うこと。 

科目学習の 

効果（資格） 

「創造型人材育成教育（数学教育）を実践しうる教育者」となるための基盤力が涵養できる。（高等学校一種免許（数学）） 

【免許法施行規則に定める科目区分】 

科目：教科及び教科の指導法に関する科目 

各科目に含める必要事項：各教科の指導法（情報機器及び教材の活用を含む。） 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 本授業のねらいと展開 

本教科科目の内容、特徴、 

学び方、ガイダンス、 

全体の展望、学習の進め方。 

課題レポート 

2 
生きる力と確かな学力、学力

観(1) 

高等学校教科「数学」や専門教科「理数」

において、生徒の学習意欲を高め、生き

る力を支える「確かな学力」について考

える。 

課題レポート 

3 
生きる力と確かな学力、学力

観(2) 

「生徒が数学的な見方・考え方が好きだ

と思うこと」とは、また「授業以外に学

ぶ習慣を体得できる種々の方策」とはに

ついて考える。 

課題レポート 

4 
生きる力と確かな学力、学力

観(3) 

「生活の中での数学の有効性を体験し、

論理的に考える態度の育成」とは、また

「人やものと関わる力を高めるための

体験」とはどのようなものであるかを考

える。 

課題レポート 

5 
生きる力と確かな学力、学力

観(4) 

身近な事象から、どのような数学的知識

が引き出されているか具体例を挙げ、数

学的思考の構成過程を振り返って、当初

の事象にどのように活用されているか

を考える。 

課題レポート 

6 
高等学校の数学教育開発プ

ロジェクト(1) 

高等学校普通教科数学「Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、A、

B、数学活用」や専門科目「理数」の各々

について、その理念と意義及び目標・内

容について理解する。 

課題レポート 

7 
高等学校の数学教育開発プ

ロジェクト(2) 

理解の過程で各自が持った問題意識で

テーマをたて「自分が求める数学教育」

を設定し、各自のたてた学力観から教授

モデルや評価のあり方についてさらに

考えをすすめる。 

課題レポート 

8 
高等学校の数学教育開発プ

ロジェクト(3) 

自ら学び自ら考える力や表現力を身に

つけさせることができる「各自の行いた

い教育コースウェア」を開発するプロジ

ェクトを考察する。 

課題レポート 

9 
高等学校の数学教育開発プ

ロジェクト(4) 

教育目標・目的、内容・方法、評価につ

いて考え、教育課程、年間指導計画、単

元計画、本時の学習についての学習指導

案・学習指導細案・ワークシート・板書

計画・評価法をまとめ上げる。 

課題レポート 

10 
バズ式セッション、模擬授

業・評価(1) 

グループ活動として、各自の開発した教

育コースウェアについてバズ式セッシ

ョンで討議する。 

課題レポート 

11 
バズ式セッション、模擬授

業・評価(2) 

討議の結果をフィードバックして各自

の考えた教育コースウェアを修正し、

「50 分間の模擬授業」を行う。 

課題レポート 

12 
バズ式セッション、模擬授

業・評価(3) 

各自の考えた「評価規準」「評価基準」

「ルーブリック」等で評価を行い、観点

別評価を実践する。 

課題レポート 

13 
バズ式セッション、模擬授

業・評価(4) 

実践により各々のプロジェクト型問題

解決学習を完結し、一人ひとりの

「Plan-Do-Check-Action のサイクル」

をシステマティックに組み上げる。 

課題レポート 

14 
バズ式セッション、模擬授

業・評価(5) 

教育者としての基盤を確立し、自己の教

育力（授業改善力・評価力等）育成のた

めの方法を体得する。 

課題レポート 

15 まとめ 

高等学校教科「数学」の学習指導要領に

ついて体系的な知識を身につけ、「生き

る力」や「確かな学力」について考えを

課題レポート 
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まとめ、各自の「学力観」を立てる。 

 

関連科目 本科目を学ぶまでに数学科教育法 I を履修すること。他の教職関連科目、一般教養科目などもあらかじめ履修しておくことが望ましい。 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 

1 
高等学校学習指導要領（平成３０年告示）解説 数

学編 理数編 
 学校図書 

2 
高等学校学習指導要領（平成３０年告示）解説 総

則編 
 東洋館出版社 

3 
中学校学習指導要領（平成２９年告示）解説 数学

編 
 日本文教出版 

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

マイクロティーチング（模擬授業）は必須。授業への参画（受講態度、平常点）、課題提出、課題解決の経過等の日常学習状況の評価が 50％、マ

イクロティーチングと評価のまとめで 50％とする。 

学生への 

メッセージ 

生徒の自己実現を支援する高等学校数学科の教員を目指すという目的意識を持ち、常に問題を発見し問題解決・課題解決に情熱を傾け、日々の課

題を着実に解決し、自ら継続的に問題（課題）解決のための取り組みを日常的に行う学生の受講を希望する。 

担当者の 

研究室等 
５号館１階 数学研究室 

備考 事前・事後学習には、それぞれ毎回２時間を目安に、十分時間をかけて取り組むこと。 



摂南大学シラバス 2024 

科目名 数学科教育法Ⅲ 科目名（英文） Method of Mathematics Teaching III 

学部 学部共通 学科 教職科目 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択必修科目 

学期 前期 授業担当者 富永 雅 

ディプロマポリシー(DP)  

科目ナンバリング  

 

授業概要・ 

目的 

・数学科教育法Ⅲでは，中学校数学科教員を目指す学生の意識を高め，実際に教育を担当できうるための基礎的な実践能力の育成をめざす。 

・中学生の実態を捉え、「カリキュラム・教育目標・目的・方法・内容・評価・教授及び学習に関する理論」に関する知識を展開し，数学教育に

おける教育の方法や技術の修得に重点を置く。 

・問題発見力と解決のための「情報活用法」を体得するべく，グループ形成時にはその学習を協力体制を重視し，プレゼンテーション・模擬授業

を通して「教えるもの」と「学ぶもの」の相互の立場を経験し，自己の教育観・教育力の基礎的基盤の確立を目指す。 

・校種間の連携も考え、特に、小学校の学習・指導についても学ぶ。 

到達目標 

・中学校学習指導の理解 

・数学的な活動の理解と体得 

・授業力の理解とその育成 

・模擬授業の基礎力 

・評価と評定についての理解 

授業方法と 

留意点 

受講生数によっては、グループ学習・活動を実施することもある。 

設定した課題（学習単元の指導法など）に積極的に取り組む。 

成果として、発表・レポートの提出を求める。 

科目学習の 

効果（資格） 

「創造型人材育成教育（数学教育）を実践しうる教育者」となるための基礎・基本の確立ができる。（中学校一種免許（数学）） 

【免許法施行規則に定める科目区分】 

科目：教科及び教科の指導法に関する科目 

各科目に含める必要事項：各教科の指導法 （情報機器及び教材の活用を含む。） 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 本授業のねらいと展開 
本教科科目の内容、特徴、 

学び方、全体の展望、学習の進め方。 

授業終了時に示す課題についてレポートの作成

（180 分） 

次回の内容を確認する（60 分） 

2 数学教科書分析（1） 

学習指導要領などを基に教科書の分析

法や，授業・指導の組織化の方法につい

て学ぶ。 

授業終了時に示す課題についてレポートの作成

（180 分） 

次回の内容を確認する（60 分） 

3 数学教科書分析(2) 

教科書を比較することから数学指導に

おける注意点を認識し、その指導法につ

いて考える。 

授業終了時に示す課題についてレポートの作成

（180 分） 

次回の内容を確認する（60 分） 

4 学習指導案作成 

典型的な学習指導案の作成について学

ぶ。（学習指導要領から目標などを学

ぶ。） 

授業終了時に示す課題についてレポートの作成

（180 分） 

次回の内容を確認する（60 分） 

5 
教科書分析・模擬授業に関わ

る考察（1） 

各自の発表に関して、該当単元設置の目

的，注意点についてまとめ、発表する。 

授業終了時に示す課題についてレポートの作成

（180 分） 

次回の内容を確認する（60 分） 

6 
教科書分析・模擬授業に関わ

る考察（２） 

相互の準備状況について意見交換を行

い，発表に備える。 

授業終了時に示す課題についてレポートの作成

（180 分） 

次回の内容を確認する（60 分） 

7 数学科教授計画 

授業の設計法を体系的に学ぶ。目標の分

析法や，授業・指授業の設計法を体系的

に学び、その知識を援用して学習指導案

にまとめる。 

授業終了時に示す課題についてレポートの作成

（180 分） 

次回の内容を確認する（60 分） 

8 
模擬授業（・プレゼンテーシ

ョン）・グループ学習(1) 

各自の求める数学教育像の一つとして，

「10or15 分間の模擬授業」をまとめ，

実践する。 

授業終了時に示す課題についてレポートの作成

（180 分） 

次回の内容を確認する（60 分） 

9 
模擬授業（・プレゼンテーシ

ョン）・グループ学習(2) 

グループ員各々の模擬授業を「学ぶもの

の立場」，「同僚（教えるもの）としての

立場」で相互評価し，自己評価を加えて

総合的にまとめる。 

授業終了時に示す課題についてレポートの作成

（180 分） 

次回の内容を確認する（60 分） 

10 
模擬授業（・プレゼンテーシ

ョン）・グループ学習(3) 

模擬授業の相互評価と自己評価の発表

と検討により，自己の教育力・評価力育

成のための方法を体得する。 

授業終了時に示す課題についてレポートの作成

（180 分） 

次回の内容を確認する（60 分） 

11 数学教育の歴史 

数学教育体制がどのように始められ変

遷してきたか学ぶ。 

学習指導要領の下、戦後の数学教育の発

展に考察する。 

また、数学教育史から現代数学教育を見

つめなおす。 

授業終了時に示す課題についてレポートの作成

（180 分） 

次回の内容を確認する（60 分） 

12 数学教材とその応用（１） 
教科横断型、学年・校種を越えた数学教

育の探求授業について考察していく。 

授業終了時に示す課題についてレポートの作成

（180 分） 

次回の内容を確認する（60 分） 

13 数学教材とその応用（２） 
数学教材（発展的内容を含む）の一分野

を基に教育・指導観を吟味する。 

授業終了時に示す課題についてレポートの作成

（180 分） 

次回の内容を確認する（60 分） 

14 数学教材とその応用（３） 
数学教材（発展的内容を含む）の一分野

を基に課題研究に取り組む準備を行う。 

授業終了時に示す課題についてレポートの作成

（180 分） 

次回の内容を確認する（60 分） 

15 まとめ 

具体的な問題を取り上げ、学習してきた

内容を基に、その指導法について考察す

る。 

授業終了時に示す課題についてレポートの作成

（240 分） 

 

関連科目 本科目を学ぶまでに開講されている他の教職関連科目，一般教養科目を予め履修されておくことが望ましい。 

教科書  
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番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 中等数学科教育法序論 黒田恭史 共立出版 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

〇 模擬授業関係を含む発表（30％） 

〇 受講生同士の連携など（10％） 

○ 学習状況・レポート（60％） 

 ※模擬授業関係を含む発表は必須 

 ※受講人数によってはグループ分けを行う 

学生への 

メッセージ 

〇 まずは、教育実習に対応できる教科指導法を身につける。 

〇 将来教員をめざす学生の切磋琢磨の場として，プレゼンテーション能力の育成をはかり，新しい教材開発など積極的な活動を求める。 

担当者の 

研究室等 

対応は、当該講義内が中心となります。 

ただし、連絡を取る必要がある場合は、指定メールを利用してお問い合わせください。 

備考 

〇 授業においては、ICT ツール Moodle を用いることがあります。 

〇第 1回目に本授業に関する説明を行います。教科書準備などはその後に判断してください。 

〇事前・事後学習総時間をおおよそ 60 時間程度とする。 
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科目名 数学科教育法Ⅳ 科目名（英文） Method of Mathematics Teaching IV 

学部 学部共通 学科 教職科目 

配当年次 非正規生 クラス  

単位数 2 履修区分 選択必修科目 

学期 後期 授業担当者 富永 雅 

ディプロマポリシー(DP)  

科目ナンバリング  

 

授業概要・ 

目的 

数学科教育法Ⅳでは，中学校・高等学校の数学科教員を目指し，実際に教科教育を担当できうるための高度な実践力の育成をめざす。 

数学科教育法Ⅰ，Ⅱ，Ⅲで培ってきた各自の「教える立場に立ったときの心構え・知識」と，体験したマイクロティーチングを礎にして，生きる

力を知的な側面から支える「確かな学力」を育成するための教育コースウェアを研究・開発する。 

具体的には，探求型授業の取り組みなど行うために自らが題材設定し、その題材を様々な角度から分析・教材開発していく。 

また必要に応じてグループ活動を学習形態に取り入れ，学習意欲が高まり，自ら学び自ら考える力を育てられるよう工夫を行う。 

また，高度化された教科内容あるいは教科横断的教科内容を 取り入れることもある。 

受講生は，それらを自己評価，あるいは相互に評価し合い，より完成度の高い授業を構築する。 

到達目標 

・中学校学習指導要領（数学）の内容の体得 

・数学的な活動を含んだ教育教育についての理解 

・学習指導案の作成力 

・マイクロティーチグの実践力 

・各領域における一層の理解（高度化された教育内容・教科横断的学習を含む） 

授業方法と 

留意点 

学ぶ意欲を維持し自分で課題を見つけ，自ら学び，主体的に判断し，行動し，よりよく問題解決し，プレゼンテーションする資質や能力の涵養を

目指す。 

科目学習の 

効果（資格） 

「創造型人材育成教育（数学教育）を実践しうる教育者」となるための基盤力が涵養できる。（中学校一種免許（数学）） 

【免許法施行規則に定める科目区分】 

科目：教科及び教科の指導法に関する科目 

各科目に含める必要事項：各教科の指導法 （情報機器及び教材の活用を含む。） 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 本授業のねらいと展開 
本教科科目の内容、特徴、 

学び方、全体の展望、学習の進め方 

授業終了時に示す課題についてレポートの作成

（180 分） 

次回の内容を確認する（60 分） 

2 
・テーマ決め(1) 

 （含：学習指導要領の概括） 

中・高等学校数学の学習内容を改めて概

括、領域の確認を行う。 

発展教材例を参考に、本授業を通しての

自身のテーマを設定する。（第１グルー

プ） 

授業終了時に示す課題についてレポートの作成

（180 分） 

次回の内容を確認する（60 分） 

3 ・テーマ決め(2) 

発展教材例を参考に、本授業を通しての

自身のテーマを設定する。（第 2 グルー

プ） 

授業終了時に示す課題についてレポートの作成

（180 分） 

次回の内容を確認する（60 分） 

4 
数学設定テーマ内容深化

（１） 

設定したテーマ内容についての日常へ

の応用、先行研究などについて内容把握

し、テーマへの理解を深める。（第１グ

ループ） 

授業終了時に示す課題についてレポートの作成

（180 分） 

次回の内容を確認する（60 分） 

5 
数学設定テーマ内容深化

（２） 

設定したテーマ内容についての日常へ

の応用、先行研究などについて内容把握

し、テーマへの理解を深める。（第 2 グ

ループ） 

授業終了時に示す課題についてレポートの作成

（180 分） 

次回の内容を確認する（60 分） 

6 数学教材の応用 

例示されたテーマで本授業の進め方を

知り、各テーマのこれから進め方につい

て確認する。 

授業終了時に示す課題についてレポートの作成

（180 分） 

次回の内容を確認する（60 分） 

7 
数学設定テーマと学校数学

教材（１） 

学校数学（学習指導要領・教科書）とそ

の応用を用いて，設定テーマの応用につ

いて考察する。（第１グループ） 

授業終了時に示す課題についてレポートの作成

（180 分） 

次回の内容を確認する（60 分） 

8 
数学設定テーマと学校数学

教材（２） 

学校数学（学習指導要領・教科書）とそ

の応用を用いて，設定テーマの応用につ

いて考察する。（第２グループ） 

授業終了時に示す課題についてレポートの作成

（180 分） 

次回の内容を確認する（60 分） 

9 
数学設定テーマと学校数学

教材（３） 

学校数学（学習指導要領・教科書）とそ

の応用を用いて，設定テーマの応用につ

いて考察する。（第３グループ） 

授業終了時に示す課題についてレポートの作成

（180 分） 

次回の内容を確認する（60 分） 

10 数学科指導案作成 

これまでの学びを基に、テーマに沿って

授業内容を構成する。 

（予備発表を行うこともある） 

授業終了時に示す課題についてレポートの作成

（180 分） 

次回の内容を確認する（60 分） 

11 
数学設定テーマの最終発表

（１） 

設定テーマでの数学教材発表（評価も取

り入れる予定）を行い、その学習内容・

指導の在り方、問題点を確認し、深みあ

る吟味を行い、まとめにつなげる。（第

１グループ） 

授業終了時に示す課題についてレポートの作成

（180 分） 

次回の内容を確認する（60 分） 

12 
数学設定テーマの最終発表

（２） 

設定テーマでの数学教材発表（評価も取

り入れる予定）を行い、その学習内容・

指導の在り方、問題点を確認し、深みあ

る吟味を行い、まとめにつなげる。（第

２グループ） 

授業終了時に示す課題についてレポートの作成

（180 分） 

次回の内容を確認する（60 分） 

13 
数学設定テーマの最終発表

（3） 

設定テーマでの数学教材発表（評価も取

り入れる予定）を行い、その学習内容・

指導の在り方、問題点を確認し、深みあ

る吟味を行い、まとめにつなげる。（第

3グループ） 

授業終了時に示す課題についてレポートの作成

（180 分） 

次回の内容を確認する（60 分） 

14 
数学設定テーマ報告書につ

いて 

設定テーマで報告書を作成し、その内容

について、討議なども可能な限り行い修

正の後、完成に近づける。 

授業終了時に示す課題についてレポートの作成

（180 分） 

次回の内容を確認する（60 分） 

15 まとめ 数学教育に必要な体系的な知識を身に 授業終了時に示す課題についてレポートの作成
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つけ、「生きる力」や「確かな学力」に

ついても考慮し、教育者としての基盤を

確立、自己の教育力（授業改善力・評価

力等）育成のための方法を体得する。 

（240 分） 

 

関連科目 本科目を学ぶまでに数学科教育法Ⅲを履修すること。他の教職関連科目，一般教養科目なども予め履修しておくことが望ましい。 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 中等数学科教育法序論 黒田 恭史 共立出版 

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

〇 模擬授業関係を含む発表（30％） 

〇 受講生同士の連携など（10％） 

○ 学習状況・レポート（60％） 

 ※模擬授業関係を含む発表は必須 

 ※受講人数によってはグループ分けを行う 

学生への 

メッセージ 

生徒の自己実現を支援する中学校・高等学校数学科の教員を目指すという目的意識を持ち，常に問題を発見し、問題解決・課題解決に情熱を傾け，

日々の課題を着実に解決し，自ら継続的に問題（課題）解決のための取り組みを日常的におこなう学生の受講を希望する。 

担当者の 

研究室等 

当該講義内での対応が中心となります。 

ただし、連絡を取る必要がある場合は、別途記した指定メールを利用してお問い合わせください。 

備考 
〇 授業においては、ICT ツール Moodle を用いることがあります。 

〇事前・事後学習総時間をおおよそ 60 時間程度とする。 
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科目名 英語科教育法Ⅰ 科目名（英文） English Teaching Methods I 

学部 学部共通 学科 教職科目 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択必修科目 

学期 前期 授業担当者 齋藤 安以子 

ディプロマポリシー(DP)  

科目ナンバリング  

 

授業概要・ 

目的 

学習者が第二言語・外国語を習得するプロセスについて基礎的な内容を理解し、授業指導に生かせるようにする。また、中学校及び高等学校にお

ける年間を通した学習到達目標に基づく評価の在り方、観点別学習状況の評価に基づく各単元における評価規準の設定、さらに評定への総括のし

かたについて理解する。さらに、中学校および高等学校における３つの資質・能力を踏まえた「５つの領域」の指導および領域統合型の言語活動

に関する基本的な知識と技能を身に付けるとともに、様々な教材や ICT の活用方法を学び、生徒の特性や習熟度に応じた指導についても考える。 

到達目標 
中学校及び高等学校における英語の学習指導に関する知識と授業指導および学習評価の基礎を身につけた上で、授業観察、授業体験、模擬授業な

どの学習形態を通して、実際の授業の組み立て方や学習指導案の作成方法を学ぶ。また、言語能力の測定や評価の方法を理解する。 

授業方法と 

留意点 

・スピーキング、リスニング、リーディング、ライティングの４つの基本スキルの指導、授業の準備や分析、評価などを演習を通して学ぶ。 

・理論を学び、グループで具体的な指導のスキルを練習すると共に、各々で短い授業を企画し、実技で発表する。 

・教授法を学ぶ前段階として必要な英文法・語彙の習得が足りないと判断される場合は、履修を続行する以前に、基礎の復習を先に行うことを勧

めることがある。 

科目学習の 

効果（資格） 

英語教員免許(中・高） 

【免許法施行規則に定める科目区分】 

科目：教科及び教科の指導法に関する科目 

 各科目に含めることが必要な事項：各教科の指導法（情報機器及び教材の活用を含む。） 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 第二言語習得と英語教育 
第二言語習得とは 

英語教授法の種類 
第 7章、第 8章 

2 語彙指導 
語彙とは 

語彙学習活動と評価 
第 19 章 

3 リーディング指導 
リーディングとは 

リーディング活動と評価 
第 12 章 

4 リーディング指導 
多読とは 

多読活動と評価、 
第 12 章 

5 ライティング指導 
ライティングとは 

ライティング活動と評価 
第 13 章 

6 リスニング指導 
リスニングとは 

リスニング活動と評価 
第 10 章 

7 スピーキング指導 
スピーキングとは 

スピーキング活動と評価 
第 11 章 

8 模擬授業と分析（1） 単独領域模擬授業 第 10～13 章、第 19 章、第 20 章 

9 領域統合型指導 領域統合型活動と評価 第 10～13 章、第 19 章、第 20 章 

10 学習者要因 
学習者要因とは 

種類とその影響 
第 4章 

11 測定と評価 測定と評価の種類と方法 第 15 章 

12 ICT を用いた活動 ICT を用いた活動例の紹介、実践 第 16 章 

13 模擬授業と分析（2） 領域統合型模擬授業 第 10～13 章、第 19 章、第 20 章 

14 模擬授業と分析（3） 領域統合型模擬授業 第 10～13 章、第 19 章、第 20 章 

15 総括 
求められる英語教師像 

教師の役割 
第 5章 

 

関連科目 「教育原理」「教育社会学」「道徳教育の研究」「教育心理学」「生徒指導論」「教育相談」「教育経営論」「教職総合演習」「各教科教育法」 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 Sunshine English Course １ （令和３）  開隆堂 

2 Sunshine English Course 2 （令和３）  開隆堂 

3 Sunshine English Course 3 （令和３）  開隆堂 

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 

1 新学習指導要領にもとづく英語科教育法 望月昭彦編著 大修館書店 

2 英語 4技能評価の理論と実践 
望月昭彦・深澤真・印南洋・小泉

利恵〔編著〕 
大修館書店 

3 英語リーディングの科学－読めたつもりの謎を解く 卯城祐司〔編著〕 研究社 

 

評価方法 

（基準） 

①小テスト・レポート（50％）  

②模擬授業（学習指導案作成・実技・実技分析）（50％） 

学生への 

メッセージ 

英語教師が知っておくべき知識を広い分野でカバーした科目です。情報量が膨大ですが、全体像を把握してもらう入門コースとなります。興味を

持った分野があれば、さらに文献を読み込み、勉強をしてください。英語教員には広い知識と高い英語力が必要です。普段から 4技能をバランス

よく伸ばすための練習を続けてください。 

★Sunshine English Course1,2,3（中学英語教科書）は模擬授業ですぐに使います。必ずすぐ購入してください。 

★新聞やテレビで、学校教育に関わる情報が毎日のように流れています。社会の動 

担当者の 

研究室等 
7 号館 4階 齋藤研究室 

備考 事前・事後学習総時間をおおよそ 60 時間程度とする。 
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科目名 英語科教育法Ⅱ 科目名（英文） English Teaching Methods II 

学部 学部共通 学科 教職科目 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択必修科目 

学期 後期 授業担当者 齋藤 安以子 

ディプロマポリシー(DP)  

科目ナンバリング  

 

授業概要・ 

目的 

外国語としての英語を学習する過程をデザインする立場に身をおき、教材や機器を効果的に用いて学習者に合ったさまざまな学習指導案を作成し

たり、実際に実技を行ったりしながら教授法を学ぶ。自己の実技を録画したものを用いて改善点を見出し、改訂版の授業を行う。小中高といった

校種や教科の壁を越えて連携ができるよう、他者の学習指導案や授業について建設的なディスカッションを行い、多様な授業を創る方法を理解す

る。なお、学習指導案の個別指導は課外にも行う。 

到達目標 

・中学校および高等学校における３つの資質・能力を踏まえた「５つの領域」（「聞く」「読む」「話す（やりとり）」「話す(発表)」及び「書く」）

の指導および各領域を支える音声、文字、語彙・表現、文法の指導について基本的な知識と技能を身に付け、複数の領域を統合した言語活動の指

導方法を身に付ける。 

・教材や ICT の活用方法を知るとともに、英語による授業展開や ALT 等とのティーム・ティーチングの方法について理解する。さらに、生徒の特

性や習熟度に応じた指導について理解する。 

・学年ごとのカリキュラムを考え、ユニット 

授業方法と 

留意点 

・スピーキング、リスニング、リーディング、ライティングの４つの基本スキルの指導、授業の準備や分析、評価などを演習を通して学ぶ。 

・理論を学び、グループで具体的な指導のスキルを練習すると共に、各々で短い授業を企画し、実技で発表する。 

・202４年度は、第 8・9回以外にも ICT を履修生自身が扱う練習を行う。模擬授業は「対面、およびオンライン授業を企画・実施」とする。オン

ライン模擬授業の回には教員役も生徒役もオンラインに接続し、互いにどう見えるのか、対面模擬授業との差を体験し、改善点を考える。 

・連絡・教材・提出・録画等に、Teams, Webfolder, Zoom を利用する。 

留意点： 

・毎回の授業で予習・参加・復習が必須。全回出席を前提に授業が進む。 

・ブロークンではなく正確な英語を話したり書いたりするためのトレーニングを、授業外でも各自行うこと。 

・「学習者」と「授業を創る側」の両方の立場で、自分が大学で受講中の授業を分析的に見る。 

・教授法を学ぶ前段階として必要な英文法・語彙の習得が足りないと判断される場合は、履修を続行する以前に、基礎の復習を先に行うことを勧

めることがある。 

科目学習の 

効果（資格） 

英語教員免許（中・高） 

【免許法施行規則に定める科目区分】 

科目：教科及び教科の指導法に関する科目 

各科目に含める必要事項：各教科の指導法（情報機器及び教材の活用を含む。） 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 

「５つの領域」と領域統合型

の言語活動の指導 

 

英語の発音指導 

基本母音と子音・機材の利用について 発音記号の復習（読み方・聞き分け・調音の仕組み） 

2 
小学校における外国語活動

と英語・文字に関する指導 
小学校での外国語活動の実例紹介 

基本的な英文法の復習と教員としての英語のモデ

ル音読の練習（１） 

3 
中学校の英語の検定教科書

と高校入試 
検定教科書と入試問題の分析 

基本的な英文法の復習と教員としての英語のモデ

ル音読の練習（２） 

4 

教材研究と学習指導案の作

成（１） 

 

英語の音声的な特徴に関す

る指導 

中学校の検定教科書を用いた音声指導

案の作成 

基本的な英文法の復習と教員としての英語のモデ

ル音読の練習（３） 

5 

学習者間のやりとりを増や

す学習活動デザイン：英語で

のインタラクション 

リスニング力の向上の方法に関して学

ぶ 

 

中学校で学ぶ語彙・文法を用いた対話例

の作成 

公立高校の入試問題を解く（１） 

6 

模擬授業と分析（１） 

音声言語を中心とする学習

活動 

指導上の留意点・生徒の発話を引き出す

方法 
公立高校の入試問題を解く（２） 

7 
高校の英語の検定教科書と

大学入試 

ライティングの指導法・方法論に関して 

高等学校の検定教科書を分析する 
検定教科書の付属教材を自分で解いてみる（１） 

8 

教材研究と学習指導案作成

（２） 

ICT 等の活用 

指導案作成 検定教科書の付属教材を自分で解いてみる（２） 

9 

ICT 活用と教授言語：学習言

語のみによる授業展開と、日

本語併用の場合の比較 

板書と ICT の演習 センター入試の前年度の問題を自分で解いてみる 

10 

模擬授業と分析（２） 

教員1人でICT機器を使う場

合 

自分で企画した授業をクラスで実践す

る 

分析と改善 

空き教室の黒板とホワイトボードで板書の練習

（１） 

11 
生徒の特性や習熟度に応じ

た指導と評価 
指導案の展開バリエーションを増やす 

空き教室の黒板とホワイトボードで板書の練習

（２） 

12 

教材研究と学習指導案作成

（３） 

ALT 等とのティーム・ティー

チング 

自分で企画した授業をクラスで実践す

る 

分析と改善 

授業の練習 

13 演劇を応用した言語活動 

易しい英語の脚本を用いたスキット指

導を学ぶ 

 

ドラマ手法を会話練習に応用する 

授業の練習 

14 
模擬授業と分析（３）教員 2

人の場合 

自分で企画した授業をクラスで実践す

る 

分析と改善 

授業の練習 

15 これからの英語教育がめざ 討論と発表、筆記テスト 復習 
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すもの 

 

関連科目 
教職科目全般 

英語科目全般 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 

1 
新学習指導要領にもとづく英語科教育法 第３版 

（ISBN: 9784469246216) 
望月 昭彦 編著 大修館書店 

2 
The History of the English Language 

(ISBN:9780194233972) 
Brigit Viney Oxford UP 

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 学習指導要領 （文部科学省 HP）   

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

日本の検定教科書を使って中学・高校で英語科目を教えるに充分な英語の知識と運用力を前提とした、 

 （１）模擬授業  100（レッスンプラン作成 30％・授業時間中に行う実技 40％・模擬授業に関するレポート 30％） 

 （２）筆記テスト 100 

上記項目の両方の評価がいずれも 100 点満点中の 60 点以上で合格とする。 

学生への 

メッセージ 

・教育実習時に中高生にわかりやすくワクワクする授業を自力で立案・実施できるようになるには、「先生になりたい」気持ちだけでは足りませ

ん。言語に関する正確な知識と高い運用能力が必須です。教職課程の授業は全回、全力で予習・復習し、授業時間以外にも辞書をひいて英語を読

み、英語の文法、語彙、スペル、発音等、基礎から復習をしてください。3年次終わりまでに英検準 1級レベルに到達しましょう。 

・担当者は、日本の小学校に英語活動が導入された時期に数年間、ALT や小学校教諭と小学校で教えたり、寝屋川市・大東市・教員免許更新 

担当者の 

研究室等 
7 号館 4階 (齋藤研究室) 

備考 

・履修前に、学習指導要領を、文部科学省のＨＰで読んでおくこと。  

・日々、学校教育や言語学習をめぐるニュースに目を向けよう。 

・事前・事後学習総時間をおおよそ 60 時間程度とする。 
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科目名 英語科教育法Ⅲ 科目名（英文） English Teaching Methods III 

学部 学部共通 学科 教職科目 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択必修科目 

学期 前期 授業担当者 齋藤 安以子 

ディプロマポリシー(DP)  

科目ナンバリング  

 

授業概要・ 

目的 

中学校や高等学校の英語教員をめざすうえで、押さえておくべき英語科教育の基礎について理論的側面と実践的側面から学ぶ。特に 

①リーディングとライティングの指導、 

②文字と文法に関する指導、 

③語彙・表現に関する指導 

に焦点をあてて、学習指導要領の「３つの資質・能力」（「知識・技能」、「思考力・判断力・表現力」、「学びに向かう力等」）を踏まえた目標の設

定方法と指導計画の立て方、学習到達目標に基づいた授業の組み立て方と学習指導案の作成方法、観点別学習状況の評価方法や評価規準の設定方

法、などを修得し、それらを実践する力を養う。 

到達目標 

英語科教育に関する基礎的内容を押さえ、リーディングとライティングの指導法、文字と文法の指導法、語彙・表現の指導法を修得する。受講生

は授業観察や授業体験を通じて実際の授業の展開を理解し、さらに自分で作成した学習指導案に基づいた模擬授業を行うことによって実践的な力

を養う。 

授業方法と 

留意点 

・理論を学び、グループで具体的な指導のスキルを練習すると共に、各々で短い授業を企画し、実技で発表する。 

・各自が授業指導案を作成する際は、担当者が随時添削など個別指導を行う。 

 

留意点： 

・毎回の授業で予習・参加・復習が必須。全回出席を前提に授業が進む。 

・ブロークンではなく正確な英語を話したり書いたりするためのトレーニングを、授業外でも各自行う。 

・「学習者」と「授業を創る側」の両方の立場で、自分が大学で受講中の授業を分析的に見る。 

・教授法を学ぶ前段階として必要な英文法・語彙の習得が足りないと判断される場合は、履修を続行する以前に、基礎の復習を先に行うことを勧

めることがある。 

科目学習の 

効果（資格） 

英語教員免許（中・高） 

【免許法施行規則に定める科目区分】 

科目：教科及び教科の指導法に関する科目 

各科目に含める必要事項：各教科の指導法（情報機器及び教材の活用を含む。） 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 

学習者と英語教員 

 

 

音声指導（１）＋指導案作成 

カリキュラムとシラバス 

 

 

調音の仕組み 

鏡を見て自分の発声を観察する・いろいろな音を聞

き分ける 

2 

学習指導要領と英語教授法 

 

音声指導（２）＋指導案作成 

カリキュラムとシラバス 

 

英語の音と日本語の音のちがい 

音の出し方を他人に説明する練習をする 

3 

第２言語習得と英語教育 

 

音声指導（３）＋模擬授業 

イントネーション 意識的な音の出し方を練習する 

4 
リーディング指導：リーディ

ング指導の目標 
読むことの指導 英語で書かれた文章を読む自分をモニターする 

5 
リーディング指導：指導方法

と評価方法 
読むことの指導と評価 英語で書かれた文章を読む自分をモニターする 

6 

ライティング指導：ライティ

ング指導の目標 

 

文字の指導 

書くことの指導 日常生活の中から、質問のバリエーションを広げる 

7 
ライティング指導：指導方法

と評価方法 
書くことの指導と評価 

広告や雑誌・新聞などを教材の材料として注意深く

見る 

8 
教材研究と指導案作成の基

礎 
教材の作りやすさと使いやすさ 糊とはさみで教材を作る 

9 
指 導 案 作 成 と 模 擬 授 業

（１）：リーディング指導 

授業づくり 

 

使えるものは何でも使ってみよう：学校

の機器を使って、学習活動のバリエーシ

ョンを増やす 

校内にあるさまざまな教具や機器を探す 

10 
指 導 案 作 成 と 模 擬 授 業

（２）：ライティング指導 

授業づくり 

 

授業の狙いと機器の価値：実際に教室の

機器や学内の設備を使って、教科書の価

値を高める教え方・学び方を考える 

校内にあるさまざまな教具や機器が授業でどのよ

うに使われているか調査する 

11 文字の指導 

文字の指導方法 

 

ディスレクシアの理解と教育現場での

対応 

復習 

 

調査 

12 文法の指導 文法の指導方法 

復習 

 

調査 

13 語彙・表現の指導 

語彙・表現の指導方法 

 

自分で企画した授業をクラスで分析す

る 

復習 

 

調査 

14 指導案作成と模擬授業 
文字・文法の指導、語彙・表現の指導を

含めた授業づくり 
復習 

15 英語教育の展望 

・社会が要請する外国語教育について、

報道記事を元に考え、討論する 

・筆記テスト 

これまでの自分の学習を振り返る 
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・今学期の自分の変化を語る・今後の目

標と到達のための手がかりを探す 

 

関連科目 
・教職科目全般 

・英語科目全般 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 

1 
新学習指導要領にもとづく英語科教育法 第３版 

ISBN:9784469246216 
望月 昭彦 編著 大修館書店 

2 
The History of the English Language  (ISBN: 

978-0-19-423397) 
Brigit Viney Oxford UP 

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 学習指導要領 （文部科学省 HP)   

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

日本の検定教科書を使って中学・高校で英語科目を教えるに充分な英語の知識と運用力を前提とした、 

 （１）模擬授業  100（レッスンプラン作成 30％・15 回の授業時間中に行う実技 40％・模擬授業に関するレポート 30％） 

 （２）筆記テスト 100 

上記項目の両方の評価がいずれも 100 点満点の 60 点以上で合格とする。 

学生への 

メッセージ 

・大好きな科目、大好きな学校 で働きたい、と思うなら、責任を持って教えられる人になるため、貪欲に知識を増やし、妥協せず能力を磨いて

いきましょう。 

担当者の 

研究室等 
７号館４階(齋藤研究室) 

備考 

・履修前に、学習指導要領を、文部科学省のＨＰで読んでおくこと。  

・日々、学校教育や言語学習をめぐるニュースに目を向けよう。 

・事前・事後学習総時間をおおよそ 60 時間程度とする。 
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科目名 英語科教育法Ⅳ 科目名（英文） English Teaching Methods IV 

学部 学部共通 学科 教職科目 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択必修科目 

学期 後期 授業担当者 齋藤 安以子 

ディプロマポリシー(DP)  

科目ナンバリング  

 

授業概要・ 

目的 

現在の英語教育学界は、小学校への英語教育導入を始め、高等学校への英語による英語授業への展開等、目まぐるしい動きを見せている。それに

対応できるように、新たな英語教育へ向けて、英語教授法や授業の運営スキル等を身につけることが、この授業の目標である。主に、リスニング、

スピーキング、ライティング、文法・語彙・表現、異文化理解に関する指導というテーマに焦点をおいて、これらのことを理解し、授業指導に生

かすことができるようになることを目指す。 

到達目標 

本授業は３つのことを行う。第１に、教科書を講読しながら、リスニング、スピーキング、ライティング、文法・語彙・表現、異文化理解に関す

る指導に関する理論を学び、知識を身につける。第２に、これらの知識を基に創意あふれる授業を計画し、その学習指導案が書けるようになる。

第３に、模擬授業を行い、自分のパフォーマンスを客観的に見返し、またクラスメートからのコメントを参考にし、自分の教授のスキルの弱点を

克服することを学ぶ。学習指導案の個人指導は課外時間に行う。充実した教育実習を行うことができるように万全の準備をする。 

授業方法と 

留意点 

・スピーキング、リスニング、リーディング、ライティングの４つの基本スキルの指導、授業の準備や分析、評価などを演習を通して学ぶ。 

・理論を学び、グループで具体的な指導のスキルを練習すると共に、各々で短い授業を企画し、実技で発表する。 

・教授法を学ぶ前段階として必要な英文法・語彙の習得が足りないと判断される場合は、履修を続行する以前に、基礎の復習を先に行うことを勧

めることがある。 

科目学習の 

効果（資格） 

英語教員免許(中・高） 

【免許法施行規則に定める科目区分】 

科目：教科及び教科の指導法に関する科目 

 各科目に含めることが必要な事項：各教科の指導法（情報機器及び教材の活用を含む。） 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 英語教育の基礎理論 
英語科教育法とは 

英語科教育法の目的 
序章 

2 英語教育の基礎理論 英語教育と英語教育学 第１章 

3 英語教育の基礎理論 英語の国際化と日本の英語教育 第 2章 

4 英語教育の基礎理論 学習指導要領 第３章 

5 英語教育の実践編 
リスニングの指導：教材研究及び学習指

導案作成 
第 10 章 

6 英語教育の実践編 リスニング：教科書を使った模擬授業 第 10 章 

7 英語教育の実践編 
スピーキングの指導：教材研究及び学習

指導案作成 
第 11 章 

8 英語教育の実践編 スピーキング：教科書を使った模擬授業 第 11 章 

9 英語教育の実践編 
ライティングの指導：教材研究及び学習

指導案作成 
第 13 章 

10 英語教育の実践編 
ライティングの指導：教科書を使った模

擬授業 
第 13 章 

11 英語教育の実践編 
文法の指導：教材研究及び学習指導案作

成 
第 18 章 

12 英語教育の実践編 文法の指導：教科書を使った模擬授業 第 18 章 

13 英語教育の実践編 
語彙・表現の指導：教材研究及び学習指

導案作成 
第 19 章 

14 英語教育の実践編 語彙・表現：教科書を使った模擬授業 第 19 章 

15 
英語教育の実践編及びまと

め 
異文化理解の指導及びまとめ 第 2章、第 9章 

 

関連科目 「教育原理」「教育社会学」「道徳教育の研究」「教育心理学」「生徒指導論」「教育相談」「教育経営論」「教職総合演習」「各教科教育法」 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 Sunshine English Course 1 （令和３）  開隆堂 

2 Sunshine English Course 2 （令和３）  開隆堂 

3 Sunshine English Course 3 （令和３）  開隆堂 

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 

1 英語多読・多聴指導マニュアル 高瀬敦子 大修館書店 

2 
シャドーイング・音読と英語コミュニケーションの

科学 
門田修平 コスモピア 

3 
英語指導における効果的な誤り訂正：第二言語習得

研究の見地から 
白井知彦 大修館書店 

 

評価方法 

（基準） 

①小テスト・レポート（50％）  

②模擬授業（学習指導案作成・実技・実技分析）（50％） 

学生への 

メッセージ 

英語教師が知っておくべき知識を広い分野でカバーした科目です。情報量が膨大ですが、全体像を把握してもらう入門コースとなります。興味を

持った分野があれば、さらに文献を読み込み、勉強をしてください。英語教員には広い知識と高い英語力が必要です。普段から 4技能をバランス

よく伸ばすための練習を続けてください。 

★Sunshine English Course1,2,3（中学英語教科書）は模擬授業ですぐに使います。必ずすぐ購入してください。 

★新聞やテレビで、学校教育に関わる情報が毎日のように流れています。社会の動 

担当者の 

研究室等 
7 号館 4階 齋藤研究室 

備考 事前・事後学習総時間をおおよそ 60 時間程度とする。 



摂南大学シラバス 2024 

科目名 商業科教育法 科目名（英文） Business Education Method 

学部 学部共通 学科 教職科目 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 4 履修区分 選択必修科目 

学期 通年 授業担当者 澤井 宏幸 

ディプロマポリシー(DP)  

科目ナンバリング  

 

授業概要・ 

目的 

  前期は、高等学校の商業教育全般についての理論・制度・実践を学びます。中心的なテーマのひとつは、高等学校教育の多様性と商業高校の

教育課程の特徴について理解すること。いまひとつは、現代の経済社会が求めている職業能力や経営リテラシーを明らかにし、それを獲得するた

めのビジネス教育の内容や方法について理解することです。 

  後期は、受講生全員が学習指導案を作成した上で模擬授業を行います。模擬授業において生徒役の学生は授業を受けながら、同時に評価者と

して評価シートを記入し、授業終了後、履修者全員で良かった点と改善すべき点を合評することによって、授業展開の適否について考えます。こ

の過程を通じて、授業者は教育実習の心構えや資質・能力が形成されるとともに、生徒役の学生は授業の観察眼を養い、自らの授業展開に役立て

ることができます。 

到達目標 

 ①商業科教員としての基本的かつ幅広い知識を習得する。 

 ②学習指導計画の立案ならびに模擬授業を行い、実践的な能力を体得する。 

 ③ビジネス教育のあり方について考え、将来の方向性について理解を深める。 

授業方法と 

留意点 

 前期は、商業教育の目的、商業教育の歴史、教育課程の変遷、現行学習指導要領における教科･科目の構造について学びます。 

 後期は、高等学校学習指導要領に基づき、高等学校における商業教育について、その目的や内容、指導計画の作成、指導方法について理解を深

め、実践力を身につけることによって、商業科教員としての資質を養います。 

科目学習の 

効果（資格） 

 本講座は、高等学校教職員免許状「商業」を取得するための必修科目です。商業高校では、様々な分野の専門科目(ビジネス基礎・マーケティ

ング・簿記・情報処理・総合実践など）を担当する可能性があり、そのための基本的な知識・技能を習得することができます。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
前期のガイダンス「授業の進

め方」 
授業の進め方及び自己申告表の記入  

2 
学習指導要領の総則とカリ

キュラムデザイン 

学習指導要領総則、教育課程について、

特色ある教育課程とは 
〔事後〕ミニッツペーパの作成(200 分) 

3 
商業高校の課題と先進的商

業高校の事例 

商業高校が抱える課題と先進的な商業

高校の事例について 
〔事後〕課題レポートの作成(240 分) 

4 
経営学部・商学部の教育との

接続 

高大接続を受けて、経営学部・商学部は

何を学ぶところか 
〔事後〕課題レポートの作成(240 分) 

5 
経営リテラシーの構造的理

解 

ビジネス教育と経営リテラシーについ

て 
〔事後〕ミニッツペーパーの作成(200 分) 

6 職業能力の育成と構成要素 

学校教育の「生きる力」、大学での「基

礎的職業能力」、社会人の「職業能力」

とは 

〔事後〕課題レポートの作成(240 分) 

7 教科「商業」 
学習指導要領、教科の分野構成と学習内

容について 
〔事後〕課題レポートの作成(240 分) 

8 商業教育を支える研究団体 
商業教育を支える研究団体と事業内容、

資格取得と検定試験について 
〔事後〕ミニッツペーパーの作成(200 分) 

9 授業づくりの基礎(1) 教科書の内容の分析と活用 〔事後〕課題レポートの作成(240 分) 

10 授業づくりの基礎(2) 教材開発・資料活用の着眼点と方法 〔事後〕ミニッツペーパーの作成(200 分) 

11 授業づくりの基礎(3) ICT を活用する教材づくり 〔事後〕ミニッツペーパーの作成(180 分) 

12 学習指導案の作成と検討 
カリキュラム・単元・指導計画の吟味と

学習指導案の確認 
〔事後〕学習指導案の作成(240 分) 

13 
学習指導案の作成と授業の

実際(1) 

指導案の作成の意義付けと授業後の検

討 
〔事後〕学習指導案の作成(240 分) 

14 
学習指導案の作成と授業の

実際(2) 
授業の展開での板書・説明と発問 〔事後〕ミニッツペーパーの作成(200 分) 

15 前期のまとめ 
前期の講義を振り返り、商業教育につい

てそれぞれのレポートを作成 
 

 

関連科目 

 大学の経営学部や経営情報学部で学ぶ専門科目は、商業科の専門科目として活かせる魅力があります。 

 簿記、会計、原価計算、管理会計、情報処理、電子商取引、経営学、経済学、マーケティング、民法、会社法、ベンチャービジネス論など、幅

広く履修しておくことが大切です。 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 高等学校学習指導要領解説 商業編 最新版 文部科学省 実教出版 

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
課題レポート・ミニッツペーパー５０％ 、 授業への参加度（学習意欲、事前学習、発表等） ５０％とし、 総合的に判断して評価する。 

学生への 

メッセージ 

 商業科教員採用試験では、日本商工会議所簿記検定２級程度の問題が出題されるので、在学中の取得を目指して欲しい。また、新聞やインター

ネットの政治・経済や教育に関する記事を日頃から読み、社会の変化に興味・関心を持ち、幅広いビジネスに関する知識を有する商業科教員を目

指そう。 

担当者の 

研究室等 
全学教育機構 

備考 質問等はメール等で対応する。 



摂南大学シラバス 2024 

科目名 社会科教育法Ⅰ【地歴分野】 科目名（英文） 
Social Studies Teaching Methods I (Geography and 

History) 

学部 学部共通 学科 教職科目 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択必修科目 

学期 前期 授業担当者 田中 曜次 

ディプロマポリシー(DP)  

科目ナンバリング  

 

授業概要・ 

目的 

社会科教育の意義や目的、課題について、歴史的な経緯をふまえて理解する。そのうえで、中学校社会科で扱う地理的分野・歴史的分野の授業を

行うために必要な知識・授業構成方法・教育方法を学び、学習指導案を作成し、模擬授業を行う。 

模擬授業について、参加者全員で討議・批評を行うことを通して、授業者が自ら授業を改善していくための基礎的な力量を身に付ける。 

到達目標 

・学習指導要領に示されている社会科の目標や内容を理解する。 

・情報通信技術の活用も含めて、適切な教材や教育方法、評価方法を考え、それを指導案として表現し、中学校における具体的な授業場面を想定

ながら授業を行うことができる。 

・授業の実施と振り返りや共同的に行われる授業研究を通して、授業改善に取り組むことができる。 

授業方法と 

留意点 

模擬授業やグループ・ワーク、討論を多く行うので、とくに積極的な発言及び講義参加姿勢が望まれる。 

『中学校学習指導要領(平成 29 年告示) 解説 社会編』『中学校学習指導要領(平成 29 年告示) 解説 社会編』は購入もしくは文部科学省 HP よ

りダウンロードし、手元ですぐに確認できるようにしておくこと。 

中学生のときの社会科教科書・資料集・地図帳やノートをなるべく手元に置いておくこと。 

教科書は指定しない。必要な資料については授業ごとに Teams 上で共有する。 

科目学習の 

効果（資格） 

中学校教員免許（社会科） 

【免許法施行規則に定める科目区分】 

科目：教科及び教科の指導法に関する科目 

各科目に含める必要事項：各教科の指導法（情報機器及び教材の活用を含む。） 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 オリエンテーション 
授業の概要と評価方法について 

社会科で育てたい資質・能力について 

事前に既修の「教師論」「教育原理」を復習してお

く（3時間）。事後学習については授業終了時に指示

する（1時間）。 

2 よい授業とはどんな授業か 
江戸末期以降から現代までの教育制度

の変遷について学ぶ。 

事前にこれまで自分が経験した社会科の授業につ

いてまとめておく（1時間）。事後に興味をもった構

成要素に関連する実践資料を読む（3時間） 

3 社会科教育の歴史(1) 
戦後の学力観の変化と指導要領改訂の

変遷を学ぶ。 

事前に指示された資料を読み、発問を考えておく（3

時間）。事後については授業終了時に指示する（1

時間）。 

4 社会科教育の歴史(2) 
地理・歴史科学習指導案作成の基礎を身

に付け、授業への活用方法を学ぶ。 

事前に社会科学習指導要領の変遷について調べ、ま

とめておく（2時間）。事後については授業終了時に

指示する（1時間）。 

5 
歴史的分野の授業とその構

成方法 

地理・歴史科学習指導案作成の基礎を身

に付け、授業への活用方法を学ぶ。 

事前に「学習指導要領 解説」を熟読しておく（1

時間）。 

事後に、学習指導案例を自ら探して検討する（2 時

間）。 

6 
地理的分野の授業とその構

成方法 

模擬授業を実施し、その問題点や改善点

を話し合うことにより授業力の向上を

図る 

事前に「学習指導要領 解説」を通読しておく（1

時間）。 

事後に、学習指導案例を自ら探して検討する（2 時

間）。 

7 社会科の評価方法 

模擬授業を実施し、その問題点や改善点

を話し合うことにより授業力の向上を

図る 

事前に定期テスト問題や入試問題についての情報

を集めつつ、社会科・地歴科におけるテストについ

て振り返っておく（1時間）。 

事後、興味を持った実践について調べる（2時間）。 

8 模擬授業(1) 
歴史的分野「原始・古代の日本と世界」

の模擬授業の実施と検討 

全員が指定範囲の学習指導要領および教科書を予

習して臨む（2時間）。模擬授業担当者は指導案を作

成する（6時間程度）。全員が事後に当日の授業の振

り返りを行う（2時間）。 

9 模擬授業(2) 
歴史的分野「中世の日本と世界」の模擬

授業の実施と検討 

全員が指定範囲の学習指導要領および教科書を予

習して臨む（2時間）。模擬授業担当者は指導案を作

成する（6時間程度）。全員が事後に当日の授業の振

り返りを行う（2時間）。 

10 模擬授業(3) 
歴史的分野「近世の世界」の模擬授業の

実施と検討 

全員が指定範囲の学習指導要領および教科書を予

習して臨む（2時間）。模擬授業担当者は指導案を作

成する（6時間程度）。全員が事後に当日の授業の振

り返りを行う（2時間）。 

11 模擬授業(4) 
歴史的分野「近世の日本」の模擬授業の

実施と検討 

全員が指定範囲の学習指導要領および教科書を予

習して臨む（2時間）。模擬授業担当者は指導案を作

成する（6時間程度）。全員が事後に当日の授業の振

り返りを行う（2時間）。 

12 模擬授業(5) 
地理的分野「日本の地域構成」の模擬授

業の実施と検討 

全員が指定範囲の学習指導要領および教科書を予

習して臨む（2時間）。模擬授業担当者は指導案を作

成する（6時間程度）。全員が事後に当日の授業の振

り返りを行う（2時間）。 

13 模擬授業(6) 
地理的分野「九州地方／中国・四国地方」

の模擬授業の実施と検討 

全員が指定範囲の学習指導要領および教科書を予

習して臨む（2時間）。模擬授業担当者は指導案を作

成する（6時間程度）。全員が事後に当日の授業の振

り返りを行う（2時間）。 

14 模擬授業(7) 
地理的分野「近畿地方」の模擬授業の実

施と検討 

全員が指定範囲の学習指導要領および教科書を予

習して臨む（2時間）。模擬授業担当者は指導案を作

成する（6時間程度）。全員が事後に当日の授業の振

り返りを行う（2時間）。 

15 模擬授業(8) 
地理的分野「中部地方／関東地方」の模

擬授業の実施と検討 

全員が指定範囲の学習指導要領および教科書を予

習して臨む（2時間）。模擬授業担当者は指導案を作
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成する（6時間程度）。全員が事後に当日の授業の振

り返りを行う（2時間）。 

 

関連科目 社会科教育法Ⅱ 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 中学校学習指導要領(平成 29 年告示) 文部科学省 東山書房 

2 中学校学習指導要領(平成29年告示) 解説 社会編 文部科学省 東洋館出版社 

3    

 

評価方法 

（基準） 

成果物としての指導案（50%）とコメントカードなどの授業内で指示する提出課題（50％）で評価を行う。 

提出されたコメントカードの記述に対しては、次回授業内でコメントもしくはプリントにてフィードバックを行う。 

出席回数が 2/3 以上の者を評価の対象とする。 

学生への 

メッセージ 

皆さんのお手本になるような優れた授業が先人たちによって開発されてたくさんあるということと、一方で絶対的に優れた授業というものはない

ということを知ってもらいたいと思っています。 

担当者の 

研究室等 
7 号館 2階 非常勤講師室 

備考  
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科目名 社会科教育法Ⅱ【地歴分野】 科目名（英文） 
Social Studies Teaching Methods II (Geography and 

History) 

学部 学部共通 学科 教職科目 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択必修科目 

学期 後期 授業担当者 田中 曜次 

ディプロマポリシー(DP)  

科目ナンバリング  

 

授業概要・ 

目的 

中学校社会科で扱う地理的分野・歴史的分野の授業を行うために必要な知識・授業構成方法・教育方法を学び、学習指導案を作成し、模擬授業を

行う。 

模擬授業について、参加者全員で討議・批評を行うことを通して、授業者が自ら授業を改善していくための基礎的な力量を身に付ける。 

到達目標 

・学習指導要領に示されている社会科の目標や内容を理解する。 

・カリキュラム・マネジメントの観点から社会科の学習を捉えることができる。 

・情報通信技術の活用も含めて、適切な教材や教育方法、評価方法を考え、それを指導案として表現し、中学校における具体的な授業場面を想定

ながら授業を行うことができる。 

・授業の実施と振り返りや共同的に行われる授業研究を通して、授業改善に取り組むことができる。 

授業方法と 

留意点 

模擬授業やグループ・ワーク、討論を多く行うので、とくに積極的な発言及び講義参加姿勢が望まれる。 

『中学校学習指導要領(平成 29 年告示) 解説 社会編』『中学校学習指導要領(平成 29 年告示) 解説 社会編』は購入もしくは文部科学省 HP よ

りダウンロードし、手元ですぐに確認できるようにしておくこと。 

中学生のときの社会科教科書・資料集・地図帳やノートをなるべく手元に置いておくこと。 

教科書は指定しない。必要な資料については授業ごとに Teams 上で共有する。 

科目学習の 

効果（資格） 

中学校教員免許（社会科） 

【免許法施行規則に定める科目区分】 

科目区分：教科及び教科の指導法に関する科目 

各科目に含めることが必要な事項：各教科の指導法（情報機器及び教材の活用を含む。） 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 オリエンテーション 

授業の概要と評価方法について 

社会科の特性を生かした教材・教具、発

問の検討 

事前に社会科教育法Ⅰの第7回目までの学習内容を

復習しておく（2時間）。事後学習については授業終

了時に指示する（1時間）。 

2 授業実践検討 優れた授業を言語化する 

事前にこれまで自分が経験した授業についてまと

めておく（1時間）。事後課題については授業内で指

示する（1時間）。 

3 概念中心カリキュラム 国際バカロレアの教育方法の検討 
事前課題なし。事後課題については授業内で指示す

る（2時間）。 

4 教科横断的な学びのあり方 他教科や総合的な学習の時間との連携 

事前に「カリキュラム・マネジメント」と「教科横

断的な学び」について調べておく（2時間）。事後課

題については授業内で指示する（1時間）。 

5 模擬授業(1) 
地理的分野「東北地方／北海道地方」の

模擬授業の実施と検討 

全員が指定範囲の学習指導要領および教科書を予

習して臨む（2時間）。模擬授業担当者は指導案を作

成する（6時間程度）。全員が事後に当日の授業の振

り返りを行う（2時間）。 

6 模擬授業(2) 
地理的分野「アジア／アフリカ」の模擬

授業の実施と検討 

全員が指定範囲の学習指導要領および教科書を予

習して臨む（2時間）。模擬授業担当者は指導案を作

成する（6時間程度）。全員が事後に当日の授業の振

り返りを行う（2時間）。 

7 模擬授業(3) 
地理的分野「ヨーロッパ」の模擬授業の

実施と検討 

全員が指定範囲の学習指導要領および教科書を予

習して臨む（2時間）。模擬授業担当者は指導案を作

成する（6時間程度）。全員が事後に当日の授業の振

り返りを行う（2時間）。 

8 模擬授業(4) 
地理的分野「北アメリカ」の模擬授業の

実施と検討 

全員が当該分野の学習指導要領および教科書を予

習して臨む（2時間）。模擬授業担当者は指導案を作

成する（6時間程度）。全員が事後に当日の授業の振

り返りを行う（2時間）。 

9 模擬授業(5) 
地理的分野「南アメリカ／オセアニア」

の模擬授業の実施と検討 

全員が指定範囲の学習指導要領および教科書を予

習して臨む（2時間）。模擬授業担当者は指導案を作

成する（6時間程度）。全員が事後に当日の授業の振

り返りを行う（2時間）。 

10 模擬授業(6) 
歴史的分野「近代の世界」の模擬授業の

実施と検討 

全員が指定範囲の学習指導要領および教科書を予

習して臨む（2時間）。模擬授業担当者は指導案を作

成する（6時間程度）。全員が事後に当日の授業の振

り返りを行う（2時間）。 

11 模擬授業(7) 
歴史的分野「近代の日本」の模擬授業の

実施と検討 

全員が指定範囲の学習指導要領および教科書を予

習して臨む（2時間）。模擬授業担当者は指導案を作

成する（6時間程度）。全員が事後に当日の授業の振

り返りを行う（2時間）。 

12 模擬授業(8) 
歴史的分野「現代の世界」の模擬授業の

実施と検討 

全員が指定範囲の学習指導要領および教科書を予

習して臨む（2時間）。模擬授業担当者は指導案を作

成する（6時間程度）。全員が事後に当日の授業の振

り返りを行う（2時間）。 

13 模擬授業(9) 
歴史的分野「現代の日本」の模擬授業の

実施と検討 

全員が指定範囲の学習指導要領および教科書を予

習して臨む（2時間）。模擬授業担当者は指導案を作

成する（6時間程度）。全員が事後に当日の授業の振

り返りを行う（2時間）。 

14 模擬授業(10) 
歴史的分野「文化史」の模擬授業の実施

と検討 

全員が指定範囲の学習指導要領および教科書を予

習して臨む（2時間）。模擬授業担当者は指導案を作

成する（6時間程度）。全員が事後に当日の授業の振

り返りを行う（2時間）。 

15 授業の振り返り 
補足的事項の解説及び授業全体の振り

返り 

事後、各自において本授業全体の振り返りを行う（4

時間）。 
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関連科目 社会科教育法Ⅰ 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 中学校学習指導要領(平成 29 年告示)』 文部科学省 東山書房 

2 中学校学習指導要領(平成29年告示) 解説 社会編 文部科学省 東洋館出版社 

3    

 

評価方法 

（基準） 

成果物としての指導案（50%）とコメントカードなどの授業内で指示する提出課題（50％）で評価を行う。 

提出されたコメントカードの記述に対しては、次回授業内でコメントもしくはプリントにてフィードバックを行う。 

出席回数が 2/3 以上の者を評価の対象とする。 

学生への 

メッセージ 
自ら教材を見つけることで、社会科の授業の可能性の広がりや面白さを共有できたらと思っています。 

担当者の 

研究室等 
7 号館 2階 非常勤講師室 

備考  
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科目名 社会科教育法Ⅲ【公民分野】 科目名（英文） Social Studies Teaching Methods III (Civics) 

学部 学部共通 学科 教職科目 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択必修科目 

学期 前期 授業担当者 田中 曜次 

ディプロマポリシー(DP)  

科目ナンバリング  

 

授業概要・ 

目的 

本講義は、中学校社会科、及び、高校公民科の学習指導ができるようになるための基礎的素養を学ぶことを目的としています。そのため、できる

かぎり実践的な観点から授業を進めていきます。まず、中学社会科、高校公民科の学習指導要領の内容を理解し、授業展開のポイントを解説しま

す。また、わかりやすい授業を行うためのさまざまな授業方法を実践的に考えます。具体的には指導案の書き方の指導、可能な方法・範囲での模

擬授業の実践を行い、皆さん自身が教師としての心構えを磨き上げていけるようにしていきます。まずは「教育実習」で生徒を失望させないきち

んとした授業ができるよう、知識と意欲、そして責任をもって授業に参加してください。 

到達目標 

本講義の到達目標は以下の通りです。 

（１）中学社会科（地理、歴史、公民分野）、高校公民科の教師として必要な「知識」「技術・スキル」を確実に身につける。 

（２）中学社会科、高校公民科の教師として、高い「授業実践力」をつける。 

（３）社会科・公民科の授業を実践していくうえで最も重要な「教材研究」をするための力をつける。 

授業方法と 

留意点 

まず本授業では社会科、公民科教育の理論の整理、そして、可能な範囲・方法で履修者全員に模擬授業を行ってもらうよう「実践的な授業」を目

指します。模擬授業の実践では、授業準備、指導案の作成、教材研究は必ず行ってもらいます。本講義では教師としての自覚もあわせて養成する

ため、授業への積極的な参加、そして各々の模擬授業の準備やそのふりかえりに積極的に取り組んでください。 

科目学習の 

効果（資格） 

中学校１種「社会」、高校１種「公民」の教育職員免許を取得するために必要である。 

【免許法施行規則に定める科目区分】 

科目：教科及び教科の指導法に関する科目 

各科目に含める必要事項：各教科の指導法（情報機器及び教材の活用を含む。） 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
ガイダンス：社会科・公民科

教育の意義 

日本における社会科教育の歴史と現状

について学び、社会科・公民科教育の意

義について考える。 

社会科・公民科教育の課題について考えてくるこ

と。 

※それぞれの学習指導要領の総則部分を読んでお

く。 

2 

中学校指導要領（社会）、高

校指導要領（公民）にみる授

業の目的 

学習指導要領の概要について学ぶ。 

各自事前に入手及びダウンロードした学習指導要

領（中学：社会科、高校：公民科）の事前読了。 

※指導要領の要約 

3 
中学校社会科、高校公民科の

授業展開のポイント（１） 

中学社会科・高校公民科での優れた授業

実践の解説と批評。 
※前時の事前授業まとめと配布資料の要約 

4 
中学校社会科、高校公民科の

授業展開のポイント（２） 

中学社会科・高校公民科での優れた授業

実践の解説と批評。 
※事前配布資料の要約 

5 
中学校社会科、高校公民科の

授業展開のポイント（３） 

中学社会科・高校公民科での優れた授業

実践の解説と批評。 
※事前配布資料の要約 

6 
教育方法と技術（１）：ミニ

模擬授業案作成 

板書の方法・話し方・参考資料の作り

方・新聞記事の利用のしかたなど、教育

実践の基本的技術について。コンピュー

ター（パワーポイントやインターネッ

ト）を用いた授業のやり方。パワーポイ

ントを用いた授業のミニ模擬授業案の

作成 

新聞記事の検索、及びミニ模擬授業案の作成 

7 
教育方法と技術（２）：ミニ

模擬授業案作成案作成 

ディベートを取り入れた授業の工夫に

ついて。公民に関わるテーマで模擬ディ

ベートを行いながら学ぶ。調査の意義と

方法、研究発表の指導について。ディベ

ートを取りれたミニ模擬授業案を作成

する。 

ディベート準備。ミニ模擬授業案の作成 

8 
学習指導案の書き方（１）：

ミニ模擬授業 

学習指導案の作成指導（１）：各自が作

成した学習指導案をもとに、作成のヒン

トを説明する。 

学習指導案の作成。 

9 
学習指導案の書き方（２）：

ミニ模擬授業 

学習指導案の作成指導（２）：各自が作

成した学習指導案をもとに、作成する上

での留意点について説明する。 

学習指導案の作成。 

10 模擬授業（１） 模擬授業の実践と指導（１） 模擬授業の準備。 

11 模擬授業（２） 模擬授業の実践と指導（２） 模擬授業の準備。 

12 模擬授業（３） 模擬授業の実践と指導（３） 模擬授業の準備。 

13 模擬授業（４） 模擬授業の実践と指導（４） 模擬授業の準備。 

14 
成績評価の方法、及び社会科

試験の作成について 

成績評価にあたって重要となる事柄の

概要を知り、さまざまな成績評価の方法

を学ぶ。また、定期試験作成についても

学ぶ。 

※事前配布資料の要約、及び、定期試験問題作成の

シュミレーションを行う（事前課題）。 

15 
総括ー社会科、公民科の指導

について 

授業全体をふりかえって討論し、社会科

教師としての課題と責務を確認する。 

各自、社会科教師としての自分の課題について考

え、まとめてくること。 

 

関連科目 社会科・公民科教育法Ⅰ、社会科・公民科教育法Ⅱは「Ⅰ→Ⅱ」と連続して受講することが望ましい。 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 中学校学習指導要領解説社会編 文部科学省 日本文教出版 

2 高等学校学習指導要領解説公民編 文部科学省 日本文教出版 

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 1    

2    
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3    

 

評価方法 

（基準） 
事前学習課題の提出（30％）、模擬授業（50％）、各種課題（20％）等により、総合的に評価する。 

学生への 

メッセージ 

中学社会科学習指導要領（最新年度版）を第一回目の授業開始までに購入あるいは文部科学省ホームページよりダウンロードし印刷しておくこと。

これがないと授業参加や事前学習課題等に取り組むことができません。購入方法については書店、オンライン書店等を利用してください。購入に

ついての質問等はメールアドレスまで。 

担当者の 

研究室等 
7 号館 2階 非常勤講師室 

備考 
授業計画・内容は、授業の進捗状況等により変更することがあります。あらかじめご了承ください。 

事前・事後学習総時間数はおおよそ 60 時間程度とする。 
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科目名 社会科教育法Ⅳ【公民分野】 科目名（英文） Social Studies Teaching Methods IV (Civics) 

学部 学部共通 学科 教職科目 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択必修科目 

学期 後期 授業担当者 田中 曜次 

ディプロマポリシー(DP)  

科目ナンバリング  

 

授業概要・ 

目的 

本講義は、中学校社会科、及び、高校公民科の学習指導ができるようになるための基礎的素養を学ぶことを目的としています。そのため、できる

かぎり実践的な観点から授業を進めていきます。まず、学習指導要領の内容を理解し、授業展開のポイントを解説します。また、わかりやすい授

業を行うためのさまざまな方法を実践的に考えます。具体的には指導案の書き方の指導、模擬授業の実践を中心に参加型の授業法を取り入れて、

皆さん自身が教師としての心構えを磨き上げていけるよう、互いに刺激し、批評しあう機会をもうけます。また、近年、選挙年齢が 18 歳に引き

下げられたことによる子どもたちへの政治教育（主権者教育）の重要性が改めて問われています。とりわけ公民科では政治や経済問題を取り扱う

ことが多く、子どもたちに政治の主体として意識を涵養するための教育（市民性教育、シティズンシップ教育）をどのように実践できるのかにつ

いても考えていきます。具体的には政府が作成した政治教育副教材の分析や学校現場での実践例の分析などを行います。 

到達目標 

本講義の到達目標は以下の通りです。 

（１）中学社会科（地理、歴史、公民分野）、高校公民科の教師として必要な「知識」を確実に身につける。 

（２）中学社会科、高校公民科の教師として、高い「授業実践力」をつける。 

（３）授業を実践していくうえで最も重要な「教材研究」の力をつける。 

（４）政治教育、市民性教育（シティズンシップ教育）についての理解を深め、指導案を作成し、授業実践ができるようになる。 

授業方法と 

留意点 

まず社会科、公民科教育の理論の整理、そして、可能な範囲で履修者全員に模擬授業を実践してもらうような「実践型・参加型の授業」を目指し

ます。また模擬授業の実践では、それぞれの模擬授業終了後は必ず全員で意見交換を行い、授業内容に対する問題点と課題点を整理します。ここ

でのコメント力を鍛えることも重要な目標です。指示した授業準備は必ず行ってください。教師としての自覚もあわせて養成するため、遅刻・無

断欠席については厳しく対応します。 

科目学習の 

効果（資格） 

中学校１種「社会」、高校１種「公民」の教育職員免許を取得するために必要である。 

【免許法施行規則に定める科目区分】 

科目：教科及び教科の指導法に関する科目 

各科目に含める必要事項：各教科の指導法（情報機器及び教材の活用を含む。） 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
ガイダンス：社会科・公民科

教育の意義 

日本における社会科教育の歴史と現状

について学び、社会科・公民科教育の意

義について考える。 

社会科教育の課題について考えてくること。 

2 

中学校指導要領（社会）、高

校指導要領（公民）にみる授

業の目的 

学習指導要領の概要について学ぶ。 

各自事前に入手した学習指導要領（中学：社会科、

高校：公民科）の事前読了。 

※指導要領の要約 

3 
中学校社会科、高校公民科の

授業展開のポイント（１） 

中学社会科・高校公民科での優れた授業

実践の解説と批評。 
※事前配布資料の要約 

4 
中学校社会科、高校公民科の

授業展開のポイント（２） 

中学社会科・高校公民科での優れた授業

実践の解説と批評。 
※事前配布資料の要約 

5 
中学校社会科、高校公民科の

授業展開のポイント（３） 

中学社会科・高校公民科での優れた授業

実践の解説と批評。 
※事前配布資料の要約 

6 
教育方法と技術（１）：ミニ

模擬授業 

板書・話し方・参考資料の作り方・新聞

記事の利用のしかたなど、教育実践の基

本的技術について。コンピューター（パ

ワーポイントやインターネット）を用い

た授業のやり方。パワーポイントを用い

た授業をミニ模擬授業で実演する。 

新聞記事の検索。 

7 
教育方法と技術（２）：ミニ

模擬授業 

ディベートを取り入れた授業の工夫に

ついて。公民に関わるテーマで模擬ディ

ベートを行いながら学ぶ。調査の意義と

方法、研究発表の指導について。ディベ

ートを取りれたミニ模擬授業を実演す

る。 

ディベート準備。 

8 
学習指導案の書き方（１）：

ミニ模擬授業 

学習指導案の作成指導（１）：各自が作

成した学習指導案のうち、もっとも力を

入れるべき箇所をミニ模擬授業として

実演する。 

学習指導案の作成。 

9 
学習指導案の書き方（２）：

ミニ模擬授業 

学習指導案の作成指導（２）：各自が作

成した学習指導案のうち、もっとも力を

入れるべき箇所をミニ模擬授業として

実演する。 

学習指導案の作成。 

10 模擬授業（１） 模擬授業の実践と指導（１） 模擬授業の準備。 

11 模擬授業（２） 模擬授業の実践と指導（２） 模擬授業の準備。 

12 政治教育（市民性教育）（１） 政治教育副教材の分析 
各自、政治教育副教材を分担し、担当箇所を要約す

る。 

13 政治教育（市民性教育）（２） 実践事例分析 政治教育実践例についてまとめ、発表。 

14 
成績評価の方法、及び試験問

題の作成について 

成績評価にあたって重要となる事柄の

概要を知り、さまざまな成績評価の方法

を学ぶ。また、定期試験問題作成につい

て学ぶ。 

※事前配布資料の要約、及び定期試験問題作成（事

前課題） 

15 
総括ー社会科・公民科の指導

について 

授業全体をふりかえって討論し、社会科

教師としての課題と責務を確認する。 

社会科教師としての自分の課題について考えてく

ること。 

 

関連科目 原則として社会科・公民科教育法Ⅰを既に履修していること。 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 中学校学習指導要領解説社会編 文部科学省 日本文教出版 

2 高等学校学習指導要領解説公民編 文部科学省 日本文教出版 

3    
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参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

課題・レポート（３０％）、模擬授業（５０％）、平常点：授業への貢献度等（20％）。 

出席については全体の 80％以上の出席（15 回中 12 回以上）が必須。 

出席率が 80％に満たない者は成績評価の対象外となる場合があります。 

学生への 

メッセージ 

本講義は学生の皆さんの主体的な授業への関与が求められます。一般的な講義に見られるような、教員が一方的に授業を進めていくスタイルでは

ありません。学生の皆さんが授業をつくっていくことになります。ですので、宿題やレポート作成など、授業運営に欠かせない作業を怠ると自分

自身はもちろんのこと、周囲に多大な迷惑がかかります。毎時間予習・復習を怠ることなく、責任と意欲を持って講義に出席して下さい。 

担当者の 

研究室等 
7 号館 2階 非常勤講師室 

備考 

授業計画・内容は、授業の進捗状況等により変更することがあります。あらかじめご了承ください。 

中学社会科、高校公民科の学習指導要領の入手方法については改めて説明します（前期社会科公民科教育法Ⅰで購入済みの者は購入の必要なし）。 

事前・事後学習総時間をおおよそ 60 時間程度とする。 
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科目名 職業指導Ⅰ 科目名（英文） Vocational Guidance I 

学部 学部共通 学科 教職科目 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 水野 武 

ディプロマポリシー(DP)  

科目ナンバリング  

 

授業概要・ 

目的 

職業教育や進路指導においては、職業構造や職種・業種内容について学んだり資格取得や技能訓練などを促進したりするばかりでなく、社会や産

業構造の変化の中で自分はいかに生きていくかという「生き方の設計」について学ぶことが重要です。本科目を通して学生は、キャリア教育の理

論と実践について理解を深めるとともに、経済社会・産業界の変化と職業指導に与える影響などについて知見を広め、「生き方の設計」の指導者

としての資質能力の基礎を身につけます。 

到達目標  職業教育の理論への理解を深めることを講義の目標とします。 

授業方法と 

留意点 

講義と受講生による報告・討議を織り交ぜて進めます。 

講義では都度課題を提示し、その内容を元に受講者間で意見を出し合っていただきます。 

科目学習の 

効果（資格） 
商業科における職業指導の基礎知識が身に付きます。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 オリエンテーション 
・授業概要の説明、職業の定義、職業指

導の概念整理 

事前学習：本科目のシラバスを熟読すること（１時

間） 

事後学習：年間の学びの計画を立てること（３時間） 

2 職業指導の基礎理論 
・職業指導における基本的な考え方、手

法 

事前学習：職業指導及びキャリアの基礎理論につい

て調べておくこと（２時間） 

事後学習：職業指導に関する資料を熟読すること

（２時間） 

3 職業指導の歴史① 
・アメリカ・ヨーロッパを中心に職業指

導の経緯を知る 

事前学習：欧米の職業指導に関して調査すること

（３時間） 

事後学習：講義の内容を振り返ること（１時間） 

4 日本の産業構造の変化 ・日本の産業、雇用事情の変化を知る 

事前学習：日本の産業の変遷について市調べておく

こと（３時間） 

事後学習：講義内容を振り返ること（１時間） 

5 職業指導の歴史② ・日本の戦後の教育改革について 

事前学習：日本の戦後の教育改革について調べてお

くこと（２時間） 

事後学習：配布資料を熟読し、講義内容を振り返る

こと(2 時間) 

6 日本型雇用と職業指導 
・日本における雇用システムの変容と職

業指導の関わり 

事前学習：日本型雇用について発表資料を作成する

こと（３時間） 

事後学習：発表及びディスカッションの内容を振り

返ること（１時間） 

7 新規高卒就職システム ・新規高卒労働市場の変容と現状 

事前学習：高卒労働市場に関して調べておくこと

（２時間） 

事後学習：講義内容を振り返ること（２時間） 

8 高等学校における職業指導 
・各種学校における職業指導の在り方に

ついて 

事前学習：高校の職業指導の事例について調査・発

表資料を作成すること（３時間） 

事後学習：講義内容を振り返ること（１時間） 

9 「労働すること」を考える ・仕事をすることの意義を考える 

事前学習：仕事をする意味について意見をまとめて

おくこと（２時間） 

事後学習：自らの労働観について考えること（２時

間） 

10 職業指導の領域 

・学校、家庭、地域コミュニティ、公的

機関等職業指導がなされる「場」につい

て考える 

事前学習：職業指導領域に関する資料を事前に熟読

すること（２時間） 

事後学習：講義内容を振り返ること（２時間） 

11 キャリア教育の基礎理論① 
・キャリアデザインにおける基礎理論を

知る 

事前学習：自己について考えておくこと（２時間） 

事後学習：キャリアデザイン理論についての資料を

熟読すること（２時間） 

12 キャリア教育の基礎理論② 
・キャリアデザインにおける基礎理論を

知る 

事前学習：児童・生徒の発達について考えてくこと

（３時間） 

事後学習：キャリアデザイン理論についての資料を

熟読すること（１時間）。 

13 授業内容立案 
・高校生向けの職業指導・キャリア教育

に関する授業内容を立案する 

事前学習：高校でのキャリア供養行くの事例につい

て調べておくこと（１時間） 

事後学習：模擬授業の準備をすること（３時間） 

14 模擬授業 
・講義 13 で立案した内容で模擬授業を

実施 

事前学習：模擬授業の準備をすること（２時間） 

事後学習：他者及び自らの発表内容を振り返ること

（２時間） 

15 講義の振り返り ・講義の振り返り、最終レポートの提出 

事前学習：前期のレポートを作成すること（３時間） 

事後学習：講義全体を振り返ること（１時間） 

) 

 

関連科目 教職科目全般。特に「生徒指導論」に関連する事柄を含みます。また「特別活動論」にも近接します。 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 1    

2    
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3    

 

評価方法 

（基準） 

講義内での課題、提出物、レポート、授業への積極的参加、レポートの提出状況およびその内容、報告や討議の内容も加味して、成績を判定しま

す。 

 

平常点(30%)、(授業課題 20%)、期末レポート(50%) 

また、前期最終時にレポートを実施します。 

学生への 

メッセージ 

「職業指導」について学ぶとともに、自らの勤労観・職業観を養い、経済社会・産業界の状況に対応して自らの進路を切り開いていってください。

特に後期は就職活動と並行しての受講となるので、自らの経験と照らし合わせながら、高校生に対する指導について考えてみてください。 

なお。講義は科目担当者の人材業界での業務経験・及び起業経験を元にしたお話も交えて進行します。 

担当者の 

研究室等 
水野講師室（７号館３階） 

備考  
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科目名 職業指導Ⅱ 科目名（英文） Vocational Guidance II 

学部 学部共通 学科 教職科目 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 水野 武 

ディプロマポリシー(DP)  

科目ナンバリング  

 

授業概要・ 

目的 

職業教育や進路指導においては、職業構造や職種・業種内容について学んだり資格取得や技能訓練などを促進したりするばかりでなく、社会や産

業構造の変化の中で自分はいかに生きていくかという「生き方の設計」について学ぶことが重要です。本科目を通して学生は、キャリア教育の理

論と実践について理解を深めるとともに、経済社会・産業界の変化とそれが職業指導に与える影響などについて知見を広め、「生き方の設計」の

指導者としての資質能力の基礎を身につけます。 

到達目標 職業教育の理論、面談する際の技法への理解を深めることを講義の目標とします。 

授業方法と 

留意点 

講義と受講生による報告・討議を織り交ぜて進めます。 

 

講義では都度課題を提示し、その内容を元に受講者間で話し合いを行って頂きます。 

尚、遅刻等は厳禁です。 

科目学習の 

効果（資格） 
商業科における職業指導の基礎知識が身に付く 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 オリエンテーション ・授業概要の説明 

事前学習：本科目のシラバスを再度熟読すること

（１時間）。 

事後学習：後期の学習計画を立てること（３時間） 

2 商業教育と職業指導 
・商業高校における職業指導の事例を知

る 

事前学習：商業高校の職業指導事例に関すして調査

すること（２時間）。 

事後学習：講義の内容を振り返ること（２時間） 

3 工業教育と職業指導 
・工業高校における職業指導の事例を知

る 

事前学習：工業高校の職業指導事例に関すして調査

すること（２時間）。 

事後学習：講義の内容を振り返ること（２時間） 

4 普通科高校と職業指導 ・普通科高校における職業指導について 

事前学習：普通課高校の職業指導事例に関すして調

査すること（２時間） 

事後学習：講義の内容を振り返ること（２時間） 

5 
フリータートニートについ

て 

グループ（またはペア）でフリーター・

ニート対策を考える 

事前学習：フリーター・ニート問題に関して調査し、

ディスカッションできるよう準備すること（２時

間） 

事後学習：講義内容を振り返ること（２時間） 

6 
職業指導・キャリア教育の実

例 
・地方も含めた職業指導の事例紹介 

事前学習：発表の準備をすること（２時間） 

事後学習：他者及び自らの発表の内容を振り返るこ

と（２時間） 

7 キャリアデザインとは何か キャリアデザインとは何かを考える 

事前学習：自らの人生の節目について考えること

（２時間） 

事前学習：講義内容を振り返ること（２時間） 

8 
高校生の就業力について 

職業適性とは何か 

・新規高卒者に求められる基本的な能力 

・職業適性、アセスメントについて 

事前学習：大卒と高卒の就職システムの違いについ

て調査すること（２時間） 

事後学習：自らの適性の活かし方を考えること（２

時間）。 

9 人権教育としての職業指導 
・職業指導の国際基準、ハンディキャッ

プがある生徒への職業指導 

事前学習：ILO の提唱する「人間らしい働き方」に

ついて調査すること（２時間） 

事後学習：配布資料を精読すること（２時間） 

10 未来の働き方を考える 
・日本の課題、それにより想像される未

来における働き方を考える 

事前学習：AI による仕事の代替可能性について調査

すること（２時間） 

事後学習：講義内容を振り返ること（２時間） 

11 就業力向上企画を立案① 
高校生の就業力向上のための企画・授業

を考える 

事前学習：発表の準備をすること（３時間） 

事後学習：他者及び自らの発表内容を振り返ること

（１時間） 

12 就業力向上計画立案② １１回目で考えた内容を発表する 

事前学習：発表の準備をすること（３時間） 

事後学習：他者及び自らの発表内容を振り返ること

（１時間） 

13 
キャリアカウンセリング理

論① 

自己概念・環境との相互作用・学習理論

からのアプローチ 

事前学習：キャリアカウンセリングとは何かについ

て調べておくこと（２時間） 

事後学習：講義の内容について振り返ること（１時

間） 

14 
キャリアカウンセリング理

論② 
カウンセリングマインドについて 

事前学習：キャリアカウンセリングとは何かについ

て調べておくこと（１時間） 

事後学習：講義の内容について振り返ること（２時

間） 

15 まとめ/講義の振り返り 
提出物の確認、授業内容に関する質疑応

答 

事前学習：期末レポートを作成すること（４時間） 

事後学習：講義全体を振り返ること（２時間） 

 

関連科目 教職科目全般。特に「生徒指導論」に関連する事柄を含みます。「特別活動論」にも近接します。 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 1    

2    
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3    

 

評価方法 

（基準） 

レポートを実施します。その他、授業への積極的参加、その他課題の提出状況およびその内容、報告や討議の内容も加味して、成績を判定します。 

 

平常点(20%)、調査・プレゼンテーション課題(30%)、期末レポート(50%) 

学生への 

メッセージ 

「職業指導」について学ぶとともに、自らの勤労観・職業観を養い、経済社会・産業界の状況に対応して自らの進路を切り開いていってください。

後期は就職活動と並行しての受講となるので、自らの経験と照らし合わせながら、高校生に対する指導について考えてみてください。 

なお、講義では担当者の実務経験にもとづいて議論を進めることもあります。 

担当者の 

研究室等 
水野講師室（７号館３階） 

備考  



摂南大学シラバス 2024 

科目名 教師論 科目名（英文） Teacher Education 

学部 学部共通 学科 教職科目 

配当年次 １年 クラス  

単位数 2 履修区分 必修科目 

学期 前期 授業担当者 朝日 素明 

ディプロマポリシー(DP)  

科目ナンバリング  

 

授業概要・ 

目的 

教職に関する理解を深め、自己の適性を見つめ直し、最終的に教職をめざすことについて主体的な進路選択を行うための判断材料を提供します。

具体的には、「教職の意義とは何か」「教師の役割や求められる資質能力とは何か」「教職の専門性は何によって担保されるのか」「教師の職務とは

何か」「教師の身分や身分保障はどのようになっているのか」などについて基礎的な知識を講義し、これに基づき関連するテーマについて議論を

通して理解を深めます。 

到達目標 
学生は、教職に関する基礎的な知識を獲得し、「自分は教師に向いているのか」「自分はどのような教師をめざすのか」などについて判断できるよ

うになります。また、グループワークを通じ、視野を広め、コミュニケーション力を向上させることができます。 

授業方法と 

留意点 

講義を中心に、テキスト・資料の事前学習に基づくディスカッション（LTD；Learning Through Discussion）等のグループワークも織り交ぜて授

業を進めます。事前学習は必須です。 

「事前・事後学習課題」はすべて事前学習課題です。事後学習課題については別途、指示します。 

科目学習の 

効果（資格） 

教員免許取得上必修 

【免許法施行規則に定める科目区分】 

科目：教育の基礎的理解に関する科目 

各科目に含める必要事項：教職の意義及び教員の役割・職務内容（チーム学校運営への対応を含む。） 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
オリエンテーション 

教職への道 

科目概要について説明 

自らの学校・生徒体験、心に残る教師等

についてのふりかえり 

教職課程の履修動機 

教師になることの意味 

本科目のシラバスの熟読 

2 教職の成立とその意義 

公教育の成立 

教職の誕生 

戦前の教員養成 

戦前の教員養成制度に関する配布資料 

3 
教師教育と教職の専門性

（１） 

教員への道 

戦後教員養成の原則と制度 

教員免許制度の確立 

戦後の教員養成制度に関する配布資料 

4 
教師教育と教職の専門性

（２） 

教員免許制度の新たな展開 

教員採用の動向と採用試験 
教員免許制度に関する配布資料 

5 
教師教育と教職の専門性

（３） 

教員の研修の意義 

教員の研修の種類と体系 
学び続ける教師に関する配布資料 

6 
教師教育と教職の専門性

（４） 

法定研修 

教員の自己研修 
教員研修体系に関する配布資料 

7 
文献・映像に基づく教師像の

探究（１） 

戦前・戦後の教師像 

憧れの教師 
教師像に関する配布資料 

8 
文献・映像に基づく教師像の

探究（２） 

「不良教師」と「熱血教師」（文献・映

像に基づく教師像の探究） 

レポートに基づくグループワーク 

「不良教師」と「熱血教師」に関する配布資料を読

みレポート提出 

9 
文献・映像に基づく教師像の

探究（３） 

「人間教師」と「プロ教師」（文献・映

像に基づく教師像の探究） 

レポートに基づくグループワーク 

「人間教師」と「プロ教師」に関する配布資料を読

みレポート提出 

10 
文献・映像に基づく教師像の

探究（４） 
教師としての資質能力のあり方 

教師に求められる資質能力についての議論に関す

る配布資料 

11 教員の役割・職務（１） 
学校・教室における指導者の視点からみ

た教員の役割・職務 
授業・カリキュラムと教師に関する配布資料 

12 教員の役割・職務（２） 
学校組織の構成員の視点からみた教員

の役割・職務 
教職員構成と校務分掌に関する配布資料 

13 教員の役割・職務（３） 

学校内外の連携の視点からみた教員の

役割・職務（チーム学校運営への対応を

含む） 

「チーム学校」の考え方と学校運営の実践に関する

配布資料 

14 教員の役割・職務（４） 
教員の任用と身分 

教員の服務と身分保障 
教員の任用・服務等に関する配布資料 

15 教員の役割・職務（５） 
教員の勤務条件 

教員のメンタルヘルス、バーンアウト 

教員の勤務実態とメンタルヘルスに関する配布資

料 

 

関連科目 教職科目全般、とりわけ「教育原理」「教育経営論」「教育課程論」「教育方法論」「生徒指導論」に関連する事柄を含みます。 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
定期試験 60％、レポート 30％、グループワークにおけるピアレビュー10％。定期試験を受験しなかった場合は評価不能（評定なし）とします。 

学生への 

メッセージ 

教職について考えることは教育について考えることであり、「教え」「学び」「育ち」を含む「生き方」について考えることになります。教養をも

とに、広い視野で物事を捉える習慣を身につけましょう。 

遅刻・早退等は厳禁です。教師を目指す者としての資質が問われます。 



摂南大学シラバス 2024 

担当者の 

研究室等 
朝日研究室；寝屋川キャンパス 7号館 3階 

備考 

ポータルシステムを通して講義連絡、学生呼出、資料配布、レポートの課題提示・提出受付を行うことがあるので、リマインダ設定と定期的なサ

イト確認を確実にしてください。 

事前・事後学習総時間はおおよそ 60 時間程度です。 



摂南大学シラバス 2024 

科目名 教育経営論 科目名（英文） Studies of Educational Administration 

学部 学部共通 学科 教職科目 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 必修科目 

学期 前期 授業担当者 朝日 素明 

ディプロマポリシー(DP)  

科目ナンバリング  

 

授業概要・ 

目的 

本科目では、現代公教育制度の意義・原理・構造について、その法的・制度的仕組みに関する基礎的知識、および学校や教育行政の組織構造･機

能・関係に関する基礎的知識を身につけ、経営の観点から理解するとともに、そこに内在する課題を理解します。そのために、公教育システムに

関してなじみの深い事象を参照し、その原理や構造・機能、それに関する政策や法制度、理論や論争、実態や課題を検討していきます。 

到達目標 

私たちにとってはあたりまえで意識することもないような、学校教育を中心とした公教育システムのあり方について視野が広がり、理解が深まり

ます。例えば「学校では何を学ぶのか」「学校ではどのように教えられるのか」という内容・方法的な事柄についても、さまざまな制度やその運

用によって規定されている様子がわかるなど、教育の環境や条件についての関心が高まり、直接的な行為だけに回収されない教育の奥行きや広が

りが理解できるようになります。 

授業方法と 

留意点 

プレゼンテーションソフトを用いた講義のほか、テキスト・資料の事前学習に基づくディスカッション（LTD；Learning Through Discussion）等

のグループワークも織り交ぜて授業を進めます。事前学習は必須です。 

ウェブ上で資料配布、課題提示・レポート提出をすることがあります。 

「事前・事後学習課題」はすべて事前学習課題です。事後学習課題については別途、指示します。 

科目学習の 

効果（資格） 

教員免許取得上選択必修であり、可能な限り修得することが望ましい科目 

【免許法施行規則に定める科目区分】 

科目：教育の基礎的理解に関する科目 

各科目に含める必要事項：社会的、制度的又は経営的事項（学校と地域との連携及び学校安全への対応を含む。） 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
オリエンテーション 

公教育とは 

授業概要、方法としての LTD について説

明 

教育における「公」と「私」 

公教育の成立・展開 

シラバス、テキスト第 1章を読んでくる。 

2 教育権の構造 
「教育をする権利」「教育を受ける権利」

「学習する権利」 
テキスト第 6章を読んでくる。 

3 教育を受ける権利の保障 

教育権論争について簡単なグループワ

ーク 

公教育の制度原理 

教育権についての配布資料を読み、レポート提出を

済ませておく。 

4 学校体系のしくみ 

段階性、系統性 

学校体系の類型 

学校の種類と設置者 

テキスト第 4章を読んでくる。 

5 学校体系の現代的課題 

「義務制」「無償制」にかかわって簡単

なグループワーク 

選別・分離と接続・統合 

教育の制度原理についての配布飼料を読み、レポー

ト提出を済ませておく。 

6 
教育条件整備の法制度と新

しい動向 

「選抜・選別」について簡単なグループ

ワーク 

公教育を支える諸条件とは 

条件整備はどのようになされるか 

学校の機能に関する配布資料を読み、レポート提出

を済ませておく。 

7 中央教育行政の組織構造 各省庁・審議会 テキスト第 8章を読んでくる。 

8 地方教育行政の組織構造 

教育行政の原則 

教育委員会のしくみとはたらき 

首長部局と教育委員会 

テキスト第 9章を読んでくる。 

9 
中央‐地方教育行政の関係

構造 

教育委員会制度論の新動向に関して簡

単なグループワーク 

監督行政と指導行政 

教育行政関係の新しい動向 

教育委員会制度の動向に関する配布資料を読み、レ

ポート提出を済ませておく。 

10 指導行政と教育内容行政 
学習指導要領、研究指定・研究開発、教

科書行政 
テキスト第 11 章を読んでくる。 

11 教育課程経営 

学力低下論争をめぐって簡単なグルー

プワーク 

カリキュラムマネジメント 

学力論争と教育評価論 

学力低下論争に関する配布資料を読み、レポート提

出を済ませておく。 

テキスト第 15 章を読んでくる。 

12 人事行政と教職員管理 
教職員の資格・身分・服務管理、教育労

働管理 
テキスト第 10 章を読んでくる。 

13 学校の組織管理と組織編制 

教職員配置、学校・学級の「適正規模」

「適正配置」 

学校評議員制度、学校運営協議会制度 

テキスト第 16 章、第 19 章を読んでくる。 

14 学校経営の組織構造 

学校の「適正規模」「適正配置」にかか

わって簡単なグループワーク 

学校の組織特性、学校経営の組織と過程

（学校と地域との連携含む） 

学校統廃合に関する配布資料を読み、レポート提出

を済ませておく。 

テキスト第 14 章を読んでくる。 

15 学校の安全管理と安全教育 
安全管理の領域 

安全教育の方法 
テキスト第 18 章を読んでくる。 

 

関連科目 教職科目全般、とりわけ「教育原理」「教師論」「教育課程論」に関連する事項を含みます。 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 公教育経営概説 （改訂版） 堀内孜 学術図書出版社 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 1    

2    



摂南大学シラバス 2024 

3    

 

評価方法 

（基準） 
定期試験 60％、レポート 30％、グループワークにおけるピアレビュー10％。定期試験を受験しなかった場合は評価をしません。 

学生への 

メッセージ 

教員採用試験で頻出の教育法規については授業中に折に触れ解説しますが、採用試験ではそれを基本としてさらに幅広い知識、深い理解と応用力

が要求されます。本科目は採用試験対策のための講義ではありませんので、各自が自主的に採用試験受験準備に取り組んでください。 

遅刻・早退等は厳禁です。専門職業人・教師としての資質が問われます。 

担当者の 

研究室等 
朝日研究室；寝屋川キャンパス 7号館 3階 

備考 

ポータルシステムを通して講義連絡、学生呼出、資料配布、レポートの課題提示・提出受付を行うことがあります。リマインダ設定と定期的なサ

イト確認を確実にしてください。 

事前・事後学習総時間はおおよそ 60 時間程度です。 



摂南大学シラバス 2024 

科目名 教育実習Ⅰ 科目名（英文） Teaching Practice I 

学部 学部共通 学科 教職科目 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 1 履修区分 必修科目 

学期 後期 授業担当者 
朝日 素明.鎌田 祥輝.谷口 雄一.西村 晃一.松浦 正

典.吉田 佐治子 

ディプロマポリシー(DP)  

科目ナンバリング  

 

授業概要・ 

目的 

3 年次前期終了後にクラス編成が行われる。クラスごと各担当者が指導する。（１）教育実習の実際についての情報を提供する。それらに基づき、

受講者は、演習や実習を行う。（２）教育実習校における実習に必要な教育実践の基本を理解して、教科指導、学級・ホームルーム経営、生徒指

導等の実際について有効な指導計画を立案し、効果的な指導をできるようにする。（３）教育実習の現状と課題についての認識を深めるとともに、

教育実習生としての基本的心がまえについて理解を深める。 

到達目標 
教育実習の目的や意義、内容等を理解し、教育実習へ向けての充分な準備ができるようになる。そのことにより、自信をもって教育実習に臨める

ようになる。 

授業方法と 

留意点 

講義（体験報告を含む）、演習（文献購読、発表、討議を含む）、実習（指導案作成、模擬授業を含む）を行う。対面授業を基本とする。実習生と

して主体的・能動的な姿勢・態度で参加すること。 

科目学習の 

効果（資格） 

教員免許状取得上必修，免許法施行規則に定められた「教育実習」５単位あるいは３単位のうち「教育実習に係る事前及び事後指導」１単位を充

足。 

【免許法施行規則に定める科目区分】教育実践に関する科目 

各科目に含めることが必要な事項：教育実習（教育実習に係る事前及び事後指導） 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
教育実習の意義、教育実習へ

の準備と心がまえ等 

教育実習の意義と目的、実習の形態と内

容について 

事前準備の必要性、教育実習の心がまえ

と教育実習の基本となる事項について 

授業時に指示する 

2 実習中の勤務の要領 
学校の一日、一週間の流れ、学校の組織

と運営の概要について 
授業時に指示する 

3 授業の方法と技術 
授業のスタイルとスキル、教材研究、学

習評価の観点について 
授業時に指示する 

4 授業の記録と評価 
授業研究の意義、授業分析の方法、授業

評価について 
授業時に指示する 

5 
生徒理解・生徒指導と学級・

ホームルーム経営 

生徒理解・生徒指導の方法、個別指導・

集団指導、学級・ホームルームの指導に

ついて 

授業時に指示する 

6 学校における人権教育 
人権教育の現状と課題について、学校保

健と安全指導について 
授業時に指示する 

7 特別支援教育の現状と課題 
障がいの種類と配慮事項、障がい児理解

と交流教育について 
授業時に指示する 

8 指導案の作成（１） 

授業の準備と配慮事項、学習指導案の書

き方、教科指導の学習指導案、板書計画

の作成 

授業時に指示する 

9 指導案の作成（２） 
学級（ホームルーム）活動等の指導案に

ついて 
授業時に指示する 

10 模擬授業（１） 
作成した学習指導案に沿った模擬授業、

意見交換 
授業時に指示する 

11 模擬授業（２） 
作成した学習指導案に沿った模擬授業、

意見交換 
授業時に指示する 

12 模擬授業（３） 
作成した学習指導案に沿った模擬授業、

意見交換 
授業時に指示する 

13 模擬授業（４） 
作成した学習指導案に沿った模擬授業、

意見交換 
授業時に指示する 

14 教育実習の実際（１） 
教職フォーラムへの出席、教育実習体験

発表の聴講と討議 
授業時に指示する 

15 教育実習の実際（２） 
教育実習総括講義への出席、教育実習の

課題テーマについて討議 
授業時に指示する 

 

関連科目 教職課程で学んだ全科目 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 『新編 教育実習の常識』 教育実習を考える会 蒼丘書林 

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
授業における積極性・貢献度（30％）、模擬授業（40％）、提出物（30％）によって総合的に評価します。 

学生への 

メッセージ 
教育実習はこれまで学んできたことの総まとめです。よい実習ができるよう、充分に準備してください。 

担当者の 

研究室等 
鎌田研究室・吉田研究室：寝屋川キャンパス７号館３階 

備考 

教職フォーラム（10 月最終土曜日）、教育実習総括講義（11 月最終土曜日）には必ず出席すること。 

ポータルシステムを通して連絡・呼出、資料配布、課題提示・提出を行うことがあるので、リマインダ設定と定期的なサイト確認を必ずすること。 

担当者により、授業の具体的な内容・方法が若干異なる場合がある。 



摂南大学シラバス 2024 

事前・事後学習総時間はおおよそ 30 時間程度となる。 



摂南大学シラバス 2024 

科目名 栄養教育実習Ⅰ 科目名（英文） Practice in Teaching I (Diet and Nutrition Educator) 

学部 学部共通 学科 教職科目 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 1 履修区分 必修科目 

学期 後期 授業担当者 今城 安喜子 

ディプロマポリシー(DP)  

科目ナンバリング  

 

授業概要・ 

目的 

本実習で行う事前指導は、教育実習を円滑かつ効果的に実施するために、実習校の担当指導教員と連絡、調整する基本的なマナーなどを理解する

とともに、栄養教諭として身につけるべき専門知識と技術の統合をはかるものである。教育実習の目的や内容を習熟するとともに、指導案や実習

日誌の書き方について学ぶ。また、学校経営、学級経営の原理と方法、児童生徒を理解するための適切な方法、生徒指導や学習指導の原理と方法

を具体的に理解し、指導上必要な技能と態度を修得し、栄養教諭として行う食に関する指導の具体的な技能と方法を修得する。さらに、実習終了

後の成果発表の方法やまとめ方を学修する。 

到達目標 

① 教育実習に主体的に取り組むことができる。 

② 実習受け入れ校と打ち合わせをすることができる。 

③ 実習校と打ち合わせた内容で指導案を作成することができ、教育実習に必要な知識と技術を身につける。 

授業方法と 

留意点 

①パワーポイントによる講義 

②プリントによる講義 

③食に関する指導の手引きから読み解く 

④グループ討議とロールプレイング 

科目学習の 

効果（資格） 

栄養教諭 1種免許状取得 

 

栄養教諭として必要な資質・能力を把握し、目指す栄養教諭像を明確にできる。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
ガイダンス 

教育実習の意義と目的 

オリエンテーション 

教育実習の意義と目的を理解し、教育実

習に対する意欲を高める。 

事前：栄養教育実習のてびきを熟読する(0.5 時間）。 

2 事前挨拶について 

マナーを守った電話対応で必要な情報

を得る。（ロールプレイング・グループ

討議） 

事後：ワークシート提出（0.5 時間） 

3 身だしなみについて 

礼儀作法、言葉使い、守秘義務、マナー

について学修する。(挨拶、礼状の書き

方の演習) 

事後：ワークシート提出（0.5 時間） 

4 
教育実習における注意点に

ついて 

教育実習記録の記入方法や欠勤届けに

ついて、事例をもとに学修する。 
事前：栄養教育実習のてびきを熟読する（0.5 時間）。 

5 
学校・学級経営の研究につい

て 

学校経営や学級経営がどのように行わ

れているかその方法について考える。 
事後：レポート提出(1 時間）。 

6 
食に関する指導の研究につ

いて 

児童生徒の食生活に関する実態把握、教

科等の指導、個別指導、連携調整、その

他のポイントについてどのように調

査・研究したらよいかグループで考え発

表する。 

（講義、グループ活動） 

事前：配布資料を熟読する(0.5 時間）。 

事後：ワークシート提出（0.5 時間）。 

7 学習指導案の立て方 
食教育上の課題を発見し、その課題を解

決するための指導案を作成する。 

事前：プリントの熟読と食に関して懸念される事項

や食料自給率の問題を調べる(1 時間）。 

事後：指導案提出(1 時間）。 

8 生徒指導について 

生徒指導は子どもの理解から始まるこ

とを理解し、その方法をグループで考え

発表する。（グループ討議） 

事前：配布資料を熟読する（0.5 時間）。 

事後：レポート提出（1時間）。 

9 栄養食事管理について 

栄養食事管理の方法、集団と個別や合理

的配慮を要する児童生徒の栄養管理の

方法について話し合う。 

（グループ討議） 

事前：配布資料を熟読する(1 時間）。 

事後：ワークシート提出(0.5 時間）。 

10 
給食の時間の指導について

（偏食指導） 

給食の時間における指導の特質につい

て理解し、偏食等の問題のある子どもへ

のことばがけについて学修する。 

（講義、ロールプレイング） 

事前：食に関して合理的配慮の必要な児童生徒につ

いて調べる(1 時間）。 

事後：ワークシート提出(0.5 時間）。 

11 
給食の時間の指導について

（事故防止） 

給食の時間中に起きると想定される窒

息事故、ノロウイルスに対する処置がで

きるように学修する。（講義・演習） 

事前：ノロウイルスによる二次感染の予防対策につ

いて調べる(1 時間）。 

12 
給食の時間の指導について

（給食当番） 

給食当番へ、協力の大切さと衛生の観点

で指導ができるように学修する。（講

義・グループ討議・演習） 

事後：ワークシート提出(0.5 時間）。 

13 
給食時のクラスの衛生管理

について 

給食時における衛生上の指導ができる

ように学修する。 

（講義・グループ討議・ロールプレイン

グ） 

事前：給食時のクラスの衛生について調べる(1 時

間）。 

事後：ルーブリック表を提出(0.5 時間）。 

14 
食事のマナーについての指

導方法について 

給食時の食事のマナーについて指導で

きるように学修する。 

（講義・グループ討議・ロールプレイン

グ） 

事前：食に関する指導の手引（食事のマナー）を熟

読する(0.5 時間）。 

15 成果発表会について 

実習報告のまとめかたと発表の方法に

ついて学修する。 

（講義・配布資料） 

事後：レポート提出(1 時間）。 

 

関連科目 学校栄養指導論Ⅰ・学校栄養指導論Ⅱ 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 1 食に関する指導の手引きー第二次改訂版 文部科学省 東山書房 

2    



摂南大学シラバス 2024 

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 四訂栄養教諭論ー理論と実際ー 金田雅代 建帛社 

2 配付資料   

3    

 

評価方法 

（基準） 

提出物                     70％ 

学修への取り組み（ルーブリック評価）  30％ 

学生への 

メッセージ 
授業を通して、栄養教諭が果たす役割りを自覚するとともに、、児童生徒の健康教育を担う使命感が高揚していくことを期待しています。 

担当者の 

研究室等 

枚方キャンパス 8号館 326 号室     

tel:072-800-1879（直通）  

E-mail:akiko.imajo@setsunan.ac.jp 

備考  



摂南大学シラバス 2024 

科目名 教職実践演習（中・高） 科目名（英文） Practicum in Prospective Teachers 

学部 学部共通 学科 教職科目 

配当年次 ４年 クラス  

単位数 2 履修区分 必修科目 

学期 後期 授業担当者 
谷口 雄一.朝日 素明.鎌田 祥輝.西村 晃一.松浦 正

典.吉田 佐治子 

ディプロマポリシー(DP)  

科目ナンバリング  

 

授業概要・ 

目的 

○教育実習を終え、各自の問題点を明確化しながら今後の自らの実践課題をグループワーク等を通して再認識し、教員としての適性や ICT の活用

など実践的な力量について確認する。 

○中学・高校での現場体験学習をもとに、現職・元教員、教育委員会指導主事等と研究交流し、生徒理解を通して生徒指導・進路指導ができるこ

とを確認する。 

○教科に関する科目の担当者や科目の指導主事・現職教員と連携協議し、専門科目・教職科目の学習を深め、授業実践ができることを確認する。 

○教員としての適性や力量、特に「授業を創造する意欲と能力」「対人関係能力と社会性・協調性」「使命感・責任感」「学校教育活動におけるリー

ダーシップ」等を有していることを確認する。 

到達目標 
免許教科に関する学習、中学校での学習、今日的な教育問題に関する学習など、様々な学習を通して自身の課題を見つめ直し、教員としての適性

や力量について確認することができる。 

授業方法と 

留意点 

○教職課程の専任教員６名による全体指導と、各専任教員ごとのグループ学習を中心に進める。１グループは１０名程度。さらに、長年の実践経

験を有する教員から実践を通して見えてくる学校現場の諸課題を知り、自己の実習経験と重ねるなかで、新たな課題を探り、かつ全体でも共有し

ていく。 

○教科に関する科目の本学の担当者や近隣市の指導主事および現職教員と連絡協議し、教科指導・生徒指導・進路指導等ができることを確認して

いく。 

科目学習の 

効果（資格） 

○教職実践演習は、当該演習を履修する者の教科に関する科目及び教職に関する科目（教職実践演習を除く） の履修状況を踏まえ、教員として必

要な知識技能を修得したことを確認するものである。 

○教職課程の必修科目。免許資格取得と同時に即学校現場で生かせる実践力を身に付けることが求められる。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
「教職実践演習」の全体ガイ

ダンス 

・本講義の目的、内容方法についての確

認。 

・受講者各自の教育実習後の課題につい

ての確認。 

・２回目以降に行われるグループ学習の

各課題の確認。 

教育実習ノートの点検と再確認 

2 いじめの現状 

問題行動のなかから特に「いじめ」を取

り上げ、その多様性、メカニズム、深刻

さを理解する。 

配布資料の事前学習に基づき、グループ

ワークを行う。 

(事前)配布資料の熟読、小レポートの提出 

3 いじめ問題への取り組み 

日常の些細な出来事がどのように「いじ

め」に発展するのか、教師がいじめを見

抜くのはどうして困難なのかを考える。 

配布資料の事前学習に基づき、グループ

ワークを行う。 

(事前)配布資料の熟読、小レポートの提出 

4 
「よい授業」を探究する：「わ

かる授業」と「たのしい授業」 

「わかる授業」と「たのしい授業」をめ

ぐる歴史的な論争を紐解きながら、「よ

い授業」のあり方を探究する。 

（事前）「よい授業」のイメージを考えておく。 

（事後）小課題を課す。 

5 学習指導案を読み解く 

・教師の主体的な授業構想が記されてい

る学習指導案を複数取り上げ、授業の風

景や教師のねらいを読み解く。 

・現在一般に使用されている学習指導案

の形式の特徴や課題を理解し、授業づく

りに関わる知見を深める。 

（事前）配付資料を読んでおく。 

（事後）小課題を課す。 

6 
学校の危機管理（１）：学校

管理下の事件・事故 

学校管理下における事件・事故発生時の

初期対応や事後対応等について文部科

学省が運営する学校安全ポータルサイ

トなどを活用しながらグループで考え

ることを通して、教員としての学校安全

に関する資質・能力を高める。 

（事前）学校管理下の事件・事故に関する配布資料

を読んでくる。 

（事後）ミニレポートを課す。 

7 学校の危機管理（２）：災害 

災害発生時の初期対応や事後対応等に

ついてグループで考えることや、国土交

通省が運営する「ハザードマップポータ

ルサイト」を活用し、居住地や勤務予定

地域の災害リスクを調べることなどを

通して、教員としての学校安全に関する

資質・能力を高める。 

（事前）災害発生時の学校の対応に関する配布資料

を読んでくる。 

（事後）ミニレポートを課す。 

8 
学校における行動問題支援

（理論編） 

学校生活で生徒が起こす行動問題支援

のための基礎理論となる「応用行動分

析」の基礎を学ぶ。 

（事前） 

 学校生活で生徒が起こす行動問題について具体

的にどのようなものがあるかまとめておく。 

（事後） 

 教育実習等で気になった生徒の行動問題につい

て「応用行動分析」の立場から自分なりに分析する。 

9 
学校における行動問題支援

（実践編） 

持ち寄ったレポートを基にそれぞれの

事例について、事例検討会を行う。 

（事前） 

 教育実習等で気になった生徒の行動問題につい

て「応用行動分析」の立場から自分なりに分析した

ことをレポートにまとめる。 

（事後） 

 2 回の学修内容について、配布資料をもとに振り

返る。 

10 
カウンセリングマインドと

生徒対応 

カウンセリングの技法を生徒への対応、

保護者への対応に応用する。 

（事前）カウンセリングマインドについての復習。

中学生あるいはその親のもつ“悩み”を３つあげる。 
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（事後）小レポート 

11 「自分」を知る 

教育職における「自己を知る」ことの重

要性を知り、そのための一方法としての

エゴグラム作成を行う。 

（事前）「自分」について考える。 

（事後）小レポート 

12 
生徒指導：生徒理解と学級運

営 

・生徒指導の定義と目的をふまえ、生徒

理解と学級運営について学ぶ。 

・実際にあった事例を参考に実践的なワ

ークショップ型演習を行い、理解を深め

る。 

（事前）配布資料を熟読する。 

（事後）小レポートの提出 

13 
進路指導：保護者対応とキャ

リア教育 

・キャリア教育の必要性と意義をふま

え、学校と家庭・地域との連携方法につ

いて学ぶ。 

・実際にあった事例を参考に実践的なワ

ークショップ型演習を行い、理解を深め

る。 

（事前）配布資料を熟読する。 

（事後）小レポートの提出 

14 
生徒指導・進路指導(中学校

現場での実地学習) 

近隣市の教育委員会との連携協力をも

とに、中学校現場をグループごとに参観

し、生徒指導・進路指導上の実践課題を

知る。 

中学校における集団づくりと個別指導(生徒指導・

進路指導のあり方)についてレポートにまとめる 

15 
免許教科における実践上の

課題 

免許教科ごとに分かれ、その科目の実践

上の課題について、教科教育法担当教員

が指導する。その上で、研究交流する。 

免許教科における実践上の課題について整理する。 

 

関連科目 全ての教職課程必修科目、取得予定免許状に関わる各教科ごとの必修科目 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

グループ学習が中心となり、各回の授業担当教員から課題を出します。課題の内容や授業に臨む姿勢などを各授業担当教員が評価します（87.5%

（12.5%×7 名））。また、最終レポートを提出してもらい、グループの担当教員が評価します（12.5%）。これらを合計し、最終的な評価とします。 

学生への 

メッセージ 

教育実習を終えた時点で各自が自らの実習を省察してください。その中で、問題点を見出し、課題を自ら設定し、この科目を軸にしながら、全体

講義やグループワークを通して課題克服を目指しながら、さらなる実践的力量を身に付けていきましょう。 

担当者の 

研究室等 

寝屋川キャンパス７号館３階（朝日、鎌田、西村、松浦、吉田） 

寝屋川キャンパス７号館４階（谷口） 

備考 事前・事後総学習時間は，60 時間程度である。 
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科目名 教職実践演習（栄養教諭） 科目名（英文） 
Practical Seminar on Teaching (Diet and Nutrition 

Educator) 

学部 学部共通 学科 教職科目 

配当年次 ４年 クラス  

単位数 2 履修区分 必修科目 

学期 後期 授業担当者 今城 安喜子.谷口 雄一 

ディプロマポリシー(DP)  

科目ナンバリング  

 

授業概要・ 

目的 

 本演習は、栄養教諭となるために必要な知識技能を修得したことを確認するものである。よって、昨今の食に関する問題や教育実習でつかんだ

児童・生徒の状況を踏まえ、これらの問題を解決するための手立てを、給食の時間や授業、家庭や地域との連携の場合について考えていく。さら

に、考えた手立てを学習指導案や給食だよりといった具体的な指導に結び付け、模擬授業や親子料理教室などへ展開していく。児童・生徒が抱え

る食の課題に対する効果的な指導となるように実践的な手立てを修得し、豊かな食生活と健康を創造できる栄養教諭を目指す。 

到達目標 

①今までの学修を振り返り、各自の課題を発見することができる。 

②摂取する食品と健康との関連や毎日の食事と社会とのつながりについて、食育の視点で指導案を作成し模擬授業ができる。 

③児童・生徒が適量を食べようとするための指導ができる。 

④スポーツをする児童・生徒への個別指導の方法を考え、その一環として食品構成表を作成するなど食事提案ができる。 

⑤地場産物を活用した学校給食献立を考えることができ、そのメニューを活用した親子料理教室の企画書を作成することができる。 

授業方法と 

留意点 

①パワーポイントや配布資料を用いて授業をすすめる。 

②グループ討議では受身にならず、意欲的に意見交換を行い傾聴力や実行力を高める。 

③教育実習で経験した児童・生徒の状況を整理し、学校教育現場を常に想定しながら演習を行う。 

科目学習の 

効果（資格） 
栄養教諭Ⅰ種免許状 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 教育実践演習について 

教育実習の振り返りや「教職履修カル

テ」と「自己評価シート」に基づいて自

分の課題を発見し、課題に取り組む。 

予習：今までの教職科目を振り返る（2時間）。 

事後：レポート提出（2時間）。 

2 教職の意義・役割について 

「教職入門」「教育原理」「教育心理学」

「教育制度」について各自振り返り発

表、討議し、教職の意義や教員の役割、

教職内容、児童・生徒に対する責任につ

いて考えを深め、自分の課題を克服す

る。 

予習：「教職入門」「教育原理」「教育心理学」「教育

制度」についてまとめておく（2時間）。 

事後：レポート提出（2時間）。 

3 
組織としての栄養教諭につ

いて 

組織の一員としての自覚、食育のコーデ

ィネーターとしての在り方、保護者や地

域の方々、児童・生徒との人間関係の構

築等で自分の課題を発見し、克服しよう

とする手立てを考える。 

予習：学校組織についてまとめておく（2時間）。 

事後：レポート提出（2時間）。 

4 食に関わる問題について 

学校が目指す児童・生徒像に近づけるた

め食育でどう近づいていくか考え、食育

の全体計画を作成する。 

予習：児童・生徒の食に関する課題をまとめてお（2

時間）く。 

事後：レポート提出（3時間）。 

5 全体計画の発表 

児童・生徒の食に関する問題点、目指す

児童・生徒像から食育の全体計画を作成

し発表する。 

予習：食育の全体計画の修正（3時間）。 

事後：ルーブリック提出（1時間）。 

6 

摂取する食品と健康の保持

増進の関連指導について（指

導案と指導資料） 

給食では必ず提供される牛乳を飲もう

とする意欲的を高める指導案作成と指

導資料作り、家庭へのおたよりを作成す

る。 

予習：牛乳と健康の保持増進について調べてお（2

時間）く。  

事後：指導案提出（2時間）。 

7 

摂取する食品と健康の保持

増進の関連指導について（模

擬授業と評価） 

健康を考えて牛乳を飲もうとする意欲

を高める模擬授業を行い、意見交換や発

表の評価を行う。 

予習：模擬授業にむけて練習をしておく（2時間） 

事後：ルーブリック提出（1時間）。 

8 
学校安全で行う安全教育に

ついて理解する。 

学校での安全教育の位置づけを理解し、

栄養教諭としての役割を考える。 

予習：安全教育の 3つの領域について調べておく（2

時間）。 

 

事後：レポート提出（2時間）。 

9 

学校安全で行う食に関する

災害安全学習について（模擬

授業と評価） 

災害時の食に関する学習の単元構成の

発表と指導方法についてグループで考

える。 

予習：過去の災害時の食の問題について調べておく

（3時間）。 

事後：災害時の食についての学習指導案提出（2 時

間）。 

10 

適量を食べようとするため

の取組み（授業、給食時間の

働きかけ） 

児童・生徒の肥満や、やせの問題につい

てグループ討議を行い、児童・生徒が適

量を食べようとするためには、どのよう

な手立てが必要か考え、それに基づく学

習指導案や給食だよりを作成する。 

予習：食品構成をまとめておく（2時間）。 

事後：指導案提出（3時間）。 

11 
障害のある児童生徒への食

に関する指導について 

障害のある児童生徒への食に関する指

導の視点や展開を考える。 

予習：特別支援学校について調べておく（2時間）。 

事後：レポート提出（1時間）。 

12 

個別指導（食物アレルギー対

応・スポーツをする児童・生

徒） 

食物アレルギーやスポーツをする児

童・生徒の今日的課題を考え、個々に対

応した食品構成を作成し、それを基に指

導演習を行う。 

予習：食物アレルギーやスポーツをする児童・生徒

の今日的課題について調べておく（2時間）。 

事後：ルーブリック提出（1時間）。 

13 
学校給食管理について（施設

見学・調査） 

学校給食施設を見学し、衛生管理や調理

指導、施設管理、地場産物の活用などに

ついて調査する。 

予習：学校給食の給食管理について調べておく（2

時間）。 

事後：レポート提出（2時間）。 

14 
学校給食管理について（レポ

ート作成） 

学校給食における衛生管理や調理指導、

施設管理、地場産物の活用などについて

調査したことや新たな発見・課題をまと

め発表する。 

予習：学校給食の給食管理について課題点をまとめ

ておく（2時間）。 

事後：レポート提出（2時間）。 

15 家庭・地域連携について 
児童・生徒の食の問題点を解決するため

の給食試食会を企画する。 

予習：児童・生徒の食の問題点について調査してお

く（2時間）。 

事後：レポート提出（2時間）。 
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関連科目 全ての教職課程必修科目、栄養教諭免許状に関わる必修科目 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 食に関する指導の手引き 第二次改訂 文部科学省 東山書房 

2 栄養教諭論Ⅱ 実践研究 金田雅代 建帛社 

3 プリント配布   

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

課題提出物                   60％ 

成果発表                    30％ 

学修への取り組み（ルーブリック評価）  10％ 

学生への 

メッセージ 

教育実習を終えた時点で自らの実習の課題点を見出し、課題解決のための目標を設定し、授業やグループワークを通して克服し、栄養教諭として

実践的力量を身に付けましょう。 

担当者の 

研究室等 

枚方キャンパス 8号館 326 号室     

tel:072-800-1879（直通）  

E-mail:akiko.imajo@setsunan.ac.jp 

備考  
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科目名 地域連携教育活動Ⅱ 科目名（英文） Communitiy-Based Education Support Activities II 

学部 学部共通 学科 教職科目 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 通年集中 授業担当者 
吉田 佐治子.朝日 素明.鎌田 祥輝.谷口 雄一.西村 

晃一.松浦 正典 

ディプロマポリシー(DP)  

科目ナンバリング  

 

授業概要・ 

目的 

「地域連携教育活動Ⅰ」と異なる、あるいは同じ大学近隣の学校で、年間を通じて授業補助、学習支援、学校行事、課外活動等幅広く体験し、自

己の適性を把握する機会をもち、人間的成長や社会意識の向上、教員としての愛情と使命感を深めることを目指す。 

到達目標 

① 「地域連携教育活動Ⅰ」を受け，その体験をもとにさらに学びを深める。 

② 実際の教育現場を知る。 

③ 自身の能力や適性を考え課題を自覚する。 

④ 社会的倫理観を確立する 

⑤ 相手に合わせたコミュニケーションがとれる。 

⑥ ものごとを多面的に考察できる。 

授業方法と 

留意点 

本科目はサービスラーニングの授業であり、実践型学習プログラムである。大学近隣の小学校・中学校で教育現場の教育補助、課外活動を幅広く

体験し、自己の適性を把握する機会を持ち、人間的成長や社会意識の向上を目指す。 

 活動内容は、授業運営補助、「総合的な学習の時間」の補助、学校行事運営補助、クラブ・サークル活動の補助、図書室運営の補助、放課後学習

の補助などを組み合わせ、年間を通じた活動を大学授業の空き時間を利用して週１回 90 分行う。 

 原則として、「地域連携教育活動 I」を履修した学生を対象とする。 

科目学習の 

効果（資格） 

教職課程における｢大学が独自に設定する科目｣ 

実際の学校現場で学ぶことは，教員免許状を取得するのに大いに資する。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 事前指導 1 
活動についての心構え，活動内容の確

認，活動計画作成準備。 

学外での活動に際し、活動内容や活動計画の内容を

考える。（3時間程度） 

2 事前指導 2 
学校という教育現場，現在の児童・生徒

について。マナーの確認。 

教育現場や児童、生徒への対応やマナーについて調

べてくる。（3時間程度） 

3 事前指導 3 「守秘義務」についての確認。 守秘義務とは何かを調べてくる。（3時間程度） 

4 活動準備 
受け入れ校と協議し，活動計画を作成す

る。 

受入先との協議を行い、活動計画の素案を考えてく

る。（3時間程度） 

5 活動 1～25 
受け入れ校にて活動 （日誌・活動時間

票の提出） 

各種活動の事前準備および活動後の報告書（日誌

等）の作成 

6 活動報告会 
学外での活動をまとめ、報告会で発表す

る。 

事前：報告会での発表準備 

（3時間程度） 

7    

8    

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

 

関連科目 すべての科目 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

①年間活動計画書 ②出席簿 ③日誌 ④レポート の全てを提出し、活動報告会で ⑤活動報告 した場合のみ、評価する。なお，評価割合はそれぞ

れ 20％である。 

学生への 

メッセージ 

大学の授業と授業の合間を有効利用して、大学近隣の小・中学校の教育現場の教師をサポートしながら、責任感・忍耐力・協調性・創造力を養う

ことで、自分のかけがえのない財産形成を行ってください。 

担当者の 

研究室等 

7 号館 3階（朝日研究室）、７号館３階（鎌田研究室）、７号館４階（谷口研究室）、７号館３階（西村研究室）、7号館 3階（松浦研究室）、7号館

3階（吉田研究室） 

備考 

事前指導・最終報告会の日程等については、別途連絡します。 

必ず出席してください。 

受け入れ校での活動に際し、事前の準備・事後のまとめ等にかなりの時間を要します。１回の活動に対して，それぞれ 1、2時間は必要です。 



摂南大学シラバス 2024 

科目名 職業指導Ⅰ 科目名（英文） Vocational Guidance I 

学部 学部共通 学科 教職科目 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 眞鍋 政明 

ディプロマポリシー(DP)  

科目ナンバリング  

 

授業概要・ 

目的 

高校における職業教育や進路指導の全容を理解することがねらいである。 

現代日本の産業構造と雇用状況、教育における職業指導の意義、若者をとりまく諸問題、高校における就職指導の実際、キャリア教育と職業指導

などのテーマを、講義、グループ討論、意見発表など多様な学習形態で学ぶ。高校の進路指導をする上で欠かせない内容であるとともに、自らの

進路決定をする上で必要な内容も多々含まれる授業である。 

到達目標 

①キャリア教育（職業指導・進路指導）の目的と方法について理解できる。 

②職業教育の理論、職業指導に必要な実践的な技法が理解できる。 

③社会の変化と生徒の社会的・職業的自立に求められる資質・能力を正しく説明できる。 

授業方法と 

留意点 

高校生のキャリア指導、進路指導、職業教育の実際について、授業者の体験にもとづく具体的・実践的な授業を行う予定である。 

毎回の授業では、教科書を中心とした説明に加え、グループ討論、意見発表などを取り入れるとともに、レポートを課し代表的な事例を中心に内

容をフィードバックするので、各自の考えと比較し、改めて考える機会として欲しい。 

科目学習の 

効果（資格） 
 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 授業ガイダンス 
自己紹介および授業の目標や意義につ

いて（説明・グループワーク等） 

事前：これまで自分が受けてきた職業指導、進路指

導、キャリア教育ついて整理する。(2 時間） 

事後：配布資料等を確認する(2 時間） 

2 
教員免許についてガイダン

ス 

高等学校農業教員免許取得の意義につ

いて（説明・グループワーク等） 

事前：学習指導要領総則においてキャリア指導や職

業指導に係る個所を調べる(2 時間） 

事後：自らの職業についての考えをまとめる(2 時

間） 

3 
職業教育・進路指導の歴史的

変遷① 

日本における職業指導の歴史的変遷に

ついて（説明・グループワーク等） 

事前：日本の職業指導の歴史的変遷について調べる

(2 時間） 

事後：提示するテーマについてレポートを作成する

(2 時間） 

4 
職業教育・進路指導の歴史的

変遷② 

日本における進路指導の歴史的変遷に

ついて（説明・グループワーク等） 

事前：日本の進路指導の歴史的編成について調べる

(2 時間） 

事後：提示するテーマについてレポートを作成する

(2 時間） 

5 キャリア教育の歴史的変遷 
日本におけるキャリア教育の歴史的変

遷について（説明・グループワーク等） 

事前：日本のキャリア教育の歴史的変遷について調

べる(2 時間） 

事後：提示するテーマについてレポートを作成する

(2 時間） 

6 進路指導の意義と機能 
進路指導の意義と機能について（説明・

グループワーク等） 

事前：進路指導の意義と機能について調べる(2 時

間） 

事後：提示するテーマについてレポートを作成する

(2 時間） 

7 進路指導の組織体制と方法 
進路指導の組織体制と方法について（説

明・グループワーク等） 

事前：進路指導の組織体制と方法について調べる(2

時間） 

事後：提示するテーマについてレポートを作成する

(2 時間） 

8 キャリア教育の意義と機能 
キャリア教育の意義と機能について（説

明・グループワーク等） 

事前：キャリア教育の意義と機能について調べる(2

時間） 

事後：提示するテーマについてレポートを作成する

(2 時間） 

9 
キャリア教育を充実させる

ための方策 

キャリア教育を充実させるための方策

について（説明・グループワーク等） 

事前：キャリア教育を充実させるための方策につい

て調べる(2 時間） 

事後：提示するテーマについてレポートを作成する

(2 時間） 

10 
キャリア教育の今後の方向

性 

キャリア教育の今後の方向性について

（説明・グループワーク等） 

事前：キャリア教育の今後の方向性について調べる

(2 時間） 

事後：提示するテーマについてレポートを作成する

(2 時間） 

11 キャリア教育の現状 
全国調査からみるキャリア教育の現状

について（説明・グループワーク等） 

事前：キャリア教育の現状について調べる(2 時間） 

事後：提示するテーマについてレポートを作成する

(2 時間） 

12 大学におけるキャリア教育 
大学におけるキャリア教育について（説

明・グループワーク等） 

事前：大学におけるキャリア教育について調べる(2

時間） 

事後：提示するテーマについてレポートを作成する

(2 時間） 

13 
コンテンツを活用してのワ

ークショップ 

「対立する意見をどうまとめていく

か？」（説明・グループワーク等） 

事前：STEAM 教育について調べる(2 時間） 

事後：提示するテーマについてレポートを作成する

(2 時間） 

14 職業教育の現状① 

大阪府産業教育フェアを視察し、職業系

の専門高校の現状について知る（学外実

習） 

事前：府内の職業系専門高校について調べる(2 時

間） 

事後：視察後の感想等についてレポートを作成する

(2 時間） 

15 職業教育の現状② 

大阪府産業教育フェアを視察し、職業系

の専門高校の現状について知る（学外実

習） 

事前：府内の職業系専門高校について調べる(2 時

間） 

事後：視察後の感想等についてレポートを作成する

(2 時間） 

 

関連科目  



摂南大学シラバス 2024 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 進路指導・キャリア教育論 望月由紀 学事出版 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
毎回のレポート(50％)、グループ討論・発表(20％)、期末課題(30%) 

学生への 

メッセージ 
職業指導の視点から、教員という職業を理解するととともに、自己の成長につなげて欲しい。 

担当者の 

研究室等 
5 号館 1階 

備考  



摂南大学シラバス 2024 

科目名 職業指導Ⅱ 科目名（英文） Vocational Guidance II 

学部 学部共通 学科 教職科目 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 眞鍋 政明 

ディプロマポリシー(DP)  

科目ナンバリング  

 

授業概要・ 

目的 

農業科教員として職業指導（キャリア形成・進路指導）に関する実践的な知識を得ることがねらいである。 

高校（特に農業高校）を取り巻く社会の変化と生徒に求められる資質・能力について理解し、職業指導（キャリア形成・進路指導）の実践につい

て講義、グループ討論、意見発表など多様な学習形態で学び、職業指導（キャリア形成・進路指導）に果たす教師の役割について考察する。 

到達目標 

①職業指導に関する基本的な概念や用語、役割や意義について正しく説明できる。 

②生徒理解に基づくキャリアガイダンス等の素養を身につけ簡単な指導計画の立案ができる。 

③キャリア教育に関わる実践上の課題について理解し教師としての主体的な基礎づくりができる。 

授業方法と 

留意点 

高校生のキャリア指導、特に農業高校生の進路指導の実際について、授業者の体験にもとづく具体的・実践的な授業を行う予定である。毎回の授

業では、グループ討論、意見発表などを取り入れるとともに、レポートを課し代表的な事例を中心に内容をフィードバックするので、各自の考え

と比較し、改めて考える機会として欲しい。 

科目学習の 

効果（資格） 
 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 授業ガイダンス 
授業の目標や意義．ＰＢＬについて（説

明・グループワーク等） 

事前：PBL 学習導入のメリットについて調べる(2 時

間） 

事後：提示するテーマについてレポートを作成する

(2 時間） 

2 
職業指導を踏まえた教育課

程の編成 

学習指導要領に基づく教育課程と評価

の在り方について（説明・グループワー

ク等） 

事前：学習指導要領のねらいについて調べる(2 時

間） 

事後：提示するテーマについてレポートを作成する

(2 時間） 

3 職業教育の魅力化① 
文部科学省における産業教育振興策に

ついて①（説明・グループワーク等） 

事前：産業教育や専門高校の現状について調べる(2

時間） 

事後：提示するテーマについてレポートを作成する

(2 時間） 

4 職業教育の魅力化② 
文部科学省における産業教育振興策に

ついて②（説明・グループワーク等） 

事前：産業教育や専門高校の課題について調べる(2

時間） 

事後：提示するテーマについてレポートを作成する

(2 時間） 

5 農業教育の持つ教育力① 

課題研究・学校農業クラブ活動等の果た

す役割について①（説明・グループワー

ク等） 

事前：課題研究について調べる(2 時間） 

事後：提示するテーマについてレポートを作成する

(2 時間） 

6 農業教育の持つ教育力② 

課題研究・学校農業クラブ活動等の果た

す役割について②（説明・グループワー

ク等） 

事前：学校農業クラブ活動について調べる(2 時間） 

事後：提示するテーマについてレポートを作成する

(2 時間） 

7 農業教育の持つ教育力③ 

実際に農業高校を視察し、農業教育・職

業指導の成果について学ぶ①（学外実

習） 

事前：視察する高校の学校像について調べる(2 時

間） 

事後：提示するテーマについてレポートを作成する

(2 時間） 

8 農業教育の持つ教育力④ 

実際に農業高校を視察し、農業教育・職

業指導の成果について学ぶ②（学外実

習） 

事前：視察する高校の学校像について調べる(2 時

間） 

事後：提示するテーマについてレポートを作成する

(2 時間） 

9 
農業教育における職業的活

動① 

知的財産教育、GAP、HACCP の導入によ

る職業的活動の充実について①（説明・

グループワーク等） 

事前：知的財産教育について調べる(2 時間） 

事後：提示するテーマについてレポートを作成する

(2 時間） 

10 
農業教育における職業的活

動② 

知的財産教育、GAP、HACCP の導入によ

る職業的活動の充実について②（説明・

グループワーク等） 

事前：GAP,HACCP について調べる(2 時間） 

事後：提示するテーマについてレポートを作成する

(2 時間） 

11 
高等学校における進路指導

の実際① 

人権教育に基づく就職・進学に向けた指

導について①（説明・グループワーク等） 

事前：高校生の就職における現状について調べる(2

時間） 

事後：提示するテーマについてレポートを作成する

(2 時間） 

12 
高等学校における進路指導

の実際② 

人権教育に基づく就職・進学に向けた指

導について②（説明・グループワーク等） 

事前：高校生の就職指導における課題について調べ

る(2 時間） 

事後：提示するテーマについてレポートを作成する

(2 時間） 

13 
雇用と労働の在り方を探る

① 

ソーシャルビジネスの創出について①

（説明・グループワーク等） 

事前：社会起業家について調べる(2時間） 

事後：提示するテーマについてレポートを作成する

(2 時間） 

14 
雇用と労働の在り方を探る

② 

ソーシャルビジネスの創出について②

（説明・グループワーク等） 

事前：ソーシャルビジネスプランについ考える(2

時間） 

事後：提示するテーマについてレポートを作成する

(2 時間） 

15 まとめ 
半期の授業についてまとめる（説明・グ

ループワーク等） 

事前：後期の授業全般について振り返る(2 時間） 

事後：提示するテーマについてレポートを作成する

(2 時間） 

 

関連科目  

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 1    

2    



摂南大学シラバス 2024 

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
毎回のレポート(50％)、グループ討論・発表(20％)、期末課題(30%) 

学生への 

メッセージ 
職業指導の視点から、教員という職業を理解するととともに、自己の成長につなげて欲しい。 

担当者の 

研究室等 
 

備考  



摂南大学シラバス 2024 

科目名 学校栄養指導論Ⅰ 科目名（英文） School Health and Nutrition Guidance I 

学部 学部共通 学科 教職科目 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 2 履修区分 必修科目 

学期 前期 授業担当者 今城 安喜子 

ディプロマポリシー(DP)  

科目ナンバリング  

 

授業概要・ 

目的 

栄養教諭は、栄養に関する専門性と教職に関する専門性を身につける必要がある。食育基本法や学校給食法を理解しながら、学校における食育推

進の在り方や学校給食管理の方法について学修し、栄養教諭の職務内容について考える。また、児童生徒を取り巻く社会環境の変化に伴う食生活

の乱れや健康に関して懸念される事項、食料自給率の問題、地産地消の重要性、食文化や郷土料理の継承といった面からも学校給食をどのように

生かしていくべきなのかを考える。さらに、児童生徒の食生活に関する実態把握やその指導法など栄養教諭にとって必要な知識と実践力を修得し、

児童生徒の豊かな食生活と健康を創造できる栄養教諭を目指す。 

到達目標 

① 児童生徒の食生活に関する課題等に栄養教諭として対応していこうとする意欲を高める。 

② 学校給食法から学校給食の意義や目的を読み取り説明できる。 

③ 学校給食の実施基準を活用して、個人を対象とした栄養食事管理ができる。 

④ 学校給食衛生管理基準に沿った調理業務の指導ができる。 

⑤ 食をめぐる社会的状況や食文化の継承等を視野に入れた学校給食献立を計画することができる。 

授業方法と 

留意点 

①パワーポイントによる講義 

②プリントによる講義 

③グループ討論と発表（ルーブリック） 

④演習 

科目学習の 

効果（資格） 

栄養教諭 1種免許状取得 

 

栄養教諭として必要な資質・能力を把握し、目指す栄養教諭像を明確にできる。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
ガイダンス 

栄養教諭の職務 

オリエンテーション 

関連法令から栄養教諭制度について知

る。栄養教諭の職務内容について中央教

育審議会答申「食に関する指導体制の整

備」から読み取る。 

事前：食に関する指導体制の整備について熟読する

（テキスト）（2時間）。 

事後：ワークシート提出（2時間）。 

2 食育基本法 

児童生徒の食生活ならびに栄養に関す

る課題や社会状況に対応した食に関す

る指導の必要性、意義について食育基本

法から読み解く。 

事前：食育基本法を熟読する（テキスト）（2時間）。 

事後：ワークシート提出（2時間）。 

3 第 4次食育推進基本計画 

食育推進のために栄養教諭は何をすべ

きか第 4 次食育推進基本計画から考え

る。 

事前：第 4次食育推進基本計画を熟読する（プリン

ト）（2時間）。 

事後：第 4次食育推進基本計画についてまとめる（2

時間）。 

4 学校給食法 

学校給食の意義と目的について学校給

食法から読み解く。学校給食の基本計画

の設定や調理指導、栄養教諭が行う学校

給食全般を理解する。 

事前：学校給食法を熟読する（テキスト）（2時間）。 

事後：学校給食の意義や目的についてまとめる（2

時間）。 

5 
学校給食の栄養管理（学校給

食摂取基準の考え方） 

学校給食の栄養管理を学校給食摂取基

準から考える。 

事前：日本人の食事摂取基準 2020 と学校給食摂取

基準 2021 を熟読する（プリント（2時間））。 

事後：ワークシート提出（2時間）。 

6 
学校給食の栄養管理（個別対

応） 

クラス全体の食事管理と個別対応の方

法ならびに評価について考える。 

事前：個別的な相談指導を必要とする児童生徒の対

象者について調べる（2時間）。 

事後：ワークシート提出（2時間）。 

7 
学校給食の衛生管理基準：給

食施設及び設備の整理 

学校給食衛生管理基準について理解し、

学校給食調理場の施設設備をレイアウ

トする。 

事前：学校給食衛生管理基準（施設設備について）

を熟読する（プリント（2時間））。 

事後：ワークシート提出（2時間）。 

8 
学校給食の衛生管理基準：調

理過程 

献立作成、食材の購入、検収、保管につ

いてまとめる。 

事前：学校給食衛生管理基準（献立作成、食材購入、

検収、保管について）を熟読する（プリント）（2

時間）。 

事後：ワークシート提出（2時間）。 

9 
学校給食の衛生管理基準：演

習 

調理過程、配送についてまとめ、二次汚

染防止のための手立てとして作業工程

表作業動線図を作成する。 

事前：学校給食衛生管理基準（作業工程表と作業動

線図の作成について）を熟読する（プリント）（2

時間）。 

事後：作業動線図・作業工程表を作成する（2時間）。 

10 
学校給食の衛生管理基準：衛

生管理体制 

検食や保存食、衛生管理体制について学

修する。 

事前：学校給食衛生管理基準（衛生管理体制につい

て）を熟読する（プリント）（2時間）。 

事後：ワークシート提出（2時間）。 

11 
学校給食の衛生管理基準：ノ

ロウイルス対応 

厚生労働省ノロウイルスに関する Q＆A

を理解し、ノロウイルス対策として、

様々な場合を想定したマニュアルを作

成する。 

事前：ノロウイルス食中毒について調べる（2時間）。 

事後：学校給食衛生管理基準とノロウイルス対策に

ついてまとめる（2時間）。 

12 学校給食の現状 

学校給食実施状況調査から、児童生徒の

実態を把握するための方法をグループ

で話し合い発表する。 

事前：学校給食実施状況調査から課題点をまとめる

（テキスト（2時間））。 

事後：児童の食生活に関するアンケート調査を作成

する（2時間）。 

13 
学校給食における食物アレ

ルギー対応 

学校給食における食物アレルギー対応

指針から、対応のための体制づくりや準

備すべき書類、調理現場での指導、クラ

スでの対応について考える。 

事前：アナフィラキシーについて調べる（2時間）。 

事後：食物アレルギー対応マニュアルをまとめる（2

時間） 

14 
食料の供給状況や食文化の

継承と学校給食 

食料需給表から日本の食品供給状況に

ついて検討する。また、食文化の継承や

地産地消について考え、学校給食献立の

在り方について考える。 

事前：最新の食料需給表を考察し、まとめる（プリ

ント）（2時間）。 

事後：地域の食文化や特産物、郷土料理を活かした

献立を作成する（2時間）。 

15 自然災害と学校給食 自然災害に備えた学校給食について考 事前：自然災害と学校給食についてまとめる（2 時
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え、栄養教諭の役割について考える。 間）。 

事後：栄養教諭として自然災害にどう向き合うかま

とめる（2時間）。 

 

関連科目 学校栄養指導論Ⅱ  栄養教育実習Ⅰ 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 四訂栄養教諭論ー理論と実際ー第２版 金田雅代 建帛社 

2 食に関する指導の手引きー第二次改訂版 文部科学省 東山書房 

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

筆記試験  70%  学習内容の理解。   

レポート   20%  テーマに沿った内容で学修したことを基にまとめられている。    

学修態度  10%  主体性、実行力、課題発見力、創造力、発信力、傾聴力、規律性。 

学生への 

メッセージ 
授業を通して、栄養教諭が果たす役割りを自覚するとともに、児童生徒の健康教育を担う使命感が高揚していくことを期待しています。 

担当者の 

研究室等 

枚方キャンパス 8号館 326 号室     

tel:072-800-1879（直通）  

E-mail:akiko.imajo@setsunan.ac.jp 

備考  
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科目名 学校栄養指導論Ⅱ 科目名（英文） School Health and Nutrition Guidance II 

学部 学部共通 学科 教職科目 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 2 履修区分 必修科目 

学期 後期 授業担当者 今城 安喜子 

ディプロマポリシー(DP)  

科目ナンバリング  

 

授業概要・ 

目的 

栄養教諭は、栄養に関する専門性と教職に関する専門性を身につける必要がある。子供の発育や発達、あるいは行動特性や教科等の特性を学びな

がら、食育の全体計画を作成し、子供の発達段階に応じ系統立った食育の模擬授業を行う。また、学校、家庭、地域と連携し学校給食を生きた教

材として活用した食育の推進や、肥満、るい痩、食物アレルギーといった個別指導の実践につながる取り組みを行い、栄養教諭にとって必要な知

識と実践力を修得し、児童生徒の豊かな食生活と健康を創造できる栄養教諭を目指す。 

到達目標 

①こどもの発達段階が理解でき、発達段階に応じた内容の食育を考えることができる。 

②食に関する指導の全体計画の意義を説明でき、立案の方法がわかる。 

③教科の単元目標に沿った食育指導案を作成し、模擬授業をすることができる。 

④学校、家庭、地域が連携した食育指導を計画することができる。 

⑤学校給食を活用した食育の指導案を作成することができる。 

⑥個別指導の手法に基づいた栄養相談ができる。 

授業方法と 

留意点 

①パワーポイント及び配付資料による講義 

②グループワーク 

③テーマに沿った指導案の作成と模擬授業を通して意見交換を行い、栄養教諭として行う食に関する指導を具体的に理解し、その技能と方法を学

修する。 

科目学習の 

効果（資格） 

栄養教諭 1種免許状取得 

 

栄養教諭として必要な資質・能力を把握し、目指す栄養教諭像を明確にできる。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
ガイダンス 

食に関する指導（指導案） 

オリエンテーション。 

学習発達理論について知り、小学校中学

年における「食べ物の 3つの働き」の授

業でどう活用していくか考え、グループ

ごとに指導案を作成する。 

事前：ピアジェの学習発達理論を読む（プリント）

（2時間）。 

事後：振り返りシート提出（2時間） 

2 食に関する指導（模擬授業） 
第 1回の指導案を基に、グループごとに

模擬授業を行う。 

事前：指導案・教材を作成する（ワークシート）（3

時間）。 

事後：ルーブリック提出（1時間） 

3 
食行動に関するステージ別

指導 

食行動に関するステージ別指導理論を

知り、この理論に基づく野菜嫌いの子供

への給食の時間の指導について考える。 

事前：行動科学について調べる（2時間）。 

事後：ワークシート提出（2時間）。 

4 
コミュニケーション技術の

コーチング 

栄養教諭としてまず、子供とラポールの

形成をどう築いていくかをグループで

話し合い発表する。 

事前：コーチングについて調べる（2時間）。 

事後：ワークシート提出（2時間）。 

5 
食に関する指導の全体計画

の意義 

食に関する指導の全体計画の意義につ

いて知り、実態に即した食に関する指導

の全体計画を作成する。 

事前：食に関する指導の全体計画について調べる

（テキスト）（2時間）。 

事後：ワークシート提出（2時間）。 

6 学習指導要領について 

学習指導要領について知り、そのねらい

が「生きる力」であることに気づき、そ

のねらいに沿った授業とはどのような

ものか考える。 

事前：学習指導要領総則を熟読する（プリント）（2

時間）。 

事後：レポート提出（2時間）。 

7 

教科の目標に補完しあえる

食育の指導案（家庭科、技術

家庭科） 

教科の目標を学習指導要領から読み取

り、その目標を食育の視点でとらえ、教

科と関連を図った食育指導案を考える。

（家庭科、技術家庭） 

事前：家庭科、技術家庭の学習指導要領を熟読する

（プリント）（2時間）。 

事後：ワークシート提出（2時間）。 

8 
教科の目標に補完しあえる

食育の指導案（保健体育） 

教科の目標を学習指導要領から読み取

り、その目標を食育の視点でとらえ、教

科と関連を図った食育指導案を考える。

（（保健体育） 

事前：保健体育の学習指導要領を熟読する（プリン

ト）（2時間）。 

事後：ワークシート提出（2時間）。 

9 
教科の目標に補完しあえる

食育の指導案（道徳） 

教科の目標を学習指導要領から読み取

り、その目標を食育の視点でとらえ、教

科と関連を図った食育指導案を考える。

（（道徳） 

事前：道徳の学習指導要領を熟読する（プリント）

（2時間）。 

事後：ワークシート提出（2時間）。 

10 食育指導の評価の方法 

7 回～9 回で作成した指導案を基に模擬

授業を行い、食に関する指導の効果、児

童生徒の理解、定着度を評価する方法を

考える。 

事前：模擬授業の練習ならびに教材作成をする。（3

時間） 

事後：ルーブリック提出（1時間）。 

11 給食の時間における食育 

給食の時間における食育の特性を理解

し、ねらいをもった献立を作成し、指導

媒体を活用した給食の時間の指導を行

う。 

事前：ねらいをもった献立作成と指導媒体の資料収

集をする（2時間）。 

事後：ワークシート提出（2時間）。 

12 
総合的な学習の時間におけ

る食育 

総合的な学習の時間の目標を知り、食育

の単元を構成する。 

事前：総合的な学習の時間の学習指導要領を熟読す

る（プリント）（2時間）。 

事後：ワークシート提出（2時間）。 

13 
給食だよりの作成と活用方

法 
給食だよりを作成し発表する。 

事前：今月の献立をもとに給食だよりに掲載する資

料をまとめる（3時間）。 

事後：ルーブリック提出（1時間）。 

14 
学校給食の生きた教材の活

用法 

地域の食文化や地場産物の活用という

視点での家庭や地域との連携の必要性

や地域との連携の方法について考える。 

事前：地域の地場産業や郷土料理、食文化について

調べる（2時間）。 

事後：（2時間）。 

15 
肥満、るい痩、食物アレルギ

ー等の個別指導 

個々に応じた指導方法について知り、指

導資料を作成し、グループ内でローリン

グプレーを行う。 

事前：食品構成の作成法を調べる（2時間）。 

事後：レポート提出（2時間）。 
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関連科目 学校栄養指導論Ⅰ  栄養教育実習Ⅰ 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 食に関する指導の手引き 第二次改 文部科学省 東山書房 

2 四訂栄養教諭論ー理論と実際ー第２版 金田雅代 建帛社 

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

筆記試験  70%  学習内容の理解。   

レポート   20%  テーマに沿った内容で学修したことを基にまとめられている。    

学修態度  10%  主体性、実行力、課題発見力、創造力、発信力、傾聴力、規律性。 

学生への 

メッセージ 
授業を通して、栄養教諭が果たす役割りを自覚するとともに、児童生徒の健康教育を担う使命感が高揚していくことを期待しています。 

担当者の 

研究室等 

枚方キャンパス 8号館 326 号室     

tel:072-800-1879（直通）  

E-mail:akiko.imajo@setsunan.ac.jp 

備考  
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科目名 教育原理 科目名（英文） Educational Principles 

学部 学部共通 学科 教職科目 

配当年次 １年 クラス  

単位数 2 履修区分 必修科目 

学期 後期 授業担当者 谷口 雄一 

ディプロマポリシー(DP)  

科目ナンバリング  

 

授業概要・ 

目的 

 教育は誰もが経験していて、誰でも教育について語ることができます。しかし、「教育とは一体何だろう？」と問われるとどうでしょうか。答

えに困ってしまう人が多いのではないでしょうか。 

 この授業では、「教育とは一体何だろう？」という問いを念頭に置きながら、教育について歴史的・思想的に考察します。そして、これまでの

教育や学校の営みがどのように理解され、変わってきたのかを考えていきます。 

 これらの学習を通して、受講者一人一人が教育について自分なりの考えを深められるようにします。 

 授業担当者は小学校での約 15 年の教諭経験を有しています。経験を活かした実践的な授業を行いますので、授業を「受ける」立場からではな

く 、生徒と一緒に「創る」立場からの能動的な学びを期待します。 

到達目標 
 教育の基本概念を歴史的・思想的に理解することや教育の現状と課題について理解することを通して、受講者が教育について自分なりの考えを

深めることができることを目標とします。 

授業方法と 

留意点 

 本授業は「教育とは何か？」という本質的な問いについて受講者のみなさん一人お一人が考え、自身の教育観を再構築していけるようにします。

具体的には、毎回、ペアや小グループ、全体での対話やグループワークなどを通して教育についての学びを進めていきます。 

 そして、毎回の授業の終わりに受講者にコメントペーパーを書いてもらいます。その中からいくつかを次の授業の最初に紹介することで、自分

とは異なる他の人の考えも参考にしながら、教育について多面的・多角的に考えることができるように配慮します。 

科目学習の 

効果（資格） 

（１）高等学校教諭 1種免許状 （２）中学校教諭 1種免許状 の取得 （３）学芸員資格 の取得に必要です。 

【免許法施行規則に定める科目区分】 

科目：教育の基礎的理解に関する科目 

各項目に含める必要事項：教育の理念並びに教育に関する歴史及び思想 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
ガイダンス： 

教育について考える 

本科目の位置づけについて考えるとと

もに、教育の基本概念を考えることの意

味を考える。 

（事前）テキスト P.3 を精読しておく。 

（事後）「教育とは一体何だろう」という問いにつ

いて自分の考えをまとめておく。 

2 
教育の基礎理論①： 

教育の必要性 

なぜ、人間だけが教育を行うのか考え

る。 

（事前）テキスト P.59～63 を精読しておく。 

（事後）教育の必要性について自分の考えを整理し

ておく。 

3 
教育の基礎理論②： 

教育の目的 

前回の授業をふまえ、「人間が人間にな

るために」とはどういうことか、教育の

目的について考える。 

（事前）テキスト P.59～63 を精読しておく。 

（事後）教育の目的について自分の考えを整理して

おく。 

4 
教育の基礎理論③： 

子どもの発見 

「子ども」という言葉の意味や子どもを

めぐる問題について考える。 

（事前）テキスト P.76～85 を精読しておく。 

（事後）子ども観や子どもをめぐる問題について自

分の考えを整理しておく。 

5 
教育の基礎理論④： 

教師とは何か 

教師という職業や、その教育的役割につ

いて考える。 

（事前）テキスト P.69～73 を精読しておく。 

（事後）教師の教育的役割について自分の考えを整

理しておく。 

6 
教育の基礎理論⑤： 

近代の学校の誕生 

近代の学校はどのように誕生し、普及し

てきたのかを概観する。 

（事前）テキスト P.93～97 を精読しておく。 

（事後）近代の学校や学校教育の広がりについて整

理しておく。 

7 
教育の基礎理論⑥： 

家庭と教育 

家庭において子どもはどう扱われてき

たのか、家庭における教育は子どもの成

長にどのような影響を与えるのかにつ

いて概説する。 

（事前）テキスト P.86～90 を精読しておく。 

（事後）家庭における教育について整理しておく。 

8 

西洋の教育思想①：コメニウ

ス・ロック・ルソー・ペスタ

ロッチ その１ 

「教育とは何か」について、コメニウ

ス・ロック・ルソー・ペスタロッチの教

育思想から考察する。 

（事前）コメニウス・ロック・ルソー・ペスタロッ

チの人物像について調べる。 

（事後）4名の教育思想について整理しておく。 

9 

西洋の教育思想①：コメニウ

ス・ロック・ルソー・ペスタ

ロッチ その２ 

前回取り上げた教育思想家 4 名の中で

最も感銘を受けた人物について意見交

流することを通して、「教育とは何か」

について考察を加える。 

（事前）第 8回で取り上げた 4名の教育思想家の中

から最も感銘を受けた人物 1 名を取り上げ、「その

人物の思想」や「感銘を受けた理由」、「教員になっ

た際にどのように生かすか」等について発表する準

備をしておく。 

（事後）授業で取り上げた西洋の教育思想について

再度整理しておく。 

10 

西洋の教育思想②：フレーベ

ル・デューイ・モンテッソー

リ その１ 

「教育とは何か」について、フレーベ

ル・デューイ・モンテッソーリの教育思

想から考察する。 

（事前）フレーベル・デューイ・モンテッソーリの

人物像について調べる。 

（事後））3名の教育思想について整理しておく。 

11 

西洋の教育思想②：フレーベ

ル・デューイ・モンテッソー

リ その２ 

前回取り上げた教育思想家 4 名の中で

最も感銘を受けた人物について意見交

流することを通して、「教育とは何か」

について考察を加える。 

（事前）第 10 回で取り上げた 3 名の教育思想家の

中から最も感銘を受けた人物 1 名を取り上げ、「そ

の人物の思想」や「感銘を受けた理由」、「教員にな

った際にどのように生かすか」等について発表する

準備をしておく。 

（事後）授業で取り上げた西洋の教育思想について

再度整理しておく。 

12 
現代の教育理論： 

20 世紀の教育理論 

20 世紀の教育についての諸理論につい

て概観し、考察を加える。 

（事前）テキスト P.29～32 を精読しておく。 

（事後）授業で取り上げた現代の教育思想について

整理しておく。 

13 
現在の教育課題①： 

学力問題 

現在の教育課題の一つである学力をめ

ぐる問題について概観し、考察を加え

る。 

（事前）テキスト P.50～54 を精読しておく。 

（事後）学力問題について整理しておく。 

14 
現在の教育課題②： 

生涯学習の思想 

現在の教育課題の一つである生涯学習

について概観し、考察を加える。 

（事前）テキスト P.147～151 を精読しておく。 

（事後）生涯学習の思想について整理しておく。 

15 
まとめ： 

今後の教育について考える 

教育についてまとめるとともに、今後の

教育について考える。 

（事前）テキスト P.169～178 を精読しておく。 

（事後）「どのような教員になりたいのか」につい

て自分の考えをまとめる。 

 



摂南大学シラバス 2024 

関連科目 教職科目全体と関連がありますので、他の科目の学習内容と関連付けながら考えてみることが大切です。 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 哲学する教育原理 伊藤潔志 編著 教育情報出版 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 中学校学習指導要領（平成 29 年告示） 文部科学省 東山書房 

2 高等学校学習指導要領（平成 30 年告示） 文部科学省 東山書房 

3 哲学する学校経営 伊藤潔志 編著 教育情報出版 

 

評価方法 

（基準） 

 毎回の授業の終わりに書いてもらう OPP シート（One Page Portfolio シート）の内容や授業中の学習の様子（60％）や学期末試験の結果（40％）

等をもとに総合的に評価します。 

 また、授業に参加するにあたって不適切な態度を取る方に対しては厳正に対処します。教職を志す人間としての自覚を胸に授業に参加してくだ

さい。 

学生への 

メッセージ 
 授業の中でペアや小グループでの話し合い、グループワーク等を適宜取り入れます。受講者の皆さんの積極的な参加を期待しています。 

担当者の 

研究室等 
寝屋川キャンパス 7号館 4階（谷口研究室） 

備考 事前・事後学習総時間をおおよそ 60 時間程度とする。 



摂南大学シラバス 2024 

科目名 教育における情報通信技術の活用 科目名（英文） ICT for Education 

学部 学部共通 学科 教職科目 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 1 履修区分 必修科目 

学期 前期 授業担当者 橋本 はる美 

ディプロマポリシー(DP)  

科目ナンバリング  

 

授業概要・ 

目的 

教育現場における情報通信技術の活用について、その歴史的経緯と今後のあり方について理解し、情報モラルと情報活用能力を活用した指導方法、

評価方法などについて学修することで、担当教員に必要となる基礎的知識や資質を養う。また、情報通信技術を用いて模擬授業を行い、授業を展

開できる能力を身につけることを目指す。 

到達目標 

教育現場における情報通信技術の活用と意義を理解し、教員に求められる幅広い知識を身につけるとともに、情報通信技術を活用した教育指導技

術の向上を図る。また、授業研究、教材設計、指導計画の作成を通して、授業での情報通信技術の活用や授業準備、学習評価などで必要となる技

能について身につける。さらに、ディスカッションや模擬授業などを通して実践的な指導方法を修得する。 

授業方法と 

留意点 

授業研究、教材設計、指導計画の作成を通して、授業での情報通信技術の活用や授業準備、学習評価などで必要となる技能について身につける。

さらに、ディスカッションや模擬授業などを通して実践的な指導方法を修得する。 

科目学習の 

効果（資格） 

【免許法施行規則に定める科目区分】 

科目：道徳、総合的な学習の時間等の指導法及び生徒指導、教育相談等に関する科目 

各科目に含める必要事項：情報通信技術を活用した教育の理論及び方法 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 イントロダクション 

情報通信技術の歴史的経緯 

教育現場における情報通信技術の活用

のあり方 

事前：情報通信技術とは何かを調べる（120 分） 

事後：これまでに受けた授業で情報通信技術を使っ

た例と簡単な説明を考える（120 分） 

2 
教育分野で情報通信技術を

活用するための意義と役割 

デジタル教材や遠隔授業などの活用事

例の紹介 

情報セキュリティとデータの活用、校務

の活用への推進 

事前：情報通信技術を活用した授業事例のメリット

と課題を書き出す（120 分） 

事後：デジタル教材や遠隔授業についてまとめる

（120 分） 

3 
情報セキュリティ、情報モラ

ル、情報活用能力 

ICT 環境と情報セキュリティ 

情報モラルの教育 

オフィスソフトの活用 

事前：大学の ICT 環境と教育ツールについてまとめ

る（120 分） 

事後：授業で出された課題の取り組み（120 分） 

4 
ICT環境の整備と教育データ

の活用 

学習者の多様性に対応するためのツー

ルや機能の活用 

教育データ等を使った指導や学習評価

への活用 

事前：アクセシビリティについて調べる（120 分） 

事後：授業で出された課題の取り組み（120 分） 

5 
デジタル教材と遠隔授業の

研究 

情報通信技術を活用した教材と指導法

の作成 

遠隔授業への活用 

事前：デジタル教材の内容を計画する（120 分） 

事後：作成したデジタル教材の修正をする（120 分） 

6 
デジタル教材の研究（グルー

プ） 

情報通信技術を活用した教材と指導法

の検討 

事前：指導法を作成する（120 分） 

事後：作成した指導法の見直しをする（120 分） 

7 模擬授業（グループ） 情報通信技術を活用した指導の実践 
事前：模擬授業の練習をする（120 分） 

事後：模擬授業を振り返る（120 分） 

8 模擬授業の振り返り 
情報通信技術を活用した教材と模擬授

業の評価 

事前：模擬授業の課題を考える（120 分） 

事後：模擬授業の振り返りと課題（120 分） 

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

 

関連科目 情報リテラシー科目 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 

1 改訂 4版 情報モラル＆情報セキュリティ ㈱富士通ラーニングメディア FOM 出版 

2 
ICT 活用指導力アップ 教育の情報化 教員になる

ための情報教育入門 
梅田恭子他 実教出版 

3 ICT 活用の理論と実践 DX 時代の教師をめざして 稲垣忠・佐藤和紀 北大路書房 

 

評価方法 

（基準） 
授業中の課題とレポート（60%）、授業中に作成した教材と模擬授業の教材と発表（40%）をもとに総合して評価する 

学生への 

メッセージ 
各自の IT スキルを使って教育にどれだけ活用するかが重要ですので、主体的に学習に取り組んでください。 

担当者の 

研究室等 
11 号館 8階 橋本研究室 

備考  



摂南大学シラバス 2024 

科目名 教育における情報通信技術の活用 科目名（英文） ICT for Education 

学部 学部共通 学科 教職科目 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 1 履修区分 必修科目 

学期 前期集中 授業担当者 橋本 はる美 

ディプロマポリシー(DP)  

科目ナンバリング  

 

授業概要・ 

目的 

教育現場における情報通信技術の活用について、その歴史的経緯と今後のあり方について理解し、情報モラルと情報活用能力を活用した指導方法、

評価方法などについて学修することで、担当教員に必要となる基礎的知識や資質を養う。また、情報通信技術を用いて模擬授業を行い、授業を展

開できる能力を身につけることを目指す。 

到達目標 

教育現場における情報通信技術の活用と意義を理解し、教員に求められる幅広い知識を身につけるとともに、情報通信技術を活用した教育指導技

術の向上を図る。また、授業研究、教材設計、指導計画の作成を通して、授業での情報通信技術の活用や授業準備、学習評価などで必要となる技

能について身につける。さらに、ディスカッションや模擬授業などを通して実践的な指導方法を修得する。 

授業方法と 

留意点 

授業研究、教材設計、指導計画の作成を通して、授業での情報通信技術の活用や授業準備、学習評価などで必要となる技能について身につける。

さらに、ディスカッションや模擬授業などを通して実践的な指導方法を修得する。 

科目学習の 

効果（資格） 

【免許法施行規則に定める科目区分】 

科目：道徳、総合的な学習の時間等の指導法及び生徒指導、教育相談等に関する科目 

各科目に含める必要事項：情報通信技術を活用した教育の理論及び方法 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 イントロダクション 

情報通信技術の歴史的経緯 

教育現場における情報通信技術の活用

のあり方 

事前：情報通信技術とは何かを調べる（120 分） 

事後：これまでに受けた授業で情報通信技術を使っ

た例と簡単な説明を考える（120 分） 

2 
教育分野で情報通信技術を

活用するための意義と役割 

デジタル教材や遠隔授業などの活用事

例の紹介 

情報セキュリティとデータの活用、校務

の活用への推進 

事前：情報通信技術を活用した授業事例のメリット

と課題を書き出す（120 分） 

事後：デジタル教材や遠隔授業についてまとめる

（120 分） 

3 
情報セキュリティ、情報モラ

ル、情報活用能力 

ICT 環境と情報セキュリティ 

情報モラルの教育 

オフィスソフトの活用 

事前：大学の ICT 環境と教育ツールについてまとめ

る（120 分） 

事後：授業で出された課題の取り組み（120 分） 

4 
ICT環境の整備と教育データ

の活用 

学習者の多様性に対応するためのツー

ルや機能の活用 

教育データ等を使った指導や学習評価

への活用 

事前：アクセシビリティについて調べる（120 分） 

事後：授業で出された課題の取り組み（120 分） 

5 
デジタル教材と遠隔授業の

研究 

情報通信技術を活用した教材と指導法

の作成 

遠隔授業への活用 

事前：デジタル教材の内容を計画する（120 分） 

事後：作成したデジタル教材の修正をする（120 分） 

6 
デジタル教材の研究（グルー

プ） 

情報通信技術を活用した教材と指導法

の検討 

事前：指導法を作成する（120 分） 

事後：作成した指導法の見直しをする（120 分） 

7 模擬授業（グループ） 情報通信技術を活用した指導の実践 
事前：模擬授業の練習をする（120 分） 

事後：模擬授業を振り返る（120 分） 

8 模擬授業の振り返り 
情報通信技術を活用した教材と模擬授

業の評価 

事前：模擬授業の課題を考える（120 分） 

事後：模擬授業の振り返りと課題（120 分） 

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

 

関連科目 情報リテラシー科目 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 

1 改訂 4版 情報モラル＆情報セキュリティ ㈱富士通ラーニングメディア FOM 出版 

2 
ICT 活用指導力アップ 教育の情報化 教員になる

ための情報教育入門 
梅田恭子他 実教出版 

3 ICT 活用の理論と実践 DX 時代の教師をめざして 稲垣忠・佐藤和紀 北大路書房 

 

評価方法 

（基準） 
授業中の課題とレポート（60%）、授業中に作成した教材と模擬授業の教材と発表（40%）をもとに総合して評価する 

学生への 

メッセージ 
各自の IT スキルを使って教育にどれだけ活用するかが重要ですので、主体的に学習に取り組んでください。 

担当者の 

研究室等 
11 号館 8階 橋本研究室 

備考  



摂南大学シラバス 2024 

科目名 身近な犯罪から自分、家族、まちを守る 科目名（英文） Neighborhood Crime Prevention 

学部 学部共通 学科 教養特別講義 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 中沼 丈晃 

ディプロマポリシー(DP) V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ△,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,J 科：DP1◎,W 科：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R科・A科・M科・E科・C科：TTO1461a1～TTO1465a1,L 科：LTO1366a1～LTO1370a1,D 科・S科：ITO1371a1～ITO1375a1,J 科：JTO1361a

～1JTO1365a1,W 科：WTO1352a1～WTO1356a1 

 

授業概要・ 

目的 

私は、地域における防犯を研究し、自分自身も、研究室の学生とともに、青パト（青色回転灯をつけた自主防犯パトロールカー）で毎日、子ども

の見守り活動を行っている。そうした研究者として、普段一番接する学生に、犯罪の実態を知ってもらい、少しの注意と手間で犯罪から身を守れ

ることをわかってほしくて、この講義を開講することとした。加えて、それほど気負わなくても、防犯ボランティアとして社会貢献できる方法が

あることも紹介したいと考えている。 

学科の学習・教育目標との対応：理工学部［II］ 

到達目標 
この授業を通じて学生には、自分と家族の身近でどんな犯罪が起きているか知り、どのような対策が必要かわかるようになることが期待される。

防犯ボランティアへの参加の動機づけが大きくなればなおよい。 

授業方法と 

留意点 

とにかく実際の事件を取り上げて、加害者の視点、被害者の視野、発生した場所・時間の特徴、警察や行政、学校、ボランティアの動きを具体的

に説明する。そして、いま推奨されている防犯対策を紹介する。 

科目学習の 

効果（資格） 

各自が自分で、家庭で防犯対策をして、犯罪から身を守れるようになってもらうのが第一である。防犯ボランティア参加の動機づけにもなるだろ

う。職業では、当然、警察官の仕事の視点がわかる。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
昨年起きた犯罪はどのよう

な特徴があったのか？ 

昨年起きた具体的な犯罪例を取り上げ

て、どのような人・物が、どういう理由

でねらわれているのか探る。 

配布した新聞記事などを読む。確認ペーパーで知識

を整理する。自分、自宅、地元の防犯状況を見てみ

る。（約１時間） 

2 

犯罪にはどのような種類が

あり、どうやって数えるの

か？ 

刑法上は同じ窃盗でも、ひったくり、自

転車盗、車上ねらいなどさまざまな手口

がある。１件の窃盗でも、起きた数、警

察に届けられた数、検挙された数があ

る。こうした手口の分け方や数の数え方

を説明する。 

配布した新聞記事などを読む。確認ペーパーで知識

を整理する。自分、自宅、地元の防犯状況を見てみ

る。（約１時間） 

3 
犯罪はなぜ起こるのか？ど

うやって減らすのか？ 

悪い人がいるから犯罪が起こるのか、す

きがある人がいるから犯罪が起こるの

か、犯罪が起きやすい場所・時間がある

から犯罪が起こるのか、それぞれの理屈

を確かめてみる。 

配布した新聞記事などを読む。確認ペーパーで知識

を整理する。自分、自宅、地元の防犯状況を見てみ

る。（約１時間） 

4 

大阪の治安はどのくらい悪

いのか？どのように防犯対

策を進めているのか？ 

大阪府は、他の都道府県に比べてどのよ

うな犯罪が多いのか、人口の多さを考慮

するとどうなのか説明する。「オール大

阪」で街頭犯罪ワースト１を返上する取

り組みを紹介する。 

配布した新聞記事などを読む。確認ペーパーで知識

を整理する。自分、自宅、地元の防犯状況を見てみ

る。（約１時間） 

5 

街頭犯罪－－ひったくり、自

転車盗、車上・部品ねらいを

中心に 

一番身近な街頭犯罪について、どういう

人・物が、どういった状況でねらわれて

いるのか、どういう人が犯罪を行ってい

るのか説明する。ついで、ひったくり防

止カバー、シリンダー錠などの防犯対策

の効果について紹介する。 

配布した新聞記事などを読む。確認ペーパーで知識

を整理する。自分、自宅、地元の防犯状況を見てみ

る。（約１時間） 

6 
住宅への空き巣、忍び込み、

居空き 

泥棒は、空き巣に入る家をどのように物

色し、どうやって侵入し、何を盗んでい

くのか解説する。最近の防犯住宅、防犯

マンションの取り組みを紹介する。 

配布した新聞記事などを読む。確認ペーパーで知識

を整理する。自分、自宅、地元の防犯状況を見てみ

る。（約１時間） 

7 
性犯罪－－街頭での強制わ

いせつ、痴漢、公然わいせつ 

大阪府は性犯罪が深刻な自治体である。

犯罪者は、どんな人・場所をねらって性

犯罪に及ぶのか説明する。女性の学生が

今日からすべき防犯対策を紹介する。 

配布した新聞記事などを読む。確認ペーパーで知識

を整理する。自分、自宅、地元の防犯状況を見てみ

る。（約１時間） 

8 子どもをねらった犯罪 

子どもに対する犯罪について、過去に大

きな社会問題になった殺傷事件から、日

常的に起きているわいせつ、声かけ、つ

きまといまで、実態を具体的に説明す

る。そして、子どもの安全を守るために

各地で行われている取り組みを紹介す

る。 

配布した新聞記事などを読む。確認ペーパーで知識

を整理する。自分、自宅、地元の防犯状況を見てみ

る。（約１時間） 

9 
ストーカー、DV（配偶者から

の暴力） 

ストーカーや DV は、個人間の問題に関

わるので、対応の判断が難しい。しかし、

大きな事件につながれば、対応の遅さ、

まずさが批判されやすい。過去の事件の

経緯を紹介して、深刻な問題への展開を

防ぐために現在行われている対策を説

明する。 

配布した新聞記事などを読む。確認ペーパーで知識

を整理する。自分、自宅、地元の防犯状況を見てみ

る。（約１時間） 

10 

詐欺－－高齢者をねらった

振り込め、オレオレ、リフォ

ーム詐欺など 

昨年、急激に増え、手口が次々と変わる

高齢者をねらった詐欺を取り上げる。背

景にどのような組織があるのか、どうし

て防犯が難しいのか、実例に即して説明

する。若い私たちにできる協力も紹介す

る。 

配布した新聞記事などを読む。確認ペーパーで知識

を整理する。自分、自宅、地元の防犯状況を見てみ

る。（約１時間） 

11 

サイバー犯罪－－子どもや

学生が巻き込まれるネット

犯罪 

子どもが巻き込まれる出会い系サイト

やネットゲームでのなりすまし、大学生

も被害を受けている偽サイトでのショ

ッピング詐欺、ネットバンクでの ID、

パスワード盗難など、身近なサイバー犯

罪を取り上げる。 

配布した新聞記事などを読む。確認ペーパーで知識

を整理する。自分、自宅、地元の防犯状況を見てみ

る。（約１時間） 
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12 違法ドラッグの実態と対策 
違法ドラッグについて、その危険性、販

売の実態、取締の方法を紹介する。 

配布した新聞記事などを読む。確認ペーパーで知識

を整理する。自分、自宅、地元の防犯状況を見てみ

る。（約１時間） 

13 防犯カメラの普及と効果 

急速に普及した防犯カメラについて、普

及の背景と経緯、技術の進歩、個人情

報・プライバシーとの関係、防犯効果の

考え方を説明する。 

配布した新聞記事などを読む。確認ペーパーで知識

を整理する。自分、自宅、地元の防犯状況を見てみ

る。（約１時間） 

14 防犯ボランティアの活動 

近年の犯罪対策の最大の特徴は、民間の

ボランティア団体の活性化である。地域

での子ども見守り隊、青パト活動、学生

防犯ボランティアなど、最近の各地、各

世代の防犯ボランティアの活動を紹介

する。 

配布した新聞記事などを読む。確認ペーパーで知識

を整理する。自分、自宅、地元の防犯状況を見てみ

る。（約１時間） 

15 まとめ 
全体のまとめを通じて、身近な犯罪を未

然に防ぐには何が必要か結論を探る。 

配布した新聞記事などを読む。確認ペーパーで知識

を整理する。自分、自宅、地元の防犯状況を見てみ

る。（約１時間） 

 

関連科目 法学部「刑事政策」「経済刑法」「地域防犯政策」 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
期末課題(70％)、講義毎回の確認ペーパー(30％)の合計によって評価する。 

学生への 

メッセージ 

勉強以前に、自分、家族、まちを身近な犯罪から守るために、ぜひこの講義を受講してほしいと願っている。そして、できるところからでよいの

で、講義で知った防犯対策をしてもらいたい。警察官志望者には、近年、警察でも人気の仕事になりつつある防犯の実務がわかるという意味で、

興味を持ってもらえると思う。 

担当者の 

研究室等 
寝屋川キャンパス 11 号館 9階 中沼研究室 

備考 講義毎回の課題正解の提示などは Teams を通じて行う。 
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科目名 マーケティングと歴史 科目名（英文） Marketing and History 

学部 学部共通 学科 教養特別講義 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 武居 奈緒子 

ディプロマポリシー(DP) V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ△,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,J 科：DP1◎,W 科：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R科・A科・M科・E科・C科：TTO1461a1～TTO1465a1,L 科：LTO1366a1～LTO1370a1,D 科・S科：ITO1371a1～ITO1375a1,J 科：JTO1361a

～1JTO1365a1,W 科：WTO1352a1～WTO1356a1 

 

授業概要・ 

目的 

この講義では、マーケティングを歴史的に考察することを目的としています。特にマーケティングの発想を踏まえ、呉服商の経営活動について説

明していきます。 

到達目標  マーケティングと歴史に関する基本的知識を修得し、活用できることを目指します。 

授業方法と 

留意点 
講義形式、出席率 80％以上を成績評価の対象とする。 

科目学習の 

効果（資格） 
マーケティング的発想で社会を見る眼が養えます。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 ガイダンス 
マーケティングについて解説していき

ます。 

あらかじめ授業の下調べをしておきましょう。事後

学習として、文献や新聞で、マーケティングに関連

する内容を読みましょう。(所要時間１時間) 

2 製品政策 
ヒット商品はどのようにして作られる

のかについて考えます。 

あらかじめ授業の下調べをしておきましょう。事後

学習として、文献や新聞で、製品政策に関連する内

容を読みましょう。(所要時間１時間) 

3 価格政策 価格の設定方法について考えます。 

あらかじめ授業の下調べをしておきましょう。事後

学習として、文献や新聞で、価格政策に関連する内

容を読みましょう。(所要時間１時間) 

4 流通チャネル政策 
商品はどのような経路をたどって販売

されるのかについて考えます。 

あらかじめ授業の下調べをしておきましょう。事後

学習として、文献や新聞で、流通チャネル政策に関

連する内容を読みましょう。(所要時間１時間) 

5 販売促進政策 
商品のアピールの仕方について考えま

す。 

あらかじめ授業の下調べをしておきましょう。事後

学習として、文献や新聞で、販売促進政策に関連す

る内容を読みましょう。(所要時間１時間) 

6 
マーケティングのＳＴＰア

プローチ 
市場細分化について考えます。 

あらかじめ授業の下調べをしておきましょう。事後

学習として、文献や新聞で、ＳＴＰアプローチに関

連する内容を読みましょう。(所要時間１時間) 

7 消費行動 
消費者の購買意思決定過程について考

えます。 

あらかじめ授業の下調べをしておきましょう。事後

学習として、文献や新聞で、消費行動に関連する内

容を読みましょう。(所要時間１時間) 

8 
マーケティングの歴史的研

究と三井越後屋 

マーケティングにおける歴史的研究と

三井越後屋の商法について説明してい

きます。 

あらかじめ授業の下調べをしておきましょう。事後

学習として、文献や新聞で、三井越後屋に関連する

内容を読みましょう。(所要時間１時間) 

9 呉服商の流通機構 
呉服商の流通機構について、概説してい

きます。 

あらかじめ授業の下調べをしておきましょう。事後

学習として、文献や新聞で、呉服商の流通機構に関

連する内容を読みましょう。(所要時間１時間) 

10 越後屋の仕入機構（１） 
三井越後屋の絹の仕入機構について、説

明していきます。 

あらかじめ授業の下調べをしておきましょう。事後

学習として、文献や新聞で、越後屋の仕入機構に関

連する内容を読みましょう。(所要時間１時間) 

11 越後屋の仕入機構（２） 
三井越後屋の木綿の仕入機構について、

説明していきます。 

あらかじめ授業の下調べをしておきましょう。事後

学習として、文献や新聞で、越後屋の仕入機構に関

連する内容を読みましょう。(所要時間１時間) 

12 
いとう松坂屋、大丸屋の仕入

機構 

いとう松坂屋や大丸屋の仕入機構につ

いて、概説していきます。 

あらかじめ授業の下調べをしておきましょう。事後

学習として、文献や新聞で、いとう松坂屋・大丸屋

の仕入機構に関連する内容を読みましょう。(所要

時間１時間) 

13 呉服商から百貨店へ 
呉服商から百貨店への変遷について概

説します。 

あらかじめ授業の下調べをしておきましょう。事後

学習として、文献や新聞で、百貨店化に関連する内

容を読みましょう。(所要時間１時間) 

14 百貨店業態の成立 百貨店について、説明していきます。 

あらかじめ授業の下調べをしておきましょう。事後

学習として、文献や新聞で、百貨店業態に関連する

内容を読みましょう。(所要時間１時間) 

15 まとめ 全体のまとめをします。 

あらかじめ授業の下調べをしておきましょう。事後

学習として、文献や新聞で、マーケティングと歴史

の総復習をしておきましょう。(所要時間１時間) 

 

関連科目  

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 

大規模呉服商の流通革新と進化ー三井越後屋におけ

る商品仕入れ体制の変遷ー 
武居 奈緒子 千倉書房 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 史料が語る三井のあゆみ 三井文庫編 吉川弘文館 

2 消費行動 新版 武居 奈緒子 晃洋書房 

3    

 

評価方法 期末レポート（80％）、中間レポート（20％） 
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（基準） 

学生への 

メッセージ 
 

担当者の 

研究室等 
寝屋川キャンパス 11 号館８階 武居教授室 

備考  
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科目名 教養刑事法 科目名（英文） Introduction to Criminal Law 

学部 学部共通 学科 教養特別講義 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 小野 晃正 

ディプロマポリシー(DP) V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ△,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,J 科：DP1◎,W 科：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R科・A科・M科・E科・C科：TTO1461a1～TTO1465a1,L 科：LTO1366a1～LTO1370a1,D 科・S科：ITO1371a1～ITO1375a1,J 科：JTO1361a

～1JTO1365a1,W 科：WTO1352a1～WTO1356a1 

 

授業概要・ 

目的 

・全国的にみて大学生活を通じて学生による犯罪現象が散見される。 

・たとえば、保護責任者遺棄致死事案（サークル仲間の酩酊学生放置）、あるいは、未成年者誘拐や児童福祉法違反（SNS 上での出会い）、職業安

定法違反（バイトでの風俗あっせん）、ストーカー行為規制法違反（25 通程度のメッセージ送信）、偽造と詐欺（定期券改ざん・闇バイトを通じ

た各種犯罪への関与）、偽計業務妨害（カンニング・飲食店備品に対する悪戯・バズリを狙う悪質動画作成）の事案など枚挙にいとまがない。 

・これらの犯罪は、おそらく大学生当人は犯罪だと思って実行したものでないであろう。しかし、こうした犯罪知識を身につけておかなければ知

らぬ間に罪人とされ、実名報道により学生本人の将来の芽を摘み取ることになりかねない。 

・他方、これらの犯罪の被害者になりかねない学生も相当数いるであろう。犯罪被害者になったとき、迅速な対処法が被害を軽減するが、こうし

た知識を身につける機会が全学生にあまりない。 

本講座では、「転ばぬ先の杖」として学生時代に身につけておくべき犯罪とその被害対処法を提供し、全学生に安全な学生生活と社会人となった

た後も有用な刑事法教育を提供することを目的とする。 

到達目標 

この授業を通じて学生には、 

・刑法の謙抑性、罪刑法定主義、犯罪の成立要件および刑罰制度について説明できる 

・薬物犯罪をはじめとする学生にとくに身近な犯罪現象の内容について説明できる 

・犯罪被害者となった場合の対処方法について説明できる 

ようになることが期待される。 

授業方法と 

留意点 

・講義形式で行う（社会情勢上、その変更が必要な場合は遅滞なく連絡する）。 

・本講義は、ICT ツールとして Microsoft 社の teams を用いる。 

・課題提示や資料配布などは Microsoft 社 teams を通じて行う。 

・教員からの一方通行的な講義にならないよう、学生との質疑応答を交えつつ、教員と受講者による双方向理解につとめたい。 

・近時、刑事法の改正が相次いでいるので、最新の六法（有斐閣『ポケット六法』や『判例六法』、または、三省堂『デイリー六法』もしくは『模

範小六法』の最新版がのぞましい）を必ず持参すること。 

科目学習の 

効果（資格） 
・身近な刑事法の問題を理解できる 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
ガイダンス 

刑法とは何か 

・授業の進め方と文献紹介  

・刑法の意義 

・刑法の機能  

・刑法学とは何か 

事前：授業テーマの予習（2時間） 

事後：配布レジュメや講義中に紹介した文献などを

見直すこと（約 2時間 

2 刑法の基礎 

・古典学派と近代学派 

・わが国の刑法思想 

・刑罰の正当化根拠（なぜ国家による死

刑をはじめとする刑罰執行は正当化さ

れるのか） 

事前：授業テーマの予習（2時間） 

事後：配布レジュメや講義中に紹介した文献などを

見直すこと（約 2時間 

3 刑法の解釈 

・罪刑法定主義 

・刑法の法源 

・刑法の解釈 

事前：授業テーマの予習（2時間） 

事後：配布レジュメや講義中に紹介した文献などを

見直すこと（約 2時間 

4 犯罪の基本概念 ・犯罪の成立要件 

事前：授業テーマの予習（2時間） 

事後：配布レジュメや講義中に紹介した文献などを

見直すこと（約 2時間 

5 薬物犯罪 

・覚せい剤取締法 

・大麻取締法 

・向精神薬取締法 

事前：授業テーマの予習（2時間） 

事後：配布レジュメや講義中に紹介した文献などを

見直すこと（約 2時間 

6 
カンニング行為と偽計業務

妨害 

・阪大入試問題漏洩事件 

・明治大学替え玉入試事件 

・京大 2次試験問題ヤフー知恵袋漏洩事

件 

・大学入試共通テスト問題漏洩事件 

事前：授業テーマの予習（2時間） 

事後：配布レジュメや講義中に紹介した文献などを

見直すこと（約 2時間 

7 飲み会と保護責任者遺棄罪 ・飲み会において生じうる犯罪現象 

事前：授業テーマの予習（2時間） 

事後：配布レジュメや講義中に紹介した文献などを

見直すこと（約 2時間 

8 定期券の偽造と詐欺罪 ・有価証券偽造罪と詐欺罪の関係 

事前：授業テーマの予習（2時間） 

事後：配布レジュメや講義中に紹介した文献などを

見直すこと（約 2時間 

9 ストーカー行為規制法 
・ストーカーにならないために 

・ストーカーの被害者にならないために 

事前：授業テーマの予習（2時間） 

事後：配布レジュメや講義中に紹介した文献などを

見直すこと（約 2時間 

10 DV とデート DV ・DV の類型 

事前：授業テーマの予習（2時間） 

事後：配布レジュメや講義中に紹介した文献などを

見直すこと（約 2時間 

11 
性犯罪、家出と未成年者誘拐

罪および児童福祉法違反 

・各種性犯罪 

・家出と各種誘拐罪 

事前：授業テーマの予習（2時間） 

事後：配布レジュメや講義中に紹介した文献などを

見直すこと（約 2時間 

12 
少年犯罪と「特定少年」制度

の発足 

・少年法の厳罰化 

・20 歳未満の実名報道 

事前：授業テーマの予習（2時間） 

事後：配布レジュメや講義中に紹介した文献などを

見直すこと（約 2時間 

13 犯罪被害者救済① 
・告訴と被害届 

・証拠保全の重要性 

事前：授業テーマの予習（2時間） 

事後：配布レジュメや講義中に紹介した文献などを

見直すこと（約 2時間 

14 犯罪被害者救済② 

・被害者に対する種々の救済制度 

・被害者の実名報道と被害者バッシング

問題 

事前：授業テーマの予習（2時間） 

事後：配布レジュメや講義中に紹介した文献などを

見直すこと（約 2時間 
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15 まとめ これまでの講義内容の総復習 

事前：授業テーマの予習（2時間） 

事後：配布レジュメや講義中に紹介した文献などを

見直すこと（約 2時間 

 

関連科目 刑事法概論、刑法各論、経済刑法、現代社会と刑事法、刑法応用講義Ⅰ・Ⅱ、刑事訴訟法、刑事訴訟法応用講義、刑事政策 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 入門刑事法（第 8版） 三井誠 有斐閣 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 開講時に各種判例・補助教材を紹介する   

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

・形成的評価を行うため、各回講義後に、Microsoft 社 teams を通じて Microsoft forms から課題を配信する。各回の課題の得点を合算して評

価対象とする（講義の理解度 5％＋課題の得点 95％）。定期試験は実施しない。 

学生への 

メッセージ 

・法律学の学習は予習よりも問題演習を中心とした復習が効果的です。 

・刑事事件に関心なる人はぜひ受講してください。 

・新聞、テレビ、ラジオ、ネットなど媒体は問いませんが、刑法に関する面白いネタがたくさん落ちていますので、なるべくニュースに接するよ

うにしましょう。 

担当者の 

研究室等 
寝屋川キャンパス 11 号館 10 階 小野教授室 

備考 
本講義は、オンデマンド動画配信による授業を数回程度行うことがあります。 

オンデマンド動画配信による授業の際には、事前に teams の授業チャネルで告知するとともに、teams アプリより通知をします。 



摂南大学シラバス 2024 

科目名 現代韓国論 科目名（英文） Contemporary Korean Society 

学部 学部共通 学科 教養特別講義 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 田中 悟 

ディプロマポリシー(DP) V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ△,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,J 科：DP1◎,W 科：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R科・A科・M科・E科・C科：TTO1461a1～TTO1465a1,L 科：LTO1366a1～LTO1370a1,D 科・S科：ITO1371a1～ITO1375a1,J 科：JTO1361a

～1JTO1365a1,W 科：WTO1352a1～WTO1356a1 

 

授業概要・ 

目的 

日本社会に生きる者にとって、似通っているようで異なる、また異なっているようで似通っている、そんな存在である韓国。本授業では、日韓関

係の変遷を手がかりとし、現代の韓国社会における変化を中長期的な視点から理解することを目指す。 

到達目標 

本授業を通じて、現代韓国社会についての理解を深めていく。具体的には、次の各項目を目標とする。 

・韓国現代史について、とりわけポスト冷戦時代の日韓関係史を軸として、概観できるようになる。 

・ポスト「バブル経済」時代における日本社会についての理解を踏まえて、ポスト「民主化」の時代における韓国社会についての理解を深める。 

授業方法と 

留意点 

１．韓国現代史の基礎的事実関係を踏まえつつ、基本的には教科書に基づいて授業を進める。 

２．授業は、①講義、②Moodle を通じたレジュメの配信および課題等の提出、という 2つの手段を適宜組み合わせて行なう。 

３．授業進度の調整によって、授業の進行スケジュールに変更が生じる可能性がある。 

４．本授業に関するフィードバックは、必要に応じて授業内で行なうこととする。 

科目学習の 

効果（資格） 
韓国現代史および現代の日韓関係に関する基礎的な理解 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 イントロダクション 

授業の目指すところ、テキストの内容に

ついて概説する。 

（「まえがき」「プロローグ」については

ここで取り上げる。） 

テキストについて指示するので、次回講義までに入

手しておくこと 

2 
第Ⅰ部 相互信頼から相互

不信へ 

第１章 盧泰愚来日と天皇訪韓構想

（１） 

［事前学習］配布レジュメの該当部分を読んでおく

こと（目安時間：60 分） 

［事後学習］配布レジュメを参照しながら、テキス

トを読み返しておくこと（目安時間：60 分） 

3 
第Ⅰ部 相互信頼から相互

不信へ 

第１章 盧泰愚来日と天皇訪韓構想

（２） 

［事前学習］配布レジュメの該当部分を読んでおく

こと（目安時間：60 分） 

［事後学習］配布レジュメを参照しながら、テキス

トを読み返しておくこと（目安時間：60 分） 

4 
第Ⅰ部 相互信頼から相互

不信へ 
第２章 慰安婦問題の展開（１） 

［事前学習］テキストの関連部分を読んでおくこと

（目安時間：60 分） 

［事後学習］配布資料を参照しながら、テキストを

読み返しておくこと（目安時間：60分） 

5 
第Ⅰ部 相互信頼から相互

不信へ 
第２章 慰安婦問題の展開（２） 

［事前学習］テキストの関連部分を読んでおくこと

（目安時間：60 分） 

［事後学習］配布資料を参照しながら、テキストを

読み返しておくこと（目安時間：60分） 

6 
第Ⅰ部 相互信頼から相互

不信へ 
第３章 村山談話と靖国問題（１） 

［事前学習］テキストの該当部分を読んでおくこと

（目安時間：60 分） 

［事後学習］配布レジュメを参照しながら、テキス

トを読み返しておくこと（目安時間：60 分） 

7 
第Ⅰ部 相互信頼から相互

不信へ 
第３章 村山談話と靖国問題（２） 

［事前学習］テキストの該当部分を読んでおくこと

（目安時間：60 分） 

［事後学習］配布レジュメを参照しながら、テキス

トを読み返しておくこと（目安時間：60 分） 

8 
第Ⅰ部 相互信頼から相互

不信へ 
第４章 「小春日和」の時代（１） 

［事前学習］テキストの関連部分を読んでおくこと

（目安時間：60 分） 

［事後学習］配布資料を参照しながら、テキストを

読み返しておくこと（目安時間：60分） 

9 第Ⅱ部 対立激化への展開 
第４章 「小春日和」の時代（２） 

第５章 領土問題の相克と定着化（１） 

［事前学習］テキストの関連部分を読んでおくこと

（目安時間：60 分） 

［事後学習］配布資料を参照しながら、テキストを

読み返しておくこと（目安時間：60分） 

10 第Ⅱ部 対立激化への展開 
第５章 領土問題の相克と定着化（２） 

第６章 民主党政権と李明博政権（１） 

［事前学習］テキストの該当部分を読んでおくこと

（目安時間：60 分） 

［事後学習］配布レジュメを参照しながら、テキス

トを読み返しておくこと（目安時間：60 分） 

11 第Ⅱ部 対立激化への展開 第６章 民主党政権と李明博政権（２） 

［事前学習］テキストの該当部分を読んでおくこと

（目安時間：60 分） 

［事後学習］配布レジュメを参照しながら、テキス

トを読み返しておくこと（目安時間：60 分） 

12 第Ⅱ部 対立激化への展開 
第７章 外交争点としての「慰安婦」問

題（１） 

［事前学習］テキストの関連部分を読んでおくこと

（目安時間：60 分） 

［事後学習］配布資料を参照しながら、テキストを

読み返しておくこと（目安時間：60分） 

13 第Ⅱ部 対立激化への展開 
第７章 外交争点としての「慰安婦」問

題（２） 

［事前学習］テキストの関連部分を読んでおくこと

（目安時間：60 分） 

［事後学習］配布資料を参照しながら、テキストを

読み返しておくこと（目安時間：60分） 

14 第Ⅱ部 対立激化への展開 第８章 文在寅政権の転換 

［事前学習］テキストの該当部分を読んでおくこと

（目安時間：60 分） 

［事後学習］配布レジュメを参照しながら、テキス

トを読み返しておくこと（目安時間：60 分） 

15 
「平成時代の日韓関係」から

何が見えるのか 

韓国現代史と現代韓国社会 

（講義のまとめと補遺） 

［事前学習］提示する資料を読んでおくこと（目安

時間：60 分） 

［事後学習］提示した資料を参照しながら、テキス
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トを読み返しておくこと（目安時間：60 分） 

 

関連科目  

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 平成時代の日韓関係―楽観から悲観への三〇年― 木村幹・田中悟・金容民〔編著〕 ミネルヴァ書房 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 韓国愛憎 木村幹 中公新書 

2 日韓歴史認識問題とは何か 木村幹 ミネルヴァ書房 

3    

 

評価方法 

（基準） 

定期試験は実施せず、授業内で提示する課題に対する提出物に基づく総合評価（100％）を実施する。 

（課題の提示および提出は、Moodle を通じて行なう。） 

学生への 

メッセージ 
韓国語の能力は不要です。 

担当者の 

研究室等 
寝屋川キャンパス 7 号館 4階 田中研究室 

備考 
・授業のスケジュール・進行形式については、出席者の状況によって調整する可能性もある。 

・なお、2019 年度まで開講していた「現代韓国事情」を履修し、単位を取得済みの者は、本講義を履修することはできない。 
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科目名 役立つ金融知力 科目名（英文） Financial Literacy 

学部 学部共通 学科 教養特別講義 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 大西 史一 

ディプロマポリシー(DP) V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ△,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,J 科：DP1◎,W 科：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R科・A科・M科・E科・C科：TTO1461a1～TTO1465a1,L 科：LTO1366a1～LTO1370a1,D 科・S科：ITO1371a1～ITO1375a1,J 科：JTO1361a

～1JTO1365a1,W 科：WTO1352a1～WTO1356a1 

 

授業概要・ 

目的 

 自分が歩みたい人生の実現を、人生 100 年にも迫り長期化する老後を、お金の面から支えるには、早くから長期的な資産形成に取り組み、単に

「貯める（貯蓄）」だけではなく、貯めたお金を上手に「殖やす（投資）」ことが必要です。また、投資は「自己責任」が原則であり、取引にかか

わるリスクやトラブルから自己防衛するための知識も重要です。 

 早ければ社会人になってすぐ、自分で自分の年金（確定拠出年金）の運用を始めなければなりません。何で、どのように運用するか…決められ

ますか？ 若年層の長期的資産形成を促すため、NISA 制度も改正されるなど政府の取り組みも本格化しています。経済的に自立し、将来の夢の

実現のためにも、金融に関する知識や情報を正しく理解し、各自の生活設計に合う適切な取引を選択、実践するスキルや判断力（＝金融リテラシ

ー）を若いうちから身につけておくことが必要です。 

 本講義では、社会人としても知っておくべき金融・経済に関する理解を深めるとともに、資産形成のために必要な基礎知識の習得を目指します。 

到達目標 

 ライフステージの重要な意思決定の場面で、的確な行動やより良い判断へと導くリテラシーを養うことを目標に、金融やその背景となる経済知

識について、基礎的な内容から実務の入口までをわかりやすく解説します。 

具体的には 

①金融や市場のさまざまな働きを知り、社会や自分との関わりについて理解を深めることができる 

②金融リテラシーを習得し、自ら主体的に判断し活用していく能力が身につく 

③自己のライフプランに基づく資金計画を作成し、課題を発見して適切な解決策を考えることができる 

以上を到達目標とします。 

授業方法と 

留意点 

基本的に対面による講義形式で授業を進めます。各回のテーマ毎にレジュメを配布します。 

授業では、重要と思われるところを積極的に聴き取りメモをとり、「なぜ」と自分の頭で考える訓練をしてください。 

また、日頃から、経済や金融に関する新聞記事・報道等に関心を持って頂きたい。 

なお課題への参加や提出物は期限を厳守してください。 

科目学習の 

効果（資格） 

日々、刻々と変わるマーケットを理解し、中長期の経済トレンドを理解することができるようになります。 

金融商品の基礎知識を取得することにより、少なからず将来の資産形成に役立つことでしょう。 

また、ファイナンシャルプランナー資格（民間資格）や、ファイナンシャル・プランニング技能士（国家資格）の資格取得にも役立ちます。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
ガイダンス／金融知力リテ

ラシーの必要性 

講義内容と成績評価等について説明し

た後、これからの時代、「金融リテラシ

ー（知力）」を身につけなければならな

い必要性について説明します。 

経済や金融に関する新聞記事・報道等に関心を持っ

て頂きたい。 

2 金融・経済の基礎① 

是非とも知っておいていただきたい金

融と経済の基本について説明します。ま

た、マーケットの視点で注目度の高い経

済統計などの話もします。 

経済や金融に関する新聞記事・報道等に関心を持っ

て頂きたい。 

3 金融・経済の基礎② 

物価と金利の関係や、金融政策や財政政

策など経済と金融のかかわり、そして世

界経済・日本経済の実情とその将来を解

説します。 

経済や金融に関する新聞記事・報道等に関心を持っ

て頂きたい。 

4 ライフプランニング① 

ライフプラン上の夢や希望をかなえる

には、お金の問題が常に関わります。人

生に不可欠な「三大資金」を理解し、ラ

イフプラン実現のために必要な資金計

画の大切さを解説します。 

自分の夢、今後の人生における最優先課題を考えて

みる。 

5 ライフプランニング② 

ライフイベント表・キャッシュフロー表

作成の重要性を解説し、具体的な作成手

順を説明します 

課題①として、大学卒業後のライフイベントを設定

し、キャッシュフロー表を作成してもらいます。 

（注）課題内容を変更する可能性もあります。 

6 
金融商品の基礎／貯蓄型商

品 

金融所品の特性について説明した後、預

貯金などの貯蓄型商品の種類、特徴とリ

スク、金利について解説します。 

課題②として、授業テーマに先行して、株式投資ゲ

ームの参加要項について案内します。 

7 リスクとリターン 

投資は利益（リターン）をあげることを

目的とする行為ですが、必ずリスクを伴

います。このリスクとリターンの関係

や、リスクの低減手法、いわゆるリスク

マネジメントについて解説します。 

経済や金融に関する新聞記事・報道等に関心を持っ

て頂きたい。 

8 株式の基礎① 

株式投資の魅力とリスクについて説明

します。また、実際の取引の仕組みや、

株式投資を行う際に留意点などについ

て解説します。 

経済や金融に関する新聞記事・報道等に関心を持っ

て頂きたい。 

9 株式の基礎② 

株価の要因について説明します。また、

株価のファンダメンタルズ分析手法や、

株価チャート、テクニカル分析の基礎に

ついても紹介します。 

経済や金融に関する新聞記事・報道等に関心を持っ

て頂きたい。 

10 債券の基礎① 

債券とは何かから始め、多岐にわたる種

類や特徴・リスクを説明します。また、

利回りや”格付け”についても学びます。 

財務省のＨＰで２０年度予算の概要を確認 

11 債券の基礎② 

債券の利率と利回り、債券価格と金利の

関係について学びます。合わせて、現在

のわが国の財政構造などの時事問題を

理解してもらいます。 

経済や金融に関する新聞記事・報道等に関心を持っ

て頂きたい。 

12 投資信託について 

皆さんにとって最も身近になる金融商

品です。投資信託の仕組みや特長、メリ

ットとリスク、効率的な商品選択を紹介

します。 

経済や金融に関する新聞記事・報道等に関心を持っ

て頂きたい。 

13 外為市場・外貨建て商品につ 外国為替市場の仕組みや取引について 日経済や金融に関する新聞記事・報道等に関心を持
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いて 解説した後、代表的な外貨建て商品をリ

スクも併せて紹介します。 

って頂きたい。 

14 
証券化商・デリバティブ／セ

ーフティネット 

派生商品の概要について紹介します。そ

のあと、預金者および投資家を保護する

ための法令等について説明します。 

経済や金融に関する新聞記事・報道等に関心を持っ

て頂きたい。 

15 講義のまとめ 

これまでの講義を振り返り、ポイントを

整理します。定期試験対策としての位置

づけでもあります。 

必ずレジュメを復習し、理解できるようにしてくだ

さい。 

 

関連科目 民法、会社法、経済学、国際経済、経営学、経営戦略、会計学 など 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 金融経済と資産運用の基礎 日興リサーチセンター ブイツーソリューション 

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

定期試験 ： ６０％ 

課題① キャッシュフロー表の作成 ： ２５％ 

課題② 株式投資ゲームの参加   ： １０％ 

講義への取り組み姿勢 ： ５％ 

（注）履修学生が多大の場合、課題① キャッシュフロー表の作成を、他の課題に変更する可能性があります。 

学生への 

メッセージ 

長年の実務経験をベースに、より実践的かつ現実的な話を、体験談も踏まえて分かりやすくお伝えしたいと思っています。 

皆さんのこれからの時代は、金融・経済の知識、そして金融商品の知識があるのとないのとでは、将来の人生設計が大きく変わる可能性がありま

す。是非、資産形成について一緒に学んでいきましょう。 

なお、授業計画は変更される場合があります 

担当者の 

研究室等 

寝屋川キャンパス 3 号館 1階（教務課） 

寝屋川キャンパス 7 号館 2階（非常勤講師室） 

備考 

オフィスアワー ： 授業の前後に対応します。 

その他、質問等は メールもしくは Moodle のメッセージを利用してください。  

この講義は、ＳＭＢＣ日興証券グループによる「寄附講座」です。 
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科目名 SDGｓで読み解く淀川流域 科目名（英文） The Yodo-gawa river region and SDGs 

学部 学部共通 学科 教養特別講義 

配当年次 １年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 

石田 裕子.赤澤 春彦.朝田 康禎.郭 進.加嶋 章博.

久保 貞也.小林 健治.後藤 和子.鳥谷部 壌.中塚 華

奈.増田 知也.八木 紀一郎 

ディプロマポリシー(DP) V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ△,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,J 科：DP1◎,W 科：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R科・A科・M科・E科・C科：TTO1461a1～TTO1465a1,L 科：LTO1366a1～LTO1370a1,D 科・S科：ITO1371a1～ITO1375a1,J 科：JTO1361a

～1JTO1365a1,W 科：WTO1352a1～WTO1356a1 

 

授業概要・ 

目的 

この科目は、琵琶湖の源流域から大阪湾までの淀川流域に着目し、人々の多様な暮らしや経済・文化・環境等について、SDGs の視点から学びを

深め、、淀川流域の多様性と持続可能な発展を考える教養科目です。本科目は、今、多くの企業からも注目を集めている SDGs について、淀川流域

を素材としながら、グローバルに考え行動するという社会人・企業人として必要な教養を身に付けることを目的とします。 

到達目標 

（1）大阪をはじめとする関西地域の暮らしと密接な関わりを持つ淀川流域について、いかなる社会的課題が存在するかを、第三者に分かりやす

く説明できる。 

（2）SDGs について理解を深め、上記（1）の社会的課題について、SDGs との関連性を説明できる。 

（3）地域のニーズや社会的課題を発見し、本講義で得られた知見を基に、その解決策を検討することができる。 

授業方法と 

留意点 

この授業では、摂南大学の近傍を流れる「淀川」の社会・歴史・文化・経済・環境等について、SDGs(2030 年までの世界の目標)との関連性を意

識しながら、学部の垣根を越えて、地域の課題を学びます。 

毎回の授業は、基本的に教科書に沿って行われます。なお、理解促進のために、必要に応じて、レジュメあるいは補足資料を配布します。 

科目学習の 

効果（資格） 
大学生に必要な教養の知識が身につき、それを基に地域の社会的課題について討議できる。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
ガイダンス―淀川流域のい

ま・過去・未来とＳＤＧｓ 
科目全体のガイダンス（担当：朝田康禎） 

事前：教科書[序章]を読んでおくこと 

事後：講義内容の確認 

2 
巨椋池遊水地化構想による

淀川流域の治水と環境保全 

将来の淀川流域の洪水対策としてでき

ることは何か？[関連SDGs １３・６]（担

当：石田裕子） 

事前：教科書[第 1章]を読んでおくこと 

事後：講義内容の確認 

3 
淀川左岸地域を中心とした

水辺整備と流域連携活動 

水辺を楽しく利用するためにはどうす

ればいいか？[関連 SDGs９・１７]（担

当：石田裕子） 

事前：教科書[第 2章]を読んでおくこと 

事後：講義内容の確認 

4 淀川流域の洪水対策 
淀川上流に新たなダムは必要なのか？

[関連 SDGs７・１６]（担当：鳥谷部壌） 

事前：教科書[第 4章]を読んでおくこと 

事後：講義内容の確認 

5 
些細なことで豊かになる淀

川流域の生活 

なぜ人は水辺に集まるのか？[関連 SDG

１５]（担当：小林健治） 

事前：教科書[第 7章]を読んでおくこと 

事後：講義内容の確認 

6 
淀川水系にみる文化と観光

の経済学 

文化と経済の相乗効果とは？[関連SDGs

３・１２]（担当：後藤和子） 

事前：教科書[第 6章]を読んでおくこと 

事後：講義内容の確認 

7 
地域資源としての淀川の記

憶 

淀川の風景遺産とは何だろう？[関連

SDG １１]（担当：加嶋章博） 

事前：教科書[第 8章]を読んでおくこと 

事後：講義内容の確認 

8 
淀川流域の名所化と文化遺

産 

淀川流域の文化遺産をいかに活用すべ

きか？[関連 SDG１１]（担当：赤澤春彦） 

事前：教科書[第 9章]を読んでおくこと 

事後：講義内容の確認 

9 淀川流域での学生活動 

学生の活動が地域に与える影響とはな

にか？[関連 SDGs １・４・１１]（担当：

久保貞也） 

事前：教科書[コラム③p.154]を読んでおくこと 

事後：講義内容の確認 

10 所得格差と教育問題 
淀川の左岸と右岸とでどう違う？[関連

SDGs１・４・１１]（担当：八木紀一郎） 

事前：教科書[第 11 章]を読んでおくこと 

事後：講義内容の確認 

11 
都市農業の歴史的遺産と公

益的機能 

淀川流域の都市農業の特徴とは？[関連

SDG２]（担当：中塚華奈） 

事前：教科書[第 10 章]を読んでおくこと 

事後：講義内容の確認 

12 
人口移動や通勤流動でみる

地域経済 

淀川は人の流れや経済にどのような影

響を与えるのか？[関連 SDG５]（担当：

朝田康禎） 

事前：教科書[第 12 章]を読んでおくこと 

事後：講義内容の確認 

13 産業連関分析 

淀川流域における３市（門真市・寝屋川

市・枚方市）の経済・産業構造はどう違

うのか？[関連 SDGs８・９]（担当：郭 

進） 

事前：教科書[第 13 章]を読んでおくこと 

事後：講義内容の確認 

14 住民が主役の広報戦略 

淀川流域の魅力を発信するにはどうす

れば良いか？[関連 SDG１７]（担当：増

田知也） 

事前：教科書[第 14 章]を読んでおくこと 

事後：講義内容の確認 

15 
プラスチックごみの発生源

抑制対策 

大阪湾はお魚よりもプラスチックごみ

のほうが多いって本当？[関連 SDGs14・

１2]（担当：鳥谷部壌） 

事前：教科書[第 15 章]を読んでおくこと 

事後：講義内容の総復習・レポート課題に取り組む 

 

関連科目 摂南大学で開講されている科目のすべて 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 

SDGs で読み解く淀川流域 近畿の水源から地球の未

来を考えよう 
後藤和子・鳥谷部壌 編著 昭和堂 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

第 2回目～15 回目までの授業内で実施される理解度確認（クイズ or 簡単な小レポートなど）（いずれも 5点満点、14 回分で計 70 点）と、期末の

レポート（30 点）の合計 100 点満点で評価する。なお、期末のレポートは、最終回の授業時に各担当教員によって提示される課題一覧の中から、
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いずれか 1つを選択し、A4 で２枚程度のレポート作成に取り組む。 

学生への 

メッセージ 

今、企業や地方自治体からも注目を集め、全世界で取り組んでいる SDGs について、身近な地域を素材に一緒に考えましょう。就活や社会人とな

ってからも、この経験はきっと役に立つはずです。他学部の教員から、多様な視点を学べるのも魅力です。 

担当者の 

研究室等 

寝屋川キャンパス １号館３階 都市環境工学科 石田研究室 

寝屋川キャンパス １号館７階 経済学部 後藤研究室、郭研究室、朝田研究室 

備考 

SDGs の 17 の目標とその内容は次の通り。SDG1（貧困をなくそう）、SDG2（飢餓をゼロに）、SDG3（すべての人に健康と福祉を）、SDG4（質の高い

教育をみんなに）、SDG5（ジェンダー平等を実現しよう）、SDG6（安全な水とトイレを世界中に）、SDG7（エネルギーをみんなに そしてクリーンに）、

SDG8（働きがいも経済成長も）、SDG9（産業と技術革新の基盤をつくろう）、SDG10（人や国の不平等をなくそう）、SDG11（住み続けられるまちづ

くりを）、SDG12（つくる責任 つかう責任）、SDG13 
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科目名 データサイエンス実践 科目名（英文） Practical Data Science 

学部 学部共通 学科 教養特別講義 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 
久保 貞也.朝田 康禎.植杉 大.片田 喜章.橋本 はる

美.牧野 幸志 

ディプロマポリシー(DP) V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ△,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,J 科：DP1◎,W 科：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R科・A科・M科・E科・C科：TTO1461a1～TTO1465a1,L 科：LTO1366a1～LTO1370a1,D 科・S科：ITO1371a1～ITO1375a1,J 科：JTO1361a

～1JTO1365a1,W 科：WTO1352a1～WTO1356a1 

 

授業概要・ 

目的 

これからの社会では実務のさまざまな場面でデータを適切に扱い、分析するデータサイエンスのスキルが重視される。データサイエンスのスキル

はどの分野でも重要視されている「情報を扱う力」であり、すべての学生が対象となる。 

ビジネスの現場では顧客情報の分析による、商品開発やサービスの提案などにおける意思決定プロセスなどでも大きな力を発揮する。これからの

進路を決めたり、日常の行動で判断にも役立つものとなる。 

本科目では理系・文系に関わらず大学生から社会人において役立つデータ収集と分析スキルを基礎から学べる状況を作り、さらに AI を含む実践

的な応用についても多方面の事例を通じてわかりやすく学ぶ。 

到達目標 

この講義の到達目標は以下の通りである。 

（１）現代社会でのデータサイエンスの重要性と限界を説明できる 

（２）データサイエンスのために必要な EXCEL 等汎用ソフトの基礎的な操作法を身に付けている 

（３）インターンシップや卒業研究レベルのデータ分析の手順が設計できる 

授業方法と 

留意点 

本科目ではすべての学部学生が興味を持てるように、心理学、経済学、工学、教育学などの多方面の教員によるオムニバス形式で講義、演習を行

う。実際に PC を操作してデータ収集、データ分析を行うため、毎回の出席が必要である。 

科目学習の 

効果（資格） 
社会で役立つ実践的なデータ処理能力、AI を活用する力、卒業研究、調査報告書作成、分析ソフトウェアの操作 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 

データサイエンスが必要と

される理由（オリエンテーシ

ョン） 

開講にあたってのポイント説明、受講生

の期待調査、 Society 5.0 時代のデー

タの価値について 

S 科 久保教授 

事前の学修進展度 

学修ノートの作成 

2 データ活用の最新事例 

データサイエンスを学ぶためのハード、

ソフト両面の説明、AI を前提とした社

会のあり方 

S 科 久保教授 

データサイエンスの事例を調べる 

学修ノートの作成 

3 データ分析の準備 

Excel によるデータ整理、基本統計量か

らわかる事柄 

S 科 牧野准教授 

Excel の操作に関する復習 

学修ノートの作成 

4 Excel でできるデータ分析 
ピボットテーブルの有効活用 

S 科 橋本准教授 

Excel の操作に関する復習 

学修ノートの作成 

5 Excel でできる統計分析 
データの関係がわかる関数 

S 科 橋本准教授 

Excel の操作に関する復習 

学修ノートの作成 

6 
オープンデータの収集と活

用 

RESAS（地域経済分析システム）による

オープンデータの分析 

W 科 植杉教授 

RESAS の操作 

学修ノートの作成 

7 Excel で行える高度な分析 

Excelによるオープンデータの研究活動

への活用方法 

W 科 朝田准教授 

オープンデータの事例を調べる 

学修ノートの作成 

8 
商品企画につながる分析実

習 

統計分析ソフトウェア（SPSS)によるデ

ータ整理 

S 科 牧野准教授 

統計学に関する予習・復習 

学修ノートの作成 

9 優良顧客を見つける方法 
SPSS による統計分析の実習 

S 科 牧野准教授 
学修ノートの作成 

10 データから相性を評価する 
ビジネスデータ分析の実際 

S 科 牧野准教授 
学修ノートの作成 

11 
スマホでできるアンケート

調査 

GoogleForms の便利な使い方 

S 科 牧野准教授 

GoogleForms について調べる 

学修ノートの作成 

12 研究につながるデータ分析 
実践的な分析手法の活用 

S 科 牧野准教授 
学修ノートの作成 

13 
ロボティクスで利用される

データ 

ロボットを動かすデータ処理 

E 科 片田准教授 
学修ノートの作成 

14 広告効果のデータ分析 

FileMaker Pro によるフィールドワーク

ノートづくり 

S 科 久保教授 

FileMaker の事例について調べる 

学修ノートの作成 

15 
データサイエンスの知識を

今後に活かす 

スモールグループディスカッション

（ELSI、データの活用、人間中心の新し

い社会） 

S 科 久保教授 

ELSI について調べる 

学修ノートの整理 

事後の学修進展度 

 

関連科目 データサイエンス展開 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    
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評価方法 

（基準） 

授業での課題 70％、事前事後の学修進展度（アンケート） 15％、学修ノート 15％、以上を総合して 60％以上を合格とする。なお、無断欠

席が 20％以上の場合は成績評価の対象外とするので注意すること。 

学生への 

メッセージ 

商品企画や心理テスト、世論調査などわたしたちの普段の生活でデータは分析され、活用されています。みなさんが「自分の専門」プラス「デー

タサイエンス」の力をつけると大きな可能性が拓けます。日常生活から研究活動、ビジネスの現場でも活用できるデータサイエンスを総合大学な

らではの環境で学びましょう。 

授業への遅刻は実習参加の妨げになるため十分注意してください。 

担当者の 

研究室等 

寝屋川キャンパス 11 号館 7階 久保教授室、牧野准教授室、11 号館 8階 橋本准教授室、1号館 7階 植杉教授室、朝田准教授室、1号館 4階 片

田准教授室 

備考  
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科目名 ジェンダーとダイバーシティ 科目名（英文） Gender and Diversity 

学部 学部共通 学科 教養特別講義 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 石井 三恵 

ディプロマポリシー(DP) V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ△,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,J 科：DP1◎,W 科：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R科・A科・M科・E科・C科：TTO1461a1～TTO1465a1,L 科：LTO1366a1～LTO1370a1,D 科・S科：ITO1371a1～ITO1375a1,J 科：JTO1361a

～1JTO1365a1,W 科：WTO1352a1～WTO1356a1 

 

授業概要・ 

目的 

この授業を通じて学生には、以下の４点を理解することが期待される。 

 

１）グローバル社会では、日本人の従来の常識では予測のつかない疑問点が溢れていることを知り、ジェンダー視点で俯瞰する。 

２）「境界線」も一つの視野では理解できないことから、ジェンダーの基本的理解はもちろん、主な思潮を通して社会を読む。 

３）さまざまな差異を理解するためには、ダイバーシティ（多様性）を尊重し、受け入れ、積極的に活かすことが大切であることを事例を通して

学ぶ。 

４）日常生活やビジネスの場面でのコミュニケーションの必要性を理解し、アサーティブコミュニケーションの理論を知る。 

 

SDGs-5 

到達目標 
ダイバーシティ理解に欠かせないコミュニケーション手法の一つであるアサーティブネス理論を中心に理解を促進させ、そのスキルを学ぶことに

よって、さまざまな社会現象に対しての発言に活かすことを目標とする。 

授業方法と 

留意点 
第一に学問的探究をもち、偏見なく学ぶ姿勢が必要であり、第二に積極的に参画する意識を持つことを求める。 

科目学習の 

効果（資格） 
ダイバーシティマネジメントにおける社員教育の在り方を理解することができる。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 オリエンテーション 
・ダイバーシティの世界へようこそ 

・政策提言へ向けて 

・事前学修：ダイバーシティに関して、調べること

（１時間） 

・事後学修：身近なダイバーシティに対する気づき

に関してレポートを作成すること（３時間） 

2 ダイバーシティと境界線 ・ウチとソトの感覚 

・事前学修：私たちの周りにある伝統や習慣につい

て箇条書きにしてくること（２時間） 

・事後学修：SDGs＃５がなぜ日本に問われているの

か、その理由について、具体的数字を入れてレポー

トを書くこと（２時間） 

3 ジェンダー視点 

・フェミニズム×女性学＋男性学＝人間

学 

・ジェンダーギャップ指数 

・シモーヌ・ド・ボーボワール 

・性別役割分業観 

・事前学修：フェミニズムの歴史的背景を理解し、

近年話題のエコフェミニズムについて調べること

（２時間） 

・事後学修：日本が抱える問題   について、具体

的数字を入れてレポートを書くこと（２時間） 

4 日本の近代化 

・大正期の白樺派と女権拡張運動 

・明治の落とし物 

・第５次男女共同参画基本計画 

・事前学修：明治・大正・昭和の歴史年表を作成す

ること（２時間） 

・事後学修第五次男女共同参画基本計画を読み、興

味関心をもった項目についてレポートを書くこと

（２時間） 

5 国際統計比較 

・ジェンダーギャップ、・ジェンダーエ

ンパワーメント指数などのデータから

日本をみる 

・事前学修：国際的統計から、日本の置かれた位置

を確認し、何が問題であるか考えること（２時間） 

・事後学修：国際的統計から理解できたことに関し

てレポートを作成すること（２時間） 

6 性役割の形成① 

・性役割と発達段階における「刷り込み」 

・性自認 

・GID と SOGI と人権 

・事前学修：性役割を理解し、幼児期から振り返る

こと（２時間） 

・事後学修：テキスト P40～52 と、授業を受けて理

解できたことなどをまとめたレポートを作成（２時

間） 

7 性役割の形成② 

・性自認と家族 

・親役割 

・性的指向 

・事前学修：ハラスメントの事例を一つ探し、具体

的内容をレポートする   準備をすること（２時

間） 

・事後学修：結婚と母性信仰に関して、レポートを

作成（２時間） 

8 
「らしさ」とセクシャル・ポ

リティクス 

・6名の女性に関するグループワークと

プレゼン 

・セクシュアリティ 

・事前学修：6名の女性に関するプレゼン（２時間） 

・事後学修：６名の女性から学んだことのレポート

作成（２時間） 

9 
ワークライフバランスとビ

ジネス組織 

・ジェンダーマネジメント 

・働き方改革 

・事前学修：日本と世界を比較しながら、女性労働

について考えること（２時間） 

・事後学修：M 字型労働力率曲線の底を上げるため

の提言レポートを作成 

   すること（２時間） 

10 
アサーティブコミュニケー

ション① 

・アサーティブとは何か 

・世界中でアサーティブネスが用いられ

る理由 

・事前学修：アサーティブネスについて調べること

（２時間） 

・事後学修：アサーティブネススキルを用いて問題

解決事例を考える（２時間） 

11 
アサーティブコミュニケー

ション② 

・スキルの必要性を理解し、身に付ける

ことを試みる 

・事前学修：アサーティブネス理論を実生活に活か

す事例を考えること（２時間） 

・事後学修：ワークシート#11（２時間） 

12 
リプロダクティブ・ヘルス＆

ライツ 

・リプロの正しい意味を理解する 

・リプロの歴史と現状の課題を確認する 

・DV、デート DV について現状を理解す

る 

・事前学修：リプロの意味と現状を調べる（２時間） 

・事後学修：ワークシート#12（２時間） 

13 DV とデート DV ・企業比較から政策提言へ 

・事前学修：DV とデート DV に関してレポートを作

成（２時間） 

・事後学修：ワークシート#13（２時間） 
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14 プレゼンテーション 
・政策提言プレゼンテーション 

・自由討議 

・事前学修：事例研究した内容をプレゼンテーショ

ンできるよう練習すること（２時間） 

・事後学修各プレゼンテーションについての報告書

作成（２時間） 

15 まとめ ・まとめ 

・事前学修：まとめのワークシート（２時間） 

・事後学修：ダイバーシティ・マネジメントが必要

である理由について述べられるようまとめること

（２時間） 

 

関連科目  

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 共に学ぶ女性学 石井三恵 泉文堂 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 ジェンダーで学ぶ社会学 伊藤公男 世界思想社 

2 よくわかるジェンダー・スタディーズ 木村 涼子 他 ミネルヴァ書房 

3 性と法律 角田 由紀子 岩波新書 

 

評価方法 

（基準） 
グループワーク（20%）、プレゼンテーション（30%）、レポート（50％）を総合的に評価する。 

学生への 

メッセージ 

みなさんの身近に存在している不思議を解き明かすカギが女性学、フェミニズム、ジェンダー論、そしてダイバーシティにあります。私たちは生

まれも育ちも異なることから考え方も異なるように、外国の方にもにそれが当てはまり、みな同じ問題を抱えています。社会的弱者と呼ばれる私

たちの身近な事例を通して、人としての生きる権利とは何かを考えてみませんか。 

担当者の 

研究室等 
石井研究室（寝屋川キャンパス、７号館５階） 

備考 

予習・復習に毎回２時間以上取り組むこと。ロールプレイ、プレゼンテーション、レポート作成のための学習時間を含め、総時間数で 60 時間程

度を目安とする。 

受講生のワークの進捗状況や社会現象の発生に応じて内容が前後することもある。 
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科目名 データサイエンス展開 科目名（英文） Data Scicence Applications 

学部 学部共通 学科 教養特別講義 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 
諏訪 晴彦.石井 三恵.伊藤 譲.後藤 一章.瀬川 智

広.横山 喬之.米本 涼 

ディプロマポリシー(DP) V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ△,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,J 科：DP1◎,W 科：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R科・A科・M科・E科・C科：TTO1461a1～TTO1465a1,L 科：LTO1366a1～LTO1370a1,D 科・S科：ITO1371a1～ITO1375a1,J 科：JTO1361a

～1JTO1365a1,W 科：WTO1352a1～WTO1356a1 

 

授業概要・ 

目的 

IT・インターネットの利用が日常化し人とのつながりが増えるとともに、デジタル情報やデータの影響を受ける場面が飛躍的に増加している。今

後のデジタル駆動社会においては情報化・デジタル化の特徴を理解した上で、生活を豊かにしていく「データリテラシー」を身に付けていること

が必要となっている。 本科目では、政策、衣食住、ものづくり、イベント広告、まちづくりの広範な分野における数理・データサイエンス・AI

とデジタル技術の実践例を通じて、これらが社会や産業、日常生活の基盤になりつつあることを学ぶ。また、高度情報社会において、データを駆

使し諸問題を解決する、また価値を創造する人材の素養を涵養する。 

到達目標 

(1) 数理・データサイエンス・AI が、Society5.0（データ駆動型社会）やインダストリー4.0 の基盤となっていること、それが自らの生活と密接

に結びつくことを理解し説明できる。 

(2) 数理・データサイエンス・AI が対象とする「データの活用領域」 は広範にわたり「社会で活用されているデータ」が社会や日常生活の課題

解決に不可欠であることを理解し説明できる。 

(3) 数理・データサイエンス・AI は様々な適用領域の知見と組み合わせることにより、価値創出するものであることを理解し説明できる。 

(4) 

授業方法と 

留意点 

・産官学のさまざま分野の講師によるオムニバス形式である（12 回分）。 

（外部から講師を招聘するため，日程やテーマが変更となることがある。） 

・事前学習として、関連動画を視聴（もしくは資料を精読）し興味や関心、講師への質問をレポートとしてまとめる。 

・事後学修では授業で理解したことをまとめ、到達目標の(1)から(4)の達成度を自己分析・評価する。 

・事前事後学習のレポートはすべて ICT ツールを利用する。 

科目学習の 

効果（資格） 

・AI・データサイエンスの実際を様々な分野の実務家や研究者から学ぶことで、視野を広め、今後の自身のキャリア形成や就職活動に役立てるこ

とができる。 

・数理・データサイエンス・AI の関連資格への興味を拡大することができる。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
大学人としてのデータサイ

エンス 

本講義の目的と概要 

オリエンテーション 

グループワークの概説 

事後学修：レポート（1時間） 

2 データ駆動社会 

・Society5.0 概論 

・オープンデータ活用 

・デジタルトランスフォーメーション

（DX) 

事前学習：動画視聴／資料精読，課題レポート（1

時間） 

事後学修：レポート（1時間） 

3 サイバーセキュリティ 

サイバー攻撃と防御の最前線、データ駆

動や AI による最先端のセキュリティ技

術を学ぶ。 

事前学習：動画視聴／資料精読，課題レポート（1

時間） 

事後学修：レポート（1時間） 

4 
食サービス×データサイエン

ス 

食品産業におけるデータ分析やデータ

サイエンスの利活用を学ぶ。 

事前学習：動画視聴／資料精読，課題レポート（1

時間） 

事後学修：レポート（1時間） 

5 
ものづくり×データサイエン

ス 

ものづくりの設計や製造現場における

データサイエンスや AI 技術の利活用を

学ぶ。 

事前学習：動画視聴／資料精読，課題レポート（1

時間） 

事後学修：レポート（1時間） 

6 イベント×データサイエンス 
イベント企画におけるデジタル技術の

利活用を学ぶ。 

事前学習：動画視聴／資料精読，課題レポート（1

時間） 

事後学修：レポート（1時間） 

7 
数理・データサイエンス・AI

を知る 

・数理・データサイエンス・AI のメリ

ット・デメリットをグループワークで学

ぶ。 

事前学習：動画視聴／資料精読，課題レポート（1

時間） 

事後学修：レポート（1時間） 

8 広告×データサイエンス 

広告業界における SNS マーケティング

などデジタル技術・データサイエンスの

利活用を学ぶ。 

事前学習：動画視聴／資料精読，課題レポート（1

時間） 

事後学修：レポート（1時間） 

9 言語×データサイエンス 
言語とデータ化、テキストマイニングの

仕組みと技術を学ぶ。 

事前学習：動画視聴／資料精読，課題レポート（1

時間） 

事後学修：レポート（1時間） 

10 
まちづくり×データサイエン

ス 

地方創生など新たなまちづくりにおけ

るデータ分析の利活用を学ぶ。 

事前学習：動画視聴／資料精読，課題レポート（1

時間） 

事後学修：レポート（1時間） 

11 
ヘルスケア×データサイエン

ス 

医薬品開発やヘルスケアにおけるデー

タサイエンスの利活用を学ぶ。 

事前学習：動画視聴／資料精読，課題レポート（1

時間） 

事後学修：レポート（1時間） 

12 スポーツ×データサイエンス 

選手のコンディションや戦況分析など

スポーツ科学におけるデータ分析の利

活用を学ぶ。 

事前学習：動画視聴／資料精読，課題レポート（1

時間） 

事後学修：レポート（1時間） 

13 衣料×データサイエンス 

顧客のニーズに即応する衣料品開発と

製造におけるデータサイエンスの利活

用を学ぶ。 

事前学習：動画視聴／資料精読，課題レポート（1

時間） 

事後学修：レポート（1時間） 

14 政策×データサイエンス 

サイバー空間における大規模人口シミ

ュレーション技術を用いた選挙や年金

などの制度設計を学ぶ。 

事前学習：動画視聴／資料精読，課題レポート（1

時間） 

事後学修：レポート（1時間） 

15 
社会人としてのデータサイ

エンス 

社会人として身につけておくべき DX 思

考、情報倫理、協働姿勢などをグループ

ワークで学ぶ。 

事前学習：動画視聴／資料精読，課題レポート（1

時間） 

事後学修：レポート（1時間） 

 

関連科目 情報系科目すべて 

教科書 
 

 番号 書籍名 著者名 出版社名  
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1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
事前学習およびグループワーク課題 30%、事後課題レポート 70％で評価する。 

学生への 

メッセージ 

社会で注目されている AI・データサイエンス活用の最前線で活躍している講師陣から学んでください。社会に対する視野を広げることができ、

就職活動においても選択肢を増やすことになり有利です。 

担当者の 

研究室等 

【寝屋川キャンパス】1号館 4F 諏訪教授室、7号館 3F石井教授室、1号館 3F 伊藤教授室 

米本研究室（７号館５階） 

備考  
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科目名 コンピュータビジョン入門 科目名（英文） Introduction to Computer Vision 

学部 学部共通 学科 教養特別講義 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 寺内 睦博.新居 英志 

ディプロマポリシー(DP) V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ△,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,J 科：DP1◎,W 科：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R科・A科・M科・E科・C科：TTO1461a1～TTO1465a1,L 科：LTO1366a1～LTO1370a1,D 科・S科：ITO1371a1～ITO1375a1,J 科：JTO1361a

～1JTO1365a1,W 科：WTO1352a1～WTO1356a1 

 

授業概要・ 

目的 

われわれの視覚機能をコンピュータを使って実現する分野がコンピュータビジョンである。外界から入力される画像や映像から物体認識をした

り、状況を理解させたりすることをプログラムで実現するものである。このためにプログラミングの基礎から始めて、各種の画像処理の手法をプ

ログラム作成を通じて学ぶ。さらに機械学習の初歩的な課題に取り組み、その仕組みを知ることを目的とする。 

到達目標 
プログラミングの基礎スキルを獲得し、それに基づいて各種の画像処理手法や機械学習の仕組みを学び、自分でプログラミングする素養を身につ

けること。 

授業方法と 

留意点 

毎回、パソコンを使用してプログラムを作成します。初歩的なプログラムの作成から始めて、徐々にステップアップします。欠席した場合には自

分でフォローアップしないとついてこれなくなりますので注意が必要です。 

科目学習の 

効果（資格） 
基本的なプログラムの作成を通してプログラミングを学び、基本情報処理試験の基礎技能を養います。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 

イントロダクション： 

コンピュータビジョンとは 

python ことはじめ 

授業概要 

画像処理と OpenCV 

python プログラミングの方法 

自分でコンピュータビジョンについて調べる。 

課題の完成 

2 python 入門 (1) 演算とリスト 
授業内容の予習 

課題の完成 

3 python 入門 (2) 制御構造と論理演算 
授業内容の予習 

課題の完成 

4 python 入門 (3) 関数 
授業内容の予習 

課題の完成 

5 python 入門 (4) その他 
授業内容の予習 

課題の完成 

6 OpenCV プラグらミング (1) 

画像入力装置と静止画・動画フォーマッ

ト 

デジタル画像と配列 

授業内容の予習 

課題の完成 

7 OpenCV プラグらミング (2) 
色空間 

濃淡変換 

授業内容の予習 

課題の完成 

8 OpenCV プラグらミング (3) フィルタ処理 
授業内容の予習 

課題の完成 

9 OpenCV プラグらミング (4) ２値画像処理 
授業内容の予習 

課題の完成 

10 OpenCV プラグらミング (5) 複数画像の利用 
授業内容の予習 

課題の完成 

11 OpenCV プラグらミング (6) 幾何学変換 
授業内容の予習 

課題の完成 

12 OpenCV プラグらミング (7) 距離画像処理 
授業内容の予習 

課題の完成 

13 OpenCV プラグらミング (8) 特徴抽出と機械学習 
授業内容の予習 

課題の完成 

14 
機械学習プログラミング 

(1) 
ディープラーニング 

授業内容の予習 

課題の完成 

15 
機械学習プログラミング 

(2) 
最終プロジェクト 

授業内容の予習 

課題の完成 

 

関連科目  

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 OpenCV による画像処理入門（改訂第 3版） 小枝、上田、中村 講談社 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
授業内課題(60%)、プロジェクト課題(40%) 

学生への 

メッセージ 

われわれの視覚情報処理を知ることは、脳のしくみを知ることにつながります。プログラミングは創造的な活動のひとつです。文系理系に関わら

ず、興味のある人の参加を待っています。 

担当者の 

研究室等 
寺内研究室（寝屋川キャンパス、１１号館１０階）、新居研究室（寝屋川キャンパス、７号館５階） 

備考  
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科目名 SDGs に学ぶ世界の課題 科目名（英文） Learning Global Issues from SDGs 

学部 学部共通 学科 教養特別講義 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 
伊藤 譲.大川 謙蔵.大塚 正人.尾山 廣.佐藤 大作.

白鳥 武.村瀬 憲昭 

ディプロマポリシー(DP) V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ△,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,J 科：DP1◎,W 科：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R科・A科・M科・E科・C科：TTO1461a1～TTO1465a1,L 科：LTO1366a1～LTO1370a1,D 科・S科：ITO1371a1～ITO1375a1,J 科：JTO1361a

～1JTO1365a1,W 科：WTO1352a1～WTO1356a1 

 

授業概要・ 

目的 

この科目は，学部の枠を越えた教養応用科目で，大学教養入門・実践のステップアップの講座としての位置づけられています． 

科目のテーマである SDGｓ（持続可能な開発目標）とは，国連が定めた 2030 年までに達成を目指す 17 の目標で，わが国でもビジネス界のキーワ

ードのひとつになっています． 

つまり，この科目は SDGｓの全体像を主体的に学ぶ，本格的なアクティブラーニング型教養科目です．反転学習により獲得した基礎知識をグルー

プワーク，ＡＢＤと振り返りにより生きた知識として定着させます．さらに，法学，経済学，環境工学，建築学，農学のその分野の第一人者の講

義・問題提起から討議を深め，獲得した知識を生きた教養として身に付けることができます．このような流れを通じて，大学生として必要な，SDGs

を理解するための教養（特に，社会，経済，環境等）を身につけ，その知識をもとに考え，自分の意見を持ち，討議ができるようになります． 

到達目標 

(1)世界の目標 SDGs(2030 年までの世界の目標)について学び，説明と討議をすることができる． 

(2)現代世界の課題について知り、SDGs との関係を説明することができる． 

(3)課題に対して、自ら主体的に取り組むことができる. 

(4)自分やチームの考えが効果的に伝わるプレゼンテーションをすることができる． 

授業方法と 

留意点 

ABD 読書法と様々な ICT ツールを活用するなど，アクティブラーニングの手法を駆使します．授業開始時には，事前学習における知識の定着を確

認するため，ICT ツールによるクイズ，ミニプレゼンを行い，中盤から後半部で各テーマをとりあげます．学生は解説時にはメモをとり，グルー

プワークにより課題に取り組みます．授業の最後には，振り返りシートに授業のふりかえりをまとめます．また，授業資料の管理状態も評価対象

です． 

科目学習の 

効果（資格） 

社会課題を議論するための教養として SDGs（2030 年までの世界の目標）を知る．自分たちが未来を創る主体であると感じられるようになる．ABD

による SDGs の主体的学び、各分野における第一人者によるテーマの解説、多様なメンバーとの討論により、自分の考えを持ち、討論ができるよう

になる． 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
オリエンテーション、授業

の進め方 

事前アンケート 

科目の特徴、どのような力が身につく

のかを知る 

CHAP１を協働でサマリ作成体験 

リレープレゼン 

振り返りシート 

事後：CHAP１を復習して、復習シートを作成する 

2 SDGs とは何か① 

理解度確認テスト 

CHAP2 リレープレゼン、対話 

理解度確認テスト、振り返りシート 

事前：CHAP2 を学び、ABD サマリを作成する 

3 SDGs とは何か② 

理解度確認テスト 

SDGs リレープレゼン、対話 

話題提供、課題提示 

理解度確認テスト、振り返りシート 

事前：Moodle に掲載の資料を読み、ABD サマリを作成し

ておくこと 

4 SDGs とは何か③ 

理解度確認テスト 

SDGs リレープレゼン、対話 

話題提供、課題解決 

理解度確認テスト、振り返りシート 

事前：Moodle に掲載の資料を読み、ABD サマリを作成し

ておくこと 

5 
気候変動に関する諸問題

１ 

理解度確認テスト 

SDGs リレープレゼン、対話 

話題提供、課題提示 

理解度確認テスト、振り返りシート 

事前 1：目標 13 を学び，ABD サマリを作成する 

事前 2：下記動画を視聴し，関連する話題に関して説明

できるようになっておくこと． 

・気候変動とは 

https://www.youtube.com/watch?v=WVLDtd5nviw 

6 
気候変動に関する諸問題

２ 

理解度確認テスト 

SDGs リレープレゼン、対話 

話題提供、課題解決 

理解度確認テスト、振り返りシート 

事前 1：目標 14，15 を学び，ABD サマリを作成する 

事前 2：下記動画を視聴し，関連する話題に関して説明

できるようになっておくこと． 

・気候変動の対策 

https://www.youtube.com/watch?v=dTF9YoQPZjE 

7 日本の食文化 1 

理解度確認テスト 

SDGs リレープレゼン、対話 

話題提供、課題解決 

振り返りシート 

事前１：目標 2、3を学び、ABD サマリを作成する。 

事前 2：日本の食文化１の動画を視聴し、要点を 300 字

程度にまとめる。 

8 日本の食文化２ 

理解度確認テスト 

SDGs リレープレゼン、対話 

話題提供、課題提示 

振り返りシート 

事前１：CHAP3 を学び、ABD サマリを作成する。 

事前２：日本の食文化 2の動画を視聴し、要点を 300 字

程度にまとめる。 

事後：第 1回レポート 

9 

地球共生デザインを考え

る I： 

少数民族を巡る地球共生

阻害問題群を考える～そ

の１ 

理解度確認テスト 

SDGs リレープレゼン、対話 

話題提供、課題提示 

振り返りシート 

事前 1：16、10（特に 10.2,10.3）、5（特に 5.1,5.2）、6

（特に 6.3、6.6）、11（11.1,11.2）の ABD サマリを作成

する。 

事前 2：【資料 S】で相関図の導き方を学び、【地球共生デ

ザイン予習課題書 A-カナダ】の動画、資料複数から複雑

に絡み合った「負の連鎖」を理解し、複数の阻害問題の

相互関係を俯瞰し、相関図にまとめてみること。その上

で阻害問題を解決するプロジェクト提案を考えて PPT1

枚にまとめること。 

10 

地球共生デザインを考え

る II： 

少数民族を巡る地球共生

阻害問題群を考える～そ

の２ 

理解度確認テスト 

SDGs リレープレゼン、対話 

話題提供、課題提示 

振り返りシート 

事前１：目標：16、10（特に 10.2,10.3）、4（特に 4.5,4.7）、

6（特に 6.3、6.6）、11（11.1,11.2）の ADB サマリを作

成する 

事前 2：前回も使った【資料 S】で相関図の導き方を学び、

【地球共生デザイン予習課題書 B-日本のアイヌ】の動

画、資料複数から複雑に絡み合った「負の連鎖」を理解

し、複数の阻害問題の相互関係を俯瞰し、相関図にまと
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めてみること。その上で阻害問題を解決するプロジェク

ト提案を考えて PPT1 枚にまとめること。 

11 
日本の国際貢献と法整備

支援１ 

理解度確認テスト 

SDGs リレープレゼン、対話 

話題提供、課題提示 

振り返りシート 

事前 1：目標 6、9、13 を学び、ABD サマリを作成する。 

事前 2：以下の Web 記事を読み、法制度と法整備の必要

性について、の概要を把握しておくこと。 

https://www.moj.go.jp/housouken/houso_lta_lta.html 

12 
日本の国際貢献と法整備

支援２ 

理解度確認テスト 

SDGs リレープレゼン、対話 

話題提供、課題解決 

振り返りシート 

事前 1：目標 16、11、10 を学び、ABD サマリを作成する。 

事前 2：以下の Web 記事の初めの段落と第三の「私見」

を読み、当時の社会状況を理解しておくこと。 

https://www.moj.go.jp/content/001311759.pdf 

13 
持続可能な企業経営と ESG

投資１ 

理解度確認テスト 

SDGs リレープレゼン、対話 

話題提供、課題提示 

振り返りシート 

事前：CHAP4 を学び、ABD サマリを作成する。 

14 
持続可能な企業経営と ESG

投資２ 

理解度確認テスト 

SDGs リレープレゼン、対話 

話題提供、課題提示 

振り返りシート 

事前：CHAP5 を学び、ABD サマリを作成する。 

15 成果発表 

理解度確認テスト 

全体を通しての学びの整理、共有、 

プレゼンテーション、振り返り 

事後アンケート 

事前：SDGs1-17 の復習 

事後：第２回レポート 

 

関連科目 摂南大学で開講されている科目のすべて 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 

｢SDGs の考え方と取り組みが、これ一冊でしっか

りわかる教科書」（1680 円＋税） 
バウンド 技術評論社 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

・理解度確認クイズ（個人：10％） 

・事前・事後学習課題・ABD サマリ（個人：15％） 

・取組み姿勢（チーム：20％）    

・成果発表・プレゼンテーション１回（チーム：10%） 

・振り返りシート（個人：20％）、・レポート２回（個人：20％）、・授業資料管理（個人：5％） 

※以上の合計で 60％以上の学生を合格とする。また、出席率 80％未満は成績評価の対象としない。期末試験は実施しない。 

学生への 

メッセージ 

授業では，摂南大学のすべての学生が，学部・学科の垣根を越えたグループをつくり協働学習を行います．この授業を履修することで，大学生と

して SDGs 実現のために必要な幅広い教養，コミュニケーション力，ファシリテーション力，学習方法が身に付き，さらに学部，学科を超えたたく

さんの友人をつくることもできるでしょう． 

担当者の 

研究室等 

【枚方キャンパス】大塚教授（薬学部 1号館 5F) 

【寝屋川キャンパス】村瀬准教授（１号館７F)、伊藤教授（１号館３F)、尾山教授（理工学部１号館９F)、白鳥准教授（１２号館７階）、佐藤准教

授（１号館３F)、大川准教授（11 号館 9F） 

備考 
この科目はアクティブラーニング入学式～キックオフセミナー～大学教養入門～大学教養実践からつながる科目で，教養を身につけながら学習法

を修得することを目指しています．期末試験はないので、毎回の提出物と授業中の取り組み姿勢が重要です。 



摂南大学シラバス 2024 

科目名 まちづくり入門 科目名（英文） introduction to Urban Planning 

学部 学部共通 学科 教養特別講義 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 

熊谷 樹一郎.池内 淳子.伊藤 譲.稲地 秀介.上野山 

裕士.加嶋 章博.久保 貞也.中塚 華奈.野長瀨 裕二.

野村 佳子.増田 知也 

ディプロマポリシー(DP) V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ△,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,J 科：DP1◎,W 科：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R科・A科・M科・E科・C科：TTO1461a1～TTO1465a1,L 科：LTO1366a1～LTO1370a1,D 科・S科：ITO1371a1～ITO1375a1,J 科：JTO1361a

～1JTO1365a1,W 科：WTO1352a1～WTO1356a1 

 

授業概要・ 

目的 

これからの社会において「まち」の役割は重要になっている。まちを発展、維持していくために行政、団体、民間企業などさまざまな主体が計画

を立て、課題を克服する活動を続けている。さらに今後は市民、学生が新たな担い手として期待されている。本講義では文理それぞれの観点から

講演者を招き実践的な活動について知るとともに、大学の幅広い学術的知見を活用して摂南大学生が貢献するまちづくりの在り方を学び、検討を

行う。 

到達目標 

（１）まちづくりの課題を多面的に理解できる 

（２）大学生が行えるまちづくりの可能性と限界を理解する 

（３）主体性と責任を持ってまちづくりに参加する知識と意識を持っている 

授業方法と 

留意点 

本授業ではまちづくりに関係する多才な講師によって構成される。行政経験者、民間での実務経験、コンサルティング経験者、および、市民活動

の主催や支援、社会貢献の実行者などがそれぞれの専門的知見から「まちづくりとはなにか」を講義する。毎回の授業に予習と復習のための主体

的な学びを設定する。 

科目学習の 

効果（資格） 
学生として大学の知識、技術を総動員して地域問題解決に当たる姿勢を理解する。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 

大学がまちづくりに関わる

意義 

国や自治体、公益性の強い団

体のまちづくり（１） 

オリエンテーション 

都市計画とまちづくり 

理工学部都市環境工学科 熊谷教授 

事前：シラバスを読み、自分にとっての学修ポイン

トを検討する 

事後：授業担当者から指示する 

2 
国や自治体、公益性の強い団

体のまちづくり（２） 

交通とまちづくり 

京阪ホールディングス枚方市駅周辺開

発室 部長 大浅田 寛 氏 他 

授業担当者から指示する 

3 
国や自治体、公益性の強い団

体のまちづくり（３） 

都心とまちづくり 

大阪公立大学大学院工学研究科都市系

専攻 嘉名 光市 教授 

授業担当者から指示する 

4 
国や自治体、公益性の強い団

体のまちづくり（４） 

グループ発表 

理工学部都市環境工学科 熊谷教授 
授業担当者から指示する 

5 
民間団体が関わるまちづく

り（１） 

産業とまちづくり 

経済学部 野長瀬教授 
授業担当者から指示する 

6 
民間団体が関わるまちづく

り（２） 

商業とまちづくり 

経営学部 久保准教授 
授業担当者から指示する 

7 
民間団体が関わるまちづく

り（３） 

空き家とまちづくり 

理工学部住環境デザイン学科 稲地准

教授 

授業担当者から指示する 

8 
民間団体が関わるまちづく

り（４） 

観光とまちづくり 

経済学部 野村教授 
授業担当者から指示する 

9 
民間団体が関わるまちづく

り（５） 

グループ発表 

理工学部都市環境工学科 熊谷教授 
授業担当者から指示する 

10 
市民（大学生）が関わるまち

づくり（１） 

まちづくりの担い手としての市民 

法学部 増田講師 
授業担当者から指示する 

11 
市民（大学生）が関わるまち

づくり（２） 

福祉とまちづくり 

現代社会学部 上野山講師 
授業担当者から指示する 

12 
市民（大学生）が関わるまち

づくり（３） 

都市農業とまちづくり 

農学部 中塚准教授 
授業担当者から指示する 

13 
市民（大学生）が関わるまち

づくり（４） 

歴史・文化とまちづくり 

理工学部建築学科 加嶋教授 
授業担当者から指示する 

14 
市民（大学生）が関わるまち

づくり（５） 

防災とまちづくり 

理工学部建築学科 池内教授 
授業担当者から指示する 

15 
大学生がまちづくりで担う

役割 

グループ発表 

C 科 熊谷教授 

事前：これまでの講義の振り返り 

事後：振り返りレポート 

 

関連科目  

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

原則として、各回の事後レポートがすべて提出されていることも評価の前提となります。グループワークを通じた発表を含む授業中の課題（60%）、

事後レポートの採点結果（40%）とした上で、総合評価されます。 

学生への 

メッセージ 

ソーシャル・イノベーションを成立させるためには広い視野と深い洞察が必要となります。受講生による総合大学の社会貢献活動が実践的なもの

になるように多面的に学修してください。 

担当者の 

研究室等 
寝屋川キャンパス・1号館 4階 熊谷教授室 
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備考  



摂南大学シラバス 2024 

科目名 グローバル・シチズンシップ海外実習（入門） 科目名（英文） Overseas Study for Global Citizenship(Introductory) 

学部 学部共通 学科 教養特別講義 

配当年次 １年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 通年集中 授業担当者 鎌田 美保 

ディプロマポリシー(DP) V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ△,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,J 科：DP1◎,W 科：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R科・A科・M科・E科・C科：TTO1461a1～TTO1465a1,L 科：LTO1366a1～LTO1370a1,D 科・S科：ITO1371a1～ITO1375a1,J 科：JTO1361a

～1JTO1365a1,W 科：WTO1352a1～WTO1356a1 

 

授業概要・ 

目的 

本科目はグローバル・シチズンシップ副専攻課程(GCMP)の必修科目の一つである。GCMP は、国内外の多様な社会と人々に敬意と思いやりをもち、

地域の課題と地球規模の課題に等しく当事者として向き合い、課題解決に向けて積極的に行動できるグローバル・シチズン（地球市民）の育成を

目指す副専攻である。GCMP は、国連が定める持続可能な開発目標(SDGs)目標 4.7 「2030 年までに.持続可能な開発と持続可能なライフスタイル、

人権、ジェンダー平等、平和と非暴力の文化、グローバル市民、および文化的多様性と文化が持続可能な開発にもたらす貢献の理解などの教育を

通じて、すべての学習者が持続可能な開発を推進するための知識とスキルを獲得するようにする」に資するものである。 

 

本科目の受講生は、グローバル教育センターが主催する入門レベルの海外派遣プログラムのいずれかに参加する。派遣先により現地での実習内容

は異なるが、「グローバル・シティズンシップ」を共通のテーマとし、良き地球市民として行動するために必要な知識、態度、技能を体験的に学

ぶ。受講生には、この授業で得られた反省点を帰国後の各学部での学び、副専攻課程での学び、特に後の海外実習（応用）での学びに生かすこと

が期待される。 

 

なお、本科目は単独で履修することもできるが、主としてグローバル・シチズンシップ副専攻課程(GCMP)の履修者を想定し、GCMP の必修科目「グ

ローバル・シチズンシップ海外実習（入門）」と「海外語学研修」は目標や学習内容を共有する。 

到達目標 

・派遣先の国または地域の地理、歴史、文化について基本的な知識を有している。 

・派遣先の主要な社会課題について、課題の概要、解決への取り組み、また日本の社会課題との共通点や繋がりについて、具体的に例を挙げて説

明できる。 

・派遣先の人々と、英語、現地言語、易しい日本語などの共通言語やジェスチャーを用いて意思疎通し、「一定の相互理解と信頼関係を築くこと

ができた」という成功体験を得る。成功体験を自身の言葉で説明できる。 

・事前・事後授業等を含めた訓練により、外国語運用能力を向上させる。派遣先の人々と、英語、 

授業方法と 

留意点 

・事前授業、現地派遣、事後授業の 3つの部分から構成される。事前授業、事後授業は一部を除いて全学部、全派遣地域の全ての学生を対象に合

同で行われる。昼休み、5限以降、土曜日、補講日など、全ての学生が参加しやすい時間に授業がスケジュールされ、受講生は全日程に出席する

ことが求められる。私事都合（アルバイト、旅行等）による欠席は認められない。やむを得ない理由により出席できないときは速やかに欠席届を

出し、教員やスタッフと連絡を密にし、指示を受けた課題に取り組むことが求められる。 

・グローバル・シチズンシップ副専攻課程を履修する学生の履修を想定しているが、そうでない学生が本科目を単独で履修することもできる。 

・年度末にあたる 2～3月に現地派遣される海外派遣プログラムに参加する場合、単位が認定される年度は翌年度となる。 

科目学習の 

効果（資格） 
 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 事前授業① 留学に向けての動機付け なし 

2 事前授業② 参加者間で仲間意識を作る レポート提出 

3 現地実習 詳細は説明会、事前授業時に提示 現地講師の指示により 

4 事後授業 留学での学びのふりかえり レポート提出 

5 成果報告会 留学での成果を披露  

6    

7    

8    

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

 

関連科目 
グローバル・シチズンシップ論（入門）、グローバル・シチズンシップ論（応用）、グローバル・シチズンシップ海外実習（応用） 、Topics in Global 

Citizenship (EMI)、摂南大学 PBL プロジェクトⅠなど 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

事前授業評価 30％ （規律の順守、課題への取り組み状況、提出物の評価を総合） 

現地活動評価 40％ （現地教員、引率者、受け入れ機関等による評価、テストスコア等の評価を総合） 

事後授業評価 30％ （成果報告のレポートやプレゼンテーションを作成過程を含めて評価） 

学生への 

メッセージ 

参加した学生は多くのことを得て帰国しています。ある程度まとまった期間海外に行けるのは今のうちかもしれません。新しいチャレンジとして、

この機会をぜひ活用してください。 

担当者の 

研究室等 
鎌田講師室（寝屋川キャンパス２号館２階） 

備考  
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科目名 Topics in Global Citizenship (EMI) 科目名（英文） Topics in Global Citizenship (EMI) 

学部 学部共通 学科 教養特別講義 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 後期集中 授業担当者 ﾌﾟｰﾙｵﾐｯﾄﾞ ｻｯｼﾞｬﾄﾞ 

ディプロマポリシー(DP) V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ△,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,J 科：DP1◎,W 科：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R科・A科・M科・E科・C科：TTO1461a1～TTO1465a1,L 科：LTO1366a1～LTO1370a1,D 科・S科：ITO1371a1～ITO1375a1,J 科：JTO1361a

～1JTO1365a1,W 科：WTO1352a1～WTO1356a1 

 

授業概要・ 

目的 

This course is compulsory for those who are taking the Global Citizenship Minor Program. The main goal of this course is for students 

to understand the necessary knowledge, skills, and attitudes to become a global citizen. Students are expected to have learned basic 

concepts of global citizenship in グローバル・シチズンシップ論（入門）. This course discusses several specific topics on SDGs, human 

rights and equality, war and peace, politics and citizenship, economic justice, global environment, and cultural rights. Students will 

also be empowered and encouraged to take on the responsibilities of global citizenship. Through a problem posing approach, students 

will be challenged to rethink about dominant ideologies and how they contradict with the ideas of global citizenship. Additionally, 

there will be opportunities to engage in discussions with students in a foreign country, which will allow students to learn perspectives 

from those who have with different cultural values. This course will also be using collaborative online international learning (COIL) 

to learn together with students in different countries. 

到達目標 

1. Increase intercultural communicative competency with opportunities to communicate across cultures. 

2. Increase knowledge of both historical and recent global events. 

3. Acquire necessary skills and behaviors to become a global citizen. 

4. Acquire pr 

授業方法と 

留意点 

This course will be taught entirely in English, and the reading materials will also be in English. Students are often required to research 

for information to expand their knowledge, so that discussions in class will be more informative and in depth. The course will also 

challenge students to rethink about their inherent ideas and values that are tied to their cultural environment. Additionally, building 

from the contents students should have learned from グローバル・シチズンシップ論（入門）, students will communicate their ideas with 

students abroad to expand their knowledge about global citizenship. 

 

*本科目の履修申請にあたっては以下の事項に留意すること。 

- 本格目はグローバル・シチズンシップ副専攻を履修している 2 年次以上の学生を主な対象としているが、寝屋川キャンパスの 2 年次以上の学

生であれば履修申込が可能である。 

- 全て英語で実施される科目なので、履修者には少なくとも TOEIC500 点程度の英語力をあらかじめ備えていることが期待される。履修申請時に

は現在所持している TOEIC スコア等、自身の英語力を自己申告する必要があり、グローバル・シチズンシップ副専攻の履修者以外の学生について

は、履修の可否について選考が行われる場合がある。 

- 本科目の開講曜日、時限は、履修登録後に登録済学生の各所属学部での時間割に配慮しつつ調整、決定されるので、平日の５限または６限とい

った遅い時間帯の開講となる可能性がある。 

- そのほか、履修に関する留意事項について不明の点があれば２号館２階グローバル教育センター（旧・国際交流センター）に相談すること。 

科目学習の 

効果（資格） 
 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 Course introduction. 
Introduction to course outline and 

materials 
 

2 

Global citizenship and 

Sustainable Development 

Goals (SDGs) 

Lecture, pair work, group work 

1. Assigned reading from textbook or additional 

materials 

2. Research for information and examples of 

global citizenship 

3 

Global citizenship and 

Sustainable Development 

Goals (SDGs) 

Lecture, pair work, group work 

1. Assigned reading from textbook or additional 

materials 

2. Research for information and examples of SDGs 

4 Human rights and equality Lecture, pair work, group work 

1. Assigned reading from textbook or additional 

materials 

2. Research for information and examples of human 

rights 

5 

War and peace  

 

Collaboration with 

students at Fayetteville 

State University  

 

(date might change) 

Lecture, pair work, group work, 

Collaborative Online International 

Learning 

1. Assigned reading from textbook or additional 

materials 

2. Research for information and examples of the 

role of politicians 

3. Prepare for online/offline communication with 

students abroad (date might change) 

6 

War and peace  

 

Collaboration with 

students at Fayetteville 

State University  

 

(date might change) 

Lecture, pair work, group work, 

Collaborative Online International 

Learning 

1. Assigned reading from textbook or additional 

materials 

2. Research for information and examples of the 

role of politicians 

3. Prepare for online/offline communication with 

students abroad (date might change) 

7 

War and peace  

 

Collaboration with 

students at Fayetteville 

State University  

 

(date might change) 

Lecture, pair work, group work 

Collaborative Online International 

Learning 

1. Assigned reading from textbook or additional 

materials 

2. Research for information and examples of the 

role of politicians 

3. Prepare for online/offline communication with 

students abroad (date might change) 

8 

War and peace  

 

Collaboration with 

students at Fayetteville 

State University  

 

(date might change) 

Lecture, pair work, group work 

Collaborative Online International 

Learning 

1. Assigned reading from textbook or additional 

materials 

2. Research for information and examples of the 

role of politicians 

3. Prepare for online/offline communication with 

students abroad (date might change) 
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9 
Politics and the role of 

citizens 
Lecture, pair work, group work 

1. Assigned reading from textbook or additional 

materials 

2. Research for information and examples of the 

role of citizens participating in politics 

3. Prepare for online/offline communication with 

students abroad (date might change) 

10 Economic justice Lecture, pair work, group work 

1. Assigned reading from textbook or additional 

materials 

2. Research for information and examples of 

economic justice 

3. Prepare for online/offline communication with 

students abroad (date might change) 

11 Global environment Lecture, pair work, group work 

1. Assigned reading from textbook or additional 

materials 

2. Research for information and examples of local 

environmental issues 

12 

Collaboration with 

Australian and Indonesian 

students 

(date might change) 

Lecture, pair work, group work 

Collaborative Online International 

Learning 

1. Assigned reading from textbook or additional 

materials 

2. Research for information and examples of the 

role of politicians 

3. Prepare for online/offline communication with 

students abroad (date might change) 

13 

Collaboration with 

Australian and Indonesian 

students 

(date might change) 

Lecture, pair work, group work 

Collaborative Online International 

Learning 

1. Assigned reading from textbook or additional 

materials 

2. Research for information and examples of the 

role of politicians 

3. Prepare for online/offline communication with 

students abroad (date might change) 

14 

Collaboration with 

Australian and Indonesian 

students 

(date might change) 

Lecture, pair work, group work 

Collaborative Online International 

Learning 

1. Assigned reading from textbook or additional 

materials 

2. Research for information and examples of the 

role of politicians 

3. Prepare for online/offline communication with 

students abroad (date might change) 

15 

Collaboration with 

Australian and Indonesian 

students 

(date might change) 

Lecture, pair work, group work 

Collaborative Online International 

Learning 

1. Assigned reading from textbook or additional 

materials 

2. Research for information and examples of the 

role of politicians 

3. Prepare for online/offline communication with 

students abroad (date might change) 

 

関連科目 グローバル・シチズンシップ論（入門） 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 

Global Citizenship: Engage in the Politics of a 

Changing World  【※注意 この教科書は大学のブ

ックセンターで取扱いません。担当教員の指示する

方法で購入して下さい。不明の時は教員まで連絡し

て下さい】 

Julie Knutson Nomad Press 

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

Attendance and participation: 30% 

Completion of assignments: 30% 

Presentations: 40% 

学生への 

メッセージ 

Students are encouraged to use English in the classroom to share your ideas with each other. 

 

We will be doing online exchanges with students in different countries in this course. This will be an interesting collaboration, so 

let's look forward to lear 

担当者の 

研究室等 
教員室１（２号館２階） 

備考  



摂南大学シラバス 2024 

科目名 グローバル・シチズンシップ海外実習（応用） 科目名（英文） Overseas Study for Global Citizenship (Advanced) 

学部 学部共通 学科 教養特別講義 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 通年集中 授業担当者 鎌田 美保 

ディプロマポリシー(DP) V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ△,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,J 科：DP1◎,W 科：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R科・A科・M科・E科・C科：TTO1461a1～TTO1465a1,L 科：LTO1366a1～LTO1370a1,D 科・S科：ITO1371a1～ITO1375a1,J 科：JTO1361a

～1JTO1365a1,W 科：WTO1352a1～WTO1356a1 

 

授業概要・ 

目的 

本科目はグローバル・シチズンシップ副専攻課程(GCMP)の必修科目の一つである。GCMP は、国内外の多様な社会と人々に敬意と思いやりをもち、

地域の課題と地球規模の課題に等しく当事者として向き合い、課題解決に向けて積極的に行動できるグローバル・シチズン（地球市民）の育成を

目指す副専攻である。GCMP は、国連が定める持続可能な開発目標(SDGs)目標 4.7 「2030 年までに.持続可能な開発と持続可能なライフスタイル、

人権、ジェンダー平等、平和と非暴力の文化、グローバル市民、および文化的多様性と文化が持続可能な開発にもたらす貢献の理解などの教育を

通じて、すべての学習者が持続可能な開発を推進するための知識とスキルを獲得するようにする」に資するものである。 

 

本科目を履修する学生は「グローバル・シチズンシップ海外実習（入門）」または同等の科目を履修済でなければならない。履修者は、グローバ

ル教育センターが主催する海外派遣プログラムのいずれかに参加し、これまでの副専攻および各学部での学びを生かした応用レベルの活動を行

う。派遣先により現地での実習内容は異なるが、「グローバル・シティズンシップ」を共通のテーマとし、良き地球市民として行動するために必

要な知識、態度、技能を体験的に学ぶ。受講生には、この科目での学びを GCMP の集大成とする成果報告を行い、各学部での卒業研究や進路決定

に活用することが期待される。 

 

なお、事前に承認された活動（例：協定校への長期留学を利用した社会貢献プロジェクト）の成果報告をもって本科目の単位を認定する場合があ

る。 

到達目標 

・派遣先の国または地域の地理、歴史、文化について基本的な知識を有し、当該の派遣プログラムの主題となる社会課題との関連を説明できる。 

・当該の派遣プログラムの主題となる社会課題について、課題の概要と解決への取り組みを実体験に基づいて説明できる。また、日本の社会課題

との共通点や繋がりについて、具体的に例を挙げて説明できる。 

・派遣先の人々と、英語、現地言語、易しい日本語などの共通言語やジェスチャーを用いて意思疎通を行い、相互理解と信頼関係を築く。 

・異なる言語、文化が混在するチームで課題に取り組み、必要 

授業方法と 

留意点 

・事前授業、現地派遣、事後授業の 3つの部分から構成される。事前授業、事後授業は一部を除いて全学部、全派遣地域の全ての学生を対象に合

同で行われる。昼休み、5限以降、土曜日、補講日など、全ての学生が参加しやすい時間に授業がスケジュールされ、受講生は全日程に出席する

ことが求められる。私事都合（アルバイト、旅行等）による欠席は認められない。やむを得ない理由により出席できないときは速やかに欠席届を

出し、教員やスタッフと連絡を密にし、指示を受けた課題に取り組むことが求められる。 

・年度末にあたる 2～3月に現地派遣される海外派遣プログラムに参加する場合、単位が認定される年度は翌年度となる。 

科目学習の 

効果（資格） 
 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 

年間スケジュールは概ね次

の通りである。募集説明会～

事前授業～現地派遣～事後

授業のサイクルが、年間 2回

実施される。（ ）内は同一

年度の二サイクル目で、現地

派遣が年度末の 2～3 月にな

る場合のスケジュールであ

る。 

 

・募集説明会：4月中旬 （9

月下旬～10 月上旬） 

・事前授業 10 回：6 月中下

旬～7月下旬 （11月～2月） 

・現地派遣：2 週間程度 8

月中旬～9 月上中旬 （2 月

中下旬～3月下旬） 

・事後授業 5回（成果報告会

含む）：9月～10 月中旬 （3

月～4月下旬） 

 

【注意】新型コロナウィルス

拡大の 

派遣先では、安全と健康を最優先しつ

つ、団体行動、ルール順守が求められる。

応用レベルに相応しい成果報告につな

げられるよう、積極的に行動し、メモ、

写真、動画などを可能な限り残す。 

事前授業では、応用レベルの参加者に相応しい「地

球市民」概念の理解、派遣先の社会事情と課題につ

いて自ら学び準備をする姿勢が求められる。SDGs

関連のワークショップ、グローバル教育センターが

提供する語学トレーニングのプログラムにおいて

もリーダーシップをとることが期待される。 

 

事後授業では、現地で得られた体験と情報を時間を

かけて振り返り、自身にとっての最大の成果は何で

あったかを特定し、今後の学びにどう生かすかを考

えるワークショップを行う。ワークショップに基づ

き、各自の成果報告書（レポート）および小グルー

プ 

2    

3    

4    

5    

6    

7    

8    

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

 

関連科目  

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    



摂南大学シラバス 2024 

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

事前授業評価 30％ （規律の順守、課題への取り組み状況、提出物の評価を総合） 

現地活動評価 40％ （現地教員、引率者、受け入れ機関等による評価、テストスコア等の評価を総合） 

事後授業評価 30％ （成果報告のレポートやプレゼンテーションを作成過程を含めて評価） 

学生への 

メッセージ 
 

担当者の 

研究室等 
鎌田講師室（寝屋川キャンパス２号館２階） 

備考  



摂南大学シラバス 2024 

科目名 大学教養基礎Ⅱ 科目名（英文）  

学部 学部共通 学科 教養特別講義 

配当年次 １年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 後期集中 授業担当者 上野山 裕士.森 亜貴 

ディプロマポリシー(DP) V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ△,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,J 科：DP1◎,W 科：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R科・A科・M科・E科・C科：TTO1461a1～TTO1465a1,L 科：LTO1366a1～LTO1370a1,D 科・S科：ITO1371a1～ITO1375a1,J 科：JTO1361a

～1JTO1365a1,W 科：WTO1352a1～WTO1356a1 

 

授業概要・ 

目的 

摂南大学のなかでもとくに文系学科における学びについて、対話、グルーワーク、プレゼンテーションなどのアクティブ・ラーニング手法を用い

て理解を深める。大学教養基礎Ⅱでは、経営学部、農学部（食農ビジネス学科）、現代社会学部における学びを取り上げる。この講義を通じて履

修者は、摂南大学における学修方法を体得するとともに、学修者自身の関心事を明確にすることが期待される。 

到達目標 

①摂南大学、経営学部、農学部（食農ビジネス学科）、現代社会学部における学びの概要を理解し、その特徴を説明することができる。 

②アクティブ・ラーニング手法の体験を通じて、摂南大学における主体的な学びの手法を理解し、実践することができる。 

③自らの学術的な関心事を口頭および文章を用いて表現することができる。 

授業方法と 

留意点 

PC・文献・その他の資料を用いた情報収集、グループでの対話、プレゼンテーション、ふりかえりなどのアクティブ・ラーニング手法を積極的に

取り入れた授業を実施する。受講生には、それらに主体的に参画することを求める。 

科目学習の 

効果（資格） 
 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 オリエンテーション 

授業の進め方についての説明、グループ

の決定、本講義における学びの方法につ

いて対話的に考える 

【事前】事前配布資料を熟読する  

【事後】本講義における学びの方法を復習する 

2 
経営学部における学びにつ

いて（オンデマンド） 

経営学部教員による学部および講義担

当者の専門領域を中心とした学部にお

ける学びについての紹介 

【事前】経営学部について調べる  

【事後】講義内容のポイント、自身の関心事を整理

し、事前学修シートを作成する 

3 

農学部（食農ビジネス学科）

における学びについて（オン

デマンド） 

農学部（食農ビジネス学科）教員による

学部および講義担当者の専門領域を中

心とした学部における学びについての

紹介 

【事前】農学部（食農ビジネス学科）について調べ

る  

【事後】講義内容のポイント、自身の関心事を整理

し、事前学修シートを作成する 

4 
現代社会学部における学び

について（オンデマンド） 

現代社会学部教員による学部および講

義担当者の専門領域を中心とした学部

における学びについての紹介 

【事前】現代社会学部について調べる  

【事後】講義内容のポイント、自身の関心事を整理

し、事前学修シートを作成する 

5 
経営学部における学びにつ

いてグループで考える① 

教員からの話題提供（問いかけ）とグル

ープでの調査および対話、ミニポスター

作成 

【事前】オンデマンド教材での事後学修内容をふり

かえる  

【事後】調査および対話内容の整理 

6 
経営学部における学びにつ

いてグループで考える② 

教員からの話題提供（問いかけ）とグル

ープでの調査および対話、ミニポスター

作成 

【事前】オンデマンド教材での事後学修内容をふり

かえる  

【事後】調査および対話内容の整理 

7 

農学部（食農ビジネス学科）

における学びについてグル

ープで考える① 

教員からの話題提供（問いかけ）とグル

ープでの調査および対話、ミニポスター

作成 

【事前】オンデマンド教 

材での事後学修内容をふりかえる 【事後】調査お

よび対話内容の整理 

8 

農学部（食農ビジネス学科）

における学びについてグル

ープで考える② 

教員からの話題提供（問いかけ）とグル

ープでの調査および対話、ミニポスター

作成 

【事前】オンデマンド教材での事後学修内容をふり

かえる  

【事後】調査および対話内容の整理 

9 

現代社会学部における学び

についてグループで考える

① 

教員からの話題提供（問いかけ）とグル

ープでの調査および対話、ミニポスター

作成 

【事前】オンデマンド教材での事後学修内容をふり

かえる  

【事後】調査および対話内容の整理 

10 

現代社会学部における学び

についてグループで考える

② 

教員からの話題提供（問いかけ）とグル

ープでの調査および対話、ミニポスター

作成 

【事前】オンデマンド教材での事後学修内容をふり

かえる  

【事後】調査および対話内容の整理 

11 
プレゼンテーションに向け

たポスター作成 

グループとして学びのテーマを１つ選

定し、発表用のポスターを作成する 

【事前】ポスター作成に向けた準備 

【事後】ポスター発表会に向けた準備 

12 
ポスター発表会、ふりかえり

① 

グループごとに選定したテーマについ

て発表、教室全体で対話を行い、ここま

での授業のふりかえりを行う 

【事前】成果報告会の準備   

【事後】成果報告会の内容を踏まえたふりかえり 

13 
ポスター発表会、ふりかえり

② 

グループごとに選定したテーマについ

て発表、教室全体で対話を行い、ここま

での授業のふりかえりを行う 

【事前】成果報告会の準備   

【事後】成果報告会の内容を踏まえたふりかえり 

14 
学びレポートの作成（オンデ

マンド） 

グループで取り上げたテーマのなかか

らさらに学術的関心事を絞り込み、文献

等を用いてレポートを作成する 

【事前】レポート作成に向けた情報収集  

【事後】レポート記載内容のふりかえり 

15 
レポートに対するフィード

バック（オンデマンド） 

受講生から提出された学びレポートを

踏まえた総括的講義 

【事前】各学部における学びの内容の復習  

【事後】授業全体のふりかえり 

 

関連科目 大学教養基礎Ⅰ 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 グループワークおよびポスター発表会への参画度合い（ピア評価；15％）、グループで作成するポスター（25％）のほか、個人で作成する事前学



摂南大学シラバス 2024 

（基準） 修シート（30％）、学びレポート（20％）、ふりかえりシート（10％）の内容を総合的に評価し、60％以上を合格とする。評価にあたっては、成果

物の内容に加えて、ルーブリック表などを用いた担当教員による評価、プロジェクトメンバーによるピア評価を積極的に取り入れる。 

学生への 

メッセージ 
 

担当者の 

研究室等 

【寝屋川キャンパス】 

3 号館 3階 上野山研究室 

2 号館 2階 ラーニングセンター 

備考 

・本講義ではオンデマンド授業と対面授業を実施します。対面授業は、2024 年 9 月 3 日（火）、4 日（水）の 1 限～5 限に開講し、履修者はこの

対面授業にすべての時間、出席することが必須となります。 

・講義の性質上、履修者は、ファシリテーターとしての基礎的な素養を身につけていることが期待されます。 

・本講義では授業準備やふりかえりなど、事前事後学修に 60 時間程度取り組んでいただきます。 



摂南大学シラバス 2024 

科目名 ポジティブ行動支援の基礎・基本 科目名（英文） Basic of Positive Behavior Support 

学部 学部共通 学科 教養特別講義 

配当年次 １年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 松浦 正典 

ディプロマポリシー(DP) V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ△,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,J 科：DP1◎,W 科：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R科・A科・M科・E科・C科：TTO1461a1～TTO1465a1,L 科：LTO1366a1～LTO1370a1,D 科・S科：ITO1371a1～ITO1375a1,J 科：JTO1361a

～1JTO1365a1,W 科：WTO1352a1～WTO1356a1 

 

授業概要・ 

目的 

平成 28 年６月に「発達障害者支援法」が一部改正され、「発達障害者の支援は社会的障壁の除去に資すること」を旨として行われなければならな

いこととされた。言うまでもなく周りの人間の意識こそが一番の障壁となる。この学修を通して、発達障害のある人やその周辺の人たちの困まっ

ている状況を理解し、適切な支援・配慮ができるようになることでその障壁を少しでも取り除く原動力になろう。そのためにはまず知ることが大

切だ。教職課程を履修している学生だけでなく、興味・関心のあるすべての学生の参加を待っている。 

到達目標 

①ポジティブ行動支援の概要と実践事例を理解する 

②応用行動分析理論の考え方を理解し、実際の生活に生かす 

③発達障害のある人やその周辺の人たちの困まっている状況を理解し、適切な支援・配慮について学ぶ 

④「友達や家族の良い行動」に着目し、適切な支援・配慮ができるようになる 

⑤「自分自身の良い行動」に着目し、自己有能感・自己有用感を培う 

授業方法と 

留意点 

①授業は対面式で行う。ICT ツールは Teams を使用する 

②グループワークを取り入れるので積極的に自分の経験や意見を発表すること 

③教科書は特に指定しないが、参考図書は随時紹介する。積極的に活用すること。 

科目学習の 

効果（資格） 
 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 

ポジティブな行動支援を学

ぶ意義と本授業のガイダン

ス 

ポジティブ行動支援を学ぶ意義を理解

する 

授業の進め方や評価方法等について知

る 

事前にTeams上に配布した資料を基に授業の概要を

知る（２時間） 

配布資料と授業内容を基に振り返る（２時間） 

2 ポジティブな行動支援とは 

ポジティブな支援とネガティブな支援

の違いについて、実際に学校現場等で行

われている指導の事例を基に理解する 

事前にTeams上に配布した資料を基に授業の概要を

知る（２時間） 

配布資料と授業内容を基に振り返る（２時間） 

3 
ポジティブな人間関係づく

り 

同じ場で学ぶ学生同士でできるポジテ

ィブ行動支援を考え、演習を行う 

事前にTeams上に配布した資料を基に授業の概要を

知る（２時間） 

配布資料と授業内容を基に振り返る（２時間） 

4 応用行動分析の基礎 １ 
ポジティブ行動支援の基礎となる応用

行動分析の考え方を知る 

事前にTeams上に配布した資料を基に授業の概要を

知る（２時間） 

配布資料と授業内容を基に振り返る（２時間） 

5 応用行動分析の基礎 ２ 
事例を基に、応用行動分析の理論をもと

にその支援方法を考える 

事前にTeams上に配布した資料を基に授業の概要を

知る（２時間） 

配布資料と授業内容を基に振り返る（２時間） 

6 

コミュニケーションが苦手

でこだわりの強い生徒への

ポジティブ行動支援 １ 

事例を基に、主に自閉スペクトラム症の

生徒について知り、そのポジティブ行動

支援を考える 

事前にTeams上に配布した資料を基に授業の概要を

知る（２時間） 

配布資料と授業内容を基に振り返る（２時間） 

7 

コミュニケーションが苦手

でこだわりの強い生徒への

ポジティブ行動支援 ２ 

事例を基に、主に自閉スペクトラム症の

生徒について知り、そのポジティブ行動

支援を考える 

事前にTeams上に配布した資料を基に授業の概要を

知る（２時間） 

配布資料と授業内容を基に振り返る（２時間） 

8 

落ち着きがなかったり、不注

意で失敗することが多かっ

たりする生徒へのポジティ

ブ行動支援 

事例を基に、主に ADHD の生徒について

知り、そのポジティブ行動支援を考える 

事前にTeams上に配布した資料を基に授業の概要を

知る（２時間） 

配布資料と授業内容を基に振り返る（２時間） 

9 
傷付きやすい人へのポジテ

ィブ行動支援 

事例を基に、主にいわゆる「繊細さん」

について知り、そのポジティブ行動支援

を考える 

事前にTeams上に配布した資料を基に授業の概要を

知る（２時間） 

配布資料と授業内容を基に振り返る（２時間） 

10 

保護者と良い関係が結べな

かったと思う人へのポジテ

ィブ行動支援 １ 

事例を基に、主に愛着障害の人について

知り、そのポジティブ行動支援を考える 

事前にTeams上に配布した資料を基に授業の概要を

知る（２時間） 

配布資料と授業内容を基に振り返る（２時間） 

11 

保護者と良い関係が結べな

かったと思う人へのポジテ

ィブ行動支援 ２ 

事例を基に、主に愛着障害の人について

知り、そのポジティブ行動支援を考える 

事前にTeams上に配布した資料を基に授業の概要を

知る（２時間） 

配布資料と授業内容を基に振り返る（２時間） 

12 
大人の発達障害へのポジテ

ィブ行動支援 １ 

事例を基に、大人の発達障害について知

り、そのポジティブ行動支援を考える 

事前にTeams上に配布した資料を基に授業の概要を

知る（２時間） 

配布資料と授業内容を基に振り返る（２時間） 

13 
大人の発達障害へのポジテ

ィブ行動支援 ２ 

事例を基に、大人の発達障害について知

り、そのポジティブ行動支援を考える 

事前にTeams上に配布した資料を基に授業の概要を

知る（２時間） 

配布資料と授業内容を基に振り返る（２時間） 

14 
障害を持つ子の保護者とポ

ジティブ行動支援 

障害を持つ子の保護者の話を聴き、自分

にできそうなポジティブ行動支援を考

える 

事前にTeams上に配布した資料を基に授業の概要を

知る（２時間） 

配布資料と授業内容を基に振り返る（２時間） 

15 まとめ 
この講義全体を振り返り、自分にできる

ポジティブ行動支援を考える 

事前にTeams上に配布した資料を基に授業の概要を

知る（２時間） 

配布資料と授業内容を基に振り返る（２時間） 

 

関連科目 心理を扱った科目及び教職科目全般と関連を持つ。ただしこれらの予備知識は必要としない。 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書  



摂南大学シラバス 2024 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 

1 はじめてのポジティブ行動支援 松山康成 明治図書 

2 
保護者と先生のための応用行動分析入門ハンドブッ

ク 
三田地真実他 金剛出版 

3    

 

評価方法 

（基準） 
授業の出席・積極的参加 ６０％ レポート４０％ 

学生への 

メッセージ 
本講座を履修し、一緒に学修することで、実際の生活に役立つ知識・技能を身につけ、「共に幸せになる幸せ」を実感しましょう。 

担当者の 

研究室等 
 寝屋川キャンパス７号館３階 松浦研究室 

備考  



摂南大学シラバス 2024 

科目名 人間関係論（ファシリテータ―トレーニング） 科目名（英文） Human Relations Approach (Facilitator Training) 

学部 学部共通 学科 教養特別講義 

配当年次 １年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 鎌田 美保 

ディプロマポリシー(DP) V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ△,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,J 科：DP1◎,W 科：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R科・A科・M科・E科・C科：TTO1461a1～TTO1465a1,L 科：LTO1366a1～LTO1370a1,D 科・S科：ITO1371a1～ITO1375a1,J 科：JTO1361a

～1JTO1365a1,W 科：WTO1352a1～WTO1356a1 

 

授業概要・ 

目的 

「ラボラトリー方式の体験学習」という人間関係に関わる実習（グループ活動）を行い、その体験から自分自身と他者との関り、人間関係の持ち

方、自分自身について気づき、学ぶ授業です。実習後はその体験をふりかえり、次の学びにどう生かすかを考え、次の実習に生かしていきます。

体験から得た学びに関する理論に関する講義（小講義）もあります。 

到達目標 
・体験を通し、自分自身の人間関係の持ち方、他者への関わり方、自分自身について気づく 

・体験から気づいた点を生かし、グループ関係をよりよく保つための働きかけができる 

授業方法と 

留意点 

実習（グループ活動）とそのふりかえり、ディスカッション、講義 

 

体験（実習）からの学びが中心ですので、出席と参加度を重視します 

科目学習の 

効果（資格） 
 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
オリエンテーション 

体験学習の体験 

授業についての説明 

体験学習についての説明 

ミニ実習 

 

2 体験学習① 情報誌を使った実習とふりかえり 授業での学びをまとめる 

3 体験学習のサイクル 講義 
この授業での自身の目標を決める 

学んだことをまとめる 

4 体験学習② コミュニケーションに関する実習 体験での学びをまとめる 

5 
コミュニケーションについ

て 
講義 学んだことをまとめる 

6 体験学習③ 「聴く」実習 体験での学びをまとめる 

7 
ジョハリの窓とフィードバ

ックについて 
講義 学んだことをまとめる 

8 体験学習④ 
コンセンサス実習① 

（正解のある課題） 
体験での学びをまとめる 

9 
グループにおける合意形成

について 
講義 学んだことをまとめる 

10 体験学習⑤ 
コンセンサス実習② 

（正解のない課題） 
体験での学びをまとめる 

11 体験学習⑥ POPO（グループを観察する） 体験での学びをまとめる 

12 
ファシリテーション、リーダ

ーシップについて 
講義 学んだことをまとめる 

13 体験学習⑦ 活動的な実習 体験での学びをまとめる 

14 ふりかえり 
これまでの授業で学んだことをグルー

プごとにふりかえる 
ミニレポート 

15 まとめ 
授業全体のまとめ、ふりかえり 

今後にどう生かすか 
 

 

関連科目  

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 人間関係トレーニング 津村俊充・山口真人編 ナカニシヤ出版 

2 プロセスエデュケーション 津村俊充 金子書房 

3    

 

評価方法 

（基準） 
実習参加態度（30％）、課題（20％）、期末レポート（50％） 

学生への 

メッセージ 

さまざまな活動を通し、自分自身について、これからの生き方について考えるきっかけになる授業だと思います。自ら学び、学び方を学ぶ授業で

す。いつもと違う自分を試してみたい、何かチャレンジしてみたいという人にはおすすめです。 

担当者の 

研究室等 
教員室２（寝屋川キャンパス 2号館 2階） 

備考  



摂南大学シラバス 2024 

科目名 大学教養入門 科目名（英文） Introduction to Liberal Arts 

学部 学部共通 学科  

配当年次 １年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 坂口 有芸.加野 佑弥.中澤 芽衣.松本 恭幸 

ディプロマポリシー(DP) V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ△,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,J 科：DP1◎,W 科：DP1◎ 

科目ナンバリング V 科・R科・A科・M科・E科・C科：TKY1458a1,L 科：LKY1360a1,D 科・S科：IKY1367a1,J 科：JKY1357a1,W 科：WKY1348a1 

 

授業概要・ 

目的 

本科目は学部の枠を越えた教養入門科目です．本科目の目的は，大学生としての教養を身につけるスタートラインに立つことにあり，自らが主体

的に知識を獲得し，対話を通して理解を深め，表現するための技術等を修得することです．授業では教養の入門書を用いて ABD（アクティブ・ブ

ック・ダイアログ）読書法や協働学習の習慣を身につけるとともに，チームワーク能力，コミュニケーション能力等を身につけることを目指しま

す． 

到達目標 

(1)大学生に必要な教養の基礎知識を身につけている． 

(2)ABD による読書法を身につけている． 

(3)チームワーク能力を身につけ，対話を通じた協働学習をすることができる． 

(4)SDGｓと UNAI について基礎的な知識を身につけている． 

(5)読書が好きで、意義を理解して読書習慣を身につけている． 

(6)コミュニケーション能力を身につけ，自分の考えを相手に伝え，相手の考えを理解することができる． 

(7)自主的，計画的に学ぶ学習習慣を身につけている． 

授業方法と 

留意点 

授業では教養を学ぶ過程で，自ら主体的に，仲間と対話を通して理解を深め，表現するための技術を修得します．教養の入門書として一般書を教

材として，ABD（アクティブ・ブック・ダイアログ）読書法や ICT ツールを活用して，読書，対話，発表等の協働学習による学びを体験します．

この科目では、これまでの授業とは異なり、教員が知識を一方的に伝えるのではなく、チームの一員として協働学習により自ら知識や考え方を身

につけることが特徴です．したがって，諸君が積極的に参加することが大切です． 

科目学習の 

効果（資格） 

大学生に必要な教養の基礎知識，ABD 法等のアクティブ・ラーニングによる協働学習の方法，自主学習の習慣などが身につく． 

学習における ICT ツールの活用方法を知ることができる． 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 

ガイダンス 

『おとなの教養』序章 私た

ちはどこから来て、何処へ行

くのか 

アイスブレイク 

事前アンケート 

本科目で，どのような力が身につくのか 

「教養とは何か？」、理解度確認クイズ、

振り返り 

ABD の体験 

事前学習：『おとなの教養』 序章を読む(1.5 時間

以上） 

2 教養入門：第一章 宗教 

教科書の紹介，概要 

チーム作り，授業の約束事 

ABD による学習の進め方の説明 

ABD 法に挑戦「第一章 宗教」 

理解度確認クイズ、振り返り 

事前学習：教科書 第一章を読む(1.5 時間以上） 

3 
教養入門：第三章 人類の旅

路 

解説 

協働学習，対話 

理解度確認クイズ，振り返り 

事前学習：教科書 第三章を読む(1.5 時間以上） 

4 
教養入門：第四章 人間と病

気 

解説 

協働学習，対話 

理解度確認クイズ，振り返り 

事前学習：教科書 第四章を読み事前学習シートを

作成する(1.5 時間以上） 

5 教養入門：第五章 経済 

解説 

協働学習，対話 

理解度確認クイズ，振り返り 

中間発表テーマの決定 

事前学習：教科書 第五章を読み事前学習シートを

作成する(1.5 時間以上） 

6 教養入門：中間成果発表 

ポスター作成の説明 

プレゼン、質疑応答 

振り返り 

事前学習：中間発表の下調べ、図書館の探索、ポス

ターの案（1時間以上） 

 

事後学習：第１回レポートト（0.5 時間以上） 

7 

世界を知る教養：国連サステ

イナブルディベロップメン

トゴールズ 

SDGs の概要 

SDGｓとは何か 

理解度確認クイズ，振り返り 

事前学習：SDGs とは何か,指定した資料を調べる

（1.5 時間以上） 

8 

世界を知る教養：国連サステ

イナブルディベロップメン

トゴールズ 

SDGｓを考える 

ワールドカフェ方式対話 

理解度確認クイズ，振り返り 

事前学習：SDGｓとは何か，図書館，ネット等で調

べる．自分の意見を持つ．（1.5 時間以上） 

9 
世界を知る教養：国連アカデ

ミックインパクト 

国連の役割と歴史 

本学の取り組み 

理解度確認クイズ，振り返り 

事前学習：UNAI とは何かを調べる（1.0 時間以上） 

事後学習：第２回レポート（0.5 時間以上） 

10 

自分を知る教養：岸見著『ア

ドラー性格を変える心理学』 

序章 「性格は変わらない」

は本当か？ 

第一章 虚栄心・嫉妬・憎し

み 

教科書の紹介、はじめに 

解説 

協働学習、プレゼン、対話 

理解度確認クイズ，振り返り 

事前学習：『アドラー性格を変える心理学』序章・

第一章を読み事前学習シートを作成する (1.5 時間

以上） 

11 
自分を知る教養： 

第二章 控え目・不安・臆病 

解説 

協働学習、プレゼン、対話 

理解度確認クイズ，振り返り 

事前学習：教科書 第二章を読み事前学習シートを

作成する (1.5 時間以上） 

12 

自分を知る教養： 

第三章 快活・かたくな・気

分屋 

解説 

協働学習、プレゼン、対話 

理解度確認クイズ，振り返り 

事前学習：教科書 第三章を読み事前学習シートを

作成する (1.5 時間以上） 

13 

自分を知る教養： 

第四章 怒り・悲しみ・羞恥

心 

解説 

協働学習、プレゼン、対話 

理解度確認クイズ，振り返り 

中間発表テーマの決定 

事前学習：教科書 第四章を読み事前学習シートを

作成する (1.5 時間以上） 

14 
自分を知る教養：中間成果発

表 

ポスター作成 

発表・質疑応答 

振り返り 

事前学習：中間発表の下調べ、図書館の探索、ポス

ターの案（1時間以上） 

 

事後学習：第３回レポート 
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（0.5 時間以上） 

15 大学教養入門：まとめ 
グループワーク「教養とは何か？」 

事後アンケート 

事前学習：中間発表の下調べ、図書館の探索、ポス

ターの案（1.5 時間以上） 

 

関連科目 摂南大学で開講されている科目のすべて 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 おとなの教養 池上彰 NHK 出版 

2 アドラー性格を変える心理学 岸見一郎 NHK 出版 

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

・授業への取り組み・ディスカッション 15% 

・プレゼン相互評価・グループポスター 15% 

・レポート 15% 

・振り返りシート・個人ポスター・メモ 20% 

・クイズ 15% 

・事前学習シート 15% 

・ファイリング 5% 

 

以上の評価点の合計で 60％以上を合格とする．期末試験は実施しない． 

なお，原則として出席率 80%以上の学生を合格者の対象とする． 

学生への 

メッセージ 

 この科目は摂南大学独自の教養科目です．授業では，すべての学部の学生が，学部・学科の垣根を越えたグループをつくり協働学習を行います．

この授業を履修することで，大学生としてふさわしい教養の基礎と学習方法が身に付き，さらに学部，学科を超えたたくさんの友人をつくること

もできるでしょう． 

担当者の 

研究室等 

【寝屋川キャンパス】 

坂口有芸（７号館５F），加野  佑弥（７号館５F），中澤芽衣（３号館３F），松本恭幸（３号館３F） 

備考 
この科目は，入学式～キックオフセミナーからつながる科目です．教養を身につけながら学習法を身につけることを目指しています．また，学部

や学科を超えた多くの友人を見つけることもできます． 
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科目名 大学教養実践 科目名（英文） Practical Learning of Liberal Arts 

学部 学部共通 学科  

配当年次 １年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 新居 英志.加野 佑弥.坂口 有芸.森 亜貴.米本 涼 

ディプロマポリシー(DP) V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ△,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,J 科：DP1◎,W 科：DP1◎ 

科目ナンバリング V 科・R科・A科・M科・E科・C科：TKY1458a1,L 科：LKY1360a1,D 科・S科：IKY1367a1,J 科：JKY1369a1,W 科：WKY1348a1 

 

授業概要・ 

目的 

 この科目は，チームで協働して読書を行い，プレゼンテーションと対話を通じて，学びを深める形式で学ぶ学部の枠を越えた教養実践科目です．

前期開講の大学教養入門のステップアップの講座としての位置づけです． 

 本科目の目的は，大学生として必要な教養として，文学，社会学や経済学の入門的知識を身につけ，その知識をもとに協働学習により社会課題

の解決を体験します．そして，知識としての教養を実社会での実践にむすびつけることを目指します． 

 

到達目標 

(1)大学生として必要な教養レベルを身につけ，実践的に討議することができている． 

(2)ABD による読書法の基礎（要約，プレゼンテーション，対話）を身に付けている． 

(3)自分が知りたいと思うことのテーマ設定ができる． 

(4)チームワーク能力やリーダーシップを身に付けている． 

(5)わかりやすいプレゼンテーションを行うことができる． 

(6)テーマにそった対話（感想，質疑応答）を行うことができる． 

(7)自主学習の習慣を身に付けている． 

授業方法と 

留意点 

 授業では教養を学ぶ過程で，自ら主体的に，仲間と対話を通して理解を深め，表現するための技術等を修得します．大学生として必要な教養を

身につけ，身につけた教養，知識をもとに，社会課題の解決策を協働学習により検討します．この科目では，これまでの授業とは異なり，教員が

知識を伝えるのではなく、チームの一員として協働学習により自ら知識や考え方を身につけることにあるので，諸君が積極的に参加することが大

切です． 

科目学習の 

効果（資格） 
大学生に必要な教養の知識が身につき,それを元に社会課題について討議できる．ABD や QFT 等の協働学習の方法が身につく． 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 

ガイダンス 

私たちはいま、どこにいるの

か？ 

アイスブレイク 

事前アンケート 

授業のルール 

解説（教科書、ABD とは） 

協働学習（p.18-47：要約，プレゼン，

対話），振り返りシート 

『おとなの教養２』序章を読み，事前学習シートを

作成する。 

2 

私たちはいま、どこにいるの

か？： 

第一章「AI とビッグデータ」 

チーム分け，役割分担，確認試験 

解説（振り返りシート） 

要約・プレゼン・対話の要点を説明 

協働学習（要約，プレゼン，対話） 

振り返りシート 

教科書第一章を読み，事前学習シートを作成する． 

3 

私たちはいま、どこにいるの

か？： 

第二章「キャッシュレス社会

と仮想通貨」 

解説（事前学習シート）、確認試験 

協働学習（要約，プレゼン，対話） 

振り返りシート 

教科書第二章を読み，事前学習シートを作成する． 

4 

私たちはいま、どこにいるの

か？： 

第三章「想像の共同体」 

解説（事前学習シート）、確認試験 

協働学習（要約，プレゼン，対話） 

投票と表彰，振り返りシート 

教科書第三章を読み，事前学習シートを作成する． 

ポスター・プレゼンの準備を行う（2時間程度） 

 

5 

私たちはいま、どこにいるの

か？ 

中間発表 1回目、振り返り 

ポスター作成 

発表・質疑応答，評価 

振り返りシート 

教科書第四章～六章を読み，事前学習シートを作成

する． 

 

事後学習：第１回レポート 

6 

説明力を鍛えるヒント： 

第一章「間違いだらけの数学

観」 

解説，確認試験 

要約・プレゼン・対話の要点を説明協働

学習（要約・プレゼン・対話） 

振り返りシート 

『数学的思考法』第一章を読み，事前学習シートを

作成する． 

7 

説明力を鍛えるヒント： 

第二章「試行錯誤という思考

法」 

QFT（質問づくり） 

協働学習（要約・プレゼン・対話） 

振り返りシート 

教科書第二章を読み，事前学習シートを作成する． 

8 

説明力を鍛えるヒント： 

第三章「数学的思考のヒン

ト」 

解説，確認試験 

要約・プレゼン・対話の要点を説明協働

学習（要約・プレゼン・対話） 

振り返りシート 

教科書第三章を読み，事前学習シートを作成する． 

9 
説明力を鍛えるヒント： 

第四章「論理的な説明の鍵」 

解説，確認試験 

要約・プレゼン・対話の要点を説明協働

学習（要約・プレゼン・対話） 

振り返りシート 

教科書第四章を読み，事前学習シートを作成する． 

10 

説明力を鍛えるヒント 

 

中間発表２回目、振り返り 

ポスター作成 

発表・質疑応答，評価 

振り返りシート 

ポスター・プレゼンの準備を行う（2時間程度） 

 

事後学習：第２回レポート 

11 
教養として文学作品に触れ

る：『星の王子さま』 

解説，確認試験 

要約・プレゼン・対話の要点の説明 

協働学習（要約，プレゼン，対話） 

振り返りシート 

『星の王子さま』1～10 章を読み，事前学習シート

（要約、感想）を作成する（2時間程度） 

12 
教養として文学作品に触れ

る：『星の王子さま』 

解説，確認試験 

要約・プレゼン・対話の要点の説明 

協働学習（要約，プレゼン，対話） 

振り返りシート 

教科書 11～20 章を読み，事前学習シートを作成す

る 

13 
教養として文学作品に触れ

る：『星の王子さま』 

解説，確認試験 

協働学習（要約，プレゼン，対話） 

振り返りシート 

教科書 21～27 章を読み，事前学習シートを作成す

る 

14 
教養として文学作品に触れ

る：『星の王子さま』 

解説，確認試験 

協働学習（要約，プレゼン，対話） 
教科書あとがきを読み，事前学習シートを作成する 
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QFT（中間発表のテーマ出し） 

振り返りシート 

15 

教養として文学作品に触れ

る：中間発表 3回目、振り返

り 

ポスター作成 

発表・質疑応答，評価 

振り返りシート 

事後アンケート 

ポスター・プレゼンの準備を行う（2時間程度） 

 

事後学習：第３回レポート 

 

関連科目 摂南大学で開講されている科目のすべて 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 おとなの教養 2 池上彰 NHK 出版 

2 星の王子さま サン＝テグジュペリ 新潮文庫 

3 数学的思考法―説明力を鍛えるヒント 芳沢 光雄 講談社現代新書 

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

・授業への取り組み 15% 

・プレゼン 15% 

・レポート 20% 

・振り返りシート 15% 

・クイズ 15% 

・事前学習シート 15% 

・ファイリング 5% 

 

以上の評価点の合計で 60％以上を合格とする．期末試験は実施しない． 

なお，成績評価の対象は原則として出席率 80%以上の学生とする． 

学生への 

メッセージ 

 この授業では，すべての学部の学生が，学部・学科の垣根を越えたグループをつくり協働学習を行います．この授業を履修することで，大学生

としてふさわしい教養の基礎，コミュニケーション力，ファシリテーション力，と学習方法が身に付き，さらに学部，学科を超えたたくさんの友

人をつくることもできるでしょう． 

担当者の 

研究室等 

【寝屋川キャンパス】 

坂口有芸(7 号館５F) ，新居英志(7 号館 5F) ，森亜貴(2 号館 2F ラーニングセンター)．加野佑弥（７号館５階），米本研究室（７号館５階） 

備考 

この科目は前期の大学教養入門と同じスタイルの教養を学びながら学習法を身につけることを期待した科目です．また，学部や学科を越えた多く

の友人を見つけてください．この授業は原則的に対面で実施します．やむを得ず、遠隔授業やハイブリッドで実施する場合も顔が見えることを出

席の条件とします． 
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科目名 就職実践基礎 科目名（英文） Practical Math for Employment Exams 

学部 学部共通 学科  

配当年次 ２年 クラス  

単位数 1 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 山岡 亮太 

ディプロマポリシー(DP) V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ△,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,J 科：DP1◎,W 科：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R科・A科・M科・E科・C科：TTO1461a1～TTO1465a1,L 科：LTO1366a1～LTO1370a1,D 科・S科：ITO1371a1～ITO1375a1,J 科：JTO1374a

～1JTO1378a1,W 科：WTO1352a1～WTO1356a1 

 

授業概要・ 

目的 

社会人に必要とされる基礎学力の修得を目指し総合的に学習します。基礎学力の中でも数的能力・言語能力は社会人として仕事をする上で必須の

もので、早めに取り組むことを推奨します。この授業では、数的能力・言語能力を幅広く扱いますが、特に日常生活・仕事での活用頻度が高く、

かつ採用試験での高いハードルとなる「数的能力の強化」をメインに取り組みます。 

講師は広告・出版業界や教育業界での実務経験を持ち、実務で数学を活用してきました。そういった経験も活かして、社会で使える数的能力を身

につけていきます。 

到達目標 
数的能力について、社会人に求められる最低限のレベルに達すること。 

数的思考を活用する必要性や面白さを体感すること。 

授業方法と 

留意点 

基礎数学をメインに学習します。授業は実践形式で、様々な問題にチャレンジした上で解説を聞き理解を深めます。特に苦手な学生は予習・復習

を確実に行い、疑問を残さないよう心がけてください。 

科目学習の 

効果（資格） 
社会で必要とされる数的能力・言語能力を獲得する。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
オリエンテーション・実力テ

スト 
講座の目的・意義の確認、実力テスト 

シラバスを熟読しておくこと(目安：30 分)・実力テ

ストを復習しておくこと(目安：30 分) 

2 数的思考① 
割合の活用① 

方程式立式・割合計算の基礎 

事前にテキストの問題を読んでおくこと・講義で取

り扱った問題の復習 

3 数的思考② 
割合の活用② 

濃度算・仕事算・損益算 

事前にテキストの問題を読んでおくこと・講義で取

り扱った問題の復習 

4 数的思考③ 速度算 
事前にテキストの問題を読んでおくこと・講義で取

り扱った問題の復習 

5 数的思考④ 集合 
事前にテキストの問題を読んでおくこと・講義で取

り扱った問題の復習 

6 数的思考⑤ 場合の数と確率① 
事前にテキストの問題を読んでおくこと・講義で取

り扱った問題の復習 

7 数的思考⑥ 場合の数と確率② 
事前にテキストの問題を読んでおくこと・講義で取

り扱った問題の復習 

8 中間テスト 中間テスト 今まで学習した問題全てを事前に復習 

9 資料解釈① 

言語理解（文章読解） 

表・資料の読み取り① 

基礎問題 

事前にテキストの問題を読んでおくこと・講義で取

り扱った問題の復習 

10 資料解釈② 
表・資料の読み取り② 

応用問題 

事前にテキストの問題を読んでおくこと・講義で取

り扱った問題の復習 

11 資料解釈③ 
表・資料の読み取り③ 

実践問題 

事前にテキストの問題を読んでおくこと・講義で取

り扱った問題の復習 

12 論理推論① 命題・順序・位置関係 
事前にテキストの問題を読んでおくこと・講義で取

り扱った問題の復習 

13 論理推論② 金銭問題・内訳・平均・対応関係 
事前にテキストの問題を読んでおくこと・講義で取

り扱った問題の復習 

14 論理推論③ 濃度と密度・複数選択・整数問題 
事前にテキストの問題を読んでおくこと・講義で取

り扱った問題の復習 

15 総復習 今までの問題の復習 
全ての範囲を事前に勉強しておくこと(目安：2.5

時間) 

 

関連科目 コミュニケーション能力開発、数的能力開発 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 厳選！数学的リテラシー問題集 PS 出版事業部 PS 出版事業部 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
小テスト（30%）、中間テスト（20%）、期末テスト（40%）、SmartSPI（10%） 

学生への 

メッセージ 

数的能力を社会で活かすことができるようになってもらえればと思います。同時に学ぶ楽しさも体感してください。 

また、受講する以上は、講義に集中し、毎回復習して着実に知識・能力を習得していってください。 

担当者の 

研究室等 
寝屋川キャンパス 7 号館 3階 全学教育機構 

備考  



摂南大学シラバス 2024 

科目名 就職実践基礎 科目名（英文） Practical Math for Employment Exams 

学部 学部共通 学科  

配当年次 ２年 クラス  

単位数 1 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 津村 忠.森 亜貴 

ディプロマポリシー(DP) V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ△,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,J 科：DP1◎,W 科：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R科・A科・M科・E科・C科：TTO1461a1～TTO1465a1,L 科：LTO1366a1～LTO1370a1,D 科・S科：ITO1371a1～ITO1375a1,J 科：JTO1374a

～1JTO1378a1,W 科：WTO1352a1～WTO1356a1 

 

授業概要・ 

目的 

社会人に必要とされる基礎学力の修得を目指し総合的に学習します。基礎学力の中でも数的能力・言語能力は社会人として仕事をする上で必須の

もので、早めに取り組むことを推奨します。この授業では、数的能力・言語能力を幅広く扱いますが、特に日常生活・仕事での活用頻度が高く、

かつ採用試験での高いハードルとなる「数的能力の強化」をメインに取り組みます。 

講師は広告・出版業界や教育業界での実務経験を持ち、実務で数学を活用してきました。そういう経験も活かして、社会で使える数的能力を身に

つけていきます。 

到達目標 
数的能力について、社会人に求められる最低限のレベルに達すること。 

数的思考を活用する必要性や面白さを体感すること。 

授業方法と 

留意点 

基礎数学をメインに学習します。授業は実践形式で、様々な問題にチャレンジした上で解説を聴講し理解を深めます。採用試験（SPI や玉手箱等

の総合適性検査）対応力をつけるために、予習・復習を確実に行い疑問を残さないよう心がけてください。 

科目学習の 

効果（資格） 
社会で必要とされる数的能力・言語能力を獲得する。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
オリエンテーション・実力テ

スト 
講座の目的・意義の確認、実力テスト 

シラバスを熟読しておくこと(目安：30 分)・実力テ

ストを復習しておくこと(目安：30 分) 

2 数的思考① 
割合の活用① 

方程式立式・割合計算の基礎 

事前にテキストの問題を読んでおくこと・講義で取

り扱った問題の復習 

3 数的思考② 
割合の活用② 

濃度算・仕事算・損益算 

事前にテキストの問題を読んでおくこと・講義で取

り扱った問題の復習 

4 数的思考③ 速度算 
事前にテキストの問題を読んでおくこと・講義で取

り扱った問題の復習 

5 数的思考④ 集合 
事前にテキストの問題を読んでおくこと・講義で取

り扱った問題の復習 

6 数的思考⑤ 場合の数と確率① 
事前にテキストの問題を読んでおくこと・講義で取

り扱った問題の復習 

7 数的思考⑥ 場合の数と確率② 
事前にテキストの問題を読んでおくこと・講義で取

り扱った問題の復習 

8 中間テスト 中間テスト 今まで学習した問題全てを事前に復習 

9 資料解釈① 

言語理解（文章読解） 

表・資料の読み取り① 

基礎問題 

事前にテキストの問題を読んでおくこと・講義で取

り扱った問題の復習 

10 資料解釈② 
表・資料の読み取り② 

応用問題 

事前にテキストの問題を読んでおくこと・講義で取

り扱った問題の復習 

11 資料解釈③ 
表・資料の読み取り③ 

実践問題 

事前にテキストの問題を読んでおくこと・講義で取

り扱った問題の復習 

12 論理推論① 命題・順序・位置関係 
事前にテキストの問題を読んでおくこと・講義で取

り扱った問題の復習 

13 論理推論② 金銭問題・内訳・平均・対応関係 
事前にテキストの問題を読んでおくこと・講義で取

り扱った問題の復習 

14 論理推論③ 濃度と密度・複数選択・整数問題 
事前にテキストの問題を読んでおくこと・講義で取

り扱った問題の復習 

15 総復習 今までの問題の復習 
全ての範囲を事前に勉強しておくこと(目安：2.5

時間) 

 

関連科目 コミュニケーション能力開発、数的能力開発 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 厳選！数学的リテラシー問題集 PS 出版事業部 PS 出版事業部 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
小テスト（30%）、中間テスト（20%）、期末テスト（40%）、SmartSPI（10%） 

学生への 

メッセージ 

数的能力を社会で活かすことができるようになってもらえればと思います。同時に学ぶ楽しさも体感してください。 

また、受講する以上は、講義に集中し、毎回復習して着実に知識・能力を習得していってください。 

担当者の 

研究室等 
寝屋川キャンパス 7 号館 3階 全学教育機構 

備考  



摂南大学シラバス 2024 

科目名 就職実践基礎 科目名（英文） Practical Math for Employment Exams 

学部 学部共通 学科  

配当年次 ２年 クラス  

単位数 1 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 津村 忠 

ディプロマポリシー(DP) V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ△,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,J 科：DP1◎,W 科：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R科・A科・M科・E科・C科：TTO1461a1～TTO1465a1,L 科：LTO1366a1～LTO1370a1,D 科・S科：ITO1371a1～ITO1375a1,J 科：JTO1374a

～1JTO1378a1,W 科：WTO1352a1～WTO1356a1 

 

授業概要・ 

目的 

社会人に必要とされる基礎学力の修得を目指し総合的に学習します。基礎学力の中でも数的能力・言語能力は社会人として仕事をする上で必須の

もので、早めに取り組むことを推奨します。この授業では、数的能力・言語能力を幅広く扱いますが、特に日常生活・仕事での活用頻度が高く、

かつ採用試験での高いハードルとなる「数的能力の強化」をメインに取り組みます。 

講師は広告・出版業界や教育業界での実務経験を持ち、実務で数学を活用してきました。そういう経験も活かして、社会で使える数的能力を身に

つけていきます。 

到達目標 
数的能力について、社会人に求められる最低限のレベルに達すること。 

数的思考を活用する必要性や面白さを体感すること。 

授業方法と 

留意点 

基礎数学をメインに学習します。授業は実践形式で、様々な問題にチャレンジした上で解説を聴講し理解を深めます。採用試験（SPI や玉手箱等

の総合適性検査）対応力をつけるために、予習・復習を確実に行い疑問を残さないよう心がけてください。 

科目学習の 

効果（資格） 
社会で必要とされる数的能力・言語能力を獲得する。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
オリエンテーション・実力テ

スト 
講座の目的・意義の確認、実力テスト 

シラバスを熟読しておくこと(目安：30 分)・実力テ

ストを復習しておくこと(目安：30 分) 

2 数的思考① 
割合の活用① 

方程式立式・割合計算の基礎 

事前にテキストの問題を読んでおくこと・講義で取

り扱った問題の復習 

3 数的思考② 
割合の活用② 

濃度算・仕事算・損益算 

事前にテキストの問題を読んでおくこと・講義で取

り扱った問題の復習 

4 数的思考③ 速度算 
事前にテキストの問題を読んでおくこと・講義で取

り扱った問題の復習 

5 数的思考④ 集合 
事前にテキストの問題を読んでおくこと・講義で取

り扱った問題の復習 

6 数的思考⑤ 場合の数と確率① 
事前にテキストの問題を読んでおくこと・講義で取

り扱った問題の復習 

7 数的思考⑥ 場合の数と確率② 
事前にテキストの問題を読んでおくこと・講義で取

り扱った問題の復習 

8 中間テスト 中間テスト 今まで学習した問題全てを事前に復習 

9 資料解釈① 

言語理解（文章読解） 

表・資料の読み取り① 

基礎問題 

事前にテキストの問題を読んでおくこと・講義で取

り扱った問題の復習 

10 資料解釈② 
表・資料の読み取り② 

応用問題 

事前にテキストの問題を読んでおくこと・講義で取

り扱った問題の復習 

11 資料解釈③ 
表・資料の読み取り③ 

実践問題 

事前にテキストの問題を読んでおくこと・講義で取

り扱った問題の復習 

12 論理推論① 命題・順序・位置関係 
事前にテキストの問題を読んでおくこと・講義で取

り扱った問題の復習 

13 論理推論② 金銭問題・内訳・平均・対応関係 
事前にテキストの問題を読んでおくこと・講義で取

り扱った問題の復習 

14 論理推論③ 濃度と密度・複数選択・整数問題 
事前にテキストの問題を読んでおくこと・講義で取

り扱った問題の復習 

15 総復習 今までの問題の復習 
全ての範囲を事前に勉強しておくこと(目安：2.5

時間) 

 

関連科目 コミュニケーション能力開発、数的能力開発 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 厳選！数学的リテラシー問題集 PS 出版事業部 PS 出版事業部 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
小テスト（30%）、中間テスト（20%）、期末テスト（40%）、SmartSPI（10%） 

学生への 

メッセージ 

数的能力を社会で活かすことができるようになってもらえればと思います。同時に学ぶ楽しさも体感してください。 

また、受講する以上は、講義に集中し、毎回復習して着実に知識・能力を習得していってください。 

担当者の 

研究室等 
寝屋川キャンパス 7 号館 3階 全学教育機構 

備考  
 



 

摂南大学シラバス 2024 

科目名 簿記入門 科目名（英文） Introduction to Bookkeeping 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 １年 クラス  

単位数 4 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 呉 重和 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎,DP2◎ 

科目ナンバリング IDS1004a0 

 
授業概要・ 

目的 

簿記とは，企業活動を一定のルールにもとづいて帳簿に記録する技術であり，この記録技術によって財務諸表とよばれる報告書が作成される。

したがって，簿記を学習すると，企業がおこなうさまざまな活動を理解し、企業の報告書を分析することができる。 

到達目標 

① 財務諸表を作成する技術である複式簿記を用いて企業がおこなう取引を帳簿に記録できる。 

② 取引の発生から報告まで企業活動の全体像が理解できる。（DP2：経営諸科学に関する基礎知識） 

③ 他の会計関連科目の関連性が理解でき，会計に対する理解を深める。（DP2：経営諸科学に関する基礎知識） 

授業方法と 

留意点 

原則対面授業を実施するが，オンライン授業ツールである Moodle と Teams を利用する。 

・ 講義レジュメ→Moodle から事前入手（講義時持参すること） 

・   講義スライド→Moodle から事後閲覧（講義後、必要に応じて活用） 

・ 小テスト→Teams の該当講義日チャンネルで実施 

≫ Moodle（https://moodle2.setsunan.ac.jp/moodle/） 

 →コース→摂南大学→寝屋川キャンパス→経営学部→2024 年度簿記入門（呉）を検索し， 

 →登録キー（2024）で自己登録 

≫ Teams コード（講義内で案内）で参加 

 

☆ 病気や体調不良による欠席届は、必ず１か月以内に、診断書とともに、対面で提出してください。 

☆ 学生証による出席確認ができなかった出席訂正は、講義日当日分のみ授業内で申し出てください。 

科目学習の 

効果（資格） 
日本商工会議所簿記検定、公認会計士試験、税理士試験を受験するためには必要不可欠な科目である。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 基礎編：複式簿記 講義概要、簿記の目的、複式簿記 
事前：教科書の予習(30 分)。 

事後：小テスト(20 分)、テキストの練習問題(20 分)。 

2 
基礎編：貸借対照表と損

益計算書 
帳簿と財務諸表 

事前：教科書の予習(30 分)。 

事後：小テスト(20 分)、テキストの練習問題(20 分)。 

3 基礎編：取引と仕訳① 取引と仕訳 
事前：教科書の予習(30 分)。 

事後：小テスト(20 分)、テキストの練習問題(20 分)。 

4 基礎編：取引と仕訳② 仕訳と財務諸表 
事前：教科書の予習(30 分)。 

事後：小テスト(20 分)、テキストの練習問題(20 分)。 

5 基礎編：転記① 仕訳と総勘定元帳 
事前：教科書の予習(30 分)。 

事後：小テスト(20 分)、テキストの練習問題(20 分)。 

6 基礎編：転記② 総勘定元帳と財務諸表 
事前：教科書の予習(30 分)。 

事後：小テスト(20 分)、テキストの練習問題(20 分)。 

7 基礎編：試算表 試算表とその役割 
事前：教科書の予習(30 分)。 

事後：小テスト(20 分)、テキストの練習問題(20 分)。 

8 基礎編：決算① 決算手続と損益勘定 
事前：教科書の予習(30 分)。 

事後：小テスト(20 分)、テキストの練習問題(20 分)。 

9 基礎編：決算② 決算手続と次期繰越 
事前：教科書の予習(30 分)。 

事後：小テスト(20 分)、テキストの練習問題(20 分)。 

10 応用編：現金と預金① 現金と現金過不足 
事前：教科書の予習(30 分)。 

事後：小テスト(20 分)、テキストの練習問題(20 分)。 

11 応用編：現金と預金② 当座預金と当座借越、小口現金 
事前：教科書の予習(30 分)。 

事後：小テスト(20 分)、テキストの練習問題(20 分)。 

12 応用編：三分法 三分法と売上原価 
事前：教科書の予習(30 分)。 

事後：小テスト(20 分)、テキストの練習問題(20 分)。 

13 応用編：返品と値引き 返品と値引き、諸掛り 
事前：教科書の予習(30 分)。 

事後：小テスト(20 分)、テキストの練習問題(20 分)。 

14 応用編：商品有高帳① 先入先出法 

事前：教科書の該当箇所を読んでおく(30 分)。 

事後：小テストを解く(20 分)、テキストの練習問題を

解く(20 分)。 

15 応用編：商品有高帳② 移動平均法 
事前：教科書の予習(30 分)。 

事後：小テスト(20 分)、テキストの練習問題(20 分)。 

16 応用編：貸倒 貸倒損失と貸倒引当金 
事前：教科書の予習(30 分)。 

事後：小テスト(20 分)、テキストの練習問題(20 分)。 

17 応用編：手形 約束手形の振出と受取 
事前：教科書の予習(30 分)。 

事後：小テスト(20 分)、テキストの練習問題(20 分)。 

18 
応用編：手形記入帳と電

子記録債権 
手形記入帳と仕訳、電子記録債権と債務 

事前：教科書の予習(30 分)。 

事後：小テスト(20 分)、テキストの練習問題(20 分)。 

19 
応用編：その他の債権と

債務① 
債権の取得と債務の発生 

事前：教科書の予習(30 分)。 

事後：小テスト(20 分)、テキストの練習問題(20 分)。 

20 
応用編：その他の債権と

債務② 
債権の消失と債務の消滅 

事前：教科書の予習(30 分)。 

事後：小テスト(20 分)、テキストの練習問題(20 分)。 

21 応用編：固定資産① 固定資産の取得と売却 
事前：教科書の予習(30 分)。 

事後：小テスト(20 分)、テキストの練習問題(20 分)。 

22 応用編：固定資産② 固定資産の減価償却 
事前：教科書の予習(30 分)。 

事後：小テスト(20 分)、テキストの練習問題(20 分)。 

23 応用編：固定資産③ 固定資産の期中取得と売却 
事前：教科書の予習(30 分)。 

事後：小テスト(20 分)、テキストの練習問題(20 分)。 

24 応用編：営業費と税金 法人税法等、消費税、法定福利費 
事前：教科書の予習(30 分)。 

事後：小テスト(20 分)、テキストの練習問題(20 分)。 

25 
応用編：費用収益の見越

し 
未収収益と未払費用 

事前：教科書の予習(30 分)。 

事後：小テスト(20 分)、テキストの練習問題(20 分)。 
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26 
応用編：費用収益の繰り

延べ 
前払費用と前受収益 

事前：教科書の予習(30 分)。 

事後：小テスト(20 分)、テキストの練習問題(20 分)。 

27 応用編：精算表① 6 桁精算表 
事前：教科書の予習(30 分)。 

事後：小テスト(20 分)、テキストの練習問題(20 分)。 

28 総合編：精算表② 決算整理事項 
事前：教科書の予習(30 分)。 

事後：小テスト(20 分)、テキストの練習問題(20 分)。 

29 総合編：精算表③ 8 桁精算表 
事前：教科書の予習(30 分)。 

事後：小テスト(20 分)、テキストの練習問題(20 分)。 

30 まとめ 簿記の一巡のまとめ 
事前：教科書の試算表、精算表の問題(60 分)。 

事後：間違えた問題を再度解答(30 分) 

 

関連科目 財務諸表論入門、財務会計論、管理会計論等。 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 最新段階式 日商簿記検定問題集 3 級 三訂版 渡辺正直 ほか 実教出版 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 初級簿記の知識 山浦久司・大倉学 日経文庫 

2 会計学入門 桜井久勝 日経文庫 

3 決算書からすらすらわかる財務 3表一体理解法 國貞克則 朝日新書 

 

評価方法 

（基準） 

小テスト 30%＋学期末試験 70%＝100%で評価する。 

・ 小テストはほぼ毎回 Teams より実施 

・ 期末試験は対面で実施予定 

学生への 

メッセージ 

簿記は，帳簿に取引を記録する「技術」である。極めて簡単な仕組み（足し算と引き算のみ）であるが、慣れるまで記帳する練習が必要であ

る。以下の学習方法を意識し練習することが望ましい。 

・ 事前に講義内容に関連するテキストの内容を「一読」する。 

・ 配布資料を活用し，「復習」する。テキストの問題を解いてみる。 

・ 毎回の講義は関連性が高く，「欠席」することは学習効果を下げることに注意する。 

・ わからないことはわかるまで「質問」する。 

・ 「電卓」を持参・利用する。 

担当者の 

研究室等 
11 号館 7階(呉研究室) 

備考 質問は、①講義内で質問、②Teams の質問チャネルで質問、③メールで質問、を活用してください。 
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科目名 インターンシップ 科目名（英文） Internship 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 通年 授業担当者 石井 三恵.加野 佑弥 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング ICA3354a1 

 
授業概要・ 

目的 

インターンシップの目的は、実際の仕事現場の一員として業務を担当させていただくことで社会人の方々がどのような考え方で働かれている

のか、特に社会における仕事の役割、仕事の成果、仕事に対する責任と充実感を肌で感じることである。 

到達目標 
インターンシップ先での実習参加の機会を最大限に活用し、自分や社会をより理解し、将来の選択肢や可能性について主体的に考えることが

できる。講義での学び、経験を通じて、職業観を涵養し、それを他者に伝えることができる。 

授業方法と 

留意点 

「事前学修→インターンシップ実習→事後学修」という流れで実施するので、必ず日程を確認しておくこと。 

実習中は、大学の代表、そして実習先の一員としての意識を持って参加すること。 

事前学修・事後学修はすべてスーツ着用のこと。 

受講態度や規則等を著しく逸脱し、注意しても改善が見られない場合は、実習参加を許可しない場合もあることを理解しておく。 

Covid-19 の影響により、実習が中止になることもある。 

科目学習の 

効果（資格） 
就職活動や将来を考えるうえでの貴重な出会いや気づきを得ることができる。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 

直前学修① 

６月２２日（土） ３限

目（予定） 

・インターンシップの心構え 

・今後のスケジュールの確認 

＊スーツ着用のこと 

・事前学習：社会人を意識したスーツ着用し、身だし

なみを自分なりに整えてくること(１時間) 

2 

直前学修② 

６月２２日（土） ４限

目（予定） 

・報告書の書き方、注意点/マナー 

・身だしなみの最終確認 

・グループワークとプレゼンテーション 

・事前学習：マナーについて考えること(0.5 時間) 

・事後学修：講義の内容を振り返ること(0.5 時間) 

3 インターンシップ実習 ・夏季休暇中に１０日間以上（原則） 

・事前学修：実習先からの指示がある場合はそれに沿

うこと 

・事後学修：実習中は毎日日誌をつけ、実習内容を振

り返ること(1.5 時間) 

4 インターンシップ実習 ・夏季休暇中に１０日間以上（原則） 

・事前学修：実習先からの指示がある場合はそれに沿

うこと 

・事後学修：実習中は毎日日誌をつけ、実習内容を振

り返ること(1.5 時間) 

5 インターンシップ実習 ・夏季休暇中に１０日間以上（原則） 

・事前学修：実習先からの指示がある場合はそれに沿

うこと 

・事後学修：実習中は毎日日誌をつけ、実習内容を振

り返ること(1.5 時間) 

6 インターンシップ実習 ・夏季休暇中に１０日間以上（原則） 

・事前学修：実習先からの指示がある場合はそれに沿

うこと 

・事後学修：実習中は毎日日誌をつけ、実習内容を振

り返ること(1.5 時間) 

7 インターンシップ実習 ・夏季休暇中に１０日間以上（原則） 

・事前学修：実習先からの指示がある場合はそれに沿

うこと 

・事後学修：実習中は毎日日誌をつけ、実習内容を振

り返ること(1.5 時間) 

8 インターンシップ実習 ・夏季休暇中に１０日間以上（原則） 

・事前学修：実習先からの指示がある場合はそれに沿

うこと 

・事後学修：実習中は毎日日誌をつけ、実習内容を振

り返ること(1.5 時間) 

9 
体験報告書の作成・提

出・指導 

・報告書提出/ゼミ教員 

・インターンシップ担当教員における報

告書のチェックと指導 

（担当教員への提出と教務課へ電子デー

タを提出） 

・事後学修：事前学修②の通りに報告書を作成するが、

提出前に必ず推敲を行い、提出期限を厳守すること(２

時間) 

10 

事後学修① 

９月 1４日（土） ３限

目（予定） 

・体験報告会に向けたプレゼン指導及び

個人発表 

・事前学修：個人発表用のレジュメを準備し、プレゼ

ンテーションができるように練習し、準備すること 

(1.5 時間) 

11 

事後学修② 

９月 1４日（土） ４限

目（予定） 

・体験報告会に向けたプレゼン指導及び

個人発表 

・事前学修：個人発表用のレジュメを準備し、プレゼ

ンテーションができるように練習し、準備すること

(1.5 時間) 

12 

事後学修③ 

９月２８日（土） ３限

目（予定） 

・体験報告会に向けたプレゼン指導及び

個人発表 

・事前学習：代表者はスライドを作成し、プレゼンテ

ーションの準備をすること(1.5 時間) 

・事後学修：聴講者は他者の発表を振り返ること(1.5

時間) 

13 

事後学修④ 

９月２８日（土） ４限

目（予定） 

・体験報告会に向けたプレゼン指導及び

個人発表 

・事前学修：代表者はスライドを作成し、プレゼンテ

ーションの準備をすること(1.5 時間) 

・事後学修：聴講者は他者の発表を振り返ること(1.5

時間) 

14 

事後学修⑤ 

１０月５日（土） ３限

目（予定） 

・インターンシップを振り返る 

（実習記録簿の提出） 
・事前学習：実習記録簿を見直してくること(１時間) 

15 

事後学修⑥ 

１０月５日（土） ４限

目（予定） 

・インターンシップを振り返る 
・事後学修：インターンシップの講義の全体を振り返

ること(１時間) 

16    

17    

18    
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19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

 

関連科目 インターンシップⅠ 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

企業による報告書（20％）、体験報告書など提出物（40％）、発表を含む授業態度（投げかける質問に対する発言、呼応状態、積極性、グルー

プワークの参加姿勢など）（40％）を総合的に評価する。 

学生への 

メッセージ 
 

担当者の 

研究室等 

石井研究室（７号館５階） 

加野研究室（７号館５階） 

備考 

教科書・・・必要に応じてレジュメを配布する。 

参考書・・・必要に応じて推薦図書を提示する。 

 

なお、振り返りの課題（体験報告書、報告プレゼンテーションのためのスライド作成など）は 3時間以上かけて仕上げること。 

事前事後学修に出席する際は、必ずスーツを着用すること。 
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科目名 商業科教育法 科目名（英文） Business Education Method 

学部 学部共通 学科 教職科目 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 4 履修区分 選択必修科目 

学期 通年 授業担当者 澤井 宏幸 

ディプロマポリシー(DP)  

科目ナンバリング  

 

授業概要・ 

目的 

  前期は、高等学校の商業教育全般についての理論・制度・実践を学びます。中心的なテーマのひとつは、高等学校教育の多様性と商業高

校の教育課程の特徴について理解すること。いまひとつは、現代の経済社会が求めている職業能力や経営リテラシーを明らかにし、それを獲

得するためのビジネス教育の内容や方法について理解することです。 

  後期は、受講生全員が学習指導案を作成した上で模擬授業を行います。模擬授業において生徒役の学生は授業を受けながら、同時に評価

者として評価シートを記入し、授業終了後、履修者全員で良かった点と改善すべき点を合評することによって、授業展開の適否について考え

ます。この過程を通じて、授業者は教育実習の心構えや資質・能力が形成されるとともに、生徒役の学生は授業の観察眼を養い、自らの授業

展開に役立てることができます。 

到達目標 

 ①商業科教員としての基本的かつ幅広い知識を習得する。 

 ②学習指導計画の立案ならびに模擬授業を行い、実践的な能力を体得する。 

 ③ビジネス教育のあり方について考え、将来の方向性について理解を深める。 

授業方法と 

留意点 

 前期は、商業教育の目的、商業教育の歴史、教育課程の変遷、現行学習指導要領における教科･科目の構造について学びます。 

 後期は、高等学校学習指導要領に基づき、高等学校における商業教育について、その目的や内容、指導計画の作成、指導方法について理解

を深め、実践力を身につけることによって、商業科教員としての資質を養います。 

科目学習の 

効果（資格） 

 本講座は、高等学校教職員免許状「商業」を取得するための必修科目です。商業高校では、様々な分野の専門科目(ビジネス基礎・マーケテ

ィング・簿記・情報処理・総合実践など）を担当する可能性があり、そのための基本的な知識・技能を習得することができます。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
前期のガイダンス「授業

の進め方」 
授業の進め方及び自己申告表の記入  

2 
学習指導要領の総則と

カリキュラムデザイン 

学習指導要領総則、教育課程について、

特色ある教育課程とは 
〔事後〕ミニッツペーパの作成(200 分) 

3 
商業高校の課題と先進

的商業高校の事例 

商業高校が抱える課題と先進的な商業高

校の事例について 
〔事後〕課題レポートの作成(240 分) 

4 
経営学部・商学部の教育

との接続 

高大接続を受けて、経営学部・商学部は

何を学ぶところか 
〔事後〕課題レポートの作成(240 分) 

5 
経営リテラシーの構造

的理解 
ビジネス教育と経営リテラシーについて 〔事後〕ミニッツペーパーの作成(200 分) 

6 
職業能力の育成と構成

要素 

学校教育の「生きる力」、大学での「基礎

的職業能力」、社会人の「職業能力」とは 
〔事後〕課題レポートの作成(240 分) 

7 教科「商業」 
学習指導要領、教科の分野構成と学習内

容について 
〔事後〕課題レポートの作成(240 分) 

8 
商業教育を支える研究

団体 

商業教育を支える研究団体と事業内容、

資格取得と検定試験について 
〔事後〕ミニッツペーパーの作成(200 分) 

9 授業づくりの基礎(1) 教科書の内容の分析と活用 〔事後〕課題レポートの作成(240 分) 

10 授業づくりの基礎(2) 教材開発・資料活用の着眼点と方法 〔事後〕ミニッツペーパーの作成(200 分) 

11 授業づくりの基礎(3) ICT を活用する教材づくり 〔事後〕ミニッツペーパーの作成(180 分) 

12 
学習指導案の作成と検

討 

カリキュラム・単元・指導計画の吟味と

学習指導案の確認 
〔事後〕学習指導案の作成(240 分) 

13 
学習指導案の作成と授

業の実際(1) 
指導案の作成の意義付けと授業後の検討 〔事後〕学習指導案の作成(240 分) 

14 
学習指導案の作成と授

業の実際(2) 
授業の展開での板書・説明と発問 〔事後〕ミニッツペーパーの作成(200 分) 

15 前期のまとめ 
前期の講義を振り返り、商業教育につい

てそれぞれのレポートを作成 
 

16 
ガイダンス「模擬授業演

習の進め方」 

後期の授業の進め方及び模擬授業の進め

方 
〔事後〕課題レポートの作成(240 分) 

17 総合的科目 「課題研究」「総合実践」の教育の進め方 〔事後〕課題レポートの作成(240 分) 

18 基礎的科目 基礎的科目の教育の進め方 
〔事後〕「ビジネス基礎」模擬授業のための学習指導案

の作成(240 分) 

19 基礎的科目 
(1)「ビジネス基礎」の模擬授業 

(2)評価表の作成 
〔事後〕ミニッツペーパーの作成(200 分) 

20 ビジネス情報分野 ビジネス情報分野の教育の進め方 
〔事後〕「情報処理」模擬授業のための学習指導案の作

成(240 分) 

21 ビジネス情報分野 
(1)「情報処理」の模擬授業 

(2)評価表の作成 
〔事後〕ミニッツペーパーの作成(200 分) 

22 会計分野 会計分野の教育の進め方 
〔事後〕「簿記」模擬授業のための学習指導案の作成

(240 分) 

23 会計分野 
(1)「簿記」の模擬授業 

(2)評価表の作成 
〔事後〕ミニッツペーパーの作成(200 分) 

24 ビジネス経済分野 ビジネス経済分野の教育の進め方 
〔事後〕「ビジネス法規」模擬授業のための学習指導案

の作成(240 分) 

25 ビジネス経済分野 
(1)「ビジネス法規」の模擬授業 

(2)評価表の作成 
〔事後〕ミニッツペーパーの作成(200 分) 

26 マーケティング分野 マーケティング分野の教育の進め方 
〔事後〕「マーケティング」模擬授業のための学習指導

案の作成(240 分) 

27 マーケティング分野 
(1)マーケティング」の模擬授業 

(2)評価表の作成 
〔事後〕ミニッツペーパーの作成(200 分) 

28 ４分野からの選択 

ビジネス情報分野、会計分野、ビジネス

経済分野、マーケティング分野から１分

野を選択して模擬授業を行う準備 

〔事後〕模擬授業のための学習指導案の作成(240 分) 

29 ４分野からの選択 (1)模擬授業 〔事後〕ミニッツペーパーの作成(200 分) 
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(2)評価表の作成 

30 後期のまとめ 
商業科教育法を学んで感じたこと、 

及び自身が描く教員像について発表する 

上記事後学習課題に要する時間も含め，総授業外学習

時間は 120 時間である 

 

関連科目 

 大学の経営学部や経営情報学部で学ぶ専門科目は、商業科の専門科目として活かせる魅力があります。 

 簿記、会計、原価計算、管理会計、情報処理、電子商取引、経営学、経済学、マーケティング、民法、会社法、ベンチャービジネス論など、

幅広く履修しておくことが大切です。 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 高等学校学習指導要領解説 商業編 最新版 文部科学省 実教出版 

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
課題レポート・ミニッツペーパー５０％ 、 授業への参加度（学習意欲、事前学習、発表等） ５０％とし、 総合的に判断して評価する。 

学生への 

メッセージ 

 商業科教員採用試験では、日本商工会議所簿記検定２級程度の問題が出題されるので、在学中の取得を目指して欲しい。また、新聞やイン

ターネットの政治・経済や教育に関する記事を日頃から読み、社会の変化に興味・関心を持ち、幅広いビジネスに関する知識を有する商業科

教員を目指そう。 

担当者の 

研究室等 
全学教育機構 

備考 質問等はメール等で対応する。 
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科目名 情報科教育法 科目名（英文） Instruction Method for Information and Communication Science 

学部 学部共通 学科 教職科目 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 4 履修区分 選択必修科目 

学期 通年 授業担当者 小林 正樹 

ディプロマポリシー(DP)  

科目ナンバリング  

 

授業概要・ 

目的 

高等学校普通教科「情報」の教員免許を取得するために必修となる講義である。「情報科」成立の経緯および教科内容について理解し，情報教

育のあり方について，学習目標、指導方法、評価方法などの視点から考え，担当教員に必要となる基礎的知識や資質を養う。また，指導案の

作成，模擬授業の実施を通して，授業を展開できる能力を身につけることを目指す。 

到達目標 

教科「情報」の教育目標や位置づけについて知り，教員に求められる幅広い知識を身につけるとともに教育指導技術の向上を図る。また，教

科「情報」の授業を行う上で必要となる技能について，授業研究，教材設計，指導計画の作成を通して身につける。さらに，ディスカッショ

ンや模擬授業などを通し，て実践的な指導方法を修得する。 

授業方法と 

留意点 

テキストおよび配付資料を中心に，スライドを使って説明を行う。教員免許に関する科目であり，意見交換を行いながら学習指導案，学習教

材などを作成するため，主体的・積極的な受講を求める。 

なお受講生の状況により，弱点を徹底的に補うため，進度の変更を行うことがあることを留意されたし。 

科目学習の 

効果（資格） 

教科「情報」の免許科目 

【免許法施行規則に定める科目区分】 

科目区分：教科及び教科の指導法に関する科目 

各科目に含めることが必要な事項：各教科の指導法（情報機器及び教材の活用を含む。） 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 イントロダクション 
授業の進め方、情報技術の進展と情報教

育の役割 

配付資料および教科書の該当箇所を読んでおく（150

分） 

次回の内容を確認する（90 分） 

2 情報教育の意義と役割 
情報教育の実践と教育の情報化、共通教

科情報科と専門教科情報科について 

配付資料および教科書の該当箇所を読んでおく（150

分） 

次回の内容を確認する（90 分） 

3 共通教科情報科の構成 
共通必履修科目「情報Ⅰ」と選択科目「情

報Ⅱ」の内容構成 

配付資料および教科書の該当箇所を読んでおく（150

分） 

次回の内容を確認する（90 分） 

4 
共通必履修科目「情報

Ⅰ」の内容 
「情報Ⅰ」で何を学ぶか、教育方法 

配付資料および教科書の該当箇所を読んでおく（150

分） 

次回の内容を確認する（90 分） 

5 
共通必履修科目「情報

Ⅰ」の学習内容（１） 
情報社会の問題解決の学習内容 

情報社会の問題解決について調べまとめる（150 分） 

配付資料および教科書の該当箇所を読んでおく（90

分） 

6 
共通必履修科目「情報

Ⅰ」の学習内容（２） 

コミュニケーションと情報デザインの学

習内容 

コミュニケーションと情報デザインについて調べまと

める（150 分） 

配付資料および教科書の該当箇所を読んでおく（90

分） 

7 
共通必履修科目「情報

Ⅰ」の学習内容（３） 

コンピュータとプログラミングの学習内

容 

コンピュータとプログラミングについて調べまとめる

（150 分） 

配付資料および教科書の該当箇所を読んでおく（90

分） 

8 
共通必履修科目「情報

Ⅰ」の学習内容（４） 

情報通信ネットワークとデータの活用の

学習内容 

情報通信ネットワークとデータの活用について調べま

とめる（150 分） 

配付資料および教科書の該当箇所を読んでおく（90

分） 

9 
情報教育の指導方法

（１） 

年間指導計画書の作成、学習目標の明確

化 

年間指導計画の作成、学習目標の明確化についてまと

める（150 分） 

配付資料および教科書の該当箇所を読んでおく（90

分） 

10 
情報教育の指導方法

（２） 
課題分析の方法、進め方 

課題分析の方法についてまとめる（150 分） 

配付資料および教科書の該当箇所を読んでおく（90

分） 

11 
情報教育の指導方法

（３） 
評価の目的と対象、評価対象の具体化 

評価の目的と対象についてまとめる（150 分） 

配付資料および教科書の該当箇所を読んでおく（90

分） 

12 
情報教育の指導方法

（４） 
学習課題に応じた評価方法の種類と特徴 

学習課題に応じた評価方法についてまとめる（150 分） 

配付資料および教科書の該当箇所を読んでおく（90

分） 

13 模擬授業：情報Ⅰ（１） 学習目標の明確化、学習指導案の書き方 

学習目標の明確化、学習指導案の作成をする（150 分） 

配付資料および教科書の該当箇所を読んでおく（90

分） 

14 模擬授業：情報Ⅰ（２） 教材研究の方法、授業分析 

模擬授業の準備をする（150 分） 

教材研究、授業分析を行う（90 分） 

配付資料および教科書の該当箇所を読んでおく（60

分） 

15 
前期のまとめと学力診

断テスト 
前半の振り返り、確認テストと解説 前半の内容を整理する（180 分） 

16 
選択科目「情報Ⅱ」の内

容 
「情報Ⅱ」で何を学ぶか、教育方法 

配付資料および教科書の該当箇所を読んでおく（150

分） 

次回の内容を確認する（90 分） 

17 
選択科目「情報Ⅱ」の学

習内容（１） 
情報社会の進展と情報技術の学習内容 

情報社会の進展と情報技術について調べまとめる（150

分） 

配付資料および教科書の該当箇所を読んでおく（90

分） 
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18 
選択科目「情報Ⅱ」の学

習内容（２） 

コミュニケーションとコンテンツの学習

内容 

コミュニケーションとコンテンツについて調べまとめ

る（150 分） 

配付資料および教科書の該当箇所を読んでおく（90

分） 

19 
選択科目「情報Ⅱ」の学

習内容（３） 
情報とデータサイエンスの学習内容 

情報とデータサイエンスについて調べまとめる（150

分） 

配付資料および教科書の該当箇所を読んでおく（90

分） 

20 
選択科目「情報Ⅱ」の学

習内容（４） 

情報システムとプログラミングの学習内

容 

情報システムとプログラミングについて調べまとめる

（150 分） 

配付資料および教科書の該当箇所を読んでおく（90

分） 

21 
選択科目「情報Ⅱ」の学

習内容（５） 

情報と情報技術を活用した問題発見・解

決の探求の学習内容 

情報と情報技術を活用した問題発見・解決の探求につ

いて調べまとめる（150 分） 

配付資料および教科書の該当箇所を読んでおく（90

分） 

22 模擬授業：情報Ⅱ（１） 学習目標の明確化、学習指導案の作成 

学習目標の明確化、学習指導案の作成をする（150 分） 

配付資料および教科書の該当箇所を読んでおく（90

分） 

23 模擬授業：情報Ⅱ（２） 教材研究、授業分析 

模擬授業の準備をする（150 分） 

教材研究、授業分析を行う（90 分） 

配付資料および教科書の該当箇所を読んでおく（60

分） 

24 模擬授業の展開（１） 
学習目標の明確化、学習指導案の作成、

教材研究 

学習目標の明確化、学習指導案の作成をする（150 分） 

教材研究を行う（90 分） 

25 模擬授業の展開（２） 相互評価、模擬授業の振り返り 

模擬授業の振り返りをする（150 分） 

配付資料および教科書の該当箇所を読んでおく（90

分） 

26 専門教科情報科の構成 
専門教科情報科の内容構成、教育方法、

共通教科情報科との差異 

配付資料および教科書の該当箇所を読んでおく（150

分） 

次回の内容を確認する（90 分） 

27 
魅力ある授業の展開

（１） 

学習意欲を高める方法、内発的動機付け

と外発的動機付け 

配付資料および教科書の該当箇所を読んでおく（150

分） 

次回の内容を確認する（90 分） 

28 
魅力ある授業の展開

（２） 

学習者の協同と活動、ワークショップと

プロジェクト学習 

配付資料および教科書の該当箇所を読んでおく（150

分） 

次回の内容を確認する（90 分） 

29 
魅力ある授業の展開

（３） 

ICT 活用の実際、授業の記録・分析の方

法 

配付資料および教科書の該当箇所を読んでおく（150

分） 

次回の内容を確認する（90 分） 

30 
全体のまとめと学力診

断テスト 

全体の振り返り、確認テストと解説、こ

れからの教師に求められる授業力 
後半の内容を整理する（180 分） 

 

関連科目 情報関連科目全般 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 

1 情Ｉ706 図説情報Ｉ 監修：渡辺美智子 実教出版 

2 情 I706 図説情報Ｉ 学習ノート 実教出版編修部 実教出版 

3 
高等学校学習指導要領（平成３０年告示）解説 情

報編 
文部科学省 開隆堂出版 

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 

ICT 活用指導力アップ！教育の情報化-教員になるた

めの情報教育入門- 
監修： 梅田恭子、齋藤ひとみ 実教出版 

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

学習指導案などの成果物等（50%），学力診断テスト（40%），授業への取組姿勢（10%）をもとに総合的に評価 

演習が中心となるため，継続的な授業への出席が必要です。 

学生への 

メッセージ 
学習者に対して授業を行うためには，周到な準備が必要になります。目的意識を持ち積極的に授業に出席して下さい。 

担当者の 

研究室等 
11 号館 8階（小林研究室） 

備考 必要に応じて資料を配布します。 
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科目名 職業指導 科目名（英文） Vocational Guidance 

学部 学部共通 学科 教職科目 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 4 履修区分 必修科目 

学期 通年 授業担当者 水野 武 

ディプロマポリシー(DP)  

科目ナンバリング  

 

授業概要・ 

目的 

職業教育や進路指導においては、職業構造や職種・業種内容について学んだり資格取得や技能訓練などを促進したりするばかりでなく、社会

や産業構造の変化の中で自分はいかに生きていくかという「生き方の設計」について学ぶことが重要です。本科目を通して学生は、キャリア

教育の理論と実践について理解を深めるとともに、経済社会・産業界の変化と職業指導に与える影響などについて知見を広め、「生き方の設計」

の指導者としての資質能力の基礎を身につけます。 

到達目標 職業教育の理論、面談する際の技法への理解を深めることを講義の目標とします。 

授業方法と 

留意点 

講義と受講生による報告・討議を織り交ぜて進めます。 

講義では都度課題を提示し、その内容を元に受講者間で話し合いを行って頂きます。 

尚、遅刻等は厳禁です。 

科目学習の 

効果（資格） 
工業科における職業指導に関する基礎知識が身に付く 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 オリエンテーション 
・授業概要の説明、職業の定義、職業指

導の概念整理 

事前学習：本科目のシラバスを熟読すること（１時間）。 

事後学習：年間の学びの計画を立てること（３時間） 

2 職業指導の基礎理論 
・職業指導における基本的な考え方、手

法 

事前学習：職業指導及びキャリアの基礎理論について

調べておくこと（２時間） 

事後学習：職業指導に関する資料を熟読すること（２

時間）。 

3 職業指導の歴史① 
・アメリカ・ヨーロッパを中心に職業指

導の経緯を知る 

事前学習：欧米の職業指導に関して調査すること（３

時間）。 

事後学習：講義の内容を振り返ること（１時間） 

4 日本の産業構造の変化 ・日本の産業、雇用事情の変化を知る 

事前学習：日本の産業の変遷について市調べておくこ

と（３時間）。 

事後学習：講義内容を振り返ること（１時間） 

5 職業指導の歴史② ・日本の戦後の教育改革について 

事前学習：日本の戦後の教育改革について調べておく

こと（２時間）。 

事後学習：配布資料を熟読し、講義内容を振り返るこ

と(2 時間) 

6 日本型雇用と職業指導 
・日本における雇用システムの変容と職

業指導の関わり 

事前学習：日本型雇用について発表資料を作成するこ

と（３時間）。 

事後学習：発表及びディスカッションの内容を振り返

ること（１時間） 

7 新規高卒就職システム ・新規高卒労働市場の変容と現状 

事前学習：高卒労働市場に関して調べておくこと（２

時間）。 

事後学習：講義内容を振り返ること（２時間） 

8 
高等学校における職業

指導 

・各種学校における職業指導の在り方に

ついて 

事前学習：高校の職業指導の事例について調査・発表

資料を作成すること（３時間） 

事後学習：講義内容を振り返ること（１時間） 

9 
「労働すること」を考え

る 
・仕事をすることの意義を考える 

事前学習：仕事をする意味について意見をまとめてお

くこと（２時間） 

事後学習：自らの労働観について考えること（２時間）。 

10 職業指導の領域 

・学校、家庭、地域コミュニティ、公的

機関等職業指導がなされる「場」につい

て考える 

事前学習：職業指導領域に関する資料を事前に熟読す

ること（２時間）。 

事後学習：講義内容を振り返ること（２時間） 

11 
キャリア教育の基礎理

論① 

・キャリアデザインにおける基礎理論を

知る 

事前学習：自己について考えておくこと（２時間） 

事後学習：キャリアデザイン理論についての資料を熟

読すること（２時間）。 

12 
キャリア教育の基礎理

論② 

・キャリアデザインにおける基礎理論を

知る 

事前学習：児童・生徒の発達について考えてくこと（３

時間） 

事後学習：キャリアデザイン理論についての資料を熟

読すること（１時間）。 

13 授業内容立案 
・高校生向けの職業指導・キャリア教育

に関する授業内容を立案する 

事前学習：高校でのキャリア教育の事例について調べ

ておくこと（１時間） 

事後学習：模擬授業の準備をすること（３時間）。 

14 模擬授業① 
・講義 13 で立案した内容で模擬授業を実

施 

事前学習：模擬授業の準備をすること（２時間）。 

事後学習：他者及び自らの発表内容を振り返ること（２

時間） 

15 講義の振り返り 
・講義の振り返り、前期の中間レポート

の提出 

事前学習：前期のレポートを作成すること（３時間）。 

事後学習：講義全体を振り返ること（１時間） 

16 オリエンテーション ・後期授業概要の説明 

事前学習：本科目のシラバスを再度熟読すること（１

時間）。 

事後学習：後期の学習計画を立てること（３時間） 

17 商業教育と職業指導 ・商業高校における職業指導について 

事前学習：商業高校の職業指導事例に関すして調査す

ること（２時間）。 

事後学習：講義の内容を振り返ること（２時間） 

18 工業教育と職業指導 ・工業高校における職業指導について 

事前学習：工業高校の職業指導事例に関すして調査す

ること（２時間）。 

事後学習：講義の内容を振り返ること（２時間） 

19 普通科高校と職業指導 ・普通科高校における職業指導について 

事前学習：普通課高校の職業指導事例に関すして調査

すること（２時間）。 

事後学習：講義の内容を振り返ること（２時間） 
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20 
フリーターとニートに

ついて 

・グループ（またはペア）でフリーター・

ニート対策を考える 

事前学習：フリーター・ニート問題に関して調査し、

ディスカッションできるよう準備すること（２時間）。 

事後学習：講義内容を振り返ること（２時間） 

21 
職業指導・キャリア教育

の実例 
・地方も含めた職業指導の事例紹介 

事前学習：発表の準備をすること（２時間）。 

事後学習：他者及び自らの発表の内容を振り返ること

（２時間） 

22 
キャリアデザインとは

何か 
・キャリアデザインとは何かを考える 

事前学習：自らの人生の節目について考えること（２

時間）。 

事前学習：講義内容を振り返ること（２時間） 

23 

高校生の就業力につい

て 

職業適性とは何か 

・新規高卒者が求められる就業力につい

て 

・職業適性、各種アセスメントについて 

事前学習：大卒と高卒の就職システムの違いについて

調査すること（２時間） 

事後学習：自らの適性の活かし方を考えること（２時

間）。 

24 
人権教育としての職業

指導 

・職業指導の国際基準、ハンディキャッ

プがある生徒への職業指導 

事前学習：ILO の提唱する「人間らしい働き方」につ

いて調査すること（２時間） 

事後学習：配布資料を精読すること（２時間）。 

25 未来の働き方を考える 
・日本の課題、それにより想像される未

来においての働き方を考える 

事前学習：AI による仕事の代替可能性について調査す

ること（２時間） 

事後学習：講義内容を振り返ること（２時間）。 

26 
就業力向上企画を立案

① 

・高校生の就業力向上のための企画・授

業を考える 

事前学習：発表の準備をすること（３時間）。 

事後学習：他者及び自らの発表内容を振り返ること（１

時間） 

27 
就業力向上企画を立案

② 
・２６回目で考えた内容を発表する 

事前学習：発表の準備をすること（３時間）。 

事後学習：他者及び自らの発表内容を振り返ること（１

時間） 

28 
キャリアカウンセリン

グ理論① 

・自己概念・環境との相互作用・学習理

論からのアプローチ 

事前学習：キャリアカウンセリングとは何かについて

調べておくこと（２時間） 

事後学習：講義の内容について振り返ること（１時間） 

29 
キャリアカウンセリン

グ理論② 
・カウンセリングマインドを知る 

事前学習：キャリアカウンセリングとは何かについて

調べておくこと（１時間） 

事後学習：講義の内容について振り返ること（２時間） 

30 まとめ/講義の振り返り 
・提出物の確認、授業内容に関する質疑

応答 

事前学習：期末レポートを作成すること（４時間）。 

事後学習：講義全体を振り返ること（２時間） 

 

関連科目 教職科目全般。特に「生徒指導論」に関連する事柄を含みます。また「特別活動論」にも近接します。 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

講義内での課題、提出物、レポート、授業への積極的参加、レポートの提出状況およびその内容も加味して、成績を判定します。 

平常点(30%)、授業課題(10%)、中間レポート(30%)、期末レポート(30%) 

学生への 

メッセージ 

「職業指導」について学ぶとともに、自らの勤労観・職業観を養い、経済社会・産業界の状況に対応して自らの進路を切り開いていってくだ

さい。特に後期は就職活動と並行しての受講となるので、自らの経験と照らし合わせながら、高校生に対する指導について考えてみてくださ

い。 

なお、講義は担当者の人材業界での業務・及び起業経験に基づいたお話も交えて進行します。 

担当者の 

研究室等 
水野講師室（７号館３階） 

備考  
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科目名 演習Ⅰ 科目名（英文） Seminar I 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 4 履修区分 必修科目 

学期 通年 授業担当者 堀井 千夏 

ディプロマポリシー(DP) DP3◎,DP4◎,DP5◎ 

科目ナンバリング IDS2056a0 

 
授業概要・ 

目的 

経営分野で活用する情報技術をテーマとした演習を行っていく。情報化社会で活躍するために必要な情報活用能力や技術を習得することが目

的である。演習 Iでは、その基礎となる技術や知識を学んでいく。 

到達目標 卒業研究に向けて、その土台となる技術や知識を習得する（DP５）。 

授業方法と 

留意点 

ICT を活用しながらゼミ形式の授業を実施し、グループ討論を交えながら課題についての資料収集や分析、発表などを行う。資料はホームペ

ージを通じて PDF ファイルで随時配布する。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

経営分野における情報技術をテーマとして演習課題を与え、取り組んだ結果を議論する。主な授業内容は以下である。 

 

 (1) 情報化社会におけるインターネットの活用技術 

 (2) ネットビジネスを取り巻く情報技術の基礎知識 

 (3) 効果的なプレゼンテーション方法 

 

加えて、情報処理分野に関連する不正防止のための研究倫理についても併せて取り上げ、指導・教育する。 

 

[事前学習] 

 各回の指定教材を予め通読のうえ、要点を整理しておくこと（各 30 分）。 

 

[事後学習] 

 当該演習終了後、自らの考えをまとめておき、発表およびレポートの作成に備えること（各 1時間）。 

関連科目 専門演習 II、卒業研究 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
平常点（課題の提出、発表）により総合的に評価する。 

学生への 

メッセージ 
特に予備知識は必要としないが、理解に必要なことは授業で順を追って説明するので、毎回出席を心掛けて欲しい。 

担当者の 

研究室等 
11 号館 8階 堀井教授室 

備考  
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科目名 演習Ⅱ 科目名（英文） Seminar II 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 4 履修区分 必修科目 

学期 通年 授業担当者 堀井 千夏 

ディプロマポリシー(DP) DP3◎,DP4◎,DP5◎ 

科目ナンバリング IDS3057a0 

 
授業概要・ 

目的 

経営分野で活用する情報技術をテーマとした演習を行っていく。情報化社会で活躍するために必要な情報活用能力や技術を実践的に習得する

ことが目的である。演習 II では、演習 Iを土台として、さまざまな最新のテーマについて知識や技術を学んでいく。 

到達目標 卒業研究に向けて、その土台となる技術や知識を習得する（DP５）。 

授業方法と 

留意点 

ICT を活用しながらゼミ形式の授業を実施し、グループ討論を交えながら課題についての資料収集や分析、発表などを行う。資料はホームペ

ージを通じて PDF ファイルで随時配布する。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

経営分野における情報技術をテーマとして演習課題を与え、取り組んだ結果を議論する。主な授業内容は以下である。 

 

 (1) ネットビジネスのプランニングと試作システム 

 (2) インターネットと WEB 統合技術 

 (3) 実践的なプレゼンテーション方法 

 

加えて、情報処理分野に関連する不正防止のための研究倫理についても併せて取り上げ、指導・教育する。 

 

[事前学習] 

 各回の指定教材を予め通読のうえ、要点を整理しておくこと（各 30 分）。 

 

[事後学習] 

 当該演習終了後、自らの考えをまとめておき、発表およびレポートの作成に備えること（各 1時間）。 

関連科目 演習 I、卒業研究 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
平常点（課題の提出、発表）により総合的に評価する。 

学生への 

メッセージ 
特に予備知識は必要としないが、理解に必要なことは授業で順を追って説明するので、毎回出席を心掛けてほしい。 

担当者の 

研究室等 
11 号館 8階 堀井教授室 

備考  
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科目名 演習Ⅱ 科目名（英文） Seminar II 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 4 履修区分 必修科目 

学期 通年 授業担当者 久保 貞也 

ディプロマポリシー(DP) DP3◎,DP4◎,DP5◎ 

科目ナンバリング IDS3057a0 

 

授業概要・ 

目的 

ゼミでは、研究活動を通じて、実践力の高い情報技術と専門知識の修得、グループでの取組みによる人間力の向上、ならびに、課題設定から

問題解決へとつなげる統合力の養成を目指す。また、総合的な研究・教育を目指すために、自治体、地元企業、団体などと積極的に交流を行

い、活動の場を広げる。 

演習 II の前半では、正確な文章の書き方、公正なデータの扱い方、および、表現について実習形式で学ぶ。 

後半は、研究テーマに関する調査や課題設定、および、その解決策の検討や実習を行い、協調作業の重要性や研究活動の意義を学ぶ。 

作業計画を立てて、進捗を管理し、状況に応じて調整しながら目標を達成する実践的活動も行う。 

日頃から経営や情報に関する情報収集に努め、ディスカッションでの発言を増やすことが重要である。 

 

 

SDGs-4,8,9,11,12 

到達目標 

演習 II での目標は以下のとおりです。 

（１）正確な意見表明ができる文章能力の修得 

（２）社会貢献を意識した課題の設定 

（３）研究倫理の必要性の理解 

DP5 

授業方法と 

留意点 

地域での実践や外部の評価を受けることを念頭に置いて、調査活動や製作活動を行う。また、活動の内容を正確に伝えるための文章力やプレ

ゼンテーション能力の充実を図る。 

卒業研究のテーマにつなげる学習を展開し、専門科目への興味を高めることも目的に含まれる。 

なお、大学構内での対面授業が困難な場合は、課題提供型授業とオンライン型授業（一方向・双方向）などを組み合わせて実施する。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

演習 II では、卒業研究で取り扱うテーマを選定したり、実践的な課題に挑戦するための技術的な学習のためにグループによる輪読やプログラ

ミング実習、および、発表を行う。研究の技術を身に付けた上で、卒業研究を遂行するために必要となる専門知識の修得を目指す。個人、グ

ループにわかれて、卒業研究のテーマを選定し、研究の背景・意義・計画について、発表、議論を行う。加えて、当該分野に関連する不正防

止のための研究倫理についても併せて取り上げ、教育・指導する。 

関連科目  

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

演習中の発表内容、議論での積極性と内容を中心に評価する。 

発表内容や活動内容 70％、その他 30％ 

学生への 

メッセージ 

ゼミでの活動においては、知識、技術、そして、心を鍛えていきます。自らが「経営情報」の最先端で学んでいる者として誇りを持って、課

題に挑んでください。 

担当者の 

研究室等 
久保准教授室（11号館 7階） 

備考  
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科目名 演習Ⅱ 科目名（英文） Seminar II 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 4 履修区分 必修科目 

学期 通年 授業担当者 武居 奈緒子 

ディプロマポリシー(DP) DP3◎,DP4◎,DP5◎ 

科目ナンバリング IDS3057a0 

 

授業概要・ 

目的 

マーケティングについて、理論面と実態面の両側面から理解を深めることを目的とする。２回生で習得した専門用語、概念をさらに深化させ

ていくとともに、実態分析にも力をそそいでいく。全体連絡は、teams で行います。要件がある場合、緊急の場合は、武居の携帯電話に連絡

して下さい。 

到達目標 
研究倫理を遵守し、マーケティング・流通に関する問題に関心を示し、ゼミメンバーでお互いにコミュニケーションを図る等の協働関係を構

築し、問題解決に向けて、主体的に取り組む意欲にあふれ、積極的な態度を身につけることができる。（DP５） 

授業方法と 

留意点 
対面授業 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

マーケティングの知識を深めたり、企業の成功要因について分析します。ケーススタディのアプローチ。 

ゼミで与えられた課題には、真摯に取り組むように。加えて、当該分野に関連する不正防止のための研究倫理についても併せて取り上げ、教

育・指導する。 

関連科目  

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 ケースに学ぶマーケティング 青木幸弘編 有斐閣 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
レポート（80％）、授業への取り組み（20％） 

学生への 

メッセージ 
毎日、ポータルサイト、teams、ホームページをチェックするようにしましょう。 

担当者の 

研究室等 
１１号館８階 武居教授室 

備考  
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科目名 演習Ⅱ 科目名（英文） Seminar II 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 4 履修区分 必修科目 

学期 通年 授業担当者 針尾 大嗣 

ディプロマポリシー(DP) DP3◎,DP4◎,DP5◎ 

科目ナンバリング IDS3057a0 

 

授業概要・ 

目的 

企業のメディア戦略の目的・課題理解及び顧客データ活用に必要な基本的知識及びフレームワークを身につけることを目的として、主に以下

の２つの内容について学ぶ。 

１．消費者行動・心理情報の分析モデル 

２．消費者行動・心理データの分析方法 

到達目標 
研究倫理を遵守し､企業を取り巻く情報環境に関わる経営問題に関心を寄せ、ゼミの一員として互いの立場を尊重し積極的に他者との協働関係

を築き、その問題の解決に主体的に取り組む意欲や態度を身につけることができる。（DP５） 

授業方法と 

留意点 

【すすめ方】 

・グループワークによる資料作成、発表が中心 

・他学年ゼミ生を含めた合同演習（年 2回予定）とゼミ合宿を実施し、ゼミ学生間の交流を深めながら、研究・学習の質を高めていく。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

主に以下の内容に取り組む。 

＜前期＞ 

1 回：イントロダクション（演習 2前期の進め方） 

2 回：アクイジションとリテンション（班分け、文献紹介） 

3-5 回：メディア戦略論（IT マーケティング、タッチポイント、顧客体験） 

6-7 回：顧客行動分析の方法（文献学習） 

8-9 回：顧客行動分析（カスタマージャーニーマップを用いた分析） 

11-12 回：発表準備（発表資料作成） 

13-14 回：発表（プレゼンテーション） 

15 回：まとめ（総括、ゼミ合宿の準備） 

 

＜後期＞ 

1 回：イントロダクション（演習 2後期の進め方） 

2 回：顧客データの扱い（班分け、文献紹介） 

3-5 回：回帰分析、判別分析（１） 

6 回：発表 

7-9 回：クラスター分析、数量化理論三類（２） 

10 回：発表 

11-13 回：因子分析（３） 

14 回：発表 

15 回：まとめ（総括、ゼミ合宿の準備） 

 

加えて、当該分野に関連する不正防止のための研究倫理についても併せて取り上げ、教育・指導する。 

関連科目  

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
出席状況、参加姿勢（発言，資料準備）、提出物 

学生への 

メッセージ 
 

担当者の 

研究室等 
11 号館 7階 針尾教授室 

備考 
【学生へのメッセージ】 

グループワークが中心ですので、時間や約束事をしっかり守って誠実に取り組んでください。 



摂南大学シラバス 2024 

科目名 演習Ⅱ 科目名（英文） Seminar II 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 4 履修区分 必修科目 

学期 通年 授業担当者 鶴坂 貴恵 

ディプロマポリシー(DP) DP3◎,DP4◎,DP5◎ 

科目ナンバリング IDS3057a0 

 

授業概要・ 

目的 

 マーケティングのゼミである． 

 マーケティングの基礎的知識をしっかりと身に着けることが大切であり、その定着を目指す。 

 そのために、フィールドワークを行い、課題発見、解決方法の策定、実行などに取り組んでもらい、マーケティングの知識の不足部分を補

ってもらう。 

 これらを通じて、知的専門職業人として活躍するために必要なマーケティング的な視点で事象をとらえることができることを目的とする。 

 さらに学生自らが主体的にゼミを運営することでポジティブな姿勢を身に着けることを目的とする。 

 まちづくりの実践や中小企業の経営革新等の支援を行ってきた担当者により、課題解決にむけた実践的な指導を行う。 

到達目標 

 ①フィールドワークを通じて、知的専門職業人として活躍するために必要なマーケティングの知識を応用できる。（DP５） 

 ②チームで活動することで、自分の役割を認識し果たすことで、チームの成果を最大化する力が身に付く。（DP５） 

 ③コミュニケーション能力と情報・データの活用を通した表現力の向上を図り、主体性を身に付ける。（DP５） 

 ④下の学年のゼミ生をとりまとめ、リーダーシップを発揮できる。（DP５） 

授業方法と 

留意点 
マーケティング関連の講義を行いながらグループワークを実施する。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

[授業テーマ]  

 マーケティング論の定着と応用 

 

[内容]  

 ゼミとしてのチームビルディングを行い、相互理解や自己理解・他者への配慮の大切さを学ぶ。 

 グループごとの作業を通じ、チームで目的を達成することの実際を体験し、その重要性を学ぶ。 

 マーケティングの知識を課題を通じて活用していく。 

 フィールドワークを通じて、マーケティング課題の把握と解決策の構築等を行う。 

 当該分野に関連する不正防止のための研究倫理についても併せて取り上げ、教育・指導する。 

関連科目 マーケティング関連科目 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
平常の取組姿勢、学習状況，報告内容，レポートなどにより総合的に評価する． 

学生への 

メッセージ 

 基本チームで動きますので、欠席をするとほかのメンバーに迷惑がかかります。そのためには必ずゼミやゼミで取り組むことには参加をし

てください。 

 ゼミ学習を有効なものにするのもしないのも、本人次第です。受け身ではなく、主体的にゼミに参画することで学ぶことの楽しさを知って

ほしいと思います。 

 さらにチームのなかのひとりに負担が偏らないように、他者への配慮を忘れず自分の役割を果たすことを心掛けてください。 

 これらができないと、ゼミ自体の運営に支障をきたしますので、自覚の上、授業を受けてください。 

担当者の 

研究室等 
１１号館７階 鶴坂教授室 

備考  



摂南大学シラバス 2024 

科目名 演習Ⅱ 科目名（英文） Seminar II 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 4 履修区分 必修科目 

学期 通年 授業担当者 牧野 幸志 

ディプロマポリシー(DP) DP3◎,DP4◎,DP5◎ 

科目ナンバリング IDS3057a0 

 

授業概要・ 

目的 

牧野(幸)ゼミは経営に関する心理を学ぶゼミである。演習Ⅱでは，社会科学の研究手法と経営心理の専門知識を身につける。文献の内容をま

とめて，発表しながら，討論を行う。経営に関する消費者心理，マーケティングにおける心理的効果などの基礎を学ぶことを目的とする。 

SDGs-3, 4, 8, 9, 10, 12 

到達目標 

演習Ⅱでは自分でテーマを決め，文献を購読し，科学的考察の意味を理解できるようになることができることを目標とする。その後，実際に

心理学の手法と専門知識を習得することを目標とする。 

問題発見能力や分析力を身につける。計画性を養う。また、知的専門職業人として活躍するための前提となるコミュニケーション能力と情報・

データの活用を通した表現力を身につける。 

 研究倫理を遵守し､心理学、消費者行動を中心とした経営・経済問題に関心を寄せ、ゼミの一員として互いの立場を尊重し積極的に他者との

協働関係を築き、その問題の解決に主体的に取り組む意欲や態度を身につけることができる。（DP５） 

授業方法と 

留意点 

2024 年度は、基本的に対面授業を行う。 

演習Ⅱでは，各自が興味のある分野の文献を選び、発表し、ディスカッションを行う。演習の方法は，毎回担当者が PP による資料を作成し，

プレゼンテーションを行い、他の学生とディベートを行う。後期は専門書の内容をまとめてプレゼンテーションとディベート、グループワー

クを行う。グループワークや反転授業などのアクティブ・ラーニングを積極的に行う。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

授業テーマ・内容：経営における心理の専門知識と消費者心理の手法の実践 

方法：各自文献を購読し，その内容をまとめてプレゼンテーションを行う。科学的な研究手法についても学ぶ。 

事前学習課題：授業の下調べおよび学生同士のディスカッションをしておくこと(1 時間) 

事後学習課題：授業終了時に示す課題についてレポートを作成すること(1 時間) 

さらに，経営学，心理学分野に関連する不正防止のための研究倫理の習得にも引き続き務める。 

関連科目 「市場調査入門」，「消費者心理学」などを受けていることが望ましい。 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

演習Ⅱは、遅刻、欠席せずに出席することを評価対象の最低条件とする。演習中の発表(50％)，授業への積極的参加度(30％)，事前事後学習

課題(20％)の評価などで総合的に判断する。ディスカッション、グループワーク、反転授業などのアクティブ・ラーニングを行います。遅刻、

欠席は減点の対象となります。 

学生への 

メッセージ 
演習Ⅱには必ず遅刻せずに，出席し，自主的・主体的に発言すること(オンラインを含む)。 

担当者の 

研究室等 
11 号館 7階 牧野(幸)准教授室 

備考 

牧野(幸)ゼミは経営学部で心理学を学ぶゼミである。プレゼンテーションを行うことが多いため，Word, Excel, PowerPoint などの技術を習

得する。何よりも人としての心理を大切にするゼミであるので，“時間を守る，約束を守る，授業中私語をしない，寝ない，不必要なときにス

マホを触らない”など人としての最低限のマナーは必ず守ること。 

授業内で課された課題に対しては，その後のゼミの中で評価・解説を行い，フィードバックをする。 



摂南大学シラバス 2024 

科目名 演習Ⅱ 科目名（英文） Seminar II 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 4 履修区分 必修科目 

学期 通年 授業担当者 樋口 友紀 

ディプロマポリシー(DP) DP3◎,DP4◎,DP5◎ 

科目ナンバリング IDS3057a0 

 

授業概要・ 

目的 

本ゼミでは、マーケティングや、マーケティングに関連する各種データの分析手法などを扱います。 

前期には、演習Ⅰで習得したマーケティングやデータ分析に関する知識を元に、実際にデータを利用して分析を行いながら、知見を得る訓練

を積んでゆきます。 

また、後期には各自卒業論文のテーマを決定し、それに基づいた学習およびデータの収集・分析を行います。 

その他、学生の希望によりテーマなどを選択し、適宜扱います。 

到達目標 

１．４年生時の卒業論文作成を見据え、必要となるであろうマーケティングに関する情報の収集・分析の能力を習得する。 

２．多変量解析手法について学習し、手法や結果の解釈に関する知識を企業社会における問題解決に適応する、問題解決力を身につける。 

３．情報・データの活用を通した適切な表現力を身につけるとともに、その知識について発表の機会を設けることで、主体的に学習に取り組

む意欲や態度を養う。（DP５） 

４．学生同士でのグループワークや教員とのディスカッションを通して、コミュニケーション能力を向上させる。 

授業方法と 

留意点 

適宜、ゼミ生による学習結果のまとめや卒業論文進捗について発表、演習を実施します。そのため、出来る限り欠席は避けるようにしてくだ

さい。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

本ゼミでは、マーケティングや、マーケティングに関連する各種データの分析手法などを扱います。 

演習Ⅱでは、演習Ⅰにて習得した知識を基に、各種の多変量解析手法を習得します。前半では、パソコン演習を通してデータ分析方法を学び、

実際にデータを使って分析を行います。また、後半からは各自卒業論文のテーマを選定し、その構成を詰めながら必要なデータを収集してゆ

きます。 

随時ゼミ生中心にまとめや発表を行いますので、欠席を避け、発表などゼミ内で課した課題は必ず行うようにしてください。 

また、研究に関連する不正防止のための研究倫理について引き続き指導します。不正防止のための研究倫理の指針・ガイドライン等を十分理

解した上で、研究活動に取り組んでください。 

関連科目  

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
課題や発表の内容、授業態度などにより総合的に判断します。 

学生への 

メッセージ 
 

担当者の 

研究室等 
１１号館８階 樋口研究室 

備考  



摂南大学シラバス 2024 

科目名 演習Ⅱ 科目名（英文） Seminar II 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 4 履修区分 必修科目 

学期 通年 授業担当者 橋本 はる美 

ディプロマポリシー(DP) DP3◎,DP4◎,DP5◎ 

科目ナンバリング IDS3057a0 

 

授業概要・ 

目的 

エクセルを使ったデータの分析とテキストマイニングによる分析について学習する。インターネット上のデータを用いて、データの分析やア

ンケートデータの分析を行い、レポートを作成する。また、関連する文献や論文について調査をし、卒業研究に繋げるテーマを見つける。レ

ポート作成における不正防止のための研究倫理について学習する。 

到達目標 
教育現場や社会の情報通信技術の利活用を理解し、情報社会の諸問題について関心を寄せ、グループディスカッションできる。Excel でのデ

ータ処理、データの分析を通して、パソコンを使って発信することができる。（DP５） 

授業方法と 

留意点 

授業は、パソコンを使った演習形式で行う。学習した内容やデータの分析結果等について発表する機会とグループでディスカッションする機

会を持つ。遅刻や欠席は授業進行に影響するため、避けてください。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

エクセルによるデータの分析と演習 

テキストマイニングによるデータの分析と演習 

関連する論文・文献の検索と整理 

レポート作成のための構成検討 

発表資料の作成 

発表とディスカッション 

レポート作成における不正防止のための研究倫理 

 

 

（事前・事後学習） 

授業時間中にできなかった内容については授業外の時間を使って完成する 

発表の場合は、事前に発表の練習をする 

関連科目 専門演習Ⅰ（演習Ⅰ） 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
課題の提出（50%）、授業中の発表、授業の取り組み姿勢（50%）を総合して評価する。 

学生への 

メッセージ 
真面目に積極的に取り組んでください。 

担当者の 

研究室等 
11 号館 8階（橋本研究室） 

備考  



摂南大学シラバス 2024 

科目名 卒業研究 科目名（英文） Senior Thesis 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ４年 クラス  

単位数 4 履修区分 必修科目 

学期 通年集中 授業担当者 堀井 千夏 

ディプロマポリシー(DP) DP3◎,DP4◎,DP5◎ 

科目ナンバリング IDS4058a0 

 

授業概要・ 

目的 

経営分野における情報技術をテーマとして取り組んできた演習 Iおよび演習 II の内容を踏まえて、卒業研究では、情報化社会の実モデルを研

究テーマとして一つ取り上げ、このテーマを題材に情報収集(サーベイ)や問題解決の演習を行っていく。最終的にはこの結果を卒業論文とし

てまとめ、プレゼンテーションやディスカッションの場を利用して情報発信能力を高めていく 

到達目標 

１．研究倫理を遵守し､情報と経営を中心とした問題に関心を寄せ、この問題の解決に主体的に取り組む意欲や態度を身につけることができる。 

２．情報・データの収集・分析ができるようになる。 

３．論理的思考を通して問題を発見し、その問題を解決できるようになる。 

４．コミュニケーション能力の向上ならびに多面的視点に基づき情報・データを活用した表現ができるようになる。 

（DP３、DP４、DP５、DP６） 

授業方法と 

留意点 

ICT を活用しながらゼミ形式の授業を行う。卒業論文の作成と就職活動について個別に指導していく。不正防止のための研究倫理を十分に踏

まえた上で卒業論文を作成すること。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

演習 Iおよび演習 II で取り組んだ問題をさらに専門的な視点から解析する。この結果を卒業論文としてまとめる。また、卒業論文の内容を卒

業研究報告会で発表する。卒業論文作成に当たっては、不正防止のための研究倫理についても併せて取り上げ、指導・教育する。 

 

[事前学習] 

 毎回必要となる知識の習得に努め、卒業論文の完成に向けて要点を整理しておくこと（各 30 分）。 

 

[事後学習] 

 研究の進捗内容をまとめておき、卒業論文の作成に備えること（各 1時間）。 

関連科目 演習 I、演習 II 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

卒業論文(80%)および卒論発表(20%)の内容により総合的に評価する。ただし、卒業論文は経営学部のルーブリックに基づいて評価する。また、

卒業論文について中間提出に間に合わない者、担当教員の添削を受けない者については適宜減点する。 

学生への 

メッセージ 
卒業研究は卒業要件に関係するため、卒業論文の制作や提出に遅れが生じないように注意すること。 

担当者の 

研究室等 
11 号館 8階 堀井教授室 

備考  



摂南大学シラバス 2024 

科目名 卒業研究 科目名（英文） Senior Thesis 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ４年 クラス  

単位数 4 履修区分 必修科目 

学期 通年集中 授業担当者 久保 貞也 

ディプロマポリシー(DP) DP3◎,DP4◎,DP5◎ 

科目ナンバリング IDS4058a0 

 

授業概要・ 

目的 

ゼミでは、研究活動を通じて、実践力の高い情報技術と専門知識の修得、グループでの取組みによる人間力の向上、ならびに、課題設定から

問題解決へとつなげる統合力の養成を目指す。また、総合的な研究・教育を目指すために、自治体、地元企業、団体などと積極的に交流を行

い、活動の場を広げる。 

卒業研究において、大学４年間で学んだ知識や技術に裏付けられた主張を示し、研究論文、または、卒業制作としてまとめる。 

ゼミでは、研究という最高の知的活動を通じて、人としての成長を遂げることを目的としている。 

 

 

 

 

SDGs-3,4,5,7,8,9,11,12 

到達目標 

卒業研究においては以下の到達目標を設定する。 

（１）研究テーマに対する説明責任を果たす 

（２）QCD を意識したプロジェクト管理を行える 

（３）研究倫理を十分に理解した研究活動を実施できる 

（４）文章構成を意識したライティングが行える 

（５）エビデンスに基づいた議論のためのデータ収集が行える 

DP3，4，5，6 

授業方法と 

留意点 
適宜、全員進捗状況を報告する。中間報告、経過報告での議論とブラッシュアップを重視すること。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

大学における学びの集大成として、卒業研究もしくは卒業制作をおこなう。専門演習 I・専門演習 II を通じて身に付けた専門知識を体系化し、

自らが定めたテーマに関して研究を進める。研究、制作の成果は、卒業研究発表会において報告し、卒業研究論文を作成する。なお、卒業論

文の作成にあたって配慮すべき不正防止のための研究倫理を改めて指導する。ゼミ生は修得した不正防止のための研究倫理を十分に踏まえて

卒業論文を作成すること。 

関連科目  

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

卒業研究論文の内容（中間報告、発表会、報告書のすべてを満たしていることが条件） 

研究内容 70％、ルーブリックによる評価 10％、その他 20％ 

学生への 

メッセージ 

ゼミでの活動においては、知識、技術、そして、心を鍛えていきます。自らが「経営情報」の最先端で学んでいる者として誇りを持って、課

題に挑んでください。 

担当者の 

研究室等 
久保准教授室（11号館 7階） 

備考  



摂南大学シラバス 2024 

科目名 卒業研究 科目名（英文） Senior Thesis 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ４年 クラス  

単位数 4 履修区分 必修科目 

学期 通年集中 授業担当者 武居 奈緒子 

ディプロマポリシー(DP) DP3◎,DP4◎,DP5◎ 

科目ナンバリング IDS4058a0 

 
授業概要・ 

目的 

４年間の集大成である卒業論文を作成していくことを目的とします。 

全体連絡は、teams で行います。要件がある場合、緊急の場合は、武居の携帯電話に連絡して下さい。 

到達目標 

研究倫理を遵守し、マーケティング・流通に関する問題に関心を示し、ゼミメンバーでお互いにコミュニケーションを図る等の協働関係を構

築し、問題解決に向けて、主体的に取り組む意欲にあふれ、積極的な態度を身につけることができる。（DP５） 

情報収集や分析ができ、論理的な思考を通して、問題を発見する能力を身につけることができる（ＤＰ３） 

問題について、多面的な視点から判断して、計画立案、計画実行、実践し、問題解決できるようになる。（ＤＰ４） 

コミュニケーション能力を身につけ、情報やデータの活用による表現ができるようになる。（ＤＰ６） 

授業方法と 

留意点 
対面授業 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

卒業論文を作成し、提出するまでについて指導します。なお、卒業論文の作成にあたって配慮すべき不正防止のための研究倫理を改めて指導

する。ゼミ生は修得した不正防止のための研究倫理を十分に踏まえて卒業論文を作成すること。 

関連科目  

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
学部のルーブリック評価にしたがって、総合的に判断する。 

学生への 

メッセージ 
毎日、ポータルサイト、teams、ホームページをチェックするようにしましょう。 

担当者の 

研究室等 
１１号館８階 武居教授室 

備考  



摂南大学シラバス 2024 

科目名 卒業研究 科目名（英文） Senior Thesis 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ４年 クラス  

単位数 4 履修区分 必修科目 

学期 通年集中 授業担当者 針尾 大嗣 

ディプロマポリシー(DP) DP3◎,DP4◎,DP5◎ 

科目ナンバリング IDS4058a0 

 

授業概要・ 

目的 

以下に関連する卒業研究テーマを決め、取り組む。 

１．企業の情報戦略（メディア戦略、IT ビジネスモデル、サイバーセキュリティ等） 

２．顧客分析（ニーズ分析、行動分析等） 

到達目標 

 １．研究倫理を遵守し､（先生のご専門分野名とか関心分野）を中心とした経営・経済問題に関心を寄せ、ゼミの一員として互いの立場を尊

重し 

   積極的に他者との協働関係を築き、その問題の解決に主体的に取り組む意欲や態度を身につけることができる。（DP５） 

 ２．情報・データの収集・分析ができるようになる。（DP３） 

 ３．論理的思考を通して問題を発見し、その問題を解決できるようになる。（DP４） 

 ４．コミュニケーション能力の向上ならびに多面的視点に基づき情報・データを活用した表現ができるようになる。（DP６） 

授業方法と 

留意点 

【すすめ方】 

・グループ及び個別研究指導 

・成果報告 

・他学年ゼミ生を含めた合同演習（年 2回予定）とゼミ合宿を実施し、ゼミ学生間の交流を深めながら、研究・学習の質を高めていく。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

主に以下の内容に取り組む。 

＜前期＞ 

1 回：イントロダクション（卒研前期の進め方） 

2 回：テーマ発表 

3-8 回：グループ指導 

9 回：中間発表 

10-14 回：グループ指導 

15 回：まとめ（総括） 

 

＜後期＞ 

1 回：イントロダクション（卒研後期の進め方） 

2-8 回：個別指導 

9-11 回：発表 

12-13 回：個別指導 

14 回：最終発表 

15 回：まとめ（総括、卒論提出） 

 

加えて、当該分野に関連する不正防止のための研究倫理についても併せて取り上げ、教育・指導する。 

関連科目  

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
出席状況、参加姿勢（発言，資料準備）、提出物 

学生への 

メッセージ 
 

担当者の 

研究室等 
11 号館 7階 針尾教授室 

備考 
【学生へのメッセージ】 

グループワークが中心ですので、時間や約束事をしっかり守って誠実に取り組んでください。 



摂南大学シラバス 2024 

科目名 卒業研究 科目名（英文） Senior Thesis 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ４年 クラス  

単位数 4 履修区分 必修科目 

学期 通年集中 授業担当者 梅原 喜政 

ディプロマポリシー(DP) DP3◎,DP4◎,DP5◎ 

科目ナンバリング IDS4058a0 

 

授業概要・ 

目的 

演習Ⅰ・演習Ⅱを通して習得した以下のスキルをもとに卒業研究のテーマを設定し、研究活動を進める。 

１．マネジメントゲームを通した経営的思考力、会計的思考力 

２．プログラミングを通した論理的思考力、問題解決力 

３．経営データの統計的分析手法 

これらのスキルを実践的に活用しながら各自の研究活動を進め、多面的視点に基づいて収集した情報・データを活用しつつ卒業論文としてま

とめる。 

テーマは個別の興味・関心をもとに設定し、自主的に研究を進める。 

定期的にゼミの中で研究経過を相互に報告し、意見交換しながら卒業論文を完成させる。 

到達目標 

（1）社会人になるための準備として、自ら課題を設定し、その解決方法を探求できるようになることを目指す。（ＤＰ３、ＤＰ５） 

（2）研究内容について、知識・理解を深め、論理的に説明できるようになることを目指す。 

（3）活動では、他のゼミ生とも協力しながら、多角的な視点から思考しつつ、計画立案力、課題解決力を身につける。（ＤＰ４、ＤＰ５） 

（4）自分自身で設定した研究テーマに沿って卒業論文をまとめることで、知的専門職業人として活躍するためのコミュニケーション能力およ

び情報・データ活用能力を通した表現力を身につける。（ＤＰ６） 

（5）並行して行う就職活動では、自分の将来について目標を持って主体的に取り組む。 

授業方法と 

留意点 

研究経過を定期的に報告することで、進捗状況を自己管理しながら計画的に卒業研究を進める。他のゼミ生の意見を参考にしながら、相互に

協力し合い、他のゼミ生の知識・経験を高めることにも協力する。配布資料などを使った解説、ディスカッション、プレゼンテーションを適

宜取り入れながら主体的に研究を進める。 

原則として対面型で授業を行う。ただし、活動内容に応じてオンライン型で行う場合もある。 

オンライン授業の形態としては、動画配信型授業（リアルタイム方式）で実施する。 

教材の配布、課題の提出等は、Teams を使用する 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

各自が定めた研究テーマに基づいて、文献調査を行いながら研究内容を絞り込み、卒業論文にまとめる。その際、演習Ⅰ・Ⅱを通じて身につ

けた専門知識を取り入れながら、各自工夫しながら計画的に研究を進める。就職活動も伴うため、効率良い作業を求める。おおよその年間ス

ケジュールは、以下の通りである。 

 

［前期］ 

第１回：卒業研究について、年間計画の作成 

第２～６回：文献検索、関連資料の整理 

第７～９回：卒業研究の概要作成 

第１０～１２：卒業研究に関連する基礎調査 

第１３～１５：中間報告資料作成・発表 

［後期］ 

第１回：休暇中の進捗報告 

第２～５回：卒業論文の執筆 

第６、７回：卒業論文の進捗報告 

第８～１１回：卒業論文の執筆 

第１２回：卒業論文の提出（修正前） 

第１３回：卒業論文の修正 

第１４回：卒業論文の提出（最終） 

第１５回：まとめ 

 

なお、卒業論文の作成に当たって配慮すべき不正防止のための研究倫理を改めて指導する。ゼミ生は修得した不正防止のための研究倫理を十

分に踏まえて卒業論文を作成すること。 

関連科目 演習Ⅰ、演習Ⅱ 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

定期的な進捗報告（40%）、中間・最終報告での発表（40%）、課題の提出状況（20%）をもとに総合的に評価します。 

卒業論文の作成が中心となるため、持続的な研究活動が求められます。 

学生への 

メッセージ 

ゼミでの活動は、社会に出てからも大いに役に立ちます。知識・技能の修得だけでなく、どのようなことに対しても常に考えることを意識し、

多くの経験を身につけてください。ゼミへの自主的な参加と積極的な提案を期待します。 

担当者の 

研究室等 
11 号館 7階 梅原講師室 

備考  



摂南大学シラバス 2024 

科目名 卒業研究 科目名（英文） Senior Thesis 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ４年 クラス  

単位数 4 履修区分 必修科目 

学期 通年集中 授業担当者 鶴坂 貴恵 

ディプロマポリシー(DP) DP3◎,DP4◎,DP5◎ 

科目ナンバリング IDS4058a0 

 

授業概要・ 

目的 

 マーケティングのゼミである． 

 これまでの学びの集大成を、卒業研究を通じて行う。 

 途中経過などのプレゼンテーションや質疑応答の実施を通じて、知的専門職業人として活躍するために必要なコミュニケーション能力やプ

レゼンテーション能力を養う。 

到達目標 

 ・卒業研究を通じて、データ収集、分析、解釈の一連のステップを学び、身につける。（DP４） 

 ・課題を発見し、課題解決のための方法を多角的に分析した上で提案できる思考力を見つける（DP３） 

 ・知的専門職業人として活躍するために必要なコミュニケーション能力と情報・データの活用を通して表現力をみにつけ自分の伝えたいこ

とを、正しく伝えることができる。（DP６） 

 ・これまで学んだことの集大成として卒業研究を仕上げる(DP５） 

) 

授業方法と 

留意点 
個人指導及び卒業研究内容のゼミでの発表を行う 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

[授業テーマ]  

 マーケティング論を活用した卒業研究の制作 

 

[内容]  

  卒業研究テーマを設定し、適切な順序にもとづき卒業研究を進め、学士レベルの研究を行う 

  中間発表、および最終報告を行うにあたり、自分が行った卒業研究の内容を正しく伝える。 

  当該分野に関連する不正防止のための研究倫理についても併せて取り上げ、教育・指導する。 

関連科目 経営学部全科目 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
卒業研究の取組み姿勢２０％、内容（学部共通のルーブリック評価を活用します）６０％、プレゼンテーション（中間・終了）２０％ 

学生への 

メッセージ 

ゼミ学習を有効なものにするのもしないのも、本人次第です。受け身ではなく、主体的にゼミに参画することで学ぶことの楽しさを知ってほ

しいと思います。 

 

担当者の 

研究室等 
１１号館７階 鶴坂研究室 

備考  



摂南大学シラバス 2024 

科目名 卒業研究 科目名（英文） Senior Thesis 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ４年 クラス  

単位数 4 履修区分 必修科目 

学期 通年集中 授業担当者 金 政芸 

ディプロマポリシー(DP) DP3◎,DP4◎,DP5◎ 

科目ナンバリング IDS4058a0 

 

授業概要・ 

目的 

本ゼミにおける目標は、社会学に関するさまざまな知識を習得することと、各自で卒業論文を仕上げることである。 

本ゼミでは、3 年次までの学習内容をふまえて、各自の関心に基づいた研究テーマを選択する。それぞれの研究テーマに沿って、もっとも適

切な研究方法を選択し、それに基づいて分析をおこなう。分析を通して新たな知見を得て、それをまとめるかたちで論文を仕上げていく。 

到達目標 

独力で論文がまとめられる。 

議論に必要なデータを独力で収集できる。 

社会学的想像力をもって議論が展開できる。 

正確な文章が書ける（DP3、DP4、DP5、DP6）。 

授業方法と 

留意点 

受講生は、それぞれの研究の進捗状況を授業時間内に報告する。報告担当以外のゼミ生は、教員とともに報告に対し意見を述べ、全体でディ

スカッションを行う。報告者はその内容をふまえて研究の作業を進める方針を定める。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

【授業内容】 

 3 年次までの学習内容などに基づき、卒業論文を完成させる。自身が設定した問題に関連する文献を幅広く参照すること、それをふまえ独

自の分析をおこない、得られた知見をまとめて論文に仕上げる。 

【事前・事後学習】 

  （事前）授業内での報告をおこなうために、事前に文献通読・資料収集をおこないそれを整理しておく（1時間） 

  （事後）授業内でのコメントを精査し、事前資料とともに論文内の記述として文章にまとめる（1時間） 

【その他】 

 なお、卒業論文の作成にあたっては、配慮すべき不正防止のための研究倫理を改めて指導する。受講生は修得した研究倫理を十分にふまえ

て卒業論文を作成する。 

関連科目  

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

提出された論文（研究の着眼点、研究方法の適切さ、分析と成果のまとめ方の正確さ）、論文執筆に対する取り組み姿勢、報告時における姿勢、

ディスカッションに対する参加程度 

学生への 

メッセージ 
他の受講生の報告内容から自分自身の研究のヒントを得ることもあるので、発表担当以外の日にも参加すること。無断欠席は厳禁とする。 

担当者の 

研究室等 
11 号館 8階 共同研究室 （5） 

備考 提出された論文に基づいた諮問をおこなう。その作業を通して論文についての評価と改善点も提示する。 



摂南大学シラバス 2024 

科目名 卒業研究 科目名（英文） Senior Thesis 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ４年 クラス  

単位数 4 履修区分 必修科目 

学期 通年集中 授業担当者 牧野 幸志 

ディプロマポリシー(DP) DP3◎,DP4◎,DP5◎ 

科目ナンバリング IDS4058a0 

 

授業概要・ 

目的 

牧野(幸)ゼミは経営に関する心理を学ぶゼミである。卒業研究では，各自の興味に応じて研究テーマを決定し，卒業研究を実施していく。研

究をまとめ，論文の書き方を学ぶことを目的とする。 

SDGs-3, 4, 8, 9, 10, 12 

到達目標 

卒業研究では，経営における心理，マーケティング，消費者心理，人間関係、組織行動などに関するテーマを自分で決め，前期は研究計画を

立てることができることを目標とする。後期は，テーマに関する研究を実験，調査，面接などの手法を用いて研究を実施することができるこ

とを目標とする。最終的に、卒業論文を作成する。 

具体的には、 

1．研究倫理を遵守し､（先生のご専門分野名とか関心分野）を中心とした 

   経営・経済問題に関心を寄せ、ゼミの一員として互いの立場を尊重し 

   積極的に他者との協働関係を築き、その問題の解決に主体的に取り 

   組む意欲や態度を身につけることができる。（DP５） 

２．情報・データの収集・分析ができるようになる。（DP３） 

３．論理的思考を通して問題を発見し、その問題を解決できるようになる。（DP４） 

４．コミュニケーション能力の向上ならびに多面的視点に基づき情報・データを活 

  用した表現ができるようになる。（DP６） 

授業方法と 

留意点 

本年度は、基本的に対面授業を行う。 

一部の授業をオンライン授業で行う可能性がある。 

オンライン授業の場合には、受講生は、必ず毎週各自 PC やスマホなどを利用して、teams や Moodle にアクセスすること。 

卒業研究では、各自のテーマに従い、研究の背景を調べ、その後、目的を明らかにした後で、実験や調査を行う。経営、心理学、マーケティ

ングなどの分野の卒業研究をまとめていく。演習の方法は，毎回担当者が PP による資料を作成し，プレゼンテーションを行い、他の学生とデ

ィベートを行う。毎回、プレゼンテーション 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

授業テーマ・内容：経営における心理，人間関係、消費者心理，マーケティングなど 

方法：各自のテーマの文献を購読し，研究計画を立て，研究を実施する。途中経過を発表する。論文をまとめる。 

事前学習課題：設定したテーマについて文献を調べておく、発表の準備をしておく(1 時間) 

事後学習課題：当日指摘された箇所を改善しておく、次への課題をまとめておく(1 時間) 

なお，卒業論文の作成にあたって配慮すべき不正防止のための研究倫理を改めて指導する。ゼミ生は習得した不正防止のための研究倫理を十

分に踏まえて卒業論文を作成すること。 

関連科目 「消費者心理学」や「消費者行動論」と関連する。 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

卒業論文は学部のルーブリック評価基準を用いて評価する。出席を必修とする。 

授業での積極的活動(30％)、卒業研究の中間発表での評価(20％)，卒業研究の最終発表での評価(20％)、卒業研究の評価(30％)を総合的に判

断する。 

自分の研究を計画的に行い、卒業研究をまとめ、中間発表と最終発表を行うこと。 

遅刻、欠席などは減点の対象となります。 

学生への 

メッセージ 

必ず出席し，卒業研究を着実に進めること(オンラインを含む)。 

各締め切りを確実に守ること。中間報告と最終報告を必ず守ること。 

本年度は、対面授業を行う。一部、オンライン授業を行うことがある。 

担当者の 

研究室等 
11 号館 7階 牧野(幸)研究室 

備考 

牧野(幸)ゼミは，経営学部で心理学を学ぶゼミである。プレゼンテーションを行うことが多いため，Word, Excel, PowerPoint などを習得し

ている必要がある。何よりも人としての心理を大切にするゼミであるので，“時間を守る，約束を守る，授業中私語をしない，寝ない，不必要

なときに、スマホを触らない”など人としての最低限のマナーは必ず守ること。卒業研究はアクティブ・ラーニングの場でもあるので、積極的

に主体的に進めること。 

授業内に課された課題に対しては，その後のゼミの中で評価・解説を行い，フィードバ 



摂南大学シラバス 2024 

科目名 卒業研究 科目名（英文） Senior Thesis 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ４年 クラス  

単位数 4 履修区分 必修科目 

学期 通年集中 授業担当者 樋口 友紀 

ディプロマポリシー(DP) DP3◎,DP4◎,DP5◎ 

科目ナンバリング IDS4058a0 

 

授業概要・ 

目的 

本ゼミでは、マーケティングや、マーケティングに関連する各種データの分析手法などを扱います。 

卒業研究では、演習Ⅰ・Ⅱで学んできた内容をもとに、卒業論文の完成を目指します。 

各自で選択した卒業論文のテーマを軸とし、資料の収集、調査票の設計、データ収集、分析や計算、考察などを通して卒業論文を作成してゆ

くこととなります。 

これまで以上に各自の責任が大きくなってくるため、卒業に向けてしっかりスケジュールをたて、計画的に作業を進めてください。 

また、卒業論文のテーマ選定には各自が興味を持つ諸問題が大きく関わってくるため、普段の生活の中でも常にデータやマーケティングを意

識しておくよう努めてください。 

到達目標 

１．卒業論文の執筆にあたり、情報の収集・分析の能力、論理的思考力を習得する。（DP３） 

２．卒業論文作成において、多様な社会における問題を発見し、解決する力を養う。（DP４） 

３．卒業論文作成時には、情報・データの活用を通した表現力を身に着けるとともに、完成に向けて主体的に取り組む意欲や態度を養う。（DP

５）（DP６） 

４．学生・教員とのディスカッションや卒業論文のプレゼンテーションを通して、コミュニケーション能力を向上させる。（DP６） 

授業方法と 

留意点 

演習Ⅰ・Ⅱで学んできた内容をもとに、卒業論文の完成を目指します。 

テーマについては、学生自身で興味のある内容を選択してもらうことになります。選択したテーマについて、どのように卒業論文をまとめあ

げていくかについては、教員による指導や、ゼミ生同士の話し合いを通して模索していきます。 

また、適宜ゼミ内での学生による卒論発表を実施します。そのため、出来る限り欠席は避けるようにしてください。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

卒業研究では、卒業論文の完成に向け、個別指導が中心となります。 

同時に、ゼミ内での卒業論文進捗発表などを適宜実施します。 

年度末にはゼミ生全員に各自の卒業論文をプレゼンテーションしてもらいますので、そのつもりで各自責任をもって作成に取り組むこと。ま

た、設定された締切等は守るように努めること。 

卒業研究論文の作成の際、配慮すべき不正防止のための研究倫理を改めて指導します。不正防止のための研究倫理の指針・ガイドライン等を

十分理解した上で、卒業論文の作成を進めることとなります。 

関連科目  

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
ルーブリック評価を前提に、出席率、授業態度、発表の内容などにより、総合的に判断します。 

学生への 

メッセージ 
就職活動など各自の事情については考慮しますので、必ず連絡をするようにしてください。 

担当者の 

研究室等 
１１号館８階（樋口研究室） 

備考  



摂南大学シラバス 2024 

科目名 卒業研究 科目名（英文） Senior Thesis 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ４年 クラス  

単位数 4 履修区分 必修科目 

学期 通年集中 授業担当者 橋本 はる美 

ディプロマポリシー(DP) DP3◎,DP4◎,DP5◎ 

科目ナンバリング IDS4058a0 

 

授業概要・ 

目的 

これまでに学習した知識と技術を活用して卒業研究を行う。専門演習Ⅰ・Ⅱで用いた題材やこれまでに調べた情報技術の活用事例、情報技術

による問題解決などをテーマとして、情報の収集、分析から、論理的なつながりを考えながら文章をまとめていく。卒業論文の作成にあたり

不正防止のための研究倫理の教育も同時に実施する。最後にゼミで卒業論文発表会を行う。 

到達目標 

この授業を通じて学生には、①テーマに沿って主体的に考えて計画し、スケジュールに合わせて卒業研究ができること（ＤＰ４）、②テーマに

沿った情報の収集と分析ができること（ＤＰ３）、③研究倫理を理解し、他者と情報交換を行いながら、自分の研究を進めること（ＤＰ５）、

④ゼミ内で、プレゼンテーションなど情報発信をして、コミュニケーションがとれること（ＤＰ６）が期待される。 

授業方法と 

留意点 

卒業研究の手順（資料配付）に沿って進める。個別にテーマと方針を相談し、定期的にゼミ内で進捗確認と共有を行い、ディスカッションし

ながら次の段階に進む。課題や作業については、締め切り日を守ってください。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

演習Ⅰ・Ⅱで使った事例や文献を参照しながら、情報・情報技術・企業（職種や内容など）をキーワードにしてテーマを考える。テーマが決

まれば個別指導が中心となるが、定期的にゼミ内で共有しながら以下の内容で進める。卒業論文の作成にあたり不正防止のための研究倫理の

教育も同時に実施する。 

 

前期 

  卒業論文テンプレートの確認と Word で使う機能の確認 

  テーマの決定 

  構成の検討 

  スケジュールの作成 

  タイトルの検討 

  参考文献の収集・整理 

  論文の作成 

後期 

  論文の作成 

  作成した論文の修正と調整 

  卒業論文の提出 

  発表会・発表の準備 

関連科目 専門演習Ⅰ・Ⅱ 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
卒業研究の取り組み態度と提出状況（40%）、発表会の内容・準備状況（40%）、ルーブリック評価（20%） 

学生への 

メッセージ 

卒業研究は、授業以外の時間で考えたり作業をする時間が必要です。授業で他のゼミ生との情報共有や相談をしながら、スケジュールに合わ

せて進めていけるようにしたいです。 

担当者の 

研究室等 
11 号館 8階（橋本研究室） 

備考  



摂南大学シラバス 2024 

科目名 卒業研究 科目名（英文） Senior Thesis 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ４年 クラス  

単位数 4 履修区分 必修科目 

学期 通年集中 授業担当者 岩坪 加紋 

ディプロマポリシー(DP) DP3◎,DP4◎,DP5◎ 

科目ナンバリング IDS4058a0 

 

授業概要・ 

目的 

ファイナンス（金融）で扱う事象は、わたしたちの身の回りにあります。端的に言えばお金に関する事で、財布の中の現金をはじめ、銀行や

証券会社、保険会社、国債、株式、資産運用、キャッシュレス、フィンテック、企業の資金調達等々、社会にはお金に関する多様な問題を体

系的に論じるのが学問としてのファイナンスです。日頃の生活はもちろん、ビジネスとも密接な関係にあります。本ゼミでは、そのようなお

金に関する問題を『研究・探究』し、ファイナンス（金融）の考え方を修得するとともに、客観的な根拠に基づき自分の主張を表現する能力

の修得を目的とします。 

到達目標 

１．研究倫理を遵守し､ファイナンス（金融）を中心とした経営・経済問題に関心を寄せ、ゼミの一員として互いの立場を尊重し積極的に他者

との協働関係を築き、その問題の解決に主体的に取り組む意欲や態度を身につけることができる。（DP５） 

２．情報・データの収集・分析ができ、論理的思考を通して問題を発見できるようになる。（DP３） 

３．発見した問題について、多角的視点から思考・判断し、問題解決のための計画立案・実践を通して問題を解決できるようになる。（DP４） 

４．コミュニケーション能力の向上ならびに多面的視点に基いた情報・データを活用した表現ができるようになる。（DP６） 

授業方法と 

留意点 

本卒研では卒業論文の完成を目指します。発表・質疑応答形式（プレゼンテーション）で進めます。発表の準備をする人はいうまでもありま

せんが、聞き手の学生にも積極性を求めたいと思います。問題意識に沿って資料収集と仮説設定を行い、教員や他の学生との討論を通して問

題解決の“コツ”を掴んでください。2022 年度は対面式で進めますが、新型コロナ感染症状況を鑑み、オンライン式に切り替えることもありま

す。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

卒業論文の完成に向けて個別指導を致します。年末には卒論評価を下級生から受けますので、それに向けた準備も行います。なお、卒業論文

の作成に当って配慮すべき不正防止のための研究倫理を改めて指導します。ゼミ生は修得した不正防止のための研究倫理を十分に踏まえ卒業

論文を作成することを期待します。 

関連科目  

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

 ルーブリック評価を基にした下級生による評価と以下の観点も合わせ、総合的に評価します。 

 ゼミ活動に関心を持って意欲的に参加し、態度として示しているか否かも評価します。例えば、発表の準備を入念に行い、多様で熟慮の跡

が見られる態度は大きな加点の対象となります。また、他のゼミ生の発表に対して積極的に質問する態度も大きな加点の対象となります。一

方、ゼミの欠席、特に発表者にも関わらず、無断で欠席する行為は大きな減点の対象となりますので注意してください。 

学生への 

メッセージ 
企業が学生に求める能力は依然として高いと思います。易きに流れるは世の常ですが、後悔するのは自分自身です。この点、重々承知のこと。 

担当者の 

研究室等 
１１号館８階（岩坪教授室） 

備考  



摂南大学シラバス 2024 

科目名 海外語学研修 科目名（英文） Overseas Language Training 

学部 経営学部 学科 経営情報学科 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 通年集中 授業担当者 ﾌﾟｰﾙｵﾐｯﾄﾞ ｻｯｼﾞｬﾄﾞ 

ディプロマポリシー(DP) DP1◎ 

科目ナンバリング IEN1335c1 

 

授業概要・ 

目的 

本科目はグローバル・シチズンシップ副専攻課程(GCMP)の必修科目の一つである。GCMP は、国内外の多様な社会と人々に敬意と思いやりをも

ち、地域の課題と地球規模の課題に等しく当事者として向き合い、課題解決に向けて積極的に行動できるグローバル・シチズン（地球市民）

の育成を目指す副専攻である。GCMP は、国連が定める持続可能な開発目標(SDGs)目標 4.7 「2030 年までに.持続可能な開発と持続可能なライ

フスタイル、人権、ジェンダー平等、平和と非暴力の文化、グローバル市民、および文化的多様性と文化が持続可能な開発にもたらす貢献の

理解などの教育を通じて、すべての学習者が持続可能な開発を推進するための知識とスキルを獲得するようにする」に資するものである。 

 

本科目の受講生は、グローバル教育センターが主催する入門レベルの海外派遣プログラムのいずれかに参加する。派遣先により現地での実習

内容は異なるが、「グローバル・シティズンシップ」を共通のテーマとし、良き地球市民として行動するために必要な知識、態度、技能を体験

的に学ぶ。受講生には、この授業で得られた反省点を帰国後の各学部での学び、副専攻課程での学び、特に後の海外実習（応用）での学びに

生かすことが期待される。 

 

なお、本科目は単独で履修することもできるが、主としてグローバル・シチズンシップ副専攻課程(GCMP)の履修者を想定し、GCMP の必修科目

「グローバル・シチズンシップ海外実習（入門）」と「海外語学研修」は目標や学習内容を共有する。 

到達目標 

・派遣先の国または地域の地理、歴史、文化について基本的な知識を有している。 

・派遣先の主要な社会課題について、課題の概要、解決への取り組み、また日本の社会課題との共通点や繋がりについて、具体的に例を挙げ

て説明できる。 

・派遣先の人々と、英語、現地言語、易しい日本語などの共通言語やジェスチャーを用いて意思疎通し、「一定の相互理解と信頼関係を築くこ

とができた」という成功体験を得る。成功体験を自身の言葉で説明できる。 

・事前・事後授業等を含めた訓練により、外国語運用能力を向上させる。派遣先の人々と、英語、現地言語、易しい日本語などの共通言語や

ジェスチャーを用いて意思疎通し、「一定の相互理解と信頼関係を築くことができた」という成功体験を得る。成功体験を自身の言葉で説明で

きる。TOEIC（英語の場合）の得点アップなど、客観的指標での成果も得る。 

・英語力または現地言語の能力が不十分、現地事情の理解が不十分などの理由で、「理想とするレベルでの相互理解や信頼関係の構築には至ら

なかった」という挫折体験も得る。挫折体験と、その体験を帰国後の学びに生かすための計画を自身の言葉で説明できる。 

 

※以上に加え、各派遣先に特化した到達目標を設定する場合がある。 

授業方法と 

留意点 

・事前授業、現地派遣、事後授業の 3 つの部分から構成される。事前授業、事後授業は一部を除いて全学部、全派遣地域の全ての学生を対象

に合同で行われる。昼休み、5 限以降、土曜日、補講日など、全ての学生が参加しやすい時間に授業がスケジュールされ、受講生は全日程に

出席することが求められる。私事都合（アルバイト、旅行等）による欠席は認められない。やむを得ない理由により出席できないときは速や

かに欠席届を出し、教員やスタッフと連絡を密にし、指示を受けた課題に取り組むことが求められる。 

・グローバル・シチズンシップ副専攻課 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

年間スケジュールは概ね次の通りである。募集説明会～事前授業～現地派遣～事後授業のサイクルが、年間 2回実施される。（ ）内は同一年

度の二サイクル目で、現地派遣が年度末の 2～3月になる場合のスケジュールである。 

 

・募集説明会：4月中旬 （9月下旬～10 月上旬） 

・事前授業 10 回：6月中下旬～7月下旬 （11 月～2月） 

・現地派遣：2週間程度 8 月中旬～9月上中旬 （2月中下旬～3月下旬） 

・事後授業 5回（成果報告会含む）：9月～10 月中旬 （3月～4月下旬） 

 

【注意】新型コロナウィルス拡大の影響により、海外に渡航できない場合は、オンラインプログラムでの実施になる予定です。 

    詳細は随時ポータルサイトで連絡します。 

 

本科目を受講する学生は、まずグローバル教育センターが主催する入門レベルの海外派遣プログラムのうちいずれかに参加申し込みをしなく

てはならない。各派遣プログラムは日程、実習内容、参加費用などいずれも異なる。また、所属学部によっては選択できないプログラムもあ

る。また、年度末の 2～3月に現地派遣されるプログラムの場合は、単位認定の年度は翌年度となる。募集説明会に出席し、不明の点があれば

問い合わせ、早めに計画を立てることが重要である。 

 

事前授業では、「地球市民」の概念を理解し、派遣先の社会事情と課題について自ら情報収集をして問いをたて、現地での実習から最大限の成

果を得られるよう準備する。国連が定める持続可能な開発目標(SDGs)についてのワークショップ等を行う。語学力をはじめ、現地で必要とな

る技能について、自主的な訓練計画を立て、実行する。英語力に関しては、グローバル教育センターが提供する英語ワークショップである

ECW(English Conversation Workshop)、学習支援センターでの英語チュータリング、ATR-CALL の英語 e-learning サービスなど、学内の学習

資源を積極的に利用する。 

 

派遣先では安全と健康が最優先であり、団体行動、ルール順守が求められる。そのいっぽうで、指示された行動をただ遂行するにとどまって

はいけない。成功体験や挫折体験は自分の能力の限界に挑戦しなければ得られない。現地の事情について一つでも多くのことを知り、現地の

人と一人でも多く知り合い、少しでも深く互いに理解し合えるように行動する。成果報告につなげられるよう、メモ、写真、動画などを可能

な限り残す。何らかの資料が手に入れば整理して持ち帰る。 

 

事後授業では、現地で得られた体験と情報を時間をかけて振り返り、自身にとっての最大の成果は何であったかを特定し、今後の学びにどう

生かすかを考えるワークショップを行う。ワークショップに基づき、各自の成果報告書（レポート）および小グループでの成果報告プレゼン

テーションを作成する。第三者にとって興味深く、分かりやすい成果報告を目指す。 

関連科目 
グローバル・シチズンシップ論（入門）、グローバル・シチズンシップ論（応用）、グローバル・シチズンシップ海外実習（応用） 、Topics in 

Global Citizenship (EMI)、摂南大学 PBL プロジェクトⅠなど 

教科書 
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摂南大学シラバス 2024 

 

評価方法 

（基準） 

事前授業評価 30％ （規律の順守、課題への取り組み状況、提出物の評価を総合） 

現地活動評価 ４０％ （現地教員、引率者、受け入れ機関等による評価、テストスコア等の評価を総合） 

事後授業評価 ３０％ （成果報告のレポートやプレゼンテーションを作成過程を含めて評価） 

学生への 

メッセージ 

在学中に一度は海外に行きましょう。いけるなら二度行きましょう。二度行けるなら、グローバル・シチズンシップ副専攻の入門、応用の実

習で二度行きましょう。 

担当者の 

研究室等 

各海外派遣プログラムに関する相談、グローバル・シチズンシップ副専攻プログラム全体に関する相談は 3 号館 1 階グローバル教育センター

まで 

教員室１（２号館２階） 

備考  



摂南大学シラバス 2024 

科目名 地域と私 科目名（英文） Introduction to Regional Science 

学部 学部共通 学科 地域志向系 

配当年次 １年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 上野山 裕士 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：A○,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：DP8△,J 科：DP1◎,DP6◎,DP7◎,W

科：DP1◎,DP7◎,N 科：DP1◎N：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R科・A科・M科・E科・C科：TLO1452a1,L 科：LLO1354a1,D 科・S科：ILO1361a1,P 科：YLO1417a2,J 科：JLO1363a1,W 科：WLO1342a1,N

科：NLO1343a1 

 

授業概要・ 

目的 

地域に関わるさまざまな視点を学び、それについて他者と対話することを通じて、受講生一人ひとりがこれから地域とどのように向き合い、

どのように行動していくかを考えていきます。 

本講義は、対話、グループワーク、プレゼンテーションを積極的に取り入れながら進めます。 

到達目標 

・地域のことを学ぶ意義を理解する。 

・地域が抱えるさまざまな課題を把握する。 

・グループ内で相互理解を図りながら活動できる。 

・グループにおける自分の役割を理解しながら活動できる。 

・地域の担い手としての自覚を持ち、自身と地域との今後の関わり方を具体的に描くことができる。 

授業方法と 

留意点 

グループでの対話や発表、レポートの作成といったグループワークが中心の授業です。 

グループワークで学習を進めてますので、グループのメンバーに迷惑がかからないよう責任のある行動をしてください。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

講義は基本的に土曜日に不定期開催します。なお、講義の日程は変更となる場合があります。 

 

＜４月６日（土）１～３限＞ 

第１回 「地域と私」への取り組み方；オリエンテーション 

 授業の進め方／ひとこと自己紹介 

第２回 地域との関わり方 ～『調査されるという迷惑』を読む～ 

 グループディスカッション／教室内での共有 

第３回 地域のいまとその担い手 

 地域福祉の視点から概説／グループディスカッション／教室内での共有 

 

 

＜４月２０日（土）１～３限＞ 

第４回 インタビューにチャレンジ ～聴く、掘り下げる、まとめる～ 

 グループづくり／グループ内での相互インタビュー／インタビューで聴いた内容をメモする 

第５回 質的データの分析にチャレンジ 

 メモの内容を整理する／分析する 

第６回 「身近な地域の課題解決・魅力磨き」をグループ、教室でシェアしよう 

「身近な地域の課題解決・魅力磨き」について教室内プレゼンテーション＆ディスカッション 

 

  

＜５月１８日（土）１，２限＞ 

第７回 地域に関するテーマを選定しよう 

 「『地域』に関する文献の整理」についてのグループ内プレゼンテーション／グループで取り組むテーマの決定／グループワークの実施スケ

ジュールの検討 

第８回 グループワークについてシェアしよう 

 グループワークテーマの教室内での共有・対話 

 

＜６月１日（土）１,２限＞ 

第９回 グループワークの中間報告会 

第 10 回 グループワークに「具体的な地域」の視点を盛り込もう 

 「地域福祉」の実践事例から考える／選定したテーマを「具体的な地域」から考える 

 

 

＜６月１５日（土）１,２限＞ 

第 11 回 グループワークに「担い手」の視点を盛り込もう 

 テーマごとに「登場人物」を考える 

第 12 回 大学生は地域のためになにができるかを考えよう 

 地域と学生の協働的実践について概説／地域の担い手としての大学生の可能性／地域の担い手としての大学生の強みと弱みについて考える

個人ワーク／グループディスカッション／教室内での共有 

 

＜６月２９日（土）１～３限＞ 

第 13 回 最終報告会① 

第 14 回 最終報告会② 

第 15 回 講義のふりかえり 

 

本科目の受講にあたっては、講義準備および復習として事前、事後学習を各回 2時間程度、合計 60 時間取り組んでいただきます。 

関連科目 ソーシャル・イノベーション副専攻科目群 

教科書 
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評価方法 

（基準） 

学びレポ―ト（個人ワーク）30％ 

「身近な地域の課題解決・魅力磨き」「『地域』に関する文献の整理」成果物（個人ワーク）20％ 



摂南大学シラバス 2024 

学びのグループワークレポート 30% 

最終報告会でのプレゼンテーション 20％（ルーブリック評価） 

なお、60％で合格とする。 

学生への 

メッセージ 

地域で起きていることを自分ごとにしていくための基礎を形成する授業です。また、副専攻科目を履修していくうえでの、基本的な学びがで

きる科目でもあります。基本をしっかり身につけ、さらに学びを深めるためにも、主体的な学びの姿勢を期待します。 

担当者の 

研究室等 
寝屋川キャンパス３号館３階 上野山研究室 

備考  



摂南大学シラバス 2024 

科目名 地域貢献実践演習 科目名（英文） Practical Training for Social Innovation 

学部 学部共通 学科 地域志向系 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 通年集中 授業担当者 水野 武 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：A○,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,DP5△,DP6△,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：DP8△,J 科：

DP1◎,DP6◎,DP7◎,W 科：DP1◎,DP7◎,N 科：DP1◎N：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R科・A科・M科・E科・C科：TLO3457a1,L 科：LLO3366a1,D 科・S科：ILO3366a1,P 科：YLO3422a2,J 科：JLO3368a1,W 科：WLO347a1,N

科：NLO3348a1 

 

授業概要・ 

目的 

この科目はソーシャル・イノベーション副専攻過程における実践科目です。4月・5月の半ばまではこれまでの講義やフィールドワークで見つ

けた学びを総合的に活かして、地域の課題により深く関与し、課題の解決を導くための計画策定から、実施、検証に至るまでを主体的に学ぶ

ための準備を行います。５月後半（予定）からは連携先ご担当者様と密に連携しながら、課題の抽出、要因の理解、活動計画の立案を行い、

課題解決・低減に向けて実践を行います。現地で実践と振り返りを繰り返しながら、当初立てた目標達成に向けた知識と技術の向上と責任あ

る行動を続けられる姿勢の確立を目的とします。 

 

SDGs 全般 

到達目標 

①これまで学んだ理論を実践に結びつけて、考察し行動することができる。 

②課題派遣から解決までの PDCA サイクルを回すことができる 

③チームで活動することができる 

④チーム内での役割を理解し協調的な行動ができる。 

⑤連携先の多様性、独自性などを理解した上で、解決策を提示することができる。 

授業方法と 

留意点 

4 月・５月までは座学とディスカッションを行うため、講義内で課題が出ることもある。 

また前期の途中より各連携先のフィールドに赴き、活動を行う。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

1.オリエンテーション/副専攻修了者のイメージ、受講方法 ：4月 12 日（金）５限 

 

※２回目以降の講義の日時は初回の講義で決定する。なお開講曜日は金曜日５限を予定しているが履修学生の時間割次第で変更になることも

ある。 

 

2.チームビルディングワーク 

 

3.連携先様に登壇いただき、連携先様の課題に関する話題提供 

 

4.連携先様のお話を踏まえ、調べたこと、今後取り組みたいこと等に関するプレゼンテーション 

 

 

5.以降は 現地に赴き、実践を繰り返す。 

※概ね３週間に一回、全員で集合し途中経過の報告会を行う。日時に関しては担当教員の指示に従うこと。 

※12 月末（日時未定）に成果報告会を行う 

関連科目 ソーシャルイノベーション副専攻課程関連科目 

教科書 
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評価方法 

（基準） 

課題提出物 30% 

活動の取り組み状況 50% 

最終報告等 20% 

学生への 

メッセージ 
副専攻で学修した成果を実践活動で発揮しつつ、更に成長できるように主体的に取り組んでくんでほしい。 

担当者の 

研究室等 
水野武（寝屋川キャンパス７号館３階） 

備考  



摂南大学シラバス 2024 

科目名 教育実習Ⅱ 科目名（英文） Teaching Practice II 

学部 学部共通 学科 教職科目 

配当年次 ４年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択必修科目 

学期 通年集中 授業担当者 
朝日 素明.鎌田 祥輝.谷口 雄一.西村 晃一.松浦 正典.吉

田 佐治子 

ディプロマポリシー(DP)  

科目ナンバリング  

 

授業概要・ 

目的 

「教育実習Ⅱ」では、教育実習校において 10 日間以上（80 時間以上）の実習を行う。（１）教育実習校において、教科、特別活動、生徒指導

などの実習を行う。大学において事前及び事後の指導を行う。（２）事前指導では、教育実習講義と個別指導を行う。（３）教育実習は所定期

間内に実習校の指導教員の下で行う。（４）事後指導では、教育実習体験報告及び反省を行い、指導のまとめとして、総括を行う。 

到達目標 学生は、学校教育の実情を理解し、教職に対する自らの適性に気づき、適切な進路を選択できるようになる。 

授業方法と 

留意点 

（１）教育実習校での実習を中心に行う。（２）大学での事前指導・事後指導は「教育実習Ⅲ」と合同で行う。（３）事前指導・事後指導の受

講（出席および課題等提出）は教育実習実施要件である。要件を充足しない場合は実習中止または単位不認定となることに留意すること。（４）

事後指導はグループワークが中心となる。進め方等についてガイダンスを行う。ガイダンスの時期については事前指導時の指示や教職課程年

間行事予定表に従うこと。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

1 教育実習特別個別指導（４月） 

 教育実習予定者のうち、教育実習の履修に特に努力を要すると判断される履修者について行う。個別の呼び出しには速やかに応じること。   

  

2  教育実習事前指導（４月第３・第４土曜日午後；詳細は教職課程年間行事予定表を参照） 

 教育実習上の心がまえ・諸注意 

 教育実習ビデオの視聴 

 先輩教師の体験談 

 教師の仕事と責任について講義・討論 

 申請書類等の記入・提出    

  

3  教育実習個別指導（４月～７月） 

 教科書、教材、指導案の作成などについて、個別の質問にこたえ指導する。 

 教材・学習指導案を作成して提出、添削指導等を受けること（必要な者のみ）。 

  

4  前期教育実習開始（５月～７月） 

 実習校において授業を行なったり、クラブ活動の指導を担当するなど、教育活動に携わる。 

 「教育実習記録」を作成し、教材研究、学習指導案作成を行う。 

 実習中、本学教員による訪問指導を受ける。 

  

5  後期教育実習開始（８月～１１月） 

 後期教育実習予定者の実習を行う。 

 「教育実習記録」を作成し、教材研究、学習指導案作成を行う。 

 実習中、本学教員による訪問指導を受ける。 

 

6  教育実習事後指導（７月～１１月） 

 教育実習終了後、体験レポートを作成、提出する。 

 使用教科書・作成教材・学習指導案の写しを提出する。  

 体験に基づいたグループワークを行い、意見交換する。 

  

7  教職フォーラム（教育実習体験発表会）（１０月第３土曜日午後；詳細は教職課程年間行事予定表を参照） 

 本学卒業者を含む現職の先生方を招き、体験発表を行う。発表方法の詳細については、掲示等による。 

 体験発表用資料を提出すること。    

  

8  教育実習総括講義（１１月最終土曜日午前；詳細は教職課程年間行事予定表を参照） 

 教育実習のまとめとして、その成果を確認し、講評を行う。 

 総括講義に出席後、総括レポートを作成、提出する。 

 「教育実習記録」を提出する。 

関連科目 教職関連科目全般 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 新編教育実習の常識 - 事例にもとづく必須６６項 教育実習を考える会 蒼丘書林 

2 学習指導要領解説 文部科学省  

3    

 

評価方法 

（基準） 

事前指導ならびに事後指導への積極的参加（体験発表およびその準備を含む）（15％）、実習校における実習成績（60％）、事前指導・事後指導

における課題等提出物（教育実習記録を含む）（25％）による総合評価を行う。なお、事前指導・事後指導の受講（出席および課題等提出）は

教育実習実施要件であり、これを充足しなければ教育実習中止または単位不認定となることに留意すること。 

学生への 

メッセージ 

『学生便覧』『教職課程履修ガイド』を必読、その指示を十分に理解しておくこと。 

授業担当者と連絡・相談・報告を密にすること。 

担当者の 

研究室等 

寝屋川キャンパス７号館３階（松浦研究室、朝日研究室、西村研究室、吉田研究室、鎌田研究室） 

寝屋川キャンパス７号館４階（谷口研究室） 

備考 
中学校教諭免許状取得希望者には、別途、介護等体験が義務化されている。 

事前指導および事後指導における事前・事後学習総時間をおおよそ 15 時間程度とする。 



摂南大学シラバス 2024 

科目名 教育実習Ⅲ 科目名（英文） Teaching Practice III 

学部 学部共通 学科 教職科目 

配当年次 ４年 クラス  

単位数 4 履修区分 選択必修科目 

学期 通年集中 授業担当者 
朝日 素明.鎌田 祥輝.谷口 雄一.西村 晃一.松浦 正典.吉

田 佐治子 

ディプロマポリシー(DP)  

科目ナンバリング  

 

授業概要・ 

目的 

「教育実習Ⅲ」では、教育実習校において 15 日間以上（120 時間以上）の実習を行う。（１）教育実習校において、教科、特別活動、生徒指

導などの実習を行う。大学において事前及び事後の指導を行う。（２）事前指導では、教育実習講義と個別指導を行う。（３）教育実習は所定

期間内に実習校の指導教員の下で行う。（４）事後指導では、教育実習体験発表及び反省を行い、指導のまとめとして、総括を行う。 

到達目標 学生は、学校教育の実情を理解し、教職に対する自らの適性に気づき、適切な進路を選択できるようになる。 

授業方法と 

留意点 

（１）教育実習校での実習を中心に行う。（２）大学での事前指導・事後指導は「教育実習Ⅱ」と合同で行う。（３）事前指導・事後指導の受

講（出席および課題等提出）は教育実習実施要件である。要件を充足しない場合は実習中止または単位不認定となることに留意すること。（４）

事後指導はグループワークが中心となる。進め方等についてガイダンスを行う。ガイダンスの時期については事前指導時の指示や教職課程年

間行事予定表に従うこと。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

1 教育実習特別個別指導（４月） 

 教育実習予定者のうち、教育実習の履修に特に努力を要すると判断される履修者について行う。個別の呼び出しには速やかに応じること。   

  

2  教育実習事前指導（４月第３・第４土曜日午後；詳細は教職課程年間行事予定表を参照） 

 教育実習上の心がまえ・諸注意 

 教育実習ビデオの視聴 

 先輩教師の体験談 

 教師の仕事と責任について講義・討論 

 申請書類等の記入・提出    

  

3  教育実習個別指導（４月～７月） 

 教科書、教材、指導案の作成などについて、個別の質問にこたえ指導する。 

 教材・学習指導案を作成して提出、添削指導等を受けること（必要な者のみ）。 

  

4  前期教育実習開始（５月～７月） 

 実習校において授業を行なったり、クラブ活動の指導を担当するなど、教育活動に携わる。 

 「教育実習記録」を作成し、教材研究、学習指導案作成を行う。 

 実習中、本学教員による訪問指導を受ける。 

  

5  後期教育実習開始（８月～１１月） 

 後期教育実習予定者の実習を行う。 

 「教育実習記録」を作成し、教材研究、学習指導案作成を行う。 

 実習中、本学教員による訪問指導を受ける。 

 

6  教育実習事後指導（７月～１１月） 

 教育実習終了後、体験レポートを作成、提出する。 

 使用教科書・作成教材・学習指導案の写しを提出する。  

 体験に基づいたグループワークを行い、意見交換する。 

  

7  教職フォーラム（教育実習体験発表会）（１０月第３土曜日午後；詳細は教職課程年間行事予定表を参照） 

 本学卒業者を含む現職の先生方を招き、体験発表を行う。発表方法の詳細については、掲示等による。 

 体験発表用資料を提出すること。    

  

8  教育実習総括講義（１１月最終土曜日午前；詳細は教職課程年間行事予定表を参照） 

 教育実習のまとめとして、その成果を確認し、講評を行う。 

 総括講義に出席後、総括レポートを作成、提出する。 

 「教育実習記録」を提出する。 

関連科目 教職関連科目全般 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 新編教育実習の常識 - 事例にもとづく必須６６項 教育実習を考える会 蒼丘書林 

2 学習指導要領解説 文部科学省  

3    

 

評価方法 

（基準） 

事前指導ならびに事後指導への積極的参加（体験発表およびその準備を含む）（15％）、実習校における実習成績（60％）、事前指導・事後指導

における課題等提出物（教育実習記録を含む）（25％）による総合評価を行う。なお、事前指導・事後指導の受講（出席および課題等提出）は

教育実習実施要件であり、これを充足しなければ教育実習中止または単位不認定となることに留意すること。 

学生への 

メッセージ 

『学生便覧』『教職課程履修ガイド』を必読、その指示を十分に理解しておくこと。 

授業担当者と連絡・相談・報告を密にすること。 

担当者の 

研究室等 

寝屋川キャンパス７号館３階（松浦研究室、朝日研究室、西村研究室、吉田研究室、鎌田研究室） 

寝屋川キャンパス７号館４階（谷口研究室） 

備考 
中学校教諭免許状取得希望者には、別途、介護等体験が義務化されている。 

事前指導および事後指導における事前・事後学習総時間をおおよそ 15 時間程度とする。 



摂南大学シラバス 2024 

科目名 栄養教育実習Ⅱ 科目名（英文） Practice in Teaching II (Diet and Nutrition Educator) 

学部 学部共通 学科 教職科目 

配当年次 ４年 クラス  

単位数 1 履修区分 必修科目 

学期 通年集中 授業担当者 今城 安喜子 

ディプロマポリシー(DP)  

科目ナンバリング  

 

授業概要・ 

目的 

本実習は小学校・中学校の役割や組織について知り、栄養教諭としての職務を理解し、その使命感や責任感を養うことを目的とする。また、

児童・生徒への理解や関係づくりや指導に関する実践力を養う。大学で学んだ理論と教育現場での実践とを結び付けてリフレクションし、栄

養教諭を目指す自己の課題を見極め、さらに向上を目指して知識と技能の修得に努める。教育実習終了後には、実習の反省・問題点の整理を

行い、報告会を実施することにより、今後の課題を確認し、教育実習の体験を生かし、児童・生徒の豊かな食生活と健康を創造できる栄養教

諭を目指す。 

到達目標 

① 学校運営や学級経営、指導方法について知り、栄養教諭としての係わり方について考えることができる。 

② 担任や栄養教諭の指導方法を意欲的につかもうとする。 

③ 児童・生徒と係わりながら関係を築き、指導力を養おうとする。 

④ 給食の時間に給食を教材に指導することができる。 

⑤ 研究授業をとおして、児童・生徒の食に対する関心を高めることができる。 

⑥ 教育実習を反省し、成果と課題をまとめ発表ができる。 

授業方法と 

留意点 

［実習場所］ 

枚方市内の小学校 

 

［実習方法］ 

1. 栄養教育習校の管理職による講義 

2. 栄養教育習校の学級担任による講義 

3. 栄養教育習校の栄養教諭による講義 

4．指導案作成と学級担任、学年主任、教務主任からの指導 

5．給食の時間の参観 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

1．事前指導 

 ・オリエンテーション 

 ・事前打ち合わせ 

 ・指導案作成 

 

2．実習内容 

 ・学校運営について学ぶ 

 ・学級運営と児童生徒の指導について学ぶ 

 ・生徒指導 

 ・学級活動参観 

 ・学校行事参観 

 ・実習校における食の全体計画と年間計画を学ぶ 

 ・実習校における家庭・地域との連携について学ぶ 

 ・栄養食事管理について学ぶ 

 ・給食の時間の指導 

 ・給食当番の指導 

 ・給食の時間中の事故防止 

 ・給食の時間における衛生管理 

 ・研究授業の実施 

 ・食育指導案の作成 

 ・授業研究における授業と反省 

 

3．事後指導 

 ・報告会 

関連科目 学校栄養指導論Ⅰ 学校栄養指導論Ⅱ 栄養教育実習Ⅰ 教職実践演習 全ての教職課程必修科目 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 食に関する指導の手引き 第二次改訂版 文部科学省 東山書房 

2 別途、指示する   

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

以下の基準で評価し、60％以上で合格とする。 

 

・受け入れ校                  50％ 

・実習ノート                   40％ 

・学修への取り組み（ルーブリック評価）  10％ 

学生への 

メッセージ 

教育実習での体験を大学で学んだ理論と結び付け、栄養教諭として必要な知識と技能を修得するとともに、新たな発見や課題点に気づき栄養

教諭としての実践力を高めましょう。 

担当者の 

研究室等 

枚方キャンパス 8号館 326 号室     

tel:072-800-1879（直通）  

E-mail:akiko.imajo@setsunan.ac.jp 

備考 事前・事後総学習時間は 15 時間程度である。 



摂南大学シラバス 2024 

科目名 地域実習 科目名（英文） Introductory Training for Regional Study 

学部 学部共通 学科 教養特別講義 

配当年次 １年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 通年集中 授業担当者 朝田 康禎.古矢 篤史 

ディプロマポリシー(DP) V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ△,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,J 科：DP1◎,W 科：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R科・A科・M科・E科・C科：TTO1461a1～TTO1465a1,L 科：LTO1366a1～LTO1370a1,D 科・S科：ITO1371a1～ITO1375a1,J 科：JTO1361a

～1JTO1365a1,W 科：WTO1352a1～WTO1356a1 

 

授業概要・ 

目的 

地域での課題を発見し、それを解決できる力を養うには、まず「地域」というものを体験を通じ理解することから始まります。本科目は、ソ

ーシャルイノベーション副専攻課程 1年次の必修科目で、主としてフィールドワークを中心に授業を実施します。また、本科目は 2年次の「摂

南大学 PBL プロジェクト」、３年次の「地域貢献実践演習」等の基礎となる科目として位置づけしています。地域の人々とのコミュニケーショ

ンや協働を通じて、目標の設定から達成までの過程を体験学習により学び、地域での課題等について理解を図ります。 

到達目標 

①地域での実態を理解する。 

②チームで働く意義を理解する。 

③役割行動のあり方について理解する。 

④地域の方々とのコミュニケーションができるようになる。 

授業方法と 

留意点 

教室での授業とグループワーク、フィールドワークです。通年授業なので毎週、教室で授業があるのではなく、詳しいスケジュールは第１回

授業で案内します。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

【重要】第 1 回授業は前期の班決めなどをしますので、必ず出席してください。もし、出席できない時は必ず事前に Teams のチャット機能で

担当教員に連絡してください。また、授業の性質上、授業開始後、2～3回たってから参加するということもできません。その場合は履修辞退

となります。授業開始後、欠席が続いたままの場合は単位認定できませんので、必ず初回から出席してください。 

 

【授業内容】 

1 チーム 10 名以内のチームを作り、地域での活動に取り組みます。 

1．年間計画を作成する。 

2．役割を決める。 

3．地域等で活動を行う。 

4．活動報告をまとめ、ふりかえる。 

5．スケジュール管理をする。 

6．課題があれば、チームで話し合い解決に導く。 

 上記の 1～6の活動を通じて自分たちの計画を自ら評価したり改善したりしながら、当初に設定した目標を達成できるよう、チームで協力し

て計画を実行していきます。第 1 回授業はで詳しい内容やスケジュールを説明し、受講者がどの取組内容に参加するかなどを決定します。こ

の授業の実習先は寝屋川市の社会教育施設を予定しています。社会教育施設とは図書館、博物館、体育館、ホールなど市民なら誰でも学習に

いくことのできる公的施設のことです。このような施設に実習にいくことによって市民が社会教育に参加する意義や運営の課題などを学んで

いきます。 

 

【前期】 

開講時間はいずれも６時間目です。通年授業なので毎週教室で授業があるのではなく、前期は２週間に１回程度です。実習や実習先挨拶以外

の日は学内教室での授業です。具体的な日にちは調整中ですので、第１回授業で案内します。 

 

第 1回「ガイダンス（授業概要の説明）」 

第 2回「寝屋川市の現状を考える(1)」 

第 3回「寝屋川市の現状を考える(2)」 

第 4回「寝屋川市まちあるき」（学外） 

第 5回「社会教育とは(1)」 

第 6回「社会教育とは(2)」 

第 7回「まちあるき報告会」 

第 8回「実習先挨拶」（学外） 

第 9回「実習先挨拶の結果報告とそのふりかえり」 

第 10 回～第 18 回 「実習」（学外）（主に夏季休暇中に行います） 

 

【後期】 

後期の詳しい日程・発表方法等は改めてお知らせします。 

第 19 回「実習ふりかえり(1)」 

第 20 回「実習ふりかえり(2)」 

第 21 回「全体報告会」 

関連科目 ソーシャルイノベーション副専攻課程科目 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
提出物（20％）、活動への参画の程度（40％）、最終報告プレゼンテーション（20％）、最終レポート（20％） 

学生への 

メッセージ 
地域創生の第一歩を踏み出してみましょう！ 

担当者の 

研究室等 
朝田研究室（寝屋川キャンパス、1号館 7階） 

備考  



摂南大学シラバス 2024 

科目名 摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅠ 科目名（英文） Project/Problem Based Learning I 

学部 学部共通 学科  

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 通年集中 授業担当者 村瀬 憲昭.下元 一輝 

ディプロマポリシー(DP) V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ△,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,J 科：DP1◎,W 科：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R科・A科・M科・E科・C科：TTO1461a1～TTO1465a1,L 科：LTO1366a1～LTO1370a1,D 科・S科：ITO1371a1～ITO1375a1,J 科：JTO1374a

～1JTO1378a1,W 科：WTO1352a1～WTO1356a1 

 

授業概要・ 

目的 

市役所（町役場）の職員、自治会の役職者、市民（町民）などの組織・活動グループと学生が協力してプロジェクトを進める経験を通じて、

学生の社会人基礎力や人間力の向上を図る。プロジェクトの企画・運営においては、担当教員の指導の下で、必要な情報の収集方法や関係者

との連絡調整方法、プロジェクトを円滑に進めるための「段取り」を習得する。 

 

①調査：地域の現状や課題を調べ、プロジェクトの実現可能性を探る。 

②企画：プロジェクトの企画案を作成し、実現可能性、コスト、実施期間、有効性などに関する評価を行う。 

③関連する団体に企画案をプレゼンテーションし、必要に応じて修正した上で、詳細な実施計画を作成する。 

④実施：実施計画に従いプロジェクトを実施する。途中に実施状況を関係機関に報告し計画の修正を行う。 

⑤結果報告：プロジェクトの終了時に関係機関に実施結果を報告し、次年度以降のプロジェクトの実施について話し合う。 

到達目標 
本プロジェクトでは、参加メンバー・学外の連携先との協働を通して、「主体性を持って前向きに取り組む力」、「自分とは異なった価値観を受

け入れる力」、「課題を発見し、解決する力」を身につけるとともに、新しい価値の創造を目指す。 

授業方法と 

留意点 
基本的には対面授業とするが、オンライン授業になった場合は、ICT ツールを活用した遠隔授業とする。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

社会人として必要な「主体性・実行力・課題発見力・発言力」を連携先との協働作業によって実践的に学ぶ。仕事全体をひとつひとつの細か

いタスクに分割し、そこで必要な時間をゴール（締切日）から逆算することで、これらのタスクをいつ行うべきなのかを明確にし、仕事を前

倒しでやる習慣を身につける。 

 

具体的には①仕事の全体像を把握し各タスクに分割する、②優先順位を付けて作業手順を決定する、③分担したタスクを各グループが責任を

持って行い、自分たちで評価・改善ができるようにする。また、各グループでの活動を通じて、グループをまとめる役割とサポートスタッフ

としての役割の重要性を体感する。 

 

活動対象の地方自治体： 

大阪府寝屋川市、交野市、和歌山県すさみ町 

 

SDGｓゴール：4・11・17 

関連科目  

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
参加態度 40％、企画力 20％、コミュニケーション能力 20％、発表能力 20％で評価する。 

学生への 

メッセージ 
仲間と協力して活動を進めていく中で、互いに率直に意見を出し合い、次の活動に向けて積極的に改善に取り組むことを期待しています。 

担当者の 

研究室等 
寝屋川キャンパス 1 号館 7階 村瀬研究室 

備考 
履修登録をする前に、必ず、活動内容を問い合わせ、相談してから履修して下さい。問い合わせ・相談をせずに履修登録をした場合、登録を

取り消すことがありますので注意してください。 



摂南大学シラバス 2024 

科目名 摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅡ 科目名（英文） Project/Problem Based Learning II 

学部 学部共通 学科  

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 通年集中 授業担当者 村瀬 憲昭.下元 一輝 

ディプロマポリシー(DP) V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ△,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,J 科：DP1◎,W 科：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R科・A科・M科・E科・C科：TTO1461a1～TTO1465a1,L 科：LTO1366a1～LTO1370a1,D 科・S科：ITO1371a1～ITO1375a1,J 科：JTO1374a

～1JTO1378a1,W 科：WTO1352a1～WTO1356a1 

 

授業概要・ 

目的 

市役所（町役場）の職員、自治会の役職者、市民（町民）などの組織・活動グループと学生が協力してプロジェクトを進める経験を通じて、

学生の社会人基礎力や人間力の向上を図る。プロジェクトの企画・運営においては、担当教員の指導の下で、必要な情報の収集方法や関係者

との連絡調整方法、プロジェクトを円滑に進めるための「段取り」を習得する。 

 

①調査：地域の現状や課題を調べ、プロジェクトの実現可能性を探る。 

②企画：プロジェクトの企画案を作成し、実現可能性、コスト、実施期間、有効性などに関する評価を行う。 

③関連する団体に企画案をプレゼンテーションし、必要に応じて修正した上で、詳細な実施計画を作成する。 

④実施：実施計画に従いプロジェクトを実施する。途中に実施状況を関係機関に報告し計画の修正を行う。 

⑤結果報告：プロジェクトの終了時に関係機関に実施結果を報告し、次年度以降のプロジェクトの実施について話し合う。 

到達目標 
本プロジェクトでは、参加メンバー・学外の連携先との協働を通して、「主体性を持って前向きに取り組む力」、「自分とは異なった価値観を受

け入れる力」、「課題を発見し、解決する力」を身につけるとともに、新しい価値の創造を目指す。 

授業方法と 

留意点 
基本的には対面授業とするが、オンライン授業になった場合は、ICT ツールを活用した遠隔授業とする。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

社会人として必要な「主体性・実行力・課題発見力・発言力」を連携先との協働作業によって実践的に学ぶ。仕事全体をひとつひとつの細か

いタスクに分割し、そこで必要な時間をゴール（締切日）から逆算することで、これらのタスクをいつ行うべきなのかを明確にし、仕事を前

倒しでやる習慣を身につける。 

 

具体的には①仕事の全体像を把握し各タスクに分割する、②優先順位を付けて作業手順を決定する、③分担したタスクを各グループが責任を

持って行い、自分たちで評価・改善ができるようにする。また、各グループでの活動を通じて、グループをまとめる役割とサポートスタッフ

としての役割の重要性を体感する。 

 

活動対象の地方自治体： 

大阪府寝屋川市、交野市、和歌山県すさみ町 

 

SDGｓゴール：4・11・17 

関連科目  

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
参加態度 40％、企画力 20％、コミュニケーション能力 20％、発表能力 20％で評価する。 

学生への 

メッセージ 
仲間と協力して活動を進めていく中で、互いに率直に意見を出し合い、次の活動に向けて積極的に改善に取り組むことを期待しています。 

担当者の 

研究室等 
寝屋川キャンパス 1 号館 7階 村瀬研究室 

備考 
履修登録をする前に、必ず、活動内容を問い合わせ、相談してから履修して下さい。問い合わせ・相談をせずに履修登録をした場合、登録を

取り消すことがありますので注意してください。 



摂南大学シラバス 2024 

科目名 摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅠ 科目名（英文） Project/Problem Based Learning I 

学部 学部共通 学科  

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 通年集中 授業担当者 石田 裕子 

ディプロマポリシー(DP) V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ△,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,J 科：DP1◎,W 科：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R科・A科・M科・E科・C科：TTO1461a1～TTO1465a1,L 科：LTO1366a1～LTO1370a1,D 科・S科：ITO1371a1～ITO1375a1,J 科：JTO1374a

～1JTO1378a1,W 科：WTO1352a1～WTO1356a1 

 

授業概要・ 

目的 

授業概要：摂南大学が進める淀川水系の総合研究の実践的な担い手として、寝屋川市内での子どもたちへの環境学習支援および淀川水系での

流域連携活動を実施する。流域内の様々な団体と連携し、河川での親水活動や交流会を通じて、流域住民、一般市民へ環境問題や流域の諸問

題について普及・啓発する。 

 

目的：寝屋川市自然体験学習室の活動に関わり、子どもへの環境学習支援を行う。天若湖アートプロジェクトへの参加を中心に、淀川水系で

の流域連携を向上させる。 

到達目標 

本プロジェクトでは、参加メンバー・学外の連携先との協働を通して、「主体性を持って前向きに取り組む力」、「自分とは異なった価値観を受

け入れる力」、「課題を発見し、解決する力」を身につけるとともに、新しい価値の創造を目指す。 

 

地域の子どもたちの環境学習支援プログラムの企画・実践の手法を体得する。また、流域連携活動を通じて、淀川水系を中心とした環境保全

と河川管理について問題を理解するとともに、その解決策について考察する。特に、淀川水系での環境保全活動や水辺再生の現場を題材に学

習・調査を進める。プ ロジェクト全体を通して、世代を超えた人々と交流することでコミュニケーション力を学び、自分たちで企画・実践す

る力を身につける。 

授業方法と 

留意点 

連携内容・方法：自然体験学習室では、環境学習支援の補助から始め、学生たち自身による企画と実践を行う。天若湖アートプロジェクト実

行委員会や淀川愛好会に所属し、淀川水系内の市民団体や行政機関と連携し、活動を実施する。 

 

留意点：学外の連携先等と関わるので、大学生らしいマナーと最低限のコミュニケーション力が必要です。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

テーマ：寝屋川市における環境学習支援と淀川水系を中心とした流域連携プロジェクト 

 

内容： 

１．寝屋川市自然体験学習室における環境学習支援 

     

２．点野水辺再生地区を中心とした水辺再生学習の実施 

     

３．淀川水系を中心とした流域連携イベントの企画・実践 

     

４．天若湖アートプロジェクトにおけるイベントの企画・実践 

     

５．環境保全活動（天然アユ復活、木津川での伝統工法を用いた環境改善）の学習 

    

６．い い川・いい川づくりワークショップ等での発表 

 

方法：授業のうち半分（月 1回）は原則として平常授業期間内の土曜日 1・2限に行い、自然体験学習室の活動に参加して、地域ボランティア

および子どもたちと接して、必要な知識・技術を習得する。9月と 12 月に予定している子ども教室において、自分たちで企画した環境学習プ

ログラムを実施する。 

他の半分（月 1 回）は、学外の流域連携イベントに参加し、流域問題について学習する。特に、天若湖アートプロジェクトを中心に、淀川水

系での流域連携を行う。 

学外発表の場として、天若湖アートプロジェクト（6 月）、近畿水環境交流会（8 月）、いい川・いい川づくりワークショップ（9-11 月）を予

定し、各活動段階における成果発表を行い、自己評価および外部評価を受けることで活動内容を振り返り、次の活動に向けてステップアップ

を図る。作業の実施に当たっては、理工学部都市環境工学科生態環境学研究室、および文化会エコシビル部の協力を得る。 

授業および活動スケジュールは、学校行事等の関係で受講者と相談の上、変更することがある。 

 

事前事後学習課題：内容ごとに参考資料を配布するので、熟読しておくこと。また、年度末にレポート課題を課す。 

関連科目 

自然・都市環境論、流域・沿岸域工学（以上、C科） 

科学技術教養 C 

教養特別講義「SDGｓで読み解く淀川流域」 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

授業（イベントを含む）に積極的に参加し、水辺環境の再生および流域連携活動に加わること。（60％） 

水辺再生・流域連携の意義を正しく理解し、それを他者に伝えられること。（40％） 

学生への 

メッセージ 

子どもたちへの環境学習支援や流域連携活動においては、学生のみなさんの若いパワーが必要です。ぜひ私たちと一緒に活動を盛り上げてく

ださい。文系・理系問わず、やる気のある人は大歓迎です。 

担当者の 

研究室等 
寝屋川キャンパス 1 号館 3階 石田研究室 

備考  



摂南大学シラバス 2024 

科目名 摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅡ 科目名（英文） Project/Problem Based Learning II 

学部 学部共通 学科  

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 通年集中 授業担当者 石田 裕子 

ディプロマポリシー(DP) V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ△,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,J 科：DP1◎,W 科：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R科・A科・M科・E科・C科：TTO1461a1～TTO1465a1,L 科：LTO1366a1～LTO1370a1,D 科・S科：ITO1371a1～ITO1375a1,J 科：JTO1374a

～1JTO1378a1,W 科：WTO1352a1～WTO1356a1 

 

授業概要・ 

目的 

授業概要：摂南大学が進める淀川水系の総合研究の実践的な担い手として、寝屋川市内での子どもたちへの環境学習支援および淀川水系での

流域連携活動を実施する。流域内の様々な団体と連携し、河川での親水活動や交流会を通じて、流域住民、一般市民へ環境問題や流域の諸問

題について普及・啓発する。 

 

目的：寝屋川市自然体験学習室の活動に関わり、子どもへの環境学習支援を行う。天若湖アートプロジェクトへの参加を中心に、淀川水系で

の流域連携を向上させる。 

到達目標 

本プロジェクトでは、参加メンバー・学外の連携先との協働を通して、「主体性を持って前向きに取り組む力」、「自分とは異なった価値観を受

け入れる力」、「課題を発見し、解決する力」を身につけるとともに、新しい価値の創造を目指す。 

 

地域の子どもたちの環境学習支援プログラムの企画・実践の手法を体得する。また、流域連携活動を通じて、淀川水系を中心とした環境保全

と河川管理について問題を理解するとともに、その解決策について考察する。特に、淀川水系での環境保全活動や水辺再生の現場を題材に学

習・調査を進める。プ ロジェクト全体を通して、世代を超えた人々と交流することでコミュニケーション力を学び、自分たちで企画・実践す

る力を身につける。 

授業方法と 

留意点 

連携内容・方法：自然体験学習室では、環境学習支援の補助から始め、学生たち自身による企画と実践を行う。天若湖アートプロジェクト実

行委員会や淀川愛好会に所属し、淀川水系内の市民団体や行政機関と連携し、活動を実施する。 

 

留意点：学外の連携先等と関わるので、大学生らしいマナーと最低限のコミュニケーション力が必要です。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

テーマ：寝屋川市における環境学習支援と淀川水系を中心とした流域連携プロジェクト 

 

内容： 

１．寝屋川市自然体験学習室における環境学習支援 

     

２．点野水辺再生地区を中心とした水辺再生学習の実施 

     

３．淀川水系を中心とした流域連携イベントの企画・実践 

     

４．天若湖アートプロジェクトにおけるイベントの企画・実践 

     

５．環境保全活動（天然アユ復活、木津川での伝統工法を用いた環境改善）の学習 

    

６．い い川・いい川づくりワークショップ等での発表 

 

方法：授業のうち半分（月 1回）は原則として平常授業期間内の土曜日 1・2限に行い、自然体験学習室の活動に参加して、地域ボランティア

および子どもたちと接して、必要な知識・技術を習得する。9月と 12 月に予定している子ども教室において、自分たちで企画した環境学習プ

ログラムを実施する。 

他の半分（月 1 回）は、学外の流域連携イベントに参加し、流域問題について学習する。特に、天若湖アートプロジェクトを中心に、淀川水

系での流域連携を行う。 

学外発表の場として、天若湖アートプロジェクト（6 月）、近畿水環境交流会（8 月）、いい川・いい川づくりワークショップ（9-11 月）を予

定し、各活動段階における成果発表を行い、自己評価および外部評価を受けることで活動内容を振り返り、次の活動に向けてステップアップ

を図る。作業の実施に当たっては、理工学部都市環境工学科生態環境学研究室、および文化会エコシビル部の協力を得る。 

授業および活動スケジュールは、学校行事等の関係で受講者と相談の上、変更することがある。 

 

事前事後学習課題：内容ごとに参考資料を配布するので、熟読しておくこと。また、年度末にレポート課題を課す。 

関連科目 

自然・都市環境論、流域・沿岸域工学（以上、C科） 

科学技術教養 C 

教養特別講義「SDGｓで読み解く淀川流域」 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

授業（イベントを含む）に積極的に参加し、水辺環境の再生および流域連携活動に加わること。（60％） 

水辺再生・流域連携の意義を正しく理解し、それを他者に伝えられること。（40％） 

学生への 

メッセージ 

子どもたちへの環境学習支援や流域連携活動においては、学生のみなさんの若いパワーが必要です。ぜひ私たちと一緒に活動を盛り上げてく

ださい。文系・理系問わず、やる気のある人は大歓迎です。 

担当者の 

研究室等 
寝屋川キャンパス 1 号館 3階 石田研究室 

備考  



摂南大学シラバス 2024 

科目名 摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅠ 科目名（英文） Project/Problem Based Learning I 

学部 学部共通 学科  

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 通年集中 授業担当者 鎌田 美保.大塚 正人 

ディプロマポリシー(DP) V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ△,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,J 科：DP1◎,W 科：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R科・A科・M科・E科・C科：TTO1461a1～TTO1465a1,L 科：LTO1366a1～LTO1370a1,D 科・S科：ITO1371a1～ITO1375a1,J 科：JTO1374a

～1JTO1378a1,W 科：WTO1352a1～WTO1356a1 

 

授業概要・ 

目的 

食品ロスは世界でも課題になっていることですが、日本の食品ロス量は世界的に見ても多く、世界の食糧支援量よりも多いという現状があり

ます。食品ロスは環境、貧困、経済等さまざまな分野の課題とも関連するものであり、食という日ごろ身近に行う行動とも関わりのあるもの

で、一人一人が意識をもって行動する必要がある課題です。その課題解決（食品ロス削減）に向けた取り組みを考え、実践し、多くの人にシ

ェアする活動を行います。 

到達目標 

【PBL プロジェクト共通目標】 

参加メンバー・学外の連携先との協働を通して、 「主体性を持って前向きに取り組む力」、「自分とは異なった価値観を受け入れる力」、「課

題を発見し、解決する力」を身につけるとともに、新しい価値の創造を目指す。 

 

【本プロジェクト目標】 

・食品ロスの現状と関連する課題を理解する。 

・食品ロス削減に向けた活動を提案し、実施することができる。 

・プロジェクトに関わる多様な人々と対話し、相手の意見を尊重しながら、自身の考えを構築し、説明し、一定の合意形成を図ることができ

る。 

授業方法と 

留意点 
グループでの活動が中心となり、外部機関とも連携し、活動を行う。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

【内容】 

・食品ロスについて 

・調査活動 

・イベント参加 

・小冊子等作成 

 

 

【方法】 

・食品ロスについて：講義+演習形式 

・その他の内容：グループ活動 

 

 

 

 

【事後学習】 

受講生には活動日誌を配布する。ミーティングおよび各活動後に話し合いや活動の内容、感想、反省点を記録すること。 

プロジェクト終了時に最終レポートを提出してもらう。レポートはプロジェクトを通して学んだこと、自身が貢献できた点、不足していた点

を振り返るものとする。 

関連科目 グローバル・シチズンシップ論（入門）、グローバルシチズンシップ論（応用） 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
各活動への貢献度 60％、活動日誌・最終レポート 40％ 

学生への 

メッセージ 
 

担当者の 

研究室等 
鎌田講師室（寝屋川キャンパス２号館２階） 

備考  



摂南大学シラバス 2024 

科目名 摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅡ 科目名（英文） Project/Problem Based Learning II 

学部 学部共通 学科  

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 通年集中 授業担当者 鎌田 美保.大塚 正人 

ディプロマポリシー(DP) V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ△,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,J 科：DP1◎,W 科：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R科・A科・M科・E科・C科：TTO1461a1～TTO1465a1,L 科：LTO1366a1～LTO1370a1,D 科・S科：ITO1371a1～ITO1375a1,J 科：JTO1374a

～1JTO1378a1,W 科：WTO1352a1～WTO1356a1 

 

授業概要・ 

目的 

食品ロスは世界でも課題になっていることですが、日本の食品ロス量は世界的に見ても多く、世界の食糧支援量よりも多いという現状があり

ます。食品ロスは環境、貧困、経済等さまざまな分野の課題とも関連するものであり、食という日ごろ身近に行う行動とも関わりのあるもの

で、一人一人が意識をもって行動する必要がある課題です。その課題解決（食品ロス削減）に向けた取り組みを考え、実践し、多くの人にシ

ェアする活動を行います。 

到達目標 

【PBL プロジェクト共通目標】 

参加メンバー・学外の連携先との協働を通して、 「主体性を持って前向きに取り組む力」、「自分とは異なった価値観を受け入れる力」、「課

題を発見し、解決する力」を身につけるとともに、新しい価値の創造を目指す。 

 

【本プロジェクト目標】 

・食品ロスの現状と関連する課題を理解する。 

・食品ロス削減に向けた活動を提案し、実施することができる。 

・プロジェクトに関わる多様な人々と対話し、相手の意見を尊重しながら、自身の考えを構築し、説明し、一定の合意形成を図ることができ

る。 

授業方法と 

留意点 
グループでの活動が中心となり、外部機関とも連携し、活動を行う。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

【内容】 

・食品ロスについて 

・調査活動 

・イベント参加 

・小冊子等作成 

 

 

【方法】 

・食品ロスについて：講義+演習形式 

・その他の内容：グループ活動 

 

 

 

 

【事後学習】 

受講生には活動日誌を配布する。ミーティングおよび各活動後に話し合いや活動の内容、感想、反省点を記録すること。 

プロジェクト終了時に最終レポートを提出してもらう。レポートはプロジェクトを通して学んだこと、自身が貢献できた点、不足していた点

を振り返るものとする。 

関連科目 グローバル・シチズンシップ論（入門）、グローバルシチズンシップ論（応用） 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
各活動への貢献度 60％、活動日誌・最終レポート 40％ 

学生への 

メッセージ 
 

担当者の 

研究室等 
鎌田講師室（寝屋川キャンパス２号館２階） 

備考  



摂南大学シラバス 2024 

科目名 摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅠ 科目名（英文） Project/Problem Based Learning I 

学部 学部共通 学科  

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 通年集中 授業担当者 朝田 康禎.古矢 篤史 

ディプロマポリシー(DP) V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ△,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,J 科：DP1◎,W 科：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R科・A科・M科・E科・C科：TTO1461a1～TTO1465a1,L 科：LTO1366a1～LTO1370a1,D 科・S科：ITO1371a1～ITO1375a1,J 科：JTO1374a

～1JTO1378a1,W 科：WTO1352a1～WTO1356a1 

 

授業概要・ 

目的 

プロジェクト名：キッズイベントイベントを創ろう！ 

 

【概要】 

寝屋川市の地域交流センターであるアルカスホールの自主事業を企画から実施まで担当する。2024 年度は小学生を対象としたイベントを企画

し、協力組織スタッフのご指導のもと企画から出演者との交渉・経理・準備・実施・事後処理までを行う。 

 

【目的】 

アルカスホールでは，毎年自主事業としてさまざまなイベントを企画・運営している。学生の発想・感覚を活かしたものにしたいとのことか

ら，企画段階から学生の参画が求められている。指定管理者が行う自主事業運営に興味をもつ学生と現場スタッフが協働で事業を企画し，運

営を行うことにより，企業がもつノウハウを学生が学ぶとともに，学生などの若い世代が参加できる自主事業を実現する。 

到達目標 

【PBL プロジェクト到達目標（共通）】 

本プロジェクトでは，参加メンバー・学外の連携先との協働を通して，「主体性を持って前向きに取り組む力」，「自分とは異なった価値観を受

け入れる力」，「課題を発見し，解決する力」を身につけるとともに，新しい価値の創造を目指す。 

 

上記に加えて，本プロジェクトでは以下のことも到達目標とする。 

１．市民のニーズを把握した上で自由な発想に基づき，新しい音楽イベントを企画・運営する。 

２．十分な準備を行った上でイベントを成功に導く。 

３．イベント後の処理を適切に行う。 

授業方法と 

留意点 
連携先や学生同士など，人と関わりながら学ぶことが中心となる。積極的に関わることが求められる。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

【授業計画】 

  ４月  ご挨拶 

  ５月  企画会議 

  ６月  自主事業内容の決定および出演交渉 

  ７月  中間報告会 

      寝屋川市に報告，寝屋川市広報に記事掲載依頼 

  ８月  チラシのデザイン作業 

  ９月  チラシの印刷・配付およびチケット作成 

  10 月   ポスターセッション 

      チケット発売開始 

  11 月   打ち合わせ（出演者，舞台スタッフ，学生関係者） 

  12 月   最終報告会 

      準備および本番 

 この他に「基礎講座」全９回を受講すること 

 

これらの活動を通じて，以下のことを身につける。 

 １．イベントがどのように企画・運営されているのか，体験的に知る。 

 ２．企画したイベントが実行されるまでのスケジュール管理を身につける。 

 ３．連携先・出演者との交渉をする中で，社会人として必要なマナーを身につける。 

 ４．メンバー及び連携先とのディスカッションを通じて，「質の高い意思決定」ができるようになる。 

 ５．他のイベント等に応用可能な一般的な知識を得る。 

関連科目 すべての科目 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

普段のグループワークへの参加状況・貢献度（50％）、フィールドワーク当日の参加状況・貢献度（30％）、発表会における評価（20％）を総

合して判断する。 

学生への 

メッセージ 

みなさまが一からイベントを創り上げていくプロジェクトです。イベントの成功はみなさまにかかっています。主体的に取り組んでくださる

ことを望みます。 

担当者の 

研究室等 
寝屋川キャンパス１号館７階（朝田） 

備考  



摂南大学シラバス 2024 

科目名 摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅡ 科目名（英文） Project/Problem Based Learning II 

学部 学部共通 学科  

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 通年集中 授業担当者 朝田 康禎.古矢 篤史 

ディプロマポリシー(DP) V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ△,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,J 科：DP1◎,W 科：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R科・A科・M科・E科・C科：TTO1461a1～TTO1465a1,L 科：LTO1366a1～LTO1370a1,D 科・S科：ITO1371a1～ITO1375a1,J 科：JTO1374a

～1JTO1378a1,W 科：WTO1352a1～WTO1356a1 

 

授業概要・ 

目的 

プロジェクト名：キッズイベントイベントを創ろう！ 

 

【概要】 

寝屋川市の地域交流センターであるアルカスホールの自主事業を企画から実施まで担当する。2024 年度は小学生を対象としたイベントを企画

し、協力組織スタッフのご指導のもと企画から出演者との交渉・経理・準備・実施・事後処理までを行う。 

 

【目的】 

アルカスホールでは，毎年自主事業としてさまざまなイベントを企画・運営している。学生の発想・感覚を活かしたものにしたいとのことか

ら，企画段階から学生の参画が求められている。指定管理者が行う自主事業運営に興味をもつ学生と現場スタッフが協働で事業を企画し，運

営を行うことにより，企業がもつノウハウを学生が学ぶとともに，学生などの若い世代が参加できる自主事業を実現する。 

到達目標 

【PBL プロジェクト到達目標（共通）】 

本プロジェクトでは，参加メンバー・学外の連携先との協働を通して，「主体性を持って前向きに取り組む力」，「自分とは異なった価値観を受

け入れる力」，「課題を発見し，解決する力」を身につけるとともに，新しい価値の創造を目指す。 

 

上記に加えて，本プロジェクトでは以下のことも到達目標とする。 

１．市民のニーズを把握した上で自由な発想に基づき，新しい音楽イベントを企画・運営する。 

２．十分な準備を行った上でイベントを成功に導く。 

３．イベント後の処理を適切に行う。 

授業方法と 

留意点 
連携先や学生同士など，人と関わりながら学ぶことが中心となる。積極的に関わることが求められる。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

【授業計画】 

  ４月  ご挨拶 

  ５月  企画会議 

  ６月  自主事業内容の決定および出演交渉 

  ７月  中間報告会 

      寝屋川市に報告，寝屋川市広報に記事掲載依頼 

  ８月  チラシのデザイン作業 

  ９月  チラシの印刷・配付およびチケット作成 

  10 月   ポスターセッション 

      チケット発売開始 

  11 月   打ち合わせ（出演者，舞台スタッフ，学生関係者） 

  12 月   最終報告会 

      準備および本番 

 この他に「基礎講座」全９回を受講すること 

 

これらの活動を通じて，以下のことを身につける。 

 １．イベントがどのように企画・運営されているのか，体験的に知る。 

 ２．企画したイベントが実行されるまでのスケジュール管理を身につける。 

 ３．連携先・出演者との交渉をする中で，社会人として必要なマナーを身につける。 

 ４．メンバー及び連携先とのディスカッションを通じて，「質の高い意思決定」ができるようになる。 

 ５．他のイベント等に応用可能な一般的な知識を得る。 

関連科目 すべての科目 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

普段のグループワークへの参加状況・貢献度（50％）、フィールドワーク当日の参加状況・貢献度（30％）、発表会における評価（20％）を総

合して判断する。 

学生への 

メッセージ 

みなさまが一からイベントを創り上げていくプロジェクトです。イベントの成功はみなさまにかかっています。主体的に取り組んでくださる

ことを望みます。 

担当者の 

研究室等 
寝屋川キャンパス１号館７階（朝田） 

備考  
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科目名 摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅠ 科目名（英文） Project/Problem Based Learning I 

学部 学部共通 学科  

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 通年集中 授業担当者 増田 知也.工藤 隆則.長田 武 

ディプロマポリシー(DP) V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ△,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,J 科：DP1◎,W 科：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R科・A科・M科・E科・C科：TTO1461a1～TTO1465a1,L 科：LTO1366a1～LTO1370a1,D 科・S科：ITO1371a1～ITO1375a1,J 科：JTO1374a

～1JTO1378a1,W 科：WTO1352a1～WTO1356a1 

 

授業概要・ 

目的 

寝屋川市では自治会加入率の低下と自治会の担い手不足に悩んでおり、とりわけ若年層の加入率上昇に向けた対策や、役職者の負担の軽減が

必要となっている。本プロジェクトでは、寝屋川市内の自治会において、自治会活動を周知する手段として LINE 公式アカウント等の活用を支

援する。 

 

学生が中心となって説明会の企画を立案し、円滑に説明会を運営し、参加して良かったと思ってもらえる説明会にするとともに、LINE 公式ア

カウントの試験運用を通じて、地域への理解を深めるとともに、関係者との円滑なコミュニケーションを図ることを目指す。 

到達目標 
本プロジェクトでは、参加メンバー・学外の連携先との協働を通して、「主体性を持って前向きに取り組む力」、「自分とは異なった価値観を受

け入れる力」、「課題を発見し、解決する力」を身につけるとともに、新しい価値の創造を目指す。 

授業方法と 

留意点 
定期的に会議を開催し、プロジェクトの進捗や課題について確認しながら、プロジェクトの目的達成を目指す。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

4 月 オリエンテーション 

5 月 寝屋川市・自治会との打ち合わせ 

6～8月 説明会準備 

9 月 説明会実施 

10～12 月 LINE 公式アカウントの試験運用 

 

 

説明会では、参加者との座談会形式で LINE 公式アカウントの活用方法について学んでもらう。 

関連科目  

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

主体性 25％ 

協調性 25％ 

課題発見・解決力 25％ 

プロジェクトへの貢献 25％ 

学生への 

メッセージ 
 

担当者の 

研究室等 
寝屋川キャンパス 11 号館 10 階 増田研究室 

備考  
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科目名 摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅡ 科目名（英文） Project/Problem Based Learning II 

学部 学部共通 学科  

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 通年集中 授業担当者 増田 知也.工藤 隆則.長田 武 

ディプロマポリシー(DP) V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ△,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,J 科：DP1◎,W 科：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R科・A科・M科・E科・C科：TTO1461a1～TTO1465a1,L 科：LTO1366a1～LTO1370a1,D 科・S科：ITO1371a1～ITO1375a1,J 科：JTO1374a

～1JTO1378a1,W 科：WTO1352a1～WTO1356a1 

 

授業概要・ 

目的 

寝屋川市では自治会加入率の低下と自治会の担い手不足に悩んでおり、とりわけ若年層の加入率上昇に向けた対策や、役職者の負担の軽減が

必要となっている。本プロジェクトでは、寝屋川市内の自治会において、自治会活動を周知する手段として LINE 公式アカウント等の活用を支

援する。 

 

学生が中心となって説明会の企画を立案し、円滑に説明会を運営し、参加して良かったと思ってもらえる説明会にするとともに、LINE 公式ア

カウントの試験運用を通じて、地域への理解を深めるとともに、関係者との円滑なコミュニケーションを図ることを目指す。 

到達目標 
本プロジェクトでは、参加メンバー・学外の連携先との協働を通して、「主体性を持って前向きに取り組む力」、「自分とは異なった価値観を受

け入れる力」、「課題を発見し、解決する力」を身につけるとともに、新しい価値の創造を目指す。 

授業方法と 

留意点 
定期的に会議を開催し、プロジェクトの進捗や課題について確認しながら、プロジェクトの目的達成を目指す。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

4 月 オリエンテーション 

5 月 寝屋川市・自治会との打ち合わせ 

6～8月 説明会準備 

9 月 説明会実施 

10～12 月 LINE 公式アカウントの試験運用 

 

 

説明会では、参加者との座談会形式で LINE 公式アカウントの活用方法について学んでもらう。 

関連科目  

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

主体性 25％ 

協調性 25％ 

課題発見・解決力 25％ 

プロジェクトへの貢献 25％ 

学生への 

メッセージ 
 

担当者の 

研究室等 
寝屋川キャンパス 11 号館 10 階 増田研究室 

備考  



摂南大学シラバス 2024 

科目名 摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅠ 科目名（英文） Project/Problem Based Learning I 

学部 学部共通 学科  

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 通年集中 授業担当者 小林 基.中塚 華奈.藤原 崇 

ディプロマポリシー(DP) V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ△,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,J 科：DP1◎,W 科：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R科・A科・M科・E科・C科：TTO1461a1～TTO1465a1,L 科：LTO1366a1～LTO1370a1,D 科・S科：ITO1371a1～ITO1375a1,J 科：JTO1374a

～1JTO1378a1,W 科：WTO1352a1～WTO1356a1 

 

授業概要・ 

目的 

 枚方市東部地域は、大都市圏内の近郊住宅地に隣接しながらも、美しい農地や里山景観を残している。一方、高齢化と人口減少による地域

衰退も危惧され、地域を活性化する必要があるという認識が生じている。  

 

 このプロジェクトでは、今後の当該地域の社会経済の持続的な発展に資することを目指し、2025 年日本国際博覧会（「大阪・関西万博」）お

よび「ひらかた万博」の時期に合わせて当該地域の魅力を発信するため、以下の二点を目的として設定する。  

 

 （１）枚方市東部地域における多様な地域資源を探索し、フィールドワークと実体験を通じてその魅力を自分なりに再発見し、表現する。  

  

 （２）当該地域の魅力を国内の他地域の人々および海外からの来訪者に向けて発信するために妥当な方策を提案する。 

到達目標 

（１）主体的に課題を設定し調査から報告までに至る計画を立て、実行する姿勢・能力を身に付ける。  

 

（２）チームワークに必要な能力（リーダーシップ／フォロワーシップ、スケジューリング／リスケジューリング、メンバーや教員、協力先

との調整能力等）を身に付ける。  

 

（３）現地での体験・観察・聞き取りを通じて、自らの言葉で地域の魅力を発見し、表現（報告）することができる。  

 

（４）現地の課題や条件および現地の人々が積み上げてきた成果を踏まえ、具体性・実現可能性のある企画を提案できる。  

 

（５）海外からの訪問者に対して魅力ある、また、国際的にみて有意義な情報発信を行うための知識・視点を身につける。 

授業方法と 

留意点 

 本授業は、おおまかに（１）学内での事前準備、（２）フィールドワーク、（３）成果の共有および企画提案、（４）成果発表の準備、（５）

成果発表の五つのフェーズによって構成される。前期・後期と一連のサイクルを繰り返すことにより報告・提案内容をブラッシュアップして

ゆく。  

 

  

 

（１）事前準備［学内］  

  

 グループごとにテーマ設定、現地に関する情報（ウェブサイト・文献等）の収集、フィールドワークの計画立案、協力者へのアポ取り等を

実施する。教員から情報提供が行われる場合もあるが、基本的に学生主体で 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

 授業テーマごとの実施回数や日程については、進度や現地との交渉などを勘案し、柔軟かつ臨機応変に決定する。  

 

  

【前期】  

 

（１）オリエンテーション  

 

 授業の概要説明や自己紹介・アイスブレーク、グループ分け等を行う。事前・事後学習：枚方東部についての情報収集、各自扱いたいテー

マを検討しておく。  

  

 

（２）テーマ設定、フィールドワークの準備  

 

 グループごとの課題設定とフィールドワークの準備にとりかかる。事前・事後学習：枚方東部についての情報収集、各自扱いたいテーマを

検討しておく。  

  

 

（３）フィールドワーク（インタビュー、散策、各種活動への参加等）  

 

 フィールドワークを実施する。事前・事後学習：現地についての情報収集、メンバー間・現地とのスケジュールの共有、成果についてのメ

モ作成  

 

 

（４）成果の共有 

 

 フィールドワークの成果を共有し、整理しておく。成果を踏まえ、提案についてのアイデアをまとめる。事前・事後学習：成果についての

メモ作成、検討したい提案についてのアイデアを各自考えておく。  

 

  

（５）発表資料作成  

 

 グループごとに提案内容を検討し発表資料を作成する。事前・事後学習：発表のリハーサル  

  

 

（６）中間発表会  

  

 グループごとに成果を報告する。事前・事後学習：発表のリハーサル、聴衆からのフィードバックをまとめる。  

 

  

 

【夏季休暇期間～後期】  

 

（１）フィールドワークの準備  
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 グループごとの課題の調整とフィールドワークの準備にとりかかる。事前・事後学習：枚方東部についての情報収集、各自扱いたいテーマ

を検討しておく。  

  

 

（２）フィールドワーク  

 

 フィールドワークを実施する。事前・事後学習：現地についての情報収集、メンバー間・現地とのスケジュールの共有、成果についてのメ

モ作成  

  

 

（３）提案のブラッシュアップと発表資料作成  

 

 成果を踏まえ、提案についてのアイデアを改良する。事前・事後学習：成果についてのメモ作成、提案の改善についてを各自検討しておく。  

 

 

（４）学内での発表会  

 

 グループごとに成果を報告する。事前・事後学習：発表のリハーサル、聴衆からのフィードバックをまとめる。 

関連科目  

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

 （１）グループワークへの貢献度（40%）：フィールドワーク、ディスカッション、成果物の制作から発表に至るプロセスへの積極的な参加。  

 

 （２）成果報告・企画・制作物の完成度（60%）：テーマ設定と報告・提案内容および方法の妥当性、具体性、実現可能性、調査の精度、表

現の工夫・巧みさ、オリジナリティ。 

学生への 

メッセージ 

 本授業は履修生が主体となり、自らプロジェクトを動かす気持ちで積極的に参加・貢献することに期待している。教員はサポートに徹し、

履修生の希望にできる限り答えたいと考えている。 

担当者の 

研究室等 

・寝屋川キャンパス：７号館５階 小林研究室 

 

・枚方キャンパス：８号館３階 中塚研究室 

 

備考  



摂南大学シラバス 2024 

科目名 摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅡ 科目名（英文） Project/Problem Based Learning II 

学部 学部共通 学科  

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 通年集中 授業担当者 小林 基.中塚 華奈.藤原 崇 

ディプロマポリシー(DP) V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ△,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,J 科：DP1◎,W 科：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R科・A科・M科・E科・C科：TTO1461a1～TTO1465a1,L 科：LTO1366a1～LTO1370a1,D 科・S科：ITO1371a1～ITO1375a1,J 科：JTO1374a

～1JTO1378a1,W 科：WTO1352a1～WTO1356a1 

 

授業概要・ 

目的 

 枚方市東部地域は、大都市圏内の近郊住宅地に隣接しながらも、美しい農地や里山景観を残している。一方、高齢化と人口減少による地域

衰退も危惧され、地域を活性化する必要があるという認識が生じている。  

 

 このプロジェクトでは、今後の当該地域の社会経済の持続的な発展に資することを目指し、2025 年日本国際博覧会（「大阪・関西万博」）お

よび「ひらかた万博」の時期に合わせて当該地域の魅力を発信するため、以下の二点を目的として設定する。  

 

 （１）枚方市東部地域における多様な地域資源を探索し、フィールドワークと実体験を通じてその魅力を自分なりに再発見し、表現する。  

  

 （２）当該地域の魅力を国内の他地域の人々および海外からの来訪者に向けて発信するために妥当な方策を提案する。 

到達目標 

（１）主体的に課題を設定し調査から報告までに至る計画を立て、実行する姿勢・能力を身に付ける。  

 

（２）チームワークに必要な能力（リーダーシップ／フォロワーシップ、スケジューリング／リスケジューリング、メンバーや教員、協力先

との調整能力等）を身に付ける。  

 

（３）現地での体験・観察・聞き取りを通じて、自らの言葉で地域の魅力を発見し、表現（報告）することができる。  

 

（４）現地の課題や条件および現地の人々が積み上げてきた成果を踏まえ、具体性・実現可能性のある企画を提案できる。  

 

（５）海外からの訪問者に対して魅力ある、また、国際的にみて有意義な情報発信を行うための知識・視点を身につける。 

授業方法と 

留意点 

 本授業は、おおまかに（１）学内での事前準備、（２）フィールドワーク、（３）成果の共有および企画提案、（４）成果発表の準備、（５）

成果発表の五つのフェーズによって構成される。前期・後期と一連のサイクルを繰り返すことにより報告・提案内容をブラッシュアップして

ゆく。  

 

  

 

（１）事前準備［学内］  

  

 グループごとにテーマ設定、現地に関する情報（ウェブサイト・文献等）の収集、フィールドワークの計画立案、協力者へのアポ取り等を

実施する。教員から情報提供が行われる場合もあるが、基本的に学生主体で 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

 授業テーマごとの実施回数や日程については、進度や現地との交渉などを勘案し、柔軟かつ臨機応変に決定する。  

 

  

【前期】  

 

（１）オリエンテーション  

 

 授業の概要説明や自己紹介・アイスブレーク、グループ分け等を行う。事前・事後学習：枚方東部についての情報収集、各自扱いたいテー

マを検討しておく。  

  

 

（２）テーマ設定、フィールドワークの準備  

 

 グループごとの課題設定とフィールドワークの準備にとりかかる。事前・事後学習：枚方東部についての情報収集、各自扱いたいテーマを

検討しておく。  

  

 

（３）フィールドワーク（インタビュー、散策、各種活動への参加等）  

 

 フィールドワークを実施する。事前・事後学習：現地についての情報収集、メンバー間・現地とのスケジュールの共有、成果についてのメ

モ作成  

 

 

（４）成果の共有 

 

 フィールドワークの成果を共有し、整理しておく。成果を踏まえ、提案についてのアイデアをまとめる。事前・事後学習：成果についての

メモ作成、検討したい提案についてのアイデアを各自考えておく。  

 

  

（５）発表資料作成  

 

 グループごとに提案内容を検討し発表資料を作成する。事前・事後学習：発表のリハーサル  

  

 

（６）中間発表会  

  

 グループごとに成果を報告する。事前・事後学習：発表のリハーサル、聴衆からのフィードバックをまとめる。  

 

  

 

【夏季休暇期間～後期】  

 

（１）フィールドワークの準備  
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 グループごとの課題の調整とフィールドワークの準備にとりかかる。事前・事後学習：枚方東部についての情報収集、各自扱いたいテーマ

を検討しておく。  

  

 

（２）フィールドワーク  

 

 フィールドワークを実施する。事前・事後学習：現地についての情報収集、メンバー間・現地とのスケジュールの共有、成果についてのメ

モ作成  

  

 

（３）提案のブラッシュアップと発表資料作成  

 

 成果を踏まえ、提案についてのアイデアを改良する。事前・事後学習：成果についてのメモ作成、提案の改善についてを各自検討しておく。  

 

 

（４）学内での発表会  

 

 グループごとに成果を報告する。事前・事後学習：発表のリハーサル、聴衆からのフィードバックをまとめる。 

関連科目  

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

 （１）グループワークへの貢献度（40%）：フィールドワーク、ディスカッション、成果物の制作から発表に至るプロセスへの積極的な参加。  

 

 （２）成果報告・企画・制作物の完成度（60%）：テーマ設定と報告・提案内容および方法の妥当性、具体性、実現可能性、調査の精度、表

現の工夫・巧みさ、オリジナリティ。 

学生への 

メッセージ 

 本授業は履修生が主体となり、自らプロジェクトを動かす気持ちで積極的に参加・貢献することに期待している。教員はサポートに徹し、

履修生の希望にできる限り答えたいと考えている。 

担当者の 

研究室等 

・寝屋川キャンパス：７号館５階 小林研究室 

 

・枚方キャンパス：８号館３階 中塚研究室 

 

備考  
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科目名 摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅠ 科目名（英文） Project/Problem Based Learning I 

学部 学部共通 学科  

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 通年集中 授業担当者 水野 武 

ディプロマポリシー(DP) V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ△,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,J 科：DP1◎,W 科：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R科・A科・M科・E科・C科：TTO1461a1～TTO1465a1,L 科：LTO1366a1～LTO1370a1,D 科・S科：ITO1371a1～ITO1375a1,J 科：JTO1374a

～1JTO1378a1,W 科：WTO1352a1～WTO1356a1 

 

授業概要・ 

目的 

「門真市子ども LOBBY」は、子どもたちの日常に寄り添う居場所になることを目的とする施設である。本プロジェクトは、施設を利用する子

どもたち及び不登校児童に対して、大学生は何ができるのかについて考え、支援の実践を行うプロジェクトである。 

活動内容は参加できる曜日・時間帯に子どもたちと一緒に遊び、学習を行うための居場所を作ること、イベントの準備やお手伝いを行うこと

である。 

門真市子ども LOBBY を利用する子どもには、彼ら彼女らの日常に寄り添い一緒に遊ぶ、考える、学ぶことをしてくれる大人・大学生が必要で

あり、大学生の皆さんには活動を通して、子どもたちにとって「お手本＝ロールモデル」となることが期待される。 

到達目標 

■PBL プロジェクト到達目標(共通) 

本プロジェクトでは、参加メンバー・学外の連携先との協働を通して、「主体性を持って前向きに取り組む力」、「自分とは異なった価値観を受

け入れる力」、「課題を発見し、解決する力」を身につけると共に、新しい価値の想像を目指す。 

 

■「子どもの居場所で大学生ができることを考える」プロジェクトの到達目標 

・貧困問題への理解等、社会状況の理解できる 

・メンバーおよび子どもたちと相互受容できる関係を築く 

・子どもたちの非認知能力の向上に務める 

・子どもたちに喜んでもらえる企画を立案・提案できるようになる 

・スケジューリングを中心とした段取り力を発揮し、業務を最後までやり遂げることができる 

授業方法と 

留意点 

現地での活動を必ず内省すること。 

能動的に参加すること。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

４月：連携先さまとの顔合わせ 

５月：門真市の子どもの現状および子ども政策について学ぶ(仮)、活動にあたっての諸研修 

６月・７月：子ども lobby での子ども支援活動 

７月：中間報告（PBL 基礎講座内でここまでの活動を振り返る） 

８月・９月：子ども lobby での子ども支援活動 

１０月：子ども lobby でのハロウィンイベントの企画立案と実施(仮) 

１１月：子ども lobby での子ども支援活動 

１２月：クリスマスイベントの企画立案と実施(仮)、最終報告会 

関連科目 地域貢献実践演習など副専攻科目。 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
日々の活動 40%,アセスメントの受検 10%, 中間報告 20% ,最終報告 30% 

学生への 

メッセージ 
地域に貢献できるようにメンバー全員で知恵を絞って進めていきましょう。 

担当者の 

研究室等 
水野講師室（寝屋川キャンパス７号館３階） 

備考  
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科目名 摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅡ 科目名（英文） Project/Problem Based Learning II 

学部 学部共通 学科  

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 通年集中 授業担当者 水野 武 

ディプロマポリシー(DP) V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ△,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,J 科：DP1◎,W 科：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R科・A科・M科・E科・C科：TTO1461a1～TTO1465a1,L 科：LTO1366a1～LTO1370a1,D 科・S科：ITO1371a1～ITO1375a1,J 科：JTO1374a

～1JTO1378a1,W 科：WTO1352a1～WTO1356a1 

 

授業概要・ 

目的 

「門真市子ども LOBBY」は、子どもたちの日常に寄り添う居場所になることを目的とする施設である。本プロジェクトは、施設を利用する子

どもたち及び不登校児童に対して、大学生は何ができるのかについて考え、支援の実践を行うプロジェクトである。 

活動内容は参加できる曜日・時間帯に子どもたちと一緒に遊び、学習を行うための居場所を作ること、イベントの準備やお手伝いを行うこと

である。 

門真市子ども LOBBY を利用する子どもには、彼ら彼女らの日常に寄り添い一緒に遊ぶ、考える、学ぶことをしてくれる大人・大学生が必要で

あり、大学生の皆さんには活動を通して、子どもたちにとって「お手本＝ロールモデル」となることが期待される。 

到達目標 

■PBL プロジェクト到達目標(共通) 

本プロジェクトでは、参加メンバー・学外の連携先との協働を通して、「主体性を持って前向きに取り組む力」、「自分とは異なった価値観を受

け入れる力」、「課題を発見し、解決する力」を身につけると共に、新しい価値の想像を目指す。 

 

■「子どもの居場所で大学生ができることを考える」プロジェクトの到達目標 

・貧困問題への理解等、社会状況の理解できる 

・メンバーおよび子どもたちと相互受容できる関係を築く 

・子どもたちの非認知能力の向上に務める 

・子どもたちに喜んでもらえる企画を立案・提案できるようになる 

・スケジューリングを中心とした段取り力を発揮し、業務を最後までやり遂げることができる 

授業方法と 

留意点 

現地での活動を必ず内省すること。 

能動的に参加すること。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

４月：連携先さまとの顔合わせ 

５月：門真市の子どもの現状および子ども政策について学ぶ(仮)、活動にあたっての諸研修 

６月・７月：子ども lobby での子ども支援活動 

７月：中間報告（PBL 基礎講座内でここまでの活動を振り返る） 

８月・９月：子ども lobby での子ども支援活動 

１０月：子ども lobby でのハロウィンイベントの企画立案と実施(仮) 

１１月：子ども lobby での子ども支援活動 

１２月：クリスマスイベントの企画立案と実施(仮)、最終報告会 

関連科目 地域貢献実践演習など副専攻科目。 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
日々の活動 40%,アセスメントの受検 10%, 中間報告 20% ,最終報告 30% 

学生への 

メッセージ 
地域に貢献できるようにメンバー全員で知恵を絞って進めていきましょう。 

担当者の 

研究室等 
水野講師室（寝屋川キャンパス７号館３階） 

備考  
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科目名 摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅠ 科目名（英文） Project/Problem Based Learning I 

学部 学部共通 学科  

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 通年集中 授業担当者 田中 樹 

ディプロマポリシー(DP) V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ△,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,J 科：DP1◎,W 科：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R科・A科・M科・E科・C科：TTO1461a1～TTO1465a1,L 科：LTO1366a1～LTO1370a1,D 科・S科：ITO1371a1～ITO1375a1,J 科：JTO1374a

～1JTO1378a1,W 科：WTO1352a1～WTO1356a1 

 

授業概要・ 

目的 

「甲津原援農活動プロジェクト」 

 

滋賀県米原市北部の姉川上流域に位置する甲津原地区を活動地域として、援農活動を通じて過疎・高齢化が進む地域社会の実態、直面する問

題、土地管理の技法、地域資源（山の恵み）の豊かさ、人びととのコミュニケーションを学ぶ。地域貢献の余地や関わりのあり方を考える前

段階としての現場感覚や感性を磨く。 

 

甲津原での学外活動（援農活動）は、４回（各回１泊 2日）を予定。 

 

目的は以下の通り： 

（1）過疎・高齢化が進む山間地域の実態を知る 

（2）潜在的な地域資源や在来知を発掘し利活用する取り組みを発想する 

（3）地域社会の人びとの暮らしの活性化とどれと連動する教育活動の実践事例を提案する 

到達目標 
本プロジェクトでは、参加メンバー・学外の連携先との協働を通して、「主体性を持って前向きに取り組む力」、「自分とは異なった価値観を受

け入れる力」、「課題を発見し、解決する力」を身につけるとともに、新しい価値の創造を目指す。 

授業方法と 

留意点 

この授業は座学（基礎講座）とフィールドワーク（学外活動）、成果発信（討論、成果品の作成、発表）から構成される。フィールドワーク（学

外活動）は、土曜日と日曜日の１泊 2 日で行われる。地域社会の人びとと協働する機会が多いため、礼節と敬意のある身だしなみや振る舞い

が求められる。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

1       基礎講座①：オリエンテーション／事前学習：シラバスの理解 

2      基礎講座②：「執事のダンドリ手帳」から段取りの基本を学ぶ／事後学習：リアクションペーパーの作成 

3      基礎講座③：情報発信力を磨く／事後学習：リアクションペーパーの作成 

4～8    学外活動①：甲津原地区での援農活動（田植え、獣害対策用電気柵の設置、つけもの加工部での手伝い／１泊 2日） 

９      基礎講座④：会議を回せ！－ファシリテーションについて考える①－／事後学習：リアクションペーパーの作成 

10     基礎講座⑤：会議を回せ！－ファシリテーションについて考える②－／事後学習：リアクションペーパーの作成 

11～14  学外活動②：甲津原地区での援農活動（梅の実の収穫、梅干しの漬け込み／１泊 2日） 

15     基礎講座⑥：活動内容をシェアしよう！／事後学習：リアクションペーパーの作成 

16～19  学外活動③：甲津原地区での援農活動（獣害対策用電気柵の設置、山菜採り／１泊 2日） 

20      基礎講座⑦：オーディエンスを惹きつけろ！－ポスターセッションの教室－／事後学習：リアクションペーパーの作成 

21～22  中間発表会の準備、中間発表 

23～26    学外活動④：甲津原地区での援農活動（獣害対策用電気柵の撤収り／１泊 2日） 

27      基礎講座⑨：プレゼンの教室／事後学習：リアクションペーパーの作成 

28～30   最終報告会（PBL 科目報告会での発表）／事後学習：最終報告書の作成 

関連科目  

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
授業ごとのリアクションペーパー（70％）と活動報告書（30％）で評価し、60％以上を合格とする。 

学生への 

メッセージ 

この科目は、教育・研究（野外調査）・社会実践のすべての要素を含む包括的な取り組みです。既存の知識を教わるという受け身な姿勢ではな

く、地域社会の自然環境や生業、人びとからさまざまなことを能動的に学び取ってください。若い感性に裏打ちされる柔らかな発想とそこか

ら派生する地域活性化への具体案を形作ることを期待します。 

担当者の 

研究室等 
枚方キャンパス８号館（農学部棟）・環境農学研究室（213 号室） 

備考 フィールドワークでは、野外活動に適した服装（長靴、軍手、長袖シャツ、帽子など）を準備すること。 



摂南大学シラバス 2024 

科目名 摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅡ 科目名（英文） Project/Problem Based Learning II 

学部 学部共通 学科  

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 通年集中 授業担当者 田中 樹 

ディプロマポリシー(DP) V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ△,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,J 科：DP1◎,W 科：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R科・A科・M科・E科・C科：TTO1461a1～TTO1465a1,L 科：LTO1366a1～LTO1370a1,D 科・S科：ITO1371a1～ITO1375a1,J 科：JTO1374a

～1JTO1378a1,W 科：WTO1352a1～WTO1356a1 

 

授業概要・ 

目的 

「甲津原援農活動プロジェクト」 

 

滋賀県米原市北部の姉川上流域に位置する甲津原地区を活動地域として、援農活動を通じて過疎・高齢化が進む地域社会の実態、直面する問

題、土地管理の技法、地域資源（山の恵み）の豊かさ、人びととのコミュニケーションを学ぶ。地域貢献の余地や関わりのあり方を考える前

段階としての現場感覚や感性を磨く。 

 

甲津原での学外活動（援農活動）は、４回（各回１泊 2日）を予定。 

 

目的は以下の通り： 

（1）過疎・高齢化が進む山間地域の実態を知る 

（2）潜在的な地域資源や在来知を発掘し利活用する取り組みを発想する 

（3）地域社会の人びとの暮らしの活性化とどれと連動する教育活動の実践事例を提案する 

到達目標 
本プロジェクトでは、参加メンバー・学外の連携先との協働を通して、「主体性を持って前向きに取り組む力」、「自分とは異なった価値観を受

け入れる力」、「課題を発見し、解決する力」を身につけるとともに、新しい価値の創造を目指す。 

授業方法と 

留意点 

この授業は座学（基礎講座）とフィールドワーク（学外活動）、成果発信（討論、成果品の作成、発表）から構成される。フィールドワーク（学

外活動）は、土曜日と日曜日の１泊 2 日で行われる。地域社会の人びとと協働する機会が多いため、礼節と敬意のある身だしなみや振る舞い

が求められる。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

1       基礎講座①：オリエンテーション／事前学習：シラバスの理解 

2      基礎講座②：「執事のダンドリ手帳」から段取りの基本を学ぶ／事後学習：リアクションペーパーの作成 

3      基礎講座③：情報発信力を磨く／事後学習：リアクションペーパーの作成 

4～8    学外活動①：甲津原地区での援農活動（田植え、獣害対策用電気柵の設置、つけもの加工部での手伝い／１泊 2日） 

９      基礎講座④：会議を回せ！－ファシリテーションについて考える①－／事後学習：リアクションペーパーの作成 

10     基礎講座⑤：会議を回せ！－ファシリテーションについて考える②－／事後学習：リアクションペーパーの作成 

11～14  学外活動②：甲津原地区での援農活動（梅の実の収穫、梅干しの漬け込み／１泊 2日） 

15     基礎講座⑥：活動内容をシェアしよう！／事後学習：リアクションペーパーの作成 

16～19  学外活動③：甲津原地区での援農活動（獣害対策用電気柵の設置、山菜採り／１泊 2日） 

20      基礎講座⑦：オーディエンスを惹きつけろ！－ポスターセッションの教室－／事後学習：リアクションペーパーの作成 

21～22  中間発表会の準備、中間発表 

23～26    学外活動④：甲津原地区での援農活動（獣害対策用電気柵の撤収り／１泊 2日） 

27      基礎講座⑨：プレゼンの教室／事後学習：リアクションペーパーの作成 

28～30   最終報告会（PBL 科目報告会での発表）／事後学習：最終報告書の作成 

関連科目  

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
授業ごとのリアクションペーパー（70％）と活動報告書（30％）で評価し、60％以上を合格とする。 

学生への 

メッセージ 

この科目は、教育・研究（野外調査）・社会実践のすべての要素を含む包括的な取り組みです。既存の知識を教わるという受け身な姿勢ではな

く、地域社会の自然環境や生業、人びとからさまざまなことを能動的に学び取ってください。若い感性に裏打ちされる柔らかな発想とそこか

ら派生する地域活性化への具体案を形作ることを期待します。 

担当者の 

研究室等 
枚方キャンパス８号館（農学部棟）・環境農学研究室（213 号室） 

備考 フィールドワークでは、野外活動に適した服装（長靴、軍手、長袖シャツ、帽子など）を準備すること。 



摂南大学シラバス 2024 

科目名 摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅠ 科目名（英文） Project/Problem Based Learning I 

学部 学部共通 学科  

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 通年集中 授業担当者 大谷 侑也.小林 基 

ディプロマポリシー(DP) V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ△,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,J 科：DP1◎,W 科：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R科・A科・M科・E科・C科：TTO1461a1～TTO1465a1,L 科：LTO1366a1～LTO1370a1,D 科・S科：ITO1371a1～ITO1375a1,J 科：JTO1374a

～1JTO1378a1,W 科：WTO1352a1～WTO1356a1 

 

授業概要・ 

目的 

 本 PBL プロジェクトの舞台は沖縄県の伊良部島である。伊良部島は宮古島（本島）の北西に約 4km ほど離れた場所に位置し、いわば孤立し

た島であった。そのため橋が架かる（架橋化）以前の島民はフェリーで買い物や学校に行く必要があり、出産や急病の際にはヘリコプターで

本島の病院に搬送されることもあった。その後、2015 年に本島と伊良部島とを結ぶ「伊良部大橋」が完成し、車やバスで本島での買い出しや

通院が可能となり島民の生活は大きく改善されたと言える。 

 一方、島民の話の中では、橋の完成により観光客や犯罪が増加し、また島民間でのふれあいの場が喪失している、といった負の側面の声も

聞かれている。したがって架橋化により島民の生活インフラへのアクセスは改善されたが、種々の問題が顕在化しており、それらの解決が喫

緊の課題となっている。今回の PBL プロジェクトでは島民と対面・オンラインでコミュニケーションをとり、架橋化により地域で表面化して

いる課題を把握した上でその課題解決策を考案する。そして実際に伊良部島でフィールドワークを行い、解決策を地域に実装し、島の課題解

決の一端を担えるプロジェクトを目指す。 

到達目標 

本 PBL プロジェクトでの到達目標は以下の通りである。 

① 地域の人々とコミュニケーションを取り、何が課題となっているかを把握できる。 

② 地域の施策の良い面と悪い面を理解し、物事をさまざまな角度から評価できる。 

③ 地域のニーズを踏まえた上で、適切な課題解決策を提示できる。 

④ 「島」の文化や環境を理解し、それらを自らの言葉で他者に伝えることができる。 

⑤ 普段とは異なる環境に住む人々を理解し、地域に溶け込むことができる。 

 

以上を到達目標とし、学内での活動や実際の現場でのフィールドワークを実施する。 

授業方法と 

留意点 

学生間や教員と議論をしながら地域の課題解決策を考案していく。オンラインで現地の島民とコミュニケーションをとる。 

また夏季には実際に現地でフィールドワークを行い、考案したアイディアを現地に実装する予定である。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

本 PBL では「島」が持つ地域課題を学びながら、その解決策を学生・教員・島民との議論の中で提案していく。 

そのため普通の授業とは違い学生には積極的な議論への参加が求められる。また授業では実際に沖縄県伊良部島でフィールドワークを行うが、 

島民と共にアイディア出し・作業を行うためその場においても積極的な参加姿勢が求められる。 

 

本 PBL プロジェクトの大まかな行程は以下の通りである。 

4 月 キックオフミーティング、自己紹介、伊良部島の基礎知識習得。 

5 月 連携先とのオンラインミーティングによる地域の現状の課題把握、ディスカッション（学生・教員は対面）。 

6 月 課題解決策の考案、アイディア出し 

7 月 中間報告会 アイディアの具体化、作業 

8 月 アイディアの具体化、作業 

9 月 伊良部島でのフィールドワーク 

10 月 フィールドワークの詳細と成果のまとめ作業 

11 月 活動の自己評価、良かった点と悪かった点の洗い出し、最終報告回準備 

12 月 最終報告回準備・プレゼン練習 

1 月 連携先とのオンラインによる成果報告会（学生・教員は対面） 

2 月 まとめ作業（報告書の作成） 

3 月 まとめ作業（報告書の作成）、解散ミーティング 

関連科目  

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
プロジェクトへの参加姿勢（70%）、プロジェクトの成果物（30%） 

学生への 

メッセージ 

繰り返しになりますが PBL プロジェクトは通常の授業とは異なり、学生・教員・地域の人々と対話をしながら進めいていくものになります。 

履修者・教員はひとつの「チーム」となって活動していきます。とはいえ単なる「作業」や「仕事」ではありませんので、楽しみながら地域

の課題解決を目指していこうと思います。夏の伊良部島フィールドワークをめざして頑張っていきましょう！ 

担当者の 

研究室等 
寝屋川キャンパス 7号館 5階（大谷研究室） 

備考  



摂南大学シラバス 2024 

科目名 摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅡ 科目名（英文） Project/Problem Based Learning II 

学部 学部共通 学科  

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 通年集中 授業担当者 大谷 侑也.小林 基 

ディプロマポリシー(DP) V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ△,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,J 科：DP1◎,W 科：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R科・A科・M科・E科・C科：TTO1461a1～TTO1465a1,L 科：LTO1366a1～LTO1370a1,D 科・S科：ITO1371a1～ITO1375a1,J 科：JTO1374a

～1JTO1378a1,W 科：WTO1352a1～WTO1356a1 

 

授業概要・ 

目的 

 本 PBL プロジェクトの舞台は沖縄県の伊良部島である。伊良部島は宮古島（本島）の北西に約 4km ほど離れた場所に位置し、いわば孤立し

た島であった。そのため橋が架かる（架橋化）以前の島民はフェリーで買い物や学校に行く必要があり、出産や急病の際にはヘリコプターで

本島の病院に搬送されることもあった。その後、2015 年に本島と伊良部島とを結ぶ「伊良部大橋」が完成し、車やバスで本島での買い出しや

通院が可能となり島民の生活は大きく改善されたと言える。 

 一方、島民の話の中では、橋の完成により観光客や犯罪が増加し、また島民間でのふれあいの場が喪失している、といった負の側面の声も

聞かれている。したがって架橋化により島民の生活インフラへのアクセスは改善されたが、種々の問題が顕在化しており、それらの解決が喫

緊の課題となっている。今回の PBL プロジェクトでは島民と対面・オンラインでコミュニケーションをとり、架橋化により地域で表面化して

いる課題を把握した上でその課題解決策を考案する。そして実際に伊良部島でフィールドワークを行い、解決策を地域に実装し、島の課題解

決の一端を担えるプロジェクトを目指す。 

到達目標 

本 PBL プロジェクトでの到達目標は以下の通りである。 

① 地域の人々とコミュニケーションを取り、何が課題となっているかを把握できる。 

② 地域の施策の良い面と悪い面を理解し、物事をさまざまな角度から評価できる。 

③ 地域のニーズを踏まえた上で、適切な課題解決策を提示できる。 

④ 「島」の文化や環境を理解し、それらを自らの言葉で他者に伝えることができる。 

⑤ 普段とは異なる環境に住む人々を理解し、地域に溶け込むことができる。 

 

以上を到達目標とし、学内での活動や実際の現場でのフィールドワークを実施する。 

授業方法と 

留意点 

学生間や教員と議論をしながら地域の課題解決策を考案していく。オンラインで現地の島民とコミュニケーションをとる。 

また夏季には実際に現地でフィールドワークを行い、考案したアイディアを現地に実装する予定である。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

本 PBL では「島」が持つ地域課題を学びながら、その解決策を学生・教員・島民との議論の中で提案していく。 

そのため普通の授業とは違い学生には積極的な議論への参加が求められる。また授業では実際に沖縄県伊良部島でフィールドワークを行うが、 

島民と共にアイディア出し・作業を行うためその場においても積極的な参加姿勢が求められる。 

 

本 PBL プロジェクトの大まかな行程は以下の通りである。 

4 月 キックオフミーティング、自己紹介、伊良部島の基礎知識習得。 

5 月 連携先とのオンラインミーティングによる地域の現状の課題把握、ディスカッション（学生・教員は対面）。 

6 月 課題解決策の考案、アイディア出し 

7 月 中間報告会 アイディアの具体化、作業 

8 月 アイディアの具体化、作業 

9 月 伊良部島でのフィールドワーク 

10 月 フィールドワークの詳細と成果のまとめ作業 

11 月 活動の自己評価、良かった点と悪かった点の洗い出し、最終報告回準備 

12 月 最終報告回準備・プレゼン練習 

1 月 連携先とのオンラインによる成果報告会（学生・教員は対面） 

2 月 まとめ作業（報告書の作成） 

3 月 まとめ作業（報告書の作成）、解散ミーティング 

関連科目  

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
プロジェクトへの参加姿勢（70%）、プロジェクトの成果物（30%） 

学生への 

メッセージ 

繰り返しになりますが PBL プロジェクトは通常の授業とは異なり、学生・教員・地域の人々と対話をしながら進めいていくものになります。 

履修者・教員はひとつの「チーム」となって活動していきます。とはいえ単なる「作業」や「仕事」ではありませんので、楽しみながら地域

の課題解決を目指していこうと思います。夏の伊良部島フィールドワークをめざして頑張っていきましょう！ 

担当者の 

研究室等 
寝屋川キャンパス 7号館 5階（大谷研究室） 

備考  
 


